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Oracle Business Intelligenceユーザー向けの新機能

この序章では、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition 12c(12.2.1)の新機能について説明します。

この序章には、次のトピックが含まれています。

	
Oracle BI EE 12c(12.2.1)の新機能





Oracle BI EE 12c(12.2.1)の新機能

Oracle BI EE 12c(12.2.1)の新機能は次のとおりです。

	
グラフの改良


	
ビューの改良


	
分析の機能強化


	
スコアカードの改良


	
ダッシュボードの機能強化





グラフの改良

このリリースでは、次のようにグラフが機能強化されました。

	
コンテキスト・メニュー(右クリック)を使用したグラフ・ビューのソート機能。ダッシュボード・ページまたは「分析」エディタ: 「結果」タブのグラフ・ビューで右クリックすると、新しい「ソート」ダイアログが表示されます。凡例、データ・マーカーおよびグループレベル(X軸)項目を右クリックすると、「ソート」や「ドリル」などのオプションを含む相互作用メニューが表示されます(詳細はビューの右クリック相互作用を参照)。





ビューの改良

このリリースには、コンテンツ設計者がより効果的な分析をより速く作成するのを支援する、次のような様々なタイプのビューの拡張機能が含まれています。

	
ヒート・マトリックスという名前の新しいビュー・タイプ。ヒート・マトリックスは2次元のデータ表現で、値は色のグラデーションによって特色付けられます。単純ヒート・マトリックス・ビューは情報の視覚的な即時サマリーを提供するもので、大量のデータを分析して外れ値を確認する用途に適しています。詳細は、ヒート・マトリックス・ビューの編集を参照してください。


	
コンテキスト・メニュー(右クリック)を使用した、グラフ、ヒート・マトリックス、ピボット表、表、ツリーマップ、トレリスの各ビューのソート機能。ダッシュボード・ページまたは「分析」エディタ: 「結果」タブのデータ・ビューで右クリックすると、新しい「ソート」ダイアログが表示されます(詳細はビューの右クリック相互作用を参照)。





分析の機能強化

このリリースでは、分析に次の機能が加えられました。

	
列のプロパティの設定時に、パーセンテージで表示するためにデータを100倍するかどうかを指定できます。「列のプロパティ」ダイアログ: 「データ書式」タブの「%のスケール(x 100)」コンポーネントを参照してください。


	
アップロードされた外部ソースから分析にデータを追加するには:外部データの追加は「マッシュアップ」と呼ばれることもあります。第3章「分析への外部データの追加」を参照してください。





スコアカードの改良

このリリースでは、KPIウォッチリストおよびスコアカードに表示される各ウォッチリストをスタイル設定およびカスタマイズできます。各ウォッチリストのカスタム・スタイルの設定、名前変更およびウォッチリスト列の順序および表示の変更を行うことができます。詳細は、「ウォッチリストのカスタマイズ」を参照してください。


ダッシュボードの機能強化

このリリースでは、拡張ページ・プロパティを設定して、現在のダッシュボード・ページに設定する受信ナビゲーション・パラメータを指定できます。これにより、ナビゲーション・アクションに関連付けられたパラメータの適用方法を制御できます。「拡張ページ・プロパティの設定」を参照してください。












1 Oracle Business Intelligence Enterprise Editionについての序説


この章では、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionの使用を開始する方法およびOracle BI EEでサイン・イン、サイン・アウトおよびナビゲートする方法を説明します。また、ホーム・ページ、グローバル・ヘッダー、別のユーザーとして実行する方法、プリファレンスの設定方法、およびOracle BI EEと他の製品との対話方法も説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle BI Enterprise Editionの概要


	
Oracle BI EEオブジェクトの格納と管理


	
Oracle BI Enterprise Editionへのサイン・イン


	
Oracle BI Enterprise Editionからのサイン・アウト


	
Oracle BI Enterprise Edition内の移動


	
Oracle BI EEホーム・ページとは


	
Oracle BI EEグローバル・ヘッダーとは


	
ヘルプや詳細へのアクセス


	
権限と許可について


	
他のユーザーの代理について


	
他のユーザーの代理


	
プリファレンスの設定


	
Oracle BI EEと他の製品との対話方法


	
他のガイド内の関連トピック


	
システム要件と動作保証






Oracle BI Enterprise Editionの概要

Oracle BI Enterprise Edition (Oracle Business Intelligenceと呼ばれることもあります)には、あらゆるビジネス・インテリジェンス機能が備わっており、次のことが可能です。

	
組織の最新データの収集


	
わかりやすい形式(表やグラフなど)でのデータの表示


	
組織内の人々へのタイムリーなデータの配信




これらの機能によって、組織では、よりよい決定、詳細な情報に基づいた措置、より効率的なビジネス・プロセスの実装が可能になります。

図1-1に、わかりやすい形式(タイル、表、グラフなど)で組織のデータを表示したダッシュボードの一部を示します。


図1-1 ダッシュボードの例

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



Oracle BI Enterprise Editionでは、次のものを使用できます。

	
分析 - (Oracle BI EEのこの部分は、アンサーとも呼ばれます。)分析は、ビジネス上の疑問に対する回答を得るための、組織のデータに対する問合せです。分析では、データがわかりやすい形式(表、グラフなど)で表示されることにより、情報の探索や対話が行えます。分析の結果は、保存、編成および共有できます。

あらかじめ作成された、業界に固有の分析を購入することもできます。事前作成の分析は、購入したままでも、ビジネスの情報の必要性に応じて変更して使用することもできます。

分析の使用の詳細は、第2章「分析の作成」を参照してください。


	
ダッシュボード - (Oracle BI EEのこの部分は、インタラクティブ・ダッシュボードとも呼ばれます。)ダッシュボードでは、企業や外部情報をパーソナライズして表示できます。ダッシュボードは、分析、Webサイトへのリンク、Oracle BI Publisherレポートなどのコンテンツを含む1ページ以上のページで構成されます。ダッシュボードによって、エンド・ユーザーは分析情報にアクセスできます。

あらかじめ作成された、業界に固有の分析を含む事前構成済のダッシュボードを購入することもできます。

ダッシュボードの使用の詳細は、第5章「ダッシュボードの作成と使用」を参照してください。


	
フィルタ、選択ステップおよびプロンプト - フィルタ、選択ステップおよびプロンプトを使用すると、ダッシュボードや分析で表示するデータを制限したり、指定できます。

フィルタおよび選択ステップの詳細は、第6章、分析用データのフィルタリングと選択を参照してください。プロンプトの詳細は、第7章、ダッシュボードと分析でのプロンプトを参照してください。


	
エージェント - (Oracle BI EEのこの部分は、デリバーとも呼ばれます。)エージェントによって、ビジネス・プロセスを自動化できます。エージェントを使用して、イベント駆動型アラート、スケジュールされたコンテンツの公開および条件付きイベント駆動型アクションの実行を行えます。エージェントはスケジュールすることも、特定の条件でトリガーすることもでき、ユーザーにタイムリーな情報を配信できます。

エージェントの使用の詳細は、第9章「コンテンツの配信」を参照してください。


	
条件 - 条件は、分析またはキー・パフォーマンス・インディケータ(KPI)の評価に基づいて1つのブール値を返すオブジェクトです。条件を使用して、何かを行うかどうか(エージェントがコンテンツを配信するかどうか、など)を決定します。

条件の使用の詳細は、第10章「条件の使用」を参照してください。


	
アクション - アクションは、関連コンテンツへ移動したり、外部システムで操作、関数またはプロセスを起動する機能を提供します。アクションは、分析やダッシュボードのページなど、様々なオブジェクトに含めることができます。アクションによって、ユーザーは受け取ったデータから得られるビジネスの見通しに基づき、適切な行動をとることができます。

アクションの使用の詳細は、第11章「アクションの使用」を参照してください。


	
スコアカード - (Oracle BI EEのこの部分は、Oracle Scorecard and Strategy Managementとも呼ばれます)。スコアカードでは、企業の戦略を構成する目標や取組みのモデル化、指定されたKPIによる業績の評価、および全体的な業績の確認と表示を行えます。

スコアカードの使用の詳細は、第13章「スコアカード」を参照してください。


	
他の製品 - Oracle BI EEは、様々な方法で他の製品と対話します。たとえば、Oracle Hyperion Smart View for Officeを使用すると、Oracle BI EEからMicrosoft Officeアプリケーション(Excel、WordおよびPowerPoint)内で分析にアクセスしたり、実行することができます。

詳細は、「Oracle BI EEと他の製品との対話方法」を参照してください。




Oracle BI EEのこれらの領域(つまり、分析、エージェント、ダッシュボードなど)は、プレゼンテーション・サービスと呼ばれる場合もあります。






Oracle BI EEオブジェクトの格納と管理

Oracle BIプレゼンテーション・カタログには、Oracle BI EEを使用してユーザーが作成した分析、ダッシュボード、KPIなどのオブジェクトが格納されます。ユーザーは個人のフォルダ(マイ・フォルダ)を持ち、作成したオブジェクトを格納できます。個人フォルダ内のオブジェクトには、オブジェクトを作成し、コンテンツをそのフォルダに保存したユーザーのみがアクセスできます。ユーザーは、個人フォルダにサブフォルダを追加し、自分にとって最も理にかなった方法でコンテンツを編成できます。

他のユーザーやグループがオブジェクトにアクセスできる共有フォルダに、オブジェクトを格納することもできます。ビジネス・ロジック・セキュリティ、カタログ・オブジェクト・セキュリティおよびデータ・レベル・セキュリティの組合せによって、データやオブジェクトの表示、オブジェクトの編集およびカタログからのオブジェクトの削除を行えるユーザーが決まります。管理者は、カタログの共有フォルダ構造の作成および保守を行います。

詳細は、Oracle BIプレゼンテーション・カタログとはおよびOracle BIプレゼンテーション・カタログでのオブジェクトの管理を参照してください。カタログの設定の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のOracle BIプレゼンテーション・カタログの構成と管理に関する項を参照してください。






Oracle BI Enterprise Editionへのサイン・イン

Oracle BI EEへのアクセスには、組織で定められたURL、ユーザーIDおよびパスワードを使用します。




	
注意:

Oracle BI EEを使用する場合、Cookieを受け入れるようWebブラウザを設定する必要があります。ここでは、Cookieを使用して、ユーザーがサイン・インしたセッションが追跡されます。
シングル・サインオン(SSO)を使用してすでにサインオンしている場合は、(次の手順で説明されているような)サイン・イン・ページのすべてのフィールドに値を入力するように求めるプロンプトは表示されない可能性があります。









Oracle BI Enterprise Editionへサイン・インする手順:

	
ブラウザのアドレス・フィールドに、組織から指定されたURLを入力します。サイン・イン・ページが表示されます。


	
使用する言語を選択します。

このボックスへのデフォルトの入力は、「マイ・アカウント」ダイアログ: 「プリファレンス」タブの「ユーザー・インタフェース言語」フィールドで別の言語を選択することで変更できます。詳細は、プリファレンスの設定を参照してください。




	
注意:

Windowsの場合、「地域と言語のオプション」ダイアログの「言語」タブで「複合文字や右から左方向に書く言語 (タイ語を含む) のファイルをインストールする」オプションを選択すると、ヘブライ語のフォントが右から左ではなく、左から右の間違った方向で表示されます。
この問題を回避するには、「複合文字や右から左方向に書く言語 (タイ語を含む) のファイルをインストールする」オプションの選択を次のように解除します。

	
コントロール パネルで「地域と言語のオプション」ボタンをクリックし、「地域と言語のオプション」ダイアログを表示します。


	
「言語」タブをクリックします。


	
「複合文字や右から左方向に書く言語 (タイ語を含む) のファイルをインストールする」オプションの選択を解除します。


	
「OK」をクリックします。













	
ユーザーIDとパスワードを入力します。


	
スクリーン・リーダーの使用を容易にする方法で、Oracle BI EEのコンテンツをブラウザでレンダリングする場合は、「アクセシビリティ・モード」ボックスを選択します。

このボックスを選択すると、分析エディタとしてアクセシビリティ・モードのBIコンポーザ・ウィザードが使用されます(「分析」エディタは使用されません)。BIコンポーザの詳細は、BIコンポーザを使用した分析操作を参照してください。「分析」エディタの詳細は、「分析」エディタとはを参照してください。

アクセシビリティの詳細は、付録B、アクセシビリティ機能を参照してください。


	
「サイン・イン」をクリックします。次のいずれかのページ(構成によって異なる)が表示されます。

	
マイ・ダッシュボードと呼ばれる個人のダッシュボード。


	
ホーム・ページ。ホーム・ページの詳細は、Oracle BI EEホーム・ページとはを参照してください。


	
担当業務(コール・センター職員など)に固有のダッシュボード。




ダッシュボード(マイ・ダッシュボードまたは業務に固有のダッシュボード)には、通常、業務に関する分析およびその他の情報が含まれます。図1-1に、ダッシュボードの例を示します。

これで、Oracle BI EE内を移動できます。詳細は、Oracle BI Enterprise Edition内の移動を参照してください。




	
ヒント:

サイン・イン後、以降のサイン・イン時に表示されるダッシュボードを選択できます。詳細は、プリファレンスの設定を参照してください。















Oracle BI Enterprise Editionからのサイン・アウト




	
注意:

Oracle BI EEからサイン・アウトするためにブラウザ・ウィンドウを閉じないでください。







Oracle BI EEからサイン・アウトする手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「サイン・アウト」をクリックします。









Oracle BI Enterprise Edition内の移動

Oracle BI EEへサイン・イン(「Oracle BI Enterprise Editionへのサイン・イン」で説明)すると、構成に応じて次のいずれかのページが表示されます。

	
マイ・ダッシュボードと呼ばれる個人のダッシュボード


	
ホーム・ページ


	
担当業務(コール・センター職員など)に固有のダッシュボード




このページを起点に、Oracle BI EEを使用します。作業時、Oracle BI EE内を移動する主な方法としてグローバル・ヘッダーおよびホーム・ページを使用できます。

	
グローバル・ヘッダー - グローバル・ヘッダーは、Oracle BI EEインタフェースの上部に表示され、作業時、常に使用できます。グローバル・ヘッダーでは、Oracle BI EEが提供する機能にアクセスできます。たとえば、ホーム・ページへのアクセス、ダッシュボードへのアクセス、オブジェクト(分析やダッシュボード・プロンプトなど)のオープン、新規オブジェクトの作成などを行えます。グローバル・ヘッダーで使用できる機能は権限によって決まります。管理者は、リンクの順序を変更したり、会社や業界特有のリンクを追加することでグローバル・ヘッダーを変更できます。たとえば、Oracle Technology Network (OTN)へのリンクを追加できます。

グローバル・ヘッダーの詳細は、「Oracle BI EEグローバル・ヘッダーとは」を参照してください。


	
ホーム・ページ - ホーム・ページでは、Oracle BI EEの起動方法、オブジェクトの作成と変更方法、オブジェクトの参照と管理方法を知ることができます。

ホーム・ページの詳細は、「Oracle BI EEホーム・ページとは」を参照してください。




タスクの起点にアクセスすると、タスクの実行に必要なページ、ダイアログまたはエディタが表示されます。




	
注意:

他にナビゲーションの方法がない場合以外は、ブラウザの戻るボタンを使用してOracle BI EEをナビゲートしないことをお薦めします。ブラウザの戻るボタンでは、戻ったときにダッシュボードの状態が保持されない場合があります。ブレッドクラムは推奨されるナビゲーション方法です。ブレッドクラムの詳細は、ブレッドクラムを使用したナビゲートについてを参照してください。












Oracle BI EEホーム・ページとは

ホーム・ページは、Oracle BI EEでタスクを行う起点です。ホーム・ページはセクションに分かれており、各セクションでは、個別のタスクを開始したり、オブジェクトを検索できます。このホーム・ページには、最近表示、作成または更新したオブジェクトや、所属するグループのユーザーが最も頻繁にアクセスするオブジェクトにアクセスできるセクション(たとえば、「最近」や「お気に入り」)もあります。


図1-2 ホーム・ページの例

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



図1-2に、ホーム・ページの例を示します。

ホーム・ページの各領域の詳細は、ホーム・ページを参照してください。

起点の構成によっては、Oracle BI EEへサイン・インすると、ホーム・ページが表示される場合があります。

そうでない場合、グローバル・ヘッダーの「ホーム」ページをクリックして、いつでもホーム・ページに移動できます。グローバル・ヘッダーの詳細は、「Oracle BI EEグローバル・ヘッダーとは」を参照してください。






Oracle BI EEグローバル・ヘッダーとは

グローバル・ヘッダーによって、よく使用される機能へ簡単にアクセスできます。グローバル・ヘッダーは、ユーザー・インタフェースからいつでも使用できます。たとえば、グローバル・ヘッダーを使用すると、ホーム・ページに戻ることなく、新規タスクの開始、Oracle BIプレゼンテーション・カタログの検索、製品ドキュメントへのアクセス、別のオブジェクトの表示を行えます。グローバル・ヘッダーには、ホーム・ページ・リンクも含まれ、他のページからホーム・ページにアクセスできます。グローバル・ヘッダーで使用可能な機能は権限によって決まることに注意してください。

管理者は、リンクの表示順序を変更したり、社内または社外の場所(GoogleやOTNなど)へのリンクを追加することで、グローバル・ヘッダーをカスタマイズできます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のプレゼンテーション・サービスでのカスタム・リンクの提供に関する項を参照してください。

図1-3に、グローバル・ヘッダーの左端の部分を示します。


図1-3 Oracle BI EEグローバル・ヘッダー

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



グローバル・ヘッダーには、次のコンポーネントが含まれています。

	
検索 - カタログを検索できます。この領域の使用方法の詳細は、「オブジェクトの検索方法」を参照してください。


	
詳細設定 - カタログ・ページが検索モードで表示され、カタログ内のオブジェクトを検索できます。検索モードでは、ページ内に「フォルダ」ペインではなく、「検索」ペインが表示されます。


	
管理 - 管理者としてログインしている場合に使用できます。管理ページが表示され、権限およびマップのメタデータの管理などの管理タスクを行います。管理タスクの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』および『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』を参照してください。


	
ヘルプ - 次のオプションが表示されます。

	
xxxヘルプ(xxxはページ、エディタまたはタブの名前) - 現在のページ、エディタまたはタブのヘルプ・トピックを表示します。


	
ヘルプの目次 - Oracle BI EE、BI Publisherおよびマーケティングの目次へのリンク・オプションが備わったカスケード・メニューが表示されます。


	
ドキュメント - Oracle BI EEのドキュメント・ライブラリが表示されます。


	
OTN - OTNのBusiness IntelligenceとData Warehousingテクノロジ・センターのページが表示されます。


	
Oracle BI EEのバージョン情報... - Oracle BI EEのバージョンと著作権情報が表示されます。





	
サイン・アウト - Oracle BI EEからサイン・アウトします。


	
アラート - 1つ以上のアラートが生成されている場合にのみ使用できます。「アラート」ダイアログが表示され、アラートを管理できます。アラートは、パーソナライズされ、アクショナブルなコンテンツを、指定された受信者およびエージェントへの登録者に配信するエージェントによって生成される通知です。


	
ホーム - ホーム・ページが表示されます。ホーム・ページの詳細は、「Oracle BI EEホーム・ページとは」を参照してください。


	
カタログ - カタログ・ページが表示され、カタログ内のオブジェクトの検索やそれらのオブジェクトに固有のタスクを実行できます。


	
お気に入り - お気に入りオブジェクトや、お気に入りオブジェクトを編成するために作成したカテゴリが表示されます。また、「お気に入りの管理」リンクも表示されるので、これをクリックして「お気に入りの管理」ダイアログにアクセスし、お気に入りの編成に使用するカテゴリを作成して管理できます。お気に入りの詳細は、お気に入りとはを参照してください。


	
ダッシュボード - ユーザーのフォルダまたは共有フォルダ内の「ダッシュボード」サブフォルダに格納されているすべてのダッシュボードへのリンクが含まれています。(「ダッシュボード」サブフォルダに保存されていないダッシュボードは、グローバル・ヘッダーのダッシュボード・リストから表示されません)。


	
新規 - 作成可能なオブジェクトのリストが表示されます。オブジェクトを作成するには、オブジェクトをリストから選択します。オブジェクトの作成に適切なダイアログまたはエディタが表示されます。


	
開く - 次のオプションが表示されます。

	
開く - 「開く」ダイアログが表示され、使用するオブジェクトを選択できます。


	
最近使用したオブジェクト - 最近表示、作成または更新したオブジェクトのリストが表示されます。このリストを使用して、使用するオブジェクトを選択できます。


	
最も人気のあるオブジェクト - 所属するグループのユーザーから最も頻繁にアクセスされているオブジェクトのリストが表示されます。このリストを使用して、使用するオブジェクトを選択できます。





	
usernameとしてサインイン - (usernameは、現在のセッションで使用しているユーザー名)次のオプションが表示されます。

	
マイ・アカウント - 「マイ・アカウント」ダイアログが表示され、タイム・ゾーン、配信デバイス、配信プロファイルなどのプリファレンスを指定できます。プリファレンスの設定の詳細は、プリファレンスの設定を参照してください。


	
実行者 - 組織でこの機能を有効にし、適切な権限が付与されている場合にのみ使用できます。別のユーザーのかわりに操作を行えます。詳細は、他のユーザーの代理を参照してください。












ヘルプや詳細へのアクセス

Oracle BI EEでは、Oracle BI EEの理解に役立つ概念および手順に関する情報が含まれるガイド、状況依存ヘルプおよびライブラリに直接アクセスできます。

具体的には、次のものにアクセスできます。

	
Oracle Business Intelligence Enterprise Editionヘルプ - Oracle BI EEユーザー・インタフェースの各ページ、タグ、エディタ、ペインおよびダイアログには、ヘルプ・トピックが関連付けられています。これらの各ヘルプ・トピックには、概要、関連する概念や手順へのリンクおよび各コンポーネントの説明が含まれています。

ページ、エディタ、タブまたはダイアログのオンライン・ヘルプにアクセスするには、その「ヘルプ」ボタンをクリックします。

あるいは、ページ、エディタまたはタブの場合、グローバル・ヘッダーにある「ヘルプ」メニューから「xxxヘルプ」オプション(xxxは、ページ、エディタまたはタブの名前)を選択します。たとえば、カタログ・ページの場合、「カタログ・ページのヘルプ」オプションを選択します。グローバル・ヘッダーの詳細は、「Oracle BI EEグローバル・ヘッダーとは」を参照してください。


	
Oracle BI EE、Oracle BI Publisherおよびマーケティングのヘルプの目次 - これらの目次を使用することは、製品の知識を得たり、特定のトピックにアクセスするよい方法です。

これらの目次のいずれかにアクセスするには、グローバル・ヘッダーで「ヘルプ」メニューの「ヘルプの目次」オプションをクリックし、適切な目次を選択します。


	
Oracle Business Intelligence Enterprise Editionドキュメント・ライブラリ - Oracle BI EEドキュメント・セット内のドキュメントは、Oracle Technology NetworkのFusion Middlewareドキュメント・ライブラリに含まれています。

Oracle BI EEドキュメント・ライブラリにアクセスするには、グローバル・ヘッダーの「ヘルプ」メニューで「ドキュメント」オプションをクリックします。


	
Oracle Technology Network(OTN) - OTNには、Oracle Business Intelligenceに固有の情報および他のすべてのOracle製品に関する情報が掲載されています。OTNには、開発者、DBAおよび技術者が、アプリケーションの設計、構築、デプロイ、管理および最適化の方法に関する専門的な情報とベスト・プラクティスを共有したり、検索するのに役立つサービスやリソースがあります。OTNにあるアイテムのタイプには、Java、Linuxなどの業界標準のテクノロジに関する情報、すべてのOracle製品のドキュメント、ディスカッション・フォーラム、Oracleソフトウェア、ブログとポッドキャスト、他のOTNメンバーによって書かれた技術的な記事などがあります。

OTNにアクセスするには、グローバル・ヘッダーの「ヘルプ」メニューで「OTN」オプションをクリックします。









権限と許可について

権限と許可により、分析の作成やスコアカードの編集などの特定のアクションを実行し、オブジェクトやアプリケーションなどにアクセスおよび管理するための資格を付与できます。ロールは、特定の要件に関連する権限を1つにグループ化し、職責に基づいて継続性を有効にしてアクセスを制限します。

権限およびロールは、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionで表示およびアクセスできるものを管理します。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービスの権限の管理に関する項を参照してください。また、権限の詳細は、第14章「Oracle BIプレゼンテーション・カタログでのオブジェクトの管理」の「カタログの使用者」を参照してください。






他のユーザーの代理について

代理機能では、別のユーザーのかわりにOracle BI EEの操作を行えます。この機能は、別のユーザーのダッシュボードやコンテンツを操作する必要がある場合やITサポート・スタッフがユーザー・アカウントのトラブルシューティングを行う必要がある場合などに便利です。

代理機能を使用するには、別のユーザーの代理を管理者から認可されている必要があります。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』の別ユーザーとして実行可能にする方法に関する項を参照してください。

別のユーザーの代理を認可する際、管理者は、他のユーザーのアカウントへのフル・アクセスまたは制限付きアクセスを付与します。

	
フル・アクセス - フル・アクセスが付与されている場合、ターゲット・ユーザーの権限が継承され、ユーザーのデフォルト・ダッシュボードの変更およびユーザーのコンテンツとプリファレンスの変更を行えます。


	
制限付きアクセス - 制限付きアクセスが付与されている場合、自身の権限が保持されますが、ターゲット・ユーザーのデータ表示権限が継承されます。制限付きアクセスでは、ユーザーのデータの表示のみ行えます。




アカウントへのアクセス権を持つユーザーのリストは、「マイ・アカウント」ダイアログ: 「ユーザーに委任」タブを開くと確認できます。このタブには、アカウントへのアクセス権を付与されたユーザー名のリストが表示されます。

別のユーザーの代理の詳細は、他のユーザーの代理を参照してください。






他のユーザーの代理

認可されてる場合、別のユーザーのかわりに操作を行えます。詳細は、他のユーザーの代理についてを参照してください。

別のユーザーのかわりに操作を行う手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「usernameとしてサインイン」をクリックし、「実行者」を選択します。

「実行者」ダイアログが表示されます。


	
リストからユーザーのIDを選択するか、ボックス(ある場合)にIDを入力して、「OK」をクリックします。

ユーザーのデフォルト・ダッシュボードが表示されます。管理者から付与されたアクセス・タイプ(フルまたは制限付き)に応じて、このダッシュボードからコンテンツを表示または変更できます。


	
自分のアカウントに戻るには、「実行者」ダイアログを表示し、「停止」をクリックして「OK」をクリックします。









プリファレンスの設定

エンド・ユーザーは、Oracle BI EEに関する個人のプリファレンスを設定できます。権限に応じて、「マイ・アカウント」ダイアログで次のことができます。

	
表示名やユーザーIDなどのアカウント情報全般の表示。


	
言語、タイム・ゾーン、通貨などのプリファレンスの表示と変更。


	
場所やタイム・ゾーンなどのBI Publisherのプリファレンスの表示と変更。


	
Oracle BI Mobileのプリファレンスの表示と変更。


	
エージェントに対する配信オプションの表示と変更。配信オプションの詳細は、「デバイスと配信プロファイルとは」を参照してください。


	
所属するロールとグループの表示。




プリファレンスを設定する手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「usernameとしてサインイン」をクリックし、「マイ・アカウント」を選択します。

「マイ・アカウント」ダイアログが表示されます。


	
適切な設定を行います。


	
「OK」をクリックし、変更を保存します。









Oracle BI EEと他の製品との対話方法

Oracle BI EEは、様々な方法で他の製品と対話します。この項の構成は、次のとおりです。

	
Oracle BI EEとOracle BI Publisherの統合


	
Oracle BI EEとOracle BI Mobileアプリケーション・デザイナの統合


	
Oracle BI EEとOracle Business Intelligence Mobileの統合


	
Oracle BI EEとOracle BIアプリケーションの統合


	
Oracle BI EEとMicrosoft Officeの統合






Oracle BI EEとOracle BI Publisherの統合




	
注意:

このガイドでは、Oracle BI EEとBI Publisherがインストールされ、統合されたコンポーネントとして実行されるよう構成されているものとします。そうではない場合、このガイド内のBI Publisherに関する記述が該当しない可能性があります。
BI Publisherの実行の詳細は、『Oracle Business Intelligence Publisherユーザーズ・ガイド』を参照してください。









BI Publisherを使用すると、印刷に最適な書式に設定されたレポートが作成できます。BI Publisherレポートは、BI Publisherデータ・モデルに基づいて作成されます。BI Publisherデータ・モデルは、BIサーバーや分析からのサブジェクト・エリア、リレーショナル・データベースに対するSQL問合せ、Essbaseや他のOLAPソースに対するMDX問合せ、LDAP、Webサービス、Microsoft Excel、HTTPフィード、XMLファイルなどの広範なソースからのデータ・セットで構成されます。BI Publisherでは、様々なレイアウト・タイプがサポートされるため、組織で必要なあらゆる種類のドキュメントを作成できます。Oracle BI EE内で、BI Publisherレポートの表示、作成、編集およびスケジュールを行ったり、レポートをダッシュボード・ページに含めたりできます。

Oracle BI EEには完全に統合化されたBI Publisherが含まれています。BI Publisherのすべての機能がOracle BI EEアプリケーション内に表示され、すべてのレポートと関連オブジェクトはOracle BI EE内で作成され、Oracle BIプレゼンテーション・カタログに保存されます。

統合環境を使用する場合、統合によって次の領域が影響を受けます。

	
エディタ - BI Publisherコンテンツを作成または編集できます。BI Publisherオブジェクトを使用する場合、適切なBI Publisherエディタが表示されます。たとえば、データ・モデルを使用する場合、「データ・モデル」エディタが表示されます。


	
ダッシュボード - BI Publisherレポートをダッシュボードに埋め込むことができます。ダッシュボード・ページを高い忠実度で印刷するためのカスタム印刷レイアウトおよびダッシュボード・コンテンツをExcelにエクスポートするためのカスタム・エクスポート・レイアウトも作成できます。詳細は、第5章「ダッシュボードの作成と使用」を参照してください。


	
カタログ - Oracle BIプレゼンテーション・カタログには、レポート、テンプレートなどのすべてのBI Publisherオブジェクトが含まれます。カタログ内のBI Publisherオブジェクトは、分析やフィルタなどのカタログ・オブジェクトと同様に扱うことができます。


	
セキュリティ - シングル・サインオン機能が提供されます。リリース11gのセキュリティ・モデルは、xmlp_template_designerなどのBI Publisher固有の権限が含まれるよう拡張されています。




BI Publisherレポートの作成の詳細は、『Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』を参照してください。BI Publisherレポートのスケジュールの詳細は、『Oracle Business Intelligence Publisherユーザーズ・ガイド』を参照してください。






Oracle BI EEとOracle BI Mobileアプリケーション・デザイナの統合




	
注意:

このガイドでは、Oracle BI EEとOracle BI Mobileアプリケーション・デザイナがインストールされ、完全に統合されたコンポーネントとして実行されるよう構成されているものとします。そうでない場合、このマニュアルのOracle BI Mobileアプリケーション・デザイナについての記述の一部が当てはまらない可能性があります。
Oracle BI Mobileアプリケーション・デザイナの詳細は、『Oracle Business Intelligence Mobileアプリケーション・デザイナ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。









Oracle Business Intelligence Mobileアプリケーション・デザイナは、携帯電話やタブレット向けに特化したアプリケーションを設計するツールです。

Oracle BI Mobileアプリケーション・デザイナで作成されたアプリケーションはプラットフォームおよびデバイスに依存しません。生成されたアプリケーションは最新のHTML5標準に基づいており、ご使用のモバイル・デバイスの最新のブラウザ上で実行できます。クライアントのインストールは必要ありません。






Oracle BI EEとOracle Business Intelligence Mobileの統合

Oracle Business Intelligence Mobileは、Oracle BIコンテンツをスマートフォンおよびタブレットで表示および操作できるようにするアプリケーションです。

Oracle BI Mobileを使用すると、分析やダッシュボードなどのすべてのBIコンテンツ、BI Publisherコンテンツ、スコアカード・コンテンツおよびOracle BI Mobileアプリケーション・デザイナで作成されたモバイル・アプリケーションにアクセスして分析できます。

Oracle BI Mobileの詳細は、次のOracle Business Intelligence Mobile製品ドキュメント・ライブラリを参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E52471_01/index.htm






Oracle BI EEとOracle BIアプリケーションの統合

Oracle Business Intelligenceアプリケーションは、Oracle Fusion、Oracle E-Business Suite、JD Edwards、Peoplesoft、SiebelなどのOracleアプリケーションに使用できる、事前に構築されたビジネス・インテリジェンス・ソリューションです。Oracle Business Intelligenceアプリケーションは、Oracle BI EEを基に構築されています。

Oracle BIアプリケーションは、組織内の主な業務分野に対応するために業界のベスト・プラクティスを使用して構築された業界固有のダッシュボードと分析で構成されます。ダッシュボードと分析は、組織の各エンド・ユーザーのロールに合ったものになっています。

通常、Oracle BIアプリケーションは、組織の事業や業界に照らした分析におけるビジネス・メトリックを提供するために、オラクル社のSiebel CRMアプリケーションなどの他の運用アプリケーションと統合され、これらのアプリケーションからアクセスできます。Oracle BIアプリケーションには、データの抽出、変換およびOracle Business Analytics Warehouseへのロードを行うETL(抽出、変換、ロード)ルーチンが含まれています。Oracle BIアプリケーションには、Oracle Business Analytics Warehouseおよびトランザクション・データベースへマップするメタデータも含まれ、組織のすべてのレベルに対する主なメジャーとメトリックが定義されます。これらのメジャーとメトリックは、Oracle Business Intelligenceのコンテンツ・デザイナに使用できます。






Oracle BI EEとMicrosoft Officeの統合

Oracle BI EEには、Microsoft Officeに対するアドインのセットが用意されており、ダウンロードしてインストールすると、Oracle Business IntelligenceのコンポーネントとMicrosoft Officeとの統合が可能になります。Oracle BI EEホーム・ページの「はじめに」セクションに、次のアドイン・コンポーネントをインストールするためのリンクがあります:

	
Template Builder For Word


	
Oracle Hyperion Smart View for Office











他のガイド内の関連トピック

他のガイドに、コンテンツ・デザイナと管理者に関係の深いトピックがいくつか取り上げられています。表1-1にこれらのトピックをリストし、詳細の参照先を示します。


表1-1 他のガイドで取り上げられているトピック

	項目	詳細の参照先
	
Oracle BI EEのインストール

	
Oracle Business Intelligenceインストレーション・ガイド



	
Oracle BI EEの構成

	
Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド



	
Oracle BI EEの統合

	
Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド













システム要件と動作要件

ハードウェアとソフトウェアの要件、プラットフォーム、データベースおよびその他の情報の詳細は、システム要件と動作要件のドキュメントを参照してください。いずれのドキュメントもOracle Technology Network(OTN)から入手できます。

システム要件のドキュメントには、ハードウェアとソフトウェアの要件、ディスク領域とメモリーの最小要件、必要なシステム・ライブラリ、パッケージまたはパッチなどの情報が記載されています。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-requirements-100147.html

動作要件のドキュメントには、サポートされているインストール・タイプ、プラットフォーム、オペレーティング・システム、データベース、JDKおよびサードパーティ製品が記載されています。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html












2 分析の作成


この章では、分析基準の指定方法、結果の表示方法、SQL文の調査方法など、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionで分析を作成する方法について説明します。また、サブジェクト・エリアと列、二重列機能および変数についても説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
分析とは


	
サブジェクト・エリアと列とは


	
二重列機能の理解


	
「分析」エディタとは


	
分析を作成する工程とは


	
新規分析の作成


	
分析の基準の指定


	
カタログへの列の保存


	
サブジェクト領域およびサブジェクト領域フォルダのソート順の変更


	
分析の結果の表示


	
分析へのプロンプトの追加


	
分析用論理SQL文の確認


	
分析の保存


	
分析からのエージェントの作成


	
分析の編集


	
分析のダッシュボードへの埋込みについて


	
直接データベース・リクエストの使用


	
変数の使用


	
変数を参照できる場所


	
変数を参照する構文とは


	
使用できる事前定義プレゼンテーション変数


	
タイトル・ビューでの変数の参照例






分析とは

分析は、ビジネス上の疑問に対する回答を得るための、組織のデータに対する問合せです。

分析では、データが表、グラフ、ピボット表などで視覚的に表され、情報の探索や対話が行えます。分析の結果は、保存、編成および共有できます。

作成した分析は、Oracle BIプレゼンテーション・カタログへの保存およびOracle BI EEダッシュボードへの統合が可能です。分析は、グラフ、結果のレイアウト、計算項目およびドリルなどの機能を使用して強化できます。


分析の操作方法

分析を操作するには、次のエディタのいずれかを使用します。

	
「分析エディタ」 - データが表、グラフ、ピボット表などで視覚的に表され、情報の探索や対話を実行できる、機能に富んだエディタです。詳細は、「分析」エディタとはを参照してください。

管理者によって「分析へのアクセス」権限が付与されている場合、このエディタにアクセスできます。


	
BIコンポーザ・ウィザード - 操作が容易なウィザードで、これを使用すると、分析の作成、編集または表示を行うことができます。「分析」エディタの複雑さはありません。詳細は、第15章「BIコンポーザを使用した分析操作」を参照してください。

管理者によって「BIコンポーザへのアクセス」権限が付与されている場合のみ、このエディタにアクセスできます。




「マイ・アカウント」ダイアログ: 「プリファレンス」タブで使用するエディタを指定します。ただし、サイン・イン・ページまたは「マイ・アカウント」ダイアログ: 「プリファレンス」タブでアクセシビリティ・モードを有効にした場合、選択内容に関係なく、アクセシビリティ・モードのBIコンポーザ・ウィザードが分析エディタとして使用されます。





分析の処理方法

分析が処理される際、論理SQL文の形でリクエストがOracle BIサーバーに送信されます。BIサーバーで、適切なデータ・ソースに対する問合せが生成されます。BIサーバーでの受信時、問合せ結果は、ユーザーに返すのに適した形式ではまだありません。BIサーバーで結果をマージし、結果に対して適切な追加の計算とフィルタを適用します。その後、BIサーバーからOracle BIプレゼンテーション・サービスへデータが送られ、結果に表示用の書式設定が行われます。





分析の最新の結果を常に表示する方法

分析をダッシュボードに埋め込むと、ダッシュボードにアクセスするたびに分析が自動的に実行され、最新の結果が表示されます。たとえば、売上データを毎日取り込む企業の販売担当重役の場合、その日に販売された製品の売上高をダッシュボードの最初のページに表示できます。

保存済分析は、「ダッシュボード」エディタを使用して埋め込むことができます。「ダッシュボード」エディタの詳細は、コンテンツのダッシュボードへの追加を参照してください。








サブジェクト・エリアと列とは

サブジェクト・エリアおよび列は分析の構築ブロックです。サブジェクト・エリアには、組織のビジネス分野に関する情報や組織のユーザーのグループを表すフォルダ、メジャー列、属性列、階層列および階層レベルが含まれます。サブジェクト・エリアには、通常、サブジェクト・エリアに含まれる情報の種類に対応する名前(マーケティング契約、サービス・リクエスト、注文など)が付けられています。

サブジェクト・エリアは、Oracle BIメタデータ・リポジトリのプレゼンテーション・レイヤーに相当します。リポジトリで、サブジェクト・エリアは、プレゼンテーション・レイヤーの最上位のオブジェクトで、分析の作成や編集時にエンド・ユーザーに表示されるデータのビューを表します。

関連サブジェクト・エリアは、分析のプライマリ・サブジェクト・エリアに接続される外部データ・ソースです。

メタデータ・リポジトリの設計や構築の担当者(ビジネス・インテリジェンス・ストラテジスト、メタデータ・プロバイダ、ETL開発者など)が、Oracle BI管理ツールを使用してサブジェクト・エリアを作成します。通常、企業のデータに対して1つの大きなサブジェクト・エリアを作成するのではなく、比較的小さい複数のサブジェクト・エリアを作成します。これによって、特定のユーザーのグループまたは企業の特定の部署に、最も重要なデータを1つの小規模なサブジェクト・エリアで提供し、同じビジネス・モデル・レイヤーから作成された1つ以上の関連サブジェクト・エリアで、より重要度の低いデータを提供できます。このような小規模なサブジェクト・エリアを持つことによって、ユーザーは、必要なデータを簡単に見つけることができます。これによって、データの保守も簡単になります。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイドのサブジェクト領域の作成に関する項を参照してください。




	
注意:

メタデータ・リポジトリを設計および作成するユーザーは、サブジェクト・エリア、フォルダ(およびその子)、または列(属性と階層の両方)を非表示にするように指定できます。非表示のサブジェクト・エリア、フォルダや列は、「サブジェクト・エリア」ペインには表示されませんが、分析や保存済フィルタ・コンテンツなど、他の部分には表示されます。(他の場所では引き続きオブジェクトが表示されるので、この方法でサブジェクト・エリア、フォルダまたは列を非表示にしても、セキュリティやアクセス制御に対する解決策にはなりません。)
後で非表示になるサブジェクト領域、フォルダまたは列が既存の分析の基準に含まれている場合、分析には引き続きアクセスできますが、「分析」エディタ: 「基準」タブの「サブジェクト領域」ペインには、サブジェクト領域、フォルダまたは列が表示されなくなります。









列には、分析によって返された個々のデータが含まれています。列には、通常、列に含まれる情報のタイプを示す名前(アカウント、連絡先など)が付けられています。列とフィルタや選択ステップとの組合せによって、分析に含まれるデータが決まります。

分析、フィルタまたはダッシュボード・プロンプトを作成する場合、使用するサブジェクト・エリアをまず選択します。これはプライマリ・サブジェクト領域と呼ばれ、「サブジェクト領域」ペインに表示されます。作業時、データがさらに必要になった場合、選択したプライマリ・サブジェクト領域に関連したサブジェクト領域を追加できます。(関連サブジェクト・エリアは、プライマリ・サブジェクト・エリアで使用可能な場合、およびアクセス権を持つ場合にのみ追加できます。)

通常、単一のサブジェクト・エリアを問い合せる場合、そのサブジェクト・エリアで公開されているすべてのメジャー列は、同じサブジェクト・エリアで公開されているすべての属性列および階層列と互換性があります。ただし、複数のサブジェクト・エリアの列を結合する場合は、メジャー列と属性列および階層列の互換性のない組合せを含めていないことを確認する必要があります。

たとえば、あるサブジェクト・エリアのメジャー列は、プロジェクト属性列と関連付けられていない場合があります。別のサブジェクト・エリアのプロジェクト属性列と関連付けられているメジャー列が、プロジェクトと関連付けられていない列とともに分析に追加された場合は、問合せに失敗して結果が返されないか、BIサーバー・エラー「リクエストされた詳細レベルXXXXにはファクト表が存在しません。」が発生する可能性があります。

分析からデータが返されるようにするには、分析に含める列を1つ以上選択する必要があります。



列のタイプとは

サブジェクト・エリアには、次のタイプの列が含まれています。

	
属性列 - メンバーとも呼ばれる値のフラットなリストが含まれています。これらのメンバー間に、階層列のメンバーのような階層関係はありません。属性列は、以前のリリース(11gより前のリリース)では、プレゼンテーション列と呼ばれていました。

製品IDや市などがこの例です。


	
階層列 - 名前付きレベルと親子関係の両方を使用して編成されたデータ値が含まれています。この列は、ツリーのような構造を使用して表示されます。個々のメンバーは略示されます。階層を使用して下位のデータにドリルし、詳細な情報を表示できます。時間や地域などがこの例です。図2-1に、「サブジェクト・エリア」ペインで展開された時間フォルダ、時間階層および会計期間階層を示します。


図2-1 「サブジェクト・エリア」ペインの時間階層と会計期間階層

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



階層列には、次の種類があります。

	
レベル・ベースの階層 - 複数のレベルが順序付けられたセットです。たとえば、時間階層には、年、四半期および月の3つのレベルがあります。レベル・ベースの階層には、親子関係も含まれます。


	
親子階層 - 階層が親子関係で定義される値で構成され、名前付きレベルは含まれません。たとえば、従業員階層にはレベルがありません。そのかわり、他の従業員によって管理される従業員の名前が含まれます。従業員には、副社長などの役職があります。副社長が他の副社長の監督下にあったり、異なる副社長が階層内の異なる深さにあることもあります。




レベル・ベースと親子以外に、階層列は次のいずれかの場合があります。

	
不規則 - すべての最下位レベルのメンバーの階層が同じ深さでない階層。たとえば、時間階層の場合、現在の月には日レベルのデータがあり、前月には月レベルの、過去5年間には四半期レベルのデータがあります。この種の階層は、非バランス型階層とも呼ばれます。


	
レベルのスキップ - 特定のメンバーが特定の上位レベルの値を持たない階層。たとえば、米国で、コロンビア特別区のワシントン市は州に属していません。州がなくても、国レベル(米国)からワシントン以下にユーザーが移動できることが期待されます。





	
メジャー列 - データ値の単純なリストが含まれています。これは、Oracle BI EEリポジトリ(通常、ファクト表)内の列で、レコードごとに変わり、一定の方法で合計したり、集計できます。収益や売上数量などがこの例です。




このガイド全体を通して、列という用語は、単独では3つのタイプすべてを指します。必要な場合は、列の特定のタイプの名前が含まれます。





列の視覚的な表示方法

「サブジェクト・エリア」ペインや「レイアウト」ペインなどで、列の各タイプは、独自のアイコンによって示されます。レベル・ベースの階層を展開して、各レベルを表示できます。親子階層は、レベルのない階層列として表示されます。図2-2に、アイコンと様々な列の名前を示します。


図2-2 列のタイプとそのアイコン

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]









二重列機能の理解

Oracle BI EEには、二重列と呼ばれる機能があります。リポジトリが二重列用に構成されている場合、列データには、コード列がマップされた表示列が含まれます(つまり、二重に列を持っています)。表示列には、列データの表示値(優良、良、不可など)が含まれます。コード列には、表示値を一意に識別するコード値が含まれ、ユーザーまたはロケールによって変わりません。たとえば、コード値には、1(優良を一意に識別)、2(良を一意に識別)、3(不可を一意に識別)などがあります。

Oracle BI EEで、分析の一部あるいはフィルタのベースなどとして二重列を処理する場合、表示値ではなく、コード値を使用するSQL文を生成してOracle BIサーバーに発行するため、フィルタ言語に依存しません。

二重列機能を使用すると、次のことが可能です。

	
言語に依存しないコードで自動的にフィルタされる国際化された分析の作成。(以前のリリース(11gより前のリリース)では、フィルタは言語に依存していました。)たとえば、フランス語のユーザーと英語のユーザーの両方が使用できる1つのフィルタ付き分析を作成できます。


	
グループによって必要な表示値が異なる場合でもグループ間で共有できる共通分析の作成。たとえば、あるグループには、ステータス・フィールドに優良、良、不可の値が表示され、別のグループには、最良、可、不可の値が表示される共通分析を作成できます。


	
既存の分析を壊さず、表示値を変更。たとえば、優良という表示値でフィルタされる分析があるとします。二重列の場合、表示値の優良ではなく、優良のコード値で、コード列がフィルタされます。つまり、既存の分析を壊すことなく、優良という表示値を最良に変更できるということです。




また、組織でOracle BI EE内でのコード値の表示が許可されている場合、一部のダイアログ(「新規フィルタ」ダイアログなど)で表示値ではなくコード値を使用できます。つまり、たとえばフィルタを適用するときに使用する値を指定する場合、表示値ではなくコード値を指定できます。

二重列機能を利用する前に、管理者は、コード列を表示列にマップすることでリポジトリを構成する必要があります。リポジトリが二重列用に構成されているかどうかは、管理者に確認してください。






「分析」エディタとは

「分析」エディタでは、データが表、グラフ、ピボット表などで視覚的に表され、情報の探索や対話が行えます。分析で作成したビューは、ダッシュボードでの表示に含めることができます。

「分析」エディタには、次のタブがあります。

	
「基準」タブ - 列やフィルタなどの分析の基準を指定できます。結果が返される順序、書式設定(見出し、小数点以下の桁数、フォントや色などのスタイル、条件付き書式など)および列式(ランクやパーセンタイル関数など)を指定できます。また、サブジェクト領域およびサブジェクト領域フォルダのソート順の変更も可能です(詳細は、サブジェクト領域およびサブジェクト領域フォルダのソート順の変更を参照してください)。


	
「結果」タブ - グラフ、ティッカ、ピボット表などの様々な分析結果のビューを作成できます。選択ステップの追加や変更も行えます。


	
「プロンプト」タブ - ユーザーが、ダッシュボードで分析をフィルタする値を選択できるプロンプトを作成できます。プロンプトでは、ユーザーは、分析内のすべてのビューを動的にフィルタする値を選択できます。メンバー選択ステップと資格要件ステップの両方の選択ステップで使用するプロンプトも作成できます。


	
「詳細設定」タブ - 分析用に生成されたXMLコードの編集や論理SQL文の確認を行えます。既存のSQL文を、新しい分析を作成するベースとして使用できます。




「分析」エディタのタブは、様々なペインや領域に編成されています。作業時、ニーズに合うようこれらのペインを管理することが可能です。「分析」エディタのタブ内のペインの管理を参照してください。

「分析」エディタには、分析の作成(または編集)時にアクセスします。新規分析の作成を参照してください。




	
注意:

Oracle BI EEをアクセシビリティ・モードで使用している場合、分析を作成(または編集)すると、「分析」エディタがBIコンポーザ・ウィザードによって置き換えられます。BIコンポーザの詳細は、第15章、BIコンポーザを使用した分析操作を参照してください。アクセシビリティ・モードの詳細は、付録B、アクセシビリティ機能を参照してください。









「分析」エディタのタブ内のペインの管理

「分析」エディタの各タブは、多くのペインで構成されます。たとえば、「結果」タブは、「サブジェクト領域」ペイン、「カタログ」ペイン、「ビュー」ペイン、「複合レイアウト」ペインおよび「選択ステップ」ペインで構成されます。

作業時、実行しているタスクにとって最も効率的な作業領域となるようこれらのペインを管理することが可能です。たとえば、「結果」タブの複合レイアウトに複数のビューを追加する場合、「結果」タブの他のペインを非表示にし、追加するビューの表示領域が最大となるようにすることがあります。次のことを行えます。

	
左側と右側の間に表示されている横向きの三角形のボタンのクリックによる、「分析」エディタの左側に表示されているペインの表示/非表示。


	
ペインのタイトルバーにあるプラスまたはマイナスのボタンのクリックによる、各ペインの展開/縮小。


	
スプリッタのドラッグによる、拡大されたペインのサイズ変更。たとえば、「カタログ」ペインの上部のスプリッタを上にドラッグし、ペインの高さを増やすことができます。


	
ツールバーでペインの表示/非表示ボタンが使用可能な場合、これをクリックすることによって、ペインを表示または非表示にします。たとえば、ツールバーの「フィルタ・ページの表示/非表示」をクリックして、「基準」タブの「フィルタ」ペインの表示/非表示を切り替えることができます。











分析を作成する工程とは




	
注意:

Oracle BI EEをアクセシビリティ・モードで使用しているか、分析エディタとしてウィザード(限定された機能)を選択した場合、「分析」エディタではなく、BIコンポーザ・ウィザード を使用して分析を構築します。BIコンポーザ・ウィザードの詳細は、第15章、BIコンポーザを使用した分析操作を参照してください。アクセシビリティ・モードの詳細は、付録B、アクセシビリティ機能を参照してください。







分析を作成する工程には、次の工程があります。

	
新規分析の作成


	
分析の基準の指定


	
分析の結果の表示


	
分析へのプロンプトの追加


	
分析用論理SQL文の確認


	
分析の保存









新規分析の作成

この手順は、分析を作成する工程の1工程です。詳細は、「分析を構築するプロセスとは」を参照してください。

分析を作成するには:

	
グローバル・ヘッダーで、「新規」、「分析」の順にクリックした後、次のいずれかのオプションをクリックします。

	
サブジェクト・エリアの選択。Oracle Data Visualizationを購入した場合、外部データ・ソース(アップロードされたMicrosoft Excelファイル)を選択することもできます。

「分析」エディタが表示されます。これで、分析の基準を指定できます。分析の基準の指定を参照してください。


	
直接データベース問合せの作成。

詳細は、直接データベース・リクエストの使用を参照してください。


	
単純論理SQLからの分析の作成。

「分析単純SQL文」ダイアログが表示され、分析を作成するためのSQL文を入力できます。分析の結果は、「分析」エディタで表示および操作し、その後、ダッシュボードおよびエージェントに取り込むことができます。












分析の基準の指定

この手順は、分析を作成する工程の1工程です。詳細は、「分析を構築するプロセスとは」を参照してください。

「分析」エディタ: 「基準」タブを使用して、列、フィルタ、選択ステップなどの分析の基準を指定します。また、次のものも指定します。

	
分析結果に表示される列のデフォルト順序


	
ビューに表示される値のデフォルト・ソート


	
デフォルト書式(見出し、小数点以下の桁数、条件付き書式、システム全体のデフォルトなど)


	
列式(ランクやパーセンタイル関数の追加など)


	
列合計の集計ルール


	
「サブジェクト領域」ペイン内のサブジェクト領域フォルダとフォルダ・オブジェクトのソート順




分析の基準を指定する手順:

	
「基準」タブで次のいずれかを行い、分析に含める列を選択します。

	
「サブジェクト領域」ペインで列をダブルクリック。


	
「サブジェクト領域」ペインから「選択された列」ペインへ列をドラッグ・アンド・ドロップ。

連続しない複数の列を選択する場合、[Ctrl]キーを押したまま、各列をクリックします。


	
保存された列を「カタログ」ペインからドラッグ・アンド・ドロップ。




選択された列は、「選択された列」ペインのボックス内に表示されます。各列ボックスには、2つのセクションがあります。上のセクションには、列を含むフォルダの名前(顧客など)が表示されます。下のセクションには、列の名前(顧客名など)が表示されます。

必要に応じて、次のことを行います。

	
「サブジェクト領域」ペインに表示されるサブジェクト領域内で検索を開始するには、「検索」ツールバー・ボタンをクリックします。


	
サブジェクト領域フォルダと各フォルダ内のオブジェクトのソート順を変更するには、「サブジェクト領域のソート」ツールバー・ボタンをクリックします。ボタンをクリックするとソートが実行され、プライマリ・サブジェクト領域以外のすべてのサブジェクト領域フォルダが閉じられます。詳細は、サブジェクト領域およびサブジェクト領域フォルダのソート順の変更を参照してください。


	
列を選択する関連サブジェクト領域を追加または削除するには、「サブジェクト領域」ペインで「サブジェクト領域の追加/削除」ツールバー・ボタンをクリックし、「サブジェクト領域の追加/削除」ダイアログを表示します。

関連サブジェクト・エリアを追加し、そのサブジェクト・エリアから分析に列を追加しない場合、分析を閉じて再度開くと、そのサブジェクト・エリアは分析に関連付けられていません。


	
「サブジェクト・エリア」ペインでコンテンツをリフレッシュするには、「サブジェクト・エリア」ペインで「リフレッシュ」ツールバー・ボタンをクリックするか、ボタンの横の矢印をクリックします。

ボタンをクリックすると、「表示のリフレッシュ」のデフォルト動作が行われます。矢印をクリックすると、「表示のリフレッシュ」または「サーバー・メタデータの再ロード」を選択して、サブジェクト・エリアのメタデータをリフレッシュできます。

これらのオプションの詳細は、「サブジェクト領域」ペインを参照してください。





	
必要に応じて「選択された列」ペインを使用し、階層列の列またはレベルを変更します。

	
「選択された列」ペインの列名の右にある「オプション」ボタンをクリックし、次のオプションを表示します。

	
列のソート順の指定。(階層レベルのソート順は指定できません。)

詳細は、ビューのデータのソートを参照してください。


	
見出しのカスタマイズや集計ルールの指定を含む、属性列およびメジャー列の式の編集。(階層列や階層レベルの場合、見出しのカスタマイズ、集計ルールの指定や式の編集は行えません。)

詳細は、列の式の編集を参照してください。


	
書式設定や列と階層レベルの相互作用を制御する列プロパティの編集。

書式の適用の詳細は、書式の列への適用を参照してください。


	
属性列およびメジャー列のフィルタの追加。(階層列または階層レベルのフィルタは追加できません。)詳細は、列フィルタの作成を参照してください。


	
分析からの列の削除。(階層レベルは削除できません。)





	
「選択された列」ペインで「基準からすべての列を削除します。」ツールバー・ボタンをクリックし、分析からすべての列を削除します。


	
「選択された列」ペインで「union、intersection、および異なる演算子に基づいた結果を結合します。」ツールバー・ボタンをクリックし、複数の分析の結果を1つの結果にまとめます。詳細は、集合演算を使用した列の結合を参照してください。


	
「選択された列」ペインの列をドラッグするボタンを使用し、列がデフォルト順に並んだ分析結果を表示します。





	
必要に応じて「フィルタ」ペインを使用し、インライン・フィルタを追加し、編集します。

詳細は、列フィルタの作成を参照してください。


	
必要に応じて「選択ステップ」ペインを使用し、選択ステップの作成または編集を行います。

詳細は、データの選択の使用を参照してください。


	
必要に応じて「カタログ」ペインを使用し、Oracle BIプレゼンテーション・カタログから名前付きフィルタ、計算項目およびグループを追加します。


	
必要に応じて「基準」タブのツールバーのボタンを使用し、「フィルタ」ペインの表示/非表示の切替え、「選択ステップ」ペインの表示/非表示の切替えや、結果がない場合に表示されるメッセージのタイプ(デフォルトまたはカスタム)などの分析のプロパティの編集を行います。




これで、分析にビューを追加できます。分析の結果の表示を参照してください。


注意

	
通常、分析には、1つ以上のメジャー列を含める必要があります。メジャー列は、店舗ごとの売上金額や各日にオープンおよびクローズされたサービス・リクエストの数など、業績の主要な付加的測定法です。メジャー列を持たない分析は、通常無意味で、問合せのパフォーマンスの低下や予期せぬ結果を招くことがあります。メジャー列を持たない分析を構築する場合、まず管理者に相談してください。


	
分析内のデータを属性列と同じレベルのみに制限する選択ステップがある場合を除き、通常は階層列とその階層列の下位レベルでもある属性列を同じ分析に含めないでください。そのようにした場合、属性列と同じレベルより上位にあるすべてのレベルのデータが正しいものではなくなります。

たとえば、次のレベルを持つMerchandise Hierarchyという名前の階層列があるとします:


Total Product
   Brand
      LOB
         Product Type
            Product


また、Product Nameという名前の別の属性列があり、これがProductレベルと同じレベルにあります。Merchandise HierarchyとProduct Name属性列の両方を同じ分析に含めた場合、Productレベルの上位にあるデータは正しくなくなります。


	
分析結果の表示後、「サブジェクト・エリア」ペインから「選択された列」ペインに列を追加すると、その列は、(「分析プロパティ」ダイアログ: 「データ」タブの「基準タブに追加された列の表示」オプションの設定に応じて)既存のビューに含まれる(つまり、ビューに表示される)か、または既存のビューから除外されます。

	
「基準タブに追加された列の表示」オプションに対して、「既存のビューおよび新規ビューで表示」オプションを選択した場合、既存のビュー、およびユーザーが追加する新規ビューに列が表示されます。


	
「基準タブに追加された列の表示」オプションに対して、「既存のビューから除外するが、新規ビューで表示」オプションを選択した場合、列は既存のビューからは削除(つまり、「レイアウト」ペインの「除外」ドロップ・ターゲットに配置)されますが、ユーザーが追加する新規ビューには表示されます。

「除外」ドロップ・ターゲットの詳細は、ドロップ・ターゲットの理解を参照してください。









Null抑制の理解

デフォルトで、nullのメジャー値はすべての分析で抑制されます。コンテンツ設計者がnull値を分析に含めている場合、データの全体像を把握しやすくなることがあります。null値の表示は分析レベルおよびビュー・レベルのデータの両方に対して設定することができ、Null値を含めるオプションを選択して設定します。

Null値を含めるオプションを選択した場合、分析またはビューは次のようになります。

	
列メンバーが表示されます。


	
エッジの列(null抑制はオフ)をドリルしたとき、そのエッジのすべての列でnull抑制がオフになります。


	
エッジにメンバー選択と条件が適用され、最初にフィルタされます。適用されている条件によっては、nullが表示されない場合もあります。


	
計算項目、グループ、合計、総計、割合として表示されているデータおよびサーバーで実行される集計(累計)は、Null値を含める設定の影響を受けません。







	
注意:

Oracle BIプレゼンテーション・サービスは、NQSConfig.INIファイルのNULL_VALUES_SORT_FIRST設定に基づいてnull値をソートします。










	
注意:

メジャーに基準フィルタが設定されている場合、表ビューではNull値は抑制されます。







次に対するnull抑制をオフにすることはできません:

	
直接データベース・リクエスト。詳細は、直接データベース・リクエストの使用を参照してください。


	
結合された分析。詳細は、集合演算を使用した列の結合を参照してください。


	
手動でコーディングされた論理SQL分析、または拡張論理SQL設定を使用して変換された分析。詳細は、分析用論理SQL文の確認を参照してください。




分析レベルでnull抑制をオフにするには:

	
「基準」または「結果」タブで、「分析プロパティ」ボタンをクリックします(詳細は、「分析プロパティ」ダイアログを参照してください。)


	
すべてのビューのnull抑制をオフにするには、Null値を含めるオプションを選択します。ファンネル、ゲージ、グラフ、表、ピボット表およびトレリスでは、ビュー・レベルでnull抑制をオーバーライドできます。




ファンネル、ゲージ、グラフ、表、ピボット表およびトレリスのビュー・レベルでnull抑制をオフにするには:

	
特定のビューで「結果」タブを表示します。詳細は、ビューの編集を参照してください。


	
「プロパティ」ボタンをクリックします。


	
ビューで使用する適切なNull値を含めるオプションを選択します。たとえば、ピボット表の行と列の両方でnull抑制をオフにする(詳細は、Null値を参照してください)場合は、「Null値のみの行を含める」と「Null値のみの列を含める」チェック・ボックスを選択します。この設定では、データを含むディメンションのみでなく、null値を含むディメンションも表示されます。ビューにプロンプトやセクション・エッジが含まれている場合、それらは行または列エッジのnull抑制値を継承します。







	
注意:

null抑制をオフにすると返されるデータ量が増え、パフォーマンスに影響することがあります。詳細は、管理者に問い合せてください。
null値を含める分析の結果が期待していたものと異なる場合は、ソースのデータの整合性を確認してください。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ作成者ガイド』の複数のソースのデータの整合性の確認に関する項を参照してください。













例1: 行エッジのメジャーへのフィルタの追加 - Null値が含まれている場合

行エッジにYearを含むピボット表があり、「ピボット表のプロパティ」ダイアログで「Null値を含める」を選択している(nullを抑制しない)と仮定します。詳細は、Null値を参照してください。

図2-3は、T05 Per Name Yearが行エッジにあり、null値が抑制されていない例です。


図2-3 行エッジにNull値を含めるが設定されているピボット表

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



図2-4は、T05 Per Name Yearが行エッジにあり、null値が抑制されておらず、基準フィルタが2011と2012に設定されている例です。属性列に基準フィルタが設定されていると、フィルタが適用され、該当する行は分析から削除されます。


図2-4 行エッジにNull値を含めるが設定されていて、属性列に基準フィルタが設定されているピボット表

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]






例2: 行エッジのメジャーへのフィルタの追加 - Null値が含まれている場合

前例と同じような行エッジにYearを含むピボット表があり、「ピボット表のプロパティ」ダイアログでnull値が選択されていると仮定します(図2-3と同じ基準)。ただし今回は1 - Revenueメジャーに、"23,000,000より大きい"という値のフィルタが設定されています。(詳細は、Null値を参照してください。)

図2-5に、例の結果を示します。Oracle BIサーバーは抑制されていないエッジ問合せに対してすべての年を返します(メジャー・フィルタは考慮しません)。T05 Per Name Yearのメジャー値は23,000,000であるため、行の値はフィルタで除外されますが、行自体はそのまま表示されます。


図2-5 行エッジにNull値を含めるが設定されていて、メジャーに基準フィルタが設定されているピボット表

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]






例3: 行エッジのメジャーへの「NULLでない」フィルタの追加 - Null値が含まれている場合

前の例と同じような行エッジにYearを含むピボット表があり、「ピボット表のプロパティ」ダイアログでNull値を含めるが選択されていると仮定します(図2-3と同じ基準)。ただし今回は1 - Revenueメジャーのフィルタを「NULLでない」に設定しています。詳細は、「新規フィルタ」ダイアログを参照してください。

図2-6に、例の結果を示します。 Oracle BIサーバーはすべての値を返し、メンバーに対して「Null値を含める」オプションを適用します。そのため、null値の行がすべて表示されます。


図2-6 行エッジにNull値を含めるが設定されていて、メジャー・フィルタが「NULLでない」に設定されているピボット表

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]







列の式の編集

分析の基準を指定する際、属性列とメジャー列の式を編集できます。この編集は、分析と関係する場合にのみ列に作用し、サブジェクト・エリアの元の列の式は変更しません。表と列の見出しをカスタマイズしたり、列合計の集計ルールを指定することもできます。(この機能は、階層列には使用できません。)

列式は、列値が何を表すかを指定します。"Base Facts"."1 - Revenue"などの最も基本的な形式では、列は、データ・ソースからのデータをそのまま値とします。式を編集して、関数や条件式などを追加できます。この編集によって、分析結果を様々な方法で表すことができます。たとえば、what-if分析を行い、収益が10%増えた場合の製品ごとの収益を表示するとします。これは、10%増の収益を示すよう1 - Revenue列の式を変更することで実現できます。図2-7は、1 - Revenue列(データ・ソースの収益を示す)と、10%増の収益を示すよう1 - Revenue列の式が編集された1 - Revenue Increased by 10%列を含むピボット表内の分析を示します。


図2-7 収益と10%増の収益を示す分析

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]




列の式を編集する手順:

	
「選択された列」ペインで、編集する式の列の横にある「オプション」ボタンをクリックし、「式の編集」を選択します。「列式の編集」ダイアログが表示されます。


	
「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブを使用して、カスタマイズされたヘッダーの作成、列の式の作成や編集など様々なタスクを行います。演算子と文字のボタンを使用して、"Base Facts"."1 - Revenue"*1.10などの単純な計算式を作成できます。


	
オプションで、「列式の編集」ダイアログ: 「Bin」タブを使用して列の値を結合し、セットにします。


	
「OK」をクリックします。

列式が、使用される分析とともに保存されます。





関連トピック



分析とは

分析の基準の指定




集合演算を使用した列の結合

分析のサブジェクト・エリアを選択したら、UnionやIntersectなどの集合演算を使用して1つ以上のサブジェクト・エリアからの列を結合できます。列を結合することにより、データを異なる方法で表示するための列を作成します。


結合する列を選択する場合のガイドライン

結合する列を選択する際、次のガイドラインに留意してください。

	
結合する列の数とデータ型は、同じである必要があります。各列に返される行の数は異なっていてもかまいません。


	
列は、同じサブジェクト・エリアからも異なるサブジェクト・エリアからも選択できますが、列に共通性がある必要があります。


	
1つの基準には、1つの集合演算のみ指定できます。たとえば、「A-サンプル売上」サブジェクト・エリアから基準を作成する場合、それらの列には1つの集合演算のみ適用できます。1つの基準内の異なる列に異なる集合演算を適用できません。


	
基準を結合する場合、階層列、選択ステップやグループは使用できません。








集合演算を使用した列の結合と関連サブジェクト・エリアからの列の追加の違い

集合演算を使用した列の結合では、関連サブジェクト・エリアからの列の追加とは異なる結果が生成されます。

	
集合演算を使用して列を結合した場合、分析結果には、集合演算で制御された1つの新規結合列が表示されます。例: 1つのサブジェクト領域からの列の結合の例を参照してください。


	
関連サブジェクト・エリアからの列を分析に追加した場合、結果には、追加された各列が個々に表示されます。たとえば、適切な権限がある場合、プライマリ・サブジェクト・エリアから1つの列を選択し、関連サブジェクト・エリアから別の列を選択して分析を作成できます。




詳細は、「サブジェクト・エリアと列とは」を参照してください。






例: 1つのサブジェクト・エリアからの列の結合

「A-Sample Sales」サブジェクト・エリアには「Offices」フォルダが含まれ、このフォルダにはD1 OfficeとD2 Departmentの列が含まれています。これらの2つの列を結合し、「Offices & Departments」という列を作成できます。Union All集合演算を含め、この新しい列で、表内の1つの列に両方の列からのすべての値を表示することを指定します。





1つ以上のサブジェクト・エリアからの列の結合

次の手順では、1つ以上のサブジェクト・エリアからの列の結合方法について説明します。手順の一部で、「A-Sample Sales」サブジェクト・エリアを使用したOffices & Departments列の作成例が参照されています。




	
注意:

システム全体のデフォルトとして保存された列のデータ書式は、結合された列では反映されません。結合された列にデータ書式が必要な場合、結合された列に対して再度データ書式を適用する必要があります。データ書式の詳細は、「列のプロパティ」ダイアログ:「データ書式」タブを参照してください。







1つ以上のサブジェクト・エリアからの列を結合する手順:

	
「分析」エディタで、「A-Sample Sales」などのサブジェクト・エリアを使用する空の分析を作成します。


	
「基準」タブで、分析に含める列を選択します。たとえば、Officesフォルダから「D1 Office」を選択し、Base Factsフォルダから「1 - Revenue」を選択します。


	
「選択された列」ペインで「union、intersection、および異なる演算子に基づいた結果を結合します。」ツールバー・ボタンをクリックし、「サブジェクト領域の選択」メニューを表示します。


	
すでに含まれている列と結合する列を含むサブジェクト・エリアを選択します。たとえば、「A-Sample Sales」をクリックします。

「検索条件の操作」領域が「選択された列」ペインに表示されます。基準の下に表示されている点線で囲まれたボックスに注意してください。これらのボックスは、すでに含まれている列と結合する必要のある列の種類を示します。たとえば、ボックスに「列の追加(D1 Office)」および「列の追加(1 - Revenue)」が含まれているとします。これは、これらの各ボックスに含める列は、先に選択されている「D1 Office」および「1 - Revenue」の列と、設定操作を使用して結合され、新しい列が作成されることを表します。メジャー列を結合する場合、算術演算は行われません。


	
「サブジェクト・エリア」ペインで、初めに選択した列を結合する列を選択します。たとえば、Officesフォルダから「D2 Department」を選択し、Base Factsフォルダから「1 - Revenue」を選択します。

点線で囲まれていたボックスに、今選択した列が含まれていることに注意してください。これで、結合する列の指定が完了しました。


	
「結果列」リンクの下の「結合」ボタンをクリックします。列の結合に使用する演算タイプを選択します。たとえば、「すべて結合」タイプを選択します。

結果列は、派生列の集合演算の適用後にビューに表示される列です。


	
「結果列」リンクをクリックします。「選択された列」ペインが更新され、先ほど作成した新規結合列が表示されていることに注意してください。これらの列は、このペインの他の列と同様に操作できます。たとえば、次の手順を使用して最初の列(新たに結合された1つの列)の名前を変更できます。

	
「D1 Office」列の「オプション」ボタンをクリックします。


	
「列のプロパティ」を選択します。


	
「列書式」を選択します。


	
「カスタムの見出し」が選択されていることを確認します。


	
「列見出し」ボックスにOffices & Departmentsと入力します。


	
「OK」をクリックします。





	
「結果」タブをクリックし、「複合レイアウト」の表に列を表示します。




図2-8に、結合された「Offices & Departments」列が表でどのように表示されるかを示します。


図2-8 結合された列の表での表示

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]









「サブジェクト・エリア」ペインからのメタデータ情報の表示

サブジェクト・エリア、フォルダ、列および階層レベルのメタデータ情報を表示できます。たとえば、分析の作成時にこれらのオブジェクトの詳細説明が必要な場合などに、これは役立ちます。

メタデータ情報は、メタデータ・ディクショナリに含まれています。メタデータ・ディクショナリは、静的なXMLドキュメントのセットです。各XMLドキュメントには、列などのメタデータ・オブジェクトについて、そのプロパティや他のメタデータ・オブジェクトとの関係などが記述されます。

メタデータ情報を表示する手順:

	
「基準」タブまたは「結果」タブの「サブジェクト・エリア」ペインで、メタデータ情報を表示するサブジェクト・エリア、フォルダ、列または階層レベルを選択します。


	
ツールバーの「他のボタンも表示」をクリックして、「メタデータ・ディクショナリを開く」をクリックします。

ブラウザの設定に応じて、新規ブラウザ・ウィンドウまたはタブのいずれかに、オブジェクトのメタデータ・ディクショナリ情報が表示されます。




	
注意:

メタデータ・ディクショナリ情報がブラウザに表示されない場合、ドメイン全体のデータ・ソース・アクセスに関するブラウザ設定を確認してください。

















カタログへの列の保存

カタログに列を保存し、他の分析で再利用できます。これは、保存しておき他の分析で再利用する列の式を編集したり、列プロパティを設定した場合などに役立ちます。

カタログに列を保存する場合:

	
サブジェクト領域フォルダに列を保存することをお薦めします。サブジェクト・エリア・フォルダが/My Foldersフォルダまたは/Shared Foldersフォルダ内にない場合、Oracle BI EEによってサブジェクト・エリア・フォルダが作成され、「名前を付けて保存」ダイアログのデフォルトの保存パスが/My Folders/Subject Area Contents/<subject area>に設定されます。サブジェクト領域フォルダに保存することで、同じサブジェクト領域に対して分析を作成する際、この列を使用できるようになります。


	
選択、フィルタ、条件付きアクション・リンクおよび条件付き書式設定は保存されません。


	
列への参照はサブジェクト領域からカタログに変更されます。


	
保存された列を「カタログ」ペインからドラッグ・アンド・ドロップして、別の分析で再利用できます。


	
保存された列は次の場所から編集できます

	
「カタログ」ペイン


	
カタログ・ページ


	
それを再利用する分析内。




「カタログ」ペインおよびカタログ・ページから行った変更は、保存された列の全バージョンに適用されます。分析内で行った編集は、その分析のみに適用されます。




カタログに列を保存するには、管理者から「列の保存」権限を付与されている必要があります。

カタログに列を保存するには:

	
「選択された列」ペインで、保存する列の横にある「オプション」ボタンをクリックし、「名前を付けて列を保存」を選択します。「名前を付けて保存」ダイアログが表示されます。


	
ダイアログを完成させ、列をカタログに保存します。









サブジェクト領域およびサブジェクト領域フォルダのソート順の変更

サブジェクト領域フォルダはデフォルトで、「マイ・アカウント」ダイアログ: 「プリファレンス」タブで指定されたソート順で「サブジェクト領域」ペインに表示されます。このソート順はOracle BIメタデータ・リポジトリで設定され、最初の設定は管理者によって行われますが、「マイ・アカウント」ダイアログ: 「プリファレンス」タブにある「サブジェクト領域のソート順」オプションで変更できます。詳細は、サブジェクト領域およびサブジェクト領域フォルダのソート順の変更を参照してください。

すべての分析のサブジェクト領域、サブジェクト領域フォルダ、サブジェクト領域フォルダ内の列のソート順を変更するには、次の手順を実行します。

	
グローバル・ヘッダーで、「usernameとしてサインイン」をクリックし、「マイ・アカウント」を選択します。

「マイ・アカウント」ダイアログ: 「プリファレンス」タブが表示されます。


	
「サブジェクト領域のソート順」リストをクリックし、適切な項目を選択します。オプションは次のとおりです。

	
AからZへソート(昇順)


	
ZからAへソート(降順)


	
保存した順序でソート(分析で指定されたサブジェクト領域のソート順がデフォルトとして保存され、その後はデフォルトのソート順として使用されます。)


	
デフォルト - 保存した順序でソート(サブジェクト領域のソート順はリポジトリで初めに定義されます。)




	
注意:

分析の作成時に指定したプライマリ・サブジェクト領域は常に最上位、つまり、「サブジェクト領域」ペインで最初のサブジェクト領域として表示されます。たとえば、分析に3つのサブジェクト領域(A - Sample Sales、B - Sample QuotasおよびC - Sample Headcount)が含まれていて、プライマリ・サブジェクト領域がC - Sample Headcountで、ソート順が昇順の場合、サブジェクト領域は次のように表示されます。
	
C - Sample Headcount


	
A - Sample Sales


	
B - Sample Quotas
















	
「OK」をクリックして、変更を保存します。




作成中または変更中の現在の分析のサブジェクト領域フォルダおよび各フォルダ内のオブジェクトのソート順を変更するには、次の手順を実行します。

	
「サブジェクト領域」ペインに対象のサブジェクト領域を追加します。


	
「サブジェクト領域のソート」ボタンをクリックし、ドロップダウン・リストから次のいずれかのソート順を選択します

	
AからZへソート


	
ZからAへソート


	
保存した順序でソート




列タイプに対して固定のソート順があります。この固定ソート順は次のとおりです。

	
ネストされたフォルダ


	
メジャー


	
属性


	
階層





	
分析を完了します。







	
注意:

サブジェクト領域のソートでは大文字と小文字が区別されません。








サブジェクト領域のソート順が反映される場所

サブジェクト領域のソート順は「サブジェクト領域」ペインの「基準」タブに反映されますが、「サブジェクト領域」ペインで構成したサブジェクト領域のソート順は次の場所にも反映されます。

	
「フィルタ」ペインで「列を増やす」オプションを選択し、「列の選択」ダイアログを表示します。列フィルタの作成を参照してください。


	
「フィルタ」ペインで「詳細オプション」を選択し、「EVALUATE_PREDICATE関数の追加」を選択して「新規EVALUATE_PREDICATE関数」ダイアログを表示します。EVALUATE_PREDICATE関数の使用を参照してください。


	
「基準」タブの列で「詳細オプション」を選択すると、「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブに「使用可能」ペインが表示されます。列の式の編集を参照してください。


	
「基準」タブの列で「詳細オプション」を選択すると、「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブが表示されます。「フィルタ」ボタンをクリックして「フィルタの挿入」ダイアログを表示します。列の式の編集を参照してください。


	
「分析」エディタ: 「プロンプト」タブを選択し、「新規」ボタンをクリックして「列プロンプト」 - 「列を増やす」を選択すると、「列の選択」ダイアログが表示されます。分析へのプロンプトの追加を参照してください。


	
「選択ステップ・ペインの表示/非表示」ボタンをクリックし、「選択ステップ」ペインを表示します。「次に、新規ステップ」をクリックし、「条件の適用」を選択します。「新規条件ステップ」ダイアログで「条件タイプ」を選択し、「メジャー」ドロップダウン・リストを表示します。選択ステップの作成を参照してください。




サブジェクト領域のソート順は「サブジェクト領域」ペインの「結果」タブにも反映されます。「結果」タブにはサブジェクト領域のソート順が反映されますが、列の値はソートされません。図2-9に、降順でソートされたA - Sample Salesの例を示します。D52 Country Nameの値(たとえば、Australia、Brazil、Chinaなど)は降順でソートされません。


図2-9 降順でソートされたA - Sample Salesが含まれているサブジェクト領域の例

[image: この図は周囲のテキストで説明しています。]









分析の結果の表示

この手順は、分析を作成する工程の1工程です。詳細は、「分析を構築するプロセスとは」を参照してください。

「分析」エディタ: 「結果」タブを使用して、グラフ、ティッカ、ピボット表などの異なる結果のビューを追加します。追加できるビューのリストについては、「使用可能なビューのタイプ」を参照してください。

分析を作成し、「結果」タブに表示すると、複合レイアウトにタイトル・ビューと表またはピボット表のいずれかのビュー(次に基づく)がデフォルトで表示されます。

	
分析に属性列とメジャー列のみが含まれている場合、表がデフォルトで表示されます。


	
分析に1つ以上の階層列が含まれている場合、ピボット表がデフォルトで表示されます。




管理者が、別のビューがデフォルトで「結果」タブに表示されるよう構成してある場合があります。

ビューを組み合せて、複合レイアウトのいずれの場所にも配置できます。たとえば、データの異なるビューを反映した、隣り合ったピボット表、相互関係を詳細に調べることができるグラフ、および結果を限定するフィルタを作成できます。

これらのビューはすべてまとめて複合レイアウトと呼ばれます。追加複合レイアウトの作成に記載のとおり、追加複合レイアウトを作成できます。

分析の結果を表示する手順:

	
「結果」タブをクリックします。

分析の結果が表またはピボット表に表示されます。


	
(オプション)表またはピボット表を編集するか、ビューを追加します。詳細は、ダッシュボードに表示するビューの追加を参照してください。






追加複合レイアウトの作成

分析の作業時、異なるビューの組合せを使用する複数の複合レイアウトを作成できます。たとえば、あるレイアウトにはグラフとタイトルが含め、別のレイアウトにはグラフとナレーティブ・ビューを含めることができます。ダッシュボードのページに分析を追加する際、そのページに含めるレイアウトを選択できます。

追加複合レイアウトを作成する手順:

	
「分析」エディタ: 「結果」タブをクリックします。


	
「結果」タブのツールバーにある次のいずれかのボタンをクリックし、複合レイアウトに別の複合レイアウトを作成します。

	
複合レイアウトの作成 - 複合レイアウトの新規インスタンスを作成します。


	
複合レイアウトの複製 - 現在の複合レイアウトのコピーを同じビューで作成します。












分析の結果にデータがないというアラートのユーザーへの発信

分析の結果でデータが返されない場合、次のデフォルト・メッセージがユーザーに表示されます。


No Results
The specified criteria didn't result in any data.
This is often caused by applying filters and/or selections that are too restrictive or that contain incorrect values.
Please check your Analysis Filters and try again.
The filters currently being applied are shown below.


デフォルト・メッセージを表示するかわりに、カスタマイズしたメッセージを作成してユーザーにアラートを発信できます。このメッセージには、分析でデータが返されなかった原因の説明を含めることができます。

分析の結果にデータがないというアラートをユーザーに示すためのカスタム・メッセージを作成する手順:

	
カスタム・メッセージを追加する分析を編集します。


	
「分析」エディタ: 「結果」タブをクリックします。


	
「分析プロパティ」ツールバー・ボタンをクリックします。「分析プロパティ」ダイアログが表示されます。


	
「結果がない場合の設定」ボックスで、「カスタム・メッセージの表示」を選択します。


	
「ヘッダー」フィールドに、カスタム・メッセージのヘッダーのテキストを入力します。


	
「メッセージ」フィールドに、説明のテキストを入力します。


	
「OK」をクリックします。











分析へのプロンプトの追加

この手順は、分析を作成する工程の1工程です。詳細は、「分析を構築するプロセスとは」を参照してください。

「分析」エディタ: 「プロンプト」タブを使用してプロンプトを作成し、分析をフィルタする値をユーザーが選択できるようにします。プロンプトでは、ユーザーは、分析内のすべてのビューを動的にフィルタする値を選択できます。

分析にプロンプトを追加する手順:

	
「プロンプト」タブをクリックします。


	
第7章「ダッシュボードと分析でのプロンプト」に記載のとおり、プロンプトを追加します。









分析用論理SQL文の確認

この手順は、分析を作成する工程の上級工程です。詳細は、「分析を構築するプロセスとは」を参照してください。

「分析」エディタ: 「詳細設定」タブを使用して、分析用に生成されたXMLコードと論理SQL文を調べ、オプションで、そのSQL文に基づいた分析を作成できます。分析に使用する機能の大半はユーザー・インタフェースに用意されているため、通常、このタブの機能を使用する必要がありません。次のリストに、SQL文を調べる必要がある状況の例を示します。

	
「接頭辞」セクションを使用して、更新に使用できるとマークされたユーザー変数またはセッション変数をオーバーライドできます。1つのコード行で複数の変数の更新を指定できます。

変数をオーバーライドするには、次の構文を使用します。

SET VARIABLE var-name=value

たとえば、次のコード行に示すように変数を設定できます。

SET VARIABLE "My Variable"=4, DISABLE_CACTHE_HIT = 1, LOGLEVEL = 2;

詳細は、「変数を参照できる場所」を参照してください。


	
ロギングが分析に対して無効な場合でも、トラブルシューティング用に分析のロギング・レベルを一時的に変更できます。「詳細設定」タブの「接頭辞」セクションで、次の指定を行います。

SET VARIABLE LOGLEVEL=4;

この指定によって、分析がレベル4で実行され、高度なトラブルシューティングに役立ちます。デフォルトのレベルは0で、ロギングされないことを表します。ログは、管理: セッションの管理ページの「ログの表示」リンクを使用して表示できます。

ロギング・レベルの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』を参照してください。


	
独自の論理SQL文を入力できます。独自の文を入力すると、Oracle BI EEの多くの機能(階層列、選択ステップ、グループ、書式設定など)が失われますが、集合演算などの機能を使用できます。


	
既存の分析のSQL文を出発点として使用して、分析を作成できます。




「詳細設定」タブを使用する前に、次の重要な点に留意してください。

	
この手順は、「詳細設定」タブへアクセスするのにふさわしい職責の上級ユーザーおよび開発者のみを対象としています。これは、高度なSQL文を理解し、Oracle BIサーバー・メタデータの使用に関する専門知識があり、付録C、論理SQLリファレンスのSQL情報に精通し、基になるデータ・ソースの内容と構造を理解しているものとします。


	
このタブには、SQL文に句を追加できる「高度なSQL句」領域や同程度に高度なその他の機能が用意されています。接頭辞を指定する機能以外のこれらの機能は、階層列、メンバーの選択またはグループを含む分析では無効です。







	
注意:

分析で使用している論理SQL文は、論理SQLビューを挿入すると表示できます。管理: SQLの実行ページを使用してSQL文を入力することもできます。







分析用に生成されたXMLコードの編集またはSQL文の確認の手順:

	
「分析」エディタ: 「詳細設定」タブをクリックします。


	
タブの上部の「結果の参照」領域にある分析名に対応するリンクを使用して、分析の結果を使用するためのリンクがあるページを表示します。


	
「分析XML」領域のフィールドを使用してXMLコードを表示および変更し、「XMLの適用」をクリックします。

分析はOracle BIプレゼンテーション・カタログに保存されているため、XMLコードを変更すると、分析に影響を及ぼします。

「一部更新」および「Oracle BIプレゼンテーション・サービス・キャッシュを無視」ボックスの設定を適用するには、タブの一番下にある「SQLの適用」ボタンもクリックする必要があります。


	
「実行されるSQL」領域の読取り専用ボックスを使用して、分析の実行時にOracle BIサーバーに送信されるSQL文を調べます。

現在の分析のSQL文をベースに、新しい分析を作成する場合、「新規の分析」ボタンをクリックします。現在の分析で指定されている階層列、選択ステップ、グループまたは書式設定は削除されます。


	
分析の内容に応じて「高度なSQL句」領域の使用可能なフィールドを使用し、サブジェクト・エリアの変更、GROUP BYまたはHAVING句の追加およびDISTINCT処理と接頭辞の指定を行います。


	
「SQLの適用」をクリックして変更を有効にします。




	
注意:

「SQLの適用」ボタンのクリックは、注意して行ってください。クリックすると、Oracle BI EEで、追加または変更したSQL文に基づいて新しい分析が作成されます。その結果、分析用にそれより前に作成したすべてのビューや書式設定などが失われます。新しい分析用にXMLコードも変更されます。















分析の保存

この手順は、分析を作成する工程の1工程です。詳細は、「分析を構築するプロセスとは」を参照してください。

分析は次のものに保存できます。

	
個人フォルダ。本人のみアクセスできます。

最上位の個人フォルダはマイ・フォルダと呼ばれます。一意のユーザー名を持つ各ユーザーは、マイ・フォルダと呼ばれるフォルダを持っています。これは、最も頻繁に実行する分析と、頻繁にアクセスするその他のコンテンツを保存するためのものです。

ペインの最下部にある「表示のリフレッシュ」リンクをクリックすると、保存したフォルダ下に分析がリストされます。


	
共有フォルダ。そのフォルダへのアクセス権を持つユーザーがアクセスできます。


	
Lotus Notesデータベース。次のいずれかの方法を使用します。

	
分析をWebアーカイブ・ファイル(ファイル拡張子は.mht)に保存し、ファイルをLotus Notesデータベースにアップロードします。


	
分析を保存し、エージェントを使用してLotus Notesサーバーの特定のアドレスに電子メールで自動的に送信されるようスケジュールします。Lotus Notesサーバーで電子メールが処理され、データベースに書き込まれます。







分析を保存する手順:

	
「分析」エディタで、「分析の保存」ツールバー・ボタンをクリックし、分析を保存するダイアログを表示します。


	
個人フォルダまたは共有フォルダに分析を保存する場合、次のようにします。

	
「保存場所」ボックスで、分析の保存先の個人フォルダまたは共有フォルダを選択します。


	
「名前」フィールドに、分析の名前(forecasted_salesなど)を入力します。


	
「OK」をクリックします。





	
Webアーカイブ・ファイルを使用してLotus Notesデータベースに分析を保存する場合、次のようにします。

	
「保存場所」ボックスで、分析の保存先のフォルダを選択します。


	
「名前」フィールドに、.mhtファイル拡張子を含む分析の名前(forecasted_sales.mhtなど)を入力します。


	
「OK」をクリックします。


	
.mhtファイルをLotus Notesデータベースにアップロードします。





	
エージェントを使用してLotus Notesデータベースに分析を保存する場合、次のようにします。

	
「保存場所」ボックスで、分析の保存先のフォルダを選択します。


	
「名前」フィールドに、分析の名前(forecasted_salesなど)を入力します。


	
「OK」をクリックします。


	
エージェントを作成し、Lotus Notesサーバーの特定のアドレスに電子メールで送信されるようスケジュールします。

エージェントの作成の詳細は、エージェントの作成を参照してください。












分析からのエージェントの作成

分析から直接エージェントを作成できます。この方法でエージェントを作成する場合のOracle BI EEの処理は次のとおりです。

	
分析に基づいて条件を作成し、条件を「エージェント」エディタ: 「条件」タブに追加します。


	
「エージェント」エディタ: 「配信コンテンツ」タブでコンテンツ配信として分析を追加します。




エージェントの詳細は、第9章「コンテンツの配信」を参照してください。

分析からエージェントを作成する手順:

	
次のいずれかの方法を使用して、エージェントの作成元の分析を特定します。

	
分析を開き、「分析」エディタ: 「結果」タブ、「スケジュール」ツールバー・ボタンの順にクリックします。

分析が保存され、「エージェント」エディタが表示されます。


	
カタログ・ページの分析に移動し、「詳細」リストをクリックして「スケジュール」オプションをクリックします。

「エージェント」エディタが表示されます。





	
「エージェント」エディタの次のタブを完成させます。

	
「エージェント」エディタ: 「一般」タブ


	
「エージェント」エディタ: 「スケジュール」タブ


	
「エージェント」エディタ: 「条件」タブ


	
「エージェント」エディタ: 「配信コンテンツ」タブ


	
「エージェント」エディタ: 「受信者」タブ


	
「エージェント」エディタ: 「送信先」タブ


	
「エージェント」エディタ: 「アクション」タブ





	
エージェントを保存します。









分析の編集




	
注意:

Oracle BI Enterprise Editionをアクセシビリティ・モードで使用している場合、「分析」エディタではなく、BIコンポーザウィザードを使用して分析を編集します。BIコンポーザ・ウィザードの詳細は、第15章、BIコンポーザを使用した分析操作を参照してください。アクセシビリティ・モードの詳細は、付録B、アクセシビリティ機能を参照してください。







分析を編集する手順:

	
グローバル・ヘッダーで「カタログ」をクリックし、カタログ・ページを表示します。


	
編集対象の分析に移動し、「編集」リンクをクリックします。分析が、「分析」エディタに表示されます。


	
必要な変更を行います。


	
分析を保存します。









分析のダッシュボードへの埋込みについて

分析をダッシュボードに埋め込むと、自動的に分析が実行され、ダッシュボードに結果が表示されます。これによって、現在の結果にアクセスできます。たとえば、売上データを毎日取り込む企業の販売担当重役の場合、その日に販売された製品の売上高をダッシュボードの最初のページに表示できます。

以前に作成した分析を、「ダッシュボード」エディタを使用してOracle BIプレゼンテーション・カタログから埋め込むことができます。「ダッシュボード」エディタの詳細は、コンテンツのダッシュボードへの追加を参照してください。






直接データベース・リクエストの使用

適切な権限を持つユーザーは、直接データベース・リクエストを作成し、物理バックエンド・データベースに発行できます。リクエストの結果は、「分析」エディタで表示および操作し、その後、ダッシュボードおよびエージェントに取り込むことができます。この項の内容は次のとおりです。

	
直接リクエストの権限の設定


	
直接データベース・リクエストの実行


	
直接データベース・リクエストの結果の表示






直接リクエストの権限の設定

Oracle BIプレゼンテーション・サービス管理コントロールでの次の権限の設定によって、直接データベース・リクエストの変更や実行が行えるかどうかが制御されます。

	
直接データベース分析の編集

この権限が設定されている場合、直接データベース・リクエストを作成および編集できます。


	
直接データベース分析の実行

この権限が設定されている場合、直接データベース・リクエストを発行し、結果を表示できます。




詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドのプレゼンテーション・サービス権限の管理に関する項を参照してください。






直接データベース・リクエストの実行

データベースへの直接リクエストをOracle BI EEから送信できます。




	
注意:

直接データベース・リクエストがOracle BI EEから送信される場合、Oracle BIサーバーのデータ・セキュリティ・ルールは無視され、適用されません。







直接データベース・リクエストを実行する手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「新規」、「分析」、「直接データベース問合せの作成」の順に選択します。

データベース・リクエストの作成オプションを含む「分析」エディタ: 「基準」タブが表示されます。


	
「基準」タブで適切なオプションを指定します。


	
リクエストを発行して結果を表示する(ある場合)には、「結果」タブをクリックします。









直接データベース・リクエストの結果の表示

分析を作成する列を直接データベース・リクエストから取得したら、その分析を他の分析と同様に使用できます。次のリストで、直接データベース・リクエストから列を生成した分析の違いを概説します。

	
リポジトリからの列を使用していないため、「サブジェクト・エリア」ペインに列が含まれません。


	
この分析のグループや選択ステップを作成できません。


	
条件付き書式を列に指定できません。


	
ピボット表、表またはトレリス・ビューの見出しに含まれる列名の右の領域にマウスを合せたときに表示される「昇順ソート」(上向き三角形)および「降順ソート」(下向き三角形)はサポートされていません。











変数の使用

分析、ダッシュボード、KPI、アクション、エージェントや条件など、Oracle BI Enterprise Editionの様々な領域で変数を参照できます。たとえば、現在のユーザー名をタイトルに表示する分析を作成するとします。これは、変数を参照することによって行えます。

使用できる変数は5種類あります:

	
セッション


	
リポジトリ


	
プレゼンテーション


	
リクエスト


	
グローバル





セッション変数とは

セッション変数は、各ユーザーのログイン時に初期化される変数です。ユーザーがセッションを開始すると、Oracle BIサーバーでセッション変数の新規インスタンスが作成され、初期化されます。

セッション変数のインスタンスの数は、Oracle BIサーバー上のアクティブなセッションと同じです。セッション変数の各インスタンスは、異なる値で初期化できます。

セッション変数は、初期化ブロック(INIT BLOCK)で指定された問合せによって移入されます。これらのセッションINIT BLOCKは通常、ログイン時に1回のみ実行されます。ただし、INIT BLOCKが遅延としてマークされている場合は、後で関連する変数が参照されたときに実行できます。

通常、セッションINIT BLOCKは問合せ文に関連付けられますが、LDAPオブジェクトに関連付けることもできます。INIT BLOCKの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』の初期化ブロックの操作に関する項を参照してください。

セッション変数には2種類あります。

	
システム - Oracle BIサーバーとOracle BIプレゼンテーション・サービスが特定の用途で使用するセッション変数。

システム・セッション変数には、他の種類の変数(静的または動的リポジトリ変数やシステム以外のセッション変数)に使用できない予約名が付けられています。


	
システム以外 - 管理者が作成して名前を付けるシステム変数。たとえば、管理者は、ユーザーの販売地域の名前を初期化するSalesRegionというシステム以外の変数を作成できます。




管理者は、Oracle BI管理ツールを使用して、システム以外のセッション変数を作成します。




	
注意:

特定のシステム・セッション変数(USERGUID、ROLESなど)をリクエスト変数でオーバーライドすることはできません。DATA_TZ、DATA_DISPLAY_TZ (タイムゾーン)などのその他のシステム・セッション変数は、Oracle BI管理ツールで構成されている場合、オーバーライドできます。
詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイドのリポジトリ変数の操作に関する項を参照してください。









詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』のセッション変数に関する項を参照してください。





リポジトリ変数とは

リポジトリ変数は、どの時点でも1つの値を持つ変数です。

リポジトリ変数には2種類あります。

	
静的 - 管理者が変更するまで値が存続して変わらないリポジトリ変数。


	
動的 — INIT BLOCKで指定された問合せによって移入された値を持つリポジトリ変数。INIT BLOCKがリフレッシュされる間隔を指定できます。動的INIT BLOCKは、指定された間隔で変数の値を自動的にリフレッシュします。

動的INIT BLOCKは、問合せ(つまり、SQL文、ADF問合せまたはその他のサポートされているデータ・ソースによって)にのみ関連付けることができます。INIT BLOCKの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』の初期化ブロックの操作に関する項を参照してください。




管理者は、Oracle BI管理ツールを使用して、リポジトリ変数を作成します。

詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』のリポジトリ変数に関する項を参照してください。





プレゼンテーション変数とは

プレゼンテーション変数は、次のいずれかのタイプのダッシュボード・プロンプトを作成する過程で作成できる変数です。

	
列プロンプト - 列プロンプトの一部として作成されるプレゼンテーション変数は列と関連付けられ、とり得る値は列値からの値です。

列プロンプトの一部としてプレゼンテーション変数を作成するには、「新規プロンプト」ダイアログ(または「プロンプトの編集」ダイアログ)の「変数の設定」フィールドで「プレゼンテーション変数」を選択し、「変数名」フィールドに変数の名前を入力する必要があります。

列プロンプトの操作の詳細は、列プロンプトの作成を参照してください。


	
変数プロンプト - 変数プロンプトの一部として作成されるプレゼンテーション変数は列に関連付けられないため、ユーザーがとり得る値を定義します。

変数プロンプトの一部としてプレゼンテーション変数を作成するには、「新規プロンプト」ダイアログ(または「プロンプトの編集」ダイアログ)の「プロンプト対象」フィールドで「プレゼンテーション変数」を選択し、「変数名」フィールドに変数の名前を入力する必要があります。

変数プロンプトの操作の詳細は、変数プロンプトの作成を参照してください。




プレゼンテーション変数の値は、同時に作成された列プロンプトまたは変数プロンプトによって移入されます。つまり、ユーザーが列プロンプトまたは変数プロンプトで1つ以上の値を選択するたびに、プレゼンテーション変数の値が、ユーザーが選択した値に設定されます。






リクエスト変数とは

リクエスト変数を使用すると、セッション変数の値をオーバーライドできますが、オーバーライドできるのは、列プロンプトまたは変数プロンプトから開始されたデータベース・リクエストの間のみです。




	
注意:

特定のシステム・セッション変数(USERGUID、ROLESなど)をリクエスト変数でオーバーライドすることはできません。DATA_TZ、DATA_DISPLAY_TZ (タイムゾーン)などのその他のシステム・セッション変数は、Oracle BI管理ツールで構成されている場合、オーバーライドできます。
詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイドのリポジトリ変数の操作に関する項を参照してください。









次のいずれかのタイプのダッシュボード・プロンプトを作成する過程の一部として、リクエスト変数を作成できます。

	
列プロンプト - 列プロンプトの一部として作成されるリクエスト変数は列と関連付けられ、とり得る値は列値からの値です。

列プロンプトの一部としてリクエスト変数を作成するには、「新規プロンプト」ダイアログ(または「プロンプトの編集」ダイアログ)の「変数の設定」フィールドで「リクエスト変数」を選択し、「変数名」フィールドに、オーバーライドするセッション変数の名前を入力する必要があります。

列プロンプトの操作の詳細は、列プロンプトの作成を参照してください。


	
変数プロンプト - 変数プロンプトの一部として作成されるリクエスト変数は列に関連付けられないため、ユーザーがとり得る値を定義します。

変数プロンプトの一部としてリクエスト変数を作成するには、「新規プロンプト」ダイアログ(または「プロンプトの編集」ダイアログ)の「プロンプト対象」フィールドで「リクエスト変数」を選択し、「変数名」フィールドに、オーバーライドするセッション変数の名前を入力する必要があります。

変数プロンプトの操作の詳細は、変数プロンプトの作成を参照してください。




リクエスト変数の値は、同時に作成された列プロンプトまたは変数プロンプトによって移入されます。つまり、ユーザーが列プロンプトまたは変数プロンプトで値を選択するたびに、リクエスト変数の値が、ユーザーが選択した値に設定されます。ただし、値が有効なのは、ユーザーがプロンプトの「実行」ボタンを押した時点から、分析結果がダッシュボードに返されるまでです。




	
注意:

複数の値がサポートされるのは、文字列および数値のリクエスト変数のみです。その他のデータ型では最初の値のみが渡されます。












グローバル変数とは

グローバル変数は、特定のデータ型と値の組合せによって作成される列です。値には、文字列、数値、日付、時刻、式などを指定できます。分析の作成過程で「列式の編集」ダイアログを使用して、グローバル値を作成できます。このグローバル変数はカタログ内に保存されるため、特定のテナント・システムに属するすべての分析で使用できます。

グローバル変数は、分析の作成過程で作成できます。

グローバル変数には、次のタイプがあります:

	
日付


	
日付と時間


	
数値


	
テキスト


	
時間




グローバル変数を作成するには:

	
「基準」タブの「選択された列」ペインで、編集する式の列の横にある「オプション」ボタンをクリックし、「式の編集」を選択します。「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブが表示されます。このタブを使用してグローバル変数のカスタム・ヘッダーを作成できます。


	
「変数」ボタンをクリックし、「グローバル」を選択します。「グローバル変数の挿入」ダイアログが表示されます。


	
「新規グローバル変数の追加」ボタンをクリックします。「新規グローバル変数」ダイアログが表示されます。


	
一意の名前を入力します。


	
データ型を選択します。


	
値を入力します。




	
注意:

データ型として「日付と時間」を選択した場合、値は次の例のように入力します: 03/25/2004 12:00:00 AM
式または計算を値として入力する場合は、次の例のようにテキストのデータ型を使用する必要があります: "Base Facts"."1- Revenue"*3.1415










	
「OK」をクリックします。新しいグローバル変数が「グローバル変数の挿入」ダイアログに追加されます。


	
作成した新しいグローバル変数を選択し、「OK」をクリックします。「列式」ペインにグローバル変数が挿入された「列式の編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。

「カスタムの見出し」チェック・ボックスが自動的に選択されます。グローバル変数を割り当てた列に、変数をより正確に反映する新しい名前を入力します。


	
「OK」をクリックします。




グローバル変数は分析の実行時に評価され、グローバル変数の値が適切に置き換えられます。適切な権限を持つユーザーのみが、グローバル変数を管理(追加、編集および削除)できます。








変数を参照できる場所

次の領域で変数を参照できます(各領域で全種類の変数を参照できるわけではありません)。

	
タイトル・ビュー。「結果」タブ: 「タイトル」エディタを参照してください。


	
ナレーティブ・ビュー。「結果」タブ: 「ナレーティブ」エディタを参照してください。


	
静的テキスト・ビュー。「結果」タブ: 「静的テキスト」エディタを参照してください。


	
フィルタ。「新規フィルタ」ダイアログおよび「新規EVALUATE_PREDICATE関数」ダイアログを参照してください。


	
列式。「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブを参照してください。


	
条件付き書式設定条件。「列のプロパティ」ダイアログ: 「条件付き書式」タブおよび「新規条件」ダイアログを参照してください。


	
分析の表と列の見出し。「列のプロパティ」ダイアログ: 「列書式」タブを参照してください。


	
直接データベース・リクエスト。直接データベース・リクエストの使用を参照してください。


	
ダッシュボード・プロンプトおよびインライン・プロンプト。「新規プロンプト」ダイアログを参照してください。


	
PDF出力のヘッダーおよびフッター。「フッターの編集」または「ヘッダーの編集」ダイアログを参照してください。


	
ダッシュボードのリンクまたはイメージ・オブジェクト。「リンクまたはイメージ・プロパティ」ダイアログを参照してください。


	
ダッシュボードのテキスト・オブジェクト。「テキスト・プロパティ」ダイアログを参照してください。


	
グラフ・データの条件付き書式設定を指定するグラフ。「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブおよび「スタイルと条件付き書式設定」ダイアログ: 「条件付き書式設定」タブを参照してください。


	
ゲージのしきい値。「式の入力」ダイアログを参照してください。


	
ゲージの制限。「ゲージ制限のカスタマイズ」ダイアログを参照してください。


	
エージェント。「エージェント」エディタ: 「配信コンテンツ」タブを参照してください。


	
パラメータを指定するアクション。「新規アクションの作成」ダイアログおよび「パラメータ・マッピングの編集」ダイアログを参照してください。


	
パラメータを指定する条件。「新規条件」ダイアログを参照してください。


	
ステップをオーバーライドする選択ステップ。「新規条件ステップ」ダイアログおよび「値の選択」ダイアログを参照してください。


	
しきい値を定義するKPI。「KPI」エディタ: 状態ページを参照してください。


	
KPI監視リストに含まれるKPI。「KPIの追加」ダイアログを参照してください。


	
ダイアログの「URL」フィールド。「イメージ・マップ・プロンプトのプロパティ」ダイアログを参照してください。




変数の参照に使用する構文の詳細は、「変数を参照する構文とは」を参照してください。






変数を参照する構文とは

変数は、分析、ダッシュボード、KPIおよびエージェントで参照できます。変数の参照方法は、実行するタスクによって異なります。

フィルタ定義で変数を参照する場合など、ダイアログにフィールドが表示されるタスクの場合、(完全な構文ではなく)変数のタイプと名前のみ指定する必要があります。

タイトル・ビューでの変数の参照などの他のタスクの場合、変数の構文を指定する必要があります。表2-1に示すとおり、使用する構文は変数のタイプによって異なります。




	
注意:

構文で、中カッコ({)が後にないアット・マーク(@)は、アット・マークとして処理されます。








表2-1 変数を参照する構文

	変数のタイプ	構文	例
	
セッション

	
@{biServer.variables['NQ_SESSION.variablename']}

variablenameは、セッション変数の名前です(DISPLAYNAMEなど)。

使用できるシステム・セッション変数のリストは、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』のシステム・セッション変数に関する項を参照してください。

	
@{biServer.variables['NQ_SESSION.USER']}


	
リポジトリ

	
@{biServer.variables.variablename}

または

@{biServer.variables['variablename']}

variablenameは、リポジトリ変数の名前です(prime_beginなど)。

	
@{biServer.variables.prime_begin}

または

@{biServer.variables['prime_begin']}


	
プレゼンテーションまたはリクエスト

	
@{variables.variablename}[format]{defaultvalue}

または

@{scope.variables['variablename']}

説明:

	
variablenameは、プレゼンテーション変数またはリクエスト変数の名前です(MyFavoriteRegionなど)。


	
(オプション)formatは、変数のデータ型によって異なる書式マスクです(#、##0、MM/DD/YY hh:mm:ssなど)。(書式はデフォルト値には適用されないことに注意してください。)


	
(オプション)defaultvalueは、variablenameで参照される変数に値が入っていない場合に使用される値を示す定数または変数の参照です。


	
scopeは、変数の修飾子を識別します。変数が複数のレベル(分析ダッシュボード・ページおよびダッシュボード)で使用され、特定の値にアクセスする場合、有効範囲を指定する必要があります。(有効範囲を指定しない場合、分析、ダッシュボード・ページ、ダッシュボードの順に優先されます。)




注意: 複数の値を設定できるプレゼンテーション変数が指定されたダッシュボード・プロンプトを使用する際には、列タイプによって構文が異なります。複数の値がカンマ区切りの値に書式設定されるため、書式設定句は、カンマで結合される前に各値に適用されます。

	
@{variables.MyFavoriteRegion}{EASTERN REGION}

または

@{MyFavoriteRegion}

または

@{dashboard.variables['MyFavoriteRegion']}

または

(@{myNumVar}[#,##0]{1000})

または

(@{variables.MyOwnTimestamp}[YY-MM-DD hh:mm:ss]{)

または

(@{myTextVar}{A, B, C})


	
グローバル

	
@{global.variables.variablename}

variablenameはグローバル変数の名前です(例: gv_region)。グローバル変数を参照する場合は、例に示すように、完全修飾名を使用する必要があります。

注意: グローバル変数の命名規則は、JavaScriptのEMCAスクリプト言語仕様に準拠している必要があります。名前は200文字以内にする必要があります。埋込みスペース、予約語および特殊文字は使用できません。JavaScripting言語要件に精通していない場合は、サード・パーティのリファレンスを参照してください。

	
@{global.variables.gv_date_n_time}








変数は式で参照することもできます。式で変数を参照するガイドラインは、表2-2に記載されています。


表2-2 式で変数を参照するガイドライン

	変数のタイプ	ガイドライン	例
	
セッション

	
	
セッション変数をVALUEOF関数の引数として含めます。


	
変数を二重引用句で囲みます。


	
セッション変数の前にNQ_SESSIONとピリオドを付けます。


	
NQ_SESSIONの部分とセッション変数名の両方と丸カッコで囲みます。




	

"Market"."Region"=VALUEOF(NQ_SESSION."SalesRegion")


	
リポジトリ

	
	
リポジトリ変数をVALUEOF関数の引数として含めます。


	
変数を二重引用句で囲みます。


	
静的リポジトリ変数を名前で参照します。


	
動的リポジトリ変数を完全修飾名で参照します。

動的リポジトリ変数を使用する場合、初期化ブロックの名前とリポジトリ変数を二重引用符で囲み、ピリオドで区切って丸カッコで囲む必要があります。たとえば、Region Securityという名前の初期化ブロックに含まれるREGIONという名前の動的リポジトリ変数を使用する場合、次の構文を使用します。

VALUEOF("Region Security"."REGION")

詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』のリポジトリ変数に関する項を参照してください。




	

CASE WHEN "Hour" >= VALUEOF("prime_begin") AND "Hour" < VALUEOF("prime_end") THEN 'Prime Time' WHEN ... ELSE...END


	
プレゼンテーション

	
	
次の構文を使用します。


@{variablename}{defaultvalue}


variablenameは、プレゼンテーション変数の名前で、defaultvalue(オプション)はvariablenameで参照される変数に値が入っていない場合に使用される値を示す定数または変数の参照です。


	
変数を文字列に型変換(つまり、変換)するには、次のように、構文全体を一重引用符で囲みます。


'@{user.displayName}'




注意: {が後にない@マークは、@マークとして処理されます。

複数の値を設定できるプレゼンテーション変数を使用する際には、列タイプによって構文が異なります。

有効なSQL文を生成するには、各列タイプのSQLで次の構文を使用します。

	
テキスト — (@{variablename}['@']{'defaultvalue'})


	
数値 — (@{variablename}{defaultvalue})


	
日時 — (@{variablename}{timestamp 'defaultvalue'})


	
日付(日付のみ) — (@{variablename}{date 'defaultvalue'})


	
時間(時間のみ) — (@{variablename}{time 'defaultvalue'})




	

"Market"."Region"=@{MyFavoriteRegion}{EASTERN REGION}


または


"Products"."P4 Brand"=(@{myTextVar}['@']{BizTech})


または


"Products"."PO Product Number"=(@{myNumVar}{1000})


または


"Sales Person"."E7 Hire Date"=(@{myDateTimeVar}{timestamp '2013-05-16 00:00:01'})


または


"Time"."Total Fiscal Time"=(@{myDateVar}{date '2013-05-16'})


または


"Time"."Time Right Now"=(@{myTimeVar}{time '00:00:01'})


SQL使用時の複数の値(指定されたデータ型内)について:



列タイプがテキストでvariablenameからval1、val2およびval3を渡された場合、結果は('val1', 'val2', 'val3')です。
または



列タイプが日付でvariablenameから2013-08-09および2013-08-10を渡された場合、結果は(date '2013-08-09', date '2013-08-10')です。
または



列タイプが日時でvariablenameから2013-08-09 00:00:00および2013-08-10 00:00:00を渡された場合、結果は(timestamp '2013-08-09 00:00:00', timestamp '2013-08-10 00:00:00')です。






変数を参照する特定の領域の詳細は、変数を参照できる場所を参照してください。






使用できる事前定義プレゼンテーション変数

表2-3には、分析、ダッシュボード、KPIおよびエージェントで参照できる、あらかじめ定義されているプレゼンテーション変数のリストが含まれています。(これらの事前定義のプレゼンテーション変数の構文では、variables.修飾子を省略することに注意してください。たとえば、@{session.variables.locale}ではなく、@{session.locale}とします。)




	
注意:

タイム・ゾーン変数の場合、この変数を有効にするには、ユーザーのタイム・ゾーンをデフォルト以外の値に設定する必要があります。(ユーザーは、「マイ・アカウント」ダイアログ: 「プリファレンス」タブで優先的に使用するタイム・ゾーンを設定します。)








表2-3 事前定義プレゼンテーション変数

	有効範囲	プレゼンテーション変数	例
	
システム

	
productVersion

	
system.productVersion = 11.1.1.3 (Build 090619.0110.000)


	
システム

	
currentTime

	
system.currentTime = 6/29/2009 7:35:59 PM


	
セッション

	
locale

	
session.locale = en-us


	
セッション

	
language

	
session.language = en


	
セッション

	
rtl

これは、ログイン・ページで選択された言語が、右から左に記述する言語かどうかを示します。たとえば、選択した言語がヘブライ語の場合、この変数はtrueを返します。

	
session.rtl = false


	
セッション

	
timeZone

	
session.timeZone = (GMT-06:00) Central America


	
セッション

	
timeZone.id

ローカライズされていない値を返します。

	
session.timeZone.id = (GMT-06:00) Central America


	
セッション

	
timeZone.name

ローカライズされた値を返します。

	
session.timeZone.name = (GMT-06:00) Central America


	
セッション

	
timeZone.value

ローカライズされた値を返します。

	
session.timeZone.value = (GMT-06:00) Central America


	
セッション

	
loginTime

	
session.loginTime = 6/29/2009 7:12:01 PM


	
セッション

	
logoutTime

	
session.logoutTime = 6/29/2009 8:02:01 PM


	
セッション

	
lastAccessTime

	
session.lastAccessTime = 6/29/2009 7:35:59 PM


	
セッション

	
currentUser

	
session.currentUser = Administrator


	
セッション

	
currency.name

	
session.currency.name = $ English - United States


	
セッション

	
currency.symbol

	
session.currency.symbol = $


	
セッション

	
currency.userPreference

	
session.currency.userPreference = Global Currency 2


	
セッション

	
アクセシビリティ

これは、現在のユーザー・セッションでアクセシビリティ・モードが有効かどうかを示します。

	
session.accessibility = true


	
ユーザー

	
id

	
user.id = Administrator


	
ユーザー

	
displayName

	
user.displayName = Administrator


	
ユーザー

	
homeDirectory

	
user.homeDirectory = /users/administrator


	
ダッシュボード

	
currentPage

	
dashboard.currentPage = page 1


	
ダッシュボード

	
xml

	
dashboard.xml = the dashboard XML


	
ダッシュボード

	
dashboard.currency.name

	
dashboard.currency.name = Euro


	
ダッシュボード

	
dashboard.currency.symbol

	
dashboard.currency.symbol = $


	
ダッシュボード

	
dashboard.currency.userPreference

	
dashboard.currency.userPreference = Global Currency 1


	
ダッシュボード

	
dashboard.path

カタログのパスを返します。

	
dashboard.path = /users/administrator/_portal/Sales


	
ダッシュボード

	
dashboard.name

	
dashboard.name = MyDashboard


	
ダッシュボード

	
dashboard.caption

ダッシュボードのローカライズされた名前を返します。

	
dashboard.caption = Sales


	
ダッシュボード

	
dashboard.location

場所のURLを返します。

	
dashboard.location = Dashboard&PortalPath=/users/administrator/_portal


	
ダッシュボード

	
dashboard.description

	
dashboard.description = Sales by region and district


	
ダッシュボード

	
dashboard.author

	
dashboard.author = Administrator


	
dashboard.currentPage

	
dashboard.currentPage.name

	
dashboard.currentPage.name = Sales page 1


	
dashboard.currentPage

	
dashboard.currentPage.path

	
dashboard.currentPage.path = /users/administrator/_portal/Sales/page 1


	
dashboard. current Page

	
dashboard.currentPage.currency.name

	
dashboard.currentpage.currency.

name = USD


	
dashboard.current Page

	
dashboard.currentPage.currency.symbol

	
dashboard.currentPage.currency.

symbol = USD


	
dashboard. current Page

	
dashboard.currentPage.currency.userPreference

	
dashboard.currentPage.currency.userPreference = Global Currency 2


	
分析

	
report.currency.name

	
report.currency.name = $ English - United States


	
分析

	
report.currency.symbol

	
report.currency.symbol = $


	
分析

	
report.currency.userPreference

	
report.currency.userPreference =

Global Currency 2












タイトル・ビューでの変数の参照例

D50 Region列に基づき、図2-10に示すように、MyFavoriteRegionという名前のプレゼンテーション変数を作成する、Regionという名前のダッシュボード・プロンプトを作成したとします。


図2-10 Regionプロンプト

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



地域および地区ごとに収益を表示する分析を作成したとします。「プロンプトで使用」と設定されているフィルタをD50 Region列へ追加し、このRegionプロンプトを使用して、ユーザーに地域の入力を要求できるようにもしました。

Regionプロンプトでのユーザーの選択が分析のタイトルに表示されるよう、タイトル・ビューでMyFavoriteRegion変数を参照します。これを行うには、図2-11に示すように、「タイトル」エディタの「タイトル」フィールドに、変数の構文@{variables.MyFavoriteRegion}を入力します。


図2-11 タイトル・ビューで参照されるMyFavoriteRegion変数

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



図2-12に、ユーザーがRegionプロンプトで「AMERICAS REGION」を選択した場合のダッシュボード・ページの結果を示します。分析タイトル内の変数が、ユーザーが選択した「AMERICAS REGION」に更新されていることに注意してください。


図2-12 タイトル・ビューでお気に入りの地域を参照する場合の結果

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]













3 分析への外部データの追加


この章では、プレゼンテーション・サービスで作成する分析の外部データを含める方法について説明します。外部データはリポジトリ外部のデータです。このデータは、Visual Analyzerで作成および保存される外部サブジェクト領域に含まれます。外部サブジェクト領域が保存された後、プレゼンテーション・サービスで使用できます。

この章の内容は次のとおりです。

	
分析に外部データを含めることについて


	
外部サブジェクト領域のアクセスおよび外部サブジェクト領域データを含む分析の共有


	
サブジェクト・エリア・アイコン


	
分析への外部サブジェクト領域の追加


	
分析からの外部サブジェクト領域の削除


	
外部サブジェクト領域データのダウンロード


	
Oracle BI EEからの外部サブジェクト領域の削除






分析に外部データを含めることについて

プレゼンテーション・サービスの分析を作成または変更する場合、Visual Analyzerで作成および保存された外部サブジェクト領域のデータを含めることができます。

Visual Analyzerで作成および保存されたデータ・セットは、Oracle BIメタデータ・リポジトリのサブジェクト領域と照合してモデル化されます。外部サブジェクト領域を使用して分析を作成する場合、分析への列の追加のみ可能で、データをモデル化できません。Visual Analyzerで作成された外部サブジェクト領域の更新がプレゼンテーション・サービスに表示されます。

新しい分析を作成するか、既存の分析を変更する場合、Oracle BIメタデータ・リポジトリのサブジェクト領域と一致し、アクセス権限がある外部サブジェクト領域が「サブジェクト領域の選択」ダイアログまたは「サブジェクト領域の追加/削除」ダイアログに表示されます。外部サブジェクト領域をサブジェクト領域リストに含める詳細は、「外部サブジェクト領域のアクセスおよび外部サブジェクト領域データを含む分析の共有」を参照してください。

分析を作成または変更する場合、次の方法で外部サブジェクト領域のデータを使用できます。

	
独自の外部サブジェクト領域を使用する分析を作成します。

外部サブジェクト領域のみに基づく分析を作成できます。外部サブジェクト領域を照合およびモデル化するサブジェクト領域を使用する必要はありません。


	
外部サブジェクト領域を照合およびモデル化するサブジェクト領域とともに外部サブジェクト領域を使用する分析を作成します。




たとえば、外部サブジェクト領域として作成および保存された新しい予算データに対する進捗レポートの更新など、エンタープライズ・データのメトリックをオーバーレイできます。様々なレベルの教育が販売数量にどのように影響する可能性があるか理解を深めるための人口統計など、外部サブジェクト領域の属性を使用して分析を強化できます。製品が再分類された場合、売上セグメンテーションがどのように変化するかを確認するなど、カスタム・ロールアップおよびセグメントを定義できます。

製品、ブランド、販売員など、販売に関するデータを含むサブジェクト領域があるとします。サブジェクト領域にはない「ターゲット売上」売上高を含む外部サブジェクト領域があります。外部サブジェクト領域のターゲット売上値を含むサブジェクト領域から製品およびブランドの値を結合する分析を作成します。外部サブジェクト領域の製品およびブランド列をサブジェクト領域の列と照合し、ターゲット売上をメジャーとして追加するよう、外部サブジェクト領域がモデル化されます。一致により、外部サブジェクト領域とサブジェクト領域が関連付けられます。






外部サブジェクト領域のアクセスおよび外部サブジェクト領域データを含む分析の共有

アクセス権限を持つ外部サブジェクト領域のみ、分析に追加できます。外部サブジェクト領域への権限は、Visual Analyzerまたは外部サブジェクト領域を使用する分析で付与されます。

Visual Analyzerで外部サブジェクト領域を作成および保存したユーザーが個々のユーザーまたはロールのメンバーとしてアクセス権限を付与した場合、外部サブジェクト領域が「サブジェクト・エリアの選択」ダイアログまたは「サブジェクト領域の追加/削除」ダイアログに表示されます。

プレゼンテーション・サービス・ユーザーがそれらの外部サブジェクト領域を含む分析を作成および保存し、それらの分析を表示または編集する権限を付与した場合、「サブジェクト・エリアの選択」ダイアログまたは「サブジェクト領域の追加/削除」ダイアログに外部サブジェクト領域も表示されます。次の点に注意してください。

	
ユーザーが外部サブジェクト領域を含む分析を保存する場合、Oracle BI EEによってユーザーに外部サブジェクト領域データが共有されることが通知されます。


	
外部サブジェクト領域を使用した分析で保存された権限は、分析および外部サブジェクト領域に適用されます。


	
外部サブジェクト領域を使用した分析は、共有カタログ・フォルダに保存する必要があります。これによって、分析を表示または編集するユーザーに外部サブジェクト領域のデータも表示されます。


	
外部サブジェクト領域を使用した分析が共有フォルダ以外の場所に保存され、Visual Analyzerの外部サブジェクト領域へのアクセス権限が付与されていないユーザーが分析を表示または編集する場合、外部サブジェクト領域のデータが分析に表示されません。









サブジェクト・エリア・アイコン

Oracle BI EEの「サブジェクト・エリアの選択」ダイアログおよび「サブジェクト領域の追加/削除」ダイアログは、管理ツールで作成されたサブジェクト領域とVisual Analyzerで作成および保存された外部サブジェクト領域を区別するために異なるアイコンを使用します。

紫色および黄色の四角アイコンは、管理ツールで作成されたサブジェクト領域に表示されます。緑色の四角アイコンには、Visual Analyzerで作成および保存された外部サブジェクト領域が表示されます。詳細は、図3-1を参照してください。


図3-1 サブジェクト・エリア・アイコン

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]







分析への外部サブジェクト領域の追加

分析を作成する場合または既存の分析を変更する場合、外部サブジェクト領域からデータを追加できます。

分析を作成する場合に外部サブジェクト領域を追加する手順:

	
グローバル・ヘッダーで「新規」、「分析」の順にクリックします。


	
「サブジェクト・エリアの選択」ダイアログで、スクロールして、分析に使用する外部サブジェクト領域を選択します。詳細は、「サブジェクト・エリア・アイコン」を参照してください。

「サブジェクト領域の選択」ダイアログから1つのサブジェクト領域または外部サブジェクト領域のみ選択できます。他のサブジェクト領域または外部サブジェクト領域を追加するには、分析エディタの「サブジェクト・エリアの追加/削除」オプションを使用する必要があります。




分析を変更する場合に外部サブジェクト領域を追加する手順:

	
外部サブジェクト領域を追加する分析を編集するために開きます。


	
「サブジェクト・エリア」ペインで、「サブジェクト・エリアの追加/削除」ダイアログをクリックします。


	
「サブジェクト・エリアの追加/削除」ダイアログで、追加する外部サブジェクト領域を選択して、「OK」をクリックします。詳細は、「サブジェクト・エリア・アイコン」を参照してください。









分析からの外部サブジェクト領域の削除

分析から外部サブジェクト領域を削除できます。

外部サブジェクト領域を削除すると、そのデータが分析から削除されます。外部サブジェクト領域およびそのデータはOracle BIサーバーに残ります。Oracle BIサーバーからのサブジェクト領域の削除およびデータの削除の詳細は、「Oracle BI EEからの外部サブジェクト領域の削除」を参照してください。

外部サブジェクト領域を照合およびモデル化するサブジェクト領域を削除できないことに注意してください。

追加したデータを除去するには:

	
外部データを追加した分析を編集するために開きます。


	
「サブジェクト・エリア」ペインで、「サブジェクト・エリアの追加/削除」ダイアログをクリックします。


	
「サブジェクト・エリアの追加/削除」ダイアログで、削除する外部サブジェクト領域を選択して、「OK」をクリックします。詳細は、「サブジェクト・エリア・アイコン」を参照してください。









外部サブジェクト領域データのダウンロード

読取りアクセス権を持つユーザーは、外部サブジェクト領域のデータをダウンロードできます。ダウンロードされたデータは、すべてのワークシートおよび各ワークシートのすべての列を含む1つのファイルに保存されます。ダウンロードされたデータは最近アップロードされたデータを反映し、必ずしも外部サブジェクト領域にアップロードされた元のデータではありません。

外部データをダウンロードする手順:

	
「サブジェクト・エリア」ペインで、外部サブジェクト領域を右クリックして、「ダウンロード」を選択します。


	
「名前を付けて保存」ダイアログで、デフォルトのファイル名を保持するか、ファイルに新しい名前を付けます。


	
「保存」をクリックします。







	
注意:

「読取り」、「変更」または「フル・コントロール」の外部サブジェクト領域の共有権限によって、スプレッドシート・ファイル全体をダウンロードするアクセス権が与えられます。詳細は、「外部サブジェクト領域のアクセスおよび外部サブジェクト領域データを含む分析の共有」を参照してください。












Oracle BI EEからの外部サブジェクト領域の削除

記憶域の制限内で領域を解放する必要がある場合、Oracle BIサーバーから外部サブジェクト領域を永続的に削除できます。

外部サブジェクト領域のみを削除できます。分析に含めた外部サブジェクト領域は削除できません。「分析からの外部サブジェクト領域の削除」に示されているように、外部サブジェクト領域の削除は分析からの外部サブジェクト領域の削除と異なります。

追加したデータを削除するには:

	
「サブジェクト・エリア」ペインで、外部サブジェクト領域を右クリックして、「ダウンロード」を選択します。















4 ダッシュボードでの表示用のビューの追加


この章では、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionで分析の結果を有意義かつ直観的な方法で表示するために使用できるビューを説明します。ここでは、ダッシュボードの表示に対するビューの追加方法、ビューの値の変更(つまり、ライトバックの実行)方法、およびビューのマスター詳細リンクの設定方法を説明します。また、ビューの相互作用、ドリル、ソートおよび印刷も説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
ビューとは


	
使用可能なビューのタイプ


	
分析の結果へのビューの追加


	
推奨可視化機能とは


	
ビューの編集


	
値の変更とライトバックの実行


	
ビューでの相互作用


	
ビューでのドリル


	
ビューでのデータのソート


	
表ビュー、ピボット表ビューおよび拡張トレリス・ビューでの行および列のサイズ変更


	
ビューの保存


	
ビューまたは複合レイアウトの名前の変更


	
ビューの再配置


	
ビューの印刷


	
ビューの印刷およびエクスポート・オプションの変更


	
ダッシュボードに表示されるビューのプレビュー


	
ビューの削除


	
ビューの結果のリフレッシュ


	
エージェント・ユーザーへ配信するビューのカスタマイズ


	
ビューのマスター詳細リンクとは


	
マスター詳細関係でのビューのリンク






ビューとは

ビューは、Oracle BI Enterprise Editionのプレゼンテーション機能を使用し、有意義かつ直観的な方法で分析の結果を表示します。詳細情報にドリルダウンできるグラフやピボット表、説明テキスト、結果の限定に使用されたフィルタのリストなどの様々なビューを結果に追加できます。

新規分析の結果を表示する場合、「分析」エディタ: 「結果」タブの複合レイアウトにデフォルトで次のビューが表示されます。

	
タイトル・ビュー。保存された分析の名前を表示します。


	
表またはピボット表。分析に含まれている列のタイプに応じていずれかに分析の結果を表示します。

	
分析に属性列のみ、メジャー列のみ、または両者の組合せが含まれている場合、表がデフォルトのビューです。


	
分析に1つ以上の階層列が含まれている場合、ピボット表がデフォルトのビューです。







分析の既存のビューのカスタマイズや削除、他のビューの追加、ビューの組合せやビューのペイン内への配置を行えます。

複数の結果のビューを用意することで、トレンドやデータの関係を確認できます。ダッシュボードに表示する結果をカスタマイズする場合、ダッシュボードに表示した際にビューの組合せや配置がどのように見えるかをプレビューできます。

その後、一連のビューとともに分析を保存できます。


関連トピック



使用可能なビューのタイプ

分析の結果へのビューの追加

ビューの編集

ビューの保存

ビューの削除






使用可能なビューのタイプ

表4-1で、使用可能なビューのタイプについて説明します。




	
注意:

権限によって、すべてのビューにアクセスできるか、特定のビューのみにアクセスできるかが制御されます。








表4-1 ビュー名と説明

	ビュー名	説明
	
タイトル

	
タイトル、サブタイトル、ロゴ、カスタム・オンライン・ヘルプ・ページへのリンク、結果のタイムスタンプを表示します。


	
表

	
データを行と列に編成し、結果を視覚的に表示します。表はデータのサマリー・ビューで、ユーザーは行や列をドラッグ・アンド・ドロップし、データを異なるビューで表示できます。


	
ピボット表

	
結果をピボット表に表示します。ピボット表は、クロス集計表形式のデータのサマリー・ビューで、ユーザーは行や列をドラッグ・アンド・ドロップし、データを異なるビューで表示できます。ピボット表では、列グループを含む通常の表と同様にデータが編成されますが、行と列の両方で複数レベルの見出しを表示できます。通常の表とは異なり、ピボット表の各データ・セルには一意の値が含まれます。このようにデータが編成されるため、ピボット表は行ベースの表より効率的です。ピボット表は、大量のデータの表示、データの階層的な表示、トレンド分析に最適です。


	
パフォーマンス・タイル

	
視覚的に単純かつ目立つ方法で1つの集計メジャー値を表示しながら、ダッシュボード・ビュー内に詳細に表示される可能性があるサマリー・メトリックをただちに示します。

パフォーマンス・タイル:

	
タイルに直接目立つように表示された、知っておく必要がある単純なファクトにユーザーの関心を向けさせます。


	
色、ラベルおよび限定されたスタイルを使用して、または背景色またはメジャー値の条件付き書式設定を使用して、単純な書式で視覚的に目立つようにステータスを通知します。たとえば、収益がターゲットを追跡していない場合、収益値は赤で表示することができます。


	
プロンプト、フィルタ、ユーザー・ロールおよび権限を、ユーザーおよびそのコンテキストに関連付けることで応答します。


	
単一の集計値または計算された値をサポートします。





	
ツリーマップ

	
複数のレベルを持つ階層構造を、空間的制約の2次元で可視化して表示します。

ツリーマップ:

	
事前定義済の領域によって制約され、2つのレベルのデータを表示します。


	
長方形のタイルが含まれます。タイルのサイズは1つのメジャーに基づいており、タイルの色は2番目のメジャーに基づいています。


	
マップ領域が制約されるという点で散布図グラフに似ています。このグラフでは、大量のデータを視覚化し、そのデータ内のトレンドと異常を迅速に識別できます。





	
ヒート・マトリックス

	
データの2次元描写です。値は色のグラデーションで表現されるため、大量のデータを分析して外れ値を識別する用途に適しています。ヒート・マトリックス構造のデータは、行と列のグループ化および交差で形成されるという点でピボット表に似ています。


	
Trellis

	
多次元データが、グリッド内の一連のセルとして表示され、各セルは特定のグラフ・タイプを使用するデータのサブセットを表しています。データは、グラフ、マイクロチャートおよび数値で表されます。

トレリス・ビューには、単純トレリスと拡張トレリスの2つのサブタイプがあります。

単純トレリスのビューは、類似を比較できるように複数のグラフを表示するのに最適です。拡張トレリスのビューは、トレンドを表示するスパーク・グラフを表示するのに最適です。

単純トレリスには、1つの内部グラフ・タイプが表示されます(たとえば、複数の棒グラフのグリッド)。内部グラフには、共通の軸が常に使用されます。つまり、グラフのスケールが同期されます。

拡張トレリスには、メジャーごとに異なる内部グラフ・タイプが表示されます。たとえば、スパーク折れ線グラフとスパーク棒グラフが組み合されて、数値とともに表示されます。このような例では、スパーク折れ線グラフに一定期間の収益が表示され、スパーク棒グラフに販売数量が表示される場合があります。数値を表示するメジャー列をスパーク折れ線グラフの隣りに配置して、1年の合計値として収益メジャーを表示する場合もあります。

拡張トレリスでは、ドリル、軸スケールなどに対して、各メジャー列が独立に動作します。

マイクロチャートおよびスパーク・グラフの定義は、トレリスのビューで使用される用語を参照してください。


	
グラフ

	
数値情報を視覚的に表示します。これにより、大量のデータが理解しやすくなります。グラフを使用することで、テキスト・ベースの表示ではわからないパターンやトレンドが明らかになることが多々あります。ただし、厳密な値が必要な場合は、表などの他の表示方法でグラフを補完する必要があります。

グラフは、グラフ・キャンバスと呼ばれる背景に表示されます。

使用可能なグラフのタイプとサブタイプについては、表4-2を参照してください。


	
ゲージ

	
単一のデータ値を示します。サイズが小さいため、単一のデータ値を表示する場合、グラフよりゲージの方が通常効率的です。データを視覚的に表示する以外に、各ゲージには数値形式の結果も表示されます

ゲージはデータの問題点を示します。ゲージは通常、1つのデータ・ポイントをプロットし、そのポイントが許容範囲内か許容範囲外かを表します。このため、ゲージは、目標に対する成果を表す場合に便利です。

分析のデータによっては、ゲージ・ビューが複数のゲージのゲージ・セットで構成される場合があります。たとえば、過去12か月の売上データを表示するゲージ・ビューを作成する場合、各月1つずつ、12個のゲージでゲージ・ビューが構成されます。総売上高を表示するゲージ・ビューを作成する場合、ゲージ・ビューは1つのゲージで構成されます。

ゲージまたはゲージ・セットは、ゲージ・キャンバスと呼ばれる背景に表示されます。

使用可能なゲージのタイプについては、表4-4を参照してください。


	
ファンネル

	
ターゲット値と実際の値を数量、レベルおよび色を使用して表す3次元のグラフで結果を表示します。通常、ファンネル・グラフは、期間や段階に伴って変化するデータを図表で表示する場合に使用されます。たとえば、ファンネル・グラフは、四半期を通した売上数量の表示にしばしば使用されます。

ファンネル・グラフは、販売パイプラインなど、ターゲットがステージごとに著しく減る(または増える)ことがわかっている場合のデータの実際とターゲットとの比較の表示に非常に適しています。

ファンネル・グラフでは、しきい値は、ターゲット値のパーセンテージを示し、色は、各ステージに視覚的情報を与えます。色の付いた領域のいずれかをクリックすると、詳細情報にドリルダウンできます。

使用可能なファンネル・グラフのタイプについては、表4-3を参照してください。


	
マップ・ビュー

	
結果をマップに重ねて表示します。データに応じて、イメージ、色による塗りつぶし領域、棒グラフと円グラフ、可変サイズのマーカーなどの書式で、結果をマップに重ねることができます。


	
フィルタ

	
分析に有効なフィルタを表示します。(選択ステップと同様に)フィルタを使用すると、分析を限定し、特定の質問への回答となる結果を得ることができます。フィルタは、問合せの集計前に適用されます。


	
選択ステップ

	
分析に有効な選択ステップを表示します。(フィルタと同様に)選択ステップを使用すると、特定の質問への回答となる結果を得ることができます。選択ステップは、問合せの集計後に適用されます。


	
列セレクタ

	
結果に列セレクタを追加します。列セレクタは、あらかじめ選択された列を含むドロップダウン・リストのセットです。ユーザーは列を動的に選択し、分析のビューに表示されているデータを変更できます。


	
ビュー・セレクタ

	
結果にビュー・セレクタを追加します。ビュー・セレクタは、保存済ビューから特定の結果のビューを選択できるドロップダウン・リストです。


	
凡例

	
結果に凡例を追加します。凡例を使用すると、ゲージに適用されているカスタム色の意味など、結果に使用されている特別な形式の意味を記録できます。


	
ナレーティブ

	
1段落以上のテキストで結果を表示します。結果の各列に対するプレースホルダを含む文を入力したり、行の区切りを指定できます。


	
ティッカ

	
インターネット上の多くの金融サイトやニュース・サイトで使用されている株式ティッカと同様の形式のティッカやマーキーで結果を表示します。表示する情報とページでのスクロール方法を制御できます。


	
静的テキスト

	
結果に静的テキストを追加します。HTMLを使用して、バナー、ティッカ、ActiveXオブジェクト、Javaアプレット、指示、説明、グラフなどを結果に追加できます。


	
論理SQL

	
分析用に生成されたSQL文を表示します。このビューは、トレーナや管理者に有用で、標準的なユーザー向けの結果には通常含まれません。

コンテナの書式設定や削除以外の変更は、このビューに行えません。


	
セグメントの作成

	
結果に「セグメントの作成」リンクを表示します。ユーザーは、このリンクをクリックして、オラクル社のSiebel Marketing運用アプリケーションに、結果データに基づいてセグメントを作成できます。

このビューは、バージョン7.7(以上)のオラクルのSiebel Marketing運用アプリケーションのユーザー向けのものです。詳細は、Oracleマーケティング・セグメンテーション・ガイドを参照してください。


	
ターゲット・リストを作成

	
結果に「ターゲット・リストを作成」リンクを表示します。ユーザーは、このリンクをクリックして、オラクル社のSiebel運用アプリケーションに、結果データに基づいてターゲット・リストを作成できます。このターゲット・リストは、定義されている、このターゲット・セットに対するコール・アクティビティ情報の開始と記録のベースとして使用できます。

このビューは、オラクル社のSiebel Life Sciences Analyticsアプリケーションと統合されたSiebel Life Sciences運用アプリケーションのユーザー向けのものです。










使用可能なグラフのタイプ

表4-2に、使用可能なグラフのタイプと、その使用法を示します。ここでは、各タイプに使用できるスタイルも示します。散布図、レーダー・グラフおよびマイクロチャート以外のグラフ・タイプはすべて、2次元(2D)にも3次元(3D)にもできます。すべてのタイプのグラフが、すべてのタイプのデータに適切というわけではありません。


表4-2 グラフのタイプ

	グラフのタイプ	グラフのサブタイプ	説明	スタイル
	
棒グラフ

	
	
垂直


	
水平


	
積上げ垂直


	
積上げ水平


	
100%積上げ垂直


	
100%積上げ水平




	
カテゴリに関連付けられている数量を示します。棒グラフでは、数量が棒の長さで示され、カテゴリが棒または棒のグループで示されます。

棒グラフは、競合製品の売上、同一製品の異なる期間での売上、同一製品の異なる市場での売上など、類似項目間での違いを比較する場合に便利です。

横方向または縦方向に棒を表示することで、メジャー列の比較に使用できます。

	

四角形

三角形

円柱

ひし形

グラデーション

パターン塗り
	
折れ線グラフ

	
-

	
数量を時間の経過とともに、あるいはカテゴリ別に示します。

折れ線グラフは、時間に伴うトレンドを表示する場合に便利です。

複数のメジャー列のプロットに使用できます。

	

標準線

段付きの線

曲線
	
面グラフ

	
	
積上げ


	
100%積上げ




	
時間やカテゴリによる各値の割合のトレンドを示します。

面グラフは、線の間の領域が塗りつぶされた折れ線グラフです。領域が積み重なり、各期間またはカテゴリの合計になります。100%積上げグラフでは、各カテゴリが合計値に占める比率として表示されます。

	

単色塗り

グラデーション塗り

パターン塗り
	
円グラフ

	
-

	
全体に対するパーセンテージでデータ・セットを示します。

円グラフは、地域や地区ごとの売上のように、全体に対する各部分を比較する場合に便利です。

	

単色塗り

グラデーション塗り

パターン塗り
	
線-棒

	
	
標準


	
積上げ




	
異なる範囲の2つのデータのセットを、一方は棒グラフで、他方はその棒グラフに折れ線グラフを重ねてプロットします。

折れ線-棒グラフは、データ・セット間のトレンド関係を示す場合に便利です。

	

四角形

三角形

円柱

ひし形

グラデーション

パターン塗り
	
時系列線

	
-

	
時系列データをプロットします。ここでは、データ・ポイント間を経過した時間に基づいて横軸を作成します。

	

標準線

段付きの線

曲線
	
パレート・グラフ

	
-

	
基準を降順に表示する棒グラフと折れ線グラフの形式です。このグラフ・タイプでは、折れ線はパーセンテージの累計を示します。

パレート・グラフは、最良と最悪、最高と最低などの顕著な要素を特定する場合に便利です。

	

四角形

三角形

円柱

ひし形

グラデーション

パターン塗り
	
散布図

	
-

	
個別の点で各x-y値を示し、x-yグリッド内に点在させます。ここでは、依存関係のない2つの変数に基づいて、データ・ポイントをプロットします。多数のデータ・ポイントをプロットでき、データ・ポイントの分布を確認できます。

散布図は、大規模なデータ・セット内の関係とトレンドを把握する場合に便利です。

	

標準散布

散布と線
	
バブル・グラフ

	
-

	
これは、散布図の一種で、データ要素を円(バブル)で示します。これは、3つの変数を2次元で表します。値の1つは円の横軸での位置で表されます。もう1つは円の縦軸での位置で表されます。3つ目の値は、円の大きさで表されます。

バブル・グラフは、3つの変数を持つデータをプロットする場合および時間の経過に伴う財務データを表示する場合に便利です。

	
なし


	
レーダー

	
-

	
棒グラフと同じ情報をプロットしますが、グラフの中心から放射状にデータを表示します。各データ要素には、それぞれの値軸があります。

レーダー・グラフは、重なりや分布を調べる場合に便利です。

	
なし


	
マイクロチャート

	
	
スパーク折れ線


	
スパーク棒


	
スパーク面




	
トレリス・ビューのコンテキストでのみ表示され、トレンド情報の表示に適したテキストサイズ(付近のテキスト部分と同等のサイズ)のグラフィックです。

マイクロチャートのグラフ・タイプは拡張トレリスで使用すると便利で、スパーク・グラフと数値を組み合せてデータが表示されます。

マイクロチャートには列や凡例はありません。より大きなグラフと同様に、マイクロチャートのメジャー値は相対的なサイズの棒(または折れ線または面)として表示されます。各メジャー名は、その列ヘッダーに表示されます。メジャーの詳細は、データ・セルにマウスを合せると、ツールチップ・テキストとして表示されます。

	
なし


	
ウォーターフォール

	
-

	
ウォーターフォール・グラフでは、連続的および累積的に値が増加または減少する状況を可視化できます。ウォーターフォール・グラフには次の特性があります:

	
各メジャーが総計に対してどの程度コントリビュートしているかにユーザーの関心を向けさせます。


	
色を使用して、単純な書式で通知します。




初期値は、合計に到達するまで後続の値(負と正の両方のデルタまたは変更)と合算されます。合計はウォーターフォール・グラフごとに1つのみであり、小計は加算できます。詳細は、使用可能なウォーターフォール・グラフ書式のタイプを参照してください。

	
なし











使用可能なファンネル・グラフのタイプ

表4-3に使用可能なファンネル・グラフのタイプをリストし、説明します。各タイプのスタイルは、単色塗りまたはグラデーション塗りのいずれかです。


表4-3 ファンネル・グラフのタイプ

	タイプ	説明
	
標準

	
各ステージの幅が等しい、標準の形状を使用します。


	
非標準

	
各ステージの幅が異なる、標準の形状を使用します。


	
最後のステージのみ

	
各ステージの幅が等しい、標準の形状を使用します。これは、最後のステージより前のすべてのステージのターゲット値が、最後のステージのターゲット値とターゲット係数と呼ばれる定数に基づいて算出される点以外は、標準のファンネル・グラフと同じです。












トレリス・ビューで使用可能なグラフのタイプ

トレリス・ビューで使用できるグラフ・タイプのリストは、トレリス・ビューのサブタイプが単純トレリスか拡張トレリスかによって異なります。

単純トレリスでは、次のタイプのグラフを使用できます。

	
棒(サブタイプ縦)


	
棒(サブタイプ横)


	
折れ線グラフ


	
面グラフ


	
線-棒


	
円グラフ


	
散布図


	
バブル・グラフ




拡張トレリスには、次の可視化の選択肢があります。

	
数字


	
マイクロチャートまたは次のサブタイプ:

	
スパーク棒


	
スパーク折れ線


	
スパーク面







各グラフ・タイプの詳細は、表4-2を参照してください。





使用可能なゲージのタイプ

表4-4に使用可能なゲージのタイプをリストし、説明します。2次元(2D)にも3次元(3D)にもできる球ゲージ以外のゲージはすべて2次元です。サイズは、小、中、大、カスタム・サイズのいずれかです。


表4-4 ゲージのタイプ

	タイプ	説明
	
ダイアル

	
あらかじめ定義された限度内のデータを指す、1つ以上のインジケータを持つダイアル型の弧を使用してデータを表示します。


	
横棒

	
色が変化する横棒を使用してデータを表示し、あらかじめ定義された限度内にデータがあるかどうかを示します。横棒の内側の四角形は、外側の四角形に印された範囲に対するデータの現在のレベルを示します。


	
縦棒

	
色が変化する縦棒を使用してデータを表示し、あらかじめ定義された限度内にデータがあるかどうかを示します。縦棒の内側の四角形は、外側の四角形に印された範囲に対するデータの現在のレベルを示します。


	
球

	
色が変化する円を使用してデータを表示し、あらかじめ定義された限度内にデータがあるかどうかを示します。

球ゲージは、ステータスを知る必要があり、特定の値の表示や他のしきい値の範囲についての関連情報は必要ない場合に便利です。











使用可能な論理SQLビューのタイプ

表4-5に、使用可能な論理SQLビューのタイプをリストし、説明します。


表4-5 論理SQLビューのタイプ

	タイプ	説明
	
標準

	
論理SQLのみを表示します。このビューは、生成された論理SQLが正しいかどうかを確認する場合に便利です。


	
診断

	
不正なデータの問題がある場合にサービス・リクエストに含めるのに役立つ診断情報を表示します。












使用可能なウォーターフォール・グラフの書式のタイプ

ウォーターフォール・グラフの書式では、棒の色の組合せが事前に定義されています。増加(正)と減少(負)のデフォルトの色はそれぞれ緑と赤です。書式によって、棒の色や表示する棒など、ウォーターフォール・グラフの外観が定義されます。

表4-6に、ウォーターフォール・グラフに使用できる書式のタイプをリストし、説明します。


表4-6 ウォーターフォール・グラフの書式

	フォーマット・タイプ	説明
	
増加、減少および合計

	
この書式は、増加メジャー、減少メジャーおよび合計(小計)を指定された色で表示する場合に使用します。合計と小計の両方を、関連付けられた同じ色で表示します。


	
最初、増加、減少および合計

	
この書式は、増加メジャー、減少メジャーおよび合計(または小計)を表示する場合に使用します。最初の棒と合計(小計)には、同じ色の棒が使用されます。


	
単一色

	
この書式は、すべての棒を同じ色で表示する場合に使用します。


	
2色

	
この書式は、最初の棒と合計(または小計)を1番目の色で表示し、正または負の値を2番目の色で表示する場合に使用します。


	
カスタム

	
この書式は、増加値と減少値、最初の棒および合計の棒に使用する固有の色を作成する場合に使用します。色ブロック・リストの1つから色を選択すると、書式は自動的にカスタムになります。合計と小計の両方を、関連付けられた同じ色で表示します。








デフォルトでは、ウォーターフォール・グラフには次の特性があります。

	
棒は累積してレンダリングされます。各棒は、前の棒の最上部からレンダリングを開始します(正の値は上に移動し、負の値は下に移動します)。累積合計は様々なポイントに(チャート・ベースラインから)レンダリングできます。


	
「増加、減少および合計」の書式を使用して、グラフを2D棒グラフとしてレンダリングします。


	
デフォルトの色は、緑(正)、赤(負)および青(合計)です。


	
「データ範囲にズーム」は、ウォーターフォール・グラフにサポートされません。


	
データ・ラベルは、定義されている仕様に従って表示されます。詳細は、「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブの「縦軸のラベル」、「横軸のラベル」または「データ・マーカー」: 「ラベルの書式設定」ボタンを参照してください。


	
ウォーターフォール・グラフのツールチップには、他のグラフ・タイプと同じ情報(メンバー名、ディメンション、実際の値など)が含まれていますが、小計値を含めることもできます。


	
左クリックの相互作用は、合計の棒または凡例には使用できません。




ウォーターフォール・グラフ・プロパティの編集の詳細は、「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブおよび「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブを参照してください。








分析の結果へのビューの追加

分析の結果にビューを追加する手順:

	
分析エディタ: 「結果」タブ(または「ビュー」ペイン)で、「新規ビュー」ツールバー・ボタンをクリックし、作成するビューのタイプを次のいずれかの方法で選択します:

	
作成するビュー・タイプを把握している場合は、それをクリックします。


	
分析のデータに基づいて、Oracle BI EE の推奨可視化機能で最適なビューを自動作成する場合は、特定のビュー・タイプをクリックせずに、「最良の可視化」をクリックします。


	
Oracle BI EE の推奨可視化機能を使用して、分析のデータ、およびビューに表示する必要がある内容に基づいて、ランク付けされたビュー・タイプのリストを表示する場合は、「推奨可視化」をクリックして、「可視化の選択」リストで、「パターンと外れ値を検出中」などのプリファレンスを選択します。







	
注意:

一部のビュー・タイプでは、推奨可視化機能を使用して、推奨サブタイプを選択することもできます。







ビューは「複合レイアウト」のコンテナ内に表示されます。(このビューの生成には、デフォルト(デフォルトのビュー・タイプ、デフォルトの書式設定など)が使用されることに注意してください。)


	
ビューのコンテナを書式設定するには、ビューのコンテナの「コンテナのフォーマット」ツールバー・ボタンをクリックし、書式設定ダイアログを表示します。

詳細は、第8章「分析、ビューおよびダッシュボード・ページの書式設定」を参照してください。


	
ファンネル、ゲージ、グラフ、ヒート・マトリックス、マップ、パフォーマンス・タイル、ピボット表、表、ツリーマップまたはトレリス(単純または拡張)ビューのプロパティを設定するには、「プロパティの表示」ボタンをクリックします。


	
ビューを編集するには、ビューのコンテナの「ビューの編集」ツールバー・ボタンをクリックします。

詳細は、ビューの編集を参照してください。


	
ビューを保存します。詳細は、ビューの保存を参照してください。





注意

	
結果に適さないグラフ・タイプやゲージ・タイプを選択すると、結果は表示されません。


	
負の値を含むデータの表示に円グラフを使用しないでください。分析をフィルタしてすべての値が0より大きいようにするか、別のグラフ・タイプを使用します。


	
グラフ、ファンネル・グラフおよびゲージを設計する際には、グラフまたはゲージがデスクトップまたはモバイル・デバイスのどちらに表示されるかによって、グラフまたはゲージの凡例の表示が異なることに注意してください。

	
デスクトップ(グラフまたはゲージの形式はFlash)では、凡例リストはスクロール可能になり、凡例テキストは折り返されません。


	
モバイル・デバイス(グラフまたはゲージの形式はPNG)では、凡例リストはスクロール不可になり、凡例テキストは折り返される場合があります。




Oracle BI EE の推奨機能の詳細は、推奨可視化機能とはを参照してください。









推奨可視化機能とは

Oracle BI EEでは、ビューを作成する場合は常に、推奨機能が提供されます。分析エディタで新しいビューを作成しているとき、図4-1に示すように、この機能によってビュー・タイプ提案のランク付きリストがダイアログに表示されます。


図4-1 「可視化の選択」リストの推奨可視化

[image: 「可視化の選択」リストの推奨可視化]



推奨可視化機能は、ディメンション数やメンバー数などのビューに対する入力から情報を収集して動作します。その後、可能性がある各ビューに対して、最適なレイアウトが決定されます。

新しいビューが便利なのは、「トレンドを分析中」か。「値とその部分を比較中」か。「パターンと外れ値を検出中」か。図4-2に示すように、「推奨可視化」サブメニューでは、作成しようとしているビューを表示する目的を分析エディタに指示できます。


図4-2 目的を指定するための「推奨可視化」サブメニュー

[image: 目的を指定するための「推奨可視化」サブメニュー]



各ビューは、事前定義されたルール・セットに基づいたスコアを受け取ります。特定のビュー・タイプは、そのスコアに基づいた可能性に従って除外されます。特定のレベルを超えるスコアがあれば、ランク付けされた推奨ビューのリストが推奨可視化機能によって作成されます。

提案されるビューのランキングから選択するステップをスキップする場合は、「ビューの作成」メニューから「最良の可視化」オプションをかわりに選択すれば、推奨リストが表示されずに最適なビューがすぐに作成されます。






ビューの編集

論理SQLビュー以外の各ビュー・タイプには、編集用のエディタがそれぞれ用意されています。(論理SQLビューは編集できません。コンテナの書式設定または削除のみ行えます。)

各ビュー・エディタには、そのビュー・タイプに特有の機能が備わっています。他のビュー・タイプと共通の機能が含まれている場合もあります。

ビューを編集する手順:

	
編集対象のビューを含む分析を開きます。


	
「分析」エディタ: 「結果」タブをクリックします。


	
ビューの 「ビューの編集」 ボタンをクリックします(あるいは、「ビュー」ペインでビューを選択して「ビューの編集」 ツールバー・ボタンをクリックします)。

次のいずれかのエディタが表示されます。

	
「結果」タブ: 「列セレクタ」エディタ


	
「結果」タブ: 「セグメントの作成」エディタ


	
「結果」タブ: 「ターゲット・リストを作成」エディタ


	
「結果」タブ: 「フィルタ」エディタ


	
「結果」タブ: 「ファンネル」エディタ


	
「結果」タブ: 「ゲージ」エディタ


	
「結果」タブ: 「グラフ」エディタ


	
「結果」タブ: 「ヒート・マトリックス」エディタ


	
「結果」タブ: 「凡例」エディタ


	
「結果」タブ: 「マップ」エディタ


	
「結果」タブ: 「ナレーティブ」エディタ


	
「結果」タブ: 「パフォーマンス・タイル」エディタ


	
「結果」タブ: 「ピボット表」エディタ


	
「結果」タブ: 「選択ステップ」エディタ


	
「結果」タブ: 「静的テキスト」エディタ


	
「結果」タブ: 「表」エディタ


	
「結果」タブ: 「ティッカ」エディタ


	
「結果」タブ: 「タイトル」エディタ


	
「結果」タブ: 「ツリーマップ」エディタ


	
「結果」タブ: トレリス・エディタ


	
「結果」タブ: 「ビュー・セレクタ」エディタ





	
ビューのエディタを使用して、適切な編集を行います。

詳細は、次のものを参照してください。

	
列セレクタ・ビューの編集


	
ゲージ・ビューの編集


	
グラフ・ビューの編集


	
ヒート・マトリックス・ビューの編集


	
凡例ビューの編集


	
マップ・ビューの編集


	
ナレーティブ・ビューの編集


	
パフォーマンス・タイル・ビューの編集


	
表とピボット表の編集


	
ツリーマップ・ビューの編集


	
トレリス・ビューの編集


	
ビュー・セレクタ・ビューの編集





	
「完了しました。」をクリックします。


	
ビューを保存します。詳細は、ビューの保存を参照してください。







	
注意:

表またはピボット表ビューの行エッジに総計や小計がある場合は、表示合計つまり総計や小計が、コンテンツ・ページングの「1ページの行数」カウントに含まれます。11gより前のリリースでは、「1ページの行数」のカウントを10に設定しても、表示結果に表示合計が表示される場合は、10件を超えるレコードが表やピボット表に表示されていました。詳細は、「表のプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブを参照してください。
図4-3では、D50 Region行エッジに小計が含まれており、コンテンツ・ページングが1ページ10行に設定されています。小計が行数に含まれていることに注意してください。










図4-3 行数

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]





表とピボット表の編集

データの分析と表示によく使用される2つのビューは、表とピボット表です。図4-4に、ダッシュボード・ページで表示される表とピボット表のサンプルを示します。


図4-4 表およびピボット表のサンプル

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



これらのビューは同種のエディタを使用し、ドラッグ・アンド・ドロップ、ソート、ドリル、条件付き書式設定など、多くの機能を共有します。次のリストに、2つの違いを示します。

	
デフォルト・ビュー - 分析を作成して結果を表示する際、分析内のデータによってデフォルトのビューが異なります。

	
表 - 分析に属性列のみ、メジャー列のみ、または両者の組合せが含まれている場合、表がデフォルトのビューです。


	
ピボット表 - 分析に1つ以上の階層列が含まれている場合、ピボット表がデフォルトのビューです。





	
ドロップ・ターゲット - 列のレイアウトの変更に使用するドロップ・ターゲットは、2つのビューで多少異なります。両方のビューに、「<view-type>」プロンプト、「セクション」および「除外」ドロップ・ターゲットがあります。図4-4に、複数の列を「<view-type>」プロンプト・ターゲット(ページ・エッジ)に置くと、各列が個別のドロップ・ダウン・リストでそれぞれの値を表示することを示します。

	
表 - 表は、同じドロップ・ターゲットに列とメジャーを持ちます。行は持ちません。


	
ピボット表 - ピボット表は、行、列およびメジャーを別個のドロップ・ターゲットとして持ちます。





	
メジャー列のドラッグ・アンド・ドロップ - メジャー列の動作は、表にドラッグ・アンド・ドロップされた場合とピボット表にドラッグ・アンド・ドロップされた場合で多少異なります。

	
表 - 表では、メジャー列を表の中央にドラッグ・アンド・ドロップすると、メジャー列が列として機能します。


	
ピボット表 - ピボット表では、メジャー列を中央にドラッグ・アンド・ドロップし、そのラベルを様々な場所に配置できます。





	
列名と見出し - 表とピボット表の両方で列見出しの表示をオフにできます。ただし、列名については次の違いがあります:

	
表 - 表では、列の名前が常に表示されます。


	
ピボット表 - ピボット表では、列名の表示をオフにできます。





	
プロパティ - 2つのビューのプロパティは、ページ・コントロールや緑の塗りつぶし書式設定などの点で多少異なります。




表およびピボット表のエディタを使用して、ビューの外観と機能をカスタマイズできます。エディタでは、多くの機能が共有されます。


表またはピボット表を編集する手順:

	
「結果」タブ: 「表」エディタまたは「結果」タブ: 「ピボット表」エディタを表示します。詳細は、ビューの編集を参照してください。


	
表またはピボット表のプロパティを設定するには、ツールバーの「表ビューのプロパティ」または「ピボット表ビューのプロパティ」 ボタンをクリックします。「表のプロパティ」ダイアログまたは「ピボット表のプロパティ」ダイアログが表示されます。ここでは、次のことができます。

	
データの参照に使用する方法(スクロールまたはページ・コントロール)を指定します。


	
表およびピボット表の書式設定プリファレンスを指定します。


	
マスター詳細リンクを指定します。


	
null値の表示を指定します。


	
ユーザーが表の列の値を変更できるように設定します。これは、ライトバックと呼ばれます。





	
エディタのツールバーのボタンを使用して、次のような操作を実行します。

	
書式を変更するには、表およびピボット表への書式の適用を参照してください。


	
ビューにグループまたは計算項目を追加するには、グループと計算項目の使用を参照してください。


	
ビューに計算済メジャーを追加するには、計算済メジャーの使用を参照してください。




すべてのビューに共通するボタンの詳細は、すべてのビューに共通するツールバー・ボタンを参照してください。特定のデータ・ビューのボタンの詳細は、データ・ビュー・エディタのツールバーを参照してください。


	
ビューのコンテンツを操作するには、次のペインを使用します。

	
「サブジェクト・エリア」ペイン


	
「カタログ」ペイン


	
「レイアウト」ペイン(ビューのデータのレイアウトの変更を参照)


	
「選択ステップ」ペイン





	
ビューの列のソート順を指定するには、ビューでのデータのソートを参照してください。


	
ビューのデータをドリルするには、ビューでのドリルを参照してください。


	
右クリックして基本的なビューの相互作用を実行します。詳細は、データ・ビューの右クリック・メニューを参照してください。


	
表のライトバック機能を有効にします。適切な権限がある場合、これによって、ユーザーは、バックエンド・データベースの更新や書込みが可能になります。たとえば、ユーザーは、「売上」ダッシュボードに現在の四半期の売上目標を入力できます。ライトバック機能の詳細は、「値の変更およびライトバックの実行」を参照してください。






表とピボット表への書式の適用

緑に塗りつぶすスタイルでは、行または列が1つおきに薄緑色になります。装飾的な書式設定はビューの外観全体に作用し、緑の塗りつぶしのデフォルトの色を変更できます。図4-5は、ダッシュボード・ページの緑にするスタイルのピボット表を示しています。


図4-5 緑にするスタイルが適用されたピボット表

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



表またはピボット表へ緑の塗りつぶしスタイルと装飾的書式を追加する手順:

	
エディタのツールバーで「プロパティの表示」ボタンをクリックするか、または「結果」タブの「複合レイアウト」から「プロパティの表示」ボタンをクリックします。

「表のプロパティ」ダイアログまたは「ピボット表のプロパティ」ダイアログが表示されます。


	
緑にするスタイルを追加するには、「代替スタイル設定の有効化」ボックスをクリックします。

スタイルの適用方法を変更するには、リストからスタイルを選択します。


	
装飾的な書式を追加するには、もう1つの書式設定ボタンをクリックします。

「書式の編集」ダイアログが表示されます。


	
緑の塗りつぶしのデフォルトの色を変更するには、セル書式の新しい背景色を選択します。他に必要な変更を行い、「OK」をクリックします。


	
「プロパティ」ダイアログで他に必要な変更を行い、「OK」をクリックします。

装飾的な書式の詳細は、「装飾的な書式とは」を参照してください。











グラフ・ビューの編集

様々なグラフの種類を使用してデータを分析または表示することができます。図4-6に、ダッシュボード・ページで表示される棒グラフのサンプルを示します。


図4-6 棒グラフのサンプル

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



グラフ・ビューを編集する手順:

	
「結果」タブ: 「グラフ」エディタを表示します。詳細は、ビューの編集を参照してください。


	
グラフのプロパティを設定するには、ツールバーの「グラフ・プロパティの編集」ボタンをクリックします。「グラフのプロパティ」ダイアログが表示され、次のプロパティを設定できます。

	
グラフ・キャンバスに関連するもの(幅や高さ、凡例の位置など)


	
グラフの外観を制御するもの(スタイルなど)


	
軸の上下限と目盛マークに関するもの


	
グラフのタイトルとラベルの表示を制御するもの





	
エディタのツールバーのボタンを使用して、ビューの印刷やビューのエクスポートなどの操作を実行します。

すべてのビューに共通するボタンの詳細は、すべてのビューに共通するツールバー・ボタンを参照してください。特定のデータ・ビューのボタンの詳細は、データ・ビュー・エディタのツールバーを参照してください。


	
ビューのコンテンツを操作するには、次のペインを使用します。

	
「サブジェクト・エリア」ペイン


	
「カタログ」ペイン


	
「レイアウト」ペイン(ビューのデータのレイアウトの変更を参照)


	
「選択ステップ」ペイン


	
(ファンネル・グラフおよびゲージのみ)しきい値を設定する「設定」ペイン





	
右クリックして基本的なビューの相互作用を実行します。詳細は、データ・ビューの右クリック・メニューを参照してください。


	
ビューのデータをドリルするには、ビューでのドリルを参照してください。






グラフの外観の書式設定

2つの設定に基づいて、グラフの外観を書式設定できます。

	
グラフ要素の位置(線-棒グラフの線や棒、または円グラフのスライスなど)。

位置に基づいたグラフの書式設定を参照してください。


	
列に適用されている条件。列に基づいたグラフの書式設定を参照してください。






位置に基づいたグラフの書式設定

位置の書式設定では、グラフ要素の位置(つまり、棒などのグラフ要素が表示されるグループ内での番号順)に基づいてグラフの外観をカスタマイズできます。グループは、「グループ化」ドロップ・ターゲット領域に表示される属性列によって決まります。(ドロップ・ターゲットの詳細は、ドロップ・ターゲットの理解を参照してください。)

たとえば、D50 Region、1 - Revenueおよび2 - Billed Quantity列を含む棒グラフがある場合は、「メジャー」ドロップ・ターゲット・エリアに1 - Revenueが最初に表示され、次に2 - Billed Quantityが表示されます。D50 Regionは「グループ化」ドロップ・ターゲットに表示されています。このグラフでは、図4-7に示すとおり、1 - Revenueが各地域グループの位置1に、2 - Billed Quantityが位置2に配置されます。


図4-7 グラフでの位置の例

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



色、線の幅、線記号に関するグラフの外観を、位置に基づいて書式設定できます。




	
注意:

位置の書式設定は、ウォーターフォール・グラフではサポートされていません。












列に基づいたグラフの書式設定

条件付き書式設定では、列に適用されている条件に基づいてグラフの外観をカスタマイズできます。書式は、条件を満たす列値に適用されます。

列に指定された条件を満たす特定の列値または列値の範囲に基づいて、グラフ・データが表示される色を指定できます。

例:

	
特定の列値に基づいた、グラフの色の条件付き変更。

ユーザーが、レモネードとコーラという2つの飲料の売上を比較する棒グラフを作成します。棒グラフの作成時、レモネードの売上を表す棒は黄色、コーラの売上を表す棒は青色という2つの条件を指定します。


	
列値の範囲に基づいた、グラフの色の条件付き変更。

営業部長が、2つの営業ブランドについて営業担当者全員の売上を比較する棒グラフを作成したいと考えています。棒グラフの作成時、営業部長は、売上が$250,000より少ないすべての担当者の棒を赤にし、売上が$250,000より多いすべての担当者の棒を緑にするという2つの条件を指定します。




グラフに条件付き書式設定を指定する方法は、他のビューに使用される方法とは異なります。詳細は、表、ピボット表、パフォーマンス・タイル、グラフ、ヒート・マトリックスおよびトレリスへの条件付き書式の適用を参照してください。

グラフの外観を書式設定する手順:

	
グラフ・エディタのツールバーで「グラフ・プロパティの編集」をクリックするか、または「結果」タブの「複合レイアウト」から特定のビュー・コンテナで「プロパティの表示」ボタンをクリックします。

「グラフのプロパティ」ダイアログが表示されます。


	
「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブをクリックします。


	
「スタイルと条件付き書式設定」ボタンをクリックします。

「スタイルと条件付き書式設定」ダイアログが表示されます。


	
「スタイルと条件付き書式設定」ダイアログ: 「スタイルの書式設定」タブをクリックし、グラフ要素の位置に基づいてグラフの外観を書式設定します。

カスタム書式設定位置を追加する手順:

	
カスタム書式設定位置の追加先のグラフ要素(棒など)のタブを選択します。


	
新規位置の追加ボタンをクリックします。新規位置のエントリが「カスタム書式設定位置」表に表示されます。


	
書式設定を指定します。たとえば、位置に適用する色を選択するには、「色」ボックスの隣にある下向きの矢印をクリックし、「カラーの選択」ダイアログにアクセスします。(書式設定オプションは、要素によって異なることに注意してください。)





	
「スタイルと条件付き書式設定」ダイアログ: 「条件付き書式設定」タブをクリックし、列に適用されている条件に基づいてグラフの外観を書式設定します。

列に条件を追加する手順:

	
「条件付き書式の追加」をクリックし、条件を適用する列を選択します。

「新規条件」ダイアログが表示されます。


	
この条件に対する演算子と列値、または列値の範囲を入力します。


	
作業を終了後、「OK」をクリックします。

新規条件が「条件付き書式設定」タブに表示されます。


	
条件を満たす場合に列値に適用される色を選択するには、「色」ボックスの隣にある下向きの矢印をクリックし、「カラーの選択」ダイアログにアクセスします。





	
「OK」をクリックします。








グラフの条件付き書式の適用に関するルール

グラフで条件を作成または使用する場合、次のルールが適用されます。

	
グラフで使用される列からのみ、条件を作成できます。


	
書式条件が互いに競合する場合、競合する条件は次の順序で優先されます。

	
属性に対する条件付き書式設定


	
メジャーに対する条件付き書式設定


	
グラフ要素の位置に基づいたスタイル書式設定





	
折れ線、折れ線-棒、レーダー、散布図、時系列折れ線グラフでは、条件付き書式設定および位置の書式設定のために指定されている記号および色が凡例に次のように表示されます。

	
条件付き書式設定のみが適用されている場合:

	
ばらばらの点がないグラフの場合、記号は凡例マーカーには表示されません。色が系列全体に対して適用されている場合、色は凡例マーカーに適用されます。


	
(折れ線または散布図で)ばらばらの点があるグラフの場合、凡例にデフォルトで表示される元の記号は、折れ線グラフでは線記号、散布図では四角記号に変更されます。色が系列全体に対して適用されている場合、色は凡例マーカーに適用されます。





	
位置の書式設定のみが適用されている場合、記号および色が凡例マーカーに表示されます。


	
条件付き書式設定と位置の書式設定の両方が適用されている場合、位置の書式設定のために指定されている記号が表示されます。条件付き書式設定ルールによって色が系列全体に対して適用されている場合、記号が凡例マーカーに表示されます。色は記号と凡例マーカーの両方に適用されます。





	
条件付き書式が適用されているグラフでユーザーがドリルする場合、次のルールが適用されます。

	
メジャーに基づいた条件付き書式は、次のレベルに繰り越されません。(条件付き書式を地理的階層の地域から市などの異なるレベルへ繰り越しても意味がありません。)


	
属性に基づいた条件付き書式は、ドリルされていない場合、次のグラフに繰り越されます。

たとえば、"Lemonade = Blue"という条件付き書式があり、年でのみドリルした場合、"Lemonade = Blue"はそのままになります。





	
条件付き書式設定は、ウォーターフォール・グラフの小計および合計ではサポートされていません。








グラフの列に対する条件付き書式設定の例外

表4-7に、グラフの列に基づいた条件付き書式設定に適用される例外をリストします。


表4-7 グラフの列に基づいた条件付き書式設定に適用される例外

	グラフのタイプ	例外
	
折れ線

線-棒

レーダー

時系列線

	
線の記号の書式設定のみ許可されています。


	
パレート・グラフ

	
書式設定は棒にのみ適用され、パレート線には適用されません。
















トレリス・ビューの編集

トレリス・ビューは、各データ・セルに1つずつの複数グラフのグリッドが表示されるようなグラフ・ビューです。

図4-8に、サンプル・トレリス・ビューを示します。


図4-8 サンプル・トレリス・ビュー

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



トレリス・ビューは、次の2つのサブタイプに分類できます。

	
単純トレリス。単純トレリスには、中核の内部グラフが行セットと列セット全体に複数表示されるので、多数の小さなグラフを複数表示して比較対照するのに最適です。図4-8は単純トレリスです。


	
拡張トレリス。拡張トレリスには、小さなスパーク・グラフのグリッドが表示されるので、データ・セットのトレンドを監視して、パターンを見つけるのに最適です。




トレリス・ビューを編集するには:

	
「結果」タブ: 「トレリス」エディタを表示します。詳細は、ビューの編集を参照してください。


	
トレリスのプロパティを設定するには、ツールバーの「トレリスのプロパティ」ボタンをクリックします。「トレリスのプロパティ」ダイアログが表示され、次のプロパティを設定できます。

	
凡例の場所など、グリッド・キャンバス関連(単純トレリス・ビューのみ)


	
トレリスに含まれる可視化のグラフ・サイズ関連


	
データの参照に使用する方法(スクロールまたはページ・コントロール)の指定


	
トレリスがマスター詳細イベントをリスニングするかどうかの制御


	
様々なスタイルの選択肢および凡例の表示方法など、トレリスのグリッドおよび可視化の外観の制御


	
トレリスの可視化ごとのスケールのタイプとスケール・マーカーの外観の制御(単純トレリス・ビューのみ)


	
タイトルとラベルの表示制御(単純トレリス・ビューのみ)





	
エディタのツールバーのボタンを使用して、ビューの印刷やビューのエクスポートなどの操作を実行します。

すべてのビューに共通するボタンの詳細は、すべてのビューに共通するツールバー・ボタンを参照してください。特定のデータ・ビューのボタンの詳細は、データ・ビュー・エディタのツールバーを参照してください。


	
ビューのコンテンツを操作するには、次のペインを使用します。

	
「サブジェクト・エリア」ペイン


	
「カタログ」ペイン


	
「レイアウト」ペイン(ビューのデータのレイアウトの変更を参照)


	
「選択ステップ」ペイン





	
ビューの列のソート順を指定するには、ビューでのデータのソートを参照してください。


	
右クリックして基本的なビューの相互作用を実行します。詳細は、データ・ビューの右クリック・メニューを参照してください。




	
注意:

トレリス・ビューの配置に問題がある場合、構成ファイルを編集して配置を調整できます。次のディレクトリでxdo.cfgファイルを見つけます。
config/OracleBIJavahostComponent/coreapplication_objh1

fo-chunk-size設定の値を増加します。














トレリス・ビューで使用される用語

表4-8に、トレリス・ビューで使用される用語を定義します。


表4-8 トレリス・ビューの用語

	用語	定義
	
可視化

	
Oracle BI EEの場合、可視化とは、トレリス・ビューのデータ・セル内に表示されるグラフの選択肢のことです。棒グラフ、散布図、スパーク・グラフなど、トレリス・ビューを作成する際には、多数の可視化の中から選択できます。


	
内部グラフ

	
トレリス・グラフのグリッド内のネストされたグラフ。各内部グラフには、「レイアウト」ペインの「可視化」領域に指定された独自のディメンションがあります。


	
外部エッジ

	
外部エッジは、内部グラフの境界に使用されるトレリス・ビューの部品です。これには、列および行のヘッダー、セクション・ヘッダーなどが含まれます。


	
単純トレリス

	
すべてが散布図の場合のように、トレリス・ビューはすべて同じタイプで内部の可視化を表示します。内部の可視化には、共通の軸が常に使用され、同期されたスケールとも呼ばれます。


	
拡張トレリス

	
たとえばスパーク折れ線グラフ、スパーク棒グラフ、数字など、トレリス・ビューは複数の可視化タイプをグリッド内に表示できます。各可視化タイプには異なるメジャーが表示されます。

拡張トレリスはピボット表と見なすことができますが、ピボット表に追加する各メジャーに対して、オプションでディメンションを関連付けて、そのディメンションをスパーク・グラフの可視化として表示できる点が異なります。


	
同期されたスケール

	
(単純トレリス・サブタイプのみに該当) 同期されたスケールとは、トレリス内のすべての可視化が同じスケールで表示される、つまり共通の軸を共有することです。共通の軸があれば、すべてのグラフ・マーカーを行と列で簡単に比較できます。


	
マイクロチャート

	
他のテキストサイズのグラフィックおよび数字とともにグリッドに表示されるテキストサイズのグラフィックで、拡張トレリス・ビューのデータ・セル・コンテンツを含みます。Oracle BI EEでは、マイクロチャートは常にスパーク・グラフになります。


	
スパーク・グラフ

	
他のミニグラフおよび数値と組み合せて、1つのトレンドを表す埋込みミニグラフ。スパーク・グラフはスパークとも呼ばれます。

スパークには軸またはラベルは含まれず、周囲のコンテンツからコンテキストが取得されます。スパーク・グラフの各タイプには、1つのメジャーのみが存在します。このメジャーは非表示で、自分のみに対して相対的なスケールになります。

スパーク・グラフには、スパーク折れ線、スパーク棒、スパーク面のいずれかのグラフ・サブタイプを指定できます。











トレリス・ビューがユニークである理由

トレリス・グラフとも呼ばれるトレリス・ビューは、ピボット表と同じですが、トレリス内のデータ・セルにグラフが含まれている点が大きく異なります。単一の棒グラフや単一の散布図のようなスタンドアロン・グラフ・タイプが独立して動作するのに対して、トレリス・グラフは、内部グラフと呼ばれるネストされたグラフのグリッドを必ず表示して動作します。そのため、棒グラフのトレリス・ビューは、実際には複数の棒グラフで構成されています。

ビジネス分析の分野の一般的な意味では、可視化とは、グラフ、ゲージ、マップなどでデータを表示することです。トレリス・エディタの「レイアウト」ペインには、「可視化」というドロップ・ターゲットがあります。ここには、作成しようとしているトレリスを構成する内部グラフの列をドラッグします。

単純トレリス・ビューを構成する可視化にはすべてのグラフが含まれており、使用可能なグラフのタイプに説明されている多くのタイプの既存のスタンドアロン・グラフを使用できます。拡張トレリスを構成する可視化は常に、スパーク折れ線、スパーク棒またはスパーク面グラフ・サブタイプのマイクロチャートになります。理想的な状況では、拡張トレリス内のマイクロチャートは(同じメジャーを表す)数値の横に配置されます。詳細は、「マイクロチャートとは」を参照してください。





トレリス・ビューの機能とは

トレリス・ビューはほとんどピボット表のように動作しますが、トレリスとピボット表の主な違いはデータ・セルの表示方法です。

トレリスの行と列のラベル・セルでは、次のことを行えます:

	
右クリックして、メジャー・ラベルを移動する


	
右クリックして、データをソートする


	
ドラッグして、行と列を再配置する




トレリスのデータ・セルでは、マウス・ポインタを合せると、関連するコンテキスト情報を表示できます。

トレリスの数値データ・セルは、ピボット表の数値データ・セルと同様に動作します。

トレリス・ビューの動作がピボット表の動作と異なるのは、次の点です:

	
グラフ・データ・セル: 単純トレリスのデータ・セルには右クリック機能がなく、トレリス・グラフ・データ・セルにはドリルもありません(左クリック機能)。


	
マイクロチャート・データ・セル: スパーク・グラフのデータ・セルにカーソルを合せると、ピボット表ビューでは表示されないコンテキスト情報(最初、最後、最小および最大の値など)が表示されます。

図4-9には、拡張トレリスが表示されており、マイクロチャートのデータ・セルにカーソルが合せてあるので、ツールチップが表示されています。マイクロチャートには、通常のチャートの場合のように軸ラベルが表示されないので、内部グラフのディメンションがすぐにはわかりません。マイクロチャートのツールチップを使用して、グラフ内に表されているデータ(個々の値のサンプリングおよび全体のディメンション)を把握しください。





図4-9 マウスを合せてツールチップを表示した後のサンプル・マイクロチャート

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]







マイクロチャートとは

マイクロチャートは小さいチャートです。マイクロチャートは、拡張トレリス・サブタイプのトレリス・ビューに表示されます。マイクロチャートは、独立したスタンドアロン・グラフになることはないという点でユニークなグラフ・タイプです。これは、トレリス・ビューのコンテキスト内のみで使用可能で、単に多数の小さな部分の1つであるという意味で、このように呼ばれています。



Oracle BI EEのスパーク・グラフ

マイクロチャートには、スパーク折れ線、スパーク棒、スパーク面など、いくつかのグラフ・サブタイプのいずれかを使用できます。

図4-10に、スパーク折れ線サブタイプと数値で構成されるサンプル・トレリスを示します。


図4-10 トレリス・ビューのサンプル・マイクロチャート

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



スパークとも呼ばれるスパーク・グラフは、Oracle BI EEで使用できる折れ線グラフ、棒グラフおよび他のスタンドアロン・グラフとは異なるユニークなものです。スパーク・グラフは、1つのトレンドを表す埋込みのミニグラフです。外観は簡単で軸またはラベルは含まれず、周囲のコンテンツからコンテキストが取得されます。スパーク・グラフの各タイプには、1つのメジャーのみが存在します。このメジャーは非表示で、自分のみに対して相対的なスケールになります。

Oracle BI EEでは、スパーク・グラフの外観は、トレンドおよびトレンド内の最高値と最低値を強調するものになっています。スパークではトレンドが凝縮して表示されるので、1ページで多くのトレンドを(数値とともに)比較できます。

図4-10の拡張トレリスでは、同じメジャー(1 - Revenue)が2回可視化されていることに注意してください。最初のインスタンスを数値に設定し、時間ディメンション(T02 Per Name Month)を2番目のインスタンス(Revenue Trendに名前変更された1 - Revenue)に関連付けて、2番目のインスタンスをスパークとして表示しています。この拡張トレリスには年の合計値が示され、その隣りに年の合計値のトレンドが示されています。

トレンドの概要の把握してパターンを見つける場合など、特定のタイプの分析にはスパークが便利ですが、より十分な機能を備えた大きなグラフと同じほど明確には表示できないことに注意する必要があります。





スパーク・グラフの操作

スパークは小さく、非常に限られたスペースに多くの情報を表示できる特徴があります。Oracle BI EEのスパーク・グラフは、マイクロチャートとしてトレリス・ビュー内のみで使用できるという点でも、スタンドアロン・グラフとは異なります。

スパークのサイズは、完全な機能を備えたグラフの場合と同様に「グラフのプロパティ」ダイアログで変更できます。

スパークを含むトレリス・ビューの作成の詳細は、トレリス・ビューおよびマイクロチャートの設計上の考慮事項を参照してください。







単純トレリスと拡張トレリスについて

トレリス・ビューを作成する際には、まず単純トレリスと拡張トレリスの2つのサブタイプから選択します。

単純トレリス・サブタイプは比較の表示に便利であり、1つのタイプの内部可視化、たとえば、すべての棒グラフを表示します。内部の可視化では、常に共通の軸を使用して、すべての内部グラフが同じスケールで表示されます。(共通の軸を使用するこの概念は同期されたスケールとも呼ばれます。)共通の軸があれば、すべてのグラフ・マーカーを行と列で簡単に比較できます。

拡張トレリス・サブタイプはトレンドの表示に便利であり、グリッド内に複数の可視化タイプを表示できます。販売トレンドを表す拡張トレリスでは、1つの列(たとえば、収益)のセルの数値を含むグリッドを表示し、数値列の横の別の列のセルにはスパーク折れ線グラフを表示し、数値で表されるのと同じメジャー(これも収益ですが、一定期間の収益)を、それらのスパーク折れ線グラフに可視化することができます。その列の隣りに、合計ユニット数などの別のメジャーを可視化するスパーク棒グラフの列など、別のマイクロチャートを表示することもできます。

可視化される各メジャーには、別の内部グラフ・タイプが割り当てられます。グリッドの各セルには独立したスケールが設定されます。

拡張トレリスは、データ・セルにスパーク・グラフがあるピボット表と考えてください。しかし、追加する各メジャーに対して、オプションでディメンションを関連付けて、マイクロチャートとして可視化表示できます。この点が、拡張トレリスと単純トレリスでは大きく異なります。単純トレリスでは、追加のディメンションとともに、すべてのメジャーが同じ可視化で表示されます。






トレリス・ビューおよびマイクロチャートの設計上の考慮事項

トレリス・ビューに表示されるコンテンツを設計する際には、次のような点を考慮してください。

	
比較する場合は、単純トレリス・サブタイプを選択します。


	
トレンドを分析する場合は、拡張トレリス・サブタイプを選択します。


	
トレリスを構成する内部グラフは、読みやすく密集しすぎないようにしないと、トレリス・ビューで複数の系列また複数のグループを表示しても、あまり役に立ちません。(ツールチップを表示するために)データ・ポイントをマウスで簡単に指せない場合は、内部グラフが密集しすぎていて読みにくい可能性が高いといえます。


	
単純トレリス・サブタイプを使用する場合は、次の点に注意してください。

	
単純トレリスの設計はピボット表の設計に似ていますが、トレリスの場合は、表示できるセルの合計数がずっと少なくなります。


	
単純トレリスとピボット表の設計の主な違いは、トレリスの場合、可視化に関連付けることができるディメンションは1つか2つなので、外部エッジに追加する必要があるディメンションがずっと少なくなることです。


	
トレリスは、少数の外部エッジ・ディメンションで設計するのが最善です。(類似と類似を簡単に比較できるようにするために)スクロールしなくてもグラフ系列全体を一度に表示できるようにする必要があります。追加のディメンションを表示する必要がある場合は、グラフのプロンプトにディメンションを追加することを検討してください。


	
列ヘッダーおよび行ヘッダーにどのデータを表示するかを決定する際には、列ヘッダーに1つか2つのディメンションを表示するようにします(各ディメンションのメンバーは少数にします)。多くの場合、列ヘッダーに表示されるディメンションは時間です。残りのディメンションは行ヘッダーまたはグラフのプロンプトに配置します。





	
拡張トレリス・サブタイプを使用する場合、次の点に注意してください。

	
拡張トレリスの主なユース・ケースは、数値の横にトレンド・グラフを圧縮形式で表示する場合です。そのため、一般的な拡張トレリスでは、同じメジャーの数値表記の横にスパーク・グラフを組み合せます。


	
列ヘッダーにはディメンションを配置せず、メジャーのみを配置するのが理想的です。


	
スパーク・グラフに一般的に関連付けられるディメンションは時間です。スパーク・グラフにはラベルを表示できないので、可視化されるデータが本質的な順序で並んでいることが重要です。たとえば、(スパーク棒グラフの特定の棒になる)地域の順序は直感的には理解できないので、地域をスパーク・グラフに可視化しても無意味です。


	
ピボット表を設計する場合と同様に、一般に時間を横軸に表示し、もう1つのディメンションを縦軸に表示します。そうすれば、目を左から右に動かして、一定期間にディメンションがどのように変化したかを見ることができます。








トレリスを可視化に使用するのが最善ではない場合

階層列が外部エッジに表示されると、デフォルトでは親と子(年と四半期など)が同じ軸スケールを使用して表示されるため、単純トレリスでは階層列をうまく処理できません。また、年と四半期では規模が異なるため、子グラフのマーカーが非常に小さくなって、親スケールに対しては読みにくくなる場合があります。(各データ・セルのスケールが異なるので、拡張トレリス・サブタイプでも階層列はうまく処理できません。)










ゲージ・ビューの編集

様々なゲージ・ビューの種類を使用してデータを分析または表示することができます。図4-11に、ダッシュボード・ページで表示されるゲージ・ビューのサンプルを示します。


図4-11 ゲージ・ビューのサンプル

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



ゲージ・ビューを編集する手順:

	
「結果」タブ: 「ゲージ」エディタを表示します。詳細は、ビューの編集を参照してください。


	
ゲージ・ビューのプロパティを設定するには、ツールバーの「ゲージ・プロパティの編集」ボタンをクリックします。「ゲージのプロパティ」ダイアログが表示され、次のプロパティを設定できます。

	
ゲージ・キャンバスに関連するもの(凡例の位置など)。


	
ゲージの外観を制御するもの(ゲージの幅や高さなど)。


	
ゲージの上下限と目盛マークに関するもの。


	
ゲージ・セット内のゲージのタイトル、フッターおよびラベルの表示を制御するもの。





	
エディタのツールバーのボタンを使用して、ビューの印刷やビューのエクスポートなどの操作を実行します。

すべてのビューに共通するボタンの詳細は、すべてのビューに共通するツールバー・ボタンを参照してください。特定のデータ・ビューのボタンの詳細は、データ・ビュー・エディタのツールバーを参照してください。


	
ビューのコンテンツの外観を変更するには、次のペインを使用します。

	
「サブジェクト・エリア」ペイン


	
「カタログ」ペイン


	
「レイアウト」ペイン(「ビューのデータのレイアウトの変更」を参照)


	
「選択ステップ」ペイン


	
しきい値を設定する「設定」ペイン





	
ビューのデータをドリルするには、ビューでのドリルを参照してください。









マップ・ビューの編集

ビジネス・データをユーザーに提示するためのマップ・ビューを作成できます。

表、ピボット表、グラフなどのビューと同様に、マップ・ビューでは、ユーザーは様々な書式でマップ上にデータを表示し、データと対話できます。データをマップ上に表示すると、それ以前には明確でなかったデータ値間の関係を直観的に表すことができます。たとえば、郵便番号が売上高によって色分けされた市のマップをマップ・ビューに表示し、イメージ・マーカーに注文ごとの平均割引額を表示できます。

データへの変更はマップ・ビューに反映され、ユーザーは次のタスクを行うことができます。

	
空間属性を持つデータをマップに表示します。

	
色分けされた地域をテーマ・マップとして表示します。


	
線の幅を変更して、線ジオメトリを変更します。


	
担当区域内の販売箇所などのポイント・ベースの情報を表示します。


	
ズーム、パンおよびその他のマップ詳細へのドリルを行います。





	
マップ・ビューを使用して、ダッシュボードの他の要素と対話します。

	
ダッシュボードは、ドライブ・マップのコンテンツを要求します。


	
マスター詳細と他のビューとの対話など、マップ・ビューとの対話によって、ダッシュボードの他のコンテンツを更新します。





	
マップの領域にマウス・ポインタを合せ、コンテキストに応じた追加関連情報を表示します。


	
アクションを使用して、追加のタスクを完了します。


	
「マップ」エディタ(詳細は「「結果」タブ: 「マップ」エディタ」を参照)を使用して、壊れたマップを修正します。







	
注意:

コンテンツ設計者が分析のマップ・ビューを作成する前に、管理者は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドのマッピングと空間情報の構成に関する項に記載のとおり、構成オプションを設定し、メタデータを管理する必要があります。









自動修正の使用

マップ・ビュー・エラーは様々な理由で発生する可能性があります。問題が欠落しているレイヤー、マップまたはスタイルに関連していると思われる場合は、欠落しているマップ・ビュー・コンポーネントを、空間メタデータに存在する同様の項目に置き換えることで、マップを修正できる可能性があります。管理者に連絡する前に、自分で問題の修正を試みることができます。これを行うには、次の手順を実行します:

	
複合レイアウトでマップを編集します。「エラーの表示」メッセージ・ボックスが表示されます。


	
「エラーの表示」メッセージ・ボックスで「はい」をクリックすると、マップ・ビュー・コンパイラはエラーを自動修正しようとします。「いいえ」をクリックすると、後で「自動修正」アイコンを使用してエラーの修正を試みることができます。コンパイラがエラーを修正できると、マップが表示されます。


	
一部の修正のみが可能な場合もあります。その場合には、一部修正ダイアログが表示され、自動修正を続行するために削除する必要があるレイヤーに関する視覚的な手がかりが表示されます。次に進むには、「はい」をクリックします。一部の書式は削除される可能性がありますが、元のマップの書式の大部分が保持されます。







	
注意:

マップ・ビュー・コンパイラでは、発生する可能性があるエラーの限られた一部のみ修正できます。自動修正でマップ・ビューの修正に失敗した場合は、管理者に連絡してください。











マップ・ビューの機能とは

マップ・ビューには次の機能があります。

	
複数の属性列とメジャー列をマップ・ビューに表示できます。マップ・ビューでは、階層列はサポートされません。


	
色、棒グラフ、円グラフ、可変サイズのバブル、イメージ、線またはビニング機能やその他の書式設定オプションを備えた色付き形状を使用して、マップ・ビューを書式設定できます。


	
情報ウィンドウにドリルできます。値にカーソルを合せると、地理的地域(市、州、国)、列名と列値および書式設定メトリックの形式のメジャー、年などの地理以外のデータなどの情報を含むポップアップが表示されます。インタラクティブ・ペインでは該当する関連データも強調表示されます。値をクリックして、情報ウィンドウでのドリル用のアクショナブル・リンクを表示し、適切なリンクをクリックします。








マップ・ビューで使用される用語

表4-9に、マップ・ビューで使用される用語を定義します。


表4-9 マップ・ビューの用語

	用語	定義
	
機能

	
市、河川、幹線道路などの空間属性と非空間属性を持つエンティティ。地物は、多角形、線または点で表されます。


	
フォーマット

	
地物のレンダリング・プロパティを定義します。たとえば、地物が郡を表す多角形の場合、書式で郡の塗りつぶしの色を定義したり、郡に重ねて表示する円グラフを定義できます。書式は、大陸、国、地域、州、市などの特定の地理レベルと関連付けられます。


	
レイヤー

	
共通の属性と位置のセットを持つ機能と書式のコレクション。たとえば、米国の州を示すレイヤーには、売上別の色分けや、その州のブランドごとの売上を示す円グラフを含めることができます。米国の州のレイヤー以外に、州内の店舗を、各店舗の売上を示すポップアップの注釈付きの点で示すレイヤーを使用できます。

レイヤーは、背景またはテンプレート・マップに表示できます。マップでズーム・インやズーム・アウトを行うと、様々なレイヤーが非表示になったり、表示されたりします。一部のレイヤーはデータと対応しており、マップに表示できます。その他のレイヤー(道路を表示するレイヤーなど)は、データと関連付けられていません。


	
マップ

	
ウィンドウ内に重ねてレンダリングされる背景またはテンプレート・マップおよびレイヤーのスタックで構成されます。マップには、そのマップのすべてのレイヤーが共有する座標系が関連付けられています。マップは、イメージ・ファイル、イメージ・ファイルのオブジェクト表現、またはイメージ・ファイルを指すURLです。












マップ・ビューのコンポーネントとは

マップ・ビューには、次のコンポーネントが含まれています。

	
メイン・コンテンツ - メイン・コンテンツは背景またはテンプレート・マップで、背景の地理データとズーム・レベルを提供します。メイン・コンテンツは、オフィス・ビルのフロアー・マップや国、市、道路などの外観やプレゼンスなど、MapViewerを使用して構成できるイメージです。


	
レイヤー - 1つ以上のインタラクティブ・レイヤーまたはカスタム・レイヤーをメイン・コンテンツにオーバーレイします。詳細は、「レイヤーとは」を参照してください。


	
ツールバー - マップのコンテンツを直接操作できるボタンが用意されています。マップ・ビュー自体にツールバーがあります。コンテンツ設計者は、ダッシュボード・ページのマップ・ビューにツールバーを表示するかどうかを指定します。ダッシュボード・ページでは、ツールバーはマップの上に直接表示され、「ズーム・アウト」および「ズーム・イン」ボタンのみが含まれています。新しいマップ・ビューを作成する場合、ツールバーがデフォルトで表示されます。「プロパティのマップ」ダイアログ: 「ツール」タブでツールバーの表示を制御できます。

ズーム・モードのいずれかでない場合、マップのコンテンツを操作するデフォルト・モードはパンです。マップ・ビューのコンテンツをパンするには、マウスをクリックおよびドラッグします。

「マップ」エディタのツールバーには、マップ・ビューを変更するためのその他のオプションが含まれています。


	
ズーム・コントロール - マップ・ビューに表示される地理データの詳細を調整します。たとえば、国からズーム・インすると、州や市の詳細が表示されます。

管理ページで、管理者は、どのズーム・レベルで各レイヤーを表示するかを指定します。1つのレイヤーに複数のズーム・レベルを持たせたり、複数のレイヤーが関連付けられている1つのズーム・レベルを持つことができます。ズームすると、そのズーム・レベルにマップ情報が変更されますが、そのレベルのOracle BIデータは影響を受けません。Oracle BIデータの表示はドリルによって操作します。

ズーム・コントロールには、マップ・ビューの左上隅にレンダリングされるズーム・スライダもあります。ズーム・コントロールが最大限にズーム・アウトされると、ズーム・レベルは0に設定され、マップ・ビュー全体が表示されます。

「プロパティのマップ」ダイアログ: 「ツール」ボタンによって、ズーム・コントロールの表示モードが決まります。デフォルトでは、マップは、最上位レイヤーのコンテンツ全体が収まる最上位ズーム・レベルに最初にズーム・インされます。たとえば、最上位のレイヤーにカリフォルニア州のデータのみが含まれている場合、マップはすべてのカリフォルニアを引き続き表示する最上位ズーム・レベルにズームします。

	
ズーム・スライダ - 広域のズーム用のサムと1レベルのズーム用のボタンで構成されます。プラスのボタンを使用すると、一度に1レベルずつズーム・インし、マイナスのボタンを使用すると、一度に1レベルずつズーム・アウトできます。サムがスライダの下部にある場合、ズーム・レベルはゼロです。





	
スケール・ツール - 距離インディケータとも呼ばれます。マップの距離を判断する手段で、マップ・ビューの左下隅、情報パネルと著作権表示の間に表示される2つの横棒で構成されます。上のバーはマイル(mi)を表し、下のバーはキロメートル(km)を表します。ラベルは、マイル・バーの上およびキロメートル・バーの下に[distance] [unit of measure]の形式で表示されます。ズーム・レベルの変更やマップのパンに応じて、バーの長さと距離の値が変わります。


	
凡例 - 凡例はマップ・ビューの右上隅にある半透明の領域で、表示/非表示を切り替えることができます。凡例には、現在のズーム・レベルに関連する情報が表示されます。凡例は、マップの記号、レイヤーおよび書式設定を視覚化した読取り専用の記号表で、次のものが表示されます。

	
マップに適用されているすべての表示可能な書式。書式が無効な場合、対応する凡例項目も表示されません。書式は有効であるが、ビューからズーム・アウトしている場合、凡例に表示されません。現在表示しているズーム・レベルに書式が定義されていない場合、凡例に「現行ズーム・レベルでのフォーマットが定義されていません。」というテキストが表示されます。


	
スクロール・バー(必要に応じて)。




マップで書式を選択すると、対応する凡例項目が強調表示されます。強調表示には選択した書式に応じて様々な粒度があります(たとえば、円グラフには色の塗りつぶしにある粒度のレベルがありません)。詳細は、書式のレイヤーへの影響を参照してください。

右上隅の「マップ凡例の表示」および「マップ凡例の非表示」ボタンを使用して、凡例の表示を制御します。


	
概要マップ - メイン・マップの縮小ビューで構成され、メイン・マップの右下隅に表示されます。この概要マップによって地域コンテキストが提供され、メイン・マップの表示可能領域を変更できます。

次のアイテムが、概要マップに含まれています。

	
網線: メイン・マップの縮小マップ全体を移動可能な小さいウィンドウとして表示します。縮小マップ内の網線の位置によって、メイン・マップの表示可能領域が決まります。網線を移動すると、メイン・マップが自動的に更新されます。網線を使用せずに概要マップでパンすることもできます。

網線が表示できない場合、概要マップは自動的に非表示になります。この非表示は、通常、連続するズーム・レベル間の差が小さすぎて、概要マップに縮小ビューを表示できない場合に起こります。


	
「表示」/「非表示」ボタン: 概要マップが表示されている場合、左上隅に表示されます。「表示」/「非表示」ボタンをクリックすると、概要マップが非表示になり、ボタンのみがメイン・マップの右下隅に表示されます。





	
インタラクティブ・パネル - ダッシュボードおよび「複合レイアウト」にビューが表示されます。インタラクティブ・パネルの上部のセクションを使用すると、「分析」エディタでBIデータの書式を作成および編集できます。書式に編集可能なしきい値がある場合、マップ・エディタにスライダが表示され、スライダをドラッグしてしきい値を編集できます。インタラクティブ・パネルでは、地理レイヤー内の書式を再配置できます。たとえば、州レイヤーに3つの書式がある場合、書式が表示される順序を選択できます。

マップ領域にマウス・カーソルを合せてツールチップを表示すると、インタラクティブ・パネルの対応する詳細が更新および強調表示されます。

コンテンツ・デザイナから許可されている場合、ダッシュボード・ユーザーは、書式の表示モードを制御(オン/オフ)したり、書式のしきい値を調整できます。

パネルの下部のセクションには「機能レイヤー」エリアが含まれます。このエリアでは、マップに追加するBI以外のレイヤーを選択できます。BI以外のレイヤーとは、BI列に関連付けられていないレイヤーです。典型的な例として、Google Maps(tm)タイル・レイヤーやBing Maps(tm)タイル・レイヤー、幹線道路、公園、または現金自動支払機などがあります。BI以外のレイヤーに書式を適用することはできません。









レイヤーとは

レイヤーは、共通の属性を共有するジオメトリのコレクションです。レイヤーはあらかじめ定義されている場合もカスタムの場合もあります。

	
事前定義レイヤーは、ジオメトリがOracle Databaseの空間表に定義されているレイヤーです。管理者は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のマップの管理に関する項に記載のとおり、管理ページを使用して事前定義レイヤーを使用可能にします。


	
カスタム・ポイント・レイヤーは、次の項に記載のとおり、マップ・ビューの編集時に定義するレイヤーです。




レイヤーのタイプは様々です。多角形レイヤーは、州などの地域を表します。コネチカット、メイン、マサチューセッツ、ニュー・ハンプシャー、ロード・アイランドおよびバーモントで構成される米国のニュー・イングランド・レイヤーがこの例です。

ポイント・レイヤーは、座標系に基づいて、マップに特定のポイントを示します。たとえば、ポイント・レイヤーで、マップに倉庫の場所を示すことができます。このレイヤーでは、倉庫の商品構成のタイプ(電子機器、家庭用品、園芸用品)によって異なるイメージを使用し、倉庫を区別することができます。

経度と緯度の座標を使用して、マップにポイントを配置するカスタム・ポイント・レイヤーを作成できます。たとえば、会社の本社がニュー・ヨーク市にあるとします。会社のアイコンをニュー・ヨーク市の上に表示し、ニュー・ヨーク市を含むマップが表示される場合は常にアイコンが表示されるカスタム・ポイント・レイヤーを作成できます。カスタム・ポイント・レイヤーは常に、他のレイヤーより上に置かれ、ズーム・レベルの影響を受けません。カスタム・ポイント・レイヤーは、現在の分析の現在のマップ・ビューでのみ使用され、同じ分析であっても他のマップ・ビューで使用されません。

レイヤーをマップに表示するかどうかは選択できますが、事前定義レイヤーは変更できません。色付きの地域、バブル、ポイント、折れ線、棒グラフや円グラフなどの、レイヤーに適用する書式を作成することもできます。すべての書式がすべてのレイヤー・タイプに使用できるわけではありません。たとえば、ポイント・レイヤーは、色の塗りつぶし書式を持つことはできません。





マップ・ビューの作成

管理者がマップを構成してある場合、コンテンツ・デザイナは、データがマップ・ビューに表示される分析を作成できます。

そのビューに表示する列を選択した後、マップ・ビューを作成します。管理者が複数の背景マップを指定してある場合、選択した列に関連付けられたレイヤーを1つ以上含む、管理者によって指定された最初の背景マップを使用して、マップ・ビューはまず表示されます。マップ・ビューの編集時、別の背景マップを選択できます。背景マップにレイヤーを適用したり、書式をレイヤーに適用できます。

分析のマップ・ビューを作成する手順:

	
マップ・ビューに表示する属性列とメジャー列を選択して分析を作成します。通常、市、州、地域などの地理に関連する属性列を選択します。

管理者が管理ページ(『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のマップの管理に関する項を参照)を使用してレイヤーにマップした地理列のみを選択します。


	
「結果」タブを選択します。


	
ツールバーで「新規ビュー」ボタンをクリックして、「マップ」を選択します。

マップのレンダリングに背景マップが必要なことを示すメッセージが表示される場合、マップに移入するメタデータがありません。管理ページを使用したマップ用のメタデータの構成について、管理者に問い合せてください。

そうでない場合は、管理ページで指定された背景マップを使用したマップが表示されます。


	
「ビューの編集」ボタンをクリックして、「結果」タブ: 「マップ」エディタにビューを表示します。

メジャーが適切なビンに分けられ、色分けが適用されたデフォルト・マップ・ビューが表示されます。必要に応じてマップ・ビューとレイヤーを調整できます。デフォルト書式が作成されていない場合、書式を作成する必要があります。


	
「マップ・プロパティ」ダイアログを使用して、キャンバスのサイズやマスター詳細リンクなど、マップ・ビューのプロパティを指定します。


	
レイヤーへの書式の適用に記載のとおり、レイヤーに書式を適用します。









書式のレイヤーへの影響

マップ・ビューは、Oracle BI EEデータの列を使用します。各列は、書式設定や相互作用などの特性を定義するプロパティのセットを持ちます。列に適用されている書式設定は、相互作用の設定以外、マップに適用されません。マップに含まれるしきい値が基となっている書式設定は適用されます。

様々な種類の書式をマップ・ビューに適用できます。次のリストに、BIレイヤーに適用する書式を定義するオプションを示します。BI以外のレイヤーに書式を適用することはできません。

	
色の塗りつぶし - 「色の塗りつぶし」(レイヤー)」ダイアログが表示され、領域が特定の条件を満たすことを示す塗りつぶし色で領域をレンダリングできます。

色の塗りつぶし書式は、地域や多角形に適用します。たとえば、色の塗りつぶし書式で、ある地域の州の人口やある地域の州での製品の人気を表す様々な色を指定します。マップ・ビューは、異なるズーム・レベルで表示可能な複数の色書式を持つことができます。たとえば、1から5のズーム・レベルのレイヤーの色の塗りつぶし書式は州の人口を表し、6から10のズーム・レベルのレイヤーでは、国の平均収入を表します。様々なデータ値を表す異なる色を指定することもできます。


	
棒グラフ - 「棒グラフ(レイヤー)」ダイアログが表示され、これを使用して、一連のデータをエリア内に棒グラフとしてレンダリングします。グラフ書式では、州や国などの特定の地域に関連付けられた統計を示すことができます。たとえば、グラフ書式で、様々な製品の州での売上値を表すことができます。

特定のレイヤーに複数のグラフ書式を作成できますが、書式がレイヤーで重なり合い、好ましくない表示結果になるため、お薦めできません。


	
円グラフ - 「円グラフ(レイヤー)」ダイアログが表示され、これを使用して、一連のデータをエリア内に円グラフとしてレンダリングします。


	
形状 - 「可変形状(レイヤー)」ダイアログが表示され、領域内にマーカーや形状を描画し、領域に関連付けられているメジャー列をレンダリングするために使用できます。様々なデータ値を表す異なる色を形状に指定することもできます。


	
バブル - 「バブル(レイヤー)」ダイアログが表示され、形状書式と同様に、領域内にバブルをレンダリングするために使用できます。


	
イメージ - 「イメージ(レイヤー)」ダイアログが表示され、これを使用して、エリア内に形状書式と似たイメージをレンダリングします。様々なデータ値を表す異なるイメージを指定することができます。管理者が指定しているイメージを選択します。


	
線 - 「線(レイヤー)」ダイアログが表示され、マップに線をレンダリングするために使用できます。

マップに線を含めて、ハイウェイ、鉄道、出荷ルートなどのパスを表示できます。線の幅を指定し、「マップ・プロパティ」ダイアログ: 「キャンバス」タブの「マップ・ラップアラウンド」機能を使用すれば、サン・フランシスコから東京への航空会社の航空路を表示する場合のように、連続した線にすることができます。

機能を目立たせるために、メジャーごとに線の幅を変更できます。


	
カスタム・ポイント - カスタム・ポイントの書式設定(レイヤー)ダイアログが表示され、バブル、イメージ、形状などのポイント書式をレイヤーにレンダリングするために使用できます。カスタム・ポイントは、すべてのズーム・レベルで表示され、他のすべてのマップ書式設定の上に表示されます。カスタム・ポイント書式を作成する場合、経度と緯度を指定する列を選択します。





書式が表示される場合

書式の表示モードは、次のものに依存します。

	
マップのズーム・レベルと書式のズーム範囲。たとえば、州の境界が表示され、州に対する色の塗りつぶし書式が有効な場合、この書式は表示されますが、マップが大陸レベルにズーム・アウトされると、書式は表示されません。


	
データ・ポイント制限。通常、ビューにズーム・インされて書式が有効な場合、書式は表示されますが、特定のレイヤーがデータ・ポイントの最大数を超えている場合、書式が表示されない場合があります。




カスタム・ポイント書式は独特で、すべてのズーム・レベルで常にマップに表示されます。

書式データが有効で、ビューにズーム・インされている場合にのみ、書式データが凡例に表示されます。「マップ・フォーマット」領域で名前の横にあるボックスが選択されている場合、書式は有効です。

マップでは、一度に(1つのズーム・レベルで)複数の非ポイント書式は表示できませんが、ポイント書式で同じ経度と緯度の位置を共有していない場合、複数のポイント書式を同時に表示できます。複数のグラフ書式が同じ地理レイヤーで指定された場合、重なり合ってレンダリングされます。





書式が適用される場所

色の塗りつぶし、バブル、円グラフおよび棒グラフの書式は、多角形などの地理領域に適用されます。

バブル、可変形状、イメージおよびカスタム・ポイントの書式は、1つの経度と緯度の位置(ポイント)に基づきます。

線の書式設定は、線ジオメトリが存在する場合のみに表示されます。線の書式は、線ジオメトリに対して作成できる唯一の書式です。

書式を定義する際、レイヤーで異なる書式を異なるメジャー列に適用するよう指定できます。








レイヤーへの書式の適用

該当する各レイヤーに書式を適用するには、次のいずれかの方法を使用します。

	
「マップ・フォーマット」リストにレイヤーが指定されていない場合、「新規マップ書式の作成」リンクをクリックします。


	
「マップ・フォーマット」タイトルバーまたはレイヤー名の隣で「新しいマップ・フォーマットの追加」ボタンをクリックします。




詳細は、マップ・ビューでの書式の表示/非表示を参照してください。






マップ・ビューの初期ビュー・ポートの設定

「マップ・プロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブのオプションを使用して、マップ・ビューがブラウザに最初にロードされるかリフレッシュされる際のビュー・ポート(マップの中心の初期位置とズーム・レベル)を指定します。この指定では、ユーザーに対するマップの初期表示を変更できます。





マップ・ビューの編集とダッシュボード・ページでのマップ・ビューの表示

マップ・ビューには、マップ・ビューの編集でも、ダッシュボード・ページでの表示でも使用できる機能が多くあります。次のリストに示すとおり、一部の機能は、マップ・ビューの編集時にのみ使用できます。

	
マップ・ビューを編集し、レイヤーを使用する場合、BIレイヤーに書式を作成します。書式の追加および編集用のダイアログを表示できます。レイヤーごとに書式の順序を指定することもできます。順序によって、レイヤーの書式の表示が左右されます。リストの上位に表示されている書式は、リストの下位の書式の上にオーバーレイされます。マップ・ビューを表示する際、書式の表示をオン/オフできますが、マップ・ビューに追加したり、削除することはできません。

マップ・ビューを編集するコンテンツ・デザイナは、レイヤーの表示を制御できますが、管理者がこの背景マップに関連付けてあるレイヤーのみ制御できます。管理者は、BIレイヤーがBI以外のレイヤーよりも上位にあることを確認する必要があります。非BIレイヤーがBIレイヤーより上位の順序になっていると、マップでは、下位のBIレイヤーの上に非BIレイヤーが表示されるので、BIレイヤーがインタラクティブでなくなります。


	
マップ・ビューを編集する際、ダッシュボード・ページのユーザーが、スライダを使用して「色の塗りつぶし」フォーマットのしきい値を変更できるかどうかを指定します。マップ・ビューの表示時、「色の塗りつぶし」フォーマットのしきい値を変更できます(変更が許可されている場合)。マップ・ビューを閉じて再度開くと、終了したときと同じ状態でしきい値またはスケール付きの線が表示されます。ダッシュボードの終了時にしきい値を保存するには、まずダッシュボードのカスタマイズを保存します。


	
マップ・ビューの編集または表示時、凡例コンテンツには、アクティブで表示可能なすべての書式が表示されます。




マップの表示時に使用できる機能の詳細は、ダッシュボード・ページでのマップ・ビューの使用についてを参照してください。








ナレーティブ・ビューの編集

ナレーティブ・ビューを使用して、コンテキスト、説明テキスト、詳細説明などの情報を列値に付加します。図4-12に、表と、その左側にナレーティブ・ビューのサンプルを示します。


図4-12 ナレーティブ・ビューのサンプル

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



図4-12に示されているナレーティブ・ビューの表示を作成するためのナレーティブ・エディタのマークアップを図4-13に示します。「ナレーティブ」テキスト・ボックスには、2番目の列の3つの値を中央揃えにするためのHTMLマークアップ・コードが含まれています。詳細は、ビューの編集を参照してください。


図4-13 ナレーティブ・エディタのサンプル

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



ナレーティブ・ビューでは、属性列、階層列およびメジャー列からの値を含めることができます。階層列の場合は、選択ステップを使用して、階層レベルを階層列とともに表示できます。たとえば、階層に基づいてメンバーを選択するステップを作成し、指定されたレベルのメンバーを追加します。ナレーティブ・ビューはドリルできません。

ナレーティブ・ビューを編集する手順:

	
「結果」タブ: 「ナレーティブ」エディタを表示します。詳細は、ビューの編集を参照してください。


	
「ナレーティブ」ボックスで、ビューに含める列を指定します。これを行うには、アット・マーク(@)を使用します。オプションで、数字を続けます。たとえば、列基準の各順序の3番目の列を示すには、@3を含めます。


	
必要に応じて他のフィールドに入力します。









列セレクタ・ビューの編集

列セレクタは、あらかじめ選択された列を含むドロップダウン・リストのセットです。ユーザーは列を動的に選択し、分析のビューに表示されているデータを変更できます。図4-14に、列セレクタ・ビューのサンプルを示します。


図4-14 列セレクタ・ビューのサンプル

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



分析の各列に、1つのドロップダウン・リストをアタッチできます。また、各ドロップダウン・リストに複数の列をアタッチできます。ドロップダウン・リストは、属性列およびメジャー列に対して作成できます。列セレクタ・ビューで行った更新は、分析のすべてのデータ・ビューに作用します。

「サブジェクト・エリア」ペインからドロップダウン・リストに列を追加できます。この方法で列を追加した場合、列は分析の「基準」タブには追加されません。かわりに、「基準」タブを表示すると、列は列グループと呼ばれ、リストのデフォルト列も指定されています。デフォルト列は、ドロップダウン・リストの作成のベースになった列です。

列セレクタ・ビューを編集する手順:

	
「結果」タブ: 「列セレクタ」エディタを表示します。詳細は、ビューの編集を参照してください。


	
列のドロップダウン・リストに含める列ごとに、「セレクタを含む」を選択します。エディタで列が強調表示されていることを確認します。


	
新しい列をドロップダウン・リストに追加するには、「サブジェクト領域」ペインで追加する列をダブルクリックします。


	
必要に応じて他のフィールドに入力します。









ビュー・セレクタ・ビューの編集

ビュー・セレクタ・ビューを使用すると、ユーザーは、保存されている分析のビューの中から、特定の結果のビューを選択できます。ダッシュボードに配置した場合、ビュー・セレクタはリストとして表示され、セレクタの下に表示するビューをここからユーザーが選択できます。図4-15に、表ビューが直前に選択されたビューであるビュー・セレクタ・ビューのサンプルを示します。


図4-15 ビュー・セレクタ・ビューのサンプル

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



通常、複合レイアウト・ビューに表示されないビューをビュー・セレクタに含めます。たとえば、分析に対し、表、グラフ、ゲージおよびビュー・セレクタの各ビューを作成し、複合レイアウト・ビューには、表ビューとビュー・セレクタ・ビューのみ含めます。分析をダッシュボード・ページに表示する際、ユーザーは、ビュー・セレクタ・ビューからグラフ・ビューまたはゲージ・ビューを選択できます。

ビュー・セレクタ・ビューを編集する手順:

	
「結果」タブ: 「ビュー・セレクタ」エディタを表示します。詳細は、ビューの編集を参照してください。


	
「使用可能なビュー」リストでビュー・セレクタに含めるビューを選択し、「含めるビュー」リストに移動します。


	
必要に応じて他のフィールドに入力します。









凡例ビューの編集

凡例ビューを使用し、分析に使用する特別な書式設定の意味(ゲージに適用するカスタムの色の意味など)を記録します。図4-16に、キャプションが色づけされたデータの意味を説明している凡例ビューのサンプルを示します。


図4-16 凡例ビューのサンプル

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



凡例ビューを編集する手順:

	
「結果」タブ: 「凡例」エディタを表示します。詳細は、ビューの編集を参照してください。


	
ツールバーの「キャプション」ボックスで、凡例記号に関するキャプションの位置を選択します。


	
ツールバーの「行ごとの凡例項目数」ボックスで、1行に表示する凡例項目の数を選択します。


	
凡例項目ごとに、次のようにします。

	
「キャプション」ボックスに、凡例記号の意味を入力します。


	
「サンプル・テキスト」ボックスに、凡例記号内に表示されるテキストを入力します。




その他の凡例項目を追加するには、「キャプションの追加」をクリックします。


	
必要に応じて他のフィールドに入力します。









パフォーマンス・タイル・ビューの編集

パフォーマンス・タイルは、上位レベルの集計データの1つに単純かつ目立つ方法で関心を向けさせ、サマリー・メトリックを示します。図4-17に、ダッシュボード・ページで表示される4つのパフォーマンス・タイルの例を示します。


図4-17 ダッシュボードのパフォーマンス・タイルのサンプル

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



デフォルトでは、「基準」タブの分析内の最初のメジャーがパフォーマンス・タイル・メジャーとして選択されています。正しいメジャー値がタイルに表示されるように、「基準」タブで集計およびフィルタを設定する必要があります。このメジャーを変更するには、パフォーマンス・タイル・ビューを編集します。分析内のメジャーごとに追加のパフォーマンス・タイル・ビューを含めるには、メジャーごとに個別のビューを追加します。詳細は、分析の結果へのビューの追加を参照してください。

パフォーマンス・タイルをカスタマイズする際、5つのペイン(領域)を使用できます。

	
「レイアウト」ペイン - ラベルおよびメジャーの書式設定を制御します。詳細は、パフォーマンス・タイルに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。


	
「スタイル」ペイン - タイル・メジャーのサイズやテーマなど、共通の属性を管理します。詳細は、「スタイル」ペインを参照してください。


	
パフォーマンス・タイル結果ペイン - パフォーマンス・タイル・ビューの結果を表示し、カスタマイズをただちに反映します。


	
「パフォーマンス・タイルのプロパティ」ダイアログ - カスタム・サイズ、背景色や境界色、ラベル・テキストの位置合せ、値圧縮のカスタマイズなど、高度なプロパティを管理します。詳細は、パフォーマンス・タイルのプロパティ・ダイアログを参照してください。


	
「条件付き書式設定」ダイアログ(パフォーマンス・タイルのプロパティ・ダイアログの条件付き書式設定の編集リンクから起動) - タイルに関連付けられたメジャーのプロパティを編集し、タイルの外観を制御します。詳細は、表、ピボット表、パフォーマンス・タイル、グラフ、ヒート・マトリックスおよびトレリスへの条件付き書式の適用を参照してください。




パフォーマンス・タイル・ビューを編集するには:

	
「結果」タブ: 「パフォーマンス・タイル」エディタを表示して、パフォーマンス・タイルを編集するか、デフォルトのメジャーを変更します。詳細は、ビューの編集を参照してください。


	
パフォーマンス・タイルのプロパティをカスタマイズまたは設定するには、ツールバーのパフォーマンス・タイルのプロパティ・ボタンをクリックします。パフォーマンス・タイルのプロパティ・ダイアログが表示され、次のプロパティを設定できます。

	
タイルのサイズ関連


	
ラベルを表示する位置、および値を表示する方法を示すもの


	
背景色や境界色など、タイルの外観を制御するもの




条件付き書式設定の編集リンクをクリックして「条件付き書式設定」ダイアログを開き、基準ページから引き継がれたデフォルトを変更したり、条件付き書式設定を追加することもできます。(詳細は、条件付き書式の適用を参照してください。)条件付き書式設定により、ユーザー定義スタイルはオーバーライドされます。(高度なプロパティの詳細は、パフォーマンス・タイルのプロパティ・ダイアログを参照してください。)


	
エディタのツールバーのボタンを使用して、ビューの印刷やエクスポートなどの操作を実行します。すべてのビューに共通するボタンの詳細は、すべてのビューに共通するツールバー・ボタンを参照してください。特定のデータ・ビューのボタンの詳細は、データ・ビュー・エディタのツールバーを参照してください。


	
「スタイル」ペインで「小」、「中」または「大」オプション・ボタンを選択して、タイルのサイズを変更します。「パフォーマンス・タイルのプロパティ」ダイアログを使用してサイズを入力した場合、「カスタム」が表示されることがあります。

タイルのサイズオプション・ボタンの下にあるテーマ(またはスタイル)設定されたタイルを選択して、パフォーマンス・タイルのテーマを変更します。図4-18に、パフォーマンス・タイルの「スタイル」ペインで使用できるテーマを示します。この図の「スタイル」ペインでは、グラデーション・テーマが選択および強調表示されており、図に示すようにパフォーマンス・タイル結果ペインにも反映されています。

スタイル属性の詳細は、「スタイル」ペインを参照してください。


図4-18 「スタイル」ペイン

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]










ツリーマップ・ビューの編集

ツリーマップでは、データを(タイルとも呼ばれる)四角形にグループ化し、それから1つのメジャーのサイズおよび2番目のメジャーの色に基づいてタイルを表示することで、階層型データを編成します。図4-19に、ダッシュボード上のツリーマップ・ビューの例を示します。このツリーマップは、収益と平均注文サイズの相関を示します。各タイルのサイズは各製品の収益を測定し、各タイルの色は各製品の平均注文サイズを測定します。


図4-19 ダッシュボード上のツリーマップ・ビューの例

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]




ツリーマップ・ビューの理解

デフォルトでは、「基準」タブの分析の最初のメジャーがサイズの基準メジャーとして選択され、2番目のメジャーが「色の基準」メジャーとして選択されます。分析内のメジャーが1つのみの場合、このメジャーはサイズの基準と「色の基準」の両方のオプションのデフォルトになります。また、「スタイル」要素のデフォルトは、ビン数の値が「四分位数」である「百分位数によるビン化」に設定されます。詳細は、「ツリーマップ・プロパティ」ダイアログを参照してください。

ツリーマップには次の特性があります。

	
色付きのタイルは、「プロンプト」、「セクション」、「グループ化基準」、サイズの基準および「色の基準」ドロップ・ターゲットに配置された列のグループ化および交差で形成されます。詳細は、ツリーマップ・ビューに共通するその他のコンポーネントおよびツリーマップに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。


	
データのレベルは、2つのメジャーに対して事前に定義された長方形の限定スペースに表示されます。


	
属性列および階層列がサポートされています。レベル・スキップ階層は、ツリー・マップの「グループ化基準」エリアではサポートされていません。


	
タイルは、百分位数によるビン化または連続的な色として表示されます。詳細は、ツリーマップ・ビューに共通するその他のコンポーネントを参照してください。


	
凡例(非表示可)はツリーマップの下に表示され、次のものが含まれます。

	
2つのメジャー(サイズの基準および「色の基準」のリストで選択されたメジャー)および対応するラベル。


	
指定されたビンの数(四分位数など)、色分けとラベル付け、または連続的な色の塗りつぶしとして表示され、「低」から「高」にラベル付けされたグラデーション・バー。





	
最初の「グループ化基準」ディメンションはグループ(ヘッダー)ラベルとして表示されます。


	
「グループ化基準」ディメンションの順序は、ツリーマップ内のネストの順序を示しています。「グループ化基準」の最後のディメンションは最下位レベルで、このディメンションの名前がタイル・ラベルとして表示されます。ラベルが長すぎてタイルに収まらない場合は切り捨てられます。ラベルの完全な値は、ツールチップに表示されます。


	
ストライプの「透過な」対角線パターンはnull値に対して表示されます。


	
モバイル・デバイスでは読取り専用モードで使用できます。




「ツリーマップ」エディタは、ツリーマップ・ビューのカスタマイズに使用できる3つのペイン、つまり領域で構成されています。この3つのペインは垂直方向に配置されます(水平方向に配置される表、ピボット表などとは区別されます)。これらのペインは次のとおりです。

	
「レイアウト」ペイン — タイル、セクション、プロンプトおよびグループ化として表示される列、およびラベルとメジャーの書式設定を制御します。詳細は、ツリーマップに対するドロップ・ターゲットのガイドラインおよびツリーマップ・ビューに共通するその他のコンポーネントを参照してください。


	
ツリーマップ結果ペイン — ツリーマップ・ビューの結果を表示し、カスタマイズをただちに反映します。


	
「選択ステップ」ペイン — 分析およびツリーマップに有効な選択ステップを表示します。詳細は、データの選択の使用を参照してください。









ツリーマップ・ビューの操作

次のことを行えます。

	
タイルまたはグループをドリルするには左クリックします。複数レベルの階層をドリルすると、最下位レベルのすべてのメンバーがタイルとして表示され、現在のデータが詳細レベルのデータで置き換えられます。たとえば、国名(米国など)にドリルダウンすると、ツリーマップには国自体ではなくその国の州のデータが表示されます。


	
ドリル、アクションの起動、保持のみ、削除、特定のタイルにフォーカスなど、アクションのコンテキスト・メニューを表示するには右クリックします。詳細は、ビューの右クリック相互作用を参照してください。


	
ツールチップを表示するには、グループまたはタイルにカーソルを合せます。グループのツールチップには、その交差、ヘッダー・ラベルおよびヘッダー値で集計されたメジャー値が表示されます。タイルのツールチップには、タイル・メンバーと、サイズの基準および「色の基準」のラベルと値が表示されます。


	
ツリーマップ・ビューを含む分析をダッシュボードにドラッグ・アンド・ドロップします(詳細は、ダッシュボードへのコンテンツの追加を参照してください)。ダッシュボードに追加した後、次のことを実行できます。

	
PDFへの出力


	
HTMLへの出力


	
Excelへのエクスポート


	
PowerPointへのエクスポート





	
ツリーマップ・ブレッドクラムを使用してナビゲートします。ツリーマップ・ブレッドクラムは、ツリーマップ・ビューの上に表示されます。元のビューおよびツリー内の前のレベルに戻るには、ツリーマップ・ブレッドクラムを使用します。ツリーマップ・ブレッドクラムには次のような特徴があります。

	
コンテキスト・ドリル・パスを反映します。


	
上矢印アイコンをクリックすると元のビューに戻り、すべてのコンテキスト・ドリルが削除されます。これは、ページレベル・ツリーマップ・ブレッドクラム、つまり「ホーム」(上矢印)です。


	
「ホーム」リンクではないリンクをクリックしたときには、特定の項目に関連付けられたコンテキスト・ドリルが削除されます。





	
メジャー、プロパティなどを変更するには、ツリーマップ・ビューを編集します。




ツリーマップ・ビューを編集するには:

	
「結果」タブ: 「ツリーマップ」エディタを表示します。詳細は、ビューの編集を参照してください。


	
ツリーマップのプロパティをカスタマイズまたは設定するには、ツールバーの「ツリーマップ・ビュー・プロパティ」ボタンをクリックします。「ツリーマップ・プロパティ」ダイアログが表示され、次のプロパティを設定できます:

	
ツリーマップのサイズに関連するもの(「ツリーマップ・プロパティ」ダイアログ: 「一般」タブを参照)


	
凡例を表示または非表示にするもの(「ツリーマップ・プロパティ」ダイアログ: 「一般」タブを参照)


	
背景色と境界色、ラベルなど、タイルの外観を制御するもの(「ツリーマップ・プロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブを参照)





	
エディタのツールバーのボタンを使用してビューの印刷やエクスポートなどの機能を実行するか(すべてのビューに共通するツールバー・ボタンを参照)、コンテキスト・メニューを使用して同様の機能を実行します(ビューの右クリック相互作用を参照)。


	
ビューのカラー・パレットを変更するには、「レイアウト」ペインの「スタイル」の下で、「百分位数によるビン化」または「連続的な色の塗りつぶし」を選択します。詳細は、ツリーマップ・ビューに共通するその他のコンポーネントを参照してください。

「グループ化基準」、サイズの基準および「色の基準」オプションを使用して新しいデータをわかりやすく視覚化するには、メジャーおよび属性列と階層列(レベル・スキップ階層を除く)を変更します。

タイル属性の詳細は、「ツリーマップ・プロパティ」ダイアログを参照してください。


	
右クリックして基本的なビューの相互作用を実行します。詳細は、ビューの右クリック相互作用を参照してください。











ヒート・マトリックス・ビューの編集

ヒート・マトリックスはデータの2次元描写で、値が色のグラデーションで表現されます。単純ヒート・マトリックスは情報の視覚的な即時サマリーを提供するもので、大量のデータを分析して外れ値を確認する用途に適しています。図4-20に、ダッシュボード・ページに表示されたヒート・マトリックス・ビューの例を示します。各製品の収益が四半期ごとに表示されます。このヒート・マトリックスは、四半期ごとの製品収益外れ値を示します。たとえば、導入およびメンテナンスの売上が第1四半期で低く、オーディオ、携帯電話、スマートフォンの売上が第4四半期で高いなどです。


図4-20 ダッシュボード上のヒート・マトリックス・ビューの例

[image: この図は周囲のテキストで説明しています。]




ヒート・マトリックス・ビューの理解

デフォルトでは、「基準」タブの最初の分析メジャーが「色の基準」メジャーとして選択され、これがメジャーの値を表します。また、「スタイル」要素のデフォルトは、ビン数の値が「四分位数」である「百分位数によるビン化」に設定されます。詳細は、ヒート・マトリックス・プロパティ・ダイアログを参照してください。

ヒート・マトリックスには、次の特性があります。

	
色付きのセルは、「プロンプト」、「セクション」、「行」、「列」および「色の基準」ドロップ・ターゲットに配置された行と列のグループ化および交差で形成されます。詳細は、ヒート・マトリックス・ビューに共通するその他のコンポーネントおよびヒート・マトリックスに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。


	
視覚化されるメジャーは1つのみです。


	
属性列および階層列がサポートされています。


	
セルは、百分位数によるビン化または連続的な色として表示されます。詳細は、ヒート・マトリックス・ビューに共通するその他のコンポーネントを参照してください。


	
セルは、同じ幅および同じ高さで一律に表示されます。セルの幅および高さは同じである必要はありません。


	
凡例(非表示可)はヒート・マトリックスの下に表示され、次のものが含まれます。

	
1つのメジャー(「色の基準」リストで選択)と対応するラベル。


	
指定されたビンの数(四分位数など)、色分けとラベル付け、または連続的な色の塗りつぶしとして表示され、「低」から「高」にラベル付けされたグラデーション・バー。





	
ストライプの「透過な」対角線パターンはnull値に対して表示されます。




「ヒート・マトリックス」エディタは、ヒート・マトリックス・ビューのカスタマイズに使用できる3つのペイン、つまり領域で構成されています。この3つのペインは垂直方向に配置されます(水平方向に配置される表、ピボット表などとは区別されます)。これらのペインは次のとおりです。

	
「レイアウト」ペイン - セクション、プロンプト、行および列として表示されるセルのグループ化を制御したり、ラベルとメジャーの書式設定や凡例の表示/非表示を制御します。詳細は、ヒート・マトリックスに対するドロップ・ターゲットのガイドラインおよびヒート・マトリックス・ビューに共通するその他のコンポーネントを参照してください。


	
ヒート・マトリックスの結果ペイン - ヒート・マトリックス・ビューの結果を表示し、カスタマイズをただちに反映します。


	
「選択ステップ」ペイン - 分析およびヒート・マトリックスに有効な選択ステップを表示します。詳細は、データの選択の使用を参照してください。









ヒート・マトリックス・ビューの操作

次のことを行えます。

	
左クリックでセルにドリルします。複数レベルの階層をドリルすると、最下位レベルのすべてのメンバーがセルとして表示され、現在のデータが詳細レベルのデータで置き換えられます。たとえば、国名(米国など)にドリルダウンすると、ヒート・マトリックスには国自体ではなくその国の州のデータが表示されます。


	
外部エッジを右クリックすると、オプションのコンテキスト・メニュー(ドリル、アクションの起動、保持のみ、削除、または指定したセルにフォーカスなど)が表示されます。詳細は、ビューの右クリック相互作用を参照してください。


	
ヒート・マトリックスの「メジャー値の表示」オプションが「ロールオーバー時」に設定されている場合は、カーソルをセル上に移動すると値が表示されます。このオプションの管理の詳細は、「ヒート・マトリックス・プロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブを参照してください。


	
ヒート・マトリックス・ビューを含む分析をダッシュボードにドラッグ・アンド・ドロップします(詳細は、ダッシュボードへのコンテンツの追加を参照してください)。ダッシュボードに追加した後、次のことを実行できます。

	
PDFへの出力


	
HTMLへの出力


	
Excelへのエクスポート


	
リフレッシュ


	
ブリーフィング・ブックへの追加


	
ブックマーク・リンクの作成


	
プロンプト・リンクの作成





	
メジャー、プロパティなどを変更するには、ヒート・マトリックス・ビューを編集します。


	
マスター詳細リンク、ソート、アクションの追加およびヘッダーの固定を使用します。詳細は、対応するコンテンツを参照してください: ビューのマスター詳細リンクとは、ビューでのデータのソート、アクションとは、ヒート・マトリックス・プロパティ・ダイアログ: 「一般」タブ




ヒート・マトリックス・ビューを編集するには:

	
「結果」タブ: 「ヒート・マトリックス」エディタを表示します。詳細は、ビューの編集を参照してください。


	
ヒート・マトリックスのプロパティを設定するには、ツールバーの「プロパティの表示」ボタンをクリックします。ヒート・マトリックス・プロパティ・ダイアログが表示されます。ここで、次のようなプロパティを設定できます。

	
セル幅、コンテンツ・ページング、マスター詳細リンク、null値、凡例の表示と非表示に関連するもの(ヒート・マトリックス・プロパティ・ダイアログ: 「一般」タブを参照)


	
セクションの外観(背景色や境界色など)やPDF印刷を制御するもの(「ヒート・マトリックス・プロパティ」ダイアログ: 「一般」タブを参照)


	
セル上のメジャー値の表示/非表示を制御するもの、プロンプト、セクション、行、列などのタイトルやラベルの外観を変更するもの(「ヒート・マトリックス・プロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブを参照)





	
エディタのツールバーのボタンを使用して、ビューの印刷やエクスポートなどの操作を実行します(すべてのビューに共通するツールバー・ボタンを参照)。


	
ビューのカラー・パレットを変更するには、「レイアウト」ペインで「百分位数によるビン化」または「連続的な色の塗りつぶし」オプションを選択します。詳細は、ヒート・マトリックス・ビューに共通するその他のコンポーネントを参照してください。

「行」、「列」および「色の基準」ドロップ・ターゲットを使用して新しいデータをわかりやすく視覚化するには、メジャーおよび属性列と階層列を変更します。

セル属性の詳細は、「ヒート・マトリックス・プロパティ」ダイアログを参照してください。


	
右クリックして基本的なビューの相互作用を実行します。詳細は、データ・ビューの右クリック・メニューを参照してください。











ビューのデータのレイアウトの変更

マップ・エディタ以外のデータ・ビューの各エディタには、「レイアウト」ペインが含まれています。「レイアウト」ペインは、グラフ、パフォーマンス・タイル、ピボット表などのビュー・タイプごとに表示が若干異なります。「レイアウト」ペインでは、ドロップ・ターゲットを使用してビューのデータの配置を示します。ドロップ・ターゲットの詳細は、ドロップ・ターゲットの理解を参照してください。

「レイアウト」ペインを使用して、ビューでのデータの配置を変更します。具体的には、次のことができます。

	
ビューでの列の追加と再配置に記載のとおり、ビューのデータを変更します。


	
ビュー本体とドロップ・ターゲットのプロパティの設定に記載のとおり、プロパティを設定します。


	
表およびピボット表への合計の追加に記載のとおり、合計を追加します。


	
ピボット表でのメジャー列の累計と相対値の表示に記載のとおり、累計と相対値を表示します。


	
グラフ、ゲージおよびファンネルのセクション・スライダの定義に記載のとおり、グラフ、ゲージおよびファンネルにセクション・スライダを定義します。


	
「レイアウト」ペインで「凡例で表示」ボックスを選択して、グラフに凡例を追加します。






ドロップ・ターゲットの理解

「レイアウト」ペインで、データ・ビューの列はドロップ・ターゲットに表示されます。ドロップ・ターゲットは、列を挿入、移動またはドロップできる場所を示します。列の有効な位置を表します。

ドロップ・ターゲットを使用(ビュー内の別のターゲットに列をドラッグ・アンド・ドロップ)して、データ・ビュー内のデータの配置を変更できます。




	
注意:

次のビューの「レイアウト」ペインは大きく異なっています。
	
ヒート・マトリックス・ビュー: ここに記載されているドロップ・ターゲットに関する情報の例外は、ヒート・マトリックスに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。


	
パフォーマンス・タイル・ビュー。ここに記載されているドロップ・ターゲットに関する情報の例外は、パフォーマンス・タイルに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。


	
ツリーマップ・ビュー。ここに記載されているドロップ・ターゲットに関する情報の例外は、ツリーマップに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。


	
トレリス・ビュー。ここに記載されているドロップ・ターゲットに関する情報の例外は、トレリスに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。












データ・ビューには、ビューのタイプに応じて1つ以上の次のドロップ・ターゲットを含めることができます。

	
「<view-type>プロンプト」 - 表示するデータをユーザーが選択できるインタラクティブな結果セットを提供します。このドロップ・ターゲットに表示される列からの値は、初期基準として使用されます。ビューで、これらの値は、選択用のドロップダウン・リスト(ページ・エッジとも呼ばれる)に表示されます。


	
「セクション」 - ビューをセクションに分ける領域を挿入します。このドロップ・ターゲットで「スライダとして表示」オプションを選択した場合、このセクション・ドロップ・ターゲットにドロップされる列の値は、一意のビューとしてではなく、セクション・スライダとして表示されます。


	
「<view-type>」領域 - 描画領域またはビュー本体自体をシミュレートし、ビューがどのように表示されるかの確認に役立ちます。

表の場合、この領域には「列とメジャー」ドロップ・ターゲットが含まれ、ビューの列がすべて含まれます。表では、メジャーはすべて列として処理されます。

その他のすべてのビューの場合、この領域には、次のドロップ・ターゲットが含まれます。

	
「メジャー」ドロップ・ターゲット - ビューのサマリー・データを含む部分が挿入されます。ビューのタイプに応じて、この領域には、1つの「メジャー」ドロップ・ターゲット(ピボット表など)が含まれたり、サブドロップ・ターゲット(折れ線-棒グラフの場合、棒(Y1軸)、線(Y2軸)など)が含まれたりします。これらのドロップ・ターゲットにメジャー列をドラッグ・アンド・ドロップします。


	
その他のドロップ・ターゲット - メジャー・ドロップ・ターゲットの列のサマライズに使用されます。通常、これらのドロップ・ターゲットに属性列および階層列をドラッグ・アンド・ドロップします。

表4-10のとおり、ビューに表示されるその他のドロップ・ターゲットは、ビューのタイプによって異なります。





表4-10 データ・ビュー内のその他のドロップ・ターゲット

	表示	ドロップ・ターゲット
	
ピボット表

	
次のドロップ・ターゲットが含まれます。

	
列 - 列方向に列を表示します。ピボット表には、複数の列を含めることができます。


	
行 - 行方向に列を表示します。ピボット表には、複数の行を含めることができます。





	
ゲージ

	
行 - ゲージに表示される列を示します。


	
棒グラフ、折れ線グラフ、面グラフ、線-棒グラフ、時系列線グラフ、パレート・グラフ、散布図、バブル・グラフ

	
メイン・ドロップ・ターゲット(棒、線、面、棒と線、点またはバブル)内に次のサブ・ドロップ・ターゲットが含まれます。ターゲット名は、グラフ・タイプによって異なります。たとえば、グループ化は、バブル・グラフの場合はバブルで、散布図の場合は点です。

	
グループ化 - 軸ラベルをグループにします。たとえば、基準に地域、地区および売上金額の列が含まれる縦棒グラフでは、このドロップ・ターゲットに地域列が含まれる場合、横軸でデータは地域ごとにグループ化されます。


	
色変更基準 - (パレートに対しては無効です。)各列値または列値の組合せを別の色で表示します。





	
レーダー・グラフ

	
レーダー・セクション - 円の半径に沿った各線上の点で列値を表示します。


	
円グラフ

	
次のドロップ・ターゲットが含まれます。

	
円 - 各列または列値の組合せを個別の円で表示します。


	
スライス - 各列または列値の組合せを個別の円のスライスで表示します。





	
ウォーターフォール・グラフ

	
次のドロップ・ターゲットが含まれます:

	
グループ化 - 軸ラベルをグループにします。属性および階層列が「グループ化」領域に配置されます。


	
メジャー階層を使用している場合は、汎用的なメジャー列が「棒」ドロップ・ターゲットに、メジャー・ディメンションが「グループ化」ドロップ・ターゲットに配置されます。(メジャー階層はEssbaseデータ・ソースに適用されます。)メジャー・ディメンションおよびメジャー階層の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』を参照してください。





	
ファンネル・グラフ

	
ステージ - 各列値をファンネルのステージで表します。


	
Trellis

	
次のドロップ・ターゲットが含まれます。

	
列 - 列方向に列を表示します。トレリスには、複数の列を含めることができます。


	
行 - 行方向に列を表示します。トレリスには、複数の行を含めることができます。




単純トレリス・ビューのメイン・ドロップ・ターゲットである「可視化」内には、次のサブドロップ・ターゲットが含まれます。

	
グループ化 - メジャーをグループにします。


	
色の基準 - 各メジャーが異なる色で表示されます。たとえば、トレリスの棒グラフの縦棒では、収益のすべての棒が青で表示され、請求済数量が赤で表示されます。散布図では、このドロップ・ターゲットを使用して、点の色を変更します。バブル・グラフでは、このドロップ・ターゲットを使用して、バブルの色を変更します。


	
棒の軸 - 収益と請求済数量を地域ごとに比較する折れ線-棒グラフでは、収益などの2つのメジャーのどちらかが表示されます。


	
折れ線の軸 - 収益と請求済数量を地域ごとに比較する折れ線-棒グラフでは、請求済数量などの2つのメジャーのどちらかが表示されます。


	
円 - 円グラフでは、ここにディメンションを追加すると、複数の円グラフが作成されます。


	
スライス - 円グラフで、色の異なるスライスとしてメジャーが表示されます。


	
点 - 散布図では、点としてディメンションが表示されます。各ディメンション・メンバーが1つの点として表示されます。


	
横軸 - このメジャー値によって、メンバーの水平方向の位置が制御されます。散布図では、このターゲットに1つのメジャーをドロップできます。バブル・グラフでは、このドロップ・ターゲットの各メジャーが1つのバブルとして表示されます。


	
縦軸 - 散布図で、2つのメジャーのどちらかが点として表示されます。バブル・グラフでは、3つのメジャーのいずれかがバブルとして表示されます。


	
バブル - バブル・グラフで、サイズの異なるバブルとしてメジャーが表示されます。


	
サイズ - バブル・グラフで、3つのメジャーのいずれかがバブルのサイズとして表示されます。




拡張トレリス・ビューのメイン・ドロップ・ターゲットである「可視化」内には、次のサブドロップ・ターゲットが含まれます。

	
面 - スパーク面マイクロチャートで、面として列が表示されます。


	
棒 - スパーク棒マイクロチャートで、棒として列が表示されます。


	
折れ線 - スパーク折れ線マイクロチャートで、折れ線として列が表示されます。





	
パフォーマンス・タイル

	
次のドロップ・ターゲットが含まれます:

	
メジャー - タイルに表示される列の特定の値を表示します。詳細は、パフォーマンス・タイルに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。





	
ツリーマップ

	
次のドロップ・ターゲットが含まれます。

	
グループ化基準 — 集計値のコンテナを生成または記述するためにスライスされた階層データの最上位レベルを表します。集計値は長方形のタイルとして表示されます。


	
サイズの基準 — 親内でのタイルの分布を表します。子のサイズは、親のサイズと常に等しくなります。


	
色の基準 — 同じレベルにあるすべてのタイルでの値の分布を表します。





	
ヒート・マトリックス

	
次のドロップ・ターゲットが含まれます。

	
行 - 行方向に列を表示します。ヒート・マトリックスには、複数の行を含めることができます。


	
列 - 列方向に列を表示します。ヒート・マトリックスには、複数の列を含めることができます。


	
色の基準 - メジャー値を表します。値が高ければ高いほど、セルの色が濃くなります。











	
除外 - ビュー結果から列を除外しますが、列が分析の一部であることに変わりありません。詳細は、「「除外」ドロップ・ターゲットの列」を参照してください。




また、「表」領域、「ウォーターフォール・グラフ」領域、「パレート・グラフ」領域、「ツリーマップ」領域、「ヒート・マトリックス」領域および「トレリス(単純)」領域以外の各<view-type>領域には、メジャー・ラベル要素が含まれます。「メジャー・ラベル」要素は、メジャー領域のドロップ・ターゲットのすべてのメジャー列のラベルを表します。ビューでのメジャー・ラベルの表示方法は、あるドロップ・ターゲットから別のターゲットへドラッグ・アンド・ドロップすることで変更できます。たとえば、縦棒グラフでは、「メジャー・ラベル」要素を「色変更方法」ドロップ・ターゲットへドラッグ・アンド・ドロップすることで、各メジャー・ラベルを異なる色で表示できます。

ピボット表では、メジャー・ラベルの書式を編集したり、非表示にできます。



「除外」ドロップ・ターゲットの列

「除外」ドロップ・ターゲットの列はビュー結果には含まれませんが、分析の一部であることに変わりありません。分析のビューを様々な方法で作成した後、列を「除外」ドロップ・ターゲットに置くことができます。一般に、1つのビューまたはすべてのビューに明示的に追加されていない場合、列は「除外」ドロップ・ターゲットに置かれます。

列を「除外」ドロップ・ターゲットに置くには、いくつかの方法があります:

	
表またはピボット表などのビューの右クリック・メニューから「列の除外」オプションを選択します。


	
次に示すように、「サブジェクト・エリア」ペインから列を選択して分析のビューに追加します:

	
「基準」タブ - 分析結果を表示した後で「サブジェクト領域」ペインから「選択された列」ペインに列を追加したときに、「分析プロパティ」ダイアログ: 「データ」タブの「基準タブに追加された列の表示」プロパティに対して「既存のビューから除外するが、新規ビューで表示」オプションが選択されている場合、その列は既存のビューの「レイアウト」ペインの「除外」ドロップ・ターゲットに置かれますが、追加した新規ビューには表示されます。


	
「結果」タブ - 列をビュー・エディタに追加するか、複合レイアウトに追加するかで動作が異なります。

	
「ビュー」エディタ - 「サブジェクト・エリア」ペインからビューに列を追加すると、そのビューに列が配置されます。列は、分析のその他のすべてのビューの「除外」ドロップ・ターゲットに置かれます。


	
複合レイアウト - 「サブジェクト・エリア」ペインで列をダブルクリックすると、現在の複合レイアウト内のすべての既存のビューの「レイアウト」ペインのデフォルト・ドロップ・ターゲットに列が配置されます。列は、分析のその他のすべてのビューの「除外」ドロップ・ターゲットに置かれます。

「サブジェクト・エリア」ペインから表形式のビューに列をドラッグ・アンド・ドロップすると、そのビューのドロップ・ターゲットに列が配置されます。列は、分析のその他のすべてのビューの「除外」ドロップ・ターゲットに置かれます。










「除外」ドロップ・ターゲットにある列をビューに表示する必要がある場合は、その列を移動できます。ビューの「レイアウト」ペインを表示し、「除外」ドロップ・ターゲットから、希望する場所に列をドラッグ・アンド・ドロップします。

列の除外は、列の削除とは異なります。分析から列を完全に削除するには、ビューの「レイアウト」ペインの「詳細オプション」ボタンから「列の削除」オプションを使用します。





集計と「除外」ドロップ・ターゲット

「除外」ドロップ・ターゲットに列を含むピボット表またはグラフでは、集計ルールが適用され、ビューのデータ本体のメジャーが1つの値に集計されます。たとえば、「選択された列」ペインに次の列があるとします。


Region    City    Dollars
East       NY     1000
East      Boston   500


City列が「除外」ドロップ・ターゲットに置かれると、ビューは通常次のように表示されます。


East    1500


集計ルールが適用され、1,000と500が1,500に集計されます。ピボット表またはグラフでは、「列式の編集」ダイアログで指定された集計ルールが適用されます。ピボット表の場合、「レイアウト」ペインの「詳細オプション」メニューを使用して特定の集計ルールを選択できます。

次の値を表示する表、ピボット表またはグラフが必要だとします。


East    1000
East     500


この集計を実現するには、ビューのレイアウトに「地域」と「市」の両方の列を含め、「列のプロパティ」ダイアログ: 「列書式」タブを使用して「市」列を非表示にします。





グラフおよびファンネル・グラフに対するドロップ・ターゲットのガイドライン

グラフおよびファンネル・グラフで、あるドロップ・ターゲットから別のターゲットへ列をドラッグ・アンド・ドロップする場合、次の制限とガイドラインが適用されます。

	
バブル・グラフには、3つ以上のメジャーが必要です。1つのメジャーを横軸にプロットし、別のメジャーを縦軸に、3つ目のメジャーをバブル・サイズ軸にプロットします。


	
バブル・グラフ、線-棒グラフ、散布図またはファンネル・グラフでは、メジャー・ラベルをドラッグ・アンド・ドロップできません。


	
パレート・グラフは、メジャーを1つのみ持つことができます。

別のメジャーを「メジャー」ドロップ・ターゲットにドロップすると、メジャーが入れ替わります。つまり、既存のメジャーが、新たにドロップしたメジャーに置き換えられ、自動的に「除外」ドロップ・ターゲットに移動されます。


	
時系列線グラフは、横軸に1つの日付または日時データ列が選択されている必要があります。これは、1つの縦軸を持ちますが、複数のデータ系列がサポートされます。


	
散布図には、2つ以上のメジャーが必要です。たとえば、1つのメジャー列を横軸にプロットし、別のメジャー列を縦軸にプロットします。これらのメジャーは、「グループ化」軸の値としてプロットされます。


	
ファンネル・グラフでは2つのメジャーが使用されますが、1つのみ必須です。2つ目のメジャーを選択しない場合、1つ目のメジャーが2つ目のメジャーとして使用されます。2つのメジャーが選択されている状況で新たにメジャーを選択すると、実際のメジャーのドロップ・ターゲットにある現在のメジャーが新規メジャーで置き換えられます。


	
積上げ棒グラフには、値の比較ができるように2つ以上のメジャーが必要です。


	
マスター詳細関係のグラフの場合に、詳細列を表示するために作成されたスライダを非表示にする場合は、「セクション」ドロップ・ターゲットで、「スライダとして表示」チェック・ボックスを選択解除します。









トレリスに対するドロップ・ターゲットのガイドライン

トレリスのドロップ・ターゲットを操作する際には、次のガイドラインが適用されます。

	
トレリスのドロップ・ターゲットの拡張 - トレリス・エディタの「レイアウト」ペインは、横方向ではなく縦方向なので、異なります。この幅の狭い「レイアウト」ペインに表示できる数より多くのデータがドロップ・ターゲットに含まれている場合は、マウスを合せるとドロップ・ターゲットのコンテナが拡張されます。つまり、満杯を超えたドロップ・ターゲットにマウスを合せると、メジャーと列の完全な選択内容が表示され、マウスを合せる前には表示できなかったメジャーと列も移動および順序変更できるようになります。選択したアイテムをドラッグすると少し透明に表示されます。


	
メジャーの配置 - トレリス・ビューのメジャー列を操作する際には、次の点に注意してください。

	
メジャーを左または右にドラッグすれば、メジャー・ドロップ・ターゲット内で順序変更できます。


	
単純トレリス・ビューでは、「色の基準」または「グループ化」のメジャー・エッジのみにメジャー列を配置できます。


	
一部の単純トレリスの可視化(散布図、バブル・グラフおよび折れ線-棒グラフ)では、メジャーを入れ替えることができます。既存のメジャーを1つの軸からドラッグして別の軸のターゲットにドロップすると、ビューの2つのメジャーの位置が入れ替われます。


	
散布図、バブル・グラフおよび折れ線-棒グラフでは、軸ごとに1つのメジャーが許可されます。次に例を示します。

	
散布図のドロップ・ターゲット: 横軸、縦軸


	
バブル・グラフのドロップ・ターゲット: 横軸、縦軸、サイズ


	
折れ線-棒グラフのドロップ・ターゲット: 棒軸、折れ線軸





	
拡張トレリス・ビューでは、トレリスの一番内部の列ヘッダーでメジャーが構成されています。


	
「色の基準」ドロップ・ターゲットおよび「グループ化」ドロップ・ターゲットからメジャーを双方向に移動する際には、次のようになります。

	
1つのメジャーをドラッグすると、それとともにすべてのメジャーが移動されます。(これをスティッキーな動作といいます。)


	
新しいメジャーをビューにドラッグすると、新しいメジャーを配置した場所にすべての既存のメジャーが移動されます。





	
可視化の非メジャー・エッジ、「行」ターゲットまたは「列」ターゲットにメジャーを配置するには、メジャーを属性列にまず変換する必要があります。これは、「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブで行います。


	
属性列を「メジャー」ドロップ・ターゲットからドラッグしても、ドロップ・ターゲットまたはその中のメジャーが属性ととも移動されることはありません。












パフォーマンス・タイルに対するドロップ・ターゲットのガイドライン

パフォーマンス・タイルの「レイアウト」ペインには、「メジャー」ドロップ・ターゲットと「ラベル」領域の2つの領域があります。この2つの領域により、パフォーマンス・タイルでは、目立つようにタイルに表示された、知っておく必要がある単純なファクトにユーザーの関心を向けさせて、単純な書式でステータスを通知できます。

パフォーマンス・タイル・ビューのこの2つの領域を操作する際には、次のガイドラインが適用されます。

「メジャー」ドロップ・ターゲット

	
デフォルトでは、「基準」タブの分析内の最初のメジャーがパフォーマンス・タイル・メジャーとして選択されています。「メジャー」リストから異なるメジャーを選択し、メジャーを「メジャー」ドロップ・ターゲットにドラッグ・アンド・ドロップするか、またはサブジェクト・エリアから新しいメジャーをダブルクリックして「メジャー」リストに追加できます。


	
「レイアウト」ペインのメジャーの名前にカーソルを合せると、フォルダ名が表示されます。


	
タイルの書式設定ボタンをクリックして、メジャー列の書式を編集できます。このボタンを使用して、「列のプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブを表示します。







	
注意:

「基準」タブからメジャーが削除されても、タイルは引き続き表示されます。タイルの表示はメジャー未定義になります。







「ラベル」領域

	
名前: デフォルトでは、メジャー名がタイルに表示されます。

	
メジャー名(使用可能な場合)をラベルに自動的に関連付けるには、メジャー名の使用チェック・ボックスを選択します。


	
タイルの書式設定ボタンをクリックして、メジャーのラベル名の書式を編集します。このボタンを使用して、「列のプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブを表示します。ラベル名が長すぎる場合は、省略記号を使用して切り捨てられます(「パフォーマンス. . .」など)。





	
説明:

	
列の説明(使用可能な場合)をラベルに自動的に関連付けるには、メジャーの説明の使用チェック・ボックスを選択します。


	
タイルの説明を入力するには、ラベルの「説明」テキスト・ボックスをクリックします。テキストの行数は、タイルのサイズによって異なります。たとえば、小さいタイルには1行しか収まらないのに対して、大きいタイルには3行収まることがあります。タイルが非常に小さい場合、テキストを入力する余地がないこともあります。説明にすべてのテキストが収まらない場合は、省略記号を使用して切り捨てられます(「四半期の売上予測. . .」など)。


	
タイルの書式設定ボタンをクリックすると、ラベル名のラベルの説明の書式を編集できます。このボタンを使用して、「列のプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブを表示します。




	
注意:

パフォーマンス・タイル・ビューには「除外」ドロップ・ターゲットが含まれていません。
「ラベル」領域では、プレゼンテーション変数はサポートされていません。




















ツリーマップに対するドロップ・ターゲットのガイドライン

ツリーマップの「レイアウト」ペインは、「プロンプト」、「セクション」、「グループ化基準」、サイズの基準、「色の基準」および「除外」の6つのドロップ・ターゲット領域で構成されています。

ツリーマップ(制約のある階層型データ)を視覚化するには、「レイアウト」ペイン領域を使用します。大量のデータのトレンドと異常を確認し、個別の値を調査できます。

ツリーマップ・ビューでこれらのドロップ・ターゲットを操作する際には、次のガイドラインが適用されます。

	
プロンプト — ツリーマップのフィルタに使用する属性列または階層列(不規則な階層とレベル・スキップ階層を除く)を選択します。「グループ化基準」領域、「セクション」領域または「サブジェクト領域」ペインから「プロンプト」領域に1つ以上の列をドラッグ・アンド・ドロップできます。


	
セクション — ツリーマップの区分に使用する属性列または階層列(不規則な階層とレベル・スキップ階層を除く)を選択します。たとえば、年でグループ化された地域を、収益でサイズ設定し、1年前の収益で色付けするツリーマップを表示するコンテナにできます。「グループ化基準」領域、「プロンプト」領域または「サブジェクト領域」ペインから「セクション」領域に1つ以上の列をドラッグ・アンド・ドロップできます。


	
グループ化基準 — 集計値のコンテナを生成または記述するためにスライスされた階層データの最上位レベルを表します。集計値はタイルとして表示されます。

	
グループ領域では、サイズの基準および「色の基準」領域で指定されたメジャー列のヘッダーまたはグループが作成されます。ツリーマップに複数のデータ列が表示される場合、グループ化用にタイトル・バーが表示されます。たとえば、年でグループ化された地域を、収益でサイズ設定し、1年前の収益で色付けするツリーマップを表示するコンテナにできます。地域がタイトル・バーに表示されます。


	
「基準」タブで定義されているすべての属性列と階層列は、最初は「基準」タブに追加された順序で「グループ化基準」領域に表示されます。レベル・スキップ階層は、ツリー・マップの「グループ化基準」エリアではサポートされていません。


	
「サブジェクト領域」ペインから「グループ化基準」ドロップ・ターゲットに1つ以上の列をドラッグできます。


	
分析結果を表示した後に属性列または階層列をツリーマップ・ビューに追加する際に、「分析プロパティ」ダイアログ: 「データ」タブの基準タブに追加された列プロパティの表示について既存のビューと新しいビューに表示オプションが選択されている場合、新しい列は下位列として「グループ化基準」ドロップ・ターゲットに追加されます。





	
サイズの基準 — 親内でのタイルの分布を表します。子のサイズは、親のサイズと常に等しくなります。

	
四角形の各領域は、適用されたフィルタ(プロンプト、地域によるフィルタ処理など)に基づく関連メジャーの集計値です。


	
「基準」タブに追加された最初のメジャーがサイズの基準メジャーとして表示されます。


	
サイズの基準リストからメジャーを選択できます。このリストには、最初は「基準」タブの分析に追加されたすべてのメジャーが含まれています。


	
「サブジェクト領域」ペインからサイズの基準ドロップ・ターゲットにメジャー列をドラッグ・アンド・ドロップできます。現在のサイズの基準メジャーが新しいメジャーで置換され、新しいメジャーを反映するようにツリーマップが再描画されます。新しいメジャー列は、選択用に「色の基準」リストにも配置されます。


	
分析結果を表示した後、メジャー列をダブルクリックしてツリーマップ・ビューに追加すると、新しいメジャーはサイズの基準および「色の基準」リストの両方に配置され、選択できるようになります。


	
「基準」タブのサイズの基準メジャー列を削除すると、次のエラー・メッセージが表示されます: 「メジャーの数が不足しています。このビューには、サイズの基準メジャーが必要です。」





	
色の基準 — 同じレベルにあるすべてのタイルでの値の分布を表し、分析にツリーマップに対する「質的な」パースペクティブを提供する付加的なスコープを追加します。

	
「基準」タブに追加された2番目のメジャーが「色の基準」メジャーとして表示されます。


	
「色の基準」リストからメジャーを選択できます。このリストには、最初は「基準」タブの分析に追加されたすべてのメジャーが含まれています。


	
「サブジェクト領域」ペインから「色の基準」ドロップ・ターゲットにメジャー列をドラッグ・アンド・ドロップできます。現在の「色の基準」メジャーが新しいメジャーで置換され、新しいメジャーを反映するようにツリーマップが再描画されます。新しいメジャー列は、選択用にサイズの基準リストにも配置されます。


	
「基準」タブの「色の基準」メジャー列を削除すると、サイズの基準メジャーが新しい「色の基準」メジャーとして表示されます。

「色の基準」ドロップ・ターゲットは、次の2つのオプションに分かれています。

	
スタイル — ツリーマップのスタイルを選択します。「スタイル」には、「百分位数によるビン化」と「連続的な色の塗りつぶし」の2つのオプションが含まれています。オプションとして「百分位数によるビン化」を選択すると、ビンの数を入力し、カラー・パレットを選択して、ビンのカスタム・ラベルを入力できます。「連続的な色の塗りつぶし」を選択した場合、ツリーマップ・タイルはグラデーション色スキームとして表示されます。


	
色 — ツリーマップのカラー・パレットを選択します。「色」ドロップ・ダウン・リストに表示される色の順序を逆にするには、「色」リストの右側にある矢印をクリックします。








	
除外 — ツリーマップ・ビューに関与しない列が含まれます。詳細は、ドロップ・ターゲットの理解を参照してください。









ヒート・マトリックスに対するドロップ・ターゲットのガイドライン

ヒート・マトリックスの「レイアウト」ペインは、プロンプト、セクション、行、列、色の基準および除外の6つのドロップ・ターゲット領域で構成されています。

「レイアウト」ペイン領域はヒート・マトリックスの可視化に使用します。大量のデータと異常を確認し、個別の値を調査できます。

ヒート・マトリックス・ビューでこれらのドロップ・ターゲットを操作する際には、次のガイドラインが適用されます。

	
プロンプト - ヒート・マトリックスのフィルタに使用する属性列または階層列を選択します。「プロンプト」領域は最初は空です。「セクション」領域、「行」領域、「列」領域または「サブジェクト領域」ペインから、「プロンプト」領域に1つ以上の列をドラッグ・アンド・ドロップできます。


	
セクション - ヒート・マトリックスのセクション化に使用する属性列または階層列を選択します。「セクション」領域は最初は空です。「プロンプト」領域、「行」領域、「列」領域または「サブジェクト領域」ペインから、「セクション」領域に1つ以上の列をドラッグ・アンド・ドロップできます。


	
行 - 行位置に表示される列を表します。

	
「基準」タブで定義されているすべての属性列と階層列は、最初は「基準」タブに追加された順序で「行」領域に表示されます。


	
属性列また階層列を「サブジェクト領域」ペインから「行」ドロップ・ターゲットにドラッグするか、または属性列また階層列をダブルクリックする方法で、1つ以上の属性列また階層列を「行」ドロップ・ターゲットに追加できます。1つ以上の属性列または階層列を「列」領域、「プロンプト」領域または「セクション」領域からドラッグ・アンド・ドロップすることもできます。


	
分析の結果を表示した後に、属性列または階層列をヒート・マトリックス・ビューに追加した場合、新しい列が下位列として「行」ドロップ・ターゲットに追加されます。





	
列 - 列位置に表示される列を表します。

	
「列」ドロップ・ターゲットは最初は空の状態です。


	
1つ以上の属性列または階層列を「サブジェクト領域」ペインから「列」ドロップ・ターゲットにドラッグできます。1つ以上の属性列または階層列を「行」領域、「プロンプト」領域または「セクション」領域からドラッグ・アンド・ドロップすることもできます。





	
色の基準 - グループ化および行と列の交差のメジャー値を表します。

	
「基準」タブに追加された最初のメジャーが「色の基準」メジャーとして表示されます。


	
「色の基準」リストからメジャーを選択できます。このリストには、最初は「基準」タブの分析に追加されたすべてのメジャーが含まれています。


	
「サブジェクト領域」ペインから「色の基準」ドロップ・ターゲットにメジャー列をドラッグ・アンド・ドロップできます。現在の「色の基準」メジャーが新しいメジャーで置換され、新しいメジャーを反映するようにヒート・マトリックスが再描画されます。




	
注意:

分析の結果を表示した後に、メジャー列をヒート・マトリックス・ビューに追加した場合、可視化および「色の基準」ドロップ・ターゲット内の既存の列が新しい列で置き換えられます。








	
「基準」タブの「色の基準」メジャー列を削除すると、「色の基準」リストからも削除されます。「色の基準」リストの新しいメジャー値は、分析に最後に追加されたメジャー値にデフォルト設定されます。

「色の基準」ドロップ・ターゲットは、次の2つのオプションに分かれています。

	
スタイル - ヒート・マトリックスのスタイルを選択します。「スタイル」には、「百分位数によるビン化」と「連続的な色の塗りつぶし」の2つのオプションが含まれています。オプションとして「百分位数によるビン化」を選択すると、ビンの数を入力し、カラー・パレットを選択して、ビンのカスタム・ラベルを入力できます。「連続的な色の塗りつぶし」を選択した場合、ヒート・マトリックス・タイルはグラデーション色スキームとして表示されます。


	
色 - ヒート・マトリックスのカラー・パレットを選択します。








	
除外 - ヒート・マトリックス・ビューに関与しない列が含まれます。詳細は、ドロップ・ターゲットの理解を参照してください。











ビューでの列の追加と再配置

ビュー・エディタおよび「レイアウト」ペインを使用して、次の方法で列の順序を変更できます。

	
ハンドルとドロップ・ターゲットを使用して、エディタ内の希望の位置に表およびピボット表の列をドラッグ・アンド・ドロップします。たとえば、ピボット表の「行」セクションに2つの列がある場合、最初の列を2番目の列の後にドラッグ・アンド・ドロップすることで、列の順序を逆にします。表では、列をドラッグ・アンド・ドロップできますが、ピボット表のように列を積み上げることはできません。

複合レイアウトでも、この方法で列をドラッグ・アンド・ドロップできます。




	
注意:

「分析プロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブの「列の移動」を選択解除した場合、実行時にビューの列を移動することはできません。








	
「レイアウト」ペインで列をドラッグ・アンド・ドロップします。ターゲットが強調表示されている場合、ターゲットはアクティブで、ドロップ可能です。「レイアウト」ペインで列にマウス・ポインタを合せると、列をつかんでドロップ・ターゲットに移動できる場合、カーソルの状態がポインタから移動カーソルに変わります。たとえば、ピボット表の列を「行」ドロップ・ターゲットから「セクション」ドロップ・ターゲットに移動し、列の値ごとに一意のピボット表を作成できます。トレリス・エディタの「レイアウト」ペインで列をドラッグおよびドロップする方法の詳細は、トレリスに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。

ツリーマップ・エディタの「レイアウト」ペインで列をドラッグおよびドロップする方法の詳細は、ツリーマップに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。

ヒート・マトリックス・エディタの「レイアウト」ペインで列をドラッグおよびドロップする方法の詳細は、ヒート・マトリックスに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。

ドロップ・ターゲットの詳細は、「レイアウト」ペインを参照してください。


	
グラフまたはゲージに列を追加します。これを行うには、ビュー・エディタの適切な場所または「レイアウト」ペインのドロップ・ターゲットに、「サブジェクト・エリア」タブから列をドラッグします。


	
「レイアウト」ペインで列を削除します。たとえば、「詳細オプション」ボタンから、「列の削除」を選択して、列を削除できます。列の削除は、ドロップ・ターゲットの理解に記載されている列の除外とは異なります。




このリストは、ドラッグ・アンド・ドロップが使用できる場所のサマリーの一部にすぎません。「サブジェクト領域」ペインおよび「カタログ」ペインが表示されている場所では、列とカタログ・オブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップできます。ダッシュボードのビューで項目をドラッグ・アンド・ドロップすることもできます。詳細は、「「除外」ドロップ・ターゲットの列」を参照してください。






ビュー本体とドロップ・ターゲットのプロパティの設定

「レイアウト」ペインで「プロパティ」ボタンをクリックし、ビュー本体(ピボット表など)またはドロップ・ターゲット(セクションなど)のプロパティを指定するダイアログを表示します。たとえば、見出しを表示するかどうか、背景色を設定するかどうか、また改ページを挿入するかどうかを指定できます。

ビュー本体またはドロップ・ターゲットのプロパティを変更する手順:

	
ビュー・エディタで、「レイアウト」ペインを表示し、ビュー本体(表およびピボット表)またはドロップ・ターゲットの名前の横にある「プロパティ」ボタンをクリックします。

ビュー本体またはドロップ・ターゲットの「プロパティ」ダイアログが表示されます。


	
該当するフィールドに入力し、「OK」をクリックします。






表とピボット表への合計の追加

「レイアウト」ペインで、表およびピボット表に列の合計を追加できます。合計は、ビュー内の様々な位置に配置できます。様々なエッジに表示される列の合計を追加できます。各メジャーの集計ルールが合計に使用されます。メジャー列のデフォルト集計ルールは、Oracle BIリポジトリで指定されているか、分析の元々の作成者によって指定されています。

ピボット表の「行」または「列」ドロップ・ターゲットに合計を指定すると、「メジャー」ドロップ・ターゲットに指定された列の結果が合計として表示されます。合計値は、ピボット表の「列」または「行」エッジではなく、ピボット表の中心のデータに表示されます。

ビューに合計を追加する手順:

	
ビューの「レイアウト」ペインを表示します。


	
ビュー全体に合計を追加するには、次のようにします。

	
表の場合、「列とメジャー」ドロップ・ターゲットで「合計」ボタンをクリックし、「前」などの位置をクリックします。


	
ピボット表の場合、「行」または「列」ドロップ・ターゲットで「合計」ボタンをクリックし、「後」などの位置をクリックします。





	
ドロップ・ターゲット内のすべての値に適用される合計の有効/無効を切り替えるには、「セクション」などのドロップ・ターゲット名の横にある「合計」ボタンをクリックします。その後、データ項目の「前」などの合計の位置を選択します。合計領域がビューに追加されます。











ピボット表でのメジャー列の累計と相対値の表示

次の項に記載のとおり、「レイアウト」ペインを使用して、ピボット表にメジャー列の累計や相対値を表示できます。



ピボット表でのメジャー列の累計の表示

ピボット表で、数値メジャーを累計で表示できます。累計では、メジャーの連続する各列は、そのメジャーのそれより前のすべてのセルの合計を表示します。このオプションは表示専用の機能であり、実際のピボット表の結果には影響しません。

通常、累計は、複製された属性列または、データを列のパーセンテージで表示するオプションが選択されているメジャー列に対して表示され、最後の値が100パーセントになります。累計はすべての合計に適用されます。各詳細レベルの累計は別々に計算されます。

累計オプションが選択されている場合、列見出しは影響を受けません。累計オプションが有効であることを示す必要がある場合、列見出しを書式設定できます。

次の使用上のルールが累計に適用されます。

	
累計は、SQL RSUM関数と相容れません(結果は、累計の累計になります)。


	
すべての累計は、新規セクションごとにリセットされます。累計は、セクション内の区切りでリセットされません。セクションをまたがって続くこともありません。


	
メジャーが1つの列または1つの行に表示されない場合、メジャーは、左から右、上から下の順に合計されます。(右下のセルに合計が含まれます。)累計は、行ごとまたは列ごとにリセットされません。


	
「レイアウト」ペインで移動最小、最大、平均は指定できません。管理者がメタデータ・リポジトリにこれらの式を作成してある場合、これらを含めることができます。


	
メジャー・ラベルの場所は累計の方向を決定します。たとえば、メジャー・ラベルが行エッジにある場合、水平方向に累計を計算します。

メジャー・ラベルが行エッジにあり、水平方向に累計を計算し、値がすべての列に存在する場合、合計が正しく計算されます。ただし、一部の値が見つからず(「スパース・データ」)、累計が水平方向に計算されると、合計が正しく計算されません。




メジャーを累計で表示する手順:

	
ピボット表の「レイアウト」ペインの「メジャー」領域で、合計する行または列の「詳細オプション」ボタンをクリックし、「累計として表示」を選択します。









ピボット表でのメジャー列の相対値の表示

ピボット表で、格納済または計算済のメジャーをパーセントまたは指数に動的に変換できます。これによって、項目の合計に対する相対値が表示されます。明示的に計算項目を作成する必要はありません。0.00から100.00までのパーセンテージ、または0から1までの指数でメジャーを表示できます。

たとえば、ピボット表を使用して製品別の売上を調べる場合、売上メジャーを複製し、合計に対するパーセンテージで表示できます。これによって、各製品の実際の売上と、売上に占めるパーセンテージを表示できます。

項目を相対値で表示する手順:

	
ピボット表の「レイアウト」ペインで、相対値で表示する項目の「詳細オプション」ボタンをクリックします。




	
注意:

次のステップはオプションです。ピボット表でメジャー列を複製すると、メジャーの合計と、その相対値の両方を表示できます。これによって、ピボット表に合計と相対値を表示するために、「基準」タブで列を2回追加する必要がなくなります。








	
メジャー列を複製するには、「レイヤーの複製」を選択します。

メジャーが、ピボット表に同じ名前で2回表示されます。


	
「詳細オプション」ボタンをクリックして、「データを次として表示」を選択します。「パーセント」または「索引」を選択して、適切なオプションを選択します。




	
注意:

「データを次として表示」オプションは、格納済または計算済のメジャーにのみ使用できます。








	
新しい列の名前を変更するには、「詳細オプション」ボタンをクリックして、「見出しの書式設定」を選択し、「書式の編集」ダイアログで「キャプション」フィールドに値を入力します。











グラフ、ゲージおよびファンネルのセクション・スライダの定義

セクション・スライダは、1つ以上の属性列または階層列のメンバーを長方形の棒上の値として表示し、値を選択するメカニズムを提供します。セクション・スライダを使用して、グラフ、ゲージまたはファンネルに表示されるデータを限定します。

図4-21に、セクション・スライダの例を示します。ここでは、Product Type列のメンバーが表示されます。たとえば、このスライダを使用して、グラフ、ゲージまたはファンネルに表示されるデータを、Cell Phonesなどの特定の製品タイプに限定できます。


図4-21 セクション・スライダの例

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



セクション・スライダは、次のコンポーネントで構成されます。

	
スライダ・バー - 1つ以上の属性列または階層列のメンバーを、長方形の棒上の値として表示します。




	
注意:

管理者は、スライダ・バーに表示できる値の最大数を構成します。ただし、「セクションのプロパティ」ダイアログで「セクション・スライダ値の最大数」フィールドを設定し、最大値をシステムの最大値より小さい値に設定できます。








	
スライダ・サム - セクション・スライダの現在の値を示します。図4-21のサムは、現在の値がCell Phonesであることを示しています。希望の値にサムをドラッグできます。


	
減少ボタン - 現在の値の左の値にスライダ・サムを移動します。たとえば、図4-21で、「減少」ボタン(スライダの左から2番目のボタン)をクリックすると、スライダのつまみが値「Camera」に移動します。


	
増加ボタン - 現在の値の右にスライダ・サムを移動します。たとえば、図4-21で、「増加」ボタン(スライダの一番右のボタン)をクリックすると、スライダのつまみが値「Fixed」に移動します。


	
実行ボタン - スライダの値全体をサムが続けて移動します。たとえば、図4-21で、再生ボタン(スライダの一番左のボタン)をクリックすると、スライダのつまみが値「Fixed」、「Install」と続けて移動します。クリック後、再生ボタンは「一時停止」ボタンに変わり、特定の値で停止できます。




スライダ値の間でつまみを移動すると、軸の最小値および最大値はすべてのスライダ・セクション間のデータに基づき、変化しません。この例外はパレート・グラフの場合です。パレート・グラフでは、軸は0%から100%まで描画されます。

グラフ、ゲージまたはファンネルにセクション・スライダを定義するには:

	
セクション・スライダを定義するグラフ、ゲージまたはファンネルを含む分析を開きます。


	
「分析」エディタ: 「結果」タブをクリックします。


	
グラフ、ゲージまたはファンネル・ビューで「ビューの編集」ツールバー・ボタンをクリックします。

「結果」タブ: 「グラフ」エディタ、「結果」タブ: 「ゲージ」エディタまたは「結果」タブ: 「ファンネル」エディタが表示されます。


	
セクション・スライダに表示する列ごとに、「グラフ」エディタ、「ゲージ」エディタまたは「ファンネル」エディタの「レイアウト」ペインで、「セクション」ドロップ・ターゲットに列をドラッグ・アンド・ドロップします。


	
「スライダとして表示」を選択します。


	
エディタを閉じて、「結果」タブのスライダを調べます。


	
「分析の保存」ツールバー・ボタンをクリックして変更を保存します。













値の変更とライトバックの実行

ダッシュボード・ページまたは分析のユーザーは、表に表示されているデータを変更する機能を使用できる場合があります。この機能は、通常ライトバックと呼ばれます。ユーザーは、ビュー内の値を更新でき、これが、データ・ソース内のレコードにライトバックされたり、分析の他のビューで使用されます。

たとえば、販売ノルマがライトバック・フィールドとして、売上高がデータ・ウェアハウスからのフィールドとして、ノルマのパーセンテージが計算フィールド(売上高/販売ノルマ)として定義される分析を作成します。ユーザーは、分析を確認しているときに、販売ノルマを変更できます。ノルマのパーセンテージのフィールドは、適切に再計算されます。




	
注意:

ライトバックを使用してデータが変更された分析を含むダッシュボードを、ログオンしたユーザーがすでに表示している場合、ダッシュボードではデータが自動的にリフレッシュされません。更新されたデータを参照するには、ユーザーがダッシュボードを手動でリフレッシュする必要があります。









値と様々なタイプのユーザーの変更について

値の変更機能によって、次のタイプのユーザーが影響を受けます。

	
リポジトリの管理者は、ライトバックを考慮に入れてリポジトリの列を構成します。


	
管理者は、ライトバック用の権限を設定し、ライトバックのテンプレートを用意します。管理者とコンテンツ・デザイナは、ダッシュボードと分析の表ビューからのライトバック用に構成を行います。


	
エンド・ユーザーは、表ビューのレコードを変更します。








ライトバックのプロセス

次のリストに、ライトバック・プロセスのステップを示します。

	
コンテンツ・デザイナは、リポジトリの管理者と協力して組織でのレポートのニーズを評価し、必要なライトバック列とそれを表示する分析のリストを作成します。

階層列では、ライトバック機能はサポートされませんが、属性列、メジャー列および二重列では、ライトバック機能はサポートされます。二重列では、表示列にライトバックできます。コード列は自動的には解釈されません。


	
リポジトリの管理者は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』に記載のとおり、Oracle BIサーバーと列をライトバックに使用できるよう構成します。


	
管理者は、次のタスクを行います。

	
ライトバックのテンプレートとして使用するSQLコードのファイルを準備します。


	
ライトバックの設定および使用のための適切な権限を付与します。たとえば、管理者は、ユーザーが値を変更できるビューを設定するための権限を付与します。




ライトバック・テンプレートおよび権限の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の分析とダッシュボードでのライトバックの構成に関する項を参照してください。


	
コンテンツ設計者は、列へのライトバック機能の追加に記載のとおり、1つ以上の列をライトバックに対して有効にします。


	
コンテンツ設計者は、表ビューへのライトバック機能の追加に記載のとおり、表ビューをライトバックに対して有効にします。


	
コンテンツ設計者は、ダッシュボード・ページまたは分析の表ビューのデータの変更に記載のとおり、ライトバックの使用に関する情報をユーザーに提供します。


	
ユーザーは、必要に応じてビューの値を変更します。









列へのライトバック機能の追加

列に対してライトバック機能を有効にするために、管理者とコンテンツ・デザイナは「列のプロパティ」ダイアログの「ライトバック」タブを使用します。適切な権限を設定し、属性列、メジャー列または二重列を、リポジトリで書込み可能として設定する必要があります。列と、管理者が用意したライトバック・テンプレートを必ず関連付けます。その列を含むすべての表ビューで、ライトバック可能として列を表示できます。

列に対してライトバック機能を有効にする手順:

	
「基準」タブで、編集する分析を開きます。


	
ライトバック機能を有効にする列の横の「オプション」ボタンをクリックし、「列のプロパティ」を選択します。

「列のプロパティ」ダイアログが表示されます。


	
「ライトバック」タブをクリックします。

リポジトリで、列に対してライトバックが有効になっている場合、「ライトバックの有効化」ボックスが使用可能です。


	
「ライトバックの有効化」ボックスをクリックします。

ライトバックの他のオプションが表示されます。


	
「テキスト・フィールドの幅」ボックスで、列の幅を指定します。


	
「OK」をクリックして「列のプロパティ」ダイアログを閉じます。









表ビューへのライトバック機能の追加

表ビューに対してライトバック機能を有効にするには、「表のプロパティ」ダイアログの「ライトバック」タブを使用します。

表ビューに対してライトバック機能を有効にする手順:

	
「分析」エディタで、編集する表ビューを開きます。


	
「プロパティの表示」ツールバー・ボタンをクリックします。

「表のプロパティ」ダイアログが表示されます。


	
「ライトバック」タブをクリックします。


	
「ライトバックの有効化」ボックスが選択されていることを確認します。


	
「テンプレート名」ボックスを選択し、値のライトバックに使用するテンプレートの名前を入力します。

テンプレート名が適切かどうかを管理者とともに確認します。


	
「OK」をクリックします。








ビューでのライトバックのモードについて

ビューでライトバックを有効にし、システム・デフォルトを受け入れた場合、ユーザーが値を操作できるモードは2つあります。

	
表示モード: このモードでは、ユーザーは値を表示します。「更新」ボタンをクリックして編集モードに入るまで、ユーザーは値を変更できません。




	
注意:

ライトバックを使用してデータが変更された分析を含むダッシュボードを、ログオンしたユーザーがすでに表示している場合、ダッシュボードではデータが自動的にリフレッシュされません。更新されたデータを参照するには、ユーザーがダッシュボードを手動でリフレッシュする必要があります。








	
編集モード: このモードでは、ユーザーは値を変更します。編集モードに入るには、ユーザーは、ビューで「更新」ボタン(使用可能な場合)をクリックします。編集モードでは、ユーザーは列にデータを入力し、次のボタンをクリックできます。

	
元に戻す: ユーザーがまだデータ・ソースにライトバックしていない変更を元の値に戻します。ユーザーは編集モードのままです。


	
適用: ユーザーが行った変更をデータ・ソースにライトバックし、ビューをリフレッシュして、これらの変更に基づいた最新のデータを表示します。ユーザーは編集モードのままです。


	
完了: ユーザーが行った変更をデータ・ソースにライトバックし、ビューをリフレッシュして、これらの変更に基づいた最新のデータを表示します。ユーザーを表示モードに戻します。







これらのボタンのラベルは、ビューの「プロパティ」ダイアログの「ライトバック」タブのオプションを使用して変更できます。「表モードの切替え」ボックスを使用して、ユーザーが表示モードと編集モードを切り替えられないようにすることもできます。かわりに、常に編集モードのままになります。切替えが無効な場合、「更新」ボタンはビューに表示されません。








ビューでの相互作用

ユーザーが次の操作を実行したときに使用できる相互作用を指定できます。

	
データ・ビューのクリック。ビューでのクリックの相互作用を参照してください。


	
グラフ、ヒート・マトリックス、ピボット表、ツリーマップ、表またはトレリス・ビューを実行時に右クリックします。データ・ビューの右クリック・メニューを参照してください。






ビューでのクリックの相互作用

ユーザーがデータ・ビュー内をクリック(つまり左クリック)したときに使用できる相互作用を指定できます。次のタイプの相互作用を使用できます。

	
なし - ユーザーが列見出しまたは値をクリックしたときに、何も起こらないことを指定します。このオプションにより、属性列のドリルはオフになりますが、階層列のドリルはオフになりません。


	
ドリル - ユーザーは詳細情報にドリルダウンできます。ビューでのドリルを参照してください。


	
アクション・リンク - ユーザーは、データ・ビュー内のホット・スポットをクリックし、保存済分析への移動やEnterprise Java Bean(EJB)の起動などのアクションを実行するアクション・リンクを選択できます。第11章「アクションの使用」を参照してください。


	
マスター詳細イベントの送信 - マスター詳細関係のマスター詳細イベントを送信します。ビューのマスター詳細リンクとはおよびマスター詳細関係でのビューのリンクを参照してください。




「列のプロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブを使用して、基準レベルで使用できる左クリック相互作用を指定します。これらの左クリック相互作用はすべてのデータ・ビューで有効になります。




	
注意:

「分析プロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブを使用してビューの実行時の相互作用(ソート、移動など)を指定します。












ビューの右クリック相互作用

実行時にグラフ、ヒート・マトリックス、ピボット表、表、ツリーマップまたはトレリス・ビューで右クリックしたときに使用できる相互作用を指定できます。たとえば、右クリックで「ソート」または「ドリル」ができます。詳細は、データ・ビューの右クリック・メニューを参照してください。各ビュー・タイプに対して一部の右クリック相互作用を実行時に使用できない場合があることに注意してください。




	
注意:

グラフでの右クリック相互作用は、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition 12c リリース1 (12.2.1)以降は、HTML5グラフに対してのみサポートされています。







「分析プロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブを使用して、分析レベルで使用できる右クリック相互作用を指定します。これらの右クリック相互作用は、グラフ、ヒート・マトリックス、ピボット表、表、ツリーマップおよびトレリス・ビューで実行時に有効になります。




	
注意:

ほとんどの右クリック相互作用は、トレリス・ビュー(単純トレリスと拡張トレリス)のグラフに対して使用できません。ただし、トレリス・ビューのグラフに対して、右クリック相互作用としてアクション・リンクを設定することはできます。さらに、テキストに対する右クリックは可能です。つまり、トレリス・ビューのテキストをピボット表ビューの場合と同じように右クリックできます。これには、「可視化」を「テキスト」に設定した詳細トレリスのデータ・セルも含まれます。










	
ベスト・プラクティス:

どのステップおよび制約が適用されているかを追跡するために右クリック相互作用を使用する場合は、選択ステップ・ビューを含めます。詳細は、データの選択の使用を参照してください。














ビューでのドリル

管理者が、サブジェクト領域のドリル用に列を構成してある場合、ユーザーは、ゲージ、グラフ、ヒート・マトリックス、マップ、ピボット表、表、ツリーマップおよびトレリスでデータをドリルできます。ドリルは、ビュー内のデータ間を素早く簡単に移動する方法です。この項では、ドリルに関する次の情報を提供します。

	
ドリルできる列


	
列のドリルを許可する方法


	
フィルタおよび選択ステップに対するドリルの影響


	
関連トピック






ドリルできる列

属性列および階層列をドリルできます。列のドリルの詳細は、結果のドリルについてを参照してください。






列のドリルを許可する方法

コンテンツ・デザイナは、ユーザーが、ダッシュボードのビューの特定の列をドリルできるかどうかを指定します。特定の列をドリルできるかどうかは、「列のプロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブでオプションを指定して制御します。

プライマリ相互作用では、ドリル、マスター詳細の送信など、列に対して行える内容が制御されます。ドリルが特定の列のプライマリ相互作用として設定されていない場合(つまり、「列のプロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブの「列見出し」: 「プライマリ相互作用」または「値」: 「プライマリ相互作用」ボックスの値として「ドリル」が指定されていない場合)は、実行時にグラフ、ヒート・マトリックス、表およびピボット表のビューの右クリック相互作用としてドリルを許可できます。これを行うには、「分析プロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブの「ドリル(プライマリ相互作用でない場合)」オプションを選択します。






フィルタおよび選択ステップに対するドリルの影響

列のドリルは、次のリストに示すようにフィルタと選択ステップに影響します。詳細は、第6章「分析用データのフィルタリングと選択」を参照してください。

	
階層列: 階層列のメンバーを展開または縮小しても、選択内容にステップは追加されません。つまり、展開と縮小によって、列のデータの選択内容は変更されません。

たとえば、時間ディメンションの唯一のメンバーとして2008を選択したピボット表を作成し、この唯一の時間メンバーがピボット表の列ヘッダーとなるようデータを配置するとします。2008を展開して四半期を表示し、第4四半期を展開して月を表示します。この時点で、ピボット表には、2008、2008 Q1、2008 Q2、2008 Q3、2008 Q4、2008年10月、2008年11月および2008年12月の子メンバーがあります。しかし、「選択ステップ」ペインを表示すると、時間ディメンションの選択内容には、依然としてメンバー2008のみが含まれています。

階層列の展開および縮小は、その特定のビューのみに作用します。その他のビューには影響しません。


	
属性列: 行見出しまたは列見出しから、あるいは属性列のメンバーからドリルダウンできます。見出しをドリルすると、ビューに下位レベルが追加されます。メンバーをドリルすると、下位レベルが追加され、フィルタと選択ステップの両方に作用します。

	
メンバーのドリルは現在のメンバーにフィルタを追加し、それによって結果を制限します。たとえば、P1 Product列を含む表のGame Stationメンバーをドリルした場合、E1 Sales Rep Name列が追加され、これによってP1 ProductがGame Stationと等しいことを指定するフィルタが追加されます。


	
メンバーのドリルによって分析に下位レベルの列が追加され、設計時のステップの更新を提供せずに、「選択ステップ」ペインの列が更新されます。












関連トピック

ドリルに関連する次のトピックを参照してください。

	
マップでのドリルの詳細は、マップでのドリルを参照してください。


	
ダッシュボードのビューでのドリル用の構成の詳細は、ダッシュボードへのコンテンツの追加を参照してください。


	
階層列のドリル用の構成の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』を参照してください。











ビューでのデータのソート

分析を作成する際、ファンネル、ゲージ、グラフ、ヒート・マトリックス、ピボット表、表およびトレリスに表示される結果のソートを指定できます。


共通のソート機能

一部のソート機能はグラフ、ヒート・マトリックス、ピボット表、表およびトレリスに共通です。

グラフ、ヒート・マトリックス、ピボット表、表およびトレリスには、属性列および階層列の「基準」タブの「選択された列」ペインで指定されたソートが反映されます。列の「オプション」ボタンから使用できるソート・メニュー・オプションを使用します。これらのソート・オプションでは、1つの列または複数の列で昇順または降順にソートする機能が提供されます。複数の列に対するソートを作成することによって、データの第2レベルのソートおよび第3レベルのソートなど、複数レベルのソートを指定できます。「基準」タブで、これらのソート・レベルは、数字と列に対するソート・アイコンで示されます。

「基準」タブで指定したオプションは、分析の初期ソート状態として機能します。後で分析を使用する際、ソートを変更できます。

階層列の項目をソートする場合、常に親の内部でソートします。つまり、子は、親の外部でソートされません。子は、親の下に適切なソート順で表示されます。親は子と一緒にソートされません。

ビューに合計が含まれる場合、それらの値はソートされません。ソートに関係なく、配置した場所のまま、場所は変わりません。

グループを含む属性列または階層列をソートすると、そのグループは、常にリストの最下部に表示されます。複数のグループがある場合、グループは、対応するステップが「選択ステップ」ペインで指定された順序でリストされます。





データのソート

ソートによって、最小のデータ値から最大のデータ値へ、または最大から最小へ、ビューの行や列をソートできます。すべてのソートをクリアすることで、データ・ソースの順序に戻すこともできます。ヒート・マトリックス、ピボット表、表およびトレリスのビューの行エッジおよび列エッジで、英数字のソートを指定できます。

次に記載したソートも含め、ソートの仕様は様々な方法で設定できます:

	
「基準」タブの「選択された列」ペインで、列の横の「オプション」ボタンをクリックし、メニューから適切なソート・オプションを選択します。ソート・オプション・メニューの詳細は、ソート・オプション・メニューを参照してください。


	
ヒート・マトリックス、ピボット表、表またはトレリスで右クリックし、「ソート」または「列のソート」(いずれか使用可能なもの)を選択します。「ソート」を選択した場合、「ソート」ダイアログが表示され、ここでソート・オプションを選択します。「列のソート」を選択した場合は、メニューから適切なソート・オプションを選択します(詳細は、ソート・オプション・メニューを参照してください)。


	
グラフ・ビューでデータ・マーカー(グラフのタイプによって、棒、折れ線、区分など)、凡例項目、グループレベル(X軸)項目、「プロンプト」ラベルまたは「セクション」ラベルを右クリックし、「ソート」を選択してから、「ソート」ダイアログで適切なソート・オプションを選択します。グラフのソートの例は、右クリック・メニューを使用したグラフのソートを参照してください。




	
注意:

「グラフのピボット結果」ボタンを使用してピボット表が作成されている場合、右クリック・メニューのオプションはグラフには使用できません。詳細は、ピボット表、表およびトレリス・ビュー固有のツールバー・ボタンおよびボックスを参照してください。








	
ヒート・マトリックス、ピボット表、表またはトレリスのビューの見出しに含まれる列名の右の領域にマウス・ポインタを合せてから、列の上向き三角形(昇順ソート)または下向き三角形(降順ソート)をクリックします。これらのソート指定は、右クリック・メニューで行ったソート指定をオーバーライドします。

列見出しまたは行見出しのソート・ボタンが影付きで表示されている場合、その列にはプライマリ・ソートが含まれています。別の最下層の列見出しまたは行見出しにマウスを合せて、該当するソート・ボタンまたはマウスの右ボタンをクリックすると、第2または第3レベルのソートを追加できます。




ビューで指定したソート・オプションは、「選択された列」ペインでの指定をオーバーライドします。




	
注意:

「分析プロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブの「列のソート」を選択解除した場合、実行時にビューの列をソートすることはできません。
ピボット表に直接ソートを適用するときにユーザーのロケールは考慮されません。かわりに、バイナリ・ソートが実行されます。ユーザーのロケールが考慮されるようにするには、「基準」タブでソートを適用します。













ソートのクリア

ソートのクリアには様々な方法を使用できます:

	
「選択された列」ペインで適用したソートには、「すべての列におけるすべてのソートのクリア」をクリックします。「選択された列」ペインで適用したソート指定が削除されます。ビューで指定したソートは維持されます。


	
グラフ、ヒート・マトリックス、ピボット表、表またはトレリス・ビューの「プロンプト」ラベルまたは「セクション」ラベルから適用したソートの場合、「プロンプト」ラベルまたは「セクション」ラベルにマウス・ポインタを合せて右クリックして「ソート」を選択します。「ソート」ダイアログで、各ソート領域から「エッジ内のすべてのソートのクリア」ボタンをクリックしてから、「OK」をクリックします。


	
ヒート・マトリックス、ピボット表、表またはトレリスで直接適用したソートは、次のようにしてクリアします:

	
未ソートの列でソート・ボタンをクリックし、現在プライマリ・ソートが適用されている列からプライマリ・ソートを削除し、ボタンをクリックした列に適用します。


	
右マウス・メニューから「ビュー内のすべてのソートのクリア」オプションを選択します。





	
ヒート・マトリックス・ビューで適用したソートの場合、外部エッジ、列ラベルまたは行ラベルにマウス・ポインタを合せて右クリックして「ソート」を選択します。「ソート」ダイアログで、各ソート領域から「エッジ内のすべてのソートのクリア」ボタンをクリックしてから、「OK」をクリックします。


	
グラフ・ビューで適用したソートの場合、任意のデータ・マーカー、凡例項目、グループレベル(X軸)ラベルを選択し、右クリックして「ソート」を選択します。「ソート」ダイアログで、各ソート領域から「エッジ内のすべてのソートのクリア」ボタンをクリックしてから、「OK」をクリックします。








表およびピボット表でのソート

ピボット表は、デフォルトでは常に外側のレイヤーから内側のレイヤーに各エッジがソートされます。これは、以前のリリース(11gより前のリリース)の動作と異なります。以前のリリースでは、ピボット表のデフォルトのソートとして、基準列で指定されたソートによって決定される表ソートが使用されていました。


図4-22 ソートの例: 表およびピボット表

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]






例1: 各エッジに列が1つある場合のソート

列エッジに時間階層、行エッジにOffices階層が配置されたピボット表があるとします。つまり、両方とも階層列です。1 - Revenue (ドル単位)はメジャーで、ピボット表に表示されています。特定の年について、Offices階層を1 - Revenueの最高収益から最低収益の順または最低収益から最高収益の順にソートすることも、ソートしないこともできます。

図4-23に、Offices階層を2010年の1 - Revenueで昇順にソートした例を示します。親Corporate Totalは、常に子の上に表示されます。2010年のみが選択されたため、他の年の値は数値でソートされていない場合があります。


図4-23 ソートの例: 2010年のOffices階層

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



図4-24に、Corporate Totalの1 - Revenueで時間階層をソートした例を示します。年が、2011、2010、2012の順に並び替えられています。Corporate Totalの値は、2011年が最も低く、2010年および2012年が最も高いものでした。


図4-24 ソートの例: 収益による時間階層

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]






例2: 行エッジに列が2つある場合のソート

列エッジに時間階層が、行エッジにP1 ProductsとOffices階層(Officesの外側に製品)が配置されたピボット表があるとします。1 - Revenue (ドル単位)はメジャーで、ピボット表に表示されています。行エッジは、2010年の1 - Revenueで降順にソートできます。Officesは例1と同様にソートされていますが、製品は一番外側のレイヤーのためソートされていません。図4-25を参照してください。


図4-25 ソートの例: 行エッジの2つの列

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]






例3: 列エッジにメジャーが2つある場合のソート

列エッジに時間階層があり、行エッジにOffices階層があるピボット表があるとします。図4-26に示すように、1 - Revenueと2 - Billed Quantityの両方が、ピボット表にメジャーとして表示されています。GenMind Corpのリーフ・ノードで左向き三角形(昇順ソート)を使用して年をソートしようとすると、列エッジの(左から右に数えて)1つ目のメジャーが、ソート対象として選択されます。エッジの1つ目のメジャーが1 - Revenueの場合、ピボット表は図4-27に示すようにソートされます。


図4-26 ソートの例: 列エッジに2つのメジャーがあるソート - ソート前

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]




図4-27 ソートの例: 列エッジに2つのメジャーがあるソート - ソート後

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



メジャーが行エッジにあり、年でソートする場合、最も上にあるメジャーがソートに使用されます。

ピボット表、表またはトレリスでソートの右クリック相互作用を使用してソートする場合は、ソートに使用するメジャーを選択できるオプションが表示されます。詳細は、ソート・オプション・メニューを参照してください。


図4-28 右クリック相互作用を使用したメジャーのソート

[image: この図は周囲のテキストで説明しています]







右クリック・メニューを使用したグラフのソート

ファンネル、ゲージまたはグラフ・ビューでは、データ・マーカー(グラフのタイプによって、棒、折れ線、区分など)、凡例項目、グループレベル(X軸)項目、「プロンプト」ラベルまたは「セクション」ラベルを右クリックできます。「ソート」を選択し、「ソート」ダイアログで適切なソート・オプションを選択します。

2つのメジャー(1 - Revenueおよび2 - Billed Quantity)を持つ縦棒グラフがあり、これらのメジャーがT05 Per Name Year別にグループ化されており、D50 Regionでプロンプトされているとします。棒グラフを収益で昇順にソートするとします。

図4-29に、「ソート」ダイアログの例を示します。ここでは、1 - Revenueがソート基準列として選択されており、「順序」に「低から高」(昇順)が選択されています。


図4-29 ソート例: 「ソート」ダイアログでの「列のソート」およびソート順の選択

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



図4-30に、2つのメジャー(1 - Revenueおよび2 - Billed Quantity)を持つ縦棒グラフのソート結果を示します。これらのメジャーはT05 Per Name Year別にグループ化され、D50 Regionでプロンプトされ、1 - Revenueで「低から高」の順にソートされています。


図4-30 ソート例: 「ソート」ダイアログで「列のソート」およびソート順を選択した結果

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]









表ビュー、ピボット表ビューおよび拡張トレリス・ビューでの行および列のサイズ変更

データを参照する方法としてスクロールを使用するように設定されている表ビュー、ピボット表ビューおよび拡張トレリス・ビューの行エッジおよび列エッジのサイズを変更できます。

プロパティ・ダイアログ(「表のプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブ、「ピボット表のプロパティ」ダイアログまたは「トレリスのプロパティ」ダイアログ: 「一般」タブ)でデータを参照する方法としてスクロールを使用するように表、ピボット表または拡張トレリスを設定します。

行および列のサイズ変更について、次の点に注意してください:

	
永続的ではありません。たとえば、表から一度離れて再度表示すると、サイズ変更の効果は失われます。


	
表、ピボット表または拡張トレリスをPDFにエクスポートする場合は無視されます。




表ビュー、ピボット表ビューまたは拡張トレリス・ビューの行エッジまたは列エッジのサイズを変更するには:

	
列または行エッジの境界線にマウス・ポインタを合せます。サイズ変更カーソルが表示されます。


	
マウス・ボタンをクリックして押したままの状態にします。点線が表示されます。


	
目的のサイズになるまで点線をドラッグし、マウス・ボタンを放します。









ビューの保存

使用しているビューはいつでも保存できます。ビューを保存するには、分析を保存する必要があります。

ビューを保存する手順:

	
次のようにビューを保存します。

	
新規分析または既存の分析の場合、「分析」エディタの「分析の保存」ツールバー・ボタンをクリックします。


	
既存の分析を別の名前で保存する場合、「分析」エディタの「名前を付けて保存」ツールバー・ボタンをクリックします。




分析を初めて保存する場合、または既存の分析を別の名前で保存する場合、「名前を付けて保存」ダイアログが表示され、分析の保存に関する情報を指定します。









ビューまたは複合レイアウトの名前の変更

ビューまたは複合レイアウトを作成した場合は、エンド・ユーザーにわかりやすい名前にビューまたは複合レイアウトの名前を変更できます。

ビューまたは複合レイアウトの名前を変更するには:

	
名前変更を行う場合:

	
ビューの場合は、ビューのエディタのツールバーで「ビューの名前変更」ボタンをクリックします。


	
複合レイアウトの場合は、「分析」エディタ: 「結果」タブのツールバーで「複合レイアウトの名前変更」ボタンをクリックします。




「ビューの名前変更」ダイアログが表示されます。


	
ビューまたは複合レイアウトの新しい名前を入力します。


	
「OK」をクリックします。









ビューの再配置

マウスを使用して、複合レイアウト内でビュー(タイトル、凡例、表、グラフなど)を再配置できます

ビューを再配置する手順:

	
再配置するビューの上端の少し内側にカーソルを置きます。


	
ビューで左マウス・ボタンをクリックしたままにします(構成されている場合)。

ビューが移動可能なオブジェクトとして透明に表示されます。


	
マウスを使用して、希望の位置までビューをドラッグします。

ビューは、次のように再配置できます。

	
ビューの境界。

各ビューには4つの境界(上、下、左、右)があり、分析の他のビューの境界に沿って再配置できます。ビューをドラッグ・アンド・ドロップして、別のビューの境界に沿って表示できます。


	
複合レイアウトの外側の境界。

各複合レイアウトには、正方形または長方形に配置された1つ以上のビューが含まれています。複合レイアウトには、4つの境界(上、下、左、右)があります。複合レイアウトの外側の境界に、ビューをドラッグ・アンド・ドロップできます。このアクションによって、複合レイアウトの縦横いっぱいにビューが表示されます。





	
マウス・ボタンを放します。

複合レイアウト内の青の棒で示された位置に、ビューが再配置されます。


	
ビューの再配置をさらに行うには、前述の手順を繰り返します。









ビューの印刷

HTMLまたはAdobe PDF(Portable Document Format)を使用してビューを印刷できます。Adobe PDFを使用して印刷するには、Adobe Reader 6.0以上が必要です。

PDFと、ヘッダーやフッターの追加などの印刷オプション指定することもできます。印刷の詳細は、ビューの印刷およびエクスポート・オプションの変更を参照してください。




	
注意:

HTMLでの印刷方法は、ブラウザの印刷処理機能に依存します。希望する結果が得られない場合、PDFを選択して開き、分析を印刷してください。







次のものを印刷できます。

	
ビューのエディタから1つのビュー


	
複合レイアウトに表示されているビューの組合せ




1つのビューまたはビューの組合せを印刷する手順:

	
次のように印刷します。

	
1つのビューの場合、ビューのエディタのツールバーで「この分析を印刷します」ボタンをクリックします。


	
複合レイアウトに表示されているビューの組合せの場合、「分析」エディタ: 「結果」タブのツールバーで「この分析を印刷します」をクリックします。





	
「印刷可能HTML」または「印刷可能PDF」を選択します。

	
HTMLの場合、新しいウィンドウに、印刷するビューが表示されます。

「ファイル」メニューから「印刷」を選択します。


	
PDFの場合、Adobe PDFウィンドウに、印刷するビューが表示されます。

Adobe PDFウィンドウで使用できるオプションを使用して、ファイルを保存または印刷します。




	
注意:

標準ページ・サイズ(8.27 x 11.69インチ)に収まらないゲージを印刷するには、ゲージを分割する必要があります。


















ビューの印刷およびエクスポート・オプションの変更

印刷およびエクスポート・オプションを変更するには:

	
「分析」エディタ: 「結果」タブのツールバーで、「印刷とエクスポートのオプション」ボタンをクリックします。

「印刷とエクスポートのオプション」ダイアログが表示されます。


	
ダイアログで適切なオプションを指定し、「OK」をクリックします。









ダッシュボードに表示されるビューのプレビュー

ビューがダッシュボードでどのように表示されるかをプレビューできます。次のものをプレビューできます。

	
ビューのエディタから1つのビュー


	
複合レイアウトに表示されているビューの組合せ




ビューをプレビューする手順:

	
次のようにプレビューします。

	
1つのビューの場合、ビューのエディタのツールバーで「ダッシュボードでの結果の表示方法を示します」ボタンをクリックします。


	
複合レイアウトに表示されているビューの組合せの場合、「分析」エディタ: 「結果」タブのツールバーで「ダッシュボードでの結果の表示方法を示します」ボタンをクリックします。







	
注意:

「ダッシュボードでの結果の表示方法を示します」ボタンが使用できない場合、管理者によって表示されないよう設定されています。







ダッシュボードのプレビューは、新しいウィンドウに表示されます。プレビューには任意のプロンプトが表示され、適用されます。









ビューの削除

次のものからビューを削除できます。

	
複合レイアウト。

複合レイアウトからビューを削除すると、ビューは複合レイアウトからのみ削除され、分析からは削除されません。


	
分析。

分析からビューを削除すると、ビューが含まれていた複合レイアウトからも、分析からも、ビューが削除されます。




ビューを削除する手順:

	
次のようにビューを削除します。

	
複合レイアウトの場合、複合レイアウトのビューで「複合レイアウトからビューを削除」ボタンをクリックします。


	
分析の場合、「ビュー」ペインでビューを選択し、「分析からビューを削除」ツールバー・ボタンをクリックします。












ビューの結果のリフレッシュ

表やピボット表などの結果データを表示するビューの使用時、現在の分析の結果をリフレッシュできます。結果のリフレッシュは、結果を限定するフィルタの追加などの変更を行い、変更の効果を確認する場合に便利です。

現在の分析の結果をリフレッシュする手順:

	
「分析」エディタ: 「結果」タブのツールバーで、「現在の分析の結果をリフレッシュします」ボタンをクリックします。









エージェント・ユーザーへ配信するビューのカスタマイズ

配信コンテンツは「エージェント」エディタ: 「送信先」タブに指定した送信先に基づいて自動的に書式設定されます。複合レイアウトにビューを含めることによって、特定の送信先にどのビューを送信するかを手動で制御できます。たとえば、携帯電話に配信する場合、大部分がテキストのビューを作成し、そのビューを複合レイアウトに追加します。以前のリリース(11gより前のリリース)では、この機能は、カスタマイズされたビューと呼ばれていました。

特定の送信先に送信する複合レイアウトを制御する手順:

	
適切な分析に対し、配信されるコンテンツに使用するビューを作成し、保存します。


	
「分析」エディタ: 「結果」タブのツールバーで、「複合レイアウトの作成」ボタンをクリックします。


	
複合レイアウトに、作成したビューを追加します。


	
「分析」エディタ: 「結果」タブのツールバーで、「分析プロパティの編集」ボタンをクリックします。


	
「テキスト配信用のビュー」ボックスで、ビューを追加した複合レイアウトを選択します。


	
「OK」をクリックします。









ビューのマスター詳細リンクとは

ビューのマスター詳細リンクでは、複数のビューの間に関係が確立され、マスター・ビューと呼ばれる1つのビューによって、詳細ビューと呼ばれる1つ以上の他のビューでデータの変更が誘発されます。

たとえば、次の2つのビューがあるとします。

	
地域ごとの売上金額を示す表


	
セクション・スライダに地域を表示し、ブランドごとの売上金額を示すグラフ




マスター詳細リンク機能を使用すると、2つのビューがリンクされ、表で特定の地域をクリックすると、グラフのセクション・スライダの地域とグラフのデータの両方が、表でクリックされた地域を反映して変更されます。図4-31の例の場合、D50 Region列の表で「APAC」をクリックすると、セクション・スライダのつまみがAPACに置かれ、グラフのデータがAPACのデータに更新されます。


図4-31 ビューのマスター詳細リンク

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]




マスター・ビューとは

マスター・ビューによって、1つ以上の詳細ビューでデータの変更が誘発されます。指定したチャネルでマスター詳細イベントを送信するようビューの列の相互作用を設定すると、ビューはマスターになります。この列は、マスター列と呼ばれます。

マスター列の列では、値がクリックされると、マスター詳細イベントを送信し、詳細ビューのデータを更新する情報を渡します。

次のタイプのビューをマスター・ビューにできます。

	
ファンネル・グラフ


	
ゲージ


	
グラフ


	
ヒート・マトリックス


	
マップ


	
ピボット表


	
表


	
トレリス(内部の可視化ではなく外部エッジのみ)




マスター・ビューは、詳細ビューと同じ分析内にあっても、別の分析内にあってもかまいません。マスター・ビューによって、1つ以上の詳細ビューでデータが更新されます。

グラフまたはゲージの行または列エッジにある列に構成されているマスター詳細イベント(つまり、凡例またはグループ・ラベル)は、(クリック時に)ビューの対応するデータ項目から、そのデータ項目に対応するメジャーのイベント設定とともに公開されます。


マスター列にできる列のタイプ

任意のタイプの列(階層、属性またはメジャー)をマスター列にできます。ただし、マスター列は、マスター・ビューのページ・エッジまたはセクション・スライダに表示できません。これは、ビューの本体に表示される必要があります。




	
注意:

階層列はマスター列としてサポートされますが、ユーザーが階層レベルをクリックすると、レベルが詳細ビューでも展開されている場合にのみ、変更が詳細ビューで有効になります。











マスター詳細イベントで渡される情報

マスター詳細イベントが発生すると、クリックされたマスター・ビューのセル(項目)の定義が渡されます。渡される特定の情報は、列のタイプによって異なります。

	
属性列の場合、クリックされた値と、軸メンバーの左と上のコンテキスト情報が渡されます。

図4-32の例の場合、属性列D51 Areaがマスター列の場合に「Central」(青で強調表示)をクリックすると、渡されるマスター詳細イベント情報はD50 Region = AMERICASおよびD51 Area = Centralになります。


図4-32 属性列のマスター詳細イベント情報

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



	
メジャー列の場合、データ値のすべてのコンテキスト情報が渡されます。

図4-33の例の場合、メジャー列1 - Revenueがマスター列の場合に「1,113,286」(青で強調表示)をクリックすると、渡されるマスター詳細イベント情報はD50 Region = AMERICAS、D51 Area =CentralおよびT05 Per Name Year = 2012になります。


図4-33 メジャー列のマスター詳細イベント情報

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]





マスター詳細イベント情報によって、詳細ビューでのページ・エッジまたはセクション・スライダの位置が定義されます。





チャネルとは

チャネルは、マスター・ビューと詳細ビューをリンクします。これは、マスター・ビューから詳細ビューへマスター詳細イベントを送る手段です。マスター詳細関係では、マスター・ビューと詳細ビューの両方で同じチャネル(Channel1など)を使用する必要があります。チャネル名は大文字/小文字が区別されるため、注意してください。







詳細ビューとは

詳細ビューは、指定されたチャネルでマスター・ビューによって送信されたマスター詳細イベントをリスニングし、これに応答するビューです。マスター詳細イベントをリスニングするよう設定すると、ビューは詳細ビューになります。

詳細ビューには、マスター詳細イベントで渡された情報によって値が直接変更される1つ以上の列が含まれます。これらの列は、詳細列と呼ばれます。詳細列の要件は次のとおりです。

	
詳細ビューのページ・エッジまたはセクション・スライダにあります。詳細列がページ・エッジに表示されるかセクション・スライダに表示されるかは、ビューのタイプによって異なります。

	
ピボット表および表の場合、ページ・エッジにある必要があります。


	
グラフおよびゲージの場合、ページ・エッジにあっても、セクション・スライダにあってもかまいません。




	
注意:

詳細列がセクション・スライダにあり、ページ・エッジが存在する場合、詳細列は、マスター詳細イベントの情報で更新されません。たとえば、イベントの情報がD50 Region=AMERICASおよびT05 Per Name Year=2009で、詳細ビューのページ・エッジにRegionが含まれ、セクション・スライダにYearsが含まれる場合は、Regionのみが更新されます。











	
マスター・ビューの列と一致します




詳細ビューに複数の詳細列が含まれる場合、複数のチャネルでマスター詳細イベントをリスニングし、応答します。

次のタイプのビューを詳細ビューにできます。

	
ファンネル・グラフ


	
ゲージ


	
グラフ


	
ヒート・マトリックス


	
マップ


	
ピボット表


	
表


	
トレリス(内部の可視化ではなく外部エッジのみ)




詳細ビューは次のようになります。

	
複数のマスター・ビューからのマスター詳細イベントをリスニングできます


	
マスター・ビューと同じ分析内にあっても、別の分析内にあってもかまいません


	
別のビューのマスターとして機能しません








ビューのマスター詳細リンクの作用

マスター・ビューと詳細ビューがリンクされている場合、ユーザーがマスター列のセル(項目)をクリックすると、指定されたチャネルでマスター詳細イベントが生成され、マスター詳細イベント情報が詳細ビューに渡されます。

詳細ビュー(指定されたチャネルでマスター詳細イベントをリスニングしている)は、イベントとマスター詳細イベント情報を受け取ります。これは、マスター詳細イベント情報を確認し、この情報内のどの列が詳細列と一致するかを判断します。一致が見つかると、マスター詳細イベント情報の列値を使用して詳細列を更新し、詳細ビュー全体をリフレッシュします。




	
注意:

マスター列がセクション・スライダにある場合、ブラウザに当初表示されていない詳細ビューは、スクロール・ダウンしてビューを表示するまで更新もリフレッシュもされません。セクション・スライダの詳細は、グラフ、ゲージおよびファンネルのセクション・スライダの定義を参照してください。







ビューのマスター詳細リンクの作用の例は、マスター詳細関係でリンクされた表とグラフの例を参照してください。








マスター詳細関係でのビューのリンク

マスター詳細関係でビューをリンクするには、マスター・ビューと詳細ビューを定義する必要があります。

マスター詳細リンクの詳細は、「ビューのマスター詳細リンクとは」を参照してください。



マスター・ビューの定義

マスター・ビューとしてビューを定義するには:

	
マスター・ビューとして定義するビューの分析を作成または編集します。


	
マスター列となる列に対し、「分析」エディタ: 「基準」タブで「オプション」ボタンをクリックし、「列のプロパティ」を選択します。「列のプロパティ」ダイアログが表示されます。




	
注意:

「レイアウト」ペインの「詳細オプション」ボタンをクリックし、「列のプロパティ」を選択して、「列のプロパティ」ダイアログを表示することもできます。








	
「列のプロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブをクリックします。


	
「値」領域の「プライマリ相互作用」ボックスで、「マスター詳細イベントの送信」を選択します。「チャネルの指定」フィールドが表示されます。


	
「チャネルの指定」フィールドに、マスター・ビューがマスター詳細イベントを送信するチャネルの名前を入力します。「Sales Analysis Channel」、「Channel 1」、「channel 1」など、適切な名前を使用できます。


	
マスター・ビューとして使用するビューを追加します。追加したビューはマスター列を含み、マスター・ビューとして使用されることに注意してください。


	
「OK」をクリックします。









詳細ビューの定義

詳細ビューとしてビューを定義するには:

	
詳細ビューとして定義するビューの分析を作成または編集します。


	
詳細ビューとなるビュー(グラフなどの)を作成します。


	
ビューを編集します。


	
ビューのエディタのツールバーにあるビューの「プロパティ」ボタンをクリックします。たとえば、グラフの場合、「グラフ」エディタで「グラフのプロパティ」ツールバー・ボタンをクリックします。ビューのプロパティ・ダイアログ(グラフの場合は「グラフのプロパティ」ダイアログなど)が表示されます。


	
「ゲージのプロパティ」ダイアログ: 「一般」タブ(ゲージの場合)、「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「一般」タブ(グラフまたはファンネル・グラフの場合)、ヒート・マトリックス・プロパティ・ダイアログ: 「一般」タブ(ヒート・マトリックスの場合)、「マップ・プロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブ(マップの場合)、「ピボット表のプロパティ」ダイアログ(ピボット表の場合)または「表のプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブ(表の場合)で、「マスター詳細イベントのリスニング」ボックスを選択します。




	
注意:

マップ・ビューでマスター値を含む詳細機能が見つからない場合は、「IDに表示するデータがありません: nnn」という警告メッセージが表示されます。








	
「イベント・チャネル」フィールドに、詳細ビューがマスター詳細イベントをリスニングするチャネルの名前を入力します。名前では、大文字と小文字が区別され、マスター・ビューがマスター詳細イベントを送信するチャネルの名前と一致する必要があります。(マスター・ビューのチャネルの詳細は、マスター・ビューの定義を参照してください。)


	
「OK」をクリックします。


	
「レイアウト」ペインで、次のとおり、「プロンプト」ドロップ・ターゲットまたは「セクション」ドロップ・ターゲットのいずれかに詳細列とする列をドラッグします:

	
詳細ビューがピボット表または表の場合、「プロンプト」ドロップ・ターゲットに列をドラッグします。


	
詳細ビューがグラフまたはゲージの場合、グラフまたはゲージが「プロンプト」ドロップ・ターゲットに列を含んでいないかぎり、「プロンプト」ドロップ・ターゲットまたは「セクション」ドロップ・ターゲットのいずれかに列をドラッグします。その後、「プロンプト」ドロップ・ターゲットに列をドラッグする必要があります。




	
注意:

すべての詳細列を同じドロップ・ターゲットにドラッグ・アンド・ドロップする必要があります。一部を「プロンプト」ドロップ・ターゲットに含め、残りを「セクション」ドロップ・ターゲットに含めるということはできません。







ドロップ・ターゲットの詳細は、ドロップ・ターゲットの理解を参照してください。





	
(オプション)1つ以上の詳細列を「セクション」ドロップ・ターゲットにドラッグ・アンド・ドロップした場合は、「スライダとして表示」ボックスを選択します。




	
注意:

グラフの場合は、マスター詳細イベントをリスニングするために、詳細列を「セクション」ドロップ・ターゲットに配置する必要があります。そうすれば、分析またはダッシュボードにスライダが作成されます。マスター詳細関係の一部であるグラフ・ビューで、分析またはダッシュボードの外観を簡単にする場合は、「スライダとして表示」を選択しないでください。このようにすれば、詳細列を表示できるようにするために作成されるスライダを非表示にできます。















マスター詳細関係でリンクされた表とグラフの例

この例では、表Regional Sales Master ViewはグラフRegional Sales View Detail Viewとマスター詳細関係でリンクされています。


Regional Sales Master Viewについて

マスター・ビューの分析には、D50 Region列と1 - Revenue列が含まれています。図4-34に示すとおり、1 - Revenue列はマスター列として設定されています。マスター・ビューに追加されたビューは表です。


図4-34 マスター・ビューの定義の例

[image: このイメージは、値が入力された画面の例です。]






Regional Sales Detail Viewについて

詳細ビューの分析には、D50 Region列、P4 Brand列および1 - Revenue列が含まれています。詳細ビューに追加されたビューは横棒グラフで、図4-35に示すとおり、Sales Channelでマスター詳細イベントをリスニングするよう設定されています。


図4-35 マスター詳細イベントをリスニングする設定

[image: このイメージは、値が入力された画面の例です。]



D50 Region列は詳細列として設定されています。これは、図4-36に示すとおり、「レイアウト」ペインの「グラフのプロンプト」ドロップ・ターゲットにD50 Region列をドラッグ・アンド・ドロップすることで行われました。(D50 Region列が表のページ・エッジに表示されていることに注意してください。)





Regional Sales Master ViewとRegional Sales Detail Viewに対するマスター詳細リンクの作用

ユーザーが、Regional Sales Master ViewでAMERICAS地域の収益を含むセルをクリックすると、ビューは、Sales Channelを使用してマスター詳細イベントを送信し、D50 Region = AMERICASというマスター詳細イベント情報を渡します。

Sales ChannelでリスニングしているRegional Sales Detail Viewは、マスター詳細イベント情報を受け取り、確認します。これが、D50 Region列がページ・エッジの列に一致すると判断し、図4-36に示すとおり、ページ・エッジをAMERICASに更新して、ビュー全体をリフレッシュします。


図4-36 マスター詳細関係: Regional Sales Master ViewとRegional Sales Detail View

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]

















5 ダッシュボードの作成と使用


この章では、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionのダッシュボードの作成および使用方法について説明します。また、保存されたカスタマイズの使用、ダッシュボード・テンプレート・ページの作成、ダッシュボードの公開、ダッシュボード・ページへのリンクの作成、およびブリーフィング・ブックの操作についても説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
ダッシュボードとは


	
ダッシュボードの作成と編集を行うユーザー


	
ダッシュボード・ビルダーとは


	
ダッシュボードのルック・アンド・フィールを制御する方法


	
ALTAスタイルについて


	
ダッシュボードの作成


	
ダッシュボードの編集


	
ダッシュボード・ページへのOracle BI Publisherレポートの追加


	
ダッシュボードとそのページのプロパティの変更


	
ダッシュボード・ページに追加されたオブジェクトのプロパティの変更


	
ダッシュボード・ページの実行の遅延


	
ダッシュボード・ページを印刷およびエクスポートするためのカスタム・レイアウトの作成について


	
ダッシュボード・ページを印刷およびエクスポートするためのカスタム・レイアウトの作成


	
カスタム・レイアウトの編集、置換または削除


	
ダッシュボード・ページのオブジェクトの削除


	
ダッシュボード・ページの削除


	
他の名前と他の場所でのダッシュボードの保存


	
ダッシュボードのオープンと使用


	
ダッシュボード・ページの保存済カスタマイズとは


	
カスタマイズの保存


	
保存済カスタマイズの適用


	
保存済カスタマイズの編集


	
現在のカスタマイズのクリア


	
新規ユーザーのダッシュボード・テンプレート・ページについて


	
新規ユーザーのダッシュボード・テンプレート・ページの作成


	
ダッシュボード・ページの公開


	
ダッシュボード・ページへのリンクの作成について


	
ダッシュボード・ページへのリンクの作成


	
ブリーフィング・ブックの使用






ダッシュボードとは

ダッシュボードでは、企業や外部情報をパーソナライズして表示できます。ダッシュボードは、1つ以上のページで構成されます。

ページには、次のようなWebブラウザでアクセスまたは開くことのできるものを表示できます:

	
分析の結果

分析の結果は、分析の基準に一致してOracle BIサーバーから返される出力です。表、グラフ、ゲージなどの様々なビューに表示できます。ユーザーは、結果の確認や分析、PDFやHTMLでの印刷、PDFでの保存、およびスプレッドシートへのエクスポートを行えます。


	
エージェントからのアラート


	
アクション・リンクとアクション・リンク・メニュー


	
イメージ


	
テキスト


	
Oracle BIプレゼンテーション・カタログ内のフォルダのビュー


	
Webサイトへのリンク


	
ドキュメントへのリンク


	
埋込みコンテンツ(Webページやドキュメントなど)


	
Oracle BI Publisherレポート




ダッシュボードを開くと、ダッシュボードのコンテンツが1つ以上のダッシュボード・ページに表示されます。ダッシュボード・ページは、ダッシュボードの上部にあるタブで識別します。右上のツールバーには、次のことが可能なボタンが含まれています。

	
適切な許可および権限がある場合、ダッシュボードを編集します。

ダッシュボード・ビルダーの詳細は、「ダッシュボード・ビルダーとは」を参照してください。


	
現在のページの印刷など、ダッシュボード・ページを操作するための様々なオプションを表示します。ダッシュボードのオープンと使用を参照してください。









ダッシュボードの作成と編集を行うユーザー

ダッシュボードを作成できるかどうかは、ダッシュボードの管理権限で制御されます。この権限は、管理者によって管理されます。

ダッシュボード・ビルダーで行うダッシュボードの編集は、ダッシュボード、およびダッシュボード・ページに追加されるオブジェクトに対して適切な許可と権限を持つユーザーが行えます。詳細は、権限の割当てを参照してください。権限の管理の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービスの権限の管理に関する項を参照してください。






ダッシュボード・ビルダーとは

ダッシュボード・ビルダーを使用すると、ダッシュボードにダッシュボード・ページを追加したり、ダッシュボードのページを編集できます。ダッシュボード・ページにオブジェクトを追加したり、レイアウトを制御できます。

ページには、列やセクションがあり、ダッシュボードのコンテンツが含まれています。各ダッシュボードには1つ以上のページがあり、ページは空でもかまいません。ダッシュボード・ページは、ダッシュボードの上部にあるタブで識別します。複数のページを使用してコンテンツが構成されます。たとえば、各日を参照する分析の結果を含むページ、業者のWebサイトへのリンクを含むページ、および会社のイントラネットへ接続するページを持つことができます。

ダッシュボード・ページに追加できるオブジェクトには次のものがあります。

	
ダッシュボード・オブジェクト - ダッシュボードのみで使用されるアイテム。コンテンツを含めるセクション、アクション・リンク、ダッシュボードのフレームに表示される埋込みコンテンツが、ダッシュボード・オブジェクトの例です。表D-2 ダッシュボード・オブジェクトのリストを参照してください。


	
カタログ・オブジェクト - Oracle BIプレゼンテーション・カタログに保存されていて、適切な権限を持つオブジェクト(分析、プロンプトなど)。

ダッシュボードでは、分析の結果は、表、グラフ、ゲージなどの様々なビューに表示できます。(分析の結果は、分析の基準に合い、Oracle BIサーバーから返される出力です。)ユーザーは、結果の確認、分析、保存、印刷やスプレッドシートへのエクスポートを行えます。









ダッシュボードのルック・アンド・フィールを制御する方法

ダッシュボードのルック・アンド・フィールは高度にカスタマイズ可能で、スキンおよびスタイルによって制御されます。

	
スキン - スキンでは、表示されるグラフィック機能を定義し、背景色、企業のロゴやスタイル・シートなど、Oracle BI EEユーザー・インタフェースの表示方法を制御します。スキンは、ユーザーのログイン時に自動的に割り当てることができます。管理者は、デフォルト・スキンをカスタマイズしたり、スキンを新たに作成できます。


	
スタイル - スタイルでは、ダッシュボードの外観および様々なビューを制御します。つまり、スタイルは、テキストやリンクの色、テキストのフォントやサイズ、表の枠、グラフの色や属性など、結果の表示用の書式設定を制御します。

スタイルおよびスキンは、カスケーディング・スタイル・シート(.css拡張子のファイル)を含むフォルダに編成されます。Oracle Business Intelligence内のすべてのオブジェクトをカスケーディング・スタイル・シートで制御できます。管理者は、スタイル・シートをカスタマイズしたり、スタイル・シートを新たに作成できます。「結果」タブで結果を書式設定する際には、スタイル・シートの一部の要素(表の枠、テキストのサイズなど)をオーバーライドできます。

特定のダッシュボードのスタイルは、「一般プロパティ」領域の「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログで「スタイル」リストを使用して指定できます。


	
装飾的な書式 - 装飾的な書式は、列と階層レベルのデータ、ビューおよびダッシュボード・ページの列とセクションの外観に影響を与えます。詳細は、装飾的な書式とはおよびダッシュボード・ページへの書式の適用を参照してください。









ALTAスタイルについて

Oracle BI EE 11gには、ALTAを含むいくつかのスタイルが同梱されています。このスタイルでは、Oracle Business Intelligence製品全体ですっきりした一貫性のある外観を実現し、明るい色、小さなグラデーションおよび境界サイズなどの新鮮な表示トレンドを表現できます。

ALTAの詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドのOracle BI Webユーザー・インタフェースのカスタマイズに関する項を参照してください。




	
注意:

新しいカスタム・スタイルの作成を計画している場合は、ALTAを出発点として使用することをお薦めします。












ダッシュボードの作成

ダッシュボード・ビルダーを使用して、ダッシュボードを作成(および編集)します。ダッシュボードの詳細は、「ダッシュボードとは」を参照してください。

ダッシュボードを作成する手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「新規」をクリックし、「ダッシュボード」を選択します。

「新規ダッシュボード」ダイアログが表示されます。


	
ダイアログで、ダッシュボードの名前と説明を入力します。


	
ダッシュボードの場所を選択します。




	
注意:

ダッシュボードを/共有フォルダ/第1レベルのサブフォルダの下の「ダッシュボード」サブフォルダに保存した場合、ダッシュボードはグローバル・ヘッダーの「ダッシュボード」メニューに表示されます。それ以外のレベル(例: /共有フォルダ/売上/東部)の「ダッシュボード」サブフォルダに保存した場合は、表示されません。
ダッシュボードが保存されていない/Shared Folders/first level subfolderの直下のDashboardsサブフォルダのフォルダを選択すると、新規ダッシュボードの保存先のフォルダに新規Dashboardsフォルダが自動的に作成されます。たとえば、ダッシュボードが保存されていない/Shared Folders/Salesという名前のフォルダを選択すると、新規Dashboardsフォルダが自動的に作成され、場所のエントリが/Shared Folders/Sales/Dashboardsに変わります。(他のレベルのフォルダを選択すると、新規Dashboardsフォルダは自動的に作成されません。)










	
新規ダッシュボードにコンテンツを今追加するか、後で追加するかを指定します。


	
「OK」をクリックします。

コンテンツの追加の指定に応じて、次のようになります。

今を指定した場合、編集用の空のページを1ページ含む新規ダッシュボードが、ダッシュボード・ビルダーに表示されます。

後でを指定した場合、後でコンテンツを追加できる空のダッシュボードが作成されます(表示はされません)。









ダッシュボードの編集

適切な許可および権限を持つダッシュボードを編集できます。

ダッシュボードを編集する手順:

	
グローバル・ヘッダーで「カタログ」をクリックし、カタログ・ページを表示します。


	
編集対象のダッシュボードに移動し、「編集」リンクをクリックします。

ダッシュボードが、ダッシュボード・ビルダーに表示されます。


	
必要に応じて次のタスクを1つ以上行います。

	
ダッシュボード・ページを追加します。ダッシュボードへの新規ページの追加を参照してください。


	
ダッシュボード・ページを削除します。ダッシュボード・ページの削除を参照してください。


	
コンテンツを追加します。ダッシュボードへのコンテンツの追加を参照してください。


	
ダッシュボード・ビルダーの「ツール」ツールバー・ボタンで使用可能なオプションを使用して、次のことを行います。

	
ダッシュボードとダッシュボード・ページのプロパティを設定します。


	
ダッシュボード・ページを印刷およびエクスポートするための設定を指定します。


	
ダッシュボード・ページにレポート・リンクを設定します。


	
ページでの個人の保存済カスタマイズの作成をユーザーに許可するかどうかを指定します。


	
ページを他のユーザーと共有できるよう、共有のダッシュボードの場所にページを公開します。ダッシュボード・ページの公開を参照してください。


	
ダッシュボード・ページまたはダッシュボードのナビゲーション・パラメータを設定できるように、拡張ページ・プロパティを設定します。「拡張ページ・プロパティの設定」を参照してください。




これらのオプションの詳細は、ダッシュボード・ビルダーを参照してください。





	
次のいずれかのステップを任意のタイミングで行います。

	
ダッシュボード・ページをプレビューするには、「プレビュー」ツールバー・ボタンをクリックします。


	
変更を保存するには、「保存」ツールバー・ボタンをクリックします。


	
ダッシュボード・ビルダーを終了してダッシュボードに戻るには、「実行」をクリックします。









ダッシュボードへの新規ページの追加

新規ページをダッシュボードに追加できます。

新規ページをダッシュボードに追加する手順:

	
ダッシュボードを編集します。詳細は、ダッシュボードの編集を参照してください。


	
ダッシュボード・ビルダーの「ダッシュボード・ページを追加」ツールバー・ボタンをクリックします。

「ダッシュボード・ページを追加」ダイアログが表示されます。


	
ダイアログで、ページの名前と説明を入力し、「OK」をクリックします。

ページが、ダッシュボード・ビルダーの新規タブとして表示されます。


	
「保存」ツールバー・ボタンをクリックします。




新規ページの追加後、コンテンツを追加できます。ダッシュボードへのコンテンツの追加を参照してください。






ダッシュボードへのコンテンツの追加

次のコンテンツをダッシュボードに追加できます。

	
ダッシュボード・オブジェクト。列やセクションなど、コンテンツの配置に使用できるオブジェクト、およびテキスト、フォルダ、アクション・リンクなどのオブジェクトなどです。表D-2には、ダッシュボード・ページに含めることができるダッシュボード・オブジェクトおよびその説明が含まれています。


	
分析やプロンプトなど、Oracle BIプレゼンテーション・カタログに保存されていて、適切な権限を持つオブジェクト。







	
注意:

ダッシュボードの変更は、適切な許可および権限を持つユーザーに限定されます。







ダッシュボードにコンテンツを追加する手順:

	
ダッシュボードを編集します。詳細は、ダッシュボードの編集を参照してください。


	
ページに含めるオブジェクトを追加します。オブジェクトを追加するには、「ダッシュボード・オブジェクト」ペインまたは「カタログ」ペインから選択し、「ページ・レイアウト」領域にオブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップします。

オブジェクトのドラッグ・アンド・ドロップの詳細は、ダッシュボード・ビルダーの「ページ・レイアウト」領域へのオブジェクトのドラッグ・アンド・ドロップを参照してください。




	
ヒント:

「カタログ」ペインでオブジェクトを特定するには、オブジェクトが含まれているカタログ・フォルダ、またはオブジェクトが表示されているダッシュボードで検索します。







Oracle BI Publisherレポートの追加の詳細は、ダッシュボード・ページへのOracle BI Publisherレポートの追加を参照してください。

ページのレイアウト領域にスコアカード・オブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップすると、「ディメンション固定」ダイアログが表示され、スコアカード・オブジェクトに関連付けられているKPIディメンションの値を設定できます。固定の詳細は、「ディメンションおよび固定されたディメンション値とは」を参照してください。


	
必要に応じて、各オブジェクトのプロパティを設定します。これを行うには、ページのレイアウト領域でオブジェクトにマウス・ポインタを合せてオブジェクトのツールバーを表示し、「プロパティ」ボタンをクリックします。

表示内容は、オブジェクトのタイプによって異なります。一部のオブジェクトでは、プロパティ・ダイアログが表示されます。その他のオブジェクトでは、オプションのメニューが表示されます。詳細は、オブジェクトの「プロパティ」ボタンを参照してください。


	
「保存」ツールバー・ボタンをクリックします。




	
注意:

ダッシュボードへのパフォーマンス・タイルの追加は、プロンプトの動作など、他のビューの追加と同じ方法で行われます。パフォーマンス・タイル・ビューを含む分析をカタログから列にドラッグ・アンド・ドロップし、ダッシュボードを保存した後、ダッシュボードを実行してタイルを表示します。
パフォーマンス・タイルのグループの間隔が密になるように、各パフォーマンス・タイルをダッシュボード・セクションまたは列に配置してから、そのセクションまたは列に固定サイズを割り当て、タイルが広がらないようにします。














ダッシュボード・ビルダーのページのレイアウト領域へのオブジェクトのドラッグ・アンド・ドロップ

ダッシュボード・ビルダーの「ページ・レイアウト」領域へオブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップする場合、次の点に注意してください。

	
ページのレイアウト領域にオブジェクトをドラッグする際、青色の棒が表示され、他のオブジェクトを基準としたドロップ位置が示されます。オブジェクトのドロップ先として有効なターゲットにポインタを合せると、ターゲット・コンテナの枠がオレンジに変わります。


	
名前がないオブジェクトをページのレイアウト領域にドロップすると、セクション1、リンク1などのデフォルト名が割り当てられます。一部のオブジェクトは、意味のある説明的な名前に変更できます。


	
ページのレイアウト領域にドロップされているオブジェクトにマウス・ポインタを合せると、オレンジの枠で強調表示され、ツールバーが表示されます。


	
列はコンテンツの配置に使用され、列内のセクションに実際のコンテンツが含められます。空のページのレイアウト領域にオブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップしたり、先にセクションを追加せずにオブジェクトを列にドラッグ・アンド・ドロップすると、適切なコンテナが自動的に作成されます。たとえば、空のページのレイアウト領域にセクションをドラッグ・アンド・ドロップすると、列が自動的に作成されます。分析をドラッグ・アンド・ドロップすると、列とセクションの両方が自動的に作成されます。


	
分析をページのレイアウト領域にドラッグ・アンド・ドロップすると、複合ビューがデフォルトで表示されます。別のビューを表示する場合、分析の「プロパティ」ボタンをクリックして「ビューの表示」を選択し、ビューを選択します。


	
2つ目のオブジェクトをセクションにドラッグする場合、セクション内の水平方向、垂直方向のいずれにもドロップできます。これによって、セクションのレイアウトが設定されます。その後ドラッグ・アンド・ドロップするオブジェクトには、そのレイアウトが使用されます。設定後にレイアウトを変更するには、セクション・ツールバーの「水平方向レイアウト」および「垂直方向レイアウト」ボタンを使用します。


	
ある列から別の列にセクションをドラッグすると、そのセクションのコンテンツも含まれます。











拡張ページ・プロパティの設定

拡張ページ・プロパティを設定して、現在のダッシュボード・ページに設定する受信ナビゲーション・パラメータを指定できます。これにより、ナビゲーション・アクションに関連付けられたパラメータの適用方法を制御できます。たとえば、ナビゲーション・リンクにプロンプト値が含まれる場合、ダッシュボードに関連付けられたすべてのページに適用する受信ナビゲーション・リンクのコンテキストを選択したり、受信ナビゲーション・リンクのコンテキストの有効範囲をランディング・ページに制限できます。

拡張ページ・プロパティを設定する手順:

	
ダッシュボードを編集します。詳細は、ダッシュボードの編集を参照してください。


	
受信ナビゲーション・パラメータの有効範囲を設定するページに移動します。


	
「ツール」をクリックして、「拡張ページ・プロパティ」を選択します。

「拡張ページ・プロパティ」ダイアログが表示されます。


	
ダッシュボードまたはダッシュボード・ページにアクセスするために使用するナビゲーション・タイプを決定します。オプションは次のとおりです。

	
プロンプトURL


	
Go URL


	
BIコンテンツにナビゲート





	
次のいずれかのアクションを実行します。

	
このダッシュボード・ページにアクセスする場合に渡されるパラメータおよびコンテキストの有効範囲をランディング・ページに制限するよう受信ナビゲーション・パラメータを設定するには、「ページ」を選択します。


	
ダッシュボードの受信ナビゲーション・パラメータを設定するには、「ダッシュボード」を選択します。





	
ダッシュボードに関連付けられたすべてのナビゲーション・タイプに繰り返します。


	
「OK」をクリックします。











ダッシュボード・ページへのOracle BI Publisherレポートの追加

この項では、Oracle BI Publisherレポートをダッシュボード・ページに追加する方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
Oracle BI Publisherレポートとダッシュボード・ページとの相互作用


	
ダッシュボード・ページへのレポートの追加


	
パラメータ化されたレポートでのプロンプトの使用







	
注意:

バージョン7のMicrosoft Internet Explorerブラウザを使用する場合、ブラウザのプライバシの設定によっては、分析またはダッシュボードに埋め込まれたBI Publisherレポートの表示で問題が起こることがあります。Oracle BI EEからページをブラウザに表示すると、BI Publisherレポートが欠落している場合があります。この問題は、中程度のプライバシとポップアップ・ブロックを使用するブラウザで起こります。この問題を回避するには、Internet Explorerバージョン7以外のブラウザを使用するか、Oracle BI EEではなくBI Publisherでレポートを表示するか、ブラウザのプライバシ設定を下げます。









Oracle BI Publisherレポートとダッシュボード・ページとの相互作用

この項の構成は、次のとおりです。

	
Oracle BI Publisherレポートとダッシュボード・ページについて


	
ダッシュボード・ページへのレポートの追加について






Oracle BI Publisherレポートとダッシュボード・ページについて

この項の構成は、次のとおりです。

	
ダッシュボード・ページでのレポートとの相互作用


	
ブリーフィング・ブックとBI Publisherレポートの印刷について




BI Publisherの概要は、Oracle BI EEとOracle BI Publisherの統合を参照してください。



ダッシュボード・ページでのレポートとの相互作用

ダッシュボード・ページでBI Publisherレポートの実行や表示、およびBI Publisherレポートとの相互作用を行えます。BI Publisherレポートをダッシュボード・ページに含めると、レイアウト・テンプレートの選択、BI Publisherレポートの出力書式の変更、BI Publisherレポートのエクスポート、使用可能な送信先(プリンタ、ファックス、電子メール、FTPなど)へのBI Publisherレポートの送信、BI Publisherレポートのスケジュールおよびデータの分析を行うためのオプションを持つツールバーを、BI Publisherレポートに含めることができます。






ブリーフィング・ブックとBI Publisherレポートの印刷について

BI Publisherレポートを含むダッシュボード・ページを印刷する場合、またはブリーフィング・ブックにページを含める場合、次の点に注意する必要があります。

	
PDF形式のブリーフィング・ブックを印刷する場合およびBI Publisherレポートの出力書式がPDFの場合、BI Publisherレポートは、ページの他のオブジェクトの後に印刷されます。PDF形式のBI Publisherレポートを含むダッシュボード・ページを印刷するが、そのダッシュボード・ページがブリーフィング・ブックの一部ではない場合、BI Publisherレポートは印刷されません。


	
MHTML形式のダッシュボード・ページまたはブリーフィング・ブックを印刷する場合、BI Publisherレポートは印刷されません。











ダッシュボード・ページへのレポートの追加について

1つ以上の既存のレポートをダッシュボード・ページに追加できます。この利点は、他のユーザーとレポートを共有したり、エージェントを使用してダッシュボード・ページをスケジュールできる点です。エージェントは、レポートが参照するすべてのデータ・ページを含む、ダッシュボード全体をユーザーに送信します。

BI Publisherレポートを含むダッシュボード・ページに対してエージェントを構成する場合、次の基準を満たしているか確認してください。

	
BI Publisherレポートの出力書式はPDFである必要があります。


	
エージェントはPDFを配信するよう設定されている必要があります。




レポートは、埋込みコンテンツまたはリンクとしてダッシュボード・ページに追加できます。埋込みとは、レポートがダッシュボード・ページに直接表示されることです。リンクは、Oracle BI EE内でBI Publisherのレポートを開きます。

BI Publisherでレポートを変更して変更を保存した場合、変更を表示するには、ダッシュボード・ページをリフレッシュします。








ダッシュボード・ページへのレポートの追加

レポートをダッシュボード・ページに追加する手順:

	
ダッシュボードを編集します。詳細は、ダッシュボードの編集を参照してください。


	
レポートの追加先のページに移動します。


	
次のいずれかの方法でレポートを選択します。

	
「カタログ」ペインからレポートを選択し、ダッシュボード・ページのセクションにドラッグ・アンド・ドロップします。


	
ダッシュボード・ページからレポートを追加するには、「カタログ」ペインでダッシュボードを含むフォルダからレポートを選択します。





	
オブジェクトのプロパティを設定します。これを行うには、ページのレイアウト領域でオブジェクトにマウス・ポインタを合せてオブジェクトのツールバーを表示し、「プロパティ」ボタンをクリックします。

「BI Publisherレポートのプロパティ」ダイアログが表示されます。


	
必要に応じてプロパティ・ダイアログのフィールドに入力します。


	
「OK」をクリックします。


	
「保存」をクリックします。


	
必要に応じて、パラメータ化されたレポートでのプロンプトの使用に記載のとおり、プロンプトをダッシュボード・ページに追加し、パラメータ化された埋込みレポートの結果をフィルタします。


	
オプションで、第9章「コンテンツの配信」に記載のとおり、エージェントを使用してダッシュボードをスケジュールします。









パラメータ化されたレポートでのプロンプトの使用

プロンプトを使用して、パラメータ化された埋込みBI Publisherレポートの結果をフィルタし、プロンプトの基準に合う結果のみを表示できます。

BI Publisherレポートは、次のいずれかになります:

	
Oracle BI EEの分析からデータを受け取るBI Publisherレポート。このレポートの場合、フィルタ処理するレポート列の分析にプロンプトで使用を設定する必要があります。この種のレポートでは、様々なプロンプト式がサポートされます。


	
サブジェクト・エリアへの直接接続を使用して作成されたBI Publisherレポート。サブジェクト領域への直接接続を使用したレポート作成の詳細は、『Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のサブジェクト領域への直接接続を使用したレポートの作成に関する項を参照してください。




パラメータ化されたレポートにプロンプトを使用する手順:

	
BI Publisherでレポートを開き、使用されているパラメータを特定します。必須パラメータごとにデフォルト値を設定し、ユーザーとの対話がなくてもレポートが正しく表示されるようにします。


	
次の手順を使用して、パラメータごとに新規列プロンプトを作成します。

	
グローバル・ヘッダーで、「新規」、「ダッシュボード・プロンプト」の順にクリックします。


	
レポートからの列が含まれるサブジェクト・エリアまたはレポートの列と厳密に一致する列を含むサブジェクト・エリアを選択します。


	
「定義」ペインで「新規」ボタンをクリックし、「列プロンプト」を選択して、プロンプトを使用する列を選択します。サブジェクト・エリアへの直接接続を使用してBI Publisherレポートを作成した場合は、BI Publisherレポートで選択した列と同じ列を選択していることを確認してください。




プロンプトの作成の詳細は、第7章「ダッシュボードと分析でのプロンプト」を参照してください。


	
「新規プロンプト: 列」ダイアログを完成させ、「OK」をクリックします。次の設定を確認します。

	
「演算子」フィールドが「次と等しい/次に存在する」に設定されています。


	
レポートからのパラメータと完全に同じ名前でプレゼンテーション変数を定義します。プロンプトで変数名を使用する場合、スペルと大文字/小文字が正しいことを確認します。パラメータと列が同じデータベース列に基づいていない場合、データ型が一致することを確認します。


	
サブジェクト・エリアへの直接接続を使用してBI Publisherレポートを作成した場合は、次の形式で変数値を指定します:


"Subject Area Name"."Folder Name"."Column Name"


例:


"Sample Sales Lite"."Time"."Per Name Year"


ネストされたフォルダに列がある場合は、すべてのフォルダをリストします。例:


"Sample Sales Lite"."Time"."More Time Objects"."Day of Week"





	
「プロンプトの保存」ツールバー・ボタンをクリックし、共有フォルダのカタログにプロンプトを保存します。


	
パラメータ化されたレポートが含まれるダッシュボードに移動し、「ダッシュボードの編集」ツールバー・ボタンをクリックします。

ダッシュボード・ビルダーが表示されます。


	
「カタログ」ペインで、追加するプロンプトが含まれるフォルダに移動します。


	
レポートが含まれるダッシュボード・ページのセクションにプロンプトをドラッグ・アンド・ドロップします。


	
「保存」ツールバー・ボタンをクリックします。











ダッシュボードとそのページのプロパティの変更

ダッシュボードとそのページのプロパティを変更できます。具体的には、次のことができます。

	
ダッシュボードのスタイル(または外観)と説明を変更します


	
非表示の名前付きプロンプトをダッシュボードとそのページに追加します。


	
ダッシュボード・レベルの分析に含めるリンク(「分析」、「編集」、「リフレッシュ」、「印刷」、「エクスポート」、「ブリーフィング・ブックへの追加」および「コピー」)を指定します。これらのリンクは、ダッシュボード・ページ・レベルおよび分析レベルで設定し、ダッシュボード・レベルで設定したリンクをオーバーライドできることに注意してください。詳細は、「レポート・リンク」ダイアログを参照してください。


	
ページの名前変更、非表示、並替え、権限の設定および削除を行います。


	
共有カスタマイズを保存できるアカウントおよびページのデフォルトのカスタマイズを割り当てられるアカウントを指定し、アカウント権限を設定します。


	
ページの「ページ・オプション」メニューに「ブリーフィング・ブックへの追加」オプションを含めるかどうかを指定します。


	
ダッシュボード・ページの実行を遅延するかどうかを指定します。詳細は、ダッシュボード・ページの実行の遅延を参照してください。




ダッシュボードとそのページのプロパティを変更する手順:

	
ダッシュボードを編集します。詳細は、ダッシュボードの編集を参照してください。


	
「ツール」ツールバー・ボタンをクリックし、「ダッシュボードのプロパティ」を選択します。

「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログが表示されます。


	
プロパティの変更を行い、「OK」をクリックします。


	
「保存」ツールバー・ボタンをクリックします。









ダッシュボード・ページに追加されたオブジェクトのプロパティの変更

「ダッシュボード・オブジェクト」ペインおよび「カタログ」ペインからダッシュボード・ページに追加されたオブジェクトのプロパティを変更できます。

ダッシュボード・ページのオブジェクトのプロパティを変更する手順:

	
ダッシュボードを編集します。詳細は、ダッシュボードの編集を参照してください。


	
オブジェクトが含まれているページに移動します。


	
ページのレイアウト領域でオブジェクトにマウス・ポインタを合せてオブジェクトのツールバーを表示し、「プロパティ」ボタンをクリックします。

表示内容は、オブジェクトのタイプによって異なります。一部のオブジェクトでは、プロパティ・ダイアログが表示されます。その他のオブジェクトでは、オプションのメニューが表示されます。変更可能なプロパティの詳細は、オブジェクトの「プロパティ」ボタンを参照してください。


	
プロパティを変更します。


	
「保存」ツールバー・ボタンをクリックします。









ダッシュボード・ページの実行の遅延

組織で許可されている場合、ダッシュボード・ページの実行を遅延できます。これは、たとえば次のことを行う場合に便利です。

	
実際のデータが必要な場合にのみ問合せを生成してパフォーマンスを高める


	
(デフォルトのプロンプト値を使用せずに)分析内容がダッシュボード・ページに表示される前にエンドユーザーがプロンプト値を指定できるようにする




ダッシュボード・ページの実行を遅延すると、分析の実際のコンテンツはロードされません。かわりに次のようにします。

	
ページが完全にロードされていないことを示すメッセージがページの上部に表示されます。プロンプト値を選択して、「続行」ボタンをクリックするようにという指示もエンドユーザーに表示されます。「続行」をクリックすると、エンドユーザーが指定したプロンプト値を使用して、コンテンツがページに再ロードされます。エンドユーザーがプロンプト値を指定しないと、デフォルトのプロンプト値が使用されます。


	
オブジェクト名、オブジェクト・ビューを表すアイコン、ビュー名およびオブジェクトの説明(使用可能な場合)など、ロードされなかったオブジェクトに関する静的情報が表示されます。


	
「ページ・オプション」メニュー(ダッシュボード・ページ・ツールバーの「ページ・オプション」ボタンから表示)の「ダッシュボードの編集」オプション以外のすべてのオプションが無効になります。


	
ダッシュボード・プロンプトの「適用」ボタンは表示されません。かわりに、エンドユーザーが「続行」ボタンをクリックすると、すべてのプロンプト値が自動的に適用されます。




分析のコンテンツはダッシュボード・ページにロードされませんが、他のオブジェクト(ダッシュボード・プロンプト、埋込みコンテンツ、テキストなど)はロードされることに注意してください。

Oracle BI EEは過去にページの実行が遅延されかどうかを記憶しています。ユーザーが同じコンテキストで同じページに再びアクセスすると、以前にロードしたことのあるページであれば、(実行を遅延せずに)ページ全体がロードされます。

ダッシュボード・ページの実行を遅延するには:

	
ダッシュボードを編集します。詳細は、ダッシュボードの編集を参照してください。


	
「ツール」ツールバー・ボタンをクリックし、「ダッシュボードのプロパティ」を選択します。

「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログが表示されます。


	
「ダッシュボード・ページ」エリアでページを見つけて、「開く前に プロンプト」ボックスを選択します。




	
注意:

管理者は、「開く前に プロンプト」ボックスの表示を制御できます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のプレゼンテーション設定のデフォルトの手動変更に関する項を参照してください。








	
「OK」をクリックします。


	
「保存」ツールバー・ボタンをクリックします。









ダッシュボード・ページを印刷およびエクスポートするためのカスタム・レイアウトの作成について

ユーザーの組織で許可されている場合、ダッシュボード・ページを印刷およびエクスポートするためのカスタム・レイアウトを作成できます。

	
カスタム印刷レイアウトを使用すると、ダッシュボード・コンテンツの高品質な印刷ができるようになります。ダッシュボード・ページの印刷の詳細は、ダッシュボード・ページの印刷を参照してください。


	
カスタム・エクスポート・レイアウトでは、Excel用にカスタマイズされたダッシュボード・コンテンツをエンド・ユーザーがエクスポートできます。ダッシュボード・ページのエクスポートの詳細は、ダッシュボードおよびダッシュボード・ページのエクスポートについてを参照してください。




カスタム・レイアウトを作成すると:

	
ダッシュボード・ページがBI Publisherにエクスポートされて、次の項目が自動的に生成されます:

	
エクスポートされたダッシュボード・レイアウトに基づくレイアウトが設定されたBI Publisherレポート


	
ダッシュボード・ページ・コンポーネントのデータを取得するデータ・モデル







	
BI Publisherレポート・エディタが新しいブラウザ・ウィンドウで開き、自動生成されたレイアウトがサムネイルとして表示されます。レポート・エディタでは、レイアウトの編集または削除、新規レイアウトの追加を行えます。




BI Publisherでカスタム・レイアウトを保存すると、そのダッシュボード・ページで使用でき、「印刷とエクスポートのオプション」ダイアログの「印刷とエクスポートのカスタム・レイアウト」領域に表示されます。

次に、作成したカスタム・レイアウトを「印刷とエクスポートのオプション」ダイアログの「印刷とエクスポートのカスタム・レイアウト」領域で選択して、(ダッシュボード・ページの「印刷」メニューまたは「Excelにエクスポート」メニューで)エンド・ユーザーが使用できるようにします。

次に、作成したカスタム・レイアウトを「印刷とエクスポートのオプション」ダイアログの「印刷とエクスポートのカスタム・レイアウト」領域の次のオプションを使用してエンド・ユーザーが使用できるようにします。

	
PDF - このオプションを使用すると、ダッシュボード・ページの「印刷」メニューでカスタム・レイアウトを使用できるようになります。


	
Excel - このオプションを使用すると、ダッシュボード・ページの「Excelにエクスポート」メニューでカスタム・レイアウトを使用できるようになります。

注意: Excelのデフォルトの表見出し形式は「テキストの折返し」です。表見出しの折返し設定を変更するには、次の手順を実行します。

	
「タイトル」で、「ビューの編集」をクリックします。


	
「タイトル」フィールドの右側にある「タイトル」をクリックします。

「タイトルの書式設定」ページが表示されます。


	
「テキストの折返し」を選択解除して、「OK」をクリックします。




分析およびダッシュボード・フォント・サイズがピクセル単位でExcelフォント・サイズがポイント単位なので注意してください。そのため、分析またはダッシュボードからExcelにエクスポートすると、フォント・サイズが分析またはダッシュボード・フォント・サイズの75%に縮小されます。







	
注意:

データ・モデルまたはレイアウトをOracle BIプレゼンテーション・カタログから手動で削除すると、関連付けられたBI Publisherレポートは機能しなくなり、カスタム・レイアウトは使用できなくなります。分析を削除すると、データ・モデルとレイアウトは使用できますが、実行時に失敗します。










	
注意:

カスタム・レイアウトを作成するときには、一部のカスタマイズと一部のビューがBI Publisherでサポートされていない場合かあることに注意してください。サポートされていないアイテムには、階層列、パフォーマンス・タイル、マップ・ビュー、トレリス・ビュー、ダッシュボード・プロンプトなどがあります。アイテムがサポートされていない場合は、レイアウトから削除されて、サポートされていない理由に関するメッセージが表示されます。







カスタム・レイアウトの作成方法の詳細は、ダッシュボード・ページを印刷およびエクスポートするためのカスタム・レイアウトの作成を参照してください。


カスタム印刷レイアウトの使用時にサポートされないアイテム

BI Publisherでカスタム印刷レイアウトを使用してダッシュボード・ページを印刷する場合、次の項目はサポートされません。

	
「列セレクタ」ビュー。


	
「セグメントの作成」ビュー。


	
「ターゲット・リストを作成」ビュー。


	
「ファンネル・グラフ」ビュー。


	
「凡例」ビュー。


	
「論理SQL」ビュー。


	
「マップ」ビュー。


	
ナレーティブ・ビュー。


	
パフォーマンス・タイル・ビュー。


	
「ティッカ」ビュー。


	
「トレリス」ビュー(マイクロ・チャートを含む)。


	
「ビュー・セレクタ」ビュー。


	
ゲージ・ビューの次のタイプ:

	
球。


	
縦棒。


	
横棒。





	
グラフ・ビューの次のタイプ:

	
複数のメジャーを持つ円グラフ。かわりに、各メジャーに個別の円グラフが表示されます。


	
時系列折れ線グラフ。


	
散布図。


	
ウォーターフォール・グラフ。





	
「グラフのプロパティ」ダイアログの次のグラフ設定:

	
「一般」タブ: 「ズームとスクロール」。


	
「スタイル」タブ: 条件付き書式設定。


	
「スケール」タブ: すべての設定。


	
「タイトルとラベル」タブの次の書式設定:

	
グラフ・タイトルおよび軸タイトルに関する、「フォント書式: 項目」ダイアログ: 「表示オプション」タブの「切捨て」。


	
縦軸のラベルおよびデータ・マーカーに関する「書式: 項目」ダイアログ: 「数値書式」タブの「数値の取扱い」、「負の数値の書式」および「3桁ごとに区切る」と、縦軸のラベルに関する「書式: 項目」ダイアログ: 「数値書式」タブの「小数点以下桁数」。


	
縦軸ラベルおよび横軸ラベルの「フォーマット」: 「項目」ダイアログ: 「表示オプション」タブの「ラベルの向き」および縦軸ラベルの「フォーマット」: 「項目」ダイアログ: 「表示オプション」タブの「省略形」。








	
階層列。


	
ダッシュボード列書式設定。


	
ダッシュボード・プロンプト。


	
ピボット表または表のプロンプト。


	
ビューのプロンプト・エッジ。


	
固定されているダッシュボード列。

「列のプロパティ」メニューの「列の固定」オプションを使用して、ダッシュボード・レイアウトのエッジ(上または左)に列を固定します。詳細は、オブジェクトの「プロパティ」ボタンを参照してください。


	
ダッシュボードの列またはセクションに指定された固定サイズ。

固定サイズを指定するには、「セクションのプロパティ」ダイアログおよび「列のプロパティ」ダイアログの「追加の書式設定オプション」領域の「サイズ」オプションを設定します。


	
表またはピボット表の行および列の固定ヘッダー。

固定ヘッダーを指定するには、データの参照に使用する方法として「スクロール・コンテンツがある固定ヘッダー」を選択します。詳細は、「表のプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブ、「ピボット表のプロパティ」ダイアログおよび「トレリスのプロパティ」ダイアログ: 「一般」タブを参照してください。


	
バブル・グラフ、散布図および円グラフのグループ化機能(それぞれ、「バブル」ドロップ・ターゲット、「点」ドロップ・ターゲット、「円」ドロップ・ターゲットにより実現)。




BI Publisherでの次の予想されるオブジェクトの動作にも注意する必要があります: ピボット表が拡張される。








ダッシュボード・ページを印刷およびエクスポートするためのカスタム・レイアウトの作成

ダッシュボード・ページの印刷およびエクスポートのカスタム・レイアウトを作成できます。カスタム・レイアウトの作成の詳細は、ダッシュボード・ページを印刷およびエクスポートするためのカスタム・レイアウトの作成についてを参照してください。

ダッシュボード・ページの印刷およびエクスポート用のカスタム・レイアウトを作成するには:

	
カスタム・レイアウトを作成するダッシュボード・ページを含むダッシュボードを編集します。詳細は、ダッシュボードの編集を参照してください。


	
ダッシュボード・ページにナビゲートします。


	
「ツール」ボタンをクリックして、「印刷とエクスポートのオプション」を選択します。「印刷とエクスポートのオプション」ダイアログが表示されます。


	
「印刷とエクスポートのカスタム・レイアウト」ボタンをクリックして、「レイアウトの作成」を選択します。BI Publisherレポート・エディタが(新しいブラウザ・ウィンドウで)開き、自動生成されたレイアウトがサムネイルとして表示されます。




	
注意:

管理者は、「印刷とエクスポートのカスタム・レイアウト」コンポーネントの表示を制御できます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のダッシュボード・ページをOracle BI Publisherにエクスポートする機能の有効化に関する項を参照してください。








	
BI Publisherで、

	
必要に応じてレイアウトを編集して保存します。


	
必要に応じて追加レイアウトを作成します。


	
BI Publisherを終了します。





	
カスタム・レイアウトをダッシュボード・ページに対してエンド・ユーザーが使用できるようにする場合は、「ツール」ボタンをクリックして「印刷とエクスポートのオプション」ダイアログを表示し、「印刷とエクスポートのオプション」を選択します。


	
使用できるようにする「印刷とエクスポートのカスタム・レイアウト」領域にある各カスタム・レイアウトに対して、次のものを選択します。

	
PDF: ダッシュボード・ページの「印刷」メニューでそのレイアウトを使用できるようにします。


	
Excel: ダッシュボード・ページの「Excelにエクスポート」メニューでカスタム・レイアウトを使用できるようにします。





	
「OK」をクリックします。


	
ダッシュボードを保存します。









カスタム・レイアウトの編集、置換または削除

作成したカスタム・レイアウトは編集、置換または削除できます。たとえば、レイアウトが関連付けられているダッシュボード・ページが変更された場合は、カスタム印刷レイアウトを削除できます。

カスタム・レイアウトを編集、置換または削除するには:

	
カスタム・レイアウトを編集、置換または削除するページを含むダッシュボードを編集します。詳細は、ダッシュボードの編集を参照してください。


	
ダッシュボード・ページにナビゲートします。


	
「ツール」ボタンをクリックして、「印刷とエクスポートのオプション」を選択します。「印刷とエクスポートのオプション」ダイアログが表示されます。


	
「印刷とエクスポートのカスタム・レイアウト」ボタンをクリックして、次のオプションのいずれかを選択します:

	
レイアウトの作成と編集 - ダッシュボード・ページが変更された場合、既存のレイアウトが正しく動作しないレポートに警告が表示されます。次のように警告に応答します:

	
「既存レイアウトを保持」を選択すると、既存のレイアウトを保持できます。BI Publisherレポート・エディタが開いて、レイアウトを編集できるようになります。


	
「既存レイアウトを削除して新規レイアウトを作成」を選択すると、既存のレイアウトを削除して新しいレイアウトを作成できます。BI Publisherレポート・エディタが開いて、新しいレイアウトを作成できるようになります。





	
レイアウトの置換 - 既存のレイアウトが置換されるという警告がレポートに表示されます。既存のレイアウトを置換することを確認します。「OK」をクリックすると、既存のデータ・モデルとBI Publisherレポートが削除されて新しいものが自動生成され、BI Publisherレポート・エディタが開いて、新しいレイアウトを作成できるようになります。


	
レイアウトの削除 - 警告が表示されます。すべての既存のレイアウトを削除することを確認します。「OK」をクリックすると、すべてのレイアウト(および関連付けられたBI Publisherレポートおよびデータ・モデル)が削除されます。





	
カスタム・レイアウトの編集、置換または削除が終了した後、「印刷とエクスポートのオプション」ダイアログの「OK」をクリックしてダイアログを閉じます。


	
ダッシュボードを保存します。









ダッシュボード・ページのオブジェクトの削除

オブジェクトの追加後、オブジェクトが不要になった場合、オブジェクトを削除できます。オブジェクトを削除する場合、次の点に注意してください。

	
列やセクションなどの他のオブジェクトを含むオブジェクトを削除すると、そのコンテナ内のオブジェクトもすべて削除されます。


	
列を削除すると、列の配置を整えるためにページの他の列が自動的にサイズ変更される場合があります。


	
カタログに保存されているオブジェクトの場合、オブジェクトはダッシュボード・ページからのみ削除されます。カタログからは削除されません。(適切な権限を持つユーザーは、カタログのコンテンツを編集できます。詳細は、第14章「Oracle BIプレゼンテーション・カタログ内のオブジェクトの管理」を参照してください。)




ダッシュボード・ページのオブジェクトを削除する手順:

	
ダッシュボードを編集します。詳細は、ダッシュボードの編集を参照してください。


	
削除するオブジェクトが含まれているページに移動します。


	
ページのレイアウト領域でオブジェクトにマウス・ポインタを合せてオブジェクトのツールバーを表示し、「削除」ボタンをクリックします。









ダッシュボード・ページの削除

次のものを削除できます。

	
現在のダッシュボード・ページ


	
「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログから1ページ以上のダッシュボード・ページ





現在のダッシュボード・ページの削除

現在のダッシュボード・ページを削除する手順:

	
ダッシュボードを編集します。詳細は、ダッシュボードの編集を参照してください。


	
削除するページに移動します。


	
「現在のページの削除」ツールバー・ボタンをクリックします。


	
削除を確定します。








1ページ以上のダッシュボード・ページの削除

1ページ以上のダッシュボード・ページを削除する手順:

	
ダッシュボードを編集します。詳細は、ダッシュボードの編集を参照してください。


	
「ツール」ツールバー・ボタンをクリックし、「ダッシュボードのプロパティ」を選択します。

「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログが表示されます。


	
削除するページごとに次のことを実行します。

	
「ダッシュボード・ページ」領域でページを選択します。


	
「ダッシュボード・ページ」ツールバーで「削除」をクリックします。


	
削除を確定します。





	
「OK」をクリックします。











他の名前と他の場所でのダッシュボードの保存

次のようにダッシュボードを保存できます。

	
別の名前で

ダッシュボードの新しい名前が保存先のフォルダに存在しないことが必須です。そうでないと、保存操作が失敗します。


	
Oracle BIプレゼンテーション・カタログ内

ダッシュボードを/共有フォルダ/第1レベルのサブフォルダの下の「ダッシュボード」サブフォルダに保存した場合、ダッシュボードはグローバル・ヘッダーの「ダッシュボード」メニューに表示されます。それ以外のレベル(例: /共有フォルダ/売上/東部)の「ダッシュボード」サブフォルダに保存した場合は、表示されません。ダッシュボードを「ダッシュボード」サブフォルダのサブフォルダ(例: /共有フォルダ/売上/ダッシュボード/東部)に保存した場合は、そのダッシュボードも表示されません。

ダッシュボードが保存されていない/Shared Folders/first level subfolderの直下のDashboardsサブフォルダのフォルダを選択すると、新規ダッシュボードの保存先のフォルダに新規Dashboardsフォルダが自動的に作成されます。たとえば、ダッシュボードが保存されていない/Shared Folders/Salesという名前のフォルダを選択すると、新規Dashboardsフォルダが自動的に作成され、場所のエントリが/Shared Folders/Sales/Dashboardsに変わります。(他のレベルのフォルダを選択すると、新規Dashboardsフォルダは自動的に作成されません。)




別の名前または別の場所にダッシュボードを保存する手順:

	
ダッシュボードを編集します。詳細は、ダッシュボードの編集を参照してください。


	
「ダッシュボードに名前を付けて保存」ツールバー・ボタンをクリックしてダイアログを表示し、保存条件を指定します。









ダッシュボードのオープンと使用

ダッシュボードを開いて使用する手順:

	
グローバル・ヘッダーで「カタログ」をクリックし、カタログ・ページを表示します。


	
オープンするダッシュボードに移動し、「開く」リンクをクリックします。

最初のダッシュボード・ページがダッシュボードで開きます。コンテンツが何も追加されていない場合、ダッシュボード・ページが空であることを通知するメッセージが表示されます。


	
(オプション)次のいずれかのタスクを行います。

	
編集用に、ダッシュボード・ビルダーにダッシュボードを表示します。


	
ページのタブをクリックして、ダッシュボード・ページ間を移動します。


	
ページを印刷します。

詳細は、ブリーフィング・ブックとBI Publisherレポートの印刷についてを参照してください。


	
ページをリフレッシュします。

このタスクを行うことによって、Oracle BIプレゼンテーション・サービス・キャッシュに保存されている情報が無視され、リフレッシュ操作がOracle BIサーバーに発行されて処理が行われることを確認します。

特定のダッシュボードまたは分析を選択した場合、プレゼンテーション・サービスは、同一の結果が最近リクエストされたかどうか、キャッシュを確認します。その場合、プレゼンテーション・サービスは最新の結果を返すため、BIサーバーとバックエンド・データベースによる不必要な処理を回避することができます。そうでない場合、分析がBIサーバーに発行され、処理されます。分析がBIサーバーのキャッシュを無視するよう強制することはできません。

管理者は、キャッシュの対象とその期間を制御するキャッシュ設定を構成できます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のパフォーマンス・チューニングと問合せキャッシュの管理に関する項を参照してください。


	
ページをブリーフィング・ブックに追加します。

詳細は、新規または既存のブリーフィング・ブックへのコンテンツの追加を参照してください。


	
ページへのブックマーク・リンクまたはプロンプト・リンクを作成します。

詳細は、ダッシュボード・ページへのリンクの作成についておよびダッシュボード・ページへのリンクの作成を参照してください。


	
保存済カスタマイズを適用します。

詳細は、ダッシュボード・ページの保存済カスタマイズとはおよび保存済カスタマイズの適用を参照してください。


	
保存済カスタマイズを編集します。

詳細は、ダッシュボード・ページの保存済カスタマイズとはおよび保存済カスタマイズの編集を参照してください。


	
現在のカスタマイズを保存します。

詳細は、ダッシュボード・ページの保存済カスタマイズとはおよびカスタマイズの保存を参照してください。


	
現在のカスタマイズをクリアします。

詳細は、ダッシュボード・ページの保存済カスタマイズとはおよび現在のカスタマイズのクリアを参照してください。







ダッシュボードで使用できるキーボード・ショートカットの詳細は、Oracle BI EEとOracle BI Publisherのキーボード・ショートカットを参照してください。






ダッシュボード・ページの保存済カスタマイズとは

保存済カスタマイズを使用すると、最もよく使用するアイテムや好みのアイテム(フィルタ、プロンプト、列のソート、分析でのドリル、セクションの展開と縮小など)を使用した現在の状態でダッシュボード・ページを保存し、後で表示できます。カスタマイズを保存することで、ユーザーは、ダッシュボード・ページにアクセスするたびにこれらを手動で選択する必要がなくなります。

適切な権限とダッシュボードのアクセス権を持つユーザーは、次のアクティビティを行えます。

	
個人で使用するため、あるいは他のユーザーが使用するために、様々な選択の組合せを保存済カスタマイズとして保存します。


	
個人で使用するため、あるいは他のユーザーが使用するために、保存済カスタマイズをダッシュボード・ページのデフォルト・カスタマイズに指定します。


	
保存済カスタマイズを切り替えます。




保存済カスタマイズの使用の詳細は、保存済カスタマイズの適用および現在のカスタマイズのクリアを参照してください。

カスタマイズの保存と保存済カスタマイズの編集の詳細は、カスタマイズの保存および保存済カスタマイズの編集を参照してください。


保存済カスタマイズの作成と使用のサンプル・シナリオ

この項に、保存済カスタマイズの作成と使用について説明する2つのサンプル・シナリオを示します。


シナリオ1: 他のユーザーが使用するためにグループごとに作成される保存済カスタマイズ

消費財企業のITグループが、様々な製品グループで表示する必要のあるコンテンツを含むマスター・ダッシュボードを作成します。ダッシュボードにはフィルタとプロンプトが含まれ、製品グループのメンバーが、関係する結果を表示するために通常カスタマイズに使用します。

マスター・ダッシュボードには2つの分析が含まれます。1つは東部、西部、北部および南部の地域の売上を示し、もう1つはこれらの地域で出荷されたすべての製品を示します。地域ごとの売上の分析にはプロンプトが含まれ、ユーザーが特定の地域を選択できます。集荷されたすべての製品の分析にはフィルタが含まれ、ユーザーが製品を選択できます。

ITコンサルタントが、各地域のFizzyブランド製品グループ向けにビューをカスタマイズします。コンサルタントは、まず、ダッシュボードでフィルタとプロンプトから東部地域とFizzyブランド製品を選択し、他のユーザーと共有できるようこれらの選択をカスタマイズとして保存します。次に、コンサルタントは、Fizzyブランド製品を販売する東部地域グループのメンバーに、このカスタマイズをデフォルト・ビュー・カスタマイズとして割り当てます。コンサルタントは、このプロセスを西部、北部および南部地域について繰り返します。

西部地域のFizzyブランドの営業担当がOracle Business Intelligenceにサイン・インし、ダッシュボードを表示すると、まず、そのグループのデフォルト・ビュー・カスタマイズとして割り当てられている地域と製品に基づいた売上と出荷の情報が表示されます。そのグループのすべての営業担当は、通常同じ地域と製品を選択しますが、もうその必要がありません。





シナリオ2: 個々のユーザーが使用するために作成される保存済カスタマイズ

ビジネス・ユーザーのダッシュボードに、2つのレポートが含まれています。1つはすべての地域の売上を示し、もう1つは出荷されたすべての製品を示します。各レポートにはプロンプトが含まれ、ユーザーが特定の地域と製品を選択できます。ユーザーは、東部地域とFizzyブランド製品を選択します。ダッシュボードがリフレッシュされ、このデータのビューがユーザーに表示されます。ユーザーはこのビューをカスタマイズとして保存し、カスタマイズが個人の使用であることと、ダッシュボードが表示される際のデフォルト・カスタマイズであることを指定します。次に、ユーザーは、最も興味のある製品と地域の組合せを作成し、後で取得できるよう保存します。ユーザーは、ITグループが共有カスタマイズとして保存したカスタマイズにもアクセスできます。Fizzyブランドの西部地域での売上を表示するには、ユーザーは、「ページ・オプション」ボタンをクリックし、「保存されたカスタマイズの適用」を選択して、Fizzyブランドの西部地域での売上金額という名前のビューを選択します。データの新しいビューでダッシュボードがリフレッシュされます。










カスタマイズの保存

自分または他のユーザーが使用するカスタマイズを保存できます。カスタマイズを自分または他のユーザーのダッシュボード・ページのデフォルト・カスタマイズにするかどうかも指定できます。カスタマイズの詳細は、「ダッシュボード・ページの保存済カスタマイズとは」を参照してください。

カスタマイズを保存する手順:

	
カスタマイズを保存するダッシュボードを開きます。詳細は、ダッシュボードのオープンと使用を参照してください。


	
カスタマイズを保存するページに移動します。


	
カスタマイズを行います。


	
ダッシュボード・ページで「ページ・オプション」ツールバー・ボタンをクリックし、「現在のカスタマイズの保存」を選択します。

「現在のカスタマイズの保存」ダイアログが表示されます。


	
カスタマイズを説明する名前を入力します。


	
カスタマイズの保存対象を指定します。

	
個人で使用するカスタマイズを保存する場合は、「自分」を選択します。


	
他のユーザーが使用するカスタマイズを保存する場合は、「その他」を選択して「権限の設定」をクリックし、「保存されたカスタマイズ権限とデフォルト」ダイアログを表示して、ここでカスタマイズを使用する権限を持つアカウントと、カスタマイズをそのアカウントのデフォルト・カスタマイズにするかどうかを指定します。





	
オプションで、このカスタマイズを自分のデフォルト・カスタマイズにするには、「これをこのページのマイ・デフォルトにします。」を選択します。


	
「OK」をクリックします。









保存済カスタマイズの適用

個人で使用するために自分で保存したカスタマイズまたは他のユーザーが保存したカスタマイズを適用できます。カスタマイズの詳細は、「ダッシュボード・ページの保存済カスタマイズとは」を参照してください。

保存済カスタマイズを適用する手順:

	
保存済カスタマイズを適用するダッシュボードを開きます。詳細は、ダッシュボードのオープンと使用を参照してください。


	
適用するカスタマイズを含むページに移動します。


	
「ページ・オプション」ツールバー・ボタンをクリックし、「保存されたカスタマイズの適用」を選択します。

自分で保存したカスタマイズがある場合は、それがリストの先頭に表示されます。共有の保存済カスタマイズが次にリストされます。現在のデフォルト・カスタマイズが太字で表示されます。


	
リスト内の保存済カスタマイズをクリックし、ダッシュボード・ページに適用します。









保存済カスタマイズの編集

カスタマイズの名前の変更、デフォルトとして使用するカスタマイズの変更、他のユーザーと共有しているカスタマイズに対する権限の変更、カスタマイズの削除を行えます。カスタマイズの詳細は、「ダッシュボード・ページの保存済カスタマイズとは」を参照してください。

保存済カスタマイズを編集する手順:

	
カスタマイズを編集するダッシュボードを開きます。詳細は、ダッシュボードのオープンと使用を参照してください。


	
編集するカスタマイズが含まれているページに移動します。


	
ダッシュボード・ページで「ページ・オプション」ツールバー・ボタンをクリックし、「保存済カスタマイズの編集」を選択します。

「保存済カスタマイズの編集」ダイアログが表示されます。


	
必要に応じて、カスタマイズの名前の変更、デフォルトとして使用するカスタマイズの変更、他のユーザーと共有しているカスタマイズに対する権限の変更、カスタマイズの削除を行います。


	
「OK」をクリックします。









現在のカスタマイズのクリア

フィルタ、プロンプト、列のソート、分析でのドリル、セクションの展開と縮小などのアイテムの選択が、希望のものと異なる場合、現在のカスタマイズをクリアできます。カスタマイズの詳細は、「ダッシュボード・ページの保存済カスタマイズとは」を参照してください。

現在のカスタマイズをクリアする手順:

	
ダッシュボード・ページで「ページ・オプション」ツールバー・ボタンをクリックし、「マイ・カスタマイズのクリア」を選択します。

現在のカスタマイズがクリアされます。









新規ユーザーのダッシュボード・テンプレート・ページについて

ダッシュボード・テンプレート・ページは、新規ユーザーが初めてログインする際に個人のダッシュボード(マイ・ダッシュボード)への移入に使用されるダッシュボード・ページです。これによって、ユーザーが初めてログインしたとき、空のダッシュボードではなく、コンテンツが含まれた1ページ以上のダッシュボード・ページが表示されます。また、ユーザーは、これをベースに、自分のダッシュボード・ページを作成できます。


ダッシュボード・テンプレート・ページの仕組み

指定された名前(名前の指定のデフォルトは"default")で/Shared Foldersのサブフォルダに保存されているダッシュボードに、ユーザー用のダッシュボード・テンプレート・ページを作成します。ユーザーが初めてログインすると、Oracle BI EEは、指定された名前のすべてのダッシュボードでダッシュボード・テンプレート・ページを検索し、ユーザーに権限が付与されているすべてのダッシュボード・テンプレート・ページをユーザーのマイ・ダッシュボード・フォルダにコピーして、ユーザーのマイ・ダッシュボードに表示します。

複数のダッシュボードのダッシュボード・テンプレート・ページに対してユーザーに権限が付与されている場合、Oracle BI EEは、それらのダッシュボードからすべてのテンプレート・ページをユーザーのマイ・ダッシュボード・フォルダにコピーし、ユーザーのマイ・ダッシュボードに名前のアルファベット順に表示します。同じ名前のページが2つある場合、いずれかのページの名前の先頭に、ダッシュボードが保存されたフォルダの名前が付加されます。





Oracle BI EEでダッシュボード・テンプレート・ページを検索する場所

デフォルトでは、Oracle BI EEは、名前が"default"で、/Shared Foldersのサブフォルダに保存されているすべてのダッシュボードでダッシュボード・テンプレート・ページを検索します。(/Shared Foldersのサブフォルダ(Shared Folders/Financeなど)のみ検索し、階層全体は検索しません(/Shared Folders/Finance/Div1は検索しません)。)

ダッシュボード・テンプレート・ページを含むダッシュボードに対して"default"以外の名前が組織で決められている場合、Oracle BI EEは、/Shared Folders内の"default"ではなく、その名前のダッシュボード("Templates"など)でダッシュボード・テンプレート・ページを検索します。

ダッシュボード・テンプレート・ページを含むダッシュボードに"default"以外の名前を指定する場合、管理者が、instanceconfig.xmlファイルでDefaultName要素を設定する必要があります。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のプレゼンテーション設定の手動変更に関する項を参照してください。





ユーザーによるダッシュボード・テンプレート・ページの使用方法

ユーザーは、ダッシュボード・テンプレート・ページを次のように使用できます。

	
自分のダッシュボード・ページを作成するベースとして。

ユーザーは、これらのダッシュボード・テンプレート・ページの任意のコンテンツを変更できます。コンテンツに加えた変更によって、マイ・ダッシュボード・フォルダ内のダッシュボード・テンプレート・ページのローカル・コピーが変更され、元のダッシュボード・テンプレート・ページは変更されません。


	
作成する追加ページの例として。




ユーザーが、ダッシュボード・テンプレート・ページをマイ・ダッシュボードから削除した場合、マイ・ダッシュボードにページを再度移入できません。ただし、マイ・ダッシュボード全体を削除した場合、再ログインするか、マイ・ダッシュボードに再度移動すると、すべての最新のダッシュボード・テンプレート・ページを使用してマイ・ダッシュボードが再作成されます。








新規ユーザーのダッシュボード・テンプレート・ページの作成

ユーザー用のダッシュボード・テンプレート・ページを作成し、ユーザーが初めてログインしたときに空のダッシュボードではなく、コンテンツが含まれた1ページ以上のダッシュボード・ページが表示されるようにできます。ダッシュボード・テンプレート・ページの詳細は、新規ユーザーのダッシュボード・テンプレート・ページについてを参照してください。

ダッシュボード・テンプレート・ページを作成する手順:

	
ダッシュボード・テンプレート・ページを含める1つ以上のダッシュボードを作成します。ダッシュボードごとに、次の指定を行います。

	
ダッシュボード・テンプレート・ページを含めるダッシュボードに指定する名前が組織で決まっていない場合は、「名前」フィールドに"default"と入力します。決まっている場合は、その名前を入力します。


	
「場所」ボックスで、/Shared Foldersのサブフォルダ内のDashboardフォルダ(/Shared Folders/Finance/Dashboardsなど)を選択します。




詳細は、ダッシュボードの作成を参照してください。


	
ダッシュボード・ページを1ページ以上作成し、コンテンツをページに追加します。ダッシュボードへの新規ページの追加およびダッシュボードへのコンテンツの追加を参照してください。




	
注意:

ユーザーは、適切な権限を持つコンテンツにのみアクセスできます。








	
ダッシュボードに権限を割り当て、ダッシュボード・ページが移入されるマイ・ダッシュボードを持つすべてのユーザーに、読取りアクセスを許可します。詳細は、権限の割当てを参照してください。






	
注意:

後でダッシュボード・コンテンツやダッシュボードに対する権限を変更した場合、変更は、初めてログインする新規ユーザーにのみ適用されます。マイ・ダッシュボードにダッシュボード・テンプレート・ページが移入されているユーザーには適用されません。










ダッシュボード・ページの公開

ダッシュボード・ページを共有のダッシュボードの場所に公開して、ページを他のユーザーと共有できます。

ダッシュボード・ページを公開する場合、次のようになります。

	
個人のコンテンツ(分析、プロンプトなど)は指定した場所にコピーされ、必要に応じて参照が更新されます。


	
共有コンテンツへの参照は保持されます。


	
ページに変更を加え、保存していない場合、未保存の変更が保存済の変更とともに公開されます。


	
公開されたダッシュボード・ページを表示する他のユーザーが、ページのオブジェクトに対して適切な権限を持っていることを確認します。たとえば、ページにBI Publisherレポートが含まれる場合、ユーザーがそのレポートの表示に必要な権限を持っている必要があります。




ダッシュボード・ページを公開する手順:

	
公開するページを含むダッシュボードを編集します。詳細は、ダッシュボードの編集を参照してください。


	
公開するページに移動します。


	
「ツール」をクリックし、「ダッシュボードへのページの公開」を選択します。

「ダッシュボードへのページの公開」ダイアログが表示されます。


	
「ダッシュボード」フィールドに、宛先のダッシュボードの名前を指定します。


	
コンテンツ(ページ、分析、プロンプトなど)が公開先にあることを示す「ダッシュボード・ページの公開」警告が表示される場合、次のボタンをクリックします。

	
公開操作を続け、既存のコンテンツを置き換える場合は、「OK」。


	
公開操作を中止し、既存のコンテンツを置き換えない場合は、「取消」。





	
「OK」をクリックします。

ダッシュボード・ページが宛先の場所にコピーされます。









ダッシュボード・ページへのリンクの作成について

組織で許可されている場合、ダッシュボード・ページへのリンクを作成できます。これによって、たとえば、リンクをブックマークとして保存したり、リンクをコピーして他のユーザーに電子メールで送信できます。

ブックマーク・リンクとプロンプト・リンクという2種類のリンクを作成できます。次の項で、これらのリンクについて説明します。

	
ブックマーク・リンクとは


	
プロンプト・リンクとは




ダッシュボード・ページへのリンクを作成する方法は、ダッシュボード・ページへのリンクの作成を参照してください。



ブックマーク・リンクとは

ブックマーク・リンクは、次のように、ダッシュボード・ページのパスとページの状態の全側面を表したURLです:


http://localhost/10.1.3.2/saw.dll?Dashboard&_scid=7ndOC-SjmWo&PortalPath=%2Fusers%2Fadministrator%2F_portal&Page=p2&PageIdentifier=7fsg0r2sdssvgen4&BookmarkState=r78an1mbj0fj4lmqhdjfndvvai


ブックマーク・リンクを作成すると、次のことができます。

	
リンクをブックマークとして保存し、後でまったく同じページ・コンテンツに戻ることができます。


	
リンクをコピーして他のユーザーに送信できます。そのユーザーに同じ権限とページへのアクセス権が付与されている場合、まったく同じコンテンツが表示されます。




ブックマーク・リンクを作成すると、ダッシュボード・ページの状態が、組織で指定された期間非表示のブックマーク・オブジェクトとしてカタログに保存されます。デフォルトは30日です。組織で指定された期間については、管理者に確認してください。ブックマーク・リンクを作成したときのダッシュボード・ページの状態が保存されるため、リンクの作成後、ページ・コンテンツの変更を続けることができます。






プロンプト・リンクとは

プロンプト・リンクは、次のように、ダッシュボード・ページのパスと簡素化したダッシュボード・プロンプトを表したものです。


<Content Path>&Action=Navigate&col1="Products"."P1  Product"&val1="Bluetooth Adaptor"&psa1="A - Sample Sales"


プロンプト・リンクを作成すると、プロンプトに対する別の値の追加など、リンクを手動またはプログラムで操作できます。プロンプト・リンクでは、ブックマーク・リンクと同じようにページの状態の全側面を表すことはできません。これは、非プロンプト・パラメータの正確な状態をレプリケートできないためです。

ダッシュボード・ページのパスと簡素化したダッシュボード・プロンプトを表すURLは、プロンプト・リンクで作成せずに、手動で作成することもできます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』を参照してください。

プロンプト・リンクの操作の詳細は、次のトピックを参照してください:

	
プロンプト・リンクの基本構文


	
プロンプト・リンクのパラメータ


	
プロンプト・リンクの操作に関するガイドライン






プロンプト・リンクの基本構文

プロンプト・リンクの基本構文は次のとおりです:


<Content Path>&Action=Navigate&col1&op1&val1&col2&op2&val2&var3&op3&val3…


ここで、Content Pathは次の基本URLのいずれかになります:


http://<obiee url path>/saw.dll?Dashboard&PortalPath=<dashboard path>
http://<obiee url path>/saw.dll?Dashboard&PortalPath=<dashboard path>&Page=<page name>
http://<obiee url path>/saw.dll?PortalGo&path=<analysis or prompt path>
http://<obiee url path>/saw.dll?Go&path=<analysis or prompt path>






プロンプト・リンクのパラメータ

プロンプト・リンクの変更には次のパラメータを使用できます:

	
&Action= - プロンプト・リンクで実行されるアクションを指定します。有効な値は次のとおりです。

	
Navigate - ダッシュボード・ページにナビゲートします。


	
Print - ページ・コントロールやホット・リンクなどなしで、PDFへの印刷用に結果をフォーマットします。


	
Download - 結果をMicrosoft Excelにダウンロードします。




viewState引数が存在する場合は、PrintおよびDownloadを使用できません。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』を参照してください。


	
&col#= - 列プロンプトに使用する列を識別します。

次に例を示します。


&col1="EASTERN REGION"


	
&var#= - 変数プロンプトに使用される変数または列プロンプトによって設定される変数を識別します。

変数を明示的に参照しない場合、デフォルトでは、すべての変数の有効範囲がダッシュボード・ページになります。

オプション・パラメータ&P1=で制御されるデフォルトの有効範囲を使用する例:


&var1="myRegion"


ダッシュボードの有効範囲を明示的に設定する例:


&var1=dashboard.variables['myRegion']


ダッシュボード・ページの有効範囲を明示的に設定する例:


&var1=dashboard.currentPage.variables['myRegion']


ダッシュボードの有効範囲とダッシュボード・ページの有効範囲の両方を設定する必要がある場合は、両方の変数をURLに含めます。

このパラメータでセッション変数を設定することはできません。ただし、リクエスト変数を設定してセッション変数をオーバーライドすることはできます。たとえば、次のようにリクエスト変数を設定すればNQ_SESSION.REGION_VARをオーバーライドできます:


&var1=requestVariables['REGION_VAR']


	
次の値パラメータ:

	
&val#= - プロンプトの値を指定します。

次に例を示します。


&val1="EASTERN REGION"


	
&valgrp#= - カスタム・グループのカタログ・パスにプロンプトの値を設定します。

次に例を示します。


&valgrp1="/shared/folder/myCustomGroup"


	
&valsv#= - サーバー変数にプロンプトの値を設定します。

次に例を示します。


&valsv1="SALESREGION"




val#およびvalgrp#パラメータは相互に共存可能ですが、valsv#パラメータとも共存できません。つまり、プロンプトではval#とvalgrp#の任意の組合せが可能ですが、valsv#とval#の両方を指定することはできません。


	
&cov#= - 自分も変数を設定する列プロンプトの変数を設定します。

次に例を示します。


&var1=myRegion&cov1="Markets"."Region"&val1="EASTERN.REGION"+"WESTERN REGION"


	
&op#= - (オプション)等しい(eq)などの演算子を指定します。

Go URLに使用するのと同じ演算子を使用します。これらの演算子のリストは、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』のナビゲーション・パラメータに関する項を参照してください。

次に例を示します。


&col1="Markets"."Region"&val1="EASTERN REGION"+"WESTERN REGION"&op1=in


	
&psa#= - (オプション)プロンプトのプライマリ・サブジェクト・エリアを指定します。

値のデータ型がサブジェクト・エリアによって正しく指定される必要があるプロンプトの場合は、このパラメータを使用します。

次に例を示します。


&var1=myRegion&cov1="Markets"."Region"&val1="EASTERN REGION"+"WESTERN REGION"&psa1=Paint


プロンプト・リンクに複数のサブジェクト・エリアが含まれている場合は、サブジェクト・エリアを指定しないプロンプト(たとえば、&psa1="Products"."P1 Products")を最初に指定し、サブジェクト・エリアを指定するプロンプト(たとえば、&psa2="B-Sample Target"."Products"."P1 Products")を最後に指定します。


	
&formulause#= - プロンプト値が、(二重列機能用に構成されたリポジトリの)コード値か表示値かを指定します。

このパラメータを使用しない場合、値は表示値であると見なされます。

次に例を示します。


&var1=myRegion&cov1="Markets"."Region"&val1="2"+"3"&formulause1=code


	
階層列を使用するプロンプトの場合:

	
&hierid#= - (必須)階層IDを識別します。


	
&dimid#= - (必須)ディメンションIDを識別します。


	
&tblnm#= - (必須)表名を識別します。




次に例を示します。


&col1="Products"."Products Hierarchy"&hierid1=Products Hierarchy&dimid1=H1 Products&tblnm1="Products"&val1="*"+"all"&psa1="A - Sample Sales"


複数のレベルにまたがる複数の値がある場合は、値の構文を拡張する必要があります。方法は、値の構文の拡張を参照してください。


	
&P1= - すべてのプロンプト・リンクのパラメータの有効範囲を定義します。有効な値は次のとおりです。

	
dashboard


	
dashboardPage (有効範囲が指定されていない場合のデフォルト)


	
report




このパラメータはプロンプト・リンクのフィルタと変数の両方に影響します。

次に例を示します。


&P1=dashboard






値の構文の拡張

階層列を含むプロンプト・リンクに、複数のレベルにまたがる複数の値がある場合は、値の構文を拡張する必要があります。

値の構文を拡張するには:

	
levelIDに基づいて値をグループ化します。


	
次に示すように、同じレベルに属するすべての値を1つの配列に配置して、対応するlevelIDを各配列の前に追加します:


"Detail Product"+"7"+"4"


	
各配列を連結して、+*で区切ります。


	
連結した文字列全体を&val#=パラメータに指定します。例:


&col1="Products"."Products Hierarchy"&hierid1=Products Hierarchy&dimid1=H1 Products&tblnm1="Products"&val1="LOB"+"Digital"+*"Brand"+"HomeView"+*"Detail Product"+"7"+"4"&psa1="A - Sample Sales"











プロンプト・リンクの操作に関するガイドライン

プロンプト・リンクの操作に関するガイドラインは次のとおりです:

	
&col#=と&var#=の任意の組合せを使用できますが、1からNの番号を順番に付けます。たとえば、var1、col2、col3やcol1、var2、col3のように使用できます。


	
プラス記号(+)を使用して値を区切ります。


	
日付、時間およびタイムスタンプに対して、ロケールに依存しない次の書式を使用します:

日付書式の場合:


YYYY-MM-DD


時間書式の場合:


hh24:mm:ss


タイムスタンプ書式の場合(タイム・ゾーンUTCを想定):


YYYY-MM-DD hh24:mm:ss


	
URLが正しくエンコードされていることを確認してください。エスケープされていないURLを使用できないブラウザやプラットフォームもあります。たとえば、二重引用符(")は%22に、空白文字は%20にエスケープします。


	
サポートされるURL文字の長さがブラウザによって異なることに注意してください。サポートされる長さよりURLが長い場合は切り捨てられます。この問題は、ブックマーク・リンクを使用するか、もっと長い長さをサポートする別のブラウザを使用すれば回避できます。


	
オプションで、値に空白が含まれていない場合、二重引用符を省略します。







	
ヒント:

プロンプトURLを手動ですばやく正確に作成するには、対応するプロンプトが設定されているダッシュボードにナビゲートして、目的のプロンプト値を適用し、プロンプトURLを生成するプロンプト・リンクを作成して、そのURLをテンプレートとして使用します。
















ダッシュボード・ページへのリンクの作成

組織で許可されている場合、ダッシュボード・ページへのリンクを作成できます。ダッシュボード・ページへのリンクの作成の詳細は、ダッシュボード・ページへのリンクの作成についてを参照してください。

ダッシュボード・ページへのリンクを作成する手順:

	
ダッシュボード・ページへのリンクを作成するダッシュボードを開きます。詳細は、ダッシュボードのオープンと使用を参照してください。


	
リンクの作成対象のページに移動します。


	
ダッシュボード・ページで「ページ・オプション」ツールバー・ボタンをクリックし、次のようにします。

	
ブックマーク・リンクを作成する場合、「ブックマーク・リンクの作成」を選択します。


	
プロンプト・リンクを作成する場合、「プロンプト・リンクの作成」を選択します。







	
注意:

管理者は、instanceconfig.xmlファイルに設定して権限を設定し、「ブックマーク・リンクの作成」オプションと「プロンプト・リンクの作成」オプションの表示を制御できます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のダッシュボード・ページへのリンクを作成する機能の有効化に関する項および『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービスの権限の管理に関する項を参照してください。
新しい結果でダッシュボードを置き換える(新しい結果をダッシュボードに直接表示するのではなく)よう設定されている分析でドリルすると、「ブックマーク・リンクの作成」オプションが、「ページ・オプション」メニューのオプションとしてではなく、新しい結果の下のリンクとして表示されます。(分析でのドリルの作用を指定するには、セクションの「プロパティ」メニューの「その場でドリル」オプションを使用します。)詳細は、オブジェクトの「プロパティ」ボタンを参照してください。









リンクがブラウザのアドレス・バーに表示されます。リンクに応じて次のようにします。

	
ブックマーク・リンクの場合、ブックマークとして保存するか、コピーして他のユーザーに送信できます。


	
プロンプト・リンクの場合、手動またはプログラムでリンクを操作できます。方法は、プロンプト・リンクとはを参照してください。












ブリーフィング・ブックの使用

組織にOracle BI Briefing Booksのライセンスが供与されている場合、ブリーフィング・ブックを使用できます。

次のトピックで、ブリーフィング・ブックとその使用方法について説明します。

	
ブリーフィング・ブックとは


	
新規または既存のブリーフィング・ブックへのコンテンツの追加


	
ブリーフィング・ブックの編集


	
ブリーフィング・ブックのダウンロード


	
ダッシュボード・ページへのブリーフィング・ブックのリストの追加


	
エージェントを使用したブリーフィング・ブックの配信






ブリーフィング・ブックとは

ブリーフィング・ブックは、ダッシュボード・ページ、個々の分析およびBI Publisherレポートの静的または更新可能なスナップショットの集まりです。

次のことを行えます。

	
ダッシュボード・ページ(BI Publisherレポートを含むページなど)または個々の分析の内容を、新規または既存のブリーフィング・ブックに追加します。新規または既存のブリーフィング・ブックへのコンテンツの追加を参照してください。


	
ブリーフィング・ブックを編集して、コンテンツの並替えや削除、およびコンテンツ・タイプ、ナビゲーション・リンクのプロパティとコンテンツの説明の変更を行います。ブリーフィング・ブックの編集を参照してください。


	
ブリーフィング・ブックをPDFまたはMHTML形式でダウンロードし、印刷または表示します。ブリーフィング・ブックのダウンロードを参照してください。

PDF版のブリーフィング・ブックには、自動生成された目次が含まれます。目次の詳細は、PDF版のブリーフィング・ブックの目次についてを参照してください。


	
ブリーフィング・ブックのリストをダッシュボード・ページに追加します。ダッシュボード・ページへのブリーフィング・ブックのリストの追加を参照してください。


	
組織にOracle Business Intelligence Deliversのライセンスが供与されている場合、エージェントを使用して、ブリーフィング・ブックの更新、スケジュールおよび配信を行います。エージェントを使用したブリーフィング・ブックの配信を参照してください。






PDF版のブリーフィング・ブックの目次について

PDF版のブリーフィング・ブックには、自動生成された目次が含まれます。ブリーフィング・ブック内の各ダッシュボード・ページ、分析およびレポートに対するエントリが含まれます。これらの各エントリには、タイムスタンプと、PDFファイル内のページ番号が含まれます。タイムスタンプ値は、コンテンツのブリーフィング・ブックへの保存方法によって異なります。コンテンツが更新可能として保存された場合、タイムスタンプは現在のものです。コンテンツがスナップショットとして保存された場合、タイムスタンプはスナップショットの時間です。

ダッシュボード・ページの各エントリの下に、そのページに含まれているブリーフィング・ブック・リンクが最大9個インデントされて表示されます。これらのエントリにはタイムスタンプは含まれません。例:



Table of Contents

 

My Dashboard Page 7/11/2008 9:15:20 AM . . . . . .1

    Years to Dollars Dashboard . . . . . . . . . .2

 
管理者は、目次のテンプレートを変更して、ブリーフィング・ブックに生成される目次の外観を変更することができます。




	
注意:

目次は常に英語で生成されます。他の言語はサポートされていません。したがって、ブリーフィング・ブックに生成された目次を翻訳する必要があります。







BI Publisherレポートをブリーフィング・ブックに含める場合については、ブリーフィング・ブックとBI Publisherレポートの印刷についてを参照してください。








新規または既存のブリーフィング・ブックへのコンテンツの追加

ダッシュボード・ページ(BI Publisherレポートを含むページなど)または個々の分析の内容をブリーフィング・ブックに追加できます。コンテンツは、既存のブリーフィング・ブックまたは新たに作成するブリーフィング・ブックに追加できます。

コンテンツを新規または既存のブリーフィング・ブックに追加する手順:

	
ブリーフィング・ブックに追加するコンテンツを含むダッシュボードを開きます。詳細は、ダッシュボードのオープンと使用を参照してください。


	
追加するページまたは追加する分析を含むページに移動します。


	
次のいずれかのアクションを実行します。

	
ダッシュボード・ページのコンテンツをブリーフィング・ブックに追加するには、ダッシュボード・ページで「ページ・オプション」ツールバー・ボタンをクリックし、「ブリーフィング・ブックへの追加」を選択します。




	
注意:

「ブリーフィング・ブックへの追加」オプションは、ダッシュボード・ページが空の場合、または「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログの「「ブリーフィング・ブックへの追加」の表示」ボックスがページに対して選択されていない場合、使用できません。








	
個々の分析の結果をブリーフィング・ブックに追加するには、ダッシュボードで分析を特定し、「ブリーフィング・ブックへの追加」リンクをクリックします。




	
注意:

リンクは、分析のダッシュボードへの追加時に「レポート・リンク」ダイアログで「ブリーフィング・ブックへの追加」オプションが選択された場合にのみ表示されます。「ブリーフィング・ブックへの追加」オプションの設定の詳細は、「レポート・リンク」ダイアログを参照してください。










「ブリーフィング・ブックのコンテンツの保存」ダイアログが表示されます。


	
「参照」をクリックして「名前を付けて保存」ダイアログを表示します。


	
「名前を付けて保存」ダイアログで、コンテンツを次のように保存します。

	
新規ブリーフィング・ブックの場合、ブリーフィング・ブックの保存先を「保存場所」フィールドに指定し、ブリーフィング・ブックの名前を「名前」フィールドに入力します。オプションで、説明を「説明」フィールドに入力し、「OK」をクリックします。


	
既存のブリーフィング・ブックの場合、ブリーフィング・ブックを選択し、「OK」をクリックします。





	
必要に応じて「ブリーフィング・ブックのコンテンツの保存」ダイアログの残りのフィールドに入力します。


	
「OK」をクリックします。

コンテンツがブリーフィング・ブックに追加されます。









ブリーフィング・ブックの編集

ブリーフィング・ブックを編集して、コンテンツの並替えや削除、およびコンテンツ・タイプ、ナビゲーション・リンクのプロパティとコンテンツの説明の変更を行えます。

ブリーフィング・ブックを編集する手順:

	
ブリーフィング・ブックを編集するには、次のようにします。

	
カタログで、グローバル・ヘッダーの「カタログ」をクリックし、カタログ・ページを表示します。


	
ダッシュボード・ページで、ブリーフィング・ブックを含むダッシュボード・ページを開きます。





	
編集対象のブリーフィング・ブックに移動し、「編集」をクリックします。

「ブリーフィング・ブックの編集」ダイアログが表示されます。


	
コンテンツを変更するには、次のようにします。

	
コンテンツを選択します。


	
「ページの編集」をクリックして「ページのプロパティ」ダイアログを表示します。


	
コンテンツ・タイプ、更新可能なコンテンツに対するナビゲーション・リンクの数またはコンテンツの説明を、必要に応じて変更します。


	
「OK」をクリックします。





	
コンテンツを並び替えるには、コンテンツを選択して、目的の場所にドラッグ・アンド・ドロップします。


	
コンテンツを削除するには、コンテンツを選択して、「削除」をクリックします。


	
「OK」をクリックします。









ブリーフィング・ブックのダウンロード

次のことを行えます。

	
コンピュータにブリーフィング・ブックをMHTML形式でダウンロードし、共有してオフラインで表示します。


	
ブリーフィング・ブックをPDF形式でダウンロードし、印刷します。

PDF版のブリーフィング・ブックには、自動生成された目次が含まれます。目次の詳細は、PDF版のブリーフィング・ブックの目次についてを参照してください。




ブリーフィング・ブックをダウンロードする手順:

	
グローバル・ヘッダーで「カタログ」をクリックし、カタログ・ページを表示します。


	
ダウンロードするブリーフィング・ブックに移動します。


	
次のいずれかのアクションを実行します。

	
ブリーフィング・ブックをPDF形式でダウンロードするには、「PDF」をクリックし、ファイルを開くか保存します。




	
注意:

ブリーフィング・ブックのPDFファイルを表示または印刷するには、Adobe Readerアプリケーションが必要です。
ブリーフィング・ブックに含まれているBI Publisherレポートは、レポート自体がPDF出力に対応している場合にのみ、PDFファイルに含まれます。

分析やダッシュボードの「印刷とエクスポートのオプション」ダイアログでの「印刷行」リストの設定により、PDFに分析のすべての行を表示するかそれとも表示されている行のみを表示するかが決まります。










	
ブリーフィング・ブックをMHTML形式でダウンロードするには、「Webアーカイブ(.mht)」をクリックし、ファイルを開くか保存します。

ダウンロードしたブリーフィング・ブックは.mhtファイル拡張子で保存され、ブラウザで開くことができます。ブリーフィング・ブックを電子メールで送信したり、共有できます。












ダッシュボード・ページへのブリーフィング・ブックのリストの追加

ブリーフィング・ブックのリストをダッシュボード・ページに追加できます。

ブリーフィング・ブックのリストをダッシュボード・ページに追加する手順:

	
ダッシュボードを編集します。詳細は、ダッシュボードの編集を参照してください。


	
ブリーフィング・ブックのリストの追加先のページに移動します。


	
「ダッシュボード・オブジェクト」ペインから、フォルダ・オブジェクトをセクションにドラッグ・アンド・ドロップします。


	
ページのレイアウト領域でフォルダ・オブジェクトにマウス・ポインタを合せてオブジェクトのツールバーを表示し、「プロパティ」ボタンをクリックします。

「フォルダ・プロパティ」ダイアログが表示されます。


	
「フォルダ」フィールドに、リストするブリーフィング・ブックを含めるフォルダを入力します。


	
「展開」ボックスで、フォルダを展開して表示するかどうかを指定します。


	
「RSSリンクの表示」ボックスで、RSSフィード・オプションをフォルダに追加するかどうかを指定します。


	
「OK」をクリックし、「保存」をクリックしてダッシュボードを保存します。

フォルダがダッシュボードに追加されます。ダッシュボード・ページで次のようにします。

	
フォルダが展開されていない場合、ブリーフィング・ブックのリストを表示するには、フォルダをクリックします。


	
ブリーフィング・ブックを編集するには、「編集」リンクをクリックします。ブリーフィング・ブックの編集を参照してください。


	
ブリーフィング・ブックをPDF形式でダウンロードするには、「PDF」リンクをクリックします。ブリーフィング・ブックのダウンロードを参照してください。


	
ブリーフィング・ブックをMHTML形式でダウンロードするには、「Webアーカイブ(.mht)」リンクをクリックします。ブリーフィング・ブックのダウンロードを参照してください。












エージェントを使用したブリーフィング・ブックの配信

エージェントを使用してブリーフィング・ブックを配信する手順:

	
ブリーフィング・ブックの配信に使用するエージェントを作成または編集します。詳細は、エージェントの作成を参照してください。


	
「エージェント」エディタ: 「配信コンテンツ」タブで、「参照」をクリックしてブリーフィング・ブックを選択します。

エージェントが稼働すると、ブリーフィング・ブックが配信されます。
















 
6 分析用データのフィルタリングと選択


この章では、フィルタ、選択ステップ、グループおよび計算項目をOracle Business Intelligence Enterprise Editionで作成する方法を説明します。ここでは、これらのオブジェクトを使用して、分析およびダッシュボードに表示されるデータを指定する方法を説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
インラインまたは名前付きでのオブジェクトの保存


	
フィルタおよび選択ステップとは


	
データの選択の使用


	
列フィルタの作成


	
列フィルタの編集


	
EVALUATE_PREDICATE関数の使用


	
分析への名前付きフィルタの適用


	
列フィルタの組合せとグループ化


	
保存済分析のフィルタとしての使用


	
分析の列フィルタに対するSQL文の作成または編集


	
計算済メジャーの使用


	
グループと計算項目の使用






インラインまたは名前付きでのオブジェクトの保存

この項では、オブジェクトのインラインまたは名前付きでの保存について説明します。内容は次のとおりです。

	
インライン・オブジェクトまたは名前付きオブジェクトとは


	
名前付きオブジェクトのフォルダ構造とは


	
インラインまたは名前付きでのフィルタの保存


	
インラインまたは名前付きでのグループおよび計算項目の保存






インライン・オブジェクトまたは名前付きオブジェクトとは

特定のオブジェクトを使用する際、他のオブジェクトを作成して、そのオブジェクトとともに保存できます。他のオブジェクトとともに保存される場合、そのオブジェクトはインラインで保存されます。フィルタ、グループおよび計算項目をインラインで保存できます。たとえば、分析の一部としてグループを作成できます。分析を保存すると、グループはインラインで、つまり分析とともに保存されます。

これらのオブジェクトは、インラインで保存する以外に、個別のオブジェクトとしてOracle BIプレゼンテーション・カタログにサブジェクト・エリアとともに保存できます。オブジェクトを単独で保存すると、オブジェクトは名前付きオブジェクトになります。名前付きオブジェクトによって再利用性が得られます。1つのオブジェクトを作成し、名前付きオブジェクトで指定された列を含む分析、ダッシュボード(フィルタの場合)やダッシュボード・ページ(フィルタの場合)に複数回使用できます。名前付きオブジェクトを更新および保存すると、名前付きオブジェクトが使用されているすべてのオブジェクトに更新がただちに適用されます。

たとえば、グループを分析にインラインで保存した後で、単独のオブジェクトとしてカタログに保存できます。その名前付きグループを「カタログ」ペインから他の分析に適用できます。






名前付きオブジェクトのフォルダ構造とは

名前付きフィルタ、グループおよび計算項目は、関連するサブジェクト・エリア・フォルダに通常保存されます。サブジェクト・エリア・フォルダに保存することによって、同じサブジェクト・エリアに対して分析を作成する場合にオブジェクトが使用可能であることが保証されます。

/My Foldersに保存されている名前付きオブジェクトは、そのユーザーのみが使用できます。/Shared Foldersフォルダに保存されているオブジェクトは、フォルダにアクセスする権限を持つ他のユーザーも使用できます。サブジェクト・エリア・フォルダが/My Foldersフォルダにも/Shared Foldersフォルダにもない場合、サブジェクト・エリア・フォルダが自動的に作成されます。オブジェクトを保存する際、「名前を付けて保存」ダイアログに/My Folders/Subject Area Contents/<subject area>のデフォルトの保存パスが表示されます。ただし、ダイアログの「フォルダ」領域には、カタログ内のサブジェクト・エリア・フォルダのすべてのインスタンスが表示され続けます。






インラインまたは名前付きでのフィルタの保存

「分析」エディタ: 「基準」タブの「フィルタ」ペインでインライン・フィルタを作成する際、オプションでインライン・フィルタを名前付きフィルタとして保存できます。名前付きフィルタは、分析レベルで作成することも、グローバル・ヘッダーからスタンドアロン・オブジェクトとして作成することもできます。

名前付きフィルタは、ダッシュボードに埋め込まれている分析または同じダッシュボード・ページに埋め込まれている分析のすべてまたは一部をフィルタできます。






インラインまたは名前付きでのグループおよび計算項目の保存

グループまたは計算項目をインライン・オブジェクトまたは名前付きオブジェクトとして保存できます。

	
ビューの編集や保存の際、または複合レイアウトでの操作の際にグループまたは計算項目を作成すると、グループまたは計算項目は分析にインラインで保存されます。


	
「選択ステップ」ペインでの操作時は、次のようになります。

	
カタログ内の名前付きオブジェクトとしてステップ内にあるグループまたは計算項目を保存できます。


	
ステップのセットまたは列に対する結果のメンバー・リストを名前付きオブジェクトとして保存できます。ステップの1つに計算項目が含まれる場合、ステップのセットをグループとして保存できません。







保存済グループの分析への追加の詳細は、「別の分析へのグループの追加」を参照してください。

計算項目またはグループを名前付きオブジェクトとしてカタログに保存する手順:

	
「選択ステップ」ペインを表示します。


	
計算項目またはグループのリンクをクリックし、「計算項目を次の名前で保存」または「グループを次の名前で保存」 をクリックして「名前を付けて保存」ダイアログを表示します。


	
ダイアログを完成させ、オブジェクトをカタログに保存します。




ステップのセットをグループとしてカタログに保存する手順:

	
「選択ステップ」ペインを表示します。


	
列名の一番右にある「選択ステップの保存」ボタンをクリックします。


	
「選択ステップの保存」ダイアログを完成させ、グループをオブジェクトとしてカタログに保存します。











フィルタおよび選択ステップとは

フィルタと選択ステップの2つを使用して、分析を実行すると表示される結果を限定し、結果が特定の質問に対する解答となるようにします。分析に対して選択した列とフィルタと選択ステップによって、結果に何が含まれるかが決まります。フィルタの選択ステップに基づき、基準に合う結果のみが表示されます。たとえば、所属する業界によっては、フィルタと選択ステップを使用して、業績が最もよい10人、特定のブランドの売上金額、最も収益性の高い顧客などを確認することが考えられます。

プロンプトと呼ばれる別の種類のフィルタは、ダッシュボードのすべてのアイテムに適用できます。実行時にプロンプトを使用して、選択ステップおよびフィルタを完了できます。詳細は、第7章「ダッシュボードと分析でのプロンプト」を参照してください。

Oracle BI Enterprise Editionにはフィルタ・ビューと選択ステップ・ビューがあり、これらを分析に追加すると、その分析に適用されているフィルタや選択ステップが表示されます。これらのビューを追加すると、分析内の情報に対するユーザーの理解度が高まります。分析にビューを追加する方法の詳細は、第4章、ダッシュボードでの表示用のビューの追加を参照してください。


フィルタと選択ステップの違い

フィルタと選択ステップは列レベル・ベースで適用し、分析でデータを限定する2つの方法を提供します。フィルタは常に、選択ステップが適用される前に列に適用されます。ステップは指定された順序で適用されます。フィルタと選択ステップは様々な点で異なります。


フィルタ

フィルタは、属性列およびメジャー列に直接適用できます。フィルタは問合せの集計前に適用され、問合せとメジャーの結果の値に作用します。たとえば、集計すると100になるメンバーのリストがあるとします。時間の経過とともに、フィルタ基準に合うメンバーが増え、集計が200になります。


選択ステップ

選択ステップは問合せの集計後に適用され、表示されているメンバーにのみ作用し、結果の集計値には作用しません。たとえば、集計すると100になる階層メンバーのリストがあるとします。選択ステップを使用してメンバーの1つを削除した場合、集計は100のままです。

選択ステップは、属性列と階層列の両方に作成できます。選択ステップは列ごとで、列をまたぐことができません。属性列には集計メンバーがないため、属性列に対しては選択ステップを使用してもフィルタを使用しても階層列ほど違いは出ません。メジャー列が「選択ステップ」ペインに表示されている場合、ステップによって影響を受けないようステップを作成できません。メジャーは、属性列および階層列に対する条件ステップ(100万ドルより多い売上など)の作成に使用されます。





階層列に影響する属性列へのフィルタの適用

関係する属性列にフィルタを使用し、階層列のメンバーの表示に影響を及ぼすことができます。たとえば、階層列に、年、四半期および月のレベルがあるとします。年の階層レベルに対応する属性列にフィルタがあるとします。年を2008と2009に限定するフィルタを年に作成した場合、階層列をビューに表示すると、それらの2年のみが表示されます。この機能は、Oracle BI管理ツールで、論理列がサブジェクト・エリアのビジネス・レイヤーにどのように定義されているかに依存します。








データの選択の使用

分析に含めるデータ・メンバーを指定すると、データ・ソースからのデータの選択が作成されます。選択ごとに、特定の列(製品、地理など)に対するメンバー・セットの基準を指定します。各選択は1つ以上のステップで構成されます。ステップは、選択に影響を与える指示(テキスト"ABC"を値に含む製品メンバーの追加など)です。ステップが実行される順序は、データの選択に影響を及ぼします。各ステップはその列のすべてのメンバーに作用するのではなく、前のステップからの結果に増分的に作用します。

これらの選択ステップは、「選択ステップ」ペインに表示できます。ステップは次の方法で作成されます。

	
列を分析に追加すると、特定のメンバーを明示的に追加しないかぎり、すべてのメンバーで開始する選択ステップが自動的に作成されます。「結果」タブで列メンバーをドラッグ・アンド・ドロップして分析に追加することでも、ステップが自動的に作成されます。たとえば、年の階層列からメンバーFY2007とFY2008をピボット表にドラッグ・アンド・ドロップするとします。「FY2007, FY2008を追加」という選択ステップが作成されます。


	
グループと計算項目を追加すると、ステップが自動的に作成されます。


	
特定の階層列または属性列に対するデータの選択を絞り込むために、右クリックの相互作用(「関連項目の追加」や「保持のみ」など)を使用すると、ステップが自動的に作成されます。これらの選択ステップを削除するには、「グループの削除」や計算項目の削除などの右クリック相互作用を使用します。詳細は、ビューの右クリック相互作用を参照してください。


	
「選択ステップ」ペインを使用してステップを直接作成し、特定の階層列または属性列に対するデータの選択を詳細に指定できます。「選択ステップ」ペインは、「結果」タブ、「基準」タブおよび一部のビュー・エディタなどの様々な場所から表示できます。




選択ステップのタイプは次のいずれかです。

	
明示的なメンバーのリスト - ステップに、列のメンバーのリスト(ボストン、ニュー・ヨーク、カンザス、南部など)を含めることができます。階層列の場合、メンバーの階層レベルは異なっていてもかまいません。属性列の場合、メンバーの列はその列のみです。


	
条件ステップ - 条件に基づいて列からメンバーが選択されます。条件には、様々なタイプ(メジャーや最上位/最下位の値に基づくなど)があります。このメンバー・リストは動的で、実行時に決まります。


	
階層に基づいたステップ - 階層列に対するステップで、メンバーの選択に使用する関係のタイプを選択できます。ファミリ関係(子、親など)、特定の階層レベル(レベル・ベースの階層の場合のみ)またはレベル関係(レベル・ベースの階層の場合のみ)を選択できます。


	
グループと計算項目 - ステップにグループまたは計算項目を含めることができます。グループと計算項目は追加ステップにのみ使用できます。保持のみステップまたは削除ステップに使用できません。

詳細は、グループと計算項目の使用を参照してください。







	
注意:

選択ステップの実行中に、テキスト以外(日付や時間など)の階層列のメンバーを検索すると、結果なしになります。









選択ステップの作成

ステップは、様々な場所で表示できる「選択ステップ」ペインで作成します。次の手順で、「結果」タブでのステップの作成方法について説明します。

選択ステップを作成する手順:

	
「分析」エディタ: 「結果」タブを表示します。


	
「選択ステップ」ペインが表示されない場合、ツールバーの選択ステップ・ペインの表示ボタンをクリックしてペインを表示します。

ペインは、「結果」タブの下部に縮小して表示される場合もあります。プラス記号のアイコンをクリックして展開します。


	
ステップを定義する対象の列に対し、「次に、新規ステップ」リンクをクリックします。


	
メニューから、作成するステップのタイプを選択し、表示されたダイアログを完成させます。




ビューの特定の階層列または属性列に対するデータの選択を絞り込むために、右クリックの相互作用(「関連項目の追加」や「保持のみ」など)を使用すると、選択ステップが自動的に作成されます。ビューの右クリック相互作用を参照してください。

分析に選択ステップを追加した後、「分析」エディタ: 「結果」タブに移動して、選択ステップ・ビューを分析に追加します。選択ステップ・ビューを追加すると、その分析に適用された選択ステップをユーザーが実行時に表示できるようになります。選択ステップ・ビューの追加の詳細は、「結果」タブ: 「選択ステップ」エディタを参照してください。





選択ステップの編集

次の手順に記載のとおり、既存の選択ステップを編集できます。

選択ステップを編集する手順:

	
「選択ステップ」ペインでステップにマウス・ポインタを合せ、表示されたツールバーのボタンをクリックします。

ステップを編集するダイアログの表示、ステップの削除、ステップのリスト内のステップの順序の変更など様々なタスクを行えます。

グループまたは計算項目の場合、名前をクリックして、編集や保存のオプションが含まれたメニューを表示します。









グループ・オブジェクトとしての選択ステップの保存

選択ステップのセットを作成した場合、インラインまたは名前付きでのグループおよび計算項目の保存に記載のとおり、セットをグループ・オブジェクトとして保存し、再利用できます。





選択ステップと二重列の使用

リポジトリが二重列用に構成されている場合、二重列に選択ステップを作成できます。これを行うには、列の表示値を選択します。すると、その表示値に対応するコード値を使用してステップが自動的に評価されます。

二重列を使用する場合は、「新規計算項目」ダイアログを注意深く使用してください。データ・セットの最初の行の列を指定する$1などの位置の演算子を計算項目のカスタム式に含めることができます。位置の演算子を含める場合、式の評価時、表示値はコード値にマップされません。

二重列の詳細は、二重列機能の理解を参照してください。








列フィルタの作成

次の手順を使用して、名前付きフィルタまたはインライン・フィルタを作成します。フィルタを編集用に開く方法の詳細は、列フィルタの編集を参照してください。

列フィルタを作成するには:




	
注意:

リポジトリが二重列用に構成されていて、次と等しい/次に存在する、次と等しくない/次に存在しないまたは次の間にある以外の演算子を使用し、表示値ではなくコード値を指定する場合、表示列ではなく、コード列を明示的に選択する必要があります。
二重列の詳細は、二重列機能の理解を参照してください。









	
名前付きフィルタを作成する場合、次の手順を使用します。

	
Oracle Business Intelligenceホームページでグローバル・ヘッダーに移動します。「新規」 メニューにポインタを合せ、メニューから「フィルタ」を選択します。「サブジェクト・エリアの選択」ダイアログが表示されます。


	
「サブジェクト・エリアの選択」ダイアログから、フィルタの作成対象のサブジェクト・エリアを選択します。「フィルタ」エディタが表示されます。


	
「サブジェクト領域」ペインで、フィルタを作成する列をダブルクリックします。「新規フィルタ」ダイアログが表示されます。





	
インライン・フィルタを作成する場合、次の手順を使用します。

	
新規分析を作成するか、フィルタの作成対象の既存の分析にアクセスします。「基準」タブをクリックします。


	
「フィルタ」ペインに移動し、フィルタ」ペインのツールバーで「現在のサブジェクト領域のフィルタを作成」ボタンをクリックします。分析の選択された列がカスケード・メニューに表示されます。


	
メニューから列名を選択します。あるいは、「列を増やす」オプションを選択して、サブジェクト・エリアから列を選択できる「列の選択」ダイアログにアクセスします。

列を選択すると、「新規フィルタ」ダイアログが表示されます。




	
注意:

別のサブジェクト領域にある列のフィルタを追加する場合、「サブジェクト領域」ペインの「サブジェクト領域の追加/削除」ボタンをクリックし、まず、そのサブジェクト領域を分析に追加する必要があります。











	
「演算子」フィールドで、フィルタの演算子を選択します。選択した列のタイプに基づいて値が移入された演算子リストから選択します。「プロンプトで使用」や「別の分析の結果に基づく」演算子オプションなどの各演算子の詳細は、演算子を参照してください。


	
「値」フィールドに、フィルタまたは条件を適用する際に使用する1つ以上の価を指定します。次のことを行えます。

	
値を入力します。値の区切りには、セミコロンを使用します。


	
リストまたはカレンダから値を選択します。

特定の値を検索するには、リスト・ボックスで「検索」をクリックします。表示される「値の選択」ダイアログで、値の検索および選択を行えます。




リポジトリが二重列用に構成されていて、表示列にフィルタを作成する場合、デフォルトでは表示値を指定します。ただし、組織によってコード値の表示が許可されている場合は、次に示す演算子のいずれかを使用した場合にかぎり、表示値のかわりにコード値を指定できます。

	
次と等しい/次に存在する


	
次と等しくない/次に存在しない


	
次の間にある




コード値を指定するには、「コード列による選択」チェック・ボックスを選択し、値を指定します。


	
リポジトリが二重列用に構成されていて、表示列にフィルタを作成し、コード値ではなく表示値をフィルタする場合、「コード列によるフィルタ」チェック・ボックスを選択解除します。


	
「詳細オプションの追加」ボタンをクリックし、フィルタにSQL式、セッション変数、リポジトリ変数、プレゼンテーション変数またはグローバル変数を追加します。SQL式または変数を使用してフィルタの値を設定する場合は、「値」フィールドを空のままにします。変数の詳細は、変数の使用を参照してください。


	
「フィルタの保護」チェック・ボックスを選択して、一致するプロンプトの値によって、あるいはユーザーが分析内の別のレポートに移動した際、フィルタの値がオーバーライドされないようにします。分析内のあるレポートから別のレポートに移動すると、最初のレポートで指定したプロンプト値が2つ目のレポートに転送されることがあります。


	
フィルタをSQL文に変換するには、「このフィルタをSQLに変換する」チェック・ボックスを選択します。「高度なSQLフィルタ」ダイアログが表示されます。




	
注意:

これは、1方向の変換です。「このフィルタをSQLに変換する」ボックスを選択した後は、「フィルタの編集」ダイアログでフィルタを表示または編集できなくなります。フィルタをSQL文に変換した後は、フィルタ・アイテムは「高度なSQLフィルタ」ダイアログでSQL文としてのみ表示および編集できます。







このオプションの詳細は、分析の列フィルタに対するSQL文の作成または編集を参照してください。


	
フィルタの基準の指定が終わったら、「OK」をクリックします。


	
次のいずれかの方法でフィルタを保存します。

	
「分析」エディタから「分析の保存」をクリックし、フィルタをインライン・フィルタとして保存します。


	
「フィルタ」エディタから「フィルタの保存」をクリックし、フィルタを名前付きフィルタとして保存します。




詳細は、インラインまたは名前付きでのオブジェクトの保存を参照してください。









列フィルタの編集

保存済フィルタをオープンおよび編集する手順は、次のとおりです。名前付きフィルタを編集して保存した場合は、フィルタが使用される場所にフィルタに対する変更が伝播されます。

フィルタを編集するには:

	
名前付きフィルタを開く場合、次のサブ手順を使用します:

	
グローバル・ヘッダーで、「カタログ」をクリックします。カタログ・ページが表示されます。


	
編集対象のフィルタに移動し、「編集」リンクをクリックします。「フィルタ」エディタが表示されます。





	
インライン・フィルタを開く場合、次のサブ手順を使用します:

	
分析で「基準」タブをクリックします。


	
「フィルタ」ペインで、編集対象のフィルタを見つけて、その「フィルタの編集」ボタンをクリックします。「フィルタ」エディタが表示されます。





	
必要な変更を行います。


	
フィルタを保存します。









EVALUATE_PREDICATE関数の使用

この項には、EVALUATE_PREDICATE関数の使用に関する次のトピックが含まれています。

	
フィルタにEVALUATE_PREDICATE関数を使用する方法


	
インライン・フィルタへのEVALUATE_PREDICATE関数の追加




この関数の詳細は、EVALUATE_PREDICATEを参照してください。



フィルタにEVALUATE_PREDICATE関数を使用する方法

EVALUATE_PREDICATE関数は、インライン・フィルタ句として追加できます。この関数は、階層列には使用できません。Oracle BI EEのフィルタ演算子で適切なフィルタ句を作成できない場合にこの関数を使用します。この関数は、ブールを戻り値とするデータベース関数用で、SQL関数にのみ使用できます。EVALUATE_PREDICATEのサポートは、多次元のデータ・ソース全体には及んでいません。また、EVALUATE_PREDICATEをXMLデータ・ソースに使用できません。

インライン・フィルタ句としてEVALUATE_PREDICATE関数を追加するには、管理者からEVALUATE_PREDICATE関数の追加権限を付与されている必要があります。


例

EVALUATE_PREDICATE関数の使用方法の例は、次のとおりです。この例では、Products.P4 Brand値は、6文字より長い必要があります。実行後、この例では、P4 Brand列のデータの長さが6文字より長い(BizTechやHomeViewなど)行を返します。


SELECT
0 s_0,
"A - Sample Sales"."Products"."P3 LOB s_1, 
"A - Sample Sales"."Products"."P4 Brand" s_2,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" s_3
FROM "A - Sample Sales"
Where EVALUATE_PREDICATE('length(%1)>6',"A - Sample Sales"."Products"."P4 Brand").
ORDER BY 1,2,3






インライン・フィルタへのEVALUATE_PREDICATE関数の追加

次の手順を使用して、EVALUATE_PREDICATE関数をインライン・フィルタに追加します。この関数は、階層列には使用できないことに注意してください。詳細は、フィルタにEVALUATE_PREDICATE関数を使用する方法およびEVALUATE_PREDICATEを参照してください。

EVALUATE_PREDICATE関数をインライン・フィルタに追加する手順:

	
「分析」エディタの「フィルタ」ペインに移動して「詳細オプション」ツールバー・ボタンをクリックし、「EVALUATE_PREDICATE関数の追加」オプションを選択します。

「新規EVALUATE_PREDICATE関数」ダイアログが表示されます。


	
関数の式を入力します。

正しい構文の入力例は、「フィルタにEVALUATE_PREDICATE関数を使用する方法」を参照してください。


	
「OK」をクリックします。

EVALUATE_PREDICATE関数が「フィルタ」ペインに表示されます。











分析への名前付きフィルタの適用

次の手順を使用して、名前付きフィルタを分析に適用します。

名前付きフィルタを分析に適用する手順:

	
名前付きフィルタの追加先の分析を作成するか、開きます。


	
「分析」エディタ: 「基準」タブ内で「カタログ」ぺインに移動し、名前付きフィルタが含まれている適切なフォルダに移動します。フィルタは通常、サブジェクト・エリア・サブフォルダに保存されています。たとえば、「Shared Folders/2.Functional Examples/Filters/A - Sample Sales/Demo」です。


	
名前付きフィルタを選択し、「詳細オプションの追加」ボタンをクリックします。「保存済みフィルタの適用」ダイアログが表示されます。


	
名前付きフィルタの分析への追加方法を指定します。次のオプションのいずれか、あるいは両方を選択できます。

	
名前付きフィルタを追加する前に、既存のすべてのフィルタを分析から削除する場合、「適用する前に既存のすべてのフィルタを消去する」ボックスを選択します。


	
実際のフィルタの内容を分析にコピーする場合、「フィルタの参照の代わりにフィルタの内容を適用する」ボックスを選択します。内容をコピーすると、保存済フィルタを変更せずにフィルタ基準を操作できます。「フィルタの参照の代わりにフィルタの内容を適用する」ボックスを選択解除すると、フィルタへの参照が分析に追加されます。分析から、名前付きフィルタの内容は表示できますが、変更できません。





	
「OK」をクリックします。

フィルタが「フィルタ」ペインに表示されます。









列フィルタの組合せとグループ化

列フィルタをANDやORブール演算子と組み合せ、グループ化することにより、SQL文を知らなくても複雑なフィルタを作成することができます。グループ化により、Oracle BI EEが分析をフィルタする優先順を定めることができます。

列フィルタを別の列フィルタと組み合せる手順:

	
名前付きフィルタ、またはインライン・フィルタを含む分析を作成するか、開きます。


	
名前付きフィルタを使用する場合、「保存済みフィルタ」ペインに移動し、フィルタに2つ以上のフィルタ・アイテムが含まれていることを確認します。インライン・フィルタを使用する場合、「フィルタ」ペインに移動し、フィルタに2つ以上のフィルタ・アイテムが含まれていることを確認します。

2つ目のフィルタ・アイテムを追加すると、2つ目のフィルタ・アイテムの前に「AND」演算子が表示されます。




	
注意:

フィルタをグループ化する場合、フィルタには3つ以上のフィルタ・アイテムが含まれている必要があります。








	
AND演算子をOR演算子に変更するには、「AND」をクリックします。このようにして、ANDとORを切り替えることができます。次の点に注意してください。

	
AND演算子は、各フィルタに指定されている基準を満たす必要があることを表します。これが、列フィルタを組み合せる場合のデフォルトの方法です。


	
OR演算子は、1つ以上の列フィルタに指定されている基準を満たす必要があることを表します。





	
フィルタ・アイテムの追加後、必要に応じて「AND」演算子と「OR」演算子クリックし、適切なフィルタの組合せを作成します。


	
次のいずれかの方法でフィルタを保存します。

	
「分析」エディタから「分析の保存」を選択し、フィルタをインライン・フィルタとして保存します。


	
「フィルタ」エディタから「フィルタの保存」を選択し、フィルタを名前付きフィルタとして保存します。




詳細は、インラインまたは名前付きでのオブジェクトの保存を参照してください。









保存済分析のフィルタとしての使用

別の分析から返された値に基づいてフィルタを作成できます。値の列を返す保存済分析はどれでも、分析内の一致する列のフィルタに使用できます。

別の保存済分析の結果に基づいてフィルタを作成する手順:

	
名前付きフィルタ、またはインライン・フィルタを含む分析を作成するか、開きます。


	
名前付きフィルタを使用する場合、「保存済みフィルタ」ペインに移動し、「サブジェクト領域」ペインからフィルタの作成対象の列を選択します。

インライン・フィルタを使用する場合、「フィルタ」ペインに移動し、「フィルタ」ペインのツールバーで「現在のサブジェクト・エリアのフィルタを作成」ボタンをクリックしてフィルタの作成対象の列を選択します。

「新規フィルタ」ダイアログが表示されます。


	
「演算子」フィールドで、「別の分析の結果に基づく」を選択します。

「保存済分析」、「関係」および「次の列の値を使用」フィールドが表示されます。


	
「保存済分析」フィールドに、保存済分析の完全なパスを入力するか、「参照」ボタンをクリックして、フィルタのベースとする分析を特定します。

保存済分析からの列名が「次の列の値を使用」ドロップダウン・リストに表示されます。


	
「次の列の値を使用」フィールドから列名を選択し、「関係」フィールドで、結果とフィルタされる列との適切な関係を選択します。


	
「OK」をクリックします。









分析の列フィルタに対するSQL文の作成または編集

フィルタとして使用する論理SQL WHERE句を作成または編集できます。この機能は通常は必要ありませんが、高度なフィルタ機能を必要とするユーザーが使用します。SQL句の詳細は、付録C、論理SQLリファレンスを参照してください。




	
注意:

フィルタをSQL文に変換した後は、フィルタ・アイテムは「高度なSQLフィルタ」ダイアログでSQL文として表示および編集できます。「フィルタの編集」ダイアログでは、フィルタを表示または編集できなくなります。







列フィルタのSQL構文を作成または編集する手順:

	
名前付きフィルタ、またはインライン・フィルタを含む分析を作成するか、開きます。


	
名前付きフィルタを使用する場合、「保存済みフィルタ」ペインに移動し、「サブジェクト領域」ペインからフィルタの作成対象の列を選択します。

インライン・フィルタを使用する場合、「フィルタ」ペインに移動し、「フィルタ」ペインのツールバーで「現在のサブジェクト・エリアのフィルタを作成」ボタンをクリックしてフィルタの作成対象の列を選択します。

「新規フィルタ」ダイアログが表示されます。


	
フィルタの基準を指定し、「このフィルタをSQLに変換する」を選択します。


	
「OK」をクリックします。

「高度なSQLフィルタ」ダイアログが表示されます。


	
「SQL」フィールドに変更を入力し、「OK」をクリックします。フィルタをSQL文に変換した後は、「フィルタの編集」ダイアログでフィルタを表示したり、編集できないことに注意してください。









計算済メジャーの使用

計算済メジャーは他のメジャーから導出され、式を使用して作成されます。

計算済メジャーを作成するには:

	
次のいずれかのアクションを実行します。

	
複合レイアウト内の列を含むデータ・ビューに計算済メジャーを作成するには、「分析」エディタ: 「結果」タブの「新規計算済メジャー」ボタンをクリックします。


	
複合レイアウト内の特定のデータ・ビューに計算済メジャーを作成するには、特定のデータ・ビューを編集して、「結果」タブ: データ・ビュー・エディタの「新規計算済メジャー」ボタンをクリックします。




	
注意:

直接データベース問合せまたは組合せリクエストには計算済メジャーを追加できません。











	
「新規計算済メジャー」ダイアログに入力します。列式の詳細は、列の式の編集を参照してください。


	
「OK」ボタンをクリックします。




計算済メジャーを編集するには:

計算済メジャーは、「分析」エディタ: 「基準」タブから編集できます。

	
「基準」タブで、計算済メジャーの列名の右にある「オプション」ボタンをクリックします。


	
必要に応じて列を変更します。

	
列のソート順の指定。(階層レベルのソート順は指定できません。)詳細は、ビューのデータのソートを参照してください。


	
見出しのカスタマイズや集計ルールの指定を含む、属性列およびメジャー列の式の編集。(階層列や階層レベルの場合、見出しのカスタマイズ、集計ルールの指定や式の編集は行えません。)詳細は、列の式の編集を参照してください。


	
書式設定や列と階層レベルの相互作用を制御する列プロパティの編集。書式の適用の詳細は、書式の列への適用を参照してください。












グループと計算項目の使用

ヒート・マトリックス、表、ピボット表、トレリスまたはグラフにデータを表示する方法として、グループまたは計算項目を作成できます。グループや計算項目を使用すると、データ・ソースに存在しない新規メンバーを列に追加できます。これらのメンバーは、カスタム・メンバーとも呼ばれます。

	
グループは、選択したメンバーの静的リストまたは選択ステップによって生成される動的リストです。グループはメンバーとして表されます。階層列に対して作成されたグループはドリルできますが、属性列に対して作成されたグループはドリルできません。

グループでは、一緒に表示されるメジャー列の既存の集計関数が使用されます。集計は、Oracle BIサーバーの最下位詳細レベルから上方に行われますが、値が二重に集計されることはありません。


	
計算項目はメンバー間の計算で、ドリルできない1つのメンバーとして表されます。計算項目を作成する際、選択した集計方法(合計、平均、カスタム式など)に新規メンバーを追加します。計算は集計レベルで行われ、最下位詳細レベルでは行われません。




グループまたは計算項目の作成時に「すべてのビュー」オプションを選択すると、グループと計算項目の両方が分析全体の選択ステップになります。したがって、その分析のすべてのビューに使用されます。これらのグループおよび計算項目は、インライン・オブジェクトとしても、名前付きオブジェクトとしても保存できます。詳細は、インラインまたは名前付きでのオブジェクトの保存を参照してください。

「現在のビュー」オプションを選択して特定のビューに対するグループまたは計算項目を作成する場合、グループまたは計算項目は特定のアクティブなビューにのみ適用されます。



グループとは

グループ(他の製品では「保存済選択」とも呼ばれます)は、列のユーザー定義メンバーです。グループはメンバーのリストの場合も、メンバーのリストを生成するために実行する選択ステップのセットの場合もあります。すべてのメンバーは同じ属性列または階層列に属し、階層列内の階層レベルは異なっていてもかまいません。グループは常に、列リストの最下部に、追加された順(「選択ステップ」ペインに表示される順)に表示されます。グループには、メンバーまたは他のグループを含めることができます。カスタム・グループを作成して、ビュー内の列にカスタム・グループを追加できます。

グループはカタログに保存して再利用できます。たとえば、グループを分析およびダッシュボードの列プロンプトまたは変数プロンプトに適用できます。グループをプロンプトに適用すると、実行時、プロンプトでは、グループまたはグループのメンバーが選択リスト・オプションとしてユーザーに示されます。ユーザーがグループまたは列メンバーを選択した場合のプロンプトによる選択ステップのオーバーライドの詳細は、「列プロンプトによる選択ステップのオーバーライド」を参照してください。






計算項目とは

計算項目はメンバー間の計算で、1つのメンバーとして表されます。計算項目を使用すると、Oracle BIリポジトリで指定されているデフォルトの集計ルール、およびデザイナによって選択されている集計ルール(既存の分析の場合)をオーバーライドできます。計算項目は、カスタム式を使用して(デフォルト)または選択したメンバーと関数(SUMなど)を組み合せて定義できます。

計算項目は、ユーザーが定義した列のメンバーです。計算項目には、メンバーまたは他の計算項目を含めることができます。計算項目は常に、列リストの最下部に、追加された順(「選択ステップ」ペインに表示される順)に表示されます。計算項目はカタログに保存して再利用できます。

計算項目は、メンバーのセットを1つのエンティティとして表示したり操作する場合に便利です。たとえば、次のものに対して計算項目を定義できます。

	
地理的地域の主要な取引先


	
ハイエンドの製品


	
標準的でない期間(9月の最初の3週間など)




計算項目は、様々な場所で列に対して作成できます。計算は、表およびピボット表への合計の追加に記載されている、メジャーに適用されるデフォルトの集計ルールとは異なります。最初に計算項目はSQL SELECT文として処理され、示された関数が結果セットに対して実行されます。SQL関数の詳細は、付録C、論理SQLリファレンスを参照してください。






グループと計算項目の作成

次の手順を使用して、計算項目またはグループを作成します。

計算項目またはグループを作成する手順:

	
次のいずれかのアクションを実行します。

	
計算項目またはグループを作成するボタンをクリックします。

ボタンは複数の場所にあります。次のリストに、それらの場所の一部を示します。

	
ビュー・エディタのツールバーで、「新規計算項目」ボタンまたは「新規グループ」ボタンをクリックします。すべてのビューに対して新しい計算項目またはグループが作成されます。


	
「レイアウト」ペインの <view-type>行または「列」領域で、列名の右にある「詳細オプション」ボタンをクリックし、「新規計算項目」を選択します。この計算項目またはグループを現在のビューまたはすべてのビューに追加することを選択できます。





	
「選択ステップ」ペインの「次に、新規ステップ」リンクをクリックします。


	
(外側エッジの)ヒート・マトリックス、表、ピボット表またはトレリスで、含める列や列ヘッダー、メンバー、グループまたは計算項目を選択し、右クリックして「グループの作成」または「計算項目の作成」を選択します。ビューの右クリック相互作用を参照してください。





	
「新規計算項目」ダイアログまたは「新規グループ」ダイアログのいずれか適切な方を完成させます。


	
計算項目またはグループを追加する場合、次の点を考慮してください。

	
複合レイアウト内から:

	
右クリック・メニューを使用している場合、「現在のビュー」または「すべてのビュー」オプション・ボタンのいずれかを選択し、複合レイアウト内の特定のアクティブなビューまたはすべてのビューにグループまたは計算項目を追加します。


	
ツールバー・ボタンまたは選択ペインを使用している場合、グループまたは計算項目は複合レイアウト内の「すべてのビュー」に追加されます。





	
ビュー・エディタ内から「現在のビュー」または「すべてのビュー」オプション・ボタンのいずれかを選択し、複合レイアウト内の特定のアクティブなビューまたはすべてのビューにグループまたは計算項目を追加します。


	
「詳細オプション」ボタンを使用してピボット表または表エディタ内から「現在のビュー」または「すべてのビュー」オプション・ボタンのいずれかを選択し、複合レイアウト内の特定のアクティブなビューまたはすべてのビューにグループまたは計算項目を追加します。







	
注意:

右クリック・メニューを使用してダッシュボード内のビューに計算項目またはグループを追加する場合、計算項目またはグループは「現在のビュー」にのみ追加されます。
「すべてのビュー」オプション・ボタンを使用してグループまたは計算項目を追加すると、追加する新しいビューにもそのグループまたは計算項目が追加されます。

「現在のビュー」オプション・ボタンを使用してグループまたは計算項目を追加すると、追加する新しいビューには、そのグループまたは計算項目が追加されません。










	
計算項目またはグループが完成したら、「OK」をクリックします。

エラーが検出された場合、メッセージが表示されます。エラーを修正し、「OK」を再度クリックします。







	
注意:

分析のデータ・ソースがOracle OLAPである場合、グループの使用時にエラーに遭遇する可能性があります。ビューにグループが含まれている状態でエラー・メッセージが表示された場合、その分析のメジャー列が外部集計を使っていることが問題の原因である可能性があります。
次のソリューションのいずれかを実装することについて、管理者に確認してください。

	
リポジトリのメジャーに対し、集計ルールを明示的に指定します。


	
Oracle OLAP分析ワークスペースのディメンション・メンバーとして適切な値のグループを作成します。

















グループと計算項目の編集

グループや計算項目は、様々な方法で編集できます。

	
「選択ステップ」ペインで計算項目またはグループのリンクをクリックし、「編集」をクリックして適切なダイアログを表示します。


	
オブジェクトをカタログに保存してある場合、「カタログ」ペインでオブジェクトを選択し、「編集」をクリックして適切なダイアログを表示します。


	
(外側エッジの)ヒート・マトリックス、表、ピボット表またはトレリスで、グループまたは計算項目を右クリックして「グループの編集」または「計算項目の編集」を選択します。




グループまたは計算項目の値は、次のリストに示すように、フィルタや選択ステップの影響を受けます。

	
フィルタ - グループまたは計算項目は、フィルタを使用して削除されていないメンバーのみを使用して評価されます。たとえば、SUM(EAST + WEST)という計算項目がある場合、フィルタでWESTを削除すると、 EASTの合計のみが計算項目として含められます。すべてのメンバーを削除すると、null値が返され、ヒート・マトリックス、表、ピボット表またはトレリスでは空のセルとして表示されます。


	
選択ステップ - 選択ステップを作成すると、ステップにグループまたは計算項目を追加できます。後続の保持のみステップまたは削除ステップで、グループまたは計算項目に含まれていたメンバーを参照する場合があります。

	
グループ・リストは、後続のステップで保持または削除されたメンバーの影響を受けますが、グループ・アウトライン値は同じままになります。たとえば、MyNewYorkグループにAlbanyとBuffaloが含まれ、その値が100とします。後続のステップでAlbanyが削除されるとします。MyNewYorkグループの値は100のままですが、Albanyはグループのリストには含まれません。


	
計算項目は、後続のステップで保持または削除されたメンバーの影響を受けません。







「現在のビュー」オプション・ボタンを使用して作成したすべてのビューからグループまたは計算項目を削除すると、グループまたは計算項目は残りますが、その後追加する新しいビューには追加されなくなります。

「すべてのビュー」オプション・ボタンを使用して作成したすべてのビューからグループまたは計算項目を削除すると、グループまたは計算項目は残り、その後追加する新しいビューに追加されます。

右クリック・メニューを使用してグループまたは計算項目を削除する場合は、次の点を考慮してください。

	
ダッシュボード・ページ内のビュー — 計算項目またはグループは、現在のビューからのみ削除されます。


	
ビュー・エディタ内のビュー — 計算項目またはグループは、すべてのビューからのみ削除されます。









別の分析へのグループの追加

別の分析で作成された列と同じ列にグループを追加できます。グループはメンバーのリストまたは選択ステップのセットのいずれかです。これらのグループの詳細は、グループ・オブジェクトとしての選択ステップの保存を参照してください。

次の手順で、「結果」タブを使用したグループの追加方法について説明しますが、これは、「カタログ」ペインが表示される任意の場所で行うことができます。次の方法でもグループを追加することができます。

	
「メンバー・ステップの編集」ダイアログの「アクション」ボックスで「グループまたは計算項目で開始」を選択し、「カタログ」ペインの「使用可能」リストからグループを選択します。


	
「選択ステップ」ペインで、適切な列に対する「次に、新規ステップ」をクリックし、「グループまたは計算項目の追加」を選択します。「既存のグループおよび計算項目の選択」を選択し、表示されたダイアログでグループを選択します。




「カタログ」ペインを使用してグループを別の分析に追加する手順:

	
「結果」タブで、グループからの選択を適用する列と同じ列を含む分析を表示します。


	
「カタログ」ペインに移動し、保存済グループを含む適切なフォルダに移動します。


	
グループを選択し、「カタログ」ペインのツールバーで「詳細オプションの追加」ボタンをクリックします。


	
次のいずれかのオプションを選択します。

	
グループ自体を追加する場合は「追加」。グループのアウトライン値が生成されます。ヒート・マトリックス、表、ピボット表またはトレリスではグループ名が表示され、グループ名を展開すると、メンバー値が表示されます。(デフォルト)


	
グループ・メンバーのみを分析に追加する場合は「メンバーの追加」。アウトライン値は表示されません。




グループまたはグループのメンバーは、「選択ステップ」ペインの「追加」ステップに含められます。必要に応じてステップを並べ替えることができます。








グループと計算項目のネスト

グループや計算項目を使用していて、それらをネストする必要が生じる場合があります。ネストとは、たとえば、グループの内部にグループを作成することです。次のリストに、グループおよび計算項目をネストする様々なシナリオを示します。

	
グループはネストできます。つまり、グループに他のグループを含めることができます。ネストしたグループはフラット化されています。たとえば、my_favorite_countriesグループにmy_favorite_citiesグループが含まれているとします。表にmy_favorite_countriesグループを表示して展開すると、my_favorite_citiesグループは表示されません。かわりに、my_favorite_citiesグループのメンバー値が表示されます。


	
計算項目はネストできます。つまり、計算項目に他の計算項目を含めることができます。


	
グループに計算項目を含めることはできません。計算項目にグループを含めることもできません。


	
選択ステップを使用する場合、次のようになります。

	
グループまたは計算項目を含む選択ステップは、結果が実行時に生成される一連のステップとして、または静的で毎回再表示される結果として保存できます。


	
ステップの保存済選択であるグループは「カタログ」ペインを使用して適用できます。保存済選択に計算項目に対するステップが含まれている場合にこれを行うと、グループのメンバーのみが追加されます。グループ自体は追加されません。












計算項目の例

この項の例と説明は、SQL文と構文に対する基本的な知識があることを前提としています。これらの例に示される構文は、「新規計算項目」ダイアログのカスタム式関数に適用されます。これらの例は仮想的なものです。すべての計算項目が示されているわけではありません。

例6-1に、SoftDrinkA、SoftDrinkB、SoftDrinkCの各製品の現在のメジャーの値(売上金額など)を取得し、値を合計するコードを示します。

これは、「関数」リストから「SUM」を選択し、SoftDrinkA'、'SoftDrinkB'、'SoftDrinkC'をクリックして、「関数」フィールドに追加するのと同じです。


例6-1 現在のメジャーの値の取得


sum('SoftDrinkA','SoftDrinkB','SoftDrinkC')




例6-2では、SoftDrinkAまたはSoftDrinkBの現在のメジャー(売上金額など)の最小値、つまりいずれか小さい方を取得します。

例6-1と例6-2では、各関数計算項目は、製品レイヤーなどの外側のレイヤーの各メンバーに対して実行されます。たとえば、軸に年と製品があり、先行する計算項目の1つが製品レイヤーに基づく場合、結果は年ごとに計算されます。


例6-2 現在のメジャーの最小値の取得


min('SoftDrinkA','SoftDrinkB')




例6-3では、年や製品などの外側のレイヤーの各アイテムの値を取得し、合計します。

SoftDrinkAなどの属性列の名前付きアイテムを指定するかわりに、$nや$-n(nはアイテムの行位置を示す整数)と指定できます。$nを指定すると、メジャーはn番目の行から取得されます。$-nを指定すると、メジャーは最後からn番目の行から取得されます。

たとえば、売上金額の場合、$1でデータ・セットの最初の行からメジャーが取得され、$-1でデータ・セットの最後の行からメジャーが取得されます。


例6-3 外側のレイヤーの各アイテムの値の取得


sum(*) 




例6-4では、売上金額などの現在のメジャーの1番目、2番目および3番目の行からアイテムが取得され、合計されます。


例6-4 メジャーの値の取得と合計


sum($1,$2,$3)




例6-5では、SoftDrinkA、SoftDrinkBおよびSoftDrinkCの売上を合計します。例に示す2つの計算項目は同じであることに注意してください。つまり、Sumはデフォルトの関数であるため、省略できます。


例6-5 売上値の合計


'SoftDrinkA' + 'SoftDrinkB' + 'SoftDrinkC'



sum('SoftDrinkA','SoftDrinkB','SoftDrinkC')




例6-6では、SoftDrinkAの売上とdiet SoftDrinkAの売上を合計し、SoftDrinkBの売上とdiet SoftDrinkBの売上を合計して、2つの金額のうち大きい方を返します。


例6-6 売上値の合計と最大値の戻し


max('SoftDrinkA' + 'diet SoftDrinkA', 'SoftDrinkB' + 'diet SoftDrinkB')















 
8 分析、ビューおよびダッシュボード・ページの書式設定


この章では、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionで、分析、ビューおよびダッシュボード・ページに書式設定を適用する方法を説明します。ここでは、装飾的な書式設定、条件付き書式設定、カスタム書式設定マスクおよびカスタム書式設定文字列について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
書式設定可能なもの


	
分析の列の書式設定


	
装飾的な書式とは


	
表、ピボット表、パフォーマンス・タイル、グラフ、ヒート・マトリックスおよびトレリスへの条件付き書式の適用


	
カスタム書式設定マスク


	
カスタム書式設定文字列






書式設定可能なもの

分析を作成して実行すると、デフォルトの書式設定ルールが分析の結果に適用されます。デフォルトの書式設定ルールは、カスケーディング・スタイル・シートとXMLメッセージ・ファイルに基づきます。追加の書式設定を作成し、特定の結果に適用できます。追加の書式設定は、関連する情報のブロックを強調表示したり、特定のデータ要素に注意を促す場合に便利です。追加の書式設定を使用して、分析やダッシュボードの外観をカスタマイズすることもできます。

書式は次のものに適用できます。

	
分析の列(分析の列への書式の適用に記載)。


	
ビュー(ビューへの書式の適用に記載)。


	
ダッシュボード・ページ(ダッシュボード・ページへの書式の適用に記載)。






分析の列への書式の適用

分析の列の操作時、書式設定を指定できます。適用した書式設定は、表やピボット表などのビューに列を表示して確認します。詳細は、分析の列の書式設定を参照してください。






ビューへの書式の適用

ビューへの書式の適用は、次の方法で行えます。

	
「ビュー」エディタ: ビューをエディタで編集する場合、通常、様々なダイアログを表示して、ビュー自体またはビューのコンポーネントのいずれか必要な方を書式設定します。書式設定オプションは、ビューのタイプに固有のものです。ビュー・エディタで指定した書式設定は、列に指定されている書式設定をオーバーライドします。


	
複合レイアウト: 複合レイアウトを使用する場合、各ビューのコンテナのツールバーのボタンをクリックし、書式設定ダイアログを表示できます。そのダイアログを使用してビューのコンテナに書式(表のコンテナの背景色を緑にするなど)を適用します。









ダッシュボード・ページへの書式の適用

書式設定は、ダッシュボード・ページのページ・レイアウト列とセクションに適用できます。ダッシュボード・ページを編集する際、列とセクションのプロパティを編集し、装飾的な書式を適用できます。詳細は、「装飾的な書式とは」および第5章「ダッシュボードの作成と使用」を参照してください。








分析の列の書式設定

分析を作成する際、列のプロパティを編集して外観とレイアウトを制御できます。列のコンテンツが特定の条件を満たす場合のみ、適用する書式を指定することもできます。デフォルトでは、列に対する指定は、現在の分析にのみ適用されます。

アカウントに適切な権限がある場合、その列または特定のデータ型の列からのデータが結果に表示されるたびに使用するシステム全体のデフォルト設定として、ユーザー指定の列プロパティを保存できます。デフォルトとして保存できるプロパティには、書式設定のプロパティや、相互作用やデータのライトバックに影響を与えるその他のプロパティなどがあります。

グループと計算項目は、単にそれぞれの列のメンバーであるだけなので、グループまたは計算項目に特に書式を適用しないかぎり、列から書式設定を継承し、他のメンバーと同じ優先順序に従います。

この項の構成は、次のとおりです。

	
適用可能な書式設定の種類


	
書式の列への適用


	
書式設定のデフォルトの保存






適用可能な書式設定の種類

「列のプロパティ」ダイアログのタブを使用して、列のコンテンツがビューにどのように表示されるかをカスタマイズできます。階層レベルによって、詳細な書式設定を階層列に使用できます。

次のリストに、適用可能な書式設定の種類の例を示します。

	
フォント・ファミリやサイズなどの装飾的な書式設定を列または階層レベルに適用します。


	
代替フォルダや列の見出しに名前を割り当て、カスタム書式を適用します。


	
列ラベルの繰返しなどの重複するデータの表示を制御します。


	
列とデータ値のデフォルト書式設定をカスタム書式設定でオーバーライドします。


	
値に基づいて異なる書式を適用できる条件付き書式を列または階層レベルに適用します。たとえば、100万ドルより大きい値に緑色の書式を設定します。









書式の列への適用

次の手順を使用して、列にデフォルトの書式を設定できます。デフォルトの設定は、表などのデータ・ビューのエディタで列を書式設定することで、オーバーライドできます。

列に書式を適用する手順:

	
「分析」エディタ: 「基準」タブで書式設定と動作の編集対象の分析を開き、次のようにします。


	
変更する列または階層列を追加または特定します。(階層レベルを表示するには、列を展開します。)


	
「選択された列」ペインで列名または階層レベル名の右にある「オプション」ボタンをクリックし、「列のプロパティ」または「階層レベル・プロパティ」をクリックします。「列のプロパティ」ダイアログが表示されます。


	
「列のプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブをクリックし、各セルとコンテンツの分析での表示方法を指定します。たとえば、セルの枠を赤に変更し、セルのコンテンツを14ポイントのArialフォントで表示するよう変更します。

詳細は、「装飾的な書式とは」を参照してください。


	
「列のプロパティ」ダイアログ: 「列書式」タブをクリックし、見出しの名前や値の抑制などの様々なプロパティを指定します。


	
「列のプロパティ」ダイアログ: 「データ書式」タブをクリックし、データのデフォルトの表示特性をどのようにオーバーライドするかを指定します。このタブに表示されるオプションは、データ型(テキスト、日付と時間のゾーン、数値など)によって異なります。

日付と時間のフィールドのカスタマイズの詳細は、カスタム書式設定文字列を、数値データに対するカスタム・マスク作成の詳細は、カスタム書式設定マスクを参照してください。


	
「列のプロパティ」ダイアログ: 「条件付き書式」タブをクリックし、条件付き書式を列または階層レベルに追加します。

詳細は、表、ピボット表、パフォーマンス・タイル、グラフ、ヒート・マトリックスおよびトレリスへの条件付き書式の適用を参照してください。


	
「基準」タブから「列のプロパティ」ダイアログにアクセスした場合は、適切な権限がある場合に、オプションで、「デフォルトとして保存」をクリックしてデフォルトを復元したり、保存するための適切なオプションをクリックできます。


	
「OK」をクリックし、変更を保存します。









書式設定のデフォルトの保存

「列のプロパティ」ダイアログのタブを使用して、列のコンテンツがビューでどのように表示されるかをカスタマイズすると、Oracle Business Intelligenceスタイル・シートおよび列または階層レベルのシステム・デフォルトがオーバーライドされます。

変更したプロパティをその分析内のその列または階層レベルに対してのみ保存することも、そのデータ型に対するシステム全体のデフォルトとしてプロパティを保存することも、その列または階層レベルに対するシステム全体のデフォルトとしてプロパティを保存し、どの分析に表示されても書式と動作が同じになるようにすることもできます。その結果、後続の分析で、この列または階層レベル、あるいはこのデータ型の列または階層レベルを使用するユーザーには、「列のプロパティ」ダイアログの設定がデフォルトで使用されます。システム全体のプロパティを保存するには、適切な権限を持っている必要があります。

システム全体のデフォルトを設定する機能によって一貫性がもたらされ、組織内の時間を節約できます。たとえば、組織で、すべての分析のすべてのテキスト列にフォント・ファミリとしてArialを使用すると決めたとします。その後、すべてのテキスト列にTimes New Romanを使用する決まりに変わったとします。Times New Romanをテキスト列に対するシステム全体のデフォルトとして保存するのみにできます。フォント・ファミリにデフォルト(Arial)が指定されているテキスト列を含むすべての既存の分析が、自動的に更新されます。








装飾的な書式とは

装飾的な書式は、列と階層レベルのデータ、ビューおよびダッシュボード・ページの列とセクションの外観に影響を与えます。装飾的な書式を適用したり、装飾的な書式属性をコピーして貼り付けたり、書式設定した分析を保存して他の分析の列に使用できます。

様々なダイアログを表示して、様々な装飾的属性にアクセスしたり、制御できます。書式設定するオブジェクトに応じて、異なるオプション(フォント、セル、枠のコントロール、背景色や、セルのパディング、HTMLのカスタムCSSスタイル・オプションなどのその他の書式設定オプション)がダイアログに表示されます。



保存済分析を使用した他の分析の外観の変更

「基準」タブおよび「結果」タブを使用して分析の外観をカスタマイズし、保存すると、保存済分析とそのビューから新規分析または既存の分析に書式設定をインポートできます。ゲージ、グラフ、ヒート・マトリックス、パフォーマンス・タイル、ツリーマップなどの一部のビューでは、インポートによる書式設定はサポートされていません。この項の構成は、次のとおりです。

	
「別の分析から書式設定をインポート」ボタンの場所


	
インポートされた書式設定がサポートされるビューのタイプ


	
インポートされた書式の適用方法


	
保存済分析を使用した書式設定のインポート






「別の分析から書式設定をインポート」ボタンの場所

「別の分析から書式設定をインポート」ボタンをクリックすると、保存済分析を使用して、他のビューの外観を変更できます。このボタンは、次のツールバーにあります。

	
複合レイアウトのツールバー - このボタンをクリックすると、レイアウト内の該当するすべてのビューに書式が適用されます。コンテナからの書式の適用を参照してください。


	
ビュー・エディタのツールバー - このボタンをクリックすると、編集中のビューにのみ書式が適用されます。「インポートされた書式設定がサポートされるビューのタイプ」を参照してください。









インポートされた書式設定がサポートされるビューのタイプ

次のリストに、保存済分析を使用した他のビューの書式設定がサポートされるコンポーネントを示します。

	
ビュー・タイプ - 次のビュー・タイプから書式設定をインポートできます。

	
凡例 - 凡例タイトル、キャプションおよび凡例コンテナの書式設定をインポートします。テキストのコンテンツはインポートされません。


	
ナレーティブ - テキストのフォント色のみインポートします。接頭辞、接尾辞、ナレーティブ・テキストなどのテキストのプロパティはインポートされません。


	
ピボット表、表およびトレリス: 列、緑に塗りつぶす指定、小計および合計の書式設定とセクションのプロパティをインポートします。


	
静的テキスト - テキストのフォント色のみインポートします。テキストのコンテンツはインポートされません。


	
タイトル: タイトル、ロゴ、サブタイトル、開始時間およびヘルプURLをインポートします。


	
ビュー・セレクタ - キャプションの書式設定のみをインポートします。





	
複合レイアウト - 複合レイアウトのビューの「コンテナのフォーマット」ボタンをクリックした後に指定した書式設定をインポートできます。









インポートされた書式の適用方法

列に適用された書式をインポートするか、ビューに適用された書式をインポートするか、複合レイアウトのビューのコンテナに適用された書式をインポートするかによって、書式の適用方法が異なります。


列からの書式の適用

この機能は、属性、メジャーまたは階層の列番号が正確に配置されている場合、またはすべての列に適用可能な単一列テンプレートの場合、ビューに最適です。単一列が保存済分析にある場合、ターゲットの分析の表、ピボット表およびトレリスのすべての列に、その書式が適用されます。

複数列の場合、書式は、列見出しおよび値に対して位置で(左から右に)適用されます。保存済分析内の列の数を超える列には、最も近い列の書式が繰り返されます。たとえば、保存済分析に、赤、緑、青、黄の順に書式設定された4個の列が含まれているとします。ターゲットの分析の6個の列には、赤、緑、青、黄、黄、黄の順に色が付けられます。





ビューからの書式の適用

ビューに書式が適用されるのは、そのタイプのビューがターゲットの分析にある場合のみです。インポートされた書式は、ターゲットの分析内のそのタイプのすべてのビューに適用されます。たとえば、保存済分析に、書式設定をカスタマイズした凡例が含まれているとします。その書式設定を、3個の凡例が含まれたターゲットの分析にインポートすると、3個の凡例すべてがその書式設定を継承します。






コンテナからの書式の適用

複合レイアウトで、ビューのコンテナに書式設定プロパティ(背景色、枠、パディングなど)を指定できます。保存済分析を使用して、そのコンテナの書式設定をインポートすると、ターゲットの分析のビューは、保存済分析のビューのコンテナの書式設定プロパティをそのまま継承します。

2つの分析のビューのレイアウトがまったく同じでなくても、コンテナの書式設定は適切に作用します。ターゲットの分析にソースの分析以上のビューが含まれている場合、余剰分のビューは、インポートされた書式設定を継承します。たとえば、複合レイアウト内に重なり合った2つの表が保存済分析に含まれているとします。ターゲットの分析には、2つずつレイアウトされた4個の表が含まれているとします。ソースの分析には、2つの表ビューのレイアウト列が1つのみあります。ターゲットの分析の1つ目と2つ目の各レイアウト列の2つの表は、適用された書式を継承します。








保存済分析を使用した書式設定のインポート

保存済分析を使用して、他の分析の外観を変更する手順:

	
「分析」エディタ: 「結果」タブで、書式設定をインポートする分析を表示するか、エディタにビューを表示します。


	
「別の分析から書式設定をインポート」ツールバー・ボタンをクリックします。


	
「分析の選択」ダイアログで、保存済分析に移動し、「OK」をクリックします。













表、ピボット表、パフォーマンス・タイル、グラフ、ヒート・マトリックスおよびトレリスへの条件付き書式の適用

条件付き書式設定は、表、ピボット表、パフォーマンス・タイル、グラフ、ヒート・マトリックスおよびトレリスで特定の条件に合うデータ要素に注意を促す場合に便利です。たとえば、ノルマに満たない売上を特定の色で表示したり、特定のパーセント以上ノルマを達成した営業スタッフの横にトロフィなどのイメージを表示します。

この項では、表、ピボット表、パフォーマンス・タイル、ヒート・マトリックスおよびトレリスに条件付き書式を適用する方法を説明します。グラフの詳細は、列に基づいたグラフの書式設定を参照してください。この項には次のトピックが含まれます。

	
条件付き書式の適用方法


	
別の列に基づく条件付き書式


	
条件付き書式に影響を及ぼす要因


	
条件付き書式の適用


	
ランキングに対する条件付き書式設定の例






条件付き書式の適用方法

条件付き書式は、使用する分析内の列または階層レベルを1つ以上選択して満たすべき条件を指定し、条件を満たす場合に適用するフォント、セル、枠、スタイル・シートの各オプションを指定して適用します。条件付き書式には、データおよびデータを含むセルに対する色、フォント、イメージなどを含めることができます。指定は、操作をしている分析の表およびピボット表内の列または階層レベルのコンテンツにのみ適用されます。

複数の条件を追加し、データの値に基づいて、複数の書式のうちの1つを使用してデータを表示できます。たとえば、ノルマに満たない売上をある色で表示し、ノルマを超えた売上を別の色で表すことができます。複数の条件を指定すると、すべての条件が検証され、真の条件について書式がマージされます。複数の書式をマージしようとして競合があった場合、最後に真と検証された条件によって、表示される書式が影響を受けます。






別の列に基づく条件付き書式

表、ピボット表およびトレリスに表示する場合、別の列の値に基づいて列に適用する条件付き書式を作成できます。たとえば、図8-1のように、1 - Revenue列の値が$9百万より大きい場合にD50 Region列を緑にする条件付き書式を作成できます。


図8-1 Region列での条件付き書式設定

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



「列のプロパティ」ダイアログの「列書式」タブの「非表示」オプションを使用すると、分析のビューに表示されない列を使用して条件を作成できます。「レイアウト」ペインの「除外」ドロップ・ターゲットに列を置くと、その列を使用して条件を作成できません。




	
注意:

パフォーマンス・タイルでは、別の列に基づいて条件付き書式設定を継承したり、パフォーマンス・タイルで「除外」ドロップ・ターゲットを使用することはできません。







「レイアウト」ペインで「データを次として表示」オプションを選択してパーセンテージまたは指数でデータを表示する場合でも、条件付き書式は、ベースの値に基づいて適用されます。






条件付き書式に影響を及ぼす要因

条件付き書式の列への適用方法は、次のリストに示す要因によって異なります。

	
レイアウト、順序と条件付き書式


	
値の抑制と条件付き書式






レイアウト、順序と条件付き書式

ある列の値の条件付き書式は、条件付き書式が別の列に基づく場合、ビュー内の列のレイアウトの影響を受けます。ビュー内の列のレイアウトを変更すると、条件付き書式の表示を変更できます。たとえば、T05 Per Name Yearが2009のD50 Region列に条件付き書式を指定するとします。ピボット表でD50 RegionとT05 Per Name Yearが反対のエッジにある場合、条件付き書式は表示されません。

ビューに表示される列の順序も条件付き書式設定に影響を及ぼします。ビュー内の順序は、値が表示される粒度に影響します。粒度は、集計のレベルのことです。書式設定する列が、書式がベースにしている列より詳細な粒度、あるいはそれと同じ粒度で表示される場合、条件付き書式が適用されます。書式設定される列の粒度が、書式がベースにしている列より高い場合、条件がメジャー列に基づく場合のみ書式が適用されます。書式が属性列に基づき、書式設定する列が高いレベルの粒度で表示される場合、条件付き書式は適用されません。

図8-2の表を例にします。T05 Per Name Yearが2011の場合にD50 Regionに色を設定する条件付き書式が指定されています。D50 RegionがT05 Per Name Yearとは異なるエッジにあるため、明るい青色が表示されていないことに注意してください。詳細は、値の抑制と条件付き書式を参照してください。


図8-2 条件付き書式が適用されていない反対のエッジの列

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



T05 Per Name Yearが表内の最初の列になるよう列の順序を変更するとします。T05 Per Name Year列が高いレベルの粒度で表示され、適切な条件付き書式がD50 Region列に適用されます。図8-3に、適切な条件付き書式が適用されたピボット表を示します。


図8-3 列の順序に基いた条件付き書式設定

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



条件付き書式は、表、ピボット表またはトレリスの任意のエッジで表示できます。プロンプト・ドロップ・ターゲット(ページ・エッジとも呼ばれる)では、条件付き書式は、そのターゲットに対して現在選択されている列メンバーにのみ適用されます。たとえば、AMERICAS、APAC、EMEAのメンバーを持つD50 Region列があるとします。D50 Region列がピボット表のプロンプト・ドロップ・ターゲットにあり、1 - Revenueが$6.5百万より多い場合に地域名を緑色にする条件付き書式が設定されているとします。AMERICASのみがその条件を満たす地域の場合、AMERICASがプロンプト・ドロップ・ターゲットとして選択された場合のみ緑に色付けされます。






値の抑制と条件付き書式

表では、「列のプロパティ」ダイアログ: 「列書式」タブでの値の抑制の設定によって、条件付き書式が影響を受けます。値の抑制を「繰返し」に設定すると、書式設定される列は、ビューの詳細レベルの粒度で表示されます。条件付き書式を適用するためのベースとなる列には、集計は必要ありません。

図8-4の表を例にします。T05 Per Name Yearが2011の場合にD50 Region列を明るい青色にする条件付き書式が適用されています。値の抑制が「抑制」に設定され、D50 Regionのメンバーに対して列値の繰返しが許可されていないため、明るい青色が表示されていないことに注意してください。


図8-4 値の抑制が有効な場合の条件付き書式設定

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



値の抑制が「繰返し」に設定されている場合、列メンバーが繰り返され、適切な条件付き書式が適用されます。図8-5に、値の抑制が「繰返し」の表を示します。


図8-5 値の抑制が「繰返し」の場合の条件付き書式設定

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]









条件付き書式の適用

条件付き書式を適用する手順:

	
「分析」エディタ: 「基準」タブで書式設定と動作の編集対象の分析を開きます。




	
注意:

また、「結果」タブ: 「パフォーマンス・タイル」エディタからパフォーマンス・タイルに条件付き書式を適用するには、「パフォーマンス・タイルのプロパティ」ダイアログの「条件付き書式設定の編集」リンクをクリックします。これにより、「条件付き書式設定」ダイアログが開きます。次のステップ4から6を完了すれば、条件付き書式設定をタイルに追加できます。「スタイル」ペインでは、条件付き書式が反映されないことに注意してください。








	
変更する列または階層列を追加または特定します。「選択された列」ペインで列名の右にある「オプション」ボタンをクリックし、「列のプロパティ」または「階層レベル・プロパティ」をクリックします。「列のプロパティ」ダイアログが表示されます。


	
「列のプロパティ」ダイアログ: 「条件付き書式」タブをクリックします。




	
注意:

ヒート・マトリックスでは、データ・セルの背景やフォント色に条件付き書式を適用できません。








	
「条件の追加」をクリックし、条件を適用する列を選択します。


	
「新規条件」ダイアログに入力します。条件名の右にある「条件の編集」ボタンをクリックし、「条件の編集」ダイアログを表示します。




	
注意:

「条件付き書式」タブから「新規条件」ダイアログにアクセスすると、条件付き書式に当てはまるオプションのみがダイアログに表示されます。たとえば、「演算子」リストに、条件付き書式で使用される演算子のサブセットが表示され、プレゼンテーション変数のみ適用できます。








	
「書式の編集」ダイアログを完成させ、条件に対する書式を適用します。









ランキングに対する条件付き書式設定の例

次の例で、ランキングを表示する結果に条件付き書式を適用する方法について説明します。

分析に10個のランキング・カテゴリが含まれ、列の値が1の場合は最低のランキングを、値10は最高のランキングを表すとします。次のものを表示する3つの条件付き書式を作成します。

	
1、2または3を含む列に対する、ランクが低いことを表す1つのイメージ。


	
4、5、6または7を含む列に対する、平均のランクを表す別のイメージ。


	
8、9または10を含む列に対する、ランクが高いいことを表す3つ目のイメージ。




「グラフィック」ダイアログで「イメージのみ」イメージ配置オプションを選択すると、ランキングの数字ではなく、イメージのみで列が結果に表示されます。








カスタム書式設定マスク

カスタム書式設定マスクには、数値データ(収益や請求済数量など)を含む書式設定列に対する追加オプションが用意されています。数値データが含まれる列に対してカスタム書式設定マスクを設定するには、「数値の取扱い」フィールドをカスタムの数値フィールドと組み合せて使用します。詳細は、「列のプロパティ」ダイアログ: 「データ書式」タブを参照してください。

表8-1に、マスク文字列および説明を示します。3番目の列は、米国用のマスクを英語の言語ベースで使用した数値フィールドの具体的な例を示しています。


表8-1 数値のカスタム書式設定マスク

	マスク文字	説明	例
	
#


	
オプションの桁にはシャープ記号を使用します(前後のゼロは削除されます)

	
#,###,##0.###を12345.67のマスクとして指定すると、12,345.67と表示されます。


	
0

	
必須桁にはゼロを使用します

	
#0.##0を12.34のマスクとして指定すると12.340と表示されます。


	
" "

	
そのまま表示するには二重引用符を使用します。

注意: Excelでは二重引用符のマスク文字を変換できないため、このマスク文字を使用して数値データを表す場合は、分析結果をExcelにエクスポートする前に、この明示的なマスク文字を削除する必要があります。

	
"++++"をマスクの一部として指定すると、++++と表示されます。


	
;

	
整数、負数およびnullの書式を区切るにはセミコロンを使用します

	
"+"#0.000;"-"#0.000;"nulls"を467482.18をのマスクとして指定すると、+467482.18と表示されます。詳細は、図8-6を参照してください。


	
[$]


	
ロケール固有の通貨記号として使用します

	
[$]#,##0.##を5000.48のマスクとして指定すると、英語-米国のロケールが選択されているユーザーには$5,000.48と表示され、英語-英国のロケールが選択されている場合は£5,000.48と表示されます。








カスタムの数値フィールドで書式設定マスクを定義するために使用する小数点区切り記号文字および桁区切り記号文字は、常に次のようになります。

	
ピリオド - 数値の整数部分と小数部分を区切るために使用します


	
カンマ - 3桁ごとに区切るために使用します




ただし、分析およびダッシュボードに実際に表示される区切り記号文字は、Oracle BI EEを実行している国および言語によって異なります。

表8-2に、特定の国と言語の組合せの例を示します。なお、この表に示されている例がすべてではなく、またこの例は執筆時点において正しいものです。


表8-2 ロケール固有の数字のカスタム書式設定マスク - 小数点区切り文字および桁区切り文字

	表示される書式	BI EEで使用する書式設定マスク	事前に定義されている国(言語)の区切り文字	この設定が通常使用される国(言語)
	
小数点: 123,45

桁区切り: 6.789

	
小数点: ###.##

桁区切り: #,###

	
小数点: , (カンマ)

桁区切り: . (ピリオド)

	
アルゼンチン(スペイン語)、デンマーク(デンマーク語)、エクアドル(スペイン語)、ドイツ(ドイツ語)、ギリシャ(ギリシャ語)、イタリア(イタリア語)およびリヒテンシュタイン(ドイツ語)


	
小数点: 123.45

桁区切り: 6,789

	
小数点: ###.##

桁区切り: #,###

	
小数点: . (ピリオド)

桁区切り: , (カンマ)

	
オーストラリア(英語)、エジプト(アラビア語)、グアテマラ(スペイン語)、イスラエル(ヘブライ語)、日本(日本語)、シンガポール(中国語)および米国(英語)


	
小数点: 123.45

桁区切り: 6'789

	
小数点: ###.##

桁区切り: #,###

	
小数点: . (ピリオド)

桁区切り: ' (アポストロフィ)

	
スイス(フランス語、ドイツ語およびイタリア語)


	
小数点: 123,45

桁区切り: 6 789

	
小数点: ###.##

桁区切り: #,###

	
小数点: , (カンマ)

桁区切り: (空白)

	
フィンランド(フィンランド語)、ポーランド(ポーランド語)およびスウェーデン(スウェーデン語)








セミコロンで区切られた個別のマスクをカスタム書式設定マスクに指定すれば、負とnullの両方の書式をオーバーライドできます。すべてが定義されたマスクは、positivemask;negativemask;nullmaskのようになります。詳細は、図8-6を参照してください。

	
nullマスクを省略すると、null値に対して空白が表示されます。


	
負のマスクを省略すると、負のマスクに対して正のマスクが表示されます。


	
nullマスクを使用する場合は負のマスクを使用する必要があります。


	
すべて#のマスクを使用すると、値ゼロ(0)は空白として表示されます。







	
注意:

Excelでは、すべてが定義されたマスクは、positivemask;negativemask;zeromask;textのようになります。nullのマスクを使用する列をエクスポートした場合、nullのマスクはExcelでサポートされないため除外されます。また、Oracle BI EEではゼロのマスクがサポートされないため、Excelのゼロのマスクは使用されません。







図8-6は、年と四半期ごとのアメリカの、前年収益の計算および四半期ごとの年平均成長の計算を含む収益の表を示しています。すべてのメジャー列には同じカスタム書式設定マスクが使用されており、メジャー計算に対してはテキスト"null"が表示されるように設定されています(null抑制の詳細は、Null抑制の理解を参照してください)。この表の3つの列で使用されたカスタム書式設定マスクは"+"#0.000;"-"#0.000;"null"です。

	
2桁の整数部にプラス記号が付いたマスクによって正数が表示されます。


	
2桁の整数部にマイナス記号が付いたマスクによって負数が表示されます。


	
メジャーの値がnullの場合、nullという単語が表示されます。





図8-6 すべてが定義されたカスタム・マスクの例

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



	
書式設定を編集する分析を分析エディタ: 「基準」タブで開きます。


	
変更する列を追加するか見つけます。


	
「選択された列」ペインの列名の右にある「オプション」ボタンをクリックします。


	
「列のプロパティ」をクリックします。「列のプロパティ」ダイアログが表示されます。


	
「列のプロパティ」ダイアログ: 「データ書式」タブをクリックします。


	
「デフォルトのデータ書式のオーバーライド」チェック・ボックスを選択します。


	
「数値の取扱い」リストから「カスタム」を選択します。


	
「カスタムの数値書式」テキスト・ボックスの数値フィールドにマスクを入力して、「OK」ボタンをクリックします。









カスタム書式設定文字列

日付と時間のカスタム書式設定文字列は、タイムスタンプ、日付および時間を含む列または階層レベルを書式設定する追加オプションです。カスタム書式設定文字列を列または階層レベルに設定するには、「列のプロパティ」ダイアログ: 「データ書式」タブの「カスタムの日付書式」フィールドを使用するか(日付と時間フィールドの場合)、「カスタムの数値書式」フィールドを使用します(数値フィールドの場合)。

この項の構成は、次のとおりです。

	
日付と時間フィールドに対するカスタム書式設定文字列


	
数値フィールドに対するカスタム書式設定文字列






日付と時間フィールドに対するカスタム書式設定文字列

「列のプロパティ」ダイアログ:「データ書式」タブの「カスタムの日付書式」フィールドに、列または階層レベルのカスタム書式設定文字列を設定することができます。

この項の構成は、次のとおりです。

	
一般的なカスタム書式設定文字列


	
ODBCカスタム書式設定文字列






一般的なカスタム書式設定文字列

表8-3に、一般的なカスタム書式設定文字列と、それによって表示される結果を示します。これらによって、日付と時間のフィールドをユーザーのロケールで表示できます。


表8-3 一般的なカスタム書式設定文字列

	一般的な書式設定文字列	結果
	
[FMT:dateShort]

	
ロケールの短い日付書式で日付を書式設定します。[FMT:date]とも入力できます。


	
[FMT:dateLong]

	
ロケールの長い日付書式で日付を書式設定します。


	
[FMT:dateInput]

	
システムで入力に対して許容される書式で日付を書式設定します。


	
[FMT:time]

	
ロケールの時間書式で時間を書式設定します。


	
[FMT:timeHourMin]

	
ロケールの時間書式で時間を書式設定しますが、秒を省略します。


	
[FMT:timeInput]

	
システムで入力に対して許容される書式で時間を書式設定します。


	
[FMT:timeInputHourMin]

	
システムで入力に対して許容される書式で時間を書式設定しますが、秒を省略します。


	
[FMT:timeStampShort]

	
[FMT:dateShort] [FMT:time]と入力するのと同じです。ロケールの短い日付書式で日付を書式設定し、ロケールの時間書式で時間を書式設定します。[FMT:timeStamp]とも入力できます。


	
[FMT:timeStampLong]

	
[FMT:dateLong] [FMT:time]と入力するのと同じです。ロケールの長い日付書式で日付を書式設定し、ロケールの時間書式で時間を書式設定します。


	
[FMT:timeStampInput]

	
[FMT:dateInput] [FMT:timeInput]と同じです。システムで入力に対して許容される書式で日付と時間を書式設定します。


	
[FMT:timeHour]

	
ロケールの書式で時間フィールドのみを書式設定します(8 PMなど)。


	
YYまたはyy

	
必要に応じて左側にゼロ詰めをして、年の最後の2桁を表示します(たとえば、2001の場合、01)。


	
YYYまたはyyy

	
必要に応じて左側にゼロ詰めをして、年を4桁で表示します(たとえば、0523)。


	
YYYYまたはyyyy

	
年を4桁で表示します(たとえば、2011)。


	
M

	
月の数値を表示します(たとえば、2月の場合、2)。


	
MM

	
1桁の月の場合は左側にゼロ詰めをして、月の数値を表示します(たとえば、2月の場合、02)。


	
MMM

	
ユーザーのロケールで月の略称を表示します(たとえば、Feb)。


	
MMMM

	
ユーザーのロケールで月のフルネームを表示します(たとえば、February)。


	
Dまたはd

	
月の通算日を表示します(たとえば、1)。


	
DDまたはdd

	
通算日が1桁の場合は左側にゼロ詰めをして、月の通算日を表示します(たとえば、01)。


	
DDDまたはddd

	
ユーザーのロケールで曜日の略称を表示します(たとえば、ThursdayのThu)。


	
DDDDまたはdddd

	
ユーザーのロケールで曜日のフルネームを表示します(たとえば、Thursday)。


	
DDDDDまたはddddd

	
ユーザーのロケールで曜日の最初の文字を表示します(たとえば、ThursdayのT)。


	
h

	
時間を12時間制で表示します(たとえば、2)。


	
H

	
時間を24時間制で表示します(たとえば、23)。


	
hh

	
時間が1桁の場合は左側にゼロ詰めをして、時間を12時間制で表示します(たとえば、01)。


	
HH

	
時間が1桁の場合は左側にゼロ詰めをして、時間を24時間制で表示します(たとえば、23)。


	
m

	
分を表示します(たとえば、7)。


	
mm

	
分が1桁の場合は左側にゼロ詰めをして、分を表示します(たとえば、07)。


	
s

	
秒を表示します(たとえば、2)。

文字列に、s.#やs.00などのように、小数点を含めることができます(#はオプションの桁数を示し、0は必須桁数を示します)。


	
ss

	
秒が1桁の場合は左側にゼロ詰めをして、秒を表示します(たとえば、02)。

文字列に、ss.#やss.00などのように、小数点を含めることができます(#はオプションの桁数を示し、0は必須桁数を示します)。


	
t

	
ユーザーのロケールで午前または午後を表す略語の最初の文字を表示します(たとえば、a)。


	
tt

	
ユーザーのロケールで午前または午後を表す略語を表示します(たとえば、pm)。


	
gg

	
ユーザーのロケールで年代を表示します。












ODBCカスタム書式設定文字列

表8-4に、ODBCの標準タイプのカスタム書式設定文字列と、それによって表示される結果を示します。これらの文字列では、ODBC標準に従って日付と時間のフィールドを表示します。


表8-4 ODBCカスタム書式設定文字列

	ODBC書式設定文字列	結果
	
[FMT:dateODBC]

	
標準的なODBCのyyyy-mm-dd書式(4桁の年、2桁の月、2桁の日)で日付を書式設定します。


	
[FMT:timeODBC]

	
標準的なODBCのhh:mm:ss書式(2桁の時間、2桁の分、2桁の秒)で時間を書式設定します。


	
[FMT:timeStampODBC]

	
[FMT:dateODBC] [FMT:timeStampODBC]と入力するのと同じです。日付をyyyy-mm-dd書式で書式設定し、時間をhh:mm:ss書式で書式設定します。


	
[FMT:dateTyped]

	
dateという語を表示し、次に標準的なODBCのyyyy-mm-dd書式で日付を表示します。日付は、一重引用符文字(')内に表示されます。


	
[FMT:timeTyped]

	
timeという語を表示し、次に標準的なODBCのhh:mm:ss書式で時間を表示します。時間は、一重引用符文字(')内に表示されます。


	
[FMT:timeStampTyped]

	
timestampという語を表示し、次に標準的なODBCのyyyy-mm-dd hh:mm:ss書式でタイムスタンプを表示します。タイムスタンプは、一重引用符文字(')内に表示されます。














数値フィールドに対するカスタム書式設定文字列

「列のプロパティ」ダイアログ:「データ書式」タブの「カスタムの数値書式」フィールドに、列または階層レベルのカスタム書式設定文字列を設定することができます。




	
注意:

異なるデータ型の書式を適用する場合(たとえば、日付型書式を数値フィールドに適用する場合など)、実際の値が範囲を超えていると、書式が適用されず、かわりに元の値が表示されます。たとえば、書式[MMMM]を検討します。変換する元の値が13である場合、1年は12か月しかないので値が範囲を超えます。元の値13が月名に変換されずに表示されます。元の値が12である場合、カスタム書式を適用すると、値が12番目の月(つまり、「12月」)に変換されます。







この項の構成は、次のとおりです。

	
整数フィールドに対するカスタム書式設定文字列


	
時間への変換用のカスタム書式設定文字列


	
時間と分への変換用のカスタム書式設定文字列


	
時間、分および秒への変換用のカスタム書式設定文字列


	
期間の表示用のカスタム書式設定文字列






整数フィールドに対するカスタム書式設定文字列

表8-5に、整数フィールドを扱う際に使用できるカスタム書式設定文字列を示します。これらによって、月の名前と曜日をユーザーのロケールで表示できます。

整数フィールドには、月または曜日を表す整数が含まれています。月の場合、1は1月を表し、2は2月を、12は12月を表します。曜日の場合、1は日曜日を表し、2は月曜日を、7は土曜日を表します。


表8-5 整数フィールドに対する書式設定文字列

	整数フィールドの書式設定文字列	結果
	
[MMM]

	
ユーザーのロケールで月の略称を表示します。


	
[MMMM]

	
ユーザーのロケールで月のフルネームを表示します。


	
[DDD]

	
ユーザーのロケールで曜日の略称を表示します。


	
[DDDD]

	
ユーザーのロケールで曜日のフルネームを表示します。












時間への変換用のカスタム書式設定文字列

表8-6に、データの時間への書式設定に使用できるカスタム書式設定文字列を示します。これらの文字列は、次の種類のフィールドに使用できます。

	
1日の始まり(午前0時)からの経過時間を表す整数または実数を含むフィールド。


	
出力が、表8-3 一般的なカスタム書式設定文字列に示されている[FMT:timeHour]書式のフィールド。(この書式では、ロケールの書式で時間フィールドのみが書式設定されます(8 PMなど)。)





表8-6 時間への変換用の書式設定文字列

	データ変換書式設定文字列	結果
	
[FMT:timeHour]

	
値が1日の始まりからの経過時間数を表すと見なし、時間数をhh表示(hhは時間数)に書式設定します。端数は値から除外されます。たとえば、2という値は2 AMと書式設定され、12.24という値は12 PMと書式設定されます。


	
[FMT:timeHour(min)]

	
値が1日の始まりからの経過分数を表すと見なし、分数をhh表示(hhは時間数)に書式設定します。端数は値から除外されます。たとえば、2という値は12 AMと書式設定され、363.10という値は06 AMと書式設定されます。


	
[FMT:timeHour(sec)]

	
値が1日の始まりからの経過秒数を表すと見なし、秒数をhh表示(hhは時間数)に書式設定します。端数の時間は値から除外されます。たとえば、600という値は12 AMと書式設定され、3600は1 AM、61214.30は5 PMと書式設定されます。












時間と分への変換用のカスタム書式設定文字列

表8-7に、データの時間と分への書式設定に使用できるカスタム書式設定文字列を示します。これらの文字列は、1日の始まり(午前0時)からの経過時間を表す整数または実数を含むフィールドに使用できます。

表8-3 一般的なカスタム書式設定文字列に示されている[FMT:timeHourMin]書式の出力にも使用できます。(この書式では、ロケールの時間書式で時間が表示されますが、秒が省略されます。)


表8-7 時間と分への変換用の書式設定文字列

	データ変換書式設定文字列	結果
	
[FMT:timeHourMin]

	
値が1日の始まりからの経過分数を表すと見なし、値をhh:mm表示(hhは時間数、mmは分数)に変換します。端数は値から除外されます。たとえば、12という値は12:12 AMと書式設定され、73は1:13 AM、750は12:30 PMと書式設定されます。


	
[FMT:timeHourMin(sec)]

	
値が1日の始まりからの経過秒数を表すと見なし、値をhh:mm表示(hhは時間数、mmは分数)に変換します。端数は値から除外されます。たとえば、60という値は12:01 AMと書式設定され、120は12:02 AM、43200は12:00 PMと書式設定されます。


	
[FMT:timeHourMin(hour)]

	
値が1日の始まりからの経過時間数を表すと見なし、時間数をhh:mm表示(hhは時間数、mmは残りの分数)に書式設定します。たとえば、0という値は12:00 AMと書式設定され、1.5は1:30 AM、13.75は1:45 PMと書式設定されます。












時間、分および秒への変換用のカスタム書式設定文字列

表8-8に、データの時間、分および秒への書式設定に使用できるカスタム書式設定文字列を示します。これらの文字列は、時間を表す整数または実数を含むフィールドに使用できます。

「一般的なカスタム書式設定文字列」に示されている[FMT:time]書式の出力にも使用できます。(この書式設定では、ロケールの時間書式で時間が表示されます。)


表8-8 時間、分および秒への変換用の書式設定文字列

	データ変換書式設定文字列	結果
	
[FMT:time]

	
値が1日の始まりからの経過秒数を表すと見なし、値をhh:mm:ss表示(hhは時間数、mmは分数、ssは秒数)に変換します。たとえば、60という値は12:01:00 AMと書式設定され、126は12:02:06 AM、43200は12:00:00 PMと書式設定されます。


	
[FMT:time(min)]

	
値が1日の始まりからの経過分数を表すと見なし、値をhh:mm:ss表示(hhは時間数、mmは分数、ssは秒数)に変換します。たとえば、60という値は1:00:00 AMと書式設定され、126は2:06:00 AM、1400は11:20:00 PMと書式設定されます。


	
[FMT:time(hour)]

	
値が1日の始まりからの経過時間数を表すと見なし、値をhh:mm:ss表示(hhは時間数、mmは分数、ssは秒数)に変換します。たとえば、6.5という値は6:30:00 AMと書式設定され、12という値は12:00:00 PMと書式設定されます。












期間の表示用のカスタム書式設定文字列

表8-9に、期間データの日、時間、分および秒への書式設定に使用できるカスタム書式設定文字列を示します。これらの文字列は、時間を表す整数または実数を含むフィールドに使用できます。

これにより、通話の時間など、期間を表示できるようになります。数値フィールドはDD:HH:MM:SSとして書式設定できます。

次の例に示すように、リテラル値を文字列に追加して、出力をさらにわかりやすくできます:



[duration][opt:dd"d":][opt:hh"h":]mm"m":ss"s"

15000と入力すると、04h:10m:00sと出力されます

この方法では、hours(時)、minutes(分)およびseconds(秒)を表すリテラル値h、mおよびsが出力に表示されます。

[opt:...]は、文字列のどこに指定してもそのフィールドがオプションになり、値がない場合は表示されません。上記の例では、[opt:dd]は日の値を意味しますが、値がないので表示されていません。


表8-9 期間の表示用の書式設定文字列

	データ変換書式設定文字列	結果
	
[duration(sec)][opt:dd]:hh:mm:ss

	
合計秒数を期間として書式設定します。たとえば、期間の値16500.00は、04:35:00 (4時間35分0秒の期間)と表示されます。

opt:ddは日数を表示しますが、optに値がない場合は表示されません。

秒がデフォルトの時間単位です。


	
[duration(min)][opt:dd]:hh:mm:ss

	
合計分数を期間として書式設定します。たとえば、期間の値275.00は、04:35:00 (4時間35分0秒の期間)と表示されます。

opt:ddは日数を表示しますが、optに値がない場合は表示されません。


	
[duration(hour)][opt:dd]:hh:mm:ss

	
合計時間数を期間として書式設定します。たとえば、期間の値4.58は、04:35:00 (4時間34分48秒の期間)と表示されます。

opt:ddは日数を表示しますが、optに値がない場合は表示されません。


	
[duration(day)][opt:dd]:hh:mm:ss

	
合計日数を期間として書式設定します。たとえば、期間の値2.13は、02:03:07:12 (2日3時間7分12秒の期間)と表示されます。

opt:ddは日数を表示しますが、optに値がない場合は表示されません。





















 
9 コンテンツの配信


この章では、パーソナライズかつアクショナブルなコンテンツをOracle Business Intelligence Enterprise Editionのユーザーに配信する方法を説明します。ここでは、エージェントの作成方法、エージェントへの登録方法、およびデバイスと配信プロファイルの構成方法を説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
エージェントとは


	
アラートとは


	
エージェントの仕組み


	
「エージェント」エディタとは


	
エージェントへのアクセスの制御について


	
エージェントでのカスタマイズの使用について


	
エージェントの作成


	
エージェントの設定のサマリーの表示


	
エージェントの保存


	
エージェントへの登録


	
登録または所有するエージェントのリストの表示


	
エージェントからの登録解除


	
エージェント登録のカスタマイズ


	
エージェントのスケジュールの無効化と有効化


	
デバイスと配信プロファイルとは


	
デバイスと配信プロファイルの構成


	
アラートへのアクセスと管理


	
アラートのRSSフィードへの登録






エージェントとは

エージェントによって、ビジネス・プロセスを自動化できます。これを使用して、イベント駆動型アラート、スケジュールされたコンテンツの公開および条件付きイベント駆動型アクションの実行を行えます。

次の選択が可能です。

	
エージェントの稼動スケジュール


	
エージェントが何を行うかを決めるデータ条件


	
配布される分析


	
データ条件を満たすかどうかによって自動的に実行されるアクション




エージェントは、情報ベースで問題と機会を動的に検出し、通知する必要がある適切なユーザーを判断し、そのユーザーに様々なデバイス(電子メール、電話など)で情報を配信します。




	
注意:

エージェントの配信コンテンツは、受信者の優先ロケールに従ってローカライズされます。(ユーザーは、「マイ・アカウント」ダイアログ: 「プリファレンス」タブで優先ロケールを指定します。)












アラートとは

アラートは、パーソナライズされ、アクショナブルなコンテンツを、指定された受信者およびエージェントへの登録者に配信するエージェントによって生成される通知です。

配信されたアラートは、Oracle BI Enterprise Edition内の次のような場所で表示できます。

	
ホームページの「アラート」セクション。


	
マイ・ダッシュボードの最初のページ。(手動で配置しない場合、「アラート」セクションがマイ・ダッシュボードの最初のページに自動的に追加されます。)


	
ダッシュボード・ページ(コンテンツ・デザイナが「アラート」セクションをページに追加している場合)。ダッシュボードへのコンテンツの追加を参照してください。


	
グローバル・ヘッダーの「アラート」ボタンから表示される「アラート」ダイアログ。


	
電話などの指定された配信デバイス。「デバイスと配信プロファイルとは」を参照してください。




詳細は、アラートへのアクセスおよび管理を参照してください。






エージェントの仕組み

最も単純なケースでは、エージェントは、定義されたスケジュールに基づいて指定されたカタログ分析を自動的に行い、特定の問題や機会がないか結果を確認します。特定の問題または機会が結果で検出されると、アラートが生成され、指定された受信者およびエージェントへの登録者に配信されます。このとき、各ユーザーに対して指定された配信オプションが使用されます。

アラートの詳細は、アラートとはを参照してください。配信オプションの詳細は、デバイスと配信プロファイルとはを参照してください。

より複雑な要件に対処する場合、エージェントは、他のエージェント、スクリプト、Javaプログラムまたはアプリケーションをトリガーするアクションを起動します。結果は、XML、HTMLまたはプレーン・テキストでエージェント間および他のアプリケーションやサービスに渡すことができます。たとえば、エージェントで分析を実行し、地域の倉庫では応じることができない、指定した金額を超える現在の全製品の注文を特定します。これらの製品の代替ソースを見つける分析を実行する他のエージェントに、結果を渡すことができます。最終エージェントがトリガーされて、企業のCRMシステムに情報が送られ、代替ソースの適切な担当者に通知されます。

ユーザーは、一部のエージェントによって生成されるアラートの受信者に自動的になっている場合があります。また、他のユーザーによって作成されたエージェントに登録できる場合があります。適切な権限および職責がある場合、独自のエージェントを作成することもできます。権限のレベルによっては、選択的に他のユーザーとエージェントを共有したり、全ユーザーが使用できるエージェントを作成できます。






「エージェント」エディタとは

「エージェント」エディタでは、パーソナライズされ、アクショナブルなコンテンツをユーザーに配信するエージェントを作成できます。エージェントの現在の設定のサマリーを表示することもできます。

「エージェント」エディタには、次のタブがあります。

	
一般 - エージェントが配信するコンテンツの優先度と配信コンテンツの生成方法(ユーザーの問合せの実行方法)を指定できます。


	
スケジュール - エージェントをスケジュールに基づいて実行するかどうか、実行する頻度および実行の開始時間と終了時間を指定できます。


	
条件 - エージェントが常にコンテンツを配信し、アクションを実行するか、あるいは条件下でコンテンツを配信し、アクションを実行するかを指定できます。


	
配信コンテンツ - エージェントを使用して配信するコンテンツ(ダッシュボード・ページ、保存済分析など)を指定できます。


	
受信者 - エージェントの配信コンテンツの受信者およびエージェントに登録可能なユーザーを指定できます。


	
送信先 - コンテンツの配信先を指定できます。


	
アクション - エージェントの終了時に実行する1つ以上のアクションを指定できます。




「エージェント」エディタには、エージェントの作成または編集時にアクセスします。「エージェントの作成」を参照してください。






エージェントへのアクセスの制御について

エージェントには、すべてのOracle BI EEユーザーがアクセスできます。特定のエージェント機能へのアクセス権の付与は「管理」: 権限の管理ページから実行します。適切な権限がある場合、様々なエージェント機能に対する明示的なアクセス権を付与したり、取り消したりでき、これには、次のようなアクションを実行する権限も含まれます。

	
エージェントの作成


	
エージェントの登録を公開


	
特定のユーザーまたは動的に決定されるユーザーにエージェントを配信


	
エージェントの結合


	
エージェントの現在の登録の変更




権限の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービス権限の管理に関する項を参照してください。






エージェントでのカスタマイズの使用について

エージェントでのカスタマイズの使用によって、複数の状況に使用できる汎用エージェントを作成できます。これによって、組織で作成する必要のあるエージェントと条件の数を削減できます。これは、特定の状況に必要な特定のアラートを提供することもできます。

エージェントでのカスタマイズは、エージェントで使用されている分析に関連付けられているプロンプト・フィルタの演算子と値のオーバーライドによって実現されます。(プロンプト・フィルタは、演算子が「プロンプトで使用」に設定されているフィルタです。プロンプト・フィルタの詳細は、列フィルタの作成を参照してください。)

エージェントが次の処理を行うよう指定する場合、エージェントで分析を使用します。

	
分析に基づいた条件(名前付きまたはインライン)を使用して、条件付きでコンテンツを配信し、アクションを実行します。条件の詳細は、第10章「条件の使用」を参照してください。


	
コンテンツとして分析を配信します。




プロンプト・フィルタは、関連付けられている分析の使用方法に応じて、様々な時点でカスタマイズできます。

	
分析が名前付き条件のベースとして使用される場合、カスタマイズのチェーンは次のようになります。

	
分析内


	
名前付き条件内


	
条件のエージェント・カスタマイズ内


	
エージェントの条件の登録カスタマイズ内





	
分析が、エージェントで作成されたインライン・条件のベースとして使用される場合、カスタマイズのチェーンは次のようになります。

	
分析内


	
条件のエージェント・カスタマイズ内


	
エージェントの条件の登録カスタマイズ内





	
分析がエージェントの配信コンテンツとして指定されている場合、カスタマイズのチェーンは次のようになります。

	
分析内


	
配信コンテンツのエージェント・カスタマイズ内


	
配信コンテンツの登録カスタマイズ内







エージェントでカスタマイズを使用する場合、次の点に注意してください。

	
フィルタをいったんオーバーライドしたら、カスタマイズ・チェーンでさらにオーバーライドすることはできません。たとえば、配信コンテンツのエージェント・カスタマイズでフィルタをオーバーライドした場合、登録者が後で、配信コンテンツの登録カスタマイズでオーバーライドすることはできません。


	
分析内のフィルタが結合(ANDおよびORを使用して作成)されている場合、このANDとORの構造はカスタマイズに表示されません。


	
同一フィルタがエージェント内で複数回使用される場合、フィルタの一意のセットのみがカスタマイズ用に表示されます。指定したカスタマイズ値は、繰返しのフィルタのすべてのインスタンスに適用されます。

例外: 分析がunion演算子に基づいて2つ以上の分析を結合した結果の場合、unionの各部分から一意のフィルタがカスタマイズ用に表示されます。分析の結合の詳細は、集合演算を使用した列の結合を参照してください。


	
チェーンに属するエージェント間でのフィルタの受渡し(「外部システムで操作、関数またはプロセスを起動するアクション」のエージェントの起動アクションを参照)では、カスタマイズはサポートされません。親エージェントから渡されるフィルタは、登録者のカスタマイズなしのフィルタです。子エージェントに渡されたフィルタによって、登録者のカスタマイズが適用される前に、各プロンプト・フィルタが置き換えられます。









エージェントの作成

次の手順を使用して、エージェントを作成します。

エージェントを作成する手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「新規」をクリックし、「エージェント」を選択します。

「エージェント」エディタが表示されます。


	
「エージェント」エディタ: 「一般」タブで、エージェントが配信するコンテンツの優先度と配信コンテンツの生成方法(ユーザーの問合せの実行方法)を指定します。


	
「エージェント」エディタ: 「スケジュール」タブで、エージェントをスケジュールに基づいて実行するかどうか、実行する頻度および実行の開始時間と終了時間を指定します。


	
「エージェント」エディタ: 「条件」タブで、エージェントが常にコンテンツを配信し、アクションを実行するか、あるいは条件下でコンテンツを配信し、アクションを実行するかを指定します。

条件の詳細は、第10章「条件の使用」を参照してください。


	
「エージェント」エディタ: 「配信コンテンツ」タブで、エージェントを使用して配信するコンテンツ(ダッシュボード・ページ、保存済分析など)を指定します。


	
「エージェント」エディタ: 「受信者」タブで、エージェントの配信コンテンツの受信者およびエージェントのサブスクライブが許可されたユーザーを指定します。


	
「エージェント」エディタ: 「送信先」タブで、コンテンツの配信先を指定します。


	
「エージェント」エディタ: 「アクション」タブで、エージェントの終了時に実行する1つ以上のアクションを指定します。


	
エージェントを保存します。「エージェントの保存」を参照してください。

エージェントの保存後、「エージェントを今すぐ実行」ツールバー・ボタンをクリックしてエージェントを実行できます。これは、エージェントをテストする場合などに便利です。





注意

	
ホームページの「作成」領域から「エージェント」を選択することでも、「エージェント」エディタを表示できます。


	
分析からエージェントを作成することもできます。方法は、分析からのエージェントの作成を参照してください。









エージェントの設定のサマリーの表示

エージェントの現在の設定のサマリーを表示できます。サマリーは「エージェント」エディタに表示され、展開したり、縮小できます。デフォルトでは、サマリーは展開されています。

エージェントの設定のサマリーを展開または縮小する手順:

	
「エージェント」エディタの「概要」という見出しの左にある次のものをクリックします。

	
サマリーを展開する場合は「プラス記号」ボタン。


	
サマリーを縮小する場合は「マイナス」ボタン。








注意

	
エージェントの設定のサマリーは、カタログ・ページの「プレビュー」ペインでも表示できます。









エージェントの保存

エージェントは、次のとおり、既存のフォルダまたは新たに作成したフォルダに保存できます。

	
エージェントを登録に使用できる場合、/Shared Foldersのサブフォルダに保存する(/Shared Folders/Shared Agents/Sales/Agent1など)必要があります。(/Shared Folders/Agent1などのようにエージェントを/Shared Foldersに直接保存できないことに注意してください。)


	
エージェントを登録に使用できない場合、/Shared Foldersのサブフォルダ、/My Foldersまたは/My Foldersのサブフォルダに保存(/My Folders/Sales/Agent1など)できます。(/Shared Folders/Agent1などのようにエージェントを/Shared Foldersに直接保存できないことに注意してください。)




エージェントのサブスクライブの詳細は、エージェントのサブスクライブを参照してください。


エージェントを保存する手順:

	
「エージェント」エディタのツールバーで、次のいずれかのボタンをクリックします。

	
新規エージェントを保存する場合または既存のエージェントを同じフォルダに同じ名前で保存する場合、「このエージェントの保存」ボタンをクリックします。


	
既存のエージェントを別のフォルダに別の名前で保存する場合、「このエージェントに名前を付けて保存」ボタンをクリックします。





	
「エージェントの保存」ダイアログが表示されたら、これを完成させ、「OK」をクリックします。









エージェントへの登録

所有者によって登録可能になっているエージェントに登録できます。

エージェントに登録する手順:

	
グローバル・ヘッダーで「カタログ」をクリックし、登録するエージェントに移動します。


	
エージェントの「詳細」リンクをクリックし、「登録」を選択します。




エージェントをサブスクリプション可能にするには、「エージェント」エディタ: 「受信者」タブで「サブスクリプション用にエージェントを公開」オプションを選択し、サブスクライブを許可するユーザー、カタログ・グループおよびアプリケーション・ロールを指定する必要があります。






登録または所有するエージェントのリストの表示

登録または所有する(個人フォルダ(My Folders)に保存した)エージェントのリストを表示できます。

登録または所有するエージェントのリストを表示する手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「ホーム」をクリックします。ホーム・ページが表示されます。


	
「参照/管理」領域で次のようにします。

	
現在サブスクライブしているエージェントのリストを表示するには、「マイ・エージェント・サブスクライブ」をクリックします。

現在登録しているエージェントのリストが含まれたカタログ・ページが表示されます。(受信者として指定されているエージェントはこのリストに含まれないことに注意してください。)登録のカスタマイズ、エージェントからの登録解除、エージェントの設定のサマリーの印刷などの様々なタスクを実行できます。


	
所有しているエージェントのリストを表示するには、「自分のエージェント」をクリックします。

個人フォルダ(My Folders)に保存されているエージェントのリストが含まれたカタログ・ページが表示されます。エージェントの実行やエージェントの編集などの様々なタスクを実行できます。












エージェントからの登録解除

現在登録しているエージェントの登録を解除できます。

エージェントから登録を解除する手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「ホーム」をクリックします。ホーム・ページが表示されます。


	
「参照/管理」領域で「マイ・エージェント・サブスクライブ」をクリックします。

現在登録しているエージェントのリストが表示されます。(受信者として指定されているエージェントはこのリストに含まれないことに注意してください。)


	
登録解除するエージェントに移動します。


	
エージェントの「詳細」リンクをクリックし、「登録解除」を選択します。









エージェント登録のカスタマイズ

ユーザーが登録をカスタマイズできるようエージェントが設定されていて、条件または配信コンテンツのいずれか、あるいはその両方に対するプロンプト・フィルタを含む分析をエージェントで使用するとします。条件分析または配信コンテンツ分析、あるいはその両方に対するフィルタ値をニーズに合せてカスタマイズできます。

ユーザーによるエージェント・サブスクライブのカスタマイズを許可するには、「エージェント」エディタ: 「受信者」タブで「サブスクライブ者によるエージェントのカスタマイズを許可」オプションを選択する必要があります。

エージェント登録をカスタマイズする手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「ホーム」をクリックします。ホーム・ページが表示されます。


	
「参照/管理」領域で「マイ・エージェント・サブスクライブ」をクリックします。

現在登録しているエージェントのリストが表示されます。(受信者として指定されているエージェントはこのリストに含まれないことに注意してください。)


	
登録をカスタマイズするエージェントに移動します。


	
エージェントの「詳細」リンクをクリックし、「登録のカスタマイズ」を選択します。

「Agentに対する登録のカスタマイズ」ダイアログが表示されます。


	
必要に応じて、プロンプト・フィルタまたはパラメータをカスタマイズします。(エージェントの設定方法に応じて、条件または配信コンテンツ、あるいはその両方に対するプロンプト・フィルタまたはパラメータをカスタマイズします。)

プロンプト・フィルタまたはパラメータをカスタマイズするには、次のようにします。

	
「このパラメータの演算子/値を変更」ボタンをクリックします。

「パラメータ・フィルタの編集」ダイアログが表示されます。


	
必要に応じて値を編集します。


	
「OK」をクリックします。





	
「エージェントに対する登録のカスタマイズ」ダイアログで「OK」をクリックします。







	
注意:

前述の手順でカスタマイズしたフィルタ値は、エージェントの結果に自動的に表示されません。カスタマイズした値を表示するには、カスタマイズしたフィルタ値のエージェントの結果での表示を参照してください。









カスタマイズしたフィルタ値のエージェントの結果での表示

エージェント登録のフィルタ値をカスタマイズし、エージェントの結果にフィルタ値を表示する場合、分析にフィルタ・ビューを追加する必要があります。


カスタマイズしたフィルタ値をエージェントの結果に表示する手順:

	
カスタマイズする分析を編集します。


	
「分析」エディタ: 「結果」タブを表示します。


	
フィルタ・ビューを分析に追加します。方法は、分析の結果へのビューの追加を参照してください。











エージェントのスケジュールの無効化と有効化

エージェントのスケジュールを一時的に無効に(し、再び有効に)することができます。エージェントのスケジュールを無効にすると、定義されたスケジュールでエージェントが実行されません。これは、「エージェント」エディタの「エージェントを今すぐ実行」ツールバー・ボタンなどの他の方法で実行することはできます。

エージェントのスケジュールの無効化は、エージェントに対して定義したスケジュールを一定期間停止する必要がある場合に便利です。

また、エージェントのスケジュールは、デフォルトで一時的に無効になっている場合があります。たとえば、1つ以上のエージェントを含むフォルダをコピーした場合、各エージェントのコピーのスケジュールはデフォルトでは無効になっています。これを有効にするまで、定義されたスケジュールでエージェントは実行されません。

エージェントのスケジュールを無効にし、再度有効にする手順:

	
グローバル・ヘッダーで「カタログ」をクリックし、スケジュールを無効または有効にするエージェントに移動します。


	
エージェントの「詳細」リンクをクリックし、次のいずれかのオプションを選択します。

	
エージェントのスケジュールを無効にするには、「スケジュールの無効化」


	
エージェントが再びスケジュールどおりに実行されるようにするには、「スケジュールの有効化」







「エージェント」エディタ: 「スケジュール」タブの「有効」ボックスを使用して、エージェントのスケジュールを無効にしたり、有効にすることもできます。






デバイスと配信プロファイルとは

デバイスと配信プロファイルは、エージェントによってアラートが生成された場合の連絡方法と、コンテンツを受信するデバイスを制御します。

	
デバイス - デバイスはコンテンツの配信に使用される手段です。エージェントのコンテンツは、電子メールやSMSメッセージなどの様々なデバイスに配信されます。


	
配信プロファイル - 配信プロファイルは、コンテンツの優先度に基づいてコンテンツの配信に使用されるデバイスを指定します。ニーズに合せていくつかの配信プロファイルを定義し、切り替えて使用することができます。ただし、一度にアクティブにできるプロファイルは1つのみです。

たとえば、情報の優先度に応じて、会社の電子メールにコンテンツを配信する社内配信プロファイルと、携帯電話にコンテンツを配信する移動中プロファイルを持つことができます。




デバイスおよび配信プロファイルは「マイ・アカウント」ダイアログ: 「配信オプション」タブから構成します。詳細は、デバイスおよび配信プロファイルの構成を参照してください。(使用できるデバイスのタイプは管理者が管理します。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のエージェントのデバイス・タイプの管理に関する項を参照してください。




	
注意:

組織によっては、次のようにシステムの配信デバイスと配信プロファイルを自動的に生成している場合があります。
	
SAシステム・サブジェクト・エリアを使用する場合、組織は、ユーザーの電子メール・アドレスと他のデバイス情報(携帯電話の番号など)に基づいて、SAシステム・サブジェクト・エリアからシステム配信デバイスを生成し、各ユーザーのシステム配信デバイスを使用してそのユーザーのシステム配信プロファイルを生成できます。


	
LDAPサーバーを使用する場合(配信デバイスとプロファイルがSAシステム・サブジェクト・エリアから生成されていない場合のみ)、組織は、各ユーザーの電子メール・アドレスに基づいてLDAPサーバーからシステム配信デバイスを生成し、各ユーザーのシステム配信デバイスを使用してそのユーザーのシステム配信プロファイルを生成できます。




デバイスやプロファイルを構成しない場合、生成されたシステム配信プロファイルがデフォルトとして使用されます。(他のプロファイルを定義した場合も、システムプロファイルをデフォルト・プロファイルとして構成できることに注意してください。)配信プロファイルを定義すると、このプロファイルにシステム・デバイスを含め、この配信デバイスが使用される優先レベルを設定できます。

『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionスケジュール・ジョブ・ガイド』のSAシステム・サブジェクト領域の設定に関する項を参照してください。









エージェントに対して指定された配信先に応じて、コンテンツは次の宛先に配信されます。

	
ホームページとダッシュボード。(ホーム・ページおよびダッシュボードにアラートとしてコンテンツが配信される方法の詳細は、アラートとはを参照してください。)


	
アクティブな配信プロファイルまたは特定のデバイス。

配信先が特定のデバイスの場合、コンテンツは、アクティブな配信プロファイル内のデバイスではなく、構成されたデバイスに配信されます。たとえば、電子メール・デバイスに配信するようエージェントが定義されている場合、アクティブな配信プロファイルで構成された電子メール・デバイスではなく、構成されているデフォルトの電子メール・デバイスが使用されます。




配信コンテンツには特定の優先度が割り当てられます。デフォルトの優先度は「標準」です。アクティブなプロファイルに対するデバイスを選択する際、どの優先度のコンテンツをそのデバイスに送信するかを指定できます。たとえば、携帯電話を配信プロファイルに追加した場合、優先度の高いコンテンツのみを関連付けます。社内にいない場合が多く、電子メールを受信できないことがわかっている場合、会社の電子メールでは優先度の低いコンテンツのみを受信するよう選択できます。






デバイスと配信プロファイルの構成

「マイ・アカウント」ダイアログ: 「配信オプション」タブを使用して、エージェントによってアラートが生成された場合に連絡に使用されるデバイスと配信プロファイルを構成します。デバイスと配信プロファイルの詳細は、「デバイスと配信プロファイルとは」を参照してください。


デバイスと配信プロファイルを構成する手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「次としてサインイン」のusername (usernameはOracle BI Enterprise Editionへのログインに使用した名前)をクリックし、「マイ・アカウント」を選択して「マイ・アカウント」ダイアログを表示します。


	
「配信オプション」タブをクリックします。


	
「デバイス」領域で、適切なデバイスを追加または編集します。

デバイスを追加するには、次の手順を実行します。

	
追加するデバイスのデバイス・カテゴリ・ボタン(「電子メール」など)を選択します。


	
「デバイスの作成」ボタンをクリックして「デバイスの作成」ダイアログを表示します。


	
「名前」フィールドに、デバイスの名前(Work Emailなど)を入力します。


	
「カテゴリ」ボックスで、デバイス・カテゴリを選択します。


	
「デバイス・タイプ」ボックスで、デバイスのタイプを選択します。


	
「アドレス/番号」フィールドに、デバイスのアドレス(電子メール・アドレスなど)を入力します。


	
「OK」をクリックして「マイ・アカウント」ダイアログ: 配信オプション・タブに戻ります。

適切なカテゴリ(「電子メール」など)の「デバイス」リストにデバイスが表示されます。


	
このデバイスをデフォルト・デバイスにする場合、デバイス名の右にある「デフォルト」オプションを選択します。




デバイスを編集するには、次の手順を実行します。

	
リストでデバイスを選択します。


	
「デバイスの編集」ボタンをクリックして「デバイスの編集」ダイアログを表示します。


	
編集を行い、「OK」をクリックして「マイ・アカウント」ダイアログ: 配信オプション・タブに戻ります。





	
適切な配信プロファイルを追加または編集します。

配信プロファイルを追加するには、次の手順を実行します。

	
「配信プロファイルの作成」ボタンをクリックして「配信プロファイルの作成」ダイアログを表示します。


	
「名前」フィールドに、配信プロファイル名を入力します。


	
このプロファイルがアクティブなプロファイルの場合に使用する各配信デバイスの右にある優先度オプション(「高」、「標準」または「低」)を1つ以上選択します。これらの優先度は配信コンテンツの優先度とともに使用され、配信コンテンツの配信先を決定します。配信コンテンツの優先度の詳細は、「エージェント」エディタ: 「一般」タブを参照してください。


	
「OK」をクリックして「マイ・アカウント」ダイアログ: 配信オプション・タブに戻ります。

プロファイルが、「配信プロファイル」リストに表示されます。


	
配信プロファイルをアクティブなプロファイルにする場合、プロファイル名の右にある「アクティブ」オプションを選択します。




配信プロファイルを編集するには、次の手順を実行します。

	
リストで配信プロファイルを選択します。


	
「プロファイルの編集」ボタンをクリックして「配信プロファイルの編集」ダイアログを表示します。


	
編集を行い、「OK」をクリックして「マイ・アカウント」ダイアログ: 配信オプション・タブに戻ります。





	
「OK」をクリックします。









アラートへのアクセスと管理

アラートのリストにアクセスできます。リストには、各アラートの名前と配信日時、繰返しの数が表示されます。

このリストを使用して、次のことが可能です。

	
アラートの内容を確認します。


	
アラートとその繰返しのすべてをクリアします。


	
エージェントを変更する権限がある場合、アラートを生成したエージェントを編集します。


	
エージェントを実行する権限がある場合、アラートを生成したエージェントを実行します。


	
Oracle BIアラート・フィードに登録します。アラート用のRSSフィードのサブスクライブを参照してください。


	
すべてのアラートとその繰返しのすべてをクリアします。




アラートの詳細は、「アラートとは」を参照してください。

アラートにアクセスし、管理する手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「アラート」をクリックします。

「アラート」ダイアログが表示されます。


	
必要に応じてアラートを確認したり、管理します。




ホームページの「アラート」セクションからアラートにアクセスしたり、管理することもできます。






アラートのRSSフィードへの登録

HTTP Basic認証をサポートするRSS 2.0準拠のリーダーを使用して、アラートを受信できます。ただし、Oracle BIプレゼンテーション・サービスでHTTPSプロトコルを使用する場合、使用するRSSリーダーもHTTPSプロトコルをサポートしている必要があります。

アラートのRSSフィードに登録する場合、管理者によって「RSSフィードへのアクセス」権限が付与されている必要があります。

アラートのRSSフィードに登録する手順:

	
「アラート」リンクをクリックして「アラート」ダイアログを表示します。


	
「RSSフィードへの登録」ボタン(「すべてクリア」ボタンの左にある)をクリックします。

RSSフィードに登録するブラウザのページが表示されます。


	
ブラウザのページの指示に従ってOracle BIアラートに登録します。















10 条件の処理


この章では、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionの条件の操作方法について説明します。条件を使用して、エージェントがコンテンツを配信してアクションを実行するかどうか、アクション・リンクをダッシュボード・ページに表示するかどうか、セクションとそのコンテンツをダッシュボード・ページに表示するかどうかを決める方法を説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
条件とは


	
条件の使用目的


	
条件の要素とは


	
名前付き条件とは


	
インライン条件とは


	
条件の作成者


	
名前付き条件の作成


	
エージェントがコンテンツを配信するか、アクションを実行するかを決定するための条件の使用


	
アクション・リンクをダッシュボード・ページに表示するかどうかを決定するための条件の使用


	
セクションをダッシュボード・ページに表示するかどうかを決定するための条件の使用


	
条件の設定の指定


	
名前付き条件の編集


	
エージェントで使用される条件の編集、カスタマイズ、テスト、保存および無効化


	
ダッシュボード・ページのアクション・リンクで使用される条件の編集、テスト、保存および削除


	
ダッシュボード・ページのセクションで使用される条件の編集、テスト、保存および削除






条件とは

条件とは、分析またはキー・パフォーマンス・インディケータ(KPI)の評価に基づいて単一ブール値を返すオブジェクトです。

条件の評価内容は、分析に基づいているのか、KPIに基づいているのかによって、次のように異なります。

	
分析の場合、分析の行数を評価します。


	
KPIの場合、KPIのステータスを評価します。




たとえば、条件は、次のように分析の結果で0より大きい行数が返されるかどうかで判断されます。

	
分析により1行以上返された場合、条件はtrueと判断されます。


	
分析により1行も返されなかった場合、条件はfalseと判断されます。









条件の使用目的

次のことを実行するかどうかを決定するために条件を使用します。

	
エージェントはコンテンツを配信してアクションを実行します。


	
(クリックされたときにアクションを実行する)アクション・リンクをダッシュボード・ページに表示します。


	
セクションおよびそのコンテンツをダッシュボード・ページに表示します。




たとえば、販売マネージャは、売上が200万ドルを下回る場合のみ、直属の部下に月次販売レポートを配信します。200万ドルを下回る売上を示す分析に基づいた条件を作成し、配信コンテンツが月次販売レポートであるエージェントに追加します。条件がtrueと判断される(つまり、分析には200万ドルを下回る行が含まれている)と、エージェントは月次販売レポートを配信するようトリガーされます。

また、分析でアクション・リンクが有効になっているかどうかを判断するために様々な種類の条件を使用することができます。詳細は、分析に追加されたアクションの条件付き有効化についてを参照してください。






条件の要素とは

条件は次の要素から構成されています。

	
分析またはKPI。


	
次の条件の評価時に使用する基準。

	
分析の場合の基準は、行数と行数に適用する演算子(行数は100と等しいなど)および分析に関連付けられたプロンプト・フィルタの値です。


	
KPIの場合の基準は、KPIステータス(KPIステータスがOKなど)およびKPIで「プロンプトで使用」に設定されたKPIディメンションの値です。なお、これは条件の作成時には「未設定」として表示されます。












名前付き条件とは

名前付き条件とは、エージェントおよびダッシュボード・ページで再利用できるように、定義してOracle BIプレゼンテーション・カタログに名前で保存する条件です。

次から条件を作成する場合に、名前付き条件を作成します:

	
グローバル・ヘッダーの新規メニュー(「分析およびインタラクティブ・レポート」の下の「条件」を選択)


	
ホームページ(「作成」エリアで「分析およびインタラクティブ・レポート」の下の 「詳細」リンクをクリックして、「条件」を選択)




また、カタログにインライン条件を保存する場合に、「エージェント」エディタ: 「条件」タブから名前付き条件を作成します。インライン条件の詳細は、「インライン条件とは」を参照してください。






インライン条件とは

インライン条件とは、使用する時点で定義し、カタログに名前で保存しない条件です。かわりに、ダッシュボード・ページまたはエージェントの一部として保存されます。

インライン条件は、この条件を含むダッシュボード・ページまたはエージェントが削除される際に、自動的に削除されます。このことで、特定のOracle BIコンテンツ内でのみ意味がある条件のカタログ管理が簡易化されます。

次のような場合に、インライン条件を作成できます。

	
エージェントを作成または編集、およびエージェントが条件付きでコンテンツを配信し、関連付けられているアクションを実行することを(「「エージェント」エディタ: 「条件」タブ」で)指定します。エージェントがコンテンツを配信するか、アクションを実行するかを決定するための条件の使用を参照してください。

エージェントの作成の詳細は、エージェントの作成を参照してください。


	
ダッシュボードにアクション・リンクを追加して、アクション・リンクを条件付きで表示することを指定します。アクション・リンクをダッシュボード・ページに表示するかどうかを決定するための条件の使用を参照してください。

ダッシュボード・ページへのアクション・リンクの追加の詳細は、ダッシュボード・ページへのアクションの追加についてを参照してください。


	
ダッシュボードにセクションを追加して、セクションを条件付きで表示することを指定します。セクションをダッシュボード・ページに表示するかどうかを決定するための条件の使用を参照してください。

ダッシュボード・ページへのセクションの追加の詳細は、ダッシュボードへのコンテンツの追加を参照してください。









条件の作成者

一般的に、次のように行われます。

	
管理者は、組織の名前付き条件を作成します。その後、ダッシュボードおよびエージェントを作成する際に、(条件または条件が保存されているフォルダに対する適切な権限を持っている場合)コンテンツ・デザイナによって使用されます。

名前付き条件を作成または編集できる機能は、管理者が管理している「条件の作成」権限によって制御されます。


	
コンテンツ・デザイナは、インライン条件を作成します。




権限の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービス権限の管理に関する項を参照してください。

権限の詳細は、第14章「Oracle BIプレゼンテーション・カタログでのオブジェクトの管理」を参照してください。






名前付き条件の作成

エージェントおよびダッシュボード・ページで再利用可能な名前付き条件を作成できます。「名前付き条件とは」を参照してください。

名前付き条件を作成するには、次の手順を実行します。

	
グローバル・ヘッダーで、「新規」をクリックして「条件」を選択します。

「新規条件」ダイアログが表示されます。


	
「新規条件」ダイアログで、必要な情報を入力します。詳細は、条件の設定の指定を参照してください。









エージェントがコンテンツを配信するか、アクションを実行するかを決定するための条件の使用

エージェントがコンテンツを配信するか、アクションを実行するかを決定するために条件を使用できます。エージェントの詳細は、第9章「コンテンツの配信」を参照してください。

エージェントがコンテンツを配信するか、アクションを実行するかを決定するために条件を使用するには、次の手順を実行します。

	
エージェントを編集します。


	
「エージェント」エディタ: 「条件」タブをクリックします。


	
「条件を使用」ボックスを選択します。


	
必要に応じて、次のことを行います。

	
新規条件を作成し、「作成」をクリックして「「条件の作成」ダイアログ」 を表示して、ダイアログを完了します。

ダイアログの完了の詳細は、条件の設定の指定を参照してください。


	
既存の条件を選択し、「参照」をクリックして「「条件の選択」ダイアログ」 を表示して、ダイアログを完了します。


	
エージェントを保存します。












アクション・リンクをダッシュボード・ページに表示するかどうかを決定するための条件の使用

アクション・リンクをダッシュボード・ページに表示するかどうかを決定するために条件を使用できます。ダッシュボード・ページへのアクション・リンクの追加の詳細は、ダッシュボード・ページへのアクションの追加についてを参照してください。

アクション・リンクをダッシュボード・ページに表示するかどうかを決定するために条件を使用するには、次の手順を実行します。

	
ダッシュボードを編集します。詳細は、ダッシュボードの編集を参照してください。


	
条件付きで表示するアクション・リンクを含むページのタブをクリックします。


	
ページ・レイアウト・エリアのアクション・リンク・オブジェクトにカーソルを合せてアクション・リンク・オブジェクトのツールバーを表示し、「プロパティ」ボタンをクリックするか、アクション・リンクがアクション・リンク・メニュー内にある場合は、次のことを行います。

	
ページ・レイアウト・エリアのアクション・リンク・メニュー・オブジェクトにカーソルを合せてアクション・リンク・メニュー・オブジェクトのツールバーを表示し、「プロパティ」ボタンをクリックします。

「アクション・リンク・メニューのプロパティ」ダイアログが表示されます。


	
条件付けするアクション・リンクを選択して「編集」ボタンをクリックします。




「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログが表示されます。


	
「表示」コンポーネントで、「条件」ボックスをクリックします。

「条件」コンポーネントが表示されます。


	
必要に応じて、次のことを行います。

	
新規条件を作成し、「新規条件」ボタンをクリックして「「新規条件」ダイアログ」 を表示して、ダイアログを完了します。

ダイアログの完了の詳細は、条件の設定の指定を参照してください。


	
既存の条件を選択し、「条件の選択」ボタンをクリックして「「条件の選択」ダイアログ」 を表示して、ダイアログを完了します。





	
「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
アクション・リンクがアクション・リンク・メニュー内にある場合は、「アクション・リンク・メニューのプロパティ」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
ダッシュボードを保存します。









セクションをダッシュボード・ページに表示するかどうかを決定するための条件の使用

セクションをダッシュボード・ページに表示するかどうかを決定するために条件を使用できます。ダッシュボードへのセクションの追加の詳細は、ダッシュボードへのコンテンツの追加を参照してください。

セクションをダッシュボード・ページに表示するかどうかを決定するために条件を使用するには、次の手順を実行します。

	
ダッシュボードを編集します。詳細は、ダッシュボードの編集を参照してください。


	
条件付きで表示するセクションを含むページのタブをクリックします。


	
ページ・レイアウト・エリアのセクションにカーソルを合せてセクションのツールバーを表示し、セクションの「プロパティ」ボタンをクリックして「条件」を選択します。「「セクション条件」ダイアログ」が表示されます。


	
必要に応じて、次のことを行います。

	
新規条件を作成し、「新規条件」ボタンをクリックして「「条件の作成」ダイアログ」 を表示して、ダイアログを完了します。

ダイアログの完了の詳細は、条件の設定の指定を参照してください。


	
既存の条件を選択し、「条件の選択」ボタンをクリックして「「条件の選択」ダイアログ」 を表示して、ダイアログを完了します。





	
「セクション条件」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
ダッシュボードを保存します。









条件の設定の指定

次の項で説明されているように、条件を作成または編集する場合は、「新規条件」ダイアログ、「条件の作成」ダイアログまたは「条件の編集」ダイアログで条件の設定を指定する必要があります。

	
名前付き条件の作成


	
セクションをダッシュボード・ページに表示するかどうかを決定するための条件の使用


	
エージェントがコンテンツを配信するか、アクションを実行するかを決定するための条件の使用


	
アクション・リンクをダッシュボード・ページに表示するかどうかを決定するための条件の使用


	
名前付き条件の編集


	
エージェントで使用される条件の編集、カスタマイズ、テスト、保存および無効化


	
ダッシュボード・ページのアクション・リンクで使用される条件の編集、テスト、保存および削除


	
ダッシュボード・ページのセクションで使用される条件の編集、テスト、保存および削除




「新規条件」ダイアログ、「条件の作成」ダイアログまたは「条件の編集」ダイアログで条件の設定を指定するには、次の手順を実行します。

	
「次に基づいて条件を作成」ボックスで、条件が分析かKPIのどちらに基づいているかを選択します。


	
内容は次のとおりです。

	
(オプション)分析の場合、必要に応じてプロンプト・フィルタを編集します。


	
KPIの場合、KPIディメンションの値を指定します。







	
注意:

プロンプト・フィルタの値を指定する場合、これらの値を使用時点でオーバーライドすることはできません。
条件を作成するときにKPIディメンションに複数の値を固定することはできません。










	
次のように評価基準を指定します。

	
分析の場合、行数が次の場合は条件がtrueエリアで、次のことを行います。

	
「演算子」ボックスで、行数に適用する演算子を選択します。


	
「行数」ボックスで、評価される行数を指定します。





	
KPIの場合、「KPIが次の場合は条件がtrue」ボックスでKPIステータスを選択します。





	
(オプション)「テスト」をクリックして条件をテストします。


	
条件を保存する場合、次のようにします。

	
インライン条件として保存する場合は、「OK」をクリックします。


	
名前付き条件として保存する場合は、「保存」をクリックして、条件をカタログに名前で保存できる「名前を付けて保存」ダイアログを表示します。




	
注意:

条件が、プライベートである分析またはKPIに基づいている場合、/Shared Foldersフォルダに保存することはできません。


















名前付き条件の編集

名前付き条件を編集するには、次の手順を実行します。

	
カタログ内の条件をナビゲートします。


	
「編集」リンクをクリックして「条件の編集」ダイアログを表示します。


	
必要な変更を行います。

「条件の編集」ダイアログの完了の詳細は、条件の設定の指定を参照してください。









エージェントで使用される条件の編集、カスタマイズ、テスト、保存および無効化

次のことを行えます。

	
インライン条件を編集します。


	
プロンプト・フィルタを編集して名前付き条件をカスタマイズします。


	
条件の判断がtrueか、falseかを確認するために条件をテストします。


	
インライン条件をカタログに名前付き条件として保存します。


	
条件を削除します。




エージェントで使用される条件を編集、カスタマイズ、テスト、保存または削除するには、次の手順を実行します。

	
エージェントを編集します。


	
「エージェント」エディタ: 「条件」タブをクリックします。


	
目的:

	
インライン条件を編集するには、「条件の編集」をクリックして「条件の編集」ダイアログを表示して、必要な変更を行います。「条件の編集」ダイアログの完了の詳細は、条件の設定の指定を参照してください。


	
名前付き条件のプロンプト・フィルタをカスタマイズするには、「カスタマイズ」をクリックして「「条件のカスタマイズ」ダイアログを表示して、必要なカスタマイズを行います。


	
条件をテストするには、「テスト」をクリックします。評価結果が表示されます。


	
インライン条件をカタログに名前付き条件として保存するには、「カタログに保存」をクリックして「名前を付けて保存」ダイアログを表示します。


	
条件を無効にするには、「条件を使用しない(常にコンテンツを配送してアクションを実行)」をクリックします。





	
エージェントを保存します。









ダッシュボード・ページのアクション・リンクで使用される条件の編集、テスト、保存および削除

ダッシュボード・ページのアクション・リンクに使用される条件に対して、次のタスクを実行できます。

	
条件を編集します。


	
条件の判断がtrueか、falseかを確認するために条件をテストします。


	
インライン条件をカタログに名前付き条件として保存し、名前付き条件をカタログに別の名前で保存します。


	
条件を削除します。




ダッシュボード・ページのアクション・リンクで使用される条件を編集、テスト、保存または削除するには、次の手順を実行します。

	
アクション・リンクを含むダッシュボード・ページを編集します。


	
ページ・レイアウト・エリアのアクション・リンク・オブジェクトにカーソルを合せてアクション・リンク・オブジェクトのツールバーを表示し、「プロパティ」ボタンをクリックするか、アクション・リンクがアクション・リンク・メニュー内にある場合は、次のことを行います。

	
ページ・レイアウト・エリアのアクション・リンク・メニュー・オブジェクトにカーソルを合せてアクション・リンク・メニュー・オブジェクトのツールバーを表示し、「プロパティ」ボタンをクリックします。

「アクション・リンク・メニューのプロパティ」ダイアログが表示されます。


	
条件を含むアクション・リンクを選択して「編集」ボタンをクリックします。




「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログが表示されます。


	
「条件」フィールドの右側にある「詳細」ボタンをクリックして、次のことを行います。

	
条件を編集するには、「条件の編集」を選択して「「条件の編集」ダイアログ」 を表示して、必要な変更を行います。「条件の編集」ダイアログの完了の詳細は、条件の設定の指定を参照してください。


	
条件をテストするには、「条件のテスト」を選択します。評価結果が表示されます。


	
インライン条件をカタログに名前付き条件として保存するには、「条件に名前を付けて保存」を選択して「名前を付けて保存」ダイアログを表示します。


	
条件を削除するには、「条件の削除」を選択します。





	
「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
アクション・リンクがアクション・リンク・メニュー内にある場合は、「アクション・リンク・メニューのプロパティ」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
ダッシュボードを保存します。









ダッシュボード・ページのセクションで使用される条件の編集、テスト、保存および削除

ダッシュボード・ページのセクションに使用される条件に対して、次のタスクを実行できます。

	
条件を編集します。


	
条件の判断がtrueか、falseかを確認するために条件をテストします。


	
インライン条件をカタログに名前付き条件として保存し、名前付き条件をカタログに別の名前で保存します。


	
条件を削除します。




ダッシュボード・ページのセクションで使用される条件を編集、テスト、保存または削除するには、次の手順を実行します。

	
セクションを含むダッシュボード・ページを編集します。


	
ページ・レイアウト・エリアのセクションにカーソルを合せてセクションのツールバーを表示し、セクションの「プロパティ」ボタンをクリックして「条件」を選択します。「「セクション条件」ダイアログ」が表示されます。


	
「条件」フィールドの右側にある「詳細」ボタンをクリックして、次のことを行います。

	
条件を編集するには、「条件の編集」を選択して「「条件の編集」ダイアログ」 を表示して、必要な変更を行います。「条件の編集」ダイアログの完了の詳細は、条件の設定の指定を参照してください。


	
条件をテストするには、「条件のテスト」を選択します。評価結果が表示されます。


	
インライン条件をカタログに名前付き条件として保存するには、「条件に名前を付けて保存」を選択して「名前を付けて保存」ダイアログを表示します。


	
条件を削除するには、「条件の削除」を選択します。





	
ダッシュボードを保存します。















11 アクションの使用


この章では、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionのアクションの操作方法について説明します。ここでは、アクションを使用して、関連コンテンツにナビゲートする方法、外部システムの操作、機能またはプロセスを起動する方法を説明し、分析、ダッシュボード・ページ、エージェント、KPI、およびスコアカードのイニシアティブと目標にアクションを追加する方法を説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
アクションとは


	
アクション・リンクとアクション・リンク・メニューとは


	
使用可能なアクション・タイプ


	
アクションを作成できるユーザー


	
アクションを追加できる場所


	
名前付きアクションとは


	
インライン・アクションとは


	
アクション・パラメータとは


	
アクションの条件による有効化について


	
アクションの実行時にユーザーに表示される情報のカスタマイズについて


	
名前付きアクションの作成


	
新規アクションの設定の指定


	
分析へのアクションの追加


	
ダッシュボード・ページへのアクションの追加について


	
アクション・リンクを使用したダッシュボード・ページへのアクションの追加


	
アクション・リンク・メニューを使用したダッシュボード・ページへのアクションの追加


	
エージェントへのアクションの追加


	
KPIへのアクションの追加


	
スコアカードのイニシアティブおよび目標へのアクションの追加


	
既存の名前付きアクションに基づいた新規アクションの作成


	
名前付きアクションの編集


	
分析に追加されたアクションおよびアクション・リンクの編集


	
ダッシュボード・ページに追加されたアクション、アクション・リンクおよびアクション・リンク・メニューの編集


	
エージェントに追加されたアクションの編集


	
KPIに追加されたアクションおよびアクション・リンクの編集


	
スコアカードのイニシアティブおよび目標に追加されたアクションおよびアクション・リンクの編集


	
分析内のインライン・アクションのカタログへの保存


	
ダッシュボード内のインライン・アクションのカタログへの保存


	
名前付きアクションの実行によるテスト






アクションとは

アクションによって次の機能が提供されます。

	
関連するコンテンツへの移動


	
外部システムでの操作、関数またはプロセスの起動




アクションは、分析、ダッシュボード・ページ、エージェント、スコアカードの目標、スコアカードのイニシアティブおよびKPIに含めることができます。

アクションは、次のように実行されます。

	
次のものに埋め込まれているアクション・リンクをクリックしたエンド・ユーザーによって明示的に

	
分析の列見出し、列値、階層レベル値、特定のビュー(グラフなど)、表とピボット表内の合計と総計


	
ダッシュボード・ページ


	
エージェントによって配信されるコンテンツ


	
原因と結果マップ、カスタム・ビュー、戦略ツリー・ビュー、戦略マップ、KPIおよびKPIウォッチリストのスコアカード


	
KPI分析





	
エージェントの最終ステップとして自動的に


	
ホーム・ページまたはカタログ・ページから直接




たとえば、営業本部長が、特定のしきい値以下に売上が落ちた地域の営業部長に会いたいとします。営業本部長のダッシュボードにアクション・オブジェクトを埋め込み、営業部長がリンクをクリックするだけでミーティングをスケジュールできるようにします。あるいは、エージェントを使用して、売上しきい値を超えたら自動的にミーティングがスケジュールされるようすることもできます。






アクション・リンクとアクション・リンク・メニューとは

アクション・リンクは、分析、ダッシュボード・ページ、スコアカードの目標、スコアカードのイニシアティブまたはKPIに埋め込まれたアクションへのリンクで、クリックすると、関連付けられているアクションが実行されます。

図11-1に、アクション・リンクが列値に追加された分析を示します。マウス・ポインタを列値(この図のBluetoothアダプタの収益など)に合せると、列値がリンクとして表示されます。列リンクをクリックすると関連付けられているアクション・リンクが表示され、そのアクション・リンクをクリックすると関連付けられているアクションが実行されます。


図11-1 分析に追加されたアクション・リンクの例

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



分析、KPI、スコアカードの目標およびスコアカードのイニシアティブでは、複数のアクション・リンクはリストに表示されます。図11-2は、アクション・リンク(マネージャへの電子メールの送信およびグラフ・ビューの表示)のリストが列値に追加されている分析を示しています。マウス・ポインタを列値(この図のBluetoothアダプタの収益など)に合せると、列値がリンクとして表示されます。列値のリンクをクリックすると、アクションのリストが表示されます。リスト内のアクションをクリックすると、関連付けられているアクションが実行されます。


図11-2 分析に追加された複数のアクション・リンクの例

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



ダッシュボード・ページで、アクション・リンクをスタンドアロン・リンクとして追加したり、複数のアクション・リンクをまとめてアクション・リンク・メニューにすることができます。アクション・リンク・メニューで、ユーザーは、データから得られたビジネスの見通しに基づいて、実行するアクションをアクション・リンクのリストから選択できます。

また、条件を使用し、データに応じて各アクション・リンクを表示することもできます。この強力な機能によって、表示されているデータに応じて適切な次のステップをユーザーに示す、状況依存メニューを設定できます。条件を使用したアクション・リンクの表示の詳細は、アクションの条件による有効化についてを参照してください。

分析に追加したアクション・リンクは、次のビューに表示されます。

	
ファンネル・グラフ


	
ゲージ


	
グラフ


	
ヒート・マトリックス


	
マップ・ビュー


	
パフォーマンス・タイル


	
ピボット表


	
表


	
トレリス


	
ツリーマップ




ビューの詳細は、第4章「ダッシュボードでの表示用のビューの追加」を参照してください。

スコアカードの目標およびスコアカードのイニシアティブに追加したアクション・リンクは、次のスコアカード・ビューに表示されます。

	
原因/結果マップ


	
カスタム・ビュー


	
戦略ツリー


	
戦略マップ


	
KPI監視リスト




KPIに追加したアクション・リンクは、KPI分析に表示されます。




	
注意:

ExcelやPDFなどのエクスポートされたフォーマットにはアクション・リンクは含まれません。












使用可能なアクション・タイプ

使用可能なアクションのタイプは、関連するコンテンツへの移動と、外部システムでの操作、関数またはプロセスの起動の2つのグループに分類されます。

権限によって、作成できるアクションのタイプが制御されます。移動タイプのアクションのみを作成できる場合も、起動タイプのアクションのみを作成できる場合も、移動と起動の両方のタイプのアクションを作成できる場合もあります。あるいは、アクションの実行のみが可能な場合もあります(アクションがカタログ内、またはダッシュボードや分析などの共有オブジェクト内に共有オブジェクトとして存在する場合)。詳細は、「アクションを作成できるユーザー」を参照してください。

また、アクションを追加できる場所は、タイプによって異なります。詳細は、「アクションを追加できる場所」を参照してください。

Oracle BI EEオブジェクトをOracle ADFに追加する際に開発者が使用できるコンテキスト・イベント・アクション・タイプの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Edition開発者ガイド』のOracle BI EEコンテキスト・イベント・アクションでBusiness Intelligenceコンテンツを渡す方法に関する項を参照してください。


関連するコンテンツに移動するアクション

次のリストに、関連するコンテンツに移動するタイプのアクションを示し、説明します。

	
BIコンテンツにナビゲート - 分析、特定のダッシュボード・ページまたはダッシュボードに移動します。


	
Webページにナビゲート - 指定されたURLに移動します。


	
EPMコンテンツにナビゲート - Financial Reportingのコンテンツに移動します。

このアクション・タイプを使用するには、構成が必要です。必要な構成の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』を参照してください。


	
E-Business Suiteにナビゲート - Oracle E-Business Suiteのページまたはフォームに移動します。このアクション・タイプによって、ユーザーは、まずOracle E-Business Suiteにログインして、Oracle BI EEにアクセスした後で、Oracle E-Business Suiteのページまたはフォームに戻ることができます。

このアクション・タイプを使用するには、構成が必要です。必要な構成の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』を参照してください。


	
Navigate to Siebel CRM - Siebel CRMアプリケーションで(商談などの)ビューに移動します。このアクション・タイプによって、ユーザーはSiebel CRMアプリケーションに埋め込まれたダッシュボードから、CRMアプリケーション内のビューのレコードに移動することができます。

このアクション・タイプを使用するには、構成が必要です。必要な構成の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』を参照してください。









外部システムで操作、関数またはプロセスを起動するアクション

次のリストに、外部システムで操作、関数またはプロセスを起動するタイプのアクションを示し、説明します。

	
Webサービスの起動 - Webサービス操作またはWebサービスとして公開されているSOAサービス(Webサービスとして構成されているOracle SOA SuiteのBusiness Process Execution Language(BPEL)プロセスなど)を起動します。

このアクション・タイプを使用するには、構成が必要です。必要な構成の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』を参照してください。


	
Javaメソッドの起動 - Enterprise Java Bean(EJB)のJavaメソッドを起動します。

このアクション・タイプを使用するには、構成が必要です。必要な構成の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』を参照してください。


	
ブラウザ・スクリプトの起動: クライアントWebブラウザからJavaScript関数を起動します。

このアクション・タイプを使用するには、構成が必要です。必要な構成の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』を参照してください。


	
サーバー・スクリプトの起動 - 現在のエージェントの完了時、カスタム・スクリプトを実行します。カスタム・スクリプトのタイプは、JavascriptまたはVBScriptのいずれかです。




	
注意:

このアクションでは、サーバーがMicrosoft Windowsで稼働している場合、カスタム・スクリプト・アクションがサポートされます。他のプラットフォーム(Windowsを含む)の場合、Javaメソッド(EJB)の起動アクションまたはWebサービスの起動アクションを使用することを検討してください。








	
HTTPリクエストの起動 - サーバーを介してターゲットURLにHTTPリクエストが送信されます。このアクション・タイプは、URL APIによって公開されている外部システムの起動に使用されます。


	
エージェントの起動 - 別のエージェントを起動します。このアクション・タイプでは、エージェントを連鎖させることができます。たとえば、エージェントAにエージェントBを起動させ、エージェントBにエージェントCを起動させることができます。











アクションを作成できるユーザー

アクションを作成できるかどうかは、次のアクション権限で制御されます。この権限は、管理者によって管理されます。

	
ナビゲート・アクションの作成 - 関連するコンテンツに移動するアクションを作成する権限を付与します。


	
起動アクションの作成 - 外部システムで操作、関数またはプロセスを起動するアクションを作成する権限を付与します。


	
埋込みHTMLが含まれるアクションの保存 - 起動アクションの作成権限と組み合せて使用し、Webサービスの起動アクションの結果のカスタマイズにHTMLコードを埋め込む権限を付与します。




デフォルトでは、これらのアクション権限は管理者に付与されています。

権限の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービス権限の管理に関する項を参照してください。

権限の詳細は、第14章「Oracle BIプレゼンテーション・カタログでのオブジェクトの管理」を参照してください。






アクションを追加できる場所

アクションを追加できる場所は、アクションのタイプによって異なります。分析、ダッシュボード・ページ、エージェント、スコアカードの目標、スコアカードのイニシアティブおよびKPIに追加できるタイプもあれば、エージェントのみ、あるいは分析、ダッシュボード・ページ、スコアカードの目標、スコアカードのイニシアティブおよびKPIのみに追加できるタイプもあります。表11-1に、アクションのタイプと各タイプを追加できる場所を示します。


表11-1 アクション・タイプとそれを追加できる場所

	アクション・タイプ	分析、ダッシュボード・ページ、スコアカードの目標、スコアカードのイニシアティブおよびKPI	エージェントへの追加
	
EPMコンテンツにナビゲート

	
はい

	
いいえ


	
BIコンテンツにナビゲート

	
はい

	
いいえ


	
Webページにナビゲート

	
はい

	
いいえ


	
E-Business Suiteにナビゲート

	
はい

	
いいえ


	
Siebel CRMにナビゲート

	
はい

	
いいえ


	
Webサービスの起動

	
はい

	
はい


	
Javaメソッドの起動

	
はい

	
はい


	
ブラウザ・スクリプトの起動

	
はい

	
いいえ


	
HTTPリクエストの起動

	
はい

	
はい


	
エージェントの起動

	
いいえ

	
はい


	
サーバー・スクリプトの起動

	
いいえ

	
はい

注意: このアクション・タイプでは、サーバーはMicrosoft Windowsで稼働している必要があります。


	
Javaジョブの起動

	
いいえ

	
はい








オブジェクトへのアクションの追加の詳細は、次を参照してください:

	
分析へのアクションの追加


	
ダッシュボード・ページへのアクションの追加について、アクション・リンクを使用したダッシュボード・ページへのアクションの追加、およびアクション・リンク・メニューを使用したダッシュボード・ページへのアクションの追加


	
エージェントへのアクションの追加


	
KPIへのアクションの追加


	
スコアカードのイニシアティブおよび目標へのアクションの追加









名前付きアクションとは

名前付きアクションは、定義し、再利用できるように名前を付けてOracle BIプレゼンテーション・カタログに保存するアクションです。名前付きアクションをテンプレートとして再利用し、別の名前付きアクションを作成することもできます。

カタログには、次のタイプを除くすべてのアクション・タイプを保存できます。

	
エージェントの起動


	
サーバー・スクリプトの起動


	
Javaジョブの起動




たとえば、設計中の分析やダッシュボード・ページに、組織のWebサイトへのナビゲーションを含めることが頻繁にあるとします。そのURLに移動するアクションを作成し、カタログに保存できます。そうすると、分析やダッシュボード・ページを作成する際、この名前付きアクションを追加できます。

次からアクションを作成して、名前付きアクションを作成します:

	
グローバル・ヘッダーの「新規」メニュー。「アクション」をクリックし、いずれかのアクション・タイプ(「Webページにナビゲート」など)を選択します。


	
ホーム・ページ。「作成」領域で「アクション」をクリックし、いずれかのアクション・タイプ(「BIコンテンツにナビゲート」など)を選択します。




ダッシュボード、分析またはKPIからも名前付きアクションを作成できます。これは、インライン・アクションを作成し、カタログに保存して保持することで可能です。インライン・アクションの詳細は、「インライン・アクションとは」を参照してください。






インライン・アクションとは

インライン・アクションは、使用時に定義し、名前を付けてカタログに保存しないアクションです。かわりに、分析、ダッシュボード・ページ、エージェント、スコアカードの目標、スコアカードのイニシアティブまたはKPIの一部として保存されます。

インライン・アクションは、それを含む分析、ダッシュボード・ページ、エージェント、スコアカードの目標、スコアカードのイニシアティブまたはKPIが削除されると、自動的に削除されます。これによって、特定のBIコンテンツ内でのみ意味をなすアクションのカタログ管理が簡単になります。

たとえば、ダッシュボード・ページを設計し、一度のみ使用する予定のEJBを起動するとします。その時点でEJBを起動するアクションを作成し、ページに追加します。ダッシュボードを保存すると、ダッシュボードとともにアクションが保存されます。

インライン・アクションは、次の場合に作成します。

	
エージェントを作成または編集し、エージェントの終了時に実行する新規アクションを追加します。

詳細は、エージェントへのアクションの追加を参照してください。


	
ダッシュボード・ページを編集し、アクション・リンクまたはアクション・リンク・メニューを使用して、新規アクションをページに追加します。

詳細は、ダッシュボード・ページへのアクションの追加についてを参照してください。


	
分析を作成または編集し、アクション・リンクを使用して、新規アクションを列見出し、列値または階層レベル値に追加します。

詳細は、分析へのアクションの追加を参照してください。


	
KPIを作成または編集し、アクション・リンクを使用して、新規アクションをKPIに追加します。

詳細は、KPIへのアクションの追加を参照してください。


	
スコアカードでイニシアティブまたは目標を作成または編集し、アクション・リンクを使用して、新規アクションをイニシアティブまたは目標に追加します。

詳細は、スコアカードのイニシアティブおよび目標へのアクションの追加を参照してください。









アクション・パラメータとは

アクション・パラメータは、アクションによって表される操作またはプロセスにOracle BI EEからデータを渡すのに使用されます。

	
Webサービス操作を起動するアクションの場合、パラメータは、属性として定義される単純なタイプおよびWebサービス操作の入力メッセージ内の単純な要素(または単純なタイプのコンポーネントに分解される複雑な要素)に相当し、操作と、操作のパラメータを定義するWeb Service Definition Language (WSDL)から読み取られます。


	
Javaメソッド、ブラウザ・スクリプトまたはサーバー・スクリプトを起動するアクションの場合、パラメータは、メソッドの引数に相当します。


	
Webページに移動するアクションまたはHTTPリクエストを起動するアクションの場合、パラメータは、URLを介して渡されるパラメータに相当します。


	
BIコンテンツにナビゲートするアクションの場合、パラメータは自動的にソースからターゲットに渡されます。ある分析から別の分析にナビゲートする際、ターゲット分析のフィルタで使用されるフィールドと同じ論理名のフィールドがデータのソース行に含まれている場合は、このフィールドの値がパラメータとして渡されます。フィルタの演算子を「プロンプトで使用」または「次と等しい/次に存在する」に設定する必要があることに注意してください。




名前付きアクションを作成する際、またはアクションをオブジェクト(分析の列など)に関連付ける際、パラメータが次のいずれであるかを指定できます。

	
固定 - 固定パラメータは表示できますが、ユーザーは値を設定できません。


	
非表示 - 非表示パラメータは表示できません。ユーザーは値を設定できません。(非表示であることは、パラメータがセキュアであることではないことに注意してください。)


	
オプション - オプション・パラメータは、アクションの実行に値を必要としません。







	
注意:

表示された合計または総計上のアクション・リンクまたは条件付きアクション・リンクの場合、パラメータの届く範囲は関連するBIコンテンツ内に限られます。












アクションの条件による有効化について

次のものに追加されているアクションは、条件によって有効にすることができます。

	
分析。分析に追加されたアクションの条件による有効化についてを参照してください。


	
ダッシュボード・ページ。ダッシュボード・ページに追加されたアクションの条件による有効化についてを参照してください。


	
エージェント。エージェントに追加されたアクションの条件による有効化についてを参照してください。




KPIに追加されているアクションはKPIの範囲に関連付けられているため、定義に基づいた条件によって有効になります。同様に、スコアカードに追加されているアクションはイニシアティブと目標の状況に関連付けられているため、条件によって有効になります。



分析に追加されたアクションの条件による有効化について

アクションを分析に追加する際、1つ以上の条件を満たす場合にのみ、関連付けられているアクション・リンクが表示されるよう指定できます。これは、使用する分析の列を1つ以上選択し、満たすべき条件を指定して行います。(条件を指定する手順は、条件付き書式設定に使用される手順と非常によく似ています。)

たとえば、地域ごとの売上を示す分析で、売上が特定の金額以下になった場合にのみ、地域担当マネージャに電子メールを送信するアクション・リンクが表示されるよう指定できます。






ダッシュボード・ページに追加されたアクションの条件による有効化について

アクションをダッシュボード・ページに追加する際、特定の条件を満たす場合にのみ、関連付けられているアクション・リンクが表示されるよう指定できます。これは、満たすべき条件(名前付きまたはインライン)を指定して行います。

たとえば、製品の在庫レベルを示すダッシュボード・ページで、特定の製品の在庫レベルが低い場合にのみ、在庫を注文するアクション・リンクが表示されるよう指定できます。

アクション・リンク・メニューで条件付きアクション・リンクを使用すると、ダッシュボード・ページのデータに応じて異なるアクションのセットを表示できます。たとえば、製品の在庫レベルを示すダッシュボード・ページに、次のアクション・リンクを含むアクション・リンク・メニューを追加できます。

	
特定の製品の在庫がゼロの場合、在庫の注文と宣伝の中止


	
特定の製品の在庫レベルが低い場合、在庫の注文


	
特定の製品の在庫レベルが十分な場合、アクションなし




アクション・リンクの詳細は、アクション・リンクとアクション・リンク・メニューとはを参照してください。条件の詳細は、第10章、条件の処理を参照してください。






エージェントに追加されたアクションの条件による有効化について

エージェントの条件は、主に、エージェントがコンテンツを配信するかどうかの決定に使用しますが、エージェントがアクションを実行するかどうかの決定にも使用できます。

アクションをエージェントに追加する際、特定の条件を満たす場合にのみ、アクションが実行されるよう指定できます。これは、条件(インラインまたは名前付き)をエージェントに追加し、次の場合にアクションを実行するかどうかを指定して行います。

	
エージェントの条件が真と評価される場合のみ


	
エージェント条件がfalseと判断された場合




一部のアクションでは、条件によって返される行ごとにアクションを実行するかどうかも指定できます。(サーバー・スクリプトの起動アクションとエージェントの起動アクションは、結果セットの行ごとに実行できないことに注意してください。また、アクション・パラメータの1つが結果セット・マッピングの場合も、行ごとに実行できません。)

たとえば、新規マーケティング・キャンペーンを自動的に開始するアクションをエージェントに追加し、地域の売上が$2,000,000以下かどうかを評価する条件が真の場合にのみ実行されるよう指定できます。

条件の詳細は、第10章「条件の使用」を参照してください。








アクションの実行時にユーザーに表示される情報のカスタマイズについて

アクションの実行時にユーザーに表示される情報をカスタマイズできます。具体的には、次のことができます。

	
アクションの実行時にユーザーに対して確認プロンプトを表示するかどうかを指定します。


	
アクションを実行する前にユーザーがアクション・パラメータを指定する必要がある場合に、ユーザーに表示されるダイアログをカスタマイズします。


	
ユーザーに表示される正常起動メッセージをカスタマイズします。Webサービスの起動アクションの場合、アクションの結果に関する情報を表示するダイアログをカスタマイズできます。


	
ユーザーに表示される起動失敗メッセージをカスタマイズします。




アクションの作成または編集時に「アクションのオプション」ダイアログを使用して、この情報をカスタマイズします。新規アクションの設定の指定を参照してください。






名前付きアクションの作成

コンテンツ・デザイナが分析、ダッシュボード・ページ、エージェント、スコアカードの目標、スコアカードのイニシアティブおよびKPIに追加できる名前付きアクションを作成できます(適切な権限がある場合)。

名前付きアクションの詳細は、「名前付きアクションとは」を参照してください。

名前付きアクションを作成する手順:

	
グローバル・ヘッダーで「新規」をクリックし、「アクショナブル・インテリジェンス」の下の「アクション」を選択して、作成するアクションのタイプを選択します。

「新規アクションの作成」ダイアログが表示されます。


	
「新規アクション」ダイアログを完成させます。詳細は、新規アクションの設定の指定を参照してください。









新規アクションの設定の指定

次のいずれかのタスクを行う場合、「新規アクションの作成」ダイアログ(エージェントとダッシュボードの場合は「新規アクション」ダイアログ、スコアカードの場合は「新規アクションの追加」ダイアログ)で新規アクションの設定を指定します。

	
名前付きアクションの作成


	
分析へのアクションの追加


	
ダッシュボード・ページへのアクションの追加について


	
エージェントへのアクションの追加


	
KPIへのアクションの追加


	
スコアカードのイニシアティブおよび目標へのアクションの追加




新規アクションの設定を指定する手順:

	
「新規アクションの作成」ボタン(エージェントでは「新規アクションの追加」ボタン、ダッシュボードでは「新規アクション」ボタン)をクリックし、作成するアクションのタイプを選択します。選択に応じて、次のようにします。

	
「BIコンテンツにナビゲート」を選択すると、最初に「アクションのBIコンテンツの選択」ダイアログが表示されます。このダイアログでナビゲート先Oracle BI EEコンテンツを選択すると、「新規アクションの作成」ダイアログが表示されます。


	
「EPMコンテンツにナビゲート」の場合、まず「このアクションで起動するHyperion Resourceを選択します。」ダイアログが表示されます。ここで、移動先のHyperionリソースを選択すると、「新規アクションの作成」ダイアログが表示されます。


	
「Webサービスの起動」の場合、「Webサービス操作の選択」ダイアログが表示されます。ここで、起動するWebサービス操作を選択するか、Webサービスがあらかじめ構成されていない場合はWSDLのURLを入力します。「新規アクションの作成」ダイアログが表示されます。


	
「Javaメソッドの起動」を選択すると「Javaメソッドの選択」ダイアログが表示されます。このダイアログで起動するJavaメソッドを選択すると、「新規アクションの作成」ダイアログが表示されます。


	
その他のアクション・タイプを選択した場合は、「新規アクションの作成」ダイアログが表示されます。





	
作成または編集するアクションのタイプに応じて、表11-2に示すいずれかの手順を実行します。


表11-2 アクション・タイプ別の最初の手順

	アクション・タイプ	操作
	
Webページにナビゲート

または

HTTPリクエストの起動

	
「URL」フィールドに、WebページのURLを入力します。

ヒント: ブラウザでURLを強調表示して、「URL」フィールドにコピー・アンド・ペーストできます。


	
ブラウザ・スクリプトの起動

	
「関数名」フィールドに、実行する関数の名前を入力するか、「参照」をクリックして「スクリプト関数の選択」ダイアログを完成させます。

スクリプトにパラメータが定義されていて、「スクリプト関数の選択」ダイアログで関数を選択した場合、「パラメータの定義」リストにパラメータが表示されます。手動で関数名を入力した場合、手動でパラメータを追加する必要があります。


	
サーバー・スクリプトの起動

	
「言語」ボックスで、「JavaScript」または「VBScript」を選択し、「スクリプト・パス」フィールドに、実行するスクリプトのパスを入力します。

デフォルトで、スクリプトはORACLE_INSTANCE\bifoundation\OracleBISchedulerComponent\coreapplication_obischn\scripts\commonディレクトリに保存されます。たとえば、D:\OBI11g\instances\instance1\bifoundation\OracleBISchedulerComponent\coreapplication_obisch1\scripts\commonなどです。

管理者はスクリプトが保存されるデフォルト・ディレクトリを変更できます。


	
エージェントの起動

	
「参照」をクリックして「既存のエージェントの選択」ダイアログを完成させます。


	
E-Business Suiteにナビゲート

	
「パラメータの定義」リストで、次の必須パラメータを定義します。

	
FunctionCode - ターゲットのE-Business Suiteフォームに関係する関数の名前(GLXIQJRNなど)


	
ConnectionPool - Oracle BIリポジトリでのOracle E-Business Suiteデータベースの接続プールの名前(EBS12など)




オプションのパラメータを定義して、Oracle Business IntelligenceからEBSのフォームへコンテキストを渡すこともできます。

パラメータの定義の詳細は、この手順のパラメータの定義のステップを参照してください。

Oracle E-Business Suiteのセキュリティとの統合の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』を参照してください。


	
Siebel CRMにナビゲート

	
「パラメータの定義」リストで、次の必須パラメータを定義します。

	
ビュー - 移動先のレコードを含むビューの名前(商談リスト・ビューなど)。


	
アプレット - 移動先のレコードを含むビュー内の親アプレットの名前(商談リスト・アプレットなど)。


	
値を渡す - 移動先のレコードの行番号(3SIA-2O5VUなど)。

一般的に、このタイプのアクションをインライン・アクションとして分析に追加している場合は、分析基準内の列を使用して、「値を渡す」の値を設定します。これには、「値のタイプの変更」ボタンをクリックし、「列値」を選択してから、「列値」ボタンをクリックして列を選択します。




ビュー名、アプレット名およびレコードの行番号の決定方法については、Siebel CRMアプリケーションのドキュメントを参照してください。

パラメータの定義の詳細は、この手順のパラメータの定義のステップを参照してください。








	
(HTTPリクエストの起動のみ)「リクエスト」ボックスで、次のいずれかのオプションを選択します。

	
GET - HTTP GETリクエストとしてURLを起動します。


	
POST - HTTP POSTリクエストとしてURLを起動します。





	
(エージェントの起動アクションのみ)「実行対象受信者」ボックスで、受信者の範囲を選択します。たとえば、選択されたエージェントの受信者と同じ受信者の場合、「指定のエージェントに存在」を選択します。


	
(「Webページにナビゲート」または「HTTPリクエストの起動」アクションについてはオプション)アクションに対するパラメータを定義するには、「パラメータの定義」をクリックして「パラメータの定義」リストを表示します。


	
必要に応じてパラメータを定義します。

	
パラメータを追加するには、「パラメータの追加」ボタンをクリックします。新しいパラメータの行が「パラメータの定義」リストに追加されます。(「パラメータの追加」ボタンは一部のアクション・タイプでは使用できないことに注意してください。)


	
(サーバー・スクリプトの起動アクションのみ)エージェント条件のベースとなっている配信コンテンツまたは分析結果をスクリプトに渡すには、「ドキュメント・パラメータの追加」ボタンをクリックします。新規ドキュメント・パラメータ行が「パラメータの定義」リストに追加されます。


	
各パラメータの列値を指定します。

	
新規パラメータを作成する場合、「名前」列にパラメータの名前を入力します。アクション内で一意の名前を使用します。

この列が使用可能でないアクション・タイプもあります。


	
ユーザーにパラメータ値を指定させる場合、「プロンプト」列に、ユーザーに表示するプロンプトを入力します。


	
パラメータ値を指定する場合、「値」列に値を入力するか、値を選択します。ユーザーに値を指定させる場合、このフィールドはそのままにします。


	
「固定」列で、ユーザーが表示できるが、パラメータを設定できないかどうかを指定します。

この列が使用可能でないアクション・タイプもあります。


	
「非表示」列で、パラメータを非表示にするかどうかを指定します。

この列が使用可能でないアクション・タイプもあります。


	
「オプション」列で、アクションの実行前にパラメータに値が必要かどうかを指定します。








	
(オプション)アクションの実行時にユーザーに表示される情報をカスタマイズします。

	
「オプション」をクリックして「アクションのオプション」ダイアログを表示します。


	
カスタマイズを指定します。


	
「OK」をクリックします。




この機能は、ユーザーに情報を表示するのに適したアクションにのみ使用できます。


	
「OK」をクリックします。

名前付きアクションを作成する場合、アクションを保存するための情報を指定するダイアログが表示されます。









分析へのアクションの追加

1つ以上のアクションを分析の列見出し、列値または階層レベル値に追加できます。アクションを列見出し、列値または階層レベル値に追加する場合、アクション・リンクを使用してアクションを追加します。

1つ以上のアクション・リンクを含む分析が、ピボット表、表、マップ、グラフ、トレリスまたはゲージでユーザーに表示される場合、ユーザーはリンクをクリックして関連付けられているアクションを実行できます。

アクション・リンクの詳細は、「アクション・リンクとアクション・リンク・メニューとは」を参照してください。

1つ以上のアクションを分析に追加する手順:

	
1つ以上のアクションの追加先の分析を編集します。


	
1つ以上のアクションの追加先の列または階層レベルの「オプション」ボタンの上にマウス・ポインタを移動し、「列のプロパティ」または「階層レベル・プロパティ」を選択します。

「列のプロパティ」ダイアログが表示されます。




	
注意:

「分析」エディタ: 「結果」タブから「列のプロパティ」ダイアログにアクセスすることもできます。関連するビューを選択し、「ビューの編集」ボタンをクリックします。「レイアウト」ペインで適切な列を見つけ、「詳細オプション」ボタンをクリックして、それから「列のプロパティ」を選択します。








	
「列のプロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブをクリックします。


	
「列見出し」領域(1つ以上のアクションを列見出しに追加する場合)または「値」領域(1つ以上のアクションを列値または階層レベル値に追加する場合)の「プライマリ相互作用」ボックスで、「アクション・リンク」を選択して「アクション・リンク」領域を表示します。


	
「アクション・リンクの追加」ボタンをクリックします。「新規アクション・リンク」ダイアログが表示されます。


	
「リンク・テキスト」フィールドに、関連付けられているアクションを実行するリンクとして表示されるテキストを入力します。


	
アクション(インライン・アクション)を作成するには、「新規アクションの作成」ボタンをクリックし、新規アクションの設定を指定します。詳細は、新規アクションの設定の指定を参照してください。


	
既存のアクション(名前付きアクション)を追加する場合、次のようにします。

	
「既存のアクションの選択」ボタンをクリックします。

「開く」ダイアログが表示されます。


	
「アクションの選択」ダイアログを完成させます。

アクションに関連付けられているパラメータがある場合、「パラメータ・マッピングの編集」ダイアログが表示されます。


	
「パラメータ・マッピングの編集」ダイアログを完成させます(表示された場合)。





	
アクション・リンクを値に追加する場合、「新規アクション・リンク」ダイアログの「リンクの表示」コンポーネントで、次のいずれかのオプションを選択します。

	
常時 - アクション・リンクが常に有効であることを指定します。


	
条件付き - アクション・リンクが特定の条件下で有効になることを指定します。

このオプションを選択すると、「条件」領域が表示されます。

詳細は、アクションの条件による有効化についてを参照してください。




アクション・リンクを列見出しに追加する場合、「条件付き」オプションは使用できません。


	
「条件付き」を選択した場合、アクション・リンクを有効にするのに使用する1つ以上の条件を追加します。追加する条件ごとに次のようにします。

	
「新規条件」ボタンをクリックして、使用する列を選択します。「新規条件」ダイアログが表示されます。


	
「新規条件」ダイアログで、必要な情報を入力します。





	
「新規アクション・リンク」ダイアログで「OK」をクリックし、アクション・リンクを「相互作用」タブの「アクション・リンク」領域に追加します。


	
追加するアクション・リンクごとに、ステップ5から12を繰り返します。


	
実行時に使用できるアクション・リンクが1つのみの場合に、そのリンクを選択用メニューに表示せず、ただちに実行することを指定するには、「実行時に使用可能なアクション・リンクが1つのみの場合はポップアップに表示しない」ボックスを選択します。


	
分析に合計または総計が含まれていて、関連する属性列またはメジャー列にアクション・リンクや条件付きアクション・リンクが含まれており、そのアクション・リンク(または条件付きアクション・リンク)をその列と、合計または総計の両方に適用する場合は、「合計に対して有効化」チェック・ボックスを選択します。これは列見出しアクション・リンクには適用されず、デフォルトではこの動作はオフになっています。


	
「OK」をクリックして「列のプロパティ」ダイアログを閉じます。


	
「分析」エディタの「分析の保存」ツールバー・ボタンをクリックし、分析を保存します。









ダッシュボード・ページへのアクションの追加について

次の2つの方法のいずれかで、アクションをダッシュボード・ページに追加できます。

	
ダッシュボード・ページのセクションに、アクションの追加先のアクション・リンク・オブジェクトを追加することによって。

1つ以上のアクション・リンクが含まれるダッシュボード・ページがユーザーに表示される場合、ユーザーはリンクをクリックして、関連付けられているアクションを実行できます。


	
ダッシュボード・ページのセクションに、アクション・リンクの追加先のアクション・リンク・メニュー・オブジェクトを追加することによって。

アクション・リンク・メニューが含まれるダッシュボード・ページがユーザーに表示される場合、ユーザーはアクション・リンク・メニューからリンクを選択して、関連付けられているアクションを実行できます。




アクション・リンクとアクション・リンク・メニューの詳細は、「アクション・リンクとアクション・リンク・メニューとは」を参照してください。






アクション・リンクを使用したダッシュボード・ページへのアクションの追加

アクション・リンクを使用して、アクションをダッシュボード・ページに追加する手順:

	
アクションの追加先のダッシュボード・ページを編集します。


	
「ダッシュボード・オブジェクト」ペインからダッシュボード・ページに「アクション・リンク」オブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップします。


	
アクション・リンク・オブジェクトの「プロパティ」ボタンをクリックし、「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログを表示します。


	
「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログを完成させます。詳細は、「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログの完了を参照してください。


	
ダッシュボード・ビルダーの「保存」ツールバー・ボタンをクリックして、ダッシュボード・ページを保存します。






「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログの完了

アクション・リンクまたはアクション・リンク・メニューを使用して、アクションをダッシュボード・ページに追加する際、「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログを完成させて、アクション・リンクを作成します。

「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログを完成させる手順:

	
アクション(インライン・アクション)を作成する場合、「新規アクション」ボタンをクリックし、新規アクションの設定を指定します。詳細は、新規アクションの設定の指定を参照してください。


	
既存のアクション(名前付きアクション)を追加する場合、次のようにします。

	
「既存のアクションの選択」ボタンをクリックします。

「開く」ダイアログが表示されます。


	
「開く」ダイアログを完成させます。

アクションに関連付けられているパラメータがある場合、「パラメータ・マッピングの編集」ダイアログが表示されます。


	
「パラメータ・マッピングの編集」ダイアログを完成させます(表示された場合)。





	
「リンク・テキスト」ボックスに、関連付けられているアクションを実行するリンクとして表示されるテキストを入力します。




	
注意:

既存アクションの追加やアクションの作成を行う前に「リンク・テキスト」ボックスに入力した情報は、アクション・リンクの名前で上書きされます。








	
アクション・リンク・メニューに表示されないアクション・リンクを作成する場合、「キャプション」ボックスに、リンク・テキストの上に表示されるキャプションを入力します。


	
(URLまたは他のBIコンテンツに移動するアクション・リンクの場合)「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログの「リンクを新規ウィンドウで開く」ボックスを使用して、リンクを新規ブラウザ・ウィンドウまたはタブで開くかどうかを指定します。


	
(BIコンテンツにナビゲート・アクションの場合のみ)「ブリーフィング・ブックへの追加」ボックスを使用して、アクション・リンクに関連付けられているアクションをブリーフィング・ブックで実行できるようにするかどうかを指定します。ただし、たどるブリーフィング・ブック・ナビゲーション・リンクの数が0より多い場合のみです。

ブリーフィング・ブックの詳細は、ブリーフィング・ブックの使用を参照してください。


	
「リンクの表示」コンポーネントで、次のいずれかのオプションを選択します。

	
常時 - アクション・リンクが常に有効であることを指定します。


	
条件付き - 関連付けられている条件を満たす場合にのみ、アクション・リンクが有効になることを指定します。

「条件」領域が表示されます。





	
「条件付き」を選択した場合、次のように条件を指定します。

	
条件を作成するには、「新規条件」ボタンをクリックし、「新規条件」ダイアログを表示してダイアログを完成させます。

ダイアログの完了の詳細は、条件の設定の指定を参照してください。


	
既存の条件を選択するには、「条件の選択」をクリックし、「条件の選択」ダイアログを表示してダイアログを完成させます。





	
「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログで「OK」をクリックします。











アクション・リンク・メニューを使用したダッシュボード・ページへのアクションの追加

アクション・リンク・メニューを使用して、1つ以上のアクションをダッシュボード・ページに追加する手順:

	
1つ以上のアクションの追加先のダッシュボード・ページを編集します。


	
「ダッシュボード・オブジェクト」ペインからダッシュボード・ページに「アクション・リンク・メニュー」オブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップします。


	
アクション・リンク・メニュー・オブジェクトの「プロパティ」ボタンをクリックし、「アクション・リンク・メニューのプロパティ」ダイアログを表示します。


	
「メニュー・ラベル」ボックスに、メニューに表示する名前を入力します。


	
「キャプション」ボックスに、アクション・リンク・メニュー・テキストの上に表示されるキャプションを入力します。


	
次のようにしてアクション・リンクをメニューに追加します。

	
ページにすでにあるアクション・リンクを追加するには、既存のアクション・リンク・オブジェクトをアクション・リンク・メニュー・オブジェクトにドラッグ・アンド・ドロップします。


	
新規アクション・リンクを追加するには、「追加」ボタンをクリックし、「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログを表示してダイアログを完成させます。詳細は、「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログの完了を参照してください。







	
注意:

アクション・リンク・メニュー・オブジェクトからアクション・リンク・オブジェクトをドラッグして、スタンドアロン・アクション・リンクを作成することもできます。








	
「アクション・リンク・メニューのプロパティ」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
ダッシュボード・ビルダーの「保存」ツールバー・ボタンをクリックして、ダッシュボード・ページを保存します。









エージェントへのアクションの追加

1つ以上のアクションをエージェントに追加できます。

アクションをエージェントに追加する手順:

	
アクションの追加先のエージェントを編集します。


	
「エージェント」エディタ: 「アクション」タブをクリックします。


	
次のとおり、アクションを「エージェント条件がTrueまたは条件が存在しない」領域に追加するか、「エージェント条件がFalse」領域に追加するかを決めます。

	
エージェントに関連付けられている条件がない場合、またはエージェントに関連付けられている条件があり、条件が真と評価される場合にのみアクションを実行する場合、「エージェント条件がTrueまたは条件が存在しない」領域を使用します。


	
エージェントに関連付けられている条件があり、条件が偽と評価される場合にのみアクションを実行する場合、「エージェント条件がFalse」領域を使用します。





	
アクション(インライン・アクション)を作成するには、「新規アクションの追加」ボタンをクリックし、新規アクションの設定を指定します。詳細は、新規アクションの設定の指定を参照してください。


	
既存のアクション(名前付きアクション)を追加する場合、次のようにします。

	
「既存のアクションの追加」ボタンをクリックします。

「既存のアクションの選択」ダイアログが表示されます。


	
「既存のアクションの選択」ダイアログを完成させます。




	
注意:

関連するコンテンツへ移動する既存のアクション(BIコンテンツにナビゲートなど)や既存のブラウザ・スクリプトの起動アクションは、エージェントに追加できません。







アクションに関連付けられているパラメータがある場合、「既存のアクションの追加」ダイアログが表示されます。


	
「既存のアクションの追加」ダイアログで必要なパラメータ値を指定します。


	
「OK」をクリックします。





	
(サーバー・スクリプトの起動アクション、エージェントの起動アクションまたはパラメータの1つが結果セット・マッピングのアクションには使用できません)エージェントの条件を指定し、条件によって返される行ごとにアクションを実行する場合、「行ごとの起動」オプションを選択します。


	
「エージェント」エディタで「このエージェントの保存」ツールバー・ボタンをクリックしてエージェントを保存します。









KPIへのアクションの追加

1つ以上のアクションをKPIに追加できます。アクションをKPIに追加する場合、アクション・リンクを使用してアクションを追加します。

1つ以上のアクション・リンクを含むKPIが、エンド・ユーザーに表示される(通常、スコアカードまたはKPI監視リスト)場合、ユーザーはリンクをクリックして関連付けられているアクションを実行できます。

1つ以上のアクションをKPIに追加する手順:

	
1つ以上のアクションの追加先のKPIを編集します。


	
「KPI」エディタ: 状態ページをクリックします。


	
「このステータスのアクション・リンクを定義します。」ボタンをクリックして、「アクション・リンク」ダイアログを表示します。


	
追加されているアクションをKPIの別の範囲に追加するには、「アクション・リンクの追加」ボタンをクリックし、アクションを選択します。


	
新規アクションを追加するには、次のようにします。

	
1つ以上のアクションがKPIの別の範囲に追加されている場合、「アクション・リンクの追加」ボタンをクリックし、「新規アクション・リンク」を選択します。


	
KPIの別の範囲にアクションが追加されていない場合、「アクション・リンクの追加」ボタンをクリックします。




「新規アクション・リンク」ダイアログが表示されます。


	
「リンク・テキスト」フィールドに、関連付けられているアクションを実行するリンクとして表示されるテキストを入力します。


	
アクション(インライン・アクション)を作成するには、「新規アクションの作成」ボタンをクリックし、新規アクションの設定を指定します。詳細は、新規アクションの設定の指定を参照してください。


	
既存のアクション(名前付きアクション)を追加する場合、次のようにします。

	
「既存のアクションの選択」ボタンをクリックします。

「開く」ダイアログが表示されます。


	
「開く」ダイアログを完成させます。

アクションに関連付けられているパラメータがある場合、「パラメータ・マッピングの編集」ダイアログが表示されます。


	
「パラメータ・マッピングの編集」ダイアログを完成させます(表示された場合)。





	
「新規アクション・リンク」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
追加するアクション・リンクごとに、ステップ5から9を繰り返します。


	
「OK」をクリックして「アクション・リンク」ダイアログを閉じます。


	
「KPI」エディタの「KPIに名前を付けて保存」ツールバー・ボタンをクリックし、KPIを保存します。









スコアカードのイニシアティブおよび目標へのアクションの追加

1つ以上のアクションをスコアカードのイニシアティブまたは目標に追加できます。アクションをイニシアティブまたは目標に追加する場合、アクション・リンクを使用してアクションを追加します。

1つ以上のアクションをイニシアティブまたは目標に追加する手順:

	
イニシアティブまたは目標を含むスコアカードを編集します。


	
次のとおり、アクションの追加先のイニシアティブまたは目標に移動します。

	
アクションをイニシアティブに追加する場合、「イニシアティブ」ペインでイニシアティブをダブルクリックします。


	
アクションを目標に追加する場合、「戦略」ペインで目標をダブルクリックします。





	
「分析」ペインの「アクション・リンク」領域で、「新規行」ボタンをクリックします。

「アクション・リンク」ダイアログが表示されます。


	
「状況」ボックスで、アクション・リンクを有効にする際のイニシアティブまたは目標の状態を選択します。


	
アクション(インライン・アクション)を作成するには、「新規アクションの作成」ボタンをクリックし、新規アクションの設定を指定します。詳細は、新規アクションの設定の指定を参照してください。


	
既存のアクション(名前付きアクション)を追加する場合、次のようにします。

	
「既存のアクションの選択」ボタンをクリックします。

「開く」ダイアログが表示されます。


	
「OK」をクリックします。





	
「リンク・テキスト」フィールドに、関連付けられているアクションを実行するリンクとして表示されるテキストを入力します。


	
「アクション・リンク」ダイアログで「OK」をクリックします。

アクション・リンクが「アクション・リンク」領域に追加されます。


	
目標またはイニシアティブを保存します。









既存の名前付きアクションに基づいた新規アクションの作成

既存の名前付きアクションに基づいてアクションを作成できます。

たとえば、組織に、「メッセージの送信」という電子メール・メッセージを送信する既存の名前付きアクションがあるとします。パラメータは、受信者、件名、メッセージおよび優先度です。この「メッセージの送信」アクションに基づいて、優先度の高いメッセージを送信するアクションを作成できます。これを行うには、優先度パラメータに大きい値を指定し、「高優先度メッセージの送信」などの新しい名前で新規アクションを保存します。

既存の名前付きアクションに基づいてアクションを作成するには:

	
新規アクションのベースとする既存の名前付きアクションを編集します。「アクションの編集」ダイアログが表示されます。


	
変更内容を指定します。


	
「名前を付けて保存」をクリックし、ダイアログで保存基準を指定します。









名前付きアクションの編集

名前付きアクションを編集する手順:

	
カタログ内のアクションに移動します。


	
「編集」リンクをクリックして「アクションの編集」ダイアログを表示します。


	
アクションを編集し、「OK」をクリックします。


	
「アクションの保存」をクリックします。









分析に追加されたアクションおよびアクション・リンクの編集

分析に追加されているアクションまたはアクション・リンクを編集する手順:

	
アクションおよびアクション・リンクが追加されている分析を編集します。


	
アクションが追加されている列または階層レベルの「オプション」メニューの上にマウス・ポインタを移動し、「列のプロパティ」または「階層レベル・プロパティ」を選択します。

「列のプロパティ」ダイアログが表示されます。




	
注意:

「分析」エディタ: 「結果」タブから「列のプロパティ」ダイアログにアクセスすることもできます。関連するビューを選択し、「ビューの編集」ボタンをクリックします。「レイアウト」ペインで適切な列を見つけ、「詳細オプション」ボタンをクリックして、それから「列のプロパティ」を選択します。








	
「列のプロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブをクリックします。


	
「アクション・リンク」領域で、編集するアクションを選択し、「アクション・リンクの編集」ボタンをクリックして「アクション・リンクの編集」ダイアログを表示します。


	
アクション・リンクに適切な変更を加えます。


	
「詳細」ボタンをクリックし、「アクションの編集」を選択します。「アクションの編集」ダイアログが表示されます。


	
アクションを編集し、「OK」をクリックします。


	
「アクション・リンクの編集」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
「列のプロパティ」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
「分析の保存」をクリックします。









ダッシュボード・ページに追加されたアクション、アクション・リンクおよびアクション・リンク・メニューの編集

ダッシュボード・ページに追加されているアクション、アクション・リンクまたはアクション・リンク・メニューを編集する手順:

	
ダッシュボード・ページを編集します。


	
アクションまたはアクション・リンクがアクション・リンク・メニューに関連付けられている場合、次のようにします。

	
アクション・リンク・メニュー・オブジェクトの「プロパティ」ボタンをクリックします。「アクション・リンク・メニューのプロパティ」ダイアログが表示されます。


	
メニュー・ラベルおよびキャプションに適切な変更を加えます。


	
「アクション・リンク」領域で、編集するアクションを選択し、「編集」ボタンをクリックします。

「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログが表示されます。





	
アクションおよびアクション・リンクがスタンドアロンの場合、アクションが関連付けられているアクション・リンク・オブジェクトの「プロパティ」ボタンをクリックします。「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログが表示されます。


	
アクション・リンクに適切な変更を加えます。


	
「詳細」ボタンをクリックし、「アクションの編集」を選択します。「アクションの編集」ダイアログが表示されます。


	
アクションを編集し、「OK」をクリックします。


	
「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログおよび「アクション・リンク・メニューのプロパティ」ダイアログ(表示された場合)で「OK」をクリックします。


	
「保存」をクリックしてダッシュボードを保存します。









エージェントに追加されたアクションの編集

エージェントに追加されているアクションを編集できます。アクションがインライン・アクションの場合、アクション全体を編集できます。アクションが名前付きアクションの場合、パラメータ値のみを編集できます。

エージェントに追加されているアクションを編集する手順:

	
エージェントを開きます。


	
「エージェント」エディタ: 「アクション」タブをクリックします。


	
アクションを選択し、「パラメータの編集」ボタンをクリックします。「アクションの編集」ダイアログが表示されます。


	
アクションを編集し、「OK」をクリックします。









KPIに追加されたアクションおよびアクション・リンクの編集

KPIに追加されているアクションまたはアクション・リンクを編集する手順:

	
アクションおよびアクション・リンクが追加されているKPIを編集します。


	
「KPI」エディタ: 状態ページをクリックします。


	
「このステータスのアクション・リンクを定義します。」ボタンをクリックして、「アクション・リンク」ダイアログを表示します。


	
「アクション・リンク」領域で、編集するアクションを選択し、「アクション・リンクの編集」ボタンをクリックして「アクション・リンクの編集」ダイアログを表示します。


	
アクション・リンクに適切な変更を加えます。


	
「詳細」ボタンをクリックし、「アクションの編集」を選択します。「アクションの編集」ダイアログが表示されます。


	
アクションを編集し、「OK」をクリックします。


	
「アクション・リンクの編集」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
「アクション・リンク」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
「KPIに名前を付けて保存」をクリックします。









スコアカードのイニシアティブおよび目標に追加されたアクションおよびアクション・リンクの編集

イニシアティブまたは目標に追加されたアクションおよびアクション・リンクを編集する手順:

	
イニシアティブまたは目標を含むスコアカードを編集します。


	
次のとおり、イニシアティブまたは目標に移動します。

	
イニシアティブの場合、「イニシアティブ」ペインでイニシアティブをダブルクリックします。


	
目標の場合、「戦略」ペインで目標をダブルクリックします。





	
「分析」ペインの「アクション・リンク」領域で、「行の編集」ボタンをクリックします。

「アクション・リンク」ダイアログが表示されます。


	
変更を加え、「アクション・リンク」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
目標またはイニシアティブを保存します。









分析内のインライン・アクションのカタログへの保存

分析内のインライン・アクションを保存する手順:

	
アクションが追加されている分析を編集します。


	
アクションが追加されている列または階層レベルの「オプション」メニューの上にマウス・ポインタを移動し、「列のプロパティ」または「階層レベル・プロパティ」を選択します。

「列のプロパティ」ダイアログが表示されます。




	
注意:

「分析」エディタ: 「結果」タブから「列のプロパティ」ダイアログにアクセスすることもできます。関連するビューを選択し、「ビューの編集」ボタンをクリックします。「レイアウト」ペインで適切な列を見つけ、「詳細オプション」ボタンをクリックして、それから「列のプロパティ」を選択します。








	
「列のプロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブをクリックします。


	
「アクション・リンク」領域で、保存するアクションを選択し、「アクション・リンクの編集」ボタンをクリックします。「アクション・リンクの編集」ダイアログが表示されます。


	
「詳細」ボタンをクリックし、「アクションに名前を付けて保存」を選択して、保存基準を指定する「名前を付けて保存」ダイアログを表示します。


	
保存基準を指定して「OK」をクリックします。




	
ヒント:

現在のアクションへの参照を保存済アクションで置き換える場合、「現在のアクションを保存済アクションへの参照に置き換えます。」ボックスを選択します。








	
「アクション・リンクの編集」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
「列のプロパティ」ダイアログで「OK」をクリックします。









ダッシュボード内のインライン・アクションのカタログへの保存

ダッシュボード内のインライン・アクションをカタログに保存する手順:

	
ダッシュボード・ページを編集します。


	
アクションまたはアクション・リンクがアクション・リンク・メニューに関連付けられている場合、次のようにします。

	
アクション・リンク・メニュー・オブジェクトの「プロパティ」ボタンをクリックします。「アクション・リンク・メニューのプロパティ」ダイアログが表示されます。


	
メニュー・ラベルおよびキャプションに適切な変更を加えます。


	
「アクション・リンク」領域で、編集するアクションを選択し、「編集」ボタンをクリックします。

「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログが表示されます。





	
アクションおよびアクション・リンクがスタンドアロンの場合、アクションが関連付けられているアクション・リンク・オブジェクトの「プロパティ」ボタンをクリックします。「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログが表示されます。


	
「詳細」ボタンをクリックし、「アクションに名前を付けて保存」を選択します。「名前を付けて保存」ダイアログが表示されます。


	
アクションを編集し、「OK」をクリックします。


	
「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログおよび「アクション・リンク・メニューのプロパティ」ダイアログ(表示された場合)で「OK」をクリックします。


	
「保存」をクリックしてダッシュボードを保存します。


	
「詳細」ボタンをクリックし、「アクションに名前を付けて保存」を選択して、保存基準を指定するダイアログを表示します。


	
保存基準を指定して「OK」をクリックします。




	
ヒント:

現在のアクションへの参照を保存済アクションで置き換える場合、「現在のアクションを保存済アクションへの参照に置き換えます。」ボックスを選択します。








	
「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログおよび「アクション・リンク・メニューのプロパティ」ダイアログ(表示された場合)で「OK」をクリックします。


	
「保存」をクリックしてダッシュボードを保存します。









名前付きアクションの実行によるテスト

名前付きアクションの作成後、アクションが適切に実行されるかどうかをテストして確認できます。

名前付きアクションを実行してテストするには:

	
カタログ内の名前付きアクションに移動します。


	
「実行」リンクをクリックします。


	
詳細情報を求めるプロンプトや確認を促すプロンプトが表示された場合は対応します。




	
注意:

正常起動メッセージは、アクション自体が正常に実行されたことを示しているにすぎません。そのアクションが表すプロセスや操作が正しく実行されたことを示すものではありません。





















12 KPIとKPI監視リストの使用


この章では、キー・パフォーマンス・インディケータ(KPI)およびKPIウォッチリストをOracle Business Intelligence Enterprise Editionで使用する方法を説明します。また、KPIの評価、ディメンション、固定されたディメンション値およびターゲット設定についても説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
KPIとは


	
KPIの評価方法


	
KPIの使用方法


	
ディメンションおよび固定されたディメンション値とは


	
KPIの権限と許可について


	
KPIの作成方法


	
KPIの作成


	
KPIの編集


	
ターゲット設定とは


	
KPIからの分析の生成


	
KPIからのエージェントの作成


	
KPIのビジネス所有者への連絡


	
KPIのステータスのオーバーライドについて


	
KPIへのコメントの追加について


	
KPI監視リストとは


	
KPIウォッチリストの作成


	
KPIウォッチリストの編集






KPIとは

KPIは、モニタリング、改善および評価が必要な、より大きい組織の戦略へとつながる特定のビジネスのゴールや目標を定義および追跡する計量法です。KPIは、通常時間とともに変わる計量可能な値で、スコアとパフォーマンス・ステータスを決定するためのターゲットを持ちます。詳細な分析を可能にするディメンションが含まれ、トレンド用およびパフォーマンス・パターンの特定のために経時的な比較を行えます。

次のリストで、Oracle BI EEでのKPIの特定の使用法について確認してください。

	
ターゲットに対するメトリックを評価し、ターゲットが達成されていない場合にエージェントを使用して適切なユーザーにアラートを送信します。


	
KPIから分析を作成し、その分析をダッシュボードに追加します。KPIから作成される分析では、ユーザーは、KPIのディメンションに基づいて、様々な詳細レベルにドリルできます。

たとえば、製品の売上というKPIに、地域と会計時間のディメンションを追加し、地域ごと、および会計四半期などの期間ごとの製品の売上値を表示できます。この追加によって、データの多次元のサブセットを収集し、ディメンション・メトリックの異なるターゲット値に対して、KPIで測る目標とイニシアティブのパフォーマンスを評価できます。


	
Oracle Scorecard and Strategy Managementでは、KPIを使用して、戦略を形成する目標と、目標の達成に必要なイニシアティブ(タスクまたはプロジェクト)のパフォーマンスを評価したり、モニターします。スコアカードとその作成方法の詳細は、第13章「スコアカード」を参照してください。

たとえば、顧客満足度調査の平均スコアと再注文のKPIを使用して、顧客満足度の改善という目標のパフォーマンスを測ります。









KPIの評価方法

KPIのステータスとスコアは、実際の値と定義されたしきい値との比較によって決まります。KPIのパフォーマンス・ステータスは、各範囲に割り当てられたステータス・アイコンで示されます。

たとえば、製品の売上KPI(値が大きい方が望ましい)の場合、表12-1に示す範囲を定義します。しきい値は、範囲の区切りとなる数値です。


表12-1 評価例

	評価範囲ルール	しきい値	名前	ステータス・アイコン
	
125を超える(125 < x)値は、パフォーマンスが申し分ないことを表します

	
126以上

	
優

	
青の四角


	
100から125まで(100 < x <= 125)の値は、パフォーマンスがよいことを表します

	
125

	
良

	
緑の四角


	
80から100まで(80 < x <= 100)の値は、パフォーマンスがまずまずであることを表します

	
100

	
可

	
黄色の四角


	
50から80まで(50 < x < = 80)の値は、パフォーマンスが悪いという警告を表します

	
80

	
警告

	
明るい赤色の四角


	
50より小さい(x <= 50)値は、パフォーマンスがクリティカルなことを表します

	
50以下

	
クリティカル

	
濃い赤色の四角












KPIの使用方法

KPIはKPIエディタを使用して作成され、KPIエディタはスタンドアロンのエディタとしても、「スコアカード」エディタ内からもアクセスできます。KPIを作成して保存した後、次の方法でKPIを使用できます。

	
スコアカードの基礎的要素 - KPIを作成して割り当て、組織の戦略の進捗とパフォーマンスを測ることができます。スコアカード内に、進捗とパフォーマンスを測るためにKPIに割り当てる目標(運用コストの削減などのゴール)およびイニシアティブ(コスト最小化チームの結成などのプロセスまたはタスク)を定義できます。目標の詳細は、目標とはを参照してください。イニシアティブの詳細は、イニシアティブとはを参照してください。


	
分析として - 分析をKPIから生成できます。この場合、Oracle BI EEは分析をカタログに保存します。分析をダッシュボードに含めたり、関連ドキュメントとしてスコアカード、KPI監視リストまたはKPIに含めることができます。分析として出力する前にKPIに固定したディメンション値は、分析に含められます。固定では、1つ以上の値をディメンションに割り当てることで、ユーザーに表示されるデータを制限またはフィルタ処理します。分析でドリルダウンを使用できます。ユーザーが分析を開くたびに、Oracle BI EEで分析のデータがリフレッシュされます。


	
KPI監視リストに含める - KPIのグループを含む監視リストや、固定のディメンション値を使用して1つのKPIを複数回表示する監視リストを作成できます。監視リストは、保存後、カタログ・オブジェクトとして使用でき、ダッシュボードやスコアカードに追加できます。ユーザーは監視リストにアクセスし、監視リストに含まれているKPIのディメンション値を変更できます。スコアカードには、「イニシアティブとKPI」ウォッチリスト、「目標とKPI」ウォッチリスト、ブレークダウン・ウォッチリストなど、他のタイプのウォッチリストを含めることができることに注意してください。詳細は、ウォッチリストの理解を参照してください。


	
ユーザーの対話の促進 - KPIが、KPI監視リストに追加された場合、またはスコアカード内の目標やイニシアティブに追加された場合、KPIにコメントを追加したり、他のユーザーのコメントを読んだり、返信することができます。KPIに関する質問やコメントを使用して、KPIのビジネス所有者に連絡をとることもできます。また、ビジネス所有者は、KPIのステータスをオーバーライドできます。


	
アクションの開始 - KPI内でクリックされると関連付けられているアクションを実行するアクション・リンクを追加できます。たとえば、内部支出のKPIのパフォーマンスが非常に高く、支出が過度なことを示している場合、クリックされると適切な従業員に電子メールを送信するアクション・リンクを作成できます。


	
エージェントのトリガー - KPIの値、パフォーマンス・レベルおよびステータスを使用して、エージェント・アラートを開始する条件をトリガーできます。たとえば、内部コストKPIの値が特定の金額を超えたときに通知するエージェントを定義できます。









ディメンションおよび固定されたディメンション値とは

ディメンションはデータの分類で、分類には、ビジネス・アナリストのデータの分析方法が反映されます。アナリストが、ある単位で、あるいはあるものと比較して数値を表示する場合、データのディメンションを指定します。一般的なディメンションは、地理、製品、顧客および時間です。

KPIの場合、サブジェクト・エリアから属性列をディメンションとして選択できます。KPIを設計する際、1つ以上のディメンションに1つ以上のデータ値を固定する(Region = Centralなど)か、KPIのウォッチリストまたはスコアカードへの追加時やウォッチリストまたはスコアカードのダッシュボードへの追加時に、すべてまたは一部のディメンション値を固定するよう指定できます。設計者によって値が固定されると、ユーザーは値を変更できません。

あらかじめ固定された値を持たないKPIをウォッチリストに追加する場合、設計者は1つ以上の値を固定したり、セッション変数、リポジトリ変数またはグローバル変数を指定してディメンション値を設定できます。設計者がディメンションに値または変数を固定しない場合、KPIのユーザーは実行時に、KPIウォッチリストまたはKPIを含むスコアカードの視点領域、ダッシュボードの変数プロンプトまたはダッシュボードの列プロンプトから1つ以上の値を選択できます。




	
注意:

KPIウォッチリストまたはKPIを含むスコアカード・オブジェクトがプロンプト付きでダッシュボードに追加され、KPI定義の特定のプロンプトのディメンションでKPIにディメンションが設定されていない場合は、そのプロンプトが無視されます。さらに、KPIがその定義の特定のディメンション値に固定されている場合は、そのディメンションのプロンプトが無視されます。KPIウォッチリストまたはKPIを含むスコアカード・オブジェクトをプロンプトを含むダッシュボードに追加する際には、ダッシュボードまたはダッシュボード・ページへのダッシュボード・プロンプトの追加および「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログを参照してください。







ディメンションを含むKPIが分析に出力される場合、ディメンションは列およびドリルとして表示されます。ディメンション値が固定されている場合、分析は、固定された値によって決定されるデータに限定されます。ディメンションに複数の値が固定されている場合、固定された値ごとに行が表示されます。




	
ベスト・プラクティス:

KPIには複数のディメンションを定義しますが、KPI定義自体の中でディメンションを固定しないでください。これによって、ユーザーはKPIを再利用して、スコアカードの戦略ツリー、ウォッチリストまたはダッシュボード・プロンプト内に固定できます。たとえば、ディメンションを固定する非常に特殊なKPI (北米の地域など)を作成する場合、そのKPIの使用は制限される可能性があります。ディメンションを固定しないでおいた場合は、ユーザーが固定する領域を決定します。このKPIの使用を使用すると柔軟性と再利用性が向上するため、非常に特殊なKPIの作成および管理が不要になります。












KPIの権限と許可について

KPIおよびKPIウォッチリストの作成時に特定のタスクを実行できるかどうかは、権限によって制御されています。プレゼンテーション・サービスの権限の詳細は、スコアカードの権限と許可についてを参照してください。






KPIの作成方法

コンテンツ設計者がKPIの作成に使用できるいくつかのページがあります。図12-1およびKPIの作成に、これらのページを示します。


図12-1 KPIを作成するための一般的なプロセス・フロー

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



「KPI」エディタ: 一般プロパティ・ページおよび「KPI」エディタ: ディメンション・ページに入力する必要があります。

ページ間をナビゲートするには、「次」および「戻る」ボタンを選択するか、ナビゲーション・トレインに従ってページ名をクリックします。図12-2に、ナビゲーション・トレインを示します。


図12-2 ナビゲーション・トレイン

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]







KPIの作成

KPIを作成するには、次の手順に従います。KPIは、グローバル・ヘッダー、ホーム・ページ、またはスコアカードから作成できます。KPIを編集用に開く方法の詳細は、KPIの編集を参照してください。

KPIを作成するには:

	
KPIを作成するには、次のいずれかを実行します。

	
グローバル・ヘッダーで、「新規」をクリックし、「KPI」を選択します。「サブジェクト・エリアの選択」ダイアログから、KPIのサブジェクト・エリアを選択します。「KPI」エディタが表示されます。


	
スコアカードから「スコアカードのドキュメント」ペインに移動し、「オブジェクトの作成」ツールバー・ボタンをクリックします。または「カタログ」ペインで、「新規オブジェクト」ツールバー・ボタンをクリックします。「KPI」を選択し、「サブジェクト・エリアの選択」ダイアログからKPIのサブジェクト・エリアを選択します。「KPI」エディタが表示されます。





	
「KPI」エディタ: 一般プロパティ・ページで、ビジネス所有者、実際の値およびターゲット値を指定し、値を書込み可能にするかどうかを指定して、データ書式を定義し、パフォーマンス・パターンを特定するためにトレンドを有効にするかどうかを指定します。トレンドを使用すると、スコアカードに履歴トレンド・チャートが自動的に表示されるため、トレンドを有効にすることをお薦めします。図12-3に、Revenue KPIの「KPI」エディタ: 一般プロパティ・ページの例を示します。


図12-3 「KPI」エディタ - 一般プロパティ・ページ

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]






	
注意:

トレンドを有効にする場合は、「KPI」エディタ: ディメンション・ページに時間ディメンションも含める必要があります。「前のものと比較」オプションから時間ディメンションを選択した場合は、「KPI」エディタ: ディメンション・ページに同じ時間ディメンションを追加する必要があります。「前のものと比較」オプションから時間階層レベルを選択した場合は、その階層レベルが属する階層を「KPI」エディタ: ディメンション・ページに追加する必要があります。
スコアカードでKPIを使用する場合、ビジネス所有者を割り当てる必要があります。ビジネス所有者を割り当てずにKPIステータスをオーバーライドすることはできません。詳細は、ステータスのオーバーライドの操作を参照してください。










	
「KPI」エディタ: ディメンション・ページで、KPIの実際の値とターゲット値の集計に使用するディメンション(地域ごとの売上や会計四半期ごとの売上など)を選択し、ディメンションを固定するかどうかを決定します。大抵のKPIには時間ディメンションを含める必要があることに注意してください。例外は、保有在庫や電話サポートの現在の待ち時間などの現在のスナップショットとして定義される定数やメトリックなどです。図12-4に、「KPI」エディタ: ディメンション・ページの例を示します。この例では、"Cust Regions"."D50 Region"ディメンションがAMERICASに固定されています。


図12-4 「KPI」エディタ: ディメンション・ページ

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



	
「KPI」エディタ: 状態ページで、KPI値に基づいた望ましい目標(値が高い方が望ましい、など)を指定し、パフォーマンス・ステータスおよびスコアを判断するためにKPI値を評価する範囲を定義して、パフォーマンス・レベルとアクションを関連付け、KPIにデータが返されなかった場合の処理方法を指定して、しきい値をターゲット値のパーセントとして関連付けます。図12-5に、「KPI」エディタ: 状態ページの例を示します。


図12-5 「KPI」エディタ: 状態ページ

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



	
「KPI」エディタ: 関連ドキュメント・ページで、外部リンクまたはビジネス・インテリジェンス・オブジェクトをKPIに追加します。図12-6に、「KPI」エディタ: 関連ドキュメント・ページの例を示します。


図12-6 「KPI」エディタ: 関連ドキュメント・ページ

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



	
「KPI」エディタ: カスタム属性ページで、カスタム列を5つまで含めます。各カスタム列は数値に評価される必要があります。実績、ターゲット、差分および変更式とは異なる関連の計算を表示したい場合に、カスタム列を使用すると便利です。たとえば、一致する期間の売上KPIの横に表示される前年売上のカスタム列を追加できます。図12-7に、「KPI」エディタ: カスタム属性ページの例を示します。


図12-7 「KPI」エディタ: カスタム属性ページ

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



	
KPIを保存します。

次の項目に注意してください。

	
スタンドアロンKPIを作成する場合、「終了」をクリックしてKPIを保存します。


	
新規KPIを作成する場合、KPIの名前を指定し、KPIを保存する「名前を付けて保存」ダイアログを表示します。KPIをスコアカードの「スコアカードのドキュメント」ペイン内に表示する場合、カタログ内のスコアカード・オブジェクトのフォルダにKPIを保存します。


	
スコアカードからKPIを作成する場合、「スコアカード」エディタで「保存」をクリックします。












KPIの編集

保存済KPIをオープンおよび編集する手順は、次のとおりです。KPIはカタログに格納されていますが、KPIウォッチリスト、スコアカードおよびダッシュボードに追加できます。KPIを編集して保存すると、KPIの表示箇所に変更が伝播されます。



カタログからのKPIの編集

次の手順を使用して、カタログからKPIを編集します。

カタログからKPIを編集するには:

	
グローバル・ヘッダーで、「カタログ」をクリックします。カタログ・ページが表示されます。


	
編集するKPIにナビゲートして、オブジェクトの「編集」リンクをクリックします。「KPI」エディタが表示されます。


	
必要な変更を行います。


	
KPIを保存します。








KPIウォッチリストからのKPIの編集

次の手順を使用して、KPIウォッチリストからKPIを編集します。

KPIウォッチリストからKPIを編集するには:

	
KPI監視リストで、オープンするKPIを右クリックします。


	
「KPI定義を開く」を選択します。「KPI」エディタが表示されます。


	
必要な変更を行います。


	
KPIを保存します。











ターゲット設定とは

ターゲット設定では、適切な権限とセキュリティ設定を備えたユーザーがKPIの実際の値やターゲット値を変更できます。一度変更すると、値はリポジトリに送信されて格納されます。次に、Oracle BI EEでは、これらの変更された値を使用して、集計値の再計算、キャッシュのリフレッシュ、およびKPIウォッチリストまたはKPIの追加先スコアカードのリフレッシュが実行されます。ターゲット設定は、現在、Essbase データ・ソースにのみ使用できます。詳細は、スコアカードの権限と許可についてを参照してください。



KPIのターゲット設定を設定するための前提条件

コンテンツ設計者がターゲット設定を備えたKPIを作成するには、管理者が、次の前提条件タスクを実行しておく必要があります:

	
ターゲット設定のリポジトリの構成 - Oracle BI EEのリポジトリ管理者は、Oracle BIリポジトリの物理層、ビジネス・モデルとマッピング層およびプレゼンテーション層にOracle Essbaseデータ・ソースをマッピングして、ターゲット設定機能を有効にする必要があります。次に、管理者は論理列の「書込み可能」オプションを選択してから、対応するプレゼンテーション列の「読取り/書込み」権限を有効にして、ターゲット設定を有効にするリポジトリ内の列のライト・バックを有効にする必要があります。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』を参照してください。


	
計算スクリプトの作成 - Oracle BI EEのリポジトリ管理者は、Oracle Essbaseを使用して、データ・ソースの計算スクリプトを作成します。計算スクリプトを作成すると、Oracle BI EEの「KPI」エディタ: 一般プロパティ・ページにある「更新後ビジネス・ルール」リストに計算スクリプトが表示されるようになります。計算スクリプトは、設計時にコンテンツ設計者が選択します。実行時には、指定した計算スクリプトがOracle BI EEで使用されて、KPIの実際の値とターゲット値をユーザーが変更して保存した後にデータが再計算されます。

詳細は、Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドのブロック・ストレージ・データベース用の計算スクリプトの作成に関する項を参照してください。


	
ユーザー権限の割当て - KPIの実際の値とターゲット値をユーザーが変更できるようにするには、Oracle BI EEのシステム管理者が特定の権限をユーザーに割り当てる必要があります。プレゼンテーション・サービスの権限の詳細は、スコアカードの権限と許可についてを参照してください。









KPIのターゲット設定の設定に関する概要

ユーザーが実行時に更新できる実際の値とターゲット値が指定されたKPIを作成するために、コンテンツ設計者が実行する必要がある手順がいくつかあります。図12-8に、プロセスで必要な各ステップを示します。各ステップの詳細は、ターゲット設定タスク・フローのステップの説明を参照してください。「KPI」エディタを使用してターゲット設定を備えたKPIを作成する手順の詳細は、KPIの作成を参照してください。


図12-8 コンテンツ設計者用のターゲット設定タスク・フロー

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]




ターゲット設定タスク・フローのステップの説明

次のリストで、KPIのターゲット設定を設定するために実行する必要がある各ステップを説明します。

	
KPIに対する実際の値とターゲット値の追加 - 「KPI」エディタ: 一般プロパティ・ページで、「実際の値」および「ターゲット値」フィールドを使用して、KPIのステータスとスコアを決定するために使用する値を指定します。現在は、Essbaseデータ・ソースごとに1つのKPIのみを作成できます。


	
実際の値とターゲット値をユーザーが更新できるようにメジャーを書込み可能としてマーク - 「KPI」エディタ: 一般プロパティ・ページで、「書込み可能」チェック・ボックスを使用して、どの値をユーザーが変更できるようにするかを指定します。1つまたは両方の値を書込み可能として選択できます。


	
ビジネス・ルールの選択 - 「KPI」エディタ: 一般プロパティ・ページで、「更新後ビジネス・ルール」リストを使用して、計算スクリプトを指定します。計算スクリプトがOracle BI EEで使用されて、ユーザーが値を変更した後にデータが再計算されます。リポジトリ管理者はOracle Essbaseを使用して、設計時に表示されるデータ・ソースおよび計算スクリプトを作成します。計算スクリプトの詳細は、KPIのターゲット設定を設定するための前提条件を参照してください。









ターゲット設定とのユーザー相互作用

コンテンツ設計者は、ターゲット設定が有効なKPIを、KPIウォッチリスト、目的およびイニシアティブなどのウォッチリストに含めることができます。詳細は、ウォッチリストの理解を参照してください。

正しい権限が付与されているユーザーは、書込み可能な実際の値やターゲット値を実行時に変更および保存できます。ユーザーが値を入力および保存すると、Oracle BI EEでは、リポジトリへの値の送信、集計値の再計算、およびウォッチリストのリフレッシュが実行されます。プレゼンテーション・サービスの権限の詳細は、スコアカードの権限と許可についてを参照してください。








KPIからの分析の生成

次の手順を使用して、分析をKPIから生成します。分析は、組織のデータに対する問合せで、ビジネスに関する質問(特定の飲料の地域の年間売上はいくらかなど)の解答を得ることができます。分析の詳細は、第2章 分析の作成を参照してください。

分析は、KPI監視リスト、スコアカードまたはダッシュボード内のスコアカード図ビューに含まれたKPIから生成できます。分析を生成すると、カタログのDrillsフォルダ(/My Folders/Drills)に格納されます。My Folders/Drillsフォルダは一時的な格納用に使用されるため、セッションの終了後、分析が残っていない可能性があることに注意してください。分析を保持するには、別のディレクトリにコピーします。たとえば、共有ダッシュボードで使用する分析を保持するには、/Shared Foldersのフォルダにコピーします。

分析の生成後、分析はダッシュボードに配置したり、分析としてカタログから開いたり、関連ドキュメントとしてスコアカード、KPI監視リストまたはKPIにアタッチできます。ユーザーが分析を開くたびに、データはリフレッシュされます。




	
注意:

KPIディメンションに複数の値が固定されている場合は、各値が個別の行として分析に表示されます。







監視リストのKPIから分析を生成する手順:

	
KPI監視リストを含むカタログ、スコアカードまたはダッシュボードからKPI監視リストを特定し、開きます。


	
「パフォーマンス」タブに移動し、「KPIウォッチリスト」表内で、分析に出力するKPIを含む列を選択します。


	
「オブジェクト」をクリックし、「分析」を選択します。新規ブラウザ・タブが開き、分析が表示されます。Oracle BI EEによって、分析がカタログのDrillsフォルダ(/My Folders/Drills)に保存されます。




スコアカードのKPIから分析を出力する手順:

	
スコアカードの戦略ツリー、イニシアティブ・ツリー、「スコアカードのドキュメント」ペインまたは「カタログ」ペインを展開し、KPIを選択します。


	
KPIを右クリックし、「分析」を選択します。新規ブラウザ・タブが開き、分析が表示されます。Oracle BI EEによって、分析がカタログに保存されます。









KPIからのエージェントの作成

次の手順を使用し、「エージェントの作成」オプションを使用してKPIからエージェントを作成します。このオプションは、「カタログ」ペインの「詳細」リストおよび「スコアカード」エディタの「カタログ」ペインの「新規オブジェクト」リストにあります。この方法でエージェントを作成する場合、Oracle BI EEでは次の操作が実行されます。

	
KPIディメンション、指定したディメンション値およびKPIに基づいた条件を作成するステータスを使用して、条件を「エージェント」エディタ: 「条件」タブに追加します。


	
KPIを分析として出力し、分析をカタログに保存して、分析を「エージェント」エディタ: 「配信コンテンツ」タブにアタッチします。




エージェントの詳細は、第9章 コンテンツの配信を参照してください。

KPIからエージェントを作成する手順:

	
次のいずれかの方法を使用して、エージェントの作成元のKPIを特定します。

	
カタログ・ページからKPIをブラウズして特定します。「カタログ」領域で、KPIの「詳細」リストをクリックし、「エージェントの作成」を選択します。「新規エージェントの作成」ダイアログが表示されます。


	
スコアカードの任意の場所(「戦略」ペイン、「イニシアティブ」ペイン、「スコアカードのドキュメント」ペイン、「カタログ」ペインまたは「スコアカード」エディタ内の任意のタブ)からKPIを選択して右クリックし、「エージェントの作成」を選択します。図12-9に示すように、「新規エージェントの作成」ダイアログが表示されます。





図12-9 「新規エージェントの作成」ダイアログ

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



	
「名前」フィールドに、エージェントの名前を入力します。

「エージェント」エディタが表示され、「新規エージェントの作成」ダイアログで指定した情報が、「エージェント」エディタ: 「条件」タブおよび「エージェント」エディタ: 「配信コンテンツ」タブにデフォルト設定されます。


	
(オプション)「説明」フィールドに説明を指定します。


	
新規エージェントの保存先の場所を選択します。


	
「KPIステータスが次の場合にエージェントをトリガー」リストから、エージェントを開始してエージェントのコンテンツを配信し、アクションを実行するステータスを選択します。


	
(オプション)ディメンションの値を選択します。エージェントには、複数の値があるKPIディメンションを設定できないことに注意してください。


	
「OK」をクリックします。


	
エージェントを完成させ、保存します。詳細は、エージェントの作成を参照してください。







	
ベスト・プラクティス:

パフォーマンス、継続的フィードバックおよびリアルタイム・アラートをモニターするには、KPIおよびスコアカードのエージェントを使用します。
日常的な決定を企業戦略に沿ったものにして、「普通ではない」結果に対してアラートをトリガするには、アクションを使用します。














KPIのビジネス所有者への連絡

次の手順を使用して、KPIのビジネス所有者にメッセージを送信します。ビジネス所有者は、KPIの管理の責任を負うユーザーです。KPIの作成または変更時、コンテンツ設計者はOracle BI EEユーザー・リストからビジネス所有者を選択します。

Oracle BI EEでは、ビジネス所有者が「マイ・アカウント」ダイアログ: 「配信オプション」タブで指定した配信デバイスとプロファイルを使用して、メッセージの配信先(電子メール、電話、ポケットベルなど)を決定します。

KPI監視リストからKPIのビジネス所有者に連絡する手順:

	
カタログからKPIウォッチリストを特定して開くか、KPIウォッチリストを含むダッシュボードを開くか、KPIウォッチリストを含むスコアカードを開きます。


	
「パフォーマンス」タブに移動し、「KPIウォッチリスト」表内で、連絡相手が所有するKPIを含む行を選択します。


	
「オブジェクト」をクリックし、「所有者への連絡」を選択します。「所有者への連絡」ダイアログが表示されます。


	
「件名」フィールドに、意味のある件名を入力します。


	
「優先度」リストから、このメッセージを送信する優先度を選択します。


	
「メッセージ」フィールドに、KPIの所有者へのメッセージを入力します。


	
「送信」をクリックします。




スコアカードからKPIのビジネス所有者に連絡する手順:

	
スコアカードの戦略ツリー、イニシアティブ・ツリーまたはスコアカードのドキュメント・フォルダを展開し、KPIを選択します。


	
KPIを右クリックし、「所有者への連絡」を選択します。「所有者への連絡」ダイアログが表示されます。


	
「件名」フィールドに、意味のある件名を入力します。


	
「優先度」リストから、このメッセージを送信する優先度を選択します。


	
「メッセージ」フィールドに、KPIの所有者へのメッセージを入力します。


	
「送信」をクリックします。









KPIのステータスのオーバーライドについて

KPIのステータスは、ビジネス所有者のみがオーバーライドできます。ビジネス所有者は、KPIの管理の責任を負うユーザーです。KPIの作成または変更時、コンテンツ設計者はOracle BI EEユーザー・リストからビジネス所有者を選択します。

ビジネス所有者は、KPIの値が古い場合や使用できない場合、あるいはKPIの計量対象のステータスを正確に反映していない場合に、ステータスをオーバーライドできます。KPIのステータスは、ビジネス所有者がオーバーライド・ステータスを削除するまで、オーバーライドされたままになります。たとえば、店舗の売上を測るKPIを含むスコアカードがあるとします。火事によって店舗が焼かれ、営業できなくなった場合、ビジネス所有者はKPIのステータスをオーバーライドして、スコアカードがアンバランスにならないようにします。ビジネス所有者は、店舗の営業が再開されるまで、このオーバーライドを続けます。

KPIステータスのオーバーライドの詳細は、ステータスのオーバーライドの操作を参照してください。






KPIへのコメントの追加について

KPIの利害関係者は、KPIの列にコメントを追加できます。利害関係者は、他のユーザーが入力したコメントをレビューしたり、これに応答することもできます。KPIのコメントにアクセスすると、時系列に累積されたコメントのリストが表示されます。

コメントの追加およびレビューの詳細は、コメントの操作を参照してください。






KPI監視リストとは

KPI監視リストは、カタログに格納されているKPIを追加して作成したKPIの集まりです。KPI監視リストを作成して保存すると、カタログ・オブジェクトとして格納され、ダッシュボードやスコアカードに追加できます。ユーザーはカタログからKPIを直接表示できないため、KPIウォッチリストは、KPIを分析に出力したり、KPIをスコアカードに含めたりすることと並ぶ、KPIをユーザーに配布する方法の1つです。

KPI監視リストでは、次のKPIパフォーマンス情報が提供されます。

	
KPIを識別するラベル


	
現在のステータス


	
パフォーマンスが向上しているか、低下しているか、同じままか、およびなんらかの変更が必要かを示すトレンド・ステータス(トレンド・ステータスの詳細は、KPIの概要を参照)。


	
実際の値とターゲット値。これらの値は、コンテンツ設計者が書込み可能に設定できることに注意してください。詳細は、ターゲット設定とはを参照してください。


	
現在の値がターゲットとどれだけ異なるかの差異の値とパーセント


	
現在の値がその前の期間とどれだけ異なるかを示す変化の値とパーセント




KPIウォッチリストは、特定の使用法および特定のユーザーに対する正式または非正式なリストを簡単に作成できたり、ユーザーに適切な権限がある場合、情報に関する特定のニーズを満たす独自のKPIウォッチリストを作成できるため、便利です。たとえば、KPI監視リスト・デザイナが、特定のスコアカードの戦略とイニシアティブをサポートするKPIを含むKPI監視リストを作成します。あるいは、ユーザーが、個々の目標をモニターするKPIウォッチリストを作成します。たとえば、営業担当者が、特定の地域内の四半期の売上合計をモニターするKPIを含むKPI監視リストを作成できます。プレゼンテーション・サービスの権限の詳細は、スコアカードの権限と許可についてを参照してください。

KPIウォッチリスト設計者は、KPIを追加するたびに異なるディメンション値を固定して、1つのKPIをKPIウォッチリストに複数回追加し、ユーザーが、ディメンションを指定してKPIを再ロードしなくても、簡単に全体像を把握できるようにすることができます。

KPIウォッチリストによって、ユーザーは、ウォッチリストからKPIを選択して分析に出力したり、KPIのビジネス所有者に連絡する機能を得ることもできます。






KPIウォッチリストの作成

KPIウォッチリストを作成するには、次の手順に従います。KPIウォッチリストを編集用に開く方法の詳細は、KPIウォッチリストの編集を参照してください。

KPIウォッチリストを作成するには:

	
KPIウォッチリストを作成するには、次のいずれかを行います:

	
ホーム・ページのグローバル・ヘッダーで、「新規」をクリックして「KPIウォッチリスト」を選択します。「KPI監視リスト」エディタが表示されます。


	
スコアカードから「スコアカードのドキュメント」ペインに移動し、「オブジェクトの作成」ツールバー・ボタンをクリックして「KPIウォッチリスト」を選択します。「KPI監視リスト」エディタが表示されます。





	
グローバル・ヘッダーからKPI監視リストを作成する場合、「カタログ」ペインからKPIを選択し、監視リスト表にドラッグします。

「スコアカード」エディタ内でKPI監視リストを作成する場合、「スコアカード」エディタ内の任意のペインからKPIを選択し、監視リスト表にドラッグします。「KPIの追加」ダイアログが表示されます。


	
KPIのラベルを入力します。KPIがディメンションを含む場合は、必要に応じて値をディメンションに固定します。「OK」をクリックします。固定の詳細は、ディメンションおよび固定されたディメンション値とはを参照してください。


	
ウォッチリストに含まれたKPIを編集する場合、KPIのウォッチリスト・エントリを編集する場合、KPIをウォッチリストから削除する場合、KPIを分析する場合、KPI定義を開く場合、またはKPIの所有者に連絡する場合、KPIを表から選択し、「オブジェクト」をクリックしてオプションを選択します。詳細は、「KPIウォッチリスト」エディタ: 「パフォーマンス」タブを参照してください。


	
監視リスト表に列を追加したり、表から列を削除するには、「表示」をクリックして「他の列も表示」を選択します。「他の列も表示」ダイアログが表示されます。


	
「KPI監視リスト」エディタの「詳細」タブをクリックして、監視リストの説明を入力したり、ビジネス所有者を特定したり、関連するビジネス・インテリジェンス・オブジェクトへのリンクや外部リンクを追加します。詳細は、「KPIウォッチリスト」エディタ: 「詳細」タブを参照してください。


	
「保存」をクリックします。

新規KPI監視リストを作成する場合、KPI監視リストの名前を指定し、監視リストを保存する「名前を付けて保存」ダイアログを表示します。

ウォッチリストをスコアカードの「スコアカードのドキュメント」ペイン内に表示する場合、カタログ内のスコアカード・オブジェクトのフォルダにウォッチリストを保存します。









KPIウォッチリストの編集

KPIウォッチリストを編集するには、次の手順に従います。

KPIウォッチリストを編集するには:

	
グローバル・ヘッダーで、「カタログ」をクリックします。カタログ・ページが表示されます。


	
編集するKPIウォッチリストにナビゲートして、オブジェクトの「編集」リンクをクリックします。「KPI監視リスト」エディタが表示されます。


	
必要な変更を行います。


	
KPIウォッチリストを保存します。















14 Oracle BIプレゼンテーション・カタログ内のオブジェクトの管理


この章では、Oracle Business Intelligence Enterprise EditionのOracle BIプレゼンテーション・カタログを使用して、ビジネス・インテリジェンス・オブジェクトを保存および管理する方法を説明します。ここでは、オブジェクトの検索、お気に入りの使用、オブジェクトへの権限の割当て、オブジェクトの所有権の割当てまたは取得、およびオブジェクトのアーカイブを実行する方法を説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle BIプレゼンテーション・カタログとは


	
カタログの使用者


	
ビジネス・インテリジェンス・オブジェクトの保存


	
オブジェクトの検索方法


	
カタログ内のオブジェクトの検索


	
オブジェクト固有のタスク


	
お気に入りとは


	
お気に入りへのオブジェクトの追加


	
お気に入りオブジェクトへのアクセス


	
お気に入りの編成


	
お気に入りからのオブジェクトの削除


	
分析、KPIおよび分析プロンプト・データのエクスポート


	
プロパティへのアクセス


	
Oracle BI EEのセキュリティのレベル


	
パーミッションとは


	
オブジェクトのパーミッションの割当て方法


	
アクセス制御リストとパーミッション


	
パーミッション定義


	
オブジェクト・タイプごとに使用可能なパーミッション


	
パーミッションの設定に関する推奨事項


	
パーミッションの割当て


	
オブジェクトの所有者とは


	
オブジェクトの所有権の割当て


	
オブジェクトの所有権の取得


	
アーカイブとは


	
オブジェクトのアーカイブ






Oracle BIプレゼンテーション・カタログとは

Oracle BIプレゼンテーション・カタログ(カタログ)にはビジネス・インテリジェンス・オブジェクトが格納され、ユーザーがオブジェクトの作成、アクセスおよび管理を行ったり、特定のオブジェクト・ベースのタスク(エクスポート、印刷、編集など)を実行するインタフェースを提供します。カタログは、共有または個人のいずれかのフォルダに編成されます。

Oracle BI EEがOracleアプリケーションと統合されている場合、アプリケーション内に作成されたオブジェクトはカタログ内にも格納されます。たとえば、Oracle BI PublisherがOracle BI EEと統合されている場合、データ・モデル、レポートおよびスタイル・テンプレートとサブテンプレートはカタログにも格納され、カタログからもアクセスできます。

Oracle BI Presentation Catalogで行う操作の多くは、Oracle BI Presentation Services外にあるCatalog Managerでも実行することができます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のカタログ・マネージャでのオブジェクトの操作に関する項を参照してください。






カタログの使用者

Oracle BI EEには、主なユーザーが3つあります。それは、コンテンツ・コンシューマ、コンテンツ・デザイナおよびカタログ管理者です。各ユーザーのカタログ内でのタスクは異なるため、各ユーザーに表示されるカタログのインタフェースも異なります。あるユーザーが使用できる機能を、他のユーザーが使用できないことがあります。また、ユーザーが使用できるカタログの機能とオブジェクトは、プレゼンテーション・サービス管理者によって指定された権限と、コンテンツ・デザイナによって通常設定されるオブジェクトの個々のパーミッションによって異なります。

コンテンツ・コンシューマは「カタログ」ページを使用して、日常の業務を行うのに必要なビジネス・インテリジェンス・オブジェクトを表示します。たとえば、営業部長は、中部地区および東部地区での特定ブランドの飲料の週単位の売上をモニターする分析にアクセスする必要があります。コンテンツ・デザイナとカタログ管理者が設定したパーミッションによって、コンテンツ・コンシューマが個々のコンテンツおよびカタログ内で実行できるタスクが決まります。たとえば、企業Aのコンテンツ・コンシューマは、割り当てられたオブジェクトのみ検索、表示および操作できますが、企業Bのコンテンツ・コンシューマは、コンテンツの検索と操作およびコンテンツの作成と個人フォルダへの格納も行えます。

コンテンツ・デザイナは、コンテンツ・コンシューマ向けにコンテンツを作成する個々のユーザーです。コンテンツ・デザイナがオブジェクトの作成、編集、テストおよびトラブルシューティングを効率よく行うには、カタログへの広範なアクセスが必要です。彼らがアクセスするカタログの機能は、コンテンツ・コンシューマがアクセスする機能よりも広範です。ただし、コンテンツ・コンシューマ同様、コンテンツ・デザイナのパーミッションは管理者によって設定されます。たとえば、あるコンテンツ・デザイナは、営業機能エリアのパブリック・フォルダに対してコンテンツを格納したり、取得する必要がありますが、業務機能エリアに対してはこの操作は必要ありません。また、あるコンテンツ・デザイナは、プレゼンテーション・サービスに別のユーザーとしてサイン・インして新規コンテンツや改訂したコンテンツをテストできるよう、いくつかのグループに割り当てられる必要があります。

管理者は、カタログへの最も広範なアクセスを必要とします。ただし、彼らのアクセスも、プレゼンテーション・サービス管理者がロールに割り当てた権限によって決まります。通常、管理者が行うカタログのタスクには、カタログ・オブジェクトとフォルダへのパーミッションの設定、カタログのアーカイブ、ディレクトリ構造の作成と管理、システム・データとユーザー・データの管理などがあります。




	
注意:

時間が経過するにつれて、リンクの破損、ユーザーの削除、NFSファイル・システム問題の発生など、カタログ内に非一貫性が生じる可能性があります。カタログを定期的に検証して、非一貫性の通知を受けて修正処理を行うことができます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のカタログの検証に関する項を参照してください。












ビジネス・インテリジェンス・オブジェクトの保存

作成したオブジェクトをカタログのフォルダに保存することができます。命名規則の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドのオブジェクト名のガイドラインに関する項を参照してください。

次の手順を使用して、オブジェクトをカタログに保存します。

オブジェクトをカタログに保存する手順:

	
ビジネス・インテリジェンス・オブジェクトを作成または編集し、エディタのツールバーで「保存」または「名前を付けて保存」をクリックします。「名前を付けて保存」ダイアログが表示されます。


	
オブジェクトの保存先のカタログの場所を選択します。次の項目に注意してください。

	
My Foldersフォルダ内、または変更のパーミッションを持つシステム・フォルダ内に格納用のサブフォルダを作成できます。


	
Oracle BI EEでは、任意のタイプのビジネス・インテリジェンス・オブジェクトをカタログ内の任意の場所に保存できます。ただし、Oracle BI EEの「名前を付けて保存」ダイアログに、推奨されるカタログの場所が表示されるオブジェクト・タイプもあります。たとえば、名前付きフィルタを作成する場合は、同じサブジェクト・エリアを使用して分析を作成して、これに保存したフィルタを追加する場合に使用できるよう、サブジェクト・エリア・フォルダ(/My Folders/Subject Area Contents/Paint)に保存する必要があります。


	
アクション、エージェント、分析、BI Publisherオブジェクト、ブリーフィング・ブック、条件、KPI、プロンプトの各オブジェクトは、カタログ内の任意の場所に保存できます。


	
計算項目、カスタム・グループ、フィルタの各オブジェクトは、サブジェクト・エリア・フォルダに保存することをお薦めします。サブジェクト・エリア・フォルダが/My Foldersフォルダまたは/Shared Foldersフォルダ内にない場合、Oracle BI EEによってサブジェクト・エリア・フォルダが作成され、「名前を付けて保存」ダイアログのデフォルトの保存パスが/My Folders/Subject Area Contents/<subject area>に設定されます。サブジェクト・エリア・フォルダに保存することで、同じサブジェクト・エリアから分析を作成する際、これらのオブジェクトを使用できるようになります。


	
ダッシュボードは任意のカタログの場所に保存できます。ただし、ダッシュボードをグローバル・ヘッダーの「ダッシュボード」メニューに表示する場合、ダッシュボードを第1レベルのダッシュボード・フォルダに保存する必要があります。たとえば、ダッシュボードを/Shared Folders/Sales Projections/Dashboardsに保存すると、ダッシュボードは「ダッシュボード」メニューに含まれます。ダッシュボードを/Shared Folders/Sales Projections/Dashboards/Design Timeに保存すると、ダッシュボードは「ダッシュボード」メニューに含まれません。ダッシュボードの保存の詳細は、他の名前と他の場所でのダッシュボードの保存を参照してください。





	
「OK」をクリックします。




次の手順を使用して、My Folders内にサブフォルダを作成したり、必要なパーミッションがある場合はサブフォルダを作成します。

フォルダまたはサブフォルダを作成する手順:

	
カタログ・ページで、「フォルダ」ペイン内の適切な場所に移動します。


	
カタログ・ツールバーで、「新規」をクリックし、「フォルダ」を選択します。「新規フォルダ」ダイアログが表示されます。


	
フォルダ名を入力し、「OK」をクリックします。









オブジェクトの検索方法

BI検索のクロールの構成を使用するためにシステムを構成しているかに応じて、基本カタログ検索または全文カタログ検索を使用して、Oracle BIプレゼンテーション・カタログ内のオブジェクトを検索できます。次の点に注意してください。

	
基本カタログ検索 - これは標準の検索オプションです。この検索タイプでは、完全名、説明、場所およびオブジェクト・タイプのみを指定してオブジェクトを検索できます。詳細は、基本カタログ検索を参照してください。


	
全文カタログ検索 — 全文カタログ検索を許可するには、管理者がBI検索の索引付け(クロール)を構成および有効化する必要があります。この検索タイプでは、完全名、説明、場所、オブジェクト・タイプ、オブジェクト属性、データ列名、データ列値などを指定してオブジェクトを検索できます。詳細は、全文カタログ検索を参照してください。






基本カタログ検索

基本カタログ検索により、適切な権限を持つユーザーはグローバル・ヘッダーまたは「カタログ」ページからオブジェクトを検索できます。カタログ・ページでは、基本カタログ検索を使用して、オブジェクトの完全名、説明、場所またはタイプのみを指定してオブジェクトを検索できます。適切なパーミッションのあるオブジェクトのみ検出できます。目的のオブジェクトが見つかったら、パーミッションに応じてオブジェクトをクリックして表示し、確認または編集できます。






全文カタログ検索

全文検索を使用して、名前、説明、作成者、オブジェクトが参照する列の名前や値など、様々な検索値を入力してオブジェクトを検索できます。

全文カタログ検索では、適切な権限を持つユーザーがオブジェクトを拡張検索できます。管理者がBI検索の構成クロールを構成および有効化した場合のみ、この拡張検索機能を使用できます。構成されると、全文カタログ検索は、基本カタログ検索と同様に、グローバル・ヘッダーまたはカタログ・ページから使用できます。

ユーザーが全文カタログ検索を実行する場合、クロールおよび索引付けされ、個々のユーザーが適切な権限を持つオブジェクトを検索します。「索引付けしない」属性を選択したダッシュボードおよびレポートなどのオブジェクトは索引付けされないので注意してください。詳細は、「プロパティ」ダイアログを参照してください。

全文検索の結果のリストには、基準に合い、ユーザーに最低でも「開く」権限のあるオブジェクトが含まれます。オブジェクトがフォルダに格納されている場合、ユーザーは「移動」フォルダ・パーミッションと「開く」オブジェクト・パーミッションを持っている必要があります。「アクセス権なし」パーミッションのオブジェクトは使用できないことに注意してください。

全文検索の次の追加情報に注意してください。

	
キーワードを使用して検索しても、検索結果にはデータとメタデータの両方が含まれます。各カタログ・オブジェクトについて、メタデータ(名前、パス、作成者、変更日、最終アクセス日、タイプおよび説明など)およびデータ(列名、ヘッダー名、列値、プロンプト式、列式、プロンプト値など)が索引付けされ、検索結果として使用できます。


	
デフォルトの検索演算子はORです。検索用語は複数指定でき、検索用語が含まれる数が最も多いものが最も高い検索ヒットとなります。




マーケティング・セグメンテーション・オブジェクトおよび階層列などのいくつかの例外以外、Oracle BIプレゼンテーション・カタログ内のほぼすべてのタイプのオブジェクトを検索できます。








カタログ内のオブジェクトの検索

システムの構成に応じて、基本検索または全文検索機能を使用します。詳細は、「オブジェクトの検索方法」を参照してください。

全文検索では、新しく作成されて索引に含められたオブジェクトはクロールが実行されるまでは検出されません。

グローバル・ヘッダーからオブジェクトを検索するには:

グローバル・ヘッダーを使用して検索を実行できます。

	
グローバル・ヘッダーの「検索」フィールドで、下向きの矢印をクリックし、検索対象のオブジェクト・タイプを選択します。


	
「検索」フィールドの隣のフィールドにカーソルを置き、オブジェクトの名前または説明の一部または全部を入力します。


	
「検索」をクリックして、検索を開始します。検索基準に合う結果が含まれたカタログ・ページが表示されます。検索方法の詳細は、「検索」ペインを参照してください。




カタログ・ページの機能を使用して、検索基準を指定します。この検索方法は、オブジェクトの名前、場所またはタイプがわかっている場合に便利です。次のタスクを使用して、基本検索および完全統合型全文検索を実行します。

カタログ・ページからカタログを検索する手順:

このタスクを使用してカタログを検索します。

	
グローバル・ヘッダーで、「カタログ」をクリックします。カタログ・ページが表示されます。


	
「検索」ボタンをクリックして「検索」ペインを表示します。


	
「検索」ペインで検索基準を指定します。次のオプションがあります。

	
検索: 入力した文字が名前に含まれるすべてのオブジェクトとフォルダが表示されます。検索方法の詳細は、「検索」ペインを参照してください。


	
場所: このオプションは基本検索にのみ使用できます。検索するフォルダを選択します。管理者と管理パーミッションのあるユーザーは、カタログのルート・フォルダを検索できます。ただし、ルート・フォルダを検索するには、管理ビューにいる必要があります。


	
タイプ: このオプションは基本検索にのみ使用できます。検索対象のオブジェクトの種類(KPI、スコアカード、フィルタなど)を選択します。







	
注意:

非表示の項目を検索するには、カタログ・ページのヘッダーにある「非表示項目の表示」ボックスを選択する必要があります。








	
「検索」をクリックします。

検索基準を満たすフォルダまたはオブジェクトが「カタログ」領域に表示されます。









オブジェクト固有のタスク

「カタログ」ペインから選択したオブジェクトに対して実行できるタスクは、選択したオブジェクトのタイプ(ダッシュボード、KPIなど)とオブジェクトに設定されたパーミッションによって決まります。実行できるタスクのリストは、カタログ・ページ内にあるか、オブジェクトの「詳細」リンクからアクセスする「タスク」ペインに表示されます。

図14-1に、カタログから選択された分析に使用できるタスクを示します。この図には、オブジェクトの使用可能なタスク(展開、RSS、削除、コピー、名前変更、ショートカットの作成、アーカイブ、アンアーカイブ、アップロード、プロパティおよび権限)が表示されています。


図14-1 カタログ・ページの「タスク」ペイン

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



ほとんどの場合、オブジェクトを開いたり、コピーできます。ただし、分析を選択した場合、分析に対してエージェントを作成したり、分析をエクスポートできます。ダッシュボードを選択した場合、オブジェクトに割り当てられたパーミッションに応じて、ダッシュボードの公開またはアーカイブを行えます。






お気に入りとは

お気に入り機能を使用すると、定期的に表示したり、別の機会に再度表示するカタログ・オブジェクトをお気に入りとしてブックマークできます。複数のオブジェクトをお気に入りとして設定した後は、「お気に入りの管理」ダイアログを使用して、カタログを作成し、直観的にわかるようにお気に入りを再配置して編成します。お気に入りとしてマークしたオブジェクトや作成したカテゴリのリストは、グローバル・ヘッダーの「お気に入り」をクリックしてアクセスできます。

お気に入りのリストにアクセスしたり、お気に入りリストに対してオブジェクトを追加および削除するには、Oracle Business Intelligence Mobileを使用できます。ただし、Oracle BI Mobileからお気に入りを編成したり、管理することはできません。Oracle BI EEデスクトップおよびOracle BI Mobileのお気に入りリストは、いずれかのOracle BI EEインスタンスにログインすると、変更内容が同期されます。Oracle Business Intelligence Mobileでのお気に入りの詳細は、『Oracle Business Intelligence Mobile for Apple iOSユーザーズ・ガイド』を参照してください。






お気に入りへのオブジェクトの追加

次のタスクを使用して、オブジェクトをお気に入りリストに追加します。オブジェクトをお気に入りリストに追加すると、そのオブジェクトのアイコンが更新されて金色の星が組み込まれます。

Oracle Business Intelligence Mobileを使用して、オブジェクトをお気に入りリストに追加することもできます。Oracle Business Intelligence Mobileでのお気に入りの使用方法の詳細は、「お気に入りとは」および『Oracle Business Intelligence Mobile for Apple iOSユーザーズ・ガイド』を参照してください。

ホーム・ページまたはカタログ・ページを使用してオブジェクトをお気に入りリストに追加するには:

	
ホーム・ページまたはカタログ・ページに移動し、お気に入りリストに追加するオブジェクトを参照します。


	
「詳細」リンクをクリックし、次に「お気に入りに追加」をクリックします。オブジェクトがお気に入りリストに追加されます。




表示中または編集中のオブジェクトをお気に入りリストに追加するには:

	
オブジェクトを指定のビューアまたはエディタで開きます。


	
グローバル・ヘッダーで「お気に入り」にマウスを移動し、「お気に入りに追加」をクリックします。オブジェクトがお気に入りリストに追加されます。









お気に入りオブジェクトへのアクセス

オブジェクトをお気に入りとして設定した後は、グローバル・ヘッダーの「お気に入り」メニューを使用してお気に入りのリストを表示し、お気に入りオブジェクトを参照して選択できます。オブジェクトの追加の詳細は、お気に入りへのオブジェクトの追加を参照してください。

Oracle Business Intelligence Mobileを使用して、お気に入りリストにアクセスすることもできます。Oracle Business Intelligence Mobileでのお気に入りの使用方法の詳細は、「お気に入りとは」および『Oracle Business Intelligence Mobile for Apple iOSユーザーズ・ガイド』を参照してください。

お気に入りリストを表示するには:

	
グローバル・ヘッダーで「お気に入り」メニューにマウスを合せます。お気に入りのマークを設定したオブジェクトのリストが表示されます。


	
オブジェクトおよびカテゴリのリストをスクロールして特定のオブジェクトを検索します。オブジェクトをクリックして選択します。

ユーザーの権限に基づいて、選択したオブジェクトが表示されます。たとえば、書込み権限が付与されている分析を開くと、オブジェクトは「分析」エディタに表示されます。









お気に入りの編成

次のタスクを使用して、お気に入りリストの項目を編成します。

お気に入りの編成は、Oracle BI EEデスクトップでのみ操作できます。お気に入りリストに対する変更内容は、モバイル・デバイスからログインすると、Oracle Business Intelligence Mobileのお気に入りリストに対して同期されます。Oracle BI Mobileでのお気に入りの使用方法の詳細は、「お気に入りとは」および『Oracle Business Intelligence Mobile for Apple iOSユーザーズ・ガイド』を参照してください。

お気に入りカテゴリを作成するには:

	
グローバル・ヘッダーで「お気に入り」メニューにマウスを合せます。お気に入りのマークを設定したオブジェクトのリストが表示されます。


	
「お気に入りの管理」をクリックします。「お気に入りの管理」ダイアログが表示されます。


	
カテゴリ・ツリーまたは選択カテゴリ領域で、新規カテゴリを追加する場所を参照および選択します。


	
ツールバーで、「新規カテゴリ」をクリックします。「新規カテゴリ」ダイアログが表示されます。


	
カテゴリの一意の名前を指定します。「OK」をクリックします。


	
新規カテゴリが表示されます。




お気に入りオブジェクトを再配置するには:

	
グローバル・ヘッダーで「お気に入り」メニューにマウスを合せます。お気に入りのマークを設定したオブジェクトのリストが表示されます。


	
「お気に入りの管理」をクリックします。「お気に入りの管理」ダイアログが表示されます。


	
カテゴリ・ツリーまたは選択カテゴリ領域で、再配置するカテゴリまたはオブジェクトの場所を参照します。次の操作を実行して、お気に入りを再配置することができます。

	
オブジェクトまたはカテゴリを選択し、移動ボタンをクリックしてオブジェクトをお気に入りリストで上下に移動します。


	
オブジェクトをカテゴリにドラッグ・アンド・ドロップします。カテゴリを別のカテゴリにドラッグ・アンド・ドロップして、カテゴリをネストします。


	
ある場所からオブジェクトまたはカテゴリをコピーし、別の場所に貼り付けます。


	
カテゴリの名前を変更します。


	
選択したカテゴリまたはカテゴリ内のオブジェクトを、アルファベットの昇順または降順でソートします。




詳細は、「お気に入りの管理」ダイアログを参照してください。


	
「OK」をクリックします。再配置されたオブジェクトとカテゴリがお気に入りリストに保存され、表示されます。









お気に入りからのオブジェクトの削除

次のタスクを使用して、オブジェクトをお気に入りリストから削除します。お気に入りのフラグを付けたオブジェクトが、自分または他のユーザーによってカタログから削除された場合、そのオブジェクトはお気に入りリストから削除されます。

Oracle Business Intelligence Mobileを使用して、オブジェクトをお気に入りリストから削除することもできます。Oracle Business Intelligence Mobileでのお気に入りの使用方法の詳細は、「お気に入りとは」および『Oracle Business Intelligence Mobile for Apple iOSユーザーズ・ガイド』を参照してください。

お気に入りリストからオブジェクトを削除した後、金色の星が付いたアイコンから、オブジェクトの標準アイコンにオブジェクトのアイコンが変更されます。

ホーム・ページまたはカタログ・ページを使用してオブジェクトをお気に入りリストから削除するには:

	
ホーム・ページまたはカタログ・ページに移動し、お気に入りリストから削除するオブジェクトを参照します。


	
「詳細」リンクをクリックし、次に「お気に入りから削除」をクリックします。お気に入りリストからオブジェクトが削除されます。




表示中または編集中のオブジェクトをお気に入りリストから削除するには:

	
オブジェクトを指定のビューアまたはエディタで開きます。


	
グローバル・ヘッダーで「お気に入り」メニューにマウスを合せます。お気に入りのマークを設定したオブジェクトのリストが表示されます。


	
「お気に入りから削除」をクリックします。お気に入りリストからオブジェクトが削除されます。




「お気に入りの管理」ダイアログを使用してオブジェクトをお気に入りリストから削除するには:

	
グローバル・ヘッダーで「お気に入り」メニューにマウスを合せます。お気に入りのマークを設定したオブジェクトのリストが表示されます。


	
「お気に入りの管理」をクリックします。「お気に入りの管理」ダイアログが表示されます。


	
削除するオブジェクトを参照して選択します。


	
「削除」をクリックします。


	
「OK」をクリックします。リストからオブジェクトが削除されます。









分析、KPIおよび分析プロンプト・データのエクスポート

データを活用して他のアプリケーションで使用するには、分析、KPIおよび分析プロンプト値とデータを、PDF、Webアーカイブ、スプレッドシート、PowerPointプレゼンテーションおよびデータ・ファイルとしてエクスポートできます。

データをエクスポートする手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「カタログ」をクリックします。カタログ・ページが表示されます。


	
エクスポートするオブジェクトを検索します。検索の詳細は、カタログ内のオブジェクトの検索を参照してください。


	
「フォルダ」ペインで、エクスポートするオブジェクトを選択します。


	
オブジェクトを選択してタスクを実行します。

	
ドキュメントの下で、「詳細」、「エクスポート」の順に選択します。


	
「タスク」ペインで「エクスポート」ボタンを選択します。





	
形式を選択します。「データ」リストに、「CSV形式」、「タブ区切り形式」および「XML形式」オプションが含まれていることに注意してください。







	
注意:

Oracle Business Intelligence Publisherレポートは、ダッシュボードまたはダッシュボード・ページに埋め込まれている場合、エクスポートすることができます。詳細は、ダッシュボードおよびダッシュボード・ページのエクスポートについてを参照してください。












プロパティへのアクセス

管理ユーザーは、任意のオブジェクトまたはフォルダのプロパティにアクセスして、システム情報の表示やアクセス・レベルの変更などのタスクを実行できます。ユーザーは、自分が作成または所有するオブジェクトのプロパティへのアクセスや変更を行えます。

プロパティにアクセスする手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「カタログ」をクリックします。カタログ・ページが表示されます。


	
プロパティを割り当てるオブジェクトを検索します。検索の詳細は、カタログ内のオブジェクトの検索を参照してください。


	
「フォルダ」ペインで、オブジェクトまたはフォルダを選択します。


	
次のようにタスクを実行します。

	
ドキュメントの下で、「詳細」、「プロパティ」の順に選択します。


	
「タスク」ペインで「プロパティ」ボタンをクリックします。





	
「プロパティ」ダイアログに表示された設定を確認するか変更します。









Oracle BI EEのセキュリティのレベル

Oracle BI EEでは、許可されているデータにのみユーザーがアクセスできるセキュリティ・メカニズムがサポートされます。セキュリティの設定と保守の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』を参照してください。次のタイプのセキュリティが一般的です。

	
サブジェクト・エリア・セキュリティ。このセキュリティ・メカニズムでは、サブジェクト・エリア、フォルダ、列などのオブジェクトへのアクセスが制御されます。たとえば、ある特定部署のコンテンツ・デザイナは、「分析」エディタを使用する際、部署に属するサブジェクト・エリアのみ表示できます。


	
カタログ・オブジェクト・セキュリティ。このセキュリティ・メカニズムでは、ダッシュボード、ダッシュボード・ページ、フォルダ、分析などのOracle BIプレゼンテーション・カタログに格納されたオブジェクトに対するセキュリティが提供されます。ユーザーは、許可されたオブジェクトのみ表示できます。たとえば、中堅マネージャは、部署全体のサマリー情報を含むダッシュボードへのアクセス権を付与されません。カタログ・オブジェクト・セキュリティの詳細は、「パーミッションとは」を参照してください。


	
データ・レベル・セキュリティ。このセキュリティ・メカニズムでは、分析で使用できるデータのタイプと量が制御されます。複数のユーザーが同じ分析を実行した場合、アクセス権と社内での役職によって各ユーザーに返される結果は異なります。たとえば、営業担当副社長は全地域の結果を表示できますが、ある地域の営業担当は、その地域のデータのみ表示できます。




Oracle Business Intelligenceのセキュリティ・メカニズムでは、Siebel CRMアプリケーションなどの運用アプリケーションで定義されたセキュリティ階層を使用して、管理者が複数のセキュリティ・システムを管理する必要性を最小限にします。セキュリティ・メカニズムでは、Oracle Business Intelligenceアプリケーション内の要素へのアクセスを詳細に制御することもできます。






パーミッションとは

オブジェクトの所有者または適切な権限やパーミッションが付与されているユーザーは、カタログ・オブジェクトにパーミッションを割り当てることができます。パーミッションは、ユーザーまたはロールに付与する、特定のアクションまたはアクションのグループをカタログ・オブジェクトに対して実行する許可です。たとえば、営業部門に所属し、四半期の売上予測を含むダッシュボードを作成した場合、このダッシュボードの読取りアクセス権を全営業部員に付与し、読取り、書込み、削除の各アクセス権を営業本部長と副社長に付与します。

パーミッションはOracle BI EEのセキュリティ・モデルの一部で、パーミッションの最初の割当て方法は、ユーザー、ロールおよびグループのシステムでの設定と、Oracle BI EE管理者がユーザー、ロールおよびグループに付与した権限に基づきます。






オブジェクトのパーミッションの割当て方法

フォルダ、Oracle BI Publisherオブジェクトや他のオブジェクトのパーミッションは、オブジェクトの所有者、コンテンツ・デザイナまたはカタログの管理者によって割り当てられます。コンテンツ設計者以外のユーザーがオブジェクトに権限を割り当てるには、そのユーザーにオブジェクトの所有権が付与され、プレゼンテーション・サービス管理者によって権限の変更権限が付与され、「「カスタム権限」ダイアログ」にリストされた権限の変更オブジェクト権限が付与されている必要があります。権限の変更権限の設定に関する詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービスの権限の管理に関する項を参照してください。

コンテンツ・デザイナがオブジェクトを作成してフォルダに保存すると、オブジェクトは、フォルダに設定されたパーミッションを継承します。オブジェクトの保存後、コンテンツ設計者は、カタログの「タスク」ペインまたはオブジェクトの「詳細」リンクを表示してオブジェクトを特定し、「権限」ダイアログにアクセスしてオブジェクトの権限を変更できます。オブジェクトの「読取り専用」プロパティ(「プロパティ」ダイアログで設定)が選択されている場合、所有者以外はオブジェクトの権限を変更できません。この読取り専用設定は、「権限」ダイアログで設定されたどのパーミッションより基本的に優先されます。

オブジェクトを使用する場合、「権限」ダイアログを使用して、次のようにユーザーにオブジェクト・パーミッションを割り当てます。

	
アプリケーション・ロールに - これが、推奨されるパーミッションの割当て方法です。アプリケーション・ロールによって、ユーザーとその割当ての保守が簡単になります。アプリケーション・ロールでは、システムのアイデンティティ・ストアにそのロールを持つユーザーまたはグループに付与されるパーミッションのセットが定義されます。アプリケーション・ロールは、特定の条件に応じて割り当てられます。このため、アプリケーション・ロールは、認証が発生した時点の条件に基づいて動的に付与されます。

アプリケーション・ロールの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』を参照してください。


	
個々のユーザーに - パーミッションと権限を特定のユーザーに付与できますが、そのような割当ての保守は難しいため、この方法は推奨されません。


	
カタログ・グループに - この方法は、以前のリリース(11gより前のリリース)との下位互換性のためにのみ保持されています。カタログ・グループの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のカタログ・グループの使用に関する項を参照してください。









アクセス制御リストとパーミッション

アクセス制御リストには、アカウントがOracle BIプレゼンテーション・カタログ内の共有オブジェクトにアクセスできるかが定義されます。アカウントは、アプリケーション・ロール、カタログ・グループまたは個々のユーザーです。パーミッションは、アカウントに許可されているオブジェクトへのアクセスのタイプを表します。たとえば、「開く」や「フル・コントロール」です。

各カタログ・オブジェクトには、どのアカウントがオブジェクトにアクセスするためのどのパーミッションを持っているかが定義されたアクセス制御リストが設定されています。アクセス制御リストは、オブジェクトの対応する属性(.atr)ファイルに格納されています。アクセス制御リストは、通常、表14-1に示すような形式です。


表14-1 カタログ・オブジェクトのアクセス制御リスト

	アカウント	パーミッション
	
ApplicationRole1

	
開く


	
ApplicationRole4

	
フル・コントロール


	
ApplicationRole3

	
開く


	
User 4

	
開く


	
User 9

	
フル・コントロール


	
User 11

	
フル・コントロール












パーミッション定義

オブジェクト(カタログ内のフォルダやダッシュボード内のセクションなど)へのアクセスを制御するには、アプリケーション・ロール、カタログ・グループおよびユーザーにパーミッションを割り当てます。割り当てることのできるパーミッションは、対象のオブジェクトのタイプによって異なります。

「権限」ダイアログで使用可能な権限は、通常は親権限であり、これは、各親権限に複数の子権限があることを意味します(たとえば、「開く」権限がフォルダに適用されている場合、そのフォルダのユーザーは、そのフォルダに格納されているOracle BI Publisherレポートの読取りやトラバースが可能で、そのレポートを実行することもできます)。各オブジェクトに対してカスタム権限を作成せずに、親権限を適用することは、権限を一貫して割り当てて保持する簡単な方法です。使用可能な親パーミッションは、操作するオブジェクト・タイプ(フォルダ、BI Publisherオブジェクトまたはビジネス・インテリジェンス・オブジェクト)によって異なります。BI Publisherオブジェクトには、レポート、データ・モデル、サブ・テンプレートおよびスタイル・テンプレートが含まれています。ビジネス・インテリジェンス・オブジェクトには、分析、ダッシュボード、KPI、スコアカード、フィルタおよびプロンプトなどがあります。

「権限」ダイアログで「カスタム」権限を選択すると、「カスタム権限」ダイアログが表示され、オブジェクトに適用する権限を選択できます。たとえば、フォルダ・オブジェクトの場合、「移動」、「読取り」および「削除」パーミッションを選択できます。

表14-2に、各パーミッションの名前と定義を示します。オブジェクトのタイプに基づいてオブジェクトに割り当てることができる親権限と、親権限に含まれる権限の詳細は、オブジェクト・タイプごとに使用可能な権限を参照してください。


表14-2 パーミッションの説明

	パーミッション	説明
	
読取り

	
このオプションを使用して、オブジェクトへのアクセスを許可しますが、変更は許可しません。


	
書込み

	
このオプションを使用して、オブジェクトの編集を許可します。


	
削除

	
このオプションを使用して、オブジェクトの削除を許可します。


	
移動

	
このオプションを使用して、選択されたフォルダに対するパーミッションがユーザーにない場合に、選択されたフォルダ内のオブジェクトへのアクセスを許可します。これらのオブジェクトへのアクセスが必要なのは、フォルダ内のオブジェクト(分析など)が、ユーザーのアクセスが許可されているダッシュボードまたはWebCenter Portalアプリケーションのページに埋め込まれている場合です。

たとえば、/Shared Folders/Testフォルダへの「移動」権限をユーザーに付与した場合、ユーザーは、/Shared Folders/Testフォルダに格納されているオブジェクト、およびそのサブフォルダ(/Shared Folders/Test/Guestフォルダなど)に格納されているオブジェクトに、カタログ、埋込みダッシュボードまたはWebCenter Portalアプリケーション・ページからアクセスできます。ただし、ユーザーは、カタログからフォルダおよびサブフォルダ自体にアクセス(表示、展開または参照)することはできません。


	
Publisherレポートの実行

	
このオプションを使用して、読取り、オブジェクトを含むフォルダのトラバース、および最新のデータを含めるためのレポートの再生成を許可します。


	
Publisherレポートのスケジュール

	
このオプションを使用して、読取り、オブジェクトを含むフォルダのトラバース、およびレポートのスケジュールを許可します。


	
Publisherレポートの表示

	
このオプションを使用して、読取り、オブジェクトを含むフォルダのトラバース、および表示を許可しますが、レポートの再生成は許可しません。


	
実行

	
このオプションを使用して、アクション、エージェント、ブリーフィング・ブックなどのオブジェクトの実行を許可します。


	
権限の変更

	
このオプションを使用して、オブジェクトのパーミッションの変更を許可します。


	
所有権の設定

	
このオプションを使用して、オブジェクトの所有権の再割当てを許可します。


	
フル・コントロール

	
このオプションを使用して、オブジェクトに対するすべてのタスク(変更や削除など)の実行を許可します。


	
アクセス権なし

	
このオプションを使用して、オブジェクトへのアクセスを拒否します。明示的なアクセスの拒否は、他のパーミッションより優先されます。


	
変更

	
このオプションを使用して、オブジェクトの読取り、書込みおよび削除を許可します。


	
開く

	
このオプションを使用して、オブジェクトへのアクセスを許可しますが、変更は許可しません。Oracle BI Publisherオブジェクトを使用する場合、このオプションによって、オブジェクトを含むフォルダを移動できます。


	
カスタム

	
このオプションを使用して「カスタム権限」ダイアログを表示し、読取り、書込み、実行および削除権限を付与します。


	
権限付与

	
このオプションを使用して、ダッシュボード内のセクションへのアクセスを許可します。このパーミッションは、ダッシュボードにのみ設定できます。このパーミッションは、セクションのオブジェクトに設定された、該当するロール、カタログ・グループおよびユーザーからアクセスされないようにするカタログ・パーミッション(アクセス権なしなど)をオーバーライドします。詳細は、ダッシュボードとそのページのプロパティの変更を参照してください。


	
拒否

	
このオプションを使用して、ダッシュボード内のセクションへのアクセスを拒否します。このパーミッションは、ダッシュボードにのみ設定できます。このパーミッションは、セクションのオブジェクトに設定された、該当するロール、カタログ・グループおよびユーザーにアクセスを許可するカタログ・パーミッション(表示など)をオーバーライドします。詳細は、ダッシュボードとそのページのプロパティの変更を参照してください。












オブジェクト・タイプごとに使用可能なパーミッション

「権限」ダイアログで使用可能な権限は、通常は親権限であり、これは、各親権限に複数の子権限があることを意味します。たとえば、「開く」パーミッションがフォルダに適用されている場合、そのフォルダのユーザーは、そのフォルダに格納されているBI Publisherレポートの読取りやトラバースが可能で、そのレポートを実行することもできます。使用できる親パーミッションは、対象となるオブジェクト・タイプによって異なります。

表14-3に、親パーミッションと、オブジェクト・タイプ別の対応する子パーミッションのリストを示します。各権限の詳細は、権限定義を参照してください。


表14-3 オブジェクト・タイプ別のパーミッション

	親パーミッション	フォルダ	Oracle BI Publisherオブジェクト	オブジェクト
	
フル・コントロール

	
すべてのパーミッションが含まれます

	
すべてのパーミッションが含まれます

	
すべてのパーミッションが含まれます


	
変更

	
読取り、書込みおよび削除

	
読取り、書込みおよび削除

	
読取り、書込みおよび削除


	
開く

	
読取り、トラバース、BI Publisherレポートの実行

	
Oracle BI Publisherレポートの実行

	
読取り


	
Oracle BI Publisherレポートのスケジュール

	
フォルダに含まれるBI Publisherレポートのスケジュール、読取りおよびトラバース

	
Oracle BI Publisherレポートのスケジュール

	
使用不可


	
Oracle BI Publisher出力の表示

	
フォルダに含まれるBI Publisherレポートの表示、読取りおよびトラバース

	
Oracle BI Publisherレポートの表示

	
使用不可


	
移動

	
フォルダの移動

	
使用不可

	
使用不可


	
アクセス権なし

	
オブジェクトにアクセスできません

	
オブジェクトにアクセスできません

	
オブジェクトにアクセスできません












パーミッションの設定に関する推奨事項

パーミッションを設定する際、次の推奨事項に従ってください。

	
パーミッションを割り当てる際、自分や管理者、他のユーザーがオブジェクトを変更しないようにすることでオブジェクトがロックされないよう注意してください。


	
単一ユーザーにパーミッションを割り当てる必要がある場合でも、アプリケーション・ロールを使用してパーミッションを割り当てます。アプリケーション・ロールの使用の次に推奨される方法は、カタログ・グループ(プレゼンテーション・サービス・グループとも呼ばれる)を使用することです。アプリケーション・ロールはOracle BI EEの中心となってますが、カタログ・グループはプレゼンテーション・サービスに固有で、このリリースでは下位互換用に含まれています。

アプリケーション・ロールの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』を参照してください。

カタログ・グループの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のカタログ・グループの使用に関する項を参照してください。


	
アクセス可能なダッシュボードおよびダッシュボード・コンテンツを変更するアプリケーション・ロール(必要に応じてカタログ・グループまたはユーザー)の場合、ロールのパーミッションを「フル・コントロール」に設定します。フル・コントロールでは、変更や削除のほかに、指定したロールがパーミッションを設定したり、オブジェクト、フォルダまたはダッシュボードを削除することもできます。

多数の様々なユーザーが特定のグループに対するダッシュボード・コンテンツの作成や変更を行う場合、対応する作成者のロールを別途作成し、プライマリ・ロールのバックエンド・パーミッションをすべて設定して別の名前を付けます。たとえば、SalesロールとSalesBuilderロールを作成します。Oracle BIプレゼンテーション・カタログに対する適切なパーミッションをSalesBuilderロールに付与することで、ダッシュボードとコンテンツに対する変更を行えるユーザーの制御と変更を行えます。セッション変数セキュリティが使用されている場合、セキュリティ情報が含まれているデータベース表でユーザーのロールをSalesからSalesBuilderに変更することで、ユーザーをダッシュボード作成者またはコンテンツ作成者にすることができます。


	
サブジェクト・エリアごとに、AuthenticatedUserロールに、サブジェクト・エリア・フォルダに対する「アクセス権なし」パーミッションが付与されていることを確認します。


	
公開して使用する分析を特定のサブジェクト・エリアに保存する必要があるロールには、そのサブジェクト・エリア・フォルダとフォルダに含まれるオブジェクトおよび共通フォルダに対してフル・コントロールを付与します。


	
指定されたロールのメンバーのみが、Oracle BIプレゼンテーション・カタログのフォルダ、フォルダ・コンテンツおよびダッシュボードへのアクセス権を持つようにするには、AuthenticatedUserロールにパーミッションを明示的に設定しないでください。







	
ヒント:

アプリケーション・ロール内のすべてのユーザーが他のユーザーと分析を共有する場を提供するには、サブジェクト・エリア・フォルダの下にShareやPublishなどの名前のフォルダを作成し、そのフォルダのみに対する「変更と削除」パーミッションをロール全体に付与します。












パーミッションの割当て

パーミッションによって、フォルダ、BI Publisherオブジェクトやその他のカタログ・オブジェクトにアクセスできるユーザーが決まります。割り当てることのできるパーミッションは、対象のオブジェクトのタイプによって異なります。パーミッションを変更するには、「権限の変更」権限が付与されている必要があります。




	
注意:

カタログ内のオブジェクトにアクセスするには、そのオブジェクトに適切なACL(アクセス制御リスト)エントリがユーザーに設定されている必要があります。アラート以外のカタログ内のすべてのオブジェクトでACLエントリが使用されます。ACLエントリの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のカタログ・マネージャでのオブジェクトの使用に関する項を参照してください。







次の手順を使用して、パーミッションをオブジェクトに割り当てます。権限の詳細は、権限定義、オブジェクト・タイプごとに使用可能な権限、権限の設定に関する推奨事項を参照してください。

パーミッションをオブジェクトに割り当てる手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「カタログ」をクリックします。カタログ・ページが表示されます。


	
パーミッションを割り当てるオブジェクトを検索します。検索の詳細は、カタログ内のオブジェクトの検索を参照してください。


	
「カタログ」領域に移動し、オブジェクトまたはフォルダを特定します。


	
「詳細」、「権限」の順に選択するか、「タスク」ペインに移動して「権限」をクリックします。「権限」ダイアログが表示されます。


	
「ユーザー/ロールの追加」ボタンをクリックして「アプリケーション・ロール、カタログ・グループおよびユーザーの追加」ダイアログにアクセスし、必要なアカウントを追加します。


	
「権限」ダイアログで「権限」リストをクリックして権限を選択します。リストに表示される項目のほとんどは親パーミッションで、いくつかの子パーミッションが含まれています。特定のパーミッションのリストを作成するには、「カスタム」をクリックします。「カスタム権限」ダイアログが表示されます。


	
「サブフォルダに権限を適用します。」、「フォルダ内の項目に権限を適用します。」または「すべての子孫に権限を適用」オプションを使用して、権限を適用する方法を指定します。


	
「置換オプション」リストで、アクセス制御リスト(ACL)のエントリをオブジェクトに対して置換する方法を指定しますが、オブジェクトの子には、「サブフォルダに権限を適用します。」、「フォルダ内の項目に権限を適用します。」、「すべての子孫に権限を適用」のオプションが1つ以上選択されている場合にのみ適用されます。

「リストされたアカウントの置換」または「リストされたアカウントの削除」のどちらかを選択した場合は、変更しないエントリを「権限」領域のリストからも必ず削除してください。


	
「OK」をクリックします。









オブジェクトの所有者とは

オブジェクトの所有権は、オブジェクトを作成したユーザーによって付与されるか、または適切な権限を付与されているユーザーによって取得されるかのいずれかです。オブジェクトまたはフォルダの所有者でも、そのオブジェクトまたはフォルダに自動的にアクセスできるわけではありません。オブジェクトにアクセスするには、オブジェクトまたはフォルダの「権限」ダイアログで適切な権限を持っている必要があります。

デフォルトでは、カタログ・オブジェクトを作成して、マイ・フォルダと共有フォルダのいずれかに保存したユーザーがオブジェクトを所有します。マイ・フォルダのオブジェクトは、別の所有者に割り当てることはできませんが、共有フォルダに移動して、所有権の再割当てを所有者に許可する権限が管理者によって割り当てられた場合は可能です。この権限が付与されると、オブジェクトの所有権は、「権限」ダイアログに表示される別のユーザー、グループまたはロールに割り当てることができます。たとえば、従業員Aがコンテンツ設計者であり、マーケティング部門のダッシュボードを作成したとします。従業員Aはダッシュボードを完成して、マーケティング部門の共有フォルダに保存し、そのダッシュボードの所有権を、マーケティング・マネージャでありダッシュボードの更新を担当する従業員Bに割り当てます。所有権の割当ての詳細は、オブジェクトの所有権の割当てを参照してください。

状況によっては、グループまたはロールのユーザーまたはメンバーが、共有フォルダにあるオブジェクトの所有権を得る必要があります。この場合、所有権を必要とするユーザーには、このタスクを完了するための適切な権限が割り当てられている必要があります。これらの権限が付与されると、このユーザーの「プロパティ」ダイアログには、この項目の所有権を取得オプションおよびこの項目およびすべてのサブ項目の所有権を取得オプションが表示されるようになります。たとえば、オブジェクトおよびフォルダの所有権を取得するための適切な権限が従業員Aに付与されているとします。いくつかのカタログ・オブジェクトを所有する従業員Bが退職した場合、従業員Aは、これらのオブジェクトに対して「プロパティ」ダイアログにアクセスして、オブジェクトの所有権を取得し、オブジェクトの所有権を従業員Cに再割当てできるようになります。所有権の取得の詳細は、オブジェクトの所有権の取得を参照してください。






オブジェクトの所有権の割当て

次の手順に従って、共有フォルダに保存されるオブジェクトまたはフォルダの所有権を割り当てます。オブジェクトまたはフォルダの所有権を割り当てることがでる「権限」ダイアログへアクセスするための適切な権限が必要です。

詳細は、オブジェクトの所有者とはおよびオブジェクトの所有権の取得を参照してください。

オブジェクトの所有権を割り当てる手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「カタログ」をクリックします。カタログ・ページが表示されます。


	
所有権を割り当てるオブジェクトを検索します。検索の詳細は、カタログ内のオブジェクトの検索を参照してください。


	
「カタログ」領域に移動し、オブジェクトまたはフォルダを特定します。


	
「詳細」、「権限」の順に選択するか、「タスク」ペインに移動して「権限」をクリックします。「権限」ダイアログが表示されます。


	
「権限」表で、「所有者」列に移動し、所有者を指定します。


	
「OK」をクリックします。









オブジェクトの所有権の取得

次の手順に従って、共有フォルダに保存されるオブジェクトまたはフォルダの所有権を取得します。所有権の取得オプションを「プロパティ」ダイアログに表示するには、適切な権限が必要です。

オブジェクトまたはフォルダの所有者でも、そのオブジェクトまたはフォルダに自動的にアクセスできるわけではありません。オブジェクトにアクセスするには、オブジェクトまたはフォルダの「権限」ダイアログで適切な権限を持っている必要があります。詳細は、オブジェクトの所有者とはおよびオブジェクトの所有権の割当てを参照してください。

オブジェクトの所有権を取得するには:

	
グローバル・ヘッダーで、「カタログ」をクリックします。カタログ・ページが表示されます。


	
所有権を割り当てるオブジェクトを検索します。検索の詳細は、カタログ内のオブジェクトの検索を参照してください。


	
「カタログ」領域に移動し、オブジェクトまたはフォルダを特定します。


	
「詳細」、「プロパティ」の順に選択、または「タスク」ペインに移り、「プロパティ」をクリックします。「プロパティ」ダイアログが表示されます。


	
「所有権」領域で、次のいずれかを行います。

	
オブジェクトを操作している場合は、「この項目の所有権を設定」リンクをクリックします。


	
フォルダまたはサブオブジェクトを含むオブジェクトを操作している場合は(たとえば、ダッシュボードまたはスコアカード)、「この項目の所有権を設定」リンクをクリックして、オブジェクトのみの所有権を取得します。または「この項目とすべてのサブ項目の所有権を設定」をクリックして、オブジェクトおよびサブオブジェクトの所有権を取得します。





	
「OK」をクリックします。









アーカイブとは

アーカイブを使用すると、カタログ全体、特定のフォルダ、またはマルチコンポーネント・オブジェクト(スコアカードなど)を.catalogファイルにまとめ、その.catalogファイルをアップロードして、カタログ内のデータを別の場所にアンアーカイブできます。この処理によって、特定のデータをある環境から別の環境へ転送することができます。たとえば、この機能を使用して、開発環境から本番環境へデータを転送できます。

必要な権限がある場合、Oracle BI EE Catalog Managerを使用してカタログ・オブジェクトのアーカイブおよびアンアーカイブを行ったり、他のカタログ・メンテナンス・タスクを行うことができます。カタログ・マネージャの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のカタログ・マネージャでのオブジェクトの操作に関する項を参照してください。






オブジェクトのアーカイブ

アーカイブを行うには、適切な権限が付与されている必要があります。

アーカイブ・ファイルを作成する手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「カタログ」をクリックします。カタログ・ページが表示されます。


	
アーカイブするオブジェクトを検索します。検索の詳細は、カタログ内のオブジェクトの検索を参照してください。


	
「フォルダ」ペインに移動し、オブジェクトを選択します。


	
オブジェクトの下で「詳細」、「アーカイブ」の順に選択します。「アーカイブ」ダイアログが表示されます。


	
フォルダまたはオブジェクトのパーミッションおよびタイムスタンプを保持するか、削除するかを指定します。詳細は、「アーカイブ」ダイアログを参照してください。


	
「OK」をクリックします。




アーカイブ・ファイルをアンアーカイブする手順:

	
アップロードするアーカイブ・ファイルを特定します。アーカイブ・ファイルには、.catalog拡張子(_portal.catalogなど)が付けられています。


	
「フォルダ」ペインに移動し、アーカイブ・ファイルのアップロード先を選択します。


	
「タスク」ペインに移動し、「アンアーカイブ」をクリックします。「アンアーカイブ」ダイアログが表示されます。


	
アーカイブ・ファイルの名前を入力するか、アーカイブ・ファイルを参照します。アーカイブ・ファイルを選択します。


	
「OK」をクリックします。















15 BI Composerを使用した分析操作


この章では、Oracle Business Intelligence Enterprise EditionのBIコンポーザについて説明します。ここでは、BIコンポーザを使用して、簡単かつ容易に分析を作成、編集および表示する方法を説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
BI Composerとは


	
BI Composerを使用できる場所


	
分析エディタとBIコンポーザの比較


	
BI Composerでの分析の作成または編集の手順


	
BI Composerを使用した分析の作成


	
BI Composerを使用した分析の編集


	
BI Composerでの分析の表示


	
分析エディタを使用して作成した分析の編集






BI Composerとは

BIコンポーザは操作が容易なウィザードで、これを使用すると、分析の作成、編集または表示を行うことができます。「分析」エディタの複雑さはありません。




	
注意:

BIコンポーザはBI Publisher用のレポート・エディタではありません。







(Oracle BI EEなどの)アプリケーションでBIコンポーザを使用できる2つのモード、標準モードとアクセシビリティ・モードがあります。アクセシビリティ・モードには通常モードと同じ機能がありますが、JAWSなどのスクリーン・リーダー・アプリケーションと併用できるように最適化されています。これにより、視覚障害などアクセシビリティ問題を抱えているユーザーにとって、分析の作成、編集および表示がより容易になります。




	
注意:

アクセシビリティ・モードのウィザード・ページに表示される、アイコンやチェック・ボックスなどの視覚的な手がかりは、標準モードでの表示と同じです。テキストベースのウィザード・ページ・リンクのリストがアクセシビリティ・モードのウィザード・ページに表示されませんが、JAWSなどのスクリーン・リーダー・アプリケーションで読み取ることができます。







BIコンポーザ・ウィザードのメイン・コンポーネントは次のとおりです。

	
ウィザードの最上部には、ウィザード内の各手順のボタンを含むBI Composerトレインがあります。詳細は、「BI Composerでの分析の作成または編集の手順」を参照してください。


	
左側には「カタログ」タブおよび「サブジェクト・エリア」タブがあります。(これらのタブは、BIコンポーザがADFアプリケーション、Oracle WebCenter Portal FrameworkアプリケーションまたはWebCenter Portalの一部である場合にのみ使用できます。Oracle BI EEの一部である場合は使用できません。)


	
タブの右側にはパネル領域があり、ここに各手順でのコンポーネントが表示されます。


	
右端には、「戻る」、「Next」、「終了」、「取消」の各ボタンがあります。




BI Composerの可用性の詳細は、「BI Composerを使用できる場所」を参照してください。






BI Composerを使用できる場所

BI Composerは、次の場所で使用できます。

	
Oracle BI Enterprise Edition(組織にインストールされ構成済の場合)。

Oracle BI EEのBIコンポーザのインストールおよび構成方法の詳細は、Oracle BI EEのBIコンポーザのインストールと構成を参照してください。

Oracle BI Enterprise Editionでの可用性の詳細は、Oracle BI Enterprise EditionでのBIコンポーザの可用性を参照してください。


	
Oracle BI Enterprise Editionと統合できるように変更されている任意のADFアプリケーション。

詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Edition開発者ガイド』のADFアプリケーションへのBIコンポーザの追加に関する項を参照してください。


	
Oracle BI Enterprise Editionと統合できるように変更されているOracle WebCenter Portal FrameworkアプリケーションまたはWebCenter Portal。

詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Edition開発者ガイド』のWebCenter PortalアプリケーションまたはWebCenter Portal: SpacesへのBIコンポーザの追加に関する項を参照してください。




BI Composerの詳細は、「BI Composerとは」を参照してください。



Oracle BI Enterprise EditionでのBIコンポーザの可用性

ユーザーがOracle BI EEで分析作業を行う場合、次のようにユーザーの選択に応じて、「分析」エディタのかわりにBIコンポーザが表示される可能性があります。

	
ユーザーが分析エディタとしてBIコンポーザ・ウィザードを使用することを指定し、Oracle BI EEでアクセシビリティ・モードをオフにしている場合、「分析」エディタのかわりに標準モードのBIコンポーザが表示されます。


	
ユーザーがOracle BI EEでアクセシビリティ・モードをオンにしている場合、「分析」エディタのかわりにアクセシビリティ・モードのBIコンポーザが表示されます。




ユーザー:

	
分析エディタとしてBIコンポーネントを使用することを指定するには、「マイ・アカウント」ダイアログ: 「プリファレンス」タブで分析エディタ・コンポーネントのウィザード(限定された機能)を選択します。


	
アクセシビリティ・モードのオン/オフを切り替えるには、サイン・イン・ページで「アクセシビリティ・モード」を選択または選択解除するか、「マイ・アカウント」ダイアログ: 「プリファレンス」タブで「アクセシビリティ・モード」コンポーネントの「オン」または「オフ」を選択します。











分析エディタとBIコンポーザの比較

分析エディタとBIコンポーザは両者とも、ビジネス・プロセスの高度な意思決定を支援する分析コンポーネントとして、同じような目的で使用されます。探索、分析、共有および視覚化によるコラボレーションの向上により、すべてのレベルのビジネス・ユーザーがデータへの洞察力を得ることができます。BIコンポーザと分析エディタには異なる点もあります。計算項目、選択ステップ、複数条件など高度な分析機能を含まない簡易な分析には、BIコンポーザのほうが適しているという点です。洗練され高度に構造化された分析は、分析エディタを使用して編集する必要があります。



BIコンポーザで作業可能なビューのタイプ

BIコンポーザでは、分析を短時間で簡単に作成または編集できます。表15-1は、BIコンポーザで分析を強化するときに使用できるビューとオプションを示しています。


表15-1 ビューまたはオプションと説明

	ビューまたはオプション	説明
	
表

	
次を使用できます:

	
表


	
サマリー表


	
ピボット表


	
サマリー・ピボット表




表には次を含めることができます:

	
プロンプト


	
セクション




詳細は、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: 表の編集」パネルを参照してください。


	
グラフ

	
次を使用できます:

	
棒 - 縦、横、縦積上げ、横積上げ、100%縦積上げまたは100%横積上げ


	
折れ線グラフ


	
散布図


	
円グラフ


	
線-棒




グラフには次を含めることができます:

	
プロンプト


	
セクション


	
グループ化


	
色変更方法


	
スライス(円グラフの場合)


	
点(散布図の場合)




詳細は、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: グラフの編集」パネルを参照してください。


	
条件付き書式設定

	
詳細は、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: 強調表示」パネルを参照してください。


	
列式

	
詳細は、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: 列の選択」パネルを参照してください。


	
フィルタ

	
詳細は、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: ソートおよびフィルタ」パネルを参照してください。


	
相互作用

	
値をクリックしたときに何が起こるかを指定できます。次のことを行えます。

	
ドリル


	
トランザクションへナビゲート


	
「なし」を指定すると何も起こりません




詳細は、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: 列の選択」パネルを参照してください。


	
ソート

	
詳細は、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: ソートおよびフィルタ」パネルを参照してください。














BI Composerでの分析の作成または編集の手順

BI Composerで分析を作成または編集する手順は次のとおりです。

	
列の選択 - この手順では、分析に含める列を選択します。また、次のこともできます。

	
列の相互作用の指定


	
列式の指定


	
列名の変更


	
列の非表示




詳細は、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: 列の選択」パネルを参照してください。


	
ビューの選択 - この手順では、タイトル、表、ピボット表、棒グラフなど、分析に含めるビューを選択します。(BIコンポーザでは、Oracle BI Enterprise Editionで使用できるビューのすべてがサポートされているわけではありません。)結果をプレビューし、関連するXMLコードを表示することもできます。詳細は、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: ビューの選択」パネルを参照してください。


	
表の編集 - この手順では、表形式ビューのレイアウトを編集します(表形式ビューを含めた場合)。たとえば、プロンプトの作成、分析を区分するための列の使用、および特定の列の表形式ビューからの除外ができます。結果のプレビューもできます。詳細は、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: 表の編集」パネルを参照してください。


	
グラフの編集 - この手順では、グラフのプロパティおよびレイアウトを編集します(グラフ・ビューを含めた場合)。たとえば、プロンプトの作成、分析を区分するための列の使用、グラフからの特定の列の除外ができます。結果のプレビューもできます。詳細は、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: グラフの編集」パネルを参照してください。


	
ソートおよびフィルタ - この手順では、ビューにソートおよびフィルタを適用します。結果のプレビューもできます。詳細は、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: ソートおよびフィルタ」パネルを参照してください。


	
強調表示 - この手順では、表形式ビューに条件付き書式を適用します(表形式ビューを含めた場合)。結果のプレビューもできます。詳細は、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: 強調表示」パネルを参照してください。


	
保存 - この手順では、分析を同じ名前または別の名前で保存します。また、次のこともできます。

	
分析を保存するための新規フォルダを作成します。


	
フォルダおよび分析の名前を変更します。


	
フォルダおよび分析を削除します。


	
フォルダを展開または縮小します。







詳細は、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: 保存」パネルを参照してください。






BI Composerを使用した分析の作成

Oracle BI EEで、BIコンポーザを使用して分析を作成するには、グローバル・ヘッダーの「新規」メニューで「分析」オプションを選択するか、またはホーム・ページの「作成」エリアを選択します。

BI Composerの詳細は、「BI Composerとは」を参照してください。

BI Composerを使用して分析を作成するには:

	
Oracle BI EEの場合:

	
グローバル・ヘッダーで「新規」、「分析」の順にクリックします。


	
サブジェクト・エリアの選択。BIコンポーザ・ウィザードが新規ウィンドウに表示されます。





	
他のアプリケーション(ADFアプリケーションなど)の場合:

	
「サブジェクト・エリア」タブをクリックします。


	
サブジェクト・エリアの選択。


	
「作成」をクリックします。BI Composerウィザード: 「分析の作成: 列の選択」パネルが表示されます。





	
「列の選択」パネルを使用して、分析に含める列を選択します。追加する各列に対して次を行います。

	
「サブジェクト領域」リストにある列を選択します。


	
「追加」をクリックして、これを「選択された列」リストに移動します。




列を選択するサブジェクト領域を追加または削除するには、「サブジェクト領域」: Subject_Area_Nameエリアで「追加」ボタンをクリックし、「サブジェクト領域の追加/削除」ダイアログを表示します。

「選択された列」リストの列に対して、次を行います。

	
列名を変更するか列の式を指定するには、列を選択して「列のプロパティ」を選択し、BIコンポーザの「列のプロパティ」ダイアログを表示します。


	
列見出し、または列または階層レベルの値をクリックしたときに何が起こるかを指定するには、列の「相互作用」リストで次のオプションのいずれかを選択します。


	
ビューの列を非表示にするには、列の「非表示」ボックスを選択します。


	
リストから列を削除するには、列を選択して「削除」をクリックします。


	
リストからすべての列を削除するには、「すべて削除」をクリックします。





	
ウィザードの最上部にあるBI Composerトレインの「ビューの選択」ボタンをクリックします。BI Composerウィザード: 「分析の作成: ビューの選択」パネルが表示されます。


	
「ビューの選択」パネルを使用して、含めるビューを指定します。


	
(オプション) 分析に表形式ビューを含めた場合は、BIコンポーザ・トレインの「表の編集」ボタンをクリックします。BI Composerウィザード: 「分析の作成: 表の編集」パネルが表示されます。


	
(オプション) 「表の編集」パネルを使用して、表形式ビューのレイアウトを編集します。


	
(オプション) 分析にグラフ・ビューを含めた場合は、BI Composerトレインの「グラフの編集」ボタンをクリックします。BI Composerウィザード: 「分析の作成: グラフの編集」パネルが表示されます。


	
(オプション) 「グラフの編集」パネルを使用して、グラフのプロパティおよびレイアウトを編集します。


	
(オプション) BI Composerトレインの「ソートおよびフィルタ」ボタンをクリックします。BI Composerウィザード: 「分析の作成: ソートおよびフィルタ」パネルが表示されます。


	
(オプション)「ソートおよびフィルタ」パネルを使用して、ビューにソートおよびフィルタを適用します。


	
(オプション) 分析に表形式ビューを含めた場合は、BIコンポーザ・トレインの「強調表示」ボタンをクリックします。BIコンポーザ・ウィザード: 「分析の作成: 強調表示」パネルが表示されます。




	
注意:

「強調表示」パネルはメジャー列を書式設定するときにのみ使用してください。








	
(オプション) 「強調表示」パネルを使用して、表形式ビューに条件付き書式を適用します。


	
BI Composerトレインの「保存」ボタンをクリックします。BI Composerウィザード: 「分析の作成: 保存」パネルが表示されます。


	
「保存」パネルを使用して、保存基準を指定し、分析を同じ名前または別の名前で保存します。「送信」ボタンをクリックします。







	
注意:

BIコンポーザ・セッションに未保存の分析が残っているときに、Oracle WebLogic Serverの現在の管理対象サーバーが停止し、別の管理対象サーバーへのフェイルオーバーが発生したとします。この場合、既存のBIコンポーザ・セッションの分析は保存できません。BIコンポーザ・セッションを新たにオープンすると元の分析を取り戻すことができるので、そこから分析を保存してください。












BI Composerを使用した分析の編集

次の場合は、Oracle BI EEでBIコンポーザを使用して分析を編集します。

	
「カタログ」ページから、または「ホーム」ページの「最近」セクションまたは「最もポピュラー」セクションから分析を編集


	
ダッシュボード内から分析を編集




他のアプリケーション(ADFアプリケーションなど)では、分析を選択してBIコンポーザ・ウィザードから直接編集します。

BI Composerの詳細は、「BI Composerとは」を参照してください。

BI Composerを使用して分析を編集するには:

	
次のいずれかの方法で、分析を編集します。

	
Oracle BI EEの「カタログ」ページまたは「ホーム」ページから、分析に移動して「編集」をクリックします。BI Composerウィザードが表示されます。


	
BI Composerウィザードから「カタログ」タブをクリックして分析を選択し、「編集」をクリックします。





	
ウィザードの最上部にあるBI Composerトレインの各ボタンを使用して、ウィザードの各手順をたどって分析に変更を加えます。


	
BI Composerトレインの「保存」ボタンをクリックします。BI Composerウィザード: 「分析の作成: 保存」パネルが表示されます。


	
「保存」パネルを使用して保存基準を指定し、編集した分析を同じ名前または別の名前で保存します。「送信」ボタンをクリックします。









BI Composerでの分析の表示

Oracle BI EE以外のアプリケーション(ADFアプリケーションなど)でBIコンポーザを操作している場合、BIコンポーザに表示するための分析を表示できます(Oracle BI EEでは、「分析」エディタを使用して作成した分析と同じ方法で分析を表示します。)

BI Composerの詳細は、「BI Composerとは」を参照してください。

BI Composerで分析を表示するには:

	
「カタログ」タブをクリックします。


	
分析を選択します。


	
「表示」をクリックします。確認のための分析が「カタログ」タブの右側に表示されます。









分析エディタを使用して作成した分析の編集

BIコンポーザで作業可能なビューのタイプの説明のとおり、BIコンポーザでは特定のタイプのビューを編集できます。分析エディタで作成した分析を編集するときには、次のリストに示す多数のオブジェクトおよび属性を使用できます。

	
条件付き書式 - 分析の各列に定義された最初の条件付き書式が適用されます。


	
「除外」列


	
フィルタ


	
プロンプト


	
セクション


	
円グラフのスライス


	
ソート


	
タイトル


	
散布図でメジャーを色と点で区別




これらの分析の1つをBIコンポーザで編集した場合、分析内の非互換要素を指摘するエラー・メッセージが表示されることがあります。

このメッセージが表示される原因は様々です。例:

	
緑にする書式設定が分析に適用されました。


	
ゲージやパフォーマンス・タイルなど非互換のグラフ・ビューが分析に含まれています。


	
選択ステップやフィルタなど非互換のビューが分析に含まれています。


	
ビュー・タイプが重複しています。たとえば、分析に表、ピボット表、円グラフおよび棒グラフが含まれている場合、BIコンポーザで変換されるのは1つの表と1つのグラフのみです。表とピボット表のいずれかがサマリー表に変換され、互換性のある分析内の最初のグラフ・タイプがグラフのデフォルトになります。




非互換エラーのメッセージを受け取ったときのBIコンポーザでの分析の編集方法:

	
「詳細の表示」をクリックして、メッセージを表示します。


	
メッセージを確認します。


	
続行する場合は、「はい」をクリックします。BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: グラフの編集」パネルが表示されます。

編集を中止するには、「いいえ」をクリックします。















A エンド・ユーザーに必要な基本情報


この付録では、結果のエクスポート、結果のドリル、値のソート、アクションの実行、マップ・ビュー、グラフ、BI Publisherレポート、スコアカード・オブジェクトおよびKPIの操作など、ほとんどのエンド・ユーザーがOracle Business Intelligence Enterprise Editionで使用する主な機能を説明します。

この付録の内容は次のとおりです。

	
結果のエクスポートについて


	
ダッシュボードおよびダッシュボード・ページのエクスポートについて


	
ヒート・マトリックス・ビュー、表ビュー、ピボット表ビュー、トレリス・ビューでの値のソートについて


	
ビュー内の行および列のサイズ変更について


	
結果のドリルについて


	
分析およびダッシュボードのアクション・リンクやアクション・リンク・メニューを使用したアクションの実行


	
分析およびダッシュボードのアクション・リンクに関連付けられているアクションの実行について


	
グラフ、ゲージおよびファンネルでのセクション・スライダの使用方法


	
ダッシュボード・ページのマップ・ビューでの作業について


	
グラフのズームおよびスクロール


	
マスター詳細関係でリンクされているビューでの作業について


	
ダッシュボード・ページまたは分析の表ビューに表示されるデータの変更


	
ダッシュボードでのBI Publisherレポートへのアクセス


	
ブレッドクラムを使用したナビゲートについて


	
ダッシュボード・ページの印刷


	
スコアカード・オブジェクトの操作について


	
KPIの実際の値とターゲット値の変更






結果のエクスポートについて

分析の操作では、ExcelやPowerPointなどの様々な書式へのエクスポートが必要になる場合があります。



結果のエクスポート

Microsoft ExcelやPowerPointへのエクスポートなど、分析結果をエクスポートするための様々なオプションが用意されています。これらのオプションは、分析とともにダッシュボードに表示される「エクスポート」リンクから使用できます。ただし、コンテンツ設計者がダッシュボードにこのリンクを含めなかった場合は表示されません。

結果をエクスポートする手順:

	
分析にナビゲートします。


	
「エクスポート」 リンクをクリックして適切なエクスポート・オプションを選択します。

エクスポート・オプションの詳細は、ビューおよび結果のエクスポート・メニュー・オプションを参照してください。











ダッシュボードおよびダッシュボード・ページのエクスポートについて

ダッシュボードおよびダッシュボード・ページをMicrosoft Excel 2007以上にエクスポートできます。ダッシュボード・ページで使用可能なエクスポート・オプションに応じて、次のものをエクスポートできます。

	
標準エクスポート・レイアウトを使用したダッシュボード全体。

ダッシュボード全体をエクスポートすると、各ページはExcelワークブックの個々のシートに含められ、各シートにはそれに対応するダッシュボード・ページの名前が付けられます。


	
標準エクスポート・レイアウトを使用した1つのダッシュボード・ページ。


	
カスタム・エクスポート・レイアウトを使用した1つのダッシュボード・ページ。

カスタム・エクスポート・レイアウトの詳細は、ダッシュボード・ページを印刷およびエクスポートするためのカスタム・レイアウトの作成についてを参照してください。







	
注意:

ダッシュボードおよびダッシュボード・ページをエクスポートする場合、ダッシュボードまたはダッシュボード・ページ上のすべてのカスタマイズおよびビューがエクスポートに対応しているとは限らないので注意してください。(たとえば、BI Publisherレポートやティッカ・ビューはサポートされていません。)サポートされていない項目は無視されて空のセルに置換されます。







ダッシュボードまたはダッシュボード・ページをエクスポートするには:

	
エクスポートするダッシュボードまたはダッシュボード・ページを表示します。


	
「ダッシュボード・ページ」ツールバーの「ページ・オプション」ボタンをクリックして、「Excelにエクスポート」を選択し、「現在のページのエクスポート」、「ダッシュボード全体のエクスポート」、(使用可能なオプションによっては)カスタム・エクスポート・レイアウトのいずれかを選択します。

「ファイル・ダウンロード」ダイアログが表示され、ダッシュボードまたはダッシュボード・ページをスプレッドシート・ファイルとして開くか保存できます。

注意: Excelのデフォルトの表見出し形式は「テキストの折返し」です。表見出しの折返し設定を変更するには、次の手順を実行します。

	
「タイトル」で、「ビューの編集」をクリックします。


	
「タイトル」フィールドの右側にある「タイトル」をクリックします。

「タイトルの書式設定」ページが表示されます。


	
「テキストの折返し」を選択解除して、「OK」をクリックします。







	
注意:

分析およびダッシュボード・フォント・サイズはピクセル単位で、Excelフォント・サイズはポイント単位です。そのため、分析またはダッシュボードからExcelにエクスポートすると、フォント・サイズが分析またはダッシュボード・フォント・サイズの75%に縮小されます。















ヒート・マトリックス・ビュー、表ビュー、ピボット表ビュー、トレリス・ビューでの値のソートについて

ヒート・マトリックス・ビュー、表ビュー、ピボット表ビュー、トレリス・ビューでは、値をソートすることができます。ソートは、(横向きの三角形が表示されている)メンバー、メジャーおよび行で行うことができ、さらにプロンプトおよびセクションでも行えます。ソートの詳細は、ビューでのデータのソートを参照してください。






ビュー内の行および列のサイズ変更について

表ビュー、ピボット表ビューおよび拡張トレリス・ビューの行エッジおよび列エッジのサイズを変更できます。詳細は、表ビュー、ピボット表ビューおよび拡張トレリス・ビューでの行および列のサイズ変更を参照してください。






結果のドリルについて

ビューに表示される結果の多くは、データの階層構造を表します。メタデータはこれらの階層を指定するもので、階層内の異なる詳細レベルへのアクセスを可能にします。たとえば、売上グラフの情報を地域ごとに分類できます。グラフ上の地域をクリックすると、その地域の国が表示されます(この場合、国はメタデータ階層内の次のレベルに位置します)。このようなクリック操作を「ドリル」と呼びます。

ビューがドリル用に設定されている場合、ダッシュボードでビュー内をドリルできます。


ドリルとは

ドリルは、ビュー内のデータ間を移動する方法です。

	
ドリルダウンして詳細なデータを表示すると、より多くのメンバーが表示されます。

データベースに含まれる実際の項目までドリルダウンできます。たとえば、販売担当者は、販売分析内で都市レベルまでドリルダウンして、パリで大量の販売が保留されていることを確認できます。Oracle Siebel業務アプリケーションを使用している場合は、さらに保留中の販売をドリルダウンして、Oracle BIアプリケーションの該当する販売機会に直接移動できます。


	
階層列をドリルアップすると、より大まかなデータが表示されます。

たとえば、月を示す値からドリルアップして年間のサマリーを表示できます。現在の階層のドリルアップは、ヘッダー・レベルの列全体または個々のメンバーに対して実行できます。たとえば、「地区」から「地域」へドリルアップできます。ドリルアップすると現在のレベル(「地区」など)が非表示になり、より高いレベル(「地域」など)は引き続き表示されます。








ドリルできる場所

ドリルは次のタイプのビューで行えます。

	
ヒート・マトリックス、表、ピボット表およびトレリス - ヒート・マトリックス、表、ピボット表、トレリスのドリルを参照してください。


	
グラフ - グラフのドリルを参照してください。


	
マップ - マップ・ビューのドリルを参照してください。






ヒート・マトリックス、表、ピボット表、トレリスのドリル

ヒート・マトリックス、表、ピボット表またはトレリスでドリルダウンすると、現在のデータに詳細レベルのデータが追加されます。たとえば、1つの大陸からドリルした場合、その大陸および大陸にある国のデータが表示されます。

次の項に記載のとおり、ヒート・マトリックス、表、ピボット表、トレリスのドリル方法は列タイプによって異なります。


属性列のドリル

属性列をドリルするには、ドリルするヘディングまたはメンバーをクリックします。クリックするためにカーソルを値の上に移動すると、値に下線が表示されます。これはクリックしてドリルできることを意味します。

属性列をドリルすると、下位のレベルがビューに追加されます。属性列のドリルはすべてのビューに影響します。これはフィルタ・ドリルと同じです。値をクリックすると分析に列が追加され、自動的にフィルタが作成されて「基準」タブに表示されます。

属性列のグループはドリルできません。属性列のグループの定義を表示するには、「選択ステップ」ペインで対応するステップを編集します。

属性列のドリルには、データ・ビューの右クリック・メニューも使用できます。





階層列のドリル

階層列をドリルするには、メンバーの横にある「展開」アイコンおよび「縮小」アイコンをクリックします。クリックすると、レベルが1つ展開または縮小します。たとえば、「製品全体」から「製品」へ展開すると、「製品全体」の値を表示したまま「製品」のメンバーが挿入されます。

階層列をドリルすると、ビューに含まれているデータのノードが展開および縮小します。階層列のドリルは特定のビューのみに影響します。その他のビューには影響しません。

レベル・ベースの階層のドリルと値ベースの階層のドリルは、同様に機能します。階層をドリルするたびに、レベルが1つ展開または縮小します。たとえば、階層に「大陸」、「地域」および「都市」の各レベルが含まれており、ビューに大陸のデータが表示されている場合、「オーストラリア」から1つ下のレベルを展開してオーストラリアに含まれる地域を表示できます。さらに、地域から1レベル展開して都市を表示するか、1レベル縮小して大陸に戻ることができます。

ドリルの際にはドリルの状態が保持されます。上位レベルで縮小し再び展開すると、メンバーは同じドリル・ポイントで再表示されます。

「縮小」アイコンをクリックすると、分析に含まれる階層内のすべてのレベルで、ドリルダウンによって追加されたか「サブジェクト・エリア」ペインから追加されたかにかかわらず、縮小されて現在のレベルに戻ります。

非対称ドリルを実行すると、様々なメンバーを異なるレベルまでドリルできます。たとえば、「世界」を展開すると各大陸の第2レベルに「アメリカ」「アジア」「オーストラリア」が表示されるとします。さらに「アメリカ」をドリルして展開するとアメリカの地域が表示されますが、「アジア」および「オーストラリア」は展開しません。

階層列のグループのメンバーを展開および縮小できます。たとえば、都市を含むグループがビューに表示されている場合、そのグループ名をクリックすると都市が表示されます。

階層列の展開および縮小には、データ・ビューの右クリック・メニューも使用できます。








グラフのドリル

グラフをドリルダウンすると、現在のデータが詳細レベルのデータに置き換えられます。たとえば、1つの大陸からドリルダウンした場合、その大陸に含まれる国のデータは表示されますが、大陸自体のデータは表示されません。

ドリルダウンは次の方法で行えます。

	
任意の軸または凡例の(ドリル可能な)ラベルをクリックします。(ドリル可能な場合はマウス・ポインタが変化します。)


	
属性列とメジャー列のみがグラフに含まれている場合は、データ・ポイントをクリックしてすべての列をドリルできます。


	
1つ以上の階層列を含む複数の列が含まれている場合は、ラベルまたはデータ・ポイントをクリックするとメニューが表示され、ドリルダウンする列を選択できます。アクション・リンクが使用可能な場合は、これらのリンクも表示されます。


	
データ・マーカー、凡例またはグループレベル(X軸)項目を右クリックして、メニューから「ドリル」を選択できます。詳細は、ビューの右クリック相互作用を参照してください。




グラフがダッシュボードに埋め込まれた方法によって、ブレッドクラム機能、ブラウザの「戻る」ボタン、ダッシュボードのカスタマイズのクリア・オプション(すべてのビュー)などを使用して前のグラフに戻ることができます。




	
注意:

時系列線グラフの時間列のドリルダウンはサポートされていません。時間列ではデータや日時のかわりにデータ型が使用されます。
















分析およびダッシュボードのアクション・リンクやアクション・リンク・メニューを使用したアクションの実行

分析でデータを分析する、ダッシュボードを表示する、またはエージェントによって配信されたコンテンツを表示するなどの作業を行うと、データからビジネスの実態を把握できるため、結果としてなんらかのアクションを実行することになります。アクション・リンクおよびアクション・リンク・メニューが使用可能であれば、これらを使用してアクションを実行できます。

	
アクション・リンクは分析の列ヘッダーまたはデータ値、もしくはダッシュボード・ページに埋め込まれており、クリックすると関連付けられているアクションが実行されます。

たとえば、分析のデータ値に、指定された電子メール・アドレスへ分析を送信するアクション・リンクが含まれているとします。データの分析後、それを上司に見せる必要があると判断した場合は、このアクション・リンクをクリックして分析から上司へ直接送信できます。図A-1に、電子メールを送信するアクション・リンクの例を示します。


図A-1 電子メールを送信するアクション・リンクの例

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]



	
アクション・リンク・メニューはダッシュボード・ページに埋め込まれたメニューで、複数のアクション・リンクがメニューのオプションとしてグループ化されています。アクション・リンク・メニューを使用すると、アクション・リンク・オプションのリストから正しいアクションを選択して実行できます。図A-2に、アクション・リンク・メニューの例を示します。


図A-2 「アクション・リンク」メニューの例

[image: この図については周囲のテキストで説明しています。]










分析およびダッシュボードのアクション・リンクに関連付けられているアクションの実行について

アクション・リンクに関連付けられているアクションを実行する手順:

	
次のいずれかを実行します。

	
そのアクションがスタンドアロン・アクション・リンクに関連付けられている場合は、アクション・リンクをクリックします。


	
そのアクションがアクション・リンク・メニューのアクション・リンクに関連付けられている場合は、アクション・リンク・メニューをクリックしてアクション・リンク・オプションを選択します。





	
詳細情報を求めるプロンプトや確認を促すプロンプトが表示された場合は対応します。




	
注意:

成功を示す呼出しメッセージは、アクション・リンクに関連付けられているアクションが正しく実行されたことのみを示します。そのアクションが表すプロセスや操作が正しく実行されたことを示すものではありません。















グラフ、ゲージおよびファンネルでのセクション・スライダの使用方法

グラフ、ゲージおよびファンネルにはセクション・スライダが含まれている場合があります。セクション・スライダを使用すると、グラフ、ゲージまたはファンネルに表示されるデータを制限できます。セクション・スライダの詳細は、グラフ、ゲージおよびファンネルのセクション・スライダの定義を参照してください。

グラフ、ゲージまたはファンネルのセクション・スライダを使用するには:

	
セクション・スライダのコンポーネントを使用して、次のように値を選択します。

	
特定の値を選択するには、スライダのサム(つまみ部分)を値に移動します。


	
現在の値より左にある値にスライダのつまみを移動するには、「減少」ボタン(スライダの左から2番目のボタン)をクリックします。


	
現在の値より右にある値にスライダのつまみを移動するには、「増加」ボタン(スライダの右端にあるボタン)をクリックします。


	
連続して値全体にスライダのつまみを移動するには、再生ボタン(スライダの左端にあるボタン)をクリックします。再生ボタンは「一時停止」ボタンに変化するため、特定の値で停止できます。




グラフ、ゲージまたはファンネルに表示されるデータは、スライダのつまみで示した現在の値によって制限されます。









ダッシュボード・ページのマップ・ビューでの作業について

コンテンツ設計者は、ダッシュボード・ページにマップ・ビューを含めることができます。マップ・ビューはデータを空間形式で表します。マップ・ビューでは、場所に関する情報を介して、表やグラフではわかりづらい地域間の傾向や取引を把握できます。たとえば、アメリカ合衆国の地図を表示する場合に、販売実績ごとに州を色分けできます。

この項では、ダッシュボード・ページ上のマップでの作業に関する、次の情報を提供します。

	
マップ・ビューのパン


	
マップ・ビューのズーム


	
マップ・ビューのドリル


	
マップ・ビューでのフォーマットのしきい値の変更


	
マップ・ビューでのフォーマットの表示および非表示




マップ作成の詳細は、マップ・ビューの編集を参照してください。




	
注意:

マップ・ビューを操作する際には、次の点に注意してください。
	
Microsoft PowerPointドキュメントにマップ・ビューをダウンロードすると、一部のマップ・フォーマット・イメージおよびスライダが正しく(もしくは完全に)ダウンロードされない場合があります。


	
マップ・ビューには、Google Mapsなどの外部プロバイダのタイルをフェッチするように構成された背景マップを含めることができます。タイルとは、マップ・レイヤー全体の限定された部分を表示するイメージのことです。このようなマップ・ビューを印刷すると、背景マップ以外の、適用されたフォーマットなどが出力されます。


	
マップ・ビュー・エラーを受信したとき、適切な権限がある場合は、マップを編集して問題の修正を試みることができます。詳細は、マップ・ビューの編集を参照してください。














マップ・ビューのパン

マウスをクリックおよびドラッグして、マップ・ビューをパンします。メイン・マップまたは概要マップでパンできます。概要マップでは十字線を使用して全体を移動することもできます。パンしても新規問合せは発行されません。

ズーム・モードのいずれかでない場合は常にパン・モードです。

パン・モードでは、次のことができます。

	
マップの背景をクリックしてドラッグする。


	
マップ上の地域にカーソルを移動して情報ウィンドウを表示し、カーソル直下の地域のデータを表示する。


	
クリックして情報ウィンドウを表示します。情報ウィンドウを使用すると、詳細ビューをドリルまたは更新できます。詳細は、マスター詳細関係でリンクされているビューでの作業についてを参照してください。


	
マップをダブルクリックしてズームする。




パンはマップ・ビューのデフォルト・モードで、交差した矢印カーソルはパン・モードであることを示します。

マップ・ビューでパンするには

	
「ズーム・イン」ボタンおよび「ズーム・アウト」ボタンが選択されていないことを確認します。


	
マップの背景をクリックしてドラッグし、目的の場所にドロップします。









マップ・ビューのズーム

マップをズームすると、マップに表示される地理データの詳細が調整されます。たとえば、国レベルからズーム・インすると州や市区町村の詳細が表示されます。道レベルのビューからズーム・アウトすると、道レベルの情報は非表示になり、市区町村が表示されます。マスター詳細リンクの場合、マップ・ビューでは、マスター・ビューで選択された詳細機能にフォーカスされます。

ズームでは次の操作を行えます。

	
マップの背景をクリックする。クリックでズームするには、まずツールバーからズーム・モードを選択する必要があります。デフォルト・モードはパンで、これは手型カーソルで示されます。ズーム・モードになるとマウス・ポインタは拡大鏡に変わり、マップ上で直接クリックしてズームできます。

ズームインしているときに、1回クリックするか、クリックしてドラッグすることで、マーキー・ズームを使用できます。ズームするエリアを描くボックスを描画できます。


	
マップ上の地域にカーソルを移動して情報ウィンドウを表示し、カーソル直下の地域のデータを表示する。


	
クリックしてズーム・インおよびズーム・アウトする。クリックすると、その場所を中心点として増分1のズーム・インが実行されます。




アクセシビリティ機能






B アクセシビリティ機能


この章では、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionのアクセシビリティ機能の構成方法と使用方法を説明します。ここでは、キーボード・ショートカットおよびアクセシビリティの設計方法を説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
アクセシビリティ機能の使用


	
キーボード・ショートカット


	
アクセシビリティに対応した設計


	
アクセシビリティを高めるオブジェクトの使用


	
BI Composer for Oracle BI EEのインストールと構成






アクセシビリティ機能の使用

この項の構成は、次のとおりです。

	
アクセシビリティ機能とは


	
キーストロークを使用したサイン・イン


	
アクセシビリティ・モードの変更






アクセシビリティ機能とは

Oracle BI EEのアクセシビリティ機能は、障害者や高齢者による製品内の移動や使用を容易にするためのものです。アクセシビリティ機能では、標準ベースの支援技術ハードウェアおよびソフトウェア(Freedom Scientific JAWSやMicrosoft Narratorなど)がサポートされます。アクセシビリティ機能は、次のカテゴリに大別できます。

	
サードパーティ支援技術製品を使用した機能。これらの機能は、サードパーティ支援技術製品で解釈できる、標準のHTML要素から構成されるユーザー・インタフェースの提供に重点が置かれています。


	
アクセシビリティ・モードの変更に記載されているアクセシビリティ・モード。


	
マウスの使用が困難であったり、マウスを使用できないユーザーのコンテンツ内の移動を簡単にするキーボード・ショートカット。

詳細は、キーボード・ショートカットを参照してください。


	
コンテンツの作成者が、アクセシビリティを必要とするユーザーをサポートするコンテンツを作成できるようにするコンテンツ設計機能。Oracle BI EEには、様々な機能を自動的に提供するアクセシビリティ・モードが用意されていますが、デザイナは、ユーザー・コミュニティのアクセシビリティ要件を満たすコンテンツを作成する必要があります。

詳細は、アクセシビリティに対応した設計およびアクセシビリティを高めるオブジェクトの使用を参照してください。









キーストロークを使用したサイン・イン

次の手順を使用して、マウスではなく、キーストロークを使用してOracle BI EEにサイン・インします。

キーストロークを使用してOracle BI EEにサイン・インする手順:

	
ブラウザにOracle BI EEのサイン・イン・ページを表示します。


	
Oracle BI EEで使用する言語を変更する場合は、[Tab]キーを押して挿入ポイントを「言語」フィールドに置き、矢印キーを使用して目的の言語を選択します。次に、挿入ポイントは「ユーザーID」フィールドに置かれます。


	
IDを入力して[Tab]キーを押し、「パスワード」フィールドに挿入ポイントを置きます。


	
パスワードを入力します。


	
次のいずれかのアクションを実行します。

	
スクリーン・リーダーの使用を容易にする方法で、Oracle BI EEのコンテンツをブラウザでレンダリングする場合、またはOracle BI EEで使用する言語を変更する場合は、[Tab]キーを2回押して「アクセシビリティ・モード」ボックスに挿入ポイントを置きます。


	
サイン・イン処理を完了させる場合、[Enter]キーを押して「サイン・イン」ボタンをアクティブにします。





	
スクリーン・リーダーの使用を容易にする方法で、Oracle BI EEのコンテンツをブラウザでレンダリングする場合は、スペース・キーを押して「アクセシビリティ・モード」ボックスを選択します。


	
[Shift]キーを押しながら[Tab]キーを2回押して、「サイン・イン」ボタンに挿入ポイントを置いた後、[Enter]キーを押して「サイン・イン」ボタンをアクティブにします。









アクセシビリティ・モードの変更

Oracle BI EEのアクセシビリティ・モードでは、障害を持つユーザーをサポートする機能のみが表示され、スクリーン・リーダーに適したユーザー・インタフェースがレンダリングされます。次のリストで、アクセシビリティ・モードについて説明します。

	
「分析」エディタのかわりにBIコンポーザ・ウィザードが表示されます。BIコンポーザの詳細は、第15章、BIコンポーザを使用した分析操作を参照してください。


	
「ホーム」ページには、「管理」ページへのアクセスや、ダッシュボードの編集などの編集機能を実行するためのリンクは含まれていません。


	
グラフ・ビューとマップ・ビューが表示されないかわりに、1つ以上の注釈付きの表に変換されます。


	
表およびピボット表は、スクリーン・リーダーがセルの内容を読み上げることができるよう適切な内部用注釈を付けてレンダリングされます。

すべての該当する表のナビゲーション・ショートカットについては、支援技術のドキュメントを参照してください。


	
表またはピボット表のレイアウトの変更にマウスは使用できません。


	
パフォーマンス・タイル、ヒート・マトリックスおよびツリーマップは、ピボット表としてレンダリングされます。


	
ダッシュボード・ビルダーでセクションが縮小不可とマークされている場合でも、ダッシュボード・ページのセクションの左上隅に縮小アイコンが含まれます。ダッシュボード・ページでの移動にキーボードを使用する場合、これによって、アイコンがフォーカスを得る最初の要素になります。


	
ページ・オプションのメニューが表示されるダッシュボード・ページの「ページ・オプション」ツールバー・ボタンは使用できません。


	
ダッシュボード・ページがリフレッシュされると、別のページに移動した場合でも、フォーカスの場所は保持されません。[Tab]キーを押して、フォーカス可能な項目間を移動する必要があります。


	
トレリス・ビューは、ダッシュボードに表示するとピボット表ビューに変換され、その際に次の変更を伴います。

	
内部グラフの属性列は、ピボット表ビューには含まれません。


	
メジャー値はピボット表ビューの新しい粒度に集計されます。







デフォルトでは、Oracle BI EEはアクセシビリティ・モードを使用しません。各ユーザーは、キーストロークを使用したサイン・インの説明に従ってサイン・インするとき、またはサイン・イン後に次の手順を使用することによって、アクセシビリティ・モードを有効にするかどうかを決定できます。

サイン・イン後に、キーストロークを使用してアクセシビリティ・モードを有効にするには:

	
「次としてサインイン」領域の自分のユーザー名がフォーカスされるまで、[Tab]キーを押してグローバル・ヘッダーを移動します。


	
[Enter]キーを押して[Tab]キーを押し、「マイ・アカウント」リンクを強調表示します。


	
[Enter]キーを押して、「マイ・アカウント」ダイアログを表示します。


	
[Tab]キーを押して、「マイ・アカウント」ダイアログ: 「プリファレンス」タブを選択します。


	
「アクセシビリティ・モード」オプションに達するまで[Tab]キーを押し、タブのフィールドを移動します。


	
矢印キーを使用して「オン」オプションを選択します。


	
[Enter]キーを押して変更を保存し、ダイアログを閉じます。


	
ページをリフレッシュし、ページがアクセシビリティ・モードで表示されることを確認します。











キーボード・ショートカット

この項では、ショートカットに関する次の情報について説明します。

	
Oracle BI EEとOracle BI Publisherのキーボード・ショートカット


	
Oracle Business Intelligenceダッシュボードでの移動






Oracle BI EEとOracle BI Publisherのキーボード・ショートカット

Oracle BI EEでもBI Publisherでも、ソフトウェア・アプリケーションの多くで使用されている標準的なキーボード・ショートカットがサポートされます。また、両コンポーネントとも、コンポーネントに固有のタスクを実行するショートカットを用意しています。表B-1に、Oracle BI EEとBI Publisherで使用する一般的なキーボード・ショートカットを示します。


表B-1 一般的なキーストローク

	キーボード・ショートカット	結果
	
[Ctrl]+[Alt]+[G]

	
グローバル・ヘッダー内の最初のフォーカス可能な要素(「コンテンツにスキップ」リンク)に移動します。このリンクによって、グローバル・ヘッダーで使用可能なオプションを無視し、「ホーム」ページのメインの部分で使用できる機能に移動できます。


	
[Ctrl]+[Alt]+[D]

	
グローバル・ヘッダーのダッシュボードのポップアップ・メニューに移動します。[Enter]キーを押して、表示するダッシュボードを選択するメニューを表示できます。


	
[Ctrl]+[Alt]+[P]

	
タブが表示されている場合、現在のダッシュボード・ページ・タブに移動します。ダッシュボードのページが1つのみの場合、ページ・タブは表示されません。


	
[Ctrl]+[Shift]+[S]

	
次のセクションの最初のフォーカス可能な要素に移動します。ダッシュボード・ページの場合、最初の要素は縮小アイコンです。


	
[Ctrl]+[Shift]+[U]

	
前のセクションの最初のフォーカス可能な要素に移動します。ダッシュボード・ページの場合、最初の要素は縮小アイコンです。


	
[Tab]

	
フォーカス可能な次の要素に移動します。


	
[Shift] + [Tab]

	
フォーカス可能な1つ前の要素に移動します。


	
下矢印キー

	
次のメニュー・オプションに移動します。


	
上矢印キー

	
1つ前のメニュー・オプションに移動します。


	
[Enter]

	
URLまたはアクティビティが関連付けられているリンク、イメージまたはボタンにすでにフォーカスがある場合、アクティビティをトリガーします。


	
[Esc]

	
フォーカスが置かれているメニューを閉じます。








表B-2に、Oracle BI EEのダッシュボードおよびBI Publisherのレポート内を移動するキーボード・ショートカットを示します。


表B-2 Oracle BI EEとBI Publisher内を移動するキーボード・ショートカット

	キーボード・ショートカット	結果
	
[Alt] + 上向きまたは下向き矢印

	
ドロップダウンまたはコンボ・ボックスを開きます。


	
[Ctrl] + 上向きまたは下向き矢印

	
コンボ・ボックス内の次の項目または1つ前の項目を表示します。











	
注意:

Freedom Scientific JAWSまたは他のスクリーン・リーダー・プログラムを使用する場合、キーストロークの組合せを使用してダッシュボードを移動するには、まず、仮想PCカーソルを無効にする必要があります。ダッシュボードの表オブジェクト内の移動などでは仮想PCカーソルを有効にする必要があります。







表B-3は、BIコンポーザ・ウィザードをナビゲートするためのキーボード・ショートカットを示しています。(BIコンポーザの詳細は、第15章、BIコンポーザを使用した分析操作を参照してください。)




	
注意:

BI Composerウィザードの「カタログ」タブに表示されているカタログ・ツリーは、表として解釈されます。ツリーをナビゲートするには、ご使用のスクリーン・リーダー・プログラムのテーブル・キーストロークを使用してください。








表B-3 BIコンポーザ・ウィザード内をナビゲートするキーボード・ショートカット

	キーボード・ショートカット	結果
	
[Alt]+[Shift]+[B]

	
「戻る」ボタンに移動します。


	
[Alt]+[Shift]+[C]

	
「取消」ボタンに移動します。


	
[Alt]+[Shift]+[L]

	
「終了」ボタンに移動します。


	
[Alt]+[Shift]+[X]

	
「次へ」ボタンに移動します。


	
[Alt]+[Ctrl]+[M]

	
コンテキスト・メニューに移動します。たとえば、カタログ・ツリーでアイテムを選択して、[Alt]、[Ctrl]、[M]の各キーを同時に押すと、メニュー・アイテムを展開および縮小するオプションが付いたメニューが表示されます。


	
[Alt]+下矢印キー

	
ポップアップ・ウィンドウで一つずつメッセージを読み取ります。











ホーム・ページでの移動

Oracle BI EEへのサイン・イン後またはOracle BI EEの他の場所から移動してホーム・ページを表示した場合、[Ctrl]+[Alt]+[G]を押して、ホーム・ページの左上隅の「コンテンツにスキップ」リンクにフォーカスを置きます。

ホーム・ページをキーストロークで移動する手順:

	
キーストロークを使用したサイン・インに記載のとおり、Oracle BI EEにサイン・インします。


	
[Ctrl]+[Alt]+[G]を押して、ホーム・ページの左上隅の「コンテンツにスキップ」リンクを表示します。


	
次のいずれかを押します。

	
ホーム・ページのデフォルトの開始位置である、グローバル・ヘッダーの下の左上隅にある最初のリンクに移動するには、このリンクで[Enter]キー。


	
グローバル・ヘッダーの最初のフォーカス可能な要素に移動するには、[Tab]キー。





	
[Tab]キーを押して、ホーム・ページの要素間を移動します。









Oracle Business Intelligenceダッシュボードでの移動

次の手順に、キーボード・ショートカットを使用して、ダッシュボード内を移動する1つの方法を示します。この手順に、キーボード・ショートカットとオプションがすべて含まれているわけではありません。1つの例として参照してください。

ダッシュボードをキーストロークで移動する手順:

	
キーストロークを使用したサイン・インに記載のとおり、Oracle BI EEにサイン・インします。

	
最初に「ホーム」ページが表示されたら、キーストロークを使用してダッシュボードを表示します。[Alt]、[Ctrl]、[D]の各キーを同時に押すと、グローバル・ヘッダーの「ダッシュボード」メニューに移動し、[Enter]キーを押してメニューを表示します。[Tab]キーまたは矢印キーを押してダッシュボード名を移動し、表示するダッシュボードの名前で[Enter]キーを押します。

次のステップに進みます。


	
ダッシュボードが表示されたら、次のステップに進みます。





	
次のようにして、目的のダッシュボード・ページに移動します。

	
[Ctrl]+[Alt]+[G]を押して、「コンテンツにスキップ」リンクを表示します。


	
[Tab]キーを押してグローバル・ヘッダーを移動し、ダッシュボードの最初のページに相当するタブに移動します。

ページ・タブがない場合、ダッシュボード・ページの最初のフォーカス可能な要素に移動します。

[Tab]キーを押してダッシュボード・ページ間を移動します。最後のページで[Tab]キーを押すと、ダッシュボード・ページ・メニューにフォーカスが移ります。


	
適切なページ・タブにフォーカスがある状態で[Enter]キーを押し、ダッシュボードのそのページを開きます。





	
[Ctrl]+[Shift]+[S]を押して、次のセクションの最初のフォーカス可能な要素(縮小アイコン)に移動します。


	
[Tab]キーを押して、現在のセクション内の次のフォーカス可能な要素に移動します。


	
[Ctrl]+[Shift]+[S]を押して、次のセクションの最初のフォーカス可能な要素に移動します。


	
セクションの縮小および展開アイコンにフォーカスがある状態で[Enter]キーを押し、現在のセクションを縮小します。


	
表またはピボット表で移動するには、次のようにします。

	
[Tab]キーで表を選択します。


	
[Tab]キーで表のヘッダーを移動し、そこにあるメニューを選択します。


	
表にフォーカスがある状態で矢印キーを押し、表の列および本体のセルの間を移動します。

本体のセルにフォーカスがある状態でヘッダー行のドロップダウン・メニューにアクセスするには、[Tab]キーを押してから[Enter]キーを押し、最初のヘッダー行のメニュー・オプションを表示します。[Tab]キーを押して、矢印キーでメニュー内のオプションを強調表示し、[Enter]キーを押してオプションを選択します。














アクセシビリティに対応した設計

様々なユーザーが消費するコンテンツを作成する場合、障害を持つユーザーへのサポートを提供できるように設計する必要があります。このようなサポートは、世界中のいたる所で法的要件となっています。

異なる障害を持つ様々なユーザーが消費するコンテンツを設計する際に使用できる一般的なガイドラインがいくつかあります。これらのガイドラインを、Oracle BI EEやその他のアプリケーション用に作成するコンテンツに適用します。Oracle BI EEに固有の機能にも注意し、作成するコンテンツがアクセシビリティ要件を必ずサポートするようにする必要があります。

この項には、アクセシビリティに対応した設計に関する次のトピックが含まれています。

	
一般的な情報の入手


	
よくある誤解の回避


	
推奨されるベスト・プラクティスの踏襲


	
アクセシブルなコンテンツに関する一般的なガイドラインの準拠


	
アクセシブルなダッシュボードの設計






一般的な情報の入手

IT産業におけるアクセシビリティに関する情報は、出版されている様々な書籍から得ることができます。このガイドでは、それらの情報を繰り返すつもりはありません。様々な規格や法律(特にWorld Wide Web Consortium(W3C)や米国リハビリテーション法第508条)がドキュメントになっています。






よくある誤解の回避

テクノロジとアクセシビリティについて特定の想定をしているデザイナが多くいます。よくある誤解には次のようなものがあります。

	
HTMLのコンテンツは自動的にアクセシブルなコンテンツになります。


	
アクセシブルなツールは自動的にアクセシブルなコンテンツを作成します。


	
自動化されたテスティング・ツールは、アクセシビリティを確実に判断できます。




しかし、これらの想定はいずれも正しくありません。開発者は、HTMLを使用してアクセシブルでないコンテンツを作成できます。アクセシブルなコンテンツを生成できるツールがデフォルトではそのように動作しない場合もあれば、既存のアクセシブルなコンテンツ内でアクセシビリティ機能を無効にするオプションを開発者が選択できる場合もあります。自動化されたテスティング・ツールは、必ずしもエンド・ユーザーが行うのと同じようにコンテンツと対話するわけではありません。その結果、アクセシブルな要素をアクセシブルでないと誤ってレポートする可能性があります。したがって、アクセシビリティは、最終的にはコンテンツ・デザイナが責任を負います。コンテンツの作成時、デザイナはよく行われる特定の操作に注意し、コンテンツがすべてのユーザーにアクセシブルであるようにします。






推奨されるベスト・プラクティスの踏襲

ダッシュボード・ページのコンテンツを構成または作成する場合、推奨される次のベスト・プラクティスについて考慮してください。

	
ティッカはサポートされていないため、使用を控えます。


	
ダッシュボードを保存する場合は、ユーザーがアクセスしやすい適切な場所に必ず保存してください。適切な場所の詳細は、他の名前と他の場所でのダッシュボードの保存を参照してください。


	
ページの双方向性と複雑性を減らします。たとえば、プロンプトやドロップダウン・メニューの数を制限したり、セクションのドリル・インライン機能の使用や多数の行を表示する表の構成を避けます。









アクセシブルなコンテンツに関する一般的なガイドラインの準拠

障害には様々なものがあるという事実および1人の人間が複数の障害を持っている場合があるという事実を常に考慮に入れてください。様々な障害の程度(様々な色覚異常のタイプなど)があるということにも注意する必要があります。設計の際、これらの可能性をすべて考慮に入れる必要があります。

この項では、設計の次の一般的な分野に関するガイドラインを示します。

	
フォントの選択


	
色の選択


	
色のコントラスト






フォントの選択

視力の弱いユーザーは、多くの場合、画面拡大ソフトウェアを使用して画面を読み易くします。使用するフォントは、アクセシビリティ・ツールで20倍に拡大されても判読可能である必要があります。フォントには、拡大すると適切に表示されないものと、適切に表示されるものがあります。

Oracle BI EEのダッシュボードでは、スタイル・シートを使用して標準的な表示定義を設定します。これらのスタイル・シートで、適切に拡大されるフォントが常に選択されているようにします。そのようにすると、コンテンツの作成者によって、アクセシブルなフォントを使用するよう自動的にデフォルト設定されます。






色の選択

色覚異常には、赤と緑(最も一般的な色覚異常)などのような一般的な2つの色の区別がつきにくいものから、灰色と黒の濃淡のみがわかる全色覚異常まで様々なタイプがあります。重要な情報の伝達に色のみを使用すると、特定のユーザーが関連するすべての情報に完全には気付かない可能性があります。視覚障害者は、色によって伝達される情報を代替テキストの形式で示される必要があることは言うまでもありません。

このことは、開発者にとって、重要な情報を色のみで示すコンテンツを作成するべきではありません。アクセシブルでないデザインの1つの例に、テキストを赤に色付けすることでのみ負の数値を表すことがあります。もう1つの例には、コンテキスト情報が色のみで示される(よい場合は緑、悪い場合は赤)信号形式のインジケータがあります。


テキストへの色の使用

同じ情報を表す別の方法が含まれている場合、デザインに色を使用することができます。たとえば、マイナス記号やカッコを使用して表やピボット表で負の数値を表すことができます。信号表示の場合、色以外に説明テキストや異なる形状のアイコンを追加できます。「ステータス: 良」などのテキストを含めることができます。よいを表す緑色の円、警告を表す黄色の三角、悪いを表す赤色の八角形を含めることができます。








色のコントラスト

同系色の微妙な濃淡を区別できない色覚異常もあるため、すべての画面要素の全体的な色彩設計では、色の対比を大きくする必要があります。色の明度のコントラスト比が最低でも4.5:1になるようにする必要があります。たとえば、薄い灰色の背景に濃い灰色のテキストを使用するのではなく、白い背景に黒のテキストを使用します。

支援のための次のWebサイトを活用できます:

	
このサイトには、コントラストが適切なレベルかどうかをテストできるツールがあります。

http://www.paciellogroup.com/resources/contrast-analyser.html


	
このサイトには、様々なタイプの色覚障害のユーザーにWebサイトがどのように見えるかを確認するためのツールがあります:

http://colorfilter.wickline.org/











アクセシブルなダッシュボードの設計

アクセシブルなダッシュボードを設計するには、次の項のガイドラインを使用します。

	
一貫した構造の奨励


	
ダッシュボード・ページの単純化


	
画面上のコンテンツの改良


	
代替表示の提供


	
禁止されている機能の回避






一貫した構造の奨励

次のガイドラインを使用して、ダッシュボードに一貫した構造を使用するよう努めます。

	
複数のダッシュボードに同様の機能やコンテンツが含まれる場合、それらのリンクやフォームをすべてのダッシュボードで同じ位置に配置します。


	
同じ機能やリンク先のボタンやリンクには同じテキストとラベルを使用します。グラフィック要素を使用して、コントロール、ステータス・インジケータまたは他のプログラム要素が表されている場合、各グラフィック要素に割り当てられている意味が、ダッシュボードの全ページで一貫しているようにします。


	
同じ機能に使用されているアイコンや他のグラフィックに同じテキストを割り当てます。グラフィックは支援技術では読み取ることができず、弱視のユーザーはグラフィックの意味を認識できない可能性があります。したがって、すべてのグラフィックに、機能を表す追加テキストを付ける必要があります。

グラフィックには、ALTテキストを付ける必要があります。これは、グラフィックに関連付けられている、用途を適切に説明するテキストです。この代替テキストは、HTMLコードの要素のALT属性で指定されます。グラフィックが美術的な目的のために存在し、機能上意味がない場合でも、要素にnullのALTテキスト(alt="")を指定し、テキストをスキップする必要があることをスクリーン・リーダーが認識できるようにします。

ALTテキストの作成がサポートされない他のグラフィック要素の場合、上部または横に機能を表すテキスト・フィールド(「下の表示ビューを選択」など)を含めます。









ダッシュボード・ページの単純化

ダッシュボード・ページが単純になるよう努めます。1つのページに多数のオブジェクトを含めないようにします。複雑で移動が難しい1つのページではなく、移動が簡単な複数のページを含めます。






画面上のコンテンツの改良

次のガイドラインを使用して、ダッシュボードの画面上のコンテンツを改良します。

	
グラフで色の明度差が大きくなるようにするのと同様に、ダッシュボード・ページに色付きまたはパターン付きの背景を使用しません。


	
ダッシュボードのヘッダー領域および複数ページのダッシュボードのタブに、背景とテキストとの高コントラストをサポートするスタイルを使用します。


	
最も重要なコンテンツをページの最上部に配置し、スクリーン・リーダーのユーザーが画面全体を移動しなくてもコンテンツにアクセスできるようにします。









代替表示の提供

インタラクティブなGISマップやオーディオ・ビデオ・フィードなどの元来視覚的な表示の場合、これらの要素を直接アクセシブルにする方法はありません。この種のコンテンツをデプロイする場合、同様の対話機能を持った、同じ情報をテキスト・ベースで表したものも用意する必要があります。通常、これは、関連するデータ(ある場合)で対応する表またはピボット表を作成するか、オーディオビジュアル・コンテンツに対してはキャプションとテキストの説明を付けることを意味します。





分析の説明の付加

ダッシュボード・ページでは、説明フィールドに基づいてオブジェクトに説明テキストが生成されます。作成する各分析に、機能の短い説明が含まれていることを確認します。この説明は、分析の「保存」ダイアログの「説明」フィールドに指定します。





ダッシュボードへのスタイルの使用

Oracle BI EEシステムで使用できるスタイルとスキンのセットによって、ダッシュボードの全体的なルック・アンド・フィールが制御されます。次の項に記載のとおり、スタイルとスキンをアクセシビリティに使用できます。

	
カスタムのスタイルとスキンの作成


	
ダッシュボードへのスタイルの適用






カスタムのスタイルとスキンの作成

カスタムのスタイルとスキンを作成して、デフォルトのフォント選択、高コントラスト色スキームなどのアクセシビリティをサポートする標準設定を実装できます。デフォルトのスタイルをコピーして修正することで開始できます。これらのファイルを修正することによって、特定の障害をお持ちのユーザーに役立つデフォルトの色、コントラストおよびフォントを選択できます。






ダッシュボードへのスタイルの適用

すべてのダッシュボードに対するデフォルト・スタイルを設定することも、個々のダッシュボードに適用するスタイルを選択することもできます。アクセシビリティの必要なユーザー向けに特に最適化されたコンテンツを含むダッシュボードのセットを作成できます。必要なユーザー用に、1つ以上の個々のダッシュボードに特別なアクセシビリティ用スタイルを適用することもできます。

特定のダッシュボードのダッシュボードのプロパティ・ページでスタイルを指定します。








禁止されている機能の回避

2Hzから55Hzまでの周波数で点滅する要素やアニメーションを過度に使用する要素(証券ティッカ表示ウィジェットなど)などの特定の機能は絶対に使用しないでください。法律で規定されたデザインの禁止事項に精通し、それらの要素をダッシュボード・ページに含めないようにします。










アクセシビリティを高めるオブジェクトの使用

この項には、アクセシビリティを高めるオブジェクトの使用例を示す次のトピックが含まれています。

	
ビュー・セレクタを使用したコンテンツの切替え


	
カスタムHTMLマークアップ用の静的テキスト・オブジェクトの使用






ビュー・セレクタを使用したコンテンツの切替え

アクセシビリティの必要なユーザー向けに特に最適化された追加コンテンツの作成が必要な場合があります。すべてのユーザー・コミュニティに最も機能に富んだコンテンツを提供する場合、ビュー・セレクタが便利です。

たとえば、色を使用してスライス内の仕事のカテゴリを示す、HR円グラフという名前のビューがあるとします。このグラフが、ダッシュボード・ページのデフォルトのビューとします。ページにビュー・セレクタを含めて、データの表示に色ではなくクロスハッチングを使用する表またはグラフをユーザーが選択できるようにします。グラフに、各スライスが表す実際の値を示すテキスト要素を追加したり、背景グリッドを単純にしたり、説明的なタイトルを含めたりできます。






カスタムHTMLマークアップ用の静的テキスト・オブジェクトの使用

スクリーン・リーダーは通常、標準HTMLマークアップを使用して、ページの移動に関する情報を指定します。最も一般的に使用されているタグの1つは、ヘッダー・タグです。アクセシビリティ・モードが有効な場合、Oracle BI EEダッシュボードのデフォルトのタイトル・ビューには、Titleタグが含まれます。ただし、タイトル・ビューのデザインに他のタグを追加することはできません。

静的テキスト・ビューを使用してタイトル・ビューを置き換え、同時に必要なHTMLタグを指定します。「結果」タブ: 「静的テキスト」エディタの「HTMLマークアップを含む」ボックスを選択し、適切なHTMLコードを入力します。Oracle BI EEシステムのスタイル・シートに含まれているスタイルにアクセスし、残りのダッシュボードに一貫性を持たせるようにします。

たとえば、ダッシュボードにヘッダーを作成し、H3タグを使用してタイトルを入力して、その下に横罫線を挿入できます。静的テキスト・ビューとして次のHTMLコードを入力します。

<H3>My HR Report</H3><HR WIDTH=650 ALIGN=LEFT>








BI Composer for Oracle BI EEのインストールと構成

Oracle BI EEのBIコンポーザをインストールおよび構成する方法は、『Oracle Business Intelligenceインストレーション・ガイドを参照してください。









論理SQLリファレンス






C 論理SQLリファレンス


この付録には、Oracle BIサーバーで認識される論理SQL文の構文および使用方法の情報が記載されています。Oracle BIサーバーの論理SQLには、標準SQLの他に、AGO、TODATE、EVALUATEなどの特殊関数(SQL拡張)が含まれています。論理SQL問合せはプレゼンテーション・レイヤー・オブジェクトに解決されます。

この付録の内容は次のとおりです。

	
Oracle Business Intelligenceの論理SQLについて


	
SQL構文とセマンティクス


	
集計関数、集計実行関数、時系列関数、およびレポート関数


	
文字列関数


	
算術関数


	
カレンダ日付/時刻関数


	
変換関数


	
データベース関数


	
システム関数


	
Advance Analyticsの内部的な論理SQL関数


	
Advanced Analyticsの外部的な論理SQL関数






Oracle Business Intelligenceの論理SQLについて

Oracle BIサーバーは、クライアント・ツールからSQLのSELECT文を受け入れます。また、Oracle BI管理ツールを使用すると、複雑な式を使用した論理列を定義できます。この付録では、派生列を作成するために管理ツールで使用可能なSELECT文および式の構文とセマンティクスについて説明します。

プレゼンテーション・レイヤーおよびビジネス・モデルとマッピング・レイヤーがもたらす抽象化により、クライアントは論理SQLのみを指定してデータを問合せできるため、実際の物理ソースとの相互作用はOracle BIサーバーによって処理されます。各データ・ソース・タイプと通信する必要がある複数のソース言語の複雑さが、ユーザーおよびクライアントから隠されます。

「分析」エディタの「詳細設定」タブの「実行されるSQL」セッションを表示すると、特定の分析に対するOracle BIプレゼンテーション・サービスによって実行される論理SQL問合せをアンサーで表示できます。適切な権限がある場合は、「管理」タブの「セッションの管理」ページを表示すれば、SQLを表示することもできます。詳細を参照するには、「セッションの管理」ページの「ログの表示」をクリックします。

また、アンサーには、論理SQLを実行できる場所もあります。適切な権限がある場合は、「管理」タブの「SQLの実行」ページを使用して、SQLコードを入力してOracle BIサーバーに送信できます。分析に階層列、メンバー選択またはグループが含まれていない場合、「分析」エディタの「詳細設定」タブの「高度なSQL句」フィールドを使用できます。「新規フィルタ」ダイアログでSQLを入力することもできます。

Oracle BI Publisher、Oracle Hyperion Interactive Reporting、Oracle BI Add-in for Microsoft Office、Essbaseなど他のクライアントは、論理SQLを表示してOracle BIサーバーに実行するための独自のインタフェースを提供しています。






SQL構文とセマンティクス

この項では、SQL構文とセマンティクスについて説明します。トピックは次のとおりです。

	
SELECT文の構文と使用上の注意


	
SELECT_PHYSICALの構文と使用上の注意


	
返される行の制限とオフセット


	
演算子


	
条件式


	
リテラルの表現


	
変数






SELECT文の構文と使用上の注意

SELECT文(問合せ指定とも呼ばれる)は、Oracle BI Serverを介して意思決定支援システムを問い合せる方法です。SELECT文では、問合せに一致する表がクライアントに返されます。結果が行と列の形式で格納されるため、表と言えます。

SELECT文はSQL(Structured Query Language)データベースへの問合せの基礎となります。Oracle BIサーバーは論理リクエストを受け入れてリポジトリ内のオブジェクトに問い合せます。ユーザー(または問合せツール)は標準のSQL SELECT文を使用して論理リクエストを作成します。サーバーは、論理リクエストを1つ以上のデータ・ソースに対する物理問合せに変換し、論理リクエストに一致するよう結果を組み合せて、エンド・ユーザーに応答を返します。

論理SQLのSELECT文は、表を結合する必要がないという点で標準SQLとは異なります。問合せに指定される結合条件はすべて無視されます。結合条件はOracle BIリポジトリ内に事前定義されています。

この項では、SELECT文と個々の句の定義の基本構文について説明します。構文の説明は、Oracle BIサーバー固有の基本構文と機能のみを対象としています。SQL構文の詳細な説明は、サード・パーティのSQLに関する参考文献または使用しているデータベースのベンダーが提供しているSQLに関するリファレンス・マニュアルを参照してください。Oracle Databaseの場合は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。

この項の構成は、次のとおりです。

	
SELECT文の基本構文


	
使用上の注意


	
サブ問合せのサポート


	
SELECTリスト構文


	
FROM句の構文


	
WHERE句の構文


	
GROUP BY句の構文


	
ORDER BY句の構文






「SELECT文の基本構文」

次に、SELECT文の構文を示します。


SELECT [DISTINCT] select_list
FROM from_clause
[WHERE search_condition]
[GROUP BY column {, column}
     [HAVING search_condition]]
[ORDER BY column {, column}]


説明:

select_listはリクエストに指定される列のリストです。詳細は、「SELECTリスト構文」を参照してください。

FROM from_clauseはリクエストの表のリストです。リクエストの特定の結合情報をオプションで含みます。詳細は、「FROM句の構文」を参照してください。

WHERE search_conditionでは条件テストを生成するための条件の任意の組合せを指定します。WHERE句は、特定の質問に回答する結果を取得するためにリクエストを制約するフィルタとして機能します。選択する列とともに、フィルタにより結果に含まれる内容が決定されます。詳細は、「WHERE句の構文」を参照してください。

GROUP BY column {, column}ではデータ・ソースに定義された表に属する列(または別名)を指定します。詳細は、GROUP BY句の構文を参照してください。

HAVING search_conditionでは条件テストを生成するための条件の組合せを指定します。構文はWHERE句と同じです。

ORDER BY column {, column}では結果を並べ替える列を指定します。詳細は、「ORDER BY句の構文」を参照してください。






使用上の注意

Oracle BIサーバーはSELECT文を論理リクエストとして処理します。SELECT文で集計データをリクエストする場合、サーバーによってGROUP BY句が自動的に仮定されます。問合せに指定される結合条件はすべて無視されます。結合条件はすべてOracle BIリポジトリ内で事前定義されています。

Oracle BIサーバーは、コメントについて次のSQL構文を受け入れます。

	
Cスタイル・コメント(/* */)


	
1行コメントに対する二重スラッシュ(//)


	
1行コメントに対する番号記号(#)









サブ問合せのサポート

Oracle BIサーバーは、論理リクエスト内の特定のサブ問合せと、UNION、UNION ALL、INTERSECTおよびEXCEPT操作をサポートします。この機能により、回答可能なビジネス上の質問範囲が拡大し、問合せの生成が容易になり、複数のビジネス・モデル間で問合せを実行できるようになります。

Oracle BIサーバーは、任意の条件式(WHERE、HAVINGまたはCASE文など)において次のサブ問合せ述語をサポートします。


IN, NOT IN
Any, >=Any, =Any, <Any, <=Any, <>Any
All, >=All, =All, <All,<=All, <>All
EXISTS, NOT EXISTS


アンサーで、上級ユーザーおよび開発者は「分析」エディタの「詳細設定」タブの「高度なSQL句」フィールドを使用して、様々なSQL句(GROUP BY、HAVING、DISTINCTなど)を指定し、Oracle BIサーバーに送信されるSQL問合せに含めることができます。分析に階層列、選択またはグループが含まれている場合、特定の「高度なSQL句」フィールドが使用できません。






SELECTリスト構文

select_list は、リクエストの列をリストします。すべての列は単一のビジネス・モデルから派生している必要があります。表名を含めることができます(Table.Columnなど)。これは列名がビジネス・モデル内で一意の場合はオプションです。列名に空白が含まれる場合は、列名を二重引用符で囲みます。Oracle BIサーバーでは常に個別の問合せが実行されるため、DISTINCTキーワードを含める必要はありません。集計ルールはサーバーで認識され、集計は自動的に実行されるため、集計が行われる列に集計関数(SUMなど)を含める必要はありません。


構文 


...
* |
  (column | expr) [[AS] alias]
  {, (column | expr) [[AS] alias] }
...


説明:

*はFROM句内の結果表のすべての列を示します。

columnはデータ・ソースに定義される表に属する列(または別名)です。

exprは任意の有効なSQL式です。

注意: アンサーでは、*を使用して「分析」エディタの「詳細設定」タブからすべての列を選択することはできません。かわりに、特定の列を指定する必要があります。






FROM句の構文

Oracle BIサーバーは、任意の有効なSQL FROM句の構文を受け入れます。FROM句の作成を容易にするため、テーブル・リストのかわりにサブジェクト・エリアの名前を指定できます。リクエストで検索する列とOracle BIリポジトリの構成に基づいて、適切な表と適切な結合指定が決定されます。






WHERE句の構文

Oracle BIサーバーは、任意の有効なSQL WHERE句の構文を受け入れます。結合はすべてOracle BIリポジトリ内で構成されるため、WHERE句に結合条件を指定する必要はありません。WHERE句で指定された結合条件はすべて無視されます。

Oracle BIサーバーは、任意の条件式(WHERE、HAVINGまたはCASE文など)において次のサブ問合せ述語をサポートします。


IN, NOT IN
Any, >=Any, =Any, <Any, <=Any, <>Any
All, >=All, =All, <All,<=All, <>All
EXISTS, NOT EXISTS






GROUP BY句の構文

Oracle BIサーバーの自動集計機能により、GROUP BY句を発行する必要はありません。GROUP BY句が指定されていない場合は、GROUP BY指定によって、SELECTリスト内のすべての非集計列がデフォルトで使用されます。SELECTリスト内で集計関数を明示的に使用する場合は、異なる列にGROUP BY句を指定できます。Oracle BIサーバーにより、GROUP BY句で指定されたレベルに基づいて結果が計算されます。

Oracle BIサーバーに対するリクエストでGROUP BY句を使用する方法の詳細な説明と例については、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』を参照してください。






ORDER BY句の構文

Oracle BIサーバーは、SELECTリスト内の順序による列の参照(ORDER BY 3, 1, 5など)を含め、任意の有効なSQL ORDER BY句の構文を受け入れます。

ORDER BYで、次の構文を使用して問合せのNULLのソート順を変更できます。


ORDER BY col1 NULLS LAST, ORDER BY col2 NULLS FIRST


ソート順序列が割り当てられた論理列の場合、ORDER BY句を使用してソート順序列を無視し、かわりに列の値でソートします。次の構文に注意してください。


ORDER BY { { <column_index> | <expr> } [ DISPLAY | SORTKEY ] [ ASC | DESC ] [NULLS { FIRST | LAST } ] }


説明:

DISPLAYは、ソート列が論理列に割り当てられているかどうかに関係なく、式の表示値の順序に基づいてソートします。デフォルトでは、Oracle BIサーバーはソート列が論理列に設定されていない場合にDISPLAYを仮定します。

SORTKEYは、論理列に割り当てられたソート列に基づいてソートします。デフォルトでは、Oracle BIサーバーはソート列が論理列に設定されていない場合にSORTKEYを仮定します。








SELECT_PHYSICALの構文と使用上の注意

SELECT_PHYSICALコマンドには、メタデータ・リポジトリの物理レイヤー内のオブジェクトに直接問い合せたり、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーまたはプレセンテーション・レイヤーに対して問合せ内の文をネストするための機能があります。

SELECT_PHYSICAL問合せはプレゼンテーション・レイヤーおよびビジネス・モデルとマッピング・レイヤーを回避しますが、Oracle BIサーバーは、データベースに渡す前に、SELECT_PHYSICAL問合せに対して分析、解釈および問合せの生成を行います。

SELECT_PHYSICALコマンドには、次の制約があるOracle BIサーバーの標準SQLで許可されている任意の要素を含めることができます。

	
SELECT_PHYSICALコマンドは、リポジトリのビジネス・モデルとマッピング・レイヤーまたはプレセンテーション・レイヤーの構造を明示的に参照しません。


	
SELECT_PHYSICALコマンドは、 潜在論理変換をリクエストしません。


	
SELECT_PHYSICALコマンドには、特定の集計関数を含めることはできません。 - 詳細は、「SELECT_PHYSICAL問合せでサポートされていない集計関数」を参照してください。







	
注意:

SELECT_PHYSICAL文はキャッシュされません。







専用の物理接続を通じてすべてのSELECT問合せがSELECT_PHYSICAL問合せとして処理されるように、Oracle BI ServerへのODBC接続を設定することができます。これを行うには、Oracle BI ServerのODBCデータ・ソースで「リクエストを物理レイヤーに送信」を選択します。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』のOracle Business Intelligenceと他のクライアントの統合に関する項を参照してください。

SELECT_PHYSICAL文は物理リクエスト・エンティティとして記録されます。

この項のトピックは次のとおりです。

	
SELECT_PHYSICAL文の構文


	
SELECT_PHYSICAL問合せでサポートされていない集計関数


	
SELECT_PHYSICALでサポートされている問合せ


	
NATURAL_JOINキーワードの使用方法


	
SELECT_PHYSICALの特殊な使用方法






SELECT_PHYSICAL文の構文

SELECT_PHYSICAL問合せの基本構文は「SELECT文の基本構文」と等価で、次のようにSELECTという語がSELECT_PHYSICALという用語に置き換えられています。


SELECT_PHYSICAL [DISTINCT] select_list
FROM from_clause
[WHERE search_condition]
[GROUP BY column {, column}
     [HAVING search_condition]]
[ORDER BY column {, column}]





	
注意:

SELECT_PHYSICAL文は標準のANSI SQL SELECT文とほとんど同じです。たとえば、SELECT_PHYSICAL集計問合せで、 GROUP BY句も、関連するHAVING句も省略できません。







SELECT_PHYSICAL問合せで、FROMリスト内の表名は完全修飾されている必要があります。完全修飾された各表名は、リポジトリの物理レイヤー内の表名と一致している必要があります。

完全修飾された表名は、4つまでのコンポーネント(データベース名、カタログ名、スキーマ名および表名)で構成されます。各コンポーネントを二重引用符(")で囲み、コンポーネント間セパレータとしてピリオド(.)を使用します。たとえば、SQL Server表の"SQL_DB"."My_Catalog"."My_Schema"."Customers"、キューブ表の"FoodMart"..."Sales"などです。

SELECT_PHYSICALコマンドの様々な句およびサブ句の詳細は、「SELECT文の基本構文」を参照してください。






SELECT_PHYSICAL問合せでサポートされていない集計関数

次の集計関数は、SELECT_PHYSICAL問合せでサポートされていません。

	
AGO


	
BOTTOMN


	
FILTER


	
FIRST


	
LAST


	
RCOUNT


	
RMAX


	
RMIN


	
RSUM


	
TODATE


	
TOPN









SELECT_PHYSICALでサポートされている問合せ

Oracle BIサーバーは次のタイプの論理問合せについてSELECT_PHYSICALの使用をサポートしています。

	
標準の非集計問合せ

標準の非集計SELECT_PHYSICALコマンドは、標準の非集計SELECTコマンドと同じルールに従います。また、文字列関数、数学関数、カレンダ日時関数などのスカラー関数も含めることができます。例:


SELECT_PHYSICAL productid, categoryid
FROM "My_DB"."My_Schema"."products"
WHERE categoryid > 5;



SELECT_PHYSICAL LEFT(productname,10)
FROM "My_DB"."My_Schema"."products"
WHERE productname is not null;




	
集計関数を含む問合せ

一般に、SELECT問合せでサポートされているすべての集計関数は、SELECT_PHYSICAL問合せでもサポートされています。このルールに対する例外のリストについては、「SELECT_PHYSICAL問合せでサポートされていない集計関数」を参照してください。

SELECT_PHYSICALコマンドでサポートされている集計の場合、各集計には、GROUP BY句またはBY句を使用して明示的に指定された集計レベルが必要です。例:


SELECT_PHYSICAL employeeid, SUM(quantity by)
FROM "My_DB"."My_Schema"."employees"; 

SELECT_PHYSICAL employeeid, SUM(quantity)
FROM "My_DB"."My_Schema"."employees"
GROUP BY employeeid
HAVING SUM(quantity) > 100;




	
サブ問合せ

Oracle BIサーバーは、次のタイプの問合せをサポートしています。

	
親問合せとサブ問合せの両方がSELECT_PHYSICALを使用する問合せ。


	
親問合せがSELECTを使用し、サブ問合せがSELECT_PHYSICALを使用する問合せ。




サブ問合せは、Case文に組み込まれたフィルタとプロジェクションの両方でサポートされています。

例:


SELECT_PHYSICAL *
FROM "My_DB"."My_Schema"."products" 
WHERE supplierid IN
 (SELECT_PHYSICAL supplierid 
  FROM "My_DB"."My_Schema"."suppliers");

SELECT productid 
FROM snowflakesales.product 
WHERE categoryid IN
 (SELECT_PHYSICAL categoryid 
  FROM "My_DB"."My_Schema"."categories");



SELECT CASE WHEN b.categoryid IN
 (SELECT_PHYSICAL a.categoryid 
  FROM "My_DB"."My_Schema"."products" a)
 THEN b.categoryid END 
FROM categories b;




	
派生表を含む問合せ

SELECT問合せとSELECT_PHYSICAL問合せの両方で、FROM句に派生表を含めることができます。SELECTまたはSELECT_PHYSICALを使用して、表を派生できます。例:


SELECT_PHYSICAL COUNT(DISTINCT t.rto) 
FROM
 (SELECT_PHYSICAL employeeid AS id, reportsto AS rto 
  FROM "My_DB"."My_Schema"."employees") t;



SELECT productid, categoryid 
FROM
 (SELECT_PHYSICAL productid, categoryid
  FROM "My_DB"."My_Schema"."products" a
  LEFT OUTER JOIN "My_DB"."My_Schema"."categories" b
  ON a.categoryid = b.categoryid);
 



SELECT y.cid, sum(x.qty) 
FROM
 (SELECT productid pid, categoryid cid, qtysold qty 
  FROM sales.product) x
 RIGHT OUTER JOIN 
 (SELECT_PHYSICAL CASE categoryid WHEN 1 THEN null ELSE categoryid END cid 
  FROM "My_DB"."My_Schema"."categories") y
 ON x.cid = y.cid
 GROUP BY y.cid;




	
クロスデータベース問合せ

SELECT_PHYSICALを使用して、様々なデータベース内の表を結合できます。例:


SELECT_PHYSICAL a.productid, b.categoryid 
FROM "My_DB"."My_Schema"."products" a
FULL OUTER JOIN
"My_DB2"."My_Schema"."categories" b
ON a.categoryid = b.categoryid









NATURAL_JOINキーワードの使用方法

SELECT_PHYSICAL問合せはNATURAL JOIN構文をサポートします。これにより、事前定義した結合式を使用できます。ADFデータ・ソースの場合、ADFのViewLinkがアクティブになります。ただし、NATURAL JOIN結合タイプは論理表ソース用に公開されません(LEFT OUTER JOINなど)。

SELECT_PHYSICAL問合せ内のNATURAL JOINキーワードのみ使用できます。Oracle Business IntelligenceでのNATURAL JOINの動作はANSI NATURAL JOINとは異なります。次に、結合がNATURAL JOIN構文の有無によりどのように実行されるかを示します。


SELECT PHYSICAL *
FROM A, B;


この例では、(結合がメタデータに定義されている場合でも)AB間の結合は実行されません。


SELECT_PHYSICAL *
FROM A NATURAL JOIN B;


この例では、AB間の物理結合は実行されます。ADFデータ・ソースの場合、基礎となるViewLinkで定義された結合式が使用されます。


SELECT_PHYSICAL *
FROM C, A NATURAL JOIN B;


この例では、CがメタデータでAに結合されている場合でも、AB間の結合のみアクティブになります。CとAの結合は使用されません。






SELECT_PHYSICALの特殊な使用方法

次の例に示すように、SELECT_PHYSICALコマンドでセッション変数およびINDEXCOL関数を使用できます。


SELECT_PHYSICAL VALUEOF(NQ_SESSION.REGION) 
FROM "My_DB"."My_Schema"."products";

SELECT_PHYSICAL INDEXCOL(VALUEOF(NQ_SESSION.INDEXCOLINDEX), productid, categoryid)
FROM "My_DB"."My_Schema"."products";








返される行の制限とオフセット

FETCH句を使用すると、SELECT文によって返される行数を制約でき、OFFSET句を使用すると、指定した行数を結果セットの先頭からスキップできます。両方の句ともオプションで、組み合せて使用することも、単独で使用することもできます。FETCH句とOFFSET句はSELECT文の要素で、最後に配置されます。

これらの句は、大規模な結果セット(大規模なディメンションの場合など)がある状況で、たとえば最初の100行をユーザーに表示する場合に役立ちます。制限に達するとOracle BIサーバーで処理が停止されるため、全体的なパフォーマンスが向上し、リソースが維持されます。さらに、多くの場合、バックエンド・データベースに制限がプッシュされるため、データベースで問合せが最適化されます。

両方の句とも技術的にはORDER BY句なしで使用できますが、結果が非確定的になります。そのため、これらの句を使用する際は常にORDER BYを指定してください。

OFFSETが未指定の場合のデフォルト値は0(ゼロ)で、結果が最初の行から返されることを意味します。FETCHが未指定の場合は、返される行数に制限がないことを意味します。

これらの句は、WHERE句、集計、HAVING句、ウィンドウ分析関数およびORDER BY句の後に評価されます。これらの句は、SELECTに加えてSELECT_PHYSICALでも使用できます。


OFFSET句の構文


OFFSET n ROW[S]


nは、結果セットの先頭からスキップする行数です。nは0(ゼロ)より大きい値にする必要があります。


FETCH句の構文


FETCH FIRST | NEXT n ROW[S] ONLY


nは取得する行数です。nは0 (ゼロ)より大きい値にする必要があります。

通常、制限句をオフセット句とは別に使用する場合はFIRSTを使用しますが、制限句をオフセット句と組み合せて使用する場合はNEXTを使用します。


例 


SELECT employeeid, firstname, revenue 
FROM sales.employee
ORDER BY revenue desc
OFFSET 2 ROWS 
FETCH NEXT 4 ROWS ONLY


次の表に、OFFSET句とFETCH句を指定しない場合の結果セット全体を示します。OFFSET句とFETCH句を指定した場合は、太字で示した行のみが返されます。


	Employeeid	FirstName	Revenue
	4	Margaret	250187.45
	3	Janet	213051.30
	1	Nancy	202143.71
	2	Andrew	202143.71
	7	Robert	177749.26
	8	Laura	141295.99
	9	Anne	133301.03
	6	Michael	82964.00
	5	Steven	78198.10







FETCH句とOFFSET句に関する制限事項

UNION ALL集合演算子のブロック内ではORDER BY句が無視されるため、このような問合せでこれらの句を使用すると非確定的になります。このような問合せではFETCH句とOFFSET句を使用しないでください。








演算子

2つのタイプの演算子(SQL論理演算子および数学演算子)があります。


SQL論理演算子

次のSQL論理演算子は式間の比較を指定するために使用されます。

	
Between: 条件の境界を決定するために使用されます。それぞれの境界は式で、それらが「より小さい」や「より大きい」で表される場合は、(「以下」や「以上」とは対照的に)境界の範囲には境界の制限値は含まれません。条件を否定する場合は、BETWEENの前にNOTを付けることができます。


	
In: 列値と一連の値との比較を指定します。


	
Is Null: 列値とNULL値との比較を指定します。


	
Like: リテラル値との比較を指定します。通常、ワイルドカード文字とともに使用して、ゼロ文字以上の任意の文字列(%)に一致するか、任意の単一の文字(_)と一致することを示します。








数学演算子

数学演算子は、式要素を組み合せて式内の特定のタイプの比較を作成するために使用されます。

表C-1に演算子をリストし、式での使用方法を説明します。


表C-1 演算子

	演算子	説明
	
+


	
加算用のプラス記号。


	
-

	
減算用のマイナス記号。


	
*


	
乗算用の乗算記号。


	
/


	
除算用の除算記号。


	
||


	
文字列の連結。


	
(

	
左カッコ。


	
)

	
右カッコ。


	
>

	
大なり記号。値が比較対象より大きいことを示します。


	
<


	
小なり記号。値が比較対象より小さいことを示します。


	
=


	
等号。同じ値であることを示します。


	
<=


	
以下記号。値が比較対象と同じか、比較対象より小さいことを示します。


	
>=

	
以上記号。値が比較対象と同じか、比較対象より大きいことを示します。


	
<>

	
等しくありません。値が比較対象より大きいか小さいが、異なることを示します。


	
AND

	
AND結合。1つ以上の条件の共通部分で複合条件を生成することを示します。


	
OR

	
OR結合。1つ以上の条件の結合で複合条件を生成することを示します。


	
NOT

	
NOT結合。条件が満たされないことを示します。


	
,

	
カンマ。リスト内の要素を区切るために使用されます。














条件式

式は、ある形式から別の形式に値を変換する条件式を作成するための構築ブロックです。式は次のとおりです。

	
CASE (Switch)


	
CASE (If)






CASE (Switch)

この形式のCASE文はCASE(Lookup)形式とも呼ばれます。expr1の値が検証され、次にWHEN式の値が検証されます。expr1の値がいずれかのWHEN式の値と一致する場合は、対応するTHEN式にその値が割り当てられます。

どのWHEN式とも値が一致しない場合は、ELSE式に指定されているデフォルト値が割り当てられます。ELSE式が指定されていない場合は、ELSE NULLが自動的に追加されます。

expr1が複数のWHEN句内の式と一致する場合は、最初に一致した式のみが割り当てられます。




	
注意:

CASE文では、ANDはORよりも優先されます。








構文 


CASE expr1
     WHEN expr2 THEN expr3
     {WHEN expr... THEN expr...}
     ELSE expr
END 


説明:

CASEで、CASE文を開始します。1つの式、1つ以上のWHEN文とTHEN文、ELSE文(オプション)、およびENDキーワードを指定する必要があります。

WHENで、満たす条件を指定します。

THENで、対応するWHEN式が満たされる場合に割り当てる値を指定します。

ELSEでは、満たされるWHEN条件がない場合に割り当てる値を指定します。省略すると、ELSE NULLが指定されたものとみなされます。

ENDで、CASE文を終了します。


例 


CASE Score-par
  WHEN -5 THEN 'Birdie on Par 6'
  WHEN -4 THEN 'Must be Tiger'
  WHEN -3 THEN 'Three under par'
  WHEN -2 THEN 'Two under par'
  WHEN -1 THEN 'Birdie'
  WHEN 0 THEN 'Par'
  WHEN 1 THEN 'Bogey'
  WHEN 2 THEN 'Double Bogey'
  ELSE 'Triple Bogey or Worse'
END


この例では、WHEN文は厳密な等式を反映する必要があります。たとえば、比較演算子は許可されないため、WHEN < 0 THEN 'Under Par'というWHEN条件は使用できません。






CASE (If)

この形式のCASE文は、各WHEN条件を評価して、それが満たされる場合、対応するTHEN式の値を割り当てます。

一致するWHEN条件がない場合は、ELSE式に指定されているデフォルト値が割り当てられます。ELSE式が指定されていない場合は、ELSE NULLが自動的に追加されます。




	
注意:

CASE文では、ANDはORよりも優先されます。








構文 


CASE 
     WHEN request_condition1 THEN expr1
     {WHEN request_condition2 THEN expr2}
     {WHEN request_condition... THEN expr...}
     ELSE expr
END 


説明:

CASEで、CASE文を開始します。1つ以上のWHEN文とTHEN文、ELSE文(オプション)、およびENDキーワードを指定する必要があります。

WHENで、満たす条件を指定します。

THENで、対応するWHEN式が満たされる場合に割り当てる値を指定します。

ELSEでは、満たされるWHEN条件がない場合に割り当てる値を指定します。省略すると、ELSE NULLが指定されたものとみなされます。

ENDで、CASE文を終了します。


例 


CASE
  WHEN score-par < 0 THEN 'Under Par'
  WHEN score-par = 0 THEN 'Par'
  WHEN score-par = 1 THEN 'Bogie'
  WHEN score-par = 2 THEN 'Double Bogey'
  ELSE 'Triple Bogey or Worse'
END


Switch形式のCASE文とは異なり、If形式のWHEN文では比較演算子が許可されます。たとえば、WHEN < 0 THEN 'Under Par'というWHEN条件を使用できます。








リテラルの表現

リテラルとは、任意のデータ型に対応するNULLでない値です。リテラルは通常定数値です。つまり、何も変更せずに、文字どおりそのまま使用される値です。リテラル値は、それが表すデータ型に準拠する必要があります。

SQLでは、SQL文でリテラルを表現するメカニズムが用意されています。このトピックでは、SQLで各種リテラルを表現する方法について説明します。

	
文字リテラル


	
日時リテラル


	
数値リテラル






文字リテラル

文字リテラルは、CHARACTERまたはVARCHARのデータ型の値を表します。文字リテラルを表現するには、文字列を一重引用符(')で囲みます。リテラルの長さは、一重引用符の間の文字数で決定されます。


例 


'Oracle BI Server'

'abc123'






日時リテラル

SQL 92標準では、次の形式で3種類の型指定された日時リテラルが定義されています。


DATE 'yyyy-mm-dd'
TIME 'hh:mm:ss'
TIMESTAMP 'yyyy-mm-dd hh:mm:ss'


型指定された日時リテラルを表現するには、前述の例に示したように、キーワードのDATE、TIMEまたはTIMESTAMPを使用して、その後に一重引用符で囲んだ日時文字列を指定します。値が1桁の場合でも、年以外のすべてのコンポーネントには2桁が必要です。


例 


DATE '2000-08-15'
TIME '11:55:25'
TIMESTAMP '1999-03-15 11:55:25'






数値リテラル

数値リテラルは、数値データ型(INTEGER、DECIMAL、FLOATなど)の値を表します。数値リテラルを表現するには、数値をSQL文の一部として入力します。

数値リテラルは一重引用符で囲まないでください。一重引用符で囲むと、リテラルを文字リテラルとして表現することになります。




	
注意:

NQSConfig.INIでENABLE_NUMERIC_DATA_TYPEがYESに設定されていると、すべての小数リテラル(またはINTデータ型に収まるには大きすぎる整数リテラル)は、Oracle BIサーバー内でNUMERICとして解析されます。
リテラルをNUMERICとして扱う場合、次を含むOracle標準DOUBLEプロモーション・ルールに注意してください:

DOUBLE/NUMBER = DOUBLE , DOUBLE * NUMBER = DOUBLE

数値リテラルの解析は、実際のデータ・ソースがわかる前に問合せ処理の非常に早い段階で発生するため、内部的には、Oracle BIサーバーはENABLE_NUMERIC_DATA_TYPEがYESに設定されている場合、データ・ソース・タイプに関係なく小数をNUMERICとして処理します。

NUMERICが有効でOracle BIサーバーが内部的に小数リテラルを含む式を実行する場合、バックエンド・データ・ソースがNUMERICデータ型をサポートしていない場合でも、サーバーはリテラルをNUMERICとして扱います。ただし、タイプ・プロモーション・ルールは引き続き適用されます。たとえば、Oracle BIサーバーがデータ・ソースからデータをDOUBLEとして取得して内部実行中にNUMERICリテラルと組み合せる場合、最終結果は引き続きDOUBLEに変換されます。









次の数値リテラルがあります。

	
整数リテラル


	
小数リテラル


	
「浮動小数点リテラル」






整数リテラル

整数定数をリテラルとして表現するには、整数をSQL文の一部として入力します(たとえば、SELECTリスト内で入力します)。整数の前にプラス記号(+)かマイナス記号(-)を付けると、その整数がそれぞれ正の数であるか負の数であるかを示すことができます。記号なしの整数は正の数とみなされます。


例 


234
+2
567934






小数リテラル

小数リテラルを表現するには、小数を入力します。小数の前にプラス記号(+)かマイナス記号(-)を付けると、その小数がそれぞれ正の数であるか負の数であるかを示すことができます。記号なしの小数は正の数とみなされます。


例 


1.223
-22.456
+33.456789






浮動小数点リテラル

浮動小数点数をリテラル定数として表現するには、小数リテラルの後に、文字E(大文字と小文字のどちらでも可)と、指数が正か負かを示すためのプラス記号(+)またはマイナス記号(-)を続けて入力します。整数部、文字Eおよび指数の符号の間に空白は許可されません。


例 


333.456E-
1.23e+










変数

SQL文に変数を使用および設定できます。これを行うには、SQL文の先頭に変数を指定します。


構文 


SET VARIABLE variable_name = variable_value; SELECT_statement


nqcmdユーティリティの問合せを実行する場合、デリミタとしてコロンを使用します。その他の場合には、セミコロンまたはコロンを使用できます。


例 


SET VARIABLE LOGLEVEL = 3; SELECT Products.Brand, Measures.Dollars FROM "Products"

SET VARIABLE DISABLE_CACHE_HIT=1, LOGLEVEL = 3, WEBLANGUAGE='en': SELECT
Products.Brand, Measures.Dollars FROM "Products"








集計関数、集計実行関数、時系列関数、およびレポート関数

この項では、集計関数、集計実行関数および時系列関数について説明します。

	
集計関数


	
集計実行関数


	
時系列関数






集計関数

集計関数は、複数の値に対して操作を実行しサマリー結果を作成します。

次の集計関数があります。

	
AGGREGATE AT


	
AVG


	
AVGDISTINCT


	
BOTTOMN


	
COUNT


	
COUNTDISTINCT


	
COUNT(*)


	
MAX


	
MEDIAN


	
MIN


	
NTILE


	
PERCENTILE


	
RANK


	
STDDEV


	
STDDEV_POP


	
SUM


	
SUMDISTINCT


	
TOPN






AGGREGATE AT

指定するレベルに基づいて列を集計します。AGGREGATE ATを使用すると、メジャーの集計がWHERE句に関係なく、常にキーワード ATの後に指定したレベルで確実に実行されます。


構文 


AGGREGATE(expr AT level [, level1, levelN])


説明:

exprは、1つ以上のメジャー列を参照する任意の式です。

levelは、集計するレベルです。オプションで、複数のレベルを指定できます。

1番目の引数で指定したメジャーのメジャー・レベルとして使用されるレベルを含むディメンションのレベルを指定できません。たとえば、「month」は「yearly_sales」のメジャー・レベルとして使用される同じ時間ディメンションからのものであるため、この関数でAGGREGATE(yearly_sales AT month)と指定することはできません。


例 

次に、AGGREGATE AT関数と実行結果の例を示します。


SELECT month, year, AGGREGATE(sales AT Year)
FROM timeseriestesting
WHERE year = 1994 AND month = 12


結果:


Month    Year    AGGREGATE AT year
12       1994    7396
Row count: 1


AGGREGATE AT演算子は常に述語の前に実行されるため、キーワード ATの後に指定された時間レベルの正確な合計を常に返します。






AVG

結果セット内で式の平均値を計算します。引数として数値式を指定する必要があります。

AVGの分母は集計された列数であることに注意してください。このため、通常、Oracle Business Intelligenceの計算でAVG(x)を使用するには誤りです。かわりに、分子と分母の両方(x/y)を制御できるように式を手動で指定してください。


構文 


AVG(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






AVGDISTINCT

式のすべての個別の値の平均を計算します。引数として数値式を指定する必要があります。


構文 


AVG(DISTINCT numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






BOTTOMN

式引数の最下位のnの値を1からn番目までランク付けします。1が最下位の数値です。BOTTOMN関数は、結果セットに返される値を操作します。リクエストには、BOTTOMN式を1つのみ含めることができます。


構文 


BOTTOMN(numExpr, integer)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。

integerは任意の正の整数です。結果セットに表示されるランキングの最下位数を表し、1が最低ランクです。






COUNT

式のNULL以外の値を含む行数を計算します。通常、式は列名です。その場合、その列のNULL以外の値を含む行数が返されます。

構文:


COUNT(expr)


説明:

exprは任意の式です。






COUNTDISTINCT

個別の処理をCOUNT関数に追加します。


構文 


COUNT(DISTINCT expr)


説明:

exprは任意の式です。






COUNT(*)

行数をカウントします。


構文 


COUNT(*)



例 

たとえば、Factsという表に200,000,000行あった場合、サンプル・リクエストでは次のような結果が返されます。


SELECT COUNT(*) FROM Facts


結果:


200000000






MAX

数値式引数に一致する行の最大値(最も高い数値)を計算します。


構文 


MAX(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






MEDIAN

数値式引数に一致する行のメジアン(中央)値を計算します。偶数行がある場合、メジアンは2つの中央行の平均です。通常、この関数はdouble値を返します。


構文 


MEDIAN(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






MIN

数値式引数に一致する行の最小値(最も低い数値)を計算します。


構文 


MIN(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






NTILE

ユーザー指定範囲内での値のランクを決定します。範囲内のランクを示す整数が返されます。つまり、結果のソートされたデータ・セットは、各タイルにほぼ同数の値がある複数のタイルに分割されます。

numTiles = 100を指定したNTileは、一般に「パーセンタイル」(1から100までの範囲の数値で、100がこの分割の最高値)と呼ばれる値を返します。この値はOracle BI PERCENTILE関数の結果とは異なります。この関数は、SQL 92では「パーセント・ランク」というもので、0から1の値を返します。


構文 


NTILE(numExpr, numTiles)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。

numTilesは、タイルの数を表すNULL以外の正の整数です。

numExpr引数がNULLではない場合、この関数はリクエストした範囲内のランクを表す整数を返します。






PERCENTILE

数値式引数に一致する各値のパーセント・ランクを計算します。パーセンタイル・ランクの範囲は、0(1番目のパーセンタイル)から1(100番目のパーセンタイル)です。

パーセンタイルは結果セットの値に基づいて計算されます。


構文 


PERCENTILE(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






RANK

数値式引数に一致する各値のランクを計算します。最も高い数にはランク1が割り当てられ、次に続くランクには2、3、4などの連続した整数が割り当てられます。ある値が等しい場合、同じランクが割り当てられます(例: 1、1、1、4、5、5、7...)。

ランクは結果セットの値に基づいて計算されます。


構文 


RANK(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






STDDEV

値のセットの標準偏差が返されます。通常、戻り型はdoubleです。STDEV_SAMPはSTDDEVの類義語です。


構文 


STDDEV([ALL | DISTINCT] numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。

ALLが指定されると、セット内のすべてのデータに対して標準偏差が計算されます。

DISTINCTが指定されると、計算のすべての偏差は無視されます。

何も指定しない(デフォルト)場合、すべてのデータが考慮されます。






STDDEV_POP

母分散と標準偏差の計算式を使用して、値のセットの標準偏差が返されます。


構文 


STDDEV_POP([ALL | DISTINCT] numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。

ALLが指定されると、セット内のすべてのデータに対して標準偏差が計算されます。

DISTINCTが指定されると、計算のすべての偏差は無視されます。

何も指定しない(デフォルト)場合、すべてのデータが考慮されます。






SUM

数値式引数に一致するすべてのデータを加算して得られる合計を計算します。


構文 


SUM(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






SUMDISTINCT

数値式引数に一致するすべての値を個別に加算して得られる合計を計算します。


構文 


SUM(DISTINCT numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






TOPN

式引数の最上位のnの値を1からn番目までランク付けします。1が最上位の数値です。TOPN関数は、結果セットに返される値を操作します。リクエストには、TOPN式を1つのみ含めることができます。


構文 


TOPN(numExpr, integer)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。

integerは任意の正の整数です。結果セットに表示されるランキングの最上位数を表し、1が最高ランクです。








集計実行関数

集計実行関数は、入力として一連のレコードを取得するという点で集計関数と似ていますが、一連のレコード全体に対して単一の集計を出力するかわりに、そこまでに処理されたレコードに基づく集計を出力します。

この項では、Oracle BIサーバーでサポートされている集計実行関数について説明します。次の関数があります。

	
MAVG


	
MSUM


	
RSUM


	
RCOUNT


	
RMAX


	
RMIN






MAVG

現在の行を含めて、結果セットのデータの最後のn行の移動平均を計算します。

最初の行の平均は、最初の行の数値式と同じです。2番目の行の平均は、最初の2つの行のデータ平均を取得することで計算されます。3番目の行の平均は、最初の3つの行のデータ平均を取得することで計算されます。このようにn番目の行に到達するまで同様に実行されます。平均は最後のn行のデータに基づいて計算されます。


構文 


MAVG(numExpr, integer)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。

integerは任意の正の整数です。最後のn行のデータ平均を表します。






MSUM

現在の行を含めて、データの最後のn行の移動合計を計算します。

最初の行の合計は、最初の行の数値式と同じです。2番目の行の合計は、最初の2つの行のデータ合計を取得することで計算されます。3番目の行の合計は、最初の3つの行のデータ合計を取得することで計算され、同様に続いて実行されます。n番目の行に到達すると、合計は最後のn行のデータに基づいて計算されます。


構文 


MSUM(numExpr, integer)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。

integerは任意の正の整数です。最後のn行のデータ平均を表します。


例 

この例では、MSUM関数を使用する問合せと問合せ結果を示します。


select month, revenue, MSUM(revenue, 3) as 3_MO_SUM from sales_subject_area


結果:


MONTH    REVENUE    3_MO_SUM
JAN      100.00     100.00
FEB      200.00     300.00
MAR      100.00     400.00
APRIL    100.00     400.00
MAY      300.00     500.00
JUNE     400.00     800.00
JULY     500.00     1200.00
AUG      500.00     1400.00
SEPT     500.00     1500.00
OCT      300.00     1300.00
NOV      200.00     1000.00
DEC      100.00     600.00






RSUM

そこまでに処理されたレコードに基づいて累計を計算します。最初の行の合計は、最初の行の数値式と同じです。2番目の行の合計は、最初の2つの行のデータ合計を取得することで計算されます。3番目の行の合計は、最初の3つの行のデータ合計を取得することで計算され、同様に続いて実行されます。


構文 


RSUM(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。

アンサーでは、次の代替構文も使用できます。


RSUM(expression1 [BY expression2[, expression3[, ...]]])


説明:

expression1, expression2, expression3 ...は、任意の列参照または列参照での算術式です。

BY句により、RSUMの計算はBY列のいずれかの値が前の行と異なる行で再度開始します。


例 

この例では、RSUM関数を使用する問合せと問合せ結果を示します。


SELECT month, revenue, RSUM(revenue) as RUNNING_SUM from sales_subject_area


結果:


MONTH    REVENUE    RUNNING_SUM
JAN      100.00     100.00
FEB      200.00     300.00
MAR      100.00     400.00
APRIL    100.00     500.00
MAY      300.00     800.00
JUNE     400.00     1200.00
JULY     500.00     1700.00
AUG      500.00     2200.00
SEPT     500.00     2700.00
OCT      300.00     3000.00
NOV      200.00     3200.00
DEC      100.00     3300.00






RCOUNT

入力として一連のレコードを取得して、そこまでに処理されたレコード数をカウントします。


構文 


RCOUNT(expr)


説明:

exprは任意のデータ型の式です。

アンサーでは、次の代替構文も使用できます。


RCOUNT(expression1 [BY expression2[, expression3[, ...]]])


説明:

expression1, expression2, expression3 ...は、任意の列参照または列参照での算術式です。

BY句により、RCOUNTの計算はBY列のいずれかの値が前の行と異なる行で再度開始します。


例 

この例では、RCOUNT関数を使用する問合せと問合せ結果を示します。


select month, profit, RCOUNT(profit) from sales_subject_area where profit > 200


結果:


MONTH    PROFIT    RCOUNT(profit)
MAY      300.00    2
JUNE     400.00    3
JULY     500.00    4
AUG      500.00    5
SEPT     500.00    6
OCT      300.00    7






RMAX

入力として一連のレコードを取得して、そこまでに処理されたレコードに基づいて最大値を表示します。指定するデータ型はソートできるデータ型である必要があります。


構文 


RMAX(expr)


説明:

exprは任意のデータ型の式です。データ型は関連付けられたソート順を持つデータ型である必要があります。

アンサーでは、次の代替構文も使用できます。


RMAX(expression1 [BY expression2[, expression3[, ...]]])


説明:

expression1, expression2, expression3 ...は、任意の列参照または列参照での算術式です。

BY句により、RMAXの計算はBY列のいずれかの値が前の行と異なる行で再度開始します。


例 

この例では、RMAX関数を使用する問合せと問合せ結果を示します。


SELECT month, profit, RMAX(profit) from sales_subject_area


結果:


MONTH    PROFIT    RMAX(profit)
JAN      100.00    100.00
FEB      200.00    200.00
MAR      100.00    200.00
APRIL    100.00    200.00
MAY      300.00    300.00
JUNE     400.00    400.00
JULY     500.00    500.00
AUG      500.00    500.00
SEPT     500.00    500.00
OCT      300.00    500.00
NOV      200.00    500.00
DEC      100.00    500.00






RMIN

入力として一連のレコードを取得して、そこまでに処理されたレコードに基づいて最小値を表示します。指定するデータ型はソートできるデータ型である必要があります。


構文 


RMIN(expr)


説明:

exprは任意のデータ型の式です。データ型は関連付けられたソート順を持つデータ型である必要があります。

アンサーでは、次の代替構文も使用できます。


RMIN(expression1 [BY expression2[, expression3[, ...]]])


説明:

expression1, expression2, expression3 ...は、任意の列参照または列参照での算術式です。

BY句により、RMINの計算はBY列のいずれかの値が前の行と異なる行で再度開始します。


例 

この例では、RMIN関数を使用する問合せと問合せ結果を示します。


select month, profit, RMIN(profit) from sales_subject_area


結果:


MONTH    PROFIT    RMIN(profit)
JAN      400.00    400.00
FEB      200.00    200.00
MAR      100.00    100.00
APRIL    100.00    100.00
MAY      300.00    100.00
JUNE     400.00    100.00
JULY     500.00    100.00
AUG      500.00    100.00
SEPT     500.00    100.00
OCT      300.00    100.00
NOV      200.00    100.00
DEC      100.00    100.00








時系列関数

時系列関数は、時系列的なディメンションを操作します。時系列関数は、標準のSQLデータ操作関数ではなく、ユーザー指定のカレンダ表に基づいてAGO関数、TODATE関数およびPERIODROLLING関数を計算します。

特定のディメンションに時系列関数を使用するには、時間ディメンションとしてディメンションを指定し、1つ以上のキーを1つ以上のレベルで時系列キーとして設定する必要があります。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』を参照してください。

次の関数があります。

	
AGO


	
PERIODROLLING


	
TODATE






AGO

現在の時刻の粒度(メジャーの粒度および述語で決定される)から指定された期間に遡って集計値を計算する時系列集計関数です。たとえば、AGOを使用すると、現四半期の各月の売上および対応する1つ前の四半期の売上を生成できます。

時間的推移が発生する粒度は、メジャーの粒度および述語によって決定されます。たとえば、次の問合せでは、時間的推移が四半期レベルで発生し、1年遡ります。


Select year, quarter, Ago(sales, year_level, 1)


ただし、次の問合せでは、時間的推移がday_of_month属性の関連付けられたレベルで決定される日レベルで発生します。


Select year, quarter, Ago(sales, year_level, 1)
Where day_of_month IN (1, 2)


時間的推移を計算する場合、Oracle BIサーバーは時間階層を検討します。たとえば、時間階層が年、月、日の順序である場合、Oracle BIサーバーは次のように時間的推移を計算します。

	
年は1単位で推移します。


	
年の月は同じままです。


	
月の日は同じままです。




関数のレベルの詳細は、AGO関数レベルについてを参照してください。

すべてのAGO関数で同じレベルの引数を使用する場合、複数のAGO関数をネストできます。TODAT関数とAGO関数がそれぞれ同じレベルの引数を使用する場合は、1つのTODATE関数と複数のAGO関数を正しくネストできます。


構文 


AGO(expr, [time_level,] offset)


説明:

exprは、1つ以上のメジャー列を参照する式です。

time_levelはオプションの引数で、四半期、月、年などの期間のタイプを指定します。

アンサーには、time_levelのプレゼンテーション階層からプレゼンテーション・レベルを指定します。

offsetは、時間的推移を表す整数リテラルです。


例 

次の例では、昨年の売上が返されます。


SELECT Year_ID, AGO(sales, year, 1)




AGO関数レベルについて

AGO関数のレベルは、[time_level]引数を使用して明示的に指定することをお薦めします。

[time_level]引数を明示的に指定しない場合、デフォルトのレベルは次のように決定されます:

	
式で使用されるメジャーが(管理ツールで設定したように)時間ディメンションのレベル・ベースのメジャーである場合は、同じレベルがデフォルトのAGOレベルとみなされます。


	
それ以外の場合、式で使用されるメジャーの粒度は、論理リクエストに表示されているメジャーのBY句の判断に従って、デフォルトのAgoレベルになります。

たとえば、次の問合せの結果:


SELECT year, AGO(sales, 1) WHERE quarter=1


これは、次のように解釈されます。


SELECT year, AGO(sales, year_level, 1) WHERE quarter=1




指定の問合せに対するデフォルトのAGOレベルは、問合せログの論理リクエスト・セクションで確認できます。








PERIODROLLING

x単位の時間から始まり、現在の時刻からy単位の時間で終わる期間のメジャーの合計を計算します。たとえば、PERIODROLLINGを使用して、現在の四半期前の特定の四半期で始まり、現在の四半期後の特定の四半期で終わる期間の売上を計算できます。

時系列関数は、関数のレベル以下の時間ディメンションのメンバーを操作します。そのため、指定されたレベル以下のメンバーを一意に識別する1つ以上の列が、問合せに計画されている必要があります。または、問合せに対して、指定されたレベル以下の単一のメンバーを指定するフィルタを適用できます。関数のレベルの詳細は、「PERIODROLLING関数で使用されるレベルの決定」を参照してください。

PERIODROLLING関数内に、AGO関数とTODATE関数をネストできません。また、PERIODROLLING、FIRST、FIRST_PERIOD、LASTおよびLAST_PERIOD関数はネストできません。

PERIODROLLING内に他の集計関数(RANK、TOPN、PERCENTILE、FILTER、RSUMなど)を含めると、PERIODROLLING関数は内側にプッシュされます。たとえば、PERIODROLLING(TOPN(measure))は、TOPN(PERIODROLLING(measure))として実行されます。


構文 


PERIODROLLING(measure, x ,y [,hierarchy])


説明:

measureは、メジャー列の名前です。

xは、現在の時刻からのオフセットを指定する整数です。過去に遡るオフセットを示すには、整数の前にマイナス記号(-)を付けます。

yは、この関数が計算する時間単位の数を指定します。現在の時刻を指定するには、0を入力します。

hierarchyは、yr、mon、dayなど、時間ウィンドウの計算に使用する時間ディメンション内の階層の名前を指定するオプションの引数です。このオプションは、時間ディメンション内に複数の階層がある場合、または複数の時間ディメンションを区別する場合に便利です。

最大限にロール・バックまたはロール・フォワードする場合は、キーワードUNBOUNDを使用します。たとえば、関数PERIODROLLING (measure, -UNBOUND, 0)では、世の初めから現在に至るまでの期間で合計されます。

PERIODROLLING関数とAGGREGATE AT関数を組み合せて、PERIODROLLING関数のレベルを明示的に指定できます。たとえば、問合せレベルは日ですが、前月と当月の合計を検索する場合は、次のように指定します。


SELECT year, month, day, PERIODROLLING(AGGREGATE(sales AT month), -1)



例 


SELECT Month_ID, PERIODROLLING(monthly_sales, -1, 1)

SELECT Month_ID, PERIODROLLING(monthly_sales, -UNBOUND, 2)

SELECT Month_ID, PERIODROLLING(monthly_sales, -UNBOUND, UNBOUND)




PERIODROLLING関数で使用されるレベルの決定

PERIODROLLING関数に使用される時間単位(オフセット)は関数のレベルと呼ばれます。この値は、最初の引数内のメジャーのメジャー・レベル、および関数が属する問合せの問合せレベルによって決定されます。管理ツールにメジャーのメジャー・レベルを設定できます。関数に使用されるメジャーのメジャー・レベルが設定されている場合、そのメジャー・レベルが関数のレベルとして使用されます。メジャー・レベルは、関数のストレージ単位とも呼ばれます。

管理ツールにメジャー・レベルが設定されていない場合は、問合せレベルが使用されます。問合せレベルは、関数の問合せ単位とも呼ばれます。次の例では、問合せレベルは月ですが、PERIODROLLING関数では、3月から4月までの各市の先月、当月、次月の合計が計算されます。


SELECT year, month, country, city, PERIODROLLING(sales, -1, 1)
WHERE month in ('Mar', 'Apr') AND city = 'New York' 


時間ディメンションに複数の階層がある場合は、PERIODROLLING関数内でhierarchy引数を指定する必要があります。例:


SELECT year, fiscal_year, month, PERIODROLLING(sales, -1, 1, "fiscal_time_hierarchy")


この例では、PERIODROLLING関数のレベルはfiscal_yearです。








TODATE

指定された期間の最初から現在の表示時刻までのメジャーを集計する時系列集計関数です。たとえば、この関数を使用すると、過去1年間の売上を計算できます。

時系列関数は、関数で指定されたレベル以下の時間ディメンションのメンバーに対して機能します。そのため、指定されたレベル以下のメンバーを一意に識別する1つ以上の列が、問合せに計画されている必要があります。または、問合せに対して、指定されたレベル以下の単一のメンバーを指定するフィルタを適用できます。

別のTODATE関数内に、TODATE関数をネストできません。TODAT関数とAGO関数がそれぞれ同じレベルの引数を使用する場合は、1つのTODATE関数と複数のAGO関数を正しくネストできます。

TODATEは、一部のデータベースでサポートされているTO_DATE SQL関数とは異なります。TO_DATEを使用して、DATEデータ型に変更しないでください。かわりに、CAST関数を使用します。詳細は、「CAST」を参照してください。


構文 


TODATE(expr, time_level)


説明:

exprは、1つ以上のメジャー列を参照する式です。

time_levelは、四半期、月、年などの期間のタイプです。


例 

次の例は、年初から今月までの売上を返します。


SELECT Year_ID, Month_ID, TODATE(sales, year)










文字列関数

文字列関数は様々な文字操作を行い、文字列に対して動作します。次の関数があります。

	
ASCII


	
BIT_LENGTH


	
CHAR


	
CHAR_LENGTH


	
CONCAT


	
INSERT


	
LEFT


	
LENGTH


	
LOCATE


	
LOWER


	
OCTET_LENGTH


	
POSITION


	
REPEAT


	
REPLACE


	
RIGHT


	
SPACE


	
SUBSTRING


	
TRIMBOTH


	
TRIMLEADING


	
TRIMTRAILING


	
UPPER






ASCII

単一文字列を、0から255の対応するASCIIコードに変換します。文字式が複数の文字に評価される場合は、式の最初の文字に対応するASCIIコードが返されます。


構文 


ASCII(strExpr)


説明:

strExprは、文字列に評価される任意の式です。






BIT_LENGTH

指定された文字列の長さをビット単位で返します。各Unicode文字の長さは2バイトです(16ビットに相当)。


構文 


BIT_LENGTH(strExpr)


説明:

strExprは、文字列に評価される任意の式です。






CHAR

0から255の数値を、ASCIIコードに対応する文字値に変換します。


構文 


CHAR(numExpr)


説明:

numExprは、0から255の数値に評価される任意の式です。






CHAR_LENGTH

指定された文字列の長さを文字数で返します。先頭と末尾の空白は、文字列の長さとして計算されません。


構文 


CHAR_LENGTH(strExpr)


説明:

strExprは、文字列に評価される任意の式です。






CONCAT

この関数には2つの形式があります。最初の形式は、2つの文字列を連結します。2番目の形式は、文字列の連結文字を使用して、3つ以上の文字列を連結します。


形式1(2つの文字列を連結する場合)の構文 


CONCAT(strExpr1, strExpr2)


説明:

strExprsは、カンマで区切られた文字列に評価される任意の式です。


例 

この例では、リクエストに対して返される結果が示されています。


SELECT DISTINCT CONCAT('abc', 'def') FROM employee
CONCAT('abc', 'def')


結果:


abcdef



形式2(3つ以上の文字列を連結する場合)の構文 


CONCAT(strExpr1, strExpr2 || strExpr3)


説明:

strExprsは文字列に評価される式で、カンマおよび文字列連結演算子||(2本の縦棒)で区切って指定します。最初に、strExpr2とstrExpr3が連結されて中間の文字列が生成されます。次に、CONCAT文字列によってstrExpr1とこの中間の文字列が連結されて最終の文字列が生成されます。


例 

この例では、リクエストに対して返される結果が示されています。


SELECT DISTINCT CONCAT('abc','def' || 'ghi') FROM employee


結果:


abcdefghi






INSERT

指定された文字列を、別の文字列の指定された場所に挿入します。


構文 


INSERT(strExpr1, integer1, integer2, strExpr2)


説明:

strExpr1は、文字列に評価される任意の式です。ターゲットの文字列を示します。

integer1は、2番目の文字列が挿入される、ターゲットの文字列の先頭からの文字数を表す任意の正の整数です。

integer2は、2番目の文字列によって置換される、ターゲットの文字数を表す任意の正の整数です。

strExpr2は、文字列に評価される任意の式です。ターゲットの文字列に挿入される文字列を示します。


例 

最初の文字列の2番目の位置(数値2に該当)から開始し、3つの文字(数値2、3および4)が文字列abcdに置換されます。


SELECT INSERT('123456', 2, 3, 'abcd') FROM table


結果:


1abcd56
1abcd56
...






LEFT

文字列の左側から、指定された文字数を返します。


構文 


LEFT(strExpr, integer)


説明:

strExprは、文字列に評価される任意の式です。

integerは、文字列の左側から返す文字数を表す任意の正の整数です。


例 

この例では、文字列123456の左端から3文字が返されます。


SELECT LEFT('123456', 3) FROM table


結果:


123
123
...






LENGTH

指定された文字列の長さを文字数で返します。末尾の空白文字を除いた長さが返されます。


構文 


LENGTH(strExpr)


説明:

strExprは、文字列に評価される任意の式です。






LOCATE

別の文字列での文字列の数値位置を返します。文字列が検索される文字列で見つからない場合、関数は値0を返します。

検索の開始位置を指定する場合は、整数の引数を含めます。返される数値位置は、整数の引数の値に関係なく、文字列内の最初の文字位置を1として数えることで決定されます。


構文 


LOCATE(strExpr1, strExpr2 [, integer])


説明:

strExpr1は、文字列に評価される任意の式です。検索する文字列を示します。

strExpr2は、文字列に評価される任意の式です。検索される文字列を示します。

integerは、文字列の検索を開始する位置を表す任意の正(ゼロ以外)の整数です。整数の引数はオプションです。


例 

この例では、文字列abcdefで文字dの数値位置として4が返されます。


LOCATE('d', 'abcdef')


この例では、検索される文字列内で文字gが見つからないため、0が返されます。


LOCATE('g', 'abcdef')


この例では、文字列abcdefで文字dの数値位置として4が返されます。検索は、文字列の3番目の文字であるcから開始されます。返される数値位置は、文字aの位置を1として数えることで決定されます。


LOCATE('d' 'abcdef', 3)


この例では、文字列内で、文字bが検索の開始位置の前にあるため、0が返されます。


LOCATE('b' 'abcdef', 3)






LOWER

文字列を小文字に変換します。


構文 


LOWER(strExpr)


説明:

strExprは、文字列に評価される任意の式です。






OCTET_LENGTH

指定された文字列のビット数を、基数8の単位(バイト数)で返します。


構文 


OCTET_LENGTH(strExpr)


説明:

strExprは、文字列に評価される任意の式です。






POSITION

文字式でのstrExpr1の数値位置を返します。strExpr1が見つからない場合、関数は0を返します。関連情報は、「LOCATE」も参照してください。


構文 


POSITION(strExpr1 IN strExpr2)


説明:

strExpr1は、文字列に評価される任意の式です。ターゲット文字列で検索する文字列を示します。

strExpr2は、文字列に評価される任意の式です。検索されるターゲット文字列を示します。


例 

この例では、文字列abcdefで文字dの位置として4が返されます。


POSITION('d', 'abcdef')


この例では、文字列123456で数値9が見つからないため、数値9の位置として0が返されます。


POSITION('9', '123456')






REPEAT

指定された式をn回繰り返します。


構文 


REPEAT(strExpr, integer)


説明:

strExprは、文字列に評価される任意の式です。

integerは、文字列を繰り返す回数を表す任意の正の整数です。


例 

この例では、abcを4回繰り返します。


REPEAT('abc', 4)






REPLACE

指定された文字式の1つ以上の文字を、別の1つ以上の文字で置換します。


構文 


REPLACE(strExpr1, strExpr2, strExpr3)


説明:

strExpr1は、文字列に評価される任意の式です。これは、文字が置換される文字列です。

strExpr2は、文字列に評価される任意の式です。この2番目の文字列は、1番目の文字列で置換される文字を示します。

strExpr3は、文字列に評価される任意の式です。この3番目の文字列は、1番目の文字列内に代入する文字を指定します。


例 

文字列abcd1234の文字123が文字列zzで置換されます。


Replace('abcd1234', '123', 'zz')


結果:


abcdzz4






RIGHT

文字列の右側から、指定された文字数を返します。


構文 


RIGHT(strExpr, integer)


説明:

strExprは、文字列に評価される任意の式です。

integerは、文字列の右側から返す文字数を表す任意の正の整数です。


例 

この例では、文字列123456の右端から3文字が返されます。


SELECT right('123456', 3) FROM table


結果:


456






SPACE

空白を挿入します。


構文 


SPACE(integer)


説明:

integerは、挿入する空白の数を示す任意の正の整数です。






SUBSTRING

元の文字列内に、固定された文字数から始まる新しい文字列を作成します。


構文 


SUBSTRING(strExpr FROM starting_position)


説明:

strExprは、文字列に評価される任意の式です。

starting_positionは、処理の開始位置を示す文字列の左端の開始からの文字数を表す任意の正の整数です。






TRIMBOTH

指定された文字を文字列の冒頭と末尾から削除します。


構文 


TRIM(BOTH character FROM strExpr)


説明:

characterは任意の単一文字です。文字の指定(および必須の一重引用符)を省略すると、空白文字がデフォルトで使用されます。

strExprは、文字列に評価される任意の式です。






TRIMLEADING

指定された文字を文字列の冒頭から削除します。


構文 


TRIM(LEADING character FROM strExpr)


説明:

characterは任意の単一文字です。文字の指定(および必須の一重引用符)を省略すると、空白文字がデフォルトで使用されます。

strExprは、文字列に評価される任意の式です。






TRIMTRAILING

指定された文字を文字列の末尾から削除します。


構文 


TRIM(TRAILING character FROM strExpr)


説明:

characterは任意の単一文字です。文字の指定(および必須の一重引用符)を省略すると、空白文字がデフォルトで使用されます。

strExprは、文字列に評価される任意の式です。






UPPER

文字列を大文字に変換します。


構文 


UPPER(strExpr)


説明:

strExprは、文字列に評価される任意の式です。








算術関数

算術関数は、数学的な操作を実行します。次の関数があります。

	
ABS


	
ACOS


	
ASIN


	
ATAN


	
ATAN2


	
CEILING


	
COS


	
COT


	
DEGREES


	
EXP


	
EXTRACTBIT


	
FLOOR


	
LOG


	
LOG10


	
MOD


	
PI


	
POWER


	
RADIANs


	
RAND


	
RANDFROMSEED


	
ROUND


	
SIGN


	
SIN


	
SQRT


	
TAN


	
TRUNCATE






ABS

数式の絶対値を計算します。


構文 


ABS(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






ACOS

数式の逆余弦を計算します。


構文 


ACOS(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






ASIN

数式の逆正弦を計算します。


構文 


ASIN(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






ATAN

数式の逆正接を計算します。


構文 


ATAN(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






ATAN2

y/xの逆正接を計算します。ここでyは最初の数式、xは2番目の数式です。


構文 


ATAN2(numExpr1, numExpr2)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






CEILING

整数でない数式を、次に高い整数に丸めます。数式が整数に評価される場合、CEILING関数はその整数を返します。


構文 


CEILING(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






COS

数式の余弦を計算します。


構文 


COS(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






COT

数式の余接を計算します。


構文 


COT(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






DEGREES

式をラジアンから度に変換します。


構文 


DEGREES(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






EXP

値を指定された値でべき乗します。


構文 


EXP(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






EXTRACTBIT

整数内の特定の位置にあるビットを取得します。そのビットに対応する0か1の整数が返されます。この機能は、主にHyperion Financial Managementのキューブ・ソースで「セル・ステータス」を抽出する際に使用されます。EXTRACTBIT関数をいかなるデータベースにもプッシュすることはできません。この関数は常に、内部的に(Oracle BI Serverで)実行されます。


構文


Int ExtractBit(Arg1, Arg2)


説明:

Arg1は、INT型、SMALLINT型、UNIT型、SMALLUNIT型、TINYINT型、またはTINYUNIT型の式です。Arg1がdouble型である場合、最初に列をINTにキャストする必要があります。

Arg2はINT型の式です。値は1からlength_of_Arg1の範囲である必要があります。1を指定すると最下位ビットを取得します。Arg2が整数の長さを超える場合は、0が返されます。Arg2が1より小さいときは、エラー・メッセージがトリガーされます。






FLOOR

整数でない数式を、次に低い整数値に丸めます。数式が整数に評価される場合、FLOOR関数はその整数を返します。


構文 


FLOOR(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






LOG

式の自然対数を計算します。


構文 


LOG(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






LOG10

式の対数(基数10)を計算します。


構文 


LOG10(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






MOD

最初の数式を2番目の数式で除算し、商の剰余を返します。


構文 


MOD(numExpr1, numExpr2)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。


例 

この例では、リクエストに対して値0が返されます。


MOD(9, 3)


この例では、リクエストに対して値1が返されます。


MOD(10, 3)






PI

パイ(円周を円の直径で割った率)の定値を返します。


構文 


PI()






POWER

最初の数式を、2番目の数式で指定された値でべき乗します。


構文 


POWER(numExpr1, numExpr2)


説明:

numExpr1は、数値に評価される任意の式です。






RADIANs

式を度からラジアンに変換します。


構文 


RADIANS(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






RAND

0から1の擬似乱数を返します。


構文 


RAND()






RANDFROMSEED

シード値に基づいた擬似乱数を返します。特定のシード値に対して、乱数の同一のセットが生成されます。


構文 


RAND(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






ROUND

数式をn桁の精度まで丸めます。


構文 


ROUND(numExpr, integer)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。

integerは、丸める精度の桁数を表す任意の正の整数です。


例 

この例では、結果として2.17が返されます。


ROUND(2.166000, 2)






SIGN

この関数では、次のように値が返されます。

	
引数に指定した数式が正数に評価される場合は値1を返します。


	
引数に指定した数式が負数に評価される場合は値-1を返します。


	
0(ゼロ)に評価される場合は値0を返します。





構文 


SIGN(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






SIN

数式の正弦を計算します。


構文 


SIN(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






SQRT

引数に指定した数式の平方根を計算します。数式は、負数でない数値に評価される必要があります。


構文 


SQRT(numExpr)


説明:

numExprは、負数でない数値に評価される任意の式です。






TAN

数式の正接を計算します。


構文 


TAN(numExpr)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。






TRUNCATE

小数を切捨てて、小数点から指定された桁数の数値を返します。


構文 


TRUNCATE(numExpr, integer)


説明:

numExprは、数値に評価される任意の式です。

integerは、小数位の右側から返す文字数を表す任意の正の整数です。


例 

この例では45.12が返されます。


TRUNCATE(45.12345, 2)


この例では25.12が返されます。


TRUNCATE(25.126, 2)








カレンダ日付/時刻関数

カレンダ日付/時刻関数は、暦年に基づいてデータ型DATEおよびDATETIMEのデータを操作します。これらの関数を他の列とともに選択する必要があります。関数のみを選択することはできません。

デフォルトでは、月および日の名前は大文字小文字混合で返されます。月や日の名前が大文字で返されることを想定している既存の式がある場合は、式を調整するか、NQSConfig.INIのパラメータUSE_UPPERCASE_MONTH_NAMESおよびUSE_UPPERCASE_DAY_NAMESをYESに設定する必要があります。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のNQSConfig.INIファイルの構成設定に関する項を参照してください。

MONTHNAMEなどの関数は日付列を書式設定するのに使用できますが、ロケールはデータ・ソースまたはOracle BIサーバーのNQSConfig.INIファイルで固定されています。論理SQL日付書式設定関数はODBC標準に基づいており、ロケール引数は用意されていないため、これらの関数にロケールを指定することはできません。

ユーザーが選択したロケールに基づいて日付列を書式設定するには、ロケールを固定するときに、コンテンツ設計者が標準の日付書式またはカスタムの日付書式を分析の日付列に指定することをお薦めします。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』の日付および時間フィールドのカスタム書式設定文字列に関する項および「列のプロパティ」: 「データ書式」タブに関する項を参照してください。

次の関数があります。

	
CURRENT_DATE


	
CURRENT_TIME


	
CURRENT_TIMESTAMP


	
DAY_OF_QUARTER


	
DAYNAME


	
DAYOFMONTH


	
DAYOFWEEK


	
DAYOFYEAR


	
HOUR


	
MINUTE


	
MONTH


	
MONTH_OF_QUARTER


	
MONTHNAME


	
NOW


	
QUARTER_OF_YEAR


	
SECOND


	
TIMESTAMPADD


	
TIMESTAMPDIFF


	
WEEK_OF_QUARTER


	
WEEK_OF_YEAR


	
YEAR






CURRENT_DATE

現在の日付を返します。日付はOracle BIサーバーを実行しているシステムによって決定されます。


構文 


CURRENT_DATE






CURRENT_TIME

現在の時刻を返します。時刻はOracle BIサーバーを実行しているシステムによって決定されます。


構文 


CURRENT_TIME(integer)


説明:

integerは、小数秒を表示する精度の桁数を表す任意の整数です。この引数の指定はオプションです。引数を指定しない場合は、デフォルトの精度で時刻が返されます。






CURRENT_TIMESTAMP

現在の日付/タイムスタンプを返します。タイムスタンプはOracle BIサーバーを実行しているシステムによって決定されます。


構文 


CURRENT_TIMESTAMP(integer)


説明:

integerは、小数秒を表示する精度の桁数を表す任意の整数です。この引数の指定はオプションです。引数を指定しない場合は、デフォルトの精度で時刻が返されます。






DAY_OF_QUARTER

指定された日付について、四半期の通算日に対応する数字(1から92)を返します。


構文 


DAY_OF_QUARTER(dateExpr)


説明:

dateExprは、日付に評価される任意の式です。






DAYNAME

指定された日付の曜日を返します。


構文 


DAYNAME(dateExpr)


説明:

dateExprは、日付に評価される任意の式です。






DAYOFMONTH

指定された日付について、月の通算日に対応する数字を返します。


構文 


DAYOFMONTH(dateExpr)


説明:

dateExprは、日付に評価される任意の式です。






DAYOFWEEK

指定された日付について、曜日(日曜日から土曜日)に対応する1から7の数字を返します。たとえば、数字1は日曜日に対応し、数字7は土曜日に対応します。


構文 


DAYOFWEEK(dateExpr)


説明:

dateExprは、日付に評価される任意の式です。






DAYOFYEAR

指定された日付について、年の通算日に対応する数字(1から366)を返します。


構文 


DAYOFYEAR(dateExpr)


説明:

dateExprは、日付に評価される任意の式です。






HOUR

指定された時刻について、時間に対応する数字(0から23)を返します。たとえば、0は午前12時に対応し、23は午後11時に対応します。


構文 


HOUR(timeExpr)


説明:

timeExprは、時刻に評価される任意の式です。






MINUTE

指定された時刻について、分に対応する数字(0から59)を返します。


構文 


MINUTE(timeExpr)


説明:

timeExprは、時刻に評価される任意の式です。






MONTH

指定された日付について、月に対応する数字(1から12)を返します。


構文 


MONTH(dateExpr)


説明:

dateExprは、日付に評価される任意の式です。






MONTH_OF_QUARTER

指定された日付について、四半期の通算月に対応する数字(1から3)を返します。


構文 


MONTH_OF_QUARTER(dateExpr)


説明:

dateExprは、日付に評価される任意の式です。






MONTHNAME

指定された日付の月の名前を返します。


構文 


MONTHNAME(dateExpr)


説明:

dateExprは、日付に評価される任意の式です。






NOW

現在のタイムスタンプを返します。NOW関数は、CURRENT_TIMESTAMP関数と同じです。


構文 


NOW()






QUARTER_OF_YEAR

指定された日付について、年の四半期に対応する数字(1から4)を返します。


構文 


QUARTER_OF_YEAR(dateExpr)


説明:

dateExprは、日付に評価される任意の式です。






SECOND

指定された時刻について、秒に対応する数字(0から59)を返します。


構文 


SECOND(timeExpr)


説明:

timeExprは、時刻に評価される任意の式です。






TIMESTAMPADD

指定されたタイムスタンプに、指定された間隔の数を加算します。単一のタイムスタンプを返します。

この関数の最も簡単なシナリオでは、指定された整数値が、間隔に基づいて適切なタイムスタンプ・コンポーネントに加算されます。1週は7日として加算され、1四半期は3か月として加算されます。負の整数値を追加すると減算されます(時間を遡ります)。

特定のコンポーネントでオーバーフローが発生する場合(60秒、24時間、12か月を超える場合など)は、次のコンポーネントに適切に値を加算する必要があります。たとえば、タイムスタンプの日のコンポーネントを加算する場合、この関数ではオーバーフローを考慮して、特定月の日数(2月が29日ある、うるう年など)が計算時に確認されます。

タイムスタンプの月のコンポーネントを加算する場合は、結果として生じるタイムスタンプについて、日のコンポーネントの日数が適切であるかどうか検証されます。たとえば、2000-05-31に1か月を加算しても2000-06-31にはなりません。これは、6月には31日がないためです。この例では、日のコンポーネントが月の最後の日に減算され、2000-06-30となります。

同様の問題は、月のコンポーネントが2月、日のコンポーネントが29であるタイムスタンプ(つまり、うるう年の2月の最終日)において、タイムスタンプの年のコンポーネントを加算する場合にも発生します。結果として生じるタイムスタンプがうるう年に該当しない場合は、日のコンポーネントが28に減算されます。

この処理は、Microsoft社のSQL ServerおよびOracle DatabaseのネイティブOCIインタフェースに準拠します。


構文 


TIMESTAMPADD(interval, intExpr, timestamp)


説明:

intervalは指定された間隔です。有効な値は次のとおりです。

	
SQL_TSI_SECOND


	
SQL_TSI_MINUTE


	
SQL_TSI_HOUR


	
SQL_TSI_DAY


	
SQL_TSI_WEEK


	
SQL_TSI_MONTH


	
SQL_TSI_QUARTER


	
SQL_TSI_YEAR




intExprは、整数値に評価される任意の式です。

timestampは任意の有効なタイムスタンプです。この値は計算のベースに使用されます。

NULLの整数式またはNULLのタイムスタンプがこの関数に渡されると、NULL値が返されます。


例 

次の問合せは、2000-02-27 14:30:00に3日を追加したタイムスタンプを求めています。2000年はうるう年であるため、2000-03-01 14:30:00が単一のタイムスタンプとして返されます。


SELECT TIMESTAMPADD(SQL_TSI_DAY, 3, TIMESTAMP'2000-02-27 14:30:00')
FROM Employee WHERE employeeid = 2;


次の問合せは、1999-07-31 0:0:0に7か月を追加したタイムスタンプを求めています。2000-02-29 00:00:00が単一のタイムスタンプとして返されます。2月は短い月であるため、日のコンポーネントが29に減算されていることに注意してください。


SELECT TIMESTAMPADD(SQL_TSI_MONTH, 7, TIMESTAMP'1999-07-31 00:00:00')
FROM Employee WHERE employeeid = 2;


次の問合せは、2000-07-31 23:35:00に25分を追加したタイムスタンプを求めています。2000-08-01 00:00:00が単一のタイムスタンプとして返されます。月のコンポーネントにオーバーフローが伝播されていることに注意してください。


SELECT TIMESTAMPADD(SQL_TSI_MINUTE, 25, TIMESTAMP'2000-07-31 23:35:00')
FROM Employee WHERE employeeid = 2;






TIMESTAMPDIFF

2つのタイムスタンプ間の指定された間隔の合計を返します。

この関数では、最初に、指定された間隔パラメータに対応するタイムスタンプ・コンポーネントが判別されます。次に、両方のタイムスタンプで次に高い順位のコンポーネントが確認され、各タイムスタンプについて間隔の合計数が計算されます。たとえば、指定された間隔が月のコンポーネントに対応する場合は、月のコンポーネントに年のコンポーネントを12回加算することで各タイムスタンプの月の合計数を計算します。次に、最初のタイムスタンプの間隔の合計数を、2番目のタイムスタンプの間隔の合計数から減算します。




	
注意:

この項では、関数がOracle BIサーバーで計算される際のTIMESTAMPDIFFの動作について説明しています。この関数がデータ・ソースで計算される場合は、この項で説明する動作と異なる場合があります。TIMESTAMPDIFF関数の結果が望ましい結果でない場合は、管理ツールを使用して、データベース・オブジェクトの「機能」タブでTIMESTAMP_DIFF_SUPPORTEDを無効にし、関数が確実にOracle BIサーバーで計算されるようにします。ただし、この変更によってパフォーマンスが低下する可能性があります。







TIMESTAMPDIFF関数では、間隔の小数部が間隔の境界を越える場合は、次の整数に丸められます。たとえば、1999-12-31と2000-01-01の間の年の差は、年の小数部が翌年にまたがるため(1999年から2000年)、1年となります。対照的に、1999-01-01と1999-12-31の間の年の差は、年の小数部が同じ年内に存在するため(1999年)、0年となります。Microsoft SQL Serverでも同様の丸めが発生します。IBM DB2では常に切り捨てられます。

週の差を計算する場合は、差を日数で計算してから、丸める前に7で除算します。また、この関数では、NQSConfig.INIファイルでFIRST_DAY_OF_THE_WEEKパラメータを使用して構成される方法も考慮されます。たとえば、週の開始を日曜日とすると、2000-07-06(木曜日)と2000-07-10(次の月曜日)の週の差は1週間となります。しかし、週の開始を火曜日とすると、間隔の小数部が同じ週内に収まるため、週の差は0週間となります。四半期の差を計算する場合は、差を月数で計算してから、丸める前に3で除算します。

Oracle BIサーバーにより、Microsoft SQL Server、Oracle Database、IBM DB2およびODBCデータベースでは、TIMESTAMPADD関数とTIMESTAMPDIFF関数がデフォルトで有効になっています。


構文 


TIMESTAMPDIFF(interval, timestamp1, timestamp2)


説明:

intervalは指定された間隔です。有効な値は次のとおりです。

	
SQL_TSI_SECOND


	
SQL_TSI_MINUTE


	
SQL_TSI_HOUR


	
SQL_TSI_DAY


	
SQL_TSI_WEEK


	
SQL_TSI_MONTH


	
SQL_TSI_QUARTER


	
SQL_TSI_YEAR




timestamp1およびtimestamp2は任意の有効なタイムスタンプです。

NULLのタイムスタンプのパラメータがこの関数に渡されると、NULL値が返されます。


例 

次の問合せは、タイムスタンプ1998-07-31 23:35:00と2000-04-01 14:24:00の日の差を求めています。値610が返されます。2000年がうるう年であるため、日が1日追加されていることに注意してください。


SELECT TIMESTAMPDIFF
(SQL_TSI_DAY, TIMESTAMP'1998-07-31 23:35:00',TIMESTAMP'2000-04-01 14:24:00')
FROM Employee WHERE employeeid = 2;






WEEK_OF_QUARTER

指定された日付について、四半期の通算週に対応する数字(1から13)を返します。


構文 


WEEK_OF_QUARTER(dateExpr)


説明:

dateExprは、日付に評価される任意の式です。






WEEK_OF_YEAR

指定された日付について、年の通算週に対応する数字(1から53)を返します。


構文 


WEEK_OF_YEAR(dateExpr)


説明:

dateExprは、日付に評価される任意の式です。






YEAR

指定された日付の年を返します。


構文 


YEAR(dateExpr)


説明:

dateExprは、日付に評価される任意の式です。








変換関数

変換関数は、ある形式から別の形式に値を変換します。また、フィルタでVALUEOF関数を使用して、Oracle BIシステム変数の値を参照することもできます。次の関数があります。

	
CAST


	
IFNULL


	
TO_DATETIME


	
VALUEOF






CAST

式またはNULLリテラルのデータ型を別のデータ型に変更します。たとえば、customer_name(CharまたはVarcharのデータ型)またはbirthdate(日時リテラル)をキャストできます。次に、値の変更が可能なサポートされているデータ型を示します。


CHARACTER, VARCHAR, INTEGER, FLOAT, SMALLINT, DOUBLE PRECISION, DATE, TIME,
TIMESTAMP, BIT, BIT VARYING


変更元のデータ型によっては、変更後のデータ型でサポートされないものがあります。たとえば、変更元のデータ型がBIT文字列である場合、変更後のデータ型は文字列または別のBIT文字列である必要があります。

DATEデータ型に変更する場合は、CASTを使用します。

次に、CHARデータ型およびVARCHARデータ型の固有の特性を説明します。

	
CHARデータ型へのキャスト。サイズ・パラメータを使用する必要があります。サイズ・パラメータを指定しない場合は、デフォルトの30が追加されます。次に、構文オプションについて示します。

	
次の構文をお薦めします。


CAST(expr|NULL AS CHAR(n))


例:


CAST(companyname AS CHAR(35))


	
次の構文も使用できます。


CAST(expr|NULL AS data_type)


例:


CAST(companyname AS CHAR)





	
注意:

この構文を使用する場合、Oracle BIサーバーではCAST(expr|NULL AS CHAR(30))として明示的に変換され、格納されます。











	
VARCHARデータ型へのキャスト。サイズ・パラメータを使用する必要があります。サイズ・パラメータを省略すると、変更を保存できません。





例 


CAST(hiredate AS CHAR(40)) FROM employee

SELECT CAST(hiredate AS VARCHAR(40)), CAST(age AS double precision), 
CAST(hiredate AS timestamp), CAST(age AS integer) FROM employee

CAST("db"."."table"."col" AS date)






IFNULL

ある式がNULL値と評価されるかどうかをテストし、評価された場合は、指定された値をその式に割り当てます。


構文 


IFNULL(expr, value)


説明:

exprは、評価される式です。

valueは、式がNULL値と評価された場合に割り当てられる値です。






TO_DATETIME

日時書式の文字列リテラルをDateTimeデータ型に変換します。


構文 


TO_DATETIME('string1', 'DateTime_formatting_string')


説明:

string1は変換する文字列リテラルです。

DateTime_formatting_stringは使用する日時書式です(yyyy.mm.dd hh:mi:ssなど)。この引数では、yyyyは年、mmは月、ddは日、hhは時間、miは分、ssは秒を表しています。


例 


SELECT TO_DATETIME('2009-03-03 01:01:00', 'yyyy-mm-dd hh:mi:ss') FROM snowflakesales

SELECT TO_DATETIME('2009.03.03 01:01:00', 'yyyy.mm.dd hh:mi:ss') FROM snowflakesales






VALUEOF

VALUEOF関数を使用すると、リポジトリ変数の値を参照できます。リポジトリ変数は管理ツールを使用して定義されます。管理ツールの式ビルダーでVALUEOF関数を使用できます。アンサーで「分析」エディタの「詳細設定」タブから分析用のSQL文を編集する場合にも、この関数を使用できます。


構文 

VALUEOF変数の引数には変数を使用する必要があります。静的リポジトリ変数は名前で参照します。変数名では大文字と小文字が区別されることに注意してください。たとえば、prime_beginおよびprime_endという静的リポジトリ変数の値を使用するには、次のように指定します。


CASE WHEN "Hour" >= VALUEOF("prime_begin")AND "Hour" < VALUEOF("prime_end") THEN 'Prime Time' WHEN ... ELSE...END


動的リポジトリ変数は完全修飾名で参照する必要があります。動的リポジトリ変数を使用する場合は、初期化ブロック名とポジトリ変数名を二重引用符(")で囲み、ピリオドで区切って、カッコ内に含める必要があります。たとえば、Region Securityという初期化ブロックに含まれているREGIONという動的リポジトリ変数の値を使用するには、次のような構文を使用します。


SalesSubjectArea.Customer.Region = VALUEOF("Region Security"."REGION")


セッション変数名は、前にNQ_SESSIONを付けて、ピリオドで区切り、カッコで囲む(NQ_SESSION部分を含む)必要があります。たとえば、REGIONというセッション変数の値を使用するには、式ビルダーまたはフィルタで次のような構文を使用します。


"SalesSubjectArea"."Customer"."Region" = VALUEOF(NQ_SESSION.REGION)


変数名の中または先頭にASCII英数字([A-Z] [a-z] [0-9])やアンダースコア(_)以外の文字が含まれる場合、名前を二重引用符(")で囲みます。たとえば空白や一重引用符、二重引用符などがこれに該当します。次の例では一重引用符と空白が含まれています。


"SalesSubjectArea"."Customer"."Region" = VALUEOF("NQ_SESSION"."Steven's Regions")


指定した変数名に二重引用符(")が含まれている場合、二重引用符のセットでエスケープします。例:


"SalesSubjectArea"."Customer"."Region" = VALUEOF("NQ_SESSION"."""Top Sales"" Region")








データベース関数

ユーザーおよび管理者は、Oracle BIアンサーからデータベース関数を直接呼び出すか、メタデータ・リポジトリ内の(論理表ソースの)論理列を使用することで、リクエストを作成できます。これらの関数の主な使用方法としては、高度な計算を取得するための式の受渡し機能、基礎となるデータベース上のカスタム書込み関数へのアクセス機能などがあります。

次の関数があります。

	
EVALUATE


	
EVALUATE_ANALYTIC


	
EVALUATE_AGGR


	
EVALUATE_PREDICATE






EVALUATE

パラメータとして(オプションの)参照列を使用する、指定されたデータベース関数をバックエンド・データ・ソースに渡して評価します。この関数は、スカラー計算を対象としています。Oracle BIサーバーでサポートされていないが基礎となるデータ・ソースで認識される、専用のデータベース関数を使用する場合に便利です。

この埋込みデータベース関数には、1つ以上の列が必要になる場合があります。これらの列は、関数内で%1 ... %Nによって参照されます。実際の列は、関数の後にリストする必要があります。

デフォルトで、EVALUATEは無効になっており使用できません。この関数のサポートを有効にするには、NQSConfig.INIでEVALUATE_SUPPORT_LEVELパラメータを変更します。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』を参照してください。


構文 


EVALUATE('db_function(%1...%N)' [AS data_type] [, column1, columnN])


説明:

db_functionは、基礎となるデータ・ソースで認識される任意の有効なデータベース関数です。

data_typeは、戻り結果のデータ型を指定するオプション・パラメータです。戻りデータ型を入力引数から確実に予測できない場合は常に使用してください。ただし、型のキャストにこのパラメータを使用しないでください。関数が特定のデータ型を返す必要がある場合は、明示的にキャストを指定します。データベース固有の関数はOracle BIサーバーでサポートされていない戻り型を使用しますが、Oracle BIサーバーに返される必要がない中間の結果を生成するために使用されている場合、通常、このパラメータを省略できます。

column1からcolumnNは、列をカンマで区切ったオプションのリストです。


例 

この例では、埋込みデータベース関数を示します。


SELECT EVALUATE('instr(%1, %2)', address, 'Foster City') FROM employees



固有のEssbase関数を活用するEVALUATE_AGGREGATEとEVALUATEの使用例

次の例では、EVALUATE_AGGREGATE関数とEVALUATE関数を使用します。式が、物理キューブを参照する論理表ソースの列に適用されていることに注意してください。EVALUATE_AGGREGATEを使用してカスタム集計を実行します。たとえば、地域収益全体と地域で上位3製品の収益を比較するとします。上位3製品の収益を表す新規メジャーを定義して論理SQL文を作成できます。


SELECT Region, Profit, EVALUATE_AGGREGATE('SUM(TopCount(%1.members, 3, %2), %3)',
Products, Profit, Profit) Top_3_prod_Profit FROM SampleBasic


Oracle BIサーバーで次の式が生成され、カスタム集計が行われます。


member [Measures].[MS1] AS 'SUM(Topcount([Product].Generations(6).members,3,[Measures].[Profit]),[Measures].[Profit])'


計画されたディメンションでEVALUATE関数を使用して、集計後に計算されるスカラー計算を実行します。問合せに含まれないディメンション(または属性)への参照が明示的に定義されている場合、EVALUATEにより問合せの単位を変更できます。

たとえば、ある地域で販売された売上別ランキングで上位5製品の収益を参照する場合、適用可能なメジャーを作成した後に、作成される論理SQL文は次のとおりです。


SELECT Region, EVALUATE('TopCount(%1.members, 5, %2)' as VARCHAR(20), Products, Sales), Profits FROM SampleBasic


Oracle BIサーバーで次の式が生成され、上位5製品を取得します。


set [Evaluate0] as '{Topcount([Product].Generations(6).members,5,[Measures].[Sales]) }'






EVALUATE_ANALYTIC

パラメータとして(オプションで)参照列を使用する、指定されたデータベース分析関数をバックエンド・データ・ソースに渡して評価します。

この埋込みデータベース関数には、1つ以上の列が必要になる場合があります。これらの列は、関数内で%1 ... %Nによって参照されます。実際の列は、関数の後にリストする必要があります。

デフォルトで、EVALUATE_ANALYTICは無効になっており使用できません。この関数のサポートを有効にするには、NQSConfig.INIでEVALUATE_SUPPORT_LEVELパラメータを変更します。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』を参照してください。


構文 


EVALUATE_ANALYTIC('db_function(%1...%N)' [AS data_type] [, column1, columnN])


説明:

db_functionは、基礎となるデータ・ソースで認識される任意の有効なデータベース分析関数です。

data_typeは、戻り結果のデータ型を指定するオプション・パラメータです。戻りデータ型を入力引数から確実に予測できない場合は常に使用してください。ただし、型のキャストにこのパラメータを使用しないでください。関数が特定のデータ型を返す必要がある場合は、明示的にキャストを指定します。データベース固有の分析関数はOracle BIサーバーでサポートされていない戻り型を使用しますが、Oracle BIサーバーに返される必要がない中間の結果を生成するために使用されている場合、通常、このパラメータを省略できます。

column1からcolumnNは、列をカンマで区切ったオプションのリストです。


例 

この例では、埋込みデータベース分析関数を示します。


EVALUATE_ANALYTIC('dense_rank() over(order by %1 )' AS INT,sales.revenue)


前述の例でdouble値を返す必要がある場合は、次のようにキャストを明示的に指定する必要があります。


CAST(EVALUATE_ANALYTIC('Rank(%1.dimension.currentmember, %2.members)',
"Foodmart93"."Time"."Month" as Double)






EVALUATE_AGGR

パラメータとして(オプションの)参照列を使用する、指定されたデータベース関数をバックエンド・データ・ソースに渡して評価します。この関数は、GROUP BY句を使用する集計関数を対象としています。

この埋込みデータベース関数には、1つ以上の列が必要になる場合があります。これらの列は、関数内で%1 ... %Nによって参照されます。実際の列は、関数の後にリストする必要があります。

デフォルトで、EVALUATE_AGGRは無効になっており使用できません。この関数のサポートを有効にするには、NQSConfig.INIでEVALUATE_SUPPORT_LEVELパラメータを変更します。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』を参照してください。


構文 


EVALUATE_AGGR('db_agg_function(%1...%N)' [AS data_type] [, column1, columnN)


説明:

db_agg_functionは、基礎となるデータ・ソースで認識される任意の有効な集計データベース関数です。

data_typeは、戻り結果のデータ型を指定するオプション・パラメータです。戻りデータ型を入力引数から確実に予測できない場合は常に使用してください。ただし、型のキャストにこのパラメータを使用しないでください。関数が特定のデータ型を返す必要がある場合は、明示的にキャストを指定します。データベース固有の関数はOracle BIサーバーでサポートされていない戻り型を使用しますが、Oracle BIサーバーに返される必要がない中間の結果を生成するために使用されている場合、通常、このパラメータを省略できます。

column1からcolumnNは、列をカンマで区切ったオプションのリストです。


例 


EVALUATE_AGGR('REGR_SLOPE(%1, %2)', sales.quantity, market.marketkey)






EVALUATE_PREDICATE

パラメータとして(オプションの)参照列を使用する、指定されたデータベース関数をバックエンド・データ・ソースに渡して評価します。この関数は、Booleanの戻り型を使用する関数を対象としています。

この埋込みデータベース関数には、1つ以上の列が必要になる場合があります。これらの列は、関数内で%1 ... %Nによって参照されます。実際の列は、関数の後にリストする必要があります。

EVALUATE_PREDICATEは、Essbaseデータ・ソースとの併用はサポートしていません。

デフォルトで、EVALUATE_PREDICATEは無効になっており使用できません。この関数のサポートを有効にするには、NQSConfig.INIでEVALUATE_SUPPORT_LEVELパラメータを変更します。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』を参照してください。


構文 


EVALUATE_PREDICATE('db_function(%1...%N)', [, column1, columnN)


説明:

db_functionは、基礎となるデータ・ソースで認識される、Booleanの戻り型を使用する任意の有効なデータベース関数です。

column1からcolumnNは、列をカンマで区切ったオプションのリストです。

比較目的でデータベース関数をモデル化する場合は、EVALUATE_PREDICATEを使用しないでください。かわりに、EVALUATEを使用して、関数外で比較を行います。たとえば、次のようにEVALUATE_PREDICATEを使用しないでください。


EVALUATE_PREDICATE('dense_rank() over (order by 1% ) < 5', sales.revenue)


かわりに、次のようにEVALUATEを使用します。


EVALUATE('dense_rank() over (order by 1% ) ', sales.revenue) < 5



例 


SELECT year, Sales AS DOUBLE,CAST(EVALUATE('OLAP_EXPRESSION(%1,''LAG(units_cube_
sales, 1, time, time LEVELREL time_levelrel)'')', OLAP_CALC) AS DOUBLE) FROM 
"Global".Time, "Global"."Facts - sales" WHERE EVALUATE_PREDICATE('OLAP_
CONDITION(%1, ''LIMIT time KEEP ''''1'''', ''''2'''', ''''3'''', ''''4'''' '') 
=1', OLAP_CALC) ORDER BY year;








システム関数

システム関数は、セッションに関連する値を返します。次の関数があります。

	
USER


	
DATABASE






USER

ログオンしているOracle BIリポジトリのユーザー名を返します。


構文 


USER()






DATABASE

デフォルトのサブジェクト・エリアの名前を返します。


構文 


DATABASE()








Advance Analyticsの内部的な論理SQL関数

Oracle BIサーバーは、Visual Analyzerユーザーがビン化およびトレンド線などのモデルを使用してデータを検索できる論理SQL関数をサポートしています。

この項で説明されている論理SQL関数は、プレゼンテーション・サービス・ユーザーも使用できます。

この項の構成は、次のとおりです。

	
BINおよびWIDTH_BUCKET関数の比較


	
BIN関数


	
WIDTH_BUCKET関数


	
TRENDLINE関数






BINおよびWIDTH_BUCKET関数の比較

Oracle BIサーバーは、BINおよびWIDTH_BUCKET論理SQL関数をサポートしています。これらの関数は同じパラメータおよび構文の一部を共有しますが、各関数の使用状況は異なります。

BINおよびWIDTH_BUCKET関数の次の違いに注意してください。

	
BIN関数と異なり、WIDTH_BUCKET関数は集計のために新しいディメンション属性として処理されません。かわりに、RANK、TOPN、BOTTOMN、NTILE、PERCENTILE、MAVGおよびMEDIANなどの他の表示関数と似ている問合せ結果にWIDTH_BUCKET関数が適用されます。


	
BIN関数のBY句は、ビン化された式をビン化の前に評価する粒度を定義します。ビン化された式がメジャーである場合、ビン化の前にBY句で指定された粒度でメジャーがグループ化されます。


	
WIDTH_BUCKET関数のBY句は、WIDTH_BUCKET計算を適用する問合せ結果セットのグループを定義します。異なるグループ内のバケットが個別に計算されます。


	
ビン化された式がメジャーである場合、BIN関数のBY句は必須です。そうでない場合、メジャー以外の式のBY句はオプションです。


	
BY句は常にWIDTH_BUCKET関数のオプションです。BY句がWIDTH_BUCKET関数から省略されると、関数は結果セット全体を操作します。


	
連続した値の属性またはメジャーの個別のバケットのセットを計算し、問合せの他のベース・メジャーのGROUP BY句に含まれる新しいディメンション属性のようにその新しいセットの個別のバケットを処理する場合、BIN関数を使用します。


	
すでに集計された問合せ結果セットのバケットの個別のセットを計算する場合、WIDTH_BUCKET関数を使用します。









BIN関数

BIN関数を使用して、ユーザーはデータ値を含むディメンション、ファクト表またはメジャーの数値属性(INT、FLOAT、DOUBLE、NUMERIC)を選択し、個別のビンに格納できます。

BIN関数は、指定された数値式を、指定された数の等幅バケットに分類します。この関数は、ビン番号、またはビン間隔の2つのエンドポイントのいずれかを返すことができます。BIN関数の出力は、問合せに含まれる他のメジャーのGROUP BY式として使用されます。

たとえば、ユーザーが小売店の売上高を分析するとします。売上の見方として、ヒストグラム形式があります。これにより、$500より少ない、$500と$1000の間のように売上を表示できます。ヒストグラムを最初に作成するには、売上の合計値をビンに分類します。

集計、フィルタ処理およびドリルなどのために、BIN関数は新しいディメンション属性のように処理されます。これらのすべての操作は、BIN式でサポートされます。

WIDTH_BUCKET関数は表示関数として最終の問合せ結果セットにバケット処理が必要なユーザーに対してBIN関数のかわりになることに注意してください。詳細は、「BINおよびWIDTH_BUCKET関数の比較」を参照してください。


構文 


BIN(numeric_expr [BY grain_expr1, ..., grain_exprN] [WHERE condition]
INTO number_of_bins BINS [BETWEEN min_value AND max_value]
[RETURNING { NUMBER | RANGE_LOW | RANGE_HIGH }])


説明:

numeric_exprは、ビンに対するメジャーまたは数値属性を示します。

BY grain_expr1, ..., grain_exprNは、数値がビンに割り当てられる前にnumeric_exprが計算される粒度を定義する式のリストを示します。この句はメジャー式の場合は必須で、属性式の場合はオプションです。

WHERE conditionは、数値がビンに割り当てられる前にnumeric_exprに適用するフィルタ条件を示します。

INTO number_of_binsは、返すビンの数を示します。デフォルトは10です。

BETWEEN min_value AND max_valueは、最も外側のビンのエンドポイントに使用する最小値と最大値を示します。

RETURNINGは、数値がビンに割り当てられる前にnumeric_exprに適用するフィルタ条件を示します。次のオプションに注意してください。

	
RETURNING NUMBERは、戻り値をビン番号(1、2、3、4など)にすることを示します。これはデフォルトの条件です。


	
RETURNING RANGE_LOWは、ビン間隔の下限値を示します。


	
RETURNING RANGE_HIGHは、ビン間隔の上限値を示します。





例1

この例では、フィルタYear IN (2013, 2014, 2015)がRevenueの計算に適用されますが、製品ごとにビンを計算するために使用されるUnitPrice副問合せに影響しません。


SELECT
Year,
BIN(UnitPrice BY ProductName), Revenue
FROM SampleSalesSubjectArea
WHERE Year IN (2013, 2014, 2015);



例2

この例では、フィルタYear = 2014がビン計算に明示的に適用され、ビンを定義するために使用するQtySold式に影響します。Year IN (2013, 2014, 2015)フィルタがRevenueの計算に適用されますが、ビン定義に影響しません

ビン番号を返すかわりに、この問合せはビン間隔の低いおよび高いエンドポイントを返します。


SELECT
Year,
BIN(QtySold BY ProductName WHERE Year = 2014 INTO 20 BINS RETURNING RANGE_LOW),
BIN(QtySold BY ProductName WHERE Year = 2014 INTO 20 BINS RETURNING RANGE_HIGH),
Revenue
FROM SampleSalesSubjectArea
WHERE Year IN (2013, 2014, 2015);



例3

この例では、ビン化されるメジャー(QtySold)がCityの粒度で計算されます。地域に関係なく各都市にビン1、2、3、4または5が割り当てられます。

また、ビン番号(1から5)を含むビン問合せおよびCityの主キーがCityキーのメイン問合せに結合されます。メイン問合せがRegionおよびCityビン(1から5)でグループ化されます。

一部の地域は、各都市のビン番号が最終の結果セットに表されない可能性があります。たとえば、地域Eastの行にビン1、3、4のみが表され、地域Westにビン1、2、4、5が表される可能性があります。


SELECT
Region,
BIN(QtySold BY City INTO 5 BINS),
Revenue
FROM SampleSalesSubjectArea;



例4

この例では、Ageが属性であるため、BY句が省略されます。この場合、ビンを計算するために使用する粒度は、メタデータで定義されている属性の関連付けられたレベルによって決定されます。


SELECT
BIN(Age),
Revenue
FROM SampleSalesSubjectArea;



例5

この例では、BY句はAge属性を計算する粒度を明示的に示します。この粒度で属性に複数の値が含まれる場合、BIサーバーの粒度チェックがエラー条件を検出し、複数の値を含むタプルを示すエラー・メッセージを表示します。


SELECT
BIN(Age BY Customer),
Revenue
FROM SampleSalesSubjectArea;






WIDTH_BUCKET関数

WIDTH_BUCKET関数は、指定された数値式を、指定された数の等幅バケットに分類します。

WIDTH_BUCKET関数は、表示関数としてベース問合せ結果セットで動作します。この関数は、ビン番号、またはビン間隔の2つのエンドポイントのいずれかを返すことができます。

WIDTH_BUCKETおよびBIN関数は同じパラメータおよび構文の一部を共有しますが、各関数の使用状況は異なることに注意してください。詳細は、「BINおよびWIDTH_BUCKET関数の比較」を参照してください。


構文

WIDTH_BUCKET関数の構文はBIN関数より単純で、複数の句のかわりに単純なカンマ区切りの引数を使用します。WIDTH_BUCKET関数でサポートされている唯一ネストされた句は、WIDTH_BUCKET、RANK、TOPNおよびPERCENTILEを含むすべての表示関数でサポートされているBY句です。


WIDTH_BUCKET(numeric_expr, { NUMBER | RANGE_LOW | RANGE_HIGH },
number_of_bins, [min_value, max_value] [BY expr1, ..., exprN])


説明:

numeric_exprは、ビンに対するメジャーまたは数値属性を示します。

NUMBERは戻り値がビン番号(たとえば、1、2、3、4)であることを示しています。これはデフォルトの条件です。

RANGE_LOWは、ビン間隔の下限値を示します。

RANGE_HIGHは、ビン間隔の上限値を示します。

number_of_binsは、返すビンの数を示します。デフォルトは10です。

min_value, max_valueは、最も外側のビンのエンドポイントに使用する最小値と最大値を示します。min_valueおよびmax_value条件が省略されると、関数は自動的にエンドポイントを決定します

BY expr1, ..., exprNは、WIDTH_BUCKET計算を適用する問合せ結果セットのグループを定義する式のオプションの式のリストを示します。異なるグループ内のバケット間隔が個別に計算されます。


例1

この例では、フィルタYear IN (2013, 2014, 2015)が結果セット全体に適用されます。RevenueメジャーがYear、Categoryの粒度で計算されます。Year、Categoryの粒度ですでにフィルタ処理および集計されているRevenueメジャーにWIDTH_BUCKETが計算されます。


SELECT
Year, Category, Revenue, WIDTH_BUCKET(Revenue, RANGE_HIGH, 5)
FROM SampleSalesSubjectArea
WHERE Year IN (2013, 2014, 2015);



例2

この例では、Year、Categoryの粒度でRevenueメジャーが計算され、集計されたRevenueメジャーにWIDTH_BUCKETが計算されます。

WIDTH_BUCKET関数は、値0と1,000,000の間の10個のバケットを指定します。これにより、それぞれ100,000間隔の10個のバケットになります。範囲(0、1,000,000)外のRevenueの値はオーバーフロー・バケットに格納されます。そのため、0より小さいまたは1,000,000より大きいを超えるRevenueの値が存在する場合、結果として11個または12個の個別のバケットになる可能性があります。


SELECT
Year, Category, Revenue, WIDTH_BUCKET(Revenue, NUMBER, 10, 0, 1000000)
FROM SampleSalesSubjectArea;



例3

この例では、バケット間隔をYearごとに個別に計算するため、WIDTH_BUCKETがYearごとにパーティション化されます。異なる年のバケット間隔が必ずしも同じエンドポイントに配置されないため、結果がYearごとに複数の可視化(トレリス・チャートなど)に分割されないかぎり、この問合せが有効ではない可能性があることに注意してください。


SELECT Year, Category, Revenue, QtySold
WIDTH_BUCKET(Revenue, RANGE_LOW, 5 BY Year) as Low,
WIDTH_BUCKET(Revenue, RANGE_HIGH, 5 BY Year) as High
FROM SampleSalesSubjectArea;






TRENDLINE関数

TRENDLINE関数は、時間のデータを測定し、順序付けられたレコードでメトリックの線グラフを表示します。

現在、TRENDLINE関数は、線形回帰および指数回帰としてデータをモデル化できます。


構文


TRENDLINE( <numeric_expr>, ( [<series>] ) BY ( [<partitionBy>] ), 
<model_type>, <result_type>, [number_of_degrees] )


説明:

numeric_exprはトレンド化するデータを示します。通常これはメジャー列です。これがY軸であることに注意してください。

seriesはX軸を示します。これは<valueExp> <orderByDirection>のリストです。<valueExp>はディメンション列で、<orderByDirection>はASCまたはDESです。デフォルトは、ASCです。これを任意の数値列の任意の組合せにすることはできないので注意してください。

partitionByはトレンド線のコントロール・ブレークを示します。

model_typeは使用するモデルのタイプを示します。現在、LINEARのみ指定できます。

result_typeは出力のタイプを示します。VALUEまたはMODELを指定できます。VALUEは、適合においてXを与えたときの回帰Yの値を返します。MODELは、JSON形式文字列のパラメータを返します。

number_of_degreesは多項式モデルでのみ使用されます。このパラメータはオプションです。


例1

この例は、Y軸にSales.Revenue、X軸にday.cal_yearを使用したトレンド線を示します。回帰法は線形回帰で、返される型はvalueです。day.cal_yearは時間ディメンションのプライマリ・レベル・キーであることに注意してください。


SELECT
day.cal_year, Sales.Revenue, TRENDLINE(Sales.Revenue, (day.cal_year),
(), 'LINEAR', 'VALUE')
FROM TimeSeriesTesting;



例2

この例は、Product.CategoryIDごとにY軸にSales.Revenue、X軸にday.cal_yearを使用した個別のトレンド線を示します。


SELECT
Product.CategoryID, day.cal_year, Sales.Revenue, TRENDLINE(Sales.Revenue,
(day.cal_year), (Product.CategoryID), 'LINEAR', 'VALUE')
FROM TimeSeriesTesting; //single trendline with control_break



例3

この例は、同じ問合せの複数のTRENDLINE関数を示します。この例は、Y軸にSales.Revenue、X軸に(day.cal_year, day.cal_qtr)を使用します。


SELECT
day.cal_year, day.cal_qtr, Sales.Revenue, TRENDLINE(Sales.Revenue,
(day.cal_year, day.cal_qtr), (), 'LINEAR', 'VALUE'), TRENDLINE(Sales.Revenue,
(day.cal_year, day.cal_qtr), (), 'LINEAR', 'MODEL')
FROM TimeSeriesTesting
order by 1; //multiple trendline functions



例4

この例は、Product.CategoryIDごとにY軸にSales.Revenue、X軸にday.cal_yearを使用した個別のトレンド線を示します。Shipper.ShipperIDが問合せプロジェクション・リストにありますが、TRENDLINEで計算されないことに注意してください。


SELECT
Product.CategoryID, Shipper.ShipperID, day.cal_year, Sales.Revenue,
TRENDLINE(aggregate(Sales.Revenue by day.cal_year, Product.CategoryID),
(day.cal_year), (Product.CategoryID), 'LINEAR', 'Value')
FROM TimeSeriesTesting
order by 1, 3; //Query grain can be lower than Trendline Y-axis grain.



例5

この例は、Trendline X軸として1つの数値列を使用します。


SELECT
employee.country, category.categoryid, sales.qtysold, TRENDLINE
(sales.qtysold, (category.categoryid), (employee.country), 
'LINEAR', 'VALUE')
FROM TimeSeriesTesting
order by 1, 2; //using a single numeric column as Trendline X-axis.








Advanced Analyticsの外部的な論理SQL関数

Oracle BIサーバーは、Visual Analyzerユーザーが予測、クラスタおよび外れ値などのモデルを使用してデータを検索できる外部的な論理SQL関数をサポートしています。

この項で説明されている外部的な論理SQL関数は、プレゼンテーション・サービス・ユーザーも使用できます。

外部的な論理SQL関数は、入力データをスタンドアロンのRプロセスまたはOREに提供します。そのため、環境および問合せのニーズに合せて、これらの関数を正常に使用する前に環境にRまたはORE外部エンジンを含める必要があります。RまたはOREエンジンのインストールおよび構成の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』を参照してください。

この項の構成は、次のとおりです。

	
EVALUATE_SCRIPT関数


	
FORECAST関数


	
CLUSTER関数


	
OUTLIER関数


	
REGR関数






EVALUATE_SCRIPT関数

EVALUATE_SCRIPT関数は、script_file_pathで指定されているようにRスクリプトを実行し、入力として1つ以上の列またはリテラル式を渡します。関数の出力はcolumn_nameによって決定されます。


構文


EVALUATE_SCRIPT( <script_file_path>, <column_name>, <options>,
[<runtime_binded_column_options>] )


説明:

script_file_pathはスクリプトのXMLファイル・パスを示します。たとえば、filerepo//obiee.TimeSeriesForecast.xmlなどです。

column_nameは予測する列名を示します。

optionsは、セミコロン(;)で区切られた名前または値のペアの文字列リストです。たとえば、'algorithm=GLM;CustomerID=%1;ActualRevenue=%2;YearsAsCustomer=%3'などです。

runtime_binded_column_optionsは、列式のオプションの変数リストを示します。1つ以上の列を指定できます。


例1

この例は、EVALUATE_SCRIPTコマンドの一般的な使用を示します。


EVALUATE_SCRIPT(
'filerepo://PAFScore_bounded.xml',
'predictionValue',
'algorithm=GLM;CustomerID=%1;ActualRevenue=%2;YearsAsCustomer=%3',
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number",
"A - Sample Sales"."Datamining"."M01- Actual Revenue",
"A - Sample Sales"."Customers"."C20 Years as Customer"
) PredictedRevenue



例2

この例は、EVALUATE_SCRIPT関数を使用してClustering.xmlスクリプトをコールする方法を示します。


SELECT
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" CustomerID,
"A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev" ActualRevenue,
EVALUATE_SCRIPT(
'filerepo://obiee.Clustering.xml',
'clusterId',
'algorithm=kmeans;numClusters=3;id=%1;arg1=%2;',
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" ,
"A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev") ClusterId,
EVALUATE_SCRIPT(
'filerepo://obiee.Clustering.xml',
'clusterName',
'algorithm=kmeans;numClusters=3;id=%1;arg1=%2;',
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" ,
"A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev") ClusterName,
EVALUATE_SCRIPT(
'filerepo://obiee.Clustering.xml',
'clusterSize',
'algorithm=kmeans;numClusters=3;id=%1;arg1=%2;',
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" ,
"A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev") ClusterSize,
EVALUATE_SCRIPT(
'filerepo://obiee.Clustering.xml',
'distanceFromCenter',
'algorithm=kmeans;numClusters=3;id=%1;arg1=%2;',
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" ,
"A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev") DistanceFromCenter
FROM "A - Sample Sales" WHERE "A - Sample Sales"."Customers".
"C0 Customer Number" < 1000;



例3

この例は、EVALUATE_SCRIPT関数を使用してTimeSeriesForecast.xmlスクリプトをコールする方法を示します。


SELECT
"A - Sample Sales"."Time"."T00 Calendar Date" Day1,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" Target,
EVALUATE_SCRIPT(
'filerepo://obiee.TimeSeriesForecast.xml',
'forecast',
'numPeriods=7;predictionInterval=90;timeDay=%1;target=%2;',
"A - Sample Sales"."Time"."T00 Calendar Date",
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue") ForecastedRevenue,
EVALUATE_SCRIPT(
'filerepo://obiee.TimeSeriesForecast.xml',
'high',
'numPeriods=7;predictionInterval=90;timeDay=%1;target=%2;',
"A - Sample Sales"."Time"."T00 Calendar Date",
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue") High,
EVALUATE_SCRIPT(
'filerepo://obiee.TimeSeriesForecast.xml',
'low',
'numPeriods=7;predictionInterval=90;timeDay=%1;target=%2;',
"A - Sample Sales"."Time"."T00 Calendar Date",
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue") Low
FROM "A - Sample Sales"order by 1;



例4

この例は、EVALUATE_SCRIPT関数を使用してOutliers.xmlをコールする方法を示します。


SELECT
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" CustomerID,
"A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev" ActualRevenue,
EVALUATE_SCRIPT(
'filerepo://obiee.Outliers.xml',
'isOutlier',
'algorithm=mvoutlier;id=%1;arg1=%2;arg2=%3;',
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" ,
"A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev",
"A - Sample Sales"."Customers"."C21 Customer Age") IsOutlier,
EVALUATE_SCRIPT(
'filerepo://obiee.Outliers.xml',
'distance',
'algorithm=mvoutlier;id=%1;=arg1=%2;arg2=%3;',
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" ,
"A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev",
"A - Sample Sales"."Customers"."C21 Customer Age") Distance
FROM "A - Sample Sales" WHERE "A - Sample Sales"."Customers".
"C0 Customer Number" < 1000 






FORECAST関数

FORECAST関数は、指数平滑法またはARMIAを使用して、seriesに対して指定されたメジャーの時系列モデルを作成します。この関数は、numPeriodsで指定された期間セットの予測を出力します。


構文


FORECAST(numeric_expr, ([series]), output_column_name, options, [runtime_binded_options])])


説明:

numeric_exprは予測する対象のメジャーを示します。たとえば、予測する収益データなどです。

seriesは予測モデルが作成される時間の粒度を示します。これは1つ以上の時間ディメンション列のリストです。seriesを省略すると、問合せから時間の粒度が決定されます。

output_column_nameは出力列を示します。有効な値は、'forecast'、'low'、'high'および'predictionInterval'です。

optionsは、セミコロン(;)で区切られた名前/値のペアの文字列リストを示します。runtime_binded_optionsで指定できる%1 ... %Nを値に含めることができます。

runtime_binded_optionsは、ランタイム・バインド列およびオプションのカンマ区切りリストを示します。


使用可能なオプション

この項では、FORECAST関数で使用できるオプションおよびオプション値の情報について説明します。


表C-2 FORECAST関数のオプション

	オプション名	説明	値
	
numPeriods

	
予測する時間間隔の数。

	
整数


	
predictionInterval

	
予測の信頼度。

	
0から100(値が大きいほど信頼度が高くなります)


	
modelType

	
予測に使用するモデル。

	
ARIMA

ETS


	
useBoxCox

	
TRUEの場合、Box-Cox変換を使用します。

	
TRUE

FALSE


	
lambdaValue

	
Box-Cox変換パラメータ。

NULLまたはuseBoxCoxがFALSEである場合に無視します。

それ以外の場合、モデルを予測する前にデータが変換されます。

	
–



	
trendDamp

	
これはETSモデルのパラメータです。

TRUEの場合、減衰した傾向を使用します。NULLの場合、減衰した傾向および減衰していない傾向の両方を試行し、最適な方を選択します。

	
–



	
errorType

	
これはETSモデルのパラメータです。

	
加法("A")

乗法("M")

自動選択("Z")


	
trendType

	
これはETSモデルのパラメータです。

	
なし("N")

加法("A")

乗法("M")

自動選択("Z")


	
seasonType

	
これはETSモデルのパラメータです。

	
なし("N")

加法("A")

乗法("M")

自動選択("Z")


	
modelParamIC

	
モデル選択に使用する情報基準(IC)。

	
"ic_auto"

"ic_aicc"

"ic_bic"

"ic_auto"(これはデフォルトです)









出力列

FORECAST関数の出力には、次の列が含まれます。

	
forecast – この列は予測された出力です。


	
low – この列は予測された下限値です。


	
high – この列は予測された上限値です。





例1

この例は日単位の収益予測を選択します。


FORECAST(
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" Target,
("A - Sample Sales"."Time"."T00 Calendar Date"),
'forecast', 
'numPeriods=30;predictionInterval=70;'
) ForecastedRevenue



例2

この例は年単位および四半期単位の収益予測を選択します。


FORECAST(
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue",
("A - Sample Sales"."Time"."T01 Year" timeYear, "A - Sample Sales"."Time"."T02 Quarter" TimeQuarter),
'forecast', 
'numPeriods=30;predictionInterval=70;'
) ForecastedRevenue



例3

この例は、カスタム予測スクリプトxmlファイルを使用して、年単位および四半期単位で収益予測を選択します。


FORECAST(
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue",
("A - Sample Sales"."Time"."T01 Year" timeYear, "A - Sample Sales"."Time"."T02 Quarter" TimeQuarter),
'forecast', 
'numPeriods=30;predictionInterval=70;Script=filerepo://PAFTimeSeriesForecast.xml'
) ForecastedRevenue



例4

この例には、numPeriods=%1のランタイム・バインド・オプションが含まれます。


SELECT
"X - Airlines Traffic"."Month"."Dep Month" s_1,
"X - Airlines Traffic"."Passengers"."Passengers" s_2,
IFNULL(FORECAST(0.9*"X - Airlines Traffic"."Passengers"."Passengers" Target,
("X - Airlines Traffic"."Month"."Dep Month" Time_Month),'forecast',
'numPeriods=%1;predictionInterval=90',6),"X - Airlines
 Traffic"."Passengers"."Passengers") s_3
FROM "X - Airlines Traffic"



例5

この例は、浮動小数点の時間の粒度を使用した年単位および月単位の収益予測を選択します。


SELECT
"A - Sample Sales"."Time"."T05 Per Name Year" TimeYear1,
"A - Sample Sales"."Time"."T02 Per Name Month" Month1,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" Target1,
FORECAST( 
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" ,
(), 
'Forecast', 
'numPeriods=%1;predictionInterval=70;',
4) ForecastedRevenue
FROM "A - Sample Sales"
order by Month1;



例6

この例は、RegionおよびCountry Nameごとに浮動小数点の時間の粒度を使用した年単位および月単位の収益予測を選択します。


SELECT
"A - Sample Sales"."Time"."T05 Per Name Year" TimeYear1,
"A - Sample Sales"."Time"."T02 Per Name Month" Month1,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" Target1,
"A - Sample Sales"."Office Regions"."D50 Region" Region,
"A - Sample Sales"."Office Regions"."D52 Country Name" Con,
FORECAST(
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" ,
(),
'Forecast',
'numPeriods=%1;predictionInterval=70;',
4) ForecastedRevenue
FROM "A - Sample Sales"
order by region, con, Month1;






CLUSTER関数

CLUSTER関数は、K平均法または階層的クラスタリングを使用する1つ以上の入力式に基づいて、レコード・セットをグループ化します。


構文


CLUSTER((dimension_expr1 , ... dimension_exprN), (expr1, .. exprN),
output_column_name, options, [runtime_binded_options])


説明:

dimension_exprは、クラスタ化されるディメンションのリストを示します。

exprは、dimension_exprをクラスタ化するために使用するディメンション属性またはメジャーのリストを示します。

output_column_nameは、クラスタの出力列名を示します。有効な値は、'clusterId'、'clusterName'、'clusterDescription'、'clusterSize'、'distanceFromCenter'および'centers'です。

optionsは、セミコロン(;)で区切られた名前/値のペアの文字列リストを示します。runtime_binded_optionsを使用して指定できる%1 ... %Nを値に含めることができます。

runtime_binded_optionsは、ランタイム・バインド列またはリテラル式のカンマ区切りリスト(,)を示します。


使用可能なオプション

この項では、CLUSTER関数で使用できるオプションおよびオプション値の情報について説明します。


表C-3 CLUSTER関数のオプション

	オプション名	説明	値
	
algorithm

	
クラスタリングに使用するアルゴリズム。

	
k-mean

h-clustering


	
method

	
アルゴリズム内の方法。

	
K平均法アルゴリズムの場合: Hartigan-Wong、Lloyd、Forgy、MacQueen

階層的クラスタリングの場合: ward.D、ward.D2、single、complete、average、mcquitty、medianまたはcentroid。


	
numClusters

	
クラスタの数。各レコードがクラスタのいずれかに割り当てられます。

	
整数


	
attributeNames

	
クラスタリングを考慮する属性。

	
arg1、arg2、arg3、arg4、arg5、arg6、arg7、arg8、arg9、arg10


	
maxIter

	
反復数。

	
整数


	
normalizedDist

	
TRUEに設定されている場合、0から100の間の距離を正規化します。

	
TRUE

FALSE


	
useRandomSeed

	
デフォルトでTRUEに設定されます。TRUEに設定されている場合、値は本番環境で使用されます。

FALSEに設定されている場合、QA/デバッグ環境で使用するためにset.seed(initialSeed)を使用して再現性を確保します。

	
True

False


	
initialSeed

	
デフォルトは250です。

useRandomSeedがFALSEに設定されている場合のみ、この値が使用されます。

	
整数


	
clusterNamePrefix

	
デフォルトは空です。

設定されている場合、これはクラスタ名の接頭辞です。

	
Varchar


	
clusterNameSuffix

	
デフォルトは空です。

設定されている場合、これはクラスタ名の接尾辞です。

	
Varchar









出力列

CLUSTER関数の出力には、次の列が含まれます。

	
clusterID – この列はクラスタ番号またはIDです。


	
clusterName – この列はクラスタの名前です。clusterIDと同じです。


	
clusterDescription – クラスタ・データセットがDSSに永続化された後、エンド・ユーザーが説明を追加できます。


	
clusterSize – この列は現在のクラスタの要素の数です。


	
distanceFromCenter – この列は、現在のクラスタ要素が現在のクラスタの中心からどれだけ離れているかを示します。


	
centers – この列は、現在のクラスタの中心を示します。





例1

この例は、Expected RevenueごとにCustomer Numberをクラスタ化し、1000未満の各Customer NumberのclusterIDを選択します。


SELECT
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" CustomerID,
"A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev" ActualRevenue,
CLUSTER(
("A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number"),
("A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev"),
'clusterId', 
'algorithm=k-means;numClusters=5;maxIter=10' 
) ClusterId 
FROM "A - Sample Sales" WHERE "A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number"
< 1000; 



例2

この例は、Expected RevenueおよびCustomer AgeごとにCustomer Numberをクラスタ化し、1000未満の各Customer NumberのclusterIDを選択します。


SELECT
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" CustomerID,
"A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev" ActualRevenue,
CLUSTER( 
("A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number"), 
("A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev", "A - Sample
Sales"."Customers"."C21 Customer Age"),
'clusterId',
'algorithm=k-means;numClusters=5;maxIter=10'
) ClusterId 
FROM "A - Sample Sales" WHERE "A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" < 1000; 



例3

この例は、カスタム・クラスタ・スクリプトxmlを使用します。カスタム・クラスタ・スクリプトxmlが他のAdvanced Analytics xmlファイルと同じディレクトリにあることが必要なので注意してください。


SELECT
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" CustomerID,
"A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev" ActualRevenue,
CLUSTER(
("A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number"),
("A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev", "A - Sample
Sales"."Customers"."C21 Customer Age"),
'clusterId',
'algorithm=k-means;numClusters=5;maxIter=10;Script=filerepo://CustomClusterScript.xml'
 ) ClusterId
FROM "A - Sample Sales" WHERE "A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" < 1000;



例4

この例はランタイム・バインド・パラメータを示します。


SELECT
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" CustomerID,
"A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev" ActualRevenue,
CLUSTER(
("A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number"),
("A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev", "A - Sample
Sales"."Customers"."C21 Customer Age"),
'clusterId',
'algorithm=%2;numClusters=%1;maxIter=%3', 5, 'k-means', 10
) ClusterId
FROM "A - Sample Sales" WHERE "A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" < 1000;



例5

この例は、Expected RevenueおよびCustomer AgeごとにCustomer Numberをクラスタ化し、1000未満の各Customer NumberのclusterIDおよびdistanceFromCenterを選択します。


SELECT
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" CustomerID,
"A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev" ActualRevenue,
CLUSTER(
("A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number"),
("A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev", "A - Sample
Sales"."Customers"."C21 Customer Age"),'clusterId',
'algorithm=%2;numClusters=%1;maxIter=%3', 5,'k-means', 10
) ClusterId,
CLUSTER(
( "A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number"),
("A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev", "A - Sample
Sales"."Customers"."C21 Customer Age"),'distanceFromCenter',
'algorithm=%3;numClusters=%1;maxIter=%2', 5, 10, 'k-means'
) distanceFromCenter
FROM "A - Sample Sales" WHERE "A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" < 1000;



例6

この例は、BrandおよびProduct Typeは個別にExpected RevenueおよびCustomer AgeごとにCustomer Numberをクラスタ化し、1000未満の各Customer NumberのclusterIDおよびdistanceFromCenterを選択します。


SELECT
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" CustomerID,
"A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev" ActualRevenue,
"A - Sample Sales"."Products"."P4 Brand" Brand,
"A - Sample Sales"."Products"."P2 Product Type" ProductType,
CLUSTER(
("A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number"),
("A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev", "A - Sample
Sales"."Customers"."C21 Customer Age"),
'clusterName',
'algorithm=k-means;numClusters=%1;maxIter=%2;useRandomSeed=FALSE;', 2, 10
) clusterName
FROM "A - Sample Sales"
where Brand = 'FunPod' order by Brand, ProductType;



例7

この例は、IDリストの複数の列(ProductおよびCompany)をクラスタ化します。両方のIDリスト列がプロジェクション・リストにあるため、パーティション・ディメンションはありません。


SELECT
"A - Sample Sales"."Products"."P1 Product" s_1,
"A - Sample Sales"."Offices"."D4 Company" s_2,
CLUSTER(
("A - Sample Sales"."Products"."P1 Product", "A - Sample Sales"."Offices"."D4 Company"),
("A - Sample Sales"."Base Facts"."2- Billed Quantity","A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue"), 
'clusterName',
'algorithm=k-means;numClusters=%1;maxIter=%2;useRandomSeed=FALSE;', 5, 10) s_3,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."2- Billed Quantity" s_4,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" s_5
FROM "A - Sample Sales";



例8

この例は、IDリストの複数の列(ProductおよびCompany)をクラスタ化します。1つのパーティション・ディメンション(City)があります。


SELECT
"A - Sample Sales"."Products"."P1 Product" s_1,
"A - Sample Sales"."Offices"."D4 Company" s_2,
"A - Sample Sales"."Office Regions"."D55 City" s_3,
CLUSTER( 
("A - Sample Sales"."Products"."P1 Product", "A - Sample Sales"."Offices"."D4 Company"), 
("A - Sample Sales"."Base Facts"."2- Billed Quantity","A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue"),
'clusterName',
'algorithm=k-means;numClusters=%1;maxIter=%2;useRandomSeed=FALSE;', 5, 10) s_4,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."2- Billed Quantity" s_5,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" s_6 
FROM "A - Sample Sales" order by s_3;






OUTLIER関数

OUTLIER関数は、K平均法、階層的クラスタリングまたは多変量外れ値検出アリゴリズムを使用する1つ以上の入力式に基づいて、レコードを外れ値として分類します。


構文


OUTLIER((dimension_expr1 , ... dimension_exprN), (expr1, .. exprN),
output_column_name, options, [runtime_binded_options]))])


説明:

dimension_exprはディメンションのリストを示します。

exprは、外れ値を検索するディメンション属性またはメジャーのリストを表します。

output_column_nameは出力列名を示します。有効な値は'isOutlier'および'distance'です。

optionsは、セミコロン(;)で区切られた名前/値のペアの文字列リストを示します。runtime_binded_optionsを使用して指定できる%1 ... %Nを値に含めることができます。

runtime_binded_optionsは、ランタイム・バインド列またはリテラル式のオプションのカンマ区切りリスト(,)です。


使用可能なオプション

この項では、OUTLIER関数で使用できるオプションおよびオプション値の情報について説明します。


表C-4 OUTLIER関数のオプション

	オプション名	説明	値
	
attributeName

	
外れ値検出を考慮する属性。

	
arg1、arg2、arg3、arg4、arg5、arg6、arg7、arg8、arg9、arg10


	
algorithm

	
使用するアルゴリズム。

	
mvoutlier(デフォルト)

h-clustering

k-means


	
useRandomSeed

	
このオプションは、デフォルトでTRUEになります。これは本番環境で使用する値です。

FALSEに設定されている場合、set.seed(initialSeed)を使用して再現性を確保します。QA/デバッグ環境で使用されます。

	
TRUE

FALSE


	
initialSeed

	
デフォルトは250です。

useRandomSeedがFALSEに設定されている場合のみ、この値が使用されます。

	
整数


	
topN

	
デフォルトは3です。

isTopNAsPercentageがTRUEである場合、外れ値としてtopN %を返します。または、外れ値としてtopN値を返します。

	
Double


	
isTopNAsPercentage

	
デフォルトはFALSEです。

この値はtopNとともに使用されます。

	
TRUE

FALSE









出力列

OUTLIER関数の出力には、次の列が含まれます。

	
isOutlier – この列はTrueまたはFalseを使用して、現在の要素が外れ値であるかどうかを示します。


	
distance – この列は中心からの距離を示します。





例1

この例は、mvoutlierアルゴリズムを使用してExpected Revenueに基づくCustomer Numberの外れ値を決定します。


SELECT
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" CustomerID,
"A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev" ActualRevenue,
OUTLIER(
("A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number"),
("A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev") 
'isOutlier',
'algorithm=mvoutlier' 
) IsOutlier
FROM "A - Sample Sales" WHERE "A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" < 1000;



例2

この例は、k-meansアルゴリズムを使用してExpected RevenueおよびCustomer Ageに基づくCustomer Numberの外れ値を決定します。


SELECT
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" CustomerID,
"A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev" ActualRevenue,
OUTLIER(
("A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number"),
("A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev", "A - Sample
Sales"."Customers"."C21 Customer Age"),
'isOutlier',
'algorithm=k-means'
) IsOutlier
FROM "A - Sample Sales" WHERE "A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" < 1000;



例3

この例は、カスタム外れ値スクリプトxmlを使用して外れ値を決定します。カスタム外れ値スクリプトxmlが他のAdvanced Analytics xmlファイルと同じディレクトリにあることが必要なので注意してください。


SELECT
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" CustomerID,  "A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev" ActualRevenue,  OUTLIER( ( "A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number"),  ("A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev", "A - Sample Sales"."Customers"."C21 Customer Age"),  'isOutlier',  'algorithm=mvoutlier;Script=filerepo://CustomOutlierScript.xml'  ) IsOutlier FROM "A - Sample Sales" WHERE "A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" < 1000;



例4

この例は、ランタイム・バインド・パラメータを使用して外れ値を決定します。


SELECT
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" CustomerID,
"A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev" ActualRevenue,
OUTLIER( 
("A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number"),
("A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev", "A - Sample
Sales"."Customers"."C21 Customer Age"),
'isOutlier',
'algorithm=%1', 'mvoutlier'
) IsOutlier
FROM "A - Sample Sales" WHERE "A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" < 1000;



例5

この例は、Expected RevenueおよびCustomer Ageに基づくCustomer Numberの外れ値および距離を決定します。


SELECT
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" CustomerID,
"A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev" ActualRevenue,
OUTLIER(
("A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number"),
("A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev", "A - Sample
Sales"."Customers"."C21 Customer Age"),
'isOutlier',
'algorithm=%1', 'mvoutlier'
) IsOutlier,
OUTLIER(
( "A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number"),
("A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev", "A - Sample
Sales"."Customers"."C21 Customer Age"),
'distance', 'algorithm=%1', 'mvoutlier')
Distance FROM "A - Sample Sales" WHERE "A - Sample Sales"."Customers".
"C0 Customer Number" < 1000;



例6

この例は、BrandおよびOfficeごとにExpected Revenue、Dyn Expected RevおよびCredit Rateに基づくCustomer Numberの外れ値を決定します。


SELECT
"A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number" CustNo,
"A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev" Revenue,
"A - Sample Sales"."Products"."P4 Brand" Brand,
"A - Sample Sales"."Offices"."D1 Office" Office,
OUTLIER( 
("A - Sample Sales"."Customers"."C0 Customer Number"),
("A - Sample Sales"."Datamining"."M02- Expected Rev", "A - Sample
Sales"."Datamining"."M03- Dyn Expected Rev", "A - Sample Sales".
"Customers"."C6 Credit Rate"), 'isOutlier', 'algorithm=k-means;'
) IsOutlier 
FROM "A - Sample Sales" order by Brand, Office;



例7

この例は、IDリストに複数の列ProductおよびCompanyが含まれます。両方のIDリスト列がプロジェクション・リストにあるため、パーティション・ディメンションはありません。


SELECT
"A - Sample Sales"."Products"."P1 Product" s_1,
"A - Sample Sales"."Offices"."D4 Company" s_2,
OUTLIER( 
("A - Sample Sales"."Products"."P1 Product", "A - Sample Sales"."Offices".
"D4 Company"),
("A - Sample Sales"."Base Facts"."2- Billed Quantity","A - Sample Sales".
"Base Facts"."1- Revenue"),
'isOutlier','algorithm=k-means;useRandomSeed=FALSE') s_3,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."2- Billed Quantity" s_4,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" s_5
FROM "A - Sample Sales";



例8

この例は、IDリストに複数の列ProductおよびCompanyが含まれます。パーティション・ディメンションはCityです。


SELECT
"A - Sample Sales"."Products"."P1 Product" s_1,
"A - Sample Sales"."Offices"."D4 Company" s_2,
"A - Sample Sales"."Office Regions"."D55 City" s_3,
OUTLIER(
("A - Sample Sales"."Products"."P1 Product", "A - Sample Sales"."Offices".
"D4 Company"),
("A - Sample Sales"."Base Facts"."2- Billed Quantity","A - Sample Sales".
"Base Facts"."1- Revenue"),
'isOutlier','algorithm=k-means;useRandomSeed=FALSE') s_4,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."2- Billed Quantity" s_5,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" s_6
FROM "A - Sample Sales" order by s_3;






REGR関数

REGR関数は、線形モデルに適合させて、適合した値またはモデルを返します。この関数は、2つのメジャーに線形曲線を適合するために使用できます。


構文


REGR(y_axis_measure_expr, (x_axis_expr), 
(category_expr1, ..., category_exprN), output_column_name,
options, [runtime_binded_options])


説明:

y_axis_measure_exprは、回帰モデルの計算対象のメジャーを示します。

x_axis_measure_exprは、y_axis_measure_exprの回帰モデルを決定するために使用するメジャーを示します。

category_expr1, ..., category_exprNは、y_axis_measure_exprの回帰モデルの計算対象のカテゴリを決定するために使用するディメンション/ディメンション属性を示します。1つ以上で最大5個までのディメンション/ディメンション属性をカテゴリ列として指定できます。

output_column_nameは、回帰の出力列名を示します。有効な値は'fitted'、'intercept'または'modelDescription'です。

optionsは、セミコロン(;)で区切られた名前/値のペアの文字列リストを示します。runtime_binded_optionsを使用して指定できる%1 ... %Nを値に含めることができます。

runtime_binded_optionsは、ランタイム・バインド列またはリテラル式のオプションのカンマ区切り(,)リストを示します。


使用可能なオプション

この項では、REGR関数で使用できるオプションおよびオプション値の情報について説明します。


表C-5 REGR関数のオプション

	オプション名	説明	値
	
algorithm

	
回帰に使用するアルゴリズム。

	
LM


	
attributeNames

	
回帰に考慮する属性。

	
arg1、arg2、arg3、arg4、arg5、arg6、arg7、arg8、arg9、arg10


	
targetNames

	
反復数。

	
target


	
showModelDescription

	
これは、デフォルトではTRUEに設定されます。

TRUEに設定されている場合、モデルの説明がJSON形式で書き込まれます。

	
TRUE

FALSE









出力列

REGR関数の出力には、次の列が含まれます。

	
fitted – この列は、使用されるアルゴリズムに基づく現在の値の適合された値です。


	
intercept – この列は、線形モデルy = m1x1 + cの切片値'c'です。


	
modelDescription – この列は、回帰モデルの要約を説明するJSON出力です。





例1

この例は、Product TypeおよびBrandごとのDiscountに基づく回帰モデルを使用して決定されRegionおよびCountry Nameでパーティション化されるRevenueの適合した値を選択します。


SELECT
"A - Sample Sales"."Office Regions"."D50 Region" Region,
"A - Sample Sales"."Office Regions"."D52 Country Name" Con,
"A - Sample Sales"."Products"."P4 Brand" Brand,
"A - Sample Sales"."Products"."P2 Product Type" ProductType,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."3- Discount Amount" Discount,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" ActualRevenue,
REGR(
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" ,
("A - Sample Sales"."Base Facts"."3- Discount Amount"),
("A - Sample Sales"."Products"."P2 Product Type", "A - Sample Sales".
"Products"."P4 Brand"), 'FITTED', 'algorithm=%1', 'LM')
FROM "A - Sample Sales";



例2

この例は、Product Type、Brand、Region、Country NameごとのDiscountに基づく回帰モデルを使用して決定されるRevenueの適合した値を選択します。


SELECT
"A - Sample Sales"."Office Regions"."D50 Region" Region,
"A - Sample Sales"."Office Regions"."D52 Country Name" Con,
"A - Sample Sales"."Products"."P4 Brand" Brand,
"A - Sample Sales"."Products"."P2 Product Type" ProductType,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."3- Discount Amount" Discount,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" ActualRevenue,
REGR(
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" ,
("A - Sample Sales"."Base Facts"."3- Discount Amount"), (),
'FITTED', 'algorithm=%1', 'LM')
FROM "A - Sample Sales";



例3

この例は、Product TypeおよびBrandごとのDiscountに基づく回帰モデルを使用して決定されるRevenueの適合した値を選択します。


SELECT
"A - Sample Sales"."Products"."P4 Brand" Brand,
"A - Sample Sales"."Products"."P2 Product Type" ProductType,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."3- Discount Amount" Discount,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" ActualRevenue,
REGR(
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" ,
("A - Sample Sales"."Base Facts"."3- Discount Amount"),
("A - Sample Sales"."Products"."P2 Product Type", "A - Sample Sales".
"Products"."P4 Brand"), 'FITTED', 'algorithm=%1', 'LM')
FROM "A - Sample Sales";



例4

この例は、Product TypeおよびBrandごとのDiscountに基づく回帰モデルを使用して決定されるRevenueの適合した値を選択します。


SELECT
"A - Sample Sales"."Products"."P4 Brand" Brand,
"A - Sample Sales"."Products"."P2 Product Type" ProductType,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."3- Discount Amount" Discount,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" ActualRevenue,
REGR(
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" ,
("A - Sample Sales"."Base Facts"."3- Discount Amount"),
(), 'FITTED', 'algorithm=%1', 'LM')
FROM "A - Sample Sales";











ユーザー・インタフェース・リファレンス





D ユーザー・インタフェース・リファレンス


この付録には、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionの各ユーザー・インタフェース項目(ダイアログ、ペイン、エディタなど)の包括的なリファレンス情報が含まれています。

情報は、ユーザー・インタフェース項目ごとにアルファベット順で表示されます。



「実行者」ダイアログ

このダイアログを使用して、実行者として使用するユーザーを選択します。実行者とは、アクセスするアカウントのユーザーです。また、別のユーザーとして実行した後、このダイアログを使用して自分のユーザー・アカウントに戻ることができます。このダイアログにユーザー・リストが表示されて使用可能になるのは、ユーザーに適切な権限が付与されており、管理者によってこの機能が構成されている場合のみです。構成の情報は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』の別ユーザーとして実行可能にする方法に関する項を参照してください。

詳細は、他のユーザーの代理を参照してください。


コンポーネント


ユーザー

このオプションを使用して、アクセスするアカウントのユーザーIDを選択します。システム設定に基づいて、このダイアログにテキスト・ボックスが表示されることがあります。通常、このテキスト・ボックスは、長いユーザー・リストが返された場合に表示されます。このテキスト・ボックスに、実行者となるユーザーのIDを入力します。


停止

このボタンを使用して、別のユーザーのアカウントへのアクセスを停止し、自分のアカウントに戻ります。








「アクション・リンク」ダイアログ

このダイアログを使用して、スコアカードのイニシアティブまたは目標にアクション・リンクを追加します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
アクションとは


	
アクション・リンクおよびアクション・リンク・メニューとは


	
スコアカードのイニシアティブおよび目標へのアクションの追加





コンポーネント


状況

このボックスを使用して、アクション・リンクの有効化の条件となるイニシアティブまたは目標の状況を選択します。


アクション

アクション・リンクに関連付けられているアクションが表示されます。


新規アクションの作成

このボタンを使用し、作成するアクションのタイプを選択して「新規アクションの追加」ダイアログを表示すると、アクションを作成できます。


既存のアクションの選択

このボタンを使用して「既存のアクションの選択」ダイアログを表示すると、既存のアクションを選択できます。


リンク・テキスト

このフィールドを使用して、関連付けられているアクションを実行するためのリンクとして表示されるテキストを入力します。








「アクション・リンク」ダイアログ

このダイアログを使用して、KPIしきい値の範囲にアクション・リンクを追加します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
アクションとは


	
アクション・リンクおよびアクション・リンク・メニューとは


	
KPIへのアクションの追加





コンポーネント


アクション・リンク・リスト

KPIに追加されたアクション・リンク、アクション・リンクのテキスト、およびリンクに関連付けられているアクションが表示されます。


アクション・リンクの追加

このオプションを使用して 新しいアクション・リンク・ダイアログを表示すると、アクション・リンクを作成できます。


アクション・リンクの編集

このボタンを使用して「アクション・リンクの編集」ダイアログを表示すると、選択したアクション・リンクを編集できます。


アクション・リンクの削除

このボタンを使用して、選択したアクション・リンクを削除します。








「アクション・リンク・メニューのプロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、ダッシュボード・ページのアクション・リンク・メニューのプロパティを設定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
アクションとは


	
アクション・リンクおよびアクション・リンク・メニューとは


	
ダッシュボード・ページへのアクションの追加について


	
アクション・リンク・メニューを使用したダッシュボード・ページへのアクションの追加





コンポーネント


メニュー・ラベル

このフィールドを使用して、メニューに表示されるテキストを入力します。


キャプション

このフィールドを使用して、メニュー・テキストの上に表示されるキャプションを入力します。


アクション・リンク

アクション・リンク・メニューに関連付けられているアクション・リンクのリストが表示されます。


追加

このボタンを使用して「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログを表示すると、アクション・リンク・メニューにアクション・リンクを追加できます。


編集

このボタンを使用して「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログを表示すると、現在選択されているアクション・リンクを編集できます。


削除

このボタンを使用して、現在選択されているアクション・リンクを削除します。





注意

	
アクション・リンク・メニューに表示されるアクション・リンクのリストの順序を変更するには、「アクション・リンク」リストの右にある矢印を使用します。











「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、ダッシュボード・ページのアクション・リンクのプロパティを設定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
アクションとは


	
アクション・リンクおよびアクション・リンク・メニューとは


	
ダッシュボード・ページへのアクションの追加について


	
アクション・リンクを使用したダッシュボード・ページへのアクションの追加


	
アクション・リンク・メニューを使用したダッシュボード・ページへのアクションの追加


	
ダッシュボード・ページに追加されたアクション、アクション・リンクおよびアクション・リンク・メニューの編集





コンポーネント


リンク・テキスト

このフィールドを使用して、関連付けられているアクションを実行するためのリンクとして表示されるテキストを入力します。


キャプション

このフィールドは、アクション・リンク・メニューに表示されないアクション・リンクのみに使用できます。

このフィールドを使用して、リンク・テキストの上に表示されるキャプションを入力します。


アクション

アクション・リンクに関連付けられているアクションが表示されます。


新規アクション

このボタンを使用し、作成するアクションのタイプを選択して「新規アクション」ダイアログを表示すると、インライン・アクションを作成できます。インライン・アクションの詳細は、「インライン・アクションとは」を参照してください。


アクションの選択

このボタンを使用して「既存のアクションの選択」ダイアログを表示し、名前の付いたアクションを選択します。名前の付いたアクションの詳細は、「名前の付いたアクションとは」を参照してください。


パラメータ・マッピングの編集

このボタンは、固定または非表示に設定されていないパラメータを使用する名前付きアクションのみに使用できます。

このボタンを使用して「パラメータ・マッピングの編集」ダイアログを表示し、アクション・パラメータを編集します。アクション・パラメータの詳細は、「アクション・パラメータとは」を参照してください。


詳細(>>)

現在選択されているアクションに対して、次のオプションが表示されます。

	
アクションの編集 - このオプションを使用して「アクションの編集」ダイアログを表示すると、アクションを編集できます。


	
アクションの削除 - このオプションを使用してアクションを削除できます。


	
アクションに名前を付けて保存 - このボタンを使用して「名前を付けて保存」ダイアログを表示すると、アクションをOracle BIプレゼンテーション・カタログに保存できます。インライン・アクションの場合は、ダッシュボードではなくカタログに保存されます。名前付きアクションは、同じ名前または別名で保存できます。





リンクを新規ウィンドウで開く

このボックスは、「BIコンテンツにナビゲート」アクションや「Webページにナビゲート」アクションなど、関連するコンテンツに移動するアクションにのみ使用できます。

このボックスを使用して、URLまたは他のBIコンテンツにナビゲートするアクション・リンクについて、ブラウザの新規のウィンドウまたはタブ(ブラウザでサポートされている場合)でリンクを開くかどうかを指定します。ブラウザの新規のウィンドウまたはタブでアクション・リンクを開くには、このボックスを選択します。ブラウザの同じウィンドウまたはタブでアクション・リンクを開くには、このボックスを選択解除します。




	
注意:

このアクション・リンクに名前付きアクションを選択した場合、このコンポーネントのデフォルト値は、名前付きアクションの定義(つまり、「アクションのオプション」ダイアログ: 「アクションの起動」タブの「新規ウィンドウに開く」コンポーネントに指定した値)によって決定されます。このデフォルト値はオーバーライドできます。ここで設定した値によって、新規ウィンドウと新規タブのいずれを開くかが最終的に決定されます。








ブリーフィング・ブックに追加

このボックスは、「BIコンテンツにナビゲート」アクションのみに使用できます。

このボックスを使用して、アクション・リンクに関連付けられているアクションをブリーフィング・ブックで実行できるかどうかを指定しますが、たどるブリーフィング・ブック・ナビゲーション・リンクの数が0より大きい場合のみが対象になります。(たどるブリーフィング・ブック・ナビゲーション・リンクの数の設定は、「ブリーフィング・ブックのコンテンツの保存」ダイアログまたは「ページのプロパティ」ダイアログで行います。)

このボックスを選択した場合、アクションをブリーフィング・ブックで実行できます。アクションを実行できることを示すブリーフィング・ブック・アイコンが、ダッシュボード・ページのアクション・リンクの左およびブリーフィング・ブックに表示されます。

このボックスを選択解除した場合、アクションをブリーフィング・ブックで実行できません。

「ブリーフィング・ブックの使用」を参照してください。


リンクの表示

このボックスを使用して次のオプションのいずれかを指定します。

	
常に - このオプションを使用して、アクション・リンクを常に有効にすることを指定します。


	
条件付き - このオプションを使用して、関連付けられている条件を満たす場合のみアクション・リンクを有効にすることを指定します。このオプションを選択すると「条件」領域が表示されます。





条件

(「条件付き」オプションを選択した場合のみ表示されます。)

この領域を使用して、アクション・リンクが有効になる条件を指定します。次のコンポーネントが含まれます。

	
新規条件: このボタンを使用して「新規条件」ダイアログを表示すると、条件を作成できます。


	
条件の選択 - このボタンを使用して「条件の選択」ダイアログを表示すると、既存の条件を選択できます。


	
詳細(>>) - 次のオプションが表示されます。

	
条件のテスト - このボタンを使用して、条件がtrueかfalseのどちらに判断されるかをテストします。


	
条件の編集 - このボタンを使用して「条件の編集」ダイアログを表示すると、条件を編集できます。


	
条件の削除 - このボタンを使用して条件を削除できます。


	
条件に名前を付けて保存 - このボタンを使用して「名前を付けて保存」ダイアログを表示すると、条件をカタログに保存できます。














「アクションのオプション」ダイアログ

このダイアログを使用して、アクションの実行時にユーザーに表示される情報をカスタマイズします。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
アクションとは


	
新規アクションの設定の指定


	
「新規アクションの作成」ダイアログ





コンポーネント


アクションの起動




「アクションのオプション」ダイアログ: 「アクションの起動」タブを使用して、次のことを行います。

	
アクションの実行時にユーザーに対して確認プロンプトを表示するかどうかを指定します。


	
アクションを実行する前にユーザーがアクション・パラメータを指定する必要がある場合に、ユーザーに表示されるダイアログをカスタマイズします。


	
ユーザーに表示される起動成功メッセージをカスタマイズします。


	
ユーザーに表示される起動失敗メッセージをカスタマイズします。





アクションの結果

このタブは「Webサービスの起動」アクションのみに使用できます。

「アクションのオプション」ダイアログ: 「アクションの結果」タブを使用して、アクションの起動に成功した場合にユーザーに表示される、アクションの結果のダイアログをカスタマイズします。






「アクションのオプション」ダイアログ: 「アクションの結果」タブ

「アクションのオプション」ダイアログのこのタブを使用して、アクションの実行に成功した場合に、アクションの結果に関する情報をユーザーに表示するダイアログをカスタマイズします。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
アクションとは


	
新規アクションの設定の指定


	
「新規アクションの作成」ダイアログ





コンポーネント


HTMLマークアップを含む

埋込みHTMLが含まれるアクションの保存権限が付与されている場合に限り、「Webサービスの起動」アクションでのみ使用可能です。

このオプションを使用して、HTMLマークアップの操作の説明に従ってHTMLコードを操作します。


ダイアログのテキスト

このフィールドを使用して、ユーザーに表示するWebサービスの結果に関する情報を入力します。


XPathの結果

この領域を使用して、「Webサービスの起動」アクションによって返されたXMLから値を抽出するためのXPath式を、1つ以上指定します。




	
注意:

XPath式を指定する前に、Webサービスによって返されるものを把握しておく必要があります。Webサービスによって何が返されるかを調べるには、Web Services Description Language(WSDL)を読み取ります。







XPath式をリストに追加するには、「XPath式の追加」ボタンをクリックします。追加された行を使用して、次の情報を指定します。

	
「名前」列に、XPath式の一意の名前を入力します(例: filename)。次に、この名前を使用して、XPath式をダイアログのテキストにトークンとして埋め込みます(例: @{filename})。


	
「XPath式」列にXPath式を入力します。たとえば、ファイルの名前を"Body/writeToFileResponse/result"というXPath式で識別できる場合は、Body/writeToFileResponse/resultと入力します。


	
アクションの結果からXPath式が検出されない場合に表示する値を、「デフォルト値」列に入力します。デフォルト値が入力されておらず、XPath式が検出されなかった場合は、空の文字列が表示されます。







	
注意:

XPath式に対して複数の値が結果から検出された場合は、最初の値のみが表示されます。







XPath式をリストから削除するには、XPath式を選択して「XPath式の削除」ボタンをクリックします。


ダイアログのタイトル

このボックスを使用して、ダイアログのタイトルを指定します(例: アクションの結果)。


ダイアログの幅

このフィールドを使用してダイアログの幅を指定します。幅を指定すると、必要に応じてコンテンツがラップされ、スクロール・バーが表示されます。

幅を指定しなかった場合、ダイアログのサイズはコンテンツに基づいて設定されます。

たとえば、ダイアログのテキストに明示的な改行のない長文が含まれる場合は、ダイアログの幅が非常に広くなります。このような場合は、幅を指定することをお薦めします。


ダイアログの高さ

このフィールドを使用してダイアログの高さを指定します。高さを指定すると、必要に応じてコンテンツがラップされ、スクロール・バーが表示されます。

高さを指定しなかった場合、ダイアログのサイズはコンテンツに基づいて設定されます。

たとえば、ダイアログに膨大なテキストが含まれる場合は、ダイアログが非常に長くなります。このような場合は、高さを指定することをお薦めします。


プレビューの表示

このボタンを使用して、ダイアログがどのように表示されるかをプレビューします。(これによってアクションが実行されることはありません。)





HTMLマークアップの操作

HTMLコードを入力できる様々なダイアログやエディタに、「HTMLマークアップを含む」ボックスが含まれています。

「HTMLマークアップを含む」ボックスは次のダイアログおよびエディタで使用可能です。ただし、HTMLマークアップを含むコンテンツの保存権限を付与されている場合に限ります。

	
分析:

	
「フッターの編集」または「ヘッダーの編集」ダイアログ


	
「結果」タブ: 「ナレーティブ」エディタ


	
「結果」タブ: 「静的テキスト」エディタ


	
「結果」タブ: 「ティッカ」エディタ


	
「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブ


	
「列のプロパティ」ダイアログ: 「列書式」タブ





	
ダッシュボード:

	
「フッターの編集」または「ヘッダーの編集」ダイアログ


	
テキスト・オブジェクトの「テキスト・プロパティ」ダイアログ







さらに、「アクションのオプション」ダイアログ: 「アクションの結果」タブでも「HTMLマークアップを含む」ボックスは使用可能ですが、埋込みHTMLが含まれるアクションの保存権限が付与されている場合の、「Webサービスの起動」アクションに限られます。

このボックスを使用して、適切なフィールドに入力するテキストに、HTMLマークアップが含まれるかどうかを指定します。(たとえば、「アクションの結果」タブのこのフィールドのラベルは、「ダイアログのテキスト」です。)テキストにHTMLマークアップが含まれる場合は、このボックスを選択します。プレーン・テキストのみが含まれる場合は、このボックスを選択解除します。テキストにHTMLマークアップが含まれており、このボックスが選択されていない場合は、テキストがプレーン・テキストとして表示されます。

書式設定済テキスト、サーバーのセキュリティ設定に応じてActive-XコントロールまたはJavaスクリプト、サウンド・バイト、アニメーション、背景イメージなどを含むHTMLを追加できます。HTMLコードには、ページのコンテキストで意味を持つものでなければ、ブラウザでサポートされている任意の項目を含めることができます。

表D-1に、一部のHTML要素に関する使用上の注意および使用例を示します。実際の使用目的と類似する例が表に含まれている場合は、その例をコピーして貼り付けた後、必要に応じて変更できます。


表D-1 HTML要素の使用上の注意および使用例

	HTML要素	使用上の注意および使用例
	
テキスト

	
任意のHTMLタグを使用してテキストの書式を制御できます。次に示すHTMLタグは適用できる書式の例です。

	
テキストをセクションの中央に配置する場合:

<CENTER>中央に配置されるテキスト</CENTER>


	
テキストを太字にする場合:

<B>太字のテキスト</B>


	
フォント・サイズおよび色を設定する場合:

<FONT SIZE="4" COLOR="red">赤いテキスト</FONT>


	
タグを結合して効果を付加する場合:

<CENTER><B><FONT COLOR="red">中央に配置される太字の赤いテキスト</FONT></B></CENTER>




分析およびダッシュボードをエクスポートする場合、すべてのHTML機能がサポートされるわけではないことに注意してください。エクスポート用にサポートされているHTML機能のリストについては、『Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のサポートされているHTML機能に関する項を参照してください。


	
ActiveXオブジェクト

	
ActiveXオブジェクトは、自己包含であること、またブラウザによってサポートされていることが必要です。「HTMLテキスト」ウィンドウにオブジェクトを貼り付けるか入力し、開始タグ<object...>および終了タグ</object>が含まれていることを確認します。


	
JavaScriptおよびVBScript

	
スクリプトは、自己包含であること、またブラウザによってサポートされていることが必要です。「HTMLテキスト」ウィンドウにスクリプトを貼り付けるか入力し、開始タグ<script>および終了タグ</script>が含まれていることを確認します。

開始タグ<SCRIPT>で、スクリプト言語として<SCRIPT LANGUAGE="javascript">または<SCRIPT LANGUAGE="vbscript">のどちらかを指定します。

Oracle BI EEでは、document.write()またはdocument.writeln()関数をこれらのカスタム・スクリプト・エントリでは使用できません。


	
オーディオ

	
オーディオ・クリップの場所を把握しておく必要があります。オーディオ・クリップを共有環境で使用する場合は、すべてのユーザーがアクセスできるネットワーク・ドライブ上に配置する必要があります。オーディオをダッシュボードに追加するには、HTMLタグ<EMBED>を使用します。次に、HTMLコードの例を示します。


<EMBED SRC="audio" AUTOSTART="true" LOOP="true" HIDDEN="true"></EMBED>


"audio"は、オーディオ・クリップの場所および名前です。

注意: 使用するブラウザ応じて、HTMLを調整する必要があります。

次に示すHTMLタグは、<EMBED>タグの例です。

	
ハード・ドライブ上のオーディオ・クリップを追加するには、次のHTMLコードを指定します。

<EMBED SRC="c:\mycomputer\MIDIfiles\wakeup.mid" AUTOSTART="true" LOOP="true" HIDDEN="true"></EMBED>


	
同じオーディオ・クリップをWebサーバー上の共有の場所から追加するには、次のHTMLコードを指定します。

<EMBED SRC="/DashboardFiles/wakeup.mid" AUTOSTART="true" LOOP="true" HIDDEN="true"></EMBED>

















「アクションのオプション」ダイアログ: 「アクションの起動」タブ

「アクションのオプション」ダイアログのこのタブを使用して、次のことを行います。

	
アクションの実行時にユーザーに対して確認プロンプトを表示するかどうかを指定します。


	
アクションを実行する前にユーザーがアクション・パラメータの値を指定する必要がある場合に、ユーザーに表示されるダイアログをカスタマイズします。


	
ユーザーに表示される起動成功メッセージをカスタマイズします。


	
ユーザーに表示される起動失敗メッセージをカスタマイズします。




詳細は、次の項目を参照してください。

	
アクションとは


	
新規アクションの設定の指定


	
「新規アクションの作成」ダイアログ





コンポーネント


実行の確認

このボックスを使用して、アクションの実行時にユーザーに対して確認プロンプトを表示するかどうかを指定します。確認プロンプトには、入力したテキスト、アクションを実行するための「はい」ボタン、およびアクションの実行を取り消すための「いいえ」ボタンが表示されます。

このボックスを選択して確認プロンプトを表示すると、右にあるフィールドに確認プロンプトのテキストを入力できます。このボックスを選択解除すると、確認プロンプトは表示されません。


ダイアログのタイトル

このボックスを使用して、ユーザーによるアクション・パラメータ値の指定が必要な場合にユーザーに表示されるダイアログのタイトルをカスタマイズします。

このボックスを選択すると、タイトルをカスタマイズして、右にあるフィールドにタイトルを入力できます。このボックスを選択解除すると、デフォルト・タイトルの「アクションの起動」が使用されます。


アクションのヘルプのテキスト

このボックスを使用して、ユーザーによるアクション・パラメータ値の指定が必要な場合にユーザーに表示されるダイアログのテキストを指定します。

このボックスを選択すると、テキストを指定して、右にあるフィールドにテキストを入力できます。このボックスを選択解除すると、デフォルト・テキストの「アクションのパラメータの値を入力して実行します」が使用されます。

テキストにURLリンクを埋め込むには、トークン@{URL}を使用します。URLリンクは、トークンに置き換えられます。


リンクURL

このボックスを使用して、ユーザーによるアクション・パラメータ値の指定が必要な場合にユーザーに表示されるダイアログのテキストの下または内部のどちらにURLリンクを表示するかを指定します。これにより、たとえば、実行するアクションの詳細情報が提供されるURLにナビゲートするリンクを表示できます。

このボックスを選択すると、テキストの下または内部にURLリンクを表示して、右にあるボックスにURLを入力できます。@URLトークンをテキストに埋め込む場合は、URL(または指定されているURLラベル)がテキスト内に表示されます。トークンをテキストに埋め込まない場合は、URL(または指定されているURLラベル)がテキストの下に表示されます。

このボックスを選択解除すると、テキストの下にも内部にもURLは表示されません。


ラベル

このフィールドを使用して、URLリンクに表示されるテキストを入力します。


実行ボタンのテキスト

このボックスを使用して、ユーザーによるアクション・パラメータ値の指定が必要な場合にユーザーに表示されるダイアログのボタンの名前をカスタマイズします。ユーザーは、パラメータ値を指定した後にこのボタンをクリックしてアクションを実行します。

このボックスを選択すると、ボタンの名前をカスタマイズして、右にあるボックスに名前を入力できます。このボックスを選択解除すると、デフォルト値の「実行」が使用されます。


新規ウィンドウに開く

このボックスは、「BIコンテンツにナビゲート」アクションや「Webページにナビゲート」アクションなど、関連するコンテンツに移動するアクションにのみ使用できます。

このボックスを使用して、関連するコンテンツにナビゲートするアクション・リンクについて、ブラウザの新規のウィンドウまたはタブ(ブラウザでサポートされている場合)でリンクを開くかどうかを指定します。ブラウザの新規のウィンドウまたはタブでアクション・リンクを開くには、このボックスを選択します。ブラウザの同じウィンドウまたはタブでアクション・リンクを開くには、このボックスを選択解除します。




	
注意:

この「新規ウィンドウに開く」コンポーネントに指定した設定によって、 「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログの「リンクを新規ウィンドウで開く」ボックスのデフォルト値が決定されますが、これはダッシュボード・ページに追加するアクション・リンクに名前付きアクションを選択した場合に限られます。








正常起動メッセージ

このボックスは、一部のアクション・タイプには使用できません。




	
注意:

「Webサービスの起動」アクションの場合は、「アクションのオプション」ダイアログ: 「アクションの結果」タブを使用して、アクションの実行に成功した場合にユーザーに情報を表示する、アクションの結果のダイアログをカスタマイズできます。







このボックスを使用して、アクションの実行に成功した場合にユーザーに表示されるメッセージをカスタマイズします。

このボックスを選択すると、メッセージをカスタマイズして、右にあるフィールドにメッセージを入力できます。このボックスを選択解除すると、デフォルト・メッセージの「アクションの起動が正しく実行されました。」が使用されます。


起動失敗メッセージ

このボックスは、一部のアクション・タイプには使用できません。

このボックスを使用して、アクションの実行に失敗した場合にユーザーに表示されるメッセージをカスタマイズします。

このボックスを選択すると、メッセージをカスタマイズして、右にあるフィールドにメッセージを入力できます。このボックスを選択解除すると、デフォルト・メッセージの「アクションの起動に失敗しました。」が使用されます。








「アプリケーション・ロール、カタログ・グループおよびユーザーの追加」ダイアログ

このダイアログを使用して、次の対象となるユーザー、アプリケーション・ロールおよびカタログ・グループを選択します。

	
エージェントの配信コンテンツの受信。


	
ダッシュボードのセクションまたはアラート・セクションにアクセスするための権限の付与。


	
保存されたカスタマイズを使用するための権限の付与。


	
既存のカタログ・グループに関する追加または編集。


	
カタログ・オブジェクトへの権限の割当て。




詳細は、次の項目を参照してください。

	
「エージェント」エディタ: 「受信者」タブ


	
「権限」ダイアログ


	
オブジェクトの「プロパティ」ボタン


	
カスタマイズの保存


	
Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「グループの追加」ダイアログ

「グループの編集」ダイアログ

「ユーザーの選択」ダイアログ

コンポーネント


グループ名

カタログ・グループでの操作時のみ使用できます。このグループに使用する名前を入力します。


場所

カタログ・オブジェクト権限の操作時のみ使用できます。対象となるオブジェクトのカタログの場所が表示されます。


選択可能メンバー

この領域では次のことを行えます。

	
「検索」領域で検索を開始する。


	
「選択済メンバー」領域へ移動するアカウントを選択する。





クリックして有効な権限を表示

カタログ・オブジェクト権限の操作時のみ使用できます。このボタンを使用して、「選択可能メンバー」リストに「権限」列を追加します。この列には、権限割当て対象オブジェクトに対応するアプリケーション・ロール、カタログ・グループまたはユーザーを追加した場合に、これらのロール、グループまたはユーザーに付与される権限が表示されます。表に表示される有効な権限は、「権限」ダイアログにすでに追加されている他のアプリケーション・ロール、カタログ・グループまたはユーザーのロール、グループまたはユーザーに付与されているメンバーシップによって決まります。


検索

このボタンを使用して、「選択可能メンバー」領域内の「検索」領域の表示/非表示を切り替えます。


「検索」領域

この領域を使用して、ユーザー、アプリケーション・ロールおよびカタログ・グループを検索します。

検索を開始するには、「名前」フィールドに検索する文字列を入力し、「アプリケーション・ロール」、「カタログ・グループ」、「ユーザー」または「すべて」のいずれかを選択して「検索」ボタンをクリックします。「選択可能メンバー」リストに結果が表示されます。


シャトル

これらのボタンを使用して、使用可能な選択済の領域間でアカウントを移動します。


選択済メンバー

この領域を使用して、「選択可能メンバー」領域から選択して「選択済メンバー」領域へ移動したアカウントを表示します。


権限の設定

カタログ・オブジェクト権限の操作時のみ使用できます。このボックスを使用して、「選択済メンバー」領域に表示されるアカウントに付与する権限を選択します。このリストに含まれるオプションの詳細は、権限の定義およびオブジェクト・タイプごとに使用可能な権限を参照してください。







「新規ディメンションの追加」ダイアログ

このダイアログを使用して、KPIのディメンションとして使用する属性列または階層列を選択します。


コンポーネント


列リスト

KPIのディメンションとして使用できるサブジェクト・エリアの属性列および階層列が表示されます。このリストを使用して列を選択します。





関連トピック



KPIの作成






「コメントの追加」ダイアログ

このダイアログを使用して、新規のコメントの追加、またはイニシアティブ、目標およびKPIに添付されている既存のコメントへの返信を行います。(コメントは特定の視点に関連付けられます。)

詳細は、次の項目を参照してください。

	
コメントについて




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「新規コメント」ダイアログ

「返信」ダイアログ

コンポーネント


件名

このボックスを使用して、コメントの件名を入力します。


コメント

このボックスを使用してコメントを入力します。





履歴

この領域は、「コラボレーション」ペインから「新規コメント」ダイアログを表示した場合には使用できません。

現在の視点に関して、イニシアティブ、目標またはKPIにすでに追加されているすべてのコメントが表示されます。

「履歴」領域を展開または縮小するには、「すべて展開」ボタンまたは「すべて縮小」ボタンをクリックします。


注意

	
新規コメントの追加後、および添付されている既存のコメントへの返信後は、対象となった目標、イニシアティブおよびKPIを必ず保存してください。











「ダッシュボード・ページを追加」ダイアログ

このダイアログを使用して、ダッシュボードに追加するページの名前および説明を指定します。

詳細は、ダッシュボードへの新規ページの追加を参照してください。


コンポーネント


ページ名

このフィールドを使用して、ページの名前を入力します。


ページ説明

このフィールドを使用して、ページの説明を入力します。








「KPIの追加」ダイアログ

このダイアログを使用して、KPI使用状況のラベルを指定したり、1つ以上のKPIディメンションの値を固定(設定)します。KPIを1つ以上の値に固定できます。

固定はオプションです。通常のディメンションの場合は、ディメンションを固定せず、データが視点の設定によって制御されるようにするのが適切です。固定の詳細は、ディメンションおよび固定されたディメンション値とはを参照してください。

KPIディメンションの値を固定するのは、KPIを次のいずれかの表に追加する場合などです。

	
「イニシアティブとKPI」ウォッチリスト(「スコアカード」エディタ: イニシアティブの詳細タブの「分析」ペイン内)


	
「目標とKPI」表(「スコアカード」エディタ: イニシアティブの詳細タブの「分析」ペイン内)


	
「新規KPI」ウォッチリスト(「KPIウォッチリスト」エディタ: 「パフォーマンス」タブ内)




KPIを表示したときに表示されるデータは、選択したディメンション値によって決まります。

このダイアログは次のように表示される場合もあります。



「監視リスト・エントリの編集」ダイアログ

コンポーネント


KPI名

追加する保存済KPIの名前が表示されます(例: 売上KPI)。


サブジェクト・エリア

KPIディメンションが含まれるサブジェクト・エリアの名前が表示されます。


<ディメンション>

このボックスは、KPIで値が設定されているディメンションには使用できません。

このボックスを使用して、1つ以上のディメンション値を指定します。次のオプションがあります。

	
すべてのディメンションに関して、1つ以上の列値またはロールアップ値を選択できます(たとえば、Dimensions.Geogディメンションに関して、ドリルして「北アメリカ」を選択したり、さらにドリルして「ロサンゼルス」を選択できます)。


	
ディメンション値を設定しない場合は、視点を選択します。このオプションを使用すると、実行時に視点領域にディメンション・フィールドが表示され、ユーザーはこの領域で1つ以上のディメンション値を選択できます。


	
「検索」を選択して「メンバーの検索」ダイアログを表示します。このダイアログでは、ディメンションを固定する1つ以上の値を選択します。


	
メジャー列については、「変数の使用」を選択し、セッション変数、リポジトリ変数またはグローバル変数を使用してディメンションの値を設定できます。このオプションを選択すると、「変数の選択」ダイアログが表示されます。詳細は、変数の使用を参照してください。




	
注意:

セッション変数、リポジトリ変数またはグローバル変数を使用する場合、KPIディメンションに複数の値を固定することはできません。











ラベル

このフィールドを使用して、ユーザーにわかり易い説明的なKPI名を入力します。この名前が監視リストまたは「目標とKPI」表に表示されます。




	
ヒント:

「視点の使用」オプションのかわりに、ディメンションに対して特定の値または複数の値を選択した場合は、値の固定を説明するラベルを入力してください。たとえば、「地域」ディメンションに対して「中央」を選択した場合は、「中央地域の売上」などを入力します。














「関連ドキュメントの追加」ダイアログ

このダイアログを使用して、Oracle BIプレゼンテーション・カタログに格納されているBusiness Intelligenceオブジェクトやドキュメントへのリンク、またはKPI関連の追加情報を提供するWebページやKPIとともに使用できるWebページへのリンクを追加します。


コンポーネント


名前

このフィールドを使用して、関連ドキュメント表に表示されるリンクの名前を入力します。ユーザーは、このリンクをクリックして、対応するWebサイト、ドキュメントまたはBusiness Intelligenceオブジェクトにアクセスします。


タイプ

このリストを使用して、関連ドキュメントのパスの提供方法を指定します。

	
「カタログ」を選択して「参照」ボタンをクリックし、カタログ内のドキュメントまたはBusiness Intelligenceオブジェクトにナビゲートする。


	
「リンク」を選択して、オンライン・ドキュメントまたはBusiness IntelligenceオブジェクトのURLを入力するか、貼り付ける。





カタログ

このフィールドは、「タイプ」フィールドで「カタログ」を選択した場合に表示されます。

カタログから選択したBusiness Intelligenceオブジェクトの場所が表示されます。このフィールドで場所を指定するには、「参照」ボタンをクリックして「BIカタログからのオブジェクトの選択」ダイアログにアクセスし、カタログ・オブジェクトを選択します。


ブラウズ

このオプションは、「タイプ」フィールドで「カタログ」を選択した場合に使用できます。このボタンを使用して「BIカタログからのオブジェクトの選択」ダイアログにアクセスし、プレゼンテーション・サービス・カタログを参照してオブジェクトを選択します。


リンク

このフィールドは、「タイプ」フィールドで「リンク」を選択した場合に表示されます。

関連オブジェクトのURLを入力または貼り付ける場合に使用します。





関連トピック

「KPI」エディタ: 「関連ドキュメント」ページ

「コラボレーション」ペイン








「サブジェクト・エリアの追加/削除」ダイアログ

このダイアログを使用して、列の選択に使用する関連サブジェクト・エリアの追加または削除を行います。




	
注意:

BIコンポーザのこのダイアログには、関連するもののみでなく、すべてのサブジェクト・エリアが表示されます。







詳細は、次の項目を参照してください。

	
サブジェクト・エリアおよび列とは


	
分析の基準の指定


	
BI Composerを使用した分析の作成


	
列フィルタの作成


	
列プロンプトの作成





コンポーネント


サブジェクト・エリアのリスト

プライマリ・サブジェクト・エリア、関連サブジェクト・エリアおよびアクセス権が付与されている外部データ・ソースが表示されます。プライマリ・サブジェクト・エリアは、分析、新しい名前付きフィルタまたは新しいダッシュボード・プロンプトの作成時に選択したサブジェクト・エリアで、常に最初に表示されます。

サブジェクト・エリアの横にあるチェック・マークは、すでに追加されている関連サブジェクト・エリアを示します。グレー表示されたチェック・マークは、分析、名前付きフィルタまたは列プロンプトで現在データが使用されているプライマリ・サブジェクト・エリアまたは関連サブジェクト・エリアを示します。プライマリ・サブジェクト・エリアは削除できません。関連サブジェクト・エリアの削除は、そのデータが現在使用中でない場合のみ可能です。

このリストを使用して、関連サブジェクト・エリアの追加または削除を行います。追加する場合は、関連サブジェクト・エリアを選択します。削除する場合は、サブジェクト・エリアを選択解除します。








「管理」ページ

このページを使用して、Oracle BIプレゼンテーション・サービスを管理します。権限やマップのメタデータの管理などの管理タスクを実行します。

管理ページの機能の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』および『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』を参照してください。


コンポーネント


製品情報

折りたたみ可能なこのセクションを使用して、Oracle BI EEインストールに関する次の情報を表示します。

	
製品バージョン - Oracle BI EEのバージョン番号が指定されます。


	
カタログ・パス - Oracle BIプレゼンテーション・カタログの完全なディレクトリ名が指定されます。


	
Oracle BIサーバー・データ・ソース - Oracle BIサーバーで指定されたデータ・ソースの名前が指定されます。


	
利用可能なページング・メモリー(MB) - 利用可能な物理メモリーおよびページング・メモリーの容量が指定されます。この値が極端に低いと、Oracle BIプレゼンテーション・サービスがメモリー不足になる可能性があります。Windowsシステムのみに使用できます。


	
利用可能な仮想アドレス領域(MB) - 処理に使用できる残りの仮想アドレス領域の容量が指定されます。この値が極端に低いと、Oracle BIプレゼンテーション・サービスがメモリー不足になる可能性があります。Windowsシステムのみに使用できます。


	
メンテナンス・モード - メンテナンス・モードのオン/オフを示します。この設定を変更するには、このページの「メンテナンス・モードへの切替え」リンクを使用します。

プレゼンテーション・サービスをメンテナンス・モードにする場合は、カタログを読取り専用にしてユーザーがカタログの内容を変更できないようにします。既存オブジェクト(たとえば、ダッシュボードや分析)の表示など、カタログへの書込みを伴わないタスクをついてはユーザーは操作を続行できます。ユーザーの最近使用したリストを更新するなどのタスクは実行できません。

プレゼンテーション・サービスがメンテナンス・モードの場合、root_maintenancemode.lckという名前のロック・ファイルがカタログのディレクトリ内に作成されます。(UNIXシステムでは、このファイルはroot_maintenancemode_number.lckのような名前のファイルへのリンクとなり、これら両方のファイルがロック・ファイルを構成します。)プレゼンテーション・サービスがメンテナンス・モードのときにカタログのzipファイルを作成すると、zipファイルにロック・ファイルが含まれます。zipファイルの中身を抽出しカタログを開くと、プレゼンテーション・サービスはメンテナンス・モードになります。

以前のリリースとは異なり、プレゼンテーション・サービスをメンテナンス・モードにした後、再び起動すると、プレゼンテーション・サービスは引き続きメンテナンス・モードの状態で起動します。

管理者は、カタログをオフライン・モードで開き、カタログのバックアップやパッチ適用などのメンテナンス・タスクを実行できます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドのオフライン・モードに関する項を参照してください。





カタログ・グループの管理

このリンクを使用して「管理」: 「カタログ・グループの管理」ページを表示すると、カタログ・グループを管理できます。


権限の管理

このリンクをクリックして「管理」: 「権限の管理」ページを表示すると、様々なコンポーネントに関連付けられている権限を表示し、管理できます。権限は、ユーザーが実行権限を持つアクションです。


セッションの管理

このリンクを使用して「管理」: 「セッションの管理」ページを表示すると、アクティブなセッションおよび各分析のキャッシュに関する情報を表示できます。


エージェント・セッションの管理

このリンクを使用して「管理」: 「エージェント・セッションの管理」ページを表示すると、Oracle BIスケジューラによってトリガーされた現在アクティブなエージェント・セッションに関する情報を表示できます。


デバイス・タイプの管理

このリンクを使用して「管理」: 「デバイス・タイプの管理」ページを表示すると、エージェントで使用するデバイス・タイプの作成、編集、表示および削除を行えます。


メンテナンス・モードへの切替え

このリンクを使用して、メンテナンス・モードのオン/オフを切り替えます。このモードの設定は、「製品情報」領域で確認できます。メンテナンス・モードがオンの場合、ユーザーはOracle BIプレゼンテーション・カタログに書き込めません。


ファイルとメタデータの再ロード

このリンクを使用して、XMLメッセージ・ファイルの再ロード、Oracle BIサーバーのメタデータのリフレッシュ、およびキャッシュのクリアを行います。


ログ構成の再ロード

プレゼンテーション・サービスのメッセージに使用するログ・レベルを値リストから選択します。ログ・レベルを選択した後にリンクをクリックすると、プレゼンテーション・サービスを再起動しなくても変更が有効になります。


SQLの実行

このリンクを使用して「管理」: 「SQLの実行」ページを表示すると、Oracle BIサーバーに対して実行するSQL文を入力できます。


更新が必要なカタログ・オブジェクトのスキャンおよび更新

このリンクを使用して、更新が必要なカタログ・オブジェクトのスキャンおよび更新ページを表示すると、パフォーマンスに影響を与えている可能性があるカタログ内のオブジェクトをアップグレードできます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のカタログ・オブジェクトの更新に関する項を参照してください。


マップ・データの管理

このリンクを使用して「管理」: 「マップ・データの管理」ページを表示すると、レイヤー、背景マップおよびイメージを管理できます。


マーケティング・ジョブの管理

このリンクを使用して「マーケティング・ジョブ管理」ページを表示すると、バックグラウンド・ジョブおよびデータベース・キャッシュを管理できます。


マーケティング・デフォルトの管理

このリンクを使用して「マーケティング・デフォルトの管理」ページおよび「担当者計画ルール」ページを表示すると、各ターゲット・レベルに対して、デフォルトのキャンペーン・ロード・ファイル形式、デフォルトのグローバル参加者セグメント、およびプロファイル・ダッシュボードを選択できます。


BI Publisherの管理

このリンクを使用してBI Publisherの「管理」ページを表示すると、BI Publisherのユーザー、権限、ジョブ、ファイルおよびフォルダを管理できます。

詳細は、Oracle Business Intelligence Publisher管理者ガイドを参照してください。


BI Mobileアプリ・デザイナの管理

このリンクを使用して、BI Mobileアプリケーション・デザイナの「管理」ページを表示します。


クロールの構成

このリンクを使用して、クロールがデータ・モデルおよびカタログを構成して索引付けできる「管理」: 「クロールの構成」ページを表示します。


クロールのモニター

このリンクを使用して、スケジュール済、実行中および完了したクロールの情報を含む「管理」: 「クロールのモニター」ページを表示します。








「管理」: 「クロールの構成」ページ

このページを使用して、データ・モデルおよびカタログのクロールを構成します。

クロールは指定された項目を索引付けし、ユーザーがプレゼンテーション・サービスの全文検索またはVisual AnalyzerおよびBIAskの検索を使用する場合に利用できるようにします。クロール構成では、クロールの実行日時および頻度、索引付けするデータ・モデルのレベルおよび索引付けするカタログ・フォルダおよびオブジェクトなどのクロール基準を指定できます。


コンポーネント


カタログ・クロールの有効化

このフィールドは、「クロールの構成」の「データ・モデル」タブにのみ表示されます。Oracle BIにスケジュール済データ・モデル・クロールを実行させる場合、このフィールドを選択します。Oracle BIにデータ・モデル・クロールの実行を一時停止させる場合、このフィールドをクリアします。


クロールを実行するユーザー

クロールを実行するために特別に設定されているユーザーを入力または検索します。このユーザーの権限はクロールの実行中に使用され、索引付けするオブジェクト、メタデータなどに対して適用されます。たとえば、クロールに指定されたユーザーに社会保障データにアクセスする権限がない場合、社会保障データはクロールに含まれず索引付けされません。


言語

索引の言語を選択します。クロール結果が指定された言語で索引に追加されます。たとえば、企業の本社が米国にあり、イタリアに事業所がある場合、イタリア語を選択してイタリアの索引を作成できます。

複数の言語を選択すると、索引に選択したすべての言語のエントリが含まれます。


開始日時

クロールを実行する日時を指定します。このフィールドを変更するには、「日付および時間の選択」をクリックして、月、年、時間およびタイム・ゾーンを指定します。


実行頻度

クロールを実行する頻度を入力します。「頻度」フィールドとともにこのフィールドを使用します。


頻度

クロールを実行する頻度を選択します。「実行頻度」フィールドとともにこのフィールドを使用します。


索引付け対象データ・モデルの選択

この表は、「クロールの構成」の「データ・モデル」タブに表示され、索引付けに使用できるすべてのデータ・モデルがリストされます。

索引付けするデータ・モデル、フォルダ、サブフォルダおよび列を指定します。すべての子アイテムは、親レベルの設定を継承します。メジャー・データを索引付けできないので注意してください。

データ・モデルをクリックしてコンテンツ(フォルダ、サブフォルダおよび列)を展開し、索引付けする項目を指定します。次の点に注意してください。

	
「メタデータのみ索引付け」を選択して、メタデータを索引付けします。


	
「索引付け」を選択して、メタデータおよび項目に関連付けられているデータを索引付けします。


	
「索引付けしない」を選択して、索引から項目を除外します。





ユーザー・フォルダの索引付け

このフィールドは、「クロールの構成」の「カタログ」タブにのみ表示されます。表で指定する共有フォルダのすべてのユーザー・フォルダおよびカタログ・オブジェクトを索引付けする場合、このフィールドを選択します。


索引付け対象カタログ・オブジェクトの選択

この表は、「クロールの構成」の「カタログ」タブに表示され、索引付けに使用できるすべてのカタログ・オブジェクトがリストされます。

共有カタログ・フォルダをクリックしてコンテンツ(フォルダ、サブフォルダおよびオブジェクト)を展開し、索引付けする項目を指定します。すべての子アイテムは、親レベルの設定を継承します。








「管理」: 「SQLの実行」ページ

このページを使用して、Oracle BIサーバーに直接送信するSQL文を入力します。この機能は、サーバーのみをテストするために用意されています。結果はフォーマットされません。また、ここで発行するSQL文を分析として保存することはできません。SQLの発行ページを介した使用について、Oracle BIサーバーのすべてのSQL機能とプロシージャがサポートされているわけではありません(NQSSetSessionVariables()プロシージャなど)。

詳細は、付録C、論理SQL参照を参照してください。


コンポーネント


SQL

このフィールドを使用して、Oracle BIサーバーに直接送信するSQL文を入力します。


SQLの実行

このボタンをクリックして、Oracle BIサーバーにSQL文を送信します。


ログ・レベル

このボックスを使用して、Oracle BIサーバーのログ・レベルを0から7の間で選択します。BIサーバーの管理ツールでのユーザー作成時に、各ユーザーに対してデフォルトのログ・レベルが提供されます。デフォルト・レベルを使用する場合は、このボックスで「デフォルト」を選択します。

ロギング・レベルの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の診断ログ・ファイルの表示および構成に関する項を参照してください。


Oracle BIプレゼンテーション・サービス・キャッシュの使用

このボックスを使用して、Oracle BIプレゼンテーション・サービス・キャッシュを使用するかどうかを指定します。問合せでプレゼンテーション・サービス・キャッシュを使用しない場合は、このボックスを選択解除します。キャッシュを無効化するとパフォーマンス低下の問題が発生する可能性があるため、通常はこのボックスを選択解除しないことをお薦めします。








「管理」: 「エージェント・セッションの管理」ページ

このページを使用して、Oracle BIスケジューラによってトリガーされた現在アクティブなエージェント・セッションの情報を表示します。

詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のアクティブなエージェント・セッションのモニタリングに関する項を参照してください。


コンポーネント


エージェント・セッション

各エージェント・セッションの情報を含む表が表示されます。ジョブ識別子、インスタンス識別子、プライマリ・エージェント、およびエージェント・セッションが最後にアクセスされた日時などの詳細を確認できます。

それぞれの列の一番上にある「ソート」ボタンをクリックすると、セッションをソートできます。「プライマリ・エージェント」列のリンクをクリックすると、エージェントを「エージェント」エディタで表示できます。

「展開」ボタンをクリックすると、そのセッションに含まれるエージェントのリストが表示されます。


エージェント

各エージェントの情報を含む表が表示されます。エージェントのパスおよび状態などの詳細を確認できます。状態は、作成、「移入済み」または「条件付きりクエストは解決されました。」のいずれかです。

「パス」列のリンクをクリックすると、エージェントを「エージェント」エディタで表示できます。「展開」ボタンをクリックすると、そのエージェントの受信者のリストが表示されます。


受信者

エージェントの各受信者の名前およびタイプを含む表が表示されます。








「管理」: 「カタログ・グループの管理」ページ

このページを使用して、カタログ・グループを管理します。これらのグループは、以前のリリース(11gより前のリリース)との下位互換性を保つためにのみ使用されます。

詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のカタログ・グループの使用に関する項を参照してください。


コンポーネント


新規カタログ・グループの作成

このボタンを使用して「グループの追加」ダイアログを表示すると、グループを作成できます。


選択したグループの編集

リストでグループを選択してからこのボタンを使用すると、「グループの編集」ダイアログが表示され、既存のグループを編集できます。


選択したグループの削除

リストで1つ以上のグループを選択してからこのボタンを使用して、グループを削除します。


名前

必要なグループの名前を入力して「検索」をクリックすると、その名前と一致するグループのリストが表示されます。通常、このフィールドを使用する必要があるのは、グループのリストが長すぎて目的のグループを探すのが困難な場合のみです。


他のグループ

このボタンをクリックすると、追加のグループのリスト、または使用できるグループが他に存在しないこと示すメッセージ・ボックスのどちらかが表示されます。グループは25ずつリストに表示されます。







「管理」: 「データ・ソースの管理」ページ

このページを使用して、Visual Analyzerで使用するデータ・ソースを管理します。Visual Analyzerにアクセスできるユーザーのみ、このページを使用できます。

詳細は、Visual Analyzerドキュメントを参照してください。






「管理」: 「デバイス・タイプの管理」ページ

このページを使用して、エージェントで使用するデバイス・タイプの作成、編集、表示または削除を行います。このページで指定したタイプは、「マイ・アカウント」ダイアログ: 「配信オプション」タブから表示される「デバイスの作成」ダイアログで選択できます。

詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のエージェントのデバイス・タイプの管理に関する項を参照してください。


コンポーネント


デバイス・タイプ名

すでに作成されているデバイス・タイプの名前が表示されます。


カテゴリ

デバイス・タイプのカテゴリ(携帯電話、ページャまたはハンドヘルド・デバイスなど)が表示されます。


新規デバイス・タイプの作成

このリンクをクリックして「新規デバイス・タイプの作成」ダイアログを表示します。


編集

このボタンをクリックして「デバイス・タイプの編集」ダイアログを表示します。


削除

このボタンをクリックして、デバイス・タイプの削除処理を開始します。デバイス・タイプの削除について確認を求めるダイアログが表示されます。








「管理」: 「マップ・データの管理」ページ

このページを使用して、ユーザーがマップ・ビューを作成できるようにマップおよびデータを管理します。レイヤーおよび背景マップの管理などの管理タスクを実行します。ページの更新が終了したら、「OK」をクリックして変更を保存します。

詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のマップの管理に関する項を参照してください。


コンポーネント


レイヤー

このタブを使用して、マップに表示するレイヤーを操作します。


背景マップ

このタブを使用して、マップ・ビューで使用するメイン・マップを操作します。


イメージ

このタブを使用して、マップ・ビューで使用するイメージを指定します。フォーマットの一部としてイメージをマップに含めるようコンテンツ設計者に依頼する場合のみ、イメージを指定します。


インポート

各タブに表示されるインポート・ボタンを使用してダイアログを表示すると、レイヤー、背景マップまたはイメージをタブにインポートできます。

特定のタブに項目が含まれていない場合、ほとんど空の行のテキストをクリックすると、適切な「インポート」ダイアログを表示できます。


「編集」および「削除」

レイヤー、背景マップまたはイメージをインポートした後、各タブに表示される編集ボタンを使用し、ダイアログを表示してその項目を編集するか、各タブに表示される削除ボタンを使用してタブから削除します。


ソート

各タブの「名前」と「場所」の横に表示されるソート・ボタンを使用して、レイヤー、マップまたはイメージをソートします。








「管理」: 「権限の管理」ページ

このページを使用して、様々なコンポーネントに関連付けられている権限を表示および管理します。権限によって、Oracle BIプレゼンテーション・サービスの機能へのユーザーのアクセス権を制御できます。

詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービス権限の管理に関する項を参照してください。


コンポーネント


「権限」表

この表では次のことを行えます。

	
権限を表示する。権限はカテゴリ別に表示されます(「アクセス」、「カタログ」など)。権限への明示的なアクセス権を持つユーザー、ロールおよびカタログ・グループは、各権限の右に表示されます。


	
権限への明示的なアクセス権を持つユーザー、ロールおよびグループのリンクをクリックして、権限を管理する。リンクをクリックすると「権限」ダイアログが表示され、その権限が付与されるユーザー、ロールおよびカタログ・グループを変更できます。











「管理」: 「セッションの管理」ページ

このページを使用して、アクティブなセッションおよび各分析のキャッシュに関する情報を表示します。アクティブなセッションの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』を参照してください。


コンポーネント


「セッション」領域

アクティブなセッションの合計数が表示されます。また、ログイン済ユーザーに対して作成されたセッションに関して、次の情報を含む表が表示されます。


	フィールド	説明
	ユーザーID	ログイン時にユーザーが入力した名前。
	ホスト・アドレス	WebサーバーへのHTTP接続を開始したコンピュータの名前またはIPアドレス。ユーザーのPC、ハンドヘルドPC、ファイアウォールなどの可能性があります。
	セッションID	各クライアント・セッションに対してプレゼンテーション・サービスによって割り当てられた一意の識別子。
	ブラウザ情報	ユーザーがログオンに使用したブラウザに関する情報。
	ログオン	ユーザーのログオン時のタイムスタンプ。
	最終アクセス	プレゼンテーション・サービスでの、このユーザーの最終アクティビティのタイムスタンプ。システム上でのあらゆるアクティビティ(別のダッシュボード・ページへの切替えなど)が対象です。
	セッション別にカーソルをフィルタ	「カーソル・キャッシュ」表をフィルタするために使用するセッションの行のオプションを選択します。「カーソル・キャッシュ」表には、そのセッションおよびそのユーザーに関連するカーソルのみが表示されます。
	ログ・レベル	各セッションのロギング・メッセージのレベルを選択します。デフォルトでは、各セッションのロギングは無効になっています。







フィルタのクリア

このボタンを使用して、セッション別にカーソルをフィルタフィールドで有効にしたフィルタを削除します。


「カーソル・キャッシュ」領域

各分析について、次の情報を含む表が表示されます。


	フィールド	説明
	ID	このエントリに対する一意の内部キャッシュ識別子。
	ユーザー	分析を実行して最後にキャッシュに配置したユーザーの名前。IDが2つ表示される場合は、2番目のIDが最初のIDを偽装しています。たとえば、lhurley/administratorというエントリは、管理者アカウントがログオンしてlhurleyを偽装していることを意味します。この状態は、ユーザーのかわりにOracle BIスケジューラがエージェントを起動した場合に発生します。Oracle BIスケジューラがログオンしてそのユーザーを偽装することで、セキュリティおよびコンテンツのフィルタが引き続き適用されます。
	参照	キャッシュに配置されてからこのエントリが参照された回数。
	ステータス	このキャッシュ・エントリを使用する分析のステータス。
	
起動中 - 分析は実行を開始中です。


	
親を待機中 — 分析内のビューは、Oracle BIサーバーが問合せのデータを返すのを完了するまで待機しています。


	
実行中 - 分析は現在実行中です。


	
終了 - 分析は終了しました。


	
キュー待機 - システムは、分析を処理できるように、スレッドが使用可能になるのを待機しています。


	
取消中 - アプリケーションは、分析の取消しを処理しています。


	
エラー - 分析の処理中または実行中にエラーが発生しました。エラーの詳細は、「文」列を参照してください。





	時間	分析の処理および実行にかかった時間が1秒刻みに表示されます。値0(ゼロ秒)は、分析が完了するのに1秒かからなかったことを示します。
	アクション	次のリンクをクリックして分析を操作します。
	
取消 - 分析を終了します。処理中の分析に対して表示されます。分析を実行しているユーザーは、分析が管理者によって取り消されたことを示す情報メッセージを受信します。


	
閉じる - この分析に関連付けられているキャッシュ・エントリをクリアします。完了した分析に対して表示されます。


	
ログの表示 - この分析のnQQuery.logファイルのエントリが表示されます(このユーザーに対してロギングがオンに設定されている場合)。このファイルには、システムでの問合せアクティビティが個々のユーザー・レベルで記録されます。

問合せロギングはデフォルトでオフに設定されています。様々なロギング・レベルで個別のユーザーに対して有効化できます。管理者は、Identity Managerを使用してユーザーに対してロギングを有効化できます。

また、Windowsメモ帳などのテキスト・エディタを使用して、nQQuery.logファイル(デフォルトの場所はOracle Business Intelligenceインストール・ディレクトリのLogディレクトリ)を表示できます。管理者は、NQSConfig.INIファイルのUSER_LOG_FILE_SIZEパラメータを設定して、nQQuery.logファイルの最大サイズを指定します。


	
診断 — Oracleカスタマ・サポートと共有できる診断情報のHTMLページが表示されます。





	最終アクセス	分析の要件を満たすためにこの分析のキャッシュ・エントリが最後に使用された時間のタイムスタンプ。
	文	分析に対して実行されたSQL文、または分析がエラーになった場合のエラーの性質に関する情報。
	情報	使用状況トラッキング情報(例: 問合せを含む分析の名前)。Oracle BIシステムがローカライズされている場合でも、カタログ・オブジェクト名はRAWカタログ・パスで表示されます(例: /shared/TeamA/brand_analysis)。
	レコード	結果セットに含まれるレコードのうち、表示されたレコードの数(たとえば、50+は、50のレコードが表示されたが未フェッチの追加のレコードが存在することを示しており、75は、75のレコードが表示され未フェッチのレコードは存在しないことを示します)。







ダウンロード

このボタンを使用して、表のエントリをCSVファイルにエクスポートします。このCSVファイルはコンピュータに保存して他のユーザーと共有できます。


実行中のリクエストの取消し

このボタンを使用して、分析に対して実行中のすべてのリクエストを取り消します。


すべてのカーソルを閉じる

このボタンを使用してすべてのカーソルを閉じます。これにより「カーソル・キャッシュ」表のすべての情報が削除されます。


ソート基準

作成時間、最終アクセス時間またはユーザー名でエントリをソートするための適切な値を選択します。エントリをソートすると、関心のあるエントリをより速く見つけることができます。





注意

それぞれの列見出しの横にある矢印ボタンを使用して、その値を基準に表をソートします。








「管理」: 「クロールのモニター」ページ

このページを使用して、データ・モデルおよびプレゼンテーション・カタログのクロールをモニターします。


コンポーネント


クロール・タイプ

表に表示するクロール・タイプを選択します。


ステータス

表に表示するクロール・ステータスを選択します。


情報表

この表には、スケジュール済、実行中および完了したクロールの情報が表示されます。「進行状況」列には、クロールした様々な項目の数およびクロールの合計時間の情報が含まれます。







拡張ページ・プロパティ

このダイアログを使用して、ダッシュボード・ページまたはダッシュボードのデフォルトのナビゲーション・パラメータを指定します。詳細は、「拡張ページ・プロパティの設定」を参照してください。


コンポーネント


ナビゲーション・オプション

ダッシュボード・ページまたはダッシュボードの受信ナビゲーション・パラメータは次のとおりです。

	
プロンプトURL


	
Go URL


	
「BIコンテンツにナビゲート」アクション











「高度なSQLフィルタ」ダイアログ

このダイアログを使用して、列フィルタ用に生成されたSQLコードを編集します。

詳細は、分析の列フィルタ用のSQL文の作成および編集を参照してください。


コンポーネント


SQL

このフィールドを使用して、フィルタとして使用するSQL WHERE句を変更します。

SQL句の詳細は、付録C、論理SQLリファレンスを参照してください。





関連トピック



列フィルタの作成






「詳細ティッカ・オプション」ダイアログ

このダイアログを使用して、スクロール・ティッカの追加のオプションを指定します。

詳細は次の項を参照してください。

	
「結果」タブ: 「ティッカ」エディタ





コンポーネント


ループ数

このフィールドを使用して、結果のスクロール回数を入力します。デフォルトの回数は無限です。

整数を指定する必要があります。


スクロール量

このフィールドを使用して、連続して再描画される結果の間のピクセル数を入力します。


スクロール遅延

このフィールドを使用して、連続して再描画される結果の間のミリ秒数を入力します。


背景色

このフィールドを使用して、背景に使用する色を入力します。ブラウザのサポートに従って、色の名前(yellowやblueなど)を入力するか、6桁の16進形式(薄いターコイズには#AFEEEEなど)を使用できます。(16進形式のシャープ記号は省略できます。)


追加マーキー属性

このフィールドを使用して、ブラウザがサポートしている可能性があるその他のマーキー・オプションを入力します。たとえば、ALIGN="top | middle | bottom"を入力すると、ティッカは周囲のテキストの上、中央または下に配置されます。また、HTMLを追加してティッカの外観をさらにカスタマイズできます。








「エージェント」エディタ

このエディタを使用して、エージェントの作成または編集を行います。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
エージェントとは


	
エージェントの作成





コンポーネント


概要

エージェントの現在の設定の要約が表示されます。この要約を展開および縮小するには、「プラス記号」ボタンおよび「マイナス」ボタンを使用します。


一般

「エージェント」エディタ: 「一般」タブを使用して、エージェントが配信するコンテンツの優先度および配信コンテンツの送信方法を指定します。


スケジュール

「エージェント」エディタ: 「スケジュール」タブを使用して、エージェントをスケジュールに基づいて実行するかどうか、実行頻度、および実行の開始時間と終了時間を指定します。


条件

「エージェント」エディタ: 「条件」タブを使用して、エージェントによるコンテンツの配信およびアクションの実行を、常に行うか条件付きで行うかを指定します。

条件の詳細は、第10章「条件の使用方法」を参照してください。


配信コンテンツ

「エージェント」エディタ: 「配信コンテンツ」タブを使用して、エージェントで配信するコンテンツ(ダッシュボード・ページまたは保存済分析など)を指定します。


受信者

「エージェント」エディタ: 「受信者」タブを使用して、エージェントの配信コンテンツの受信者およびエージェントへの登録が許可されるユーザーを指定します。


送信先

「エージェント」エディタ: 「送信先」タブを使用して、コンテンツの配信先を指定します。


アクション

「エージェント」エディタ: 「アクション」タブを使用して、エージェントの終了時に実行する1つ以上のアクションを指定します。

アクションの詳細は、第11章「アクションの使用方法」を参照してください。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
このエージェントの保存 - このボタンを使用してエージェントを保存します。


	
このエージェントに名前を付けて保存 - このボタンを使用して、エージェントのコピーに別の名前を付けて保存します。


	
このエージェントをカタログから削除する - このボタンを使用してエージェントを削除します。


	
このページに加えた変更を破棄します。 - このボタンを使用して、現在のタブで行ったすべての変更を破棄します。


	
エージェントを今すぐ実行 - このボタンを使用してエージェントを実行します。これは、エージェントを検証する場合などに役立ちます。











「エージェント」エディタ: 「アクション」タブ

「エージェント」エディタのこのタブを使用して、エージェントの終了時に1つ以上のアクションを実行することを指定できます。

次の状況下で実行されるアクションを指定できます。

	
エージェント条件がtrueと判断された場合、もしくはエージェントに条件が関連付けられていない場合


	
エージェント条件がfalseと判断された場合




詳細は、次の項目を参照してください。

	
エージェントとは


	
エージェントの作成


	
第11章「アクションの使用」





コンポーネント


エージェント条件がTrueまたは条件が存在しない

この領域を使用して、エージェント条件がtrueと判断された場合、またはエージェントに条件が関連付けられていない場合のみ実行されるアクションを1つ以上指定します。


エージェント条件がFalse

この領域は、エージェントに対して条件が指定されている場合のみ有効です。「エージェント」エディタ: 「条件」タブを参照してください。

この領域を使用して、エージェント条件がfalseと判断された場合のみ実行されるアクションを1つ以上指定します。





行ごとの起動

このボックスは、エージェントに対して条件が指定されている場合のみ有効です。「サーバー・スクリプトの起動」アクション、「エージェントの起動」アクション、またはパラメータの1つが結果セット・マッピングであるアクションには使用できません。

このボックスを使用して、条件によって返される各行に対してアクションを実行するかどうかを指定します。各行に対してアクションを実行する場合は、このボックスを選択します。返される行数に関係なく、アクションを1回のみ実行する場合は、このボックスを選択解除します。


新規アクションの追加

このボタンを使用して「新規アクションの作成」ダイアログを表示すると、アクションを作成できます。


既存のアクションの追加

このボタンを使用して「既存のアクションの選択」ダイアログを表示すると、既存のアクションを選択できます。


アクションの編集

このボタンを使用して「アクションの編集」ダイアログを表示すると、選択したアクションを編集できます。インライン・アクションの場合は、アクション定義を編集できます。名前付きアクションの場合は、パラメータ値のみを編集できます。


アクションの削除

このボタンを使用してアクションを削除します。






「エージェント」エディタ: 「条件」タブ

「エージェント」エディタのこのタブを使用して、エージェントによるコンテンツの配信およびアクションの実行を、常に行うか条件付きで行うかを指定します。

エージェントによってコンテンツが配信され、アクションが実行されるかどうかを決定するには、条件を使用します。(条件の詳細は、第10章「条件の使用方法」を参照してください。)

詳細は、次の項目を参照してください。

	
エージェントとは


	
エージェントの作成





コンポーネント


設定

このボックスを使用して次のオプションのいずれかを選択します。

	
条件を使用しない(常にコンテンツを配信してアクションを実行) - このオプションを使用して、エージェントによるコンテンツの配信およびアクションの実行が常に行われることを指定します。


	
条件を使用 - このオプションを使用して、エージェントによるコンテンツの配信およびアクションの実行が条件付きで行われることを指定します。





作成

このボタンを使用して「条件の作成」ダイアログを表示すると、インライン条件を作成できます。


ブラウズ

このボタンを使用して「条件の選択」ダイアログを表示すると、名前の付いた条件を選択できます。


条件の編集

このボタンは、インライン条件を作成した場合のみ使用できます。

このボタンを使用して「条件の編集」ダイアログを表示すると、インライン条件を編集できます。(名前付きの条件は編集できません。)


カスタマイズ

このボタンは、選択した名前付き条件が、1つ以上のプロンプト・フィルタを含む分析に基づく場合のみ使用できます。

このボタンを使用して「条件のカスタマイズ」ダイアログを表示すると、条件をカスタマイズできます。


条件のテスト

このボタンを使用して、条件がtrueかfalseのどちらに判断されるかをテストします。





カタログに保存

このボタンは、インライン条件を作成した場合のみ使用できます。

「名前を付けて保存」ダイアログが表示され、条件に名前を付けてカタログに保存できます。






「エージェント」エディタ: 「配信コンテンツ」タブ

「エージェント」エディタのこのタブを使用して、エージェントで配信するコンテンツ(ダッシュボード・ページまたは保存済分析など)を指定します。また、次のものを指定できます。

	
コンテンツの配信形式(HTML、PDF、Excel、CSV形式またはプレーン・テキストなど)


	
コンテンツに含める件名行


	
エージェント添付ファイルのコンテキストを提供するテキスト・メッセージ


	
条件付き分析のナレーティブ・テキスト説明文(条件付き分析も配信コンテンツとして指定した場合のみ)


	
エージェントが条件付きで配信され、falseと判断された場合に配信する説明




詳細は、次の項目を参照してください。

	
エージェントとは


	
エージェントの作成





コンポーネント


件名

このフィールドを使用してエージェントの件名行を入力します。





コンテンツ

このボックスを使用して、配信するコンテンツのタイプを選択します。

	
分析 - このオプションを使用して、(共有または個人の)保存済分析を配信します。


	
ダッシュボード・ページ - このオプションを使用して、「マイ・ダッシュボード」のダッシュボード・ページまたは公開(共有)ダッシュボードのダッシュボード・ページを配信します。


	
ブリーフィング・ブック - このオプションを使用して、ブリーフィング・ブックを配信します。


	
条件分析 - このオプションは、「条件」タブで条件を指定した場合のみ使用できます。このオプションを使用して、条件の基準となる分析の結果を配信します。




	
注意:

「エージェント」エディタ: 「受信者」タブで各ユーザーに関連のある行のみを表示するオプションが選択されている場合、コンテンツをクリアしようとしたり、異なる配信コンテンツを選択しようとすると、メッセージが表示されます。このメッセージは、コンテンツのクリアまたは異なる配信コンテンツの選択を続行した場合、関連行を表示するオプションがリセットされることを警告するものです。「はい」をクリックして続行するか、「いいえ」をクリックして現在の配信コンテンツの選択を保持します。「はい」をクリックした場合、受信者は条件付き分析によって決定されますが、ユーザーは、関連するコンテンツのみではなく、すべてのコンテンツを受信します。











ブラウズ

このボタンを使用して「配信コンテンツの選択」ダイアログを表示すると、コンテンツを選択できます。


カスタマイズ

(このボタンは、配信コンテンツとして「条件分析」を選択した場合には使用できません。かわりに、「条件」タブで指定したカスタマイズが使用されます。)

このボタンを使用して「配信コンテンツのカスタマイズ」ダイアログを表示すると、配信するコンテンツをカスタマイズできます。


クリア

このボタンを使用して、前に選択したコンテンツを削除します。


フォーマット

このボックスを使用して、コンテンツの配信形式を選択します。この形式オプションは、配信コンテンツのタイプによって異なります。形式のオプションは次のとおりです。

	
(デバイスのデフォルト) - デバイスのデフォルトを使用してコンテンツの形式が決定されます。


	
HTML - 配信コンテンツがHTMLとして送信されます。


	
プレーン・テキスト - 配信コンテンツがプレーン・テキスト形式で送信されます。


	
CSV形式 - 配信コンテンツがカンマ区切りの値(CSV)添付ファイルとして送信されます。


	
タブ区切り形式 - 配信コンテンツがタブ区切りの添付ファイルとして送信されます。


	
Excel 2007以上 - 配信コンテンツがスプレッドシートの添付ファイルとして送信されます。


	
PowerPoint 2007以上 - 配信コンテンツがPowerPointプレゼンテーションの添付ファイルとして送信されます。


	
PDF - 配信コンテンツがPDF添付ファイルとして送信されます。


	
ナレーティブ・テキスト - (このオプションは、配信コンテンツとして「条件分析」を指定した場合のみ使用できます。)条件の基準となる分析の結果の叙述的な説明文が送信されます。このオプションを選択するとボックスが表示され、送信する叙述的説明文を入力できます。結果の列nをテキストに含めるには、@nを使用します。




	
注意:

ホーム・ページおよびダッシュボードに配信されるコンテンツはHTMLでのみ配信されます。(コンテンツがホーム・ページおよびダッシュボードに配信されるかどうかは、「エージェント」エディタ: 「送信先」タブで指定します。)











配信

この領域を使用して、コンテンツを直接配信するか、添付ファイルとして配信するかを選択します。

	
結果を直接配信 - このオプションを使用できるのは、形式オプションとして、(「デバイスのデフォルト」)、「HTML」(ダッシュボード・ページは例外)、「プレーン・テキスト」、「ナレーティブ・テキスト」のいずれかを選択した場合のみです。このオプションは、コンテンツを直接配信する場合に使用します。


	
添付ファイルとして配信 - このオプションを使用して、コンテンツを添付ファイルとして配信します。

フォーマットボックスで「CSVデータ」、「Excel」または「PDF」を選択した場合は、このオプションが自動的に選択されます。

「添付ノート」フィールドで「添付ファイルとして配信」オプションを選択した場合は、エージェント添付ファイルのコンテキストを提供するテキスト・メッセージを入力します。





添付ノート

このフィールドを使用して、エージェント添付ファイルのコンテキストを提供するテキスト・メッセージを入力します。


条件がFALSEの場合

この領域を使用して、配信されるエージェント・コンテンツがない場合に受信者にテキスト・メッセージを配信するかどうかを指定します。テキスト・メッセージを配信するには、「このメッセージを配信する」を選択して配信するテキスト・メッセージを入力します。


注意

	
「件名」、「添付ノート」および「条件がFALSEの場合このメッセージを配信する」フィールドでは変数を参照できます。使用する構文は、変数を参照する構文とはを参照してください。変数の詳細は、変数の使用を参照してください。


	
@(アットマーク)を使用するには、前に\(バックスラッシュ)を付けて変数の構文と区別します。たとえば、Dear @{NQ_SESSION.DISPLAYNAME}, \@ New Yorkは、Dear Joe Smith, @ New York.と表示されます。











「エージェント」エディタ: 「送信先」タブ

「エージェント」エディタのこのタブを使用して、コンテンツの配信先を指定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
エージェントとは


	
エージェントの仕組み


	
アラートとは


	
エージェントの作成





コンポーネント


ホーム・ページとダッシュボード

このボックスを使用して、「ホーム」ページおよびダッシュボード・ページにコンテンツが配信されるかどうかを指定します。(ホーム・ページおよびダッシュボードにアラートとしてコンテンツが配信される方法の詳細は、アラートとはを参照してください。)


デバイス

このオプションを使用して、指定されたデバイスにコンテンツが配信されるかどうかを指定します。このオプションを選択した場合は、次のオプションのいずれかを選択する必要があります。

	
アクティブな配信プロファイル - このオプションを使用して、アクティブな配信プロファイルで指定されたデバイスにコンテンツが配信されるかどうかを指定します。

アクティブな配信プロファイルは、「マイ・アカウント」ダイアログ: 「配信オプション」タブを介して構成されます。


	
特定のデバイス - このオプションを使用して、特定のデバイスにコンテンツが配信されることを指定し、次のデバイス・オプションの中から1つ以上を選択します。

	
電子メール


	
ページャ


	
デジタル・フォン


	
ハンドヘルドPC(HPC)




ここで特定のデバイスを選択した場合、「マイ・アカウント」ダイアログ: 「配信オプション」タブで選択したデフォルトのデバイスにより、ユーザーのアクティブな配信プロファイルで設定されたデバイスがオーバーライドされます。アクティブな配信プロファイルで指定されたデバイスのかわりに、ここで指定したデバイスが使用されます。たとえば、エージェントはユーザーの構成に依存する必要はありません。「マイ・アカウント」ダイアログ: 「配信オプション」タブの「デバイス」領域で、デフォルトのデバイスのデバイス情報を使用するようにエージェントを構成できます。

アクティブな配信プロファイルおよびデバイスの詳細は、デバイスおよび配信プロファイルの構成を参照してください。





Oracle BIサーバー・キャッシュ(キャッシュ・シーディング用)

このオプションは、カタログ・グループの管理権限が付与されている管理者のみ使用できます。

このオプションを使用して、キャッシュをシードするかどうかを指定します。

管理者は、個々のユーザーに対してサーバー・キャッシュを作成できます。キャッシュ・シーディング操作を行うと、管理者は、カタログに格納されているダッシュボード・ページまたは分析に対して分析を実行できるほか、サーバー・キャッシュを作成できます。これにより、ユーザーが実際にダッシュボードの分析を実行したときのユーザーのレスポンス時間が短縮されます。指定された分析のキャッシュにデータが存在する場合は、エージェントの実行時にデータが削除され、リフレッシュされます。

分析またはダッシュボード・ページのキャッシュは、指定された一連のユーザーに対して適切なスケジュールで作成されます。




	
注意:

各ユーザーに対してキャッシュを作成するには、「一般」タブの受信者として実行または「指定されたユーザー」ボックスを選択します。







通常、キャッシュをシードするためにこのエージェントのコンテンツとして指定した分析を使用する場合は、その他のユーザーの送信先(電子メールなど)を選択しません。








「エージェント」エディタ: 「一般」タブ

「エージェント」エディタのこのタブを使用して、エージェントが配信する配信コンテンツの優先度および配信コンテンツの生成方法を指定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
エージェントとは


	
エージェントの作成





コンポーネント


優先度

このオプションを使用して、配信コンテンツの優先度(「高」、「標準」、「低」)を指定します。優先度は、ユーザーの配信プロファイルと連動して、優先度の異なる配信コンテンツの送信先を決定します。

配信プロファイルの詳細は、デバイスおよび配信プロファイルとはおよびデバイスおよび配信プロファイルの構成を参照してください。


実行者

このオプションを使用して、配信コンテンツの生成方法(つまり、どのユーザーとして問合せを実行するか)を指定します。

	
受信者 - 各受信者の資格証明を使用するには、このオプションを選択します。


	
指定されたユーザー — このオプションは、カタログ・グループの管理権限を持つすべてのユーザーが使用できます。指定されたユーザーの資格証明を使用するには、このオプションを選択します。すべての受信者は、それぞれが指定されたユーザーであるかのように、同じコンテンツを受信します。次に、オプションの右にあるボックスにユーザー名を入力してユーザーを指定するか、「ユーザーの設定」ボタンをクリックして「ユーザーの選択」ダイアログを表示し、ユーザーを選択します。


	
エージェント所有者の資格証明を使用 - 管理者はこのオプションを使用できません。エージェント所有者の資格証明を使用するには、このオプションを選択します。すべての受信者は、それぞれがエージェント所有者であるかのように、同じコンテンツを受信します。





作成者

この情報は、エージェントが保存されると表示されます。

エージェントの作成者の名前が表示されます。


最終変更

この情報は、エージェントが保存されると表示されます。

エージェントが最後に変更された日時が表示されます。


説明

この情報は、エージェントが保存されると表示されます。

エージェントの保存時に提供されたエージェントの説明が表示されます。




エージェントの説明を編集するには、「カタログ」ページのエージェントにナビゲートして「詳細」メニューの「プロパティ」オプションを使用します。






「エージェント」エディタ: 「受信者」タブ

「エージェント」エディタのこのタブを使用して、エージェントの配信コンテンツの受信者およびエージェントへの登録が許可されるユーザーを指定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
エージェントとは


	
エージェントの作成





コンポーネント


受信者の選択

この領域を使用して、エージェントの配信コンテンツを受信するユーザーを表示および指定します。

目的:

	
ユーザー、アプリケーション・ロールおよびカタログ・グループを追加するには、「受信者の追加」ボタンをクリックして「ユーザーの選択」ダイアログを表示し、ユーザー、アプリケーション・ロールおよびカタログ・グループを選択します。


	
電子メール受信者を追加するには、「電子メール受信者の追加」ボタンをクリックして「電子メール・アドレスの入力」ダイアログを表示し、受信者の電子メール・アドレスを入力します。

「エージェント」エディタ: 「一般」タブの「実行者」オプションに「受信者」を選択した場合、「電子メール受信者の追加」ボタンは使用できません。


	
受信者を選択して削除するには、リストで受信者を選択し、「削除」ボタンをクリックします。


	
選択した特定の受信者のセットのみを表示するには、「表示」ボックスを使用して、「すべて」、「ユーザー」、「電子メール」、「カタログ・グループとアプリケーション・ロール」のいずれかのオプションを選択します。







	
注意:

ユーザーがエージェントに登録する場合やエージェントをカスタマイズする場合、そのユーザーを受信者として選択すると、エージェントの次の実行時にユーザーのカスタマイズが失われます。








エージェント条件に使用されている分析から受信者を取得します

このボックスは、エージェントに対して分析に基づく条件を指定した場合のみ有効です。また、条件付き結果セットに受信者情報を含める必要があります(つまり、各行の受信者が含まれている列を含める必要があります)。




	
注意:

「エージェント条件に使用されているリクエストやワークシートから受信者を取得します」チェック・ボックスを有効にする場合、次のいずれかの電子メール・アドレスではなく受信者のユーザー名を選択する必要があります。
	
「受信者を含む列」ドロップダウン・リスト


	
受信者を含む2番目の列(オプション)

LDAPサーバーでユーザー名列の各ユーザー名が問い合せられて電子メール・アドレスがフェッチされます。












このボックスを使用して、条件付き分析の結果から動的に受信者を決定するかどうかを指定します。このボックスを選択すると、条件付き分析の結果から動的に受信者が決定されます。このボックスを選択解除すると、「受信者の選択」領域から受信者が決定されます。




	
注意:

条件付き分析の結果から受信者を決定するオプションを選択し、各ユーザーに関連のある行のみを表示することを選択した場合は、その条件付き分析の結果を「エージェント」エディタ: 「配信コンテンツ」タブで配信コンテンツとして設定するものとみなされます。(「クリア」または「参照」をクリックして)コンテンツが別のものに設定されている場合は、配信コンテンツが条件付き分析の結果になるように更新するかどうかを確認するメッセージが表示されます。「はい」をクリックして配信コンテンツの更新を続行するか、「いいえ」をクリックして現在の配信コンテンツを保持します。「いいえ」をクリックした場合、受信者は条件付き分析によって決定されますが、ユーザーは、関連するコンテンツのみではなく、すべてのコンテンツを受信します。








受信者を含む列

このボックスは、「エージェント条件に使用されている分析から受信者を取得します」ボックスが選択されている場合のみ使用できます。

このボックスを使用して、目的の受信者を含む条件付き分析の列を選択します。

この列には電子メール・アドレスではなくユーザー名が含まれている必要があります。LDAPサーバーで各ユーザー名が問い合せられて電子メール・アドレスがフェッチされるか、送信先がアクティブな配信プロファイルに設定されている場合は、ユーザーがLDAP電子メール・アドレスをオーバーライドするよう明示的に電子メール宛先を作成していないかどうかを確認するためにユーザーのプロファイルがまずチェックされます。


受信者を含む2番目の列(オプション)

このボックスは、「エージェント条件に使用されている分析から受信者を取得します」ボックスが選択されている場合のみ使用できます。この列には電子メール・アドレスではなくユーザー名が含まれている必要があります。

このボックスを使用して、目的の受信者を含む条件付き分析の追加の列を選択します。


エージェントを実行しているユーザーに関連する行のみを返します

このボックスは、「エージェント条件に使用されている分析から受信者を取得します」ボックスが選択されている場合のみ使用できます。

このボックスを使用して、エージェントを実行しているユーザーに関連のある結果行のみを配信コンテンツに含めて送信するかどうかを指定します。エージェントを実行しているユーザーに関連のある行のみを送信するには、このボックスを選択します。すべての行を送信するには、このボックスを選択解除します。


登録の公開

このボックスを使用して、ユーザーが登録できるようにエージェントを公開するかどうかを指定します。次の点に注意してください。

	
「エージェントの登録を公開」ボックスを選択解除すると、選択されているすべての登録者が無効になり、「登録者がエージェントをカスタマイズできるようにします」ボックスが選択解除され無効になります。


	
公開できるエージェントは、共有可能なコンテンツおよびアクション(存在する場合)を含むエージェントのみです。




エージェントのサブスクライブ方法の詳細は、エージェントのサブスクライブを参照してください。


登録者がエージェントをカスタマイズできるようにします

このボックスは、「エージェント」エディタ: 「一般」タブの「受信者」ボックスが選択されている場合のみ使用できます。

このボックスを使用して、登録者がエージェントへの登録を(たとえば、分析に関連付けられているプロンプト・フィルタの値を指定して)カスタマイズできるかどうかを指定します。

エージェント・サブスクライブのカスタマイズ方法の詳細は、エージェント・サブスクライブのカスタマイズを参照してください。


エージェント登録者

この領域を使用して、このエージェントへの登録を許可されるユーザーの表示および指定を行います。エージェント登録者のリストに含まれる「名前」列は、エージェントへの登録を許可されたユーザー、アプリケーション・ロールおよびカタログ・グループを識別します。また、「現在登録済」列は、(チェック・マークを伴って)現在登録されているユーザー、アプリケーション・ロールおよびカタログ・グループを識別します。

目的:

	
このエージェントにサブスクライブ可能なユーザー、アプリケーション・ロールおよびカタログ・グループを追加するには、「サブスクライブ者の追加」ボタンをクリックして「ユーザーの選択」ダイアログを表示し、ユーザー、アプリケーション・ロールおよびカタログ・グループを選択します。


	
エージェントへの登録を許可されているユーザー、アプリケーション・ロールおよびカタログ・グループのリストからユーザー、アプリケーション・ロールまたはカタログ・グループを削除するには、リストでユーザー、アプリケーション・ロールまたはカタログ・グループを選択して「削除」ボタンをクリックします。


	
現在エージェントに登録されているユーザー、アプリケーション・ロールまたはカタログ・グループを登録解除するには、リストでユーザー、アプリケーション・ロールまたはカタログ・グループを選択して「登録解除」をクリックします。




	
注意:

「登録解除」ボタンを使用できるのは、管理者および「エージェントの現在の登録の変更」権限が付与されているユーザーのみです。








	
このエージェントへの登録を許可されている特定のユーザーおよびグループのセットのみを表示するには、「表示」ボックスを使用します。最初のボックスで「すべて」、「ユーザー」または「カタログ・グループとアプリケーション・ロール」を選択し、2番目のボックスで「すべて」、「登録解除済」または「登録済」を選択します。具体的には次のとおりです。

	
登録済および登録解除済のユーザー、アプリケーション・ロールおよびカタログ・グループをすべて表示するには、「すべて」および「すべて」を選択します。


	
登録解除済のユーザー、アプリケーション・ロールおよびカタログ・グループをすべて表示するには、「すべて」および「登録解除済」を選択します。


	
登録済のユーザー、アプリケーション・ロールおよびカタログ・グループをすべて表示するには、「すべて」および「登録済」を選択します。


	
登録済および登録解除済のユーザーをすべて表示するには、「ユーザー」および「すべて」を選択します。


	
登録解除済のユーザーのみを表示するには、「ユーザー」および「登録解除済」を選択します。


	
登録済のユーザーのみを表示するには、「ユーザー」および「登録済」を選択します。


	
登録済および登録解除済のカタログ・グループおよびアプリケーション・ロールをすべて表示するには、「カタログ・グループとアプリケーション・ロール」および「すべて」を選択します。


	
登録解除済のカタログ・グループおよびアプリケーション・ロールのみを表示するには、「カタログ・グループとアプリケーション・ロール」および「登録解除済」を選択します。


	
登録済のカタログ・グループおよびアプリケーション・ロールのみを表示するには、「カタログ・グループとアプリケーション・ロール」および「登録済」を選択します。














「エージェント」エディタ: 「スケジュール」タブ

「エージェント」エディタのこのタブを使用して、エージェントをスケジュールに基づいて実行するかどうか、実行頻度、および実行の開始時間と終了時間を指定します。

エージェントは指定したスケジュールに基づいて実行できます。エージェントの開始日時、繰返しスケジュールおよび終了日時を定義できます。

スケジュールを設定しないエージェントも作成できます。これは、エージェントをエージェント・チェーンの一部としてのみ実行する場合や、エージェントが外部プロセスによって開始される場合に便利です。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
エージェントとは


	
エージェントの作成





コンポーネント


有効

このボックスは、「頻度」ボックスが「なし」に設定されている場合は無効です。

このボックスを使用して、エージェントをスケジュールに従って実行させるかどうかを指定します。これは、エージェントのスケジュールを定義したうえで、一定期間停止する場合に便利です。

カタログ・ページからエージェントのスケジュールを有効化および無効化することもできます。エージェントのスケジュールの無効化と有効化を参照してください。


頻度

このボックスで次のオプションのいずれかを選択し、エージェントの実行頻度を指定します。

	
なし - スケジュールを設定しないエージェントが作成されます。


	
1回 - エージェントが1回のみ実行されます。


	
日 - エージェントが日単位のスケジュールで実行されます。このオプションを選択した場合は、次の追加オプションが表示されます。

	
日 - このボックスを使用して、日単位の間隔(3日ごとなど)を指定します。





	
毎週 - エージェントが週単位のスケジュールで実行されます。このオプションを選択した場合は、次の追加オプションが表示されます。

	
週: このボックスを使用して、週単位の間隔(6週間ごとなど)を指定します。


	
指定日 - このオプションを使用して、週の曜日(月曜日および金曜日など)を指定します。





	
月 - エージェントが月単位のスケジュールで実行されます。このオプションを選択した場合は、次の追加オプションが表示されます。

	
指定日 - このオプションを使用して、実行日(月の最初の火曜日、または月初など)または月の日付を指定します。


	
月: このボックスを使用して、月(3月、6月、9月、12月など)を指定します。








開始

このボックスを使用して、エージェントの開始日時およびタイム・ゾーンを指定します。「日付および時間の選択」ボタンをクリックして「日付および時間の選択」ダイアログを表示すると、日時およびタイム・ゾーンを選択できます。


エージェントの再実行間隔

このボックスを使用して、1日に複数回エージェントを実行するかどうかを指定します。1日に複数回実行する場合は、このボックスを選択します。また、実行間隔(分単位)を入力して「時間の選択」ボタンをクリックし、時間を選択するためのダイアログを表示して、実行の繰返しを停止する時間を指定します。

1日に1回実行する場合は、このボックスを選択解除します。


終了

この領域を使用して、エージェントの実行終了日を指定します。

	
終了日指定なし - エージェントを無限に実行することを指定するには、このオプションを使用します。


	
終了日の選択 - 終了日を指定するには、このオプションを使用します。「日付の選択」ボタンをクリックして「日付の選択」ダイアログを表示すると、エージェントの実行終了日を指定できます。








注意

夏時間が適用されるタイム・ゾーンの日時を選択した場合は、タイム・ゾーンにより夏時間が反映されます。たとえば、夏時間が適用される月に「(GMT) グリニッチ標準時間: ダブリン、エジンバラ、リスボン、ロンドン」を選択した場合、これはBST (イギリス夏時間)を意味します。








「アラート」ダイアログ

このダイアログでは次のことを行えます。

	
アラート関連情報の表示


	
アラート内容の表示


	
アラートのクリア


	
アラートを生成したエージェントの編集(エージェントの変更権限がある場合)


	
アラートを生成したエージェントの実行(エージェントの起動権限がある場合)




詳細は、次の項目を参照してください。

	
アラートとは

アラートへのアクセスと管理





コンポーネント


アラート情報

次の情報が表示されます。

	
優先度 - アラートの優先度(「高」、「標準」または「低」) を示します。


	
配信済 - アラートの最終配信日時を示します。


	
繰返し - アラートの繰返し回数を示します。


	
ソース・エージェント - アラートを生成したエージェントの名前を示します。次のボタンが含まれます。

	
エージェントの編集 - (このボタンは、エージェントの変更権限が付与されている場合のみ使用できます。)このボタンを使用して、エージェントを編集できる「エージェント」エディタで、アラートを生成したエージェントを表示します。


	
エージェントの実行 - (このボタンは、エージェントの起動権限が付与されている場合のみ使用できます。)このボタンを使用して、アラートを生成したエージェントを実行します。








アラート内容

アラートの内容が表示されます。





アラートのクリア

このボタンを使用してアラートを削除します。






「アラート」ダイアログ

このダイアログでは次のことを行えます。

	
アラート・リストの表示


	
アラート内容の表示


	
アラートのクリア


	
アラートを生成したエージェントの編集(エージェントの変更権限がある場合)


	
アラートを生成したエージェントの実行(エージェントの起動権限がある場合)


	
アラートのRSSフィードへの登録


	
すべてのアラートのクリア




詳細は、次の項目を参照してください。

	
アラートへのアクセスと管理


	
アラートのRSSフィードへの登録





コンポーネント


アラート

アラートのリストを表示します。名前、優先度(「高」、「標準」または「低」)、最終配信日時、およびそれぞれのアラートの繰返し回数が含まれます。

アラートの最新の発生を表示するには、アラート名をクリックします。「アラート」ダイアログが表示され、アラート情報およびアラート内容を表示できます。また、アラートを生成したエージェントの編集および実行も可能です。

各アラートにはツールバーが含まれており、アラート名にカーソルを移動すると表示されます。このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
エージェントの編集 - (このボタンは、エージェントの変更権限が付与されている場合のみ使用できます。)アラートを生成したエージェントが「エージェント」エディタで表示され、エージェントを編集できます。


	
エージェントの実行 - (このボタンは、エージェントの起動権限が付与されている場合のみ使用できます。)このボタンを使用して、アラートを生成したエージェントを実行します。


	
「アラートのクリア」/「このアラートの繰返しをすべてクリア」 - このボタンを使用して、アラートまたは(アラートが繰り返された場合は)アラートの繰返しをすべて削除します。





RSSフィードへの登録

RSSフィードへの登録を行えるブラウザ・ページが表示されます。このページを使用して、Oracle BI Alertsフィード(配布されたエージェントが含まれているチャネル)へ登録できます。


すべてクリア

このボタンを使用してすべてのアラートを削除します。すべてのアラートをクリアすると、グローバル・ヘッダーの「アラート」ボタンおよび「ホーム」ページの「アラート」領域が表示されなくなります。





リフレッシュ

このボタンを使用して、アラートのリストをリフレッシュします。






「分析」エディタ

このエディタを使用して、分析の作成または編集を行います。分析では、データが表、グラフ、ピボット表などで視覚的に表され、情報の探索や対話が行えます。分析で作成したビューは、ダッシュボードでの表示に含めることができます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
分析を作成する工程とは


	
分析の保存





コンポーネント


基準

「分析」エディタ: 「基準」タブを使用して、分析の基準(列およびフィルタを含む)を指定します。「選択ステップ」ペインを表示すると、選択ステップを使用できます。


結果

「分析」エディタ: 「結果」タブを使用して、分析結果の異なるビュー(グラフ、ティッカおよびピボット表など)を作成します。選択ステップも使用できます。


プロンプト

「分析」エディタ: 「プロンプト」タブを使用して「プロンプト」エディタにアクセスし、ユーザーが値を選択して分析内の全ビューまたはダッシュボードの全分析を動的にフィルタ処理できるようにするためのプロンプトを作成します。


詳細設定

「分析」エディタ: 「詳細設定」タブを使用して、分析用に生成されたXMLコードおよび論理SQL文の確認または編集を行います。


ツールバー

ツールバーの項目は、次のとおりです:

	
<ダッシュボード名>に戻る - ダッシュボードの表示中に、埋込み分析の「分析」または「編集」リンクをクリックすると、このリンクが表示されます。このリンクを使用して、ダッシュボードに戻ります。


	
分析の保存 - このボタンを使用して分析を保存します。


	
名前を付けて保存 - このボタンを使用して、分析を別の名前で保存します。








関連トピック

「分析」エディタとは








「分析」エディタ: 「詳細設定」タブ

「分析」エディタのこのタブを使用して、分析用に生成されたXMLコードおよび論理SQL文の確認または編集を行います。このタブを使用できるのは、適切な権限が付与されている上級ユーザーおよび開発者のみです。このタブでの作業に関する重要な情報は、「分析用論理SQL文の確認」を参照してください。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
分析用論理SQL文の確認


	
付録C、論理SQLリファレンス





コンポーネント


結果の参照

タブの上部にある、分析の名前で識別されるリンクにアクセスするためのこの領域を使用して、分析結果のリフレッシュ、変更および表示用のリンクを含む個々のページを表示できます。これらのページをブックマークして、他のWebページおよびポータルからのリンクとして使用できます。

このリンクは、分析の現在の保存状態に対応して実行されます。分析を後で更新した場合は、更新に対応してリンクも変更されます。分析をまだ保存していない場合、リンクは表示されません。


分析XML

この領域を使用して、分析のXMLコードの表示および変更を行います。




	
注意:

分析は、XML形式でOracle BIプレゼンテーション・カタログに格納されます。XMLコードを変更すると、カタログ内の分析も変更されます。







この領域の次のコンポーネントを使用します。

	
XMLコード・ボックス - このボックスを使用して、分析のXMLコードの表示およびコードの変更の入力を行います。


	
XMLの適用 - このボタンをクリックして、カタログに対して行ったXMLコードの変更をコミットします。


	
一部更新 - このボックスを使用して、イベントに対するSQL文とHTMLコードの更新を、ビューのみまたは分析全体のどちらに対して行うかを指定します。

	
「デフォルト」または「影響を受けるビュー」を選択すると、ドリルやソートなどのイベントによる影響を受けたビューのみのSQL文とHTMLコードが更新されます。これらの設定では、影響を受けるビューのみのSQL文とHTMLコードが生成され、分析全体が再描画されないため、より高いパフォーマンスを得られます。


	
「レポート全体」を選択すると、分析全体が再構築および再描画されます。







	
注意:

この設定を適用するには、タブの一番下にある「SQLの適用」ボタンもクリックする必要があります。








	
Oracle BIプレゼンテーション・サービス・キャッシュを無視 - このボックスを使用して、問合せでOracle BIプレゼンテーション・サービス・キャッシュを使用するかどうかを指定します。キャッシュを無効化するとパフォーマンス低下の問題が発生する可能性があるため、通常はこのボックスを選択しないことをお薦めします。




	
注意:

この設定を適用するには、タブの一番下にある「SQLの適用」ボタンもクリックする必要があります。











実行されるSQL

この読取り専用ボックスを使用して、分析の実行時にOracle BI Serverに送信されるSQL文を表示します。


新規の分析

このボタンを使用して「分析単純SQL文」ダイアログを表示すると、現在の分析のSQL文を起点として分析を作成できます。現在の分析で指定されている階層列、選択ステップ、グループ、フォーマットは、ダイアログが表示される前にすべて削除されます。このダイアログでSQL文を編集できます。


高度なSQL句

この領域を使用して、分析のSQL文を変更します。特定の分析に対して、他のSQL句を追加したり、サブジェクト・エリアやFROM句を変更できます。階層列、メンバー選択またはグループを含む分析では、これらの機能が、1つを除いてすべて無効になります。接頭辞を指定する機能のみ有効です。

この領域の次のコンポーネントを使用します。

	
明示的なDistinctの発行 - このボックスを選択すると、Oracle BI ServerにSELECT DISTINCT SQL文が送信されます。このボックスを選択解除すると、単純なSELECTコマンドがOracle BI Serverに送信されます。SELECT DISTINCTコマンドを使用すると、値が重複しない一意の結果のみを取得できます。


	
無関係なディメンションのすべてのメジャーの合計値を表示します。 - ENABLE_DIMENSIONALITY変数をSQL文の最初に含めるには、このチェック・ボックスを選択します。


SET VARIABLE ENABLE_DIMENSIONALITY = 1; 


ENABLE_DIMENSIONALITYを設定すると、ENABLE_DIMENSIONALITYが設定されていない場合にはnullが返される特定のメジャー列に対する複数のサブジェクト領域をまたいだ問合せでnull以外の結果が返されるようになる場合があります。ENABLE_DIMENISONALITYを設定すると、メジャー列に重複値が含まれる場合もあります。




	
注意:

「無関係なディメンションのすべてのメジャーの合計値を表示します。」チェック・ボックスはOracle BI EE 11.1.1.7.16およびそれ以降のバージョンに適用され、それより前のバージョンでは使用できない場合があります。








	
FROM - 分析に使用するサブジェクト・エリアの名前、または複雑なFROM句を入力します。


	
GROUP BY - GROUP BYコマンドで使用する分析の列のリストをカンマ区切りで入力します。


	
接頭辞 - 分析のSQL文が実行される前に実行するSQL文を入力します。たとえば、セッション変数の値を変更できます。


	
接尾辞 - 分析に含める追加のSQL句(完全なSQL文を含む)を入力します。たとえば、JOIN、UNIONまたはORDER BYのコマンドを入力して、分析のSQL文に影響を与えることができます。ORDER BYコマンドを含めた場合は、分析のSQL文のORDER BYコマンドがすべてオーバーライドされます。

SQLコードについて熟知している場合は、通常「接尾辞」の文のみを入力します。





SQLの適用

このボタンをクリックして次の設定を適用します。

	
「一部更新」ボックスの設定


	
「Oracle BIプレゼンテーション・サービス・キャッシュを無視」ボックスの設定


	
SQL文に加えた変更







	
注意:

このボタンのクリックは、注意して行ってください。クリックすると、Oracle BI EEで、追加または変更したSQL文に基づいて新しい分析が作成されます。その結果、分析用にそれより前に作成したすべてのビューや書式設定などが失われます。新しい分析用にXMLコードも変更されます。








問合せのパフォーマンス

この領域では次のコンポーネントを設定します:

	
ビュー・プロンプトが使用される場合 - この領域を使用して、階層列に基づいたページ・エッジ・プロンプトがあるビューについて、問合せパフォーマンスを向上させるかどうかを指定します。

	
結果を返さないプロンプト値の除外 - ページ・エッジ・リストで、データを返さない値を除外する場合は、このオプションを選択します。

ほとんどの場合、このオプションの使用をお薦めします。


	
少なくとも1つの階層列を含む場合は、結果を返さないプロンプト値を含める(問合せパフォーマンスが向上する可能性があります) - ページ・エッジ・リストで、データを返さない値を含める場合は、このオプションを選択します。

このオプションは、OLAPソースには無効です。リレーショナル物理ソースにのみ有効です。





	
問合せの共有 - この領域を使用して、Oracle BIプレゼンテーション・サービスの問合せキャッシュを、他のユーザーと共有できるようにするかどうかを指定します:

	
問合せを共有しない - プレゼンテーション・サービスの問合せキャッシュを、他のユーザーと共有できるようにしない場合は、このオプションを選択します。


	
問合せを複数のユーザーと共有(初回実行後にパフォーマンスが向上する可能性あり) - プレゼンテーション・サービスの問合せキャッシュを、他のユーザーと共有できるようにする場合は、このオプションを選択します。

このオプションを選択すると、最初のユーザーの後にこの分析にアクセスするユーザーの問合せパフォーマンスが向上します。プレゼンテーション・サービスの問合せキャッシュを他のユーザーが使用できる期間は、組織のキャッシュ設定によって決まることに注意してください。プレゼンテーション・サービス・キャッシュの設定の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のOracle BIプレゼンテーション・サービス・キャッシュの設定に関する項を参照してください。

このオプションは、特定のユーザー・データが含まれておらず、多数のユーザーがアクセスする分析にお薦めします。

「管理」: セッションの管理ページを使用して、分析のキャッシュに関する情報を表示できます。

このオプションは、使用状況トラッキングに影響を与えます。使用状況トラッキングの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の使用状況トラッキングの管理に関する項を参照してください。








適用

このボタンを使用して、問合せパフォーマンス領域のオプションの設定を適用します。





注意

	
管理: SQLの実行ページを使用してSQL文を入力することもできます。


	
分析を同じサブジェクト領域または別のサブジェクト領域の同様の分析と結合して、その結果でUNIONまたはINTERSECTなどの集合演算を実行できるようにするには、「選択された列」ペインで「union、intersection、および異なる演算子に基づいた結果を結合します。」ツールバー・ボタンをクリックします。詳細は、集合演算を使用した列の結合を参照してください。











「分析」エディタ: 「基準」タブ

「分析」エディタのこのタブを使用して、次のことを行います。

	
分析の基準の指定


	
列の式の編集


	
分析の列の書式設定


	
列フィルタの作成


	
データの選択の使用





共通コンポーネント


サブジェクト・エリア

「サブジェクト・エリア」ペインを使用して、分析に使用する列と階層レベルの選択、およびサブジェクト・エリアでの作業を行います。


カタログ

「カタログ」ペインを使用して、分析に追加するオブジェクトをカタログからドラッグ・アンド・ドロップします。





一般コンポーネント

次のコンポーネントは、直接データベース・リクエストの作成時以外に使用します。





選択された列

「選択された列」ペインを使用して、分析用に選択された列および階層レベルを変更します。


フィルタ

「フィルタ」ペインを使用して、分析用の新規フィルタを作成します。


選択ステップ

「選択ステップ」ペインを使用して、データ選択用のステップを作成および変更します。このペインを表示するには、ツールバー上の該当するボタンをクリックする必要があります。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
フィルタ・ページの表示/非表示 - このボタンをクリックして、「フィルタ」ペインの表示/非表示を切り替えます。


	
選択ステップ・ペインの表示/非表示 - このボタンをクリックして、「選択ステップ」ペインの表示/非表示を切り替えます。


	
分析プロパティの編集 - このボタンをクリックして「分析プロパティ」ダイアログを表示すると、分析全体のプロパティを指定できます。





直接データベース・リクエスト・コンポーネント

次のコンポーネントは、直接データベース・リクエストの作成時に使用します。

詳細は、直接データベース・リクエストでの作業を参照してください。


接続プール

Oracle BI管理ツールの物理レイヤーで定義される、データベースの接続プールの名前を入力します。サンプル名はsql_samplesです。

接続プールの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』を参照してください。


SQL文

データベースに直接送信するSQL文を入力します。直接データベース・リクエストの送信時には、Oracle BI Serverのデータ・セキュリティ・ルールはバイパスされ、適用できません。

実行する文は、Oracle BI管理ツールでこの接続プール用に指定されたユーザー名の影響を受けます。指定されたユーザー名に一部の列の表示権限がない場合は、データベースの一部の列が返されない可能性があります。


SQLの確認と列の取得

このボタンをクリックすると、SQL文を確認し、リクエストで指定した列を取得できます。取得した列は「結果列」領域に表示されます。

データベースからエラーが返された場合は、このボタンの下の領域に表示されます。エラーの解決策は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。


Oracle BIプレゼンテーション・サービス・キャッシュを無視

このボックスを使用して、Oracle BIプレゼンテーション・サービス・キャッシュを使用するかどうかを指定します。リクエストでプレゼンテーション・サービス・キャッシュを使用するには、このボックスを選択します。キャッシュを有効化するとパフォーマンス低下の問題が発生する可能性があるため、通常はこのボックスを選択しないことをお薦めします。


結果列

有効なSQL文から列が返された場合は、この領域を使用してそれらの列を操作します。この領域には、それぞれの列の名前とデータ型、および次のオプションが含まれます。

	
列のプロパティ - このボタンをクリックして「列のプロパティ」ダイアログを表示すると、列のプロパティを変更できます。この場合、「列のプロパティ」ダイアログ: 「条件付き書式」タブは使用できません。直接データベース・リクエストを使用して返された列には、条件付き書式を適用できないためです。


	
式の編集 - このボタンをクリックして「集計ルールの変更」ダイアログを表示すると、列の集計ルールを変更できます。




返される列を変更するには、SQL文を変更し、検証してください。








「分析」エディタ: 「結果」タブ

「分析」エディタのこのタブを使用して、分析結果の異なるビュー(グラフ、ティッカおよびピボット表など)を作成します。詳細は、分析の結果の表示を参照してください。


コンポーネント


サブジェクト・エリア

「サブジェクト・エリア」ペインを使用して、分析に使用する列と階層レベルの選択、およびサブジェクト・エリアでの作業を行います。


カタログ

「カタログ」ペインを使用してカタログのオブジェクトを表示し、ビューに使用します。


ビュー

「ビュー」ペインを使用して、分析用にビューを作成および変更します。


複合レイアウト

複合レイアウトを使用して、異なるビューをダッシュボードに表示するために集めたり、追加のレイアウトを作成します。


選択ステップ

「選択ステップ」ペインを使用して、データ選択用のステップを作成および変更します。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
この分析を印刷します - このボタンを使用して、分析のビューをHTMLとPDFのどちらとして印刷するかを指定します。


	
この分析のエクスポート - このボタンを使用して、分析のビューをエクスポートするためのオプションを選択します。詳細は、ビューおよび結果のエクスポート・メニュー・オプションを参照してください。


	
スケジュール - このボタンを使用して分析を保存し、「エージェント」エディタを表示すると、分析からエージェントを作成できます。詳細は、分析からのエージェントの作成を参照してください。


	
ダッシュボードでの結果の表示方法を示します - このボタンを使用して、編集したビューがダッシュボードにどのように表示されるかをプレビューします。



	
注意:

「ダッシュボードでの結果の表示方法を示します」ボタンが使用できない場合、管理者によって表示されないよう設定されています。






	
印刷とエクスポートのオプション - このボタンを使用して「印刷とエクスポートのオプション」ダイアログを表示して、印刷とエクスポートの設定を指定します。


	
現在の分析の結果をリフレッシュします - このボタンを使用して、現在の分析の結果をリフレッシュします。このボタンをクリックした際、Oracle BI EEサーバー・キャッシュはバイパスされません。


	
新規ビュー - このボタンを使用して、分析に新規ビューを追加し、推奨可視化機能にアクセスします。選択したビューは現在の複合レイアウトに追加されます。「推奨可視化」オプションを選択すれば、「トレンドを分析中」や「パーセンテージを比較中」などの可視化専門分野を選択できます。可視化専門分野を選択すれば、「可視化の選択」リストにアクセスして、推奨ビュー・タイプのランキングから選択できるようになります。推奨リストを表示せずに最良のビューがすぐに作成されるようにする場合は、かわりに「最良の可視化」オプションを選択できます。

推奨可視化の詳細は、推奨可視化機能とはを参照してください。


	
新規計算済メジャー - このボタンを使用して「新規計算済メジャー」ダイアログを表示すると、新規計算済メジャーをすべての適用可能なビューに追加できます。このボタンは、組合せリクエストおよび直接データベース問合せに対しては無効です。




	
注意:

特定のビューに新規計算済メジャーを追加するには、「結果」タブ: データ・ビュー・エディタ内から「新規計算済メジャー」ボタンをクリックします。








	
新規グループ: このボタンを使用して「新規グループ」ダイアログを表示すると、グループを作成できます。


	
新規計算項目 - このボタンを使用して「新規計算項目」ダイアログを表示すると、計算項目を作成できます。


	
分析プロパティの編集 - このボタンを使用して「分析プロパティ」ダイアログを表示すると、分析全体のプロパティを指定できます。


	
別の分析から書式設定をインポート - このボタンを使用して「開く」ダイアログを表示すると、列およびビューの書式設定のインポート元となる分析を選択できます。詳細は、保存済分析を使用した他の分析の外観の変更を参照してください。


	
複合レイアウトの作成 - このボタンを使用して、複合レイアウトのインスタンスを作成します。「複合レイアウト」内のタブに、タイトルのみを含む新規複合レイアウトが表示されます。


	
複合レイアウトのコピー - このボタンを使用して、現在の複合レイアウトのコピーを作成します。コピーは「複合レイアウト」内のタブに表示され、コピー元の複合レイアウトと同じビューが含まれます。

コピーしても、分析や分析ビューの追加のコピーが実際に作成されるわけではありません。分析およびビューは1回のみ存在します。分析または分析ビューに対する変更は、複合レイアウトの複数のインスタンスにすべて反映されます。


	
複合レイアウトの削除 - このボタンを使用して、現在の複合レイアウトを削除します。レイアウト上のビューは分析から削除されません。このボタンは、分析の最後の複合レイアウトを削除しようとした場合には使用できません。


	
複合レイアウトの名前変更 - このボタンを使用して「ビューの名前変更」ダイアログを表示すると、複合レイアウトに新しい名前を指定できます。


	
選択ステップ・ペインの表示/非表示 - このボタンを使用して、「結果」タブの「選択ステップ」ペインの表示/非表示を切り替えます。











「分析プロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、分析のプロパティを指定します。

詳細は、分析の基準の指定を参照してください。


コンポーネント


結果の表示

「分析プロパティ」ダイアログ: 「結果の表示」タブを使用して、分析から戻された結果の処理方法を指定します。


相互作用

「分析プロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブを使用して、実行時にグラフ、ヒート・マトリックス、ピボット表、表、ツリーマップまたはトレリス・ビューで右クリックしたときに使用できる相互作用(「ドリル」など)を指定します。


データ

「分析プロパティ」ダイアログ: 「データ」タブを使用して、分析でのデータの処理方法を指定します。








「分析プロパティ」ダイアログ: 「データ」タブ

「分析プロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、分析でのデータの処理方法を指定します。


コンポーネント


NULL値を含む

このチェック・ボックスを使用して、行または列全体にnullが設定されている場合に、分析にnull値を含めます。このチェック・ボックスを選択すると、分析に対してnull値が抑制されません。これにより、すべてのビューに対するnull抑制がオフになり、分析のエッジ全体(つまり、行と列の軸)に適用されます。詳細は、Null抑制の理解を参照してください。


基準タブに追加された列の表示

分析結果が表示された後に「分析」エディタ: 「基準」タブから分析に追加された列の処理方法を指定するオプションが表示されます。

	
既存のビューおよび新規ビューで表示 - このオプションを使用して、既存のビューと追加された新規ビューの両方に、新規追加された列を表示することを指定します。


	
既存のビューから除外するが、新規ビューで表示 - このオプションを選択して、新規追加された列を既存のビューから除外(つまり、「除外」ドロップ・ターゲットに配置)するが、追加された新規ビューには表示することを指定します。

「除外」ドロップ・ターゲットの詳細は、「除外」ドロップ・ターゲット内の列を参照してください。





階層表示

この領域のボタンを次のように使用して、この分析の階層列に対するメンバー合計の配置を制御します。

	
子の前に親値 - このオプションを使用して、子の前にメンバー合計を配置します。


	
子の後に親値 - このオプションを使用して、子の後にメンバー合計を配置します。





追加メンバーの配置

この領域のボタンを次のように使用して、選択ステップでこの分析の階層列にメンバーがどのように追加されるかを制御します。

	
階層内: 分析の全階層内の重複メンバーは表示されません。メンバーがビューの階層内に表示されている場合、この設定は無視されます。レベルベースの階層のみに適用されます。


	
階層外: メンバーが一番下に追加されます。メンバー、グループおよび計算項目は、階層の最上位レベルの最後のメンバーの下に、追加された順序で追加されます。




選択ステップの詳細は、選択ステップの作成を参照してください。








「分析プロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブ

「分析プロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、実行時にグラフ、ヒート・マトリックス、ピボット表、表またはトレリス・ビューで右クリックしたときに使用できる相互作用(ドリルなど)を指定します。

これらの右クリックの相互作用のデフォルトを管理者が指定できることに注意してください。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のビューの相互作用の手動構成に関する項を参照してください。

詳細は、ビュー内での相互作用を参照してください。


コンポーネント


ランタイム・オプションを表示します

この領域を使用して、実行時にグラフ、ヒート・マトリックス、ピボット表、表またはトレリス・ビューで右クリックしたときに使用できる相互作用を指定します。次の相互作用が1つ以上使用できます。

	
すべての相互作用


	
ドリル(プライマリ相互作用でない場合)




	
注意:

「列見出し」または「値」フィールドの値として「ドリル」を指定する際には、「列のプロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブのプライマリ相互作用として「ドリル」を設定します。








	
列の移動


	
列のソート


	
値の追加/削除


	
グループの作成/編集/削除


	
計算項目の作成/編集/削除


	
小計の表示/非表示


	
累計の表示/非表示


	
列を含める/除外





管理設定のリストア

このボタンを使用して、「ランタイム・オプションを表示します」設定を、管理者が指定したデフォルト設定にリストアします。








「分析プロパティ」ダイアログ: 「結果の表示」タブ

「分析プロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、分析から戻された結果の処理方法を指定します。


コンポーネント


結果がない場合の設定

このボックスを使用して、分析から結果が戻されなかった場合に表示されるメッセージのタイプ(デフォルトまたはカスタム)を選択します。このメッセージは、たとえば、分析の列に非常に限定的なフィルタが設定されている場合などに表示されます。単純に分析を作成して列を含めない場合、カスタム・メッセージは表示されません。


ヘッダー

カスタム・メッセージ用にヘッダーを編集します。「結果がない場合の設定」のカスタム・メッセージを指定する場合のみ使用できます。


メッセージ

カスタム・メッセージ用にメッセージを編集します。「結果がない場合の設定」のカスタム・メッセージを指定する場合のみ使用できます。


テキスト配信用のビュー

このボックスを使用して、特定の配信先にどの複合レイアウト(および関連付けられているビュー)を配信するかを手動で制御します。詳細は、エージェント・ユーザーに配信するためのビューのカスタマイズを参照してください。








「分析単純SQL文」ダイアログ

このダイアログを使用して、簡単に分析を作成するために使用できる単純SQL文を入力します。このダイアログは次の場所から表示されます。

	
グローバル・ヘッダーで「新規」を選択して「分析」を選択した場合、または「ホーム」ページの「作成」領域にある「分析」をクリックして「単純論理SQLからの分析の作成」を選択した場合。この場合、表示されるダイアログには既存のSQL文は含まれません。


	
「分析」エディタ: 「詳細設定」タブで既存の分析のSQL文を確認する際に「新規の分析」を選択した場合。ダイアログは、現在の分析のSQL文を出発点として使用して表示されます。




詳細は、新規分析の作成および分析の論理SQL文の確認を参照してください。






「分析」ペイン

このペインを使用して次の作業を行います。

	
イニシアティブまたは目標については、イニシアティブまたは目標に関する基本情報の指定、イニシアティブまたは目標のパフォーマンスを支援および測定するKPIとその他のイニシアティブまたは目標の識別、およびアクション・リンクの追加を行います。


	
KPIの詳細は、基本的なKPI設定および実際の値とターゲット値を表すグラフの表示、ディメンションの固定、およびアクションの実行を行います。




詳細は、次の項目を参照してください。

	
KPI詳細の使用


	
イニシアティブの作成


	
目標の作成




このペインは「スコアカード」エディタ: KPIの詳細タブ、「スコアカード」エディタ: イニシアティブの詳細タブおよび「スコアカード」エディタ: 目標の詳細タブの一部です。


KPIの詳細のコンポーネント


履歴

実際の値およびターゲット値を表すグラフが表示されます。このグラフでは、長期間のKPIパフォーマンス、または次のディメンションを使用したKPIパフォーマンスの表示が可能です。

	
視点領域


	
グラフの下にある「ディメンション」領域




KPI定義でトレンドが有効化されている場合にのみ、グラフに複数の期間が表示されます。


親イニシアティブまたは親目標

KPIによって進行状況が測定される親イニシアティブまたは親目標の名前が表示されます。


アクション

KPIパフォーマンスのレベルまたは範囲に関連付けられているアクション・リンクが表示されます。KPIの現在のパフォーマンス・ステータスに対するアクションを実行するために使用します。(アクション・リンクの追加または編集は、KPI定義で行います。「KPIへのアクションの追加」および「KPIに追加されたアクションおよびアクション・リンクの編集」を参照してください。)


パフォーマンス

次のKPI値およびデータが表示されます。

	
実際: 手動で入力、計算されるか、またはサブジェクト・エリアから参照されるKPI値。


	
変化 - トレンドを有効化した場合、この値は、現在の実際の値と前の期間の値との差を表します。たとえば、年間売上KPIの実際の値が30000で、去年が2650だった場合の変化は、27350です。


	
ターゲット - KPIの達成目標となる値。


	
差分 - 実際の値と目標値の差を示す値。


	
差分率(%) - 実際の値と目標値の差をパーセントで表したもの。


	
変化率(%) - (トレンドを有効化した場合)前の期間との実際の値の差をパーセントで表したもの。





インディケータ・タイプ

そのKPIのパフォーマンスが他のKPIを後押しするかどうか、また、他のKPIのパフォーマンスまたは他のデータやプロセスの影響を受けるかどうかを示すための、次のオプションが表示されます。

	
未定義 - インディケータ・タイプを定義しない場合は、このオプションを使用します。


	
先行 - このオプションを使用して、そのKPIのパフォーマンスが他のKPIのパフォーマンスを後押しすることを示します。たとえば、売上KPIが利益KPIを先行します。


	
遅行 - このオプションを使用して、そのKPIのパフォーマンスが他のKPIのパフォーマンス、または他のデータやプロセスの影響を受けることを示します。





パースペクティブ

スコアカードに使用できるパースペクティブが表示されます。イニシアティブまたは目標の配置に使用するパースペクティブを選択します。たとえば、製品売上増加の目標を財務パースペクティブを使用して配置できます。

パースペクティブの詳細は、「パースペクティブとは」を参照してください。


ディメンション

KPIに関連付けられているディメンションが表示されます。この領域を使用して、ディメンションを固定します。

固定はオプションです。通常のディメンションの場合は、ディメンションを固定せず、データが視点の設定によって制御されるようにするのが適切です。固定の詳細は、ディメンションおよび固定されたディメンション値とはを参照してください。

ディメンションを固定するには、ディメンションの右にある下向き矢印ボタンをクリックして、次のオプションのいずれかを選択します。

	
特定の値。([Ctrl]キーを押しながら各値をクリックすることで、複数の値を選択することもできます。)


	
視点の使用 - このオプションを使用して、視点領域で現在選択されている値を使用します。


	
「検索」 - このオプションを使用して「メンバーの検索」ダイアログを表示します。このダイアログでは、ディメンションを固定する1つ以上の値を選択します。


	
変数の使用 - このオプションを使用して「変数の選択」ダイアログを表示すると、値の設定に使用する変数を指定できます。変数の詳細は、変数の使用を参照してください。




	
注意:

セッション変数、リポジトリ変数またはグローバル変数を使用する場合、KPIディメンションに複数の値を固定することはできません。














イニシアティブおよび目標のコンポーネント


スコア

イニシアティブまたは目標のスコアが、ゲージに数値的に表示されます。

スコアの詳細は、イニシアティブや目標のパフォーマンス・アセスメントの理解を参照してください。


親イニシアティブまたは親目標

親イニシアティブ(イニシアティブの場合)または親目標(目標の場合)の名前が表示されます。


開始日

このボックスは、イニシアティブのみに使用できます。

このボックスを使用して、イニシアティブの開始日およびタイムゾーンを指定します。日付を選択するには、「日付の選択」ボタンをクリックして「日付の選択」ダイアログを表示します。


締切り日

このボックスは、イニシアティブのみに使用できます。

このボックスを使用して、イニシアティブの締切り日およびタイムゾーンを指定します。日付を選択するには、「日付の選択」ボタンをクリックして「日付の選択」ダイアログを表示します。


完了日

このボックスは、イニシアティブのみに使用できます。

このボックスを使用して、イニシアティブの実際の完了日およびタイムゾーンを指定します。日付を選択するには、「日付の選択」ボタンをクリックして「日付の選択」ダイアログを表示します。


子

イニシアティブまたは目標の次の内容が表示されます。

	
ステータスごとの子イニシアティブまたは子目標の数。


	
ステータスごとの子KPIの数。




子目標、子イニシアティブまたは子KPIが特定のステータスに対して1つでも存在する場合、ステータス名は子オブジェクト(1つまたは複数)を示す「スコアカード」エディタ: ブレークダウンタブを表示するハイパーリンクになります。


子孫

イニシアティブまたは目標の次の内容が表示されます。

	
ステータスごとの子孫イニシアティブまたは子孫目標の数。


	
ステータスごとの子孫KPIの数。




子孫目標、子孫イニシアティブまたは子孫KPIが特定のステータスに対して1つでも存在する場合、ステータス名は子孫オブジェクト(1つまたは複数)を示す「スコアカード」エディタ: ブレークダウンタブを表示するハイパーリンクになります。


パースペクティブ

スコアカードに使用できるパースペクティブが表示されます。イニシアティブまたは目標の配置に使用するパースペクティブを選択します。たとえば、製品売上増加の目標を財務パースペクティブを使用して配置できます。

詳細は、パースペクティブとはを参照してください。


アセスメント式

イニシアティブまたは目標の全体的なパフォーマンスを評価するためのルールを指定できる、次のオプションが表示されます。

	
最悪ケース - パフォーマンスが最悪の子KPIまたは子目標のステータスを使用するには、このオプションを使用します。


	
最良ケース - パフォーマンスが最良の子KPIまたは子目標のステータスを使用するには、このオプションを使用します。


	
最も頻度の高い(最悪ケース) - 子KPIおよび子目標の半数はパフォーマンスが高く、半数は低い場合に、パフォーマンスが最悪の子KPIまたは子目標のステータスを使用するには、このオプションを使用します。


	
最も頻度の高い(最良ケース) - 子KPIおよび子目標の半数はパフォーマンスが高く、半数は低い場合に、パフォーマンスが最良の子KPIまたは子目標のステータスを使用するには、このオプションを使用します。


	
重み付け - 子KPIおよび子目標に割り当てた加重に基づく加重平均を使用するには、このオプションを使用します。





インディケータ・タイプ

その目標のパフォーマンスが他の目標を後押しするかどうか、また、他の目標のパフォーマンスまたは他のデータやプロセスの影響を受けるかどうかを示すための、次のオプションが表示されます。

	
未定義 - インディケータ・タイプを定義しない場合は、このオプションを使用します。


	
先行 - このオプションを使用して、その目標のパフォーマンスが他の目標のパフォーマンスを後押しすることを示します。たとえば、売上増加の目標が利益増加の目標を後押しします。


	
遅行 - このオプションを使用して、その目標のパフォーマンスが他の目標のパフォーマンス、または他のデータやプロセスの影響を受けることを示します。





優先度

このボックスは、イニシアティブのみに使用できます。

イニシアティブの重要度および緊急度を識別する「高」、「中」および「低」のオプションが表示されます。


アクション

イニシアティブまたは目標に追加されたアクション・リンクが表示されます。これには、アクション・リンクのテキスト、リンクに関連付けられているアクション、およびアクション・リンクが有効になる目標またはイニシアティブのステータスが含まれます。

この領域を使用して、アクション・リンクの表示および管理を次のように行います。

	
新規アクション・リンクを追加するには、「新規行」ボタンをクリックして「アクション・リンク」ダイアログを表示します。


	
アクション・リンクを編集するには、リストからリンクを選択し、「行の編集」ボタンをクリックして「アクション・リンク」ダイアログを表示します。


	
アクション・リンクを削除するには、リストからリンクを選択して「行の削除」ボタンをクリックします。





「イニシアティブとKPI」または「目標とKPI」

次がリストされます:

	
イニシアティブの場合は、そのイニシアティブのパフォーマンスを評価するために使用するKPIと子イニシアティブ。


	
目標の場合は、その目標のパフォーマンスを評価するために使用するKPIと子目標。




このウォッチリストを使用して、これらのイニシアティブ、目標、KPIの表示および管理を行います。ウォッチリストの詳細は、ウォッチリストを参照してください。

KPIをウォッチリストに追加するには、「スコアカード」の「カタログ」ペインからKPIをドラッグしてウォッチリストにドロップします。ディメンション値を固定したり、今回使用するKPIのラベルを割り当てるための「KPIの追加」ダイアログが表示されます。





ウォッチリスト

ウォッチリストとは、スコアカードの特定の観点に関係し、特定の目的のためにグループ化されたスコアカード・オブジェクト(イニシアティブ、目標およびKPI)がリストされる表です。

詳細は、ウォッチリストの理解を参照してください。


コンポーネント


オブジェクト

次のオプションが表示されます。

	
開く - このオプションは、「新規KPI」ウォッチリストでは使用できません。このオプションを使用して、選択したイニシアティブ、目標またはKPIを開きます。


	
KPI定義を開く - このオプションは、「新規KPI」ウォッチリストのみで使用できます。選択したKPIを編集するための「KPI」エディタが表示されます。


	
ウォッチリスト・エントリの編集 - このオプションは、「新規KPI」ウォッチリストのみで使用できます。選択したKPIのディメンション値およびラベルを編集するための「ウォッチリスト・エントリの編集」ダイアログが表示されます。


	
削除 - このオプションは、「新規KPI」ウォッチリストまたはブレークダウン・ウォッチリストでは使用できません。このオプションを使用して、選択したイニシアティブ、目標またはKPIを削除します。


	
KPIの削除 - このオプションは、「新規KPI」ウォッチリストのみで使用できます。選択したKPIを監視リストから削除します。


	
分析 - このオプションを使用して、KPIに基づいて分析を作成します。分析は、自動的にカタログ内の「マイ・フォルダ」/「ドリル」フォルダに保存されます。




	
注意:

「マイ・フォルダ」/「ドリル」フォルダは一時記憶域として使用されるため、Oracle Business Intelligenceのセッション終了後は保持されません。分析を保持するには、別のディレクトリにコピーします。たとえば、共有ダッシュボードで使用する分析を保持するには、/Shared Foldersのフォルダにコピーします。








	
所有者への連絡 - このオプションを使用して「所有者への連絡」ダイアログを表示すると、選択したイニシアティブ、目標またはKPIのビジネス所有者にメッセージを送信できます。


	
KPIの追加 - このオプションは、「新規KPIウォッチリスト」エディタにあるウォッチリスト、および「スコアカード」エディタの目標の詳細タブとイニシアティブの詳細タブにあるウォッチリストに対してのみ使用できます。このオプションを使用して「KPIの選択」ダイアログを表示し、追加するKPIを選択します。





表示

次のオプションが表示されます。

	
他の列も表示 - このオプションを使用して「他の列も表示」ダイアログを表示し、ウォッチリストへの列の追加または削除を行います。

列も再配置できますが、列の再配置は永続化されません。

一般的に使用される一部の列およびその説明は、表D-7を参照してください。


	
列ラベルの変更 - このオプションは、「新規KPI」ウォッチリストのみで使用できます。このオプションを使用して「列ラベルの変更」を表示し、列のラベルを変更します。一般的に使用される一部の列およびその説明は、表D-7を参照してください。


	
列ソートのクリア - このオプションは、スマート・ウォッチリストのみで使用できます。このオプションを使用して、有効になっている列ソートをクリアします。

このオプションでは、列の順序が変わる場合があります。スマート・ウォッチリストのフィルタ基準にソート順が含まれない場合(たとえば、最良パフォーマンスには差分率(%)でのソートが含まれます)、オブジェクト階層を示すために行がインデントして表示されます。





サマリー

このイニシアティブ、目標またはKPIのパフォーマンス評価に使用されるイニシアティブ、目標およびKPIの、各アセスメント範囲に含まれる数(例: OK(2)、重要(1))が表示されます。スマート・ウォッチリストの場合、リストされるオブジェクトの合計数も表示されます。


固定済キー・パフォーマンス・インディケータ(「ラベル」列のセル内)

この青いピンは、KPIに固定されたディメンションが1つ以上あることを示します。詳細は、ディメンションおよび固定されたディメンション値とはを参照してください。


昇順ソート

このボタンは、すべてのウォッチリストで使用できるわけではありません。列見出しにマウス・ポインタを合せると表示されます。列の値を昇順でソートする場合は、このボタンを使用します。

列のソートは、スマート・ウォッチリスト内でのみ保持されます。スマート・ウォッチリストで、列のソートは:

	
「ビュー」メニューで「列ソートのクリア」オプションを使用してクリアできます。


	
スマート・ウォッチリストを保存するときに保持されますが、「スコアカード」エディタが「編集」モードの場合に限られます。「スコアカード」エディタが「表示」モードの場合には保持されません。


	
ウォッチリストでインデントは無効になります。





降順ソート

このボタンは、すべてのウォッチリストで使用できるわけではありません。列見出しにマウス・ポインタを合せると表示されます。列の値を降順でソートする場合は、このボタンを使用します。

列のソートは、スマート・ウォッチリスト内でのみ保持されます。スマート・ウォッチリストで、列のソートは:

	
「ビュー」メニューで「列ソートのクリア」オプションを使用してクリアできます。


	
スマート・ウォッチリストを保存するときに保持されますが、「スコアカード」エディタが「編集」モードの場合に限られます。「スコアカード」エディタが「表示」モードの場合には保持されません。


	
ウォッチリストでインデントは無効になります。





赤いアスタリスク(「ステータス」列のセル内)

この記号は、イニシアティブ、目標またはKPIにステータスのオーバーライドが適用されている場合にのみ使用できます。この記号を使用して「ステータス」ウィンドウを表示すると、すでに適用されているオーバーライドを表示したり、別のオーバーライドを適用できます。


青い三角形(「ステータス」列と、KPIのその他の列でセルの右上隅)

この記号は、現在のディメンション設定のイニシアティブ、目標またはKPIにステータスにコメントが添付されている場合にのみ使用できます。このボタンを使用して「ステータス」ウィンドウを表示すると、すでに追加されているコメントの表示、別のコメントの追加、またはコメントへの返信を行えます。


強調表示された実際の値またはターゲット値のセル

「KPI」エディタ: 一般プロパティ・ページで書込み可能に設定した実際の値およびターゲット値の周りにボックスが表示されます。これは、ユーザーまたはエンド・ユーザーが値を変更し、その値をリポジトリに送信できることを意味します。アクセス権が付与されていない値に対して値を送信すると、ボックスは赤で表示され、「ディメンション値を持つスライスのディメンション・スライス・セキュリティが不十分です」というエラー・メッセージが表示されます。詳細は、ターゲット設定とはを参照してください。


列セル内の右クリック・メニュー

使用できるオプションは、ウォッチリストが表示されているタブ、および右クリックした列によって異なり、次のオプションが含まれます。

	
アクション・リンク - イニシアティブ、目標またはKPIの現在のステータスに対して使用できるアクション・リンクが表示されます。リンクをクリックするとアクションが実行されます。


	
KPIを開く(KPI行のセルのみ) - 選択したKPIの詳細が表示されます(つまり、「スコアカード」エディタ: KPIの詳細タブに詳細が表示されます)。


	
KPIの削除(KPI行のセルのみ) - このオプションを使用して、選択したKPIをKPIウォッチリストから削除します。


	
「イニシアティブを開く」または「目標を開く」(イニシアティブ行または目標行のセルのみ) - このオプションを使用して、選択したイニシアティブまたは目標を開きます(つまり、現在のモードで「スコアカード」エディタ: イニシアティブの詳細タブまたは「スコアカード」エディタ: 目標の詳細タブに表示されます)。


	
「イニシアティブの削除」または「目標の削除」(イニシアティブ行または目標行のセルのみ) - このオプションを使用して、選択したイニシアティブまたは目標を削除します。


	
分析(KPI行のセルのみ) - このオプションを使用して、選択したKPIに基づく分析を作成します。分析は、自動的にカタログ内の「マイ・フォルダ」/「ドリル」フォルダに保存されます。




	
注意:

「マイ・フォルダ」/「ドリル」フォルダは一時記憶域として使用されるため、Oracle Business Intelligenceのセッション終了後は保持されません。分析を保持するには、別のディレクトリにコピーします。たとえば、共有ダッシュボードで使用する分析を保持するには、/Shared Foldersのフォルダにコピーします。








	
所有者への連絡 - このオプションを使用して「所有者への連絡」ダイアログを表示すると、ビジネス所有者へのメッセージを作成できます。


	
コメントの追加(「ステータス」列のセルのみ) - 現在の視点のイニシアティブ、目標またはKPIにコメントを追加するための「コメントの追加」ダイアログが表示されます。


	
ステータスのオーバーライド(「ステータス」列のセルのみ) - 「ステータスのオーバーライド」ダイアログが表示され、現在の視点のイニシアティブ、目標またはKPIのステータスをオーバーライドしたり、オーバーライドを取り消したりできます。










「ステータス」ウィンドウ

「ステータス」ウィンドウには、次の情報が表示されます。

	
コメントを操作している場合は、現在の視点のイニシアティブ、目標またはKPIに追加済のすべてのコメント、および適用済のすべてのステータス・オーバーライドおよびオーバーライドの取消しが表示されます。


	
ステータス・オーバーライドを操作している場合は、現在の視点のイニシアティブ、目標またはKPIに適用済のすべてのステータス・オーバーライドおよびオーバーライドの取消しが表示されます。




このウィンドウを使用して、この情報を次のように表示および管理します。

	
新規コメントを追加するには、「新規コメント」ボタンをクリックして「コメントの追加」ダイアログを表示します。


	
ステータスをオーバーライドしたり、オーバーライドを取り消すには、「新しいオーバーライド」ボタンをクリックして「ステータスのオーバーライド」ダイアログを表示します。


	
すべてのコメントを展開または縮小するには、「すべて展開」ボタンまたは「すべて縮小」ボタンをクリックします。


	
個々のコメントを展開または縮小するには、「展開」ボタンまたは「縮小」ボタンをクリックします。


	
コメントに返信するには、「返信」をクリックして「返信」ダイアログを表示します。


	
「ステータス」ウィンドウを固定して作業中開いたままにしておくには、ウィンドウの右上にある「固定」ボタンをクリックします。











「保存済みフィルタの適用」ダイアログ

このダイアログを使用して、作業中の分析への名前付きフィルタの追加方法を指定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
分析への名前付きフィルタの適用


	
列フィルタの作成




このダイアログは、より少ない読取り専用のオプションを使用して、次の名前で表示されることもあります。



「保存済みフィルタの表示」ダイアログ

コンポーネント


適用する前に既存のすべてのフィルタを消去する

このオプションを使用して、名前付きフィルタを追加する前に、既存のすべてのフィルタを分析から削除します。


フィルタの参照の代わりにフィルタの内容を適用する

フィルタをインライン・フィルタとして追加するには、このオプションを選択します。フィルタは「フィルタ」ペインに追加され、このペインでフィルタを編集できます。フィルタに対して行った変更は、すべて分析に保存されますが、カタログには保存されません。

フィルタを名前付きフィルタとして追加するには、このオプションを選択解除します。このオプションを選択解除すると、フィルタへの参照が追加されます(つまり、フィルタが名前付きフィルタとして追加されます)。フィルタは「フィルタ」ペインに追加されます。このペインでフィルタを表示できますが、編集できません。








「アーカイブ」ダイアログ

このダイアログを使用して、アーカイブ・ファイルを準備する際に既存のフォルダまたはオブジェクトの権限を適用するかどうか、また適用する場合はその方法、およびタイムスタンプを含めるかどうかを指定します。「アーカイブとは」を参照してください。


コンポーネント


権限の保持

このオプションを使用して、オブジェクトまたはフォルダの既存の権限を維持します。このオプションを選択しない場合、アーカイブ・プロセスには権限が含まれません。アンアーカイブ時には、システムによって親フォルダの権限がすべてのオブジェクトおよびフォルダに割り当てられます。


タイムスタンプの保持

このオプションを使用して、オブジェクトまたはフォルダに割り当てられているCreationTime、LastModifiedおよびLastAccessedタイムスタンプを維持します。アンアーカイブ時には、オブジェクトまたはフォルダがアンアーカイブされた時点の時刻を示すようにLastModifiedタイムスタンプが更新されます。このオプションを選択すると、「プリファレンス」ダイアログの概要の貼付け領域の「古い」オプションが、アンアーカイブ時に使用可能になります。「古い」オプションを使用して、アーカイブ内にあるカタログ項目より古い既存のカタログ項目を上書きします。

このオプションを選択しない場合、アーカイブ・プロセスにタイムスタンプ情報は含まれず、「プリファレンス」ダイアログの概要の貼付け領域の「古い」オプションは使用できません。





注意

アーカイブする前に、自分のアカウントにアーカイブ/アンアーカイブ権限が割り当てられていることを確認してください。








「棒グラフ(レイヤー)」ダイアログ

このダイアログを使用して、マップ・ビューの棒グラフのフォーマットを指定します。棒の高さはメトリック値によって変化します。円グラフでは、全体に対する割合に従って、区分のサイズが変化します。

詳細は、マップ・ビューの編集を参照してください。

このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「円グラフ(レイヤー)」ダイアログ

コンポーネント


名前

データ列の名前が表示されます。これらの列の値がマップ上のグラフに表示され、グラフのラベルとして使用されます。


自動的に名前を付ける

グラフのラベルを列名に従って自動的に指定するのではなく手動で入力するかどうかを、このボックスで指定します。


ツールチップ

このリストを使用して列を選択すると、マップ上のデータ列の値にカーソルを移動したときに、ツールチップとしてその列の名前が使用されます。


「棒のサイズ」またはスライスのサイズ

このリストを使用してメジャー列(売上額や単位など)を指定すると、その列の値によって棒または区分のサイズが制御されます。


グラフのサイズ

このボックスを使用して、マップに表示される各グラフのサイズをピクセル数で指定します。


「棒」または「スライス」

このリストを使用して属性列(製品やチャネルなど)を選択すると、その列の値がグラフの棒または区分として表示されます。

たとえば、製品ごとの区分を含む円グラフを作成できます。区分のサイズは、製品の売上額によって異なります。








BI Composerウィザード

このウィザードを使用すると、分析を作成、編集または表示でき、「分析」エディタほど複雑ではありません。

このウィザードのステップは、次のパネルに表示されます。

	
BI Composerウィザード: 「分析の作成: 列の選択」パネル


	
BI Composerウィザード: 「分析の作成: ビューの選択」パネル


	
BI Composerウィザード: 「分析の作成: 表の編集」パネル


	
BI Composerウィザード: 「分析の作成: グラフの編集」パネル


	
BI Composerウィザード: 「分析の作成: ソートおよびフィルタ」パネル


	
BIコンポーザ・ウィザード: 「分析の作成: 強調表示」パネル


	
BI Composerウィザード: 「分析の作成: 保存」パネル




詳細は、次の項目を参照してください。

	
分析とは

BI Composerとは


	
BI Composerを使用した分析の作成


	
BI Composerを使用した分析の編集


	
分析エディタを使用して作成した分析の編集





コンポーネント


BI Composerトレイン

このトレインは、「サブジェクト・エリア」タブでサブジェクト・エリアを選択して「作成」をクリックした後か、「カタログ」タブで既存の分析を選択して「編集」をクリックした後にのみ使用できます。

このトレイン内のボタンを使用して、BI Composerウィザードのステップをナビゲートします。使用できるボタンは操作に応じて異なります。例:

	
「列の選択」パネルで少なくとも1つの列を選択するまで、有効なボタンは「列の選択」ボタンのみです。


	
「表の編集」ボタンおよび「強調表示」ボタンは、「ビューの選択」パネルで表形式ビューを選択した場合にのみ有効になります。


	
「グラフの編集」ボタンは、「ビューの選択」パネルでグラフ・ビューを選択した場合にのみ有効になります。




有効なステップ間を任意の順序でナビゲートできます。たとえば、「強調表示」ステップから、「ビューの選択」ボタンをクリックして「ビューの選択」ステップに戻ることができます。これらのステップを順番にナビゲートする必要はありません。


「カタログ」タブ

このタブはOracle BI EEでは使用できません。

Oracle BI Presentation Catalogから次のフォルダを表示します。

	
マイ・フォルダ - 個人のフォルダおよび分析が含まれています。


	
共有フォルダ - アクセス権限があるフォルダおよび分析が含まれています。




このタブは、既存の分析を選択して編集または表示するために使用します。

Oracle BIプレゼンテーション・カタログの詳細は、「Oracle BIプレゼンテーション・カタログとは」を参照してください。


リロード

このボタンを使用して、「カタログ」タブに表示されるオブジェクトをリフレッシュします。


「サブジェクト・エリア」タブ

このタブはOracle BI EEでは使用できません。

使用可能なサブジェクト・エリアのリストが表示されます。このタブを使用して、分析を作成するために列を選択する元となるサブジェクト・エリアを選択します。

サブジェクト・エリアの詳細は、「サブジェクト・エリアと列とは」を参照してください。


編集

このボタンを使用して、「分析の編集分析名: 列の選択」パネルを表示すると、「カタログ」タブで選択した分析を編集できます。


表示

このボタンを使用して、「カタログ」タブで選択した分析を確認用に表示します。


作成

このボタンを使用して、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: 列の選択」パネルを表示すると、「サブジェクト領域」タブで選択したサブジェクト領域の列を使用して分析を作成できます。


ビュー領域

「カタログ」タブで選択した分析が確認用に表示されます。


ペインの縮小/ペインのリストア

このトグル・ボタンを使用して、ペインを縮小およびリストアします。たとえば、「カタログ」ペインと「サブジェクト・エリア」ペインを縮小して、「ビューの選択」パネルなどの1つのパネルに広い表示領域を確保します。








BI Composerウィザード: 「分析の作成: 列の選択」パネル

BIコンポーザ・ウィザードのこのパネルを使用して、分析に含める列を選択します。また、次のこともできます。

	
列の相互作用の指定


	
列式の指定


	
列名の変更


	
列の非表示




詳細は、次の項目を参照してください。

	
サブジェクト・エリアおよび列とは


	
BI Composerとは


	
BI Composerを使用した分析の作成


	
BI Composerを使用した分析の編集




このパネルには、次の項目も表示されます。



「分析の編集分析名: 列の選択」パネル

コンポーネント


サブジェクト・エリア: サブジェクト・エリア名

分析に含める列を選択するためのサブジェクト・エリアが表示されます。

このエリアを使用して、分析に追加する列を選択します。これを行うには、目的の列を含むサブジェクト・エリア・フォルダを展開し、列を選択してから「追加」をクリックします。

サブジェクト・エリア・フォルダを管理する場合は、フォルダを右クリックして次のオプションを表示します。

	
縮小 - このオプションを使用して、選択したフォルダを縮小します。


	
展開 - このオプションを使用して、選択したフォルダを展開します。


	
下をすべて展開 - このオプションを使用して、選択したフォルダの下のすべてのフォルダを展開します。


	
下をすべて縮小 - このオプションを使用して、選択したフォルダの下のすべてのフォルダを縮小します。


	
先頭として表示 - このオプションは、BI Composerではサポートされていません。




サブジェクト・エリアおよび列の詳細は、「サブジェクト・エリアと列とは」を参照してください。


追加

このボタンは、1つ以上のサブジェクト・エリアが使用可能で、そのエリアへのアクセス権がある場合のみ使用できます。

このボタンを使用して「サブジェクト領域の追加/削除」ダイアログを表示すると、サブジェクト領域の追加または削除を行えます。


選択された列

分析に追加されている列が表示されます。

目的:

	
列名を変更するか列の式を指定するには、列を選択して「列のプロパティ」を選択し、BIコンポーザの「列のプロパティ」ダイアログを表示します。


	
列見出しまたは列や階層レベルの列値をクリックしたときに何が起こるかを指定するには、列の「相互作用」リストで次のオプションのいずれかを選択します:

	
デフォルト - 列見出しまたは値をクリックしたときにデフォルトで何が起こるかを指定します。デフォルトの動作はOracle BIリポジトリの定義内容によって異なります。


	
ドリル - 列見出しまたは値をクリックしたときに、ドリルアップまたはドリルダウンすることを指定します。


	
トランザクションへナビゲート - 列見出しまたは値をクリックしたときに行コンテキストをADFページに渡すアクション(コンテキスト・イベント・アクションと呼ばれます)を起動します。

「ADFコンテキスト・イベント」アクションの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Edition開発者ガイド』のOracle BI EEコンテキスト・イベント・アクションによるBusiness Intelligenceコンテンツの受渡しに関する項を参照してください。


	
なし - 列見出しまたは値をクリックしたときに何も起こらないことを指定します。このオプションにより、属性列のドリルはオフになりますが、階層列のドリルはオフになりません。





	
ビューの列を非表示にするには、列の「非表示」ボックスを選択します。


	
リストから列を削除するには、列を選択して「削除」をクリックします。


	
リストからすべての列を削除するには、「すべて削除」をクリックします。







	
注意:

「相互作用」は列値専用です。ただし、列見出しもドリル可能です。列見出しのデフォルト動作はドリルです。








追加

このボタンを使用して、「サブジェクト・エリア: サブジェクト・エリア名」リストで選択した列を、「選択された列」リストに追加します。


削除

このボタンを使用して、「選択された列」リストから選択した列を削除します。


すべて削除

このボタンを使用して、「選択された列」リストからすべての列を削除します。


上矢印および下矢印

これらのボタンを使用して、リスト内の列を並べ替えることで、分析内の列の順序を変更します。








BI Composerウィザード: 「分析の作成: ビューの選択」パネル

BI Composerウィザードのこのパネルを使用して、次の操作を行います。

	
分析に含めるビューを選択します。次に示すいずれかのタイプのビューを含めることができます。

	
タイトル


	
表


	
グラフ




	
注意:

サポートされていないタイプのグラフ(例: ゲージ)もあります。










ビューの詳細は、ビューとはを参照してください。


	
結果をプレビューします。




詳細は、次の項目を参照してください。

	
BI Composerとは


	
BI Composerを使用した分析の作成


	
BI Composerを使用した分析の編集




このパネルには、次の項目も表示されます。



「分析の編集分析名: ビューの選択」パネル

コンポーネント


タイトル

このフィールドを使用して、分析のタイトルを入力します。


表

このボックスを使用して、分析に含める表形式ビューのタイプを選択します。

	
なし - このオプションは、表形式ビューがないことを指定する場合に使用します。


	
表(推奨) - このオプションを使用して、表を指定します。(これは、非階層型データの場合にお薦めする表タイプです。)


	
サマリー表 - このオプションを使用して、データのサマリー(例 - 合計)も含む表を指定します。


	
ピボット - このオプションは、ピボット表を指定する場合に使用します(階層型データの場合にお薦めします)。


	
サマリー・ピボット - このオプションを使用して、データのサマリー(例 - 合計)も含むピボット表を指定します。





グラフ

このボックスを使用して、分析に含めるグラフ・ビューのタイプを選択します。

	
なし - このオプションを使用して、グラフ・ビューがないことを指定します。


	
棒(推奨) - このオプションを使用して、棒グラフを指定します。(これは、デフォルトで推奨されるグラフ・タイプです。)


	
面 - このオプションを使用して、面グラフを指定します。


	
散布 - このオプションを使用して、散布図を指定します。


	
円 - このオプションを使用して、円グラフを指定します。


	
線-棒 - このオプションを使用して、線-棒グラフを指定します。





レイアウト

このボックスを使用して、分析での表形式ビューおよびグラフ・ビューの配置を選択します。オプションは次のとおりです。

	
グラフの上に表


	
グラフの下に表


	
グラフの左に表


	
グラフの右に表





プレビュー

このボックスを使用して、結果のプレビューを表示するかどうかを指定します。

	
実際の分析およびデータのプレビューを表示するには、このボックスを選択します。




	
注意:

このボックスを選択すると、データの問合せ結果が巨大なデータ・セットになる場合に、パフォーマンスに影響を与える可能性があります。








	
分析内の各ビューを表すイメージを表示するには、このボックスを選択解除します。





ダッシュボードでの結果の表示方法を示します

このボタンを使用して、ページごとに大規模な結果セット、ドリルなどを表示できる完全にインタラクティブなビューを表示します。


レポートXML

このボタンを使用して、分析のXMLコードを表示します。この情報はデバッグの際に役立ちます。








BI Composerウィザード: 「分析の作成: 表の編集」パネル

このパネルは、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: ビューの選択」パネルを使用して、分析に表形式ビューを追加してある場合にのみ使用できます。

BI Composerウィザードのこのパネルを使用して、次の操作を行います。

	
表形式ビューのレイアウトを編集します(表形式ビューを含めた場合)。プロンプトの作成、分析を区分するための列の使用、および特定の列の表形式ビューからの除外ができます。


	
結果をプレビューします。




詳細は、次の項目を参照してください。

	
BI Composerとは


	
BI Composerを使用した分析の作成


	
BI Composerを使用した分析の編集




このパネルには、次の項目も表示されます。



「分析の編集分析名: 表の編集」パネル

コンポーネント


行

このターゲット領域は、ピボット表にのみ使用できます。

ピボット表で行として示される列が表示されます。

このターゲット領域を使用して、行を別のターゲット領域に移動することで、ピボット表内のデータの配置方法を変更します。

列を移動するには、列を選択し、「移動先」をクリックしてから、「移動先」メニューのいずれかのオプションを選択します。


列

表またはピボット表で列として示される列が表示されます。

このターゲット領域を使用して、列を別のターゲット領域に移動することで、表またはピボット表内のデータの配置方法を変更します。

列を移動するには、列を選択し、「移動先」をクリックしてから、「移動先」メニューのいずれかのオプションを選択します。


移動先

列を別のターゲット領域に移動するための、次に示すオプションが表示されます。

	
行 - (このオプションは、「行」ターゲット・エリアの移動先メニューでは使用できません。)列を「行」ターゲット領域に移動します。


	
列 - (このオプションは、「列」ターゲット・エリアの移動先メニューでは使用できません。)列を「列」ターゲット領域に移動します。


	
プロンプト対象 - (このオプションは、「プロンプト対象」ターゲット・エリアの移動先メニューでは使用できません。)列を「プロンプト対象」ターゲット・エリアに移動します。


	
セクション化 - (このオプションは、セクション化ターゲット・エリアの移動先メニューでは使用できません。)列をセクション化ターゲット・エリアに移動します。


	
除外 - (このオプションは、「除外」ターゲット・エリアの移動先メニューでは使用できません。)列を「除外」ターゲット・エリアに移動します。





追加レイアウト・オプション

このオプションを使用して、「プロンプト対象」、「セクション化」、「除外」というターゲット領域を表示します。


プロンプト対象

プロンプトとして表示される列が表示されます。

このターゲット領域を使用して、列を別のターゲット領域に移動します。

列を移動するには、列を選択し、「移動先」をクリックしてから、「移動先」メニューのいずれかのオプションを選択します。


セクション化

表またはピボット表をセクションに分割するために使用する列が表示されます。

このターゲット領域を使用して、列を別のターゲット領域に移動します。

列を移動するには、列を選択し、「移動先」をクリックしてから、「移動先」メニューのいずれかのオプションを選択します。


除外

ビューから除外する列が表示されます。

このターゲット領域を使用して、列を別のターゲット領域に移動します。

列を移動するには、列を選択し、「移動先」をクリックしてから、「移動先」メニューのいずれかのオプションを選択します。


上矢印および下矢印

このターゲット領域を使用して、列を別のターゲット領域に移動します。


プレビュー

このボックスを使用して、結果のプレビューを表示するかどうかを指定します。

	
実際の分析およびデータのプレビューを表示するには、このボックスを選択します。




	
注意:

このボックスを選択すると、データの問合せ結果が巨大なデータ・セットになる場合に、パフォーマンスに影響を与える可能性があります。








	
分析内の各ビューを表すイメージを表示するには、このボックスを選択解除します。





ダッシュボードでの結果の表示方法を示します

このボタンを使用して、ページごとに大規模な結果セット、ドリルなどを表示できる完全にインタラクティブなビューを表示します。


レポートXML

このボタンを使用して、分析のXMLコードを表示します。この情報はデバッグの際に役立ちます。








BI Composerウィザード: 「分析の作成: グラフの編集」パネル

このパネルは、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: ビューの選択」パネルを使用して、分析にグラフ・ビューを追加してある場合にのみ使用できます。

BI Composerウィザードのこのパネルを使用して、次の操作を行います。

	
グラフのプロパティおよびレイアウトを編集します(グラフ・ビューを含めた場合)。プロンプトの作成、分析を区分するための列の使用、およびグラフからの特定の列の除外ができます。


	
結果をプレビューします。




詳細は、次の項目を参照してください。

	
BI Composerとは


	
BI Composerを使用した分析の作成


	
BI Composerを使用した分析の編集




このパネルには、次の項目も表示されます。



「分析の編集分析名: グラフの編集」パネル

コンポーネント


サブタイプ

このボックスを使用して、グラフのサブタイプを選択します。


色変更方法

このターゲット領域は、円グラフには使用できません。

各列値または列値の組合せを異なる色で示す列が表示されます。

このターゲット領域を使用して、列を別のターゲット領域(または位置)に移動することで、グラフ内のデータの配置方法を変更します。

列を移動するには、列を選択し、「移動先」をクリックしてから、「移動先」メニューのいずれかのオプションを選択します。


「グループ化」または「点」

このターゲット領域は、棒グラフ、面グラフおよび線-棒グラフに対しては「グループ化」という名前になり、散布図に対しては「点」という名前になります。

このターゲット領域は、円グラフには使用できません。

軸ラベルをグループにする列を表示します。たとえば、基準に地域、地区および売上金額の列が含まれる縦棒グラフでは、このターゲット領域に地域列が含まれる場合、横軸でデータは地域ごとにグループ化されます。

このターゲット領域を使用して、列を別のターゲット領域(または位置)に移動することで、グラフ内のデータの配置方法を変更します。

列を移動するには、列を選択し、「移動先」をクリックしてから、「移動先」メニューのいずれかのオプションを選択します。


区分

このターゲット領域は、円グラフにのみ使用できます。

各列値または列値の組合せを円グラフの個別の区分として示す列が表示されます。

このターゲット領域を使用して、列を別のターゲット領域(または位置)に移動することで、グラフ内のデータの配置方法を変更します。

列を移動するには、列を選択し、「移動先」をクリックしてから、「移動先」メニューのいずれかのオプションを選択します。


円

このターゲット領域は、円グラフにのみ使用できます。

各列値または列値の組合せを円グラフの個別の区分として示す列が表示されます。

このターゲット領域を使用して、列を別のターゲット領域(または位置)に移動することで、グラフ内のデータの配置方法を変更します。

列を移動するには、列を選択し、「移動先」をクリックしてから、「移動先」メニューのいずれかのオプションを選択します。


移動先

列を別のターゲット領域に移動するための、次に示すオプションが表示されます。

	
グループ化 - (このオプションは、「行」ターゲット領域の「移動先」メニューでは使用できません)。列を「行」ターゲット領域に移動します。


	
色変更方法 - (このオプションは、「列」ターゲット領域の「移動先」メニューでは使用できません)。列を「列」ターゲット領域に移動します。


	
プロンプト対象 - (このオプションは、「プロンプト対象」ターゲット・エリアの移動先メニューでは使用できません。)列を「プロンプト対象」ターゲット・エリアに移動します。


	
セクション化 - (このオプションは、セクション化ターゲット・エリアの移動先メニューでは使用できません。)列をセクション化ターゲット・エリアに移動します。


	
除外 - (このオプションは、「除外」ターゲット・エリアの移動先メニューでは使用できません。)列を「除外」ターゲット・エリアに移動します。





追加レイアウト・オプション

このオプションを使用して、「プロンプト対象」、「セクション化」、「除外」というターゲット領域を表示します。


プロンプト対象

プロンプトとして表示される列が表示されます。このターゲット領域を使用して、列を別のターゲット領域に移動します。

列を移動するには、列を選択し、「移動先」をクリックしてから、「移動先」メニューのいずれかのオプションを選択します。


セクション化

グラフをセクションに分割するために使用する列が表示されます。このターゲット領域を使用して、列を別のターゲット領域に移動します。

列を移動するには、列を選択し、「移動先」をクリックしてから、「移動先」メニューのいずれかのオプションを選択します。


除外

ビューから除外する列が表示されます。このターゲット領域を使用して、列を別のターゲット領域に移動します。

列を移動するには、列を選択し、「移動先」をクリックしてから、「移動先」メニューのいずれかのオプションを選択します。


上矢印および下矢印

このターゲット領域を使用して、列を別のターゲット領域に移動します。


プレビュー

このボックスを使用して、結果のプレビューを表示するかどうかを指定します。

	
実際の分析およびデータのプレビューを表示するには、このボックスを選択します。




	
注意:

このボックスを選択すると、データの問合せ結果が巨大なデータ・セットになる場合に、パフォーマンスに影響を与える可能性があります。








	
分析内の各ビューを表すイメージを表示するには、このボックスを選択解除します。





ダッシュボードでの結果の表示方法を示します

このボタンを使用して、ページごとに大規模な結果セット、ドリルなどを表示できる完全にインタラクティブなビューを表示します。


レポートXML

このボタンを使用して、分析のXMLコードを表示します。この情報はデバッグの際に役立ちます。








BI Composerウィザード: 「分析の作成: ソートおよびフィルタ」パネル

BI Composerウィザードのこのパネルを使用して、次の操作を行います。

	
グラフ、ピボット表および表に表示される結果のソートを指定します。属性列およびメジャー列をソートできます。階層列をソートすることはできません。列タイプの詳細は、「列タイプとは」を参照してください。


	
属性列およびメジャー列に対するフィルタを作成します。階層列に対するフィルタは作成できません。

フィルタの詳細は、「フィルタおよび選択ステップとは」を参照してください。


	
結果をプレビューします。




詳細は、次の項目を参照してください。

	
BI Composerとは


	
BI Composerを使用した分析の作成


	
BI Composerを使用した分析の編集




このパネルには、次の項目も表示されます。



「分析の編集分析名: ソートおよびフィルタ」パネル

コンポーネント


「ソートの展開」または「ソートの縮小」

このボタンを使用して、「ソート」領域を展開または縮小します。


ソート

この領域を使用して、ソートを指定および管理します。この領域には、次のコンポーネントが含まれています。

	
ソートの追加 - このボタンを使用して、ソート順序を指定する列を選択して、「ソート」表にソート順序のエントリを追加します。


	
「ソート」表 - ソートする各列のエントリが表示されます。各エントリは、次のように管理します。

	
ソート順序を指定するには、ソート順序オプション(例: 「昇順」、「昇順」)をクリックします。


	
ソート・エントリを優先順位付けするには、上矢印または下矢印を使用して、表内のエントリを並べ替えます。


	
エントリを削除するには、「削除」をクリックします。








「フィルタの展開」または「フィルタの縮小」

このボタンを使用して、「フィルタ」領域を拡張または縮小します。


フィルタ

この領域を使用して、フィルタを指定および管理します。この領域には、次のコンポーネントが含まれています。

	
フィルタの追加 - このボタンを使用してフィルタ処理する列を選択し、「フィルタ」表にフィルタ・エントリを追加します。フィルタ処理する列を選択すると、分析内のいずれかの列、または次のオプションのいずれかを選択できます。

	
列を増やす - このオプションを使用して、「列の選択」ダイアログを表示します。このダイアログでは、分析に含まれる列と同じサブジェクト・エリアから、分析に含まれていない列を選択します。


	
保存済みフィルタ - このオプションを使用して、「保存済みフィルタ」ダイアログを表示します。このダイアログでは、カタログに保存してあるフィルタを選択できます。





	
表示 - このボックスを使用して、フィルタを組み合せるための、次のいずれかのオプションを選択します。

	
すべてのフィルタを満たしているデータ - このオプションを使用して、各フィルタに指定した基準が必ず満たされることを指定します。


	
任意のフィルタを満たしているデータ - このオプションを使用して、列フィルタの少なくとも1つに指定した基準が必ず満たされることを指定します。





	
「フィルタ」表 - フィルタ処理する各列のエントリが表示されます。各エントリは、次のように管理します。

	
フィルタに演算子を指定するには、「演算子」ボックスで演算子を選択します。選択可能な演算子のリストは、列のタイプに基づいて移入されます。各演算子(「プロンプトされる」演算子オプションを含む)の詳細は、演算子を参照してください。


	
フィルタの適用時に使用する1つ以上の値を指定するには、「値」フィールドで1つ以上の値を入力または選択します。複数の値を区切るには、セミコロンを使用します。

「検索」ボタン(特定の演算子にのみ使用可能)を使用して、「値の選択」ダイアログを表示すると、値を検索できます。(このバージョンの「値の選択」ダイアログには、標準バージョンのコンポーネントのうち、限られた数のコンポーネントのみが含まれます。)


	
エントリを削除するには、「削除」をクリックします。





	
「保存済みフィルタ」表: 「フィルタの保存」オプションを使用して追加した各保存済フィルタのエントリが表示されます。各エントリは、次のように管理します。

	
エントリを削除するには、「削除」をクリックします。








プレビュー

このボックスを使用して、結果のプレビューを表示するかどうかを指定します。

	
実際の分析およびデータのプレビューを表示するには、このボックスを選択します。




	
注意:

このボックスを選択すると、データの問合せ結果が巨大なデータ・セットになる場合に、パフォーマンスに影響を与える可能性があります。








	
分析内の各ビューを表すイメージを表示するには、このボックスを選択解除します。





ダッシュボードでの結果の表示方法を示します

このボタンを使用して、ページごとに大規模な結果セット、ドリルなどを表示できる完全にインタラクティブなビューを表示します。


レポートXML

このボタンを使用して、分析のXMLコードを表示します。この情報はデバッグの際に役立ちます。








BIコンポーザ・ウィザード: 「分析の作成: 強調表示」パネル

このパネルは、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: ビューの選択」パネルを使用して、分析に表形式ビューを追加してある場合にのみ使用できます。

BI Composerウィザードのこのパネルを使用して、次の操作を行います。

	
条件付き書式を表形式ビューのメジャー列に適用します。条件付き書式は、データ要素が一定の条件を満たしているかどうかについての注意を促すために役立ちます。たとえば、特定の色でノルマに満たない売上を示すことができます

(条件付き書式を属性列や階層列に適用することはできません)。


	
結果をプレビューします。




詳細は、次の項目を参照してください。

	
BI Composerとは


	
BI Composerを使用した分析の作成


	
BI Composerを使用した分析の編集




このパネルには、次の項目も表示されます。



「分析の編集分析名: 強調表示」パネル

コンポーネント


「書式設定の展開」または「書式設定の縮小」

このボタンを使用して、「書式設定」領域を展開または縮小します。


書式設定

この領域を使用して、条件付き書式を指定および管理します。これには、次のコンポーネントが含まれています。

	
列書式の追加 - このボタンを使用して、条件付き書式を適用する列を選択し、「書式設定」表に書式設定エントリを追加します。


	
「書式設定」表 - 条件付き書式を適用する各列のエントリが表示されます。各エントリは、次のように管理します。

	
各書式設定範囲を区分するしきい値の値を入力するには、しきい値フィールドを使用します。

たとえば、注文数列に対する作業中に、5000未満の注文数を赤で強調表示し、5000から8000の注文数を黄色で強調表示し、8000を越える注文数を緑で強調表示する必要があるとします。この場合、最初のしきい値フィールドに5000を入力し、2番目のしきい値フィールドに8000を入力します。


	
各書式設定範囲を表す色を選択するには、「色」ボックスの右側にある下矢印をクリックして「色」ダイアログを表示します。


	
エントリを削除するには、「削除」をクリックします。








プレビュー

このボックスを使用して、結果のプレビューを表示するかどうかを指定します。

	
実際の分析およびデータのプレビューを表示するには、このボックスを選択します。




	
注意:

このボックスを選択すると、データの問合せ結果が巨大なデータ・セットになる場合に、パフォーマンスに影響を与える可能性があります。








	
分析内の各ビューを表すイメージを表示するには、このボックスを選択解除します。





ダッシュボードでの結果の表示方法を示します

このボタンを使用して、ページごとに大規模な結果セット、ドリルなどを表示できる完全にインタラクティブなビューを表示します。


レポートXML

このボタンを使用して、分析のXMLコードを表示します。この情報はデバッグの際に役立ちます。








BI Composerウィザード: 「分析の作成: 保存」パネル

BI Composerウィザードのこのパネルを使用して、同じ名前または別の名前で分析を保存します。また、次のこともできます。

	
分析を保存するための新規フォルダを作成します。


	
フォルダおよび分析の名前を変更します。


	
フォルダおよび分析を削除します。


	
フォルダを展開または縮小します。




詳細は、次の項目を参照してください。

	
BI Composerとは


	
BI Composerを使用した分析の作成


	
BI Composerを使用した分析の編集




このパネルには、次の項目も表示されます。



「分析の編集分析名: 保存」パネル

コンポーネント


分析名

このフィールドを使用して、分析の名前を入力します。


説明

このフィールドを使用して、分析の説明を入力します。


保存場所

この領域を使用して、分析を保存する場所を選択します。

目的:

	
新規フォルダを作成するには、「新規フォルダの作成」をクリックし「新規フォルダの作成」ダイアログを表示して、フォルダの名前を入力します。


	
既存のフォルダを管理するには、フォルダを右クリックして次のオプションを表示します。

	
削除 - このオプションを使用して、選択したフォルダを削除します。


	
名前の変更 - このオプションを使用して、「名前の変更」ダイアログを表示し、フォルダの新しい名前を入力します。


	
縮小 - このオプションを使用して、選択したフォルダを縮小します。


	
展開 - このオプションを使用して、選択したフォルダを展開します。


	
下をすべて展開 - このオプションを使用して、選択したフォルダの下のすべてのフォルダを展開します。


	
下をすべて縮小 - このオプションを使用して、選択したフォルダの下のすべてのフォルダを縮小します。


	
先頭として表示 - このオプションは無効なので無視してください。














「BI Publisherレポートのプロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、Oracle BI Publisherレポートをダッシュボード・ページに追加するための情報を指定します。

詳細は、ダッシュボード・ページへのOracle BI Publisherレポートの追加を参照してください。


コンポーネント


埋込みコンテンツ

このボタンを使用して、レポートをBI Publisherへの単純なリンクとして表示するかわりに、ダッシュボードに埋め込むことを指定します。このオプションは、レポートに対してデフォルトで選択されます。

埋込みコンテンツの詳細は、ダッシュボードへのコンテンツの追加を参照してください。


「幅」および「高さ」

レポートを埋め込む場合は、これらのフィールドを使用して、ダッシュボード上のレポートの幅および高さを指定します。


リンク

このボックスを使用して、(レポートをダッシュボードに埋め込むのではなく)ダッシュボードにリンクを表示することを指定します。リンクのテキストにはレポートの名前が使用されます。リンクをクリックすると、レポートがBI Publisherで開きます。








「区切り」ダイアログ

このダイアログを使用して、ダッシュボード・ページのレイアウトにページ区切りまたは列区切りを追加します。

詳細は、オブジェクトの「プロパティ」ボタンを参照してください。


コンポーネント


区切りがありません

このオプションを使用して、上の列の横に列を配置します。





列区切り

このオプションを使用して、現在左横にある列の下に列を配置します。


列区切りのあるページ区切り

このオプションを使用して、PDFまたは印刷されたバージョンの別のページに列を配置します。また、「列区切り」オプションを選択せずにこのオプションを使用した場合でも、横の列の下に列が配置されます。






「バブル(レイヤー)」ダイアログ

このダイアログを使用して、マップ上のバブルのフォーマットを指定します。バブルのサイズはメトリックの値を表します。バブルの場所は、地理的地域を示します。バブル、イメージおよび形状は、多角形レイヤーとポイント・レイヤーの両方に適用できます。ポイント・レイヤーでは色の塗りつぶしフォーマットを使用できません。

詳細は、マップ・ビューの編集を参照してください。

このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「バブル(カスタム・ポイント・レイヤー)」ダイアログ

「色の塗りつぶし(レイヤー)」ダイアログ

「イメージ(カスタム・ポイント・レイヤー)」ダイアログ

「イメージ(レイヤー)」ダイアログ

「線」(「レイヤー」)ダイアログ

「可変形状(カスタム・ポイント・レイヤー)」ダイアログ

「可変形状(レイヤー)」ダイアログ

コンポーネント


名前

値がバブル、色の塗りつぶし、イメージ、線または形状としてマップに表示され、これらのラベルとして使用されるデータ列について、その名前が表示されます。


自動的に名前を付ける

バブル、色の塗りつぶし、イメージ、線または形状のラベルを列名に従って自動的に指定するのではなく手動で入力するかどうかを、このボックスで指定します。


「X」(経度)および「Y」(緯度)

カスタム・ポイント・レイヤーのみに使用できます。また、「単一列」ボックスが選択解除されている場合のみ使用できます。このリストを使用して列を選択すると、バブル、イメージまたは形状としてマップに表すポイントの経度と緯度が、これらの列の値によって指定されます。

経度と緯度には異なる列を指定する必要があります。これらの列には、経度と緯度の値、ポイントを識別できる座標系の値、またはETLシステムを使用して経度と緯度に変換できるアドレス値が格納されている必要があります。列の値は、WGS84座標系に準拠する必要があります。


単一列

このボックスを使用して、マップに表示するポイントの座標を、1つの列に含まれる値で指定することを示します。この列は「場所」ボックスで指定します。


場所

カスタム・ポイント・レイヤーのみに使用できます。また、「単一列」ボックスが選択されている場合のみ使用できます。このリストを使用して列を選択すると、バブル、イメージまたは形状としてマップに表すポイントの経度と緯度が、この列の値によって指定されます。列に経度と緯度の両方の値が含まれており、値が(経度,緯度)の順で格納されていることを確認してください。列の値が(緯度,経度)の順で格納されている場合、フォーマットが正しくない位置に表示されます。


デリミタ

カスタム・ポイント・レイヤーのみに使用できます。また、「単一列」ボックスが選択されている場合のみ使用できます。このボックスを使用して、「場所」ボックスで指定した単一列で使用するデリミタ(カンマなど)を入力します。このデリミタによって、経度と緯度の値が保持されます。このボックスにはデフォルト値はありません。適切なデリミタを指定しない場合は、フォーマットがマップ上で適切に表示されません。


ツールチップ

このリストを使用して列を選択すると、マップ上のデータ列の値にカーソルを移動したときに、ツールチップとしてその列の名前が使用されます。


形状

形状のみに使用できます。このリストを使用して、マップに含める形状を選択します。円、「三角形」または「ひし形」を選択できます。


「サイズ変更方法」/「色変更方法」/「イメージ変更方法」

このリストを使用してメジャー列(売上額や単位など)を指定すると、その列の値によって、バブルや形状の線、イメージ、色の塗りつぶしまたはサイズが制御されます。たとえば、1つのメジャー列に基づいて形状の色を変化させ、別のメジャー列に基づいて形状のサイズを変化させることができます。

次のフォーマットには、特定の属性の関連付けがあります。

	
「サイズ変更方法」および「色変更方法」は、形状およびバブルに適用されます。


	
「イメージ変更方法」は、イメージに適用されます。


	
「幅変更方法」および「色変更方法」は、線の形成に適用されます。





最小サイズ

バブルおよび形状のみに使用できます。バブルまたは形状の最小サイズを入力します。


最大サイズ

バブルおよび形状のみに使用できます。バブルまたは形状の最大サイズを入力します。


色

バブルおよび形状のみに使用できます。このリストを使用して、マップ上のバブルまたは形状の色を選択します。形状の場合、「メジャーごとに変更」をクリックするとこのボックスは無効になります。メジャーごとに色を変える場合は、メジャーのbinされた値に対応するカラー・パレットを指定します。


Binタイプ

このリストを使用して、イメージ、線または形状によって示す値のグループ化タイプを選択します。次のタイプのいずれかを選択できます。

	
パーセンタイルのBin - 地域がランクごとにグループ化されます(上位33%など)。パーセンタイルしきい値は自動的に指定され、変更できません。


	
値のBin - 各グループの最小値および最大値を指定します。


	
連続的な色 - 色の塗りつぶしのみに使用できます。色のグラデーションが変化して、地域のランクに適用されます。最小値および最大値は指定しません。





Bin

このリストを使用して、色の塗りつぶし、イメージ、線または形状によって示す値のグループ化のbin数を選択します。様々な整数、「四分位数(4)」または「十分位数(10)」を選択できます。選択するbin数は、マップ・フォーマットに表示される色の数に相当します。


スタイル

線、形状および色の塗りつぶしのみに使用できます。このリストを使用して、表示する形状またはグラデーションを選択します。スタイルに含まれる色の数は、「Bin」で指定した数によって異なります。


「最小」および「最大」

これらのボックスを使用して、binの最小値、最大値およびその他の値を入力します。「Binタイプ」で「値のBin」を選択した場合のみ、値を入力できます。「パーセンタイルのBin」を選択した場合は、値が自動的に指定されます。


ラベル

binのラベルを入力します。binにラベルを付けることで、それぞれのbinまたはバケットの意味をユーザーが理解しやすくなります。たとえば、上位4分の1に対するラベルの場合、「上位25%」のかわりに「最もよく売れている製品」にすることができます。これらのラベルはカスタマイズできますが、特定のタイプ(パーセンタイルのBin)のデータ・セットについては、binラベルが自動的に指定されます。


イメージ

イメージのみに使用できます。このリストを使用して、binのイメージを選択します。イメージをクリックして「イメージの選択」ダイアログを表示すると、binのイメージを選択できます。イメージは、経度と緯度の座標で表示されます。


色

色の塗りつぶしと線のみに使用できます。このリストを使用して、binの色を選択します。色をクリックしてダイアログを表示し、binの色を選択します。


ダッシュボード・ユーザーにしきい値の編集を許可

「Binタイプ」を「パーセンタイルのBin」または「値のBin」に設定した場合に、色の塗りつぶしと線のみに使用できます。このボックスを選択してスライダ・コンポーネントを表示すると、エンド・ユーザーがしきい値を動的に調整できるようになります。これにより、マップ・データの視覚的な分析を実行できるようになります。このような分析は「What-If分析」とも呼ばれます。

ユーザーにしきい値の編集を許可し、ユーザーがしきい値を変更した場合、「Binタイプ」の設定は自動的に「値のBin」に変更されます。

「メジャーごとに幅を変更」が選択されている場合、このオプションは使用できません。

詳細は、マップ・ビューでのフォーマットのしきい値の変更を参照してください。


透明度

バブル、色の塗りつぶしおよび形状のみに使用できます。マップに適用するときのフォーマットの透明度を指定します。透明度は0から100の間のパーセントで指定します。デフォルトは25%です。値を0%にするとフォーマットが単色の塗りつぶし、つまり完全な不透明としてレンダリングされます。値を100%にすると、フォーマットが見えなくなります。透明度設定の効果を視覚的に測定するには、このダイアログの「スタイル」ボックスと「色」ボックスで、市松模様の背景表示を利用します。

「透明度」フィールドがラベル・レイヤーに関連してどのように機能するかの詳細は、「注意」を参照してください。


線幅

線のみに使用できます。線の幅をピクセル単位で指定します。デフォルト値は8、最小値は1、最大値は16です。

「メジャーごとに幅を変更」が選択されている場合、このオプションは使用できません。





メジャーごとに幅を変更

線のみに使用できます。このチェック・ボックスを使用して、メジャーの線の幅を変更するかどうかを指定します。このチェック・ボックスを選択すると、「線幅」および「ダッシュボード・ユーザーにしきい値の編集を許可」が無効になります。


幅変更方法

「メジャーごとに幅を変更」が線に対して選択されている場合にのみ使用できます。このリストを使用して、線の太さを変更するメジャーを選択します。


最小幅

「メジャーごとに幅を変更」が線に対して選択されている場合にのみ使用できます。線の最小幅を表す数値をピクセル単位で入力します。


最大幅

「メジャーごとに幅を変更」が線に対して選択されている場合にのみ使用できます。線の最大幅を表す数値をピクセル単位で入力します。


注意

「透明度」フィールドに値を指定するときは、使用中のラベル・レイヤーに注意してください。デフォルトでは、ラベル・レイヤーはマップ上に表示される各レイヤーに追加されます。ラベルを切り替えるには、「マップ・プロパティ」ダイアログの「ラベル」タブを使用します。

ラベル・レイヤーをマップに適用するとき、レイヤーはOracle Map Builderで定義されているスタイルを使用します。このスタイルは不透明なこともあり、その場合はマップの表示は完全にブロックされます。この場合に透明なフォーマットをマップに適用しても、マップの表示は引き続きブロックされます。フォーマットの透明度がブロックされないようにするには、次のいずれかを実行します:

	
レイヤーのスタイルで不透明な色の塗りつぶしを使用していないことを確認します。


	
「マップ・プロパティ」ダイアログの「ラベル」タブを使用して、不透明なラベル・レイヤーを隠します。











「カタログ」ページ

「カタログ」ページを使用して、カタログ内にオブジェクトを配置し、これらのオブジェクト固有のタスクを実行します。使用できるオブジェクトおよびオプションは、システム権限、および個々のフォルダやオブジェクトに割り当てられている権限によって異なります。

「カタログ」ページでは次のことを行えます。

	
基本タスクを実行する。オブジェクトを開く、オブジェクトのコピーおよび検索、フォルダの作成など。


	
オブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップして、カタログ内の別の場所に移動する。


	
オブジェクト固有のタスクを実行する。エージェントの割当て、ブリーフィング・ブックへのオブジェクトの追加など。


	
特定のフォルダ、オブジェクトまたはカタログ全体をアーカイブする。


	
個々のオブジェクトおよびフォルダに権限を設定する。




詳細は、次の項目を参照してください。

	
Oracle BIプレゼンテーション・カタログとは


	
カタログの使用者


	
カタログ内のオブジェクトの検索


	
オブジェクト固有のタスク





コンポーネント


「フォルダ」ペイン

「フォルダ」ペインを使用すると、カタログをディレクトリ階層として表示したり、独自に作成した、またはお気に入りとしてマーク付けしたフォルダおよびオブジェクトのみを表示できます。


「検索」ペイン

「検索」ペインを使用して、検索基準を指定し、カタログ検索を開始します。


「カタログ」領域

「カタログ」領域を使用して、検索結果の表示、フォルダを開いて内容の参照、およびオブジェクト固有のタスクの開始を行います。


「タスク」ペイン

「タスク」ペインを使用して、オブジェクト固有のタスクを開始します。


「プレビュー」ペイン

「プレビュー」ペインを使用して、「カタログ」領域で選択したオブジェクトをプレビューします。このペインを表示するには、該当するボタンをクリックする必要があります。


ツールバー

ツールバーで有効化されるボタンは、オブジェクト・タイプによって異なります。このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
ユーザー・ビュー - デフォルトは「ユーザー・ビュー」です。管理権限が付与されている場合は「管理ビュー」を選択できます。「管理ビュー」を選択すると、すべての管理タスクを実行できるほか、カタログ・ルート・フォルダにアクセスできます。このフォルダには、すべてのユーザーおよびシステム・オブジェクトに関する詳細情報が含まれています。


	
新規 - 新規オブジェクトを作成する場合に使用します。作成するオブジェクトを選択すると、オブジェクト作成の出発点となる画面がオブジェクトのエディタによって表示されます。

管理権限が付与されている場合は、「新規」メニューに「フォルダ」リンクが表示されます。このリンクを選択すると、カタログ・フォルダを作成できます。


	
リフレッシュ - コンテンツまたはフォルダの変更にあわせてカタログを更新する場合に使用します。


	
上へ - 親フォルダまたはディレクトリへナビゲートする場合に使用します。


	
「フォルダ・ペインの表示/非表示」 - 「フォルダ」ペインおよび「タスク」ペインの表示/非表示を切り替える場合に使用します。


	
検索 - 「検索」ペインを表示する場合に使用します。「フォルダ」ペインを表示するには、このボタンを選択解除します。


	
リスト・ビュー・タイプの変更 - このリストを使用して、「カタログ」領域に表示する、フォルダおよびオブジェクトの関連情報を選択します。

	
説明 - 選択すると、オブジェクトまたはフォルダの名前、タイプ、所有者、変更日、および「展開」、「開く」、「編集」および「詳細」の各リンクが表示されます。このビューでは、オブジェクトのリストから直接タスクを実行できます。


	
詳細 - 選択すると、オブジェクトまたはフォルダの名前、タイプ、所有者および変更日が表示されます。


	
リスト - 選択すると、オブジェクトおよびフォルダの名前のみが表示されます。





	
ビュー - 選択したオブジェクトを表示する場合に使用します。たとえば、レポートを選択してこのボタンをクリックすると、レポート・ビューアが起動してレポートが表示されます。


	
編集: 選択したオブジェクトを関連付けられているエディタで変更する場合や、スクリプト、URLまたはWebサービス・アクションを実行する場合に使用します。


	
印刷 - 分析、ダッシュボードまたはダッシュボード・ページを印刷する場合に使用します。詳細は、次の項目を参照してください。

	
ビューの印刷


	
ダッシュボード・ページの印刷





	
エクスポート - 分析、ダッシュボードまたはダッシュボード・ページをエクスポートする場合に使用します。詳細は、次の項目を参照してください。

	
結果のエクスポートについて


	
ダッシュボードおよびダッシュボード・ページのエクスポートについて





	
削除 - 選択したオブジェクトまたはフォルダをカタログから削除する場合に使用します。

共有のフォルダまたはオブジェクトを削除する場合は、それぞれの個人用ダッシュボードに共有オブジェクトを追加した他のユーザーが、それらのオブジェクトにアクセスできなくなることに注意してください。


	
コピー - 選択したオブジェクトまたはフォルダをコピーして、別のディレクトリに貼り付ける場合に使用します。


	
貼付け - コピーしたオブジェクトを別の場所に貼り付ける場合に使用します。





場所

選択したオブジェクトのディレクトリ・パスが表示されます。ディレクトリ構造内での位置を確認する手段として使用します。


非表示項目の表示

選択すると、オブジェクト関連のすべての設定およびデータ(システム権限、メタデータ、キャッシュされたデータなど)が表示されます。このオプションを選択すると、非表示のフォルダ(_Portal、_Filters、_Prefs、_Alerts、_Agentsおよび_Deliversを含む)が表示されます。





「カタログ」領域

この領域を使用して、検索結果の表示、およびビジネス・インテリジェンスのオブジェクトとフォルダの参照を行います。全文検索を使用すると、索引付けのステータス(索引付けをすると、オブジェクトを検索できるようになります)を示すメッセージまたは検索を絞り込む必要があるかどうかを示すメッセージが、「カタログ」領域の上部に表示されます。

また、このペインでは、オブジェクト固有のタスクを実行したり、オブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップしてカタログ内の別の領域に移動できます。オブジェクトのドラッグ・アンド・ドロップは、「カタログ」領域内で、もしくは「カタログ」領域から「フォルダ」ペインへ行うことができます。

この領域はカタログ・ページの一部です。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
Oracle BIプレゼンテーション・カタログとは


	
カタログの使用者


	
カタログ内のオブジェクトの検索


	
オブジェクト固有のタスク





コンポーネント


タイプ

このリストを使用して、カタログ領域に表示するオブジェクトのタイプを指定します。オブジェクト・タイプの選択は、カタログ全体ではなく、表示中のフォルダのみに適用されます。たとえば、/「マイ・フォルダ」の場所にあるコンテンツを表示している場合、「ダッシュボード」オブジェクト・タイプを選択すると、/「マイ・フォルダ」の場所に含まれるダッシュボードのみが「カタログ」領域に表示されます。


ソート

このフィールドは、カタログ・ページ・ツールバーの「リスト・ビュー・タイプの変更」リストで「リスト」または「説明」ビュー・タイプを選択した場合のみ表示されます。

このリストを使用して、「カタログ」領域でのオブジェクトのソート方法を指定します。デフォルトでは、オブジェクトはアルファベット順(A-Z)に表示されます。たとえば、「最終変更: 昇順」オプションを選択すると、オブジェクトを時系列順に表示できます。


詳細の表示

このフィールドは、カタログ・ページ・ツールバーの「リスト・ビュー・タイプの変更」リストで「説明」ビュー・タイプを選択した場合のみ表示されます。

特定のオブジェクト・タイプに関する詳細情報を表示する場合に使用します。たとえば、「カタログ」ペインのリストにエージェントが表示されている場合、「詳細の表示」オプションを選択すると表示されるエージェントの情報には、最終実行、次回の実行、受信者および優先度の情報が含まれます。


「オブジェクト」/「フォルダ」リンク

カタログ・オブジェクトのリストを表示して、オブジェクトから特定のタスクを開始する場合に使用します。この領域でのオブジェクトの表示方法(リストまたは詳細など)は、カタログ・ページ・ツールバーの「リスト・ビュー・タイプの変更」リストで選択したビューのタイプによって決まります。

各オブジェクトに使用できるタスクは、オブジェクトのタイプと権限、およびユーザーの権限によって異なります。「カタログ」領域に表示されるタスクは、「タスク」ペインにも表示されます。これらのタスクの詳細は、「タスク」のオプションを参照してください。

全文検索の結果が「カタログ」領域に表示され、これらの結果にダッシュボードが含まれる場合は、「検索フィルタで開く」オプションが「カタログ」領域に表示されます。このオプションをクリックすると、検索基準値がプロンプト値としてが開いてダッシュボードに適用されます。










「カタログ」ペイン

このペインを使用して、Oracle BIプレゼンテーション・カタログから分析、ダッシュボードなどへオブジェクトを追加できます。追加できるオブジェクトは、実行するタスクによって異なります。次に例を示します。

	
ダッシュボードを作成する場合は、ダッシュボードへの追加に適したオブジェクト(ページ、列、分析およびプロンプトなど)のうち、適切な権限が付与されているものを追加できます。


	
分析を作成する場合は、保存された列、フィルタ、計算項目およびグループのうち、適切な権限が付与されているものを追加できます。




このペインは、「分析」エディタ、「ダッシュボード・ビルダー」および「新規計算項目」ダイアログのタブなどの様々な場所に表示されます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
分析の基準の指定


	
ダッシュボードへのコンテンツの追加





コンポーネント


リスト

このボックスは、「ダッシュボード・ビルダー」または「新規計算項目」ダイアログでは使用できません。

このボックスを使用して、カタログ・ツリーに表示するオブジェクトを選択します。「カタログ」ペインが表示されているかどうかによって異なりますが、このボックスには次のオプションがあります。

	
すべて: 「分析」エディタ: 「基準」タブでこのオプションを使用すると、フィルタ(「基準」タブのみ)、計算項目およびグループがすべて表示されます。「分析」エディタのその他の全タブでは、計算項目およびグループがすべて表示されます。


	
フィルタ - このオプションを使用するとフィルタのみが表示されます。


	
計算項目 - このオプションを使用すると計算項目のみが表示されます。


	
グループ - このオプションを使用するとグループのみが表示されます。


	
保存された列 - このオプションを使用すると保存された列が表示されます。





カタログ・ツリー

現在実行中のタスクに適したカタログ・オブジェクトのうち、適切な権限が付与されているものが表示されます。

このツリーでは次のことを行えます。

	
保存された列、フィルタ、計算項目およびグループを分析に追加する。これを行うには、保存された列、フィルタ、計算項目またはグループを選択して「詳細オプションの追加」ボタンをクリックします。


	
オブジェクトをダッシュボードに追加する。これを行うには、オブジェクトをページ・レイアウト領域へドラッグ・アンド・ドロップします。


	
グループまたは計算項目を選択ステップとして追加する。これを行うには、「選択ステップ」ペインの適切な列へ、オブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップします。





ツールバー

このツールバーは、「分析」エディタのタブに表示される「カタログ」ペインのみで使用できます。

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
詳細オプションの追加 - このボタンを使用して、保存された列、フィルタ、計算項目またはグループを分析に追加します。これを行うには、オブジェクトを選択してからこのボタンをクリックします。

	
フィルタの場合は「保存済みフィルタの適用」ダイアログが表示され、分析へのフィルタの適用方法を指定できます。


	
グループの場合は、次のオプションが表示されます。

	
追加 - このオプションを使用して、分析にグループを追加します。「選択ステップ」ペインに「追加: グループ名」ステップが表示されます。表またはピボット表には、グループのアウトライン値が表示されます。


	
メンバーの追加 - このオプションを使用して、分析にグループのメンバーを追加します。「選択ステップ」ペインに「追加: グループ名のメンバー」ステップが表示されます。表またはピボット表には、アウトライン値ではなくグループのメンバーが表示されます。





	
計算項目の場合は、このボタンを使用して分析に計算項目を追加します。


	
保存された列の場合は、次のオプションが表示されます。

	
追加 - このオプションは、保存された列の分析への追加に使用します。カタログの保存された列に対して加えられた変更は分析に影響します。


	
コピーの追加 - このオプションは、保存された列を分析にコピーするのに使用します。カタログの保存された列に対して加えられた変更は分析には影響しません。








	
表示 - このボタンは、フィルタを選択した場合のみ使用できます。このボタンを使用して、選択したオブジェクトの情報を表示します。このボタンをクリックすると、適切な表示ダイアログが表示されます。たとえば、「保存済みフィルタの表示」ダイアログでは、フィルタのカタログ・パスおよびフィルタの構文(例: Region is equal to/is in EASTERN REGION; SOUTHERN REGION)を表示できます。


	
編集 - このボタンを使用して、選択したオブジェクトを編集します。


	
リフレッシュ - このボタンを使用して、カタログ・ツリーに表示されるオブジェクトをリフレッシュします。たとえば、特定の保存済フィルタが見つからない場合は、「リフレッシュ」ボタンをクリックしてカタログ・ツリーに表示させます。











「スコアカード」の「カタログ」ペイン

このペインを使用して、Oracle BIプレゼンテーション・カタログのオブジェクトを操作します。たとえば、目標を作成する場合は、このペインから目標へ事前定義済KPIをドラッグ・アンド・ドロップすることでKPIを追加して、目標のパフォーマンスおよび進行状況を評価できます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
目標の作成


	
イニシアティブの作成




このペインは、「スコアカード」エディタおよび「KPIウォッチリスト」エディタに含まれます。


コンポーネント


カタログ・ツリー

適切な権限を持つカタログ・オブジェクトが表示されます。

このツリーを使用して、カタログ・オブジェクトを操作します。たとえば、KPIをドラッグ・アンド・ドロップして目標またはイニシアティブに追加したり、KPIを開くことができます。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
新規オブジェクト - (このボタンは、スコアカード内で「KPI監視リスト」エディタが表示された場合にのみ使用できます)。次のオプションが表示されます。

	
新規フォルダ - このオプションを使用して、フォルダを作成します。フォルダの名前を変更するには、フォルダを右クリックして名前の変更を選択し、新しい名前を入力します。


	
KPI - このオプションを使用してKPIを作成します。このオプションを選択すると、サブジェクト・エリアを選択するための「サブジェクト・エリアの選択」メニューが表示され、続いて「KPI」エディタが表示されます。


	
エージェントの作成 - (このオプションは、KPIを選択した場合のみ使用できます。)このオプションを使用して「新規エージェントの作成」ダイアログを表示すると、KPIからエージェントを作成できます。





	
開く - このオプションを使用して、選択したオブジェクトを開きます。(付与されている権限およびオブジェクトのタイプによっては、オブジェクトが開かない場合や、オブジェクトが読取り専用で開く場合があります。)


	
削除 - (このボタンは、スコアカード内で「KPI監視リスト」エディタが表示された場合にのみ使用できます)。このオプションを使用して、選択したフォルダまたはオブジェクトを削除します。


	
リフレッシュ - このボタンを使用して、カタログ・ツリーに表示されるオブジェクトをリフレッシュします。たとえば、特定の保存済フィルタが見つからない場合は、「リフレッシュ」ボタンをクリックしてカタログ・ツリーに表示させます。











「因果関係」ダイアログ

このダイアログを使用して、原因と結果関係の強さ、および一方の値が他方の値に与える影響を指定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
「関連アイテム」ペイン





コンポーネント


強さ

このボックスを使用して、原因と結果関係の強さとして「強い」、「中程度」または「弱い」のいずれかを指定します。


比例

このボックスを使用して、原因と結果関係でのパフォーマンスまたは値の変化について、正比例(「直接」)または反比例(「逆」)のいずれかを指定します。








「原因/結果マップ・プリファレンス」ダイアログ

このダイアログを使用して、原因と結果の関係を原因/結果マップでどのように表示するかを指定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
原因/結果マップとは


	
原因/結果マップの作成





コンポーネント


一般

「原因/結果マップ・プリファレンス」タブを使用して、原因/結果マップに表示する因果関係のタイプを指定します。また、オブジェクトをリンクする線の傾斜、および表示する戦略階層のレベル数も指定できます。


非表示ノード

「原因/結果マップ・プリファレンス」ダイアログ: 「非表示ノード」タブを使用して、原因/結果マップに表示しない目標およびKPIを指定します。








「原因/結果マップ・プリファレンス」ダイアログ: 「一般」タブ

「原因/結果マップ・プリファレンス」ダイアログのこのタブを使用して、原因/結果マップに表示する因果関係のタイプを指定します。また、オブジェクトをリンクする線の傾斜、および表示する戦略階層のレベル数も指定できます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
原因/結果マップとは


	
原因/結果マップの作成





コンポーネント


リンクの強さの表示

マップに表示する原因と結果関係のタイプを指定する、次のボックスが表示されます。

	
強い - 強い原因と結果関係を表示する場合は、このオプションを使用します。


	
中程度 - 中程度の原因と結果関係を表示する場合は、このオプションを使用します。


	
弱い - 弱い原因と結果関係を表示する場合は、このオプションを使用します。





リンクの相互作用の表示

表示される次のボックスを使用して、マップに表示させる関連目標およびKPIを、パフォーマンスまたは値の変化が目標に正比例するもの、反比例するもの、両方のいずれかで指定します。

	
直接 - このオプションを使用すると、パフォーマンスまたは値の変化が目標に正比例する関連目標またはKPIのみを表示できます。


	
逆 - このオプションを使用すると、パフォーマンスまたは値の変化が目標に反比例する関連目標またはKPIのみを表示できます。





リンク角度

このボックスを使用して、マップ上でオブジェクトをリンクする線の傾斜角度を指定します。直線を使用する場合は、0を指定します。


レベル数

このボックスを使用して、マップに表示する子(影響を与える)目標の数を指定します。これにより、マップが視覚的に複雑になるのを軽減できます。





関連トピック

「原因/結果マップ・プリファレンス」ダイアログ: 「非表示ノード」タブ








「原因/結果マップ・プリファレンス」ダイアログ: 「非表示ノード」タブ

「原因/結果マップ・プリファレンス」ダイアログのこのタブを使用して、原因/結果マップに表示しない目標およびKPIを指定します。

たとえば、一部のノードを非表示にして、ユーザー自身がビジネス所有者であるノードのみを表示することができます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
原因/結果マップとは


	
原因/結果マップの作成





コンポーネント


関連する目標とKPI(左ペイン)

マップのルートである目標またはKPIに関連付けられている目標とKPIがすべて表示されます。


非表示の目標とKPI(右ペイン)

マップに表示されていない目標およびKPIがすべて表示されます。


シャトル

これらのボタンを使用して、2つのペインの間で目標およびKPIを移動します。








「原因/結果マップ」タブ: 「詳細」タブ

「スコアカード」エディタ: 「原因/結果マップ」タブのこのタブを使用して、原因/結果マップの情報を指定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
原因/結果マップとは


	
原因/結果マップの作成





コンポーネント


名前

原因/結果マップの名前が表示されます。


説明

このフィールドを使用して、原因/結果マップの説明を入力します。


ビジネス所有者

原因と結果マップの管理担当者のユーザーIDが表示されます。ビジネス所有者を指定するには、「ユーザーの設定」ボタンをクリックして、ビジネス所有者の検索および選択を行える「ビジネス所有者」ダイアログを表示します。


目標とKPI

原因と結果マップに表示される目標とKPIをリストします。

このウォッチリストを使用して、これらの目標やKPIの表示および管理を行います。ウォッチリストの詳細は、ウォッチリストを参照してください。


関連ドキュメント

「関連ドキュメント」領域を使用して、原因/結果マップの情報を提供するドキュメントを表示および管理します。





「関連ドキュメント」領域

目標などのスコアカード・オブジェクトの情報を提供するドキュメントが表示されます。

この領域を使用して、ドキュメントの表示および管理を行います。

	
新規ドキュメントを追加するには、「新規行」ボタンをクリックして「新規関連ドキュメント」ダイアログを表示します。


	
ドキュメントを編集するには、リストからドキュメントを選択し、「行の編集」ボタンをクリックして「関連ドキュメントの編集」ダイアログを表示します。


	
ドキュメントを削除するには、リストからドキュメントを選択して「行の削除」ボタンをクリックします。











「原因/結果マップ」タブ

「スコアカード」エディタ: 「原因/結果マップ」タブのこのタブを使用して、目標とKPIの原因と結果関係を表す図を作成します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
原因/結果マップとは


	
原因/結果マップの作成





コンポーネント


図

この領域を使用して、原因と結果関係を図に表す目標またはKPIをドラッグ・アンド・ドロップします。

図上の(目標またはKPIを表す)各ノードには、アイコンおよびアセスメント範囲を表す色が表示され、目標またはKPIのステータスを示します。KPIノードには、KPIの実際の値およびターゲットとの差分率も表示されます。

目的:

	
ノードを操作するためのオプションを表示するには、ノードを右クリックするか、ノードの右にある「オプション」ボタンをクリックして、ノード・オプション・メニューを表示します。


	
ターゲット値や差異などのKPIの他のパフォーマンス・データを表示するには、ノードの下部中央にある下向きの矢印をクリックします。このデータを縮小するには、上向きの矢印をクリックします。


	
因果関係を編集するには、関係線を右クリックし、「因果関係の編集」を選択します。「因果関係」ダイアログが表示されます。


	
因果関係を削除するには、関係線を右クリックし、「因果関係の削除」を選択します。


	
図のズーム・インおよびズーム・アウト、またはプリファレンスの設定は、「スコアカード」エディタ: 「原因と結果マップ」タブのツールバー・ボタンを使用して行います。


	
コメント(存在する場合)を操作するには、ノードの右上にある「コメント」ボタンをクリックして「ステータス」ウィンドウを表示し、すでに追加されているコメントの表示、別のコメントの追加、またはコメントへの返信を行えます。「コメントについて」を参照してください。


	
ステータスのオーバーライド(存在する場合)を操作するには、ノードの赤いアスタリスクをクリックして「ステータス」ウィンドウを表示し、すでに適用されているオーバーライドを表示したり、別のオーバーライドを適用できます。ステータスのオーバーライドについてを参照してください。





凡例

「凡例」ペインを使用して、原因/結果マップの凡例を表示します。








「集計ルールの変更」ダイアログ

このダイアログを使用して、直接データベース・リクエスト実行時の列の集計ルールを選択します。詳細は、直接データベース・リクエストでの作業を参照してください。


コンポーネント


列

集計ルールを変更する列の名前が表示されます。


集計ルール

この列の集計ルールを選択します。このダイアログの「デフォルト」は、デフォルトの集計ルール、つまりOracle BIサーバーによって決定されたルールを示します(Oracle BIリポジトリで定義されたルールなど)。

有効な値のリストは、集計ルールおよび関数を参照してください。








列ラベルの変更

このダイアログを使用して、KPI監視リストに表示される列のラベル(「変化率(%)」など)を変更します。

表D-7「一般的に使用されるKPIデータ列」には、一般的に使用される列の一部についての説明があります。

スタンドアロンKPIウォッチリストと目標、イニシアティブ、パースペクティブ、スマート・ウォッチリスト、カスタム・ビュー、戦略ツリー・ビュー、戦略マップおよび原因結果マップのウォッチリストの列ラベルを変更できます。カスタマイズをダッシュボードのウォッチリストに追加できません(一時的な列の表示または非表示を除く)。かわりに、「スコアカード」または「KPIウォッチリスト」エディタを使用してカスタマイズを追加する必要があります。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
KPI監視リストとは


	
KPIウォッチリストの作成


	
ウォッチリスト





コンポーネント


列

このボックスを使用して、列の新規ラベルを入力します。たとえば、「変化率(%)」列ラベルを「パーセンテージ変更」に変更できます。








「リクエスト列の選択」ダイアログ

分析に基づいて条件付きで実行されるエージェントにインライン・アクションを追加する際に、このダイアログを使用して分析内の列を選択すると、その列の値がアクション・パラメータの値として使用されます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
アクションとは


	
エージェントへのアクションの追加


	
「エージェント」エディタ: 「アクション」タブ





コンポーネント


列

このリストを使用してリクエスト列を選択します。この列の値がアクション・パラメータの値として使用されます。


名前

選択した列の名前が表示されます。





注意

	
アクションを行ごとに実行する場合は、各行の値がパラメータに渡され、行ごとの実行でない場合は、最初の行の値が渡されます。








関連トピック



第10章「条件の使用方法」

「エージェント」エディタ: 「条件」タブ






開始ノードの選択ダイアログ

このダイアログを使用して、スマート・ウォッチリストで開始するノード(イニシアティブ、目標およびKPI)を選択します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
「フィルタ」ペイン: 「関係」タブ


	
スマート・ウォッチリストとは





コンポーネント


使用可能ノード

ノードを「戦略」ペインおよび「イニシアティブ」ペインに表示します。この領域を使用して、スマート・ウォッチリストで開始するノードを選択し、ノードの選択領域に移動できます。


選択されたノード

この領域を使用して、スマート・ウォッチリストで開始するように選択したノードを表示します。

この領域からノードを削除するには、選択して「削除」(1つのノードの場合)、または「すべて削除」(複数のノードの場合)をクリックします。








「コラボレーション」ペイン

このペインを使用して、KPIの詳細、イニシアティブまたは目標でのコラボレーションに役立つ情報(ビジネス所有者、キー・リソースおよび関連ドキュメントなど)を識別します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
KPI詳細の使用


	
イニシアティブの作成


	
目標の作成




このペインは「スコアカード」エディタ: KPIの詳細タブ、「スコアカード」エディタ: イニシアティブの詳細タブおよび「スコアカード」エディタ: 目標の詳細タブの一部です。


コンポーネント


コメント

KPI、イニシアティブまたは目標に追加されたコメントが表示されます。コメントの詳細は、コメントについてを参照してください。

この領域を使用して、コメントの表示および管理を行います。コメントでの作業を開始する前に、視点コントロールがコメントの追加または表示の対象となる値を反映することを確認してください。

目的:

	
新規コメントを追加するには、「新規コメント」ボタンをクリックして「新規コメント」ダイアログを表示します。


	
コメントに返信するには、「返信」をクリックして「返信」ダイアログを表示します。


	
すべてのコメントを展開または縮小するには、「すべて展開」または「すべて縮小」ボタンをクリックします。


	
個々のコメントを展開または縮小するには、「展開」または「縮小」ボタンをクリックします。





ビジネス所有者

イニシアティブ、目標またはKPIの管理担当者のユーザーIDが表示されます。ビジネス所有者を指定するには、「ユーザーの設定」ボタンをクリックして、ビジネス所有者の検索および選択を行える「ビジネス所有者の選択」ダイアログを表示します。


関連ドキュメント

(KPIの詳細の場合)KPIの情報を提供するドキュメントへのリンクが表示されます。これらのリンクは、KPIの作成または編集時に追加したものです。詳細は、KPIの作成を参照してください。

(イニシアティブおよび目標の場合)「関連ドキュメント」領域を使用して、イニシアティブまたは目標の情報を提供するドキュメントを表示および管理します。


キー・リソース

この領域は、イニシアティブのみに使用できます。

イニシアティブのキー・リソース(イニシアティブで作業中のユーザー)が表示されます。

この領域を使用して、キー・リソースの表示および管理を行います。

	
新規キー・リソースを追加するには、「新規行」ボタンをクリックして「キー・リソース」ダイアログを表示します。


	
キー・リソースを編集するには、リスト内のキー・リソースを選択して「行の編集」ボタンをクリックし、「キー・リソース」ダイアログを表示します。


	
キー・リソースを削除するには、リスト内のキー・リソースを選択して「行の削除」ボタンをクリックします。











「カラーの選択」ダイアログ

このダイアログを使用して、KPIの実際の値が格納されているセルの表示に使用する色を指定します。選択した色によって、値のパフォーマンス・レベルが反映されます。


コンポーネント


色のサンプル

これらのサンプルを使用して色を選択します。色を選択すると、色のサンプルおよびその16進値が「カスタマイズ」フィールドに表示されます。


カスタマイズ

このボックスを使用して、選択した色の16進値の変更、または目的の色に相当する16進値(#FF0000や#996600など)の入力を行います。





関連トピック



KPIの作成






「列のプロパティ」ダイアログ

このダイアログでは次のことを行えます。

	
列または階層レベルのプロパティを編集し、列または階層レベルおよびそのコンテンツの外観とレイアウトを制御する。


	
列または階層レベルのコンテンツが特定の条件を満たす場合のみ適用される書式設定を指定する。


	
ユーザーがデータ・ビュー内をクリックしたときに発生する相互作用を指定する。


	
ライトバックに影響する列のプロパティを設定する。




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



階層レベル・プロパティ・ダイアログ

詳細は、次の項目を参照してください。

	
第8章「分析、ビューおよびダッシュボード・ページの書式設定」


	
分析へのアクションの追加


	
分析に追加されたアクションおよびアクション・リンクの編集





コンポーネント


スタイル

「列のプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブを使用して、列および階層レベルのコンテンツの書式を設定します。


列書式

「列のプロパティ」ダイアログ: 「列書式」タブを使用して、分析でのフォルダおよび列見出しの表示方法を変更したり、列での繰返し値の表示方法を指定します。


データ書式

「列のプロパティ」ダイアログ: 「データ書式」タブを使用して、データのデフォルトの表示特性をオーバーライドします。


条件付き書式

「列のプロパティ」ダイアログ: 「条件付き書式」タブを使用して、列または階層レベルに条件またはフィルタを追加します。


相互作用

「列のプロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブを使用して、ユーザーが列または階層レベルの値をクリックしたときに何が起こるかを指定します。


ライトバック

「列のプロパティ」ダイアログ: 「ライトバック」タブを使用して列のプロパティを設定し、表から値をライトバックできるようにします。


デフォルトとして保存

このボタンを使用すると、このダイアログでの指定に基づいて、列または階層レベルのデフォルト・プロパティ設定が変更されます。このプロパティをシステム全体のデフォルトとして保存するには、適切な権限が必要です。

	
「ダイアログ値を列のデフォルトにリセット」を選択すると、列または階層レベルのプロパティ値が、最後に保存されたデフォルト値に戻ります。

製品出荷時のデフォルトを復元するには、Oracle BIプレゼンテーション・カタログからデフォルト書式設定ファイルを手動で削除する必要があります。


	
「<名前>のシステム全体のデフォルトとして保存」を選択すると、この列または階層レベルを使用するすべての分析における、この列または階層レベルのシステム全体のデフォルトとして、これらのプロパティが保存されます。


	
「このデータ型のデフォルト(システム全体)として保存」を選択すると、この列または階層レベルと同じデータ型を持つすべての列または階層レベルのシステム全体のデフォルトとして、これらのプロパティが保存されます。


	
「'[名前]'のシステム全体のデフォルトの削除」を選択すると、この列または階層レベルを使用するすべての分析における、この列または階層レベルのシステム全体のデフォルトとして保存されたプロパティが削除されます。


	
「このデータ型のデフォルト(システム全体)を削除」を選択すると、この列または階層レベルと同じデータ型を持つすべての列または階層レベルのシステム全体のデフォルトとして保存されたプロパティが削除されます。







「OK」をクリックすると、この列または階層レベルのプロパティが、この分析のみで保存されます。

「デフォルトとして保存」ボタンは、このダイアログの様々なタブに若干異なる方法で適用されます。

	
「スタイル」、「列書式」および「データ書式」のタブに表示されるプロパティは、このボタンを使用してオプションを選択したときに保存または復元されます。


	
「条件付き書式」タブの設定は保存または復元できません。


	
「ライトバック」タブでは、「ライトバックの有効化」プロパティのみを保存または復元できます。


	
「相互作用」タブでは、プロパティを保存または復元できますが、アクション・リンクの表示が異なります。相互作用モードをアクション・リンクに設定するとアクション・リンクを作成でき、作成したリンクはタブの「アクション・リンク」領域に表示されます。









「列のプロパティ」ダイアログ: 「列書式」タブ

「列のプロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、分析でのフォルダおよび列見出しの表示方法を変更したり、列または階層レベルでの繰返し値の表示方法を指定します。

このダイアログは、次のように表示されることもあります。



階層レベル・プロパティ・ダイアログ: レベル書式タブ

詳細は、第8章「分析、ビューおよびダッシュボード・ページの書式設定」を参照してください。


コンポーネント


非表示

階層レベルには使用できません。このボックスを使用して、分析内の列を非表示にします。分析に表示する価値のない列を非表示にできます。非表示の列は、値の集計に影響しません。たとえば、イリノイ州の顧客のみを含む分析を作成するとします。この場合、適切なフィルタを作成するためにCustomers.Stateという列を含める必要があります。この列はフィルタ処理のためにのみ追加され、分析に表示しても価値がないため、非表示にすることができます。


「フォルダ見出し」および「列見出し」

階層レベルには使用できません。これらのフィールドを使用して、列があるリポジトリによって指定されたフォルダまたは列の名前を表示または変更します。このフィールドを変更するには、まず「カスタムの見出し」ボックスを選択する必要があります。その後、使用する別の見出しを指定します。見出しの外観を変更するには、「書式の編集」ボタンをクリックします。

「フォルダ見出し」フィールドおよび「列見出し」フィールドで変数を参照できます。使用する構文は、変数を参照する構文とはを参照してください。変数の詳細は、変数の使用を参照してください。


書式の編集

このボタンを使用して、対応する見出しの書式を変更します。たとえば、見出しを変更して、14ポイントの太字Helveticaフォントで表示できます。指定したすべての書式変更は、Oracle BI EEスタイル・シートおよびこの列に対して「列のプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブで指定したすべての書式設定をオーバーライドします。


カスタムの見出し

このボックスを使用して、「フォルダ見出し」フィールドおよび「列見出し」フィールドを編集可能にします。これらのフィールドは、このボックスを選択するまで読取り専用です。


HTMLマークアップを含む

見出しをカスタマイズする場合は、このオプションを使用して、HTMLマークアップの操作の説明に従ってHTMLコードを使用します。


タイム・ゾーンの表示

このボックスは、日時データ型がある列および階層レベルのみに対して表示されます。このボックスを使用して、列または階層レベルとともに「タイム・ゾーン」ボタンを含めます。このボックスを複数回クリックすると、3つの異なる状態の間を移動できます。このボックスが選択されている場合は、ボタンが表示されます。このボックスが選択されていない場合は、ボタンが表示されません。ボックスが使用不可のような状態にある場合は、デフォルトのシステム動作が使用されます。

「タイム・ゾーン」ボタンは、データ列または階層レベルとともにビューに表示され、ボタンをクリックすると表示タイム・ゾーンの名前を表示できます。タイム・ゾーンの変更の詳細は、「列のプロパティ」ダイアログ: 「データ書式」タブの「タイム・ゾーンの表示」を参照してください。


値の抑制

この領域にあるこのボタンを使用して、列または階層レベルの繰返しデータ値の表示を変更します。

フォルダの1つの列または階層レベル内のデータが、同じフォルダの他の列または階層レベル内のデータ行との関連で繰り返される場合があります。たとえば、1つの列に顧客名が含まれており、別の列にこれらの顧客がいる地域が含まれている場合、地域データは各顧客行で繰り返される可能性があります。重複データを1回のみ表示するか、行ごとに表示するかを選択できます。繰り返される(重複する)データの表示を1回のみにすると、表が多少読み取りやすくなり、データの特徴がより際立ちます。

次のボタンのいずれかを選択できます。

	
抑制 - 繰返しデータを1回のみ表示し、列または階層レベルの重複行を抑制します。


	
繰返し - 列または階層レベルの各行について、繰返しデータが表示されます。











「列のプロパティ」ダイアログ: 「条件付き書式」タブ

「列のプロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、列または階層レベルに条件を追加します。特定の基準に基づいて値の書式設定を変更するための条件を指定します。列または階層レベルに対してこのタブで指定する書式設定は、データおよびその書式設定を表示できるすべてのビューで表示されます(グラフ、ファンネル・グラフおよびゲージを除く)。グラフでの条件付き書式設定の詳細は、列に基づくグラフの書式設定を参照してください。

このダイアログは、次のように表示されることもあります。



階層レベル・プロパティ・ダイアログ: 「条件付き書式」タブ

「条件付き書式設定」ダイアログ

詳細は、表、ピボット表、パフォーマンス・タイル、グラフ、ヒート・マトリックスおよびトレリスへの条件付き書式の適用を参照してください。


コンポーネント


条件の追加

このボタンを使用して条件付き書式の作成作業を開始します。この作業では、任意のタイプの列または階層レベルに条件を追加します。

「条件付き書式」タブから「新規条件」ダイアログにアクセスすると、条件付き書式に適用されるオプションが表示されます。たとえば、「演算子」リストには条件付き書式に使用される演算子が表示され、プレゼンテーション変数を適用できます。プレゼンテーション変数の詳細は、変数の使用方法を参照してください。

作成した条件付き書式は、このタブの最上部に表示されます。条件付き書式とともに表示されるボタンを使用して、条件の編集、値の書式設定、または書式の削除を行います。





すべてクリア

このボタンを使用して、作成したすべての条件付き書式をタブから削除します。このボタンは、少なくとも1つの書式が存在する場合のみ使用できます。






「列のプロパティ」ダイアログ: 「データ書式」タブ

「列のプロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、カスタム書式を指定することでデータのデフォルト表示特性をオーバーライドします。このタブに表示されるオプションは、列または階層レベルのデータ型(テキスト、数値または日付)によって異なります。たとえば、データ型が数値の場合は、値に桁区切り記号を追加できます。

このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「データ書式」ダイアログ

階層レベル・プロパティ・ダイアログ: 「データ書式」タブ

詳細は、次の項目を参照してください。

	
カスタム書式設定マスク


	
カスタム書式設定文字列





コンポーネント


デフォルトのデータ書式のオーバーライド

このボックスは、すべてのデータ型に対して表示されます。

このボックスを使用して、列または階層レベルのオーバーライド書式を入力することを指定します。このボックスを選択すると、タブ上の残りの設定が有効になります。


テキストの取扱い

このリストは、テキスト・データ型に対して表示されます。

このリストを使用して、値のテキストの表示方法を指定します。プレーン・テキスト、HTMLまたはリンクなどのオプションから選択できます。選択したオプションに基づいて、「カスタムのテキスト書式」フィールドに、データの表示に使用する、適用可能なHTML文字列が表示されます。

「カスタムのテキスト書式」オプションを選択した場合は、「カスタムのテキスト書式」フィールドにカスタム書式を入力できます。


カスタムのテキスト書式

このフィールドは、テキスト・データ型に対して表示されます。

このフィールドを使用して、「テキストの取扱い」リストで選択したオプションに対応するHTML文字列を表示します。このフィールドは、「カスタムのテキスト書式」オプション以外のすべてのオプションでは読取り専用です。

「カスタムのテキスト書式」オプションを指定する際には、このフィールドを使用して書式設定を指定するHTMLコールを記述します。また、有効な任意のHTML文字列(JavaScript、VBScriptなどを含む)を入力できます。

先頭文字としてアットマーク(@)を使用する必要があります。これにより、カスタム書式を表示できないデバイスでは、適切なデフォルト書式を使用してデータを表示できます。

たとえば、次の例のHTMLコードでは、表とピボット表の列または階層レベルの幅および高さが設定されます。この例では、テキストhtmlがカッコで囲まれています([html])。これは、HTMLを使用することを意味します。また、アットマーク(@)は、列または階層レベルの動的コンテンツを表します。


@[html]<span style="width:200px; height:50px">@</span>


HTML、JavaScript、VBScriptなどに精通していない場合は、サードパーティの参照事項を調べてください。


数値の取扱い

このリストは、数値データ型に対して表示されます。

このリストを使用して、数値の表示方法を指定します。「通貨」、「パーセンテージ」および「月名」などのオプションから選択できます。選択したオプションによって、「データ書式」タブに表示されるフィールドが決まります。


通貨記号

このリストは、「数値の取扱い」リストで「通貨」オプションを選択した場合に表示されます。

このリストを使用して、列または階層レベルに表示する通貨記号を選択します。たとえば、イギリス・ポンドやポーランド・ズロティを選択できます。

ユーザーの優先通貨の記号を使用するには、「ユーザーの優先通貨」オプションを選択します。(ユーザーの優先通貨は、「マイ・アカウント」ダイアログで指定します。)


負の数値の書式

このリストは、「数値の取扱い」リストで「数値」、「通貨」または「パーセンテージ」オプションを選択した場合に表示されます。

このフィールドを使用して、列または階層レベルでの負の数値の表示方法を指定します。たとえば、負の数を-123と表示するか(123)と表示するかを選択できます。


小数点以下桁数

このリストは、「数値の取扱い」リストで「数値」、「通貨」または「パーセンテージ」オプションを選択した場合に表示されます。

このリストを使用して、ビューで値を表示する際に、小数点のあとに含める数字の数を指定します。たとえば、小数点以下を2桁に指定できます。10進値は常に、切り捨てられずに丸められます。

このリストでは、「まで」オプションを使用して、小数点以下に含める最大桁数を指定できます。データベースでは、単一の列または階層レベルの値は、様々な小数点以下桁数で格納される場合があります。たとえば、2桁、4桁、6桁などが混在します。このリストで「4まで」を指定した場合、値は小数点以下4桁までしか表示されません。値の小数点以下桁数が4より少ない場合は、より少ない桁数が表示されます。


3桁ごとに区切る

このボックスは、「数値の取扱い」リストで「数値」、「通貨」または「パーセンテージ」オプションを選択した場合に表示されます。

1000以上の数にカンマなどの区切り記号を含めるには、このボックスを選択します。


%のスケール(x 100)

このボックスは、「数値の取扱い」リストで「パーセンテージ」オプションを選択した場合に表示されます。

データを100倍にしてパーセンテージとして表示するには、このボックスを選択します。

たとえば、比率0.0326 (つまり3.26パーセント)を含む列があるとします。このボックスを選択すると、比率0.0326が100倍されて(0.0326%ではなく) 3.26%と表示されます。


カスタムの数値書式

このフィールドは、「数値の取扱い」リストで「カスタム」オプションを選択した場合に表示されます。

このフィールドを使用して、カスタム数値書式設定を入力するか、数値フィールドに対するカスタム書式設定マスクを作成します。入力できるカスタム書式設定文字列の詳細は、カスタム書式設定文字列を、数値フィールドに対するカスタム書式設定マスク作成の詳細は、カスタム書式設定マスクを参照してください。

有効桁数を含めるためのシャープ記号(#)を使用したり、数値の桁数が足りない場合でも指定した桁数と同じ桁数を含めるための数字のゼロ(0)を使用できます。m

たとえば、米国で##.#と指定した場合、12.34は12.3と表示され、##.000と指定した場合、12.34は12.340と表示されます。


日付書式

このリストは、日付またはタイム・ゾーン・データ型に対して表示されます。

このリストを使用して、列または階層レベルでの日付の表示方法を指定します。たとえば、5/8/2003 07:34:57 AMや05/08/2003 7:34:57のように表示できます。「カスタム」オプションを選択した場合は、「カスタムの日付書式」フィールドで日付書式を作成できます。


カスタムの日付書式

このフィールドは、「日付書式」リストの「カスタム」オプションを選択した場合にのみ、日付およびタイムゾーン・データ型に対して表示されます。

このフィールドを使用して日付書式を入力します。入力可能なカスタム書式設定文字列の詳細は、カスタム書式設定文字列を参照してください。


タイム・ゾーンの表示

このリストは、日付またはタイム・ゾーン・データ型に対して表示されます。

このリストを使用して、特定のタイム・ゾーンを選択し、列または階層レベルに適用します。次に示すデフォルトの条件について留意してください。

	
管理者によってシステムのデフォルト・タイム・ゾーンが指定されている場合、「デフォルト」オプションを選択すると、列または階層レベルの時間値は、システムのデフォルト・タイム・ゾーンを使用して表示されます。


	
管理者によってシステムのデフォルト・タイム・ゾーンが指定されていない場合、「デフォルト」オプションを選択すると、列または階層レベルの時間値は、ユーザーの優先タイム・ゾーンを使用して表示されます。


	
「データのタイム・ゾーン」オプションを選択した場合は、列または階層レベルの時間値は、データベースでの格納時と同様に表示されます。


	
管理者によってシステムのデフォルト・タイム・ゾーンが指定されている場合、特定のタイム・ゾーン(たとえば「(GMT+05:45) カトマンズ」)を選択すると、システムのデフォルト・タイム・ゾーンが選択したタイム・ゾーンに変換されます。





データのタイム・ゾーン・オフセット

このフィールドは、日付またはタイム・ゾーン・データ型に対して表示されます。

このフィールドを使用して、選択したタイム・ゾーンのオフセットを指定します。たとえば、「(GMT+05:45) カトマンズ」を選択したとします。この場合は、15分のオフセットを指定して、列または階層レベルの時間値を表示する際に使用できます。








「列のプロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブ

「列のプロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、ユーザーが列見出しまたは値をクリックしたときに何が起こるかを指定します(例: ユーザーが列値をクリックすると、その列値を作成するために要約されたデータまでドリルダウンする)。

このダイアログは、次のように表示されることもあります。



階層レベル・プロパティ・ダイアログ: 「相互作用」タブ

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ビューでの相互作用


	
結果のドリルについて


	
アクションとは


	
分析へのアクションの追加


	
分析に追加されたアクションおよびアクション・リンクの編集





コンポーネント


「列見出し」: 「プライマリ相互作用」および「値」: 「プライマリ相互作用」

このボックスを使用して、列見出しや、列または階層レベルの値をクリックしたときに何が起こるかを指定します。使用できる値は、列のタイプ、および列見出しか値かによって決まります。

	
デフォルト(タイプ) - 列見出しまたは値をクリックしたときにデフォルトで何が起こるかを指定します。Oracle Business Intelligenceの最初のインストール時のデフォルトは、列のタイプに依存します。このデフォルトを変更するには、このリストから別のオプションを選択し、「デフォルトとして保存」ボタンをクリックして、そのオプションをその列のデフォルトとして保存します。


	
なし - 列見出しまたは値をクリックしたときに何も起こらないことを指定します。このオプションにより、属性列のドリルはオフになりますが、階層列のドリルはオフになりません。


	
ドリル - 階層列見出しには使用できません。列見出しまたは列の値をクリックしたときに、ドリルアップまたはドリルダウンすることを指定します。


	
アクション・リンク - 階層列見出しの場合、このオプションは「ドリル+アクション・リンク」です。「アクション・リンク」領域が表示され、列見出しまたは値をクリックすると適用されるアクション・リンクを追加できます。


	
マスター詳細イベントの送信 - 属性列値のみに使用でき、階層列値の場合は「ドリル+マスター詳細イベントの送信」と表示されます。このオプションを使用して、この分析のデータ・ビューがマスター詳細関係のマスター・ビューとして機能し、マスター詳細イベントを送信することを指定します。また、このオプションを選択した場合は、表示される「チャネルの指定」フィールドに値を入力する必要があります。

マスター詳細関係の詳細は、「ビューのマスター詳細リンクとは」を参照してください。





チャネルの指定

このフィールドは、値に対して「プライマリ相互作用」フィールドで「マスター詳細イベントの送信」を選択した場合のみ表示されます。

このフィールドを使用して、データ・ビューによってマスター詳細イベントが送信されるチャネルを1つ以上入力します。チャネルの名前は大文字/小文字が区別されるため、注意してください。


アクション・リンク

「アクション・リンク」領域は、「列見出し」: 「プライマリ相互作用」ボックスまたは「値」: 「プライマリ相互作用」ボックスから「アクション・リンク」を選択した場合に表示されます。

列見出しまたは値に追加されたアクション・リンクのほか、アクション・リンクのテキスト、リンクに関連付けられているアクション、およびアクション・リンクが常に有効か条件付きで有効になるかが表示されます。

この領域を使用して、アクション・リンクの表示および管理を次のように行います。

	
新しいアクション・リンクを追加するには、「アクション・リンクの追加」ボタンをクリックして、アクション・リンクを作成する新しいアクション・リンク・ダイアログを表示します。


	
アクション・リンクを編集するには、リストからリンクを選択し、「アクション・リンクの編集」ボタンをクリックして「アクション・リンクの編集」ダイアログを表示します。


	
アクション・リンクを削除するには、リストからリンクを選択して「アクション・リンクの削除」ボタンをクリックします。


	
実行時に使用できるアクション・リンクが1つのみの場合に、そのリンクを選択用メニューに表示せず、ただちに実行することを指定するには、「実行時に使用可能なアクション・リンクが1つのみの場合はポップアップに表示しない」ボックスを選択します。


	
分析に合計または総計が含まれていて、関連する属性列またはメジャー列にアクション・リンクや条件付きアクション・リンクが含まれており、そのアクション・リンク(または条件付きアクション・リンク)をその列と、合計または総計の両方に適用する場合は、「合計に対して有効化」チェック・ボックスを選択します。これは列見出しアクション・リンクには適用されず、デフォルトではこの動作はオフになっています。











「列のプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブ

このダイアログを使用して、様々な場所(データの列または階層レベル、表などのビュー、ダッシュボード・ページに追加する列またはセクションなど)で値を表示するためのプロパティを指定します。

このダイアログでは、デフォルト(システム)の設定は、インストール時のデフォルト値がユーザーによってオーバーライドされていないことを示します。各プロパティのデフォルト設定は、常に1つしか存在しません。

表ビュー、ピボット表およびトレリス・ビューの場合、このダイアログで指定した書式設定がビューの外観に適用されます。表示される書式設定は、ピボット表では多少異なります。たとえば、デフォルトの色は表とピボット表では異なります。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
第8章「分析、ビューおよびダッシュボード・ページの書式設定」


	
ダッシュボードへのコンテンツの追加


	
ダッシュボード・ページに追加されたオブジェクトのプロパティの変更




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「列のプロパティ」ダイアログ

「列書式の編集」ダイアログ

「フォント書式の編集」ダイアログ

「書式の編集」ダイアログ

「キャプションの書式設定」ダイアログ

「コンテナのフォーマット」ダイアログ

「凡例ビューの書式設定」ダイアログ

「ロゴの書式設定」ダイアログ

「ナレーティブ・ビューのフォーマット」ダイアログ

「静的テキスト・ビューのフォーマット」ダイアログ

「サブタイトルの書式設定」ダイアログ

「テキストの書式設定」ダイアログ

「時間の書式設定」ダイアログ

「タイトルの書式設定」ダイアログ

「タイトル・ビューのフォーマット」ダイアログ

「階層レベル・プロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブ

「セクション見出しのプロパティ」ダイアログ

「セクションのプロパティ」ダイアログ

「セクションの書式設定」ダイアログ: 「セクションの書式」タブ

「値の書式設定」ダイアログ

コンポーネント




	
注意:

すべてのコンポーネントがこのダイアログの各バージョンで使用できるわけではありません。








ツールバー

ツールバーは、セルの書式設定プロパティを1つの場所からコピーして別の場所に貼り付けることが可能なインスタンスのみに表示されます。このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
セル書式のクリア(デフォルトの復元) - このボタンを使用すると、独自に指定した設定が削除され、最後にデフォルトが保存されたときの値に設定が戻ります。

「セル書式のクリア(デフォルトの復元)」ボタンおよび「セル書式のコピー」ボタンは、設定に次のように影響します。

	
ダイアログにタブがない場合、ボタンはダイアログ内のすべての設定に影響します。


	
ダイアログに複数のタブがある場合は、ボタンが表示されているタブ内の設定のみに影響します。





	
セル書式のコピー - このボタンを使用して、ダイアログで指定した書式設定をコピーします。これにより、書式設定を別の場所に適用できます。


	
セル書式の貼付け - このボタンを使用して、コピーした書式設定を適切な場所に貼り付けます。





キャプション

このボックスは、表およびピボット表に含める合計に適用されます。このボックスを使用して、合計の見出しに挿入するカスタム・テキストを指定します。次に従ってテキストを入力します。

	
@ - データの値が表示されます。

たとえば、「地域」列に対して合計が指定されており、合計の見出しの「キャプション」フィールドに次のテキストを入力するとします。

- @のすべての値

この場合、西部地域の合計の見出しには次のテキストが表示されます。

- 西部地区のすべての値


	
"@" - @記号が表示されます。


	
"\"" - 二重引用符が表示されます。


	
"\\" - \\ 記号が表示されます。


	
"\\" - \\ 記号が表示されます。

二重引用符の構文は、単一の文字以外にも使用できます。一般的に、バックスラッシュでエスケープする文字列を二重引用符の内側に使用できます。例:

"1234567890\\abc\\d\"x\"yz!@#$%^&*()-+=_{}[];:'|?/><,.` ~"

この構文は次のように表示されます。

1234567890\abc\d"x"yz!@#$%^&*()-+=_{}[];:'|?/><,.` ~




詳細は、表およびピボット表への合計の追加を参照してください。


ファミリ

このボックスを使用して、フォント・ファミリを選択します。


サイズ(セル)

このフィールドを使用して、フォント・サイズを入力します。


色

このボックスを使用して、フォントの色を選択します。


スタイル

このボックスを使用して、フォントのスタイル(太字や斜体など)を選択します。


効果

このボックスを使用して、フォント効果(下線や取消し線など)を選択します。


水平方向の位置合せ

このボックスを使用して、水平方向の位置合せのタイプ(左、右または中央など)を選択します。


背景色

このボックスを使用して、背景の色を選択します。


垂直方向の位置合せ

このボックスを使用して、垂直方向の位置合せのタイプ(上、下または中央など)を選択します。垂直方向の位置合せは、列が他の列の複数の行にわたる場合以外は影響しません。


イメージ

このフィールドを使用して、セル内に表示するイメージを指定します。このフィールドをクリックすると「グラフィック」ダイアログが表示されます。詳細は、「グラフィック」ダイアログを参照してください。


ラップ・テキスト

このボックスを使用して、列内のテキストをラップします。

単語の幅が列の幅を超える場合は、その単語が分割されないように列が拡張されます。


境界の位置

このボックスを使用して、セル、列またはセクションの境界の位置(なしまたはすべてなど)を選択します。「位置」リスト付近の上下左右の境界をクリックすると、カスタムの境界線を選択または選択解除できます。


境界スタイル

このボックスを使用して、境界のスタイル(一重、二重または太線など)を選択します。


境界色

このボックスを使用して、境界の色を選択します。


サイズ(追加の書式設定オプション)

これらのオプションは、このダイアログが「列のプロパティ」ダイアログまたは「セクションのプロパティ」ダイアログとして表示される場合のみ使用できます。

これらのオプションを使用して、ダッシュボード・ページのコンテナ(列またはセクション)のサイズを設定する方法を指定します。

	
最適 - このオプションによってコンテナがサイズ変更される方法は、「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログの「ページ・サイズ」オプションの設定によって異なります。「ページ・サイズ」の設定は、次のとおりです。

	
「内容に合せる」の場合、このオプションでは:

	
コンテンツに合うようにコンテナのサイズが変更されます


	
デフォルトでは、コンテナ内のコンテンツが左に揃えられます





	
「ブラウザ・ウィンドウまで最大サイズ化」の場合、このオプションでは:

	
ブラウザ・ウィンドウがコンテンツより大きい場合は、ブラウザ・ウィンドウのサイズまでコンテナが最大化されます


	
デフォルトでは、コンテナ内のコンテンツが中央に揃えられます







この最適オプションが、新規ダッシュボードのデフォルトになります。


	
特定のサイズ - 「幅」フィールドと「高さ」フィールドに指定したサイズにコンテナを設定します。コンテンツに合せるのに必要なサイズよりコンテナが小さい場合、スクロール・バーが表示されます。

ダッシュボード・ページに固定列が含まれている場合は、ページの残りのコンテンツを表示できるようにするために、このオプションを設定する必要がある場合があります。列の固定の詳細は、オブジェクトの「プロパティ」ボタンを参照してください。

このオプションは、「幅」フィールドまたは「高さ」フィールドに値を入力すると、自動的に設定されます。


	
最小サイズ - 少なくとも「幅」フィールドと「高さ」フィールドに指定したサイズにコンテナを設定しますが、コンテンツを収める必要がある場合はサイズを大きくします。このオプションでは、スクロール・バーは表示されません。




スクロール・バーが表示されるコンテナを含むダッシュボード・ページを印刷すると、スクロール・バーを含めコンテナ全体が印刷されます。

ダッシュボード・レベルにページ・サイズ(コンテンツに合せるかブラウザ・ウィンドウまで最大サイズ化)を設定することもできます。詳細は、「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログを参照してください。


幅

このフィールドを使用して、ページ上のセル、列またはセクションの幅を指定します。




	
注意:

「幅」フィールドのピクセル数の直後にパーセント記号(%)を入力できます。ダッシュボード・ページの列プロパティを設定して「印刷可能PDF」オプションを選択する場合は、「幅」フィールドが100%を超えないようにしてください。詳細はダッシュボード・ページの印刷を参照してください。








高さ

このフィールドを使用して高さを指定します。


インデント(左パディング)

このフィールドを使用して、インデント(左パディング)を指定します。


右パディング

このフィールドを使用して、インデント(右パディング)を指定します。


上パディング

このフィールドを使用して、インデント(上パディング)を指定します。


下パディング

このフィールドを使用して、インデント(下パディング)を指定します。


カスタムCSSスタイルを使用

このボックスを使用して、書式設定に使用するカスタムCascading Style Sheetスタイルを指定します(例: background-color: #ff0000; font-size:28pt)。


カスタムCSSクラスを使用

このボックスを使用して、書式設定に使用するカスタムCascading Style Sheetクラスを指定します。





注意

	
「境界」、「追加の書式設定オプション」および「カスタムCSSスタイル・オプション(HTMLのみ)」セクション内の属性は、パフォーマンス・タイル・ビューでは使用できません。


	
Excel 2007+へのエクスポートおよびPDFへのエクスポートはカスタムCSSスタイルをサポートしません。カスタムCSSスタイルまたはカスタムCSSクラスが指定されている分析をExcel 2007以上またはPDFにエクスポートすると、カスタマイズが失われます。(ビューおよび結果のエクスポート・メニュー・オプションを参照してください。)











「列のプロパティ」ダイアログ: 「ライトバック」タブ

「列のプロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、データ・ソースへの値のライトバックに影響する列のプロパティを設定し、ライトバック機能を表で公開します。ライトバックを使用するには、「表のプロパティ」ダイアログ: 「ライトバック」タブも使用する必要があります。ライトバックは階層列には使用できません。

詳細は、値の変更およびライトバックの実行を参照してください。

このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「ライトバック設定」ダイアログ

コンポーネント


ライトバックの有効化

このボックスを使用して、次の条件を満たす場合にユーザーが列の値を変更できるようにします。

	
リポジトリでライトバックに対して列が有効化されている。


	
列のデータ型がメジャー、テキストまたは日時である。

ユーザーに10進値の入力を許可する場合は、注意が必要です。ユーザーが入力する値は、プレゼンテーション・サービスによってそのままOracle BIサーバーに送信されます。Oracle BIサーバーは、ロケールごとにユーザーを処理できるように構成されている必要があります。たとえば、Oracle BIサーバーは、ピリオドまたはカンマのどちらかを小数点記号として含む10進値を適切に処理できるように、各ユーザーのロケールを認識する必要があります。




リポジトリでライトバックに対して列が有効化されていない場合、「ライトバックの有効化」ボックスは無効になります。

このボックスを選択すると、ライトバックの追加のオプションが表示されます。


テキスト・フィールドの幅

このボックスを使用して、テキスト列に対してユーザーが値を入力するテキスト・フィールドの幅を選択します。ボックスを使用してすべての値をスクロールします。

このボックスは、「ライトバック設定」ダイアログでは使用できません。








BIコンポーザの「列のプロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、BIコンポーザ・ウィザード: 「分析の作成: 列の選択」パネルで、次のタスクを実行します。

	
列に対する別の名前の入力


	
列に対する式の指定(「ランク」または「百分位数」関数の追加など)




詳細は、次の項目を参照してください。

	
BI Composerとは


	
BI Composerを使用した分析の作成


	
BI Composerを使用した分析の編集





コンポーネント


列名

このフィールドを使用して、列の新しい名前を入力します。


列式

このフィールドを使用して、列に簡単な式を入力します。

属性列またはメジャー列の式を編集できます。この編集は、分析と関係する場合にのみ列に作用し、サブジェクト・エリアの元の列の式は変更しません。(この機能は、階層列には使用できません。)

列式は、列値が何を表すかを指定します。Base  Facts"."1-Revenue"などの最も基本的な形式では、列は、データ・ソースからのデータをそのまま値とします。式を編集して、関数や条件式などを追加できます。この編集によって、分析結果を様々な方法で表すことができます。たとえば、what-if分析を行い、収益が10%増えた場合の製品ごとの収益を表示するとします。これは、10%増の収益を示すよう「Revenue」列の式を変更することで実現できます。




	
注意:

BIコンポーザでは、事前定義済の式や関数を列に使用できません。














複合レイアウト

「分析」エディタ: 「結果」タブのこの領域を使用して、ダッシュボードに表示する異なるビューを集めます。これらのビューは、複合レイアウト内の別個のコンテナに表示されます。各コンテナにツールバーがあります。

また、この領域を使用して、複数の複合レイアウトを表示します(それぞれの複合レイアウトが独自のタブに表示されます)。詳細は、追加の複合レイアウトの作成を参照してください。


コンポーネント


ビュー

選択した複合レイアウトに従って、ダッシュボードでの表示用に集められたビューが表示されます。

新規の分析を実行する際、ビューの集合には、タイトル・ビューおよび表またはピボット表がデフォルトで含まれる場合があります。ただし、管理者が企業用に構成したデフォルトの集合は、異なる可能性があります。


ツールバー

各ビューのツールバーには次のボタンが含まれています。

	
コンテナのフォーマット - このボタンを使用して「コンテナのフォーマット」ダイアログを表示すると、ビューの複合レイアウトに含まれるコンテナをフォーマットできます。たとえば、複合レイアウトのビューの後ろに、緑色の背景を配置できます。ビュー自体をフォーマットするには、「ビューの編集」ボタンをクリックします。


	
プロパティの表示 — このボタンを使用して、ビューのプロパティ・ダイアログを表示します。


	
ビューの編集 - このボタンを使用して、ビューのエディタを表示します。


	
複合レイアウトからビューを削除 - このボタンを使用して、複合レイアウトからビューを削除します。このビューは分析の一部として残ります。











「所有者への連絡」ダイアログ

このダイアログを使用して、スコアカード・オブジェクト(イニシアティブや目標など)のビジネス所有者にメッセージを送信します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ビジネス所有者への連絡





コンポーネント


所有者

スコアカード・オブジェクトのビジネスの価値およびパフォーマンスを管理し、改善する責任を負うユーザーの名前が表示されます。


件名

このボックスを使用して、メッセージの件名を入力します。


優先度

メッセージの重要度および緊急度を識別する「高」、「標準」および「低」のオプションが表示されます。


メッセージ

このボックスを使用して、メッセージのテキストを入力します。







「コンテンツのプロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、「レイアウト」ペインを使用する表またはピボット表ビューのコンテンツのプロパティを指定します。

詳細は、ビュー本体およびドロップ・ターゲットのプロパティの設定を参照してください。


コンポーネント


コンテンツを非表示(セクションのみを表示)

このボックスを使用して、コンテンツを非表示にし、セクションのみを表示します。


セクション値に基づく列の制限

このボックスを使用して、有効なデータを持つ列のみをセクション内に表示するかどうかを指定します。列を抑制するためには、メジャー列のすべてのデータ値をnullにする必要があります。


セクション値に基づく行の制限

このボックスを使用して、有効なデータを持つ行のみをセクション内に表示するかどうかを指定します。




	
注意:

「セクション値に基づく列の制限」および「セクション値に基づく行の制限」は、分析またはビューのNULL値を含むオプションの影響を受けません。詳細は、Null抑制の理解を参照してください。







このダイアログのその他のコンポーネントの説明は、「列のプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブを参照してください。








「配信プロファイルの作成」ダイアログ

このダイアログを使用して配信プロファイルを作成します。

作成できる配信プロファイルの数に制限はありません。ただし、一度にアクティブにできるプロファイルは1つのみです。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
デバイスと配信プロファイルとは


	
デバイスと配信プロファイルの構成




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「配信プロファイルの編集」ダイアログ

コンポーネント


名前

このフィールドを使用して配信プロファイルの名前を入力します。たとえば、勤務先電話番号の場合は、「電話番号-勤務先」のように入力できます。


デバイスの優先度

この領域を使用して、どの優先度のコンテンツを配信するかを、デバイスごとに指定します。これを行うには、このプロファイルがアクティブ・プロファイルである場合に使用する各配信デバイスの横で、コンテンツ優先度オプション(「高」、「標準」または「低」)を1つ以上選択します。

たとえば、配信デバイスの1つとしてページャを使用する場合、ページャを優先度の高いコンテンツのみに関連付けることができます。社外に出る必要があり、電子メールを受信できない場合は、電子メール・デバイスを優先度の低いコンテンツに関連付けることができます。




	
注意:

使用しないデバイスには優先度を設定しないでください。優先度が選択されていないデバイスは、プロファイルで使用されません。














「デバイスの作成」ダイアログ

このダイアログを使用して配信デバイスを作成します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
デバイスと配信プロファイルとは


	
デバイスと配信プロファイルの構成




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「デバイスの編集」ダイアログ

コンポーネント


名前

このフィールドを使用してデバイスの名前を入力します。


カテゴリ

このボックスを使用して、デバイスのカテゴリを選択します。たとえば、電子メール・デバイスを追加する場合は、「電子メール」を選択します。このボックスの値は、「デバイス・タイプ」ボックスで使用できる値に影響します。


デバイス・タイプ

このボックスを使用して、デバイスのタイプを選択します。たとえば、電子メール・デバイスを追加する場合は、「HTML電子メール」または「プレーン・テキスト電子メール」を選択します。

デバイス・タイプのリストは、「管理」: デバイス・タイプの管理ページで指定されます。


アドレス/番号

このフィールドを使用してデバイスのアドレスを入力します。たとえば、電子メール・デバイスの場合は電子メールアドレスを、電話の場合は電話番号を入力します。




	
注意:

デバイス用に電話番号を入力する際は、スペース、ダッシュ、カッコなどの記号を使用しないでください。














「新規アクションの作成」ダイアログ

このダイアログを使用してアクションを作成します。

詳細は、第11章「アクションの使用方法」を参照してください。

このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「新規アクションの追加」ダイアログ

「新規アクション」ダイアログ

「アクションの編集」ダイアログ

コンポーネント


ブラウズ

このボタンは、すべてのアクション・タイプに対して使用できません。

次のダイアログのいずれかが表示されます。

	
「BIコンテンツにナビゲート」アクションに対応する「アクションのBIコンテンツの選択」ダイアログでは、ナビゲート先Oracle BI EEコンテンツを選択できます。


	
「EPMコンテンツにナビゲート」アクションに対応する「このアクションで起動するHyperion Resourceを選択します。」ダイアログでは、ナビゲート先EPMコンテンツを選択できます。


	
「Webサービスの起動」アクションに対応する「Webサービス操作の選択」ダイアログでは、起動するWebサービス操作を選択できます。


	
「Javaメソッドの起動」アクションに対応する「Javaメソッドの選択」ダイアログでは、起動するJavaメソッドを選択できます。


	
「ブラウザ・スクリプトの起動」アクションに対応する「スクリプト関数の選択」ダイアログでは、起動する関数を選択できます。




	
注意:

アクションでJavaScript関数を使用できるようにするために、管理者はユーザー定義のスクリプトを含むJavaScriptファイルにJavaScript関数を含めておく必要があります。








	
「エージェントの起動」アクションに対応する「既存のエージェントの選択」ダイアログでは、起動するエージェントを選択できます。







	
注意:

Hyperion Resource、Webサービス操作、EJBおよび関数を各ダイアログで公開するには、あらかじめ設定しておく必要があります。Hyperionリソース、Webサービス操作、EJBおよび関数を各ダイアログで公開する方法は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』を参照してください。








URL

このフィールドは、「Webページにナビゲート」アクションおよび「HTTPリクエストの起動」アクションのURLの別名が定義されている場合にかぎり、これらのアクションに対してのみ使用できます。

このフィールドを使用してWebページのURLを入力します。

必要に応じて、URLをエンコードしてください。詳細は、「Webページにナビゲート」アクションまたは「HTTPリクエストの起動」アクションのためのURLのエンコーディングについてを参照してください。




	
ヒント:

ブラウザからこのフィールドへURLをコピーして貼り付けます。







「Webページにナビゲート」および「HTTPリクエストの起動」のURLの別名が定義されている場合、このURLの別名を指定するには、「URLの場所の別名の表示」ボタン(下向き矢印)をクリックして別名を選択します。

URLの別名の定義に関する詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』を参照してください。


リクエスト

このボックスを使用して次のオプションのいずれかを選択します。

	
GET - このオプションを使用してURLから情報を取得します。次の構文を使用して、アクションに追加されたすべてのパラメータがURLに追加されます。


&paramName1=paramValue1&paramName2=paramValue2 (and so on)


	
POST - このオプションを使用してURLへ情報をポストします。アクションに追加されたすべてのパラメータが、名前/値ペアとしてURLにポストされます。




このフィールドは、「HTTPリクエストの起動」アクションのみに使用できます。


パラメータの定義

このボタンは、「Webページにナビゲート」アクションおよび「HTTPリクエストの起動」アクションのみに使用できます。

このボタンを使用して「パラメータの定義」領域を表示します。パラメータに対して指定されているURLは、自動的に解析されて「パラメータの定義」領域に表示されます。

次に例を示します。


http://finance.google.com/finance?q=ORCL


これは次のようになります:


http://finance.google.com/finance?q=@{1}


また、1という名前のアクション・パラメータおよびデフォルト値ORCLが、「パラメータの定義」領域に表示されます。

トークン名をパラメータ名と一致させると、URLの任意の部分をトークンに変換できます。アクションが実行されると、最終的なURLにパラメータの値が使用されます。


言語

このボックスは「サーバー・スクリプトの起動」アクションのみに使用できます。

このボックスを使用して、スクリプト・タイプ(「JavaScript」または「VBScript」)を選択します。


スクリプト・パス

このフィールドは「サーバー・スクリプトの起動」アクションのみに使用できます。

このフィールドを使用して、実行するスクリプトのパスを入力します。デフォルトで、スクリプトはORACLE_INSTANCE\bifoundation\OracleBISchedulerComponent\coreapplication_obischn\scripts\commonディレクトリに保存されます。たとえば、D:\OBI11g\instances\instance1\bifoundation\OracleBISchedulerComponent\coreapplication_obisch1\scripts\commonなどです。

ただし、管理者はスケジューラのinstanceconfig.xmlファイルのDefaultScriptPath要素の値を変更すれば、このデフォルト・パスを変更できます。DefaultScriptPath要素の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のエージェントに影響するスケジューラの一般的な構成設定に関する項を参照してください。


関数名

このフィールドは「ブラウザ・スクリプトの起動」アクションのみに使用できます。

このフィールドを使用して、実行するJavaScript関数の名前を入力します。「参照」をクリックすると「スクリプト関数の選択」ダイアログが表示され、スクリプトを選択できます。


パス

このフィールドは「エージェントの起動」アクションのみに使用できます。

起動するエージェントのパスが表示されます。


実行対象受信者

このボックスは「エージェントの起動」アクションのみに使用できます。

このボックスで次のオプションのいずれかを選択し、受信者の範囲を指定します。

	
指定のエージェントに存在 - 起動するエージェント(「パス」ボックスで指定したエージェント)の受信者を指定します。


	
現在のエージェント - 現在のエージェント(アクションの追加先エージェント)の受信者を指定します。


	
指定のエージェントと現在のエージェントに存在 - 起動するエージェントと現在のエージェントの両方の受信者を指定します。


	
指定のエージェントと現在のエージェントに共通 - 起動するエージェントと現在のエージェントの両方に共通する受信者を指定します。


	
指定のエージェントに存在し、現在のエージェントに存在しない - 起動するエージェントの受信者を指定し、現在のエージェントの受信者を除外します。





パラメータの定義

この領域を使用してアクション・パラメータを定義します。

アクション・タイプによっては、この領域に一部のアクション・パラメータが自動表示されない場合があります。例:

	
「Webサービスの起動」アクションの場合、パラメータはWeb Service Definition Languageファイルから読み込まれ、表示されます。


	
「ブラウザ・スクリプトの起動」アクションの場合、パラメータはスクリプト・ファイルから読み込まれ、表示されます(ただし、スクリプト・ファイルでパラメータを宣言および公開しておく必要があります)。


	
「E-Business Suiteにナビゲート」アクションの場合、次のパラメータが表示されます。

	
FunctionCode - 指定されたE-Business Suiteフォームに関連する関数の名前(例 - GLXIQJRN)。


	
ConnectionPool - Oracle BI リポジトリにあるOracle E-Business Suiteデータベースの接続プールの名前(例 - EBS12)。

オプションのパラメータを定義して、Oracle Business IntelligenceからEBSのフォームへコンテキストを渡すこともできます。







この領域には、アクションのタイプに応じて、次のボタンおよび列の一部が含まれます。

	
ドキュメント・パラメータの追加 - このボタンは、「サーバー・スクリプトの起動」アクションに対してのみ使用できます。このボタンを使用して、ドキュメント・パラメータを追加します。ドキュメント・パラメータを使用すると、エージェント条件に基づいて、配信コンテンツと分析結果のどちらかがスクリプトに渡されます。


	
パラメータの追加 - このボタンを使用してパラメータを追加します。(アクションのパラメータを追加できるかどうかは、アクション・タイプによって異なります。)


	
パラメータの削除 - このボタンを使用してパラメータを削除します。


	
名前 - この列を使用して、パラメータ名の表示、編集または入力を行います。

「Webページにナビゲート」アクションおよび「HTTPリクエストの起動」アクションについて、URLの任意の場所にパラメータ値を埋め込むには、トークン「@{Name}」(Nameは下の「名前」列で指定された値)を入力します。埋め込むパラメータの数に制限はありません。


	
プロンプト - この列を使用して、ユーザーに表示されるプロンプトを入力します(ユーザーがパラメータ値を指定する場合)。


	
値 - この列を使用して、パラメータ値を指定します。この値は、次のように指定します。

	
パラメータ行の場合は、「値のタイプの変更」ボタンをクリックして、次のいずれかの値のタイプを選択してから値を指定します。

	
値 - 値を指定する場合はこのオプションを選択し、フィールドに値を入力します。


	
セッション変数 - セッション変数の値を使用する場合はこのオプションを選択し、フィールドにセッション変数の名前を入力するか、フィールドの右にある「一般セッション変数の表示」ボタンをクリックして一般的な変数のリストからセッション変数を選択します。


	
リポジトリ変数 - リポジトリ変数の値を使用する場合はこのオプションを選択し、フィールドにリポジトリ変数の名前を入力します。


	
リクエスト列 - 「リクエスト列の選択」ダイアログを表示する場合はこのオプションを選択し、アクション・パラメータの値として列値を使用する分析の列を選択します。

このオプションは、分析に基づいて条件付きで実行されるインライン・アクションを、エージェントに追加する場合のみ使用できます。


	
列値 - 分析基準に列値を使用する場合はこのオプションを選択し、「列値」ボタンをクリックして列を選択します。

たとえば、分析基準に「地域」列および「地区」列があり、「地区」列にアクション・リンクを定義してパラメータを「地域」列にマップするとします。1つの地区をクリックしてアクション・リンクを実行すると、その地区の地域値が使用されます。ピボット表では、表の現在のレイアウトまたは状態によって、マップされる値は異なります。

このオプションは、インライン・アクションを分析に追加する場合のみ使用できます。




セッション変数およびリポジトリ変数の詳細は、変数の使用を参照してください。


	
(「サーバー・スクリプトの起動」アクションのみ)ドキュメント・パラメータ行の場合は、「フォーマット」ボタンをクリックして、渡されるコンテンツのフォーマット(「PDF」、MIME HTML、「テキスト」、「XML」、「カンマ区切りの値」、「Excel」、「Excel 2000」、「Microsoft PowerPoint」)を選択してから、渡されるコンテンツのタイプを選択します。有効なコンテンツのタイプは、次のとおりです。

	
配信コンテンツ - このオプションを使用して、エージェントの配信コンテンツが渡されることを指定します。(配信コンテンツは、「エージェント」エディタ: 「配信コンテンツ」タブで指定します。)


	
条件分析 - このオプションを使用して、エージェント条件に基づいた分析の結果が渡されることを指定します。(エージェント条件に基づく分析は、「エージェント」エディタ: 「条件」タブで指定します。)








	
固定 - この列を使用して、ユーザーに対してパラメータの設定を許可するか、表示のみにとどめるかを指定します。表示を許可し、パラメータの設定を許可しない場合はボックスを選択します。表示と設定の両方を許可する場合は、ボックスを選択解除します。


	
非表示 - この列を使用して、ユーザーに対してパラメータを非表示にするかどうかを指定します。ユーザーに対してパラメータを非表示にする場合は、このボックスを選択します。ユーザーに対してパラメータを表示する場合は、このボックスを選択解除します。


	
オプション - この列を使用して、アクションを実行するためにパラメータの値が必要になるかどうかを指定します。値をオプションとする場合は、このボックスを選択します。値を必須とする場合は、このボックスを選択解除します。





フィルタ

この領域は、列プロンプトを基準にデータをフィルタ処理する分析に基づいて、条件付きでエージェントを起動するアクションのみに使用できます。

この領域を使用して、指定されたエージェント(起動するエージェント)の、列プロンプトを含む任意の列を、現在のエージェント(アクションを追加するエージェント)の任意の列にマップします。実行時に、現在のエージェントの条件付き分析の実行によって返されたデータに基づいて、フィルタが生成されます。

エージェントの起動アクションでのフィルタの使用方法は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』を参照してください。


オプション

このボタンは、ユーザーに対して情報を表示するのに適したアクションでのみ使用できます。たとえば、エージェントに追加されたアクションには使用できません。

このボタンを使用して「アクションのオプション」ダイアログを表示し、アクションの実行時にユーザーに表示される情報を指定します。


名前を付けて保存

このボタンは、名前の付いたアクションの「アクションの編集」ダイアログのみで使用できます。

このボタンを使用してダイアログ表示し、アクションを別名の新規アクションとしてカタログに保存します。





注意

	
一部のアクション・タイプ(「Siebel CRMにナビゲート」、「Webサービスの起動」など)では、それらを使用する前になんらかの構成が必要になります。必要とされる構成の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』を参照してください。








「Webページにナビゲート」アクションまたは「HTTPリクエストの起動」アクションのためのURLのエンコーディングについて

「Webページにナビゲート」アクションまたは「HTTPリクエストの起動」アクションに指定するURLに、ASCIIキャラクタ・セット以外の文字が含まれている場合や、外国語の文字が含まれている場合には、そのURLをエンコードする必要があります。エンコードでは、ASCIIキャラクタ・セット以外の文字または外国語の文字を、"%"と2桁の16進数を使用して、対応するISO-8859-1キャラクタ・セットの文字値に置換する必要があります。URLの各部分をエンコードする際の注意事項は次のとおりです。

	
プロトコル(http://または https://) - 通常、この部分をエンコードする必要はありません。


	
アドレス(例 - foo.example.com:9704) - 通常、この部分をエンコードする必要はありません(ただし、国際言語の文字が含まれている場合を除く)。


	
パス(例 - /a/path/to/a/resource) - この部分にエンコードが必要な文字が含まれている場合には、必ずエンコードします。パスの部分に変数を使用している場合、その変数部分は値が代入されるときに自動的にエンコードされるため、エンコードする必要はありません。


	
問合せ文字列(URLのパスに後続する'?'で区切られた部分) - 問合せパラメータの名前(例 - report=foo&destination=email)または固定値(分析からの固定値ではない場合)にエンコードが必要な文字が含まれている場合には、必ずエンコードします。(問合せ文字列内では、たとえばanalytics/saw.dll?report=foo&destination=emailのように、個々のパラメータは'&'文字で区切られます。)




次に、エンコードしたURLの例を示します。


http://myservice.example.com:4579/path/to/my%20service/endpoint/@{bivariable1}?parameter1=fixed&parameter2=@{bivariable2}


例示したURLについて、次の部分に注目してください。

	
パスには、エンコードが必要でした(%20で示されています)。


	
@{...}の部分には、自動的にエンコードされる変数が含まれるため、エンコードは必要ありませんでした。


	
@{bivariable2}または@{bivariable1}が、「Example Corporation」という会社名に展開されるとすると、「Example Corporation」に含まれる' '(空白)は、自動的にエンコードされた形式「Example%20Corporation」に置換されます。











「新規エージェントの作成」ダイアログ

このダイアログを使用して、KPIからエージェントを作成します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
KPIからのエージェントの作成


	
第9章「コンテンツの配信」





コンポーネント


名前

このフィールドを使用して、エージェントの名前を入力します。


説明

このフィールドを使用して、エージェントの説明を入力します。


場所

このフィールドを使用して、エージェントの保存場所となるフォルダを選択するか、フォルダを作成します。フォルダを作成するには、リストの「新規フォルダ」オプションをクリックして「新規フォルダの作成」ダイアログを表示します。リストにないフォルダを選択するには、「フォルダ」ボタンをクリックして「エージェントの場所の選択」ダイアログを表示します。


KPIステータスが次の場合にエージェントをトリガー

このボックスを使用して、エージェントを開始してエージェントのコンテンツを配信し、アクションを実行するKPIステータスを選択します。


修飾

固定する必要があるディメンションが表示されます。各ディメンションの値を選択します。







	
注意:

エージェントを作成するときにKPIディメンションに複数の値を固定することはできません。












「新規デバイス・タイプの作成」ダイアログ

このダイアログを使用して配信デバイス・タイプを作成します。このダイアログは、「管理」: デバイス・タイプの管理ページから表示されます。

詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のエージェントのデバイス・タイプの管理に関する項を参照してください。

このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「デバイス・タイプの編集」ダイアログ

コンポーネント


名前

デバイス・タイプの名前を入力します。


カテゴリ

このボックスを使用して、デバイス・タイプのカテゴリを選択します。「携帯電話」、「ページャ」および「ハンドヘルドPC(HPC)」の中から選択します。


ドメイン

pagenet.netなど、サービス・プロバイダのドメイン(電子メール拡張子)を入力します。








「カスタム権限」ダイアログ

このダイアログを使用して、カタログ・オブジェクトに対する特定の権限を割り当てたり、特定の権限セットを作成します。ユーザーが実行できるタスクをさらに絞り込むために詳細な権限を割り当てるには、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービスの権限の管理に関する項を参照してください。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
パーミッションとは


	
パーミッションの割当て


	
パーミッション定義





コンポーネント


読取り

このオプションを使用して、ユーザーにオブジェクトの表示を許可します。ただし、変更は許可しません。


実行

このオプションを使用して、オブジェクトに関連付けられているプログラムやアプリケーション(エージェントやアクション・リンクのアクションなど)の実行または起動をユーザーに許可します。


移動

このオプションを使用して、カタログ、ダッシュボードまたはWebCenter Portalアプリケーション・ページからオブジェクトへのユーザー・アクセスを防ぐためにフォルダに設定される権限を回避する権限をユーザーに付与します。このオプションによってフォルダの権限が変更されることはありません。

たとえば、/Shared Folders/Testフォルダへの「移動」権限をユーザーに付与した場合、ユーザーは、/Shared Folders/Testフォルダに格納されているオブジェクト、およびそのサブフォルダ(/Shared Folders/Test/Guestフォルダなど)に格納されているオブジェクトに、カタログ、埋込みダッシュボードまたはWebCenter Portalアプリケーション・ページからアクセスできます。ただし、ユーザーは、カタログからフォルダおよびサブフォルダ自体にアクセス(表示、展開または参照)することはできません。


書込み

このオプションを使用して、ユーザーにオブジェクトの変更を許可します。


削除

このオプションを使用して、ユーザーにオブジェクトの削除を許可します。


権限の変更

このオプションを使用して、オブジェクトの権限の変更、またはオブジェクトへの他の権限の割当てをユーザーに許可します。


所有権の設定

このオプションを使用して、オブジェクトの所有者の指定をユーザーに許可します。


Publisherレポートの実行

このオプションを使用して、すべてのオブジェクト・タイプを表示します。ただし、これはOracle BI Publisherのオブジェクトのみに適用できます。このオプションを使用して、レポートの実行をユーザーに許可します。ユーザーがレポートを実行すると、最新のデータを使用してレポートがコンパイルされます。


Publisherレポートのスケジュール

このオプションを使用して、すべてのオブジェクト・タイプを表示します。ただし、これはOracle BI Publisherのオブジェクトのみに適用できます。このオプションを使用して、レポートのスケジュールをユーザーに許可します。


Publisher出力の表示

このオプションを使用して、すべてのオブジェクト・タイプを表示します。ただし、これはOracle BI Publisherのオブジェクトのみに適用できます。このオプションを使用して、レポートの表示をユーザーに許可します。ただし、実行および変更は許可しません。








「カスタム・ビューのプロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、カスタム・ビューの図の背景イメージまたは背景色、あるいはその両方を指定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
「カスタム・ビュー」タブ: 「図」タブ


	
カスタム・ビューとは


	
カスタム・ビューの作成





コンポーネント


背景イメージ

このフィールドを使用して、背景イメージへのURLを入力します。

Note that when you enter a URL in the 「背景イメージ」フィールドにURLを入力すると、「幅」フィールドと「高さ」フィールドに実際のイメージ・サイズが自動的に入力されます(可能な場合)。




	
注意:

カスタム・ビューでは、コンテンツのレンダリングにAdobe Flashコンポーネントを使用します。背景イメージは、Adobe Flashコンポーネントによってフェッチされ、レンダリングされます。Flashコンポーネントには、アクセス対象のコンテンツに対するセキュリティ制限があります。一般的に、Flashコンポーネントでは、元のFlashムービーをダウンロードしたドメイン(つまり、Oracle BI Server)と同じドメインにあるコンテンツのロードまたはレンダリングが可能です。その他のサーバーやドメインから背景イメージを使用する場合には、リモート・サーバーがBIサーバーのドメインにアクセスできるようにしてイメージを取得する必要があります。これは、リモート・サーバー上のcrossdomain.xmlを構成することで実現します。リモート・サーバー上のcrossdomain.xmlを構成する方法は、次に示すナレッジ・ベースの記事を参照してください。
http://kb2.adobe.com/cps/142/tn_14213.html#main_Cross_domain_policy_files










位置

この領域を使用して、図内の背景イメージの位置を指定します。これを行うには、次の項目を指定します。

	
「ピクセル(左)」ボックスで、図の左側からイメージを配置する位置までのピクセル数を指定します。


	
「ピクセル(上)」ボックスで、図の上部からイメージを配置する位置までのピクセル数を指定します。





サイズ

この領域を使用して、アスペクト比を維持するかどうか、または図に合せてサイズを変更するかどうかを指定します。これを行うには、次のいずれかのオプションを選択します。

	
アスペクト比の維持 - このオプションを使用して、アスペクト比を維持します。イメージの幅と高さが結び付けられていることを視覚的に示すインジケータが表示されます。


	
サイズを合わせる - このオプションを使用して、イメージのサイズを図に合せます。このオプションを選択すると、「幅」および「高さ」フィールドは無効になります。





背景色

このボックスを使用して、「色」ダイアログを表示し、図の背景に使用する色を選択します。








「カスタム・ビュー」タブ: 「詳細」タブ

「スコアカード」エディタ: 「カスタム・ビュー」タブのこのタブを使用して、カスタム・ビューの情報を指定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
カスタム・ビューとは


	
カスタム・ビューの作成





コンポーネント


名前

カスタム・ビューの名前が表示されます。


説明

このフィールドを使用して、カスタム・ビューの説明を入力します。


ビジネス所有者

カスタム・ビューの管理担当者のユーザーIDが表示されます。ビジネス所有者を指定するには、「ユーザーの設定」ボタンをクリックして、ビジネス所有者の検索および選択を行える「ビジネス所有者」ダイアログを表示します。


目標とKPI

カスタム・ビューに表示される目標とKPIをリストします。

このウォッチリストを使用して、これらの目標やKPIの表示および管理を行います。ウォッチリストの詳細は、ウォッチリストを参照してください。


関連ドキュメント

「関連ドキュメント」領域を使用して、カスタム・ビューの情報を提供するドキュメントを表示および管理します。








「カスタム・ビュー」タブ: 「図」タブ

「スコアカード」エディタ: 「カスタム・ビュー」タブのこのタブを使用して、ビジネスおよび戦略データのカスタマイズ済ビューを表示する図を作成します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
カスタム・ビューとは


	
カスタム・ビューの作成





コンポーネント


「図」領域

この領域を使用して、カスタマイズ済ビューに表示する目標およびKPIをドラッグ・アンド・ドロップします。

図上の(目標またはKPIを表す)各ノードには、アイコンおよびアセスメント範囲を表す色が表示され、目標またはKPIのステータスを示します。KPIノードには、KPIの実際の値およびターゲットとの差分率も表示されます。

目的:

	
ノードを操作するためのオプションを表示するには、ノードの右にある「オプション」ボタンをクリックして、ノード・オプション・メニューを表示します。


	
ターゲット値や差異などのKPIの他のパフォーマンス・データを表示するには、ノードの下部中央にある下向きの矢印をクリックします。このデータを縮小するには、上向きの矢印をクリックします。


	
図のズーム・インおよびズーム・アウト、または図の背景イメージ、背景色または両方の指定を行うには、「スコアカード」エディタ: 「カスタム・ビュー」タブのツールバー・ボタンを使用します。


	
コメント(存在する場合)を操作するには、ノードの右上にある「コメント」ボタンをクリックして「ステータス」ウィンドウを表示し、すでに追加されているコメントの表示、別のコメントの追加、またはコメントへの返信を行えます。「コメントについて」を参照してください。


	
ステータスのオーバーライド(存在する場合)を操作するには、ノードの赤いアスタリスクをクリックして「ステータス」ウィンドウを表示し、すでに適用されているオーバーライドを表示したり、別のオーバーライドを適用できます。ステータスのオーバーライドについてを参照してください。











「条件のカスタマイズ」ダイアログ

このダイアログを使用して、1つ以上のプロンプト・フィルタを含む分析に基づく条件をカスタマイズします。(プロンプト・フィルタは、演算子が「プロンプトで使用」に設定されているフィルタです。)

詳細は、「エージェント」エディタ: 「条件」タブを参照してください。

このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「配信コンテンツのカスタマイズ」ダイアログ

コンポーネント


プロンプト・フィルタの編集

分析に関連付けられているプロンプト・フィルタが表示されます。

プロンプト・フィルタに隣接する「編集」ボタンをクリックして「パラメータ・フィルタの編集」ダイアログを表示すると、フィルタを編集できます。








「ゲージ制限のカスタマイズ」ダイアログ

このボックスを使用して、最小または最大のゲージ制限をカスタマイズします。

詳細は、「ゲージのプロパティ」ダイアログ: 「スケール」タブを参照してください。


コンポーネント


ゲージの制限

このボックスを使用して、次のオプションのいずれかを選択してカスタム・ゲージ制限を指定します。

	
静的値 - このオプションを選択して、静的値(例 - 1000)を指定します。実際の値または割合を指定できます。指定する値は、データ・ポイントの範囲に依存します。たとえば、すべてのデータ・ポイントをゲージに表示するには、最大ゲージ制限を最大データ・ポイントより大きくする必要があります。


	
変数式 - このオプションを選択して文字列を指定します。このオプションを選択すると「デフォルト値」フィールドが表示され、文字列を入力できます。

文字列(つまり式)では1つ以上の変数を参照できます。たとえば、MaxSalesという名前のプレゼンテーション変数を参照できます。式での変数の参照に関するガイドラインは、表2-2を参照してください。変数の詳細は、変数の使用を参照してください。


	
列 - このオプションを選択してメジャー列を指定し、列の名前(例 - 売上)を選択します。




	
注意:

選択肢として表示されるのは、メタデータ・リポジトリにある列、またはリポジトリ列に基づく列のみです(Dollars*0.10など)。








	
SQL文 - このオプションを選択してSQL文を指定し、SQL文を入力します。例:


"Sales Measure"."Year Ago Dollars"*10











「スケール・マーカーのカスタマイズ」ダイアログ

このダイアログを使用して、グラフの次の項目のいずれかに対して値を設定します。

	
線スケール・マーカーの位置


	
範囲スケール・マーカーの下限


	
範囲スケール・マーカーの上限




値の設定には、静的値、プレゼンテーション変数、メジャー列またはSQL問合せを使用できます。値が有効でない場合、スケール・マーカーは無視されます。

詳細は、「スケール・マーカー」ダイアログを参照してください。


コンポーネント


静的値

このオプションを使用して、値を、指定するハードコードされた値に設定します。このオプションを選択した場合は、オプションの右にあるフィールドに、ハードコードされた値を入力します。


変数式

このオプションを使用して、値をプレゼンテーション変数の値に設定します。このオプションを選択した場合は、オプションの右にあるフィールドにプレゼンテーション変数を入力して、(デフォルト)フィールドにデフォルト値を入力します。





列名

このオプションを使用して、メジャー列に基づいて値を設定します。このオプションを選択した場合は、オプションの右にあるボックスでメジャー列を選択します。

メジャー列を使用すると多数の値が生成される可能性があります。適用されるのは最初の値のみです。


SQL問合せ

このオプションを使用して、SQL問合せの結果に基づいて値を設定します。このオプションを選択した場合は、オプションの下にあるボックスにSQL問合せを入力します。

結果が表として表示された場合は、最初の行および最初の列のセル値のみが適用されます。






「エージェントに対する登録のカスタマイズ」ダイアログ

このダイアログを使用して、エージェント登録をカスタマイズします。

詳細は、エージェント・サブスクライブのカスタマイズを参照してください。


コンポーネント


条件

「エージェントに対する登録のカスタマイズ」ダイアログ: 条件パラメータ・タブを使用して、エージェント条件に使用された分析のプロンプト・フィルタをカスタマイズします。


コンテンツ

「エージェントに対する登録のカスタマイズ」ダイアログ: コンテンツ・パラメータ・タブを使用して、エージェントの配信コンテンツである分析のプロンプト・フィルタをカスタマイズします。








「エージェントに対する登録のカスタマイズ」ダイアログ: 条件パラメータ・タブ

「エージェントに対する登録のカスタマイズ」ダイアログのこのタブを使用して、エージェント条件に使用される分析のプロンプト・フィルタをカスタマイズします。

詳細は、エージェント・サブスクライブのカスタマイズを参照してください。


コンポーネント


プロンプト・フィルタの編集

カスタマイズ可能なプロンプト・フィルタが表示されます。


このパラメータの演算子/値を変更

このボタンを使用して「パラメータ・フィルタの編集」ダイアログを表示すると、プロンプト・フィルタをカスタマイズできます。








「エージェントに対する登録のカスタマイズ」ダイアログ: コンテンツ・パラメータ・タブ

「エージェントに対する登録のカスタマイズ」ダイアログのこのタブを使用して、エージェントの配信コンテンツである分析のプロンプト・フィルタをカスタマイズします。

詳細は、エージェント・サブスクライブのカスタマイズを参照してください。


コンポーネント


プロンプト・フィルタの編集

カスタマイズ可能なプロンプト・フィルタが表示されます。


このパラメータの演算子/値を変更

このボタンを使用して「パラメータ・フィルタの編集」ダイアログを表示すると、プロンプト・フィルタをカスタマイズできます。








ダッシュボード・ビルダー

「ダッシュボード・ビルダー」を使用して、ダッシュボードの作成または編集を行います。ダッシュボードの作成または編集には、次の作業が含まれます。

	
ダッシュボード上のページ、オブジェクトおよび他のコンテンツの追加および変更


	
ダッシュボードのプロパティの変更




詳細は、次の項目を参照してください。

	
ダッシュボードの作成


	
ダッシュボードの編集


	
ダッシュボードとそのページのプロパティの変更


	
ダッシュボード・ページに追加されたオブジェクトのプロパティの変更





コンポーネント


ページ・タブ

エディタの最上部に並ぶタブを使用して、編集するダッシュボード・ページを選択します。


ダッシュボード・オブジェクト

「ダッシュボード・オブジェクト」ペインを使用して、ダッシュボード・ページに含めるオブジェクトを選択し、「ページ・レイアウト」領域へドラッグ・アンド・ドロップします。


カタログ

「カタログ」ペインを使用して、Oracle BIプレゼンテーション・カタログからダッシュボード・ページに含めるオブジェクトを選択し、「ページ・レイアウト」領域へドラッグ・アンド・ドロップします。これにより、カタログに保存されたコンテンツへのショートカットが追加されます。コンテンツが変更された場合、その変更内容はダッシュボード・ページ上で反映されます。

コンテンツを探すには、コンテンツが格納されているカタログ・フォルダ、またはコンテンツが配置されているダッシュボードのどちらかを基準に参照できます。


ページ・レイアウト

「ページ・レイアウト」領域を使用して、ダッシュボードに含めるコンテンツ(つまり、「ダッシュボード・オブジェクト」ペインおよび「カタログ」ペインのオブジェクト)のレイアウトおよび配置を行います。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
ダッシュボード・ページを追加: このボタンを使用して「ダッシュボード・ページを追加」ダイアログを表示すると、ダッシュボード内でページを作成できます。このページは、「ダッシュボード・ビルダー」の新規タブに表示されます。


	
現在のページの削除 - このボタンを使用して、現在のダッシュボード・ページを削除します。


	
ツール - このボタンを使用すると、次のオプションを含むメニューが表示されます。

	
ダッシュボードのプロパティ - このオプションを使用して「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログを表示すると、ダッシュボードおよびダッシュボード・ページのプロパティを指定できます。


	
印刷とエクスポートのオプション - このオプションを使用して「印刷とエクスポートのオプション」ダイアログを表示して、印刷およびExcelへのエクスポートの設定をダッシュボード・ページに対して指定します。


	
ページ・レポート・リンク - このオプションを使用して「レポート・リンク」ダイアログを表示すると、特定の分析に対してカスタマイズ済の設定が指定されている場合を除いて、ダッシュボード・ページに含まれるすべての分析に適用されるリンクを指定できます。


	
現在のページのボタンをプロンプト - このオプションを使用して、実行時にダッシュボード・ページにプロンプトの「適用」ボタンと「リセット」ボタンを含めるかまたは除外するかを指定します。「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログの「「適用」ボタンのプロンプト」および「「リセット」ボタンのプロンプト」フィールドが「ページ設定の使用」に設定されていない場合は、この設定がダッシュボード・ページに適用され、プロンプト定義およびダッシュボード・プロパティの「適用」および「リセット」ボタンの設定がこの設定で上書きされます。

「適用」ボタンと「リセット」ボタンに使用可能な次のオプションに注意してください。

	
プロンプト設定の使用 - プロンプト定義に定義されているボタンを使用する場合は、このオプションを選択します。これらの設定は、「プロンプト」エディタで指定されました。


	
すべての「適用」ボタンの表示またはすべての「リセット」ボタンの表示 - プロンプトに対するボタンを表示する場合は、このオプションを選択します。「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログの「「適用」ボタンのプロンプト」および「「リセット」ボタンのプロンプト」フィールドが「ページ設定の使用」に設定されていない場合は、プロンプト定義ボタンの設定またはダッシュボード・プロパティ・ボタンの設定がこの設定で上書きされます。


	
すべての「適用」ボタンの非表示またはすべての「リセット」ボタンの非表示 - プロンプトに対するボタンを非表示にする場合は、このオプションを選択します。「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログの「「適用」ボタンのプロンプト」および「「リセット」ボタンのプロンプト」フィールドが「ページ設定の使用」に設定されていない場合は、プロンプト定義ボタンの設定またはダッシュボード・プロパティ・ボタンの設定がこの設定で上書きされます。





	
個人のカスタマイズの保存の許可 - このオプションを使用して、個人のカスタマイズをユーザーが保存できるかどうかを指定します。個人のカスタマイズの保存許可の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のダッシュボードに保存されたカスタマイズ・オプションへのアクセス権の制御に関する項を参照してください。


	
ダッシュボードへのページの公開 - このオプションを使用して「ダッシュボードへのページの公開」ダイアログを表示すると、現在のダッシュボード・ページの公開先となるダッシュボードを指定できます。ダッシュボード・ページの公開を参照してください。


	
拡張ページ・プロパティ — このオプションを使用して、現在のダッシュボード・ページのナビゲーション・パラメータを設定します。次を参照してください





	
プレビュー - このボタンを使用して、エンド・ユーザーに表示されるダッシュボード・ページの外観を表示します。コンテンツを保存する前にページの外観を確認するのに役立ちます。


	
実行 - このボタンを使用して、「ダッシュボード・ビルダー」を終了し、実行時にダッシュボードに戻ります。


	
保存 - このボタンを使用して、ダッシュボードへの変更を保存します。


	
ダッシュボードに名前を付けて保存 - このボタンを使用して、ダッシュボードを別の名前で保存します。








「ページ・レイアウト」領域

この領域を使用して、「ダッシュボード・オブジェクト」ペインおよび「カタログ」ペインからオブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップすることによって、ダッシュボードに含めるコンテンツのレイアウトおよび追加を行います。オブジェクトをこの領域にドロップした後、ツールバーのボタンを使用してオブジェクトを変更できます。

この領域は「ダッシュボード・ビルダー」の一部です。


コンポーネント


オブジェクトの表示

ページ・レイアウト領域にドラッグ・アンド・ドロップした各オブジェクトは、四角形で表されます。


オブジェクト・ツールバー

ページ・レイアウト領域にドロップした各オブジェクトにはツールバーが含まれます。これは、カーソルをオブジェクトに移動すると表示されます。オブジェクト・ツールバーには次のボタンが含まれています。




	
プロパティ - このボタンは、オブジェクトを変更するための様々なオプションの中から選択するために使用します。このボタンによって何が表示されるかは、オブジェクトのタイプによって異なります。一部のオブジェクトでは、プロパティ・ダイアログが表示されます。その他のオブジェクトでは、オプションのメニューが表示されます。オブジェクトの「プロパティ」ボタンを参照してください。


	
削除 - このボタンを使用して、ダッシュボード・ページからオブジェクトを削除します。


	
垂直方向レイアウト - このボタンは、セクションのみに使用できます。このボタンを使用して、セクション内のオブジェクトを積み重ねて配置します。


	
水平方向レイアウト - このボタンは、セクションのみに使用できます。このボタンを使用して、セクション内のオブジェクトを並べて配置します。








オブジェクトの「プロパティ」ボタン

ページ・レイアウト領域に表示される各オブジェクトには、「プロパティ」ボタンを含むツールバーがあります。このボタンによって何が表示されるかは、オブジェクトのタイプによって異なります。次の各項では、オブジェクトのタイプごとに「プロパティ」ボタンで何が表示されるかを説明します。


列のプロパティ

このボタンによって、次のオプションが表示されます。

	
区切り - このオプションは、ページに複数の列がある場合に、最初の列より後の列に対してのみ使用できます。このオプションを使用して「区切り」ダイアログを表示すると、ページ・レイアウトに改ページおよび列区切りを追加できます。


	
列のプロパティ - このオプションを使用して「列のプロパティ」ダイアログを表示すると、列のプロパティ(セルの位置合せ、境界色など)を指定できます。


	
列の固定 - このオプションは、ページ・レイアウトの外部エッジに列が独立しいる場合のみ使用できます。2つの列が隣接するエッジにあり、隅で重なっている場合は、どちらの列も固定できます。このオプションを使用して、列をページ・レイアウトのエッジ(上または左)に固定します。列は固定すると、ページ・レイアウトのエッジに固定されたままで、他の列でコンテンツをスクロールしてもページからはみ出しません。

列を固定する際には、ページの残りのコンテンツを表示できるようにするために、(「列のプロパティ」ダイアログで)特定のサイズを列に設定する必要がある場合かあります。たとえば、固定する列のコンテンツが非常に大きく、列のサイズを小さくする必要がある場合には、これを行う必要がある場合があります。





セクションのプロパティ

このボタンによって、次のオプションが表示されます。

	
条件 - このオプションを使用して「セクション条件」ダイアログを表示すると、セクションを表示するかどうかを決定する条件を指定できます。セクションをダッシュボード・ページに表示するかどうかを決定するための条件の使用を参照してください。


	
権限 - このオプションを使用して「セクション権限」ダイアログを表示すると、セクションへのアクセスが付与または拒否されるアカウントを指定できます。


	
セクションの書式設定 - このオプションを使用して「セクションのプロパティ」ダイアログを表示すると、セクションのプロパティ(セルの位置合せ、境界色など)を指定できます。


	
名前の変更 - このオプションを使用して名前の変更ダイアログを表示すると、セクションの名前を変更できます。


	
その場でドリル - このオプションを使用して、ユーザーが分析をドリルしたときの結果の表示方法を指定します。

目的:

	
元の分析のかわりに新規の結果を直接ダッシュボードに表示するには、このオプションの横にチェック・マークが表示されるまでオプションをクリックします。これは、デフォルトの動作です。新規の結果を含めるために、元の分析が占有していた領域は自動的にサイズ変更されます。


	
ダッシュボード全体を新規の結果に置き換えるには、チェック・マークが削除されるまでこのオプションをクリックします。




このオプションは、セクション内のドリル可能なすべての分析に適用されます。ユーザーは、ブラウザの「戻る」ボタンをクリックして元の分析またはダッシュボードに戻ることができます。

このオプションは、階層列用に作成したプロンプトに使用してください。

詳細は、ビューのドリルを参照してください。


	
折りたたみ可能 - このオプションを使用して、ダッシュボード・ページ上でユーザーがこのセクションの展開および折りたたみを行えるかどうか、つまりセクションが常に展開されるかどうかを指定します。


	
セクション・ヘッダーの表示 - このオプションを使用して、セクションのヘッダーを表示するかどうかを指定します。セクションのヘッダーには、最初にセクションのタイトルが含まれます。「セクション・タイトルの表示」オプションを使用すると、タイトルを非表示化できます。


	
セクション・タイトルの表示 - このオプションを使用して、セクションのタイトルを表示するかどうかを指定します。

タイトルの書式を設定するには、名前の変更オプションを使用して名前の変更ダイアログを表示します。





アラート・セクションのプロパティ

このボタンによって、次のオプションが表示されます。

	
セクションの書式設定 - このオプションを使用して「セクションのプロパティ」ダイアログを表示すると、アラート・セクションのプロパティ(セルの位置合せ、境界色など)を指定できます。





アクション・リンクのプロパティ

このボタンを使用して「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログを表示すると、アクション・リンクのプロパティを設定できます。


アクション・リンク・メニューのプロパティ

このボタンを使用して「アクション・リンク・メニューのプロパティ」ダイアログを表示すると、アクション・リンク・メニューのプロパティを設定できます。


リンクまたはイメージ・プロパティ

このボタンを使用して「リンクまたはイメージ・プロパティ」ダイアログを表示すると、ダッシュボード・ページに追加するテキスト・リンクまたはイメージ・リンクのプロパティを指定できます。


埋込みコンテンツのプロパティ

このボタンを使用して「埋込みコンテンツのプロパティ」ダイアログを表示すると、ダッシュボード・ページに埋め込むコンテンツのURLおよびその他の情報を指定できます。


テキスト・プロパティ

このボタンを使用して「テキスト・プロパティ」ダイアログを表示すると、テキスト・オブジェクト(テキストおよび書式設定タグを含む)のプロパティを指定できます。


フォルダ・プロパティ

このボタンを使用して「フォルダ・プロパティ」ダイアログを表示すると、カタログ・フォルダおよびその内容のビューを追加できます。


BI Publisherレポートのプロパティ

このボタンを使用して「BI Publisherレポートのプロパティ」ダイアログを表示すると、Oracle BI Publisherレポートを追加するための情報を指定できます。


分析プロパティ

このボタンによって、次のオプションが表示されます。

	
結果の表示 - 分析結果の表示方法を指定するための、次のオプションが表示されます。

	
セクション内への埋込み - このオプションを使用して、分析を自動的に実行し、結果を直接ダッシュボード・ページに表示します。


	
リンク-ダッシュボード内 - このオプションを使用するとリンクが表示されます。リクエストを実行して結果をダッシュボード内に表示するには、このリンクをクリックする必要があります。


	
リンク-別のウィンドウ内 - このオプションを使用するとリンクが表示されます。リクエストを実行して結果を新規ウィンドウ内に表示するには、このリンクをクリックする必要があります。





	
レポート・リンク - このオプションを使用して「レポート・リンク」ダイアログを表示すると、ダッシュボード・ページに分析とともに表示されるリンクを選択できます。


	
ビューの表示 - このオプションを使用して、分析を表示する方法(デフォルトの複合ビューとして表示または使用可能なビューのいずれかとして表示)を指定します。(オブジェクトを表すアイコンがビューのタイプを示すように変わることに注意してください。)ビューの詳細は、次を参照してください。ダッシュボードでの表示用のビューの追加。


	
名前の変更 - このオプションを使用して名前の変更ダイアログを表示すると、分析の名前を変更できます。


	
分析の編集 - このオプションを使用して、「分析」エディタで分析を編集します。





プロンプト・プロパティ

このボタンによって、次のオプションが表示されます。

	
編集 - プロンプトを作成するための「プロンプト」エディタが表示されます。


	
「有効範囲」 - プロンプトの有効範囲を指定するための次のオプションが表示されます。

	
ダッシュボード - このオプションを使用して、プロンプトがダッシュボード全体に適用されることを指定します。


	
ページ - このオプションを使用して、プロンプトがダッシュボード・ページに適用されることを指定します。





	
プロンプト・リンク - このオプションを使用して「プロンプト・リンク」ダイアログを表示すると、ダッシュボードのプロンプト・リージョンに「編集」リンクと「コピー」リンクを表示するかどうかを指定できます。実行時に表示されるこれらのリンクでは、(適切な権限がある)ユーザーがプロンプトを編集したり、プロンプトのリンクをコピーしたりできます。





スコアカード・オブジェクト・プロパティ

このボタンによって、次のオプションが表示されます。

	
ピンの編集 - 「ディメンション固定」ダイアログが表示され、1つ以上のKPIディメンションの値を固定(設定)できます。固定の詳細は、「ディメンションおよび固定されたディメンション値とは」を参照してください。


	
ビューの編集 - 「スコアカード」エディタにスコアカード・オブジェクトが表示されます。


	
ビューのフォーマット - 「スコアカードのコンテンツ・プロパティ」ダイアログが表示され、スコアカード・オブジェクトのフォーマット方法を指定できます。











「ダッシュボードのフィルタと変数」ダイアログ

このダイアログを使用して、非表示の名前付きプロンプトをダッシュボードまたはダッシュボード・ページに追加します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ダッシュボードまたはダッシュボード・ページへの非表示のダッシュボード・プロンプトの追加


	
ダッシュボードとそのページのプロパティの変更


	
「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログ




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「フィルタと変数 - ページ」ダイアログ

コンポーネント


新規非表示ダッシュボード・プロンプトの埋込み

このボタンを使用して「開く」ダイアログにアクセスすると、ダッシュボードに追加する名前付きプロンプトを参照して選択できます。プロンプトを選択すると、「プロンプト・パス」表にそのプロンプトのパスが表示されます。


編集

このボタンを使用して「開く」ダイアログにアクセスすると、現在選択されているプロンプトを参照して別のプロンプトに置き換えられます。別のプロンプトを選択すると、「プロンプト・パス」表にそのプロンプトのパスが表示されます。


削除

このボタンを使用して、選択したプロンプトを削除します。


プロンプト・パス

ダッシュボードに追加した非表示のプロンプトのパスが表示されます。プロンプトを選択して「編集」ボタンまたは「削除」ボタンをクリックすると、プロンプトを置換または削除できます。








「ダッシュボード・オブジェクト」ペイン

このペインを使用して、ダッシュボード・ページに含めるダッシュボード・オブジェクトを選択し、「ページ・レイアウト」領域へドラッグ・アンド・ドロップします。

詳細は、ダッシュボードへのコンテンツの追加を参照してください。

このペインは「ダッシュボード・ビルダー」の一部です。


コンポーネント


オブジェクトのリスト

ダッシュボード・オブジェクトのリストを使用して、ダッシュボード・ページに含めるオブジェクトを決定します。リストから「ダッシュボード・ビルダー」の右側にあるページ・レイアウト領域の適切な場所へ、オブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップします。

ドラッグ・アンド・ドロップの詳細は、「ダッシュボード・ビルダー」の「ページ・レイアウト」領域へのオブジェクトのドラッグ・アンド・ドロップを参照してください。

表D-2には、ダッシュボード・ページに含めることができるダッシュボード・オブジェクトおよびその説明が含まれています。


表D-2 ダッシュボード・オブジェクトのリスト

	ダッシュボード・オブジェクト	説明
	
列

	
ダッシュボード上のコンテンツの配置に使用します。(列内のセクションに実際のコンテンツが含まれます。)ダッシュボード・ページには必要な数の列を作成でき、ダッシュボードの水平方向または垂直方向に列を配置できます。「ダッシュボード・ビルダー」で使用する列は、「分析」エディタで使用する列とは関係ありません。


	
セクション

	
アクション・リンクや分析などのコンテンツを含めるために、列内で使用します。必要な数のセクションを列にドラッグ・アンド・ドロップできます。


	
アラート・セクション

	
エージェントからのアラートが存在する場合に、これを表示するためのセクションを追加するために使用します。

手動でこのセクションを配置しなかった場合は、ユーザーの「マイ・ダッシュボード」の最初のページにセクションが自動的に追加されます。ユーザーの「マイ・ダッシュボード」の最初のページにある「アラート・セクション」の表示を無効化することはできません。追加のダッシュボード・ページに「アラート・セクション」を追加すると、両方のダッシュボード・ページに「アラート・セクション」が表示されます。


	
アクション・リンク

	
アクション・リンクを追加するために使用します。アクション・リンクは、分析、ダッシュボード・ページまたはKPIに埋め込まれたリンクで、クリックすると関連付けられているアクションが実行されます。

詳細は、第11章「アクションの使用方法」を参照してください。


	
アクション・リンク・メニュー

	
アクション・リンク・メニューを追加するために使用します。アクション・リンク・メニューを使用すると、アクション・リンクのリストから実行するアクションを選択できます。

詳細は、第11章「アクションの使用方法」を参照してください。

ヒント: 一度アクション・リンク・メニューに追加したものの、メニューに表示する必要がなくなったアクション・リンクは、単純にページの別の場所にドラッグ・アンド・ドロップできます。


	
リンクまたはイメージ

	
テキスト・リンクおよびイメージ・リンクを追加して、ユーザーがクリックしたときに何が起こるかを指定するために使用します。たとえば、ユーザーが別のWebサイトやダッシュボードに移動する、ドキュメントが開く、アプリケーションが起動する、ブラウザでサポートされているその他のアクションが実行される、などを指定できます。リンクを使用せずにイメージやテキストのみを追加することもできます。


	
埋込みコンテンツ

	
埋込みコンテンツを追加するために使用します。リンクをクリックしてアクセスするコンテンツとは対照的に、埋込みコンテンツは、ダッシュボード内の(フレームと呼ばれる)ウィンドウ内に表示されます。一般的に埋込みの対象となるコンテンツには、分析、Excelチャート、ドキュメント、Webサイト、Webサイトのティッカなどがあります。ダッシュボードにコンテンツを埋め込むと、必要なHTMLがターゲット・コンテンツに自動的に追加されます。

分析はデフォルトで埋め込まれます。ダッシュボードに分析を埋め込むことにより、分析は自動的に実行され、結果がダッシュボードに表示されます。これによって、現在の結果にアクセスできます。

注意: サードパーティのWebサイトの中には、サイトの作成方法が原因で別のWebページ内に埋め込むことができないものがあります。埋め込んだWebサイトの表示が予想外の結果になった場合は、Oracle Business Intelligenceの画面が再表示されるまでブラウザの「戻る」ボタンをクリックするか、ブラウザを閉じてからもう一度開く必要があります。その後、埋め込んだWebサイトをダッシュボードから削除します。


	
テキスト

	
プレーン・テキストまたはHTML(組織で許可されている場合)を追加するために使用します。

組織でHTMLの追加が許可されているかどうかは、管理者に問い合せてください。

埋込みコンテンツ(ブラウザ内のウィンドウに表示されるコンテンツ)を追加するには、かわりに「埋込みコンテンツ」オブジェクトを使用します。「埋込みコンテンツ」機能を使用してターゲットの名前および場所を指定すると、必要なHTMLが自動的に周囲に配置されます。


	
フォルダ

	
カタログ・フォルダおよびその内容のビューを追加するために使用します。たとえば、頻繁に実行する保存済分析のコレクションが含まれるフォルダを追加するとします。この場合、ダッシュボードからフォルダを開いて保存済リクエストにナビゲートし、クリックして実行できます。














ダッシュボード・ページ

ダッシュボード・ページを使用して、ダッシュボードの表示およびナビゲートを行います。




	
注意:

コンテンツ設計者は、ダッシュボード・ページの実行を遅延するように指定できます。それらのページに対しては、分析の実際のコンテンツは最初にロードされません。かわりに、ロードされなかったオブジェクトに関するメッセージおよび静的情報が表示されます。
このメッセージには、ページが完全にはロードされなかったことが示され、プロンプト値を選択して「続行」ボタンをクリックするようにとの指示が表示されます。「続行」をクリックすると、指定したプロンプト値を使用して、ページのコンテンツが再ロードされます。プロンプト値を指定しないと、デフォルトのプロンプト値が使用されます。

ダッシュボード・ページの実行の遅延を参照してください。









詳細は、次の項目を参照してください。

	
ダッシュボードとは


	
ダッシュボードのオープンと使用





コンポーネント


ページ・タブ

ビューアの最上部に並ぶタブを使用して、表示およびナビゲートするダッシュボード・ページを選択します。


ツールバー

ツールバーには、次のオプションを表示する「ページ・オプション」ボタンが表示されます。

	
ダッシュボードの編集 - このボタンを使用して「ダッシュボード・ビルダー」を表示すると、ダッシュボードを変更できますが、適切な権限が必要です。

個人および共有のダッシュボードを変更するための権限は、管理者によって付与されます。

「ダッシュボード・ビルダー」の詳細は、「ダッシュボード・ビルダーとは」を参照してください。


	
印刷 - ダッシュボード・ページに対して使用できる印刷オプションが表示されます。使用可能なオプションは次のとおりです。

	
印刷可能PDF - このオプションを使用して、標準レイアウトを使用してPDFを印刷します。


	
印刷可能HTML - このオプションを使用して、標準レイアウトを使用してHTMLを印刷します。


	
1つ以上のカスタム印刷レイアウト。

カスタム印刷レイアウトを使用すると、ダッシュボード・コンテンツの高品質な印刷ができるようになります。カスタム印刷レイアウトの詳細は、ダッシュボード・ページを印刷およびエクスポートするためのカスタム・レイアウトの作成についてを参照してください。




ダッシュボード・ページを印刷する方法は、ダッシュボード・ページの印刷を参照してください。


	
Excelにエクスポート - ダッシュボード・ページに対して使用できるエクスポート・オプションが表示されます。使用可能なオプションは次のとおりです。

	
現在のページのエクスポート - このオプションを使用して、現在のダッシュボード・ページをMicrosoft Excel 2007以降にエクスポートします。


	
ダッシュボード全体のエクスポート - このオプションを使用して、ダッシュボード全体をMicrosoft Excel 2007以降にエクスポートします。


	
1つ以上のカスタム・エクスポート・レイアウト。

カスタム・エクスポート・レイアウトを使用するとExcel用にカスタマイズされたダッシュボード・コンテンツをエクスポートできます。カスタム・エクスポート・レイアウトの詳細は、ダッシュボード・ページを印刷およびエクスポートするためのカスタム・レイアウトの作成についてを参照してください。




Excelにエクスポートするとき、ダッシュボードの状態(プロンプトやドリルなど)は保持されます。

ダッシュボード全体をエクスポートすると、各ページはExcelワークブックのそれぞれ個別のシートに含められ、各シートにはそれに対応するダッシュボード・ページの名前が付けられます。

分析およびダッシュボード・フォント・サイズがピクセル単位でExcelフォント・サイズがポイント単位なので注意してください。そのため、分析またはダッシュボードからExcelにエクスポートすると、フォント・サイズが分析またはダッシュボード・フォント・サイズの75%に縮小されます。

ダッシュボードまたはダッシュボード・ページをExcelにエクスポートする方法は、ダッシュボードおよびダッシュボード・ページのエクスポートについてを参照してください。


	
リフレッシュ - このオプションを使用して、ダッシュボード・ページに含まれている分析の結果をリフレッシュします。


	
ブリーフィング・ブックに追加 - (このオプションは、空のダッシュボード・ページ、または「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログの「「ブリーフィング・ブックへの追加」の表示」ボックスがページに対して選択されていない場合は使用できません。)このオプションを使用して「ブリーフィング・ブックのコンテンツの保存」ダイアログを表示すると、ダッシュボード・ページのコンテンツをブリーフィング・ブックに追加できます。

詳細は、ブリーフィング・ブックとはおよび新規または既存のブリーフィング・ブックへのコンテンツの追加を参照してください。


	
ブックマーク・リンクの作成 - このオプションを使用して、ブックマーク・リンクを作成します。

分析でのドリル操作が、(ダッシュボードに直接新しい結果を表示するのではなく) ダッシュボードの内容を新しい結果に置き換えるように設定されている場合、「ブックマーク・リンクの作成」は、「ページ・オプション」メニューのオプションとしてではなく、新しい結果の下にリンクとして表示されます。(分析でのドリルの作用を指定するには、セクションの「プロパティ」メニューの「その場でドリル」オプションを使用します。)詳細は、オブジェクトの「プロパティ」ボタンを参照してください。

このオプションは、管理者によって無効化されている場合は使用できません。このオプションの表示の制御方法は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のダッシュボード・ページへのリンクを作成する機能の有効化に関する項を参照してください。

詳細は、ブックマーク・リンクとはおよびダッシュボード・ページへのリンクの作成を参照してください。


	
プロンプト・リンクの作成 - このオプションを使用して、プロンプト・リンクを作成します。

このオプションは、管理者によって無効化されている場合は使用できません。このオプションの表示の制御方法は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のダッシュボード・ページへのリンクを作成する機能の有効化に関する項を参照してください。

詳細は、プロンプト・リンクとはおよびダッシュボード・ページへのリンクの作成を参照してください。


	
保存されたカスタマイズの適用 - このオプションを使用して、保存されたカスタマイズ(個人の保存済カスタマイズまたは共有の保存済カスタマイズ)を適用します。

詳細は、保存されたカスタマイズの適用を参照してください。


	
現在のカスタマイズの保存 - このオプションを使用して、現在のカスタマイズを保存します。




	
注意:

スコアカードで参照されるKPIディメンション用に固定した値は、このオプションでは保存されません。値の固定の詳細は、「ディメンションおよび固定済ディメンション値とは」を参照してください。







詳細は、カスタマイズの保存を参照してください。


	
保存済カスタマイズの編集 - 「保存済カスタマイズの編集」ダイアログが表示され、保存したカスタマイズの詳細を編集できます。

詳細は、保存済カスタマイズの編集を参照してください。


	
マイ・カスタマイズのクリア - このオプションを使用して、現在のカスタマイズをクリアします。

詳細は、現在のカスタマイズのクリアを参照してください。











「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、ダッシュボードおよびダッシュボード・ページのプロパティを変更します。

詳細は、ダッシュボードとそのページのプロパティの変更を参照してください。


コンポーネント


スタイル

このオプションを使用して、ダッシュボードのスタイルを選択します。スタイルは、テキストやリンクの色、テキストのフォントやサイズ、表の枠、チャートの色や属性など、ダッシュボードと結果の表示用の書式設定を制御します。

選択できるスタイルには、オラクル社が提供するスタイルおよび管理者が提供するカスタム・スタイルが含まれます。


説明

このフィールドを使用して、ダッシュボードの説明を入力します。説明は、管理者がCatalog Managerを使用する際に表示されます。ダッシュボードには表示されません。


ページ・サイズ

これらのオプションを使用して、ダッシュボード・ページのサイズを設定する方法を指定します。

	
内容に合せる - このオプションでは、折返しなしのコンテンツにコンテナのサイズが設定されます。コンテンツに合せるのに必要なサイズよりブラウザ・ウィンドウが小さい場合、スクロール・バーが表示されます。具体的には、次のように処理されます。

	
各列の最大セクションにダッシュボード列のサイズを設定します。


	
ブラウザ・ウィンドウのコンテンツの右側にスペースを追加します。


	
デフォルトでは、列およびセクション内のコンテンツを左に揃えます。


	
ページで最も幅の広い行にすべての行の幅をあわせて、1つの行に複数の列がある場合は右側に寄せます




このオプションが、新規ダッシュボードのデフォルトになります。


	
ブラウザ・ウィンドウまで最大サイズ化 - このオプションでは、次の処理が行われます。

	
各列の最大セクションにダッシュボード列のサイズを設定します。


	
ブラウザ・ウィンドウに横方向のスペースが余っている場合、列(特定の絶対サイズが指定された列を除く)およびセクションをブラウザ・ウィンドウのサイズまで最大化するように比例拡張します。

すべての列に特定の絶対サイズが指定されている場合、余っているスペースは列間および列の周囲で均等に配分されます。

絶対サイズが指定されている列と指定されていない列がある場合、指定されていない列はブラウザ・ウィンドウのサイズまで最大化するように比例拡張されます。


	
デフォルトでは、列およびセクション内のコンテンツを中央に揃えます。







ダッシュボード・ページのコンテナ(列またはセクション)のサイズを設定する方法を指定することもできます。詳細は、「列のプロパティ」ダイアログまたは「セクションのプロパティ」ダイアログを参照してください。


フィルタと変数: 編集

「フィルタと変数」見出しに隣接するこのボタンをクリックして「ダッシュボードのフィルタと変数」ダイアログを表示すると、ダッシュボード全体に非表示の名前付きプロンプトを追加できます。ダッシュボードまたはダッシュボード・ページへの非表示のダッシュボード・プロンプトの追加を参照してください。


ダッシュボード・レポート・リンク: 編集

このボタンを使用して「レポート・リンク」ダイアログを表示すると、個別のダッシュボード・ページや分析に対してカスタマイズ済の設定が指定されている場合を除いて、ダッシュボード・ページに含まれるすべての分析に表示されるリンクを選択できます。


「適用」ボタンのプロンプト

このリストを使用して、実行時にダッシュボードにプロンプトの「適用」ボタンを含めるか除外するかを指定します。この設定はダッシュボード全体に適用されますが、「ダッシュボード・ビルダー」を使用することで、個々のダッシュボード・ページでこの設定をオーバーライドできます。次のオプションに注意してください。

	
ページ設定の使用 - ダッシュボードのページ設定で定義されたとおりに「適用」ボタンを使用する場合は、このオプションを選択します。ダッシュボードのページ設定は、「ダッシュボード・ビルダー」ツールバーで指定します。


	
すべての「適用」ボタンの表示 - ダッシュボードのページ設定の「適用」ボタンのプリファレンスをオーバーライドし、ダッシュボードおよび埋込み分析に含まれているプロンプトの「適用」ボタンを表示する場合は、このオプションを選択します。


	
すべての「適用」ボタンの非表示 - ダッシュボードのページ設定の「適用」ボタンのプリファレンスをオーバーライドして、ダッシュボードおよび埋込み分析に含まれるプロンプトの「適用」ボタンを非表示にする場合は、このオプションを選択します。





「リセット」ボタンのプロンプト

このリストを使用して、実行時にダッシュボードにプロンプトの「リセット」ボタンを含めるか除外するかを指定します。「リセット」ボタンでは、ユーザーは「最後に適用した値にリセット」、「デフォルト値にリセット」および「すべてクリア」の3つのリセット・オプションを使用できます。「「リセット」ボタンのプロンプト」の設定はダッシュボード全体に適用されますが、個々のダッシュボード・ページでこの設定をオーバーライドできます。

次のオプションに注意してください。

	
ページ設定の使用 - ダッシュボードのページ設定に定義されているとおりに「リセット」ボタンを使用する場合は、このオプションを選択します。これらのページ設定は、「プロンプト」エディタの「表示」ペインにある「編集」ボタンをクリックすると表示される「ページ設定の編集」ダイアログで指定します。


	
すべての「リセット」ボタンの表示 - ダッシュボードのページ設定の「リセット」ボタンのプリファレンスをオーバーライドし、ダッシュボードおよび埋込み分析に含まれているプロンプトの「リセット」ボタンを表示する場合は、このオプションを選択します。


	
すべての「リセット」ボタンの非表示 - ダッシュボードのページ設定の「リセット」ボタンのプリファレンスをオーバーライドして、ダッシュボードおよび埋込み分析に含まれるプロンプトの「リセット」ボタンを非表示にする場合は、このオプションを選択します。





オートコンプリートのプロンプト

このオプションを使用して、ダッシュボードのオートコンプリート機能を有効または無効にします。有効化すると、Oracle BI EEによって、ダッシュボードのプロンプト選択フィールドへのユーザー入力時に、一致するプロンプト値が提示および強調表示され、「値の選択」ダイアログの一致するプロンプト値が強調表示されます。オートコンプリートとはを参照してください。


ダッシュボード・ページ

ダッシュボード内のページが表示されます。この領域を使用して、ダッシュボード・ページ上の操作(非表示化や名前の変更など)を実行します。その際には、ダッシュボード・ページのツールバー・ボタンを使用します。


ダッシュボード・ページのツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
名前の変更 - このボタンを使用して名前の変更ダイアログを表示すると、ダッシュボード・ページの新しい名前を指定できます。


	
デフォルトのフィルタと変数を取得するためのプロンプトの選択 - このボタンを使用して「フィルタと変数 - ページ」ダイアログを表示すると、ダッシュボード・ページに非表示の名前付きプロンプトを追加できます。ダッシュボードまたはダッシュボード・ページへの非表示のダッシュボード・プロンプトの追加を参照してください。


	
権限 - このボタンを使用して「権限」ダイアログを表示すると、ダッシュボード・ページのコンテンツへのアクセス・レベルをアカウントごとに指定できます。

「権限」ボタンは、ユーザーIDにセキュリティ機能へのアクセス権限が付与されている場合にかぎり、共有のダッシュボードのみに表示されます。


	
削除 - このボタンを使用して、ダッシュボードからページを削除します。ボタンをクリックすると、削除の確認を促すページが表示されます。


	
共有のカスタマイズを保存できるユーザーの指定 - このボタンを使用して「権限」ダイアログを表示すると、ページの共有のカスタマイズを保存できるアカウントを指定できます。


	
デフォルト・カスタマイズを割り当てることができるユーザーの指定 - このボタンを使用して「権限」ダイアログを表示すると、ページのデフォルトのカスタマイズを割り当てることができるアカウントを指定できます。

これらの権限の設定の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のダッシュボードに保存されたカスタマイズ・オプションへのアクセス権の制御に関する項を参照してください。







	
注意:

これらの操作は、このダイアログの「取消」をクリックしても元に戻せません。








ページの非表示

このボックスを使用して、ダッシュボードの表示時にページが表示されるかどうかを指定します。このオプションは、変更作業が完了するまで、作業中のダッシュボード・ページがユーザーに表示されないようにする場合に便利です。このオプションを選択しても、そのページを現在表示しているユーザーには、ページがそのまま表示されます。


「ブリーフィング・ブックへの追加」の表示

このボックスを使用して、ページの「ページ・オプション」メニューに「ブリーフィング・ブックに追加」オプションを含めるかどうかを指定します。「ブリーフィング・ブックに追加」オプションの詳細は、ダッシュボード・ページを参照してください。


開く前にプロンプト

このボックスを使用して、ページの実行を表示するかどうかを指定します。詳細は、ダッシュボード・ページの実行の遅延を参照してください。


並替え

これらのボタンを使用して、ダッシュボードのページの順序を指定します。

	
ダッシュボード・ページをリストの上へ移動するには、「上に移動」ボタンをクリックします。

これにより、ダッシュボード上のページのタブは左に移動します。


	
ダッシュボード・ページをリストの下へ移動するには、「下に移動」ボタンをクリックします。

これにより、ダッシュボード上のページのタブは右に移動します。











「定義」ペイン

このペインを使用して、プロンプトの列の追加、整理および管理を行います。列プロンプト、イメージ・マップ、通貨プロンプトおよび変数プロンプトを使用できます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
列プロンプトの作成


	
通貨プロンプトの作成


	
イメージ・プロンプトの作成


	
変数プロンプトの作成




このペインは「プロンプト」エディタの一部です。


コンポーネント


定義表

この表を使用して、プロンプトの列に関する高水準の情報を表示します。また、この表を使用して、編集または削除する列の選択、ユーザーへのプロンプトの表示順序の設定、またはプロンプト項目間への行または列区切りの挿入を行います。

定義表には次のコンポーネントがあります。

	
ラベル - この列には、プロンプト項目の作成時に指定したプロンプト・ラベルが表示されます。このフィールドは読取り専用です。このフィールドを編集するには、表の行を選択して「編集」ボタンをクリックします。


	
タイプ - この列には、プロンプト項目に対応するプロンプト・タイプが表示されます。プロンプト・タイプには列、イメージ、通貨および変数があります。このフィールドは読取り専用です。


	
プロンプト対象 - この列には、プロンプト項目に対応するデータ列が表示されます。このフィールドは読取り専用です。


	
説明 - この列には、「プロンプトの編集」ページまたは「新規プロンプト」ページに入力した項目の説明が表示されます。この列は、フィールドにカーソルを置いて入力することで編集できます。


	
必須: この列に緑色のチェック・マークがある場合は、このプロンプト項目に対して値を選択または入力する必要があります。コンテンツ設計者は、「新規プロンプト」ダイアログの「ユーザー入力が必要」ボックスを選択することで、必要に応じてプロンプトを指定します。この列にチェック・マークが表示されていない場合、ユーザーが値を選択または入力する必要はなく、プロンプト項目をスキップできます。このフィールドは読取り専用です。


	
新規行、新規列 - この列は、プロンプト内の項目がページ上でどのように編成されるかを示します。ツールバーの「行ベースのレイアウト」ボタンまたは「列ベースのレイアウト」ボタンのいずれかをクリックすると、必要なレイアウト・オプションを指定できます。行ベースのレイアウトでは、プロンプトが水平方向に編成されるのでスペースを節約できます。列ベースのレイアウトでは、整理された列にプロンプトが整列されます。プロンプトのレイアウト方法を選択したら、次に、定義表の「新規行」または「新規列」列で、プロンプト・ページに新規列または新規行を追加する場所に対応するボックスを選択します。





ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
プレビュー - このボタンを使用して、プロンプトのレイアウトを表示します。このプレビュー・バージョンは新しいブラウザに表示され、静的です。


	
新規 - このボタンをクリックして、列をプロンプトに追加します。このボタンをクリックした後、追加するプロンプト・タイプ(たとえば、「列プロンプト」または「イメージ・プロンプト」)を選択します。

「新規」ボタンをクリックした後にどのページが表示されるかは、選択したプロンプト項目のタイプに応じて異なります。次の点に注意してください。

	
「列プロンプト」、「変数プロンプト」または「通貨プロンプト」を選択した場合は、「新規プロンプト」ダイアログが表示されます。

「通貨プロンプト」オプションは、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の通貨オプションの構成に関する項に記載のとおり、管理者がuserpref_currencies.xmlファイルを構成している場合にのみ使用できます。


	
「イメージ・プロンプト」を選択した場合は、「イメージ・マップ・プロンプトのプロパティ」ダイアログが表示されます。





	
開く - このボタンをクリックして「開く」ダイアログを表示すると、保存済のカタログ・オブジェクトを開くことができます。


	
行ベースのレイアウト - このボタンをクリックして、プロンプト・ページの行ベースのレイアウトを指定します。行ベースのレイアウトでは、プロンプトが水平方向に編成されるのでスペースを節約できます。このボタンをクリックすると、定義表に「新規行」列が、列のセルのチェック・ボックスとともに表示されます。このチェック・ボックスを使用して、どのプロンプト項目の時点で、新しい行をプロンプト・ページに追加するかを指定します。


	
列ベースのレイアウト - このボタンをクリックして、プロンプト・ページの列ベースのレイアウトを指定します。列ベースのレイアウトでは、整理された列にプロンプトが整列されます。このボタンをクリックすると、定義表に「新規列」列が、列のセルのチェック・ボックスとともに表示されます。このチェック・ボックスを使用して、どのプロンプト項目の時点で、新しい列をプロンプト・ページに追加するかを指定します。


	
改ページを挿入 - このボタンをクリックして、選択したプロンプト項目の後に新規プロンプト・ページを挿入します。この機能を使用すると、定義表の「新規列」および「新規行」オプションとともに、複雑なプロンプトを直観的で使用しやすいインタフェースにすることができます。

新規プロンプト・ページを挿入し、表内のページの行を強調表示して「編集」ボタンをクリックすると、「ページ設定の編集」ダイアログが表示されます。このダイアログを使用すると、ページのタイトル、インストラクションおよびページの書式設定を変更できます。


	
編集 - このボタンをクリックして「新規プロンプト」ダイアログを表示すると、プロンプトの設定を変更できます。たとえば、列の表示オプションを「ラジオ・ボタン」から「チェック・ボックス」に変更するには、このボタンをクリックします。


	
削除 - このボタンをクリックして、定義表で選択したプロンプト項目を削除します。











「ディメンション固定」ダイアログ

このダイアログを使用して、1つ以上のKPIディメンションの値を固定(設定)します。KPIディメンションの値を設定するのは、たとえば、ディメンションが設定された1つ以上のKPIを含む戦略マップをダッシュボードに追加する場合などです。

固定はオプションです。通常のディメンションの場合は、ディメンションを固定せず、データが視点の設定によって制御されるようにするのが適切です。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
KPIとは


	
ディメンションおよび固定されたディメンション値とは





コンポーネント


ディメンション・リスト

固定するディメンションのリストが表示されます。

ディメンションを固定するには、ディメンションの右にある下向き矢印をクリックして、次のオプションのいずれかを選択します。

	
特定の値または複数の値。


	
変数の使用 - このオプションを使用して「変数の選択」ダイアログを表示すると、値の設定に使用する変数を指定できます。変数の詳細は、変数の使用を参照してください。


	
非固定 - このオプションを使用して、最初はすべてのディメンション値を使用することを指定します。ただし、ダッシュボード・ページ、スコアカードまたはKPI監視リストにコントロールが含まれている場合は、動的に値を変更してデータを参照できます。


	
検索 - このオプションを使用して「メンバーの検索」ダイアログを表示すると、KPIディメンションを固定する1つ以上の値を選択できます。











「表示」ペイン

このペインを使用して、プロンプトのレイアウトおよび設計を表示します。「表示」ペインは、「定義」ペインを使用してプロンプト項目を配置したり、「プロンプト」エディタを使用してプロンプト項目の追加や変更を行うと更新されます。「表示」ペインに表示される項目はプロンプトのデータ・ソースにアクセスしないため、これらの項目には列のデータ選択オプションは含まれません。データ選択オプションを使用してプロンプトをテストし、生成されるダッシュボードまたは分析を表示するには、「プレビュー」をクリックします。

プロンプトの作成および追加の詳細は、次の項を参照してください。

	
列プロンプトの作成


	
通貨プロンプトの作成


	
イメージ・プロンプトの作成


	
変数プロンプトの作成




このペインは「プロンプト」エディタの一部です。


コンポーネント


編集

このボタンを使用して「ページ設定の編集」ダイアログにアクセスすると、プロンプト・ページのタイトルと指示文、およびテキストと表の書式(フォント・サイズ、セルの色、境界の幅など)を指定できます。








「編集」ダイアログ

このダイアログを「値の選択」ダイアログの一部として使用して、値を操作します。


コンポーネント


編集

この領域を使用して、次の方法で値を操作します。

	
選択済の値のリストに値を入力する。


	
前に保存されたリスト(たとえば、Excel形式の値のリスト)から、選択済の値のリストへ値をコピーする。


	
選択済の値のリストから値をコピーする。




入力した値を区切るには、改行([Enter]キー)または縦線(|)記号を使用します。コピーした値を区切るには、改行([Enter]キー)、縦線(|)記号またはタブを使用します。

フォーカスを「OK」ボタンに移動するには、[Tab]キーを押します。








「背景マップの編集」ダイアログ

このダイアログを使用して、「管理」: マップ・データの管理ページの「背景マップ」タブのマップを編集します。背景マップを編集する前に、「レイヤー」タブを使用してレイヤーを追加します。背景マップは非インタラクティブ・マップで、マップ・ビューの基礎として機能します。衛星イメージまたは道路地図が表示される場合があります。(背景マップは、MapViewerではタイルと呼ばれます。)

詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のマップの管理に関する項を参照してください。


コンポーネント


名前

このフィールドを使用して、マップの名前を入力します。


場所

MapViewerから、データ・ソースにある背景マップの場所が表示されます。「場所」ボタンをクリックすると、別のマップをインポートするための「背景マップのインポート」ダイアログが表示されます。含まれるズーム・レベルの数が異なる背景マップを選択すると、マップに関連付けられているレイヤーにあわせて範囲が自動的にスケーリングされて調整されます。


説明

このフィールドを使用して、マップの説明を入力します。説明は次の場所に表示されます。

	
「管理」: 「マップ・データの管理」ページの「背景マップ」タブ。


	
マップ・ビューの編集時にリストからマップを選択するときに表示されるマップのツールチップ。





「インタラクティブなBIレイヤーと機能レイヤー」領域

この領域を使用して、Oracle Databaseまたは他の非BI関連コンテンツ(機能レイヤーと呼ばれる)のどちらかの使用可能なマップ・レイヤーおよびそのズーム・レベルを指定します。マップの追加後に初めてこのダイアログを表示すると、「レイヤー」タブで指定した適切なレイヤーおよびそのズーム・レベルのデフォルト設定がこの領域にリストされます。

機能レイヤーはマップ上の事前定義済スタイルのオーバーレイに使用され、小さな黄色と黒のひし形のアイコンで示されます。

レイヤーは、マップへの適用順序に基づいて下から上へリストされます。たとえば、国、州、市区町村という順序になります。通常、下位レイヤーの方がズーム・レベルが低くなります。たとえば、州レイヤーと市区町村レイヤーでは、州のズーム・レベルが市区町村より低くなります。

この領域には次のコンポーネントが含まれています。

	
「レイヤーの追加」ボタンをクリックして、インポートされたレイヤーのリストを「レイヤー」タブに表示し、マップに追加するレイヤーを選択します。マップ定義の一部であるレイヤーをMapViewerから追加した場合、レイヤーはデフォルトのズーム・レベルで表示されます。レイヤーがマップ定義に含まれない場合は、ズーム・レベルを指定します。


	
「ズーム・レベルによるレイヤーのソート」ボタンをクリックして、マップの表示モードに基づいてレイヤーを昇順または降順にリストします。ここで指定したソート順は、マップでのレイヤーの適用順序には影響しません。ただし、ズーム・レベルに影響します。たとえば、州レイヤーのズーム・レベルが1から3で、市区町村レイヤーが4から9のようになります。下位レイヤーの方が、ズーム・レベルの数値が低くなります。指定したズーム・レベルは、マップのズーム・スライダに表示される目盛マークに対応します。

「レイヤーの編集」ダイアログを使用してBI列に関連付けられたレイヤーと、関連付けられていないレイヤーの両方を含めることができます。BIレイヤーは、非BIレイヤーより必ず上位の順序にしてください。非BIレイヤーがBIレイヤーより上位の順序になっていると、マップでは、下位のBIレイヤーの上に非BIレイヤーが表示されるので、BIレイヤーがインタラクティブでなくなります。


	
「レイヤー表示をオンにする」または「レイヤー表示をオフにする」ボタンをクリックして、マップでのレイヤーの表示モードを制御します。これらのボタンを使用して、このダイアログの「プレビュー」マップのみでレイヤーを表示するかどうかを指定します。マップ・ビューではレイヤーは表示されます。表示モードをオフに設定しても、レイヤーのズーム・レベルを変更できます。


	
レイヤーのズーム・レベルの下にあるセルをクリックして、次のいずれかを表示します。

	
青いセルの間にある青いセルをクリックし、「左をクリア」ボタンおよび「右をクリア」ボタンを使用してポップアップ・メニューを表示すると、どちらかの方向のズーム・レベルを変更できます。たとえば、ズーム・レベル4のセルをクリックして右の消しゴムをクリックすると、そのズーム・レベルに関して、右にあるすべてのセルがクリアされます。


	
一連の青いセルの端にあるセルをクリックすると、そのセルが白に変わります。これは、このセルがズーム・レベルの一部ではなくなったことを示します。


	
白いセルをクリックすると、既存の青いセルの片側で、ズーム・レベルが増加します。たとえば、4から6のセルがズーム・レベルを反映する青色であるとします。ここで2のセルをクリックすると、ズーム・レベルは2から6になります。




レイヤーに対してズーム・レベルを設定しない場合、レイヤーはマップに表示されません。


	
レイヤー名にカーソルを移動すると「詳細」メニューが表示され、次を選択できます。

	
削除 - 「インタラクティブなBIレイヤー」領域からレイヤーを削除します。削除したレイヤーは「レイヤー」タブでは引き続き使用可能なため、この領域に追加できます。


	
「上に移動」または「下に移動」 - レイヤーを上下に移動して、マップへのレイヤーの適用順序を指定できます。


	
デフォルト表示にリセット - このレイヤーの現在の表示範囲を、基礎となるマップ定義で定義されたとおりにリセットします。レイヤーがネイティブにマップに関連付けられていない場合、このオプションはそのレイヤーに対して無効になります。





	
ズーム・レベルのボックス列を囲む黄色の境界を使用して、マップ領域に現在表示されているズーム・レベルを判別します。





「マップ」領域

この領域を使用して、ユーザーに表示されるマップの外観を指定します。パン・コントロールおよびズーム・コントロールを使用して、マップの表示を変更します。ズーム・スライダにカーソルを移動すると、そのズーム・レベルに現在関連付けられているレイヤーの名前を示す、ツールチップが表示されます。








「ブリーフィング・ブックの編集」ダイアログ

このダイアログを使用して、ブリーフィング・ブックを編集します。コンテンツの並替え、コンテンツの削除、およびコンテンツ・タイプ、たどるナビゲーション・リンクの数、コンテンツの説明の変更を行います。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ブリーフィング・ブックとは


	
ブリーフィング・ブックの編集





コンポーネント


コンテンツ

ブリーフィング・ブックのコンテンツが表示されます。コンテンツを編集または削除するには、コンテンツを選択してツールバー・ボタンを使用します。コンテンツを並べ替えるには、コンテンツを選択して目的の位置へドラッグ・アンド・ドロップします。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
ページの編集 - このボタンを使用して「ページのプロパティ」ダイアログを表示すると、現在選択されているコンテンツのタイプ、たどるナビゲーション・リンクの数、および説明を変更できます。


	
ページの削除 - このボタンを使用して、現在選択されているコンテンツを削除します。








関連トピック



新規または既存のブリーフィング・ブックへのコンテンツの追加

ブリーフィング・ブックのダウンロード

ダッシュボード・ページへのブリーフィング・ブックのリストの追加

エージェントを使用したブリーフィング・ブックの配信






「列式の編集」ダイアログ

このダイアログでは次のことを行えます。

	
列のフォルダ、および列の見出し用のカスタム・テキストを指定する。


	
属性列またはメジャー列の列合計の集計ルールを指定します。


	
属性列またはメジャー列の式を編集する。列式は、列値が何を表すかを指定します。この式を編集することで、様々な方法で分析結果を示すことができます。


	
実際のKPI値、ターゲット値およびしきい値を計算する式を作成する。


	
計算済メジャーを作成する。




見出しのカスタマイズ、集計ルールの指定、または階層列や階層レベルの式の編集は行えませんが、属性列またはメジャー列の式の中で階層列を指定できます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
列の式の編集


	
KPIとは


	
計算済メジャーの使用





コンポーネント


式

「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブを使用して、見出しのカスタマイズ、集計ルールの指定、および列式の編集を行います。


Bin

「列式の編集」ダイアログ: 「Bin」タブを使用して、列の値を組み合せてセットにします。








「列式の編集」ダイアログ: 「Bin」タブ

「列式の編集」ダイアログのこのタブを使用してbinを実行すると、列の値を組み合せてセットにすることができます。たとえば、「地域」列に「東部」という値があるとします。列データの表示ビューに表示されるこの値のテキストとして、かわりに「地元地域」を指定できます。

binはグループとは異なります。グループではグループの一部である各メンバーがビューに表示されます。詳細は、「グループとは」を参照してください。

詳細は、列の式の編集を参照してください。


コンポーネント


Binの追加

このボタンを使用して「新規フィルタ」ダイアログを表示すると、「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブの「式」領域にCASE文として表示されるフィルタ式を作成できます。

任意の列の複数の値または値の範囲を組み合せてbinにすることができます。binを追加して名前を付けると、結果セット内でbinを構成する様々な値のすべてのインスタンスが、そのbin名に置き換えられます。集計も適宜実行されます。たとえば、1千万ドル($10M)を超えるすべての値が「My10M」と表示されるように指定できます。





Binリスト

「Binの追加」ボタンを使用してこの列に対して作成したbinのリストが表示されます。このリストに含まれる次のボタンを使用します。

	
ビン・フィルタの編集 - 「フィルタの編集」ダイアログが表示され、ビンのフィルタを編集できます。


	
Bin名の編集 - binの名前を編集できるダイアログが表示されます。


	
削除 - リストからbinを削除します。


	
「上に移動」または「下に移動」 - binをリスト内の1つ上または1つ下の位置に移動します。リストでのbinの順序は重要です。特定の値を複数のbinに含めることが可能です。ただし、その値が使用されるのは、値が含まれる最初のbinのみです。





その他の値すべてにbinを作成

このボックスを使用して、Binリストに「その他の値すべて」というエントリを作成すると、このbinの名前を入力できるダイアログが表示されます。このbinには、リスト内の別のbinにはまだ含まれていないすべての値が含まれます。このbinのフィルタは編集できません。このbinの順序も変更できません。このbinはリストの最後に配置する必要があります。


結果を数値または数値式として処理

このボックスを使用して、binされた指定の数値を、デフォルトのテキストとしてではなく数値として処理することを指定します。たとえば、bin名として35を指定したとします。このボックスを選択していない場合、ビューに表示される際に、この名前は数値の35としてではなく、テキストとして処理されます。このボックスを選択した場合、値35は数値として処理され、データ型固有の操作(ソートなど)に作用します。


すべてクリア

このボタンを使用して、作成したbinを削除します。このボタンをクリックすると、「式」タブの式に含まれるCASE文を保持するかどうかの判断を促すメッセージが表示されます。

	
「はい」を選択した場合は、「Bin」タブからすべてのbinがクリアされますが、「式」タブでCASE文を編集できます。


	
「いいえ」を選択した場合は、すべてのbinがクリアされ、「式」タブ上の式がデフォルト値に戻ります。





注意

	
「式」タブの「式」領域にあるボタン・バーは、「Bin」タブには影響しません。ただし、「Bin」タブを使用してCASE文を作成した場合は、「列式」タブをクリックするとボタン・バーが非表示になります。ボタン・バーはすべてのbinをクリアした場合のみ表示されます。











「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブ

「列式の編集」ダイアログのこのタブを使用して、次のことを行います。

	
列および列のフォルダの見出し用のカスタム・テキストを指定する。


	
属性列またはメジャー列の列合計の集計ルールを指定します。


	
属性列またはメジャー列の式を編集する。列式は、列値が何を表すかを指定します(例: "Sales Measures"."Dollars")。この式を編集することで、様々な方法で分析結果を示すことができます。


	
実際のKPI値、ターゲット値およびしきい値を計算する式を作成する。


	
計算済メジャーを作成する。




詳細は、次の項目を参照してください。

	
列の式の編集


	
KPIの評価方法


	
計算済メジャーの使用


	
変数の使用




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「式の編集」ダイアログ

「新規計算済メジャー」ダイアログ

コンポーネント


フォルダ見出し

KPIには使用できません。

このフィールドを使用して、列フォルダの見出しのテキストを入力します。このフィールドを有効化するには、「カスタムの見出し」ボックスを選択します。


列見出し

KPIまたは新規計算済メジャーには使用できません。

このフィールドを使用して、列のデータが反映されるように見出しをカスタマイズします。このフィールドを有効化するには、「カスタムの見出し」ボックスを選択します。たとえば、列見出しを「売上10%増加」に変更するには、「カスタムの見出し」ボックスを選択して「列見出し」フィールドに「売上10%増加」と入力します。


カスタムの見出し

KPIには使用できません。

このボックスを使用して「フォルダ見出し」フィールドおよび「列見出し」フィールドを有効化すると、見出しをニーズにあわせてカスタマイズできます。たとえば、列式を変更する場合は、より的確に列を表す列見出しに変更できます。


HTMLマークアップを含む

見出しをカスタマイズする場合は、このオプションを使用して、HTMLマークアップの操作の説明に従ってHTMLコードを使用します。


集計ルール(合計行)

KPIには使用できません。

このボックスを使用して属性列またはメジャー列の列合計の集計ルールを指定します。たとえば、列合計で結果セットの行の最小値を表示するには、「最小」を選択します。結果セットのすべての値の合計を表示するには、「合計」(デフォルト)を選択します。

有効な値のリストは、集計ルールおよび関数を参照してください。


使用可能

プライマリ・サブジェクト領域および「サブジェクト領域」ペインに追加された関連するサブジェクト領域が表示されます。このエリアを使用して、式で使用する列を選択します。式に列を挿入するには、列を選択して「列の追加」ボタン(「使用可能」領域と「列式」領域の間の矢印ボタン)をクリックします。列を挿入すると、「列式」領域で強調表示されているものが置換されるので、注意してください。




	
注意:

計算済メジャーの「サブジェクト領域」ペインに表示されるのはメジャー列のみです。








列式

この領域を使用して次のタスクを実行します。

	
属性列またはメジャー列の式を作成または編集する。


	
実際のKPI値、ターゲット値または範囲を計算する式を作成する。




「列式」ボックスでテキストが選択されている場合は、他の場所(「使用可能」リストなど)で選択した値、または関数やフィルタの挿入によって、テキストが置換されます。選択されたテキストは、「関数の挿入」ダイアログおよび「フィルタの挿入」ダイアログの起動時に、これらのダイアログにも表示されます。

式は、手動または次のコンポーネントを使用して入力できます。

	
f(. . .) - このボタンを使用して「関数の挿入」ダイアログを表示すると、関数グループのツリーから関数を選択できます。たとえば、SQL関数に基づいて式を作成できます(例: RANK("Sales Measures"."Dollars"))。

SQL関数の詳細は、付録C、論理SQL参照を参照してください。


	
フィルタ. . . - このボタンを使用して「フィルタの挿入」ダイアログを表示すると、SQLフィルタを追加できます。たとえば、SQL FILTER関数を使用する式を作成して、データをフィルタ処理できます(例: FILTER("Sales Measures"."Dollars" USING ("Markets"."Region" = 'EASTERN REGION')))。


	
列 > - このボタンを使用して、分析基準に含まれる使用可能な属性列およびメジャー列のリストから列を選択し、式に使用します。この機能は、式領域をクリアした後で開始時の状態に戻る場合などに役立ちます。


	
変数 > - このボタンを使用して、追加する変数のタイプ(セッション、リポジトリ、プレゼンテーションまたはグローバル)を選択します。セッション変数、リポジトリ変数またはプレゼンテーション変数に対して「変数の挿入」ダイアログが表示されます(ここで変数の名前を指定します)。グローバル変数に対して「新規グローバル変数」ダイアログが表示されます(ここで、名前、値およびデータ型を追加します)。

たとえば、プレゼンテーション変数を使用して、"Sales Measures".Dollars + @{PercentIncrease}{1.50}などの式を作成できます。PercentIncreaseはプレゼンテーション変数の名前で、1.50はデフォルト値です。


	
+ - このボタンを使用して、値を加算するための加算演算子を挿入します。


	
- - このボタンを使用して、値を減算するための減算演算子を挿入します。


	
x : このボタンを使用して、値を乗算するための乗算演算子を挿入します。


	
/ - このボタンを使用して、値を除算するための除算演算子を挿入します。


	
% - このボタンを使用して、値を100で割るためのパーセント記号を挿入します。


	
( - このボタンを使用して、データを囲むための左カッコを挿入します。


	
) - このボタンを使用して、データを囲むための右カッコを挿入します。


	
||: このボタンを使用して、連結演算子を挿入します。








注意

「式」領域に式の変数を手動で入力するには、表 2-2に示す式での変数の参照に関するガイドラインに従ってください。





関連トピック



「列式の編集」ダイアログ: 「Bin」タブ






「ディメンション設定の編集」ダイアログ

このダイアログを使用して、スコアカードの視点領域にディメンション・コントロールを設定します。具体的には、次の指定が可能です。

	
ディメンションのデフォルト値


	
ディメンションのコントロールを視点領域に表示するかどうか


	
視点領域に表示されるディメンションのラベル




詳細は、次の項目を参照してください。

	
視点領域について


	
視点コントロールの設定


	
「設定」ダイアログ: 「ディメンション設定」タブ





コンポーネント


ディメンション

データベースでのディメンションの名前が表示されます(例: "A - Sample Sales"."Products"."P1 Products")。


ラベル

ディメンションに対して特定の値が設定されていない場合には、このフィールドを使用して、ディメンションの視点コントロールのわかり易いラベルを入力します。たとえば、ディメンション"A - Sample Sales"."Products"."P1 Products"に対して、「Products」と入力できます。次のディメンションにはラベルを指定する必要はありません。

	
1つ以上の値に固定されているディメンション(かわりに値が表示されます)。「デフォルト値」ボックスを使用して、ディメンションを1つ以上の値に固定できます。


	
視点領域にコントロールを表示しないディメンション。(「プロンプト」フィールドを使用して、視点コントロールの表示を回避します。)





デフォルト値

このボックスを使用して次のオプションのいずれかを選択します。

	
ディメンションの1つ以上の値。1つ以上の値を指定すると、その値がディメンション・ラベルになります。


	
検索 - このオプションを使用して「メンバーの検索」ダイアログを表示すると、ディメンションを固定する1つ以上の値を検索できます。


	
非固定 - このオプションを使用して、最初はすべてのディメンション値を使用することを指定します。ただし、「プロンプト」ボックスを選択した場合は、後で視点コントロールを使用して値を変更できます。




1つ以上の値を選択した場合:

	
視点領域にこのディメンションのコントロールが表示されないように「プロンプト」ボックスを選択解除すると、このスコアカードのディメンションが1つ以上の定数値に固定されるため、ユーザーは値を変更できなくなります。


	
視点領域にこのディメンションのコントロールを表示するために「プロンプト」ボックスを選択すると、このスコアカードのディメンションが1つ以上の初期値に固定されるため、ユーザーは値を変更できます。





プロンプト

このボックスを使用して、このディメンションのコントロールをスコアカードの視点領域に表示するかどうかを指定します。

	
このチェック・ボックスを選択すると、このディメンションのコントロールが視点領域に表示されます。


	
このボックスを選択解除すると、このディメンションのコントロールは視点領域に表示されません。コントロールの表示を回避する必要があるのは、次の場合です。

	
すでにディメンションを1つ以上の値またはすべてのディメンション値に固定しており、この設定をユーザーに変更させない場合。


	
このディメンションと同一のディメンションがスコアカードの別のKPIで使用されており、このディメンションが他方のディメンションと視点コントロールを共有する必要がある場合。

この場合は、「プロンプト元」ボックスの値も指定する必要があります。

たとえば、スコアカードで2つのKPIが使用され、両方に「四半期」ディメンションが設定されているとします。また、これらの「四半期」ディメンションでは、異なるデータベースから同じ値が取得されています。この場合、一方の「四半期」ディメンションについて「プロンプト」ボックスを選択解除し、「プロンプト元」ボックスでもう一方の「四半期」ディメンションを選択して、両方のディメンションに1つのコントロールを共有させる必要があります。




	
注意:

ディメンションを設定して視点コントロールを共有させる前に、ディメンションの値が完全に一致することを確認してください。共有コントロールの設定後、コントロールをテストして、制御する各ディメンションの値が設定されることを確認してください。














プロンプト元

このボックスは、「プロンプト」ボックスを選択解除した場合のみ使用できます。このボックスを使用して、このディメンションが視点領域のコントロールを共有するディメンションを選択します。








「フッターの編集」または「ヘッダーの編集」ダイアログ

このダイアログを使用して、分析またはダッシュボード・ページにフッターまたはヘッダーを追加するための情報を指定します。各ヘッダーおよびフッターには、最大で3行含めることができます。

詳細は、次の項目を参照してください。



「印刷とエクスポートのオプション」ダイアログ

ダッシュボードおよびダッシュボード・ページのプロパティの変更

コンポーネント


「太字」、「斜体」、「下線」

これらのボタンを使用して、フッターまたはヘッダーの文字に太字、斜体または下線を適用します。


改行

このボタンを使用して、フッターまたはヘッダーの文字の間に改行を挿入します。


HTMLマークアップを含む

このオプションを使用して、HTMLマークアップの操作の説明に従ってHTMLコードを操作します。


フィールドの挿入

このメニューを使用して、ヘッダーまたはフッターに含めるフィールド(作成者名、日付またはページ番号など)を選択します。


テキスト

これらのフィールドを使用して、ヘッダーまたはフッターのテキストを入力します。

これらのフィールドでは変数を参照できます。使用する構文は、変数を参照する構文とはを参照してください。変数の詳細は、変数の使用を参照してください。


書式の編集

このボタンをクリックして「書式の編集」ダイアログを表示すると、フッターまたはヘッダーのテキストの書式を指定できます。


適用可能な場合ブラウザに表示

分析レベルまたはダッシュボード・ページ・レベルでこのオプションを使用して、インタラクティブ・モードで分析またはダッシュボード・ページがブラウザに表示される際(実行時など)に、ヘッダーおよびフッターを表示するかどうかを指定します。

印刷やエクスポートなどの非インタラクティブ・モードで分析やダッシュボード・ページが表示される場合には、このオプションは影響しません。非インタラクティブ・モードでは、ヘッダーおよびフッターが有効になっていれば常に表示されます。

分析がダッシュボード・ページの一部として表示される場合、分析レベルの設定ではなくダッシュボード・ページ・レベルの設定が有効になります。ただし、ダッシュボード・ページのアクション(ナビゲーションなど)によりダッシュボード・ページがスタンドアロン分析にリダイレクトされると、ダッシュボード・ページ・レベルの設定が適用されなくなり、分析レベルの設定が有効になります。








「レイヤーの編集」ダイアログ

このダイアログを使用して、「管理」: マップ・データの管理ページの「レイヤー」タブのレイヤーを編集します。空間データのレイヤーをOracle BI EEのデータに関連付けることが重要です。

空間データはMapViewerで管理され、Oracleデータベースに格納されます。Oracle BI EEのデータをマップに表示するには、空間レイヤーをOracle BI Serverの適切なデータ列に関連付ける必要があります。BIデータ列の組合せをBIキーと呼びます。空間データのレイヤーをOracle BI EEのデータに関連付けると、指定されたサブジェクト・エリアの指定された列で、そのレイヤーを使用できるようになります。

詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のマップの管理に関する項を参照してください。


コンポーネント


名前

このフィールドを使用してレイヤーの名前を入力します。


場所

MapViewerのデータ・ソースにあるレイヤーの場所が表示されます。「場所」ボタンをクリックすると、別のレイヤーをインポートするための「レイヤーのインポート」ダイアログが表示されます。


説明

このフィールドを使用して、レイヤーの説明を入力します。説明は次の場所に表示されます。

	
「管理」ページの「レイヤー」タブ。


	
マップの編集時に「マップ・フォーマット」領域のレイヤー名にカーソルを移動したとき。





レイヤー・キー

このボックスを使用して、MapViewerの空間データ列を選択し、Oracle BI EEのデータに関連付けます。それぞれの列値は、Oracleデータベースに格納されている形状に対応します。たとえば、MY_CITIESレイヤーにCITYというレイヤー・キーが使用される場合があります。適切な列の、最も可能性が高いと推測される値がデフォルトで選択されます。このリストを使用して、適切な列を選択します。

「サンプル・データ」リンクをクリックすると、その列の実際の値が一例として表示されます。

ボックスが空の場合は、管理者がMapViewerを使用して、そのレイヤーの空間表の形状に対するキー列を定義する必要があります。マップが描画されるのは、空間データ列と、関連付けられているOracle BI EEデータ列の間に、共通の値が存在する場所のみです。存在しない場合、値の欠落を示す白い領域がマップに表示されます。2つの列に共通する値が存在することを検証するには、Oracle BI管理ツールでOracle BI EEデータ列を表示し、その値を確認します。また、MapViewerで、関連付けられているレイヤーに、対応するOracle BI EEデータ列値の適切なジオメトリ定義がすべて含まれていることを確認します。

メキシコ(国)を例に、白い領域が描画される理由を次に示します。

	
列にメキシコの値としてnull値が含まれているが、空間列にはメキシコの形状が存在する。


	
列にメキシコの値が含まれているが、空間列にはメキシコの形状が存在しない。


	
列にメキシコの値が含まれており、空間列にメキシコの形状が存在するが、名前が一致しない。たとえば、BI列の値がMEXで空間列の値がMXCの場合など。





BIキー区切り

1つのキーに対して複数の列が指定されている場合のみ使用できます。このフィールドを使用して、単一のASCII文字(カンマやアンダースコアなど)を入力します。この文字は、キーを形成するBIデータ列の結合用デリミタとして機能します。


ジオメトリ・タイプ

このボックスを使用して、レイヤーを多角形レイヤー、点レイヤーまたは線ジオメトリ・レイヤーのどれにするかを指定します。レイヤーの指定は、そのレイヤーに適用できるフォーマットに影響します。


「BIキー列」領域

この領域を使用して、レイヤーに関連付けるOracle BIサーバーのデータ列を選択します。単一のレイヤーに複数の列を関連付けることができます。1つのサブジェクト・エリアまたは複数のサブジェクト・エリアから、複数の列を選択できます。選択した列およびデリミタは、「レイヤー・キー」値の名前と完全に一致する必要があります。たとえば、「レイヤー・キー」値がSTATE_CITYであるとします。この場合は、BIデータ列のSTATEおよびCITYを選択し、デリミタとしてアンダースコアを指定して、レイヤーに関連付けるBIキーの作成に使用する必要があります。

次のオプションをクリックします。

	
新規BIキーの追加 - 使用可能なサブジェクト・エリアのリストが表示されます。いずれかを選択すると「BIキー列の選択」ダイアログが表示され、レイヤーに関連付ける1つ以上のBIデータ列を選択できます。


	
BIキーの削除 - 選択したキーを「キー」領域から削除します。


	
BIキーの編集 - 「BIキー列の選択」ダイアログが表示され、選択したキーのBIデータ列を編集できます。


	
サンプル・データ - その列の実際の値が一例として表示されます。データ列の値が空間データ列の値と一致することを確認してください。




コンテンツ設計者によってマップ・ビューが作成されると、マップ・ビューの基礎としてデフォルトのメイン・マップが選択されます。メイン・マップに関連付けられているレイヤーに分析のデータ列が1つでも関連付けられている場合、メイン・マップがデフォルトで選択されます。


修飾名の表示

このボックスを使用して、「BIキー列」領域に列の完全修飾名を表示するか、単純に列名を表示するかを指定します。








「ページ設定の編集」ダイアログ

このダイアログを使用すると、プロンプト・ページのタイトル、インストラクションおよびページの書式設定を変更できます。詳細は、「定義」ペインを参照してください。


コンポーネント


タイトル

このフィールドを使用して、プロンプト・ページに表示されるタイトルを入力します。フォーマットボタンをクリックして、このタイトルの書式を設定できます。


インストラクション

このフィールドを使用して、プロンプト・ページに関するインストラクションを入力します。例: 「このページを使用して、売上メジャーのプロンプト値を指定します。」


フォーマット

このボタンをクリックして「書式の編集」ダイアログを表示すると、書式設定オプションを指定してプロンプト・ページに適用できます。たとえば、タイトルのフォント・サイズとスタイル、およびセルの背景色を指定できます。


プロンプト表示

このフィールドを使用して、プロンプト・ラベルをプロンプト・フィールドの横に表示するか、プロンプト・フィールドの上に表示するかを指定します。


ラベルをラップして合わせる

このフィールドを使用して、プロンプト・ラベルをラップするかどうかを指定します。このオプションを選択すると、長いプロンプト・ラベルは必要に応じて複数の行に移動されます。行の合計長がユーザー・インタフェースよりも長くなる場合には、Oracle BI EEによってプロンプト・ページに横スクロール・バーが追加されます。

デフォルトの最大ラベル・サイズは250ピクセルです。この値は、管理者がOracle BI EEの構成ファイルでデフォルトのピクセル値を変更すると別の値になります。


すべてのプロンプトの幅を次に設定

このフィールドを使用して、プロンプト・ページのすべてのプロンプト・フィールドの幅をOracle BI EEで調整するかどうかを指定します。これを選択すると、個々のプロンプトに追加したすべてのプロンプト幅設定が、このフィールドによってオーバーライドされます。このフィールド幅は、プロンプト値が表示される部分であり、フィールドのラベルは含まれません。「次の間にある」演算子を選択すると、指定のピクセル・サイズに各フィールド(「始点」と「終点」)のサイズが変更されます。

このフィールドを選択して、指定した幅をプロンプト・ページのすべてのプロンプトに適用します。各プロンプトの幅を「新規プロンプト」ダイアログで個別に設定する場合は、このフィールドを選択解除します。

このフィールドを選択すると、次のオプションのいずれかを指定できます。

	
Oracle BI EEでフィールド幅のサイズが500ピクセルまで変更されるようにする場合は、「動的」を選択します。大部分のタイプのプロンプトに対して、切り捨てられたメンバー値にユーザーがマウスのカーソルを合せると、Oracle BI EEによってメンバーの完全な値が表示されます。


	
必要に応じて、「ピクセル」を選択してピクセル値を指定します。Oracle BI EEは、このフィールドをデフォルト値の250ピクセルに設定します。この値は、管理者がOracle BI EEの構成ファイルでデフォルトのピクセル値を変更すると別の値になります。ピクセル値を入力すると、デフォルトのピクセル値がオーバーライドされます。メンバーの値が指定したピクセル値よりも長くなる場合は、Oracle BI EEによってメンバー名が切り捨てられます。大部分のタイプのプロンプトに対して、切り捨てられたメンバー値にユーザーがマウスのカーソルを合せると、Oracle BI EEによってメンバーの完全な値が表示されます。

次の項目に注意してください。

	
「ピクセル」を選択して値を指定すると、この値がOracle BI EEによって「新規プロンプト」ダイアログの「ユーザー入力幅」フィールドに書き込まれます。


	
このフィールドを「ピクセル」から「動的」に変更すると、Oracle BI EEによって「新規プロンプト」ダイアログの「ユーザー入力幅」フィールドが「動的」に設定されます。


	
個々のプロンプト幅の値を「新規プロンプト」ダイアログで変更すると、プロンプト・ページの設定の「すべてのプロンプトの幅を次に設定」フィールドがOracle BI EEによってクリアされます。











「適用」ボタンの表示

このボックスを使用して、実行時に「適用」ボタンを含めるか除外するかを指定します。このボックスを選択解除すると、「適用」ボタンは除外され、指定したプロンプト値はダッシュボードまたは分析に即時に適用されます。このボックスを選択すると、「適用」ボタンが表示され、指定したプロンプト値をダッシュボードまたは分析に適用するには、ユーザーがこのボタンをクリックする必要があります。この設定は、ダッシュボード・ビルダーでオーバーライドできることに注意してください。


「リセット」ボタンの表示

このフィールドを使用して、実行時に「リセット」ボタンを含めるかまたは除外するかを指定します。このボックスを選択解除すると、「リセット」ボタンはプロンプトから除外されます。このボックスを選択すると、「リセット」ボタンが表示されるので、ユーザーがボタンをクリックして、指定したプロンプト値を分析やダッシュボードに対してリセットまたはクリアできるようになります。「リセット」ボタンでは、ユーザーは「最後に適用した値にリセット」、「デフォルト値にリセット」および「すべてクリア」の3つのリセット・オプションを使用できます。この設定は、ダッシュボード・ビルダーでオーバーライドできることに注意してください。


プロンプトの横にボタンを配置

「適用」ボタンまたは「リセット」ボタンのいずれか、または「適用」ボタンと「リセット」ボタンの両方を含めることを選択した場合は、このリストを使用して、プロンプト・フィールドを基準にしたボタンの表示位置を指定します。ボタンは、プロンプト・フィールドの横または下に配置できます。


すべてのプロンプト・ページに表示プロパティを適用

このフィールドを使用して、すべてのプロンプト・ページに指定したページ表示プロパティを適用します。作業対象のプロンプト・ページにのみプロパティを適用するには、このフィールドを選択解除します。






「パラメータ・フィルタの編集」ダイアログ

このダイアログを使用して、条件の基準となる分析に関連付けられているプロンプト・フィルタを編集します。

詳細は、次の項目を参照してください。



「条件のカスタマイズ」ダイアログ

「新規条件」ダイアログ

コンポーネント


フィルタ

フィルタを作成する列の名前が表示されます。


演算子

このボックスを使用して、「値」フィールドで指定した値に適用する演算子を選択します。演算子のガイドラインは演算子を参照してください。


値

このフィールドを使用して、フィルタの適用時に使用する値を指定します。値を入力するか「値リストの表示」ボタンをクリックして、1つ以上の特定の値を検索できます。

セッション変数またはリポジトリ変数を値として指定するには、「値」ラベルをクリックして「セッション変数」または「リポジトリ変数」を選択します。「値」フィールドのラベルが「セッション変数」または「リポジトリ変数」に変わります。その後、セッション変数またはリポジトリ変数の名前を入力します。

セッション変数およびリポジトリ変数の詳細は、変数の使用を参照してください。





値リストの表示

このボタンを使用して「値の選択」ダイアログを表示すると、使用可能な値のリストから1つ以上の値を選択できます。


他のフィルタ値を追加

このボタンを使用して、別の「値」フィールドを追加します。


フィルタ値の削除

このボタンを使用して、対応する値およびフィールドを削除します。






「パラメータ・マッピングの編集」ダイアログ

このダイアログを使用して、アクションに関連付けられているアクション・パラメータを編集します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
新しいアクション・リンク・ダイアログ


	
「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログ


	
アクション・パラメータとは




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「既存のアクションの追加」ダイアログ

コンポーネント


パラメータの定義

この領域を使用してアクション・パラメータを定義します。次のコンポーネントが含まれます。

	
名前 - この列を使用して、パラメータ名の表示または入力を行います。

「Webページにナビゲート」アクションまたは「HTTPリクエストの起動」アクションについて、URLの任意の場所にパラメータ値を埋め込むには、トークン「@{Name}」(Nameは下の「名前」列で指定された値)を入力します。埋め込むパラメータの数に制限はありません。


	
プロンプト - この列を使用して、ユーザーに表示されるプロンプトを入力します(ユーザーがパラメータ値を指定する場合)。


	
値 - この列を使用してパラメータ値を入力します。「値のタイプの変更」ボタンをクリックし、値のタイプとして次のいずれかを選択し、値を指定します。

	
値 - 値を指定する場合はこのオプションを選択し、フィールドに値を入力します。


	
セッション変数 - セッション変数の値を使用する場合はこのオプションを選択し、フィールドにセッション変数の名前を入力するか、フィールドの右にある「一般セッション変数の表示」ボタンをクリックして一般的な変数のリストからセッション変数を選択します。


	
リポジトリ変数 - リポジトリ変数の値を使用する場合はこのオプションを選択し、フィールドにリポジトリ変数の名前を入力します。


	
リクエスト列 - 「リクエスト列の選択」ダイアログを表示する場合はこのオプションを選択し、アクション・パラメータの値として列値を使用する分析の列を選択します。

このオプションを使用できるのは、編集するパラメータが、分析に基づいて条件付きで実行されるエージェントに追加される、インライン・アクションのパラメータである場合のみです。


	
列値 - 分析基準に列値を使用する場合はこのオプションを選択し、「列値」ボタンをクリックして列を選択します。

たとえば、分析基準に「地域」列および「地区」列があり、「地区」列にアクション・リンクを定義してパラメータを「地域」列にマップするとします。1つの地区をクリックしてアクション・リンクを実行すると、その地区の地域値が使用されます。ピボット表では、表の現在のレイアウトまたは状態によって、マップされる値は異なります。

このオプションは、インライン・アクションを分析に追加する場合のみ使用できます。




セッション変数およびリポジトリ変数の詳細は、変数の使用を参照してください。


	
固定 - この列を使用して、ユーザーに対してパラメータの設定を許可するか、表示のみにとどめるかを指定します。パラメータの表示を許可し、設定を許可しない場合は、このボックスを選択します。表示と設定の両方を許可する場合は、ボックスを選択解除します。


	
非表示 - この列を使用して、ユーザーに対してパラメータを非表示にするかどうかを指定します。ユーザーに対してパラメータを非表示にする場合は、このボックスを選択します。ユーザーに対してパラメータを表示する場合は、このボックスを選択解除します。


	
オプション - この列を使用して、アクションを実行するためにパラメータの値が必要になるかどうかを指定します。値をオプションとする場合は、このボックスを選択します。値を必須とする場合は、このボックスを選択解除します。


	
パラメータの追加 - このボタンを使用してパラメータを追加します。(アクションのパラメータを追加できるかどうかは、アクション・タイプによって異なります。)


	
パラメータの削除 - このボタンを使用してパラメータを削除します。











「保存済カスタマイズの編集」ダイアログ

このページを使用して、ダッシュボード・ページ用に保存されたカスタマイズを編集します。次のことを行えます。

	
カスタマイズの名前の変更


	
デフォルトとして使用するカスタマイズの変更


	
共有のカスタマイズに対する権限の変更


	
カスタマイズの削除




詳細は、次の項目を参照してください。

	
ダッシュボード・ページの保存済カスタマイズとは


	
保存済カスタマイズの編集





コンポーネント


保存されたカスタマイズ

この領域には、ダッシュボード・ページ用に保存されているカスタマイズ(個人と共有の両方)が表示されます。

カスタマイズの名前を変更するには、古い名前を新しい名前で上書きします。

カスタマイズをデフォルトとして設定するには、そのカスタマイズの「マイ・デフォルト」列のボタンを選択します。個人のカスタマイズをデフォルトとして設定しない場合は、「個人のカスタマイズはありません」エントリの「マイ・デフォルト」列のボタンを選択します。


権限

このボタンを使用して「保存されたカスタマイズ権限とデフォルト」ダイアログを表示すると、そのカスタマイズの使用権限があるアカウントを指定し、そのカスタマイズをそのアカウントのデフォルト・カスタマイズにするかどうかを指定できます。


削除

このボタンを使用して、選択したカスタマイズを削除します。








「埋込みコンテンツのプロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、ダッシュボード・ページに埋め込むコンテンツのURLおよびその他の情報を指定します。

詳細は、ダッシュボードへのコンテンツの追加を参照してください。


コンポーネント


URL

このフィールドを使用して、埋め込むコンテンツの場所および名前を入力します。

次に例を示します。


http://www.oracle.com
/dashboardfiles/piegraph.xls


Webサーバー上に保存された項目を使用する場合を除いて、指定するURLの先頭にはhttp://を付ける必要があります。ネットワーク・パスを使用して項目の場所を示す場合は、正確なパスを使用する必要があります。共有ダッシュボードに埋め込まれる項目は、すべてのユーザーがアクセスできるネットワーク・ドライブに配置する必要があります。

埋め込んだコンテンツが外部アプリケーション(PDFファイルやビデオなど)の場合はこのURLにはアプリケーションが埋め込まれていますボックスも選択します。


このURLにはアプリケーションが埋め込まれています

ダッシュボード・ページに外部アプリケーション(PDFファイルやビデオなど)を埋め込んだ場合は、このボックスを選択します。これにより、Oracle BI EEのメニューおよびダイアログ(「ページ・オプション」メニューなど)が表示される際に、外部アプリケーションによって非表示にされることがなくなります(埋込みアプリケーションを一時的に非表示にします)。

このボックスを選択しないと、Oracle BI EEのメニューおよびダイアログが外部アプリケーションによって非表示にされる場合があります。


幅

このフィールドを使用して、ダッシュボードに埋め込むコンテンツの幅を指定します。幅および高さの指定に関して、次の点に留意してください。

	
値を指定しない場合は、デフォルト設定(300×150ピクセル)が使用されます。一方の値のみを指定した場合は、指定しなかった値に対してデフォルト値が使用されます。


	
値はピクセル(px)または割合(%)で指定できます。ブラウザでは割合値が完全に解析されないため、幅の割合のみがレンダリングされます。高さを割合で指定した場合は、高さの値として150ピクセルが代用されます。


	
ピクセルと割合のいずれも指定しない場合、値はピクセルで解析されます。


	
入力する値にはスペースを含めることができます。たとえば、130pxまたは130 pxのように入力できます。





高さ

このフィールドを使用して、ダッシュボードに埋め込むコンテンツの高さを指定します。高さの設定を調節することで、最適な表示結果を得ることができます。


スクロール・バーを非表示

このボックスを選択して、埋込みコンテンツのスクロール・バーを表示しないことを指定します。このボックスを選択解除すると、必要に応じて、スクロール・バーがウィンドウに自動的に追加されます。








「電子メール・アドレスの入力」ダイアログ

このダイアログを使用して、エージェントの配信コンテンツを受信する電子メール受信者を追加します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
「エージェント」エディタ: 「受信者」タブ





コンポーネント


コンテンツ配信用電子メール・アドレス(複数アドレスはカンマで区切ります)

このフィールドを使用して、エージェントの配信コンテンツを受信する各電子メール受信者の電子メール・アドレスを入力します。複数アドレスはカンマで区切ります。








「式の入力」ダイアログ

このダイアログを使用して、ゲージしきい値の設定に使用する変数式またはSQL問合せを入力します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
「設定」ペイン




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「SQL問合せの入力」ダイアログ

コンポーネント


式

このボックスを使用して、式またはSQL問合せを入力します。

式では1つ以上のプレゼンテーション変数を参照できます。式での変数の参照に関するガイドラインは、表2-2を参照してください。変数の詳細は、変数の使用を参照してください。








「フィルタ」エディタ

このエディタを使用して、名前付きフィルタの作成または編集を行います。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
フィルタおよび選択ステップとは


	
Oracle BI EEオブジェクトの格納と管理


	
サブジェクト・エリアおよび列とは





コンポーネント


サブジェクト・エリア

「サブジェクト・エリア」ペインを使用して、フィルタに含める属性列またはメジャー列を選択します。リポジトリが二重列用に構成されている場合は、通常、フィルタ処理する表示列を選択します。フィルタ処理するコード列を選択することもできますが、これはOracle BI EEリポジトリのプレゼンテーション・レイヤーでそのコード列が公開されている場合のみです。プレゼンテーション・レイヤーの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』を参照してください。

列を選択すると「新規フィルタ」ダイアログが表示され、新規フィルタの基準を指定できます。


カタログ

「カタログ」ペインを使用してカタログの名前付きフィルタを検索し、「フィルタ」エディタへドラッグ・アンド・ドロップします。名前付きフィルタを「フィルタ」エディタに追加する際に、名前付きフィルタへのカタログ参照をコピーするか、名前付きフィルタのコンテンツを分析にコピーするかを選択できます。名前付きフィルタに参照を含めた場合は、フィルタを編集できません。名前付きフィルタのコピーを含めた場合は、フィルタのコンテンツを変更して、インライン・フィルタまたは名前付きフィルタとして保存できます。


保存済みフィルタ

この領域を使用して、「フィルタ」ペインの場合と同様にフィルタを操作します。








「フィルタ」ペイン

このダイアログを使用して、名前付きフィルタまたはインライン・フィルタの作成または編集を行います。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
フィルタおよび選択ステップとは


	
列フィルタの作成


	
列フィルタの組合せとグループ化




このペインは「分析」エディタ: 「基準」タブの一部です。

このペインは、「フィルタ」エディタの「保存済みフィルタ」ペインとして表示されることもあります。


コンポーネント


「フィルタ」ペインのツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
現在のサブジェクト・エリアのフィルタを作成 - このボタンを使用して、分析用に現在選択されている列のリストから属性列またはメジャー列を選択します。また、「列を増やす」オプションを選択して「列の選択」ダイアログを表示すると、現在のサブジェクト領域から属性列またはメジャー列を選択できます。リポジトリが二重列用に構成されている場合は、通常、フィルタ処理する表示列を選択します。フィルタ処理するコード列を選択することもできますが、これはOracle BI EEリポジトリのプレゼンテーション・レイヤーでそのコード列が公開されている場合のみです。プレゼンテーション・レイヤーの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』を参照してください。

列を選択すると「新規フィルタ」ダイアログが表示され、新規フィルタの基準を指定できます。


	
すべてのフィルタの削除 - このボタンを使用して、「フィルタ」ペインのすべてのフィルタ項目を削除します。フィルタ項目を選択して削除するには、「フィルタ」ペインのフィルタ項目のリストに移動して、削除する項目の「削除」ボタンをクリックします。


	
詳細オプション - このボタンをクリックして次のオプションにアクセスします。

	
フィルタの保存 - このオプションを使用して、フィルタおよびフィルタのすべてのコンテンツをカタログに保存します。カタログに保存されたフィルタは名前付きフィルタと呼ばれ、他の分析やダッシュボードに追加できます。フィルタを名前付きフィルタとして保存した後、引き続き「フィルタ」ペイン内でそのフィルタを操作した場合の変更は、自動的にカタログに保存されません。名前付きフィルタをもう一度保存するには、「フィルタの保存」オプションをもう一度クリックする必要があります。「フィルタの保存」オプションを選択しても、作業中の分析およびインライン・フィルタは保存されません。インライン・フィルタを分析とともに保存するには、「分析」エディタのツールバーに移動して「保存」ボタンをクリックします。


	
EVALUATE_PREDICATE関数の追加 - (EVALUATE_PREDICATE関数の追加権限がある場合にのみ使用可能。)このオプションを使用して「新規EVALUATE_PREDICATE関数」ダイアログを表示すると、関数を作成できます。








フィルタ項目のツールバー

フィルタ項目のツールバーは、フィルタ項目リスト内のフィルタ項目にカーソルを移動すると表示されるボタンのコレクションです。次のボタンが含まれます。

	
フィルタの編集 - このボタンを使用して「フィルタの編集」ダイアログを表示すると、フィルタ項目の基準を編集できます。


	
フィルタのコピー - このボタンを使用して、フィルタ項目をコピーします。この機能を利用すると、既存のフィルタ項目をコピーして新規フィルタ項目の基盤として使用できるため、新しいフィルタを最初から作成するよりも時間を節約できます。


	
フィルタの貼付け - このボタンを使用して、「フィルタのコピー」ボタンでコピーしたフィルタ項目を貼り付けます。このボタンをクリックすると、フィルタ項目のコピーが元のフィルタ項目の下に表示されます。


	
削除 - このボタンを使用してフィルタ項目を削除します。





演算子

演算子をクリックしてANDとORを切り替えます。フィルタ項目を追加するときのデフォルトの演算子はANDです。AND演算子は、各フィルタで指定された基準を満たす必要があることを意味します。これが、列フィルタを組み合せる場合のデフォルトの方法です。OR演算子は、少なくとも1つの列フィルタで指定されている基準を満たす必要があることを意味します。

3つ以上のフィルタを指定して「AND」をクリックすると、そのフィルタ項目は、その上にあるフィルタ項目とともに自動的にグループ化されます。グループ化されたフィルタは、フィルタ・リスト内でインデントされます。演算子をクリックして、フィルタを複数のレイヤーにグループ化できます。グループ化されたフィルタは、常に、グループ化されていないフィルタより先に処理されます。


フィルタ・グループを編集

このボタンは、グループ化されたフィルタのコレクションにカーソルを移動したときに表示されます。このボタンを使用して、対応するグループに対する処理を指定します。複数レベルのグループを操作する場合は、正しい「フィルタ・グループを編集」ボタンをクリックしてください。次のオプションに注意してください。

	
グループ解除 - このオプションを使用して、強調表示したフィルタ・グループを解除します。複数のレイヤーでグループ化されているグループを操作する場合は、このオプションをクリックすると、強調表示したグループのみが解除されます。


	
グループの削除 - このオプションを使用して、強調表示したフィルタ・グループをフィルタから削除します。




	
グループが重複しています - このオプションを使用して、強調表示したフィルタ・グループをコピーして貼り付けます。このオプションをクリックすると、コピー元のフィルタ・グループの下にコピーが貼り付けられます。コピー元フィルタ・グループも、さらにそのコピー元のフィルタ・グループ内にネストされます。











「フォルダ・プロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、カタログ・フォルダおよびその内容(保存済分析など)のビュー、またはブリーフィング・ブックのリストをダッシュボード・ページに追加します。たとえば、頻繁に実行する保存済分析のコレクションがある場合は、ダッシュボードでフォルダを開いて保存済分析にナビゲートし、クリックして実行します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ダッシュボードへのコンテンツの追加


	
ダッシュボード・ページへのブリーフィング・ブックのリストの追加





コンポーネント


フォルダ

ダッシュボード・ページにビューを追加するフォルダのパスが表示されます(例: /Shared Folders/Briefing Books)。「参照」ボタンをクリックして「開く」ダイアログを表示すると、フォルダを選択できます。


展開

このオプションを使用して、フォルダのビューを展開して表示するかどうかを指定します。


RSSリンクの表示

このオプションを使用して、RSSフィード・オプションをフォルダに追加するかどうかを指定します。

RSSフィード・オプションによって、ユーザーは、HTTP Basic認証をサポートするRSS 2.0準拠のリーダーからダッシュボードのカタログ・フォルダにアクセスできるようになります。Oracle BI Presentation ServicesでHTTPSプロトコルが使用されている場合は、使用するRSSリーダーでもHTTPSプロトコルがサポートされている必要があります。RSSリーダーは、サードパーティのプログラムです。ユーザーは、これを使用してWebベースの複数の場所にある情報を1つのブラウザ・ウィンドウに集めることができます(たとえば、ニュース・フィードやイベント一覧)。

ダッシュボードのカタログ・フォルダにRSSリンクが追加されると、そのフォルダに対してカタログのURLを提供するXMLボタンが表示されます。ユーザーがRSSリーダーからカタログ・フォルダにアクセスした場合、ユーザーは、Oracle BI Serverへのログインを要求されます。

設計者は、ダッシュボード・ページに表示されているカタログ・フォルダにRSSフィード・オプションを含めることができます。ユーザーがダッシュボード・ページのカタログにRSSフィード・オプションを追加するには、適切な権限が必要です。RSSフィードの権限は、管理者によって付与されます。








「フォルダ」ペイン

このペインを使用して、個人のコンテンツ(「マイ・フォルダ」)およびすべてのユーザーがアクセスできる共有フォルダの表示およびナビゲートを行います。管理者はカタログのルート・フォルダを表示できます。このフォルダには、すべてのシステム、オブジェクトおよびユーザーのデータと設定が含まれます。また、このペインでは、オブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップしてカタログ内の別の領域に移動できます。オブジェクトのドラッグ・アンド・ドロップは、「フォルダ」ペイン内で、もしくは「フォルダ」ペインから「カタログ」領域へ行うことができます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
Oracle BIプレゼンテーション・カタログとは


	
カタログの使用者




このペインはカタログ・ページの一部です。


コンポーネント


フォルダ・ツリーの表示

このボタンを使用して、階層ディレクトリ内のすべてのフォルダを表示します。


クイック・アクセス・フォルダの表示

このボタンを使用して、次に示すフォルダのリストを表示します(階層は含まれません)。

	
マイ・フォルダ - 作成したすべてのオブジェクトが含まれます。


	
共有フォルダ - エージェント、レポートなどの共通オブジェクト、およびサブジェクト・エリアのコンテンツのフォルダが含まれます。


	
マイ<object>フォルダ - オブジェクトに応じて、作成または変更したすべての分析、レポート、エージェントおよびスコアカード、または現在登録しているエージェントが含まれます。(受信者を指定したエージェントは、「マイ・エージェント登録」フォルダには含まれません。)





マイ・フォルダ

すべての個人用フォルダが含まれます。


共有フォルダ

アクセス権を持つフォルダが含まれます。








「フォント書式」: 項目ダイアログ

このダイアログを使用して、ゲージ、グラフ、ヒート・マトリックスまたはトレリスの書式設定プロパティ(テキストのフォント・ファミリなど)を設定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
「ゲージのプロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブ


	
「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブ


	
「ヒート・マトリックス・プロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブ


	
「トレリスのプロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブ




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「書式設定」: 項目ダイアログ



	
注意:

書式設定する項目によっては、このダイアログにタブが表示されない場合があります。その場合は、「フォント書式」: 項目ダイアログ: 「フォント書式」タブのコンポーネントのみが含まれます。








コンポーネント


表示オプション

「フォント書式」: 項目ダイアログ: 「表示オプション」タブを使用して、タイトル、軸ラベルおよびデータ・ラベルの表示プロパティを設定します。


フォント書式

「フォント書式」: 項目ダイアログ: 「フォント書式」タブを使用して、表示されるテキストのプロパティを設定します。


数値書式

このタブは、常にこのダイアログで使用できるとは限りません。

「フォント書式」ダイアログ: 「数値書式」タブを使用して、データ・ラベルの表示に現在使用されているデフォルトの数値書式をオーバーライドします。








「フォント書式」: 項目ダイアログ: 「表示オプション」タブ

「フォント書式」: 項目ダイアログのこのタブを使用して、グラフ、ゲージまたはトレリスのタイトル、軸ラベルおよびデータ・ラベルの表示プロパティを設定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブ


	
「ゲージのプロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブ


	
「トレリスのプロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブ




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



フォーマット: 項目ダイアログ: 「表示オプション」タブ

コンポーネント


切捨て

このボックスは、タイトルのみに使用できます。

このボックスを使用して、自動的に、または指定した文字数で項目を切り捨てることを指定します。「指定」を選択した場合は、「文字」フィールドに文字数を入力します。


軸ラベル

このボックスは、データ・ラベルには使用できません。

このボックスを使用して、軸ラベルの表示/非表示を指定します。


ラベルの向き

このボックスは、データ・ラベルには使用できません。

このボックスを使用して、軸ラベルを回転させる角度を選択します。


ラベルのスキップ

このボックスは、すべてのグラフ・タイプには使用できません。

このボックスを使用して、軸ラベルの代替セットを表示します。


省略形

このボックスは、軸ラベルおよびデータ・ラベルのみに使用できます。すべてのグラフ・タイプで使用できるわけではありません。

このボックスを使用して、スケール・ラベルおよびデータ・ラベルに使用する省略形を選択します。たとえば、「100万(m)」を選択すると、120,000,000という軸ラベルは120Mに省略されます。


データ・ラベルの表示

このボックスは、データ・ラベルのみに使用できます。

このボックスを使用して、データ・ラベルの表示/非表示を指定します。ラベルは、データ要素の隣のグラフ描画エリアに表示されます。

「データ・ラベルの表示」ボックスが「常時」に設定されていて、グラフ・タイプが積上げ縦棒または積上げ横棒のどちらかである場合は、データ・マーカー・ラベルが中央揃えで表示されます。

「データ・ラベルの表示」ボックスが「ロールオーバー時」に設定されている場合は、グラフ描画エリアのデータ要素にマウス・カーソルを移動するとデータ・マーカー・ラベルが表示されます。





値

このリストは、ウォーターフォール・グラフに対してのみ使用できます。

このリストを使用して、メジャーの実際の値と累積値を表示します。オプションは次のとおりです。

	
実際 - このボックスを使用して、メジャーの実際の値を表示します。


	
小計 - このボックスを使用して、最初のメジャーから現在のメジャーまでを含む累積値を表示します。







	
注意:

「データ・ラベルの表示」ボックスが「常時」に設定されている場合は、マウスを合せると、正の棒の上および負の棒の下にデータ・マーカー・ラベルが表示されます。どちらの値(実際または小計)が表示されるかは、「データ・ラベルの表示」ボックスによって制御されます。マウスを合せると、両方の値がツールチップに表示されます。












「フォント書式」: 項目ダイアログ: 「フォント書式」タブ

「フォント書式」: 項目ダイアログのこのタブを使用して、表示されるテキストのプロパティを設定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブ


	
「ゲージのプロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブ


	
「トレリスのプロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブ




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「書式」: 項目ダイアログ: 「フォント書式」タブ

「フォント書式」: 項目ダイアログ

コンポーネント


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
セル書式のクリア(デフォルトの復元) - このボタンを使用すると、独自に指定した設定が削除され、最後にデフォルトが保存されたときの値に設定が戻ります。

「セル書式のクリア(デフォルトの復元)」ボタンおよび「セル書式のコピー」ボタンは、設定に次のように影響します。

	
ダイアログにタブがない場合、ボタンはダイアログ内のすべての設定に影響します。


	
ダイアログに複数のタブがある場合は、ボタンが表示されているタブ内の設定のみに影響します。





	
セル書式のコピー - このボタンを使用して、ダイアログで指定した書式設定をコピーします。これにより、書式設定を別の場所に適用できます。


	
セル書式の貼付け - このボタンを使用して、コピーした書式設定を適切な場所に貼り付けます。





ファミリ

このボックスを使用して、フォント・ファミリを選択します。


サイズ

このフィールドを使用して、フォント・サイズを入力します。


色

このボックスを使用して、フォントの色を選択します。


スタイル

このボックスを使用して、フォントのスタイル(太字や斜体など)を選択します。


効果

このボックスを使用して、フォント効果(下線や取消し線など)を選択します。








「フォント書式」ダイアログ: 「数値書式」タブ

「フォント書式」: 項目ダイアログのこのタブを使用して、データ・ラベルの表示に現在使用されているデフォルトの数値書式をオーバーライドします。




	
注意:

数値書式は、「基準」タブの代表的な列から継承されます。同じ軸に対して複数の列が選択された場合、数値書式は継承されません。







詳細は、次の項目を参照してください。

	
「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブ


	
「ゲージのプロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブ


	
「トレリスのプロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブ




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「書式」: 項目ダイアログ: 「数値書式」タブ

コンポーネント


デフォルトのデータ書式のオーバーライド

このボックスを使用して、データ・ラベルが現在表示されているデフォルトの数値書式をオーバーライドすることを指定します。


数値の取扱い

このボックスを使用して、データ・ラベルを数値、割合または通貨のいずれかに指定します。


通貨記号

このボックスは、「数値の取扱い」ボックスで「通貨」を選択した場合のみ使用できます。

このボックスを使用して、データ・ラベルの表示に使用する通貨記号を選択します。


負の数値の書式

このオプションを使用して、負の数値のデータ・ラベルの表示にマイナス記号(例: -123)またはカッコ(例: (123))のどちらを使用するかを指定します。


小数点以下桁数

このボックスを使用して、数値の表示に使用する小数点以下の桁数(最大6まで)を選択します(例: 120,000,000.000)。


3桁ごとに区切る

このボックスを使用して、3桁ごとにカンマで区切るかどうかを指定します(例: 1,000,000,000.00)。


%のスケール(x 100)

このボックスは、「数値の取扱い」リストで「パーセンテージ」オプションを選択した場合に表示されます。

データを100倍にしてパーセンテージとして表示するには、このボックスを選択します。

たとえば、比率0.0326 (つまり3.26パーセント)を含む列があるとします。このボックスを選択すると、比率0.0326が100倍されて(0.0326%ではなく) 3.26%と表示されます。








「ゲージのプロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、ゲージのプロパティを編集します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ゲージ・ビューの編集





コンポーネント


キャンバス

「ゲージのプロパティ」ダイアログ: 「一般」タブを使用して、ゲージのキャンバスに関連するプロパティ(凡例の位置など)を設定します。


スタイル

「ゲージのプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブを使用して、ゲージの外観を制御するプロパティ(ゲージの幅や高さなど)を設定します。


スケール

「ゲージのプロパティ」ダイアログ: 「スケール」タブを使用して、ゲージ制限および目盛マークのプロパティを設定します。


タイトルとラベル

「ゲージのプロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブを使用して、ゲージまたはゲージ・セットに含まれるゲージのタイトル、フッターおよびラベルの表示を制御するプロパティを設定します。








「ゲージのプロパティ」ダイアログ: 「一般」タブ

「ゲージのプロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、ゲージのキャンバスに関連するプロパティ(凡例の位置など)を設定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ゲージ・ビューの編集





コンポーネント


行ごとのゲージ

このフィールドを使用して、ゲージ・セット内で行ごとに表示するゲージの数を入力します。


凡例の位置

このボックスを使用して、凡例を表示するかどうか、および表示する位置を指定します。次のいずれかのオプションを選択します。

	
デフォルト - このオプションを使用すると、凡例がデフォルトの位置(ゲージのキャンバスの右)に表示されます。


	
なし - このオプションを使用すると、凡例は表示されません。


	
上 - このオプションを使用すると、凡例がゲージのキャンバスの上に表示されます。


	
右 - このオプションを使用すると、凡例がゲージのキャンバスの右に表示されます。


	
下 - このオプションを使用すると、凡例がゲージのキャンバスの下に表示されます。


	
左 - このオプションを使用すると、凡例がゲージのキャンバスの左に表示されます。





マスター詳細イベントのリスニング

このボックスを使用して、ゲージをマスター詳細関係の詳細ビューとして機能させ、マスター詳細イベントをリスニングさせるかどうかを指定します。このボックスを選択する場合は、「イベント・チャネル」フィールドを完成させます。

マスター詳細関係の詳細は、「ビューのマスター詳細リンクとは」を参照してください。


イベント・チャネル

このフィールドは、「マスター詳細イベントのリスニング」ボックスを選択した場合のみ有効です。

このフィールドを使用して、1つ以上のマスター・ビューによって生じたマスター詳細イベントをゲージがリスニングするための1つ以上のチャネルの名前を入力します。チャネル名の大文字/小文字は区別されるため、マスター・ビューで指定したチャネル名と完全に一致させる必要があります。複数のチャネルは、channel a, channel bのようにカンマで区切ってください。





NULL値を含む

このチェック・ボックスを使用して、分析レベルで設定されたnullの抑制をオーバーライドします。ゲージ・ビューに対して選択すると、すべてがnullのゲージ行に対してはnull値が抑制されません。詳細は、Null抑制の理解を参照してください。






「ゲージのプロパティ」ダイアログ: 「スケール」タブ

「ゲージのプロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、ゲージの次の部分のプロパティを設定します。

	
ゲージの制限 - ゲージ値軸の最小ポイントおよび最大ポイント。


	
目盛マーク - ゲージの値軸に沿ったマーキング。最小値から最大値までを一定間隔で示します。また、しきい値を示すことも可能です。(しきい値の設定は「設定」ペインで行います。)




詳細は、次の項目を参照してください。

	
ゲージ・ビューの編集





コンポーネント


ゲージの制限

この領域を使用して、次のようにゲージの制限を指定します。

	
デフォルトのゲージ制限を使用するには、「デフォルト」ボックスを選択します。


	
カスタムのゲージ制限を指定するには、「指定」ボックスを選択します。さらに、「最小」フィールドに最小ポイントを入力し、「最大」フィールドに最大ポイントを入力します。

「最小」または「最大」フィールドの右にある「ゲージ制限のカスタマイズ」ボタンをクリックして「ゲージ制限のカスタマイズ」ダイアログを表示し、カスタム・ゲージ制限を指定します。制限は、実際の値または割合で指定できます。

デフォルトの場合、パーセンテージ・スケールではゲージのスケールは常に0%から100%として表示されます。(100%を超えることはありません。)

0%および100%がマップされている値を表示するには、「ゲージのプロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブで「軸ラベル」: 「ラベルの書式設定」ボタンをクリックし、「軸ラベル」ボックスの「実際の値」オプションを選択します。

ゲージの実際の最小値および最大値は、ゲージの内部的な最小および最大アルゴリズムとデータ・セットに基づいて0%および100%にマッピングされます。通常、この0%および100%はデータ・セットの実際の最小値および最大値と一致するとは限りません。

ただし、「ゲージのプロパティ」ダイアログ: 「スケール」タブでスケールの最小および最大を設定した場合は、0%および100%がそれぞれスケールの最小値および最大値に完全に対応します。





目盛タイプ

表示する目盛マークの数を指定する、次のオプションが表示されます。

	
動的 - このボックスを選択すると、表示する目盛マークの数が(データに基づいて)自動的に計算されます。


	
指定 - このオプションを選択すると、表示する目盛マークの数を指定できます。





主要目盛の表示

このボックスは球ゲージには使用できません。

このボックスを使用して、主要目盛マークを表示するかどうかを指定します。

主要目盛を表示するには、このボックスを選択して、表示する主要目盛マークの数を指定します。


補助目盛の表示

このボックスは球ゲージには使用できません。

このボックスを使用して、補助目盛マークを表示するかどうかを指定します。

補助目盛マークは、1つのメジャーを表示するダイアル・ゲージのみに表示されます。

補助目盛を表示するには、このボックスを選択して、表示する補助目盛マークの数を指定します。








「ゲージのプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブ

「ゲージのプロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、ゲージの外観を制御するプロパティ(ゲージの幅や高さなど)を設定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ゲージ・ビューの編集





コンポーネント


ダイアルの弧の長さ

このボックスは、ダイアル・ゲージのみに使用できます。

このフィールドを使用して、ダイアルの弧の長さを角度で入力します。最大値は360度です。


ゲージ・サイズ

このボックスを使用して、ゲージのサイズとして「キャンバスに合わせる」、「小」、「中」、「大」または「カスタム」を指定します。

「カスタム」を選択した場合は、「幅」フィールドおよび「高さ」フィールドを使用して、幅と高さをピクセル単位で指定する必要があります。


幅

このフィールドは、「ゲージ・サイズ」ボックスで「カスタム」を選択した場合のみ有効です。

このフィールドを使用して、ゲージの幅をピクセル数で入力します。


高さ

このフィールドは、「ゲージ・サイズ」ボックスで「カスタム」を選択した場合のみ有効です。

このフィールドを使用して、ゲージの高さをピクセル数で入力します。


マーカー・タイプ

この領域は、ダイアル・ゲージのみに使用できます。

この領域を使用して、ゲージに含まれる各メジャーに対して、インジケータのタイプおよび色を指定します。インジケータはゲージの一部で、描画される値を指し示します。

最初のボックスでインジケータのタイプを選択し、2番目のボックスで色を選択します。インジケータのタイプは次のとおりです。

	
針 - 描画される値を針で指し示す場合は、このオプションを使用します。


	
線 - 描画される値を線で指し示す場合は、このオプションを使用します。


	
塗りつぶし - ダイアル・ゲージ内部の描画される値までの領域を塗りつぶす場合は、このオプションを使用します。ゲージにしきい値が設定されている場合や、ゲージに複数のメジャー列が表示されている場合は、このオプションは無視されます。





「ゲージの色と境界」: 「背景」

このボックスは、ダイアル・ゲージのみに使用できます。

「カラーの選択」ダイアログが表示され、ゲージの背景の色を選択できます。


「ゲージの色と境界」: 「境界」

このボックスは、ダイアル・ゲージのみに使用できます。

「カラーの選択」ダイアログが表示され、ゲージを囲む境界の色を選択できます。


「キャンバスの色と境界」: 「背景」

「カラーの選択」ダイアログが表示され、キャンバスの背景の色を選択できます。


「キャンバスの色と境界」: 「境界」

「カラーの選択」ダイアログが表示され、キャンバスを囲む境界の色を選択できます。








「ゲージのプロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブ

「ゲージのプロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、ゲージまたはゲージ・セットに含まれるゲージのタイトル、フッターおよびラベルの表示を制御するプロパティを設定します。

キャンバスがゲージ・セットで構成される場合は、それぞれのゲージに対してタイトルおよびフッターが表示されます。タイトルおよびフッターはオプションです。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ゲージ・ビューの編集





コンポーネント


「ゲージ・セット・タイトル」: 「タイトル」

このフィールドを使用して、ゲージまたはゲージ・セットのタイトルを入力します。タイトルは、キャンバスの最上部に表示されます。


メジャー名をグラフ・タイトルとして使用

このチェック・ボックスを使用して、ゲージまたはゲージ・セットのタイトルに、メジャー列または列の名前(例: 売上)を使用します。


「ゲージ・タイトル」: 「タイトル」

このフィールドを使用して、各ゲージの上に表示されるタイトルを入力します。

トークン(@n)を使用すると、指定した列の結果をゲージ・タイトルに含めることができます。たとえば、@1を使用すると最初の列の結果が挿入され、@3を使用すると3番目の列の結果が挿入されます。


「ゲージ・タイトル」: 「フッター」

このフィールドを使用して、各ゲージの下に表示されるフッターを入力します。

トークン(@n)を使用すると、指定した列の結果をゲージ・フッターに含めることができます。たとえば、@1を使用すると最初の列の結果が挿入され、@3を使用すると3番目の列の結果が挿入されます。


タイトルの書式設定

「タイトル」フィールドおよび「フッター」フィールドの横に表示される各ボタンを使用して、「フォント書式」: 項目ダイアログを表示すると、タイトルまたはフッターを書式設定できます。


凡例: ラベルの書式設定

このボタンを使用して「フォント書式」: 項目ダイアログを表示すると、凡例の書式を設定できます。


「軸ラベル」または「データ・ラベル」: 「ラベルの書式設定」

このボタンを使用して「書式」: 項目ダイアログを表示すると、軸ラベルまたはデータ・ラベルの書式を設定できます。




	
ヒント:

データ・ラベルが(スペースに収まらないために)表示されない場合は、ラベルのフォント・サイズを小さくしてみてください。







軸ラベルの「ラベルの書式設定」ボタンは、球ゲージには使用できません。








「はじめに」ペイン

このペインを使用して、Oracle Scorecardと戦略管理を使用した企業パフォーマンスの後押しや評価の方法、Oracle Business Intelligenceの用語集へのリンク方法、およびスコアカードの作成方法へのリンク方法を学習します。

詳細は、概要情報の表示を参照してください。

このペインは「スコアカード」エディタ: 「概要」タブの一部です。


コンポーネント


概要

このリンクを使用して、スコアカードの概要を表示します。


用語のグロッサリ

このリンクを使用して、Oracle Business Intelligence用語の用語集を表示します。


使用方法

このリンクを使用して、目標、イニシアティブ、パースペクティブおよびビューなどのスコアカード・コンポーネントの作成方法を表示します。








「グラフのプロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、グラフのプロパティを編集します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
グラフ・ビューの編集





コンポーネント


一般

「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「一般」タブを使用して、グラフのキャンバスに関連するプロパティ(凡例の位置など)を設定します。


スタイル

「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブを使用して、グラフの外観を制御するプロパティ(スタイルなど)を設定します。


スケール

「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「スケール」タブを使用して、軸制限および目盛マークのプロパティを設定します。


タイトルとラベル

「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブを使用して、グラフのタイトルおよびラベルの表示を制御するプロパティを設定します。








「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「一般」タブ

「グラフのプロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、グラフのキャンバスに関連するプロパティ(凡例の位置など)を設定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
グラフ・ビューの編集





コンポーネント


キャンバスの幅

このフィールドを使用して、グラフのキャンバスの幅をピクセル数で入力します。


キャンバスの高さ

このフィールドを使用して、グラフのキャンバスの高さをピクセル数で入力します。


凡例の位置

このボックスを使用して、凡例を表示するかどうか、および表示する位置を指定します。次のいずれかのオプションを選択します。

	
デフォルト - このオプションを使用すると、凡例がデフォルトの位置(グラフのキャンバスの右)に表示されます。


	
なし - このオプションを使用すると、凡例は表示されません。


	
上 - このオプションを使用すると、凡例がグラフのキャンバスの上に表示されます。


	
右 - このオプションを使用すると、凡例がグラフのキャンバスの右に表示されます。


	
下 - このオプションを使用すると、凡例がグラフのキャンバスの下に表示されます。


	
左 - このオプションを使用すると、凡例がグラフのキャンバスの左に表示されます。




凡例の読みやすさを維持するために、次の項目が凡例ラベルから省略されます:

	
外側レイヤー全体のすべての凡例ラベルで繰り返されるすべての項目


	
メジャー・レイヤーが行エッジの最終レイヤーまたは最も内側のレイヤーである場合の、すべての凡例ラベルで繰り返されるメジャー列





ズームとスクロール

このコンポーネントは、レーダー・グラフ、ファンネル・グラフおよび円グラフではサポートされません。

この領域を使用して、横軸と縦軸でズームとスクロールを有効にするかどうかを指定します。

	
横軸の場合有効 - このオプションを使用すると、X軸でズームとスクロールが有効になります。


	
縦軸の場合有効 - このオプションを使用すると、縦軸でズームとスクロールが有効になります。




軸のズームとスクロールを有効化すると、グラフ上にカーソルを移動したときにグラフ領域に「ズーム」ボタンが表示されます。このボタンからズームとスクロールを行えます。

ズームとスクロールの方法は、グラフのズームおよびスクロールを参照してください。


マスター詳細イベントのリスニング

このボックスを使用して、グラフをマスター詳細関係の詳細ビューとして機能させ、マスター詳細イベントをリスニングさせるかどうかを指定します。このボックスを選択する場合は、「イベント・チャネル」フィールドを完成させます。

マスター詳細関係の詳細は、「ビューのマスター詳細リンクとは」を参照してください。


イベント・チャネル

このフィールドは、「マスター詳細イベントのリスニング」ボックスを選択した場合のみ有効です。

このフィールドを使用して、1つ以上のマスター・ビューによって生じたマスター詳細イベントをグラフがリスニングするためのチャネルを1つ以上入力します。チャネル名の大文字/小文字は区別されるため、マスター・ビューで指定したチャネル名と完全に一致させる必要があります。複数のチャネルは、channel a, channel bのようにカンマで区切ってください。





NULL値を含む

このチェック・ボックスを使用して、分析レベルで設定されたnullの抑制をオーバーライドします。(詳細は、Null抑制の理解を参照してください。)グラフ・ビューに対して選択する場合、すべてがnullのグラフ行に対してはnull値が抑制されません。グラフに「グループ化」ドロップ・ターゲットが設定されているか、ファンネル・グラフまたは円グラフであることが必要です。詳細は、ドロップ・ターゲットの理解を参照してください。


表示上でのグラフのアニメーション化

このボックスはファンネル・グラフではサポートされません。

このボックスを使用して、レンダリングの初期効果を表示するかどうかを指定します。レンダリング効果はグラフごとに異なります。たとえば、水平のグラフでは、棒は横軸から始まって現在の測定レベルまで上方に移動します。

グラフに対してこのボックスが選択されている状態でセクション・スライダを追加した場合、セクション・スライダではページ間のアニメーションがサポートされていないため、このボックスは自動的に選択解除されます。






「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「スケール」タブ

「グラフのプロパティ」ダイアログまたは「トレリスのプロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、グラフの次の部分のプロパティを選択します。

	
軸の制限 - 縦軸と横軸の最小ポイントおよび最大ポイント。


	
目盛マーク - グラフの値軸に沿ったマーキング。最小値から最大値までを一定間隔で示します。




このタブは、円グラフまたはファンネル・グラフには使用できません。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
グラフ・ビューの編集




このダイアログは次のように表示される場合もあります。



トレリスのプロパティ・ダイアログ: 「スケール」タブ

コンポーネント




	
注意:

トレリスの場合、このタブで使用できるコンポーネントは、使用しているトレリスのタイプ(単純または詳細)と、可視化(つまりグラフ)のタイプによって異なります。
縦軸と横軸の両方があるグラフ(例: 散布図)や、縦軸が2つあるグラフ(例: 線-棒グラフ)の場合は、両方の軸のスケール・プロパティを設定できるように、サブ・タブも表示されます。

サブタイプ「100%積上げ」のグラフでは、このタブで使用できる唯一のコンポーネントは「スケール・マーカー」ダイアログです。このダイアログでは、スケール・マーカーの位置または範囲に設定する値はパーセンテージです。100%積上げグラフでは、軸の制限の設定、目盛マークの表示、対数スケールの使用は行わないでください。










軸の制限、スケールと制限

この領域はパレート・グラフおよび100%積上げグラフでは無効です。

このボックスを使用して、縦軸または横軸の制限を指定します。次のいずれかのオプションを選択します。

	
デフォルト(動的) - このオプションを使用すると、システムによってスケールが決定され、正の数に対して軸がゼロに設定されます。


	
指定 - このオプションを使用して、最小および最大の軸制限を指定します。「最小」フィールドに最小軸制限を入力し、「最大」フィールドに最大軸制限を入力します。


	
データ範囲にズーム - このオプションを使用して、システムにスケールを決定させます。システムによって軸の値の範囲が評価され、スケールの適切な最小値および最大値が選択されます。これは、すべての値が互いに近似している、大きい値のセットをグラフ化するときに便利です。グラフでは値にズームインするため、値の違いが簡単に区別できるようになります。




	
注意:

「データ範囲にズーム」オプションは、ウォーターフォール・グラフにサポートされません。










	
注意:

データ範囲が広い場合、動的なスケーリングがデータ・ポイントのプロットに使用されます。データ範囲が動的にスケーリングされるようにするには、軸制限スケールの「データ範囲にズーム」オプションを選択します。











軸スケール、スケール・タイプと目盛マーク

この領域は100%積上げグラフでは無効です。

表示する目盛マークの数を指定する、次のオプションが表示されます。

	
動的 - このボックスを選択すると、表示する目盛マークの数が(データに基づいて)自動的に計算されます。


	
指定 - このオプションを選択すると、表示する目盛マークの数を指定できます。




「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブで選択した水平および垂直のグリッド線の色も、主要および補助の目盛マークに適用されます。


主要目盛の表示

このボックスを使用して、主要目盛マークを表示するかどうかを指定します。このボックスを選択した場合は、表示する主要目盛マークの数を指定してください。


補助目盛の表示

このボックスは、パレート・グラフの縦軸2では無効です。

このボックスを使用して、補助目盛マークを表示するかどうかを指定します。このボックスを選択した場合は、表示する補助目盛マークの数を指定してください。


対数スケールの使用

このボックスは、パレート・グラフやウォーターフォール・グラフ、100%積上げグラフでは使用できません。

このボックスを使用して、対数スケールを使用するかどうかを指定します。


可視化: 「メジャー」タブ

詳細トレリスで使用するメジャー(たとえば、RevenueやBilled Quantityなど)に対応するタブが表示されます。可視化のプロパティを設定するメジャーのタブをクリックします。


クリックしてスケール・マーカーを編集

「スケール・マーカー」ダイアログが表示され、グラフのスケール・マーカーを定義できます。





注意

	
時系列線グラフの場合は、横軸のスケール・プロパティ(軸制限または主要目盛および補助目盛)を設定できません。


	
パレート・グラフの場合は、次を指定できません。

	
縦軸1か縦軸2のどちらかの軸制限


	
縦軸2の補助目盛マークを表示するかどうか


	
対数スケールを使用するかどうか




定義上、パレート・グラフの縦軸2の範囲は0から100%です。さらに、縦軸1は縦軸2と同期するため、変更できません。











「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブ

「グラフのプロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、グラフの外観を制御するプロパティ(スタイルなど)を設定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
グラフ・ビューの編集





コンポーネント


フォーマット

このリストは、ウォーターフォール・グラフに対してのみ使用できます。このリストを使用して、グラフに表示する棒の色および種類を定義します。オプションは次のとおりです。

	
増加、減少および合計


	
最初、増加、減少および合計


	
単一色


	
2色


	
カスタム - 別の色を選択してウォーターフォールの棒の値をカスタマイズすると、「カスタム」が書式リストに表示されます。




詳細は、使用可能なウォーターフォール・グラフ書式のタイプを参照してください。


スタイル

このボックスは、バブル・グラフおよびレーダー・グラフに対しては有効化されません。

このボックスを使用して、グラフのスタイルを選択します。オプションは次のとおりです。

	
棒グラフ、線-棒グラフまたはパレート・グラフの場合: 「デフォルト」、「四角形」、「三角形」、「円柱」、「ひし形」、「グラデーション」または「パターン塗り」


	
線グラフまたは時系列線グラフの場合: 「デフォルト」、「標準線」、「段付きの線」または「曲線」


	
面グラフまたは円グラフの場合は、「デフォルト」、「単色塗り」、「グラデーション塗り」または「パターン塗り」


	
散布図の場合: 「デフォルト」、「標準散布」または「散布と線」





スタイルと条件付き書式設定

「スタイルと条件付き書式設定」ダイアログが表示され、書式設定を指定できます。


3D

このボックスを使用して、グラフを3次元にするかどうかを指定します。


「描画エリア」: 「背景」

「カラーの選択」ダイアログが表示され、描画エリアの背景の色を選択できます。


グリッド線

これらのボックスを使用して、デフォルトのグリッド線または指定したグリッド線のどちらを表示するかを指定します。

「指定」オプションを選択した場合は、主要グリッドおよび補助グリッドについて、次のボックスを使用して目的のグリッド線および色を指定します。

	
水平線 - このボックスを使用して、水平のグリッド線を表示します。


	
垂直線 - このボックスを使用して、垂直のグリッド線を表示します。


	
色 - 「カラーの選択」ダイアログが表示され、水平および垂直のグリッド線の色を選択できます。この色は、「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「スケール」タブで指定した主要目盛マークと補助目盛マークにも適用されます。




「指定」オプションのみを選択し、主要グリッドおよび補助グリッドのチェック・ボックスを選択しない場合、グリッド線は(デフォルトで表示されるものも含めて)表示されません。

パレート・グラフの場合、水平の主要または補助グリッド線を有効にすると、縦軸1に対応するグリッド線のみが表示されます。


「凡例」: 「背景」

「カラーの選択」ダイアログが表示され、凡例の背景の色を選択できます。


「凡例」: 「透明」

このボックスを使用して、凡例を透明にする(凡例の背景を色なしにする)かどうかを指定します。


「凡例」: 「境界」

「カラーの選択」ダイアログが表示され、凡例を囲む境界の色を選択できます。


「キャンバスの色と境界」: 「背景」

「カラーの選択」ダイアログが表示され、キャンバスの背景の色を選択できます。


キャンバスの色と境界: グラデーション

このボックスを使用して、指定した色で始まり白で終わるように、上から下へキャンバスの背景色を徐々に薄くしていくかどうかを指定します。


「キャンバスの色と境界」: 「境界」

「カラーの選択」ダイアログが表示され、キャンバスを囲む境界の色を選択できます。








「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブ

「グラフのプロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、グラフのタイトルおよびラベルの表示を制御するプロパティを設定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
グラフ・ビューの編集





コンポーネント


タイトル

このフィールドを使用してグラフのタイトルを入力します。


メジャー名をグラフ・タイトルとして使用

このチェック・ボックスを使用して、メジャー名をグラフ・タイトルとして使用するかどうかを指定します。


縦軸1のタイトル

このフィールドを使用して縦軸1のタイトルを入力します。


メジャー名を軸タイトルとして使用

このチェック・ボックスを使用して、メジャー名を縦軸1のタイトルとして使用するかどうかを指定します。


縦軸2のタイトル

このフィールドを使用して縦軸2のタイトルを入力します。


メジャー名を軸タイトルとして使用

このチェック・ボックスを使用して、メジャー名を縦軸2のタイトルとして使用するかどうかを指定します。





横軸のタイトル

このフィールドを使用して横軸のタイトルを入力します。


列名を軸タイトルとして使用

このボタンを使用して、列名を横軸のタイトルとして使用するかどうかを指定します。


タイトルの書式設定

各「タイトル」フィールドの横に表示されるこのボタンを使用して「フォント書式」: 項目ダイアログを表示すると、タイトルの書式を設定できます。


凡例: ラベルの書式設定

このボタンを使用して「フォント書式」: 項目ダイアログを表示すると、凡例の書式を設定できます。


ラベルの書式設定(「縦軸のラベル」、「横軸のラベル」または「データ・マーカー」の場合)

このボタンを使用して「フォント書式」: 項目ダイアログを表示すると、縦軸のラベル、横軸のラベルまたはデータ・ラベルの書式を設定できます。


合計

この領域は、ウォーターフォール・グラフに対してのみ使用できます。これらの2つのボックスを使用して、ウォーターフォール・グラフに表示されるテキストをカスタマイズします。オプションは次のとおりです。

	
小計 - 横軸に沿って小計テキストが表示されます。


	
合計 - グラフの凡例および最後の合計の棒に対する横軸に沿って合計が表示されます。





注意

時系列線グラフの場合、時間軸ラベルまたはデータ・ラベルに使用できるデータ書式設定オプションはありません。フォント特性は変更できますが、その他の書式設定の選択はすべて無視されます。

時系列線グラフの場合、時間軸に表示されるラベルはロケールに依存します。たとえば、月名および曜日には、ロケールに依存する適切な短縮名が使用されます。








「グラフィック」ダイアログ

このダイアログを使用して、次の項目を表示するためのイメージを選択します。

	
個々のKPIパフォーマンスしきい値


	
列のセル




標準イメージを選択するか、カスタム・イメージのパスを手動で入力できます。


コンポーネント


イメージなし

このボックスを使用して、列のレイアウトにイメージを含めないことを指定します。KPIしきい値を作成している場合は、このオプションを選択してKPI値のみを表示し、パフォーマンスのレベルや状態を反映する記号を省略します。


カスタム・イメージ

このフィールドを使用して、列のレイアウトに含めたり、KPIしきい値とともに含めるカスタム・イメージを指定します。これを行うには、次のいずれかを入力します。

	
カスタム・イメージのURL。


	
Oracle Business Intelligence環境でローカルに格納されいてるカスタム・イメージを参照するためのfmap構文。fmap構文の詳細は、カスタム・ファイルをローカルに格納しfmap関数を使用して参照する方法を参照してください。







	
注意:

fmap構文を使用したオブジェクトを保存する場合には、「HTMLマークアップを含むコンテンツの保存」権限が必要になります。権限の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービスの権限の管理に関する項を参照してください。







カスタム・イメージには、スコアカードの表示または編集を行うすべてのユーザーがアクセスできることが必要です。

カスタム・イメージは、条件付きと条件なしの両方の列の結果に使用できます。


標準イメージの選択

このペインを使用して、Oracle Business Intelligenceで配布されているイメージを選択します。イメージを選択するには、列に含めるイメージの横のオプションをクリックします。これらのイメージは、条件付き書式設定に役立ちます(メーターおよびトレンド矢印など)。左ペインには、イメージのカテゴリが表示されます。イメージ・カテゴリをクリックすると、右ペインにそのカテゴリのイメージが表示されます。


イメージの配置

このフィールドを使用して、列のデータまたは見出しを基準にしたイメージの位置を指定します。

テキストなしのイメージを列に含める場合は、イメージのみを選択を選択します。イメージのデフォルトの位置(通常、列のデータまたは見出しの左)を使用する場合は、「デフォルト」を選択します。








ヒート・マトリックス・プロパティ・ダイアログ

ヒート・マトリックスのプロパティを編集するには、このダイアログを使用します。

詳細は、ヒート・マトリックス・ビューの編集を参照してください。


コンポーネント


一般

「ヒート・マトリックス・プロパティ」ダイアログ: 「一般」タブを使用して、セル幅、コンテンツ・ページング、マスター詳細リンク、null値に関する属性の指定、ヒート・マトリックスの凡例の表示と非表示の指定、背景や境界線の色などのセクションの外観の制御、ヒート・マトリックスの印刷とエクスポートを行います。





タイトルとラベル

「ヒート・マトリックス・プロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブを使用して、ヒート・マトリックスのタイトルおよびラベルの表示を制御するプロパティを設定します。






ヒート・マトリックス・プロパティ・ダイアログ: 「一般」タブ

「ヒート・マトリックス・プロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、セル幅、コンテンツ・ページング、マスター詳細リンク、null値に関する属性の指定、ヒート・マトリックスの凡例の表示と非表示の指定、背景や境界線の色などのセクションの外観の制御、ヒート・マトリックスのPDF印刷を行います。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ヒート・マトリックス・ビューの編集


	
ヒート・マトリックス・ビューに共通するその他のコンポーネント





コンポーネント


データ・セルの幅

このテキスト・フィールドを使用して、ヒート・マトリックス・ビュー内のセルの固定幅をピクセル単位で入力します。デフォルトは50ピクセルです。


行ヘッダーの最大幅

このテキスト・フィールドを使用して、行ラベルの名前の最大幅を指定します。ラベル名が長すぎる場合、省略記号(. . . )を使用して切り捨てられます。切捨てを回避するにはピクセル数を増やします。デフォルトは150ピクセルです。


凡例の表示

このチェック・ボックスを使用して、連続的な色の変化またはヒート・マトリックス・ビューのビン化を示すために凡例を表示するかどうかを指定します。ビン化のプロパティの詳細は、ヒート・マトリックス・ビューに共通するその他のコンポーネントを参照してください。


データ表示

この領域を使用して、データの参照に使用する方法を指定します。

	
スクロール・コンテンツがある固定ヘッダー - このオプションを使用して、データを参照する方法としてスクロールを使用します。

このオプションを選択すると、最大幅および最大高さフィールドがこのダイアログに表示されます。

この方法を使用したヒート・マトリックス:

	
行および列のヘッダーが常に表示されます。


	
水平および垂直スクロール・バーが表示されます。


	
ヒート・マトリックスに大量のデータが含まれ、ユーザーがヒート・マトリックスの最下部までスクロールする場合は、データの行や列をさらにフェッチするために、「さらに行を取得」および「さらに列を取得」リンクを表示できます。







	
注意:

このスクロール方法はMicrosoft Internet Explorerブラウザ・バージョン7および8でもサポートされていないため、このバージョンが検出されると、ヒート・マトリックスはページ・コントロールを使用して表示されます。










	
コンテンツ・ページング - このオプションを使用して、データを参照する方法としてページ・コントロールを使用します。

このオプションを選択すると、「ページ・コントロール」ボックスおよび「1ページの行数」フィールドがこのダイアログに表示されます。





最大幅

このフィールドは、ヘッダーを固定してコンテンツをスクロールが選択されている場合のみ使用できます。

このフィールドを使用して、ヒート・マトリックスの最大幅をピクセル数で指定します。デフォルトは600ピクセルです。


最大高

このフィールドは、ヘッダーを固定してコンテンツをスクロールが選択されている場合のみ使用できます。

このフィールドを使用して、ヒート・マトリックスの最大高をピクセル数で指定します。デフォルトは700ピクセルです。


ページ・コントロール

このボックスは、コンテンツ・ページングが選択されている場合のみ使用できます。

このボックスを使用して、ビューのページ・コントロールを表示するかどうかを指定します。ページ・コントロールには、「最初の25行」および「次の25行」が含まれます。ビューの上または下を選択できるほか、コントロールを非表示にすることも可能です。ページ・コントロール・ボタンの詳細は、「結果」タブ: データ・ビュー・エディタを参照してください。


1ページの行数

このフィールドは、コンテンツ・ページングが選択されている場合のみ使用できます。

このフィールドを使用して、ビューの各ページに表示される行数を入力します。この設定は、「最初のn行」、「次のn行」および「前のn行」ページ・コントロール・ボタンによって表示される行数に影響します。


Null値

これらのチェック・ボックスを使用して、分析レベルで設定されたnullの抑制をオーバーライドします。

Null値のみの行を含める - このチェック・ボックスを使用して、行全体にnull値が設定されている場合に、ヒート・マトリックス・ビューにnull値を含めます。選択すると、ヒート・マトリックスの行に対してnull値は抑制されません。

Null値のみの列を含める - このチェック・ボックスを使用して、列全体にnull値が設定されている場合に、ヒート・マトリックス・ビューにnull値を含めます。選択すると、ヒート・マトリックスの列に対してnull値は抑制されません。

詳細は、Null抑制の理解を参照してください。


マスター詳細イベントのリスニング

このチェック・ボックスを使用して、ヒート・マトリックスをマスター詳細関係の詳細ビューとして機能させ、マスター詳細イベントをリスニングさせるかどうかを指定します。このチェック・ボックスを選択する場合は、「イベント・チャネル」フィールドに入力します。


イベント・チャネル

このフィールドは、「マスター詳細イベントのリスニング」チェック・ボックスを選択した場合のみ有効です。

このフィールドを使用して、1つ以上のマスター・ビューによって生じたマスター詳細イベントをヒート・マトリックスがリスニングするためのチャネルを1つ以上入力します。チャネル名の大文字/小文字は区別されるため、マスター・ビューで指定したチャネル名と完全に一致させる必要があります。複数のチャネルは、channel a, channel bのようにカンマで区切ってください。


セクションの書式設定

このボタンを使用して、「セクションの書式設定」ダイアログを表示し、印刷およびエクスポート時のページ区切り方法およびヒート・マトリックスにおけるセクションの書式設定方法を指定します。








「ヒート・マトリックス・プロパティ」ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブ

ヒート・マトリックス・プロパティ・ダイアログのこのタブを使用して、ヒート・マトリックスのタイトルおよびラベルの表示を制御するプロパティを設定します。


コンポーネント


メジャー値の表示

このボックスを使用して、セルにメジャー値を表示するかどうかを指定します。オプションは次のとおりです。

	
オン - メジャー値を表示するにはこのオプションを使用します。


	
オフ - メジャー値を非表示にするにはこのオプションを使用します。


	
ロールオーバー時 - セルの上にマウス・ポインタを重ねたときにのみメジャー値を表示するには、このオプションを使用します。これはデフォルト値です。





メジャー値の表示: ラベルの書式設定

このボタンを使用して、メジャー値の書式を設定する「書式設定: 項目」ダイアログを表示します。


フォルダと列の見出しの表示

このボックスを使用して、タイルを表示するかどうかを指定します。オプションは次のとおりです。

	
列見出しのみ - 列名を列の左側に列タイトルとして表示するには、このオプションを使用します。


	
1行ずつ - 列名を行の上に行タイトルとして表示するには、このオプションを使用します。


	
フォルダ.列の形式 - 行または列ラベルがオンのときに、サブジェクト領域からの完全修飾フォルダ名と列名を行または列のタイトルとして表示するには、このオプションを使用します。(例: Offices.D1 Offices)。





プロンプト・ラベル、行ラベル、列ラベルまたはセクション・ラベル

このボックスを使用して、ラベルを表示するかどうかを指定します。オプションは次のとおりです。

	
オン - このオプションを使用してラベルを表示します。


	
オフ - このオプションを使用してラベルを非表示にします。


	
ロールオーバー時 - プロンプト、行、列またはセクションの上にマウス・ポインタを重ねたときにのみラベルを表示するには、このオプションを使用します。











「ホーム」ページ

このページでは、次の操作を行います:

	
特定のタスク(例: ダッシュボードの作成)を完全に実行できるアプリケーションの領域へ、ナビゲートする。


	
表示または編集の権限が付与されているオブジェクトにアクセスする。


	
アラートを表示する。


	
Oracle Business Intelligenceのドキュメント、およびその他のOracle製品の情報にアクセスする。




詳細は、次の項目を参照してください。

	
アラートへのアクセスと管理


	
Oracle BI EEホーム・ページとは


	
Oracle BI EEオブジェクトの格納と管理





コンポーネント


作成...

最も一般的な作成タスクを開始するリンクがカテゴリ別に提供されます(「公開レポート」や「アクショナブル・インテリジェンス」など)。「詳細」リンクをクリックすると、カテゴリのその他の作成タスクのリストにアクセスできます。このカテゴリ・リストは、企業のシステムのインストール内容およびユーザーにアクセス権が付与されている部分に基づいて移入されます。


アラート

(このセクションは、Oracle BI EEの「ホーム」ページに1つ以上のアラートが配信された場合のみ使用できます。)

アラートが表示されます(最大数は5)。各アラートの優先度(「高」、「標準」または「低」)、および最終配信日時が含まれます。

アラートの最新の発生を表示するには、アラート名をクリックします。「アラート」ダイアログが表示され、アラート情報およびアラート内容を表示できます。適切な権限がある場合は、アラートを生成したエージェントの編集および実行も行えます。

各アラートには次のリンクがあります。

	
表示 - このリンクを使用して「アラート」ダイアログを表示すると、アラート情報およびアラート内容を表示できます。適切な権限がある場合は、アラートを生成したエージェントの編集および実行も行えます。


	
クリア - このボタンを使用してアラートを削除します。


	
詳細 - 次のオプションが表示されます。

	
エージェントの編集 - (このオプションは、エージェントの変更権限が付与されている場合のみ使用できます。)このオプションを使用して、エージェントを編集できる「エージェント」エディタで、エージェントを表示します。


	
エージェントの実行 - (このオプションは、エージェントの起動権限が付与されている場合のみ使用できます。)このオプションを使用して、アラートを生成したエージェントを実行します。


	
このフィードに登録 - このオプションを使用してブラウザのページを表示すると、RSSフィードに登録できます。このページを使用して、Oracle BI Alertsフィード(配布されたエージェントが含まれているチャネル)へ登録できます。詳細は、アラート用のRSSフィードのサブスクライブを参照してください。


	
すべてのアラートの表示 - このオプションを使用して「アラート」ダイアログを表示すると、すべてのアラートの表示および管理を行えます。







配信されたアラートの数が5を超える場合は、「すべてのアラートの表示」リンクが表示されます。このリンクをクリックして「アラート」ダイアログを表示すると、すべてのアラートを表示および管理できます。

エージェントを構成してアラートをホーム・ページに配信するには、「エージェント」エディタ: 「送信先」タブの「ホーム・ページとダッシュボード」オプションを選択する必要があります。エージェントの作成の詳細は、エージェントの作成を参照してください。


最新

次の2つのセクションが含まれています。

	
ダッシュボード — 表示、作成または更新を最近行ったダッシュボードのリストが含まれます。これらのダッシュボードは、このセクションの1行目に表示されます。「詳細ダッシュボード」リンクをクリックすると、追加のダッシュボードにアクセスします。


	
その他 — 表示、作成または更新を最近行った(ダッシュボード以外の)オブジェクトのリストが含まれます。たとえば、このリストにはKPI、スコアカードおよびBI Publisherデータ・モデルが表示されます。




個々のオブジェクト(例: 「編集」および「プロパティ」)に含まれるリンクは、オブジェクトのタイプおよびそのオブジェクトに対するユーザーの権限に基づいて表示されます。たとえば、ダッシュボードの表示権限はあっても編集権限がない場合は、ダッシュボードに「開く」リンクのみが表示されます。作成したダッシュボードがこのセクションに表示される場合は、「開く」リンクおよび「編集」リンクがダッシュボードに表示されます。「詳細」リンクをクリックすると、その他のダッシュボード・オプション(「プロパティ」など)のリストにアクセスできます。


最も人気のある

自分と同じロールが付与されている他のユーザーが表示した推奨オブジェクトのリストが含まれます。これらのオブジェクトにまだアクセスしていませんが、役に立つことがわかる場合があります。Oracle BI EEは、類似ユーザーがアクセスしたオブジェクトを判断することによってこの推奨リストを編集し、これらのオブジェクトと、ユーザーの最近アクセスしたオブジェクトのリストを比較します。Oracle BI EEは、ユーザーに表示権限がある項目のみを含めます。共有フォルダに保存された項目のみがこのリストに表示されます。

個々のオブジェクトに含まれるリンクは、オブジェクトのタイプおよびそのオブジェクトに対するユーザーの権限に基づいて表示されます。Oracle BI EEによるオブジェクト・リンクの決定方法は、このトピックの「最新」コンポーネントを参照してください。








「イメージ・マップ・プロンプトのプロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、マップ列の情報を指定します。詳細は、イメージ・プロンプトの作成およびその他のプロンプト・タイプを参照してください。


コンポーネント


キャプション

このフィールドを使用して、イメージ・マップ・プロンプトのキャプションを入力します。キャプションは、プロンプトのフィールド・ラベルとして表示されます。たとえば、「地域をクリックすると売上データが表示されます」などを入力できます。HTMLマークアップ・タグ(<b>、<font>および<table>など)をキャプションに含めることができます。


説明

このフィールドを使用して、プロンプトとともに保存される説明を入力します。説明は、管理者がカタログ・マネージャを使用する際に表示されます。


イメージURL

このフィールドを使用して、イメージ・ファイルの場所を指定します。

イメージ・ファイルはWebサーバー上にあることが必要です。すべてのWebリソース・ファイルが含まれているディレクトリ(例: app\res\region3.jpg)にイメージ・ファイルを配置することをお薦めします。イメージ・ファイルをWebリソース・ファイルと一緒に配置すると、ユーザーがダッシュボードまたは分析からイメージにアクセスした場合にセキュリティ警告メッセージが表示されるのを回避できます。

ただし、Webサーバー(Webサービスなど)を使用している場合は、リソース・ファイルがデプロイ・ディレクトリにあるため、デプロイ・ディレクトリおよびすべてのWebリソース・ファイルが含まれているディレクトリにイメージ・ファイルを配置する必要があります。

このフィールドでは変数を参照できます。使用する構文は、変数を参照する構文とはを参照してください。変数の詳細は、変数の使用を参照してください。


HTML

このフィールドを使用してHTML <map>タグを指定します。マップ・タグの中で、マップの地域の形状、X軸とY軸、および地域名を指定します。


HTMLからイメージ・マップを抽出

このリンクを使用して、HTML <map>タグで指定した値を抽出して表にします。この表では、地域をデータの列および値にリンクできます。








「背景マップのインポート」ダイアログ

このダイアログを使用して、管理: マップ・データの管理ページの「背景マップ」タブにマップをインポートします。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のマップの管理に関する項を参照してください。

このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「レイヤーの追加」ダイアログ

「イメージのインポート」ダイアログ

「レイヤーのインポート」ダイアログ

コンポーネント


対象

「レイヤーの追加」ダイアログでは使用できません。このボックスを使用して、選択対象となる事前定義済の背景マップ、レイヤーまたはイメージが含まれているMapViewerのデータ・ソースへの接続を選択します。それぞれのデータ・ソースには、背景マップ、レイヤーおよびイメージのセットが含まれている可能性があります。これらのセット同士に関連性はありません。(MapViewerでは、背景マップはタイルと呼ばれます。)

接続のリストには、MapViewerの構成時に定義されたすべての接続が表示されます。


使用可能な項目

このリストを使用して、表示するダイアログに応じて背景マップ、レイヤーまたはイメージを1つ以上選択します。


プレビュー領域

選択した背景マップ、レイヤーまたはイメージのプレビューか表示されます。複数のアイテムを選択した場合は、最後に選択したアイテムが表示されます。アイテムの名前は、プレビュー領域の上部に表示されます。


マップのプレビュー

「レイヤーのインポート」ダイアログのみで使用できます。このリストを使用して、レイヤーのプレビュー用に表示する背景マップを選択します。使用できる背景マップがない場合は、レイヤーの静的イメージがプレビュー領域に表示されます。最大の空間領域をカバーするマップが、レイヤーを構成するポイントを表示する確率が最も高いため、デフォルトの背景マップとして表示されます。








「イニシアティブの関連」ダイアログ

このダイアログを使用して、イニシアティブが目標を後押しする強度、つまり目標がイニシアティブによって後押しされる強度を指定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
「関連アイテム」ペイン




このダイアログは次のように表示される場合もあります。



「目標の関連」ダイアログ

コンポーネント


イニシアティブ

目標を後押しするイニシアティブの名前が表示されます。


目標

イニシアティブによって後押しされる目標の名前が表示されます。


強さ

このボックスを使用して、目標とイニシアティブの関係の強さとして「強い」、「中程度」または「弱い」のいずれかを指定します。

たとえば、「有効期限切れのソフトウェアのアップグレード」というイニシアティブによって、「従業員の生産性の向上」という目標が中程度の強さで後押しされる可能性があります。


比例

このボックスを使用して、一方のオブジェクトのパフォーマンスまたは値の変化が、他方のオブジェクトのパフォーマンスまたは値の変化と正比例(「直接」)するか反比例(「逆」)するかを指定します。

たとえば、「顧客からの苦情を4%に減らす」という目標と「品質管理の向上」というイニシアティブの関係では、品質管理の向上によって顧客からの苦情が減少するため、反比例になります。








「イニシアティブ」ペイン

このペインを使用して、イニシアティブの作成、変更および削除を行います。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
イニシアティブとは


	
イニシアティブの作成




このペインは「スコアカード」エディタの一部です。


コンポーネント


イニシアティブ・ツリー

進行状況を階層的に測定するスコアカードおよびKPIに対して定義されているイニシアティブが表示されます。また、イニシアティブおよびKPIのステータスが表示されます。ステータスの表示には、アセスメント・マッピング用に指定した、適切な色および記号が使用されます。アセスメント・マッピングの詳細は、スコアカードに対するアセスメント・マッピングの定義を参照してください。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
イニシアティブの作成: このボタンを使用して「スコアカード」エディタ: イニシアティブの詳細タブを表示すると、選択したイニシアティブの子としてイニシアティブを作成できます。


	
開く - 選択したオブジェクトを現在のモードに応じて編集または表示するために、このボタンを使用してオブジェクトを開きます。


	
削除 - 適切な権限が付与されている場合は、このボタンを使用して、選択したオブジェクトおよびそのすべての子孫(存在する場合)を削除します。





オブジェクトの右クリック・メニュー

オブジェクトを操作するためのオプションが表示されます。「イニシアティブ」ペインおよび「戦略」ペインでのオブジェクトの右クリック・メニューを参照してください。





「イニシアティブ」ペインおよび「戦略」ペインでのオブジェクトの右クリック・メニュー

「イニシアティブ」ペインまたは「戦略」ペインでのオブジェクトの右クリック・メニューには、ペイン内でオブジェクトを操作するためのオプションがいくつか表示されます。たとえば、オブジェクトを開いたり、オブジェクトを削除したり、切取りと貼付けを使用してオブジェクトを並べ替えることができます。

表示されるオプションは、オブジェクトのタイプ、オブジェクトが「イニシアティブ」ペインにあるか「戦略」ペインにあるか、および「スコアカード」エディタが編集モードか読取り専用モードかによって異なります。

	
開く - オブジェクトを現在のモードに応じて編集または表示するために、このオプションを使用してオブジェクトを表示します。


	
削除 - 適切な権限が付与されている場合は、このオプションを使用して、選択したオブジェクトおよびそのすべての子孫(存在する場合)を削除します。


	
切取り - このオプションを使用して、選択したオブジェクトとそのすべての子孫(存在する場合)をツリー内の別の位置に貼り付けるために削除します。

切取りを取り消すには、切取りアクションを実行した「イニシアティブ」ペインまたは「戦略」ペイン内で別のアクションを実行するか、[Esc]キーを押すか、または同じ場所に貼り付けます。


	
目標の作成: このオプションを使用して「スコアカード」エディタ: 目標の詳細タブを表示すると、選択した目標の子として目標を作成できます。


	
戦略ツリーの表示 - このオプションを使用して、選択したオブジェクトの戦略ツリーを表示します。


	
原因/結果マップの表示 - このオプションを使用して、選択したオブジェクトの原因/結果マップを表示します。


	
イニシアティブの作成: このオプションを使用して「スコアカード」エディタ: イニシアティブの詳細タブを表示すると、選択したイニシアティブの子としてイニシアティブを作成できます。


	
分析 - このオプションは、KPIを選択した場合のみ使用できます。このオプションを使用して、KPIに基づいて分析を作成します。分析は、自動的にカタログ内の「マイ・フォルダ」/「ドリル」フォルダに保存されます。



	
注意:

「マイ・フォルダ」/「ドリル」フォルダは一時記憶域として使用されるため、Oracle Business Intelligenceのセッション終了後は保持されません。分析を保持するには、別のディレクトリにコピーします。たとえば、共有ダッシュボードで使用する分析を保持するには、/Shared Foldersのフォルダにコピーします。






	
エージェントの作成 - このオプションは、KPIを選択した場合のみ使用できます。このオプションを使用して「新規エージェントの作成」ダイアログを表示すると、KPIからエージェントを作成できます。


	
所有者への連絡 - このオプションを使用して「所有者への連絡」ダイアログを表示すると、オブジェクトのビジネス所有者に連絡できます。


	
権限 - このオプションを使用して「権限」ダイアログを表示すると、オブジェクトに対する権限を設定できます。


	
前に貼付け - このオプションを使用して、兄弟オブジェクト・レベルで選択したオブジェクトの前に切り取ったオブジェクトを移動します。


	
後に貼付け - このオプションを使用して、兄弟オブジェクト・レベルで選択したオブジェクトの後に切り取ったオブジェクトを移動します。


	
子として貼付け - このオプションを使用して、選択したオブジェクトの子になるように切り取ったオブジェクトを貼り付けます。

切り取ったオブジェクトは、選択したオブジェクトに子が存在する場合には最後の子の後に貼り付けられ、子が存在しない場合には唯一の子になります。切り取ったオブジェクトを既存の子との相対位置で配置する場合には、「前に貼付け」または「後に貼付け」を使用します。





注意

次に、「イニシアティブ」ペインおよび「戦略」ペイン内でオブジェクトを並べ替える際のガイドラインを示します。

	
オブジェクトをそれ自身またはその子孫の1つに貼り付けることはできません。


	
オブジェクトをKPIの子として貼り付けることはできません。(KPIは子を持てません。)


	
オブジェクトを貼り付けるには、その親となるオブジェクトを変更するための適切な権限が必要です。


	
一度に切り取って貼り付けることができるのは、1つのオブジェクトとその子孫(存在する場合)のみです。


	
「イニシアティブ」ペインと「戦略」ペインの間で、オブジェクトを切り取って貼り付けることはできません。


	
オブジェクトを切り取って貼り付ける操作は加重の割当てや権限に影響する可能性があるため、貼付けの後に手動で次の調整が必要になる場合があります。

	
加重の割当て(「重み付け」アセスメント・ルールが使用されている場合)


	
移動したオブジェクト、または新しい祖先オブジェクト(異なる場合)の権限
















「フィルタの挿入」ダイアログ

このダイアログを使用して、「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブの列式にSQL FILTER関数を追加します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
列の式の編集





コンポーネント


FILTER関数エリア

次の書式でSQL関数が表示されます。

FILTER(expr USING filter_expressions)

説明:

	
exprは、少なくとも1つのメジャー列を含む式です。たとえば、式"sales + 1"は、salesがメジャー列であれば許可されます。式"productid"は、productidがスカラー属性であれば許可されません。


	
filter_expressionsは(TRUEまたはFALSEと判断される)ブール式で、メジャー列を含みません。また、この式はネストされた問合せを含むことはできません。




	
注意:

「フィルタ」をクリックする前に「式」領域でテキストを選択した場合は、式トークン(expr)が置換され、挿入したSQL関数にテキストが組み込まれます。たとえば、「フィルタ」をクリックする前に"Sales Measures".Dollarsを選択した場合、SQL関数はFILTER("Sales Measures"."Dollars" USING filter_expressions)のようになります。
複雑なフィルタ文では、filter_expressionsトークンが次のように置換される場合があります。

FILTER("Sales Measures".Dollars USING ((Periods."Year" = '1999') AND ((Markets.District = 'CINCINNATI DISTRICT") OR (Markets.District = 'DENVER DISTRICT'))))












この領域を使用して、単一のフィルタ式を追加するか、複数のフィルタ式を使用する複雑なフィルタ文を作成して、filter_expressionsを定義します。

追加するフィルタ式ごとに、「サブジェクト・エリア」ペインから列を選択します。表示される「新規フィルタ」ダイアログで、フィルタ式に追加するフィルタを作成します。

filter_expressionsを定義する際には、次のものを使用できます。

	
ANDとORを切り替えるための演算子。複数のフィルタ式の関係を指定できます。


	
フィルタ式を管理するためのフィルタ項目のツールバー。フィルタ項目のツールバーは、フィルタ式にカーソルを移動すると表示されるボタンのコレクションです。次のボタンが含まれます。

	
フィルタの編集 - このボタンを使用して「フィルタの編集」ダイアログを表示すると、フィルタ式の基準を編集できます。


	
フィルタのコピー - このボタンを使用して、フィルタ式をコピーします。


	
フィルタの貼付け - このボタンを使用して、「フィルタのコピー」ボタンでコピーしたフィルタ項目を貼り付けます。このボタンをクリックすると、フィルタ項目のコピーが元のフィルタ項目の下に表示されます。


	
削除: このボタンを使用してフィルタ式を削除します。








サブジェクト・エリア

「サブジェクト・エリア」ペインを使用して、フィルタ式に追加する列を選択します。


カタログ

「カタログ」ペインを使用して、フィルタ式に追加するフィルタをカタログから選択します。








「関数の挿入」ダイアログ

このダイアログを使用して、「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブの式に追加する関数を選択します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
列の式の編集


	
KPIの評価方法


	
付録C、論理SQLリファレンス





コンポーネント


関数

このツリーを使用して、式に追加する関数を選択します。関数グループを展開すると、そのグループ内の関数のリストが表示されます。


選択済

「関数」ツリーで現在選択されている関数の名前が表示されます。


構文

「関数」ツリーで現在選択されている関数の構文が表示されます。


説明

構文の引数の説明が表示されます。


例

関数の例が表示されます。


説明

「関数」ツリーで現在選択されている関数の説明が表示されます。





注意

	
「列式の編集: 列式」ダイアログ(または、「式の編集」ダイアログ)で「f(...)」ボタンをクリックすると、次のように動作します。

	
「式」領域でテキストが選択されている場合は、「OK」をクリックすると、挿入された関数式に選択済のテキストが組み込まれます。


	
「式」領域でテキストが選択されていない場合は、「OK」をクリックすると関数の式が挿入され、(トークンexprまたはexpr1で示される)最初の引数が自動的に選択されます。














「グローバル変数の挿入」ダイアログ

このダイアログは、「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブにグローバル変数を追加(または変更)したり、カタログからグローバル変数を削除したりするときに使用します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
変数の使用


	
グローバル変数とは


	
「新規グローバル変数」ダイアログ





コンポーネント


名前

グローバル変数の名前を表示します。


値

グローバル変数の値を表示します。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
グローバル変数の追加 - このボタンを使用して、新しいグローバル変数をカタログに追加します。


	
グローバル変数の編集 - このボタンを使用して、カタログ内のグローバル変数を変更します。


	
グローバル変数の削除 - このボタンを使用して、カタログからグローバル変数を削除します。











「変数の挿入」ダイアログ

このダイアログを使用して、「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブまたは「新規EVALUATE_PREDICATE関数」ダイアログの式に変数(セッション、リポジトリまたはプレゼンテーション)を追加します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
列の式の編集


	
KPIの評価方法


	
フィルタにEVALUATE_PREDICATE関数を使用する方法


	
インライン・フィルタへのEVALUATE_PREDICATE関数の追加





コンポーネント


変数名

このフィールドは、追加する変数のタイプとして「セッション」および「リポジトリ」を選択した場合のみ使用できます。

このフィールドを使用して、セッション変数またはリポジトリ変数の名前(例: USER)を入力します。


変数式

このフィールドは、追加する変数のタイプとして「プレゼンテーション」を選択した場合のみ使用できます。

このフィールドを使用してプレゼンテーション変数の名前(例: MyFavoriteRegion)を入力します。

変数を文字列に型キャスト(変換)するには、名前を次のように一重引用符で囲みます。


'user.displayName'



デフォルト値(オプション)

このフィールドは、追加する変数のタイプとして「プレゼンテーション」を選択した場合のみ使用できます。

このフィールドを使用して、プレゼンテーション変数のデフォルト値(例: EASTERN REGION)を入力します。





注意

	
このダイアログの「OK」をクリックすると、変数に適した式が作成され、「式」領域に挿入されます。例:


@{MyFavoriteRegion}{EASTERN REGION}








関連トピック



変数の使用方法





「アクションの起動」ダイアログ

このダイアログを使用して、アクション・パラメータの値の指定し、アクションを実行します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
アクションとは


	
分析およびダッシュボードのアクション・リンクやアクション・リンク・メニューを使用したアクションの実行


	
分析およびダッシュボードのアクション・リンクに関連付けられているアクションの実行について









「キー・リソース」ダイアログ

このダイアログを使用して、イニシアティブのキー・リソースであるユーザーを識別します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
「コラボレーション」ペイン


	
イニシアティブとは


	
イニシアティブの作成





コンポーネント


ユーザー

イニシアティブのキー・リソースであるユーザーの名前が表示されます。「ユーザーの設定」ボタンをクリックして「キー・リソース・ユーザーの選択」ダイアログを表示すると、ユーザーを検索して選択できます。


容量

このフィールドを使用して、このユーザーがこのイニシアティブに専念するフルタイムの時間の割合を入力します(例: 80%)。








「KPI」エディタ

このエディタを使用して、企業のパフォーマンスと目標を監視するKPIの作成および変更を行います。作成したKPIによって、パフォーマンスの目標が定義され、目標とイニシアティブのパフォーマンスが評価されます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
KPIとは


	
KPIの使用方法


	
KPIの作成




このエディタは次のように表示される場合もあります。



「スコアカード」エディタ: 「KPI」タブ

コンポーネント


一般プロパティ

「KPI」エディタ: 「一般プロパティ」ページを使用して、ビジネス所有者、実際の値、ターゲット値の入力、および前の期間とKPI値を比較するトレンドを有効化します。


ディメンション

「KPI」エディタ: 「ディメンション」ページを使用して、Oracle BI EEによるKPIでのデータの集計方法を決定するディメンションを指定します。


状態

「KPI」エディタ: 「状態」ページを使用して、KPIパフォーマンスの評価方法および表示方法を決定するパフォーマンスしきい値および値の範囲を指定します。このページでは、KPIのアクション・リンクも作成できます。


関連ドキュメント

「KPI」エディタ: 「関連ドキュメント」ページを使用して、関連ドキュメント、またはOracle BIプレゼンテーション・カタログに格納されているBusiness Intelligenceオブジェクトを添付します。


カスタム属性

「KPI」エディタ: 「カスタム属性」ページを使用してKPIのカスタム列を作成します。





関連トピック



「スコアカード」エディタ






「KPI」エディタ: 「カスタム属性」ページ

「KPI」エディタのこのページを使用して、KPIのカスタム列を作成します。最大で5列のカスタム列を追加できます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
KPIとは


	
KPIの使用方法


	
KPIの作成




このページは次のように表示される場合もあります。



「スコアカード」エディタ: 「KPI」タブ

コンポーネント


カスタム列

KPIのカスタム列が表示されます。

この表を使用して、カスタム列を作成します。カスタム列の行を表に追加するには、「追加」ボタンをクリックします。


ラベル

このフィールドを使用してカスタム列の名前を入力します。


式

このフィールドを使用して、ターゲット値と比較する値を指定します。次のオプションがあります。

	
下向き矢印ボタンをクリックし、サブジェクト・エリア・リストにアクセスして、メジャーを選択します。例: "Sales Measures"."Dollars"。


	
カーソルをフィールドに移動して、列値を計算する式を入力します。





追加

このボタンを使用して、カスタム列の行を「カスタム列」表に追加します。


削除

このボタンを使用して、「カスタム列」表で現在強調表示されている行を削除します。





関連トピック



「KPI」エディタ: 「一般プロパティ」ページ

「KPI」エディタ: 「ディメンション」ページ

「KPI」エディタ: 「状態」ページ

「KPI」エディタ: 「関連ドキュメント」ページ

「スコアカード」エディタ






「KPI」エディタ: 「ディメンション」ページ

「KPI」エディタのこのページを使用して、KPIディメンションを追加または削除します。このページでは、ディメンションに1つ以上の値を固定することもできます。

ディメンションは、属性列および階層列に基づき、Oracle BI EEによるKPIのデータの集計方法を決定します。たとえば、製品売上のKPIを作成する場合、ディメンションを追加して、ユーザーが特定の地域と特定の年の両方で売上を表示できるようにすることができます。

現在のスナップショットとしてのみ定義される定数やメトリック(保有在庫や電話サポートの現在の待ち時間など)以外のほとんどすべてのKPIには時間ディメンションを含める必要があります(詳細は、KPIの作成を参照してください)。時間ディメンションを特定の値に固定する必要はありません。KPI定義内で時間を固定しないでおくことは、ベスト・プラクティスです。詳細は、後述の「値」フィールドの説明を参照してください。時間ディメンションを固定しないことで、ダッシュボードまたはスコアカードのユーザーに表示期間の選択を許可し、トレンドおよび履歴チャートまたは表の作成を有効化できます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
KPIとは


	
KPIの使用方法


	
KPIの作成


	
ディメンションおよび固定されたディメンション値とは




このページは次のように表示される場合もあります。



「スコアカード」エディタ: 「KPI」タブ

コンポーネント


ディメンション

ディメンションに対して選択した列名が表示されます。KPIにディメンションを追加するには、「追加」ボタンをクリックします。


値

下向き矢印を使用して、ディメンションをフィルタ処理する1つ以上の値の参照、検索および選択を行います。ユーザーがKPIを表示すると、フィルタ処理された、つまり「固定された」値によってKPIが集計されます。

「プロンプトで使用」を選択して、次のいずれかを実行します。

	
監視リストまたはスコアカードにKPIを追加する際に、監視リストまたはスコアカードの設計者がディメンション値を固定できるようにする。


	
ウォッチリスト、スコアカードまたはダッシュボードの視点領域からディメンションの値を選択できるフィールドをユーザーに提供する。




「検索」を選択して「メンバーの検索」ダイアログを表示します。このダイアログでは、ディメンションを固定する1つ以上の値を検索します。

設計者がディメンション値を固定した場合、ユーザーは、監視リストまたはスコアカードにKPIを追加する際に値を変更できません。設計者または適切な権限を付与されているユーザーのみが、KPIエディタにアクセスしてディメンションの固定値を変更できます。

初期定義では固定されていないKPIを作成することをお薦めします。


追加

KPIのサブジェクト・エリアにアクセスする場合に使用します。このサブジェクト・エリアでは、別の属性列または階層列をディメンションとして選択できます。


削除

強調表示したディメンションをKPIから削除する場合に使用します。





関連トピック



「KPI」エディタ: 一般プロパティ・ページ

「KPI」エディタ: 状態ページ

「KPI」エディタ: 関連ドキュメント・ページ

「KPI」エディタ: カスタム属性ページ

「スコアカード」エディタ






「KPI」エディタ: 「一般プロパティ」ページ

「KPI」エディタのこのページを使用して、KPIの実際の値(収集または計算された値)およびターゲット値(目標値)を指定します。これらの値は入力、挿入または計算できます。

また、このタブを使用して、KPIを担当するビジネス所有者を割り当てたり、KPIでトレンドをサポートするかどうかを指定できます。トレンドを使用すると、前の値と現在の値を比較できます。たとえば、2009年12月の売上を今年の売上と比較できます。

複数のディメンション(たとえば、製品、地理および時間)によってKPIを分析するには、実際の値およびターゲット値の計算に使用するデータも、製品、地理および時間で次元化されている必要があります。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
KPIとは


	
KPIの使用方法


	
KPIの作成


	
KPIの評価方法




このページは次のように表示される場合もあります。



「スコアカード」エディタ: 「KPI」タブ

コンポーネント


説明

このフィールドを使用して、KPIの説明を入力します。


ビジネス所有者

このフィールドを使用して、KPIのビジネス・パフォーマンス担当者のユーザーIDを表示および選択します。ビジネス所有者には、KPIステータスをオーバーライドする権限があります。ビジネス所有者を設定しない場合、ステータスをオーバーライドすることはできません。

「ユーザーの設定」ボタンをクリックして、ビジネス所有者の検索および選択を行います。


ユーザーの設定

このボタンを使用して、「ビジネス所有者の選択」ダイアログを表示すると、KPIのビジネス所有者として割り当てるユーザーを検索できます。


実際の値

このフィールドを使用して、ターゲット値と比較する値を指定します。次のオプションがあります。

	
下向き矢印ボタンをクリックし、サブジェクト・エリア・リストにアクセスして、メジャーを選択します。例: "Sales Measures"."Dollars"。

書込み可能なEssbaseデータ・ソースを使用している場合には、フィルタを指定する必要があります。例: FILTER("Basic2"."Basic - measure" USING "Scenario"."Gen2,Scenario" = 'Actual' AND "Measures"."Gen4,Measures" = 'Marketing')


	
実際の値を入力するには、フィールド内にカーソルを置きます。


	
「実際の値式の編集」をクリックして「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブにアクセスすると、実際の値を計算する式を作成できます。例: ((Sales - Cost)/Sales) * 100。

書込み可能なEssbaseデータ・ソースを使用している場合には、フィルタを変更する必要があります。例: FILTER("Basic2"."Basic - measure" USING "Scenario"."Gen2,Scenario" = 'Actual' AND "Measures"."Gen4,Measures" = 'Marketing')





ターゲット値

このフィールドを使用して、KPIの達成目標となる値を指定します。ターゲット値は、各メジャーの定量化可能な目標です。次のオプションがあります。

	
下向き矢印ボタンをクリックし、サブジェクト・エリア・リストにアクセスして、メジャーを選択します。例: "Sales Measures"."Dollars"。

書込み可能なEssbaseデータ・ソースを使用している場合には、フィルタを指定する必要があります。例: FILTER("Basic2"."Basic - measure" USING "Scenario"."Gen2,Scenario" = 'Budget' AND "Measures"."Gen4,Measures" = 'Marketing')


	
実際の値を入力するには、フィールド内にカーソルを置きます。


	
「ターゲット値式の編集」をクリックして「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブにアクセスすると、実際の値を計算する式を作成できます。例: ((Sales - Cost)/Sales) * 100。

書込み可能なEssbaseデータ・ソースを使用している場合には、フィルタを変更する必要があります。例: FILTER("Basic2"."Basic - measure" USING "Scenario"."Gen2,Scenario" = 'Budget' AND "Measures"."Gen4,Measures" = 'Marketing')





書込み可能

Essbaseデータ・ソースを使用している場合には、このオプションを使用して、対応する「実際の値」フィールドまたは「ターゲット値」フィールドが書込み可能かどうかを指定します。実行時に、ユーザーがこれらのフィールドに対して行った変更はリポジトリに保存されます。このオプションを選択した場合:

	
「更新後ビジネス・ルール」リストを使用して、システムによるデータの再計算方法も指定する必要があります。





更新後ビジネス・ルール

実際の値またはターゲット値のいずれかの「書込み可能」オプションを選択した場合は、このリストを使用します。このリストには、管理者がOracle Essbaseで作成した計算スクリプトが表示されます。選択する計算スクリプトによって、ユーザーが実際の値またはターゲット値を変更した後にシステムがデータを再計算する方法が決まります。

書込み可能な実際の値とターゲット値を使用してKPIを作成する方法の詳細は、KPIにおけるターゲットの設定の概要を参照してください。


下矢印キー

このボタンを使用して、「実際の値」、「ターゲット値」および「前のものと比較」のサブジェクト・エリア・リストにアクセスします。このリストから参照して値の列を選択できます。


値式の編集

このボタンを使用して「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブにアクセスすると、「実際の値」または「ターゲット値」を計算する式を作成できます。


トレンドの有効化

このオプションを使用して、変化の方向(上または下)、変化の範囲(値または割合)、および変化がパフォーマンスの向上と低下のどちらを指すかを示します。トレンドが有効化されている場合、ユーザーが使用するスコアカード図、KPIウォッチリスト、およびこのKPIを参照するスコアカード内のその他の表で、ノード上にトレンド・アイコンが表示されます(トレンド・アイコンの詳細はトレンドを参照してください)。また、スコアカードのKPIの詳細タブおよびKPIの概要タブに履歴チャートが表示されます。詳細は、KPIの作成を参照してください。

トレンドを使用するには、サブジェクト・エリアで時間ディメンションが定義されている必要があります。


データ書式

KPIでの数値データの表示例が表示されます。「編集」をクリックしてダイアログにアクセスすると、KPIのデータ書式設定を指定できます。


前のものと比較

このオプションを使用して、トレンド分析に使用する期間を選択します。選択した期間によって、スコアカードのKPIの詳細タブおよびKPIの概要タブの履歴チャートに表示される期間が決まります。詳細は、KPIの作成を参照してください。

たとえば、四半期の出荷量を比較する場合は、"会計年度"."四半期"を選択します。この例では、1つの四半期から次の四半期へ、KPIはKPI値に基づいて上昇、下降または変わらない傾向にあります。KPIの値の変化は、分析期間として四半期を使用して計算されます。


許容範囲

このフィールドを使用してトレンドの許容範囲値を入力します。このフィールドを使用すると、重要でないトレンド($100予算オーバーの経費など)が報告されるのを回避できます。

入力した許容範囲値はリテラルであることが必要です。また、割合か絶対値のどちらか(例: 5,000または5%)として表現できる必要があります。許容範囲レベルに達しない場合は、KPIによってパフォーマンスの向上または低下は表示されません。


許容範囲の下向き矢印

このフィールドを使用して、「許容範囲」フィールドに入力した許容範囲値の測定方法を指定します。「変化率(%)」を選択して割合で許容範囲を測定するか、「変化」を選択して実際の値で測定します。





関連トピック



「KPI」エディタ: 「ディメンション」ページ

「KPI」エディタ: 「状態」ページ

「KPI」エディタ: 「関連ドキュメント」ページ

「KPI」エディタ: 「カスタム属性」ページ

「スコアカード」エディタ






「KPI」エディタ: 「関連ドキュメント」ページ

「KPI」エディタのこのページを使用して、Business Intelligenceオブジェクト、または追加の情報を提供するWebページやKPIとともに使用できるWebページへのリンクを表示および追加できます。関連ドキュメントをKPIに追加すると、「KPI」エディタ: 「関連ドキュメント」ページおよび「スコアカード」エディタ: KPIの詳細タブに追加した関連ドキュメントが表示されます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
KPIとは


	
KPIの使用方法


	
KPIの作成




このページは次のように表示される場合もあります。



「スコアカード」エディタ: 「KPI」タブ

コンポーネント


名前

関連アイテムへのリンクが表示されます。このリンクをクリックして関連ドキュメントにアクセスするか、「編集」をクリックしてリンクを変更します。


場所

関連アイテムの場所が表示されます。これは、カタログ内の場所またはカタログ外の場所へのURLです。


タイプ

アイテムのタイプが表示されます。アイテムがカタログ内にある場合は「カタログ」、カタログ外にある場合は「Web」が表示されます。


追加

「関連ドキュメントの追加」ダイアログにアクセスして「関連ドキュメント」表にアイテムを追加する場合に使用します。


編集

「関連ドキュメントの追加」ダイアログにアクセスして「関連ドキュメント」表に追加されたアイテムを編集する場合に使用します。


削除

強調表示した行を「関連ドキュメント」表から削除する場合に使用します。





関連トピック



「KPI」エディタ: 「一般プロパティ」ページ

「KPI」エディタ: 「ディメンション」ページ

「KPI」エディタ: 「状態」ページ

「KPI」エディタ: 「カスタム属性」ページ

「スコアカード」エディタ






「KPI」エディタ: 「状態」ページ

「KPI」エディタのこのページを使用して、次の操作を行います。

	
上位値、下位値またはターゲットKPI値が望ましいかどうかを示します。


	
KPIのパフォーマンス測定に使用するステータスおよびしきい値を指定します。

KPIステータスは、実際の値をターゲット値と比較し、その結果を対応する範囲に当てはめることで判断されます。この範囲は、パフォーマンス・ステータス(例: 「適正」、「警告」、「クリティカル」)のレベルを定義するものです。


	
KPIステータスにマップするスコアを指定します。

スコアカードでは、イニシアティブおよび目標の進行状況を測定するために使用するKPIのスコアを「スコアカード」のスコアにマップして、目標またはイニシアティブのパフォーマンス測定に使用できるようにします。「スコアカード」のスコアリングの詳細は、イニシアティブや目標のパフォーマンス・アセスメントの理解を参照してください。


	
KPIステータスに基づいて、ユーザーが事前定義済のプロセスを起動するためにクリックできるアクションリンクの作成または割当てを行います。




詳細は、次の項目を参照してください。

	
KPIとは


	
KPIの使用方法


	
KPIの作成




このページは次のように表示される場合もあります。



「スコアカード」エディタ: 「KPI」タブ

コンポーネント


目標

このリストを使用して、KPIパフォーマンスの目標を示すのが上位値、下位値またはターゲットに近い値のいずれかを指定します。

顧客参照KPIに対して「上位値が望ましい」、または未解決のサポート・コールKPIに対して「下位値が望ましい」を選択します。


ステータス・ラベル

このフィールドを使用して、ステータスのラベル(例: 「クリティカル」)を入力します。


色

このボタンを使用して、「カラーの選択」ダイアログにアクセスすると、該当するステータスを表すテキストの色を選択できます(例: 「クリティカル」に対して赤色)。


アイコン

このボタンを使用して、「グラフィック」ダイアログにアクセスすると、該当するステータスを表すアイコンを選択できます(例: 「クリティカル」に対して赤色の「X」)。


アクション

KPIが表示される場所(目標、イニシアティブ、KPI監視リスト、またはダッシュボードのスコアカード・ビューなど)でこのボタンを使用すると、「アクション・リンク」ダイアログが表示されます。このダイアログでは、KPIステータスが特定のパフォーマンス・ステータスと一致する場合に実行されるプロセスや起動される操作が指定されます。アクション・リンクは、KPIが表示される場所(イニシアティブまたはKPI監視リストなど)でマウスを右クリックすると表示されます。

たとえば、四半期の売上のKPIが特定の金額を下回る場合、アクションがトリガーされ、営業部の重役と部長による必須の会議が自動的にスケジュールされます。


ターゲット値の%として定義

このボックスを使用して、しきい値を離散値として定義するか、ターゲット値のパーセンテージとして定義するかを指定します。このボックスを選択すると、しきい値はターゲット値のパーセンテージとして定義されます。しきい値に、離散値を定義する場合には、このボックスを選択解除します。




	
注意:

100より大きいしきい値を設定するには、このチェック・ボックスの選択を解除する必要があります。








しきい値

これらのフィールドを使用して、ステータス範囲の境界を設定する数値を入力します。

「ターゲット値の%として定義」ボックスを選択したかどうかに応じて、次のいずれかを指定できます。

	
ターゲット値のパーセンテージ(例: 80%)。


	
離散値。

たとえば、120以下の売上がクリティカルなパフォーマンスを示し、120を超過する売上が許容可能なパフォーマンスを示すようにするには、クリティカル・ステータスに該当するフィールドに120を入力します。

しきい値として次のものを使用できます。

	
KPIに対して指定した実際の値またはターゲット値。


	
入力した値。


	
「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブで定義した式によって計算された値。これを行うには、「しきい値」ボタンをクリックします。


	
「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブで定義する変数。これを行うには、「しきい値」ボタンをクリックします。変数の詳細は、変数の使用を参照してください。


	
サブジェクト・エリアのその他のビジネス・メトリックを表すメジャー。








削除

このボタンは、「高度なプロパティの表示」オプションが選択されている場合にのみ表示されます。

このボックスを使用して、しきい値を削除します。


追加

この領域は、「高度なプロパティの表示」オプションが選択されている場合にのみ表示されます。

このボタンを使用して、しきい値の上または下に別のしきい値を追加します。


高度なプロパティの表示

このオプションを使用して、KPIステータスにマップされるスコアを表示するかどうかを指定します。


スコア

この領域は、「高度なプロパティの表示」オプションが選択されている場合にのみ表示されます。

この領域を使用して、KPIステータスにマップされるスコアを指定します。「スコア」ボタンを使用して、次のオプションを表示します。

	
値の入力 - このオプションを使用して、各スコアに数値を指定します。


	
ターゲットの割合を使用 - このオプションを使用して、スコアがKPIの実際の値に対するターゲット値の割合になること指定します。たとえば、KPIの実際の値がターゲット値の85%である場合、スコアは85になります。


	
差分率を使用 - このオプションを使用して、スコアがKPIの実際の値とターゲット値の差の割合になること指定します。たとえば、KPIの実際の値とターゲット値の差が50%である場合、スコアは50になります。


	
カスタム式を使用 - このオプションを使用して「式の編集」ダイアログを表示すると、スコアを決定するカスタム式(例 - Revenue * 5%)を作成できます。





KPIでデータが返されなかった場合

このボックスを使用して、データを返さないKPIに割り当てるステータスを指定します。オプションは、「ステータスなし」または定義済ステータスのいずれか(例: 「クリティカル」)になります。





関連トピック



「KPI」エディタ: 「一般プロパティ」ページ

「KPI」エディタ: 「ディメンション」ページ

「KPI」エディタ: 「関連ドキュメント」ページ

「KPI」エディタ: 「カスタム属性」ページ

「スコアカード」エディタ






「KPI監視リスト」エディタ

このエディタを使用してKPI監視リストを作成します。

このエディタは次のように表示される場合もあります。



「スコアカード」エディタ: 「KPI監視リスト」タブ

詳細は、次の項目を参照してください。

	
「スコアカード」エディタ


	
KPI監視リストとは


	
KPIウォッチリストの作成





コンポーネント


カタログ

「スコアカード」の「カタログ」ペインを使用して、カタログでKPIを検索およびドラッグ・アンド・ドロップし、KPI監視リストを作成します。


パフォーマンス

「KPI監視リスト」エディタ: 「パフォーマンス」タブを使用して、カタログ・ペインからKPI監視リストへKPIをドラッグ・アンド・ドロップすると、監視リストが作成されます。KPI監視リストには、KPIのパフォーマンス・レベルおよび他のKPIデータが表示されます。


詳細

「KPI監視リスト」エディタ: 「詳細」タブを使用して、KPI監視リストの説明の提供、ビジネス所有者の指定、および必要な関連ドキュメントの添付を行います。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
戻る - このボタンを使用して視点履歴を後戻りし、前の視点を選択します。「(デフォルト値)」オプションは、開始時の視点に戻ります。


	
前へ - このボタンを使用して視点履歴を先に進み、前の視点を選択します。


	
保存 - このボタンを使用して、監視リストをデフォルトの場所に保存します。


	
名前を付けて保存 - このボタンを使用して、監視リストに名前を付けて別の場所に保存します。


	
所有者への連絡 - このボタンを使用して「所有者への連絡」ダイアログを表示すると、ウォッチリストのビジネス所有者に連絡できます。


	
KPI値のリフレッシュ — このボタンを使用して、「KPIウォッチリスト」表に表示されるKPI値をリフレッシュします。











「KPI監視リスト」エディタ: 「詳細」タブ

「KPI監視リスト」エディタのこのタブを使用して、KPI監視リストに関する情報を指定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
KPI監視リストとは


	
KPIウォッチリストの作成





コンポーネント


KPI監視リスト名

KPI監視リストの名前が表示されます。


説明

このフィールドを使用して、KPI監視リストの説明を入力します。


ビジネス所有者

KPIウォッチリストの管理担当者のユーザーIDが表示されます。ビジネス所有者を指定するには、「ユーザーの設定」ボタンをクリックして、ビジネス所有者の検索および選択を行える「ビジネス所有者」ダイアログを表示します。


関連ドキュメント

「関連ドキュメント」領域を使用して、KPI監視リストの情報を提供するドキュメントを表示および管理します。


名前

このフィールドには、名前が関連ドキュメントへのリンクとして表示されます。


場所

このフィールドには、関連ドキュメントの場所がBIコンテンツ(分析、ダッシュボード・ページなど)またはWebアドレスとして表示されます。








「KPI監視リスト」エディタ: 「パフォーマンス」タブ

「KPIウォッチリスト」エディタのこのタブを使用して、KPIウォッチリストを作成します。監視リストにKPIを追加する際に、KPIのインスタンスを追加します。その後、KPIのインスタンスにデフォルトのディメンション値を割り当てることができます。また、このタブから、カタログに格納されているKPIを変更したり、KPIインスタンスを分析として表示できます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
KPI監視リストとは


	
KPIウォッチリストの作成


	
KPIの概要





コンポーネント


KPI監視リスト

パフォーマンスを監視するKPIがリストされます。

このウォッチリストを使用して、これらのKPIを管理します。ウォッチリストの詳細は、ウォッチリストを参照してください。

ウォッチリストにKPIを追加するには:

	
スコアカード内にウォッチリストを作成する場合は、「スコアカード」の「カタログ」ペイン、「戦略」ペイン、「イニシアティブ」ペインまたは「スコアカードのドキュメント」ペインからKPIをドラッグしてウォッチリストにドロップします。


	
スコアカード外にウォッチリストを作成する場合は、「カタログ」ペインからKPIを選択し、ウォッチリストにドラッグします。




ディメンション値を固定したり、今回使用するKPIのラベルを割り当てるための「KPIの追加」ダイアログが表示されます。







	
注意:

スコアカード内では、「設定」ダイアログ: 「ディメンション設定」タブで行ったディメンション設定は、ウォッチリストのKPIのディメンション値に影響しません。(ディメンション設定の詳細は、視点コントロールの設定を参照してください。)








関連トピック

「KPI監視リスト」エディタ: 「詳細」タブ








「レイアウト」ペイン

このペインを使用して、データ・ビュー(ファンネル・グラフ、ゲージ、グラフ、ヒート・マトリックス、パフォーマンス・タイル、ピボット表、表、ツリーマップおよびトレリス)でのデータのレイアウトを指定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ビューのデータ・レイアウトの変更




このペインは次のエディタの一部です。

	
「結果」タブ: 「ファンネル」エディタ


	
「結果」タブ: 「ゲージ」エディタ


	
「結果」タブ: 「グラフ」エディタ


	
「結果」タブ: 「ヒート・マトリックス」エディタ


	
「結果」タブ: 「パフォーマンス・タイル」エディタ


	
「結果」タブ: 「ピボット表」エディタ


	
「結果」タブ: 「表」エディタ


	
「結果」タブ: 「ツリーマップ」エディタ


	
「結果」タブ: トレリス・エディタ





すべてのデータ・ビューに共通するコンポーネント




	
注意:

このセクションでは、すべてのデータ・ビューに共通するコンポーネントについて説明します。追加のコンポーネントは次で使用できます:
	
「グラフ」、「ファンネル」および「ゲージ」エディタ(「グラフ」、「ファンネル」および「ゲージ」エディタに共通する追加のコンポーネントを参照)


	
「ヒート・マトリックス」エディタ(ヒート・マトリックス・ビューに共通するその他のコンポーネントを参照してください)


	
「表」および「ピボット表」エディタ(「表」および「ピボット表」エディタに共通する追加のコンポーネントを参照)


	
「ツリーマップ」エディタ(ツリーマップ・ビューに共通するその他のコンポーネントを参照)


	
「トレリス」エディタ(「トレリス」エディタに共通する追加のコンポーネントを参照)













ドロップ・ターゲット

ドロップ・ターゲットを使用して、ビューでのデータの配置を変更します。1つのドロップ・ターゲットから別のドロップ・ターゲットへ列をドラッグすることで、ニーズにあわせてデータを再配置できます。

このペインに表示されるドロップ・ターゲットは、ビューのタイプによって異なります。詳細は、ドロップ・ターゲットの理解を参照してください。


プロパティ

このボタンを使用すると、ドロップ・ターゲットのプロパティ・ダイアログが表示されます。たとえば、「セクション」ドロップ・ターゲットの横にあるボタンをクリックすると、「セクションのプロパティ」ダイアログが表示されます。表およびピボット表のビュー・タイプ名の横にあるボタンをクリックすると、そのビュー・タイプのプロパティ・ダイアログが表示されます。





「グラフ」、「ファンネル」および「ゲージ」エディタに共通する追加のコンポーネント

このトピックはウォーターフォール・グラフには該当しません。


スライダとして表示

このボックスを使用して、「セクション」ドロップ・ターゲットにドロップした列のメンバーを、固有のビューとしてではなく、セクション・スライダとして表示するかどうかを指定します。このボックスを選択すると、メンバーはセクション・スライダとして表示されます。

このボックスを選択解除すると、各メンバーが固有のビューとして表示されます。

分析またはダッシュボードの表示を単純にする場合は、このボックスを選択解除すれば、マスター詳細イベントをリスニングするグラフ・ビューのスライダを非表示にできます。

セクション・スライダの詳細は、グラフ、ゲージおよびファンネルのセクション・スライダの定義を参照してください。


統一スケールの使用

このボックスは折れ線-棒グラフのみに使用できます。

このボックスを使用して、線および棒の表示に同じスケールを使用するか、2つのスケールを別々に使用するかを指定します。

このボックスを選択すると、線と棒の両方に同じスケールが使用されます。より高い値を含むメジャー列がスケールに使用されます。

このボックスを選択解除すると、2つのスケールが使用されます。


凡例で表示

このボックスを使用して、「色変更方法(横軸)」ドロップ・ターゲットにドロップされた列の色の変化を示す凡例を表示するかどうかを指定します。





ウォーターフォール・グラフに共通するその他のコンポーネント


凡例の表示

このチェック・ボックスを使用して、凡例を表示します。デフォルトでは、このチェック・ボックスは自動的に選択されており、境界線はオフになります。グラフの書式が「単一色」に設定されている場合、凡例は表示されません。詳細は、使用可能なウォーターフォール・グラフ書式のタイプを参照してください。


合計

このボタンを使用すると、ビューの小計または合計が追加され、次のオプションが表示されます。

	
合計 - デフォルトでは、最後の棒が合計の棒になります。合計を削除するには、メジャーを選択解除します。

	
合計には、デフォルトで合計アイコンが表示されます。


	
小計は、2番目および最後から2番目の列に挿入できます。小計の棒を含めるには、少なくとも3つのメジャーをデータ・レイアウトに含める必要があります。





	
後 - このオプションを使用して、データ項目の後に小計を含めます。


	
前 - このオプションを使用して、データ項目の前に小計を含めます。




グループ化(横軸) - このボタンを使用して、グループ化を実行します。このドロップ・ターゲットにディメンションをドロップします。小計するグループ化列を1つ選択するには、「グループ化」の右にある「合計」ボタンをクリックして、リストからグループ化列を1つ選択します。小計が適用されたグループ化には、合計アイコンが表示されます。結果ペイン、ツールチップの小計で、また横軸に沿って選択内容が反映されます。





「表」および「ピボット表」エディタに共通する追加のコンポーネント


合計

このボタンを使用して、属性列および階層列全体のビューのドロップ・ターゲットの合計を追加し、次のオプションを表示します。

	
なし - このオプションを使用して、合計を除外します。


	
前 - このオプションを使用して、データ項目の前に合計を含めます。たとえば、地域を含む行の合計を追加して「前」を選択すると、地域内の各地区が表示される前に合計が表示されます。(ピボット表のみ。)


	
後 - このオプションを使用して、データ項目の後に合計を含めます。(ピボット表のみ。)


	
先頭 - このオプションを使用して、すべての合計をビューの一番上に積み重ねます。(ピボット表のみ。)


	
最後 - このオプションを使用して、すべての合計をビューのスタックの一番下に挿入します(ピボット表のみ)。


	
ラベルのみ(合計なし) - このオプションを使用して、合計のラベルを表示します。値は表示されません。(ピボット表のみ。)


	
ラベルの書式設定 - このオプションを使用して「書式の編集」ダイアログを表示すると、「キャプション」フィールドを使用して合計見出しに挿入するカスタム・テキストを指定したり、ラベルの書式を設定できます。


	
値の書式設定 - このオプションを使用して「書式の編集」ダイアログを表示すると、合計値の書式設定を指定できます。





詳細オプション

このボタンを使用すると、次のオプションが表示されます。

	
列のプロパティ - このオプションを使用して「列のプロパティ」ダイアログを表示すると、レイアウトの外観を制御するための列または階層レベルのプロパティの編集、条件に基づいた書式設定の指定、相互作用の指定、およびライトバックに影響するプロパティの指定を実行できます。このオプションを使用して行う変更はすべてのビューに影響します。

見出しに適用できる外観の書式設定の詳細は、「外観の書式設定の概要」を参照してください。


	
見出しの書式設定 - このオプションを使用して「書式の編集」ダイアログを表示すると、外観の書式設定を見出しに適用できます。

見出しに適用できる外観の書式設定の詳細は、「外観の書式設定の概要」を参照してください。


	
値の書式設定 - このオプションを使用して「書式の編集」ダイアログを表示すると、外観の書式設定を値に適用できます。


	
非表示 - このオプションを使用して、出力で列を非表示にしたり、ピボット表の「メジャー・ラベル」要素に関してメジャー・ラベルを非表示にします。「メジャー・ラベル」要素の詳細は、ドロップ・ターゲットの概要を参照してください。

非表示の列は、値の集計に影響しません。


	
データを次として表示 - このオプションを使用して、実際の値または相対値としてメジャーを表示します。メジャーの相対値は、計算項目を明示的に作成せずに、合計を基準として表示できます。

詳細は、ピボット表でのメジャー列の相対値の表示を参照してください。




	
注意:

「データを次として表示」オプションは、格納済または計算済のメジャーである項目のみに使用できます。







次のいずれかのオプションを選択します。

	
値 - このオプションを使用して、メジャー列の実際の値を表示します。


	
パーセント - このオプションを使用して、格納済または計算済のメジャーを次のいずれかの割合に変換します。

	
列 - その値が列に占める割合が表示されます。


	
行 - その値が行に占める割合が表示されます。


	
セクション - その値がセクションに占める割合が表示されます。


	
ページ - その値がページに占める割合が表示されます。


	
親列 - その値が親列に占める割合が表示されます。


	
親行 - その値が親行に占める割合が表示されます。


	
レイヤー - ビュー内の列を選択するメニューが表示されます。この列から、値の占める割合を取得します。







	
注意:

小数点以下桁数は、メジャーのタイプに依存します。








	
索引 - このオプションを使用して、格納済または計算済のメジャーを「パーセント」に使用できるものと同じいずれかのオプションの索引値に変換します。たとえば、「列」には、列に占めるこの値の索引値が表示されます。





	
集計ルール - このオプションを使用し、適用する集計ルールを「集計ルールおよび関数」の説明に従って選択し、表およびピボット表のメジャーのデフォルト集計ルールをオーバーライドします。属性列の場合は、レポートを基準にした合計が選択されていることを確認します。このオプションは、「プロンプト」または「セクション」ドロップ・ターゲットには使用できません。




	
注意:

レポートを基準にした合計オプションが選択されていない場合、メジャー列にフィルタを適用する前に、Oracle BI Serverによって結果セット全体に基づいて合計が計算されます。








	
累計として表示 - このオプションを使用して、数値メジャーを累計として表示します。累計として表示すると、そのメジャーに関して、前にあるすべてのセルの合計が連続する各セルに表示されます。このオプションは表示専用の機能であり、実際のピボット表の結果には影響しません。

詳細は、ピボット表でのメジャー列の累計の表示を参照してください。


	
新規計算項目: 「新規計算項目」ダイアログが表示され、列の計算項目を作成できます。計算項目を含む選択ステップも自動的に作成されます。詳細は、グループと計算項目の作成を参照してください。


	
計算項目: 「計算項目の編集」ダイアログが表示され、計算項目を編集できます。


	
詳細の非表示 — このオプションを使用して、ビューのすべての列メンバー(計算項目を除く)を抑制します。たとえば、行エッジに地域が表示されるピボット表で、「東部」、「西部」および「中央」という値が現在表示されているとします。また、西部と中央の合計を表す「その他の地域」という新規計算項目を作成したとします。「詳細の非表示」を選択すると、東部、西部および中央が抑制され、「その他の地域」計算項目のみがビューに表示されます。

集合演算を使用して1つ以上のサブジェクト・エリアから列が結合されたビューでは、「詳細の非表示」を選択すると次のオプションが表示されます。

	
なし — このオプションを使用して、ビューの列メンバーが抑制されないようにします。


	
現在のビュー — このオプションを使用して、現在のビューのすべての列メンバー(計算項目を除く)を抑制します。


	
すべてのビュー — 計算項目が特定のビューに適用された場合は使用できません。このオプションを使用して、すべてのビューのすべての列メンバー(計算項目を除く)を抑制します。





	
レイヤーの複製 - このオプションを使用して、列を複製します。このビューのみに適用される複製を作成します。複製では、元の列に適用されていたフィルタ、選択ステップまたは書式は保持されません。


	
「列の削除」または「複製の削除」 - このオプションを使用して、クリックした項目(列または複製項目など)を削除します。列は、このビューおよび分析のその他の全ビューから削除されます。複製は、このビューからのみ削除されます。


	
新しい行に値をセット - このオプションを使用して、異なる行にセクション値を表示します。セクション値が1行にまとめて表示される場合には、各セクション値を1つの新しい行に表示することを指定できます。


	
繰返し値を非表示: このオプションを使用して、セクションの列値を1回のみ表示し、値が変わるまで繰返し値を非表示にします。セクションの列値が変わると、階層構造を表すために右にインデントして表示されます。


	
メジャー・ラベルの書式設定 - このオプションは、ピボット表の「メジャー・ラベル」要素のみに使用できます。このオプションを使用して「書式の編集」ダイアログを表示すると、外観の書式設定をメジャー・ラベルに適用できます。「メジャー・ラベル」要素の詳細は、ドロップ・ターゲットの概要を参照してください。








「トレリス」エディタに共通する追加のコンポーネント


可視化

この領域では次のことを行えます。

	
データを表示するグラフのタイプを選択します。手順は次のとおりです。

	
単純トレリスの場合は、「表示モード」ボックスで次のオプションのいずれかを選択します。

	
縦棒 - このオプションを使用して、縦棒グラフを指定します。


	
横棒 - このオプションを使用して、横棒グラフを指定します。


	
折れ線 - このオプションを使用して、折れ線グラフを指定します。


	
面 - このオプションを使用して、面グラフを指定します。


	
線-棒 - このオプションを使用して、線-棒グラフを指定します。


	
散布 - このオプションを使用して、散布図を指定します。


	
円 - このオプションを使用して、円グラフを指定します。


	
バブル - このオプションを使用して、バブル・グラフを指定します。





	
詳細トレリスの場合は、まず「前」ボタンと「次」ボタン(「表示モード」ボックスの上)を使用してグラフ・タイプを指定する対象のメジャーを選択し、次に「表示モード」ボックスで次のオプションのいずれかを選択します。

	
数値 - このオプションを使用して、数値グラフを指定します。


	
スパーク折れ線 - このオプションを使用して、スパーク折れ線グラフを指定します。


	
スパーク棒 - このオプションを使用して、スパーク棒グラフを指定します。


	
スパーク面 - このオプションを使用して、スパーク面グラフを指定します。








	
ビューでのデータの配置を変更します。1つのドロップ・ターゲットから別のドロップ・ターゲットへ列をドラッグすることで、ニーズにあわせてデータを再配置できます。

このペインに表示されるドロップ・ターゲットは、グラフのタイプによって異なります。詳細は、ドロップ・ターゲットの理解を参照してください。





詳細オプション

このボタンを使用すると、次のオプションが表示されます。

	
列のプロパティ - このオプションを使用して「列のプロパティ」ダイアログを表示すると、レイアウトの外観を制御するための列または階層レベルのプロパティの編集、条件に基づいた書式設定の指定、相互作用の指定、およびライトバックに影響するプロパティの指定を実行できます。このオプションを使用して行う変更はすべてのビューに影響します。

見出しに適用できる外観の書式設定の詳細は、「外観の書式設定の概要」を参照してください。


	
見出しの書式設定 - このオプションを使用して「書式の編集」ダイアログを表示すると、外観の書式設定を見出しに適用できます。

見出しに適用できる外観の書式設定の詳細は、「外観の書式設定の概要」を参照してください。


	
値の書式設定 - このオプションを使用して「書式の編集」ダイアログを表示すると、外観の書式設定を値に適用できます。


	
非表示 - このオプションを使用して、出力で列を非表示にしたり、ピボット表の「メジャー・ラベル」要素に関してメジャー・ラベルを非表示にします。「メジャー・ラベル」要素の詳細は、ドロップ・ターゲットの概要を参照してください。

非表示の列は、値の集計に影響しません。


	
新規計算項目: 「新規計算項目」ダイアログが表示され、列の計算項目を作成できます。計算項目を含む選択ステップも自動的に作成されます。詳細は、グループと計算項目の作成を参照してください。


	
計算項目: 「計算項目の編集」ダイアログが表示され、計算項目を編集できます。


	
詳細の非表示 — このオプションを使用して、ビューのすべての列メンバー(計算項目を除く)を抑制します。たとえば、行エッジに地域が表示されるピボット表で、「東部」、「西部」および「中央」という値が現在表示されているとします。また、西部と中央の合計を表す「その他の地域」という新規計算項目を作成したとします。「詳細の非表示」を選択すると、東部、西部および中央が抑制され、「その他の地域」計算項目のみがビューに表示されます。

集合演算を使用して1つ以上のサブジェクト・エリアから列が結合されたビューでは、「詳細の非表示」を選択すると次のオプションが表示されます。

	
なし — このオプションを使用して、ビューの列メンバーが抑制されないようにします。


	
現在のビュー — このオプションを使用して、現在のビューのすべての列メンバー(計算項目を除く)を抑制します。


	
すべてのビュー — 計算項目が特定のビューに適用された場合は使用できません。このオプションを使用して、すべてのビューのすべての列メンバー(計算項目を除く)を抑制します。





	
レイヤーの複製 - このオプションを使用して、列を複製します。このビューのみに適用される複製を作成します。複製では、元の列に適用されていたフィルタ、選択ステップまたは書式は保持されません。


	
「列の削除」または「複製の削除」 - このオプションを使用して、クリックした項目(列または複製項目など)を削除します。列は、このビューおよび分析のその他の全ビューから削除されます。複製は、このビューからのみ削除されます。








ツリーマップ・ビューに共通するその他のコンポーネント


グループ化

この領域を使用して、サイズの基準領域および「色の基準」領域で指定されたメジャー列のヘッダーまたはグループを作成します。


サイズ基準

このリストを使用して、親内でのタイルの分布を表します。子のサイズは、親のサイズと常に等しくなります。「基準」タブに追加された最初のメジャーがサイズの基準メジャーとして表示されます。


色の基準

このリストを使用して、同じレベルにあるすべてのタイルでの値の分布を表します。「基準」タブに追加された2番目のメジャーが「色の基準」メジャーとして表示されます。1つのメジャーのみが分析に追加された場合は、サイズの基準と「色の基準」の両方に同じメジャーが含まれます。

「色の基準」は、「スタイル」と「色」の2つのオプションに分かれています。


スタイル

このリストを使用して、ツリーマップのスタイルを指定します。「スタイル」には、「百分位数によるビン化」と「連続的な色の塗りつぶし」の2つのオプションが含まれています。

	
百分位数によるビン化 — 「スタイル」リストのこのオプションを使用して、パーセンテージに基づいてツリーマップ内のタイルが表示されることを指定します。

	
ビン — 「連続的な色の塗りつぶし」には使用できません。このリストを使用して、ツリーマップに表示するビンの数を選択します。様々な整数、「四分位数(4)」または「十分位数(10)」を選択できます。値の範囲は2から12までです。選択されるビンの数は、ツリーマップに表示される色の数に対応します。


	
ビン化プロパティ — 「連続的な色の塗りつぶし」には使用できません。このオプションは、100%の合計に基づいてビンの割合を表示し、選択したビンの合計数に基づいて計算されます。たとえば、4つのビンが選択されている場合(四分位数)、割合は0、25、50、75および100%になります。各割合は色コード化され、「色」の選択に対応します。このフィールドは編集できません。

	
ラベル — 「連続的な色の塗りつぶし」には使用できません。このオプションを使用して、各ビンのラベルを入力します。デフォルトのラベルは、「ビン」リストで選択されているビンの数に基づきます。








	
連続的な色の塗りつぶし — 「スタイル」リストのこのオプションを使用して、グラデーション色スキームに基づいてツリーマップ内のタイルが表示されることを指定します。





色

このリストを使用して、ツリーマップの色パレットを指定します。

詳細は、ツリーマップに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。





ヒート・マトリックス・ビューに共通するその他のコンポーネント


行

この領域を使用して、属性および階層列に対して行の定義を指定します。


列

この領域を使用して、属性および階層列に対して列の定義を指定します。


色の基準

この領域を使用して、グループ化と行と列の交差を表すメジャー値を指定します。「基準」タブに追加された最初のメジャーが「色の基準」メジャーとして表示されます。値が高ければ高いほど、セルの色が濃くなります。

「色の基準」は、「スタイル」と「色」の2つのオプションに分かれています。


スタイル

このリストを使用して、ヒート・マトリックスのスタイルを指定します。スタイルには次の2つのオプションが含まれています。

	
百分位数によるビン化 - 「スタイル」リストのこのオプションを使用して、パーセンテージに基づいてヒート・マトリックス内のタイルが表示されることを指定します。

	
ビン - 「連続的な色の塗りつぶし」には使用できません。このリストを使用して、ヒート・マトリックスに表示するビンの数を選択します。様々な整数、「四分位数(4)」または「十分位数(10)」を選択できます。値の範囲は2から12までです。選択されるビンの数は、ヒート・マトリックスに表示される色の数に対応します。


	
ビン化プロパティ - 「連続的な色の塗りつぶし」には使用できません。このオプションは、100%の合計に基づいてビンの割合を表示し、選択したビンの合計数に基づいて計算されます。たとえば、4つのビンが選択されている場合(四分位数)、割合は0、25、50、75および100%になります。各割合は色コード化され、「色」の選択に対応します。このフィールドは編集できません。

	
ラベル - 「連続的な色の塗りつぶし」には使用できません。このオプションを使用して、各ビンのラベルを入力します。デフォルトのラベルは、「ビン」リストで選択されているビンの数に基づきます。








	
連続的な色の塗りつぶし - 「スタイル」リストのこのオプションを使用して、グラデーション色スキームに基づいてヒート・マトリックス内のタイルが表示されることを指定します。





色

このリストを使用して、ヒート・マトリックスのカラー・パレットを選択します。

詳細は、ヒート・マトリックスに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。





集計ルールおよび関数

次のリストで、「レイアウト」ペインのメジャー列および「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブの列に使用できる集計ルールについて説明します。リストには、分析の計算項目を作成するときに使用できる関数も含まれています。

	
デフォルト - Oracle BI Repositoryと同様に、もしくは分析の最初の作成者によって、デフォルトの集計ルールが適用されます。分析の計算項目には使用できません。


	
サーバーの設定を適用 - Oracle BIサーバーによって決定された集計ルール(Oracle BI Repositoryで定義されたルールなど)が適用されます。集計は、合計、最低および最大などの単純なルールの場合は、プレゼンテーション・サービス内で実行されます。「レイアウト」ペインのメジャー列または分析の計算項目には使用できません。


	
SUM - 結果セットに含まれるすべての値を加算して取得した合計が計算されます。数値を含む項目に使用します。


	
MIN - 結果セットに含まれる行の最小値(最も低い数値)が計算されます。数値を含む項目に使用します。


	
MAX - 結果セットに含まれる行の最大値(最も高い数値)が計算されます。数値を含む項目に使用します。


	
AVG - 結果セットに含まれる項目の平均値が計算されます。数値を含む項目に使用します。表およびピボット表の平均が、近似の整数値に丸められます。


	
FIRST - メジャーに関して、結果セットに含まれるその項目のうち、最初に出現するものが選択されます。計算項目の場合は、「選択済」リストの表示に準じて最初のメンバーが選択されます。「列式の編集」ダイアログでは使用できません。


	
LAST - 結果セットに含まれるその項目のうち、最後に出現するものが選択されます。計算項目の場合は、「選択済」リストの表示に準じて最後のメンバーが選択されます。「列式の編集」ダイアログでは使用できません。


	
COUNT - その項目に関して、結果セットに含まれるnullでない値を持つ行の数が計算されます。通常、項目は列名です。その場合はその列に対してnull以外の値を持つ行の数が返されます。


	
COUNT DISTINCT - COUNT関数に個別処理を追加します。つまり、項目の個別の出現は、1回のみカウントされます。


	
なし - 集計は適用されません。分析の計算項目には使用できません。


	
サーバー複合集計 - Oracle BIサーバーによって決定された集計ルール(Oracle BI Repositoryで定義されたルールなど)が適用されます。集計は、プレゼンテーション・サービス内ではなく、Oracle BIサーバーによって実行されます。分析の計算項目には使用できません。


	
レポートを基準にした合計(適用可能な場合) - 選択解除すると、メジャーにフィルタが適用される前に、結果セット全体に基づいて、Oracle BIサーバーによって合計が計算されます。「列式の編集」ダイアログや分析の計算項目には使用できません。属性列のみに使用できます。











「凡例」ペイン

このペインを使用して、原因/結果マップまたは戦略マップの凡例を表示します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
原因/結果マップとは


	
原因/結果マップの作成


	
戦略マップとは


	
戦略マップの作成




このペインは、「原因と結果マップ」タブ: 「図」タブまたは「戦略マップ」タブ: 「図」タブの一部です。


コンポーネント


凡例

原因/結果マップまたは戦略マップに使用される、比例を示す記号およびその説明が表示されます。つまり、原因と結果関係のパフォーマンスや値の変化が正比例か反比例か、また、原因と結果関係の強度(強い、中程度、弱い)を示します。








「リンクまたはイメージ・プロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、ダッシュボード・ページに追加するテキスト・リンクまたはイメージ・リンクのプロパティを指定します。

詳細は、ダッシュボードへのコンテンツの追加を参照してください。


コンポーネント


キャプション

このフィールドを使用してテキスト・リンクまたはイメージ・リンクに表示されるテキストを入力します。

イメージ・リンクのキャプションの入力はオプションです。入力した場合は、さらに「イメージ・レイアウト」ボックスで、イメージを基準としたキャプションの表示位置を指定する必要があります。


移動先

このフィールドを使用して、ユーザーがテキストまたはイメージをクリックしたときに何が起こるかを指定します。

	
リンクを含めずにテキストまたはイメージのみを追加する場合は、このフィールドを空のままにしておきます。


	
ユーザーがリンクまたはイメージをクリックすると分析またはダッシュボードが表示されるように指定するには、移動先を「分析またはダッシュボード」に指定して「参照」をクリックし、「開く」ダイアログを表示して分析またはダッシュボードを選択します。


	
Webサイト、ドキュメントまたはプログラムが開くなどの別のアクションが発生するように指定するには、移動先を「URL」に指定して、「移動先」オプションに付随するフィールドにフルパスを入力します。

リンクは、ブラウザが解析できる任意のURLとして定義されます。URLは、Webサイト、ドキュメント、イメージ、FTPサイト、ニュースグループなどを示すことができます。ブラウザによって異なる有効なURLの例を次に示します。


http://home.netscape.com/index.html
ftp://ftp.microsoft.com
news:news.announce.newusers


リンク先として使用できる内部または外部のコンテンツの種類は、表D-3を参照してください。




	
注意:

管理者は、プレゼンテーション・サーバー上に、共有ドキュメント用の\DashboardFilesという仮想ディレクトリを作成する必要があります。これは、同じ名前の共有ネットワーク・ディレクトリにマップされます。これにより、適切な権限を付与されているユーザーは、このフォルダにファイルを公開し、完全修飾されたネットワーク共有名(例: \\SharedServer\CommonShare\DashboardFiles\AnnualReport.doc)ではなく、相対URL名(例: \DashboardFiles\AnnualReport.doc)でこれらのファイルを参照できます。











ターゲット

このボックスを使用して、ブラウザの「現在のウィンドウ」または「新規ウィンドウ」のどちらに情報を表示するかを指定します。

メールの送信およびプログラムの実行を除くそれぞれのアクションについて、リンクの表示方法を制御できます。ダッシュボードの表示ペインでアクションを発生させるには、現在のウィンドウを選択します。ダッシュボードは引き続きアクティブですが、バックグラウンドで実行されます。アクションをブラウザの新規ウィンドウで発生させるには、新規ウィンドウを選択します。これにより、ブラウザの別のインスタンスが開きます。


イメージ

このフィールドを使用して、表示するイメージの場所および名前を入力します。場所はURLとして指定します。次に例を示します。


http://imageserver/MyImage.gif
/DashboardFiles/image.gif


イメージがローカル・サーバーにない場合は、URLにhttp://を含める必要があります。イメージを共有環境で使用する場合は、すべてのユーザーがアクセスできるネットワーク・ドライブ上にイメージを配置する必要があります。


イメージ・レイアウト

キャプションを入力した場合は、このボックスを使用して、キャプションを基準としたイメージの表示位置(上下左右のいずれか)を選択します。





注意

	
「キャプション」、「移動先」および「イメージ」の各フィールドでは、変数を参照できます。使用する構文は、変数を参照する構文とはを参照してください。変数の詳細は、変数の使用を参照してください。


	
リンク先として使用できる内部または外部のコンテンツの種類は、表D-3を参照してください。


表D-3 ダッシュボード・エディタ使用してテキスト・リンクまたはイメージを追加するためのリンク・オプション

	リンク・オプション	コメント
	
Webサイトまたはドキュメント

	
サイトまたはドキュメントのURLまたはアドレスを指定する必要があります。ブラウザのアドレス・ボックス(ロケーション・ボックス)から移動先アドレスをコピーして貼り付けられます。

Webサイトに関して、URLが(企業のイントラネット・サイトのように)Webサーバー上にある場合は、アドレスのhttp://部分を省略できます。

URLが企業のWebサーバー上にある場合は、ファイルの相対アドレスを入力できます。例:

\DashboardFiles\Logo.gif


	
ローカルまたは共有のドキュメント

	
ドキュメントを共有環境で使用する場合は、すべてのユーザーがアクセスできるネットワーク・ドライブ上にドキュメントを配置する必要があります。ユーザーが開くことができるドキュメントの例として、最近の売上レポートを含むスプレッドシート、新製品を紹介するスライド・プレゼンテーション、企業の年次報告書を含むMicrosoft Wordドキュメント、空港から本社までの地図を含むグラフィック・ファイルなどがあります。

たとえば、ユーザーが個人で使用するドキュメントの場所のサンプルは次のとおりです。

c:\mycomputer\reports\report.doc

共有ドキュメントの場合は、次の例のようにUNC名を指定します。

\\ALLUSERS\reports\report.doc


	
指定したユーザーへの電子メールの送信

	
mailto URLが必要です。例:

mailto:support@oracle.com

ユーザーがこのリンクを選択すると、メール・アプリケーションが起動し、「宛先:」フィールドに値が自動的に入力されます。(メール・プログラムの起動はブラウザによって制御されます)。


	
プログラムの実行

	
プログラムを共有環境で使用する場合は、すべてのユーザーがアクセスできるネットワーク・ドライブ上にプログラムを配置する必要があります。この機能を使用して、アプリケーションをダウンロードして実行できます。(アプリケーションの起動は、オペレーティング・システムによって制御されます。)

たとえば、ユーザーが個人で使用するためにMicrosoft Wordを起動する場合の場所のサンプルは次のとおりです。

c:\MSOFFICE\OFFICE\winword.exe

共有ドライブ上のマルチ・ユーザー・ライセンス取得済プログラムの場合は、次の例のように場所のUNC名を指定します。

\\ALLUSERS\SOFTWARE\MSOFFICE\OFFICE\WORD\winword.exe


	
JavaScriptを使用したブラウザのリフレッシュ

	
次の例を使用するには、JavaScriptをサポートするブラウザが必要です。

javascript:window.location.reload()

「ターゲット」領域で「現在のウィンドウ」オプションを選択します。

















「お気に入りの管理」ダイアログ

このダイアログを使用して、お気に入りオブジェクトを編成および管理します。お気に入りオブジェクトは、定期的に表示したり、別の機会に再度表示するカタログ・オブジェクトです。




	
注意:

Oracle Business Intelligence Mobileでは、お気に入りを編成したり管理することはできません。Oracle Business Intelligence Mobileで作業している場合は、お気に入りリストに対する項目の追加および項目の削除のみ可能です。Oracle BI EEデスクトップとOracle Business Intelligence Mobileのお気に入りリストは、いずれかのOracle BI EEインスタンスにログインすると同期化されます。お気に入りの詳細は、『Oracle Business Intelligence Mobile for Apple iOSユーザーズ・ガイド』を参照してください。







詳細は、次の項目を参照してください。

	
お気に入りへのオブジェクトの追加


	
お気に入りオブジェクトへのアクセス


	
お気に入りの編成


	
お気に入りからのオブジェクトの削除





コンポーネント


カテゴリ・ツリー

この領域を使用して、お気に入りのカテゴリを参照して選択できます。カテゴリを選択すると、選択したカテゴリに含まれているお気に入りオブジェクトまたはサブカテゴリが選択済カテゴリ領域に表示されます。

この領域では、カテゴリをカテゴリまたはサブカテゴリにドラッグしてネストして、カテゴリを編成できます。さらに、この領域を使用して、新規カテゴリおよびサブカテゴリの作成、カテゴリおよびサブカテゴリの名前変更、カテゴリおよびサブカテゴリの順序変更、カテゴリおよびサブカテゴリのコピー、貼付け、削除を実行できます。


選択済カテゴリ

この領域を使用して、カテゴリ・ツリー領域で選択したカテゴリに含まれるお気に入りオブジェクトおよびサブカテゴリを表示します。

この領域では、お気に入りをカテゴリまたはサブカテゴリにドラッグ・アンド・ドロップして、お気に入りを編成できます。さらに、この領域を使用して、新規サブカテゴリの作成、カテゴリの名前変更、カテゴリ内のオブジェクトの順序変更、お気に入りリストに対するオブジェクトのコピー、貼付け、削除を実行できます。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
新規カテゴリ: このボタンを使用してカテゴリを作成します。カテゴリを作成した後に、お気に入りオブジェクトを選択済カテゴリにドラッグ・アンド・ドロップすると、新規カテゴリにお気に入りオブジェクトを追加できます。また、カテゴリ・ツリー領域を使用して、カテゴリを再配置したりネストすることもできます。


	
コピー - このボタンをクリックしてお気に入りのカテゴリまたはオブジェクトをコピーし、新しい場所に貼り付けます。


	
貼付け - このボタンをクリックして、コピーしたオブジェクトを新しい場所に貼り付けます。このボタンは、カテゴリまたはオブジェクトをコピーした後にのみ使用できます。


	
名前変更 - このボタンをクリックして、選択したカテゴリの名前を変更します。このボタンは、カテゴリを選択した後にのみ使用できます。このボタンを使用してオブジェクトの名前を変更することはできません。


	
削除 - このボタンをクリックして、選択したカテゴリまたはオブジェクトをリストから削除します。このオプションでは、カタログから項目が削除されないことに注意してください。


	
ソート - このボタンをクリックして、選択したカテゴリにあるお気に入りカテゴリまたはオブジェクトをアルファベットの昇順または降順にソートします。











「プロパティのマップ」ダイアログ

このダイアログを使用して、マップ・ビューのプロパティ(サイズおよびツールバーで使用できるオプションなど)を編集します。

詳細は、マップ・ビューの編集を参照してください。


コンポーネント


キャンバス

「プロパティのマップ」ダイアログ: 「キャンバス」タブを使用して、マップのサイズを指定します。


ツール

「プロパティのマップ」ダイアログ: 「ツール」タブを使用して、マップとともに表示できるツールを指定します。


相互作用

「マップ・プロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブを使用して、マップのドリル時にフォーマットを自動作成するかどうかを指定し、マスター詳細リンクを指定します。


ラベル

「プロパティのマップ」ダイアログ: 「ラベル」タブを使用して、マップ・ビューの特定のレイヤーのラベルを表示するかどうかを指定します。








「プロパティのマップ」ダイアログ: 「キャンバス」タブ

「プロパティのマップ」ダイアログのこのタブを使用して、マップのサイズを指定します。

詳細は、マップ・ビューの編集を参照してください。


コンポーネント


キャンバスのサイズ

このボックスを使用して、コンテナ内のマップのサイズを指定します。「デフォルト」、「カスタム」または事前定義済のサイズを選択できます。「デフォルト」または事前定義済のサイズを選択した場合、選択可能な追加のオプションは存在せず、マップのサイズはコンテナにあわせて調整されます。コンテナは、「マップ」エディタ内の領域やダッシュボード・ページのセクションなどの、マップが含まれているあらゆる領域を指します。


幅

このフィールドを使用して、マップの幅をピクセル数で指定します。


高さ

このフィールドを使用して、マップの高さをピクセル数で指定します。


マップ・ラップアラウンド

このボックスを使用して、マップに線の書式を含めるときのラップアラウンド機能を指定します。線は、サン・フランシスコから東京までの航空路のように、マップの境界を超える唯一のフォーマットです。この機能をオンにすると、線が中断されないようにマップをパンできます。








「プロパティのマップ」ダイアログ: 「相互作用」タブ

「プロパティのマップ」ダイアログの「相互作用」タブおよび「ラベル」タブを使用して、次の作業を行います。

	
ユーザーがマップをドリルしたときにフォーマットを自動作成するかどうかを指定します。この設定は、特定のフォーマットではなく、マップ・ビュー全体に適用されます。


	
マップ・ビュー上の特定のレイヤーのラベルを表示するかどうかを指定します。


	
マップが初期化されるときにコンテンツに動的にフォーカスするか、保存されたビュー・ポートにズームするかを指定します。


	
マスター詳細リンクが有効な場合にリスニングするイベント・チャネルを指定します。




このタブは次のように表示される場合もあります。



「プロパティのマップ」ダイアログ: 「ラベル」タブ

詳細は、次の項目を参照してください。

	
マップ・ビューの編集


	
ビューでの相互作用


	
ビューのマスター詳細リンクとは





コンポーネント


ドリル時にフォーマットを自動的に作成

「相互作用」タブで使用できます。このボックスを使用して、マップをドリルするたびにフォーマットを自動作成するかどうかを指定します。作成したフォーマットは「マップ・フォーマット」ペインに表示され、ベース・ドリル・レイヤーに存在するフォーマットに基づきます。たとえば、地域という色の塗りつぶしフォーマットおよび地域という円グラフ・フォーマットがあり、そのレイヤーをドリルする場合、ドリル・アクションに伴って、色の塗りつぶしフォーマットおよび新規の円フォーマットが自動的に作成されます。

このオプションは、「マップ」エディタの「マップ・フォーマット」領域でも指定できます。どちらかで変更を行うと、両方の場所でオプションが更新されます。


マスター詳細イベントのリスニング

このチェック・ボックスを使用して、マップをマスター詳細関係の詳細ビューとして機能させ、マスター詳細イベントをリスニングさせるかどうかを指定します。このチェック・ボックスを選択する場合は、「イベント・チャネル」フィールドに入力します。


イベント・チャネル

このフィールドは、「マスター詳細イベントのリスニング」チェック・ボックスを選択した場合のみ有効です。

このフィールドを使用して、1つ以上のマスター・ビューによって生じたマスター詳細イベントをマップがリスニングするためのチャネルを1つ以上入力します。チャネル名の大文字/小文字は区別されるため、マスター・ビューで指定したチャネル名と完全に一致させる必要があります。複数のチャネルは、channel a, channel bのようにカンマで区切ってください。


初期マップ・ビュー

「相互作用」タブで使用できます。次のオプションを使用して、ブラウザでマップ・ビューが最初にロードまたはリフレッシュされるときのビュー・ポート(初期のマップ中心とズーム・レベル)を指定します。

	
動的 - マップ上の実際のデータに合せてマップがズームまたはパンされます。(デフォルト)

このオプションでは、ユーザーがマップ・ビューに追加したコンテンツに重点が置かれます。すべてのBIコンテンツを表示しようとするので、マップ・ビューの初期表示や、マップ・ビューのリフレッシュ時に適しています。座標とズーム・レベルは、すべてのWYSIWYG操作を制御するので、このオプションを指定してもマップの印刷には影響しません。

このオプションでは、マップの初期表示をレイヤーに合せます。選択するレイヤーは表示可能なコンテンツを持っている必要があり、次の順序に基づいて選択されます。

	
BIデータ・レイヤー - マップはまず、「結果」タブの「マップ」エディタの「BIデータ・レイヤー」領域でチェックされているレイヤーのいずれかを表示しようとします。各レイヤーは、「背景マップの編集」ダイアログの「インタラクティブなBIレイヤー」領域で指定されている順序に基づいて調べられます。


	
カスタム点レイヤー - BIデータ・レイヤーを利用できない場合は、カスタム点レイヤーを利用できればそれを選択します。


	
機能レイヤー - カスタム点レイヤーを利用できない場合は、「結果」タブの「マップ」エディタの機能レイヤー領域でチェックされている項目と、「レイヤーのインポート」ダイアログでの順序に基づいてレイヤーが選択されます。




マップは最大ズーム・レベルまでズームされ、その場合もマップ上でコンテンツを合せることは引き続き可能です。このズーム・レベルは、「背景マップの編集」ダイアログでこのレイヤーに対して指定されている、表示可能な最小および最大ズーム・レベルを超える場合があります。表示可能な最小および最大ズーム・レベルを超えた場合、書式は非表示になります。


	
保存済 - 前回保存されたマップ中心およびズーム・レベルでマップが表示されます。

このオプションでは、エンド・ユーザーが表示した直前のマップ・ウィンドウに重点が置かれます。表示はX (経度)およびY (緯度)の中心座標とズーム・レベルに基づきます。このオプションは、初期ビュー・ポートに対して選択できますが、マップの印刷やその他のWYSIWYG操作にも適しており、常に使用されます。




詳細は、マップ・ビューの初期ビュー・ポートの設定を参照してください。


空間レイヤーのラベルの表示

「ラベル」タブで使用できます。このボックスを使用して、マップ・ビューのすべてのレイヤーのラベルを表示するか、特定のレイヤーのラベルを表示するかを指定します。このタブには、マップ・ビューの各レイヤーのボックスが含まれます。ラベルは、「マップ」エディタの「マップ・フォーマット」領域にリストされているレイヤーと同じ順序で表示されます。カスタム・ポイント・レイヤーのラベルは、デフォルトで表示されません。








「プロパティのマップ」ダイアログ: 「ツール」タブ

「プロパティのマップ」ダイアログのこのタブを使用して、マップとともに表示できるツールを指定します。

詳細は、マップ・ビューの編集を参照してください。


コンポーネント


ツールバー

このボックスを使用して、ツールバーに次のボタンを表示することを指定します。

	
「ズーム・イン」、「ズーム・アウト」





オーバーレイ

このボックスを使用して、マップの最上部に次のオプションを表示することを指定します。

	
ズーム・スライダ





情報

このボックスを使用して、マップの情報パネルに次のオプションを表示することを指定します。

	
距離インディケータ


	
マップ概要











「ミッション」タブ: 「詳細」タブ

「スコアカード」エディタ: 「ミッション」タブおよび「スコアカード」エディタ: 「ビジョン」タブのこのタブを使用して、ミッション記述書またはビジョン記述書の情報を指定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ビジョン・ステートメントとは


	
ミッション・ステートメントの定義


	
ビジョン・ステートメントとは


	
ビジョン・ステートメントの定義




このタブは次のように表示される場合もあります。



「ビジョン」タブ: 「詳細」タブ

コンポーネント


名前

ミッション記述書またはビジョン記述書の名前が表示されます。


説明

このフィールドを使用して、ミッション記述書またはビジョン記述書の説明を入力します。


ビジネス所有者

ミッション記述書またはビジョン記述書の管理担当者のユーザーIDが表示されます。ビジネス所有者を指定するには、「ユーザーの設定」ボタンをクリックして、ビジネス所有者の検索および選択を行える「ビジネス所有者」ダイアログを表示します。


関連ドキュメント

「関連ドキュメント」領域を使用して、ミッション記述書またはビジョン記述書の情報を提供するドキュメントを表示および管理します。








「ミッション」タブ: 「ドキュメント」タブ

「スコアカード」エディタ: 「ミッション」タブおよび「スコアカード」エディタ: 「ビジョン」タブのこのタブを使用して、ミッション記述書またはビジョン記述書の入力および書式設定を行います。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ビジョン・ステートメントとは


	
ミッション・ステートメントの定義


	
ビジョン・ステートメントとは


	
ビジョン・ステートメントの定義




このタブは次のように表示される場合もあります。



「ビジョン」タブ: 「ドキュメント」タブ

コンポーネント


ツールバー

このツールバーには、ミッション記述書またはビジョン記述書の書式設定に使用するボタン(「太字」、「フォント・サイズの拡大」など)が含まれています。








「マイ・アカウント」ダイアログ

このダイアログを使用して、個人のプリファレンス(ロケール、タイム・ゾーン、優先通貨、サブジェクト領域のソート順およびエージェントによるアラートの配信に関する配信オプションなど)を指定します。このダイアログに表示されるオプションは、付与されている権限によって異なります。




	
注意:

配信デバイス・タブおよび配信プロファイル・タブに、デバイスおよびプロファイルが含まれている場合は、これらのタブに変更を行う前に必ず管理者に問い合せてください。なんらかの変更を行った場合、ユーザー用に構成されている配信デバイスおよびプロファイルの情報をオーバーライドすることになります。







詳細は、次の項目を参照してください。

	
プリファレンスの設定


	
デバイスと配信プロファイルとは


	
デバイスと配信プロファイルの構成





コンポーネント


ユーザーID

ユーザー・インタフェースに表示されるユーザーIDが表示されます。


表示名

ユーザー・インタフェースに表示される名前が表示されます。


プリファレンス

「マイ・アカウント」ダイアログ: 「プリファレンス」タブを使用して、個人のアカウントの表示プリファレンスを指定します。


BI Publisherのプリファレンス

「マイ・アカウント」ダイアログ: 「BI Publisherのプリファレンス」タブを使用して、個人のOracle BI Publisherプリファレンスを指定します。


モバイル・プリファレンス

「マイ・アカウント」ダイアログ: 「モバイル・プリファレンス」タブを使用して、Oracle BI Mobileのプリファレンスを指定します。


配信オプション

「マイ・アカウント」ダイアログ: 「配信オプション」タブを使用して、アラートの配信用にデバイスおよびプロファイルを構成します。


ロールおよびカタログ・グループ

「マイ・アカウント」ダイアログ: 「ロールおよびカタログ・グループ」タブを使用して、管理者によって割り当てられたアプリケーション・ロールおよびカタログ・グループのリストを表示します。


ユーザーに委任

管理者によってこの機能が構成されている場合は、「マイ・アカウント」ダイアログ: 「ユーザーに委任」タブを使用して、自分の分析およびダッシュボードへのアクセス権限を付与されているユーザーのリストを表示します。








「マイ・アカウント」ダイアログ: 「BI Publisherのプリファレンス」タブ

「マイ・アカウント」ダイアログのこのタブを使用して、Oracle Business Intelligence Publisherのプリファレンスを変更します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
プリファレンスの設定





コンポーネント


レポート・ロケール

このボックスを使用して、レポートのロケールを選択します。このロケールは、「マイ・アカウント」ダイアログ: 「プリファレンス」タブで指定したロケールと異なっても構いません。

表示および作成するレポートには、ここで指定したロケールが使用されます。通常、ロケールは、「マイ・アカウント」: 「プリファレンス」タブで選択した「ユーザー・インタフェース言語」フィールドで指定した言語、または勤務地のある国に対応します。たとえば、指定した言語が英語の場合、ロケールは英語 - アメリカ合衆国または英語 - カナダになります。選択したロケールによって、日時書式、夏時間の設定および通貨書式の設定が決まります。


レポートのタイム・ゾーン

このボックスを使用して、レポートを表示または作成する際に適用するタイム・ゾーンを選択します。このタイム・ゾーンは、「マイ・アカウント」: 「プリファレンス」タブで指定したタイム・ゾーンと異なっても構いません。

このオプションは、管理者が設定したデフォルトのタイム・ゾーンと同じ物理位置にいないユーザーが、別のタイム・ゾーンを選択する場合に便利です。








「マイ・アカウント」ダイアログ: 「ユーザーに委任」タブ

「マイ・アカウント」ダイアログのこのタブを使用して、「実行者」機能を使用して自分の分析およびダッシュボードにアクセスできる他のユーザーのリストを表示します。このリストは変更できません。このタブは、管理者によってこの機能が構成されている場合のみ使用できます。

自分のユーザー権限は、権限に応じて他のユーザーによって継承されます。これにより、自分のデフォルト・ダッシュボード、およびコンテンツやプリファレンスを他のユーザーが変更できるようになるほか、制限付きアクセス権が付与されたユーザーは、分析やダッシュボードの表示のみを行えます。制限付きアクセス権が付与された場合、Business Intelligenceコンテンツにアクセスする際の独自のユーザー権限は維持されます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
他のユーザーの代理について


	
他のユーザーの代理









「マイ・アカウント」ダイアログ: 「配信オプション」タブ

「マイ・アカウント」ダイアログのこのタブを使用して、配信デバイスおよび配信プロファイルを構成します。配信デバイスは、配信プロファイルとともに、エージェントによってアラートが生成された場合のユーザーへの配信方法を制御します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
デバイスと配信プロファイルとは


	
デバイスと配信プロファイルの構成


	
エージェントとは


	
アラートとは





コンポーネント


デバイス

この領域を使用して、配信デバイスを構成します。これを行うには、最初のボックスで、デバイスのカテゴリとして「電子メール」、「電話」、「ページャ」、「ハンドヘルド」または「その他」のいずれかを選択します。

	
「デバイスの作成」ボタンをクリックして「デバイスの作成」ダイアログを表示すると、デバイスを作成できます。

いずれかのデバイスをカテゴリのデフォルト・デバイスとして設定するには、デバイス名の右にある「デフォルト」列の「デフォルト」オプションを選択します。




	
注意:

エージェント用に指定した配信先が特定のデバイスの場合、アクティブな配信プロファイルのデバイスは、ここで指定したデフォルト・デバイスによってオーバーライドされます。たとえば、電子メール・デバイスに配信されるようにエージェントが定義されている場合は、アクティブな配信プロファイルで指定した電子メール・デバイスはいずれも使用されず、ここで指定したデフォルトの電子メール・デバイスが使用されます。(エージェントの配信先は、「エージェント」エディタ: 「送信先」タブで指定されます。)








	
デバイスを削除するには、デバイス名を選択して「デバイスの削除」ボタンをクリックします。


	
デバイスを編集するには、デバイス名を選択して「デバイスの編集」ボタンをクリックします。「デバイスの編集」ダイアログが表示されます。





配信プロファイル

この領域を使用して、配信プロファイルを構成します。「配信プロファイルの作成」ボタンをクリックして「配信プロファイルの作成」ダイアログを表示すると、配信プロファイルを作成できます。

いずれかの配信プロファイルをアクティブ・プロファイルとして設定するには、プロファイル名の右にある「アクティブ」列の「アクティブ」オプションをクリックします。

配信プロファイルを削除するには、プロファイル名を選択して「プロファイルの削除」ボタンをクリックします。

配信プロファイルを編集するには、プロファイル名を選択して「プロファイルの編集」ボタンをクリックします。「配信プロファイルの編集」ダイアログが表示されます。








「マイ・アカウント」ダイアログ: 「モバイル・プリファレンス」タブ

「マイ・アカウント」ダイアログのこのタブを使用して、Oracle BI Mobileのプリファレンスを変更します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
プリファレンスの設定





コンポーネント


開始ページ

このボックスを使用して、Oracle BI Mobileにサインインする際に表示するページを選択します。次のオプションに注意してください。

	
デフォルト - このオプションを選択すると、管理者が指定した企業のデフォルト・ダッシュボードが個人のデフォルト・ダッシュボードとして設定されます。Oracle BI EEにサインインしたときに表示されるダッシュボードとして、企業のデフォルト・ダッシュボードのみを使用するよう管理者から要求される場合もあります。


	
マイ・ダッシュボード - このオプションを選択すると、作成および保存したマイ・ダッシュボードがデフォルト・ダッシュボードとして設定されます。


	
保存済ダッシュボード - このリストには、作成されてカタログのダッシュボード・サブフォルダ(例 - 共有フォルダ→マーケティング・サブフォルダ→ダッシュボード・サブフォルダ)に保存されているすべてのダッシュボードの名前が含まれます。このリストに表示されるいずれのダッシュボードでも、デフォルト・ダッシュボードとして設定できます。











「マイ・アカウント」ダイアログ: 「プリファレンス」タブ

「マイ・アカウント」ダイアログのこのタブを使用して、個人のアカウントの表示プリファレンスを指定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
プリファレンスの設定


	
サブジェクト領域およびサブジェクト領域フォルダのソート順の変更





コンポーネント


開始ページ

このボックスを使用して、Oracle BI Enterprise Editionにサイン・インしたときに表示されるダッシュボードを選択します。次のオプションに注意してください。

	
デフォルト - このオプションを選択すると、管理者が指定した企業のデフォルト・ダッシュボードが個人のデフォルト・ダッシュボードとして設定されます。Oracle BI EEにサインインしたときに表示されるダッシュボードとして、企業のデフォルト・ダッシュボードのみを使用するよう管理者から要求される場合もあります。


	
ホーム・ページ - このオプションを選択すると、ホーム・ページがデフォルトのダッシュボードとして設定されます。主にオブジェクトの作成やカタログの管理を担当しているユーザーは、このオプションを選択する可能性があります。


	
マイ・ダッシュボード - このオプションを選択すると、作成および保存したマイ・ダッシュボードがデフォルト・ダッシュボードとして設定されます。


	
保存済ダッシュボード - このリストには、作成されてカタログのダッシュボード・サブフォルダ(例 - 共有フォルダ→マーケティング・サブフォルダ→ダッシュボード・サブフォルダ)に保存されているすべてのダッシュボードの名前が含まれます。このリストに表示されるいずれのダッシュボードでも、デフォルト・ダッシュボードとして設定できます。





ロケール(場所)

このボックスを使用してロケールを選択します。通常、ロケールは「ユーザー・インタフェース言語」フィールドで指定した言語、または勤務地のある国に対応します。たとえば、指定した言語が英語の場合、ロケールは英語 - アメリカ合衆国または英語 - カナダになります。

選択したロケールによって、日時書式、夏時間の設定および通貨書式の設定が決まります。


ユーザー・インタフェース言語

このボックスを使用して、Oracle BI EEインタフェースの表示に使用する言語を選択します。ここで指定した言語は、サイン・イン・ページで指定した言語によって、そのセッションに関してオーバーライドされた場合などを除き、保持されます。言語がオーバーライドされると、オーバーライドの原因がこのフィールド内の2番目のボックスに表示されます。


タイム・ゾーン

このボックスを使用して、コンテンツを表示する際に適用するタイム・ゾーンを選択します。このオプションは、管理者が設定したデフォルトのタイム・ゾーンと同じ物理位置にいないユーザーが、別のタイム・ゾーンを選択する場合に便利です。たとえば、アラートを配信するOracle BI Serverがアメリカ太平洋タイム・ゾーンにあり、勤務地がアメリカ中部タイム・ゾーンにあるとします。中部タイム・ゾーンを優先タイム・ゾーンとして設定すると、アラートの配信時間は、中部時間で表示されます。

個人のアカウントのタイム・ゾーンは、作成、変更、実行、受信および印刷するすべての項目に自動的に適用されます。分析に含まれる日時列は、コンテンツの設計に従って表示されます。コンテンツ設計者は、特定のタイム・ゾーンを強制的に列に表示したり、各ユーザーのデフォルト・タイム・ゾーンを列に表示することを許可できます。列見出しに表示される時計ボタンにカーソルを移動すると、列に使用されているタイム・ゾーンの名前が表示されます。

管理者がOracle BIサーバー・タイム・ゾーンを設定する方法の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』を参照してください。


通貨

このボックスは、管理者がuserpref_currencies.xmlファイルを構成している場合にのみ表示されます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の通貨オプションの構成に関する項を参照してください。

このボックスを使用して、ダッシュボードおよび分析の通貨列の表示に使用する通貨を選択します。

ここで選択した通貨は次のように処理されます。

	
現在のセッションで有効になります。


	
カタログに保存され、新たに通貨を変更して保存するまでの間、すべてのセッションで有効になります。


	
Oracle BIサーバーによって変換されたすべての通貨列、および(コンテンツ設計者によって)ユーザーの優先通過を使用するための通貨データ書式が設定されているすべての通貨列に適用されます。




このボックスで使用できる通貨オプションは、管理者によって定義されます。


オートコンプリートのプロンプト

このフィールドを使用して、アカウントのオートコンプリート機能を有効または無効にします。

次のように選択します。

	
「デフォルト」の場合、システム管理者が指定したデフォルト設定が使用されます。


	
「オン」の場合、オートコンプリート機能が有効になります。有効化すると、Oracle BI EEによって、ダッシュボードのプロンプト選択フィールドへの入力時に、一致するプロンプト値が提示および強調表示され、検索ダイアログの一致するプロンプト値が強調表示されます。オートコンプリートとはを参照してください。


	
「オフ」の場合、アクセスするすべてのダッシュボード、および「値の選択」ダイアログでプロンプト値を検索する際のオートコンプリート機能が無効になります。





サブジェクト領域のソート

このオプションを使用して、「サブジェクト領域」ペイン内のサブジェクト領域とサブジェクト領域フォルダのソート順を指定します。

次のように選択します。

	
AからZへソート: サブジェクト領域、対応するサブジェクト領域フォルダおよびサブジェクト領域フォルダ内の列が昇順でソートされます。


	
ZからAへソート: サブジェクト領域、対応するサブジェクト領域フォルダおよびサブジェクト領域フォルダ内の列が降順でソートされます。


	
保存した順序でソート: 分析で指定されたサブジェクト領域のソート順がデフォルトとして保存され、その後これがデフォルトのソート順として使用されます。


	
デフォルト - 保存した順序でソート: デフォルトでは分析のサブジェクト領域のソート順はリポジトリで初めに定義されます。





分析エディタ

このオプションを使用して、分析作業をする際に使用するエディタを指定します。

	
フル・エディタ - (「分析へのアクセス」権限が管理者から付与されている場合のみに使用可能です。)このオプションでは、分析作業をする際に、「分析」エディタをエディタとして使用することを指定します。

「分析」エディタは、より複雑なエディタで、表、グラフ、ピボット表などにデータが視覚的に表された情報を閲覧したり操作することができます。詳細は、「分析」エディタとはを参照してください。

このオプションを選択した場合、分析エディタを開いたときにデフォルトで表示するタブとして、「基準」タブまたは「結果」タブのいずれかを選択します。

	
デフォルト - 分析の編集時に「結果」タブで開始(システム管理者が指定したデフォルト設定によっては、「デフォルト - 分析の編集時に「基準」タブで開始」)


	
分析の編集時に「基準」タブで開始


	
分析の編集時に「結果」タブで開始




このプリファレンスは、ダッシュボード、ホーム・ページまたはカタログ・ページから、分析の「編集」リンクをクリックすると適用されます。


	
ウィザード(機能制限あり) - (「BIコンポーザへのアクセス」権限が管理者から付与されている場合にのみ使用可能です。)このオプションでは、分析作業をする際に、BIコンポーザ・ウィザードをエディタとして使用することを指定します。

BIコンポーザ・ウィザードは操作が容易なウィザードで、これを使用すると、分析の作成、編集または表示を行うことができます。「分析」エディタの複雑さはありません。詳細は、BIコンポーザを使用した分析操作を参照してください。





アクセシビリティ・モード

このオプションを使用して、スクリーン・リーダーの使用を容易にする方向で、Oracle BI EEのコンテンツをブラウザでレンダリングするかどうかを指定します。

次のように選択します。

	
「デフォルト」の場合、システム管理者が指定したデフォルト設定が使用されます。


	
「オン」の場合、「分析」エディタ・コンポーネントの設定に関係なく、アクセシビリティ・モードのBIコンポーザ・ウィザードが分析エディタとして使用されます。


	
「オフ」の場合、「分析」エディタ・コンポーネントが「ウィザード(制限付き機能)」の場合は、標準モードのBIコンポーザ・ウィザードが分析エディタとして使用されます。




ここで指定した設定は、サイン・イン・ページで指定したアクセシビリティ・モードの設定によって、そのセッションに関してオーバーライドされた場合などを除き、保持されます。アクセシビリティ・モードの設定がオーバーライドされると、オーバーライドの原因がこのフィールド内の2番目のボックスに表示されます

詳細は、付録B、アクセシビリティ機能を参照してください。





注意

	
これらのオプションのデフォルト値を設定する方法の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』を参照してください。











「マイ・アカウント」ダイアログ: 「ロールおよびカタログ・グループ」タブ

「マイ・アカウント」ダイアログのこのタブを使用して、割り当てられているアプリケーション・ロールおよびカタログ・グループのリストを表示します。このリストは変更できません。アプリケーション・ロールの追加または削除については、管理者に問い合せてください。

アプリケーション・ロールは、一連の権限を定義します。アプリケーション・ロールに割り当てられているユーザーまたはグループには、そのロールに関連付けられている権限が付与されます。たとえば、所属するロールでは、Business Intelligenceのコンテンツの表示は許可されても作成は許可されない場合があります。

カタログ・グループは、Oracle BIプレゼンテーション・サービス内でローカルに定義され、Oracle BIプレゼンテーション・カタログの権限の付与に加え、Oracle Business Intelligenceユーザー・インタフェースでの権限の付与に使用されます。

アプリケーション・ロールおよびカタログ・グループの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』を参照してください。






新しいアクション・リンク・ダイアログ

このダイアログを使用して、分析に追加するアクション・リンクを作成します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
アクションとは


	
アクション・リンクおよびアクション・リンク・メニューとは


	
分析へのアクションの追加




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「アクション・リンクの編集」ダイアログ

コンポーネント


リンク・テキスト

このフィールドを使用して、関連付けられているアクションを実行するためのリンクとして表示されるテキストを入力します。


アクション

アクション・リンクに関連付けられているアクションが表示されます。


新規アクションの作成

このボタンを使用して、作成するアクションのタイプを選択します。選択に応じて、次のようにします。

	
「BIコンテンツにナビゲート」を選択すると、最初に「アクションのBIコンテンツの選択」ダイアログが表示されます。このダイアログでナビゲート先Oracle BI EEコンテンツを選択すると、「新規アクションの作成」ダイアログが表示されます。


	
「Webサービスの起動」を選択すると「Webサービス操作の選択」ダイアログが表示されます。このダイアログで起動するWebサービス操作を選択すると、「新規アクションの作成」ダイアログが表示されます。


	
「Javaメソッドの起動」を選択すると「Javaメソッドの選択」ダイアログが表示されます。このダイアログで起動するJavaメソッドを選択すると、「新規アクションの作成」ダイアログが表示されます。


	
その他のアクション・タイプを選択した場合は、「新規アクションの作成」ダイアログが表示されます。





既存のアクションの選択

このボタンを使用して「開く」ダイアログを表示し、分析に追加する既存のアクションを選択します。


パラメータ・マッピングの編集

このボタンは、固定または非表示に設定されていないパラメータを使用する名前付きアクションのみに使用できます。

このボタンを使用して「パラメータ・マッピングの編集」ダイアログを表示し、アクション・パラメータを編集します。


詳細(>>)

次のオプションが表示されます。

	
アクションの編集 - このオプションを使用して「アクションの編集」ダイアログを表示すると、アクションを編集できます。


	
アクションの削除 - このオプションを使用してアクションを削除できます。


	
アクションに名前を付けて保存 - このオプションを使用して「アクションに名前を付けて保存」ダイアログを表示すると、アクションをカタログに保存できます。インライン・アクションの場合、アクションは分析で保存されずにカタログに保存されます。名前付きアクションは、同じ名前または別名で保存できます。





有効化

このボックスを使用して次のオプションのいずれかを指定します。

	
常に - このオプションを使用して、常に有効にするアクション・リンクを指定します。


	
「条件付き」 - このオプションは、列見出しにアクション・リンクを追加する際には使用できません。このオプションを使用して、アクション・リンクを特定の条件下でのみ有効にすることを指定できます。このオプションを選択すると「条件」領域が表示されます。

詳細は、アクションの条件による有効化についてを参照してください。





条件

(「条件付き」オプションを選択した場合のみ表示されます。)

この領域を使用して、アクション・リンクを条件付きで有効にするために使用する1つ以上の条件を作成します。

条件を作成するには、条件の基準として属性列または階層列を選択します。その際の制限は次のとおりです。

	
属性列を選択した場合は、複数の条件を追加できます。


	
階層列を選択した場合は、1つの条件のみを追加できます。


	
属性列に基づく条件と階層列に基づく条件は、相互に組み合せることができません。




複数の条件を追加する場合、追加される条件は、それぞれAND演算子で前の条件と結合されます。AND演算子は、各条件で指定された基準を満たす必要があることを意味します。これは、条件のデフォルトの結合方法です。「AND」をクリックすると、AND演算子がORに変わります。OR演算子は、少なくとも1つの条件で指定されている基準を満たす必要があることを意味します。

AND演算子およびOR演算子による条件の結合の構成によっては、一部の条件がグループ化される場合があります。グループ化された条件はボックスで囲まれます。

この領域には次のコンポーネントが含まれています。

	
新規条件: このボタンを使用して条件の基準となる列を選択し、「新規条件」ダイアログを表示すると、条件を作成できます。


	
フィルタの編集 - このオプションを使用して「条件の編集」ダイアログを表示すると、条件を編集できます。


	
「フィルタのコピー」および「フィルタの貼付け」 - これらのオプションを使用して、条件のコピーを条件リストに追加します。コピーは、コピーした条件の下に追加され、間にAND演算子が使用されます。

条件のコピーは後から編集できます。演算子をORに変更することもできます。

このオプションは、既存の条件を変更することで条件をすばやくリストに追加できるため便利です。


	
削除 - このボタンを使用して条件を削除します。


	
「AND」または「OR」 - このボタンを使用して、AND演算子とOR演算子を切り替えます。


	
フィルタ・グループを編集 - このボタンは、条件のグループに対してのみ表示されます。

次のオプションが表示されます。

	
グループ解除 - このオプションを使用して、条件のグループを解除します。


	
グループの削除 - このオプションを使用して、条件のグループを削除します。


	
グループが重複しています - このオプションを使用して、条件のグループを複製します。














「新規計算項目」ダイアログ

このダイアログを使用して、計算項目またはグループの作成または編集を行います。

詳細は、グループおよび計算項目での作業を参照してください。

このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「計算項目の編集」ダイアログ

「グループの編集」ダイアログ

「新規グループ」ダイアログ

コンポーネント




	
注意:

すべてのコンポーネントがこのダイアログの各バージョンで使用できるわけではありません。








ラベルの表示

このフィールドを使用して、ビューでの表示に使用する計算項目またはグループのラベルを指定します。このラベルは、そのオブジェクトをOracle BIプレゼンテーション・カタログに格納したときの名前と同じにする必要はありません。


値の場所

このボックスを使用して、分析に含まれる属性列または階層列を選択します。選択した列の値が計算項目またはグループに使用されます。「レイアウト」ペイン、またはすでに列が選択されている場所からダイアログを表示した場合、このフィールドは読取り専用になります。


関数

このボックスを使用して、計算項目の関数を選択します。これらの多くは、集計ルールおよび関数項で説明した関数です。

また、「カスタム式」を選択すると、数値演算子を選択して計算項目の関数に含めるためのツールバーが提供されます。さらに、関数ABSOLUTE、CEILING、FLOOR、ROUND、SQRTも入力できます。

式によって、ビュー内の動的カスタム・グループ化を作成できます。式の中で参照されるすべてのメジャーは、同じ列から取得され、結果に表示される必要があります。式は、他の計算項目に挿入したり、他の計算項目と組み合せることが可能です。

属性列に対して名前の付いた項目を指定するかわりに、$nまたは$-nを指定できます。nは項目の行位置を示す整数です。$nを指定すると、メジャーはn番目の行から取得されます。$-nを指定すると、メジャーは最後からn番目の行から取得されます。


使用可能

この領域を使用して、「選択済リスト」領域へ移動するメンバーを選択します。メンバーまたはグループを選択できる「カタログ」ペインが表示されます。メンバーを「選択済リスト」領域へ移動すると、「使用可能リスト」領域では、そのメンバーの横に緑色のチェック・マークが表示されます。


検索

このボタンを使用して、メンバーを検索できる「値の選択」ダイアログの「検索」領域を表示します。


選択済

この領域を使用して、「使用可能」領域から選択して「選択済」領域へ移動した値を表示します。「カスタム式」を選択した場合は、一番下にある数値演算子のツールバーを使用してこの計算項目の式を作成します。次の演算子を使用します。

	
+ プラス記号。式の中で加算に使用します。


	
- マイナス記号。式の中で減算に使用します。


	
* 乗算記号。式の中で乗算に使用します。


	
/ 除算記号。式の中で除算に使用します。


	
% パーセント記号。式にパーセントを含めるために使用します。


	
$ ドル記号は、結果のデータ・ビューの中で使用すると行位置に作用します。この演算子は、階層列には使用できません。


	
( 開きカッコ。式の中でグループ演算の開始を示すために使用します。


	
) 閉じカッコ。式の中でグループ演算の終了を示すために使用します。





フォーマット

このボタンを使用して「書式の編集」ダイアログを表示すると、計算項目またはグループを書式設定できます。このダイアログで書式を適用すると、この書式が最初に適用され、次に条件付き書式が適用されます。


追加先

これらのオプション・ボタンを使用して、現在のビュー(現在アクティブな特定のビュー)またはすべてのビュー(複合レイアウト内のすべてのビュー)のいずれかに計算項目を適用します。


計算項目メンバーのビューからの削除

このボックスを使用して、(「現在のビュー」または「すべてのビュー」のどちらが選択されているかに応じて)現在のビューまたはすべてのビューの計算項目に含めたメンバーの表示を抑制します。たとえば、行エッジに地域が表示されるピボット表で、「東部」、「西部」および「中央」という値が現在表示されているとします。また、西部と中央の合計を表す「その他の地域」という計算項目を作成したとします。この場合、計算項目メンバーのビューからの削除を選択すると、「東部」および「その他の地域」の2つのメンバーのみがピボット表に表示されます。

カスタム式に対してこのボックスを選択した場合は、カスタム式または「選択済」リストのどちらかの項目を使用して、暗黙的削除の選択ステップが作成されます。





選択ステップ

ステップボタンを選択した場合は、このタブを使用して、グループとして保存されるステップを表示します。このタブは、選択ステップのリストとして前に保存したグループを編集する場合のみ使用できます。


結果

このタブを使用して、選択ステップで指定されているメンバーを表示します。


ステップ(実行時に動的に結果を生成)

このボタンをクリックして、グループの選択ステップを保存します。選択の結果は実行時にリフレッシュされます。


結果(今すぐ結果を生成して常に表示)

このボタンをクリックして、ステップのリストではなく、メンバーのリストとしてグループを保存します。


注意

	
複数の値を選択するには、[Ctrl]キーを押しながら値をクリックします。


	
1つ以上の値を「使用可能リスト」領域から「選択済リスト」領域へ移動するには、「移動」または「すべて移動」ボタンを使用します。「使用可能リスト」領域で値を1つダブルクリックして「選択済リスト」領域へ移動することもできます。

グループの場合は、「移動」をクリックすると次のオプションが表示されます。これらのオプションは、ネストされたグループの作成時には使用できません。

	
追加 - このオプションを使用して、分析にグループを追加します。「選択済リスト」領域に「追加: グループ名」ステップが表示されます。表またはピボット表には、グループのアウトライン値が表示されます。


	
メンバーの追加 - このオプションを使用して、分析にグループのメンバーを追加します。「選択済リスト」領域に「追加: グループ名のメンバー」ステップが表示されます。表またはピボット表には、アウトライン値ではなくグループのメンバーが表示されます。





	
1つ以上の値を「選択済リスト」領域から削除するには、「削除」または「すべて削除」ボタンを使用します。「選択済リスト」領域で値を1つダブルクリックして削除することもできます。











「新規カテゴリ」ダイアログ

このダイアログを使用して、作成するお気に入りのカテゴリを指定します。詳細は、お気に入りの編成および「お気に入りの管理」ダイアログを参照してください。


コンポーネント


名前

このフィールドを使用して、お気に入りのカテゴリの名前を入力します。グローバル・ヘッダーにある「お気に入り」リストをクリックすると、入力したカテゴリ名が表示されます。








「新規条件」ダイアログ

このダイアログを使用して、条件の作成または編集を行います。

詳細は、第10章「条件の使用方法」を参照してください。

このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「条件の作成」ダイアログ

「条件の編集」ダイアログ

コンポーネント


次に基づいて条件を作成

このリストを使用して、条件が「分析」または「KPI」のどちらに基づくかを指定します。


ブラウズ

条件の基準となる分析またはKPIを選択するために、このボタンを使用して、次のどちらかのダイアログを表示します。

	
分析の場合は、「分析の選択」ダイアログが表示されます。


	
KPIの場合は、「KPIの選択」ダイアログが表示されます。





条件データ

次の項目が表示されます。

	
選択した分析 - 条件が分析に基づく場合は、このボタンを使用して分析を表示します。


	
条件の基準となる分析またはKPIに関する情報。





パラメータ

分析に関連付けられているプロンプト・フィルタが表示されます。(プロンプト・フィルタは、演算子が「プロンプトで使用」に設定されているフィルタです。)

プロンプト・フィルタに隣接する「編集」ボタンをクリックして「パラメータ・フィルタの編集」ダイアログを表示すると、フィルタを編集できます。


ディメンション値領域

KPIで値が「非固定」に設定されているKPIディメンションが表示されます。「値」フィールドを使用して、これらのディメンションの値を指定します。




	
注意:

新しい条件を作成する場合、KPIディメンションに複数の値を固定することはできません。








行数が次の場合はTrue

この領域は、条件が分析に基づく場合のみ使用できます。

この領域を使用して、次のように評価基準を指定します。

	
演算子 - このボックスを使用して、行数に適用する演算子を選択します。有効な演算子は次のとおりです。

	
次と等しい - 分析内の行数が指定された行数と等しいかどうかを評価する場合に使用します。


	
次と等しくない - 分析内の行数が指定された行数と等しくないかどうかを評価する場合に使用します。


	
次より小さい - 分析内の行数が指定された行数より少ないかどうかを評価する場合に使用します。


	
次より大きい - 分析内の行数が指定された行数より多いかどうかを評価する場合に使用します。


	
次以下である - 分析内の行数が指定された行数以下かどうかを評価する場合に使用します。


	
次以上である - 分析内の行数が指定された行数以上かどうかを評価する場合に使用します。


	
次の間にある - 分析内の行数が指定された行数の範囲内かどうかを評価する場合に使用します。


	
次の間にない - 分析内の行数が指定された行数の範囲外かどうかを評価する場合に使用します。





	
行数 - このボックスを使用して、評価対象となる行数を指定します。行の範囲を示すために指定した開始値および終了値は、範囲に含まれます。





KPIが次の場合は条件がtrue

この領域は、条件がKPIに基づく場合のみ使用できます。

このボックスを使用して、条件が評価されるKPIステータスを指定します。


テスト

このボタンを使用して、条件がtrueかfalseのどちらに判断されるかをテストします。条件の評価結果を提供する「条件のテスト」ダイアログが表示されます。








「新規条件ステップ」ダイアログ

このダイアログを使用して、選択ステップでの作業の一部として、条件ステップを作成します。

詳細は、データの選択の使用を参照してください。

このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「条件ステップの編集」ダイアログ

コンポーネント


条件タイプ

指定されたディメンション列に対して、リストから条件タイプを選択します。作成できる条件ステップのカテゴリは次のとおりです。このダイアログに含まれるコンポーネントは、選択したタイプによって若干異なります。

	
除外 - メジャー列の値の比較によってメンバーを選択する条件。条件の例は、「売上>経費」および「売上<=経費 + 10%」です。


	
上位/下位 - 指定されたメジャー列を基準にメンバーをランク付けした後で、指定された数のメンバーを選択する条件。メンバーの数、またはメンバー全体における割合を指定できます。条件の例は、「売上上位10」および「経費上位5%」です。


	
一致 - テキスト文字列や属性値の一致に基づいてメンバーを選択する条件。条件の例は、「abcを含む名前」です。この条件を使用できるのは、文字列データ型を含む列のみです。


	
時間/序数 - 時間の範囲および階層レベルに基づいてメンバーを選択する条件。条件の例は、「2000年7月から2000年12月まで」です。この条件を使用できるのは、時間に関係するデータ型を含む列のみです。





アクション

このボックスを使用して、条件ステップによって指定されるメンバー用に作成するアクションのタイプを選択します。選択できるタイプは、選択済メンバーを選択に追加、選択済メンバーのみを維持してその他の全メンバーを削除、または選択済メンバーを選択から削除です。

アクション・タイプの横のボックスを使用して、条件ステップ作成の対象となるメンバーの列を選択します。


列

このボックスを使用して、「一致」タイプ、「Y =値のすべてのX値」の条件ステップを作成する際に、条件のベースにする属性列を選択します。


演算子

この領域を使用して、タイプに基づいて演算子を選択します。

	
除外の場合は、タイプによって異なります。値の例は、「次の範囲内にある」、「次の範囲内にない」、「次の間にある」、「次より大きい」および「次と等しい」です。


	
上位/下位の場合は、メンバーが上位または下位にランク付けされているかどうか。


	
時間/序数の場合は、次のいずれかです。

	
「数値」フィールドの値を使用して、最後または最初の期間数を使用するかどうか。


	
メンバーが「期間」フィールドの列値で始まる/終わる、または列値の前か後にあるかどうか。





	
「一致」の場合は、「テキスト」フィールドの文字列を含む、またはこの文字列で始まる/終わる、もしくはこの文字列と一致するかどうか。





数値

時間/序数タイプの条件ステップを作成する際に、期間数(たとえば3)を入力します。


期間

時間/序数タイプの条件ステップを作成する際に、条件の基準となる列値を選択します。


「ランク」または「範囲」

除外または上位/下位タイプの条件ステップを作成する際に、ランクまたは範囲に使用するパーセンテージ(たとえば5)を入力します。


値

除外タイプの条件ステップを作成する際に、比較に使用する値を入力します。


テキスト

「一致」タイプの条件ステップを作成する際に、メンバーとの一致に使用する文字列を入力します。大/小文字を区別して一致させるには、「大/小文字の区別」を選択します。


次でオーバーライド

このボックスを使用して、この条件ステップで指定する分析プロンプト、ダッシュボード・プロンプトまたは変数による値のオーバーライドが可能かどうかを指定します。オーバーライドの対象に応じて、プロンプト、プレゼンテーション変数、セッション変数またはリポジトリ変数で特定の値をオーバーライドできます。

変数タイプを選択した場合は、フィールドに変数の名前を入力します。たとえば、EMPLOYEE_IDという列が含まれるとします。その列の値をオーバーライドするセッション変数としてUSERを指定できます。ユーザーがログインすると、列値はユーザーのログイン名に設定されます。変数の詳細は、変数の使用を参照してください。

列のステップ・リストで、プロンプトまたはプレゼンテーション変数によるオーバーライドを、リスト内の1つのステップのみで可能にすることを指定します。

詳細は、第7章「ダッシュボードと分析でのプロンプト」を参照してください。


メジャー

除外または上位/下位タイプの条件ステップを作成する際に、このリストを使用して、データ値を比較するメジャー列の名前を入力します。


期間

除外または上位/下位タイプの条件ステップを作成する際に、この領域を使用して、メンバーが選択対象のディメンションを除く、分析のすべてのディメンションを修飾します。ディメンションごとに、含めるメンバーを選択します。特定のメンバーを選択するか、「すべて」を選択して条件の作成時にメンバーを集計することを指定します。たとえば、地域ディメンションを修飾するとします。この場合は、値が条件に使用される特定の地域(東部など)を選択できます。「すべて」を選択した場合は、すべての地域の値が集計され、条件に使用されます。

「期間」領域を使用して、修飾データ参照(QDR)を作成できます。QDRは、メジャー列に対して1つ以上のディメンションが単一の値を取得することを制限するための修飾子です。QDRは、現在のディメンション・ステータスに影響を与えずにメジャー列値を一時的に参照する場合に便利です。次に示すのは、QDRの例です。

Add members of Total Products (Rgd Sk Lvl) where "A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue", For: Cust Segments Hier: 'Active Singles', 'Baby Boomers' is greater than "A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue", For: Cust Segments"

QDRを指定する場合は、ディメンションを制限するために複数のメンバーを指定できます。複数のメンバーを指定した場合は、Oracle BIサーバーのデフォルト集計を使用して、メジャー列値が集計されます。たとえば、単位が100より大きい地域を表示するための条件を作成するとします。また、2000および2001を指定する年ディメンションのQDRを作成し、デフォルト集計が「合計」であるとします。中央地域の2000および2001の値がそれぞれ50および60の場合、これらの合計が指定された100単位を超えるため、両方の年が表示されます。





オフセット

除外タイプの条件ステップを作成する際に、このリストを使用して加算または減算を選択し、数値を入力したうえでその数値がパーセントかどうかを指定します。


次で一致

「一致」タイプの条件ステップを作成する際に、このボックスを使用して、メンバーの一致させる部分を選択します。オプションには、「任意のラベル」、「メンバーID」、「ロング・ラベル」、「ミディアム・ラベル」および「ショート・ラベル」が含まれます。


注意

階層に基づくステップの作成には、「新規階層選択ステップ」ダイアログを使用します。








「新規ダッシュボード」ダイアログ

このダイアログを使用して、作成するダッシュボードの名前、説明および場所を指定します。

詳細は、ダッシュボードの作成を参照してください。


コンポーネント


名前

このフィールドを使用して、ダッシュボードの名前を入力します。


説明

このフィールドを使用して、ダッシュボードの説明を入力します。


場所

このリストを使用して、Oracle BIプレゼンテーション・カタログ内のダッシュボードのフォルダを選択します。目的のフォルダがリストにない場合は、リストの下にある「カタログのブラウズ」リンクをクリックして「場所の選択」ダイアログを表示し、目的のフォルダを参照します。

ダッシュボードが保存されていないフォルダを選択した場合は、新規ダッシュボードを保存するフォルダ内に「ダッシュボード」新規フォルダが自動的に作成されます。たとえば、ダッシュボードが保存されていない/共有フォルダ/売上という名前のフォルダを選択した場合、ダッシュボード新規フォルダが自動的に作成され、「場所」の入力が/共有フォルダ/売上/ダッシュボードに変わります。

ダッシュボードを/共有フォルダ/第1レベルのサブフォルダの下の「ダッシュボード」サブフォルダに保存した場合、ダッシュボードはグローバル・ヘッダーの「ダッシュボード」メニューに表示されます。それ以外のレベル(例: /共有フォルダ/売上/東部)の「ダッシュボード」サブフォルダに保存した場合は、表示されません。


コンテンツ

次のオプションが表示されます。

	
すぐにコンテンツを追加 - 新規ダッシュボードに今すぐにコンテンツを追加するには、このオプションを選択します。「ダッシュボード・ビルダー」に、編集用の空白のページを含む新規ダッシュボードが表示されます。


	
後でコンテンツを追加 - 新規ダッシュボードに後でコンテンツを追加するには、このオプションを選択します。後でコンテンツを追加できる空のダッシュボードが作成されます(ただし、表示されません)。




「ダッシュボードの編集」を参照してください。








「新規EVALUATE_PREDICATE関数」ダイアログ

このダイアログを使用して、EVALUATE_PREDICATE関数の式を作成または編集します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
フィルタにEVALUATE_PREDICATE関数を使用する方法


	
EVALUATE_PREDICATE




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「EVALUATE_PREDICATE関数の編集」ダイアログ

コンポーネント


使用可能

プライマリ・サブジェクト領域および「サブジェクト領域」ペインに追加された関連するサブジェクト領域が表示されます。このエリアを使用して、式で使用する列を選択します。式に列を挿入するには、列を選択して「列の追加」ボタンをクリックします。


式

この領域を使用して、EVALUATE_PREDICATE関数の式を作成します。

式は、手動または次のコンポーネントを使用して入力できます。

	
変数 > - このボタンを使用して、追加する変数のタイプ(「セッション」、「リポジトリ」または「プレゼンテーション」)を選択します。表示される「変数の挿入」ダイアログで変数の名前を指定できます。


	
+ - このボタンを使用して、値を加算するための加算演算子を挿入します。


	
- - このボタンを使用して、値を減算するための減算演算子を挿入します。


	
x : このボタンを使用して、値を乗算するための乗算演算子を挿入します。


	
/ - このボタンを使用して、値を除算するための除算演算子を挿入します。


	
% - このボタンを使用して、値を100で割るためのパーセント記号を挿入します。


	
( - このボタンを使用して、データを囲むための左カッコを挿入します。


	
) - このボタンを使用して、データを囲むための右カッコを挿入します。


	
||: このボタンを使用して、連結演算子を挿入します。








注意

「式」領域に式の変数を手動で入力するには、表 2-2に示す式での変数の参照に関するガイドラインに従ってください。








「新規フィルタ」ダイアログ

このダイアログを使用して、列フィルタの作成または編集、アクション・リンク有効化の条件の指定、またはグラフ・フォーマットの適用条件の指定を行います。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
フィルタおよび選択ステップとは


	
列フィルタの作成


	
列の式の編集


	
分析へのアクションの追加


	
グラフの外観のフォーマット




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「条件の編集」ダイアログ

「フィルタの編集」ダイアログ

「新規条件」ダイアログ

コンポーネント




	
注意:

このダイアログが「新規条件」ダイアログまたは「条件の編集」ダイアログとして表示されている場合は、一部のコンポーネントを使用できません。








列

フィルタ用の列の名前が表示されます。


式の編集

このボタンを使用して「列式の編集」ダイアログを表示すると、列の式を変更して、作成するフィルタに使用できます。


データのタイム・ゾーン

このボタンを使用してタイム・ゾーンを選択します。


演算子

このリストを使用して、「値」で指定した値に適用する演算子を選択します。ガイドラインについては、演算子を参照してください。

リポジトリが二重列用に構成されている場合、表示列のフィルタを作成する際に「次のすべてを含む」、「次のいずれかを含む」、「次を含まない」、「次で始まる」、「次で終わる」、「次と相似(パターン一致)」または「次と非相似(パターン一致)」演算子を選択すると、フィルタ処理は常に、コード値ではなく表示値で実行されます。二重列の詳細は、二重列機能の理解を参照してください。


値

このフィールドを使用して、フィルタまたは条件の適用時に使用する1つ以上の値を指定します。次のことを行えます。

	
値の入力。


	
リスト・ボックスまたはカレンダからの値の選択。

このフィールドに表示される値の数は、MaxDropDownValues構成設定によって決まります。管理者はこの設定を変更できます。構成設定の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のプレゼンテーション設定の手動変更に関する項を参照してください。

リスト・ボックスの特定の値を検索するには、リスト・ボックスで「検索」をクリックします。表示される「値の選択」ダイアログで、値の検索および選択を行えます。

分析に他のフィルタがある場合には、「検索」の右側に次のオプションが表示されます。

	
限定された値 - このオプションを使用して、分析に関連付けられた他のフィルタで値を制限します。


	
すべての値 - このオプションを使用して、分析に関連付けられた他のフィルタで値を制限することなく、すべての値をリストします。







リポジトリが二重列用に構成されている場合、表示列のフィルタを作成する際には、デフォルトで表示値を指定します。ただし、組織によってコード値の表示が許可されている場合は、次に示す演算子のいずれかを使用した場合にかぎり、表示値のかわりにコード値を指定できます。

	
次と等しい/次に存在する


	
次と等しくない/次に存在しない


	
次の間にある




コード値を指定するには、「コード列による選択」ボックスを選択します。




	
注意:

コード値を使用してフィルタまたは条件を作成または変更した後、管理ツールを使用してその値のコード列がプレゼンテーション・レイヤーから削除された場合、コード値は不可視になりますが、コード値によるフィルタ処理は有効のままになります。フィルタまたは条件を編集すると、コード値(例: 1)が同等の表示値(例: 優)に変換されます。







二重列の詳細は、二重列機能の理解を参照してください。


コード列による選択

リポジトリが二重列用に構成されており、コード列がリポジトリのプレゼンテーション・レイヤーで公開される表示列のフィルタを作成する際に「次と等しい/次に存在する」、「次と等しくない/次に存在しない」または「次の間にある」のいずれかの演算子を選択した場合のみ使用できます。

このボックスを使用して、「値」フィールドでコード値を指定できるようにします。このボックスを選択した場合、リスト・ボックスにはコード値と表示値の両方(例: 1 - 飲料)が選択項目として表示され、「[tk1]によるフィルタ」ボックスは選択された状態で無効になります。このボックスを選択解除した場合、リスト・ボックスには表示値のみ(例: 飲料)が表示されます。


コード列によるフィルタ

リポジトリが二重列用に構成されており、「次と等しい/次に存在する」、「次と等しくない/次に存在しない」または「次の間にある」のいずれかの演算子を選択した場合のみ使用できます。

このボックスを使用して、コード値または表示値のどちらで列をフィルタ処理するかを指定します。コード値でフィルタ処理するには、このボックスを選択します。表示値でフィルタ処理するには、このボックスを選択解除します。


保存済分析

「別の分析の結果に基づく」演算子を選択した場合に使用できます。

このフィールドを使用して保存済分析を指定します。この分析の結果がフィルタの基準として使用されます。


関係

「演算子」フィールドで「別の分析の結果に基づく」を選択した場合に使用できます。

このリストを使用して適切な演算子を選択し、フィルタの設定に使用される分析の列結果を特定します。


次の列の値を使用

このフィールドは、「別の分析の結果に基づく」演算子を選択した場合に表示されます。

このリストを使用して、分析内の一致する列名を表示します(存在する場合)。別の列を使用する場合は、かわりにその列を選択します。この列の値によってフィルタが設定されます。


詳細オプションの追加

「プロンプトで使用」と「別の分析の結果に基づく」を除くすべての演算子に使用できます。

このボタンをクリックして、SQL式またはセッション、リポジトリ、またはプレゼンテーション変数をフィルタに追加します。これらのオプションを1つ以上追加できます。オプションを選択すると、対応するフィールドが表示され、SQL式または変数名のいずれかを指定できます。

このダイアログが「列のプロパティ」ダイアログ: 「条件付き書式」タブから「新規条件」ダイアログとして表示された場合、または「アクション・リンクの編集」ダイアログから「条件の編集」ダイアログとして表示された場合は、プレゼンテーション変数のみを追加できます。

変数の詳細は、変数の使用を参照してください。


SQL式

「詳細オプションの追加」リストから「SQL式」を選択した場合に使用できます。

SQL式を入力または貼り付けます。


セッション変数

「詳細オプションの追加」リストから「セッション変数」を選択した場合に使用できます。

使用するセッション変数の名前(例: USER)を入力します。


リポジトリ変数

「詳細オプションの追加」リストから「リポジトリ変数」を選択した場合に使用できます。

使用するリポジトリ変数の名前(例: prime_begin)を入力します。


変数式

「詳細オプションの追加」リストから「プレゼンテーション変数」を選択した場合に使用できます。

使用するプレゼンテーション変数の名前(例: MyFavoriteRegion)を入力します。


(デフォルト)

「詳細オプションの追加」リストから「プレゼンテーション変数」を選択した場合に使用できます。

(オプション)プレゼンテーション変数から値が返されなかった場合に使用するデフォルト変数を指定します。


削除

このボタンをクリックして、対応する値およびフィールドを削除します。


すべてクリア

このボタンをクリックして、すべての値およびコードを削除します。SQL式または変数をフィルタに追加した場合は、「値のクリア」ボタンをクリックすると、関連するすべての値およびフィールドが削除されます。


フィルタの保護

このオプションを選択して、プロンプト値によるオーバーライドや、ユーザーが別の分析にナビゲートした場合のオーバーライドから、フィルタの値を保護します。ユーザーが1つの分析から別の分析へナビゲートすると、最初の分析で指定されたプロンプト値が2番目の分析に転送されます。


このフィルタをSQLに変換する

このオプションを選択して、作成したフィルタを、手動で編集できるSQL WHERE句に変換します。フィルタをSQLコードに変換した後、フィルタ項目をSQLコードとして表示および編集できるのは、「高度なSQLフィルタ」ダイアログを使用した場合のみです。「フィルタの編集」ダイアログでは、フィルタを表示または編集できなくなります。





関連トピック



分析への名前付きフィルタの適用

列フィルタの結合およびグループ化

フィルタとしての保存済分析の使用

分析内での列フィルタ用SQL文の作成および編集



演算子

演算子を選択する際、および必要な値を指定する際は、表D-4に示すガイドラインを使用してください。演算子リストの選択項目は、実行する機能(たとえば、フィルタの作成やダッシュボード・プロンプトの作成)および選択した列のタイプに基づいて移入されます。


表D-4 列フィルタの作成時に演算子を選択するためのガイドライン

	演算子	使用上のガイドライン
	
次と等しい/次に存在する

	
テキスト、数値または日付を含む列に対して有効です。単一の値または複数の値を指定します。結果には、列のデータがフィルタの値と一致するレコードのみが含まれます。


	
次と等しくない/次に存在しない

	
テキスト、数値または日付を含む列に対して有効です。単一の値または複数の値を指定します。結果には、列のデータがフィルタの値と一致しないレコードのみが含まれます。


	
次より小さい

	
数値または日付を含む列に対して有効です。単一の値を指定します。結果には、列のデータがフィルタの値より小さいレコードのみが含まれます。


	
次より大きい

	
数値または日付を含む列に対して有効です。単一の値を指定します。結果には、列のデータがフィルタの値より大きいレコードのみが含まれます。


	
次以下である

	
数値または日付を含む列に対して有効です。単一の値または複数の値を指定します。結果には、列のデータがフィルタの値以下のレコードのみが含まれます。


	
次以上である

	
数値または日付を含む列に対して有効です。単一の値または複数の値を指定します。結果には、列のデータがフィルタの値以上のレコードのみが含まれます。


	
次の間にある

	
数値または日付を含む列に対して有効です。2つの値を指定します。結果には、列のデータがフィルタの2つの値の間にあるレコードのみが含まれます。


	
NULLである

	
テキスト、数値または日付を含む列に対して有効です。値は指定しません。演算子によって、列のデータが存在しないことのみが検証されます。結果には、列のデータがないレコードのみが含まれます。

データの有無を把握することは、場合によって役立ちます。「NULLである」演算子は、これを検証する1つの手段として使用できます。たとえば、企業の持つ世界中の住所録から、アメリカ合衆国の住所のみを抽出するとします。これを行うために、「州」フィールドのデータの有無をチェックします。アメリカ合衆国以外の住所では、このフィールドに値が移入されておらず(NULL)、アメリカ合衆国の住所では値が移入されているはずです(NULLでない)。この方法でアメリカ合衆国の住所のリストを取得すると、列で特定の値をチェックする必要はありません。


	
NULLでない

	
テキスト、数値または日付を含む列に対して有効です。値は指定しません。演算子によって、列のデータが存在することのみが検証されます。結果には、列のデータがあるレコードのみが含まれます。


	
最上位である

	
テキストまたは日付を含む列に対して有効です。単一の値を指定します。結果には、最初のn個のレコードのみが含まれます。nは、フィルタの値として指定された整数です。

この演算子を使用すると、結果がランク付けされます。たとえば、この演算子を使用して、アルファベット順の最初の10のブランド名のリストを取得できます。


	
最下位である

	
テキストまたは日付を含む列に対して有効です。単一の値を指定します。結果には、最後のn個のレコードのみが含まれます。nは、フィルタの値として指定された整数です。

この演算子を使用すると、結果がランク付けされます。たとえば、この演算子を使用して、最後の10の販売取引の日付のリストを取得できます。


	
上位

	
数値を含む列に対して有効です。単一の値を指定します。結果には、最初のn個のレコードのみが含まれます。nは、フィルタの値として指定された整数です。

この演算子を使用すると、結果がランク付けされます。たとえば、この演算子を使用して、上位10の売上(ドル)のリストを取得できます。


	
下位

	
数値を含む列に対して有効です。単一の値を指定します。結果には、最後のn個のレコードのみが含まれます。nは、フィルタの値として指定された整数です。

この演算子を使用すると、結果がランク付けされます。たとえば、この演算子を使用して、問題の報告回数が最も少ない顧客のリストを取得できます。


	
次のすべてを含む

	
テキスト、数値または日付を含む列に対して有効です。単一の値または複数の値を指定します。結果には、列のデータがフィルタのすべての値を含むレコードのみが含まれます。


	
次を含まない

	
テキスト、数値または日付を含む列に対して有効です。単一の値または複数の値を指定します。結果には、列のデータがフィルタのいずれの値も含まないレコードのみが含まれます。


	
次のいずれかを含む

	
テキスト、数値または日付を含む列に対して有効です。単一の値または複数の値を指定します。結果には、列のデータがフィルタの値の少なくとも1つを含むレコードのみが含まれます。


	
次で始まる

	
テキスト、数値または日付を含む列に対して有効です。単一の値を指定します。結果には、列のデータがフィルタの値で始まるレコードのみが含まれます。


	
次で終わる

	
テキスト、数値または日付を含む列に対して有効です。単一の値を指定します。結果には、列のデータがフィルタの値で終わるレコードのみが含まれます。


	
次と相似(パターン一致)

	
テキストを含む列に対して有効です。単一の値または複数の値を指定します。ワイルドカード文字としてパーセント記号(%)を使用する必要があります。値に指定できるパーセント記号は2つまでです。結果には、列のデータがフィルタのパターン値と一致するレコードのみが含まれます。


	
次と非相似(パターン一致)

	
テキストを含む列に対して有効です。単一の値または複数の値を指定します。ワイルドカード文字としてパーセント記号(%)を使用する必要があります。値に指定できるパーセント記号は2つまでです。結果には、列のデータがフィルタのパターン値と一致するレコードのみが含まれます。


	
プロンプトで使用

	
テキスト、数値または日付を含む列に対して有効です。フィルタの列に対してこの演算子を選択すると、プロンプトによるフィルタ処理の対象であることを示すフラグが設定されます。つまり、プロンプトが使用されると、結果には、プロンプトされた列のデータがユーザーの選択と一致するレコードのみが含まれます。

注意: 事前にフィルタ処理された値が要求されないプロンプトに列を含めるには、この演算子を使用する必要があります。


	
別の分析の結果に基づく

	
テキスト、数値または日付を含む列に対して有効です。この演算子により、別の保存済リクエストに含まれる同じサブジェクト・エリアの列の値を使用して、フィルタが制約されます。


	
ユーザーにプロンプト

	
テキスト、数値または日付を含む列に対して有効です。この演算子を選択すると、ユーザーは、実行時にダッシュボードまたは分析のプロンプト演算子を選択できるようになります。













「新規フォルダ」ダイアログ

このダイアログ・ボックスを使用して、Oracle BIプレゼンテーション・カタログで作成するフォルダを指定します。詳細は、カタログ・ページを参照してください。


コンポーネント


名前

このフィールドを使用して、フォルダの名前を入力します。








「新規グローバル変数」ダイアログ

このダイアログを使用して、「列式の編集」ダイアログ: 「列式」タブの式にグローバル変数を追加(または変更)します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
変数の使用


	
グローバル変数とは




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「グローバル変数の編集」ダイアログ

コンポーネント


名前

このテキスト・ボックスを使用して、グローバル変数の名前を入力します。たとえば、gv_region、date_and_time_global_variable、rev_eastern_region_calc_gvなどです。構文要件の詳細は、第2章変数を参照する構文の表2-1を参照してください。




	
注意:

グローバル変数を参照するときには、完全修飾の名前が必要になります。そのため、global.variablesというテキストが接頭辞として付加されます。たとえば、収益を計算するために設定されたグローバル変数は、「列式」ダイアログに次のように表示されます: "Base Facts"."1- Revenue"*@{global.variables.gv_qualified}








タイプ

このリストを使用して、グローバル変数のデータ型を指定します。5つのデータ型があります。

	
日付(デフォルトの書式: mm/dd/yyyy)


	
日付と時間(デフォルトの書式: mm/dd/yyyy hh:mm:ss)


	
数値


	
テキスト


	
時間








値

このテキスト・ボックスを使用して、グローバル変数の値を指定します。

次に例を示します。

	
06/05/2013 (データ型が「日付」の場合)


	
12/27/2011 12:00:01 (データ型が「日付と時間」の場合)


	
3.14159 (データ型として「数値」が選択されている場合)


	
05:16:00 (データ型として「時間」が選択されている場合)


	
((("Base Facts"."1- Revenue"/"Base Facts"."2- Billed Quantity")*3)+500)/-.25 (データ型として「テキスト」が選択されていて、列が計算である場合)









「新規プロンプト」ダイアログ

このダイアログを使用して、列、変数または通貨のプロンプトを定義します。

詳細は、列プロンプトの作成を参照してください。

このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「プロンプトの編集」

「プロンプトの編集: 列」ダイアログ

「新規プロンプト: 列」ダイアログ

列、通貨および変数のプロンプトに共通するコンポーネント




	
注意:

ここでは、列、通貨および変数のプロンプトに共通するコンポーネントについて説明します。列および変数のプロンプトには、追加のコンポーネントを使用できます。列および変数のプロンプトの追加のコンポーネントを参照してください。








ラベル

このフィールドを使用して、プロンプトに適したラベルを入力します。たとえば、「日付範囲を選択してください」、「通貨を選択してください」、「地域の売上額の計算に使用するパーセンテージを選択してください」などです。


説明

このフィールドを使用して、プロンプトの簡単な説明を入力します。この説明は、ダッシュボードまたは分析内のプロンプト・ラベルにマウス・カーソルを移動したときに、ツールチップ・テキストとして表示されます。





列および変数のプロンプトの追加のコンポーネント


列のプロンプト

このフィールドは、列のプロンプトに対してのみ表示されます。

このフィールドを使用して、選択した列の情報を表示します。このフィールドに表示される式を編集するには、「式の編集」ボタンをクリックします。詳細は、「列式の編集」ダイアログを参照してください。


式の編集

このフィールドは、列のプロンプトに対してのみ表示されます。

このボタンは、属性列タイプおよびメジャー列タイプに対して表示され、階層列には表示されません。ただし、列または変数のプロンプトを作成する際に列の式を変更することを選択した場合は、列の式の中で階層列を指定できます。

このボタンを使用して「列式の編集」ダイアログを表示すると、列の式を変更して、プロンプトに使用できます。

分析の列インスタンスに追加したSQL CASE文をプロンプト内で使用するには、プロンプトの列式で同じSQL CASE文を指定する必要があります。

たとえば、分析の列で「式の編集」機能を使用して「飲料の種類」binを作成し、膨大な数の飲料のリストをグループ化して「炭酸飲料」と「フルーツ・ジュースおよび炭酸以外の飲料」の2つに分類できます。プロンプトを作成するときに、同じbinまたはSQL CASE文をプロンプトの列式に追加します。完成したプロンプトをプレビューすると、プロンプトの値リストに「炭酸飲料」および「フルーツ・ジュースおよび炭酸以外の飲料」の項目が表示されます。


データのタイム・ゾーン

このフィールドを使用してタイム・ゾーンを設定します。


プロンプト対象

このフィールドは変数のプロンプトに対してのみ表示されます。

このフィールドを使用して、作成する変数のタイプ(「プレゼンテーション変数」または「リクエスト変数」)を選択し、変数の名前を入力します。この変数名は、ユーザーによって指定された変数プロンプト値を表示させる分析またはダッシュボードに追加する名前になります。


含まれるコード列

このフィールドは、表示列に対してのみ表示されます。

表示列にマップされたコード列の名前が表示されます。

表示列およびコード列の詳細は、二重列機能の理解を参照してください。


演算子

このフィールドは、列のプロンプトに対してのみ表示されます。

このリストを使用して、プロンプトの演算子を選択します。各演算子の詳細は、演算子を参照してください。

次の項目に注意してください。

	
実行時にユーザーに演算子を選択させる場合は、「*ユーザーにプロンプトする」演算子を選択します。


	
Oracle BI ServerまたはSQL Serverからデータを受信するOracle Business Intelligence Publisherレポート用のダッシュボード・プロンプトを作成する場合は、演算子を「次と等しい/次に存在する」に設定する必要があります。


	
プロンプトの値選択リストにグループを含むプロンプトを作成する場合は、演算子を「次と等しい/次に存在する」または「次と等しくない/次に存在しない」のいずれかに設定する必要があります。グループの詳細は、グループおよび計算項目での作業を参照してください。


	
リポジトリが二重列用に構成されている場合、表示列のプロンプトを作成する際に「次のすべてを含む」、「次のいずれかを含む」、「次を含まない」、「次で始まる」、「次で終わる」、「次と相似(パターン一致)」または「次と非相似(パターン一致)」演算子を選択すると、フィルタ処理は常に、コード値ではなく表示値で実行されます。その他のすべての演算子では、フィルタ処理はコード値で実行されます。二重列の詳細は、二重列機能の理解を参照してください。





ユーザー入力

このフィールドは、列および変数のプロンプトに対して表示されます。

このリストを使用して、ユーザーによってプロンプト値が選択されるユーザー・インタフェース・コンポーネントを指定します(たとえば、ラジオ・ボタンを使用してプロンプト値を1つのみ選択することをユーザーに促したり、テキスト・ボックスを使用して1つ以上のプロンプト値を具体的に入力するよう要求します)。ここで選択した入力オプションによって、ダイアログに表示されるフィールドが決まります。各ユーザー入力オプション・タイプの説明および例は、「列または変数プロンプトで使用できるユーザー入力オプションのタイプ」を参照してください。


ユーザー入力値

このフィールドは、列および変数のプロンプトに対して表示されます。

このフィールドを使用して、選択したユーザー入力方法に表示させるデータ値を指定します。たとえば、「選択リスト」ユーザー入力方法および「すべての列値」オプションを選択した場合、ユーザーはデータ・ソースのすべてのデータ値が含まれるリストから、プロンプトのデータ値を選択することになります。

属性列およびメジャー列では、選択リストの値のすべてのタイプを使用できます。

「ユーザー入力値」オプションは次のとおりです。

	
すべての列値 - ユーザーは、すべての既存の値またはメンバーを含むリストから選択できます。

列値の数が「ページ値」ボックスで指定された数を超えた場合、ビューに表示されるリストに「検索」リンクが表示され、ユーザーはこのリンクをクリックして「値の選択」ダイアログにアクセスできます。検索機能を使用してさらに多くの値を探すことができます。


	
カスタム値 - ユーザーは、列によって提供される値ではなく、独自に作成されたプロンプト値のリストから値を選択できます。


	
特定の列値 - 属性列およびメジャー列の場合、ユーザーは列に対して独自に選択された値を表示するリストから選択できます。このオプションは、複数の列に対する要求を行う場合や、結果にすでにフィルタが含まれる場合に役立ちます。これにより、結果にデータが含まれない値をユーザーが選択するのを回避できます。たとえば、Country列およびCity列を含む分析に、Country=Franceというフィルタがすでに含まれているとします。City列のプロンプトに対してかぎられた値を選択することで、選択項目はフランスの都市に制限され、ユーザーが(Country=FranceおよびCity=Romeのように)フランスにない都市を選択する可能性を排除できます。

このリストには、選択オプションとしてグループも含めることができます。また、ユーザーは、値のリストから「検索」をクリックして、値のリストに表示されない値を検索できます。「プラス記号」ボタンをクリックして「値の選択」ダイアログを表示すると、ユーザーに表示する値を検索および選択できます。「列値」ペインには列のすべての値が表示され、ユーザーに選択を許可する値のみを選択できます。「次と等しい/次に存在する」または「次と等しくない/次に存在しない」演算子を使用している場合は、「カタログ」ペインを展開して保存済グループを参照および追加できます。選択したグループは、値のリストに1つの値として表示されます。たとえば、地域別売上というグループに東部および南部というメンバーが含まれる場合、プロンプトの値リストに地域別売上が表示され、この値を選択すると、分析に東部および南部メンバーが含まれます。

階層列の場合、このオプションを選択すると、列に対して独自に選択されたメンバーの中からユーザーがメンバーを選択できるリストが表示されます。このリストには、選択オプションとしてグループも含めることができます。詳細は、前の段落を参照してください。


	
SQLの結果 - ユーザーは、SQL文を介して独自に指定された値を含むリストから値を選択できます。ユーザーによる選択が可能な値のリストを作成する、SQL文を入力できるボックスが表示されます。一般的には、SQL文の一部としてWHERE句を入力してユーザーが選択できる値の数を制限し、ソート・コマンドを含めて値が論理的順序で表示されるようにします。

「ページ値」ボックスで指定した数を超える値のリストをSQL文が返した場合には、「検索」リンクが表示され、このリンクをユーザーがクリックすると、「値の選択」ダイアログが表示されます。ユーザーは「値の選択」ダイアログで検索することはできませんが、より多くの選択対象の値を表示できます。


	
グループのメンバー - このオプションは階層列には使用できません。

ユーザーは、指定されたグループのすべてのメンバーを含むリストから選択できます。たとえば、選択したグループの名前が地域別売上で、東部および南部というメンバーが含まれる場合、実行時にはプロンプトの値リストに東部地域および南部地域が表示されます。


	
すべての列値と特定のグループ - このオプションは階層列には使用できません。このオプションは、「次と等しい/次に存在する」または「次と等しくない/次に存在しない」演算子のみに使用できます。

ユーザーは、独自に選択された列値およびグループをすべて含むリストから選択できます。選択したグループは、値のリストに1つの値として表示されます。たとえば、地域別売上というグループに東部および南部というメンバーが含まれる場合、プロンプトの値リストに地域別売上が表示され、この値を選択すると、分析に東部および南部メンバーが含まれます。




	
注意:

グループを含む選択リスト値を使用するプロンプトを使用して「保持のみ」または「削除」選択ステップをオーバーライドした場合、Oracle BI EEでは、実行時にそのグループが無視されます。オーバーライド選択ステップが「追加」選択ステップの場合は、Oracle BI EEでそのグループが使用されます。











「値の選択」ボタンまたは「選択した値の削除」ボタン

これらのボタンは、列および変数のプロンプトに対して表示されます。これらのボタンは、「ユーザー入力値」フィールドで「カスタム値」、「特定の列値」、「グループのメンバー」または「すべての列値と特定のグループ」を選択した場合に表示されます。

「値の選択」ボタンを使用して「値の選択」ダイアログを開くと、選択リストで値またはグループの検索や追加ができます。この値のリストはプロンプトでユーザーに提示されます。この機能は、ユーザーの選択項目数を制限して、リストを小型で直感的なものにする場合に役立ちます。たとえば、ユーザー入力の方法として「ラジオ・ボタン」を選択し、5つの特定の日付を含む値のリストを作成すると、それぞれの日付に対応した5つのラジオ・ボタンを備えたプロンプトがユーザーに提示されます。ユーザー入力値フィールドで「カスタム値」を選択すると、「値の選択」ダイアログではなく、「値の入力」ダイアログがされるので、カスタム値を入力できます。

「選択した値の削除」ボタンを使用して、選択した値を削除します。


SQL文

このフィールドは、「ユーザー入力値」フィールドで「SQLの結果」を選択した場合のみ表示されます。

このフィールドを使用して、SQL文の作成または編集を行います。実行時にSQL文によって、選択リストに表示される値のグループが作成されます。


「全選択項目」選択項目をリストに含める

このボックスは、「選択リスト」、「リスト・ボックス」または「ラジオ・ボタン」のいずれかのユーザー入力タイプを選択した場合に表示されます。

このボックスを使用して、値リストに「全選択項目」オプションを表示します。ユーザーは、「全選択項目」オプションを選択してリストのすべての値を選択できます。


次により値を制限

このボックスは、「チェック・ボックス」、「選択リスト」、「リスト・ボックス」または「ラジオ・ボタン」のいずれかのユーザー入力タイプを選択した場合に表示されます。

このボックスを使用して既存のプロンプト列を選択し、プロンプト列の選択リストに表示される値を制限します。このタイプの制限は、カスケード・プロンプトとしても知られています。「すべてのプロンプト」を選択するのではなく、特定の複数のプロンプト列を選択して、値を制限することをお薦めします。

次に例を示します。

	
「年」、「四半期」および「月」の列があるプロンプトを作成するとします。このとき「四半期」列を年で制限しましたが、「月」列は制限しません。実行時、ユーザーが「年」の値を2009と指定すると、「四半期」の値には2009 Q1、2009 Q2、2009 Q3および2009 Q4のみが使用でき、「月」の値にはすべての年(たとえば、2006/01、2007/02など)が使用できます。


	
「年」、「四半期」および「月」の列プロンプトがあるプロンプトを作成するとします。このとき「四半期」列を年で、「月」列を年および四半期で制限します。実行時、ユーザーが「年」の値を2009と指定し、「四半期」の値を指定しないと、「月」に使用できる値は年によって決定されます(たとえば、2009/01、2009/02など)。ユーザーが「年」の値を2009と指定し、「四半期」の値を2009 Q2と指定すると、「月」の値は2009/04、2009/05および2009/06に制限されます。





複数の値の選択をユーザーに許可

このボックスは、「選択リスト」または「リスト・ボックス」のいずれかのユーザー入力タイプを選択した場合に表示されます。

このボックスを使用して、ユーザーが値のリストから複数のプロンプト値を選択することを許可します。「選択リスト」ユーザー入力オプションを選択した場合は、プロンプトの値選択リストの各プロンプト値の前に、チェック・ボックスが表示されます。

「リスト・ボックス」オプションを選択した場合は次のとおりです。

	
複数の値を選択する場合、ユーザーは[Ctrl]キーを押しながら値をクリックします。


	
値の範囲を選択する場合、ユーザーは範囲の最初の値をクリックし、[Shift]キーを押しながら範囲の最後の値をクリックします。




階層列のプロンプトを作成している場合、このオプションは選択された状態になり、解除できません。1つの値のみを使用するプロンプトを作成している場合は、「値の選択」ダイアログを使用して1つの値を選択します。


値の入力をユーザーに許可

このボックスは、「選択リスト」ユーザー入力タイプを選択した場合に表示されます。

このボックスを使用して、選択リストから値を選択すること、または選択フィールドにカーソルを置いて値を入力することをユーザーに許可します。たとえば、ユーザーが全体をスクロールしたり検索するにはプロンプトの値リストが長すぎる場合や、ユーザーが特定のプロンプト値を把握している場合などに、このボックスを選択します。このオプションは、値のリストから簡単にすばやく探し出すことができないメジャー以外の数値(たとえば製品IDや従業員ID)がプロンプトに含まれる場合に便利です。

このオプションおよび「複数の値の選択をユーザーに許可」オプションが選択されている場合、ユーザーはプロンプトの選択フィールドに(セミコロン区切りを使用して)複数の値を入力できます。


ユーザー入力が必要

このボックスは、すべてのユーザー入力タイプに対して表示されます。

このボックスを使用して、プロンプトを必須にします。プロンプトが必須の場合、ユーザーは、プロンプト値を選択するまで「実行」ボタンをクリックできず、プロンプト問合せを実行できません。このオプションを選択すると、プロンプト・ラベルの左にアスタリスクが表示され、プロンプトが必須であることをユーザーに示します。


スライダの値

このフィールドは、「スライダ」ユーザー入力タイプに対してのみ表示されます。

このフィールドを使用して、スライダに表示するプロンプト値および値の範囲を指定します。現在使用できる「スライダの値」オプションは、「特定の制限内」のみです。


下限

このフィールドは、「スライダ」ユーザー入力タイプに対してのみ表示されます。

このフィールドを使用して、スライダの左端に表示される開始プロンプト値を指定します。このプロンプト値は、ユーザーが選択できる最低値です。


上限

このフィールドは、「スライダ」ユーザー入力タイプに対してのみ表示されます。

このフィールドを使用して、スライダの右端に表示される終了プロンプト値を指定します。このプロンプト値は、ユーザーが選択できる最高値です。


スピンボックスの表示

このボックスは、「スライダ」ユーザー入力タイプに対してのみ表示されます。

このボックスを使用して、ユーザーが矢印をクリックして値を選択できるスピンボックスを表示します。ユーザーがスピンボックスの矢印をクリックすると、スライダが同じ値にリセットされます。このボックスを選択解除すると、スピンボックスがプロンプトから削除されます。


値の圧縮

このボックスは、「スライダ」ユーザー入力タイプに対してのみ表示されます。

このボックスを使用して、1,000以上の値からゼロを削除します。たとえば、1,000は1Kと表示され、1,000,000は1Mと表示されます。このオプションを選択しても、英語以外の環境を使用している場合には、圧縮された値のラベルが翻訳されることはありません。値のラベルは英語(1Kや1Mなど)で表示されます。


スライダの方向

このフィールドは、「スライダ」ユーザー入力タイプに対してのみ表示されます。

このフィールドを使用して、プロンプト・ページでスライダを水平に表示するか、垂直に表示するかを指定します。


ラベル位置

このフィールドは、「スライダ」ユーザー入力タイプに対してのみ表示されます。

このフィールドを使用して、スライダを基準にしたプロンプトのラベルの表示位置を指定します。現在使用できる「ラベル位置」オプションは、「スライダの左」のみです。


スライダ・サイズ

このフィールドは、「スライダ」ユーザー入力タイプに対してのみ表示されます。

このフィールドを使用して、スライダのサイズを選択します。「小」、「中」または「大」を選択できます。


デフォルトの選択

このフィールドを使用して、ユーザーに最初に表示するプロンプト値を指定します。最初に次のオプションのいずれかを選択し、(「なし」オプション以外の場合は)表示されるボックスで値を指定します。

	
なし - デフォルトの選択を指定しない場合は、このオプションを選択します。


	
固有値 - 「選択リストの値」フィールドで選択したオプションに基づいてOracle Business Intelligenceで生成された完全なプロンプト・リストから特定のデフォルト値を選択するには、このオプションを選択します。このオプションを選択すると、「デフォルト値」フィールド、「値の選択」ボタンおよび「選択した値の削除」ボタンが表示されます。「値の選択」ボタンをクリックして「値の選択」ダイアログにアクセスすると、デフォルト値を検索、選択および選択解除できます。「選択した値の削除」ボタンを使用して、「デフォルト値」フィールドから選択した値を削除します。


	
すべての列値 - このオプションは、「「全選択項目」選択項目をリストに含める」オプションを選択した場合のみ使用できます。このオプションを選択して、プロンプトの「全選択項目」デフォルト値を指定します。


	
変数式 - このオプションを選択して、変数または変数を含む式を指定します。このオプションを選択すると「デフォルト値」フィールドが表示され、変数または式を入力できます。

式での変数の参照に関するガイドラインは、表2-2を参照してください。変数の詳細は、変数の使用を参照してください。


	
サーバー変数 - このオプションを選択して、セッション変数またはリポジトリ変数をデフォルト値として指定します。このオプションを選択すると「デフォルト値」フィールドが表示され、変数の名前を入力できます。セッション変数の場合は、名前の接頭辞としてNQ_SESSIONおよびピリオドを使用します(例: NQ_SESSION.USER)。

サーバー変数の参照に関するガイドラインは、表2-2を参照してください。変数の詳細は、変数の使用を参照してください。




	
注意:

指定したセッション変数と同じ名前のリクエスト変数が存在する場合は、セッション変数の値ではなくリクエスト変数の値が使用されます。リクエスト変数の詳細は、「リクエスト変数とは」を参照してください。








	
SQLの結果 - このオプションを選択して、論理SQL文の結果に基づいてプロンプトのデフォルト値を設定します。必要であれば、論理SQL文でプレゼンテーション変数またはサーバー変数を使用できます(たとえば、WHERE句で変数を参照し、別のプロンプトに基づいてデフォルト値を抑制できます)。

SQL文によって返された各データ行は、1つの値として処理され、各行には1列または2列が含まれます。各行に1列が含まれる場合、この列には表示値とコード値の両方が含まれます。各列に2列が含まれる場合、1列目には表示値、2列目にはコード値が含まれます。SQL文によって複数の行が返されてもユーザー・インタフェースが1つの値しか受け入れない場合は、最初の行が使用されます。

リポジトリが二重列用に構成されている場合、表示列のプロンプトの作成時にコード列を含むSQL文を指定すると、フィルタ処理は表示値ではなくコード値で実行されます。次のSQL構文を検討してください:

SELECT display_column, code_column FROM subject_area_name [Optional Where Clause]

次に例を示します。

SELECT companyName, companyID FROM SampleSales





コード列による選択をユーザーに許可

このオプションは、表示列に対してのみ表示されます。

このオプションを選択して、表示値(例: 飲料)またはコード-表示値(例: 1-飲料)のどちらかを指定してプロンプト値を選択することをユーザーに許可するプロンプトに、チェック・ボックスを追加します。このボックスは「による選択」という部分キャプションを使用して自動的にラベル付けされます。このオプションを選択した場合は、ユーザーの選択の基準を示すラベルを「ラベル」フィールドで追加します。


ラベル

このフィールドは、表示列に対してのみ表示されます。

このフィールドを使用して、表示値(例: 飲料)またはコード-表示値(例: 1-飲料)のどちらかを指定してプロンプト値を選択することをユーザーに許可するチェック・ボックスの、「による選択」ラベルを完成させます。たとえば、「製品コード」と入力して、チェック・ボックスのラベルを「製品コードによる選択」とすることができます。


ユーザー入力幅

このボックスは、「選択リスト」、「テキスト・フィールド」、「リスト・ボックス」、「チェック・ボックス」または「ラジオ・ボタン」のいずれかのユーザー入力タイプを選択した場合に表示されます。

このフィールドを使用して、プロンプト・ページに表示されるプロンプトのフィールド幅を指定します。このフィールドによって、プロンプトのメンバー値が表示される領域の幅が決まりますが、この幅にはフィールドのラベルは含まれません。次のオプションに注意してください。

	
Oracle BI EEでフィールド幅のサイズがプロンプトのメンバー値に合せて自動的に変更されるようにする場合は、「動的」を選択します。Oracle BI EEによってメンバー値が切り捨てられることがあります。切り捨てられたメンバー値にユーザーがマウスのカーソルを合せると、Oracle BI EEによってメンバーの完全な値が表示されます。


	
フィールドの幅がOracle BI EEで調整されるようにするには、「ピクセル」を選択して、ピクセル単位でサイズを指定します。指定したピクセル値よりもメンバー値が大きくなる場合には、Oracle BI EEによってメンバー名が切り捨てられます。切り捨てられたメンバー値にユーザーがマウスのカーソルを合せると、Oracle BI EEによってメンバーの完全な値が表示されます。プロンプトに対して「次の間にある」演算子を選択した場合には、両方のフィールド(「始点」と「終点」)が、指定したピクセルのサイズに調整されます。このフィールドのデフォルトのサイズは250ピクセルです。この値は、管理者がOracle BI EEの構成ファイルでデフォルトのピクセル値を変更すると別の値になります。




「ページ設定の編集」ダイアログの「すべてのプロンプトの幅を次に設定」フィールドの設定値は、「ユーザー入力幅」フィールドで指定した設定値をオーバーライドします。同様に、「ユーザー入力幅」フィールドで個別のプロンプトのプリファレンスを指定すると、「ページ設定の編集」ダイアログの「すべてのプロンプトの幅を次に設定」チェック・ボックスが選択解除されます。詳細は、「ページ設定の編集」ダイアログのヘルプを参照してください。


ユーザー入力レイアウト

このボックスは、「チェック・ボックス」または「ラジオ・ボタン」のユーザー入力タイプを選択した場合に表示されます。

このオプション・ボタンを使用して、プロンプト・ページに表示されるプロンプトの位置合せを指定します。水平方向または垂直方向の位置合せを選択します。


変数の設定

このフィールドを使用して、この列プロンプトによって移入される変数を作成します。

変数のタイプとして「プレゼンテーション変数」または「リクエスト変数」を選択し、変数の名前を入力します。「リクエスト変数」を選択した場合は、このリクエスト変数によってオーバーライドされるセッション変数の名前を使用する必要があります。




	
注意:

Oracle BI ServerまたはSQL Serverからデータを受信するOracle BI Publisherレポート用のダッシュボード・プロンプトを作成する場合は、「変数名」フィールドに「プレゼンテーション」と入力する必要があります。







変数の使用の詳細は、変数の使用を参照してください。


列

このフィールドは、「ユーザー入力値」フィールドで「すべての列値」、「特定の列値」または「グループのメンバー」を選択した場合に表示されます。

このフィールドには、変数プロンプトの値リストへの移入のために選択した列の名前が表示されます。このフィールドは読取り専用です。別の列の名前を指定してこのフィールドに表示するには、「列の選択」ボタンをクリックして参照し、列を選択する必要があります。


列の選択

このボタンを使用して「列の選択」ダイアログを表示すると、プロンプトの値リストの生成に使用する列を参照して選択できます。








「新規関連ドキュメント」ダイアログ

このダイアログを使用して、目標などのスコアカード・オブジェクトの情報を提供するドキュメントを追加します。追加した関連ドキュメントは、「関連ドキュメント」表にリンクとして表示され、Oracle BIプレゼンテーション・カタログに格納されているダッシュボード・ページや分析、またはWebアドレスへのリンクが可能です。たとえば、目標の関連ドキュメントとして分析を追加できます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
「コラボレーション」ペイン


	
「関連ドキュメント」領域




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「関連ドキュメントの編集」ダイアログ

コンポーネント


名前

このフィールドを使用して、関連ドキュメントへのリンクとして表示されるテキストを入力します。

名前を指定しなかった場合は、ダッシュボードまたは分析の名前、もしくはURLの短縮形がデフォルトで使用されます。


タイプ

関連ドキュメントのタイプを指定するための次のオプションが表示されます。

	
BIコンテンツ - 関連ドキュメントがカタログのダッシュボード・ページまたは分析であることを指定します。


	
Webアドレス: 関連ドキュメントがWebアドレスであることを指定します。





場所

選択したタイプによって次のように異なります。

	
「BIコンテンツ」を選択した場合は、このフィールドにダッシュボード・ページまたは分析のパスが表示されます。このパスは読取り専用です。別のパスを指定するには、「参照」ボタンをクリックして別のダッシュボード・ページまたは分析を選択します。


	
「Webアドレス」を選択した場合は、このフィールドにURLを入力するか貼り付けます。





ブラウズ

このオプションは、「BIコンテンツ」タイプを選択した場合のみ使用できます。「BIカタログからのオブジェクトの選択」ダイアログが表示され、カタログのダッシュボード・ページまたは分析を選択できます。








「新規スコアカード」ダイアログ

このダイアログを使用してスコアカードを作成します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
Oracle Scorecard and Strategy Managementとは


	
スコアカードの作成方法


	
スコアカードの作成





コンポーネント


名前

このフィールドを使用してスコアカードの名前(例: Marketing)を入力します。


場所

このリストを使用して、スコアカードの作成場所となるフォルダを選択するか、フォルダを作成します。フォルダを作成するには、リストの「新規フォルダ」オプションをクリックして「新規フォルダの作成」ダイアログを表示します。リストにないフォルダを選択するには、「フォルダ」ボタンをクリックして「スコアカードの場所の選択」ダイアログを表示します。


説明

このフィールドを使用して、スコアカードの説明を入力します。


デフォルトのパースペクティブを使用しますか。

このボックスを使用して、バランス・スコアカード方式で定義されるデフォルト・パースペクティブを使用するかどうかを指定します。イニシアティブおよび目標を、これらのパースペクティブまたは作成したその他のカスタム・パースペクティブに関連付けることができます。パースペクティブの詳細は、「パースペクティブとは」を参照してください。








「開く」ダイアログ

このダイアログを使用して、オブジェクトを開き、選択や保存を行います。

このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「配信コンテンツの選択」ダイアログ

「新規フォルダの作成」ダイアログ

「保存」ダイアログ

「アクションの保存」ダイアログ

「アクションに名前を付けて保存」ダイアログ

「エージェントの保存」ダイアログ

「名前を付けて保存」ダイアログ

「選択ステップの保存」ダイアログ

「選択」ダイアログ

「アクションの選択」ダイアログ

「エージェントの場所の選択」ダイアログ

「分析の選択」ダイアログ

「BIカタログからのオブジェクトの選択」ダイアログ

「アクションのBIコンテンツの選択」ダイアログ

「条件の選択」ダイアログ

「ダッシュボードの選択」ダイアログ

「既存のアクションの選択」ダイアログ

「既存のエージェントの選択」ダイアログ

「KPIの選択」ダイアログ

「KPIの選択」ダイアログ

「場所の選択」ダイアログ

「リクエストの選択」ダイアログ

「スコアカードの場所の選択」ダイアログ

コンポーネント


フォルダ

このペインを使用して、「開く」または「保存場所」領域に表示されるOracle BIプレゼンテーション・カタログのフォルダを選択します。


フォルダ・ツリーの表示

カタログ・フォルダがツリー構造で表示されます。


お気入りの表示

「フォルダ」ペインにお気に入りのフォルダが表示されます。


「開く」または「保存場所」

「フォルダ」ペインで選択されたフォルダおよびその内容が表示されます。

任意のオブジェクトを任意の場所に保存できます。ただし、「保存場所」フィールドでは、保存するオブジェクト・タイプに基づいて最も適した場所が推奨される場合があります。たとえば、保存するフィルタ、グループおよび計算項目をサブジェクト・エリアの分析作成時に使用するには、そのサブジェクト・エリア・フォルダ内に保存する必要があります。/「共有フォルダ」内の/「マイ・フォルダ」にサブジェクト・エリア・フォルダが存在しない場合は、フォルダが自動的に作成されます。「保存場所」フィールドのデフォルトのパスは、/「マイ・フォルダ」/「サブジェクト・エリアのコンテンツ」/<サブジェクト・エリア>ですが、ダイアログの「フォルダ」領域に、カタログ内のサブジェクト・エリア・フォルダの全インスタンスが表示されます。

分析、プロンプトおよび条件などのその他のオブジェクトは、任意のフォルダに保存できます。保存するオブジェクトを他のユーザーと共有するかどうかを決定する際には、共有フォルダと個人のフォルダの違いに留意してください。


上へ

フォルダ構造の1つ高いレベルにあるフォルダを選択します。


新規フォルダ

「開く」フィールドまたは「保存場所」フィールドで指定したフォルダの下に、空の新規フォルダが追加されます。


リスト・ビュー・タイプの変更

リストのビューを変更するための次のオプションが表示されます。

	
リスト - 「開く」フィールドまたは「保存場所」フィールドで指定したフォルダの内容が、ファイル名またはフォルダ名のリストとして表示され、名前の前には小さいボタンが表示されます。


	
詳細 - 「開く」フィールドまたは「保存場所」フィールドで指定したフォルダの内容が、ファイル名またはフォルダ名のリストとして表示され、名前の前には小さいボタンが表示されます。さらに、オブジェクトの名前、タイプ、変更日、所有者など、オブジェクトの詳細情報が表示されます。





名前

このボックスを使用して、開く、選択または保存するオブジェクトの名前を指定します。

オブジェクトの名前を指定するには、次のいずれかを行います。

	
「開く」領域でオブジェクトをクリックする


	
オブジェクトの名前を入力する




カーソルをオブジェクトに移動すると、ツリー構造に名前が表示されます。


説明

このフィールドを使用して、オブジェクトの説明を入力します。

説明は、管理者がOracle Business Intelligence Catalog Managerを使用する際に表示されます。分析をダッシュボード・ページに含める際に、分析の説明が役立ちます。


<ダッシュボード名>の分析の置換

ダッシュボードを表示している場合に、埋込み分析の「分析」または「編集」リンクをクリックして分析を編集し、分析エディタ・ツールバーの「名前を付けて保存」を選択して分析を保存および名前変更すると、このボックスが表示されます。

このボックスを使用すれば、分析を編集するためにアクセスしたダッシュボードにある変更済の分析を含めることができます。


ラベルの表示

選択ステップのみに使用できます。

このフィールドを使用して、ビューでの表示に使用するグループのラベルを入力します。この表示ラベルは、カタログに保存したときのグループ名と同じでなくても構いません。


ステップ

選択ステップのみに使用できます。

このボタンをクリックして、グループの選択ステップを保存します。選択の結果は実行時にリフレッシュされます。


結果

グループのみに使用できます。

このボタンをクリックして、ステップのリストではなく、メンバーのリストとしてグループを保存します。


現在のアクション(またはステップ、もしくは条件)を保存済アクション(またはステップ、もしくは条件)への参照に置き換えます。

このボックスを使用するのは、次の場合です。

	
アクションまたは条件をカタログに保存する場合に、現在のアクションまたは条件の参照を、保存するアクションまたは条件に置き換えるかどうかを指定します。


	
一連のステップをカタログに保存する場合に、それらのステップをグループの名前に置き換えるかどうかを指定します。たとえば、「製品」列の複数の選択ステップを作成した場合、「保存」ボタンをクリックしてダイアログ内でこのボックスを選択すると、これらのステップがグループの単一の開始ステップに置き換えられます。




参照を、保存するアクション、グループまたは条件に置き換える場合は、このボックスを選択します。アクション、グループまたは条件の参照を維持する場合は、このボックスを選択解除します。








「概要」ペイン

このペインを使用して、選択したイニシアティブ、目標またはKPIの要約情報を表示します。

詳細は、概要情報の表示を参照してください。

このペインは「スコアカード」エディタ: 「概要」タブの一部です。


要約情報

この領域には、選択した目標、イニシアティブまたはKPIの要約情報が表示されます。表示される特定の情報の詳細は、次の項を参照してください。

	
イニシアティブまたは目標の概要


	
KPIの概要





イニシアティブまたは目標の概要

このビューは、「イニシアティブ」ペインでイニシアティブを選択するか、または「戦略」ペインで目標を選択すると、「概要」ペインに表示されます。このビューを使用して、選択したイニシアティブまたは目標の基本設定(ステータス、ビジネス所有者など)、およびステータスの要約(各パフォーマンス・ステータスでの進行状況を評価する、KPIとイニシアティブの数、またはKPIと目標の数)を表示します。


コンポーネント


スコア

選択したイニシアティブまたは目標のスコアが、ゲージに表示されます。

スコアの詳細は、イニシアティブや目標のパフォーマンス・アセスメントの理解を参照してください。


子

選択したイニシアティブまたは目標の次の内容が表示されます。

	
ステータスごとの子イニシアティブまたは子目標の数。


	
ステータスごとの子KPIの数。




子目標、子イニシアティブまたは子KPIが特定のステータスに対して1つでも存在する場合、ステータス名は子オブジェクト(1つまたは複数)を示す「スコアカード」エディタ: ブレークダウンタブを表示するハイパーリンクになります。


子孫

選択したイニシアティブまたは目標の次の内容が表示されます。

	
ステータスごとの子孫イニシアティブまたは子孫目標の数。


	
ステータスごとの子孫KPIの数。




子孫目標、子孫イニシアティブまたは子孫KPIが特定のステータスに対して1つでも存在する場合、ステータス名は子孫オブジェクト(1つまたは複数)を示す「スコアカード」エディタ: ブレークダウンタブを表示するハイパーリンクになります。


パースペクティブ

選択した目標またはイニシアティブが関連付けられているパースペクティブが表示されます。たとえば、「顧客対応の迅速化」目標は「顧客」パースペクティブに関連付けられる可能性があります。

パースペクティブの詳細は、「パースペクティブとは」を参照してください。


ビジネス所有者

選択したイニシアティブまたは目標の管理担当者のユーザーIDが表示されます。


アセスメント式

選択したイニシアティブまたは目標の全体的なパフォーマンスの評価に使用するルールが表示されます(たとえば、「最悪ケース」または「重み付け」など)。


「このイニシアティブに移動」または「この目標に移動」

選択したイニシアティブまたは目標の「スコアカード」エディタ: イニシアティブの詳細タブまたは「スコアカード」エディタ: 目標の詳細タブが、現在のモード(編集または表示)で表示されます。







KPIの概要

このビューは、「イニシアティブ」ペインまたは「戦略」ペインでKPIを選択すると、「概要」ペインに表示されます。このビューを使用して、選択したKPIおよびパフォーマンス・データの基本的なKPI設定を表示します。


コンポーネント


スコア

選択したKPIのスコアが、ゲージに表示されます。

スコアの詳細は、イニシアティブや目標のパフォーマンス・アセスメントの理解を参照してください。


パースペクティブ

選択したKPIが関連付けられているパースペクティブが表示されます。たとえば、「純利益」KPIは「財務」パースペクティブに関連付けられている可能性があります。

パースペクティブの詳細は、「パースペクティブとは」を参照してください。


トレンド

選択したKPIのパフォーマンスが最後のレポート期間または指定した日付からどのように変化したかを示す情報がテキストまたは記号の形式で表示されます。パフォーマンス情報のテキストや記号には、次のようなものがあります:

	
減少中(不正) - 赤の下向き矢印(矢印は縦方向に表示されます)


	
少し減少中(不正) - 赤の下向き矢印(矢印は45度の角度で右向きに表示されます)


	
減少中(適正) — 緑の枠で囲まれた下向き矢印(矢印は縦方向に表示されます)


	
少し減少中(適正) — 緑の枠で囲まれた下向き矢印(矢印は45度の角度で右向きに表示されます)


	
増加中(不正) - 赤の上向き矢印(矢印は縦方向に表示されます)


	
少し増加中(不正) - 赤の上向き矢印(矢印は45度の角度で右向きに表示されます)


	
増加中(適正) — 緑の枠で囲まれた上向き矢印(矢印は縦方向に表示されます)


	
少し増加中(適正) — 緑の枠で囲まれた上向き矢印(矢印は45度の角度で右向きに表示されます)


	
変更なし - 明るい青の点線





ビジネス所有者

選択したKPIの管理担当者のユーザーIDが表示されます。


パフォーマンス

選択したKPIに関する次のパフォーマンス・データが表示されます。

	
実際 - KPIの現在の値が表示されます(例 - 製品売上)。


	
ターゲット - KPIの目標値が表示されます(例 - 製品売上+ 1500)。


	
差分 - 実際の値と目標値の差を示す値が表示されます。この値は、KPIのパフォーマンス・レベルの判断材料の1つとして使用されるほか、KPI目標値の実現可能性または調整の必要性を示します。


	
差分率(%) - 実際の値と目標値の差がパーセントで表示されます。


	
変化 - トレンドを有効化した場合、現在の実際の値と前の期間の値との差が表示されます。たとえば、年間売上KPIの実際の値が25000で、去年が20000だった場合の変化は、5000です。


	
変化率(%) - トレンドを有効化した場合、値の変化がパーセントで表示されます。





履歴

選択したKPIの評価済パフォーマンスに従って、財務四半期などの長期間の実際の値を示すグラフが表示されます。たとえば、4つのパフォーマンス・ステータス(クリティカル、警告、良および優良)が定義されている場合、KPI値はこれらのマッピングに従って表示されます。

KPI定義でトレンドが有効化されている場合にのみ、グラフに複数の期間が表示されます。


このKPIに移動

選択したKPIの「スコアカード」エディタ: KPIの詳細タブが現在のモード(編集または表示)で表示されます。










「ページのプロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、ブリーフィング・ブックのコンテンツを編集します。コンテンツ・タイプ、たどるナビゲーション・リンクの数、およびコンテンツの説明を変更できます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ブリーフィング・ブックの使用


	
ブリーフィング・ブックの編集


	
「ブリーフィング・ブックの編集」ダイアログ





コンポーネント


コンテンツ・タイプ

この領域を使用して次のオプションのいずれかを選択します。

	
更新可能 - ブリーフィング・ブックがダウンロードされるたびに、またはエージェントの配信コンテンツとして指定された場合に、データがリフレッシュされます。


	
スナップショット - 現在の状態でコンテンツが追加されます。スナップショット・コンテンツでは元のデータが保持され、ブリーフィング・ブックの再実行時に更新されません。エージェントを使用する際に、スナップショット・コンテンツは更新されません。





ブリーフィング・ブックのナビゲーション・リンクの使用

このオプションは、更新可能コンテンツのみに適用されます。スナップショット・コンテンツには適用されません。

この領域を使用して次のオプションのいずれかを選択します。

	
いいえ - ブリーフィング・ブック・ナビゲーション・リンクを使用しないことを指定します。


	
はい - ブリーフィング・ブック・ナビゲーション・リンクを使用することを指定します。このオプションを選択した場合は、たどるリンクの数も指定する必要があります。


	
たどるリンクの数 - 「はい」オプションを選択した場合は、たどるブリーフィング・ブック・ナビゲーション・リンクの数を指定します。





説明

このフィールドを使用して、ブリーフィング・ブックに保存するコンテンツの説明を入力します。





関連トピック



新規または既存のブリーフィング・ブックへのコンテンツの追加

ブリーフィング・ブックのダウンロード

ダッシュボード・ページへのブリーフィング・ブックのリストの追加

エージェントを使用したブリーフィング・ブックの配信






パフォーマンス・タイルのプロパティ・ダイアログ

このダイアログでは次のことを行えます。

	
パフォーマンス・タイルのプロパティを編集します。


	
タイル・サイズを選択します。


	
サイズをカスタマイズします。


	
背景色や境界色をカスタマイズします。


	
値の書式を変更します。


	
ラベル・テキストを位置合せします。


	
条件付き書式設定を編集します。




追加情報は、次の文書を参照してください。

	
パフォーマンス・タイル・ビューの編集





コンポーネント


タイル・サイズ

このリストを使用して、パフォーマンス・タイルのサイズを決定します。次のサイズがあります。

	
小


	
中


	
大


	
カスタム - このボックスを使用して、カスタム・サイズを指定します。このボックスを選択した場合は、パフォーマンス・タイルの「幅」または「高さ」テキスト・フィールドに値を入力してください。





高さ

このテキスト・フィールドは、「カスタム」ボックスを選択した場合にのみ使用できます。このテキスト・フィールドを使用して、タイルの高さをピクセル数で入力します。


幅

このテキスト・フィールドは、「カスタム」ボックスを選択した場合にのみ使用できます。このテキスト・フィールドを使用して、タイルの幅をピクセル数で入力します。


自動配置オプション

タイルに値を自動配置するオプションが表示されます。

	
値にあわせて幅を増やす - このオプションを使用して、値にあわせてタイルの幅を自動的に増やします。


	
幅にあわせて値を減らす - このオプションを使用して、幅にあわせて値のサイズを自動的に減らします。


	
自動配置しない - このオプションを使用して、タイルに値を自動配置しないようにします。





値とラベル

パフォーマンス・タイル・ラベルを整列するオプションが表示されます。

	
固定位置 - このオプションを使用して、ラベルの位置を設定(つまり「固定」)します。ラベル・テキストは固定位置に表示されます。このオプションは、1行に(同じサイズの)複数のパフォーマンス・タイルがあるレイアウトの場合に使用することをお薦めします。コンテンツに変動があっても同じ高さにテキストを固定して表示することで、視覚的な一貫性を確保します。


	
使用可能スペースの利用 - このオプションを使用して、パフォーマンス・タイルのラベル・テキストを縦方向のスペースが均等になるように配置します。ラベル・テキストは、パフォーマンス・タイル上の使用可能なスペースをすべて利用します。複数のタイルを横に並べて配置した場合、ラベルの高さが異なり、ラベル・コンテンツの内容によっては不均等に見える可能性があります。




パフォーマンス・タイル・ラベル領域の詳細は、パフォーマンス・タイルに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。


省略値

このチェック・ボックスを使用して、タイル上の圧縮をなくし、完全な精度で値を表示します。

	
タイル上の値は、タイルに合せて圧縮されます。つまり、50百万は50M、125千は125Kなどと表示されます。デフォルトでは、この値は基準ページから書式を継承して、圧縮が適用されます。値の圧縮チェック・ボックスを選択解除すると、完全な精度の値が表示されます。メジャー値は、タイル上で切り捨てられることはありません。1,000未満のメジャー値は実際の値として表示されます。圧縮は、数値データ(数字、パーセントおよび通貨)に対してのみ使用できます。スケーリング・ファクタおよび圧縮の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のパフォーマンス・タイルでの数値のスケーリングの指定に関する項を参照してください。





背景

このボックスを使用して、背景の色を選択します。背景色はタイル全体に適用されます。


境界

このボックスを使用して、境界の色を選択します。


条件付き書式設定の編集

このリンクを使用して、「条件付き書式設定」ダイアログを表示し、条件付き書式設定を追加するか、基準ページから継承された条件付き書式設定を変更します。








「権限」ダイアログ

このダイアログを使用して、アカウントを管理し、カタログ・オブジェクトに対する権限を割り当てます。これを使用して、アクセス制御リスト(ACL)のアカウント・エントリを置き換えることもできます。

権限によって、オブジェクトを表示、開くまたは変更できるユーザー、グループまたはロールが決まります。このダイアログを使用してカタログ・オブジェクトに権限を割り当てる際に、ユーザーが実行できるタスクを細かく調整するための権限の詳細情報が必要な場合は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービスの権限の管理に関する項を参照してください。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
オブジェクトの「プロパティ」ボタン


	
ダッシュボードとそのページのプロパティの変更


	
パーミッションとは


	
パーミッションの割当て




このダイアログは次のように表示される場合もあります。



「セクション権限」ダイアログ

コンポーネント




	
注意:

すべてのコンポーネントがこのダイアログの各バージョンで使用できるわけではありません。








場所

オブジェクトがあるフォルダが表示されます。


所有者

オブジェクト所有者のアカウント名が表示されます。このフィールドに表示される名前を変更するには、「権限」領域の「所有者」列に移動して、所有者として割り当てるアカウントに対応するボタンを選択します。このフィールドではオブジェクトのカタログ所有者が設定されますが、KPIやスコアカード・オブジェクトのビジネス所有者の設定と同じではありません。ビジネス所有者の詳細は、「KPI」エディタ: 一般プロパティ・ページを参照してください。


権限

この領域を使用して、アカウントの管理および権限の割当てを行います。次のオプションに注意してください。

	
アカウントの管理および権限の割当てを行うには、「権限」ツールバー・ボタンを使用します。


	
アカウントに権限を割り当てるには、「権限」列で「権限」リストから権限を選択します。

	
セクション権限を操作する場合は、「権限付与」を選択して、対応するアカウントのダッシュボードにセクションを含めます。対応するアカウントのダッシュボードからセクションを削除するには、「拒否」を選択します。該当する場合は、これらの権限によって、カタログ・オブジェクトで設定された権限がオーバーライドされます。


	
カタログ権限を操作する場合は、権限オプションの詳細について「オブジェクト・タイプごとの使用可能な権限」および「権限の定義」を参照してください。「カスタム」権限オプションに使用できるオプションの詳細は、「カスタム権限」ダイアログを参照してください。このリストに含まれるほとんどの権限は、最も一般的に使用される権限を組み合せて作成された複合権限であるため、リストから権限を選択すると、その権限の内容リストを表示するラベルが表示されます。たとえば、「変更」権限を選択すると、Oracle BI EEによって「読取り」、「書込み」、「削除」と表示されます。要件にあう権限が権限リストにない場合は、「カスタム」オプションを選択して「カスタム権限」ダイアログにアクセスすると、そのオブジェクトに対する独自の複合権限を作成できます。





	
オブジェクトの所有者を変更するには、所有者として指定するアカウントの「所有者」列のボタンを選択します。




この領域には、管理対象の未解決のアカウントも表示されます。未解決のアカウントとは、情報が使用できなくなったアカウントで、組織に存在しなくなったユーザーのアカウントなどが含まれます。


「権限」ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
有効な権限の適用 - このボタンを使用して、グループ内のユーザーのメンバーシップに基づいて権限を割り当てます。たとえば、マーケティング・グループ・アカウントに属するユーザーが企業売上スコアカード・ディレクトリのフル・コントロール権限を持つ場合、そのユーザーはこのディレクトリのフル・コントロール権限も持ちます。


	
親フォルダの権限に置換 - このボタンを使用して、ディレクトリ階層最上位のフォルダに対して定義されている権限を継承します。


	
親フォルダの権限を「フォルダの移動」に設定 - このボタンを使用して、権限を適用させないフォルダをスキップします。


	
ユーザー/ロールの追加 - このボタンを使用して「アプリケーション・ロール、カタログ・グループおよびユーザーの追加」ダイアログを表示すると、追加するアカウントを選択できます。


	
選択したユーザー/ロールの権限の適用 - 権限メニューが表示されます。このメニューを使用して、選択したアカウントに割り当てる権限を選択します。複数のアカウントを選択するには、[Ctrl]キーを押しながら目的のアカウントをクリックします。選択できる権限の詳細は、オブジェクト・タイプごとに使用可能な権限を参照してください。カスタム権限オプションに使用できるオプションの詳細は、「カスタム権限」ダイアログを参照してください。


	
選択したユーザー/ロールの削除 - このボタンを使用して、選択したアカウントを削除します。





サブフォルダに権限を適用します。

このオプションを使用して、フォルダに含まれるサブフォルダに権限を割り当てます(ただし、フォルダ内の個別のオブジェクトには権限を割り当てません)。


フォルダ内の項目に権限を適用します。

このオプションを使用して、フォルダに含まれる個別のオブジェクトに権限を割り当てます(ただし、フォルダ内のサブフォルダには権限を割り当てません)。


すべての子孫に権限を適用

このオプションは、「イニシアティブ」ペイン・ツリーまたは「戦略」ペイン・ツリーでオブジェクトに権限を適用するときに、「スコアカード」エディタでのみ使用できます。

このオプションを使用して、「イニシアティブ」ペインまたは「戦略」ペインでオブジェクトのすべての子孫に権限を割り当てます。


置換オプション

このリストを使用して、ACLのエントリをオブジェクトに対して置換する方法を指定しますが、オブジェクトの子には、「サブフォルダに権限を適用します。」、「フォルダ内の項目に権限を適用します。」、「すべての子孫に権限を適用」のオプションが1つ以上選択されている場合にのみ適用されます。

	
すべて置換 - このオプションを選択して、ACLの既存のエントリをダイアログの現在のエントリで置換します。


	
リストされたアカウントの置換 - このオプションを選択して、ダイアログに現在表示されているエントリのみを変更して、ACLの他のエントリは変更しないままにします。変更しないエントリは「権限」領域のリストからも必ず削除してください。


	
リストされたアカウントの削除 - このオプションを選択して、ダイアログに現在表示されているエントリのみを削除して、ACLの他のエントリは変更しないままにします。変更しないエントリは「権限」領域のリストからも必ず削除してください。











「パースペクティブ」ペイン

このペインでは次のことを行えます。

	
カスタム・パースペクティブの作成


	
バランス・スコアカード方式で定義されている4つの標準パースペクティブ(「財務」、「顧客」、「内部プロセス」および「学習と成長」)、および独自に作成したカスタム・パースペクティブの編集または表示。


	
パースペクティブの削除




詳細は、次の項目を参照してください。

	
パースペクティブとは


	
カスタム・パースペクティブの作成




このペインは「スコアカード」エディタの一部です。


コンポーネント


「パースペクティブ」リスト

スコアカードのパースペクティブのリストが表示されます。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
新規パースペクティブ: このボタンを使用して「スコアカード」エディタ: 「パースペクティブ」タブを表示すると、パースペクティブを作成できます。


	
開く - 選択したパースペクティブを付与されている権限に応じて表示または編集するために、このボタンを使用して、選択したパースペクティブを表示します。


	
削除 - このボタンを使用して、独自に作成したパースペクティブ、または削除権限を持つパースペクティブを削除します。











「プレビュー」ペイン

このペインを使用して、「カタログ」ページで選択したオブジェクトをプレビューします。ただし、プレビューできないオブジェクト・タイプもあります。たとえば、分析またはダッシュボードを選択した場合、これらのオブジェクトは「プレビュー」ペインに表示されますが、ドリル、ピボットおよびソートなどの相互作用機能は、いずれも表示されません。アクションを選択すると、「プレビュー」ペインに「ビューが使用できません」というメッセージが表示されます。

「プレビュー」ペインを展開したまま作業すると、大量のシステム・リソースを消費します。そのため、必要なときのみ「プレビュー」ペインを開くことをお薦めします。

このペインはカタログ・ページの一部です。






「印刷とエクスポートのオプション」ダイアログ

このダイアログを使用して、ダッシュボード・ページおよび分析に対して印刷およびエクスポートの設定を指定します。次のことを行えます。

	
出力のページ設定を指定します。


	
ヘッダーおよびフッターなど、出力に含める項目を指定します


	
印刷およびエクスポートで使用可能にするレイアウトを選択します。


	
カスタム印刷レイアウトを作成、編集、置換および削除します。




ダッシュボード・ページはAdobe Acrobat PDF形式で印刷されます。Adobe PDFを使用して印刷するには、Adobe Reader 6.0以上が必要です。




	
注意:

指定した印刷設定は、PDF出力のみに適用されます。ローカルまたはネットワーク上のプリンタでPDFを印刷する場合でも、ブラウザで指定した、用紙サイズなどの印刷設定は有効です。







このダイアログは、「ダッシュボード・ビルダー」ツールバーの「ツール」メニューの「印刷とエクスポートのオプション」オプションおよび分析エディタ: 「結果」タブ・ツールバーの「印刷とエクスポートのオプション」ボタンから表示されます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ダッシュボードの編集


	
ダッシュボード・ページを印刷およびエクスポートするためのカスタム・レイアウトの作成について


	
ダッシュボード・ページを印刷およびエクスポートするためのカスタム・レイアウトの作成


	
カスタム・レイアウトの編集、置換または削除


	
ビューの印刷およびエクスポート・オプションの変更


	
ビューの印刷


	
ダッシュボード・ページの印刷


	
結果のエクスポートについて


	
ダッシュボードおよびダッシュボード・ページのエクスポートについて





コンポーネント


ペーパー・サイズ

このリストを使用して、使用する用紙のサイズを選択します。


方向

このリストを使用して、PDFおよびPowerpointについて次のいずれかの方向オプションを選択します。

	
デフォルト - システム管理者が指定したデフォルトのPDFおよびPowerpointの方向設定が使用されます。


	
カスタム - PDFエクスポートおよびPowerPointエクスポートの方向(縦または横のいずれか)を指定するためのオプションが表示されます。





印刷行

このリストを使用して、表示する行として、すべての行または表示されている行のみのどちらかを指定できます。


マージンの非表示

このボックスを使用して、PDFおよびPowerPoint出力のマージンを表示または非表示にします。


含める

次のボックスを使用して、出力に次の項目を含めることができます:

	
チャート


	
イメージ(カスタム・イメージを含む)


	
書式設定


	
ヘッダー


	
フッター




「編集」をクリックして「フッターの編集」または「ヘッダーの編集」ダイアログを表示すると、ヘッダーまたはフッターのコンテンツのレイアウトおよび書式設定を指定できます。また、HTML出力にヘッダーまたはフッターを表示するかどうかも指定できます。




	
注意:

含めるヘッダーおよびフッターはカスタム・レイアウトには影響しません。








ラップ・テキスト

列幅をxピクセルに制限フィールドを0より大きい値に設定した場合、このボックスは無効になり選択解除されます。

このボックスを使用して、列テキストをラップするかどうかを指定します。


列幅をxピクセルに制限

このフィールドを使用して、列幅の制限に使用するピクセル数を指定します。

0より大きい値を指定した場合は、「ラップ・テキスト」ボックスが無効になり選択解除されます(テキストは自動的にラップされます)。値を0に戻すと、「ラップ・テキスト」ボックスが有効になり選択解除されます。


標準印刷レイアウト

この領域を使用して、ダッシュボード・ページの「印刷」メニューで使用可能にする標準印刷レイアウト・オプションを選択します。「印刷可能HTML」または「印刷可能PDF」、あるいはその両方を選択できます。


標準Excel出力

この領域を使用して、ダッシュボード・ページの「Excelにエクスポート」メニューで使用可能にする標準Excel出力オプションを選択します。「現行ページ」、「ダッシュボード全体」または両方を選択できます。


印刷とエクスポートのカスタム・レイアウト

この領域では次のことを行えます。

	
印刷およびエクスポートのカスタム・レイアウトを作成、編集、置換および削除します。これを行うには、「印刷とエクスポートのカスタム・レイアウト」ボタンをクリックして次のオプションを表示します。

	
レイアウトの作成 - (カスタム・レイアウトが存在しない場合のみ使用できます。)このオプションを使用して、ダッシュボード・ページのカスタム・レイアウトを作成します。このオプションを選択すると、

	
標準レイアウトに基づいて新しいレイアウトが生成されます。


	
BI Publisherレポートおよびデータ・モデルが生成されます。


	
BI Publisherが新しいウィンドウで開き、生成されたレイアウトがサムネイルとしてBI Publisherレイアウト・エディタに表示され、レイアウトを編集、削除または作成できます。




ページ設定と、ヘッダーおよびフッターの設定は、BI Publisherにエクスポートされます。これらの設定はBI Publisherで変更できます。


	
レイアウトの作成と編集 - (カスタム・レイアウトがすでに存在している場合のみ使用できます。)このオプションを使用して、既存のレイアウトを編集します。このオプションを選択すると、

	
表示された警告メッセージで既存のレイアウトを削除することを指定した場合、標準レイアウトに基づいて新しいレイアウトが作成されます。


	
新しいデータ・モデルが生成されます。


	
BI Publisherが新しいウィンドウで開き、生成されたレイアウトがサムネイルとしてBI Publisherレイアウト・エディタに表示され、レイアウトを編集、削除または作成できます。





	
レイアウトの置換 - このオプションを使用して、すべての既存のカスタム・レイアウトを削除し、新しいレイアウトを作成します。このオプションを選択すると、

	
すべての既存のレイアウトが削除されます。


	
標準レイアウトに基づいて新しいレイアウトが生成されます。


	
関連付けられたBI Publisherレポートおよびデータ・モデルが削除され、新しいBI Publisherレポートおよびデータ・モデルが生成されます。


	
BI Publisherが新しいウィンドウで開き、生成されたレイアウトがサムネイルとしてBI Publisherレイアウト・エディタに表示され、レイアウトを編集、削除または作成できます。





	
レイアウトの削除 - このオプションを使用して、すべてのカスタム・レイアウトと、関連付けられたBI Publisherレポートおよびデータ・モデルを削除します。







カスタム・レイアウトが存在する場合、それらのレイアウトはこの領域にリストされます。このリストを使用して、印刷およびExcelへのエクスポートで使用可能にするカスタム・レイアウトを選択します。








「権限」ダイアログ

このダイアログを使用して、ユーザーに付与される権限を制御します。権限によって、Oracle BIプレゼンテーション・サービスの機能へのユーザーのアクセス権を制御できます。このダイアログは、「管理」: 権限の管理ページから表示されます。

詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービス権限の管理に関する項を参照してください。


コンポーネント


権限

この領域を使用して、アカウントの追加、および権限の付与または拒否を行います。

アカウントの追加、および権限の付与または拒否を行うには、「権限」ツールバー・ボタンを使用します。

アカウントに対する権限の付与または拒否を行うには、「権限」列で「権限付与」または「拒否」を選択します。


「権限」ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
ユーザー/ロールの追加 - このボタンを使用して、「アプリケーション・ロール、カタログ・グループおよびユーザーの追加」ダイアログを表示すると、ユーザー、ロールまたはカタログ・グループを選択してこのダイアログのリストに追加できます。


	
選択したユーザー/ロールの権限の適用 - このボタンを使用して、選択したアカウントへの権限の付与または拒否を行います。


	
選択したユーザー/ロールの削除 - このボタンを使用して、このダイアログのリストから、現在選択されているアカウントを削除します。











「プロンプト」エディタ

このエディタを使用してプロンプトを作成します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
列プロンプトの作成


	
通貨プロンプトの作成


	
イメージ・プロンプトの作成


	
変数プロンプトの作成




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「分析」エディタ: 「プロンプト」タブ

コンポーネント


定義

「定義」ペインを使用して、分析内のすべてのビューを動的にフィルタ処理する値をユーザーが選択できるようにするプロンプトを作成します。





表示

「表示」ペインを使用して、プロンプトのレイアウトおよび設計を表示します。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
保存 - このボタンを使用してプロンプトを保存します。


	
名前を付けて保存 - このボタンを使用して、プロンプトのコピーを作成します。









「プロンプト・リンク」ダイアログ

このダイアログを使用して、「編集」リンクをプロンプトとともに表示するかどうかを指定します。実行時に表示されるこのリンクでは、(適切な権限がある)ユーザーがプロンプトを編集できます。

詳細は、ダッシュボードまたはダッシュボード・ページへのダッシュボード・プロンプトの追加を参照してください。


コンポーネント


編集

このオプションを使用して、実行時に「編集」リンクをプロンプトとともに表示するかどうかを指定します。適切な権限があるユーザーが「編集」リンクをクリックすると、「プロンプト」エディタにプロンプトが表示され、ユーザーがプロンプトの定義を編集できます。


コピー

このオプションを使用して、実行時に「コピー」リンクをプロンプトとともに表示するかどうかを指定します。このリンクを使用すると、ユーザーは現在の状態のプロンプト(つまり、デフォルト値または選択したプロンプト値を含むプロンプト定義)をWindowsのクリップボードにコピーできます。








「プロパティ」ダイアログ

このダイアログ・ボックスは、「カタログ」ページでオブジェクトを選択し、「タスク」ペインの「プロパティ」をクリックするか、「詳細」をクリックしてオブジェクトの下の「プロパティ」をクリックすると表示されます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
オブジェクトの所有者


	
オブジェクトの所有権の割当て


	
オブジェクトの所有権の取得





コンポーネント


一般

この領域を使用して、オブジェクトの一般情報を表示および変更します。オブジェクトの名前、タイプ(アクションや分析など)、およびカタログ内の場所を表示できます。また、オブジェクトの説明も入力できます。


アクセス

この領域を使用して、オブジェクトに関する次の情報を確認できます。

	
作成日時


	
最終変更日時


	
最終アクセス日時





属性

この領域のオプションを使用して、オブジェクトの次の属性を設定します。

	
非表示 - オブジェクトを非表示にすることを指定します。


	
システム - オブジェクトをシステム・オブジェクトとして指定します。


	
読取り専用 - オブジェクトを読取り専用に指定します。


	
索引付けしない — オブジェクトを全文カタログ検索用のカタログを索引付けするクロールから除外することを指定します。オブジェクトを除外することを選択した場合、そのオブジェクトはいずれの全文カタログ検索の結果にも表示されません。ただし、基本カタログ検索を介してそのオブジェクトを検索できます。全文検索および基本検索の詳細は、オブジェクトの検索方法を参照してください。

索引に含まれる新規作成オブジェクトは、カタログのクロールが発生するまで、全文カタログ検索では見つからないことに注意してください。





カスタム・プロパティ

この領域は読取り専用であり、オブジェクトおよびカタログの問題をトラブルシューティングするためにシステムで生成された情報が含まれます。


所有権

この領域を使用して、オブジェクトの所有権を取得します。この領域は、ユーザー、グループまたはロールに適切な権限が割り当てられている場合のみ表示されます。オブジェクトまたはフォルダの所有者でも、そのオブジェクトまたはフォルダに自動的にアクセスできるわけではありません。オブジェクトまたはフォルダにアクセスするには、そのオブジェクトまたはフォルダの「権限」ダイアログでユーザーに適切な権限を割り当てる必要があります。

	
この項目の所有権を設定 - クリックすると、その項目の所有者になります。


	
この項目とすべてのサブ項目の所有権を設定 - クリックすると、その項目とその項目に含まれるすべてのサブフォルダまたはサブ項目の所有者になります。たとえば、スコアカードのこのリンクをクリックすると、そのスコアカードのすべてのコンポーネントの所有権を取得できます。











「ダッシュボードへのページの公開」ダイアログ

現在のダッシュボード・ページを他のユーザーと共有できるように、このダイアログを使用して、ページの公開先となる共有ダッシュボードを指定します。

このダイアログは「ダッシュボード・ビルダー」から表示されます。

詳細は、ダッシュボード・ページの公開を参照してください。


コンポーネント


ダッシュボード

このフィールドを使用して、現在のダッシュボード・ページの公開先となるダッシュボードを指定します。「参照」をクリックすると「ダッシュボードの選択」ダイアログが表示され、ダッシュボードを選択できます。








「関連アイテム」ペイン

このペインを使用して、次のものを識別します。

	
「戦略」ペインにリストされたKPIの場合、そのKPIの原因または結果となる目標またはKPI。


	
「イニシアティブ」ペインにリストされるKPIの場合、そのKPIの原因または結果となるイニシアティブおよびKPI。




	
目標の場合、その目標の原因または結果となる他の目標およびKPI。また、その目標を後押しするイニシアティブ。


	
イニシアティブの場合、そのイニシアティブによって後押しされる目標。




詳細は、次の項目を参照してください。

	
KPI詳細の使用


	
イニシアティブの作成


	
目標の作成




このペインは「スコアカード」エディタ: KPIの詳細タブ、「スコアカード」エディタ: イニシアティブの詳細タブおよび「スコアカード」エディタ: 目標の詳細タブの一部です。


コンポーネント


原因

この表は、「スコアカード」エディタ: KPIの詳細タブおよび「スコアカード」エディタ: 目標の詳細タブでのみ使用できます。

次の項目が表示されます。

	
「戦略」ペインにリストされるKPIの場合、そのKPIの原因となる目標およびKPI。


	
「イニシアティブ」ペインにリストされるKPIの場合、そのKPIの原因となるイニシアティブおよびKPI。




	
目標の場合、その目標の原因となる別の目標およびKPI。




この表を使用して、原因の表示および管理を行います。

	
目標、イニシアティブまたはKPIを追加するには、「戦略」ペインまたは「イニシアティブ」ペインからドラッグして表内にドロップします。表示される「因果関係」ダイアログを使用して、原因と結果関係の強さを指定し、追加したオブジェクトが定義中のオブジェクトの値に与える影響または支援方法を指定します。


	
因果関係を編集するには、リストから関係を選択し、「行の編集」ボタンをクリックして「因果関係」ダイアログを表示します。


	
因果関係を削除するには、リストから関係を選択して「行の削除」ボタンをクリックします。





効果

この表は、「スコアカード」エディタ: KPIの詳細タブおよび「スコアカード」エディタ: 目標の詳細タブでのみ使用できます。

次の項目が表示されます。

	
「戦略」ペインに一覧表示されるKPIの場合、そのKPIの結果となる目標およびKPI。


	
「イニシアティブ」ペインに一覧表示されるKPIの場合、そのKPIの結果となるイニシアティブおよびKPI。




	
目標の場合、その目標の結果となる別の目標およびKPI。




この表を使用して、結果の表示および管理を行います。

	
目標、イニシアティブまたはKPIを追加するには、「戦略」ペインまたは「イニシアティブ」ペインからドラッグして表内にドロップします。表示される「因果関係」ダイアログを使用して、原因と結果関係の強さを指定し、追加したオブジェクトが定義中のオブジェクトの値に与える影響または支援方法を指定します。


	
因果関係を編集するには、リストから関係を選択し、「行の編集」ボタンをクリックして「因果関係」ダイアログを表示します。


	
因果関係を削除するには、リストから関係を選択して「行の削除」ボタンをクリックします。





この目標を後押しするイニシアティブ

この表は、「スコアカード」エディタ: 目標の詳細タブのみで使用できます。

目標を後押しするイニシアティブが表示されます。

この表を使用して、イニシアティブの表示および管理を行います。

	
イニシアティブを追加するには、イニシアティブペインからドラッグして表内にドロップします。表示される「因果関係」ダイアログを使用して、原因と結果関係の強さを指定し、追加した目標が定義中のイニシアティブの値に与える影響または支援方法を指定します。


	
イニシアティブの関連を編集するには、リストからリンクを選択し、「行の編集」ボタンをクリックして「因果関係」ダイアログを表示します。


	
イニシアティブの関連を削除するには、リストからリンクを選択して「行の削除」ボタンをクリックします。





このイニシアティブによって後押しされる目標

この表は、「スコアカード」エディタ: イニシアティブの詳細タブのみで使用できます。

イニシアティブによって後押しされる目標が表示されます。




この表を使用して、目標またはKPIを表示し、管理します。

	
目標を追加するには、「戦略」ペイン からドラッグして表内にドロップします。表示される「因果関係」ダイアログを使用して、原因と結果関係の強さを指定し、追加した目標が定義中のイニシアティブの値に与える影響または支援方法を指定します。


	
目標の関連を編集するには、リストからリンクを選択し、「行の編集」ボタンをクリックして「因果関係」ダイアログを表示します。


	
目標の関連を削除するには、リストからリンクを選択して「行の削除」ボタンをクリックします。









名前の変更ダイアログ

このダイアログを使用して、次のものに対する別の名前を入力します。

	
カタログ内のオブジェクト(例: KPI、ダッシュボード・ページ)


	
お気に入りのカテゴリ


	
ビュー(表ビューなど)


	
複合レイアウト




カタログの詳細は、次を参照してください:

	
Oracle BIプレゼンテーション・カタログのオブジェクトの管理


	
ダッシュボード・ページに追加されたオブジェクトのプロパティの変更


	
ダッシュボードの編集


	
ダッシュボードとそのページのプロパティの変更




お気に入りの詳細は、次を参照してください:

	
お気に入りの編成




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「ビューの名前変更」ダイアログ

コンポーネント


名前(または、ビュー名)

このフィールドを使用して、オブジェクト、お気に入りのカテゴリ、ビューまたは複合レイアウトの新しい名前を入力します。


フォーマット

このボタンは、「ダッシュボード・ビルダー」内のセクションの名前を変更する際に使用できます。

このボタンを使用して「セクション見出しのプロパティ」ダイアログを表示すると、セクション名の書式を設定できます。


ダッシュボード・オブジェクトの名前をリンク・テキストとして使用

このオプションは、「ダッシュボード・ビルダー」内の分析の名前を変更する際に使用できます。

このオプションを使用して、分析結果をダッシュボード上にリンクとして表示する際に、分析の新しい名前をリンク・テキストとして使用するかどうかを指定します。

このボックスを選択すると、指定した新しい名前が使用されます。このボックスを選択解除すると、カタログへの格納時の分析名が使用されます。

分析結果をリンクとして表示する方法の詳細は、オブジェクトの「プロパティ」ボタン項に含まれる「分析プロパティ」ボタンの「結果の表示」オプションの説明を参照してください。


この項目の以前の名前への参照を保存する

このオプションはすべてのオブジェクトには使用できません。

このオプションを使用して、オブジェクトの以前の名前への既存の参照を維持することを指定します。これにより、Oracle BIプレゼンテーション・カタログ内の名前変更済オブジェクトを指す以前の名前を使用して、ショートカットが作成されます。このオプションを選択しない場合、既存の参照は機能しなくなります。








「アイコンの置換」ダイアログ

このダイアログを使用して、アセスメント範囲を表すアイコンを選択します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
イニシアティブや目標のパフォーマンス・アセスメントの理解


	
スコアカードに対するアセスメント・マッピングの定義


	
「設定」ダイアログ: 「アセスメント・マッピング」タブ





コンポーネント


標準イメージ

「アイコンの置換」ダイアログ: 「標準イメージ」タブを使用して、アイコンとして使用する標準イメージを選択します。


カスタム・イメージ

「アイコンの置換」ダイアログ: 「カスタム・イメージ」タブを使用して、アイコンとして使用するカスタム・イメージを選択します。








「アイコンの置換」ダイアログ: 「カスタム・イメージ」タブ

「アイコンの置換」ダイアログのこのタブを使用して、アセスメント範囲を表すアイコンとして使用するカスタム・イメージを指定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
イニシアティブや目標のパフォーマンス・アセスメントの理解


	
スコアカードに対するアセスメント・マッピングの定義


	
「設定」ダイアログ: 「アセスメント・マッピング」タブ





コンポーネント


Webアドレス

このフィールドを使用して、カスタム・イメージを指定します。これを行うには、次のいずれかを入力します。

	
カスタム・イメージのURL。


	
Oracle Business Intelligence環境でローカルに格納されいてるカスタム・イメージを参照するためのfmap構文。fmap構文の詳細は、カスタム・ファイルをローカルに格納しfmap関数を使用して参照する方法を参照してください。







	
注意:

fmap構文を使用したオブジェクトを保存する場合には、「HTMLマークアップを含むコンテンツの保存」権限が必要になります。権限の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービスの権限の管理に関する項を参照してください。







カスタム・イメージには、スコアカードの表示または編集を行うすべてのユーザーがアクセスできることが必要です。


プレビューの更新

このボタンを使用すると、「プレビュー」領域にイメージが表示されます。


プレビュー

カスタム・イメージが表示されます。








「アイコンの置換」ダイアログ: 「標準イメージ」タブ

「アイコンの置換」ダイアログのこのタブを使用して、アセスメント範囲を表すアイコンとして使用する標準イメージを選択します。また、このダイアログを使用して、マップ上のデータの範囲に表示するイメージを選択します。このダイアログは、「イメージ(レイヤー)」ダイアログから表示します。

このタブは次のように表示される場合もあります。



「イメージの選択」ダイアログ

詳細は、次の項目を参照してください。

	
イニシアティブや目標のパフォーマンス・アセスメントの理解


	
スコアカードに対するアセスメント・マッピングの定義


	
「設定」ダイアログ: 「アセスメント・マッピング」タブ


	
マップ・ビューの編集





コンポーネント


イメージ・カテゴリ(左ペイン)

イメージのカテゴリが表示されます。カテゴリをクリックすると、右ペインに使用可能なイメージが表示されます。地球アイコンの付いた一番下のカテゴリは、「管理」: マップ・データの管理ページのイメージ・ライブラリ・タブでインポートしたイメージのリストを示します。


標準イメージ(右ペイン)

左ペインで選択したカテゴリの使用可能な標準イメージが表示されます。使用するイメージをクリックします。

イメージを追加する必要がある場合には、管理者と相談してください。








「レポート・リンク」ダイアログ

このダイアログを使用して、ダッシュボード・ページに分析とともに表示されるリンクを指定します。これらのリンクの設定は、次のレベルで指定できます。

	
ダッシュボード・レベル - 個々のダッシュボード・ページまたは分析に対してカスタマイズ済設定が指定されている場合を除き、リンク設定はダッシュボード内のすべての分析に適用されます。

ダッシュボード・レベルでレポート・リンクを指定するには、「ダッシュボード・ビルダー」ツールバーの「ツール」ボタンをクリックして「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログを表示し、ダッシュボード・レポート・リンクの編集ボタンをクリックします。


	
ダッシュボード・ページ・レベル - 特定の分析に対してカスタマイズ済設定が指定されている場合を除き、リンク設定はダッシュボード・ページ内のすべての分析に適用されます。

ダッシュボード・ページ・レベルでレポート・リンクを指定するには、「ダッシュボード・ビルダー」ツールバーの「ツール」ボタンをクリックして「ページ・レポート・リンク」を選択します。


	
分析レベル - リンク設定は特定の分析のみに適用されます。

分析レベルでレポート・リンクを指定するには、「ダッシュボード・ビルダー」のページ・レイアウト領域で分析の「プロパティ」ボタンをクリックして「レポート・リンク」を選択します。




詳細は、次の項目を参照してください。

	
ダッシュボードとそのページのプロパティの変更


	
ダッシュボード・ページに追加されたオブジェクトのプロパティの変更





コンポーネント


ダッシュボード設定の継承

このオプションを選択して、ダッシュボードのリンク設定を使用することを指定します。

このオプションは、ダッシュボード・ページ・レベルでリンク設定を指定する場合のみ使用できます。

詳細は、ダッシュボードとそのページのプロパティの変更を参照してください。


ページ設定の継承

このオプションを選択して、ダッシュボード・ページのリンク設定を使用することを指定します。

このオプションは、分析レベルでリンク設定を指定する場合のみ使用できます。


カスタマイズ

このオプションを選択して、特定のダッシュボード・ページまたは分析のリンク設定をカスタマイズします。

このオプションは、ダッシュボード・ページまたは分析のリンク設定を指定する場合のみ使用できます。


分析

このオプションを選択して、「分析」リンクを表示することを指定します。このリンクにより、ユーザーがリンクを編集できる「分析」エディタに、分析が現在の状態で(つまり、適用されているフィルタ、プロンプトなどの現在のコンテキストを使用して)表示されます。




	
注意:

「演算子」フィールドで「別の分析の分析に基づく」を選択した場合に分析を作成すると、リンクにはフィルタなしで現在の状態の分析が表示されます。







分析の編集の詳細は、分析の編集を参照してください。


編集

このオプションを選択して、「編集」リンクを表示することを指定します。このリンクにより、ユーザーがリンクを編集できる「分析」エディタに、分析が元の状態で(つまり、現在のコンテキストを使用せずに)表示されます。

分析の編集の詳細は、分析の編集を参照してください。


エクスポート

このオプションを選択して、「エクスポート」リンクを表示することを指定します。このリンクにより、分析の結果をエクスポートするための様々なオプション(例: 「Excel 2007以上」)がユーザーに提供されます。使用可能なエクスポート・オプションの詳細は、ビューおよび結果のエクスポート・メニュー・オプションを参照してください。

分析のエクスポートの詳細は、結果のエクスポートを参照してください。


リフレッシュ

このオプションを選択して、「リフレッシュ」リンクを表示することを指定します。ユーザーは、このリンクを使用して分析をリフレッシュできます。


ブリーフィング・ブックに追加

このオプションを選択して、「ブリーフィング・ブックに追加」リンクを表示することを指定します。ユーザーは、このリンクから表示される「ブリーフィング・ブックのコンテンツの保存」ダイアログを使用して、分析をブリーフィング・ブックに追加できます。

ブリーフィング・ブックへの分析の追加の詳細は、新規または既存のブリーフィング・ブックへのコンテンツの追加を参照してください。


印刷

このオプションを選択して、「印刷」リンクを表示することを指定します。このリンクにより、ユーザーに次の印刷オプションが提供されます。

	
HTML - プリンタ・フレンドリ・バージョンの分析がHTMLで表示されます。


	
PDF - プリンタ・フレンドリ・バージョンの分析がAdobe PDF(Portable Document Format).で表示されます。








関連トピック



「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログ






「結果」タブ: 「列セレクタ」エディタ

「分析」エディタ: 「結果」タブのこのエディタを使用して、列セレクタ・ビューを編集します。列セレクタは、あらかじめ選択された列を含むドロップダウン・リストのセットです。ユーザーは列を動的に選択し、分析のビューに表示されているデータを変更できます。

詳細は、列セレクタ・ビューの編集を参照してください。


コンポーネント


セレクタを含む

このボックスを使用して、このボックスを含む列に対してドロップダウン・リストを表示するかどうかを指定します。


ラベル

このフィールドを使用して、セレクタのこの列のラベルを入力します。


選択項目

列のドロップダウン・リスト内の選択項目として表示される列が表示されます。ドロップダウン・リストに新規列を追加するには、新規列の追加先となる列がアクティブであることが必要です。アクティブ化するには、その列をクリックして強調表示します。次に、「サブジェクト領域」ペインで追加する新規列をダブルクリックします。


列のプロパティ

このボタンを使用して、列の「列のプロパティ」ダイアログを表示します。


式の編集

このボタンを使用して、列の「列式の編集」ダイアログを表示します。


削除

このボタンを使用して、ドロップダウン・リストから列を削除します。


選択の解除

このリンクを使用して、ドロップダウン・リストに表示するために選択したすべての列を選択解除します。ただし、分析用に最初に選択した列は選択解除されません。


ツールバー

このツールバーには次のボタンおよびボックスが含まれています。

	
すべてのビューに共通するボタン。詳細は、すべてのビューに共通するツールバー・ボタンを参照してください。


	
ラベル位置 - このボックスを使用して、各ドロップダウン・リストのラベルの位置(「左」または「上」)を選択します。


	
新しい列を選択すると、自動的にリフレッシュされます。 - 「サブジェクト・エリア」ペインから列を追加すると、列のドロップダウン・リストがエディタ内で自動的にリフレッシュされます。





完了

このボタンを使用して、編集内容を保存し、複合レイアウト・ビューに戻ります。


元に戻す

このボタンを使用して、編集前の有効な設定を復元します。








「結果」タブ: 「セグメントの作成」エディタ

このエディタは、Oracle Business Intelligenceと統合されているOracle Siebel Marketing操作アプリケーションのバージョン7.7以上のユーザー用です。

「分析」エディタ: 「結果」タブのこのエディタを使用して、結果に「セグメントの作成」リンクが表示されるセグメント・ビューを作成します。ユーザーは、このリンクをクリックして、それぞれのOracle Siebel Marketing操作アプリケーションで、結果データに基づいてセグメントを作成できます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ビューの編集


	
Marketing Segmentationインタフェースのオンライン・ヘルプ





コンポーネント


ツールバー

ツールバーには、すべてのビューに共通するボタンが含まれています。詳細は、すべてのビューに共通するツールバー・ボタンを参照してください。


完了

このボタンを使用して、編集内容を保存し、複合レイアウト・ビューに戻ります。


元に戻す

このボタンを使用して、編集前の有効な設定を復元します。








「結果」タブ: 「ターゲット・リストを作成」エディタ

このエディタは、オラクルの Siebel Life Sciences Analyticsアプリケーションと統合されているオラクルのSiebel Life Sciencesアプリケーションのユーザー用です。

「分析」エディタ: 「結果」タブのこのエディタを使用して、ターゲット・リスト・ビューを編集します。このビューを使用すると、分析結果に基づいて、連絡先およびアカウントのリストを自動的に統合できます。たとえば、OracleのSiebel Pharma Salesアプリケーションでターゲット・リストを作成し、OracleのSiebel Pharma Mobile Analyticsアプリケーションで使用できます。

ターゲット・リストの作成ビューを追加すると、ユーザーのインタラクティブ・ダッシュボード上の分析に「ターゲット・リストを作成」というリンクが表示されます。このリンクをクリックすると、Life Sciencesアプリケーションで、連絡先またはアカウントのリストを移入もしくはリフレッシュできます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ビューの編集


	
Siebel Life Sciencesアプリケーションのドキュメント





コンポーネント


ターゲット・リストを作成

このリンクを使用して、ターゲット・リストを作成します。


ツールバー

ツールバーには、すべてのビューに共通するボタンが含まれています。詳細は、すべてのビューに共通するツールバー・ボタンを参照してください。


完了

このボタンを使用して、編集内容を保存し、複合レイアウト・ビューに戻ります。


元に戻す

このボタンを使用して、編集前の有効な設定を復元します。








「結果」タブ: データ・ビュー・エディタ

「分析」エディタ: 「結果」タブのこのエディタを使用して、次のデータ・ビューのいずれかを編集します。

	
ファンネル


	
ゲージ


	
グラフ


	
ヒート・マトリックス


	
マップ


	
パフォーマンス・タイル


	
ピボット表


	
表


	
ツリーマップ


	
Trellis




詳細は、次の項目を参照してください。

	
ゲージ・ビューの編集


	
グラフ・ビューの編集


	
ヒート・マトリックス・ビューの編集


	
マップ・ビューの編集


	
パフォーマンス・タイル・ビューの編集


	
表とピボット表の編集


	
ツリーマップ・ビューの編集


	
トレリス・ビューの編集


	
ビューの編集




このエディタは次のように表示されます。



「結果」タブ: 「ファンネル」エディタ

「結果」タブ: 「ゲージ」エディタ

「結果」タブ: 「グラフ」エディタ

「結果」タブ: 「ヒート・マトリックス」エディタ

「結果」タブ: 「マップ」エディタ

「結果」タブ: 「パフォーマンス・タイル」エディタ

「結果」タブ: 「ピボット表」エディタ

「結果」タブ: 「表」エディタ

「結果」タブ: 「ツリーマップ」エディタ

「結果」タブ: 「トレリス」エディタ

コンポーネント


サブジェクト・エリア

「サブジェクト・エリア」ペインを使用して、分析に使用する列の選択、およびサブジェクト・エリアでの作業を行います。


分析結果

ビューのタイプに応じて、ファンネル・グラフ、ゲージ、グラフ、ヒート・マトリックス、マップ、パフォーマンス・タイル、ピボット表、表、ツリーマップまたはトレリスに分析結果が表示されます。


レイアウト

このペインはマップには使用できません。

ヒート・マトリックス・ビューには固有の「レイアウト」ペインがあります。詳細は、ヒート・マトリックスに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。

「レイアウト」ペインを使用して、ビューのデータのレイアウトを指定します。パフォーマンス・タイルには固有の「レイアウト」ペインがあります。詳細は、パフォーマンス・タイルに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。

ツリーマップ・ビューには固有の「レイアウト」ペインがあります。詳細は、ツリーマップに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。


カタログ

「カタログ」ペインを使用して、名前付きグループおよび計算項目をOracle BIプレゼンテーション・カタログからビューにドラッグ・アンド・ドロップします。「カタログ」ペインは、「結果」タブの編集モードのパフォーマンス・タイルでは使用できません。名前付きグループおよび計算項目の詳細は、インライン・オブジェクトまたは名前付きオブジェクトとはを参照してください。


選択ステップ

このペインは、「グラフ」、「ヒート・マトリックス」、「マップ」、「ピボット表」、「表」、「ツリーマップ」および「トレリス」エディタのみに使用できます。

「選択ステップ」ペインを使用して、データ選択用のステップを作成および変更します。プラス・ボタン(+)をクリックして、「選択ステップ」ペインを展開するまで、選択ステップは表示されません。


設定

このペインは、「ファンネル」および「ゲージ」エディタのみに使用できます。

「設定」ペインを使用して、ファンネル・グラフまたはゲージのしきい値を設定します。


ツールバー

ツールバーには、すべてのビューに共通するボタン、およびデータ・ビューのタイプによって異なるボタンが含まれています。すべてのビューに共通するボタンの詳細は、すべてのビューに共通するツールバー・ボタンを参照してください。特定のデータ・ビューのボタンの詳細は、データ・ビュー・エディタのツールバーを参照してください。


完了

このボタンを使用して、編集内容を保存し、複合レイアウト・ビューに戻ります。


元に戻す

このボタンを使用して、編集前の有効な設定を復元します。


右クリック・メニュー

ビューを操作できるようにする相互作用が表示されます。このオプションは、列見出しや、ヒート・マトリックス、表、ピボット表、ツリーマップまたはトレリスのメンバー、あるいはヒート・マトリックスの外側のエッジを右クリックすると使用できます。このオプションは、凡例やデータ・マーカー、またはヒート・マトリックスの外側のエッジやグループレベル(X軸)を右クリックした場合にも使用できます。このオプションは、凡例やデータ・マーカー、またはファンネルのグループレベル(X軸)項目やゲージ、グラフ・ビューで右クリックした場合にも使用できます。詳細は、データ・ビューの右クリック・メニューを参照してください。


ページ・ボタン

これらのボタンは、ヒート・マトリックス、表、ピボット表、トレリスでの編集または作業時のみ使用できます。

ヒート・マトリックス、表、ピボット表またはトレリスに大量の行が含まれる場合、ビューの下に一連のボタンが表示されます。次のボタンを使用して、ビュー内でページごとに行を表示できます。

	
最初のx行: ビュー・データの最初のx行が表示されます。「最初」、「前」および「次」ボタンに使用される番号は、「表のプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブ、「ピボット表のプロパティ」ダイアログまたは「トレリスのプロパティ」ダイアログ: 「一般」タブの「1ページの行数」フィールドで指定されます。


	
前のx行: ビュー・データの前のx行が表示されます。


	
次のx行: ビュー・データの次のx行が表示されます。


	
最大(500)行/ページの表示 - 一時的に1ページの最大行数を一度に表示できます。デフォルト値は500です。管理者は、構成ファイルのMaxVisibleRows要素を使用して、ボタンのツールチップに表示される独自の最大値を指定できます。








マップ固有のコンポーネント


マップ・ビュー領域

この領域を使用して、マップのコンポーネント(ズーム・コントロール、凡例および概要マップなど)と相互作用します。


BIデータ・レイヤー

この領域を使用して、マップのBIレイヤーに適用可能なフォーマットを操作します。すべての書式がすべてのレイヤー・タイプに使用できるわけではありません。たとえば、ポイント・レイヤーには「色の塗りつぶし」フォーマットを適用できません。マップでは、一度に(1つのズーム・レベルで)複数の非ポイント書式は表示できませんが、ポイント書式で同じ経度と緯度の位置を共有していない場合、複数のポイント書式を同時に表示できます。複数のグラフ書式が同じ地理レイヤーで指定された場合、重なり合ってレンダリングされます。

次のことを行えます。

	
「ビュー」→「すべてのフォーマットの表示」の順にクリックしてすべての定義済フォーマットをこの領域に表示するか、「表示可能なフォーマットの表示」をクリックして現在マップに表示されているフォーマットのみをこの領域に表示します。


	
「新規」をクリックしてフォーマット・タイプを選択し、レイヤーを選択して、そのフォーマットを定義するのに適したダイアログを表示します。既存のレイヤーを選択するか、カスタム・ポイント・レイヤーを作成することを選択できます。カスタム・ポイント・レイヤーを作成すると、経度と緯度に基づいてマップ上のポイントにフォーマットを適用できます。

追加したフォーマットは、マップ上に必ず表示されるように、フォーマット・リストの一番上に表示されます。


	
「ドリル時にフォーマットを自動的に作成」を選択して、マップのドリル時にフォーマットを自動的に作成するように指定します。追加したフォーマットは、「マップ・フォーマット」ペインに表示されます。たとえば、「地区」から「市区町村」へドリルするとします。この場合、追加のフォーマットが「市区町村」レイヤーに追加されます。

このオプションは、「マップ・プロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブでも指定できます。どちらかで変更を行うと、両方の場所でオプションが更新されます。


	
リストのレイヤー名にカーソルを移動すると、レイヤーの変更に使用できる次のボタンが表示されます。

	
新しいマップ・フォーマットの追加 - フォーマットのリストが表示されます。このリストから適切なフォーマットを選択し、そのフォーマットを定義するのに適したダイアログを表示できます。リストに表示されるのは、そのレイヤーのジオメトリに適用されるフォーマットのみです。たとえば、棒グラフおよび円グラフはポイント・レイヤーには適用されません。フォーマットの選択後、そのフォーマットを適用する列を選択します。

追加したフォーマットがマップ上に表示されない場合は、マップに適切なズーム・レベルが表示されているか確認してください。


	
削除 - マップの表示から、レイヤーおよびそのすべてのフォーマットを削除します。





	
リストのレイヤー名の下にあるフォーマット名にカーソルを移動すると、フォーマットの変更に使用できる次のボタンが表示されます。

	
「上へ」または「下へ」 - フォーマット・リストのフォーマットを並べ替えます。リストの上にあるフォーマットは、下にあるフォーマットの上に重なるため、この順序は重要です。


	
編集 - フォーマットを変更するためのダイアログが表示されます。


	
削除 - フォーマットが削除されます。





	
フォーマット名の横にあるボックスをクリックすると、マップ上でのフォーマットの表示/非表示が切り替わります。


	
地理レイヤー(州など)内でフォーマットを並べ替えます。


	
セクション・スライダの表示/非表示を決定するしきい値を操作します。スライダが表示されていない場合、マップ・フォーマット・ダイアログを表示してしきい値を操作できます。




マップ・フォーマット領域でレイヤーが指定されていない場合は、「新規マップ・フォーマット」をクリックします。特定のジオ・レイヤーのフォーマットを表示するためのジオ・エンコードされた列が分析に含まれていない場合は、それらの列をインポートするよう求めるプロンプトが表示されます。

マップ・ビューの作成を指定する際には、通常「マップ・フォーマット」領域に1つ以上の使用可能なレイヤーが表示されます。使用できるレイヤーがない場合は、「新規マップ・フォーマット」リンクが表示されます。

マップ・ビューに表示されるフォーマットのデータ量には制限があります。フォーマットを操作する際に、このデータ制限を超える場合があります。その場合は、管理者に連絡できるように、データ制限およびすべてのフォーマットを表示できないことを警告するメッセージが表示されます。この制限は、MaxRecords構成要素を使用して管理者によって制御されます。これらの要素の設定の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のマップ・ビューの手動構成に関する項を参照してください。


機能レイヤー




この領域を使用して、非BIレイヤーをマップに追加します。これらのレイヤーはBIデータに関連付けられていないため、インタラクティブではありません。「新規」をクリックしてから、マップに追加するレイヤーを選択します。


パフォーマンス・タイル固有のコンポーネント


「スタイル」ペイン

「スタイル」ペインを使用して、事前定義済のタイル・サイズ・オプション・ボタンを選択するか、タイルの新規テーマを選択します。




詳細は、次の項目を参照してください。

	
パフォーマンス・タイル・ビューの編集


	
「スタイル」ペイン





データ・ビューの右クリック・メニュー

グラフ、ヒート・マトリックス、ピボット表、表、ツリーマップ、トレリスを編集または操作するとき、右クリックして、そのビューに適用可能な相互作用のメニューを表示できます。

右クリックしたときに使用可能になる相互作用は、次により異なります。

	
データ・ビューのタイプ。


	
選択したデータ。右クリックしたときの動作を次に示します。

	
列見出しの場合は、その列に関連付けられている右クリックの相互作用(たとえば、「列の除外」、「小計の表示」、「カスタム計算項目の追加」)が使用可能になります。


	
メンバーの場合は、そのメンバーに関連付けられている右クリックの相互作用(たとえば、「計算項目の作成」や「グループの作成」)が使用可能になります。メンバーが含まれる列に関連付けられている相互作用も使用可能になります。


	
グラフ・ビューの凡例項目またはグループレベル(X軸)項目の場合は、その凡例項目またはグループレベル(X軸)項目に関連付けられている右クリックの相互作用(たとえば、「ドリル」や「ソート」)が使用可能になります。


	
グラフ・ビューのデータ・マーカーの場合は、そのデータ・マーカーに関連付けられている右クリック相互作用(たとえば、「保持のみ」や「削除」)が使用可能になります。たとえば、折れ線グラフのデータ・ポイントまたはデータ・マーカーはクリックできますが、インタラクティブではない線の一部はクリックできません。


	
「プロンプト」ラベルまたは「セクション」ラベルの場合は、特定のプロンプト・ラベルまたはセクション・ラベルに関連付けられている右クリック相互作用(たとえば、「ドリル」や「ソート」)が使用可能になります。





	
デザイン・モード(たとえば、「分析」エディタ)、ダッシュボード、ランタイム・モードのいずれで作業しているか。

コンテンツ設計者は、実行時に分析に使用できる右クリック相互作用を指定できることに注意してください。詳細は、ビューの右クリック相互作用を参照してください。







	
注意:

トレリス・ビューのグラフでは、右クリック操作は使用できませんが、トレリス・ビューのテキストはピボット表の場合と同じように右クリックすることができます。これには、「可視化」を「テキスト」に設定した詳細トレリスのデータ・セルも含まれます。







右クリック・メニューには、次の相互作用(アルファベット順に示します)を含めることができます:

	
カスタム計算項目の追加 - デザイン・モードのみで使用可能です。「新規計算項目」ダイアログが表示され、カスタム式を使用して計算項目を作成できます。カスタム計算項目を含む選択ステップも自動的に作成されます。


	
メンバーの追加 - デザイン・モードのみで使用可能です。「新規メンバー・ステップ」ダイアログが表示され、追加するメンバーを選択できます。


	
関連項目の追加 - 階層列のみに使用可能です。選択したタイプの関係に基づいて、メンバーを選択に追加する選択ステップを作成します。

家族関係(親、子など)、特定の階層レベル(レベル・ベースの階層の場合のみ)、または選択したメンバーと家族関係(親、子など)を選択できます。家族関係の詳細は、注意を参照してください。


	
縮小 - 階層列のみに使用できます。選択した値を縮小します。


	
この列のすべての項目を縮小 - 階層列のみに使用できます。列のすべての値を最上位まで縮小します。


	
ビュー内のすべての項目を縮小 - 少なくとも1つの階層列を含むビューのみに使用できます。ビュー内の全階層列のすべての値を最上位まで縮小します。


	
列名、列のオプション: 右クリックによる相互作用の中で列に関するサブメニュー(「ドリル」、「列の除外」など)が表示されます。


	
計算項目の作成 - 選択したメンバーと計算項目に基づいて新規計算項目を作成すると、「新規計算項目」ダイアログが表示され、新規計算項目のラベルと関数、および計算済メンバーをビューから削除するかどうかを指定できます。計算項目を含む選択ステップも自動的に作成されます。詳細は、グループと計算項目の作成を参照してください。


	
グループの作成 - 選択したメンバーとグループに基づいて新規グループを作成すると、「新規グループ」ダイアログが表示され、新規グループのラベルを指定できます。グループを含む選択ステップも自動的に作成されます。詳細は、グループと計算項目の作成を参照してください。

「新規グループ」ダイアログからはメンバーや他のグループを追加できないため、このオプションを選択する前に、グループに含めるものを最初に選択しておいてください。


	
ドリル - 詳細情報にドリルダウンします。ドリルインすると、次のようになります。

	
属性列の場合、ビューに下位レベルが追加されます。属性列のドリルはすべてのビューに影響します。これはフィルタ・ドリルと同じです。値をクリックすると分析に列が追加され、自動的にフィルタが作成されて「基準」タブに表示されます。


	
階層列の場合、ビューに含まれているデータのノードが展開および縮小されます。階層列のドリルは特定のビューのみに影響します。その他のビューには影響しません。




	
注意:

ツリーマップ・ビューの複数レベルの階層をドリルすると、最下位レベルのすべてのメンバーがタイルとして表示され、現在のデータが詳細レベルのデータに置き換えられます。








	
グラフ・ビューの凡例項目またはグループレベル(X軸)項目の場合は、プロットされたシリーズを表すか、または特定のシリーズの交差を構成する、データ・ポイントを持つデータの下位レベルが表示されます。凡例項目またはグループレベル(X軸)項目のドリルによって、すべてのビューが影響を受けます。凡例項目またはグループレベル(X軸)項目をクリックすると、各ビューは新しい値のシリーズを反映して再描画されます。





	
計算項目の編集 - 「計算項目の編集」ダイアログが表示され、計算項目を変更できます。


	
グループの編集 - 「グループの編集」ダイアログが表示され、グループを変更できます。


	
列の除外 - 列を「除外」ドロップ・ターゲットへ移動します。詳細は、「除外」ドロップ・ターゲットの列を参照してください。列を除外すると、その列は問合せから除外されます。


	
カスタム・メンバーの除外 - ビューから除外するカスタム・メンバー(計算項目またはグループのいずれか)のリストが表示されます。これらのカスタム・メンバーは列に対してすでに作成されている必要があり、ビューに対して以前に含められたり除外されたりしていないことが必要です。


	
展開 - 階層列のみに使用できます。階層のすぐ下のレベルが表示されます。詳細は、結果のドリルについてを参照してください。


	
列を含める - ビューから除外されている列(つまり、「除外」ドロップ・ターゲット内の列)のリストが表示されます。ビューに含める列を選択します。列を含めると、その列は問合せに含まれます。


	
カスタム・メンバーを含める - ビューに含めるカスタム・メンバー(計算項目またはグループのいずれか)のリストが表示されます。これらのカスタム・メンバーは列に対してすでに作成されている必要があり、ビューに対して以前に含められたり除外されたりしていないことが必要です。


	
保持のみ - 選択したメンバーのみを保持して他のすべてのメンバーを削除する、選択ステップを作成します。


	
関連項目のみ保持 - 選択したタイプの関係に基づいて特定のメンバーのみを保持し、他のすべてのメンバーを削除する、選択ステップを作成します。

家族関係(親、子など)、特定の階層レベル(レベル・ベースの階層の場合のみ)、または選択したメンバーと家族関係(親、子など)を選択できます。家族関係の詳細は、注意を参照してください。


	
列の移動 - 次のオプションのメニューが表示されます。

	
現在の列の前 - 現在の場所の左側に列を移動します。


	
現在の列の後 - 現在の場所の右側に列を移動します。


	
ドロップ・ターゲット名に移動 - 指定されたドロップ・ターゲットに列を移動します。





	
メジャー・ラベルの移動 - 列の移動先のドロップ・ターゲットのメニューが表示されます。


	
削除 - 選択したメンバーをビューから削除する選択ステップを作成します。


	
すべてのステップの削除 - デザイン・モードのみで使用可能です。選択した列のすべてのステップ(「選択ステップ」ペインまたは右クリック・メニューから追加されたステップ)が削除されます。


	
計算項目の削除: 選択した計算項目およびその計算項目を含む選択ステップが削除されます。(計算項目が名前付き計算項目の場合、計算項目の削除では、その計算項目がカタログから削除されません。)詳細は、グループと計算項目の編集を参照してください。


	
グループの削除: 選択したグループおよびそのグループを含む選択ステップが削除されます。(グループが名前付きグループの場合、「グループの削除」では、そのグループがカタログから削除されません。)詳細は、グループと計算項目の編集を参照してください。


	
関連項目の削除 - 選択したタイプの関係に基づいてメンバーを選択から削除する、選択ステップを作成します。

家族関係(親、子など)、特定の階層レベル(レベル・ベースの階層の場合のみ)、または選択したメンバーと家族関係(親、子など)を選択できます。家族関係の詳細は、注意を参照してください。


	
マスター詳細イベントの送信 - アクセシビリティ・モードで、列値のプライマリ相互作用が、「列のプロパティ」ダイアログ: 「相互作用」タブの「マスター詳細イベントの送信」に設定されているときのみに使用可能です。マスター詳細イベントを送信し、詳細ビューのデータを更新する情報を渡します。マスター詳細関係の詳細は、「ビューのマスター詳細リンクとは」を参照してください。


	
列レベル総計の表示 - 列レベル総計を表示するための次のオプションが表示されます。

	
なし - このオプションを選択すると、列レベル総計が省略されます。


	
値の後 - このオプションを選択すると、上位レベルの列または階層のレベルに関して合計を計算できる値のグループの後に列レベル総計が表示されます。


	
値の前 - このオプションを選択すると、上位レベルの列または階層のレベルに関して合計を計算できる値のグループの前に列レベル総計が表示されます。





	
行レベル総計の表示 - 行レベル総計を表示するための次のオプションが表示されます。

	
なし - このオプションを選択すると、行レベル総計が省略されます。


	
値の後 - このオプションを選択すると、上位レベルの列または階層のレベルに関して合計を計算できる値のグループの後に行レベル総計が表示されます。


	
値の前 - このオプションを選択すると、上位レベルの列または階層のレベルに関して合計を計算できる値のグループの前に行レベル総計が表示されます。





	
累計の表示 - ピボット表のみで使用できます。数値メジャーが累計で表示され、メジャーの連続する各列には、そのメジャーのそれより前のすべてのセルの合計が表示されます。

このオプションを選択すると、オプションの左側にチェック・マークが表示されます。累計を非表示にするには、右クリックし、累計の表示をもう一度選択して選択解除します。

累計の表示の詳細は、ピボット表でのメジャー列の累計と相対値の表示を参照してください。


	
小計の表示 - ビュー内の列の配置に応じて、属性列のみで使用できます(たとえば、最も内側の属性列には小計を設定できません)。列の小計を配置するための次のオプションが表示されます。

	
なし - このオプションを選択すると、小計が省略されます。


	
値の後このオプションを選択すると、上位レベルの列または階層のレベルに関して合計を計算できる値のグループの後に小計が追加されます。


	
値の前 - ピボット表のみに使用できます。このオプションを選択すると、上位レベルの列または階層のレベルに関して合計を計算できる値のグループの前に小計が追加されます。


	
先頭 - ピボット表のみに使用できます。このオプションを選択すると、列の先頭に、列内のすべての値の小計が追加されます。


	
最後 - ピボット表のみに使用できます。このオプションを選択すると、列の最後に、列内のすべての値の小計が追加されます。





	
ソート、列のソート - ソート・オプション・メニューまたは「ソート」ダイアログが表示され、値をソートするためのオプションを選択できます。データのソートの詳細は、ビューでのデータのソートを参照してください。


	
計算項目定義の表示 - 「計算項目の表示」: 「項目」ダイアログが表示され、選択した計算項目の定義を表示できます。


	
グループ定義の表示 - 「グループの表示」: 「グループ」ダイアログが表示され、選択したグループの定義を表示できます。




選択ステップの詳細は、データの選択の使用を参照してください。グループおよび計算項目の詳細は、グループと計算項目の使用を参照してください。


注意

	
「関連項目の追加」、「関連項目のみ保持」および「関連項目の削除」相互作用の場合は、次のいずれかの家族関係オプションを選択できます。

	
選択項目を含み - 選択したメンバー、および指定した家族関係(子など)のすべてのメンバーを選択します。

たとえば、2011年について「関連項目のみ保持」→「選択項目を含み」→「子」の順に選択すると、2011、2011 Q1、2011 Q2、2011 Q3および2011 Q4が返されます。


	
子孫 - 選択したメンバーの子孫であるすべてのメンバーを選択します。


	
兄弟オブジェクト - このオプションは、レベル・スキップ階層の列には使用できません。選択したメンバーと同じレベルで同じ親を持つすべてのメンバーを選択します。


	
親 - 選択したメンバーの親を選択します。


	
子 - 選択したメンバーのすべての子を選択します。


	
祖先 - 選択したメンバーの祖先であるすべてのメンバーを選択します。


	
リーフ - 選択したメンバーの子孫で下位レベルを持たないすべてのメンバーを選択します。


	
階層レベルのメンバー - 「レベルの選択」ダイアログが表示され、メンバーが選択される階層レベルを1つ以上指定できます。





	
ビューで複数の値を選択して右クリック相互作用を適用するには、[Ctrl]キーを押しながら値を右クリックして、右クリック相互作用を選択します。










すべてのビューに共通するツールバー・ボタン

次に示すツールバー・ボタンは、すべてのビューに共通します。

	
この分析を印刷します - このボタンを使用して、分析をHTMLまたはPDFとして印刷します。印刷の詳細は、ビューの印刷を参照してください。


	
この分析のエクスポート - このボタンを使用して、分析のエクスポートに使用するオプションを選択します。詳細は、ビューおよび結果のエクスポート・メニュー・オプションを参照してください。


	
ダッシュボードでの結果の表示方法を示します - このボタンを使用して、編集したビューがダッシュボードにどのように表示されるかをプレビューします。


	
ビューの複製 - このボタンを使用して、編集中のビューのコピーを作成します。


	
ビューの名前変更 - このボタンを使用して「ビューの名前変更」ダイアログを表示すると、ビューの新しい名前を指定できます。


	
現在の分析の結果をリフレッシュします - このボタンを使用して、ビューに表示されるデータをリフレッシュします。








データ・ビュー・エディタのツールバー

データ・ビュー・エディタのツールバーには、すべてのデータ・ビューに共通するボタンおよび特定のビューに固有のボタンとボックスが含まれます。次の項を参照してください。


	
すべてのビューに共通するツールバー・ボタン


	
すべてのデータ・ビューに共通するツールバー・ボタン


	
グラフおよびファンネル・グラフ・ビュー固有のツールバー・ボタン


	
ゲージ・ビュー固有のツールバー・ボタンおよびボックス


	
マップ・ビュー固有のツールバー・ボタンおよびボックス


	
ピボット表、表およびトレリス・ビュー固有のツールバー・ボタンおよびボックス





すべてのデータ・ビューに共通するツールバー・ボタン

次に示すツールバー・ボタンは、すべてのデータ・ビューに共通します。

	
新規グループ - このボタンを使用して「新規グループ」ダイアログを表示すると、新規グループを追加できます。


	
新規計算項目 - このボタンを使用して「新規計算項目」ダイアログを表示すると、新規計算項目を追加できます。


	
データ・ビュー・プロパティまたはデータ・ビュー・プロパティの編集 - このボタンを使用して、ビューのプロパティ・ダイアログを表示します。


	
結果の表示 - このボタンを使用して、ビューの結果をエディタで表示するかどうかを指定します。


	
レイアウト・ページの表示/非表示 - このボタンを使用して、マップ以外のすべてのデータ・ビューに対して「レイアウト」ペインを表示するかどうかを指定します。


	
選択ステップ・ペインの表示/非表示 - このボタンを使用して、「選択ステップ」ペインを表示するかどうかを指定します。このペインは、パフォーマンス・タイル・ビューでは使用できません。


	
新規計算済メジャー - このボタンを使用して「新規計算済メジャー」ダイアログを表示すると、新規計算済メジャーを特定のビューに追加できます。このボタンは、組合せリクエストおよび直接データベース問合せに対しては無効です。







	
注意:

すべてのビューに新規計算済メジャーを追加するには、「分析」エディタ: 「結果」タブ内から「新規計算済メジャー」ボタンをクリックします。








グラフおよびファンネル・グラフ・ビュー固有のツールバー・ボタン

ツールバーに含まれるグラフ・ビュー固有のボタンおよびボックスは、次のとおりです。

	
タイプ - このボタンを使用して、グラフのサブタイプを選択します。オプションはグラフのタイプによって異なります。


	
スタイル - このボタンを使用して、グラフのスタイルを選択します。オプションはグラフのタイプによって異なります。


	
結果 - このボタンを使用して、グラフの効果として2D効果または3D効果を選択します。


	
書式スタイル - このボタンを使用して、ウォーターフォール・グラフの特定の書式を選択します。詳細は、使用可能なウォーターフォール・グラフ書式のタイプを参照してください。





ゲージ・ビュー固有のツールバー・ボタンおよびボックス

ツールバーに含まれるゲージ・ビュー固有のボタンおよびボックスは、次のとおりです。

	
設定ペインの表示/非表示 - このボタンを使用して、「設定」ペインを表示するかどうかを指定します。


	
ゲージ・タイプ - (ファンネル・グラフには使用できません。)このボタンを使用して、ゲージのタイプを選択します。オプションは、「ダイアル」、「横棒」、「縦棒」および「球」です。


	
結果 - (すべてのゲージ・タイプに使用できません。)このボックスを使用して、ゲージの効果として2D効果または3D効果を選択します。


	
サイズ - このボックスを使用して、ゲージのサイズとして「キャンバスに合わせる」、「小」、「中」、「大」または「カスタム」を指定します。

「カスタム」を選択した場合は、「幅」フィールドおよび「高さ」フィールドを使用して、幅と高さをピクセル単位で指定する必要があります。





マップ・ビュー固有のツールバー・ボタンおよびボックス

ツールバーに含まれるマップ・ビュー固有のボタンおよびボックスは、次のとおりです。

	
背景マップ - このボックスを使用して、マップ・ビューの背景マップを選択します。


	
パン - このボタンをクリックし、マップをクリック・アンド・ドラッグして上下左右に移動することで、マップの特定の部分を表示できます。パンが可能な場合はカーソルが手の形になり、様々な方向へマップを移動できます。


	
「ズーム・イン」および「ズーム・アウト」 - これらのボタンをクリックして、マップのズーム・インおよびズーム・アウトを行います。ズーム・インまたはズーム・アウトが可能な場合は、挿入ポイントが、上にプラスまたはマイナスのボタンが付いた拡大鏡の形になります。


	
凡例 - このボタンを使用して、マップの凡例の表示/非表示を切り替えます。


	
自動修正 - このボタンを使用して、マップ・ビュー・コンパイラがマップ・エラーの自動修正を試みるようにします。




詳細は、ダッシュボード・ページのマップ・ビューでの作業についてを参照してください。


ピボット表、表およびトレリス・ビュー固有のツールバー・ボタンおよびボックス

ツールバーに含まれるピボット表、表またはトレリス・ビュー固有のボタンおよびボックスは、次のとおりです。

	
別の分析から書式設定をインポート - このボタンを使用して「開く」ダイアログを表示すると、列およびビューの書式設定のインポート元となる分析を選択できます。詳細は、保存済分析を使用した他の分析の外観の変更を参照してください。


	
グラフのピボット結果 - ピボット表のみに使用できます。このボタンをクリックして、ピボット表の結果をグラフ・ビューに表示します。結果は、ピボット表の横に表示されます。2つのビューは完全にリンクされるため、一方のビューへの変更は自動的に他方に反映されます。

ツールバーに追加される項目は次のとおりです。

	
位置 - このボックスを使用して、作成したピボット表を基準としたグラフの場所を選択します。オプションは、「右」、「下」、「上」、「左」、「グラフのみ」です。


	
グラフ・プロパティの編集 - このボタンを使用して、「グラフのプロパティ」ダイアログを表示します。


	
使用可能なグラフ・タイプ - このオプションを使用して、グラフのタイプを選択します。オプションは、「棒」、「線」、「面」、「円」、「線-棒」、「時系列線」、「パレート」および「レーダー」です。


	
タイプ - (すべてのグラフ・タイプに使用できません。)このボックスを使用して、グラフのサブタイプを選択します。オプションはグラフのタイプによって異なります。


	
スタイル - (すべてのグラフ・タイプに使用できません。)このボックスを使用して、グラフのスタイルを選択します。オプションはグラフのタイプによって異なります。


	
結果 - (すべてのグラフ・タイプに使用できません。)このボックスを使用して、グラフの効果として2D効果または3D効果を選択します。




使用できるグラフのサブタイプおよびスタイルの詳細は、表4-2を参照してください。








ビューおよび結果のエクスポート・メニュー・オプション

次のオプションを使用して、分析の結果またはビューをエクスポートできます。分析の結果をエクスポートする場合、その分析とともに表示される表、ピボット表、トレリスまたはグラフも含まれます。

出力オプションの選択により、出力ファイルの数値データの小数点以下桁数が決定されます。この数値は、分析に含まれる数値と異なる可能性があります。たとえば、Excel 2007以降に出力された数値データには、小数点以下15桁まで含まれます。

詳細は、結果のエクスポートを参照してください。

	
PDF - 「ファイル・ダウンロード」ダイアログが表示され、結果またはビューをPDFファイルとして開くか保存できます。

このオプションを使用して出力された数値データには、分析に示される同じ小数点以下桁数が含まれます。


	
Excel 2007以上 - ファイルのダウンロード・ダイアログが表示され、結果またはビューをスプレッドシート・ファイルとして開くか保存できます。

このオプションを使用して出力された数値データには、小数点以下15桁まで含まれます。


	
PowerPoint 2007以上 - ファイルのダウンロード・ダイアログが表示され、結果またはビューをPowerpointプレゼンテーション・ファイルとして開くか保存できます。


	
Webアーカイブ(.mht) - ファイルのダウンロードダイアログが表示され、結果またはビューをMHTファイルとして開くか保存できます。これにより、既存の分析またはビューの基礎となるデータをWebページ(MHTML)ファイルとしてエクスポートできます。


	
データ - 結果またはビューからRAWデータをエクスポートするための、次のオプションが表示されます。

	
CSV形式 - 「ファイル・ダウンロード」ダイアログが表示され、結果またはビューのすべての列をCSVファイルとして開くか保存できます。このエクスポートにより、文字区切りの値リストを含むファイルが作成され、このファイルはExcelなどのアプリケーションで開くことができます。(デフォルトのデリミタはカンマですが、注意に説明されているように、システム管理者は他の文字を指定できます。)

このオプションを使用して出力された数値データには、小数点以下38桁まで含まれます。




	
注意:

階層列の展開されたメンバーはCSVファイルにエクスポートされません。たとえば、時間階層を含むビューで「合計時間」が「年」を表示するように拡張されている場合、「合計時間」のみがエクスポートされ、「年」はエクスポートされません。展開されているメンバーをCSVファイルに含めるには、かわりに選択ステップを使用してビューにデータを表示します。








	
タブ区切り形式 - 「ファイル・ダウンロード」ダイアログが表示され、結果またはビューのすべての列をCSVファイルとして開くか保存できます。このエクスポートにより、タブ区切りの値リストを含むファイルが作成されます。このファイルはExcelなどのアプリケーションで開くことができます。


	
XML形式 - 「ファイル・ダウンロード」ダイアログが表示され、結果またはビューをXMLファイルとして開くか保存できます。このファイルは、Microsoft MDデータセット標準を使用してデータをXML形式で表します。








注意

	
Excel 2007+へのエクスポートおよびPDFへのエクスポートはカスタムCSSスタイルをサポートしません。カスタムCSSスタイルまたはカスタムCSSクラスが指定されている分析をExcel 2007以降またはPDFにエクスポートすると、カスタマイズは失われます。(「列のプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブの「カスタムCSSスタイル・オプション(HTMLのみ)」コンポーネントを使用して、分析用のカスタムCSSスタイルまたはカスタムCSSクラスを指定します。)


	
デフォルトは、次のようになります。

	
データ値(つまり、数値および日付)は、Excelにエクスポートするときに、指定されたデータ書式の文字列としてではなく、完全な数値精度および書式設定マスクが設定されたRAW書式でエクスポートされます。


	
表またはピボット表をExcelにエクスポートする際には、「列のプロパティ」ダイアログ: 「列書式」タブの「値の抑制」オプションにより、複数の行にわたるセルおよび複数の列にわたるセルが繰り返されるかどうかが決まります(常に繰り返されるわけではありません)。

	
「値の抑制」が「抑制」に設定されている場合、複数の行にわたるセルおよび複数の列にわたるセルは繰り返されません。たとえば、年と月の値を含む表では、年は月の値に対して1回のみ表示されます。


	
「値の抑制」が「繰返し」に設定されている場合、複数の行にわたるセルおよび複数の列にわたるセルは繰り返されます。たとえば、年と月の値を含む表では、年はすべての月の値に対して繰返し表示されます。





	
RAWデータをエクスポートする際のCSVオプションの列区切り文字はカンマ(,)です。


	
PDFにエクスポートする際には、行は一緒に保たれるのではなく、改ページで分割されます。




システム管理者は、これらのデフォルトの動作を変更できます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のエクスポートの手動構成に関する項を参照してください。


	
ExcelやPDFなどのエクスポートされたフォーマットにはアクション・リンクは含まれません。


	
Excel形式に直接エクスポートすることもできますが、多数の行をエクスポートする場合は、まずCSVにエクスポートしてから、そのファイルをExcelにインポートする方がパフォーマンスがよくなる場合があります。CSV形式を使用せずに大きなデータ・セットをエクスポートする必要がある場合は、メモリー不足のエラーが発生する場合があります。管理者に連絡し、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のExcelへのエクスポートを支援するためのヒープ・サイズの増加に関する項の説明に従って、エラー解決の支援を受けてください。










ソート・オプション・メニュー

ソート・オプション・メニューで使用可能なオプションはデータ・ビューのタイプおよび右クリックした場所によって異なり、次のオプションの中から表示されます。

	
昇順ソート - 第1レベル・ソートとして、列の値を昇順でソートします。たとえば、文字列のアルファベット順(AからZへ)のソート、数値の低いものから高いものへのソート、日付の古いものから新しいものへのソートなどです。このオプションを1次ソートとして選択した場合は、「選択された列」ペインの列名の左に「ソート」ボタンが表示されます。後で別のソートを追加すると、この「ソート」ボタンに数字の1が表示されます。


	
降順ソート - 第1レベル・ソートとして、列の値を降順でソートします。このオプションを1次ソートとして選択した場合は、「選択された列」ペインの列名の左に「ソート」ボタンが表示されます。後で別のソートを追加すると、この「ソート」ボタンに数字の1が表示されます。


	
昇順ソートの追加 - この列の昇順ソートが分析の別のソートとして追加されます。このオプションを選択した場合は、「選択された列」ペインの列名の左に、数字の2や3などを含む「ソート」ボタンが表示されます。


	
降順ソートの追加 - この列の降順ソートが分析の別のソートとして追加されます。このオプションを選択した場合は、「選択された列」ペインの列名の左に、数字の2や3などを含む「ソート」ボタンが表示されます。


	
ソートのクリア - 指定された列のソート指定を削除します。このオプションの効果は、「選択された列」ペインと他の場所で異なります。「選択された列」ペインとビュー自体の両方でソート指定を行い、「選択された列」ペインに戻って「ソートのクリア」をクリックすると、「選択された列」ペインで指定したソートのみが削除されます。ビューで指定したソートは維持されます。


	
すべての列におけるすべてのソートのクリア、ビュー内のすべてのソートのクリア - 行ったすべてのソート指定を削除します。「すべての列におけるすべてのソートのクリア」オプションの効果は、「選択された列」ペインと他の場所で異なります。「選択された列」ペインとビュー自体の両方でソート指定を行い、「選択された列」ペインに戻って「すべての列におけるすべてのソートのクリア」をクリックすると、「選択された列」ペインで指定したソートのみが削除されます。ビューで指定したソートは維持されます。




列(または行)に複数のメジャーがあるピボット表では、右クリックし、いずれかのソート・オプション(「昇順ソート」など)を選択して行(または列)をソートすると、ソートで使用するメジャーを選択するためのオプションが表示されます。

ソートの詳細は、ビューでのデータのソートを参照してください。








「結果」タブ: 「フィルタ」エディタ

「分析」エディタ: 「結果」タブのこのエディタを使用して、分析に有効なフィルタを表示します。

詳細は、ビューの編集を参照してください。


コンポーネント


ツールバー

ツールバーには、すべてのビューに共通するボタンが含まれています。詳細は、すべてのビューに共通するツールバー・ボタンを参照してください。


完了

このボタンを使用して、編集内容を保存し、複合レイアウト・ビューに戻ります。


元に戻す

このボタンを使用して、編集前の有効な設定を復元します。





注意

	
フィルタで使用される列が表示列の場合は、表示値が見つからない場合を除いて、フィルタのビューにコード値ではなく表示値が表示されます。表示値が見つからない場合はコード値が表示されます。表示列およびコード列の詳細は、二重列機能の理解を参照してください。











「結果」タブ: 「凡例」エディタ

「分析」エディタ: 「結果」タブのこのエディタを使用して、分析に使用する特別な書式設定の意味(ゲージに適用するカスタムの色の意味など)を記録する凡例ビューを編集します。凡例はHTMLおよびPDF出力に表示され、ローカライズ可能です。

たとえば、分析で条件付き書式設定を使用して、クリティカルな項目を赤、注意を要する項目を黄色で表示するとします。この場合は、色の意味を説明するテキスト、および適切なアクションを要約するキャプションとともに、凡例を追加できます。外観の書式設定を使用すると、テキストの背景色を条件付き分析の色と一致させることができます。

それぞれの凡例項目は、単純なテキスト付きの凡例記号(たとえば、「クリティカル」と表示される赤いボックス)、および凡例記号の意味を記録するキャプション(例: 早急な対応が必要)で構成されます。

詳細は、凡例ビューの編集を参照してください。


コンポーネント


タイトル

このフィールドを使用して凡例のタイトルを入力します。


タイトルの書式設定

このボタンを使用して「タイトルの書式設定」ダイアログを表示すると、タイトルを書式設定できます。


キャプション

このフィールドを使用して、各凡例項目の凡例記号の意味を入力します(例: 「早急な対応が必要」)。


キャプションの書式設定

このボタンを使用して「キャプションの書式設定」ダイアログを表示すると、キャプションを書式設定できます。


サンプル・テキスト

このフィールドを使用して、各凡例項目について、凡例記号内に表示されるテキストを入力します(例: 「クリティカル」)。


テキストの書式設定

このボタンを使用して「テキストの書式設定」ダイアログを表示すると、キャプション・テキストを書式設定できます。


「下に移動」および「上に移動」

これらのボタンを使用して、キャプションをリストの1行上または下に移動して並べ替えます。キャプションが複数ある場合のみ使用できます。


削除

このボタンを使用してキャプションを削除します。


キャプションの追加

このボタンを使用して別のキャプションを追加します。


ツールバー

このツールバーには次のボタンおよびボックスが含まれています。

	
すべてのビューに共通するボタン。詳細は、すべてのビューに共通するツールバー・ボタンを参照してください。


	
凡例ビューの書式設定 - このボタンを使用して「凡例ビューの書式設定」ダイアログを表示すると、凡例を書式設定できます。


	
キャプション - このボックスを使用して、凡例記号を基準にしたキャプションの位置として「右」、「左」または「なし」を選択します。


	
行ごとの凡例項目数 - このボックスを使用して、1行に表示する凡例項目の数を指定します。


	
別の分析から書式設定をインポート - このボタンを使用して「開く」ダイアログを表示すると、ビューの書式設定のインポート元となる分析を選択できます。詳細は、保存済分析を使用した他の分析の外観の変更を参照してください。





完了

このボタンを使用して、編集内容を保存し、複合レイアウト・ビューに戻ります。


元に戻す

このボタンを使用して、編集前の有効な設定を復元します。








「結果」タブ: 「ナレーティブ」エディタ

「分析」エディタ: 「結果」タブのこのエディタを使用して、結果とともに表示するテキストの段落を1つ以上追加します。ナレーティブ・テキストは、コンテキスト、説明的テキスト、または列値を伴う拡張説明を提供するのに役立ちます。ナレーティブ・ビューでは次のアクションを実行できます。

	
結果に含まれる各列に対して、プレース・ホルダーを含む文を入力する。


	
行の区切り方を指定する。


	
HTML形式ボタンを使用して、テキストに太字、斜体または下線を適用したり、改行を挿入する。


	
ナレーティブ・ビューで使用するフォントに外観の書式設定を適用するか、保存済のビューのフォント書式をインポートする。


	
変数の参照を追加する。




たとえば、ユーザーの地域ごとの売上を示す分析を作成し、その分析とともに説明的テキストを提供するとします。この場合、ナレーティブ・ビューを使用して、次のような説明的テキストを作成できます。


This report shows your sales by region. The regions are:
East Region
West Region


詳細は、ナレーティブ・ビューの編集を参照してください。


コンポーネント


「太字」、「斜体」、「下線」

「接頭辞」、「ナレーティブ」または「接尾辞」フィールドでこれらのボタンを使用して、テキストに適用する太字、斜体または下線の開始と終了を指定するHTMLタグを挿入します。


改行

「接頭辞」、「ナレーティブ」または「接尾辞」フィールドでこれらのボタンを使用して、改行を挿入します。




	
注意:

「接頭辞」、「ナレーティブ」または「接尾辞」フィールドで[Enter]キーを押しても改行できません。








HTMLマークアップを含む

このオプションを使用して、HTMLマークアップの操作に記載されているとおりにHTMLコードを操作します。HTMLコードを含むナレーティブ・オブジェクトを保存する場合には、「HTMLマークアップを含むコンテンツの保存」権限が必要になります。権限の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービスの権限の管理に関する項を参照してください。


接頭辞

このフィールドを使用してナレーティブのヘッダーを入力します。このテキストは、ナレーティブの最初に表示されます。

たとえば、次の接頭辞を入力したとします。


[b]This analysis shows your sales by region. The regions are:[/b][br/][br/]


この場合、次のテキストが表示されます。

この分析では、地域ごとの売上が表示されます。その地域とは次のとおりです。


ナレーティブ

このフィールドを使用して、結果に含まれる各行に対して表示する、ナレーティブ・テキストを入力します。テキスト値と列値の両方を含めることができます。このフィールドの最後に改行コードを含めると、テキストと値の各行が個別の行に表示されます。

値を含めるにはアットマーク(@)を使用します。使用方法は次のとおりです。

	
最初の列を示すには、アットマークを単独で使用します。複数のアットマークを含めると、最初のアットマークが最初の列、2番目のアットマークが2番目の列(以下同様)に対応します。


	
指定された列の結果をナレーティブに含めるには、@nを使用します。たとえば、@1を使用すると分析の最初の列の結果が挿入され、@3を使用すると3番目の列の結果が挿入されます。




たとえば、2番目の列に地域名が返される分析で、次のナレーティブを入力したとします。


@2


この場合、次のテキストが表示されます。



東部

西部
行セパレータ

このフィールドを使用して、値を含む「ナレーティブ」フィールドの各行に対して行セパレータを入力します。たとえば、各行の間に一連のプラス記号(+)を入力できます。


表示する行

このフィールドを使用して、返される列の行数を入力します。たとえば、5を入力すると列の最初の5行の値が表示されます。階層列の場合は、選択ステップを使用して、階層レベルを階層列とともに表示できます。たとえば、階層に基づいてメンバーを選択するステップを作成し、指定されたレベルのメンバーを追加します。1つの階層レベルは1行とみなされます。


接尾辞

このフィールドを使用して、ナレーティブの一番下に表示されるフッター・テキストを入力します。実際のナレーティブ・テキストとは別の行にフッター情報を表示するには、「接尾辞」フィールドにマークアップ・タグを含めます。必ず、ナレーティブを改行で終了させるか、フッターを改行で開始してください。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
すべてのビューに共通するボタン。詳細は、すべてのビューに共通するツールバー・ボタンを参照してください。


	
ナレーティブ・ビューのフォーマット - このボタンを使用して「ナレーティブ・ビューのフォーマット」ダイアログを表示すると、ビューをフォーマットできます。


	
別の分析から書式設定をインポート - このボタンを使用して「開く」ダイアログを表示すると、列およびビューの書式設定のインポート元となる分析を選択できます。詳細は、保存済分析を使用した他の分析の外観の変更を参照してください。





完了

このボタンを使用して、編集内容を保存し、複合レイアウト・ビューに戻ります。


元に戻す

このボタンを使用して、編集前の有効な設定を復元します。





注意

	
「接頭辞」、「ナレーティブ」および「接尾辞」の各フィールドでは、変数を参照できます。使用する構文は、変数を参照する構文とはを参照してください。変数の詳細は、変数の使用を参照してください。


	
次の文字は予約文字です。

	
@(アットマーク。「ナレーティブ」フィールドで列のプレースホルダとして使用する場合を除く。)


	
[(左カッコ)


	
](右カッコ)


	
'(一重引用符)


	
\ (バックスラッシュ)







	
注意:

予約文字を含める場合は、直前にバックスラッシュ文字(\)を入力してエスケープしてください。たとえば、バックスラッシュ文字を含めるには、\\と入力します。

















「結果」タブ: 「選択ステップ」エディタ

「分析」エディタ: 「結果」タブのこのエディタを使用して、分析に有効な選択ステップを表示します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ビューの編集


	
データの選択の使用





コンポーネント


「選択ステップ」領域

選択ステップが表示されます。「リスト」ボックスを使用して、どの列を領域に表示するかを指定します。選択ステップに計算項目またはグループ・メンバー・リンクが含まれる場合は、クリックすると詳細を表示できるリンクが領域に表示されます。たとえば、選択ステップにグループが含まれる場合は、グループ・リンクをクリックすると「グループの表示」: 「グループ」ダイアログが表示されて、グループのメンバーが表示されます。

この領域からは、選択ステップを変更できないことに注意してください。選択ステップを変更するには、「選択ステップ」エディタを終了して、「分析」エディタ: 「結果」タブで「選択ステップ」ペインに移動する必要があります。




	
注意:

右クリック相互作用メニューを使用して選択ステップを作成した場合は、右クリック相互作用メニューを使用して選択ステップを削除する必要があります。詳細は、データの選択の使用を参照してください。








ツールバー

ツールバーには、すべてのビューに共通するボタンが含まれています。詳細は、すべてのビューに共通するツールバー・ボタンを参照してください。


完了

このボタンを使用して、編集内容を保存し、複合レイアウト・ビューに戻ります。


元に戻す

このボタンを使用して、編集前の有効な設定を復元します。








「結果」タブ: 「静的テキスト」エディタ

「分析」エディタ: 「結果」タブのこのエディタを使用して静的テキスト・ビューを編集することで、分析結果とともに表示されるテキストの追加または編集を行えます。

マークアップには、ブラウザでサポートされている任意の項目を含めることができますが、PDF出力に表示されるのは、ワークスペースの最上部のボタンを使用して定義した書式設定のみです。

詳細は、ビューの編集を参照してください。


コンポーネント


「太字」、「斜体」、「下線」

「静的テキスト」フィールドでこれらのボタンを使用して、テキストに適用する太字、斜体または下線の開始と終了を指定するHTMLタグを挿入します。


改行

このボタンを使用して、「静的テキスト」フィールドに改行を挿入します。




	
注意:

「静的テキスト」フィールドで[Enter]キーを押しても改行できません。








HTMLマークアップを含む

このオプションを使用して、HTMLマークアップの操作の説明に従ってHTMLコードを操作します。


静的テキスト

このフィールドを使用して、分析結果に表示されるテキストを入力します。

変数に使用する構文は、変数を参照する構文とはを参照してください。変数の詳細は、変数の使用を参照してください。

静的テキストの例は、後出の「注意」項を参照してください。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
すべてのビューに共通するボタン。詳細は、すべてのビューに共通するツールバー・ボタンを参照してください。


	
静的テキスト・ビューのフォーマット - このボタンを使用して「静的テキスト・ビューのフォーマット」ダイアログを表示すると、ビューをフォーマットできます。


	
別の分析から書式設定をインポート - このボタンを使用して「開く」ダイアログを表示すると、列およびビューの書式設定のインポート元となる分析を選択できます。詳細は、保存済分析を使用した他の分析の外観の変更を参照してください。





完了

このボタンを使用して、編集内容を保存し、複合レイアウト・ビューに戻ります。


元に戻す

このボタンを使用して、編集前の有効な設定を復元します。





注意

表D-5には、静的テキスト・ビューの例およびその説明が含まれています。


表D-5 静的テキスト・ビューの例

	静的テキスト・ビューの例	説明および使用上の注意
	
HTMLテキスト

	
テキスト・ボックスに、HTML(または適切な書式設定済テキスト)を貼り付けるか入力します。HTMLタグ・ボタンも使用できます。入力するテキストの書式に基づいて、テキストの書式を制御するマークアップ・タグを使用できます。使用例を次に示します。

	
フォント・サイズおよび色を設定する場合:


<FONT SIZE="4" COLOR="red">Red Text</FONT>


	
タグを結合して効果を付加する場合:


<B><FONT COLOR="red">Bold Red Text</FONT></B>





	
ActiveXオブジェクト

	
ActiveXオブジェクトは、自己包含であること、またブラウザによってサポートされていることが必要です。「HTMLテキスト」ウィンドウにオブジェクトを貼り付けるか入力し、開始タグ<object...>および終了タグ</object>が含まれていることを確認します。


	
JavaScriptまたはVBScript

	
スクリプトは、自己包含であること、またブラウザによってサポートされていることが必要です。テキスト・ボックスにスクリプトを貼り付けるか入力し、開始タグ<script>および終了タグ</script>が含まれていることを確認します。


	
オーディオ

	
オーディオ・クリップの場所を把握しておく必要があります。オーディオ・クリップを共有環境で使用する場合は、すべてのユーザーがアクセスできるネットワーク・ドライブ上に配置する必要があります。

オーディオを追加するには、HTMLタグ<EMBED>を使用します。書式の例を次に示します。ブラウザによっては、異なる書式が要求される場合があります。


<EMBED SRC="audio" AUTOSTART="true" LOOP="true" HIDDEN="true"></EMBED>


"audio"は、オーディオ・クリップの場所および名前です。

次に示すHTMLは、ハード・ドライブ上のオーディオ・クリップを追加する場合の例です。


<EMBED SRC="c:\mycomputer\MIDIfiles\wakeup.mid" AUTOSTART="true" LOOP="true" HIDDEN="true"></EMBED>


次に示すHTMLは、同じオーディオ・クリップをWebサーバー上の共有の場所から追加する場合の例です。


<EMBED SRC="\DashboardFiles\wakeup.mid" AUTOSTART="true" LOOP="true" HIDDEN="true"></EMBED>


	
背景イメージ

	
次の例ではJavaScriptを使用しています。

背景として使用するイメージの場所を把握しておく必要があります。イメージを共有環境で使用する場合は、すべてのユーザーがアクセスできるネットワーク・ドライブ上に配置する必要があります。

次に示すHTMLは、イメージが共有のダッシュボード・ファイル・フォルダにある場合の例です。


<script language="javascript"> document.body.background = "/dashboardfiles/"NameOfGraphic";</script>


NameOfGraphicは、使用するファイルの名前(bricks.gifやsand.jpgなど)です。


	
変数

	
変数を含む例を次に示します。


[u] Static Text View [/u][br/]
Region: @{variables.myFavoriteRegion} - Year: @{variables.myFavoriteYear}[br/]
System Time: @{system.currentTime}[dddd,MMMM dd,yyyy][br/]
Product Version: @{system.productVersion}[br/]
[br/]














「結果」タブ: 「ティッカ」エディタ

「分析」エディタ: 「結果」タブのこのエディタを使用して、ティッカ・ビューを編集します。ティッカ・ビューでは、分析の結果がマーキーとして表示されます(移動する結果がページを横切ってスクロールします)。スクロール領域のサイズ、結果のスクロールの速度と方向、およびその他の表示設定をカスタマイズできます。




	
注意:

Webブラウザで移動テキストがサポートされていない場合、結果は表示されますがページを横切ってスクロールしません。







詳細は、ビューの編集を参照してください。


コンポーネント


動作

このボックスを使用して、ティッカ内での結果の移動方法を選択します。

	
スライド: 結果は非表示の状態でスクロールを開始し、ページ上に現れ、スクロールしながら反対側に到達すると停止します。


	
スクロール - 結果は非表示の状態でスクロールを開始し、ページ上に現れ、スクロールしながら繰り返すことなくページから消えます。


	
代替 - マーキー内で、結果が前後に跳ね返ります。





方向

このボックスを使用して、ティッカ内での結果の移動方向として、「左」、「右」、「下へ」または「上へ」を選択します。


幅

このフィールドを使用して、ティッカの幅を入力します。ピクセル単位、またはページ幅に対する割合で指定できます。たとえば、値200は200ピクセルの幅を示し、値25%はページの4分の1の幅を示します。


高さ

このフィールドを使用して、ティッカの高さを入力します。ピクセル単位またはページの高さに対する割合で指定できます。


HTMLマークアップを含む

このオプションを使用して、HTMLマークアップの操作に記載されているとおりにHTMLコードを操作します。HTMLコードを含むティッカ・オブジェクトを保存する場合には、「HTMLマークアップを含むコンテンツの保存」権限が必要になります。権限の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービスの権限の管理に関する項を参照してください。


開始テキスト

このフィールドを使用して、分析結果が再描画されるたびに最初に表示されるオプションのテキストまたはグラフィックを入力します。HTMLを使用してテキストを書式設定できます。

イメージを含める場合は、そのイメージの場所を把握しておく必要があります。イメージを個人で使用する場合の場所のサンプルを次に示します。


c:\mycomputer\temp\report.gif


イメージを共有環境で使用する場合は、すべてのユーザーがアクセスできるネットワーク・ドライブ上に配置する必要があります。共有イメージの場合は、次の例のようにUNC名を指定します。


\\ALLUSERS\graphics\report.gif



行の書式

このフィールドを使用して、結果に含まれる行の書式設定に使用するHTMLを入力します。

指定された列の結果を含めるには、@nを使用します。たとえば、@1を使用すると最初の列の結果が挿入され、@3を使用すると3番目の列の結果が挿入されます。


行セパレータ

このフィールドを使用して、行と行を区切る文字を入力します。デフォルトの文字は縦棒( | )です。


列セパレータ

このフィールドを使用して、列と列を区切る文字を入力します。デフォルトの文字は縦棒( | )です。


終了テキスト

このフィールドを使用して、分析結果が再描画されるたびに最後に表示されるオプションのテキストまたはグラフィックを入力します。HTMLを使用してテキストを書式設定できます。

イメージを含める場合は、そのイメージの場所を把握しておく必要があります。イメージを個人で使用する場合の場所のサンプルを次に示します。


c:\mycomputer\temp\report.gif


イメージを共有環境で使用する場合は、すべてのユーザーがアクセスできるネットワーク・ドライブ上に配置する必要があります。共有イメージの場合は、次の例のようにUNC名を指定します。


\\ALLUSERS\graphics\report.gif



デフォルトの設定

このボタンを使用して、最も一般的に使用されるフィールドのデフォルト設定を生成します。




	
注意:

他のフィールドに値を入力した後で「デフォルトの設定」をクリックすると、入力した値はクリアされます。








フィールドのクリア

このボタンを使用してすべてのフィールドをクリアします。




	
注意:

すべてのフィールドをクリアした後で「デフォルトの設定」をクリックすると、最も一般的に使用されるフィールドのデフォルト設定を復元できます。








詳細設定

このボタンを使用して「詳細ティッカ・オプション」ダイアログを表示すると、ティッカの追加のオプション(ループ数や背景色など)を指定できます。


ツールバー

ツールバーには、すべてのビューに共通するボタンが含まれています。詳細は、すべてのビューに共通するツールバー・ボタンを参照してください。


完了

このボタンを使用して、編集内容を保存し、複合レイアウト・ビューに戻ります。


元に戻す

このボタンを使用して、編集前の有効な設定を復元します。








「結果」タブ: 「タイトル」エディタ

「分析」エディタ: 「結果」タブのこのエディタを使用して、タイトル・ビューを編集します。タイトル、サブタイトル、ロゴ、カスタム・ヘルプまたはその他の関連情報へのリンク、およびタイムスタンプを分析に追加できます。

詳細は、ビューの編集を参照してください。


コンポーネント


タイトル

このフィールドを使用して、タイトルとして表示されるテキストを入力します。HTMLマークアップを含めないでください。

タイトルを指定しなかった場合は、保存済分析の名前がタイトルとして使用されます。未保存の分析の場合、「タイトル」テキスト・ボックスは空白になります。


タイトルの書式設定

このボタンを使用して「タイトルの書式設定」ダイアログを表示すると、タイトルを書式設定できます。


保存済みの名前を表示する

このボックスを使用して、分析の保存済の名前を表示するかどうかを指定します。このボックスを選択すると、保存済の名前が表示されます。このボックスを選択解除すると表示されません。


ロゴ

このフィールドを使用して、タイトルに表示するロゴ・イメージまたは他のグラフィックを指定します。これを行うには、次のいずれかを入力します。

	
ロゴ・イメージまたはグラフィックのURL。




	
注意:

PDFへの印刷では、URLを使用して指定するロゴ・イメージまたはグラフィックはサポートされていません。PDFに印刷する場合は、かわりにfmap構文を使用します。








	
Oracle Business Intelligence環境でローカルに格納されいてるロゴ・イメージまたはグラフィックを参照するためのfmap構文。fmap構文の詳細は、カスタム・ファイルをローカルに格納しfmap関数を使用して参照する方法を参照してください。







	
注意:

fmap構文を使用したオブジェクトを保存する場合には、「HTMLマークアップを含むコンテンツの保存」権限が必要になります。権限の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービスの権限の管理に関する項を参照してください。







イメージまたはグラフィックのファイルは、分析を表示するすべてのユーザーがアクセスできる必要があります。


ロゴの書式設定

このボタンを使用して「ロゴの書式設定」ダイアログを表示すると、ロゴを書式設定できます。


サブタイトル

このフィールドを使用して、サブタイトルとして表示されるテキストを入力します。サブタイトルは、タイトルに続いて新規行に表示されます。


サブタイトルの書式設定

このボタンを使用して「サブタイトルの書式設定」ダイアログを表示すると、サブタイトルを書式設定できます。


開始時刻

このボックスを使用して、分析の実行開始時間を示すタイムスタンプを表示するかどうかを指定します。日付、時間、日時、または非表示を指定できます。





時間の書式設定

このボタンを使用して「時間の書式設定」ダイアログを表示すると、分析の時間を書式設定できます。


ヘルプURL

このフィールドを使用して、タイトルに含まれるカスタム・ヘルプ・ファイルまたは他の関連情報とリンクする、「ヘルプ」アイコン(疑問符)を表示します。これを行うには、次のいずれかを入力します。

	
カスタム・ヘルプ・ファイルまたは他の関連情報のURL。


	
Oracle Business Intelligence環境でローカルに格納されいてるカスタム・ヘルプ・ファイルまたは他の関連ファイルを参照するためのfmap構文。fmap構文の詳細は、カスタム・ファイルをローカルに格納しfmap関数を使用して参照する方法を参照してください。







	
注意:

fmap構文を使用したオブジェクトを保存する場合には、「HTMLマークアップを含むコンテンツの保存」権限が必要になります。権限の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービスの権限の管理に関する項を参照してください。







カスタム・ヘルプ・ファイルまたは他の関連情報は、分析を表示するすべてのユーザーがアクセスできる必要があります。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
すべてのビューに共通するボタン。詳細は、すべてのビューに共通するツールバー・ボタンを参照してください。


	
タイトル・ビューのフォーマット - このボタンを使用して「タイトル・ビューのフォーマット」ダイアログを表示すると、ビューのフォーマットを指定できます。


	
別の分析から書式設定をインポート - このボタンを使用して「開く」ダイアログを表示すると、列およびビューの書式設定のインポート元となる分析を選択できます。詳細は、保存済分析を使用した他の分析の外観の変更を参照してください。





完了

このボタンを使用して、編集内容を保存し、複合レイアウト・ビューに戻ります。


元に戻す

このボタンを使用して、編集前の有効な設定を復元します。


注意

	
タイトルおよびサブタイトルは、組織で使用されているスタイル・シートを使用して書式設定されます。


	
「タイトル」、「ロゴ」、「サブタイトル」および「ヘルプURL」フィールドでは、変数を参照できます。使用する構文は、変数を参照する構文とはを参照してください。変数の詳細は、変数の使用を参照してください。








カスタム・ファイルをローカルに格納しfmap関数を使用して参照する方法

イメージやヘルプ・ファイルなどのカスタム・ファイルをOracle Business Intelligence環境でローカルに格納し、fmap関数を使用して参照することができます。たとえば、タイトル・ビューに表示するイメージをローカルに格納できます。その後、「結果」タブ: 「タイトル」エディタでタイトル・ビューに対してそのイメージを指定する場合は、fmap関数を使用してイメージを参照できます。

カスタム・ファイルをローカルに格納するには、次のディレクトリを使用して、組織で使用しているHTTPサーバーの説明に従ってファイルを公開する必要があります。


ORACLE_INSTANCE/bifoundation/OracleBIPresentationServicesComponent/coreapplication_obipsn/analyticsRes





	
注意:

analyticsResディレクトリは、移入されるインスタンスごとにレプリケートされるため、カスタム・ファイルはインスタンスごとにレプリケートされる必要があります。







ファイルは、このディレクトリに直接格納するか、このディレクトリのサブディレクトリに格納できます。fmap構文を使用して参照するカスタム・ファイルの名前には、ASCII文字を使用することを強くお薦めします。




	
注意:

Oracle Business Intelligenceの前のリリース(11gより前のリリース)でローカルに格納されたカスタム・ファイルは、手動でリリース11gに移行する必要があります。







analyticsResディレクトリに格納されたカスタム・ファイルを参照するには、次のfmap構文を使用します。


fmap:location/file_name


説明:

	
location/は、(カスタム・ファイルがanalyticsResディレクトリのサブディレクトリにある場合の)カスタム・ファイルがあるサブディレクトリのパスです(例: Images/)。




	
注意:

analyticsResディレクトリにあるロゴ・イメージおよびグラフィックは、すべて同じフォルダ内に格納する必要があります。








	
file_nameはカスタム・ファイルの名前です(例: newlogo.gif)。




次に、fmapコマンドの例を示します。


fmap:mylogo.gif
fmap:Images/newlogo.gif


fmap構文を使用したオブジェクトを保存する場合には、「HTMLマークアップを含むコンテンツの保存」権限が必要になります。権限の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービスの権限の管理に関する項を参照してください。








「結果」タブ: 「ビュー・セレクタ」エディタ

「分析」エディタ: 「結果」タブのこのエディタを使用して、セレクタ・ビューを編集します。ユーザーは、セレクタ・ビューを使用して、分析の保存済のビューから特定のビューを選択できます。たとえば、ユーザーは分析のグラフ・ビューを選択して表示できます。

詳細は、ビュー・セレクタ・ビューの編集を参照してください。


コンポーネント


キャプション

このフィールドを使用して、ビュー・セレクタのキャプションを入力します。


キャプションの書式設定

このボタンを使用して「キャプションの書式設定」ダイアログを表示すると、キャプションを書式設定できます。


キャプションの位置

このボックスを使用して、キャプションの位置として「左」、「上」または「右」を選択します。


使用可能なビュー

ビュー・セレクタに選択肢として含めることができるビューが表示されます。ビューを選択して右向き矢印をクリックすると、そのビューが「含めるビュー」領域に移動します。




	
注意:

「なし」ビューでは、セレクタのみが表示されます。








含めるビュー

ビュー・セレクタに選択肢として含めるビューが表示されます。リストでのビューの順序を変更するには、ビューを選択して上向き矢印および下向き矢印を使用します。この領域からビューを削除するには、ビューを選択して左向き矢印をクリックします。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
すべてのビューに共通するボタン。詳細は、すべてのビューに共通するツールバー・ボタンを参照してください。


	
別の分析から書式設定をインポート - このボタンを使用して「開く」ダイアログを表示すると、列およびビューの書式設定のインポート元となる分析を選択できます。詳細は、保存済分析を使用した他の分析の外観の変更を参照してください。





完了

このボタンを使用して、編集内容を保存し、複合レイアウト・ビューに戻ります。


元に戻す

このボタンを使用して、編集前の有効な設定を復元します。








「ブリーフィング・ブックのコンテンツの保存」ダイアログ

このダイアログを使用して、ブリーフィング・ブックのコンテンツを追加します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ブリーフィング・ブックとは


	
新規または既存のブリーフィング・ブックへのコンテンツの追加





コンポーネント


コンテンツ・タイプ

この領域を使用して次のオプションのいずれかを選択します。

	
更新可能 - ブリーフィング・ブックがダウンロードされるたびに、またはエージェントの配信コンテンツとして指定された場合に、データがリフレッシュされます。


	
スナップショット - 現在の状態でコンテンツが追加されます。スナップショット・コンテンツでは元のデータが保持され、ブリーフィング・ブックの再実行時に更新されません。エージェントを使用する際に、スナップショット・コンテンツは更新されません。





ブリーフィング・ブックのナビゲーション・リンクの使用

このオプションは、更新可能コンテンツのみに適用されます。スナップショット・コンテンツには適用されません。

この領域を使用して次のオプションのいずれかを選択します。

	
いいえ - ブリーフィング・ブック・ナビゲーション・リンクを使用しないことを指定します。


	
はい - ブリーフィング・ブック・ナビゲーション・リンクを使用することを指定します。このオプションを選択した場合は、たどるリンクの数も指定する必要があります。


	
たどるリンクの数 - 「はい」オプションを選択した場合は、たどるブリーフィング・ブック・ナビゲーション・リンクの数を指定します。





説明

このフィールドを使用して、ブリーフィング・ブックに保存するコンテンツの説明を入力します。





場所

このフィールドを使用して、コンテンツの保存先となるブリーフィング・ブックを入力します。「参照」をクリックすると「名前を付けて保存」ダイアログが表示され、既存のブリーフィング・ブックを選択できる他、「名前」フィールドに新しい名前を入力してブリーフィング・ブックを作成できます。


関連トピック



ブリーフィング・ブックの編集

ブリーフィング・ブックのダウンロード

ダッシュボード・ページへのブリーフィング・ブックのリストの追加

エージェントを使用したブリーフィング・ブックの配信






「現在のカスタマイズの保存」ダイアログ

このダイアログを使用して、ダッシュボード・ページのカスタマイズを保存します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ダッシュボード・ページの保存済カスタマイズとは


	
カスタマイズの保存





コンポーネント


名前

このフィールドを使用して、保存するカスタマイズの名前を入力します。


保存対象

この領域を使用して、カスタマイズの保存対象者を指定します。次のコンポーネントが含まれます。

	
自分 - このオプションを使用して、個人使用の目的でカスタマイズを保存します。


	
その他 - このオプションを使用して、他のユーザーが使用できるようにカスタマイズを保存します。


	
権限の設定 - このボタンを使用して「保存されたカスタマイズ権限とデフォルト」ダイアログを表示すると、そのカスタマイズの使用権限があるアカウントを指定し、そのカスタマイズをそのアカウントのデフォルト・カスタマイズにするかどうかを指定できます。





これをこのページのマイ・デフォルトにします。

このオプションを使用して、この保存済カスタマイズを、このページがダッシュボードに表示される際のデフォルト・カスタマイズにするかどうかを指定します。








「保存されたカスタマイズ権限とデフォルト」ダイアログ

このダイアログを使用して、カスタマイズの使用権限を持つアカウントを指定し、そのカスタマイズをアカウントのデフォルト・カスタマイズにするかどうかを指定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
カスタマイズの保存


	
「現在のカスタマイズの保存」ダイアログ


	
「保存済カスタマイズの編集」ダイアログ





コンポーネント


権限

カスタマイズの使用権限を持つアカウント、およびそのカスタマイズがアカウントのデフォルト・カスタマイズかどうかが表示されます。

カスタマイズをアカウントのデフォルト・カスタマイズに指定するには、そのアカウントの「グループのデフォルト」ボックスをクリックします。


ユーザー/ロールの追加

このボタンを使用して「グループの追加」ダイアログを表示すると、保存されたカスタマイズの使用権限を付与するユーザー、アプリケーション・ロールおよびカタログ・グループを選択できます。


選択したユーザー/ロールの削除

このボタンを使用して、選択したアカウントを削除します。








「スケール・マーカー」ダイアログ

このダイアログを使用して、グラフのスケール・マーカーを定義します。

スケール・マーカーは、強調線、または影付きの背景領域で、グラフ内の主要なポイント、しきい値、範囲などを示します。スケール・マーカーには次の2種類があります。

	
線 - スケール上の指定された位置にグラフを横切って描画される線。


	
範囲 - グラフの背後に表示される、影付きの背景領域。




線または範囲のスケール・マーカーは、グラフのタイプに応じて1つ以上の軸に適用できます。




	
注意:

一部のタイプのグラフ(円グラフなど)では、スケール・マーカーは使用されません。







詳細は、「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「スケール」タブを参照してください。


コンポーネント


クリックして新規スケール・マーカーを追加

このボタンを使用して、「スケール・マーカー」領域に新規スケール・マーカー行を追加します。





クリックして選択されたスケール・マーカーを削除

このボタンを使用して、選択したスケール・マーカーを削除します。削除するスケール・マーカーを選択するには、スケール・マーカー行の最初のボックスを選択します。


スケール・マーカー

この表の次のコンポーネントを使用して、スケール・マーカーを定義します。

	
キャプション - この列を使用して、スケール・マーカーの凡例に表示するキャプションを入力します。


	
タイプ - このボックスを使用して、スケール・マーカーのタイプとして「線」または「範囲」を指定します。


	
幅(線の場合) - この列を使用して、線の幅(ピクセル数)を選択します。


	
低(範囲の場合) - この列を使用して、範囲の下限を入力するか、「スケール・マーカーのカスタマイズ」をクリックして値を設定します。


	
位置(線の場合) - この列を使用して、線の位置を入力するか、「スケール・マーカーのカスタマイズ」をクリックして値を設定します。


	
高(範囲の場合) - この列を使用して、範囲の上限を入力するか、「スケール・マーカーのカスタマイズ」をクリックして値を設定します。


	
スケール・マーカーのカスタマイズ - 「スケール・マーカーのカスタマイズ」ダイアログが表示され、線の位置または範囲の下限と上限を設定できます。値の設定には、静的値、プレゼンテーション変数、メジャー列またはSQL問合せを使用できます。


	
色 - この列を使用して、スケール・マーカーの色を選択します。









「スコアカードの範囲」ペイン

このペインを使用して、スコアカードを構成する目標(および目標を支援するKPI)が次のカテゴリの間で均等に分散されているかを示す、円グラフを表示します。

	
財務対財務以外


	
内部対外部


	
先行対遅行




これらの円グラフは、スコアカードのバランスを調べるのに役立ちます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
Oracle Scorecard and Strategy Managementとは


	
バランス・スコアカードとは


	
概要情報の表示




このペインは「スコアカード」エディタ: 「概要」タブの一部です。


コンポーネント


財務対財務以外の円グラフ

財務固有の目標の数、および財務以外に固有の目標の数が表示されます。均衡のとれたスコアカードを維持するには、財務および財務以外のパースペクティブを均等に実装する必要があります。


内部対外部の円グラフ

企業内部の処理に固有の目標の数、および外部の顧客関連の目標の数が表示されます。


先行対遅行の円グラフ

他の目標のパフォーマンスを後押しする目標の数(つまり、先行の数)、および他の目標のパフォーマンスや他のデータまたはプロセスの影響を受ける目標の数(つまり、遅行の数)が表示されます。








「スコアカードのコンテンツ・プロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、ダッシュボード・ページに追加したスコアカード・オブジェクトのフォーマット方法を指定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ダッシュボードへのコンテンツの追加


	
ダッシュボード・ページに追加されたオブジェクトのプロパティの変更





コンポーネント


幅

このフィールドを使用して、オブジェクトの幅を元のサイズに対する割合で入力します。


高さ

このフィールドを使用して、オブジェクトの高さをピクセル数で入力します。


スクロール・バーを非表示

このオプションは、スクロール・バーを非表示にするかどうかを指定する場合に使用します。


監視リストとしてレンダリング

このオプションは、オブジェクトを図ではなくウォッチリストとして(つまり、詳細をリストする表として)表示するかどうかを指定する場合に使用します。ウォッチリストの詳細は、ウォッチリストを参照してください。








「スコアカードのドキュメント」ペイン

このペインを使用して、企業戦略を提示および分析するスコアカード・オブジェクト(ビジョン記述書およびミッション記述書、戦略マップ、原因/結果マップなど)を作成します。

詳細は次の項を参照してください。

	
ビジョン・ステートメントの定義


	
ミッション・ステートメントの定義


	
戦略ツリーの作成


	
戦略マップの作成


	
原因/結果マップの作成


	
カスタム・ビューの作成


	
キー・パフォーマンス・インディケータ(KPI)とは


	
KPI監視リストとは


	
KPIからのエージェントの作成




このペインは「スコアカード」エディタの一部です。


コンポーネント


オブジェクト・リスト

企業戦略を提示および分析するオブジェクトのリストが表示されます。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
オブジェクト - 次のオプションが表示されます。

	
開く - このオプションを使用して、選択したオブジェクトを開きます。(付与されている権限およびオブジェクトのタイプによっては、オブジェクトが開かない場合や、オブジェクトが読取り専用で開く場合があります。)


	
切取り - このオプションを使用して、選択したフォルダまたはオブジェクトを別のフォルダに貼り付けるために削除します。


	
コピー - このオプションを使用して、選択したフォルダまたはオブジェクトを複製して別のフォルダに貼り付けます。


	
貼付け - このオプションを使用して、切取りまたはコピーしたフォルダやオブジェクトを別のフォルダに貼り付けます。


	
削除 - このオプションを使用して、選択したフォルダまたはオブジェクトを削除します。





	
ビュー - 「システム・オブジェクト」オプションが表示されます。このオプションを使用して、オブジェクト・リストにシステムのフォルダまたはオブジェクトを表示します。(システムのフォルダまたはオブジェクトとは、「プロパティ」ダイアログでシステム属性が設定されているフォルダまたはオブジェクトです。)


	
新規オブジェクト - 次のオプションが表示されます。

	
新規フォルダの作成 - このオプションを使用して、オブジェクトを整理するためのフォルダを作成します。フォルダの名前を変更するには、フォルダを右クリックして新しい名前を入力します。


	
原因と結果マップの作成 - このオプションを使用して「スコアカード」エディタ: 「原因と結果マップ」タブを表示すると、原因と結果マップを作成できます。


	
カスタム・ビューの作成 - このオプションを使用して「スコアカード」エディタ: 「カスタム・ビュー」タブを表示すると、カスタム・ビューを作成できます。


	
KPIの作成 - このオプションを使用して「KPI」エディタを表示すると、KPIを作成できます。


	
ミッションの作成 - このオプションを使用して「スコアカード」エディタ: 「ミッション」タブを表示すると、ミッション・ステートメントを定義できます。


	
戦略マップの作成 - このオプションを使用して「スコアカード」エディタ: 「戦略マップ」タブを表示すると、戦略マップを作成できます。


	
戦略ツリーの作成 - このオプションを使用して「スコアカード」エディタ: 「戦略ツリー」タブを表示すると、戦略ツリーを作成できます。


	
ビジョンの作成 - このオプションを使用して「スコアカード」エディタ: 「ビジョン」タブを表示すると、ビジョン・ステートメントを定義できます。


	
KPIウォッチリストの作成 - このオプションを使用して「スコアカード」エディタ: 「KPIウォッチリスト」タブを表示すると、KPIウォッチリストを作成できます。


	
エージェントの作成 - (このオプションは、KPIを選択した場合のみ使用できます。)このオプションを使用して「新規エージェントの作成」ダイアログを表示すると、KPIからエージェントを作成できます。





	
開く - このオプションを使用して、選択したオブジェクトを開きます。(付与されている権限およびオブジェクトのタイプによっては、オブジェクトが開かない場合や、オブジェクトが読取り専用で開く場合があります。)


	
削除 - このオプションを使用して、選択したフォルダまたはオブジェクトを削除します。


	
リフレッシュ - このボタンを使用して、オブジェクト・リストに表示されるオブジェクトをリフレッシュします。











「スコアカード」エディタ

このエディタを使用して、組織全体または個々の部門のスコアカードを作成します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
Oracle Scorecard and Strategy Managementとは


	
バランス・スコアカードとは


	
スコアカード・オブジェクトとは


	
スコアカードの作成方法





コンポーネント


視点

イニシアティブおよび目標の進行状況とパフォーマンスを測定するために、スコアカードで使用されるKPIのディメンションが表示されます。この領域を使用して、ディメンションの値を固定します。詳細は、視点領域についてを参照してください。


戦略

「戦略」ペインを使用して、KPIによる評価やイニシアティブによる後押しの対象となる企業体(例: 部門)の戦略構造(戦略ツリーとも呼ぶ)を形成する目標を作成、整理および利用します。


イニシアティブ

「イニシアティブ」ペインを使用して、イニシアティブを作成、整理および利用します。これらは目標の達成に必要なタスクです。KPIを割り当てることで、イニシアティブの進行状況を監視できます。


スコアカードのドキュメント

「スコアカードのドキュメント」ペインを使用して、戦略の力学および構造の異なる描写(例: 原因/結果マップおよび戦略マップ)を提供する、図およびビューを作成します。

また、このペインを使用して、スコアカード・データを表示するカスタム・マップを作成し、組織や部門などの、スコアカードの対象となる企業体の包括的目標を明確に示すミッション記述書およびビジョン記述書を定義できます。


カタログ

「スコアカード」の「カタログ」ペインを使用して、オブジェクトを検索し、カタログからドラッグ・アンド・ドロップしてスコアカードを作成します。たとえば、事前定義済のKPIを選択して、そのKPIによって進行状況を測定する目標またはイニシアティブにドラッグします。


パースペクティブ

「パースペクティブ」ペインを使用して、バランス・スコアカード方式で定義されるデフォルト・パースペクティブの変更、カスタム・パースペクティブの作成、およびパースペクティブの削除を行います。


「タブ」領域

表示、作成または変更するために選択したオブジェクト(例: イニシアティブ、戦略目標および戦略マップ)のタブが表示されます。次のタブが含まれます。

	
「スコアカード」エディタ: 「概要」タブ


	
「スコアカード」エディタ: ブレークダウンタブ


	
「スコアカード」エディタ: 「パースペクティブ」タブ


	
「スコアカード」エディタ: 「ビジョン」タブ


	
「スコアカード」エディタ: 「ミッション」タブ


	
「スコアカード」エディタ: 目標の詳細タブ


	
「スコアカード」エディタ: イニシアティブの詳細タブ


	
「スコアカード」エディタ: 「戦略マップ」タブ


	
「スコアカード」エディタ: 「戦略ツリー」タブ


	
「スコアカード」エディタ: 「カスタム・ビュー」タブ


	
「スコアカード」エディタ: 「原因/結果マップ」タブ


	
「スコアカード」エディタ: 「KPI監視リスト」タブ


	
「スコアカード」エディタ: KPIの詳細タブ


	
「スコアカード」エディタ: スマート・ウォッチリスト・タブ





ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
戻る - このボタンを使用して視点履歴を後戻りし、前の視点を選択します。「(デフォルト値)」オプションは、開始時の視点に戻ります。


	
前へ - このボタンを使用して視点履歴を先に進み、前の視点を選択します。


	
KPI値のリフレッシュ - このボタンを使用してページを更新し、変更を反映します。


	
スコアカードの設定 - このボタンを使用して「設定」ダイアログを表示すると、スコアカード・オブジェクトのスコアリングに使用するスコアしきい値およびアセスメント範囲を定義し、ディメンション関連の設定を編集し、ウォッチリストのスタイルをカスタマイズできます。


	
スコアカードでの権限の変更 - このボタンを使用して「権限」ダイアログを表示すると、スコアカードの権限を変更できます。


	
編集モードの切替え - このボタンを使用して、次の2つのモードを切り替えます。

	
「編集」モード - すべてのスコアカード・オブジェクトおよびビューの作成、編集および削除が可能になります。


	
ビューモード: スコアカードを完全にナビゲートできますが、新規データの追加、および既存データの変更と削除は行えません。





	
タブを閉じる - このオプションを使用して、現在のタブを閉じます。











「スコアカード」エディタ: ブレークダウンタブ

「スコアカード」エディタのこのタブを使用して、イニシアティブまたは目標のパフォーマンスを評価するために使用するオブジェクトを表示し、管理します。

このタブは、次のペインの「子」コンポーネントと「子孫」コンポーネントから動的に生成されます(「編集」モードまたは「表示」モード)。

	
「スコアカード」エディタ: 「概要」タブの「概要」ペイン


	
「スコアカード」エディタ: イニシアティブの詳細タブまたは「スコアカード」エディタ: 目標の詳細タブの「分析」ペイン




このタブは保存できません。

このタブを使用すると、子孫または子、オブジェクト・タイプおよびステータスを基準にしてリストのオブジェクトをフィルタ処理できます。たとえば、ある目標について、ステータスがOKの子KPIのみを表示できます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
概要情報の表示


	
目標とは


	
イニシアティブとは





コンポーネント


表示

このコンポーネントを使用して、ブレークダウン表に、目標またはイニシアティブの子孫または子を表示するかどうかを指定します。


タイプ

このコンポーネントを使用して、ブレークダウン表に表示されるオブジェクトを、次に示すようにタイプ別にフィルタ処理します。

	
目標についてのブレークダウンタブの場合は、「目標」と「KPI」の一方を選択することも、「目標」と「KPI」の両方を選択することもできます。


	
イニシアティブについてのブレークダウンタブの場合は、「イニシアティブ」と「KPI」のどちらかを選択することも、「イニシアティブ」と「KPI」の両方を選択することもできます。





ステータス

このコンポーネントを使用して、ブレークダウン表に表示されるオブジェクトを、スコアカードに定義されているステータス別にフィルタ処理します。たとえば、「OK」、「警告」および「クリティカル」というステータスが定義されている場合は、ステータスが「OK」のオブジェクトのみを表示することも、ステータスが「警告」のオブジェクトのみを表示することも、ステータスが「クリティカル」のオブジェクトのみを表示することもできます。また、これらのステータスを任意に組み合せて表示することもできます。


ブレークダウン

次がリストされます:

	
イニシアティブの場合は、そのイニシアティブのパフォーマンスを評価するために使用するKPIと、子または子孫のイニシアティブ。


	
目標の場合は、その目標のパフォーマンスを評価するために使用するKPIと、子または子孫である目標。




このウォッチリストを使用して、これらのイニシアティブ、目標、KPIの表示および管理を行います。詳細は、ウォッチリストを参照してください。








「スコアカード」エディタ: 「原因/結果マップ」タブ

「スコアカード」エディタのこのタブを使用して、原因/結果マップの作成、表示および編集を行います。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
原因/結果マップとは


	
原因/結果マップの作成





コンポーネント


図

「原因/結果マップ」タブ: 「図」タブを使用して、目標およびKPI間の原因と結果関係を示す図を作成します。


詳細

「原因/結果マップ」タブ: 「詳細」タブを使用して、原因/結果マップの情報を指定します。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
保存 - このボタンを使用して原因/結果マップを保存します。


	
名前を付けて保存 - このボタンを使用して「名前を付けて保存」ダイアログを表示すると、原因と結果マップを別の名前で保存できます。


	
所有者への連絡 - このボタンを使用して「所有者への連絡」ダイアログを表示すると、原因と結果マップのビジネス所有者に連絡できます。


	
ズーム・イン - このボタンを使用して図の表示を拡大します。


	
ズーム・アウト - このボタンを使用して図の表示を最小化します。


	
原因と結果マップ・プリファレンス - このボタンを使用して「原因と結果マップ・プリファレンス」ダイアログを表示すると、原因と結果マップでの原因と結果関係の表示方法を指定できます。











「スコアカード」エディタ: 「カスタム・ビュー」タブ

「スコアカード」エディタのこのタブを使用して、カスタム・ビューの作成、表示および編集を行います。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
カスタム・ビューとは


	
カスタム・ビューの作成





コンポーネント


図

「カスタム・ビュー」タブ: 「図」タブを使用して、ビジネス・データのパーソナライズされたビューを表示する図を作成します。


詳細

「カスタム・ビュー」タブ: 「詳細」タブを使用して、カスタム・ビューの情報を指定します。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
保存 - このボタンを使用してカスタム・ビューを保存します。


	
名前を付けて保存 - このボタンを使用して「名前を付けて保存」ダイアログを表示し、カスタム・ビューを別の名前で保存します。


	
所有者への連絡 - このボタンを使用して「所有者への連絡」ダイアログを表示すると、カスタム・ビューのビジネス所有者に連絡できます。


	
ズーム・イン - このボタンを使用して図の表示を拡大します。


	
ズーム・アウト - このボタンを使用して図の表示を最小化します。


	
プロパティ - このボタンを使用して「カスタム・ビューのプロパティ」ダイアログを表示し、図の背景イメージ、背景色または両方を指定します。


	
表示形式 - 「全体」、「簡易」および「プロパティ」の各ボタンを使用して、図の中の各目標またはKPIの表示方法を指定します。それぞれの目標またはKPIを図で選択し、次のようにします。

	
全体バージョンを表示する場合は「全体」をクリックします。


	
簡易バージョンを表示する場合は「簡易」をクリックします。


	
プロパティの1つとして表示する場合は「プロパティ」をクリックして、次のオプションのいずれかを選択します。

	
名前 - フルネーム。


	
アイコン - 目標またはKPIを表すためのアイコン。


	
ステータス - 現在のパフォーマンスのステータスまたはレベル(例 - 警告)。


	
トレンド - 前の比較期間以降のパフォーマンスの状態を示すアイコン。向上/低下、適正/不正、変化なしなど。このノードに対してトレンドが有効化されている場合のみ選択してください。


	
値 - 現在の値。


	
ターゲット - 目標値。


	
差分 - 実際の値と目標値の差を示す値。


	
差分率(%) - 実際の値と目標値の差を示すパーセント。


	
変化 - 前の期間との実際の値の差を示す値。


	
変化率(%) - 前の期間との実際の値の差を示すパーセント。

















「スコアカード」エディタ: イニシアティブの詳細タブ

「スコアカード」エディタのこのタブを使用して、イニシアティブの作成、表示および編集を行います。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
イニシアティブとは


	
イニシアティブの作成





コンポーネント


名前

このボックスを使用して、イニシアティブの新しい名前を入力します。


説明

このボックスを使用して、イニシアティブの説明を入力します。


ステータス

イニシアティブの現在のパフォーマンス・ステータス(例: 「警告」)が表示されます。


タイプ

オブジェクトのタイプ(「イニシアティブ」)が表示されます。


分析

この「分析」ペインを使用して、イニシアティブに関する基本情報の指定、イニシアティブのパフォーマンスを支援および測定するKPIとその他の目標の識別、およびアクション・リンクの追加を行います。


コラボレーション

「コラボレーション」ペインを使用して、イニシアティブでのコラボレーションに役立つ情報(ビジネス所有者、キー・リソースおよび関連ドキュメントなど)を識別します。


関連アイテム

「関連アイテム」ペインを使用して、イニシアティブを後押しする目標を識別します。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
保存 - このボタンを使用してイニシアティブを保存します。


	
所有者への連絡 - このボタンを使用して「所有者への連絡」ダイアログを表示するとイニシアティブのビジネス所有者に連絡できます。











「スコアカード」エディタ: KPIの詳細タブ

「スコアカード」エディタのこのタブを使用して、基本的なKPI設定の表示、ディメンションの固定、KPIでのコラボレーションに役立つ情報の指定、および関連アイテムの識別など、KPIの詳細を操作します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
KPI詳細の使用


	
KPIとは





コンポーネント


名前

このボックスを使用して、今回使用するKPIの新しい名前を入力します。


説明

このボックスを使用して、今回使用するKPIの説明を入力します。


ステータス

このKPIの現在のパフォーマンス・ステータス(例: 「警告」)が表示されます。


トレンド

選択したKPIのパフォーマンスが最後のレポート期間または指定した日付からどのように変化したかを示す情報が表示されます。


タイプ

オブジェクトのタイプ(「KPI」)が表示されます。


分析

「分析」ペインを使用して、基本的なKPI設定および実際の値とターゲット値を表すグラフの表示、ディメンションの固定、およびアクションの実行を行います。


コラボレーション

「コラボレーション」ペインを使用して、KPIでのコラボレーションに役立つ情報(ビジネス所有者、キー・リソースおよび関連ドキュメントなど)を識別します。


関連アイテム

「関連アイテム」ペインを使用して、KPIを後押しする目標またはKPIによって後押しされる目標を識別します。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
保存 - このボタンを使用してKPIの詳細を保存します。


	
KPI定義を開く - このボタンを使用して「KPI」エディタでKPIを開くと、KPIを編集できます。


	
所有者への連絡 - このボタンを使用して「所有者への連絡」ダイアログを表示すると、KPIのビジネス所有者に連絡できます。











「スコアカード」エディタ: 「ミッション」タブ

「スコアカード」エディタのこのタブを使用して、組織のミッション記述書またはビジョン記述書の定義、表示および編集を行います。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ビジョン・ステートメントとは


	
ミッション・ステートメントの定義


	
ビジョン・ステートメントとは


	
ビジョン・ステートメントの定義




このタブは次のように表示される場合もあります。



「スコアカード」エディタ: 「ビジョン」タブ

コンポーネント


ドキュメント

「ミッション」タブ: 「ドキュメント」タブまたは「ビジョン」タブ: 「ドキュメント」タブを使用して、ミッション記述書またはビジョン記述書の入力および書式設定を行います。


詳細

「ミッション」タブ: 「詳細」タブまたは「ビジョン」タブ: 「詳細」タブを使用して、ミッション記述書またはビジョン記述書に関する情報を指定します。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
保存 - このボタンを使用してミッション記述書またはビジョン記述書を保存します。


	
名前を付けて保存 - このボタンを使用して「名前を付けて保存」ダイアログを表示すると、ミッション・ステートメントまたはビジョン・ステートメントを別の名前で保存できます。


	
所有者への連絡 - このボタンを使用して「所有者への連絡」ダイアログを表示すると、ミッション・ステートメントまたはビジョン・ステートメントのビジネス所有者に連絡できます。











「スコアカード」エディタ: 目標の詳細タブ

「スコアカード」エディタのこのタブを使用して、目標の作成、表示および編集を行います。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
目標とは


	
目標の作成





コンポーネント


名前

このボックスを使用して、目標の新しい名前を入力します。


説明

このボックスを使用して、目標の説明を入力します。


ステータス

目標の現在のパフォーマンス・ステータス(例: 「警告」)が表示されます。


タイプ

オブジェクトのタイプ(「目標」)が表示されます。


分析

この「分析」ペインを使用して、目標に関する基本情報の指定、目標のパフォーマンスを支援および測定するKPIとその他の目標の識別、およびアクション・リンクの追加を行います。


コラボレーション

「コラボレーション」ペインを使用して、目標でのコラボレーションに役立つ情報(ビジネス所有者および関連ドキュメントなど)を識別します。


関連アイテム

「関連アイテム」ペインを使用して、目標の原因または結果となる他の目標、および目標を後押しするイニシアティブを識別します。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
保存 - このボタンを使用して目標を保存します。


	
所有者への連絡 - このボタンを使用して「所有者への連絡」ダイアログを表示すると目標のビジネス所有者に連絡できます。











「スコアカード」エディタ: 「概要」タブ

「スコアカード」エディタのこのタブを使用して、次のことを行います。

	
イニシアティブ、目標またはKPIの要約情報を表示します。

表示される要約情報は、「イニシアティブ」ペインまたは「戦略」ペインで最後に選択したオブジェクトによって異なります。

詳細は次のとおりです。

	
イニシアティブまたは目標を選択した場合は、イニシアティブまたは目標の基本設定(ステータス、ビジネス所有者など)、およびステータスの要約(各パフォーマンス・アセスメント範囲で進行状況を評価する、KPIとイニシアティブ、またはKPIと目標の数)が表示されます。

子または子孫である目標、イニシアティブまたはKPIが特定のステータス値に対して1つでも存在する場合、そのステータス名は子または子孫である目標、イニシアティブおよびKPIを示す「スコアカード」エディタ: ブレークダウンタブを表示するハイパーリンクになります。


	
KPIを選択した場合は、KPIの基本設定(ステータス、ビジネス所有者など)、およびパフォーマンスのデータとグラフが表示されます。





	
スコアカードの開始方法にリンクします。


	
スコアカードを構成する目標の分散状況を示す円グラフを表示します。




詳細は、概要情報の表示を参照してください。


コンポーネント


概要

「概要」ペインを使用して、選択したイニシアティブ、目標またはKPIの要約情報を表示します。


はじめに

「はじめに」ペインを使用して、スコアカードを使用した企業パフォーマンスの後押しや評価の方法、Oracle Business Intelligenceの用語集へのリンク方法、およびスコアカードの作成方法へのリンク方法を学習します。


スコアカードの範囲

「スコアカードの範囲」ペインを使用して、スコアカードを構成する目標(および目標を支援するKPI)が次のカテゴリの間で均等に分散されているかを示す、円グラフを表示します。

	
財務対財務以外


	
内部対外部


	
先行対遅行











「スコアカード」エディタ: 「パースペクティブ」タブ

「スコアカード」エディタのこのタブを使用して、パースペクティブの作成、表示および編集を行います。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
パースペクティブとは


	
カスタム・パースペクティブの作成





コンポーネント


パースペクティブ名

このフィールドを使用して、パースペクティブの名前を入力します。


説明

このフィールドを使用して、パースペクティブの説明を入力します。


ビジネス所有者

パースペクティブの管理担当者のユーザーIDが表示されます。ビジネス所有者を指定するには、「ユーザーの設定」ボタンをクリックして、ビジネス所有者の検索および選択を行える「ビジネス所有者」ダイアログを表示します。


フォーカス

パースペクティブのフォーカスを示すための次のオプションが表示されます。

	
財務 - このオプションを使用して、企業の財務または経済状況に関連する、または企業の経済発展を支援するための目標、イニシアティブおよびKPIにフォーカスするパースペクティブを指定します。


	
内部的 - このオプションを使用して、内部の処理や機能(従業員トレーニング・プログラムなど)を形成する目標、イニシアティブおよびKPIにフォーカスするパースペクティブを指定します。





目標、イニシアティブ、KPI

このパースペクティブに関連付けられているイニシアティブ、目標およびKPIをリストします。

このウォッチリストを使用して、これらのイニシアティブ、目標、KPIの表示および管理を行います。詳細は、ウォッチリストを参照してください。


関連ドキュメント

「関連ドキュメント」領域を使用して、パースペクティブの情報を提供するドキュメントを表示および管理します。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
保存 - このボタンを使用してパースペクティブを保存します。


	
所有者への連絡 - このボタンを使用して「所有者への連絡」ダイアログを表示すると、パースペクティブのビジネス所有者に連絡できます。











「スコアカード」エディタ: スマート・ウォッチリスト・タブ

「スコアカード」エディタのこのタブを使用して、スマート・ウォッチリストの作成、表示および編集を行います。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
スマート・ウォッチリストとは


	
スマート・ウォッチリストの作成





コンポーネント


「フィルタ」ペイン

「スマート・ウォッチリスト・プロパティ」ダイアログの「フィルタ基準表示」コンポーネントの設定に応じて、このペインはコントロール・パネルまたはテキスト・サマリーとして表示されるか、あるいは非表示になります。表示方法が次の場合:

	
コントロール・パネル。次のタブが表示され、スマート・ウォッチリストのフィルタに使用する基準を指定します。

	
「フィルタ」ペイン: 「関係」タブ - スコアカード・オブジェクトの関係を基準にしてスマート・ウォッチリストをフィルタ処理します。


	
「フィルタ」ペイン: 「タイプ」タブ - スコアカード・オブジェクトのタイプを基準にしてスマート・ウォッチリストをフィルタ処理します。


	
「フィルタ」ペイン: 「パースペクティブ」タブ - スコアカード・オブジェクトが関連付けられているパースペクティブを基準にしてスマート・ウォッチリストをフィルタ処理します。


	
「フィルタ」ペイン: 「パフォーマンス」タブ — スコアカード・オブジェクトのパフォーマンス基準(ステータス、スコアまたはランキング)に基づいてスマート・ウォッチリストをフィルタ処理し、スマート・ウォッチリストのnullステータスのKPI、目標およびイニシアティブを含めます。


	
「フィルタ」ペイン: 「所有権」タブ - スコアカード・オブジェクトが関連付けられているビジネス所有者を基準にしてスマート・ウォッチリストをフィルタ処理します。




「フィルタ」ペインで行う選択は、すぐにスマート・ウォッチリストで反映されますが、テキスト・ボックスのエントリは例外です。テキスト・ボックスの場合、エントリが有効になるにはテキスト・ボックスからフォーカスを移動する必要があります。


	
テキスト・サマリー。現在のフィルタ基準について読取り専用のサマリーが表示されます。





スマート・ウォッチリスト

「フィルタ」ペインで指定した基準を満たすイニシアティブ、目標およびKPIをスコアカードからリストします。

このウォッチリストを使用して、これらのイニシアティブ、目標、KPIの表示および管理を行います。詳細は、ウォッチリストを参照してください。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
保存 - このボタンを使用してスマート・ウォッチリストを保存します。


	
名前を付けて保存 - このボタンを使用して「名前を付けて保存」ダイアログを表示すると、スマート・ウォッチリストを別の名前で保存できます。


	
プロパティ - このボタンを使用して、「スマート・ウォッチリスト・プロパティ」ダイアログを表示すると、「フィルタ」ペインの表示方法や、スマート・ウォッチリストにおける階層オブジェクトのインデント量を指定できます。








「フィルタ」ペイン: 「関係」タブ

「スコアカード」エディタ: スマート・ウォッチリスト・タブのこのタブを使用して、スコアカード・オブジェクトの関係を基準にしてスマート・ウォッチリストをフィルタ処理します。たとえば、顧客満足度の改善という目標とその子のみを含めるようにできます。


コンポーネント


次で始まる

この領域を使用して、スマート・ウォッチリストで開始するノード(つまり、「戦略」ペインまたは「イニシアティブ」ペインでのイニシアティブ、目標またはKPIの表示)を指定します。これを行うには、「参照」をクリックして「開始ノードの選択」ダイアログを表示し、開始する1つ以上のノードを選択します。




	
注意:

別の方法として、「参照」ボタンをクリックし、オブジェクトを「戦略」ペインおよび「イニシアティブ」ペインからドラッグし、「フィルタ」ペインにドロップすることで、目標、イニシアティブまたはKPIを追加することもできます。








含める

この領域では次を指定します:

	
他のフィルタ基準をすべて満たす場合に、スマート・ウォッチリストに開始ノード自体を含めるかどうか。これを行うには、「自己」オプションを選択します。




	
開始ノードごとに、子孫と子を含めるか、子孫と子を含めないか。これを行うには、次のいずれかのオプションを選択します。

	
すべての子孫 - すべての子孫を含めます。


	
子 - 子のみを含めます。


	
なし - 子孫と子を除外します。このオプションを選択する場合は、「自己」オプションも選択する必要があります。













「フィルタ」ペイン: 「タイプ」タブ

「スコアカード」エディタ: スマート・ウォッチリスト・タブのこのタブを使用して、スコアカード・オブジェクトのタイプを基準にしてスマート・ウォッチリストをフィルタ処理します。たとえば、目標とKPIのみを含めるようにできます。


コンポーネント


タイプ

この領域を使用して、スマート・ウォッチリストに含めるスコアカード・オブジェクトのタイプを選択します。これを行うには、「目標」、「イニシアティブ」、「KPI」、またはこの3つの任意の組合せを選択します。

含めることができるのは、スコアカードで目標とイニシアティブに関連付けられているKPIのみです。スコアカードで目標とイニシアティブに関連付けられていないカタログからのKPIは、含めることができません。







「フィルタ」ペイン: 「パースペクティブ」タブ

「スコアカード」エディタ: スマート・ウォッチリスト・タブのこのタブを使用して、オブジェクトが関連付けられているパースペクティブを基準にしてスマート・ウォッチリストをフィルタ処理します。たとえば、「財務」パースペクティブに関連付けられているオブジェクトのみを含めるような場合があります。


コンポーネント


パースペクティブ

この領域を使用して、スマート・ウォッチリストに含めるパースペクティブの関連付けを指定します。これを行うには、次のいずれかのオプションを選択します。

	
すべて - すべてのパースペクティブの関連付けを含めます。


	
特定 - 特定のパースペクティブの関連付けのみを含めます。このオプションを選択する場合は、このオプションの右にあるリストから1つ以上のパースペクティブを選択してください。










「フィルタ」ペイン: 「パフォーマンス」タブ

「スコアカード」エディタ: 「スマート・ウォッチリスト」タブのこのタブを使用して、次を実行します。

	
スコアカード・オブジェクトのパフォーマンス基準(ステータス、スコアまたはランキング)に基づいてスマート・ウォッチリストをフィルタ処理します。たとえば、「警告」ステータスのスコアカード・オブジェクトをすべて含めたり、パフォーマンスの高い上位10のKPIを表示したりできます。


	
スマート・ウォッチリストのnullステータスのKPI、目標およびイニシアティブを含めます。nullステータスのKPI、目標およびイニシアティブを含めるには、「ステータスなしを含める」を選択します。





コンポーネント


選択

この領域を使用して、「基準」の条件を満たすオブジェクトについて、「すべて」、「上位n」、または「下位n」のいずれを含めるかを指定します。「上位」、または「下位」を選択する場合は、右にあるテキスト・ボックスにオブジェクトの数を入力します。


基準

この領域を使用して、すべて、上位n個、下位n個のオブジェクトを含める基準となる条件を指定します。これを行うには、次のいずれかのオプションを選択します。

	
最良パフォーマンス(差分率) - 最良パフォーマンスのランキングに基づいて、すべて、上位n個、下位n個のオブジェクトを含めることを指定します。

このオプションを指定すると「差分率(%)」値に基づいて行が降順ソートされるため、オブジェクトはインデント表示されなくなります。


	
最悪パフォーマンス(差分率) - 最悪パフォーマンスのランキングに基づいて、すべて、上位n個、下位n個のオブジェクトを含めることを指定します。

このオプションを指定すると「差分率(%)」値に基づいて行が昇順ソートされるため、オブジェクトはインデント表示されなくなります。


	
最大改良(変化率) - 最大改良率のランキングに基づいて、すべて、上位n個、下位n個のオブジェクトを含めることを指定します。

このオプションを指定すると「変化率(%)」値に基づいて行が降順ソートされるため、オブジェクトはインデント表示されなくなります。


	
最大減退(変化率) - 最大減退率のランキングに基づいて、すべて、上位n個、下位n個のオブジェクトを含めることを指定します。

このオプションを指定すると「変化率(%)」値に基づいて行が昇順ソートされるため、オブジェクトはインデント表示されなくなります。


	
スコア - スコアに基づいて、すべて、上位n個、下位n個のオブジェクトを含めることを指定します。このボックスを選択する場合は、使用するスコアの範囲を指定します。

このオプションで、「すべて」を指定し、「上位n」または「下位n」を指定しなかった場合には、列ソートが有効でないかぎり、オブジェクトがインデント付きの階層順で表示されます。


	
ステータス - ステータスに基づいて、すべて、上位n個、下位n個のオブジェクトを含めることを指定します。このオプションを選択する場合は、1つ以上のステータス・ボックスを選択してステータスを指定します。

このオプションで、「すべて」を指定し、「上位n」または「下位n」を指定しなかった場合には、列ソートが有効でないかぎり、オブジェクトがインデント付きの階層順で表示されます。

ステータス・ボックスを選択しない場合、ステータスを持たない(特定のKPIおよびディメンションの有効な値のデータが欠落しているなどの理由で)行が表示されます。










「フィルタ」ペイン: 「所有権」タブ

「スコアカード」エディタ: スマート・ウォッチリスト・タブのこのタブを使用して、スコアカード・オブジェクトが割り当てられているビジネス所有者を基準にしてスマート・ウォッチリストをフィルタ処理します。


コンポーネント


ビジネス所有者

この領域を使用して、ビジネス所有者を指定します。そのためには、「ビジネス所有者の追加または削除」ボタンをクリックして「ユーザーの選択」ダイアログを表示し、ビジネス所有者を選択します。










「スコアカード」エディタ: 「戦略マップ」タブ

「スコアカード」エディタのこのタブを使用して、戦略マップの作成、表示および編集を行います。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
戦略マップとは


	
戦略マップの作成





コンポーネント


図

「戦略マップ」タブ: 「図」タブを使用して、スコアカード用に定義されている目標およびその進行状況を測定するKPIがパースペクティブごとにどのように配置されるかを示す図を作成します。


詳細

「戦略マップ」タブ: 「詳細」タブを使用して、戦略マップの情報を指定します。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
保存 - このボタンを使用して戦略マップを保存します。


	
名前を付けて保存 - このボタンを使用して「名前を付けて保存」ダイアログを表示すると、戦略マップを別の名前で保存できます。


	
所有者への連絡 - このボタンを使用して「所有者への連絡」ダイアログを表示すると、戦略マップのビジネス所有者に連絡できます。


	
ズーム・イン - このボタンを使用して図の表示を拡大します。


	
ズーム・アウト - このボタンを使用して図の表示を最小化します。


	
2つの目標間の因果関係の描画 - このボタンを使用して、2つの目標、2つのKPI、もしくは目標とKPIの間の原因と結果の関係を追加します。

手順は次のとおりです。このボタンをクリックした後、まず原因となる目標またはKPI(つまり、第2の目標またはKPIを駆動する目標またはKPI)を選択します。次に、結果となる目標またはKPI(つまり、第1の目標またはKPIによって駆動される目標またはKPI)へドラッグして選択します。もう一度ボタンをクリックして機能をオフにします。2つの目標、2つのKPI、または目標とKPIをつなぐ線が図に描画されます。2つの目標、2つのKPI、または目標とKPIが「スコアカード」エディタ: 目標の詳細タブの「原因」表と「結果」表に適宜追加されます。











「スコアカード」エディタ: 「戦略ツリー」タブ

「スコアカード」エディタのこのタブを使用して、戦略ツリーの作成、表示および編集を行います。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
戦略ツリーとは


	
戦略ツリーの作成





コンポーネント


図

「戦略ツリー」タブ: 「図」タブを使用して、目標とそれをサポートする子目標、およびKPIの階層をツリー図またはホイール図に表示します。


詳細

「戦略ツリー」タブ: 「詳細」タブを使用して、戦略ツリーの情報を指定します。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
保存 - このボタンを使用して戦略ツリーを保存します。


	
名前を付けて保存 - このボタンを使用して「名前を付けて保存」ダイアログを表示し、戦略ツリーを別の名前で保存します。


	
所有者への連絡 - このボタンを使用して「所有者への連絡」ダイアログを表示すると、戦略ツリーのビジネス所有者に連絡できます。


	
ズーム・イン - このボタンを使用して図の表示を拡大します。


	
ズーム・アウト - このボタンを使用して図の表示を最小化します。


	
プロパティ - このボタンを使用して、「戦略ツリー・ビューのプロパティ」ダイアログを表示します。このダイアログで、戦略ツリーの図の外観を制御するプロパティを設定します。


	
ホイール図タイプ - このボタンを使用して、戦略ツリーをホイール図に表示します(戦略貢献ホイールと呼ばれます)。


	
ツリー図タイプ - このボタンを使用して、戦略ツリーをツリー図に表示します。











「検索」ペイン

このペインを使用して、名前、ディレクトリの場所、およびタイプ(エージェントとスコアカードなど)を基準にオブジェクトを検索できます。このペインにより、必要なオブジェクトをすばやく見つけることができます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
Oracle BIプレゼンテーション・カタログとは


	
カタログの使用者


	
カタログ内のオブジェクトの検索




このペインはカタログ・ページの一部です。


コンポーネント


検索

このフィールドを使用して、検索するオブジェクトまたはフォルダの名前(一部または全部)を入力します。検索文字列にアスタリスク(*)を入力してワイルドカード検索を実行できます。この場合、アスタリスク(*)は0個以上の英数字を検索値に指定したのと同じ意味になります。

「検索」ペイン、およびOracle BI EEのグローバル・ヘッダーにある「検索」フィールドでは、テキストを入力するときに「glob照合」を使用できます。「glob照合」とは、オブジェクト名内のパターンを検索して照合できる構文のことです。表D-6に、基本検索の実行中にglob構文で使用できる文字列を示します。


表D-6 検索基準で使用するglob構文

	入力した検索文字列	結果
	
a

	
「a」を検索すると、文字列内の任意の場所に「a」を含むすべての文字列と一致します。


	
^a

	
「^a」を検索すると、「a」で始まるすべての文字列のみと一致します。


	
a$

	
「a$」を検索すると、「a」で終わるすべての文字列のみと一致します。


	
a\*

	
文字列にアスタリスク(*)が続く文字(例: "a*")が含まれていることを明示して検索します。


	
?

	
任意の1文字を検索します。たとえば、「b?t」はbat、bit、but、betなどと一致します。


	
[]または{}

	
検索では認識されません。








globの特殊文字('^$*?')のいずれかと照合するには、その文字の前にバックスラッシュを加える必要があります。バックスラッシュは、globの特殊文字をエスケープします。たとえば、文字列"cost*units"を照合するには、"cost\*units"という検索文字列を入力します。

文字の完全一致を検索するには、検索文字列の両端に適切な文字を含めます。"a"というファイルを検索する場合は、検索文字列に"^a$"と入力します。このようにしないと、ファイル名または説明に文字"a"が含まれるすべてのファイルのリストを取得することになります。


場所

このリストを使用して、オブジェクトの検索場所となるフォルダを選択します。

	
マイ・フォルダ - 自分で作成したフォルダまたは個人用に自動生成されたフォルダを検索します。


	
共有フォルダ - アクセス可能なすべてのフォルダを検索します。




管理者は、カタログ・ルート・ディレクトリですべてのユーザーおよびオブジェクト・フォルダを検索できます。


タイプ

このリストを使用して、特定の種類のオブジェクトのみを検索します。たとえば、レポート、ダッシュボード、KPIなどです。








「セクション条件」ダイアログ

このダイアログを使用して、ダッシュボードのセクションを表示するかどうかを決定する条件を指定します。

セクションを条件付きで表示するのは、たとえば、先週の売上が15パーセント以上減少したという分析結果を受けて、関連するレポートへのリンクを含むセクションを表示するような場合です。

このダイアログは、「ダッシュボード・ビルダー」の「ページ・レイアウト」領域から表示されます。

詳細は、ダッシュボード・ページに追加されたオブジェクトのプロパティの変更を参照してください。


コンポーネント


条件

セクションの表示条件が表示されます。


新規条件

このボタンを使用して「新規条件」ダイアログを表示すると、条件を作成できます。


条件の選択

このボタンを使用して「条件の選択」ダイアログを表示すると、既存の条件を選択できます。


詳細(>>)

次のオプションが表示されます。

	
条件のテスト - このボタンを使用して、条件がtrueかfalseのどちらに判断されるかをテストします。


	
条件の編集 - このボタンを使用して「条件の編集」ダイアログを表示すると、条件を編集できます。


	
条件の削除 - このボタンを使用して条件を削除できます。


	
条件に名前を付けて保存 - このボタンを使用して「名前を付けて保存」ダイアログを表示すると、条件に名前を付けてカタログに保存できます。











「セクションのプロパティ」ダイアログ

「レイアウト」ペインを介してこのダイアログを使用して、ビュー内のデータ・セクションのプロパティを指定します。

詳細は、ビュー本体およびドロップ・ターゲットのプロパティの設定を参照してください。


コンポーネント


列見出しの表示

(ピボット表および表について使用可能)セクションの列見出しの表示方法を指定するためのオプションが表示されます: 「なし」、「上」または「左」。


改ページを挿入

この領域を使用して、PDF、PPTまたはExcelに分析をエクスポートしたり、PDFに印刷する場合に、セクションの前に改ページを作成するかどうかを指定します。これは、セクションのドロップ・ターゲットの値が変わるたびに、その列の新しいセクションが新規ページ、スライドまたはシートに表示されることを意味します。さらに、複合レイアウト上の他のビューはすべて、セクション・プロパティの区切り設定に関係なく、個別ページにレンダリングされます。これは、データ駆動の詳細分析に役立ちます。

次の中から選択できます。

	
ページ区切りなし - ページは区切られません。


	
すべての列の各メンバー - 最下層列で区切られます(各セクションの間に改ページが挿入されます)。


	
最初の列の各メンバー - 最上層列で区切られます(最上層列のセクション・ラベルが変わると改ページが挿入されます)。

最上層列の値が変わると、下層列の値も変わったとみなされます。そのため、最下層列での改ページを設定すると、各セクション間に手動改ページが挿入されます。





空白行を表示

(ピボット表および表について使用可能)このボックスを使用して、セクションにデータがない行を表示するかどうかを指定します。このボックスを選択すると、値がない空の文字列の行も含め、すべての行が表示されます。このボックスを選択解除すると、表示する結果がない行は非表示になります。このオプションは、空のアドレス行を非表示にする場合などに便利です。


セクション・スライダ値の最大数

(グラフ、ゲージおよびファンネルについて使用可能)このボックスを使用して、セクション・スライダ・バーに表示する値の最大数を入力しますが、システムの最大数を超えないようにします。システムの最大数は管理者によって構成されます。システムの最大数を超える値を入力した場合、その値は無視されます。

セクション・スライダの詳細は、グラフ、ゲージおよびファンネルのセクション・スライダの定義を参照してください。

このダイアログのその他のコンポーネントの説明は、「列のプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブを参照してください。








「セクションの書式設定」ダイアログ

このダイアログを使用して、印刷およびエクスポートの改ページ方法、およびヒート・マトリックスまたはトレリスのセクションの書式設定方法を指定します。


コンポーネント


表示オプション

「セクションの書式設定」ダイアログ: 「表示オプション」タブを使用して、印刷およびエクスポートの改ページ方法を指定します。


セクションの書式

「セクションの書式設定」ダイアログ: 「セクションの書式」タブを使用して、トレリスのセクションを書式設定します。








セクションの書式設定ダイアログ: 「表示オプション」タブ

「セクションの書式設定」ダイアログのこのタブを使用して、印刷およびエクスポート時のページ区切りを指定します。


コンポーネント


PDF印刷の改ページ

この領域を使用して、PDF、PPTまたはExcelに分析をエクスポートしたり、PDFに印刷する場合に、セクションの前に改ページを作成するかどうかを指定します。これは、セクションのドロップ・ターゲットの値が変わるたびに、その列の新しいセクションが新規ページ、スライドまたはシートに表示されることを意味します。さらに、複合レイアウト上の他のビューはすべて、セクション・プロパティの区切り設定に関係なく、個別ページにレンダリングされます。これは、データ駆動の詳細分析に役立ちます。

次の中から選択できます。

	
ページ区切りなし - ページは区切られません。


	
すべての列の各メンバー - 最下層列で区切られます(各セクションの間に改ページが挿入されます)。


	
最初の列の各メンバー - 最上層列で区切られます(最上層列のセクション・ラベルが変わると改ページが挿入されます)。

最上層列の値が変わると、下層列の値も変わったとみなされます。そのため、最下層列での改ページを設定すると、各セクション間に手動改ページが挿入されます。











「列の選択」ダイアログ

このダイアログは、分析、プロンプト、フィルタ、KPIに含める列やメンバーへのナビゲートおよび選択を行う場合、また、マップのレイヤーに列を関連付ける場合に使用します。状況に応じて、このダイアログを使用して追加のサブジェクト・エリアをダイアログに追加することもできます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
サブジェクト・エリアおよび列とは


	
列プロンプトの作成


	
マップ・ビューの編集




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「列の追加」ダイアログ

「BIキー列の選択」ダイアログ

「列の選択」ダイアログ

「次の場所でメンバーを選択 ディメンション 階層」ダイアログ

コンポーネント


関連サブジェクト・エリアの追加

このボタンは、1つ以上の関連サブジェクト・エリアが使用可能で、そのエリアへのアクセス権がある場合のみ使用できます。

このボタンを使用して「サブジェクト領域の追加/削除」ダイアログを表示すると、関連するサブジェクト領域の追加または削除を行えます。


検索

マップには使用できません。このボタンをクリックして検索します。


サブジェクト・エリア

このツリーを使用して、プロンプトを作成する列、フィルタに追加する列、KPIに追加するディメンション、またはマップのレイヤーに関連付ける列を参照して選択します。マップの場合は、単一の列、複数のサブジェクト・エリアの複数の列、または単一サブジェクト・エリアの複数の列を選択できます。


選択された列

この領域は、マップのレイヤーに関連付ける列のみに使用できます。選択した列を表示して変更できます。


シャトル

これらのボタンは、マップのレイヤーに関連付ける列のみに使用できます。1つ以上のサブジェクト・エリアの列を選択して、ダイアログ内の2つのリスト間で移動できます。


並替え

これらのボタンは、マップのレイヤーに関連付ける列のみに使用できます。列を選択してボタンをクリックすると、リスト内の順序または列を変更できます。複数の部分で構成される地理レイヤーの名前を複製する場合は、レイヤー名と一致するように、列が上から下に並んでいることを確認してください。たとえば、レイヤー名が国_州の場合、リスト内で国列が州列の上にあることが必要です。





関連トピック



「定義」ペイン

「レイヤーの編集」ダイアログ






「Javaメソッドの選択」ダイアログ

このダイアログを使用して次の項目のいずれかを選択します。

	
「Javaメソッドの起動」アクションの場合: 起動するJavaメソッド


	
「EPMコンテンツにナビゲート」アクションの場合: ナビゲート先Hyperion Resource




詳細は、次の項目を参照してください。

	
アクションとは


	
使用可能なアクション・タイプ


	
新規アクションの設定の指定




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「このアクションで起動するHyperion Resourceを選択します。」ダイアログ

コンポーネント


「EJB」またはHyperion Resource

次の項目が表示されます。

	
「Javaメソッドの起動」アクションの場合: 選択できるJavaメソッド


	
「EPMコンテンツにナビゲート」アクションの場合: 選択できるHyperion Resource




このリストを使用して、JavaメソッドまたはHyperion Resourceを選択します。


選択済

リストで選択したJavaメソッドまたはHyperion Resourceが表示されます。








「スクリプト関数の選択」ダイアログ

このダイアログを使用して、「ブラウザ・スクリプトの起動」アクションで起動させる関数を選択します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
アクションとは


	
使用可能なアクション・タイプ


	
新規アクションの設定の指定





コンポーネント


関数

このリストを使用して、起動する関数を選択します。


名前

リストで選択した関数の名前が表示されます。








「値の選択」ダイアログ

このダイアログを使用して、次の例のように、使用可能な値のリストから1つ以上の値を検索して選択します。

	
フィルタまたはプロンプトでは、表ビューまたはピボット表ビューでのライトバック実行時、またはメンバー・ステップの作成および編集時。


	
KPIディメンションのリストでは、ディメンションの固定時。




この検索機能を使用すると、使用可能な値のリストを制限して(たとえば、Dという文字で始まるすべての値を検索するなど)、目的の値をより簡単に検索できます。

このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「メンバーの選択」ダイアログ

「階層選択ステップの編集」ダイアログ

「メンバー・ステップの編集」ダイアログ

「「既存のグループおよび計算項目の選択」の編集」

メンバー選択ダイアログ

「新規階層選択ステップ」ダイアログ

「新規メンバー・ステップ」ダイアログ

「メンバーの選択」の新規作成ダイアログ

「「既存のグループおよび計算項目の選択」の新規作成」

「メンバーの検索」ダイアログ

コンポーネント




	
注意:

すべてのコンポーネントがこのダイアログの各バージョンで使用できるわけではありません。








関係

階層に基づくメンバー・ステップでの作業時のみ使用できます。

このボックスを使用して、階層列に対するメンバー・ステップの作成に使用する関係のタイプを選択します。家族関係、特定の階層レベル(レベル・ベースの階層のみ)、またはレベル関係(レベル・ベースの階層のみ)を選択できます。親子階層に使用できるオプションは、家族関係のみです。


アクション

KPIディメンションを固定するために複数の値を操作する場合には使用できません。

このボックスを使用して、作成するアクションのタイプを選択します。選択できるタイプは、選択済メンバーを選択に追加、選択済メンバーのみを維持してその他の全メンバーを削除、または選択済メンバーを選択から削除です。グループおよび計算項目に使用できるアクションは、「追加」のみです。

階層ベースのメンバー・ステップで作業する場合は、「アクション」ボックスの横にあるボックスを使用して、階層レベル(レベル・ベースの階層のみ)または家族関係を指定します。

家族関係については、次のオプションのいずれかを選択できます。

	
子オブジェクトの対象 - 選択したメンバーのすべての子を選択します。


	
親オブジェクトの対象 - 選択したメンバーの親を選択します。


	
子孫オブジェクトの対象 - 選択したメンバーの子孫であるすべてのメンバーを選択します。


	
祖先オブジェクトの対象 - 選択したメンバーの祖先であるすべてのメンバーを選択します。


	
兄弟オブジェクトの対象 - レベル・スキップ階層の列では、このオプションは使用できません。選択したメンバーと同じレベルで同じ親を持つすべてのメンバーを選択します。


	
リーフの対象 - 選択したメンバーの子孫で下位レベルを持たないすべてのメンバーを選択します。




リストの最初のステップを編集する際に選択できるアクションは、「すべてのメンバーで開始」、「選択済メンバーで開始」および「グループまたは計算項目で開始」です。


検索

このボタンを使用して、「使用可能リスト」領域に表示される「検索」領域の表示/非表示を切り替えます。「検索」領域のコンポーネントを参照してください。


使用可能リスト

この領域では次のことを行えます。

	
「検索」領域で検索を開始する。


	
「選択済リスト」領域へ移動する値を選択する。


	
「詳細」をクリックして、(存在する場合は)追加の選択肢を表示する。




選択した項目の横に、緑色のチェック・マークが表示されます。


選択済リスト

この領域を使用して、「使用可能リスト」領域から選択して「選択済リスト」領域へ移動した値を表示します。


選択したメンバーを含める

このボックスを使用して、指定した家族関係(「子オブジェクトの対象」など)のすべてのメンバーに加えて、選択したメンバーを含めるかどうかを指定します。

たとえば、2011年について「保持のみ」および「子オブジェクトの対象」を指定し、このボックスも選択すると、2011、2011 Q1、2011 Q2、2011 Q3および2011 Q4が返されます。


編集

このボタンを使用して「編集」ダイアログを表示すると、作業に使用する値を絞り込むことができます。

このボタンは、選択ステップのメンバーを選択する場合、またはKPIディメンションを固定するために複数の値を操作する場合には使用できません。





次でオーバーライド

このボックスを使用して、分析プロンプト、ダッシュボード・プロンプトまたは変数によるメンバー・ステップのオーバーライドを可能にするかどうかを指定します。

変数タイプ(プレゼンテーション変数、セッション変数またはリポジトリ変数)を選択した場合、フィールドに変数の名前を入力します。たとえば、EMPLOYEE_IDという列が含まれるとします。その列の値をオーバーライドするセッション変数としてUSERを指定できます。ユーザーがログインすると、列値はユーザーのログイン名に設定されます。変数の詳細は、変数の使用を参照してください。




	
注意:

階層列の場合、メンバー・ステップをオーバーライドするのに使用するセッションおよびレポジトリ変数には、初期化文字列にSQL構文ではなく有効なJSON構文が含まれている必要があります。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』の選択ステップをオーバーライドするのに変数で使用される初期化文字列に関する項を参照してください。







列のステップ・リストで、プロンプトまたは変数によるオーバーライドを、リスト内の1つのステップのみで可能にすることを指定します。

プロンプトの詳細は、第7章 ダッシュボードと分析でのプロンプトを参照してください。


注意

	
複数の値を選択するには、[Ctrl]キーを押しながら値をクリックします。


	
値の範囲を選択する場合は、範囲の最初の値をクリックし、[Shift]キーを押しながら範囲の最後の値をクリックします。


	
1つ以上の値を「使用可能リスト」領域から「選択済リスト」領域へ移動するには、「移動」または「すべて移動」ボタンを使用します。「使用可能リスト」領域で値を1つダブルクリックして「選択済リスト」領域へ移動することもできます。

グループの場合は、「移動」の横にある矢印をクリックすると次のオプションが表示されます。

	
追加 - このオプションを使用して、分析にグループを追加します。「選択済リスト」領域に「追加: グループ名」ステップが表示されます。表またはピボット表には、グループのアウトライン値が表示されます。


	
メンバーの追加 - このオプションを使用して、分析にグループのメンバーを追加します。「選択済リスト」領域に「追加: グループ名のメンバー」ステップが表示されます。表またはピボット表には、アウトライン値ではなくグループのメンバーが表示されます。





	
1つ以上の値を「選択済リスト」領域から削除するには、「削除」または「すべて削除」ボタンを使用します。「選択済リスト」領域で値を1つダブルクリックして削除することもできます。


	
検索基準では、%(パーセント記号)をワイルドカードとして使用できます。








「検索」領域のコンポーネント

この領域を使用して、メンバーの値の検索を開始し、検索の結果を表示します。


名前

これらのフィールドを使用して、検索基準となるテキスト・データを指定します。「名前」ボックスで、「次で始まる」、「次を含む」、「次で終わる」または「次と相似(パターン一致)」などの適切なオプションを選択します。検索する文字列を入力します。


...と...の間

メンバー検索には使用できません。このフィールドを使用して、検索する数値または日時データの範囲を指定します。


子オブジェクトの対象

階層メンバーの検索時のみ使用できます。このフィールドを使用してノードを指定し、そのノードのサブツリーでメンバーの検索を開始します。たとえば、ルート・ノードが「すべての国」で、その下に50の国がある地理階層が存在するとします。さらに、USAという国の中で文字Aで始まるすべての市区町村を検索するとします。この場合は、「子オブジェクトの対象」フィールドを使用してUSAを指定します。

「メンバー」を選択して「メンバーの選択」ダイアログを表示します。


特定のメンバー値を選択して次の場所で検索

階層メンバーの検索時のみ使用できます。このボタンをクリックして「メンバーの選択」ダイアログを表示し、メンバーを指定することで、そのメンバーの子を検索できます。


レベル

レベル・ベースの階層のメンバーを検索する場合のみ使用できます。このフィールドを使用してレベルを選択することで、その下位レベルでメンバーを検索できます。デフォルトの<任意>は、任意のレベルの下位でメンバーを検索することを指定します。親子階層ではレベルが存在しないため、この設定は常に<任意>です。選択したレベルの上位レベルは有効な検索に含まれないため、一部のレベルは無効になります。


「限定された値」または「制約付き」

このボタンを使用して、分析に関連付けられた他のフィルタで値を限定します。


「すべての値」または「制約なし」

このボタンを使用して、分析に関連付けられた他のフィルタで値を限定することなく、すべての値をリストします。


大/小文字の区別

このボックスを使用して、KPIディメンションを固定するために複数の値を操作するときにメンバーの大/小文字を区別するよう指定します。


検索

このボタンを使用し、検索を開始して検索結果を表示します。メンバーを検索すると、サブジェクト・エリアの列が検索されます。





注意

プロンプトまたはライトバック列に使用可能な値リストがSQL文に基づく場合は、値を検索できません。





関連トピック



「新規プロンプト」ダイアログ






「変数の選択」ダイアログ

このダイアログを使用して、KPIディメンションの1つ以上の値の設定に使用する変数を指定します。KPIディメンション値の設定は、たとえば、ディメンションが設定されたKPIをKPI監視リストに追加する際や、ディメンションが設定された1つ以上のKPIを含む戦略マップをダッシュボードに追加する際に行います。

変数の詳細は、変数の使用方法を参照してください。




	
注意:

セッション変数、リポジトリ変数またはグローバル変数を使用する場合、KPIディメンションに複数の値を固定することはできません。








コンポーネント


変数タイプ

このボックスを使用して、値の設定に使用する変数のタイプを選択します。実行するタスクに応じて、「セッション」、「リポジトリ」または「プレゼンテーション」のいずれかのタイプを選択できます。


変数名

このフィールドを使用して、値の設定に使用する変数の名前(例: USER)を入力します。








「Webサービス操作の選択」ダイアログ

このダイアログを使用して、「Webサービスの起動」アクションによって起動されるWebサービス操作を選択します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
アクションとは


	
使用可能なアクション・タイプ


	
新規アクションの設定の指定





コンポーネント


Webサービス

このリストを使用して、起動するWebサービス操作を選択します。

このリストに初期表示されるのは、管理者が事前構成したWebサービスです。WSDL URLコンポーネントを使用すると他のWebサービスを表示できます。


WSDL URL

「Webサービス」リストで選択したWebサービス操作のWeb Services Description Language(WSDL)が表示されます。

事前構成されていないWSDL URLから使用できるWebサービス操作をリストに表示するには、このフィールドを使用してWSDL URL(例: http://<server>:8888/default/10?WSDL)を入力し、「開く」をクリックします。


Webサービス

選択した操作のWebサービスが表示されます。


操作

選択した操作が表示されます。


Oracle BI管理者により事前構成されたWebサービスのリストを復元します。

このボタンを使用して、「Webサービス」リストに初期表示されていたWebサービス(つまり、管理者が事前構成したWebサービス)のリストを表示します。


選択したフォルダをリフレッシュします。

このボタンは、フォルダが選択されている場合のみ使用できます。このボタンを使用して、選択したフォルダをリフレッシュします。








「選択された列」ペイン

このペインを使用して、分析に対して選択した基準の表示、追加および変更を行います。

選択した列は、このペインのボックスに表示されます。各ボックスには2つのセクションがあります。上のセクションには、列のフォルダ名(例: 顧客)が表示されます。下のセクションには、列の名前(顧客名など)が表示されます。同じフォルダから選択した列が隣同士に配置された場合、これらの列は1つのフォルダ・セクションにグループ化されます。

列セレクタ・ビューが使用中の場合は、列名のかわりに「列グループ」と表示されます。また、列のプロパティも編集できません。詳細は、「列セレクタ・ビューの編集」を参照してください。

次のことを行えます。

	
列を並べ替えて分析結果への表示用に配置する。


	
複数の分析の結果を結合して1つの結果にする。


	
基準からすべての列を削除する。




列に対して行えるその他の変更作業は、列のタイプによって次のように異なります。

	
属性列およびメジャー列の場合:

	
列のソート順の指定


	
列の式の編集(見出しのカスタマイズを含む)


	
列の書式設定および相互作用を制御する列プロパティの編集


	
新規フィルタの追加


	
列の削除


	
カタログへの列の保存







	
階層列の場合:

	
列のソート順の指定


	
列の書式設定および相互作用を制御する列プロパティの編集


	
列の削除


	
カタログへの列の保存





	
階層レベルの場合:

	
階層レベルの書式設定および相互作用を制御する列プロパティの編集







詳細は、分析の基準の指定を参照してください。

このペインは「分析」エディタ: 「基準」タブの一部です。


コンポーネント


列のドラッグ

このボタンを使用して、単一の列、または1つのフォルダ・セクションにグループ化された複数の列を並べ替えます。このボタンは、列名またはフォルダ名の左にあります。「列のドラッグ」ボタンの使用方法は下に示すとおりですが、列またはフォルダ領域の任意の場所をクリックして新しい場所にドラッグ・アンド・ドロップする方法で並べ替えても構いません。有効なドロップ場所は、太い実線で示されます。

並替え方法:

	
フォルダ・セクションに1つの列のみが含まれ、その列を並べ替える場合は、列セクションまたはフォルダ・セクションの「列のドラッグ」ボタンをクリックして、セクションを新しい場所にドラッグ・アンド・ドロップします。


	
フォルダ・セクションに含まれる複数の列のうち1つを並べ替える場合は、列セクションの「列のドラッグ」ボタンをクリックして、セクションを新しい場所にドラッグ・アンド・ドロップします。並べ替えた列の新規フォルダ・セクションが作成されます。


	
フォルダ・セクションに含まれるすべての列を並べ替える場合は、フォルダ・セクションの「列のドラッグ」ボタンをクリックして、セクションを新しい場所にドラッグ・アンド・ドロップします。





「プラス記号」または「マイナス」

このボタンは、階層列のみに使用できます。

このボタンを使用して、列の階層レベルの表示を展開または縮小します。


オプション

このボタンを使用して次のオプションのいずれかを選択します。

	
ソート - このオプションは、属性列、メジャー列および階層列に使用できます。階層レベルには使用できません。ソート・オプション・メニューが表示され、値をソートするためのオプションを選択します。データのソートの詳細は、ビューでのデータのソートを参照してください。


	
式の編集 - このオプションは、属性列およびメジャー列のみに使用できます。このオプションを使用して「列式の編集」ダイアログを表示すると、列の見出しのカスタマイズ、および式の編集(ランク関数やパーセンタイル関数の追加など)を行えます。詳細は、列の式の編集を参照してください。


	
「列のプロパティ」または「階層レベル・プロパティ」 - このオプションを使用して、「列のプロパティ」ダイアログを表示すると、列または階層レベルの様々な書式設定プロパティを編集できます。詳細は、第8章「分析、ビューおよびダッシュボード・ページの書式設定」を参照してください。


	
フィルタ - このオプションは、属性列およびメジャー列のみに使用できます。このオプションを使用して「新規フィルタ」ダイアログを表示すると、属性列またはメジャー列のフィルタを作成できます。フィルタの詳細は、第6章「分析用データのフィルタ処理および選択」を参照してください。


	
削除 - このオプションは、属性列、メジャー列および階層列に使用できます。階層レベルには使用できません。このオプションを使用して列を削除します。


	
名前を付けて列を保存 — (管理者から列の保存権限を付与されている場合のみ使用できます。)このオプションは、カタログにすでに保存されている列には使用できません。このオプションを使用して「名前を付けて保存」ダイアログを表示すると、列をカタログに保存できます。詳細は、カタログへの列の保存を参照してください。





ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
union、intersection、および異なる演算子に基づいた結果を結合します。 - このボタンを使用して、1つ以上のサブジェクト・エリアの列を集合演算で結合します。結合するには、列に共通性が必要です。

このボタンをクリックし、「サブジェクト・エリアの選択」メニューを表示してサブジェクト・エリアを選択することで、そのエリアに含まれるデータを追加済の列と結合させることができます。(すでに選択した列と同じサブジェクト・エリア、または別のサブジェクト・エリアを選択できます。)「検索条件の操作」領域が表示され、次のコンポーネントを使用できます。

	
「結果列」および基準"サブジェクト・エリア"リンク - これらのリンクをクリックして、このペインに適切な列を表示します。たとえば、「A-サンプル売上」サブジェクト・エリアから「D1 オフィス」列および「D2 部門」列を選択したとします。基準"サブジェクト・エリア"をクリックすると、「D1 オフィス」列および「D2 部門」列が表示され、列の書式設定などのタスクを実行できます。「検索条件の操作」を使用して列を結合した場合は、「結果列」をクリックしてこれらの列を表示すると、書式設定などのタスクを実行できます。

結果列は、派生列の集合演算の適用後にビューに表示される列です。


	
「結合」ボタン - 次のオプションが表示されます。

	
結合 - このオプションを使用して、すべての列の重複しない行のみを返すことを指定します。


	
すべて結合 - このオプションを使用して、重複行も含め、すべての列の行を返すことを指定します。


	
交差 - このオプションを使用して、すべての列に共通する行のみを返すことを指定します。


	
マイナス - このオプションを使用して、最初の列のうち、2番目の列にはない行のみを返すことを指定します。





	
「詳細オプション」ボタン - クリックすると、基準リスト内でそのサブジェクト・エリアの切取り、コピーまたは貼付けを行えます。


	
「編集」ボタン - クリックすると、サブジェクト・エリアでの作業に使用できる追加のオプションが表示されます。

	
新規基準の作成 - 「サブジェクト・エリアの選択」メニューが表示され、基準に追加するサブジェクト・エリアを選択できます。


	
「コピー」および「貼付け」 - 集合演算を実行するために、基準セットの複製を作成できます。


	
切取り - 現在の基準セットをペインから削除します。


	
グループ解除 - 基準セットの複製を作成した場合に使用できます。このオプションを使用して、作成した基準セットを直下のレベルに移動できます。







詳細は、「集合演算を使用した列の結合」を参照してください。


	
基準からすべての列を削除します。 - このボタンを使用して、「選択された列」ペインに含まれているすべての列を削除します。この操作はやり直すことができません。確認メッセージが表示されないため注意してください。











「選択ステップ」ペイン

このペインを使用して、データ選択のステップを作成および変更します。このペインに含まれるステップは、分析のすべてのビューに適用されます。特定のビューの選択ステップを編集するために、そのビューのエディタを表示する必要はありません。

詳細は、データの選択の使用を参照してください。

このペインは、「分析」エディタ: 「基準」タブ、「分析」エディタ: 「結果」タブおよび特定のビュー・エディタの一部です。このペインを「基準」タブ上に表示するには、該当するツールバー・ボタンをクリックする必要があります。列セレクタ・ビューが使用中の場合、「基準」タブのこのペインの表示内容は若干異なります。詳細は、「列セレクタ・ビューの編集」を参照してください。


コンポーネント


リスト

ペインに表示する列またはメジャーを選択するために使用します。すべての列およびメジャー、メジャーのみ、または特定の列を表示できます。


列領域

各列のステップ・リストの開始を示すために使用します。階層列の場合は、列名とともに階層名が含まれます。この領域には次のタイプのステップが含まれます。

	
開始 - 列の最初の選択として機能します。このステップは、サブジェクト・エリアから列または階層レベルを選択すると、自動的に移入されます。

	
選択した列ごとに、その列の暗黙的な「すべてのメンバーで開始」ステップが追加されます。「すべて」は、フィルタ適用後の列の全メンバーを意味します。


	
選択した階層レベルごとに、そのレベルに対する暗黙的な「すべてのレベル名で開始」ステップが追加されます。「すべて」とは、フィルタ適用後のレベルの全メンバーを意味します。たとえば、「会計四半期」階層レベルを選択すると、「すべての会計四半期で開始」という名前のステップが作成されます。





	
追加 - 選択したメンバーを選択に追加します。


	
保持のみ - 選択したメンバーのみを保持し、その他をすべて削除します。


	
削除 - 選択したメンバーを選択から削除します。





選択ステップの保存

このボタンをクリックして「選択ステップの保存」ダイアログを表示すると、列または階層レベルのステップをグループとして保存できます。このボタンは、列のリストに複数の開始ステップが含まれる場合のみ使用できます。このボタンは、グループとして保存しようとしている一連のステップのいずれかに、計算項目が含まれる場合には使用できません。


次に、新規ステップ

このリンクをクリックすると、次のオプションが表示されます。

	
メンバーの選択: 「メンバーの選択」の新規作成ダイアログが表示され、指定されたメンバーのステップを作成できます。


	
グループまたは計算項目の追加 - 次のオプションを含むサブメニューが表示されます。

	
既存のグループおよび計算項目の選択 - 「「既存のグループおよび計算項目の選択」の新規作成」が表示され、既存のグループまたは計算項目を選択できます。


	
新規グループ - 「新規グループ」ダイアログが表示され、新規グループを追加できます。


	
新規計算項目 - 「新規計算項目」ダイアログが表示され、新規計算項目を追加できます。





	
条件の適用 - 「新規条件ステップ」ダイアログが表示され、条件ステップを作成できます。


	
階層に基づきメンバーを選択 - 階層列のみに使用できる、「新規階層選択ステップ」ダイアログが表示されます。








グループまたは計算項目の名前

グループまたは計算項目のリンクをクリックすると、「グループの編集」ダイアログまたは「計算項目の編集」ダイアログのいずれかが表示されます。


選択ステップ・ツールバー

選択ステップ・ツールバーは、ステップ・リスト内の選択ステップにカーソルを移動すると表示されるボタンのコレクションです。表示される可能性があるボタンは次のとおりです。

	
編集 - ステップを編集できるダイアログが表示されます。開始ステップの場合、使用できるボタンはこれのみです。


	
上に移動 - このステップをステップ・リストの1つ上のレベルに移動します。


	
下に移動 - このステップをステップ・リストの1つ下のレベルに移動します。


	
削除 - このステップをステップ・リストから削除します。









「ユーザーの設定」ダイアログ

このダイアログを使用して、ユーザーの検索および選択を行います。たとえば、スコアカードでは、このダイアログを使用してユーザーを選択し、KPI、イニシアティブおよび戦略目標などのスコアカード・オブジェクトのビジネス所有者として割り当てます。エージェントでは、このダイアログを使用してユーザーを選択し、そのユーザーの資格証明を使用して配信コンテンツを送信します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
「エージェント」エディタ: 「一般」タブ


	
イニシアティブの作成


	
目標の作成


	
「KPI監視リスト」エディタ: 「詳細」タブ




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「ビジネス所有者」ダイアログ

「ビジネス所有者の選択」ダイアログ

「ユーザーの選択」ダイアログ

「「クロールを実行するユーザー」の選択」ダイアログ

「キー・リソース・ユーザーの選択」ダイアログ

コンポーネント


名前

このフィールドを使用して、検索基準を入力します。たとえば、ユーザーの名前を入力して、その名前のユーザーのリストを表示します。


検索

このボタンを使用して、入力した名前検索基準を満たすアカウントを表示します。


アカウント

入力した名前検索基準を満たすアカウントのリストが表示されます。その中から目的の名前を選択できます。








「設定」ダイアログ

このダイアログでは次のことを行えます。

	
スコアカード・オブジェクトのスコアリングに使用するスコアしきい値およびアセスメント範囲の定義


	
スコアカードの視点エリアにあるディメンションのコントロールの設定


	
スコアカードに使用するウォッチリストのスタイルをカスタマイズします。




詳細は、次の項目を参照してください。

	
イニシアティブや目標のパフォーマンス・アセスメントの理解


	
スコアカードに対するアセスメント・マッピングの定義


	
視点領域について





コンポーネント


アセスメント・マッピング

「設定」ダイアログ: 「アセスメント・マッピング」タブを使用して、 スコアカード・オブジェクトのスコアリングに使用するスコアしきい値およびアセスメント範囲を定義します。


ディメンション設定

「設定」ダイアログ: 「ディメンション設定」タブを使用して、スコアカードの視点エリアにあるディメンションのコントロールを設定します。


ウォッチリストのスタイル

「設定」ダイアログ: 「ウォッチリストのスタイル」タブを使用して、スコアカードに使用するウォッチリストのスタイルをカスタマイズおよび書式設定します。








「設定」ダイアログ: 「アセスメント・マッピング」タブ

「設定」ダイアログのこのタブを使用して、スコアカード・オブジェクトのスコアリングに使用するスコアしきい値およびアセスメント範囲を定義します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
イニシアティブや目標のパフォーマンス・アセスメントの理解


	
スコアカードに対するアセスメント・マッピングの定義





コンポーネント


スコアしきい値

このフィールドを使用して、アセスメント範囲の境界を設定する数値を入力します。

たとえば、クリティカル、警告、OKという3つのアセスメント範囲の境界を設定するために33と66を入力したとします。0 - 33のKPIスコアは「クリティカル」アセスメント範囲、34 - 66のKPIスコアは「警告」アセスメント範囲、66 - 100のKPIスコアは「OK」アセスメント範囲に入ります。


アセスメント範囲

このフィールドを使用して、各アセスメント範囲の名前(例: 許容)を入力します。


アイコン

このボタンを使用して「アイコンの置換」ダイアログを表示すると、各アセスメント範囲を表すアイコンを選択できます。


色

このボタンを使用して色ダイアログを表示すると、各アセスメント範囲を表す色を選択できます。


「しきい値」メニュー

次のオプションが表示されます。

	
範囲の削除 - このオプションを使用して、スコアしきい値および対応するアセスメント範囲を削除します。


	
上に追加 - このオプションを使用して、スコアしきい値および対応するアセスメント範囲を、現在のスコアしきい値の上に追加します。


	
下に追加 - このオプションを使用して、スコアしきい値および対応するアセスメント範囲を、現在のスコアしきい値の下に追加します。





しきい値の追加

このボタンを使用して、スコアしきい値およびアセスメント範囲を最後のスコアしきい値の下に追加します。


スコアの小数点以下桁数

このボックスを使用して、スコアに含める小数点以下桁数を指定します。(スコアがゲージに表示される際に、小数点以下が含まれないことに注意してください。)








「設定」ダイアログ: 「ディメンション設定」タブ

「設定」ダイアログのこのタブを使用して、スコアカードの視点領域にディメンションのコントロールを設定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
視点領域について


	
視点コントロールの設定





コンポーネント


ディメンション設定

スコアカードのKPIによって参照されるすべてのディメンションが、現在の設定とともに表示されます。この領域を使用して、ディメンションのコントロールを設定します。

ディメンションのコントロールを設定するには、ディメンションを選択し、「行の編集」ボタンをクリックして「ディメンション設定の編集」ダイアログを表示します。








「設定」ダイアログ: 「ウォッチリストのスタイル」タブ

「設定」ダイアログのこのタブを使用して、ウォッチリストのスタイルのスコアカードをカスタマイズおよび書式設定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
視点領域について


	
視点コントロールの設定





コンポーネント


プリセット・スタイル

組織の色スキームと互換性がある様々なプリセット・スタイルを選択するドロップ・ダウン・リストを使用します。





オブジェクト・タイプ・アイコンの表示

このボックスを選択して、「ラベル」フィールドのノード名の前にノード・タイプ・アイコン(KPI、目標またはイニシアティブ・アイコン)を表示します。


代替行スタイル設定の有効化

このボックスを選択して、代替行スタイル設定を有効化します。


表示

ドロップ・ダウン・リストを使用して、追加の列を表示したり、列ラベルを変更します。


編集アイコン

次の編集アイコンを使用して、ウォッチリストの行またはセルをカスタマイズします。

	
スタイルの編集


	
スタイルの貼付け元....


	
スタイルを行全体に貼付け




	
注意:

セルの「スタイルの貼付け元」をクリックした後、スタイル表の別のセルをクリックして、スタイルをコピーするセルを選択する必要があります。











セルの種類

編集アイコンを使用して、次のセル(行または列)のタイプをカスタマイズします。

	
サマリー - ウォッチリスト表の上に表示される情報

「サマリー」タイプには、「スタイルの編集」および「スタイルの貼付け元」アイコンのみ使用できます


	
ヘッダー行


	
ボディ行


	
代替ボディ行 - 「代替行スタイル設定の有効化」ボックスが選択されている場合。


	
選択(クリック)行 - 「スタイルの編集」および「スタイルの貼付け元」アイコンのみ使用できます









「設定」ペイン

このペインを使用して、ファンネル・グラフまたはゲージに表示されるしきい値を設定します。

各しきい値には高と低があり、しきい値で識別される範囲をゲージに表示するための色(緑: 許容、黄: 警告、赤: クリティカルなど)が関連付けられます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
「結果」タブ: 「ファンネル」エディタ


	
「結果」タブ: 「ゲージ」エディタ




このペインは、「結果」タブ: 「ファンネル」エディタおよび「結果」タブ: 「ゲージ」エディタの一部です。


コンポーネント


上位値が望ましい

このボックスを使用して、目指す目標が上位値であるかどうかを指定します。このボックスを選択すると、上から順に、最も望ましいインジケータ(例: 優良)から最も望ましくないインジケータ(例: 警告)までのステータスがリストされます。


下位値が望ましい

このボックスを使用して、目指す目標が下位値であるかどうかを指定します。このボックスを選択すると、上から順に、最も望ましくないインジケータ(例: 警告)から最も望ましいインジケータ(例: 優良)までのステータスがリストされます。


しきい値

このリストを使用して、特定の値の範囲を強調表示するゲージ内のデータ値を指定します。これらの値は、ゲージ制限のために設定された最小値から最大値の間にあることが必要です。しきい値で識別された範囲は、他の範囲と異なる色で塗りつぶされます。

データ値の指定は、次のいずれかの方法で行えます。

	
「しきい値」フィールドに直接静的値を入力する。


	
しきい値のオプションボタンをクリックして、メジャー列、変数式またはSQL問合せの結果に基づいて値を設定する。





しきい値のオプション

しきい値を設定するための次のオプションが表示されます。

	
メジャー列 - このオプションを使用して、メジャー列を使用します。


	
動的 - このオプションを使用して、システムにしきい値を決定させます。


	
カスタム値 - このオプションを使用して特定の値を入力します。

このオプションを選択した場合は、次の方法で値を指定できます。

	
値を入力せずにペイン内の別の場所をクリックすると、「しきい値」フィールドの値が前の値に戻ります。


	
「しきい値」フィールドに無効な値を入力することで値をクリアして、新規の値を入力します。





	
変数式 - このオプションを使用して「式の入力」ダイアログを表示すると、変数式を指定できます。


	
SQL問合せ - このオプションを使用して「式の入力」ダイアログを表示すると、SQL問合せを指定できます。


	
削除 - このオプションを使用してしきい値を削除します。


	
上に追加 - このオプションを使用して、現在の行の上にしきい値行を追加します。


	
下に追加 - このオプションを使用して、現在の行の下にしきい値行を追加します。





ステータス

このリストを使用して、しきい値で識別される各範囲のラベル、および範囲をゲージに表示する際の色を指定します。ステータスのオプションボタンを使用してラベルを指定し、「色」ボタンを使用して各範囲の色を指定します。


ステータスのオプション

次のオプションが表示されます。

	
しきい値 - このオプションを使用して、現在のしきい値を範囲のラベルとして使用します。このオプションを選択すると、「ステータス」ボックスは無効になります。


	
ラベルの指定 - このオプションを使用して、範囲のラベルとして使用するテキストを指定します(例 - 優良)。このオプションを選択して、「ステータス」ボックスにテキストを入力します。





色

「カラーの選択」ダイアログが表示され、しきい値で識別される範囲の色を選択できます。


最初のステージ×最後のステージのターゲット値

このフィールドは、最後のステージのみのファンネル・グラフのみに使用できます。

このボックスを使用して、目標の達成に必要な係数を入力します。最後のステージのみのファンネル・グラフでは、最後のステージのターゲット値およびこのターゲット係数に基づいて、最後より前のすべてのステージのターゲット値が計算されます。


しきい値の追加

このボタンを使用して、新規のしきい値行を追加します。


しきい値の削除

このボタンを使用してしきい値行を削除します。








「他の列も表示」ダイアログ

このダイアログを使用して、KPI監視リスト、パースペクティブ、イニシアティブまたは目標にKPIのステータス、トレンド、ターゲットおよび差分などのデータを表示する列の追加または削除を行います。これにより、表示列を指定して表示されるKPIデータをカスタマイズできます。

KPIの詳細は、次の項目を参照してください。

	
「KPI監視リスト」エディタ: 「パフォーマンス」タブ


	
「分析」ペイン


	
「スコアカード」エディタ: 「パースペクティブ」タブ





コンポーネント


使用可能な列

選択できるすべての列が表示されます。これらの列を使用して、イニシアティブを評価するKPIの様々なデータを示すことができます。表D-7には、一般的に使用される列の一部についての説明があります。

さらに多くのKPIデータをイニシアティブに示すために追加の列を表示するには、列を個別に選択するか、「Shift」または「Ctrl」を押しながらまとめて選択して「移動」をクリックします。使用できるすべてのKPIデータを表示するには、「すべて移動」をクリックします。


表示される列

現在表示されている列が表示されます。列を削除するには、個別に選択するか、「Shift」または「Ctrl」を押しながらまとめて選択して「削除」をクリックします。表示されているすべてのKPIデータを削除するには、「すべて削除」をクリックします。


移動

このボタンを使用して、「使用可能な列」ペインで選択した列を表示します。


すべて移動

このボタンを使用して、使用可能なすべての列を表示します。


削除

このボタンを使用して、「表示される列」ペインで選択した列を非表示にします。


すべて削除

このボタンを使用して、イニシアティブにKPIデータが一切表示されないようにします。





注意

表D-7には、一般的に使用されるKPIデータ列の一部と、それらの列についての説明があります。


表D-7 一般的に使用されるKPIデータ列

	列	説明
	
変化

	
トレンドを有効化した場合、KPIの現在の実際の値と前の期間の実際の値の差が表示されます。

たとえば、年間売上数KPIの実際の値が2000で、去年が1850だった場合の変化は、150です。


	
変化率(%)

	
トレンドを有効化した場合、KPIの現在の実際の値と前の期間の実際の値の差がパーセントで表示されます。

たとえば、年間売上数KPIの実際の値が2000で、去年が1850だった場合の変化率は、7.5%です。


	
データ型

	
データベースに格納されているKPI値のデータ型(整数またはパーセンテージなど)が表示されます。


	
書式設定

	
値を定量化する単位(ドルまたは日数など)の書式で、KPIの実際およびターゲットのRAW値が表示されます。


	
ノードのラベル

	
「KPIの追加」ダイアログで指定されたKPIの説明的な名前が表示されます。


	
最終実行

	
バックアップ・サーバーによって実行されたKPI値計算の日付が表示されます。


	
スコア

	
元のスケール(例: 1から50の間の値)から標準スケール(1から100の間の値)に変換された後のKPI値が表示されます。これにより、他のKPI値との比較が可能になります。

たとえば、2つのKPIを評価するために0 - 100のスケールを使用するとします。最初のKPIの値は0から10の間になると予想されます。集められる値は3です。2番目のKPIの値は0から1000の間になると予想されます。集められる値は800です。このデータをx%または100として評価するために、スコア機能を使用してKPI値を1から100の間の値に変換します。したがって、最初のKPIに10を掛け(30)、2番目のKPIを10で割ります(80)。


	
所有者

	
KPIの管理担当者のユーザーIDが表示されます。


	
ステータス

	
実際の値とターゲット値を比較して判別されたKPIのパフォーマンス・レベルが示されます。

KPIの所有者は、右クリックしてステータスをオーバーライドできます。


	
ターゲット

	
KPIの目標値が表示されます。


	
ターゲット(書式未設定)

	
KPIのターゲットRAW値が表示されます。たとえば、134500ドルというターゲット値は$134,500.00のように書式設定されます。


	
トレンド

	
向上/低下、適正/不正、変化なしなど、KPIパフォーマンスの状態が示されます。トレンドとは、視点と「前のものと比較」時間単位設定(四半期、月、年など)の両方が関係する個別の計算のことです。実際の値は視点によって決まります。トレンド計算は視点時間の実際の値を参照し、「KPI」エディタ: 一般プロパティ・ページに定義されている「前のものと比較」時間単位の前の期間と比較します。たとえば、「前のものと比較」時間単位が四半期に設定されている場合に、4Q2011 (2011年の第4四半期)を視点で選択すると、4Q2011と3Q2011の差異がKPIのトレンドで参照され、適切な記号(緑の上向き矢印や赤の下向き矢印など)が決定されてトレンドに表示されます。トレンドの記号とその説明は、トレンドを参照してください。


	
値

	
KPIの現在の値が表示されます。


	
値(書式未設定)

	
KPIのRAW値が表示されます。たとえば、450019ドルという値は$4,500.19のように書式設定されます。


	
差分

	
KPIの実際の値とターゲット値の差が表示されます。たとえば、純利益KPIの実際の値が600,000でターゲット値が650,000の場合、差分は-50,000です。


	
差分率(%)

	
KPIの実際の値とターゲット値の差がパーセントで表示されます。たとえば、純利益KPIの実際の値が600,000でターゲット値が650,000の場合、差分率は-7.7%です。


	
加重

	
個々のKPIに加重を割り当ててイニシアティブのパフォーマンスを評価する場合は、これらの個別の加重が表示されます。

合計が100%になる加重を入力しなかった場合は、Oracle Scorecardと戦略管理によって自動的に入力されます。正規化されたアセスメント値とともに各KPIの加重を使用して、目標またはイニシアティブのパフォーマンスが決定します。正規化されたアセスメント値は、「設定」ダイアログ: 「アセスメント・マッピング」タブのアセスメント範囲と比較されます。正規化されたアセスメント値を含む範囲が見つかり、それによりオブジェクトのステータスが決まります。














「サイン・イン」ページ

このページを使用して、Oracle Business Intelligenceにサイン・インします。シングル・サインオン(SSO)を使用してすでにサインオンしている場合は、このページのすべてのフィールドに値を入力するように求めるプロンプトは表示されない可能性があります。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
Oracle BI Enterprise Editionへのサイン・イン


	
Oracle BI Enterprise Editionからのサイン・アウト


	
Oracle BI Enterprise Editionの概要





コンポーネント


ユーザーID

このフィールドを使用してユーザーIDを入力します。


パスワード

このフィールドを使用してパスワードを入力します。


サイン・イン

このボタンを使用して、入力した資格証明を使用してOracle Business Intelligenceにサイン・インします。


アクセシビリティ・モード

このボックスを使用して、スクリーン・リーダーの使用を容易にする方法で、Oracle BI EEのコンテンツをブラウザでレンダリングするかどうかを指定します。

このボックスを選択すると、次のようになります。

	
(「分析」エディタではなく)アクセシビリティ・モードのBIコンポーザ・ウィザードが分析エディタとして使用されます。BIコンポーザの詳細は、BIコンポーザを使用した分析操作を参照してください。「分析」エディタの詳細は、「分析」エディタとはを参照してください。


	
「マイ・アカウント」ダイアログ: 「プリファレンス」タブのアクセシビリティ・モードの設定が、現在のセッションに対してのみ、この設定でオーバーライドされます。




詳細は、付録B、アクセシビリティ機能を参照してください。


言語

このボックスを使用して、ユーザー・インタフェースの表示に使用する言語を選択します。選択した言語によって、「マイ・アカウント」ダイアログ: 「プリファレンス」タブで指定した言語プリファレンスが、現在のセッションのみについてオーバーライドされます。現在のセッションの言語を変更しても、セッションのロケールは変わりません。








スマート・ウォッチリストのプロパティ・ダイアログ

このダイアログを使用して、次を指定します:

	
スマート・ウォッチリストにおける「フィルタ」ペインの表示方法


	
スマート・ウォッチリストでリストされる階層オブジェクトのインデント量(ピクセル単位)

インデントは、フィルタ基準に基づいてインデントが意味を持つ場合に、スマート・ウォッチリストの「ラベル」列で階層を示すために使用されます。たとえば、最良のパフォーマンス(差分率(%))に基づいて上位10のKPIを表示するというフィルタ基準の場合、インデントは意味を持たないため使用されません。

スマート・ウォッチリストのオブジェクトがインデント付きの階層順で表示されるのは、有効なソート列がなく、「フィルタ」ペイン: 「パフォーマンス」タブで「ステータス」または「スコア」に基づいて「すべて」を選択している場合のみです。

フィルタ基準によっては一部のレベルが除外されるため、インデントは子孫の正確なレベルを表すわけではありません。たとえば、次のようなものが表示されることがあります:


Patriarch
   Son
      Great-great-grandson
Matriarch
   Great-great-granddaughter




詳細は、次の項目を参照してください。

	
「スコアカード」エディタ: スマート・ウォッチリスト・タブ


	
スマート・ウォッチリストとは





コンポーネント


フィルタ基準表示

次のオプションが表示され、スマート・ウォッチリストにおける「フィルタ」ペインの表示方法を指定することができます。

	
コントロール・パネル - 「フィルタ」ペインをタブ付きのコントロールとして表示する場合は、このオプションを使用します。「関係」、「タイプ」、「パースペクティブ」、「パフォーマンス」および「所有権」の各タブがあります。




	
テキスト・サマリー - 「フィルタ」ペインを現在のフィルタ基準に関する読取り専用サマリーとして表示する場合は、このオプションを使用します。




	
なし - 「フィルタ」ペインを表示しません。





階層ノード・インデント

このフィールドを使用して、スマート・ウォッチリストでリストされる階層オブジェクトのインデント量(ピクセル単位)を指定します。








「ソート」ダイアログ

このダイアログを使用して、グラフ、ヒート・マトリックス、ピボット表、表またはトレリス・ビューのデータのソート順を指定します。このダイアログは、右クリック・メニューから「ソート」相互作用を選択した後に表示されます。「ソート」ダイアログで使用できる相互作用は、データ・ビューのタイプ(グラフまたは表など)およびビューのどこを右クリックしたかによって異なります。グラフ・ビューの場合、相互作用はさらに、棒、折れ線、円といったグラフ・タイプによって異なります。




	
注意:

散布図またはバブル・グラフのデータ・マーカーでのソートはできません。さらに、パレート・グラフの棒、折れ線またはグループ・ラベルでのソートはできません。
グラフには、ソートするためのディメンション列が少なくとも1つ含まれている必要があります。









詳細は、次の項目を参照してください。

	
ビューでのクリックの相互作用


	
データ・ビューの右クリック・メニュー


	
ビューでのデータのソート





コンポーネント


色のソート

この領域を使用して、面グラフ、バブル・グラフおよび散布図の値を色別にソートします(例: 2008年の収益でソート)。


列のソート

この領域を使用して、ヒート・マトリックス、ピボット表およびトレリスの各ビューの値を基準列でソートします。


グループのソート

.この領域を使用して、棒グラフ、折れ線グラフ、面グラフ、折れ線-棒グラフ、時系列グラフ、パレート・グラフの値をグループ別にソートします(例: アメリカ大陸の収益でソート)。





プロンプトのソート

この領域を使用して、グラフ、ヒート・マトリックス、ピボット表、表、ツリーマップ、トレリスの各ビューの列プロンプトでソートします。


レーダー・セクションのソート

この領域を使用して、レーダー・グラフの値をレーダー・セクション別にソートします。


行のソート

この領域を使用して、ヒート・マトリックス、ピボット表およびトレリスの各ビューの値を行エッジでソートします。


セクションのソート

この領域を使用して、グラフ、ヒート・マトリックス、ピボット表、表、ツリーマップ、トレリスの各ビュー・タイプの列セクションでソートします。


区分のソート

この領域を使用して、円グラフの値を円の区分別にソートします。


ソート基準列

このリストを使用して、メンバー・データをソートする最初の列を選択します。


次の基準列

このリストを使用して、メンバー・データをソートする2番目または3番目の列を選択します。


ソート順序

このリストを使用して、メンバー・データの順序付け方法を指定します。ビューのタイプに従って、次のうちいくつかのオプションが表示されます。

	
AからZ - このボタンを使用して、属性列または階層列の値を昇順にソートします。


	
ZからA - このボタンを使用して、属性列または階層列の値を降順にソートします。


	
低から高 - このボタンを使用して、メジャー列の値を最低値から最高値の順にソートします。


	
高から低 - このボタンを使用して、メジャー列の値を最高値から最低値の順にソートします。


	
最初から最後 - このボタンを使用して、日付列の値を最初の日付から最後の日付の順にソートします。


	
最後から最初 - このボタンを使用して、日付列の値を最後の日付から最初の日付の順にソートします。





ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
ソートの追加 - このボタンを使用して、ビューにソート値を追加します。


	
上に移動 - このボタンを使用して、ビューのリストでのソート値の位置を上に移動します。


	
下に移動 - このボタンを使用して、ビューのリストでのソート値の位置を下に移動します。


	
ソートのクリア - このボタンを使用して、選択したソート値をビューから削除します。


	
エッジ内のすべてのソートのクリア - このボタンを使用して、すべてのソート値をビューの領域(「色のソート」など)から削除します。すべてのソートを削除するには、各領域を個別にクリアする必要があります。









「ステータスのオーバーライド」ダイアログ

このダイアログでは次のことを行えます。

	
現在の視点のイニシアティブ、目標またはKPIのステータスをオーバーライドします。(視点の詳細は、視点領域についてを参照してください。)


	
オーバーライドを取り消します。




詳細は、次の項目を参照してください。



ステータスのオーバーライドについて

ステータスのオーバーライドの操作

コンポーネント


新規ステータス

このボックスを使用して、適用する新規ステータスを選択するか、「オーバーライドの取消」を選択してオーバーライドを取り消します。


理由

このボックスを使用して、オーバーライドの理由、またはオーバーライドを取り消した理由を入力します。


履歴

現在の視点に関して、イニシアティブ、目標またはKPIにすでに適用されているすべてのオーバーライドと、オーバーライドの取消しが表示されます。

「履歴」領域を展開または縮小するには、「すべて展開」ボタンまたは「すべて縮小」ボタンをクリックします。








「戦略マップ」タブ: 「詳細」タブ

「スコアカード」エディタ: 「戦略マップ」タブのこのタブを使用して、戦略マップの情報を指定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
戦略マップとは


	
戦略マップの作成





コンポーネント


名前

戦略マップの名前が表示されます。


説明

このフィールドを使用して、戦略マップの説明を入力します。


ビジネス所有者

戦略マップの管理担当者のユーザーIDが表示されます。ビジネス所有者を指定するには、「ユーザーの設定」ボタンをクリックして、ビジネス所有者の検索および選択を行える「ビジネス所有者」ダイアログを表示します。


目標とKPI

このウォッチリストを使用して、戦略マップに表示される目標とKPIを表示し、管理します。

詳細は、ウォッチリストを参照してください。


関連ドキュメント

「関連ドキュメント」領域を使用して、戦略マップの情報を提供するドキュメントを表示および管理します。








「戦略マップ」タブ: 「図」タブ

「スコアカード」エディタ: 「戦略マップ」タブのこのタブを使用して、スコアカード用に定義されている目標およびその進行状況を測定するKPIがパースペクティブごとにどのように配置されるかを示す図を作成します。この図には、目標間の原因と結果関係も表示されます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
戦略マップとは


	
戦略マップの作成





コンポーネント


図

この領域を使用して目標およびKPIをドラッグ・アンド・ドロップし、パースペクティブごとの配置方法を確認します。

図上の(目標またはKPIを表す)各ノードには、アイコンおよびアセスメント範囲を表す色が表示され、目標またはKPIのステータスを示します。KPIノードには、KPIの実際の値およびターゲットとの差分率も表示されます。

2つの目標間に原因と結果関係が存在する場合は、2つの目標を結ぶ線によって関係が示されます。

目的:

	
ノードを操作するためのオプションを表示するには、ノードの右にある「オプション」ボタンをクリックして、ノード・オプション・メニューを表示します。


	
因果関係を編集するには、関係線を右クリックし、「因果関係の編集」を選択します。「因果関係」ダイアログが表示されます。


	
因果関係を削除するには、関係線を右クリックし、「因果関係の削除」を選択します。


	
ターゲット値や差異などのKPIの他のパフォーマンス・データを表示するには、表示の下部中央にある下向きの矢印をクリックします。このデータを縮小するには、上向きの矢印をクリックします。


	
図のズーム・インおよびズーム・アウト、または2つの目標間の原因と結果関係の追加は、「スコアカード」エディタ: 「戦略マップ」タブのツールバー・ボタンを使用して行います。


	
コメント(存在する場合)を操作するには、ノードの右上にある「コメント」ボタンをクリックして「ステータス」ウィンドウを表示し、すでに追加されているコメントの表示、別のコメントの追加、またはコメントへの返信を行えます。詳細は、コメントについてを参照してください。


	
ステータスのオーバーライド(存在する場合)を操作するには、ノードの赤いアスタリスクをクリックして「ステータス」ウィンドウを表示し、すでに適用されているオーバーライドを表示したり、別のオーバーライドを適用できます。詳細は、ステータスのオーバーライドについてを参照してください。





凡例

「凡例」ペインを使用して、戦略マップの凡例を表示します。








「戦略」ペイン

このペインを使用して、企業戦略を形成する目標の作成および管理を行います。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
目標とは


	
目標の作成


	
戦略ツリーとは


	
原因/結果マップとは




このペインは「スコアカード」エディタの一部です。


コンポーネント


戦略ツリー

進行状況およびパフォーマンスを階層的に測定するスコアカードおよびKPIに対して定義されている目標が表示されます。また、目標およびKPIのステータスが表示されます。ステータスの表示には、アセスメント・マッピング用に指定した、適切な色および記号が使用されます。アセスメント・マッピングの詳細は、スコアカードに対するアセスメント・マッピングの定義を参照してください。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
目標の作成: このボタンを使用して「スコアカード」エディタ: 目標の詳細タブを表示すると、選択した目標の子として目標を作成できます。


	
開く - 選択したオブジェクトを現在のモードに応じて編集または表示するために、このボタンを使用してオブジェクトを開きます。


	
削除 - 適切な権限が付与されている場合は、このボタンを使用して、選択したオブジェクトおよびそのすべての子孫(存在する場合)を削除します。


	
戦略ツリーの表示 - このボタンを使用して、選択したオブジェクトの戦略ツリーを表示します。


	
原因/結果マップの表示 - このボタンを使用して、選択したオブジェクトの原因/結果マップを表示します。





オブジェクトの右クリック・メニュー

オブジェクトを操作するためのオプションが表示されます。詳細は、「イニシアティブ」ペインおよび「戦略」ペインでのオブジェクトの右クリック・メニューを参照してください。








「戦略ツリー」タブ: 「詳細」タブ

「スコアカード」エディタ: 「戦略ツリー」タブのこのタブを使用して、戦略ツリーの情報を指定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
戦略ツリーとは


	
戦略ツリーの作成





コンポーネント


名前

戦略ツリーの名前が表示されます。


説明

このフィールドを使用して、戦略ツリーの説明を入力します。


ビジネス所有者

戦略ツリーの管理担当者のユーザーIDが表示されます。ビジネス所有者を指定するには、「ユーザーの設定」ボタンをクリックして、ビジネス所有者の検索および選択を行える「ビジネス所有者」ダイアログを表示します。


目標とKPI

このウォッチリストを使用して、戦略ツリーに表示される目標とKPIを表示し、管理します。

詳細は、ウォッチリストを参照してください。


関連ドキュメント

「関連ドキュメント」領域を使用して、戦略ツリーの情報を提供するドキュメントを表示および管理します。








「戦略ツリー」タブ: 「図」タブ

「スコアカード」エディタ: 「戦略ツリー」タブのこのタブを使用して、目標、目標を支援する子目標およびKPIの階層を次のいずれかのタイプの図に表示します。

	
戦略ツリー図


	
戦略貢献ホイール図




詳細は、次の項目を参照してください。

	
戦略ツリーとは


	
戦略ツリー図の理解


	
戦略貢献ホイール図の理解


	
戦略ツリーの作成





戦略ツリー図のコンポーネント


図

目標のツリー図が表示されます。

目的:

	
ノードを操作するためのオプションを表示するには、ノードの右にある「オプション」ボタンをクリックして、ノード・オプション・メニューを表示します。


	
ターゲット値や差異などのKPIの他のパフォーマンス・データを表示するには、ノードの下部中央にある下向きの矢印をクリックします。このデータを縮小するには、上向きの矢印をクリックします。


	
ノードを展開したり、縮小するには、ノードの下にあるプラス(+)またはマイナス(-)のアイコンをクリックします。


	
図でズーム・インまたはズーム・アウトを行うには、「スコアカード」エディタ: 「戦略ツリー」タブのツールバー・ボタンを使用します。


	
コメント(存在する場合)を操作するには、ノードの右上にある「コメント」ボタンをクリックして「ステータス」ウィンドウを表示し、すでに追加されているコメントの表示、別のコメントの追加、またはコメントへの返信を行えます。詳細は、コメントについてを参照してください。


	
ステータスのオーバーライド(存在する場合)を操作するには、ノードの赤いアスタリスクをクリックして「ステータス」ウィンドウを表示し、すでに適用されているオーバーライドを表示したり、別のオーバーライドを適用できます。詳細は、ステータスのオーバーライドについてを参照してください。


	
図のタイプを戦略貢献ホイール図に変更するには、ツリーの外側の背景で右クリックし、「ホイール図として表示」を選択するか、または、「スコアカード」エディタ: 「戦略ツリー」タブにあるホイール図タイプ・ツールバー・ボタンをクリックします。





概観

ツリー図を上から見た様子が表示されます。白いボックスは、図領域に現在表示されているノードにフォーカスします。

コンテンツ・ペインにすべてのノードが収まらない場合のみ、白いボックスをドラッグして図をスクロールできます。





戦略貢献ホイール図のコンポーネント


「情報」ペイン

現在のノード(つまり、マウス・ポインタを合せたノード、ノードにマウス・ポインタを合せていない場合は選択されて強調表示されているノード)に関する情報が表示されます。

「情報」ペインの場所を変更するには、任意の場所にペインをドラッグします。この場所は一時的な場所で保存されません。


図

目標の戦略貢献ホイール図が表示されます。

目的:

	
ノードに固有の情報(親のアセスメント・ルールでノードに割り当てられた加重など)を表示するには、ノードにマウス・ポインタを合せます。


	
ノードを操作するオプションを表示するには、ノードを右クリックしてノード・オプション・メニューを表示します。たとえば、ホイールのフォーカスを変更するには、Nodeにフォーカス およびNodeまでフォーカス・オプションを使用します。


	
ホイールのフォーカスを子孫に変更するには、子孫ノードをダブルクリックします。


	
図のズーム・インおよびズーム・アウトを行ったり、戦略ツリーのプロパティを設定するには、「スコアカード」エディタ: 「戦略ツリー」タブのツールバー・ボタンを使用します。


	
次のレベルにドリルしたりレベルを縮小するには、ホイールの外縁の同心円にマウス・ポインタを合せて、次のレベルへドリルまたはレベルの縮小の三角形をクリックします。


	
図にスライバとして表示される(つまり大変薄く表示される)ノードまたはノード・グループを展開または縮小するには、その上にカーソルを置くと表示されるセクションの展開の三角形またはセクションの縮小の三角形をクリックします。


	
コメント(存在する場合)を操作するには、ノードにある「コメント」ボタンをクリックして「ステータス」ウィンドウを表示し、すでに追加されているコメントの表示、別のコメントの追加、またはコメントへの返信を実行できます。詳細は、コメントについてを参照してください。


	
ステータスのオーバーライド(存在する場合)を操作するには、ノードの縁にある白い点線をクリックして「ステータス」ウィンドウを表示し、すでに適用されているオーバーライドを表示したり、別のオーバーライドを適用できます。詳細は、ステータスのオーバーライドについてを参照してください。


	
図のタイプを戦略ツリー図に変更するには、ホイールの外側の背景で右クリックし、「ツリー図として表示」を選択するか、または、「スコアカード」エディタ: 「戦略ツリー」タブにあるツリー図タイプ・ツールバー・ボタンをクリックします。





フォーカス軌跡

戦略貢献ホイールの中央にあるノード、および図に表示されているその祖先を表す一群の小さい円が表示されます。

フォーカス軌跡を使用して、目的の祖先を表す円をダブルクリックすることにより、戦略貢献ホイールのフォーカスを祖先に変更します。





ノード・オプション・メニュー

ノード・オプション・メニューは、ビュー図の(目標またはKPIを表す)ノードの「オプション」ボタンから表示できます。次に示すオプションが含まれますが、使用できるオプションはビューのタイプによって異なります。

	
アクション・リンク - 目標またはKPIの現在のステータスに対して使用できるアクション・リンクが表示されます。リンクをクリックするとアクションが実行されます。


	
コメントの追加 - このオプションを使用して「新規コメント」ダイアログを表示すると、目標またはKPIにコメントを追加できます。


	
関連戦略ノードの追加 - このオプションを使用して、この目標に関連する(つまり、原因と結果によってリンクされている)図目標に追加します。


	
分析 - このオプションは、KPIのみに使用できます。このオプションを使用して、KPIに基づいて分析を作成します。分析は、自動的にカタログ内の「マイ・フォルダ」/「ドリル」フォルダに保存されます。



	
注意:

「マイ・フォルダ」/「ドリル」フォルダは一時記憶域として使用されるため、Oracle Business Intelligenceのセッション終了後は保持されません。分析を保持するには、別のディレクトリにコピーします。たとえば、共有ダッシュボードで使用する分析を保持するには、/Shared Foldersのフォルダにコピーします。






	
所有者への連絡 - このオプションを使用して「所有者への連絡」ダイアログを表示すると、目標またはKPIのビジネス所有者に連絡できます。


	
ドリル・ダウン - このオプションは戦略ツリー図のみに使用できます。このオプションを使用して、このノードのフォーカスを移動し、ノードを展開して子を表示します。


	
ドリル・アップ - このオプションは戦略ツリー図のみに使用できます。このオプションを使用して、ノードを縮小して親ノードにフォーカスを移動します。


	
ノードにフォーカス: このオプションは戦略貢献ホイール図および戦略ツリーに使用できます。このオプションを使用して、戦略貢献ホイールまたは戦略ツリーのフォーカス(つまり中央ノード)を、オプションに示されたノードに変更します。たとえば、「販売チャネルの拡大」目標を表すノードを右クリックし、「販売チャネルの拡大」にフォーカスを選択すると、中央ノードが「販売チャネルの拡大」目標に変更されます。


	
ノードまでフォーカス - このオプションは戦略貢献ホイール図および戦略ツリーのみに使用できます。このオプションを使用して、オプションに示されたノード(つまり、現在のノードの先祖)に戦略貢献ホイールまたは戦略ツリーのフォーカスを変更します。たとえば、中央ノードが「販売チャネルの拡大」目標を表す場合、中央ノードを右クリックして「市場シェアの拡大」までフォーカスを選択すると、中央ノードが「市場シェアの拡大」目標(「販売チャネルの拡大」目標の先祖)に変更されます。


	
非表示 - このオプションは、原因/結果マップのみに使用できます。このオプションを使用して、図上のノードを非表示にします。

たとえば、一部のノードを非表示にして、ユーザー自身がビジネス所有者であるノードのみを表示することができます。

複数のノードを同時に非表示にするには、原因と結果マップ・ツールバーの「原因と結果マップ・プリファレンス」ボタンをクリックして「原因と結果マップ・プリファレンス」ダイアログ: 「非表示ノード」タブを表示します。


	
開く - 現在のモードに応じて編集または表示するために、このオプションを使用してオブジェクトまたはKPIを表示します。


	
ステータスのオーバーライド - このオプションを使用して「ステータスのオーバーライド」ダイアログを表示すると、目標またはKPIのステータスをオーバーライドできます。


	
ダイアグラムから削除 - このオプションを使用して、目標またはKPIを図から削除します。


	
非表示の原因の表示 - このオプションは、原因/結果マップのみに使用できます。このオプションを使用して、図に表示されていなかった原因を表示します。

非表示の複数のノードを同時に表示するには、原因と結果マップ・ツールバーの「原因と結果マップ・プリファレンス」ボタンをクリックして「原因と結果マップ・プリファレンス」ダイアログ: 「非表示ノード」タブを表示します。




目標およびKPIの右クリック・メニューにも、これらのオプションが含まれています。








「戦略ツリー・ビューのプロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、戦略ツリー図の外観を制御するプロパティを設定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
「戦略ツリー」タブ: 「図」タブ


	
戦略ツリーとは


	
戦略ツリーの作成





コンポーネント


図のサイズを合せる

このボックスを使用して、(たとえば、ウィンドウのサイズ変更時に)使用可能なスペースに合うように、戦略ツリー図を自動的にサイズ変更するかどうかを指定します。


ノード・ラベルでの影の削除の使用

このボックスを使用して、ノード・ラベルにドロップ・シャドウを使用するかどうかを指定します。ドロップ・シャドウとは、テキストを背景から区別しやすくするための、ラベル・テキストの周りの暗いシャドウのことです。


背景色にグラデーションを使用

このボックスを使用して、指定したグラデーション色で終わるように、図の上から下へ背景色を徐々に薄くしていくかどうかを指定します。


背景色

このボックスを使用して、図の背景色を指定します。


グラデーションの色

このボックスは、背景色にグラデーションを使用が選択されている場合のみ使用できます。

このボックスを使用して、指定の背景色が徐々に薄くなり最後の色となるグラデーション色を指定します。


ノード・ラベルの色

このボックスを使用して、ノード・ラベルに使用する色を指定します。


セクターをステータス色で塗りつぶす

このボックスを使用して、戦略貢献ホイール図のセクターをステータス色で塗りつぶすか、またはセクターの外縁のみをステータス色で塗るかを指定します。


情報ペインの表示

このボックスを使用して、戦略貢献ホイール図の「情報」ペインを表示するかどうかを指定します。


フォーカス軌跡の表示

このボックスを使用して、フォーカス軌跡を戦略貢献ホイール図にいつ表示するかを指定します。オプションは次のとおりです。

	
常時 - このオプションを選択すると、フォーカス軌跡が常に表示されます。


	
フォーカスを下に移動した場合 - このオプションを選択すると、戦略貢献ホイールのフォーカスが子孫に移動した場合にのみ、フォーカス軌跡を表示するように指定されます。


	
なし - このオプションを選択すると、フォーカス軌跡は表示されません。





ホイールの背景色

このボックスを使用して、セクターの背景の戦略貢献ホイール領域の色を指定します。








「スタイルと条件付き書式設定」ダイアログ

このダイアログを使用して、グラフの要素(棒や線など)を書式設定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
グラフの外観のフォーマット





コンポーネント


位置

「スタイルと条件付き書式設定」ダイアログ: 「スタイルの書式設定」タブを使用して、グラフ要素の位置に基づいてグラフを書式設定します。


条件付き

「スタイルと条件付き書式設定」ダイアログ: 「条件付き書式設定」タブを使用して、列に適用された条件に基づいてグラフを書式設定します。








「スタイルと条件付き書式設定」ダイアログ: 「条件付き書式設定」タブ

「スタイルと条件付き書式設定」ダイアログのこのタブを使用して、列に適用された条件に基づいてグラフを書式設定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
グラフの外観のフォーマット





コンポーネント


列のタブ

条件を追加できる各列のタブが表示されます。列のタブをクリックすると、列に対して現在定義されている条件が表示されます。「条件」ツールバーを使用して条件を変更できます。


条件付き書式の追加

このボタンを使用して条件を追加します。このボタンを使用すると、最初に条件付き書式設定を適用可能な列のリストが表示され、列を選択すると、「新規条件」ダイアログが表示されて追加する条件を定義できます。


すべてクリア

このボタンを使用して、現在の列のタブに含まれるすべての条件を削除します。


「条件」ツールバー

条件ツールバーは、条件の右に表示されるコンポーネントのコレクションです。次のコンポーネントが含まれます。

	
編集: このボタンを使用して「新規条件」ダイアログを表示すると、条件を編集できます。


	
色 - このボックスを使用して「カラーの選択」ダイアログを表示すると、条件を満たす列値に適用される色を選択できます。


	
削除: このボタンを使用して条件を削除します。











「スタイルと条件付き書式設定」ダイアログ: 「スタイルの書式設定」タブ

「スタイルと条件付き書式設定」ダイアログのこのタブを使用して、グラフ要素の位置に基づいてグラフを書式設定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
グラフの外観のフォーマット





コンポーネント


グラフ要素のタブ

書式を適用できる各グラフ要素のタブが表示されます。列のタブをクリックすると、現在書式設定されている位置が表示されます。


カスタム書式設定位置

要素に対して書式設定された位置が表示されます。

位置の色を指定するには、色ボックスの下向き矢印をクリックして「カラーの選択」ダイアログを表示します。




	
注意:

線の幅として0を指定した場合、その線およびグラフ内のその他の線について、凡例マーカーがデフォルトの線マーカーから記号マーカーに変わります(たとえば、グラフのすべての線について、記号マーカーが凡例マーカーとして表示されます)。








新規の位置の追加

このボタンを使用して、新規の位置エントリを「カスタム書式設定位置」表に追加します。


選択した位置の削除

このボタンを使用して、「カスタム書式設定位置」表の選択した位置エントリを削除します。エントリを選択するには、エントリ行の最初の列をクリックします。








「スタイル」ペイン

このペインでは次のことを行えます。

	
パフォーマンス・タイルのサイズを選択します。


	
テーマを選択します。




詳細は、次の項目を参照してください。

	
パフォーマンス・タイル・ビューの編集





コンポーネント


「タイル・サイズ」のオプション

	
小 - 小サイズのパフォーマンス・タイルを指定するには、このオプション・ボタンを使用します。


	
中 - 中サイズのパフォーマンス・タイルを指定するには、このオプション・ボタンを使用します。


	
大 - 大サイズのパフォーマンス・タイルを指定するには、このオプション・ボタンを使用します。


	
カスタム - 「パフォーマンス・タイルのプロパティ」ダイアログを使用してサイズを明示的に入力した場合は、このオプション・ボタンが選択されています。










	
注意:

「パフォーマンス・タイルのプロパティ」ダイアログを使用して背景色や境界色を定義すると、タイルをさらにカスタマイズできます。各タイルに対して存在できるカスタム・スタイルは1つのみです。








テーマ設定されたタイル

テーマ設定されたタイルを選択すると、そのスタイルをパフォーマンス・タイルに適用できます。






「サブジェクト・エリア」ペイン

このペインでは次のことを行えます。

	
分析に追加する列およびメンバーの選択。


	
名前付きフィルタの作成または編集時に使用する列の選択。


	
「サブジェクト領域」ペインに表示されるサブジェクト領域内での検索の開始。


	
サブジェクト領域フォルダとサブジェクト領域フォルダ内のオブジェクトのソート順の変更。


	
選択したプライマリ・サブジェクト・エリアに関連するサブジェクト・エリアの追加または削除。プライマリ・サブジェクト・エリアは、分析または新規の名前付きフィルタの作成時に選択します。(追加できる関連サブジェクト・エリアは、アクセス権を持つサブジェクト・エリアにかぎられます。)


	
管理者によってリポジトリ内の列が変更された後の、サブジェクト・エリアに表示される列のリフレッシュ、またはサブジェクト・エリアのメタデータのリフレッシュ。


	
選択したサブジェクト・エリア、フォルダ、列または階層レベルのメタデータ・ディクショナリ情報の表示。




詳細は、次の項目を参照してください。

	
サブジェクト・エリアおよび列とは


	
分析の基準の指定


	
列フィルタの作成


	
「サブジェクト・エリア」ペインからのメタデータ情報の表示




このペインは、「分析」エディタのすべてのタブおよび「フィルタ」エディタの一部です。


コンポーネント


サブジェクト・エリア・ツリー

プライマリ・サブジェクト・エリア、追加した関連サブジェクト・エリアが表示されます。

このツリーでは次のことを行えます。

	
フォルダの列を表示するためのフォルダの展開および縮小。

「サブジェクト・エリア」ペインが表示される場所によって次のように異なります。

	
「分析」エディタ: 「基準」タブ: 階層列を展開してレベルを表示できます。


	
「分析」エディタ: 「結果」タブ: 列を展開してメンバーを表示できます。(「基準」タブでメンバーを表示することはできません。)




Oracle BIプレゼンテーション・サービスの「管理」ページでツールチップが構成されている場合は、列名にカーソルを移動すると説明が表示されます。


	
分析に追加する列およびメンバーの選択。分析への列またはメンバーの追加は、次のどちらかの方法で行えます。

	
列をダブルクリックして「選択された列」ペインまたは「結果」タブに表示する。


	
列を「選択された列」ペインにドラッグ・アンド・ドロップする。

1つ以上の列を選択できるタスクでは、[Ctrl]キーを押しながらクリックして複数の列を選択するか、[Shift]キーを押しながらクリックして列の範囲を選択すれば、複数の列を一度にドラッグ・アンド・ドロップできます。




選択できるのは列全体のみです。階層列のレベルを選択することはできません。


	
名前付きフィルタの作成または編集時に使用する列の選択。これを行うには、列をダブルクリックして「新規フィルタ」ダイアログに表示し、選択した列に基づいてフィルタを作成します。





ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
検索 - このボタンを使用して「検索」フィールドを表示すると、「サブジェクト領域」ペインに表示されるサブジェクト領域内で検索を開始できます。検索結果には、サブジェクト領域、列およびフォルダが含まれます。たとえば、timeと入力した場合、検索結果には、名前にtimeが含まれるすべてのサブジェクト領域、列およびフォルダが表示されます。

これには、次のものを使用できます。

	
ワイルドカードとしてのパーセント記号(%)。


	
結果をソートする「サブジェクト領域のソート」ツールバー・ボタン。


	
結果をクリアする「リフレッシュ」ツールバー・ボタン。


	
列またはフォルダが属するサブジェクト領域を表示するツールチップ。





	
サブジェクト領域のソート - このボタンを使用して、この分析のサブジェクト領域およびサブジェクト領域内のオブジェクトをソートします。詳細は、サブジェクト領域およびサブジェクト領域フォルダのソート順の変更を参照してください。すべての分析のサブジェクト領域のソート順を変更するには、「マイ・アカウント」ダイアログ: 「プリファレンス」タブで、「サブジェクト領域のソート順」リストからオプションを選択します。


	
サブジェクト・エリアの追加/削除 - このボタンは、1つ以上の関連サブジェクト・エリアが使用可能で、そのエリアへのアクセス権がある場合のみ使用できます。このボタンを使用して「サブジェクト領域の追加/削除」ダイアログを表示すると、関連するサブジェクト領域の追加または削除を行えます。


	
リフレッシュ - このボタンをクリックすると、デフォルト動作の「表示のリフレッシュ」が実行されます。ボタンの横にある矢印をクリックすると、次のオプションのいずれかを選択できます。

	
表示のリフレッシュ - このオプションを使用して、Oracle BI EEのサーバー・キャッシュをリフレッシュせずに、サブジェクト・エリア・ビューをリフレッシュします。このオプションは、サブジェクト・エリアに表示される予定の列が含まれていない場合に使用します。このオプションを使用しても、表示されるはずの列が表示されない場合は、「サーバー・メタデータの再ロード」オプションを使用します。


	
サーバー・メタデータの再ロード - 管理者によってリポジトリ内に新規メタデータが作成されており、「表示のリフレッシュ」オプションを使用してもサブジェクト・エリアに表示されるはずの列が表示されない場合は、このオプションを使用して、サブジェクト・エリアのメタデータを再ロードします。たとえば、管理者によってリポジトリ・メタデータに新規メジャー列が追加されていても、このメタデータを再ロードするまでは、サブジェクト・エリアに表示されません。管理者は、サブジェクト・エリアのメタデータの再ロードを強制できません。メタデータを再ロードすると、サブジェクト・エリアの表示もリフレッシュされます。

メタデータを再ロードすることで、サーバー・インスタンス内のすべてのユーザーが使用したメタデータ・キャッシュがクリアされ、メタデータの再ロード後にユーザー問合せが実行されると、メタデータ・キャッシュが再構築されます。このキャッシュの再構築処理によって、システムのパフォーマンスが若干低下する場合があります。





	
メタデータ・ディクショナリの表示 - このボタンは、「分析」エディタの「基準」タブまたは「結果」タブに「サブジェクト・エリア」ペインが表示されており、管理者によってメタデータ・ディクショナリ情報が構成済である場合のみ使用できます。このボタンは、列値またはメンバーを選択する場合は使用できません。このボタンをクリックして、選択したサブジェクト・エリア、フォルダ、列または階層レベルのメタデータ・ディクショナリ・ページを表示します。

詳細は、「サブジェクト領域」ペインからのメタデータ情報の表示を参照してください。








注意

「サブジェクト・エリア」ペインを使用してビューに追加した列が「除外」ドロップ・ターゲットに配置される仕組みは、「「除外」ドロップ・ターゲット内の列」を参照してください。








「表のプロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、表およびピボット表のプロパティを編集します。

詳細は、表ビューおよびピボット表ビューの編集を参照してください。


コンポーネント


スタイル

「表のプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブを使用して、表およびピボット表の書式設定を指定します。


ライトバック

「表のプロパティ」ダイアログ: 「ライトバック」タブを使用して、ユーザーが表の列値を変更できるように設定します。








「表のプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブ

「表のプロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、表およびピボット表の書式設定を指定します。

詳細は、表ビューおよびピボット表ビューの編集を参照してください。

このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「ピボット表のプロパティ」ダイアログ

コンポーネント


データ表示

この領域を使用して、データの参照に使用する方法を指定します。

	
スクロール・コンテンツがある固定ヘッダー - このオプションを使用して、データを参照する方法としてスクロールを使用します。

このオプションを選択すると、最大幅および最大高さフィールドがこのダイアログに表示されます。

この方法を使用する表またはピボット表では:

	
行および列のヘッダーが常に表示されます。


	
水平および垂直スクロール・バーが表示されます。


	
表またはピボット表に大量のデータが含まれ、ユーザーが表またはピボット表の最下部までスクロールする場合は、データの行や列をさらにフェッチするために、行をさらに表示および列をさらに表示リンクを表示できます。







	
コンテンツ・ページング - このオプションを使用して、データを参照する方法としてページ・コントロールを使用します。

このオプションを選択すると、「ページ・コントロール」ボックスおよび「1ページの行数」フィールドがこのダイアログに表示されます。





最大幅

このフィールドは、ヘッダーを固定してコンテンツをスクロールが選択されている場合のみ使用できます。

このフィールドを使用して、表またはピボット表の最大幅をピクセル数で指定します。


最大高

このフィールドは、ヘッダーを固定してコンテンツをスクロールが選択されている場合のみ使用できます。

このフィールドを使用して、表またはピボット表の最大高さをピクセル数で指定します。


ページ・コントロール

このボックスは、コンテンツ・ページングが選択されている場合のみ使用できます。

このボックスを使用して、ビューのページ・コントロールを表示するかどうかを指定します。ページ・コントロールには、「最初の25行」および「次の25行」が含まれます。ビューの上または下を選択できるほか、コントロールを非表示にすることも可能です。ページ・コントロール・ボタンの詳細は、「結果」タブ: データ・ビュー・エディタを参照してください。


1ページの行数

このフィールドは、コンテンツ・ページングが選択されている場合のみ使用できます。

このフィールドを使用して、ビューの各ページに表示される行数を入力します。この設定は、「最初のn行」、「次のn行」および「前のn行」ページ・コントロール・ボタンによって表示される行数に影響します。


列とフォルダの見出しの表示

このボックスを使用して、列およびビューの見出しを表示するかどうかを指定します。次の中から選択できます。

	
列見出しのみ - 列見出しのみ表示され、ビュー見出しは表示されません。


	
1行ずつ - ビュー内で、列見出しとビュー見出しが別個の行に表示されます。


	
フォルダ.列の形式 - サブジェクト・エリアの最下位のフォルダ名とともに、列名が表示されます。たとえば、「製品」フォルダに「色」という列が含まれるとします。このオプションを使用すると、列見出しには単純に「色」ではなく、「製品.色」と表示されます。


	
フォルダ.列の形式(必要な場合) - 列名が一意でない場合にかぎり、サブジェクト・エリアのフォルダ名とともに列名が表示されます。このオプションは、表のみに使用できます。





代替スタイル設定の有効化

このボックスを使用して、緑にするスタイルをビューに追加するかどうかを指定します。緑に塗りつぶすスタイルでは、行または列が1つおきに薄緑色になります。(薄緑色はデフォルトの色で、変更可能です。方法は、表およびピボット表への書式の適用を参照してください。)緑に塗りつぶすスタイルを追加するには、このボックスを選択します。選択解除すると、緑に塗りつぶすスタイルは省略されます。


代替

このフィールドは、「代替スタイル設定の有効化」ボックスを選択して、書式をピボット表に適用している場合にのみ有効になります。

このボックスを使用して、ピボット表に対して、緑に塗りつぶすスタイルの次のオプションのいずれかを選択します。

	
最下層列 - 緑に塗りつぶすスタイルをデータに最も近い列のみに適用します。


	
すべての列 - 緑に塗りつぶすスタイルをすべての列に適用します。





セル値の繰返し

このボックスを使用して、複数の行にわたるすべてのセルを繰り返すことを指定します。たとえば、年および月の値を含む表があるとします。このボックスを選択解除した場合、月の値に対して年は1回表示されます。このボックスを選択した場合は、月のすべての値に対して年が繰返し表示されます。このボックスは、表のみに使用できます。


代替書式の設定

このボタンを使用して「書式の編集」ダイアログを表示すると、ビューの緑に塗りつぶすスタイルの外観の書式設定を追加できます。表およびピボット表への書式の適用を参照してください。


マスター詳細イベントのリスニング

このボックスを使用して、表またはピボット表をマスター詳細関係の詳細ビューとして機能させ、マスター詳細イベントをリスニングさせるかどうかを指定します。このボックスを選択する場合は、「イベント・チャネル」フィールドを完成させます。

マスター詳細関係の詳細は、「ビューのマスター詳細リンクとは」を参照してください。


イベント・チャネル

このフィールドは、「マスター詳細イベントのリスニング」ボックスを選択した場合のみ有効です。

このフィールドを使用して、1つ以上のマスター・ビューによって生じたマスター詳細イベントを表またはピボット表がリスニングするためのチャネルを1つ以上入力します。チャネル名の大文字/小文字は区別されるため、マスター・ビューで指定したチャネル名と完全に一致させる必要があります。複数のチャネルは、channel a, channel bのようにカンマで区切ってください。

このダイアログのその他のコンポーネントの説明は、「列のプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブを参照してください。





Null値

これらのチェック・ボックスを使用して、分析レベルで設定されたnullの抑制をオーバーライドします。

Null値のみの行を含める - このチェック・ボックスを使用して、行全体にnull値が設定されている場合に、表またはピボット表ビューにnull値を含めます。選択すると、表またはピボット表の行に対してnull値は抑制されません。

Null値のみの列を含める - このチェック・ボックスは、ピボット表ビューに対してのみ使用できます。このチェック・ボックスを使用して、列全体にnull値が設定されている場合に、ピボット表ビューにnull値を含めます。選択すると、ピボット表の列に対してnull値は抑制されません。

詳細は、Null抑制の理解を参照してください。


注意

	
列がセクション・エッジにある場合は、表またはピボット表にすべてのセクションが表示され、セクションごとのスクロールはできません。このように「データ表示」と「1ページの行数」の両方のコンポーネントが無視されます。











「表のプロパティ」ダイアログ: 「ライトバック」タブ

「表のプロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、ユーザーが列値を変更できるようにビューを構成します。

詳細は、値の変更およびライトバックの実行および「列のプロパティ」ダイアログ: 「ライトバック」タブを参照してください。


コンポーネント


ライトバックの有効化

分析内の1つ以上の列がライトバックに対して有効化されていない場合、このボックスを使用して、ユーザーがビューの値を変更できるようにします。このボックスを選択解除すると、1つ以上の列がライトバックに対して有効化されている場合でも、ビューでのライトバックが回避されます。


テンプレート名

このフィールドを使用して、ライトバック値に使用するテンプレートの名前を入力します。テンプレートには、データ・ソースに値をライトバックするSQL文が含まれます。

テンプレート名が適切かどうかを管理者とともに確認します。(テンプレート名は、ライトバック・テンプレートのWebMessage要素で<WebMessage name="SetQuotaUseID"のように指定されます。)


表モードの切替え

このボックスを使用して、ビューへの書込みモードの切替えを有効化します。このボックスを選択すると、ビューをビューモードから「編集」モードに切り替えることが可能になり、ユーザーが値をライトバックできるようになります。このボックスを選択解除すると、ビューモードから「編集」モードへの切替えは回避され、ビューは常に「編集」モードになります。


「適用」ボタン

このフィールドを使用して、ユーザーが(データ・ソースに値をライトバックするために)値を入力し、その値を適用する際にクリックするボタンに表示されるテキストを入力します。このボタンのデフォルト値は「適用」です。


「元に戻す」ボタン

このフィールドを使用して、ユーザーがライトバック用に値を入力し、その直後に値をクリアする場合にクリックするボタンに表示されるテキストを入力します。このボタンのデフォルト値は「元に戻す」です。


「完了」ボタン

このフィールドを使用して、ライトバックの値の入力が完了したことを示す際にユーザーがクリックするボタンに表示されるテキストを入力します。まだデータ・ソースにライトバックされていないすべての値がライトバックされます。このボタンのデフォルト値は「完了」です。


ボタン位置

このリストを使用して、ビュー上のボタンの位置(「右」または「左」など)を選択します。








「タスク」ペイン

このペインを使用して、オブジェクト固有のタスクを実行します。実行できるタスクは、オブジェクトのタイプと権限、およびユーザーの権限によって異なります。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
Oracle BIプレゼンテーション・カタログとは


	
カタログの使用者


	
オブジェクト固有のタスク




このペインはカタログ・ページの一部です。


「タスク」のオプション

	
ブリーフィング・ブックに追加 - 選択したオブジェクトをブリーフィング・ブックに追加する場合に使用します。このオプションを選択すると「ブリーフィング・ブックのコンテンツの保存」ダイアログが表示されます。ブリーフィング・ブックの詳細は、ブリーフィング・ブックでの作業を参照してください。


	
お気に入りに追加 - 選択したオブジェクトをお気に入りリストに追加するために使用します。金色の星がオーバーレイされたお気に入りオブジェクトのアイコンが表示されます。お気に入りの詳細は、お気に入りへのオブジェクトの追加を参照してください。


	
アーカイブ - 別のディレクトリで解凍するフォルダの内容または複数コンポーネント・オブジェクト(例 - スコアカード)を圧縮またはバンドルするのに使用します。これにより、(開発からテストなどの)環境間でのデータ転送が可能になります。


	
コピー - フォルダまたはオブジェクトを複製して、別のディレクトリに貼り付ける場合に使用します。


	
エージェントの作成 - (このオプションは、KPIを選択した場合のみ使用できます。)このオプションを使用して「新規エージェントの作成」ダイアログを表示すると、KPIからエージェントを作成できます。


	
リンクの作成 - フォルダまたはオブジェクトがあるディレクトリが大規模で、スクロールする必要がある場合に、そのフォルダまたはオブジェクトを表示するために使用します。たとえば、30のスコアカードが含まれている企業ディレクトリで「販売およびマーケティング」スコアカードのコンポーネントにすばやくアクセスするには、「販売およびマーケティング」スコアカードへのリンクを作成します。


	
ショートカットの作成: オブジェクトまたはフォルダへのショートカットを作成する場合に使用します。ショートカットを作成すると、Oracle BI EEによって現在のフォルダへのショートカットが追加されます。このショートカットをカタログ内の別の場所に移動できます。


	
削除 - このボタンを使用して、カタログからフォルダまたはオブジェクトを削除します。共有のフォルダまたはオブジェクトを削除する場合は、それぞれの個人用ダッシュボードにこれらのオブジェクトを追加した他のユーザーがアクセスできなくなることに注意してください。


	
無効化 - このオプションを使用して、エージェントを一時的に無効化します。エージェントのスケジュールの無効化および有効化を参照してください。


	
編集 - このボタンを使用して、関連付けられているエディタまたはビルダーを使用してオブジェクトを変更します。たとえば、KPIを選択してこのボタンをクリックすると、「KPI」エディタでKPIを変更できます。


	
有効化 - このオプションを使用して、エージェントを再びスケジュールどおりに実行させます。エージェントのスケジュールの無効化および有効化を参照してください。


	
展開 - このボタンを使用して、選択したフォルダの内容を表示します。たとえば、「ダッシュボード」フォルダを選択してこのボタンをクリックすると、使用可能なすべてのダッシュボードが表示されます。スコアカードを選択した場合は、関連付けられているすべてのオブジェクト(ミッション記述書、パースペクティブ、目標など)が表示されます。


	
実行 - スクリプト、URLまたはWebサービスのアクションを実行する場合に使用します。アクションの使用方法を参照してください。


	
エクスポート - 分析、ダッシュボードまたはダッシュボード・ページをエクスポートする場合に使用します。詳細は、次の項目を参照してください。

	
結果のエクスポートについて


	
ダッシュボードおよびダッシュボード・ページのエクスポートについて





	
開く - オブジェクトを表示したり、フォルダの内容を展開する場合に使用します。


	
権限 - ユーザーがフォルダおよびオブジェクトを表示できるようにする場合に使用します。これらのオブジェクトに対してユーザーが実行できるタスクを決定する特定の権限を付与するには、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービスの権限の管理に関する項を参照してください。


	
印刷 - 分析、ダッシュボードまたはダッシュボード・ページを印刷する場合に使用します。詳細は、次の項目を参照してください。

	
ビューの印刷


	
ダッシュボード・ページの印刷





	
プロパティ - 選択したオブジェクトのプロパティを表示または変更する場合に使用します。このオプションを選択すると、「プロパティ」ダイアログが表示されます。


	
お気に入りから削除 - お気に入りリストから項目を削除するために使用します。このオプションを選択すると、オブジェクトが含まれるすべての「お気に入り」カテゴリからオブジェクトが削除されます。お気に入りリストからオブジェクトを削除した後、金色の星が付いたアイコンから、オブジェクトの標準アイコンにオブジェクトのアイコンが変更されます。お気に入りの詳細は、お気に入りからのオブジェクトの削除を参照してください。


	
名前の変更 - フォルダまたはオブジェクトの名前を変更する場合に使用します。


	
登録 - このオプションを使用して、所有者の設定により登録可能になったエージェントに登録します。エージェントのサブスクライブを参照してください。


	
登録解除 - このオプションを使用して、現在登録しているエージェントから登録解除します。エージェントのサブスクライブ解除を参照してください。











「テキスト・プロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、ダッシュボード・ページに追加するテキスト・オブジェクトのプロパティを指定します。適切な権限がある場合は、オブジェクトにHTMLタグを入力できます。

詳細は、ダッシュボードへのコンテンツの追加を参照してください。


コンポーネント


「太字」、「斜体」、「下線」

これらのボタンを使用して、テキスト・オブジェクトの文字に太字、斜体または下線を適用します。


改行

このボタンを使用して、テキスト・オブジェクトの文字の間に改行を挿入します。


HTMLマークアップを含む

このオプションを使用して、HTMLマークアップの操作の説明に従ってHTMLコードを操作します。


テキスト

このフィールドを使用して、ダッシュボードに含めるテキストを入力します。

「ダッシュボード」エディタで割り当てる名前は、Oracle BIプレゼンテーション・カタログのテキスト・オブジェクトに使用される名前です。

このフィールドでは変数を参照できます。使用する構文は、変数を参照する構文とはを参照してください。変数の詳細は、変数の使用を参照してください。


プレビュー

このボタンを使用して、ダッシュボードでのテキストの書式設定を「プレビュー」領域ボックスに表示します。変更を行った場合は、再度「プレビュー」をクリックして結果を表示できます。








「ツリーマップ・プロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、ツリーマップのプロパティを編集します。

詳細は、ツリーマップ・ビューの編集を参照してください。


コンポーネント


一般

「ツリーマップ・プロパティ」ダイアログ: 「一般」タブを使用して、ツリーマップの物理的なサイズを指定し、凡例の表示/非表示を切り替えます。


スタイル

「ツリーマップ・プロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブを使用して、ツリーマップの書式設定を指定します。








「ツリーマップ・プロパティ」ダイアログ: 「一般」タブ

このダイアログを使用して、ツリーマップ・ビューの高さと幅を設定し、ツリーマップ・ビューの凡例の表示/非表示を切り替えます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ツリーマップ・ビューの編集


	
ツリーマップ・ビューに共通するその他のコンポーネント





コンポーネント


サイズ

このセクションを使用して、ツリーマップ・ビューの物理的なサイズを設定します。


幅

このテキスト・フィールドを使用して、ツリーマップ・ビューの幅をピクセル数で入力します。デフォルトは640ピクセルです。


高さ

このテキスト・フィールドを使用して、ツリーマップ・ビューの高さをピクセル数で入力します。デフォルトは480ピクセルです。


凡例の表示




このチェック・ボックスを使用して、連続的な色の変化またはツリーマップ・タイルのビン化を示すために凡例を表示するかどうかを指定します。ビン化のプロパティの詳細は、ツリーマップ・ビューに共通するその他のコンポーネントを参照してください。






「ツリーマップ・プロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブ

このダイアログを使用して、ツリーマップ・ビューの凡例の背景色およびグループとタイルの境界を設定します。ツリーマップの凡例の表示/非表示を切り替えることもできます。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
ツリーマップ・ビューの編集





コンポーネント


背景

このセクションを使用して、ツリーマップの凡例の背景色と塗りつぶしを選択します。


塗りつぶし

このリストを使用して、凡例の塗りつぶしの色を選択します。


境界

このリストを使用して、凡例の境界の色を選択します。


ツリーマップ境界

このセクションを使用して、ツリーマップのグループとタイルの境界色を選択します。次の2つのオプションがあります。

	
グループ — このリストを使用して、グループ(ヘッダー領域)の境界色を選択します。


	
タイル — このリストを使用して、タイルの境界色を選択します。





ラベル

このセクションを使用して、ツリーマップ・ビューの凡例の表示/非表示を切り替え、タイル・ラベルの書式を設定します。次の2つのオプションがあります。

	
グループ — 「書式の編集」ボタンをクリックして「書式の編集」ダイアログを表示し、グループ名として表示されるテキストの書式設定を指定します。


	
タイル — 「書式の編集」ボタンをクリックして「書式の編集」ダイアログを表示し、タイル名として表示されるテキストの書式設定を指定します。








表示

このチェック・ボックスを使用して、グループまたはタイルのラベルの表示/非表示を切り替えます。




	
注意:

グループの「表示」チェック・ボックスの選択を解除すると、境界は表示されません。また、ツリーマップ・ビューのグループ・ラベルにマウス・ポインタを合せても、ツールチップは表示されません。












「トレリスのプロパティ」ダイアログ

このダイアログを使用して、トレリスのプロパティを編集します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
トレリス・ビューの編集





コンポーネント


一般

トレリスのプロパティ・ダイアログ: 「一般」タブを使用して、グリッドのキャンバスに関連するプロパティ(凡例の位置や可視化のサイズなど)を設定します。


スタイル

「トレリスのプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブを使用して、トレリスの外観を制御するプロパティ(スタイルなど)を設定します。


スケール

トレリスのプロパティ・ダイアログ: 「スケール」タブを使用して、軸制限および目盛マークのプロパティを設定します。


タイトルとラベル

トレリスのプロパティ・ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブを使用して、トレリスのタイトルおよびラベルの表示を制御するプロパティを設定します。








トレリスのプロパティ・ダイアログ: 「一般」タブ

「トレリスのプロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、トレリスのキャンバスに関連するプロパティ(凡例の位置など)を設定します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
トレリス・ビューの編集





コンポーネント




	
注意:

このタブで使用できるコンポーネントは、使用しているトレリスのタイプ(単純または詳細)と、可視化のタイプによって異なります。








データ表示

この領域を使用して、データの参照に使用する方法を指定します。

	
スクロール・コンテンツがある固定ヘッダー - このオプションを使用して、データを参照する方法としてスクロールを使用します。

このオプションを選択すると、最大幅および最大高さフィールドがこのダイアログに表示されます。

この方法を使用するトレリスでは:

	
行および列のヘッダーが常に表示されます。


	
水平および垂直スクロール・バーが表示されます。


	
トレリスに大量のデータが含まれ、ユーザーがトレリスの最下部までスクロールする場合は、データの行や列をさらにフェッチするために、「さらに行を取得」および「さらに列を取得」リンクを表示できます。







	
コンテンツ・ページング - このオプションを使用して、データを参照する方法としてページ・コントロールを使用します。

このオプションを選択すると、「ページ・コントロール」ボックスおよび「1ページの行数」フィールドがこのダイアログに表示されます。





最大幅

このフィールドは、ヘッダーを固定してコンテンツをスクロールが選択されている場合のみ使用できます。

このフィールドを使用して、トレリスの最大幅をピクセル数で指定します。


最大高

このフィールドは、ヘッダーを固定してコンテンツをスクロールが選択されている場合のみ使用できます。

このフィールドを使用して、トレリスの最大高をピクセル数で指定します。


凡例の位置

このボックスを使用して、凡例を表示するかどうか、および表示する位置を指定します。次のいずれかのオプションを選択します。

	
なし - このオプションを使用すると、凡例は表示されません。


	
上 - このオプションを使用すると、凡例がトレリスのキャンバスの上に表示されます。


	
右 - このオプションを使用すると、凡例がトレリスのキャンバスの右に表示されます。


	
下 - このオプションを使用すると、凡例がトレリスのキャンバスの下に表示されます。


	
左 - このオプションを使用すると、凡例がトレリスのキャンバスの左に表示されます。


	
値の数に基づく - 列の値の数と使用できるスペースに基づいて凡例を最良の位置(左、右、上、下)に配置することを指定します。





1ページの行数

拡張トレリスの場合、このフィールドは「コンテンツ・ページング」が選択されている場合のみ使用できます。

このフィールドを使用して、トレリスの各ページに表示する行数を入力します。この設定は、「最初のn行」、「次のn行」および「前のn行」ページ・コントロール・ボタンによって表示される行数に影響します。


マスター詳細イベントのリスニング

このボックスを使用して、トレリスをマスター詳細関係の詳細ビューとして機能させ、マスター詳細イベントをリスニングさせるかどうかを指定します。このボックスを選択する場合は、「イベント・チャネル」フィールドを完成させます。

マスター詳細関係の詳細は、「ビューのマスター詳細リンクとは」を参照してください。


イベント・チャネル

このフィールドは、「マスター詳細イベントのリスニング」ボックスを選択した場合のみ有効です。

このフィールドを使用して、1つ以上のマスター・ビューによって生じたマスター詳細イベントをトレリスがリスニングするためのチャネルを1つ以上入力します。チャネル名の大文字/小文字は区別されるため、マスター・ビューで指定したチャネル名と完全に一致させる必要があります。複数のチャネルは、channel a, channel bのようにカンマで区切ってください。


可視化: 「メジャー」タブ

詳細トレリスで使用するメジャー(たとえば、RevenueやBilled Quantityなど)に対応するタブが表示されます。可視化のプロパティを設定するメジャーのタブをクリックします。


グラフのサイズ

このボックスを使用して、グラフのサイズを設定します。次のいずれかのオプションを選択します。

	
デフォルト(詳細トレリスにのみ使用可能)


	
小(単純トレリスにのみ使用可能)


	
中(単純トレリスにのみ使用可能)


	
大(単純トレリスにのみ使用可能)


	
カスタム

このオプションを選択する場合は、「幅」フィールドと「高さ」フィールドを使用してサイズを指定します。








幅

このフィールドを使用して、グラフの幅をピクセル数で入力します。


高さ

このフィールドを使用して、グラフの高さをピクセル数で入力します。


Null値

Null値のみの行を含める - このチェック・ボックスを使用して、行全体にnull値が設定されている場合に、トレリスにnull値を含めます。選択すると、トレリスの行に対してnull値は抑制されません。

これらのチェック・ボックスを使用して、分析レベルで設定されたnullの抑制をオーバーライドします。

Null値のみの列を含める - このチェック・ボックスを使用して、列全体にnull値が設定されている場合に、トレリスにnull値を含めます。選択すると、トレリスの列に対してnull値は抑制されません。

詳細は、Null抑制の理解を参照してください。


注意

	
列がセクション・エッジにある場合は、トレリスにすべてのセクションが表示され、セクションごとのスクロールはできません。このように「データ表示」と「1ページの行数」の両方のコンポーネントが無視されます。











トレリスのプロパティ・ダイアログ: 「スタイル」タブ

「トレリスのプロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、グラフの外観を制御するプロパティ(スタイルなど)を設定します。


コンポーネント




	
注意:

このタブで使用できるコンポーネントは、使用しているトレリスのタイプ(単純または詳細)と、可視化のタイプによって異なります。








セクションの書式設定

このボタンを使用して、「セクションの書式設定」ダイアログを表示し、印刷およびエクスポート時のページ区切り方法およびトレリスにおけるセクションの書式設定方法を指定します。


スタイル

このボックスを使用して、可視化のスタイルを選択します。オプションは、可視化に選択したグラフのタイプによって異なります。使用できるグラフ・スタイルの詳細は、「使用可能なグラフのタイプ」を参照してください。


スタイルと条件付き書式設定

このボタンを使用して、「スタイルと条件付き書式設定」ダイアログが表示され、書式設定を指定できます。


3D

このチェック・ボックスを使用して、グラフを3次元にするかどうかを指定します。


可視化: 「メジャー」タブ

詳細トレリスで使用するメジャー(たとえば、RevenueやBilled Quantityなど)に対応するタブが表示されます。可視化のプロパティを設定するメジャーのタブをクリックします。


棒

このボックスを使用して「色の選択」ダイアログを表示し、他に特定の色が選択されていないスパーク・グラフのすべてのデータ・ポイントについて色を選択します(たとえば、「開始」ボックス)。


開始

このボックスを使用して「色の選択」ダイアログを表示し、スパーク・グラフの最初のデータ・ポイントの色を選択します。


最大

このボックスを使用して「色の選択」ダイアログを表示し、スパーク・グラフの最大のデータ・ポイントの色を選択します。


終了

このボックスを使用して「色の選択」ダイアログを表示し、スパーク・グラフの最後のデータ・ポイントの色を選択します。


最小

このボックスを使用して「色の選択」ダイアログを表示し、スパーク・グラフの最小のデータ・ポイントの色を選択します。


描画エリア

このボックスを使用して、「色の選択」ダイアログを表示し、描画エリアの背景の色を選択できます。


グリッド線

これらのボックスを使用して、デフォルトのグリッド線または指定したグリッド線のどちらを表示するかを指定します。

「指定」オプションを選択した場合は、主要グリッドおよび補助グリッドについて、次のボックスを使用して目的のグリッド線および色を指定します。

	
水平線 - このボックスを使用して、水平のグリッド線を表示します。


	
垂直線 - このボックスを使用して、垂直のグリッド線を表示します。


	
色 - 「カラーの選択」ダイアログが表示され、水平および垂直のグリッド線の色を選択できます。この色は、「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「スケール」タブで指定した主要目盛マークと補助目盛マークにも適用されます。




「指定」オプションのみを選択し、主要グリッドおよび補助グリッドのチェック・ボックスを選択しない場合、グリッド線は(デフォルトで表示されるものも含めて)表示されません。


値の書式設定

このボタンで「値の書式設定」ダイアログを表示し、可視化でタイプが「数値」の値の書式を指定します。


背景

このボタンを使用して、「色の選択」ダイアログが表示され、凡例の背景の色を選択できます。


透明

このチェック・ボックスを使用して、凡例を透明にする(凡例の背景を色なしにする)かどうかを指定します。


「凡例」: 「境界」

このボタンを使用して、「色の選択」ダイアログが表示され、凡例を囲む境界の色を選択できます。








トレリスのプロパティ・ダイアログ: 「タイトルとラベル」タブ




	
注意:

このタブで使用できるコンポーネントは、使用しているトレリスのタイプ(単純または詳細)と、可視化のタイプによって異なります。







「トレリスのプロパティ」ダイアログのこのタブを使用して、トレリスのタイトルおよびラベルの表示を制御するプロパティを設定します。


コンポーネント


縦軸のタイトル

このフィールドを使用して縦軸のタイトルを入力します。


メジャー名を軸タイトルとして使用

このチェック・ボックスを使用して、列名を横軸のタイトルとして使用するかどうかを指定します。


横軸のタイトル

このフィールドを使用して横軸のタイトルを入力します。


列名を軸タイトルとして使用

このチェック・ボックスを使用して、列名を縦軸のタイトルとして使用するかどうかを指定します。


ラベル形式

このボックスを使用して、プロンプト、行、列、セクション、またはこの4つの任意の組合せのラベルに適用する書式を選択します。オプションは次のとおりです。

	
列見出しのみ - 列見出しのみ表示されます。


	
フォルダ.列の形式 - サブジェクト・エリアの最下位のフォルダ名とともに、列名が表示されます。たとえば、「製品」フォルダに「色」という列が含まれるとします。このオプションを使用すると、列見出しには単純に「色」ではなく、「製品.色」と表示されます。





プロンプト・ラベル、行ラベル、列ラベルまたはセクション・ラベル

このボックスを使用して、ラベルを表示するかどうかを指定します。オプションは次のとおりです。

	
オン - このオプションを使用してラベルを表示します。


	
オフ: このオプションを使用してラベルを非表示にします。


	
ロールオーバー時 - 行および列に対してのみ使用できます。このオプションを使用してラベルを表示しますが、列または列ラベルの上にマウス・ポインタを移動させたときにのみ表示します。





タイトルの書式設定

各「タイトル」フィールドの横に表示されるこのボタンを使用して「フォント書式」: 項目ダイアログを表示すると、タイトルの書式を設定できます。


凡例ラベル: ラベルの書式設定

このボタンを使用して「フォント書式」: 項目ダイアログを表示すると、凡例ラベルの書式を設定できます。


可視化: 「メジャー」タブ

詳細トレリスで使用するメジャー(たとえば、RevenueやBilled Quantityなど)に対応するタブが表示されます。可視化のプロパティを設定するメジャーのタブをクリックします。


「横軸のラベル」、「縦軸のラベル」または「データ・ラベル」: 「ラベルの書式設定」

このボタンを使用して「フォント書式」: 項目ダイアログを表示すると、横軸のラベル、縦軸のラベルまたはデータ・ラベルの書式を設定できます。








「アンアーカイブ」ダイアログ

このダイアログを使用して、プレゼンテーション・カタログへのアーカイブ・ファイルのアップロード方法を検索して指定します。詳細は、「アーカイブの概要」を参照してください。


コンポーネント


アーカイブ・ファイル

このフィールドを使用して、アーカイブ・ファイルの名前と場所を入力するか参照します。アーカイブ・ファイルの名前は、<プレゼンテーション・サービス・フォルダの名前>.catalogという表記規則に従って付けられます。たとえば、sales_dashboards.catalogなどです。


置換

同じ名前の既存のフォルダまたはオブジェクトを置換するかどうか、また、その方法を指定します。次のオプションに注意してください。

	
すべて - このオプションを選択すると、既存のフォルダまたはオブジェクトが、アップロードするアーカイブ・ファイルに含まれる同じ名前のフォルダまたはオブジェクトに置き換えられます。


	
古い - このオプションを選択すると、すでに存在するもの以外のフォルダまたはオブジェクトが置換されます。ただし、これらがソースより古い場合を除きます。


	
なし - このオプションを選択すると、新規のフォルダまたはオブジェクトが追加されますが、既存のフォルダまたはオブジェクトは保持されます。


	
強制 - このオプションを選択すると、すべてのフォルダまたはオブジェクトが追加および置換されます。





ACL

アンアーカイブ時の、アクセス・コントロール・リスト(ACL)を介したフォルダまたはオブジェクトへの権限の割当て方法を指定します。次のオプションに注意してください。

	
継承 - フォルダまたはオブジェクトの権限(ACL)を、新規親フォルダから継承します。


	
保存 - 必要に応じて元のマッピング・アカウントで保持されていた、フォルダまたはオブジェクトの権限(ACL)を保持します。


	
作成 - 必要に応じて元の作成およびマッピング・アカウントで保持されていた、フォルダまたはオブジェクトの権限(ACL)を保持します。




ACLエントリの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のカタログ・マネージャでのオブジェクトの使用に関する項を参照してください。








「グループの表示」: 「グループ」ダイアログ

クリックしたリンクに応じて、このダイアログを使用して、グループのメンバー、計算項目のメンバーまたは計算項目に使用されるカスタム式を表示します。

詳細は、次の項目を参照してください。

	
グループと計算項目の使用


	
データの選択の使用




このダイアログは、次のように表示されることもあります。



「計算項目の表示」: 「項目」ダイアログ

コンポーネント


関数

このコンポーネントは、計算項目またはカスタム式リンクに対して表示されます。計算に使用される関数が表示されます。


「リスト」領域

グループまたは計算項目のメンバーが表示されます。カスタム式計算項目リンクをクリックした場合は、メンバーを特定するために使用される式がこの領域に表示されます。

このダイアログに表示されるリストは変更できません。リストを変更するには、選択ステップ・ビュー・エディタを閉じて、「分析」エディタ: 「結果」タブ内で「選択ステップ」ペインに移動する必要があります。







	
注意:

右クリック相互作用メニューを使用して選択ステップを作成した場合は、右クリック相互作用メニューを使用して選択ステップを削除する必要があります。詳細は、データの選択の使用を参照してください。












「グループの表示」: 「グループ」ダイアログ: 「結果」タブ

「グループの表示」: 「グループ」ダイアログのこのタブを使用して、メンバーのリストを表示します。

詳細は、グループ・オブジェクトとしての選択ステップの保存を参照してください。


コンポーネント


「リスト」領域

「グループの表示」「グループ」ダイアログ: 「選択ステップ」タブに表示される選択ステップをOracle BI EEが適用した結果として得られるグループのメンバーが表示されます。

このダイアログに表示されるリストは変更できません。選択ステップおよびリストを変更するには、選択ステップ・ビュー・エディタを閉じて、「分析」エディタ: 「結果」タブ内で「選択ステップ」ペインに移動する必要があります。








「グループの表示」: 「グループ」ダイアログ: 「選択ステップ」タブ

「グループの表示」: 「グループ」ダイアログのこのタブを使用して、グループの選択ステップを表示します。

詳細は、グループ・オブジェクトとしての選択ステップの保存を参照してください。


コンポーネント


「選択ステップ」領域

グループとして保存された選択ステップのコンポーネントが表示されます。グループまたは計算項目が選択ステップに含まれている場合は、ハイパーリンクが設定されないことに注意してください。

このダイアログに表示されている選択ステップは変更できません。選択ステップを変更するには、選択ステップ・ビュー・エディタを閉じて、「分析」エディタ: 「結果」タブ内で、「選択ステップ」ペインに移動します。








「ビュー」ペイン

このペインでは次のことを行えます。

	
分析への新規ビューの追加


	
分析に追加されたビューの複合レイアウトへの追加


	
分析に追加されたビューの編集


	
分析からのビューの削除




詳細は、次の項目を参照してください。

	
分析の結果の表示




このペインは「分析」エディタ: 「結果」タブの一部です。


コンポーネント


ビュー・リスト

分析に追加されているビューが表示されます。使用可能なビュー・タイプのリストは、「使用可能なビューのタイプ」を参照してください。


ツールバー

このツールバーには次のボタンが含まれています。

	
ビューの追加 - このボタンを使用して、複合レイアウトにビューを追加します。まず、ビューの追加先の複合レイアウトを現在のビューにします。次に、追加するビューをビュー・リストで選択して、「ビューの追加」をクリックします。


	
新規ビュー - このボタンを使用して、分析に新規ビューを追加し、推奨可視化機能にアクセスします。「新規ビュー」をクリックして追加するビューのタイプを選択すると、ビューの編集および保存を行えます。「推奨可視化」オプションを選択すれば、「トレンドを分析中」や「パーセンテージを比較中」などの可視化専門分野を選択できます。可視化専門分野を選択すれば、「可視化の選択」リストにアクセスして、推奨ビュー・タイプのランキングから選択できるようになります。

ビューを編集して保存すると、ビュー・リストに追加できます。その後、「ビューの追加」ボタンを使用してビューを複合レイアウトに追加できます。

推奨可視化の詳細は、推奨可視化機能とはを参照してください。


	
ビューの編集 - このボタンを使用してビューを編集します。編集するビューをビュー・リストで選択して、「ビューの編集」をクリックします。ビューのエディタが表示されます。


	
ビューの複製 - このボタンを使用して、選択したビューのコピーを作成します。


	
分析からビューを削除 - このボタンを使用して、分析からビューを削除します。ビュー・リストで削除するビューを選択して、「分析からビューを削除」をクリックします。ビューが追加された分析および複合レイアウトから、ビューが削除されます。


	
ビューの名前変更 - このボタンを使用して「ビューの名前変更」ダイアログを表示すると、選択したビューの新しい名前を指定できます。
















オラクルの法律上の注意点について
オラクルの法律上の注意点について
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